


DYNIC PRODUCTS
ニードルパンチカーペット

壁紙

ターポリン

装幀用布クロス

フィルタ用不織布

熱転写インクリボン

アルミ箔加工蓋材

エンボスフィルム

表示ラベル印刷素材

印刷用フィルム

衣料用接着芯地

ダイニックの製品は一見しただけでは

何の変哲もないシート状の素材と思われるかもしれません

しかし　その一つ一つの製品には

みなさまの日常生活に役立つための付加価値が秘められています

「紙」「布」「フィルム」「不織布」「アルミ箔」などの素材に

さまざまな加工技術を施したダイニック製品は

暮らしの中にしっかりと根を張っています
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DYNIC   PRODUCTS
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ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
製
品
は
暮
ら
し
の
な
か
に

し
っ
か
り
と
根
を
お
ろ
し
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
家
庭
で
は
床
材
や
壁
材
に
は
じ
ま
り
、

書
籍
や
ア
ル
バ
ム
、
銀
行
通
帳
か
ら
、

衣
服
の
内
素
材
、
乳
製
品
に
ま
で
…
…
。

戸
外
に
出
れ
ば
、
車
の
内
装
材
、

イ
ベ
ン
ト
会
場
の
テ
ン
ト
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
、

オ
フ
ィ
ス
で
は
空
調
フ
ィ
ル
タ
か
ら
名
刺
や

プ
リ
ン
タ
の
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
に
い
た
る
ま
で
…
…
。

こ
れ
ら
は
一
例
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

創
業
い
ら
い
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
、

つ
ね
に
技
術
の
向
上
を
は
か
り
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
文
化
に

「
豊
か
さ
」「
快
適
さ
」
を
も
た
ら
す
製
品
を

た
く
さ
ん
送
り
だ
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

DYNIC   PRODUCTS



4

1111

2344

書籍装幀用クロスファイル表紙材印刷用フィルム加湿器用不織布

エアコンフィルタ用
不織布

パッケージ用クロスノート背貼り用クロス衣料用接着芯地表示用ラベル素材
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家電フィルタ用
不織布

アルミ箔加工蓋材

名刺プリントシステム

ターポリン

通帳用クロス

表示用熱転写インクリボン

車輛内装用不織布

エアコンフィルタ用
不織布

　紙器

磁気テープ

車輛フィルタ用不織布シートベルトラベル素材

発煙筒用紙管

床吸音材用不織布

アルミ箔加工
インナーシール

パップ剤離型用
エンボスフィルム

バーチカル
ブラインド用素材

11 壁紙

©Sangetsu Corporation
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出版文具

DYNIC PRODUCTS  商品紹介

書籍

教科書

書籍



7

書籍ノート

ダイアリー

ファンシーグッズ

ファイル

パッケージ



8

DYNIC PRODUCTS   

情報

ファブリックインクリボン

熱転写インクリボン

磁気テープ

印刷用布素材

印刷用フィルム

名刺プリントシステム

有機 EL 用水分除去シート
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不織布

車輛用天井材

エンジンフィルタ材 キャビンフィルタ材

空気清浄機フィルタ材ビル空調フィルタ材

水分蒸散
フィルタ材

オフセット印刷用

ニードルパンチカーペット 床吸音材

車輛用シートバック材車輛用吸音材
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DYNIC PRODUCTS   

ターポリン（テント材）

ターポリン（工事用風管材）

ターポリン（テント材）

ターポリン（フレキシブルコンテナ）

ターポリン（非常持出袋）

壁紙

バーチカルブラインド

ターポリン（合羽素材）

住宅／
工業用途

©Sangetsu Corporation

衣料（芯地）
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シャツ襟芯

インサイドベルト芯スーツ襟芯

洗濯表示ラベル
衣料用接着芯地「Staflex」

衣料（芯地）
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DYNIC PRODUCTS   

アルミ箔加工蓋材

包材／紙管紙器
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特殊材料加工

パップ剤
離型フィルム
エンボス加工

各種エンボス

紙器（食品容器）

紙管（発煙筒）

アルミ箔加工胴ラベル
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東京本社
Tokyo Head Office
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王子分室
Oji Office
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大阪支社営業所
Osaka Branch
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京都本社
Kyoto Head Office

名古屋支社
営業所
Nagoya Branch
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滋賀工場
Shiga Factory
創業以来受け継いだ伝統と先進テクノロジーを複合させた技術で、装
幀用布クロス、銀行通帳用クロス、壁紙、品質表示ラベル、不織布、
有機ＥＬディスプレイの耐久性を持続させる電子特殊材料など、暮ら
しや社会に密着した製品を生み出しています。
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埼玉工場
Saitama Factory
ビニル工場として出発した深谷工場は、1996年に東京工場を集約、
埼玉工場としてスタート。現在は装幀用紙クロス・ビニルクロス、イ
ンクリボン、印刷用フィルム、自動車内装用不織布、フィルタ用不織
布、カーペット、ターポリンなどの高機能、高付加価値製品を製造し
ています。
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王子工場
Oji Factory

真岡工場
Moka Factory

徹底した衛生管理と確かな品質管理
のもと、食品などの品質保持の役割
を担うアルミ箔蓋材と、豊富なノウ
ハウを駆使した塗工紙を製造してい
ます。

王子工場と同じく食品などの蓋材の
製造を担当し、急速に多様化する蓋
材のニーズに対応したアルミとフィ
ルムの複合素材は、お客様の厚い信
頼をいただいています。



23

富士工場
Fuji Factory
クリーンな作業環境のもとで製造
した品質の高いスパイラル巻紙管
は、食品用紙器や緊急発煙筒用紙
管容器などに使用されています。
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経
営
陣

社外取締役

川 﨑　　 茂

代表取締役社長

大 石 義 夫

社外取締役

辻　　 正 次 

常務取締役

市 川 仁 司

取締役

新 家　　 隆 

常務取締役 取締役

山 田 英 伸 小 澤 一 雅

取締役

佐々木　　範明 
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北 村 圭 正

監査役

本 山 信 之

取締役会長

細 田 敏 夫

監査役

雨 森 和 彦 

常務取締役

河 野 秀 昭

社外監査役

川 辺 雅 也 

常務取締役

遠 藤　　 浩

長谷川　　啓一

取締役

社外監査役
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奇
し
く
も
平
成
か
ら
令
和
へ
と
改
元
さ
れ
た
年
の
八
月
一
八
日
、
創
立
一
〇
〇
年
を
迎
え
ま
し
た
。
か
く

も
長
く
存
続
し
え
た
の
は
、
お
客
さ
ま
に
支
持
さ
れ
、
社
会
に
役
立
ち
、
生
活
を
豊
か
に
す
る
製
品
を
タ
イ

ム
リ
ー
に
世
に
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
た
結
果
だ
と
い
え
ま
す
。

　

顧
客
の
み
な
さ
ま
、
仕
入
先
の
み
な
さ
ま
、
そ
し
て
厳
し
い
時
代
に
素
晴
ら
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発

揮
さ
れ
た
Ｏ
Ｂ
の
み
な
さ
ま
、
お
世
話
に
な
っ
た
み
な
さ
ま
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

新
た
な
目
標
に
向
か
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
二
〇
二
〇
年
の
今
年
は
、
お
り
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
世
界
も
日
本
も
、
私
た
ち
の
生
活
環
境
も
大
き
く
変
え
て
ゆ
き
ま
す
。
思
え
ば
日
本

ク
ロ
ス
工
業
の
創
業
時
も
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
最
中
で
し
た
。
何
か
因
縁
め
い
た
も

の
を
感
じ
ま
す
が
、
創
業
時
に
立
ち
返
っ
て
心
を
引
き
締
め
ろ
と
い
う
警
鐘
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

私
が
入
社
し
た
の
は
一
九
七
四
年
、
日
本
ク
ロ
ス
か
ら
ダ
イ
ニ
ッ
ク
へ
社
名
変
更
し
た
年
で
し
た
。
と
も

発
刊
に
あ
た
っ
て

社
長
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に
歩
ん
で
き
た
四
五
年
を
か
え
り
み
る
と
、
業
績
の
厳
し
い
時
代
が
長
か
っ
た
。
と
く
に
バ
ブ
ル
の
崩
壊
後

は
社
運
を
左
右
す
る
危
機
に
直
面
、
当
時
の
役
員
・
従
業
員
が
一
丸
と
な
っ
て
こ
れ
を
乗
り
切
り
、
前
社
長

の
時
代
に
業
績
は
Ｖ
字
回
復
を
果
た
し
ま
し
た
。
私
は
前
社
長
の
経
営
方
針
﹁
Ｆ
ｏ
ｒ　

Ｔ
ｈ
ｅ　

Ｃ
ｕ
ｓ

ｔ
ｏ
ｍ
ｅ
ｒ
﹂
を
引
き
継
ぎ
、﹁
身
の
丈
に
あ
っ
た
経
営
﹂
を
基
本
に
、
さ
ら
な
る
経
営
改
善
に
と
り
く
ん

で
き
ま
し
た
。
少
し
景
気
が
悪
く
な
る
と
、
赤
字
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
で
は
い
け
な
い
、
少
し
ぐ
ら
い
落

ち
込
ん
で
も
持
ち
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
従
業
員
も
ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
に
な
ら
な
け
れ
ば

会
社
と
し
て
の
存
在
価
値
も
な
い
、
と
強
く
思
い
、
盤
石
な
経
営
体
質
に
す
る
決
意
を
固
め
た
し
だ
い
で
す
。

　

最
大
の
ピ
ン
チ
は
二
〇
一
四
年
二
月
の
雪
害
で
し
た
。
関
東
甲
信
越
で
発
生
し
た
大
雪
で
埼
玉
工
場
の
建

屋
の
一
部
が
崩
落
、
不
織
布
工
場
が
壊
滅
し
ま
し
た
。
幸
い
に
し
て
日
本
不
織
布
協
会
の
同
業
他
社
み
な
さ

ま
に
も
手
を
さ
し
の
べ
て
い
た
だ
き
、
な
ん
と
か
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
壊
す
こ
と
な
く
供
給
責
任
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
復
旧
ま
で
三
年
を
要
し
ま
し
た
が
、
難
局
を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
、
お
客
さ
ま
、

仕
入
れ
先
の
み
な
さ
ま
は
も
と
よ
り
、
同
業
他
社
の
み
な
さ
ま
に
深
い
感
謝
の
念
あ
る
の
み
で
す
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
ポ
ス
ト
一
〇
〇
周
年
は
い
か
に
。
歴
史
が
培
っ
た
独
自
技
術
を
く
み
あ
わ
せ
、
環
境
対
応

型
の
高
機
能
・
高
付
加
価
値
商
品
の
開
発
に
努
め
る
。
さ
ら
に
顧
客
の
み
な
さ
ま
と
一
緒
に
な
っ
て
、
世
が

求
め
る
製
品
、
他
社
が
真
似
の
で
き
な
い
製
品
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
。
量
的
に
大
き
く
伸
び
る
こ
と
は

難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
質
的
に
は
ど
ん
ど
ん
伸
び
る
余
地
が
あ
り
ま
す
。
大
き
な
市
場
を
構
成
す
る

一
分
野
を
深
掘
り
し
て
、
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
と
な
る
こ
と
で
飛
躍
的
な
業
績
改
善
が
見
込
め
ま
す
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
七
事
業
部
で
構
成
、
国
内
七
社
、
海
外
一
一
社
の
グ
ル
ー
プ
会
社
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

を
軸
に
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
活
路
は
無
限
で
す
。
ど
う
か
今
後
の
ダ
イ
ニ
ッ
ク
に
ご
期
待

く
だ
さ
い
。
今
後
と
も
倍
旧
の
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
〇
二
〇
年
八
月



口
絵

発
刊
に
あ
た
っ
て

序　
章

一
冊
の
洋
書
が
も
た
ら
し
た
奇
跡　
　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
創
立
一
〇
〇
年 

…
…
…
…
…
…
… 

33

伝
説
の
書
﹃
デ
ピ
エ
﹄
／
青
年
技
術
者
の
決
意
／
わ
が
国
に
お
け
る
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
／
舶
来
品
に
ま
さ
る
モ
ノ
を
／
機
運
は
熟
し
た
／

日
本
ク
ロ
ス
工
業
の
創
立
／
あ
れ
か
ら
一
〇
〇
年
…
…

第
一
章
︵
一
九
一
九
～
一
九
二
七
︶

本
業
は
ク
ロ
ス　
染
再
整
は
副
業
で
あ
る 

…
…
…
…
…
…
… 

65

●
大
正
か
ら
昭
和
へ 

国
内
外
と
も 

は
げ
し
く
ゆ
れ
う
ご
い
た

国
産
初
の
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
／
画
期
的
な
技
術
開
発
／
震
災
復
興
を
さ
さ
え
る
／
円
本
ブ
ー
ム
と
ク
ロ
ス
／
東
西
に
総
代
理
店
を
お
く
／

技
術
者
を
核
に
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
／
試
練
を
の
り
こ
え
る

ダ
イ
ニ
ッ
ク
一
〇
〇
年
史　
﹇
目
次
﹈

凡
例

＊
本
文
中
の
引
用
文
は
原
本
の
表
記
（
旧
字
・

旧
仮
名
）
に
合
わ
せ
、
適
宜
ル
ビ
を
振
っ
た
。

＊
引
用
文
中
の
［　
　

］
内
は
引
用
者
が
加
え

た
注
で
あ
る
。



第
二
章
︵
一
九
二
七
～
一
九
三
六
︶

新
製
品 

新
用
途
を
き
わ
め　
ク
ロ
ス
本
業
を
確
立
す
る 

…
…
…
…
…
…
… 

95

●
モ
ダ
ン
と
ハ
イ
カ
ラ 

昭
和
恐
慌 

海
の
向
こ
う
で
戦
争
の
気
配

ク
ロ
ス
製
品
の
多
様
化
す
す
む
／
染
再
整
は
得
意
分
野
に
し
ぼ
る
／
天
神
川
工
場
を
新
設
す
る
／
最
初
の
苦
難
を
の
り
き
る

第
三
章
︵
一
九
三
六
～
一
九
四
五
︶

戦
時
の
モ
ノ
不
足
に
耐
え
て　
ひ
た
す
ら
操
業
を
ま
も
る 

…
…
…
…
…
…
… 

117

●
世
界
中
が
戦
争
一
色
の
時
代 
日
中
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
へ

油
布 

硝
化
綿
レ
ザ
ー
を
開
発
す
る
／
物
資
統
制
時
代
の
モ
ノ
づ
く
り
／
気
球
用
原
紙
を
量
産
す
る
／

ク
ロ
ス 

染
色
加
工
と
も
に
輸
出
が
の
び
る
／
工
場
の
拡
張 

増
設
と
再
編
成
／
戦
時
統
制
の
な
か
で 

ひ
た
す
ら
耐
え
る
／

操
業
維
持
に
全
力 

戦
中
を
の
り
き
る

第
四
章
︵
一
九
四
五
～
一
九
五
五
︶

ク
ロ
ス
を 

ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
を
つ
く
っ
て　
戦
後
日
本
の
復
興
に
役
立
と
う 

…
…
…
…
…
…
… 

151

●
焦
土
の
真
夏
か
ら
六
年 

新
し
い
日
本
の
幕
あ
け

メ
ー
カ
ー
の
使
命
に
こ
だ
わ
る
／
物
資
欠
乏
時
代 

苦
心
の
モ
ノ
づ
く
り
／
布
ク
ロ
ス
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
／
斬
新
な
紙
ク
ロ
ス
を
開
発
す
る
／

ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
の
開
発
／
ア
セ
テ
ー
ト
染
色
へ
向
か
う
／
飛
躍 

発
展
の
時
代
へ
／
躍
進
の
原
動
力
は
混
沌
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

第
五
章
︵
一
九
五
五
～
一
九
六
二
︶

ポ
ン
と
は
ず
ん
で
パ
ネ
ロ
ン　
国
産
初
の
不
織
布
を
世
に
お
く
る 

…
…
…
…
…
…
… 

191

●
高
度
成
長
の
序
章 

三
種
の
神
器
と
豊
か
な
暮
ら
し

織
ら
な
い
織
物 

パ
ネ
ロ
ン
を
発
売
す
る
／
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
か
ら
合
成
皮
革
へ
／
大
型
出
版
と
装
幀
ク
ロ
ス
／
多
様
化
す
る
ク
ロ
ス
製
品
／

新
し
い
加
工
法
の
開
発
／
東
京
工
場
の
新
築
・
移
転
と
京
都
工
場
の
増
強
／
創
立
以
来
の
成
長
期
に
創
立
四
〇
周
年
／
急
成
長
で
転
機
を
む
か
え
る



第
六
章
︵
一
九
六
二
～
一
九
七
四
︶

接
着
芯
地
の
パ
イ
オ
ニ
ア　
ア
パ
レ
ル
を
裏
側
か
ら
さ
さ
え
る 

…
…
…
…
…
…
… 

237

●
「
戦
後
」
日
本
の
転
換
期 

政
治 

経
済 

社
会 

す
べ
て
潮
目
が
変
わ
る

織
物
接
着
芯
地 
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
の
発
売
／
人
工
皮
革
の
開
発
と
合
成
皮
革
の
充
実
／
新
製
品
で
多
様
化
に
向
か
う
ク
ロ
ス
／

情
報
機
器
用
の
印
字
リ
ボ
ン
を
開
発
／
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
の
充
実
／
床
材
カ
ー
ペ
ッ
ト 

壁
装
材
を
発
売
す
る
／
個
性
派
ぞ
ろ
い
の
新
製
品
／

合
繊
加
工
糸
の
染
色
へ
／
坂
部
三
次
郎
の
社
長
就
任
と
積
極
拡
大
／
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の
営
業
へ
／
深
谷
工
場
を
新
設 

三
工
場
の
体
制
と
な
る
／

経
営
改
革
を
断
行
す
る
／
東
西
工
場
を
再
編
成
す
る
／
国
内
外
に
関
連
会
社
が
誕
生

第
七
章
︵
一
九
七
四
～
一
九
八
八
年
︶

技
術
の
複
合
化
で　
素
材
革
命
を
実
現
す
る 

…
…
…
…
…
…
… 

309

●
「
昭
和
」
の
フ
ィ
ナ
ー
レ 

成
熟
社
会
の
表
と
裏

印
刷
で
き
る
フ
ィ
ル
ム
素
材
﹁
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ａ
﹂
の
発
売
／
多
様
化 

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
化
が
す
す
む
／

印
字
リ
ボ
ン 

第
二
ス
テ
ッ
プ
に
向
か
う
／
高
付
加
価
値
の
ビ
ニ
ル
壁
紙
を
発
売
／
﹁
車
ま
わ
り
﹂﹁
家
ま
わ
り
﹂
を
中
心
に
／

機
能
＋
シ
ス
テ
ム
の
新
商
品
／
新
生
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
ス
タ
ー
ト
／
創
業
の
地 

京
都
か
ら
滋
賀
県
多
賀
町
へ
／
技
術
力
で
新
時
代
を
ひ
ら
く
／

二
度
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
業
績
は
乱
高
下
／
事
業
本
部
制
の
変
遷
／
グ
ル
ー
プ
経
営
に
新
し
い
展
開

第
八
章
︵
一
九
八
八
～
二
〇
〇
〇
︶

テ
ー
マ
は
環
境
と
ア
メ
ニ
テ
ィ　
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
モ
ノ
づ
く
り
を 

…
…
…
…
…
…
… 

375

●
歴
史
的
な
大
変
動 

そ
し
て
混
迷
の
時
代
が
到
来

﹁
環
境
﹂﹁
ア
メ
ニ
テ
ィ
﹂
と
﹁
メ
デ
ィ
ア
﹂
を
テ
ー
マ
に
／
印
字
リ
ボ
ン 

第
三
ス
テ
ッ
プ
に
向
か
う
／
量
販
型
の
紙
ク
ロ
ス
が
登
場
／

新
機
能
の
不
織
布 ﹁
家
ま
わ
り
﹂﹁
車
ま
わ
り
﹂
に
浸
透
す
る
／
新
世
代
の
モ
ノ
づ
く
り
が
活
発
化
／
新
し
い
キ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
／

坂
部
三
司
の
社
長
就
任
／
生
産
拠
点
を
東
西
二
工
場
に
集
約
す
る
／
開
発
体
制
を
強
化
す
る
／
環
境
調
和
型
の
企
業
を
め
ざ
す
／

平
成
不
況
と
い
う
試
練
に
た
え
る
／
グ
ル
ー
プ
展
開
は
分
散
か
ら
集
中
へ



第
九
章
︵
二
〇
〇
〇
～
二
〇
一
〇
︶

伝
え
育
ん
だ
歴
史
が　
類
な
き
新
分
野
を
う
ん
だ 

…
…
…
…
…
…
… 

437

●
二
一
世
紀 

世
界
は
戦
争
で
幕
あ
け 

国
内
は
不
況
と
政
治
の
混
乱
つ
づ
く

電
子
特
材
﹁
水
分
除
去
シ
ー
ト
﹂
の
開
発
／
家
電 

自
動
車
向
け
不
織
布
の
開
発
／
多
様
化 

そ
し
て
個
性
化
／

固
有
技
術
を
活
か
し
て
新
市
場 

新
分
野
へ
／
不
織
布 

蓋
材
の
量
産
体
制
を
と
る
／
経
営
改
革
に
と
り
く
む
／
経
営
変
革
の
集
大
成
／

七
期
ぶ
り
に
復
配
を
実
現
／
組
織
を
フ
ラ
ッ
ト
に
す
る

第
一
〇
章
︵
二
〇
一
〇
～
二
〇
一
九
︶

技わ

術ざ

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で　
暮
ら
し
と
文
化
の
す
み
ず
み
ま
で 

…
…
…
…
…
…
… 

481

●
激
変 

混
沌
の
世
界
情
勢 

国
内
は
巨
大
災
害
か
ら
復
興
へ

熱
転
写
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
充
実
／
素
材
で
は
な
く 

機
能
を
売
る
…
…
不
織
布
／
パ
ッ
ケ
ー
ジ
用
ク
ロ
ス
の
開
発
／

脱
量
産
品
で
活
路
を
ひ
ら
く
ビ
ニ
ル
製
品
／
機
能
重
視
の
製
品
で
勝
負
す
る
／
ビ
ジ
ネ
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
す
す
む
／

サ
ー
マ
ル
リ
ボ
ン 

壁
紙
の
設
備
強
化
／
大
石
義
夫
の
社
長
就
任
／
創
立
一
〇
〇
周
年
を
む
か
え
る
／
埼
玉
工
場
と
雪
害
／

伝
え
育
ま
れ
た
技
術
力
で
未
来
を
紡
ぐ

対　
談

第
四
次
産
業
革
命
と
モ
ノ
づ
く
り
の
未
来 
…
…
…
…
…
…
… 

547

大
田
弘
子
︵
政
策
研
究
大
学
院
大
学
特
別
教
授
︶
VS 

大
石
義
夫
︵
ダ
イ
ニ
ッ
ク
社
長
︶

資
料
・
年
表

定
款
・
業
績
の
推
移
・
歴
代
役
員
一
覧 

…
…
…
…
…
…
… 

562

ダ
イ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
企
業
一
覧 

…
…
…
…
…
…
… 

578

年
表 

…
…
…
…
…
…
… 

587

索
引

あ
と
が
き



経　営　理　念

経営の理念

経営の基本方針

社長　大石義夫
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一
冊
の
書
物
が
人
の
運
命
を
き
り
ひ
ら
く
こ
と
が
あ
る
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
前
身
で
あ
る
日
本
ク
ロ
ス
工
業
を
つ
く
っ
た
坂さ

か

部べ

三さ
ん

次じ

に
そ
く
し
て
い
え
ば
、
そ
れ
は
い
ま
も

『
デ
ピ
エ
』
と
よ
ば
れ
、
な
が
く
語
り
つ
た
え
ら
れ
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
語
の
技
術
書
で
あ
っ
た
。

　

坂
部
三
次
が
同
書
と
出
会
わ
な
け
れ
ば
、
日
本
ク
ロ
ス
の
創
立
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
創
立

一
〇
〇
年
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

創
立
者
・
坂
部
三
次
の
来
歴
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
『
ダ
イ
ニ
ッ
ク
90
年
史
』
に
収
録
し
た
小
伝
で
詳く

わ

し
く
の
べ

て
あ
る
。
こ
こ
で
は
も
っ
ぱ
ら
、
坂
部
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
『
デ
ピ
エ
』
と
出
会
っ
た
の
か
に
焦
点
を
し
ぼ
り
、

運
命
の
出
会
い
か
ら
、
日
本
ク
ロ
ス
の
創
立
ま
で
の
足
跡
に
よ
り
そ
っ
て
み
た
い
。
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第
一
節  
伝
説
の
書
『
デ
ピ
エ
』

●
明
治
男
の
あ
る
「
闘た

た
か

い
」

　

伝
説
の
書
﹃
デ
ピ
エ
﹄
は
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
語
で
著あ

ら
わ

さ
れ
た
技
術
専
門
書
で
あ
る
。
む
ろ
ん
外
国
語
の
素
養
の
な
か
っ
た
坂
部
の
手
に
負
え
る
代
物
で
は

な
か
っ
た
。
読
み
解
い
て
、
み
ず
か
ら
の
血
肉
に
す
る
の
は
、
気
が
遠
く
な
る
ほ
ど
困
難
な
道
の
り
だ
っ
た
。
た
と
え
ば

﹃
ク
ロ
ス
王　

坂
部
三
次
﹄︵
白し

ろ

水う
ず

胖ゆ
た
か

 

著
、
叢
文
社
︶
に
は
、
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

　

辞
書
を
枕

ま
く
ら

許も
と

に
お
い
て
﹁
デ
ピ
エ
﹂
に
囓か

じ

り
つ
く
の
は
、
い
つ
も
深
夜
で
あ
っ
た
。
当
時
の
不
完
全
な
仏
和
辞
典

ほ
ど
、
専
門
書
を
読
む
の
に
役
立
た
な
い
辞
書
は
な
い
。

　

一
つ
の
単
語
が
、
わ
か
ら
な
い
た
め
に
、
研
究
が
、
一
時
的
に
頓と

ん

挫ざ

す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
っ
た
。
た
と
え
ば
、

ス
ペ
ル
マ
セ
テ
ィ︵Sperm

aceti

︶
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
何
か
、
あ
る
原
料
の
名
前
で
あ
る
こ
と
は
た
し
か
だ
が
、

辞
書
を
ひ
い
て
も
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
わ
か
ら
な
い
と
、
研
究
が
つ
づ
け
ら
れ
な
い
。

　

途
方
に
く
れ
て
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
に
す
が
っ
た
。

　

だ
が
専
門
語
が
多
い
た
め
に
理
解
で
き
な
い
と
い
う
。
や
む
な
く
そ
の
宣
教
師
を
通
じ
て
本
国
に
照
会
し
て
も
ら
っ
た

が
、
そ
の
返
信
が
と
ど
い
た
の
は
六
か
月
後
だ
っ
た
。
ス
ペ
ル
マ
セ
テ
ィ
︵Sperm

aceti
︶
は
、
鯨げ

い

蠟ろ
う

で
あ
る
と
い
う
。

ふ
つ
う
の
鯨げ

い

油ゆ

で
は
な
い
。
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
の
頭
部
か
ら
採
取
す
る
白
濁
し
た
脳
油
な
の
で
あ
る
。

　

ひ
と
つ
の
単
語
の
意
味
が
わ
か
る
ま
で
に
お
よ
そ
半
年
も
か
か
っ
た
。
募つ

の

る
も
ど
か
し
さ
、
そ
し
て
絶
望
感
に
う
ち
の

め
さ
れ
な
が
ら
、
深
夜
、
ひ
と
り
ロ
ウ
ソ
ク
の
燈
火
の
も
と
で
フ
ラ
ン
ス
語
の
書
物
に
向
き
合
う
の
だ
っ
た
。

　

そ
れ
は
、
た
だ
書
物
と
向
き
合
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
西
洋
と
向
き
合
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
同
書
を

ち
い
さ
な
窓
に
し
て
、
産
業
革
命
を
な
し
と
げ
た
先
進
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
み
つ
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
も
は
や
研
究
と
い
う
枠
を
は
る
か
に
超
え
て
い
た
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
、﹁
坂
の
上
の
雲
﹂
を
め
ざ
す
明
治
男

の
壮
絶
な
﹁
闘
い
﹂
の
姿
で
あ
る
。

『デピエ』（『TRAITÉ DES APPRÊTS』）
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●
創
業
者
の
レ
ガ
シ
ー

﹃
デ
ピ
エ
﹄
⋮
⋮
。

　

そ
れ
は
正
し
い
書
名
で
は
な
い
。

　

伝
説
の
書
な
の
だ
か
ら
、
こ
こ
で
は
書
名
な
ど
、
そ
れ
ほ
ど
の
問
題
で
は
な
か
ろ
う
。
よ
っ
て
、
先
人
た
ち
に
よ
っ
て
、

な
が
ね
ん
言
い
つ
た
え
ら
れ
て
き
た
と
お
り
に
、
こ
れ
か
ら
も
﹃
デ
ピ
エ
﹄
と
よ
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　

同
書
は
ク
ロ
ス
装
の
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
、
本
文
は
六
〇
〇
ペ
ー
ジ
に
お
よ
ぶ
分
厚
い
書
物
で
あ
る
。

　

注
目
す
べ
き
は
収
録
サ
ン
プ
ル
と
図
柄
の
豊
富
さ
で
あ
る
。
布
地
の
サ
ン
プ
ル
︵
約
一
〇
〇
点
︶
が
あ
ち
こ
ち
に
貼
り

つ
け
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
二
〇
〇
に
お
よ
ぶ
機
械
図
面
︵
木
版
刷
り
︶
が
本
文
中
、
あ
る
い
は
折
り
こ
み
の
か
た
ち
で

綴と

じ
こ
ま
れ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
も
精
巧
な
図
面
で
あ
る
。
繊
維
、
と
く
に
染
色
工
業
の
専
門
家
な
ら
ば
、
解
説
の
文
章
を
読
ま
な
く
て
も
、
そ

れ
ら
が
ど
う
い
う
役
割
を
は
た
す
機
械
で
あ
る
の
か
、
構
造
や
原
理
ま
で
も
お
お
ま
か
に
理
解
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

　

新
進
の
染
色
技
術
者
で
あ
り
、
ク
ロ
ス
の
国
産
化
を
め
ざ
す
坂
部
三
次
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
染
色
整
理
だ
け
で
な
く
、

塗
装
機
の
開
発
、
設
備
の
改
善
、
改
良
を
す
す
め
る
た
め
の
貴
重
な
道み

ち

標し
る
べに

な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
文
の
ペ
ー
ジ
を
繰
っ
て
み
る
と
、
あ
ち
こ
ち
に
鉛
筆
に
よ
る
書
き
こ
み
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
い
っ
た
い
誰
の
手
に
な

る
も
の
な
の
か
。
は
た
し
て
坂
部
三
次
の
も
の
な
の
か
ど
う
か
。

﹃
デ
ピ
エ
﹄
は
発
刊
さ
れ
て
す
で
に
一
〇
〇
年
を
超
え
て
い
る
。
い
ま
だ
造
本
は
し
っ
か
り
し
て
い
る
が
、
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
ペ
ー
ジ
の
紙
葉
が
劣
化
し
て
、
書
き
こ
ま
れ
た
文
字
も
薄
れ
て
判
読
す
る
こ
と
も
む
ず
か
し
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
い
ま
と
な
っ
て
は
確
認
す
る
す
べ
も
な
い
が
、
ペ
ー
ジ
を
繰
る
読
み
手
が
懸
命
に
読
み
解
こ
う
と
し
た
息い

き

遣づ
か

い
が
あ

ち
こ
ち
に
脈
う
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
前
身
・
日
本
ク
ロ
ス
工
業
の
出
発
点
が
そ
こ
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ぞ
創
立
者
・
坂
部
三
次
の
現
存

す
る
数
少
な
い
レ
ガ
シ
ー
の
ひ
と
つ
だ
と
い
え
る
。

●
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
最
新
技
術
が
ワ
ン
パ
ッ
ク
に

﹃
綿
布
の
整
理
仕
上
法
﹄
⋮
⋮
。

『デピエ』機械の図面
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﹃
デ
ピ
エ
﹄
の
タ
イ
ト
ル
を
本
文
の
内
容
か
ら
類
推
し
て
、
お
お
ま
か
に
訳
出
す
れ
ば
、
こ
ん
な
ふ
う
に
な
る
。

ち
な
み
に
原
題
は
﹃T

RA
IT

É D
ES A

PPRÊT
S 

︱ET
 SPECIA

LEM
EN

T
 D

ES T
ISSU

S D
E CO

T
O

N
 

BLA
N

CS, T
EIN

T
S ET

 IM
PRIM

ÉS

﹄
で
あ
る
。

　

織
物
生
地
の
表
面
の
肌き

理め

、
つ
ま
り
質
感
を
と
と
の
え
る
こ
と
を
染
色
の
世
界
で
は
整
理
と
い
う
。
織
り
あ
が
っ
た
ば

か
り
の
生
地
は
ご
わ
つ
い
た
り
、
糊
や
油
な
ど
よ
ご
れ
が
た
く
さ
ん
つ
い
て
い
る
。
そ
ん
な
生
地
の
よ
ご
れ
を
落
と
し
、

幅
を
き
ち
っ
と
そ
ろ
え
、
風
合
い
を
と
と
の
え
る
。
そ
ん
な
外
観
を
と
と
の
え
る
加
工
が
染
色
整
理
な
の
で
あ
る
。

　

本
書
は
主
に
綿
布
の
外
観
の
仕
上
加
工
を
念
頭
に
お
い
て
、
精
練
、
漂
白
、
幅
出
し
、
染
色
、
さ
ら
に
プ
リ
ン
ト
す
る

場
合
の
整
理
仕
上
の
や
り
か
た
に
つ
い
て
詳
し
く
の
べ
て
い
る
。
単
な
る
ガ
イ
ド
本
で
は
な
い
。
本
格
的
な
技
術
研
究
書

で
あ
る
。

　

著
者
の
ジ
ョ
ゼ
フ
・
デ
ピ
エ
︵Joseph D

épierre

︶
は
化
学
者
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
東
部
の
繊
維
産
業
の
中
心
地
・

ミ
ュ
ル
ー
ズ
の
大
学
で
応
用
化
学
を
お
さ
め
た
と
あ
る
。

　

か
れ
は
パ
リ
化
学
協
会
の
会
員
で
あ
り
、
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
著
名
な
学
者
の
ひ
と
り
だ
っ
た
ら
し
い
。
学
会
や
産

業
界
か
ら
も
、
そ
の
学
識
が
み
と
め
ら
れ
、
フ
ラ
ン
ス
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
や
、
ミ
ュ
ル
ー
ズ
、
ル
ー
ア
ン
、
ウ
ィ
ー
ン
、

プ
ラ
ハ
な
ど
の
工
業
団
体
か
ら
も
表
彰
さ
れ
て
い
る
。

　

同
書
が
﹃
デ
ピ
エ
﹄
と
よ
ば
れ
て
き
た
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
著
者
名
に
由
来
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

序
文
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

繊
維
加
工
の
な
か
で
、﹁
整
理
仕
上
﹂
は
重
要
で
、
む
し
ろ
最
も
た
い
せ
つ
な
分
野
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
こ
れ
ま
で
出
版
の
テ
ー
マ
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
ら
は
繊
維
加
工
の
本
流
で
は
な
く
、

付
随
的
な
テ
ー
マ
と
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
技
術
関
係
の
書
物
に
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
た
い
へ
ん
、
お
お
ま
か
で
漠
然
と
し
た
記
述
が
あ
る
だ
け
な
の
で
す
。

　

本
書
の
ね
ら
い
は
綿
布
の
整
理
仕
上
の
方
法
で
す
。

　

昔
か
ら
つ
か
わ
れ
て
き
た
薬
品
や
材
料
、
た
と
え
ば
安
定
剤
、
軟
化
剤
、
染
料
な
ど
、
外
観
仕
上
に
そ
れ
ら
を
ど

の
よ
う
に
つ
か
う
か
に
つ
い
て
、
特
化
し
て
検
証
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

業
界
で
実
際
に
整
理
仕
上
に
つ
か
わ
れ
る
機
械
類
に
つ
い
て
も
、
既
存
の
設
備
に
い
く
つ
か
の
改
善
テ
ー
マ
を
提

案
し
ま
す
。
⋮
⋮

『デピエ』機械図
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著
者
の
語
り
口
は
熱
っ
ぽ
く
、
意
気
ご
み
と
思
い
い
れ
の
深
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
か
な
り
の
自
信
作
だ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
染
色
工
業
に
お
け
る
最
新
の
基
礎
技
術
を
体
系
的
に
お
さ
め
た
書
物
で
あ
り
、
前
掲
の
序
文
に
も
あ
る

と
お
り
当
時
と
し
て
は
初
め
て
の
試
み
で
、
意
欲
的
な
出
版
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

版
元
は
パ
リ
の
ボ
ー
ド
リ
ー
︵Baudry &

 Cie

︶
で
、
初
版
の
刊
行
は
一
八
八
七
年
︵
明
治
二
〇
︶
で
あ
る
。
ち
な

み
に
価
格
は
二
・
五
フ
ラ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

●
異
人
さ
ん
と
と
も
に
や
っ
て
き
た

﹃
デ
ピ
エ
﹄
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
メ
ニ
ー
ル
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
人
技
師
だ
っ
た
。
昔
か
ら
そ
の
よ
う
に

語
り
つ
が
れ
て
き
た
。

　

メ
ニ
ー
ル
は
当
時
リ
ヨ
ン
最
大
の
染
色
工
場
と
い
わ
れ
た
マ
ル
ナ
ス
染
工
場
の
染
色
技
術
者
で
あ
る
。
京
都
織
物
会
社

の
技
師
長
・
稲い

な

畑は
た

勝か
つ

太た

郎ろ
う

︵
稲
畑
産
業
の
創
業
者
︶
の
推
薦
で
招
か
れ
、
京
都
に
や
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

京
都
・
左
京
区
の
荒こ

う

神じ
ん

橋ば
し

東ひ
が
し

詰づ
め

に
稲
盛
財
団
記
念
館
が
あ
る
。

　

か
つ
て
、
そ
こ
に
京
都
織
物
会
社
︵
後
に
京
都
織
物
株
式
会
社
︶
が
あ
っ
た
。
現
在
は
稲
盛
財
団
記
念
館
の
影
に
か
く

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
同
記
念
館
の
裏
に
い
ま
で
も
赤
鍊
瓦
造
り
の
古
い
建
物
が
あ
る
。
そ
れ
が
か
つ
て
京
都
織
物
会

社
の
本
館
だ
っ
た
建
物
な
の
で
あ
る
︵
現
・
京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所
図
書
室
︶。
当
時
、
そ
の
裏
側
の
広
大
な
敷

地
に
同
社
の
染
織
工
場
が
立
ち
な
ら
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

　

メ
ニ
ー
ル
は
京
都
織
物
会
社
に
招
か
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
御お

雇や
と
い

外
国
人
だ
っ
た
。

　

一
八
八
九
年
︵
明
治
二
二
︶
一
二
月
一
四
日
に
着
任
し
て
い
る
が
、
そ
の
と
き
﹃
デ
ピ
エ
﹄
を
も
っ
て
き
た
と
い
う
。

発
刊
さ
れ
て
二
年
後
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
当
時
フ
ラ
ン
ス
で
も
世
評
高
い
書
物
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
日
本
郵
船
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
航
路
の
定
期
船
で
や
っ
て
き
た
か
れ
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
を
出
港
し
て
横
浜
港
に
達
す
る
ま
で
の
お
よ
そ
五
〇
日
、
も
っ

ぱ
ら
同
書
を
読
ん
で
い
た
と
い
う
。

　

メ
ニ
ー
ル
は
京
都
織
物
の
染
色
部
で
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
の
製
法
研
究
を
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
だ
が
客
観
情
勢
か

ら
み
て
、
と
て
も
そ
ん
な
余
裕
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

創
業
ま
も
な
い
京
都
織
物
会
社
は
、
一
八
九
一
年
︵
明
治
二
四
︶
に
な
っ
て
、
お
り
か
ら
の
反
動
不
況
に
の
み
こ
ま
れ
、

存
立
の
危
機
に
み
ま
わ
れ
た
。
会
社
の
首
脳
は
株
主
か
ら
経
営
不
振
を
責
め
ら
れ
、
せ
っ
か
く
リ
ヨ
ン
か
ら
招
い
た
ル

京都織物会社本館
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イ
・
ジ
レ
ル
オ
と
い
う
織
物
技
師
に
つ
づ
い
て
、
同
年
八
月
三
一
日
付
で
メ
ニ
ー
ル
ま
で
も
辞
め
さ
せ
て
い
る
。﹁
臨
時

解
雇
﹂
と
あ
る
が
、
要
す
る
に
馘か

く

首し
ゅ

で
あ
る
。

　

事
業
の
起
ち
あ
げ
に
か
か
わ
っ
た
前
出
の
稲
畑
勝
太
郎
、
さ
ら
に
高た

か

松ま
つ

長ち
ょ
う

四し

郎ろ
う

、
近こ

ん

藤ど
う

徳と
く

太た

郎ろ
う

と
い
う
技
師
長
さ
え

も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
三
人
と
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
留
学
経
験
が
あ
り
、
当
時
の
日
本
を
代
表
す
る
染
織
技
術
者
だ
っ

た
が
、
ほ
ど
な
く
辞
め
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
メ
ニ
ー
ル
の
よ
う
な
御
雇
外
国
人
は
高
給
だ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
ま
っ
さ
き
に

そ
う
い
う
時
の
奔ほ

ん

流り
ゅ
うに

の
み
こ
ま
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

京
都
を
去
っ
た
メ
ニ
ー
ル
は
横
浜
に
う
つ
り
、
回
転
染
色
機
、
艶つ

や

出だ

し
仕
上
機
に
よ
る
モ
ス
リ
ン
の
染
色
や
絹
織
物
の

染
色
整
理
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
﹃
デ
ピ
エ
﹄
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

　

は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
と
き
は
ま
だ
日
本
ク
ロ
ス
工
業
︵
現
・
ダ
イ
ニ
ッ
ク
︶
の
創
立
者
・
坂
部
三
次
の
手

に
落
ち
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
坂
部
の
京
都
織
物
会
社
へ
の
入
社
は
メ
ニ
ー
ル
が
京
都
織
物
を
去
っ
て
、

お
よ
そ
二
年
後
の
一
八
九
三
年
︵
明
治
二
六
︶
七
月
二
一
日
な
の
で
あ
る
。

　

坂
部
三
次
は
一
八
七
九
年
︵
明
治
一
二
︶
三
月
、
京
都
府
亀
岡
市
に
う
ま
れ
て
い
る
。
生
家
は
亀
岡
藩
︵
旧
・
丹
波
亀

山
藩
︶
の
藩
士
で
、
禄
高
は
二
〇
〇
石
、
三
次
は
次
男
で
あ
る
。
明
治
の
世
に
な
っ
て
、
藩
家
の
俸ほ

う

禄ろ
く

を
は
な
れ
た
武
士

の
生
活
は
楽
で
は
な
か
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
﹁
貧
乏
士
族
﹂
と
い
わ
れ
る
生
活
の
な
か
、
三
次
は
尋じ

ん

常じ
ょ
う

小
学
校
四
年
の
と

き
に
、
父
親
を
亡
く
し
て
い
る
。
卒
業
後
は
同
郷
の
実
業
家
・
田
中
源
太
郎
︵
後
に
京
都
織
物
会
社
の
会
頭
と
な
る
︶
に

み
こ
ま
れ
、
京
都
市
内
に
出
て
、
兄
と
と
も
に
書
生
に
な
っ
た
。
京
都
市
内
の
尋
常
高
等
小
学
校
︵
富
有
︶
併
設
の
実
業

補
習
学
校
︵
夜
学
︶
に
通
い
、
お
よ
そ
二
年
あ
ま
り
京
都
室
町
筋
の
商
家
︵
京
友
禅
の
老
舗
・
千ち

總そ
う

だ
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
る
︶
に
奉
公
し
て
い
た
ら
し
い
。
京
都
織
物
会
社
へ
の
入
社
も
田
中
源
太
郎
の
紹
介
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
辞
令

に
は
満
一
四
歳
、
事
務
見
習
と
あ
る
。
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第
二
節  
青
年
技
術
者
の
決
意

●
日
本
最
大
の
染
織
工
場

　

京
都
織
物
会
社
は
一
八
八
七
年
︵
明
治
二
〇
︶
に
創
立
さ
れ
た
当
時
日
本
最
大
の
織
物
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。

　

高
級
絹
織
物
の
製
織
だ
け
で
な
く
、
染
物
再
整
、
つ
ま
り
加
工
業
に
も
の
り
だ
し
て
い
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
最
新
鋭

の
機
械
設
備
を
次
つ
ぎ
に
導
入
、
当
時
日
本
最
大
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
式
染
織
工
場
だ
っ
た
。

　

関
西
、
京
都
の
財
界
だ
け
で
な
く
渋し

ぶ

沢さ
わ

栄え
い

一い
ち

︵
日
本
資
本
主
義
の
父
と
い
わ
れ
る
︶、
大お

お

倉く
ら

喜き

八は
ち

郎ろ
う

︵
大
倉
財
閥
の
創

立
者
︶、
益ま

す

田だ

孝た
か
し︵

三
井
物
産
の
設
立
者
︶
な
ど
当
時
の
日
本
を
代
表
す
る
実
業
家
が
経
営
に
参
画
し
、
出
資
者
も
名
士

ぞ
ろ
い
、
京
都
府
も
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
と
い
う
よ
う
に
異
色
の
民
間
企
業
で
あ
っ
た
。
あ
ま
り
に
も
め
ぐ
ま

れ
順
風
満
帆
な
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
か
え
っ
て
数
奇
な
運
命
に
も
て
あ
そ
ば
れ
、
不
幸
な
末
路
を
た
ど
る
こ
と

に
な
る
。

　

後
年
、
同
社
が
解
散
と
な
っ
て
か
ら
﹃
京
都
織
物
株
式
会
社
全
史
﹄︵
編
・
著
：
千ち

代よ

間ま

寛ひ
ろ
し、

発
行
：
京
都
織
物
株
式

会
社
全
史
刊
行
会
︶
と
い
う
よ
う
な
前
代
未
聞
の
社
史
が
つ
く
ら
れ
た
の
は
、
最
後
ま
で
京
都
商
工
会
議
所
な
ど
地
域
の

経
済
団
体
が
後
ろ
だ
て
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

同
書
の
な
か
に
坂
部
に
ふ
れ
て
、
次
の
よ
う
な
く
だ
り
が
あ
る
。

　

扨さ

て
、
こ
こ
で
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
の
は
、
当
時
、
染
物
再
整
部
長
と
し
て
、
加
工
部
門
を
一
手
に
引
受
け
て

い
た
坂
部
三
次
の
こ
と
で
あ
る
。

　

坂
部
は
本
来
営
業
畑
の
宍
戸
、
那
須
な
ど
と
同
様
、
商
業
学
校
［
京
都
第
一
商
業
］
の
出
身
で
あ
っ
た
［
こ
れ
は

筆
者
の
誤ご

謬び
ゅ
うで

あ
ろ
う
。
坂
部
は
京
都
第
一
商
業
の
卒
業
生
で
は
な
い
］
が
、
早
く
か
ら
そ
の
才
幹
を
見
込
ん
だ
舟

阪
［
＝
八
郎 

後
の
京
都
織
物
会
社
社
長
］
が
、
現
場
で
親
し
く
技
術
者
と
し
て
仕
込
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

　

坂
部
が
染
物
部
の
見
習
と
し
て
工
場
員
と
な
っ
た
の
は
入
社
二
年
後
の
一
八
九
五
年
︵
明
治
二
八
︶
で
あ
る
。
舟
阪
八

郎
の
眼
に
く
る
い
は
な
く
、
も
と
も
と
技
術
者
と
し
て
の
素
質
に
め
ぐ
ま
れ
て
い
た
ら
し
い
。
八
年
後
の
一
九
〇
三
年

渋沢栄一（国会図書館蔵）
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︵
明
治
三
六
︶
に
は
染
物
部
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
部
長
に
抜ば

っ

擢て
き

さ
れ
て
い
る
。

　

坂
部
が
﹃
デ
ピ
エ
﹄
に
眼
を
と
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
染
物
部
の
責
任
あ
る
地
位
に
つ
い
た
、
こ
の
こ
ろ
だ
っ
た

と
み
て
い
い
だ
ろ
う
。

﹃
デ
ピ
エ
﹄
は
先
進
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
染
色
整
理
に
つ
い
て
、
溶
剤
や
薬
剤
、
さ
ら
に
は
機
械
設
備
に
い
た
る
ま
で
、
詳
し

く
の
べ
た
技
術
研
究
書
で
あ
る
。
同
書
は
初
版
刊
行
の
後
、
二
度
も
増
補
改
訂
さ
れ
て
お
り
、
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
世

評
高
い
著
作
だ
っ
た
。
日
本
一
の
染
織
会
社
の
技
術
者
の
ト
ッ
プ
な
ら
ば
必
読
書
と
い
う
べ
き
で
、
新
進
の
若
い
技
術
者

だ
か
ら
こ
そ
、
た
だ
な
ら
ぬ
興
味
が
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
の
で
あ
る
。

●
教
科
書
は
最
大
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

　

と
こ
ろ
で
⋮
⋮
。

　

坂
部
三
次
は
な
ぜ
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
の
国
産
化
を
志
し
た
の
か
。
ね
ら
い
は
教
科
書
に
あ
っ
た
こ
と
は
紛ま

ご

う
こ
と
の
な
い

事
実
で
あ
る
。

　

日
本
の
教
科
書
に
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
が
つ
か
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
い
つ
の
こ
ろ
な
の
か
。

　

文
部
省
が
検
定
制
度
を
導
入
し
た
こ
ろ
と
情
勢
判
断
さ
れ
る
。
教
科
書
は
そ
れ
ま
で
自
由
に
刊
行
さ
れ
て
き
た
の
だ
が
、

一
八
八
六
年
︵
明
治
一
九
︶
か
ら
、
に
わ
か
に
文
部
省
の
検
定
済
と
い
う
印
が
な
け
れ
ば
出
版
で
き
な
く
な
る
。

　

そ
の
こ
ろ
の
製
本
は
ま
だ
和わ

綴と
じ

が
大
部
分
だ
っ
た
が
、
少
し
ず
つ
洋
式
装
幀
に
な
っ
て
ゆ
く
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
背

貼
り
に
黒
の
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
が
つ
か
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
む
ろ
ん
す
べ
て
輸
入
品
で
あ
る
。

　

そ
の
こ
ろ
の
教
科
書
会
社
と
い
え
ば
金き

ん

港こ
う

堂ど
う

、
普ふ

及き
ゅ
う

舎し
ゃ

、
集
英
堂
、
文
学
社
の
四
社
だ
っ
た
。
採
択
を
め
ぐ
っ
て
は

げ
し
い
売
り
こ
み
合
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。
そ
の
ゆ
き
つ
く
は
て
は
、
い
つ
の
時
代
も
お
な
じ
で
あ
る
。
採
択
を
め

ぐ
る
不
正
が
さ
さ
や
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
〇
二
年
︵
明
治
三
五
︶
の
秋
に
贈ぞ

う

賄わ
い

の
事
実
が
発
覚
し
て
、
三
〇
数
県

一
五
七
人
が
検
挙
さ
れ
る
と
い
う
大
騒
ぎ
に
な
る
。
い
わ
ゆ
る
教
科
書
疑
獄
事
件
で
あ
る
。

　

事
件
の
発
覚
に
よ
っ
て
、
政
府
は
教
科
書
を
国
定
に
す
る
方
針
を
か
た
め
た
。
翌
一
九
〇
三
年
︵
明
治
三
六
︶
に
小
学

校
教
科
書
国
定
化
の
法
案
が
成
立
し
、
国
定
教
科
書
制
度
が
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ふ
つ
う
な
ら
出
版
各
社
か
ら
反
対

の
声
が
わ
き
あ
が
る
と
こ
ろ
だ
が
、
速
や
か
に
移
行
が
実
現
し
た
の
は
、
疑
獄
事
件
の
あ
と
で
、
出
版
各
社
は
口
を
封
じ

ら
れ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
か
く
し
て
小
学
校
の
教
科
書
は
一
九
〇
四
年
︵
明
治
三
七
︶
か
ら
、
検
定
か
ら
国
定
に
な
っ
て
、

各
教
科
一
種
類
に
な
っ
た
。

京都織物会社
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使
用
文
字
や
文
章
、
仮
名
づ
か
い
、
さ
ら
に
は
教
材
や
そ
の
構
成
ま
で
、
い
わ
ば
国
家
基
準
み
た
い
な
も
の
が
で
き
あ

が
っ
て
内
容
は
整
然
と
統
一
さ
れ
た
。
む
ろ
ん
造
本
も
例
外
で
は
な
く
、
厳
格
な
標
準
が
つ
く
ら
れ
た
。
い
ま
ま
で
の
読

本
と
ち
が
っ
て
、
す
べ
て
洋
式
装
幀
と
な
り
、
表
紙
は
貼
り
合
わ
せ
板い

た

紙が
み

、
本
文
は
中
質
紙
、
本
文
・
表
紙
と
も
に
一
色

刷
、
針
金
止
め
、
そ
し
て
背
貼
り
に
は
黒
の
布
ク
ロ
ス
と
決
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
ま
で
編
集
内
容
も
本
の
造
り
も
ま
ち
ま
ち
だ
っ
た
教
科
書
が
教
科
ご
と
に
一
本
化
さ
れ
た
。
か
く
し
て
教
科
書
は

部
数
が
ま
と
ま
り
、
国
定
教
科
書
は
一
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　

注
目
す
べ
き
は
そ
の
国
定
教
科
書
の
造
本
基
準
の
な
か
に
黒
の
布
ク
ロ
ス
の
使
用
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
製
本

材
料
の
な
か
で
、
唯
一
そ
の
ク
ロ
ス
だ
け
が
輸
入
品
で
あ
っ
た
。

　

明
治
う
ま
れ
の
青
年
、
坂
の
上
の
雲
を
め
ざ
す
青
年
に
し
て
み
れ
ば
、
国
家
の
発
展
の
た
め
に
も
輸
入
品
に
負
け
な
い

製
品
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
る
の
は
、
ご
く
自
然
な
な
り
ゆ
き
で
あ
ろ
う
。

　

舶は
く

来ら
い

品ひ
ん

に
ま
さ
る
ク
ロ
ス
を
つ
く
り
た
い
。

　

坂
部
三
次
は
国
定
教
科
書
に
つ
か
わ
れ
て
い
る
ク
ロ
ス
を
み
て
、
そ
の
よ
う
に
決
意
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
〇
四
年
︵
明
治
三
七
︶
と
い
え
ば
、
奇く

し
く
も
、
か
れ
が
京
都
織
物
会
社
で
染
物
部
長
と
い
う
責
任
あ
る
立
場
に

つ
い
て
ま
も
な
く
の
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　

か
く
し
て
、
か
れ
の
脳
裏
に
あ
の
﹃
デ
ピ
エ
﹄
が
、
新
し
い
意
味
を
も
っ
て
立
ち
あ
ら
わ
れ
、
い
っ
そ
う
輝
き
を
放
ち

は
じ
め
た
。

　

歴
史
的
に
み
て
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
開
発
は
、
つ
ね
に
社
会
の
必ニ

ー

ズ要
か
ら
な
さ
れ
て
き
た
。
国
家
の
た
め
に
、
日
本
の
文

化
の
発
展
の
た
め
に
、
そ
う
い
う
必
要
が
背
景
に
あ
っ
て
、
坂
部
は
﹃
デ
ピ
エ
﹄
と
決
定
的
に
出
会
う
の
で
あ
る
。

明治36年頃の国定教科書
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第
三
節  
わ
が
国
に
お
け
る
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス

●
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
は
イ
ギ
リ
ス
生
ま
れ

　

ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
⋮
⋮
。

　

厳
密
に
い
え
ば
ブ
ッ
ク
バ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ク
ロ
ス
︵bookbinding cloth

︶
で
あ
る
。
も
と
も
と
は
﹁
布
﹂
ベ
ー

ス
の
も
の
だ
っ
た
。
現
在
で
は
ク
ロ
ス
と
い
え
ば
﹁
布
﹂
だ
け
で
な
く
﹁
紙
﹂﹁
ビ
ニ
ル
﹂
を
ベ
ー
ス
に
し
た
も
の
も
ふ

く
ま
れ
る
が
、
当
初
は
﹁cloth

﹂
と
あ
る
よ
う
に
﹁
布
﹂
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
は
一
九
世
紀
の
初
め
、

書
籍
出
版
の
先
進
国
イ
ギ
リ
ス
で
う
ま
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
ま
で
書
籍
の
表
紙
は
樫か

し

板い
た

を
芯
に
し
て
山や

羊ぎ

革が
わ

︵
モ
ロ
ッ
コ
革
︶、
羊

ひ
つ
じ

革が
わ

、
仔こ

牛う
し

革か
わ

︵
カ
ー
フ
︶
な
ど
を
な
め
し

て
く
る
ん
で
い
た
。
い
わ
ゆ
る
革
装
幀
で
あ
る
。
一
二
世
紀
ご
ろ
に
は
型
押
し
に
よ
る
空か

ら

押お
し

装そ
う

幀て
い

も
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
金き

ん

箔ぱ
く

押お
し

装そ
う

幀て
い

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
じ
ま
っ
た
の
は
一
五
世
紀
ご
ろ
で
あ
る
。
ビ
ロ
ー
ド
や
絹け

ん

布ぷ

、
帆は

ん

布ぷ

な
ど

も
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
あ
く
ま
で
革
の
代
用
で
し
か
な
か
っ
た
。

　

書
籍
の
生
産
を
お
お
き
く
変
え
た
の
は
一
五
世
紀
の
半
ば
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
の
活
版
印
刷
の
発
明
で
あ

る
。

　

そ
れ
ま
で
書
物
の
生
産
は
﹁
手
書
き
﹂
か
、
木
版
印
刷
に
よ
っ
て
い
た
。
活
字
に
よ
る
印
刷
と
製
紙
技
術
の
発
達
に
よ

っ
て
、
ベ
ラ
ム
や
パ
ー
チ
メ
ン
ト
︵
羊
皮
紙
︶
に
手
書
き
す
る
と
い
う
本
造
り
か
ら
、
紙
に
印
刷
す
る
と
い
う
か
た
ち
に

な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
に
な
っ
て
、
表
紙
装
幀
材
と
し
て
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
ら
し
き
も
の
が
出
現
し
て
く
る
。

皮
革
の
か
わ
り
に
麻
や
木
綿
が
も
ち
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
あ
く
ま
で
代
用
品
で
あ
っ
た
。

　

ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
の
発
明
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
一
八
世
紀
の
半
ば
に
は
じ
ま
っ
た
産
業
革
命
で
あ
る
。
蒸
気
機
関
の
登

場
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
機
械
の
発
明
を
う
な
が
し
た
。
紙
も
パ
ル
プ
の
機
械
抄す

き
で
大
量
生
産
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

印
刷
、
製
本
も
機
械
化
さ
れ
て
ゆ
く
。
書
籍
も
大
量
生
産
に
よ
っ
て
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
さ
れ
、
そ
れ
に
と
も
な
い
需
要
も
ま

す
ま
す
増
大
し
て
い
っ
た
。
も
は
や
革
装
幀
で
は
対
応
で
き
な
く
な
っ
て
、
革
に
か
わ
る
新
し
い
素
材
が
も
と
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
世
紀
に
は
い
っ
て
最
初
の
こ
ろ
、
辞
典
や
教
典
な
ど
の
表
紙
に
は
や
わ
ら
か
い
羊
革
や
霧き

り

染ぞ
め

の
羊
革
が
つ
か
わ
れ
、
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歴
史
・
地
理
書
、
小
説
・
詩
集
な
ど
に
は
、
板
紙
を
印
刷
し
た
紙
で
く
る
ん
だ
ペ
ー
パ
ー
・
ボ
ー
ド
が
つ
か
わ
れ
た
。
ペ

ー
パ
ー
・
ボ
ー
ド
は
外
観
こ
そ
よ
い
の
だ
が
、
本
を
開
閉
す
る
た
び
に
ジ
ョ
イ
ン
ト
に
力
が
か
か
る
た
め
に
ゆ
る
み
、
そ

こ
か
ら
破
れ
て
表
紙
が
は
ず
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

書
籍
の
量
産
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
装
幀
材
と
し
て
登
場
し
た
の
が
ブ
ッ
ク
バ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ク
ロ
ス
だ
っ
た

の
で
あ
る
。

　

麻
や
木
綿
の
布
地
に
澱で

ん

粉ぷ
ん

を
塗
っ
て
着
色
し
た
ク
ロ
ス
が
う
ま
れ
た
の
は
一
八
二
〇
～
三
〇
年
代
で
あ
る
。
ベ
ー
ス
に

織
物
が
つ
か
わ
れ
た
の
は
、
当
時
イ
ギ
リ
ス
の
産
業
革
命
は
紡
績
、
織
布
の
機
械
化
か
ら
は
じ
ま
り
、
量
産
が
可
能
に
な

っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ク
ロ
ス
で
表
紙
全
体
を
く
る
み
、
金
の
箔
押
し
を
す
る
方
式
が
開
発
さ
れ
た
の
は
一
八
三
〇
年

ご
ろ
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

書
誌
研
究
家
の
庄

し
ょ
う

司じ

浅せ
ん

水す
い

氏
に
よ
れ
ば
、
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
の
金
箔
押
を
し
た
最
初
の
本
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
ジ
ョ
ン
・
マ

リ
ー
出
版
か
ら
刊
行
さ
れ
た
﹃
バ
イ
ロ
ン
卿
の
生
涯
と
作
品
﹄
全
一
七
巻
︵
一
八
三
二
～
三
三
年
︶
だ
っ
た
と
い
う
。
第

一
巻
は
緑
色
の
ペ
ー
パ
ー
・
ボ
ー
ド
装
だ
っ
た
と
い
う
が
、
第
二
巻
目
か
ら
は
緑
色
の
総
ク
ロ
ス
装
で
、
タ
イ
ト
ル
と
頭と

う

飾し
ょ
く︵

天
金
の
こ
と
︶
が
金
箔
押
に
な
っ
て
い
た
。

　

ク
ロ
ス
は
装
幀
用
の
素
材
だ
か
ら
強
度
が
必
要
に
な
る
。
だ
か
ら
麻
織
物
、
厚
手
の
綿
織
物
が
つ
か
わ
れ
た
。
た
と
え

ば
カ
ン
バ
ス
、
バ
ク
ラ
ム
、
カ
ン
ブ
リ
ッ
ク
、
ベ
ラ
ム
な
ど
と
い
う
ク
ロ
ス
の
基
本
製
品
の
よ
び
名
も
、
も
と
も
と
は
イ

ギ
リ
ス
で
つ
か
わ
れ
て
い
た
織
物
、
あ
る
い
は
織
物
仕
上
法
の
名
称
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

●
ブ
ッ
ク
バ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
（bookbinding

）
と
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
（book cloth
）

　

こ
ん
な
話
が
あ
る
。

　

岩
波
書
店
の
創
業
者
の
岩い

わ

波な
み

茂し
げ

雄お

は
社
長
室
で
、
で
き
あ
が
っ
た
ば
か
り
の
本
を
床
に
た
た
き
つ
け
た
と
い
う
。
そ
の

よ
う
に
し
て
、
あ
え
て
造
本
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
か
を
試
し
た
の
で
あ
る
。

　

海
外
は
も
ち
ろ
ん
日
本
で
も
、
本
造
り
の
目
的
は
、
ま
ず
壊
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

た
と
え
ば
本
章
で
と
り
あ
げ
て
い
る
﹃
デ
ピ
エ
﹄
で
あ
る
。
刊
行
さ
れ
て
か
ら
一
〇
〇
年
を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
の

に
造
本
は
し
っ
か
り
し
て
い
る
。
本
文
の
用
紙
は
劣
化
し
て
い
る
が
、
ク
ロ
ス
装
の
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
の
姿
か
た
ち
は
ゆ
る

ぎ
も
し
な
い
。

　

ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
︵book cloth

︶、
厳
密
に
い
え
ば
ブ
ッ
ク
バ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ク
ロ
ス
︵bookbinding cloth

︶
は
、

初期のブッククロスの本（イギリス）



45 序章 ── 一冊の洋書がもたらした奇跡

も
と
も
と
壊
れ
な
い
本
造
り
を
さ
さ
え
る
素
材
と
し
て
も
ち
い
ら
れ
て
き
た
と
い
え
る
。

　

ブ
ッ
ク
バ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
︵bookbinding

︶
と
は
何
か
。
い
わ
ゆ
る
製
本
の
こ
と
で
あ
る
。

　

文
字
や
図
柄
を
印
刷
し
た
紙
葉
ペ
ー
ジ
を
順
番
ど
お
り
に
ま
と
め
、
糸
で
か
が
り
、
背
を
固
め
て
表
紙
を
つ
け
る
。
書

物
が
ば
ら
ば
ら
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
手
に
と
っ
て
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
、
さ
ら
に
は
長
期
に
わ
た
っ
て
姿
か
た
ち

が
壊
れ
な
い
よ
う
に
補
強
す
る
の
が
製
本
の
目
的
で
あ
る
。

　

洋
式
製
本
に
は
ま
ず
板
紙
が
必
要
、
そ
れ
か
ら
ク
ロ
ス
が
必
要
に
な
る
。

　

糸
で
か
が
っ
た
本
文
の
束
と
、
別
に
つ
く
っ
た
表
紙
を
接
着
剤
で
貼
り
つ
け
る
。
表
紙
の
は
た
す
役
割
が
お
お
き
く
な

り
、
な
に
よ
り
板
紙
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

わ
が
国
で
本
格
的
に
洋
式
製
本
が
は
じ
ま
っ
た
の
は
一
八
七
三
年
︵
明
治
六
︶
ご
ろ
で
あ
る
。
最
初
に
洋
式
製
本
を
は

じ
め
た
の
は
印
書
局
︵
現
・
独
立
行
政
法
人
国
立
印
刷
局
︶
で
あ
る
。
カ
ナ
ダ
の
技
術
者
・
Ｗ
・
Ｆ
・
パ
タ
ー
ソ
ン
を
招

い
て
、
製
本
の
技
術
者
の
育
成
に
の
り
だ
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。
印
書
局
の
出
版
物
は
い
ち
早
く
洋
式
製
本
と
な

っ
た
が
、
本
文
用
紙
か
ら
板
紙
、
ク
ロ
ス
、
革
な
ど
も
輸
入
品
で
あ
っ
た
。
製
本
機
械
が
あ
る
わ
け
も
な
く
、
手
包
丁
や

目
打
ち
な
ど
に
よ
る
職
人
の
手
作
業
に
た
よ
っ
て
い
た
か
ら
、
普
及
す
る
わ
け
も
な
か
っ
た
。

　

民
間
で
最
初
に
刊
行
さ
れ
た
洋
式
製
本
の
書
籍
は
横
浜
・
日に

っ

就し
ゅ
う

社し
ゃ

の
﹃
附ふ

音お
ん

挿そ
う

図ず

英え
い

和わ

字じ

彙い

﹄︵
明
治
六
年
刊
︶
で
あ

る
。
日
本
最
初
の
挿
し
絵
入
り
の
本
格
的
な
英
和
辞
典
と
し
て
知
ら
れ
、
仔
牛
革
装
の
本
格
的
な
洋
式
装
幀
本
で
あ
る
。

だ
が
当
時
、
板
紙
が
な
く
て
、
和
紙
を
何
枚
も
貼
り
合
わ
せ
て
、
な
ん
と
か
間
に
合
わ
せ
た
と
い
う
。
箔
押
し
加
工
の
技

術
も
あ
る
わ
け
が
な
か
っ
た
。
金
文
字
を
い
れ
る
た
め
に
、
表
紙
だ
け
を
わ
ざ
わ
ざ
上
海
に
お
く
っ
て
金
箔
を
ほ
ど
こ
し

た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

板
紙
の
国
産
化
を
促
進
し
た
の
は
明
治
の
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
﹃
西さ

い

國ご
く

立り
っ

志し

編へ
ん

﹄︵
ス
マ
イ
ル
ズ
著
、
中な

か

村む
ら

正ま
さ

直な
お

訳
︶
の

普
及
版
︵
明
治
四
年
刊
︶
で
あ
る
。
こ
の
と
き
初
め
て
手て

漉す

き
の
板
紙
が
つ
か
わ
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
板
紙
の

国
産
化
が
す
す
み
、
明
治
末
期
に
は
印
刷
・
製
本
材
料
は
ほ
と
ん
ど
国
産
で
ま
か
な
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
と
も

な
っ
て
断
裁
機
や
綴
じ
機
械
な
ど
製
本
機
械
も
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
よ
う
や
く
洋
式
製
本
の
時
代
が
や
っ
て
く
る

の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
の
み
は
い
ぜ
ん
と
し
て
舶
来
品
に
た
よ
っ
て
い
た
。

『西國立志編』（国会図書館蔵）
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●
輸
入
ク
ロ
ス
の
全
盛
時
代

　

ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
と
い
え
ば
舶
来
品
⋮
⋮
。

　

日
本
ク
ロ
ス
が
国
産
第
一
号
ク
ロ
ス
を
発
売
す
る
ま
で
、
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
は
欧
米
の
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
輸
入
品
が
す
べ

て
を
占
め
て
い
た
。

　

当
時
、
日
本
に
ク
ロ
ス
を
売
り
こ
ん
で
い
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ウ
ィ
ン
タ
ー
ボ
ト
ム
・
ブ
ッ
ク
・
ク
ロ
ス

︵W
interbottom

 Book Cloth Co., Ltd

︶、
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ョ
セ
フ
・
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
・
ア
ン
ド
・
サ
ン
ズ
︵Joseph 

Bancroft &
 Sons Com

pany
︶、
ド
イ
ツ
の
ヤ
コ
ビ
︵Jacobi Gm

bH

︶
の
三
社
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
当
時
、
世
界

的
に
知
ら
れ
て
い
た
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
の
メ
ー
カ
ー
で
あ
っ
た
。

　

ヤ
コ
ビ
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
ウ
ィ
ン
タ
ー
ボ
ト
ム
と
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
は
と
も
に
紡
績
や
綿
布
の
生
産
か
ら

出
発
し
た
ク
ロ
ス
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。

　

ウ
ィ
ン
タ
ー
ボ
ト
ム
・
ブ
ッ
ク
・
ク
ロ
ス
は
、
一
八
三
〇
年
前
後
に
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
発
足
し
た
紡
績
工
場
が
そ
の

前
身
で
あ
る
。
や
が
て
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
繊
維
製
品
や
エ
ン
ボ
ス
製
品
の
生
産
に
も
の
り
だ
し
て
ゆ
く
。
社
名
が
ウ
ィ

ン
タ
ー
ボ
ト
ム
・
ブ
ッ
ク
・
ク
ロ
ス
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
リ
ミ
テ
ッ
ド
と
な
っ
た
の
は
一
八
九
一
年
か
ら
で
あ
る
。

　

バ
ン
ク
ロ
フ
ト
の
ほ
う
も
、
そ
の
前
身
は
一
八
三
一
年
に
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
ロ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ド
で
発
足
し
て
い
る
。
綿
布

の
生
産
で
着
実
に
事
業
を
拡
大
し
、
南
北
戦
争
の
あ
と
、
一
八
六
五
年
ご
ろ
に
新
し
い
綿
布
の
漂
白
シ
ス
テ
ム
を
開
発
、

や
が
て
綿
布
の
仕
上
・
整
理
加
工
に
参
入
し
て
ゆ
く
。
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
の
生
産
を
は
じ
め
た
の
は
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
だ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
社
名
を
ジ
ョ
セ
フ
・
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
・
ア
ン
ド
・
サ
ン
ズ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
と
し
た
の
は
一
八
六
九
年
か

ら
で
あ
る
。

　

三
社
の
な
か
で
も
、
と
く
に
ウ
ィ
ン
タ
ー
ボ
ト
ム
・
ブ
ッ
ク
・
ク
ロ
ス
は
海
外
貿
易
を
活
発
に
展
開
し
て
い
た
。
ブ
ッ

ク
ク
ロ
ス
や
繊
維
加
工
品
を
世
界
各
国
に
輸
出
し
て
お
り
、
世
界
の
出
版
や
繊
維
市
場
を
支
配
す
る
ほ
ど
深
く
食
い
こ
ん

で
い
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
の
輸
入
窓
口
は
岩
井
産
業
で
、
総
発
売
元
は
大
倉
洋
紙
店
で
あ
っ
た
。

　

日
本
で
つ
か
わ
れ
る
舶
来
ク
ロ
ス
が
増
大
し
は
じ
め
た
の
は
、
小
学
校
や
中
学
校
の
教
科
書
が
検
定
時
代
に
な
っ
た
一

八
八
六
年
︵
明
治
一
九
︶
ご
ろ
か
ら
だ
が
、
す
で
に
そ
の
こ
ろ
か
ら
ウ
ィ
ン
タ
ー
ボ
ト
ム
の
製
品
が
中
心
を
な
し
て
い
た
。

　

さ
ら
に
教
科
書
が
国
定
に
な
っ
て
、
ク
ロ
ス
の
使
用
が
造
本
の
基
準
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ク
ロ
ス
の
需
要
は
飛

躍
的
に
ふ
く
れ
あ
が
っ
て
ゆ
く
。

当時の海外のクロス見本帳
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ク
ロ
ス
の
用
途
は
小
学
校
児
童
の
国
定
教
科
書
を
は
じ
め
中
学
校
教
科
書
が
中
心
で
、
あ
と
は
一
般
書
籍
、
洋
式
帳
簿

な
ど
で
あ
っ
た
。
年
間
に
し
て
お
よ
そ
三
〇
〇
万
円
︵
現
代
の
貨
幣
価
値
に
し
て
約
二
〇
〇
～
三
〇
〇
億
円
︶
の
市
場
規

模
で
あ
っ
た
。

　

当
時
、
坂
部
三
次
は
次
の
よ
う
に
み
て
い
た
。

　

現
在
全
國
小
學
校
の
児
童
數
は
約
一
千
萬
人
で
あ
る
が
、
一
年
一
人
に
要
す
る
教
科
書
は
平
均
一
五
册
と
し
て
、

小
學
校
教
科
書
の
み
で
も
一
億
五
千
萬
册
の
需
要
を
み
る
勘
定
で
あ
り
、
さ
ら
に
帳
簿
用
ク
ロ
ス
の
如
き
は
、
今
日

い
か
な
る
僻へ

き

村そ
ん

に
於
い
て
も
、
大
和
式
か
ら
洋
式
へ
と
急
速
に
移
動
し
つ
ゝ
あ
る
の
で
逐ち

く

年ね
ん

著ち
ょ

增ぞ
う

の
傾
向
を
示
し
、

教
科
書
の
如
く
安
定
し
、
且
つ
一
定
量
を
推
定
し
う
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
前
途
は
實
に
洋
々
た
る
も
の
あ
る

を
確
信
す
る
も
の
で
あ
る
。︵﹁
社
内
文
書
﹂
の
ち
に
﹃
日
本
ク
ロ
ス
工
業
株
式
會
社
二
十
周
年
史
﹄
に
収
録
︶

　

坂
部
の
眼
に
は
ク
ロ
ス
の
将
来
性
が
は
っ
き
り
と
み
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
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第
四
節  
舶
来
品
に
ま
さ
る
モ
ノ
を

●
国
産
化
は
多
難
な
道
の
り

　

ク
ロ
ス
類
の
製
造
は
や
が
て
繊
維
工
業
の
な
か
で
一
分
野
を
な
す
で
あ
ろ
う
。
き
っ
と
成
長
産
業
の
ひ
と
つ
に
な
る

⋮
⋮
。

　

ク
ロ
ス
の
将
来
性
に
着
目
し
た
の
は
坂
部
三
次
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
事
実
、
国
産
化
の
試
み
は
一
八
九
八
年
︵
明
治

三
一
︶
ご
ろ
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
た
。
東
京
で
外
国
人
技
師
を
招
い
て
試
験
的
な
製
造
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
だ
が
品

質
が
安
定
し
な
い
ま
ま
で
、
事
業
化
に
む
す
び
つ
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

機
運
が
よ
う
や
く
熟
し
て
き
た
の
は
一
九
〇
七
年
︵
明
治
四
〇
︶
前
後
で
あ
る
。

　

一
九
一
一
年
︵
明
治
四
四
︶
に
な
る
と
、
政
府
が
国
産
化
を
う
な
が
す
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
同
年
六
月
に
農
商
務
省

の
工
業
試
験
所
で
ク
ロ
ス
製
造
の
講
習
会
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
し
て
ク
ロ
ス
の
製
造
法
を
学
ん

で
き
た
と
い
う
技
師
に
よ
る
講
習
会
で
あ
る
。
受
講
者
は
五
六
人
だ
っ
た
と
い
う
が
、
最
後
ま
で
聴
講
し
た
の
は
ご
く
わ

ず
か
だ
っ
た
。
原
料
の
コ
ス
ト
高
に
く
わ
え
て
製
造
工
程
の
む
ず
か
し
さ
も
あ
っ
て
、
多
く
が
脱
落
し
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。

　

そ
の
講
習
会
に
最
後
ま
で
参
加
し
た
ひ
と
り
に
大お

お

角す
み

卯う

之の

助す
け

︵
東
洋
ク
ロ
ス
の
創
立
者
︶
が
い
る
。

　

坂
部
三
次
と
お
な
じ
く
大
角
卯
之
助
も
、
同
時
期
に
ク
ロ
ス
の
国
産
化
を
志
し
た
ひ
と
り
で
あ
る
。
と
も
に
京
都
織
物

会
社
に
ゆ
か
り
あ
る
人
物
だ
っ
た
と
い
う
の
も
奇
縁
と
い
う
ほ
か
な
い
。

　

京
都
織
物
会
社
の
染そ

め

再さ
い

整せ
い

工
場
に
あ
っ
て
職
長
の
ひ
と
り
だ
っ
た
大
角
は
、
一
九
〇
〇
年
︵
明
治
三
三
︶
に
年
季
切
れ

で
同
社
を
退
職
、
染
色
・
再
整
工
場
を
経
営
す
る
か
た
わ
ら
、
ク
ロ
ス
の
国
産
化
の
研
究
に
の
り
だ
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
大
角
は
一
九
〇
五
年
︵
明
治
三
八
︶
一
二
月
に
な
る
と
、
再
整
業
を
営
む
京
都
染
物
会
社
の
亀か

め

井い

德と
く

次じ

郎ろ
う

と
共

同
で
京
都
染
再
整
合
名
会
社
を
発
足
さ
せ
た
。
そ
こ
で
大
角
は
製
造
技
術
を
担
当
、
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
の
開
発
に
没
頭
で
き

る
立
場
を
手
に
い
れ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
一
〇
年
︵
明
治
四
三
︶
ご
ろ
、
大
角
は
独
力
で
ク
ロ
ス
の
塗
装
機
を
つ
く
り
あ
げ
た
。
た
だ
ち
に
黒
ク
ロ
ス
の
生

産
を
試
み
た
の
だ
が
、
い
ぜ
ん
国
産
品
と
し
て
世
に
お
く
り
だ
せ
る
製
品
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
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当
時
、
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
の
国
産
化
に
と
り
く
ん
だ
進
取
の
技
術
者
は
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
い
た
。
だ
が
、
ほ
と
ん
ど
が
、

志
半
ば
で
挫
折
し
て
し
ま
っ
た
。
な
ぜ
な
の
か
。
ク
ロ
ス
づ
く
り
に
適
し
た
綿
布
が
入
手
で
き
ず
、
さ
ら
に
塗
料
に
つ
か

う
顔
料
や
薬
剤
が
あ
ま
り
に
も
高
価
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

●
『
デ
ピ
エ
』
と
の
運
命
的
な
出
会
い

　

か
つ
て
メ
ニ
ー
ル
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
人
技
師
が
い
た
。
顔
じ
ゅ
う
髭ひ

げ

だ
ら
け
の
大
男
で
、
ひ
ま
さ
え
あ
れ
ば
研
究
室
で

分
厚
い
洋
書
を
読
ん
で
い
た
⋮
⋮
。

　

創
業
の
こ
ろ
か
ら
京
都
織
物
会
社
の
染
色
工
場
に
い
る
年
配
の
工
員
が
な
つ
か
し
ん
で
、
お
り
に
ふ
れ
口
に
す
る
語
り

種ぐ
さ

で
あ
っ
た
。

　

坂
部
三
次
が
﹃
デ
ピ
エ
﹄
と
真
正
面
か
ら
向
き
合
っ
た
の
は
、
一
九
〇
五
年
︵
明
治
三
八
︶
前
後
と
み
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

だ
が
、
か
れ
が
手
に
し
た
﹃
デ
ピ
エ
﹄
は
、
あ
の
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
メ
ニ
ー
ル
が
持
っ
て
き
た
と
い
う
一
八
八
七
年
刊
の

初
版
で
は
な
い
。
創
立
者
の
レ
ガ
シ
ー
の
ひ
と
つ
と
し
て
ひ
き
つ
が
れ
て
き
た
も
の
は
一
八
九
四
年
刊
で
あ
る
。
つ
ま
り

初
版
か
ら
七
年
後
に
刊
行
さ
れ
た
増
補
改
訂
版
な
の
で
あ
る
。

　

メ
ニ
ー
ル
が
も
た
ら
し
た
初
版
も
京
都
織
物
会
社
の
染
色
部
に
あ
っ
た
の
だ
が
、
の
ち
に
改
訂
さ
れ
た
の
を
知
っ
て
、

坂
部
自
身
が
と
り
よ
せ
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
メ
ニ
ー
ル
の
所
持
し
て
い
た
同
書
は
、
伝
説
と
し
て
語
り
つ

が
れ
て
き
た
だ
け
で
、
坂
部
が
染
色
部
に
配
属
さ
れ
た
こ
ろ
現
物
は
す
で
に
な
か
っ
た
。
染
色
部
長
と
し
て
先
進
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
技
術
情
報
に
も
目
く
ば
り
し
て
い
た
坂
部
が
、
同
書
の
名
声
を
耳
に
し
て
、
あ
ら
た
め
て
独
自
に
と
り
よ
せ
た
も

の
な
の
か
。
い
ま
と
な
っ
て
は
判
然
と
し
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
同
書
が
創
立
者
の
レ
ガ
シ
ー
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
研
究
室
に
承
継
さ
れ
て
き
た
の
は
事
実
で
あ
り
、
当
時
の
世
界
の
染
織
業
界
で
名
著
の
誉ほ

ま

れ
高
か
っ
た
書

で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

﹃
デ
ピ
エ
﹄
は
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
染
色
整
理
仕
上
の
研
究
書
で
あ
る
。
ク
ロ
ス
の
製
法
書
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
ク

ロ
ス
の
製
造
工
程
を
あ
ら
た
め
て
な
が
め
て
み
る
と
、
類
似
点
、
共
通
点
が
多
く
、
素
人
眼
に
は
ほ
と
ん
ど
お
な
じ
よ
う

に
み
え
て
し
ま
う
。
粗あ

ら

っ
ぽ
い
い
い
か
た
を
す
れ
ば
、
ク
ロ
ス
は
染
色
整
理
が
高
度
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
み
か
た

も
で
き
る
。

　

染
物
部
長
の
任
に
あ
っ
た
か
れ
は
京
都
織
物
会
社
の
新
し
い
事
業
と
し
て
、
ク
ロ
ス
の
国
産
化
を
も
く
ろ
ん
で
い
た
。

そ
れ
も
再
現
可
能
な
工
業
生
産
に
よ
る
ク
ロ
ス
の
量
産
で
あ
る
。

ヴィクトル・メニール
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﹃
デ
ピ
エ
﹄
に
は
、
い
か
に
も
産
業
革
命
を
な
し
と
げ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
雰
囲
気
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
。
精せ

い

練れ
ん

、
漂

ひ
ょ
う

白は
く

、

染
色
、
乾
燥
、
艶
出
し
⋮
⋮
な
ど
、
精
巧
な
最
新
の
機
械
設
備
の
図
柄
を
み
て
、
あ
る
い
は
薬
剤
の
使
用
法
な
ど
を
知
っ

て
、
眼
を
ひ
ら
か
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　

分
厚
い
こ
と
ば
の
壁
は
、
技
術
者
と
し
て
の
好
奇
心
に
よ
っ
て
突
破
し
た
。
坂
部
は
の
ち
に
革
命
的
な
塗
装
機
シ
ス
テ

ム
を
開
発
す
る
が
、
そ
の
原
点
は
﹃
デ
ピ
エ
﹄
に
あ
っ
た
。
同
書
を
読
み
解
く
こ
と
で
イ
メ
ー
ジ
が
ひ
ろ
が
り
、
自
由
奔

放
に
ア
イ
デ
ィ
ア
が
誘
発
さ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
の
で
あ
る
。

●
舶
来
品
に
ま
さ
る
モ
ノ
づ
く
り
と
は

　

ク
ロ
ス
の
国
産
化
は
舶
来
品
そ
っ
く
り
の
ク
ロ
ー
ン
を
つ
く
る
こ
と
で
は
な
い
。
舶
来
品
に
負
け
な
い
モ
ノ
で
は
な
く
、

舶
来
品
に
ま
さ
る
モ
ノ
づ
く
り
を
め
ざ
さ
ね
ば
⋮
⋮
。

　

坂
部
三
次
は
そ
ん
な
思
い
を
ひ
め
て
い
た
。

　

当
時
は
舶
来
品
隆
盛
の
世
の
中
で
あ
る
。
世
を
あ
げ
て
の
凄す

さ

ま
じ
い
西
洋
崇
拝
、
舶
来
品
尊
重
の
風
潮
に
あ
っ
て
、
質

的
に
も
価
格
的
に
も
舶
来
品
を
上
ま
わ
ら
な
け
れ
ば
、
国
産
品
の
存
在
価
値
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

舶
来
品
に
は
お
お
き
な
弱
点
が
あ
っ
た
。
輸
入
ク
ロ
ス
を
そ
の
ま
ま
日
本
に
も
っ
て
き
た
と
き
に
ど
う
な
っ
た
か
。
製

本
の
糊
付
け
が
は
が
れ
た
り
、
表
紙
が
ふ
く
れ
て
ゆ
る
ん
だ
り
す
る
の
で
あ
る
。
カ
ビ
た
り
虫
が
つ
く
こ
と
も
あ
っ
た
。

西
欧
と
日
本
と
の
気
候
風
土
が
ま
る
で
ち
が
う
。
端
的
に
い
え
ば
耐
湿
性
に
由
来
す
る
問
題
で
、
輸
入
品
は
日
本
の
湿
度

の
高
さ
な
ど
も
と
よ
り
想
定
外
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

輸
出
す
る
側
も
日
本
で
は
耐
湿
性
に
問
題
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
が
、
日
本
向
け
の
製
品
と
し
て
、
特
別
に
防

湿
性
に
す
ぐ
れ
た
ク
ロ
ス
製
品
を
生
産
す
る
と
い
う
姿
勢
は
ま
る
で
な
か
っ
た
。
湿
気
の
高
い
日
本
の
風
土
に
少
し
は
留

意
し
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
採
算
の
う
え
か
ら
根
本
的
な
改
善
に
は
と
り
く
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

舶
来
の
輸
入
ク
ロ
ス
を
駆く

逐ち
く

す
る
に
は
、
日
本
の
風
土
気
候
に
適
し
た
防
湿
ク
ロ
ス
を
つ
く
る
こ
と
。
目
標
が
は
っ
き

り
み
え
て
き
た
。

　

坂
部
は
の
ち
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　

當
社
は
此こ

の
缺け

っ

點て
ん

を
除
去
す
る
こ
と
に
最
大
の
努
力
を
重
ね
、
塗
料
の
改
善
工
夫
と
、
精
練
、
漂
白
、
布
染
の
加

工
研
究
、
諸
原
料
の
吟ぎ

ん

味み

、
糊
付
け
、
幅
出
し
、
艶
出
し
乾
燥
等
凡あ

ら

ゆ
る
部
分
に
渉わ

た

り
不
斷
の
研
究
を
な
し
漸よ

う
や

く
理
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想
的
の
ク
ロ
ス
製
造
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。︵﹃
日
本
ク
ロ
ス
工
業
株
式
會
社
二
十
周
年
史
﹄︶

　

防
湿
ク
ロ
ス
の
生
産
は
単
に
ひ
と
つ
の
工
程
が
加
わ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
ベ
ー
ス
生
地
の
染
色
整
理
か
ら
は
じ

ま
る
す
べ
て
の
プ
ロ
セ
ス
を
根
底
か
ら
み
な
お
す
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

　

こ
れ
ら
各
工
程
の
最
新
技
術
は
す
べ
て
﹃
デ
ピ
エ
﹄
に
お
さ
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
う
い
う
意
味
で
も
同
書
は
坂
部
に
と

っ
て
、
い
わ
ば
羅ら

針し
ん

盤ば
ん

に
な
っ
た
。

　

だ
が
現
実
問
題
と
し
て
防
湿
ク
ロ
ス
の
開
発
は
き
わ
め
て
困
難
な
道
の
り
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
日
本
ク
ロ
ス
工
業
と
し

て
創
業
し
て
か
ら
も
、
完
成
ま
で
お
よ
そ
一
〇
年
あ
ま
り
を
要
し
た
の
で
あ
る
。

●
パ
イ
オ
ニ
ア
の
苦
闘

　

カ
ビ
た
り
、
ゆ
る
ん
だ
り
す
る
の
は
、
澱
粉
の
量
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
蠟
を
加
え
れ
ば
い
い
。
塗
料
の
配

合
を
変
え
て
み
た
。
だ
が
蠟
の
添
加
量
が
ふ
え
る
と
、
こ
ん
ど
は
表
紙
の
板
紙
に
ク
ロ
ス
が
糊
で
く
っ
つ
か
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
⋮
⋮
。

　

研
究
室
に
夜
お
そ
く
ま
で
こ
も
る
坂
部
三
次
は
な
ん
ど
も
溜
息
を
つ
い
た
。

　

当
時
、
ク
ロ
ス
の
開
発
に
と
り
く
ん
で
い
た
の
は
坂
部
三
次
だ
け
で
は
な
い
。

　

大
角
卯
之
助
を
は
じ
め
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
い
た
。
研
究
が
す
す
ま
な
い
原
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
誰
も
が
原
材
料
が
高

価
で
入
手
で
き
な
い
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
ク
ロ
ス
づ
く
り
に
は
特
別
に
設
計
し
た
綿
布
が
必
要
だ
っ
た
。
だ
が
少
量
で

は
機は

た

屋や

が
う
け
て
く
れ
な
い
。
さ
ら
に
塗
料
に
使
う
顔
料
や
薬
剤
も
高
価
な
も
の
ば
か
り
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
な
か
で
坂
部
三
次
は
比
較
的
め
ぐ
ま
れ
て
い
た
。

　

か
れ
は
京
都
織
物
会
社
と
い
う
、
業
界
で
は
最
先
端
を
ゆ
く
巨
大
企
業
の
染
物
部
長
で
あ
る
。
科
学
的
な
研
究
が
で
き

る
環
境
が
と
と
の
っ
て
い
た
。
部
長
み
ず
か
ら
新
規
事
業
と
し
て
ク
ロ
ス
の
開
発
に
と
り
く
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

　

染
色
加
工
に
つ
い
て
最
新
の
設
備
が
そ
ろ
っ
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
製
の
型
出
機
や
艶
出
機
な
ど
も
設
置
さ
れ
て
い
た
。

　

自
ら
ク
ロ
ス
開
発
に
必
要
な
原
材
料
も
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
場
に
あ
っ
た
。
出
入
り
の
機
屋
を
つ
か
っ
て
ク
ロ

ス
の
ベ
ー
ス
に
な
る
綿
布
を
つ
く
ら
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。
研
究
室
に
は
顔
料
の
研
究
に
必
要
な
薬
剤
な
ど
も
そ
ろ
っ
て

い
た
。

　

め
ぐ
ま
れ
た
環
境
を
利
用
し
て
、
坂
部
は
科
学
的
な
研
究
を
か
さ
ね
、
着
実
に
成
果
を
あ
げ
て
い
っ
た
。
布
染
や
塗
料
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の
研
究
だ
け
で
は
な
い
。
そ
の
こ
ろ
に
な
る
と
将
来
の
工
業
生
産
と
い
う
も
の
を
念
頭
に
お
い
て
、
塗
装
機
、
型
出
機
、

乾
燥
機
な
ど
を
ふ
く
め
た
ク
ロ
ス
生
産
の
ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
に
も
目
く
ば
り
し
て
い
た
。

　

だ
が
、
京
都
織
物
会
社
の
新
し
い
事
業
に
す
る
た
め
に
は
、
染
色
加
工
の
機
械
に
手
を
加
え
た
も
の
で
は
な
く
て
、
ク

ロ
ス
生
産
の
専
用
設
備
が
な
く
て
は
本
格
的
な
生
産
は
の
ぞ
め
な
い
。
京
都
織
物
会
社
の
新
し
い
事
業
と
し
て
ク
ロ
ス
生

産
を
と
ら
え
、
事
業
計
画
を
模
索
し
は
じ
め
た
。
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第
五
節  
機
運
は
熟
し
た

●
第
一
次
世
界
大
戦
が
背
中
を
押
し
た

　

サ
ラ
エ
ボ
の
空
に
ひ
び
き
わ
た
っ
た
一
発
の
銃
声
⋮
⋮
。

　

か
く
し
て
第
一
次
世
界
大
戦
が
は
じ
ま
っ
た
。

　

一
九
一
四
年
六
月
二
八
日
の
こ
と
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
皇
太
子
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
夫
妻
が
ボ
ス

ニ
ア
︵
現
ボ
ス
ニ
ア=

ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
︶
の
首
都
サ
ラ
エ
ボ
を
訪
問
、
自
動
車
に
の
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
ピ
ス
ト
ル

で
撃
た
れ
、
夫
婦
と
も
に
落
命
し
た
の
で
あ
る
。

　

当
時
ボ
ス
ニ
ア
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
に
併
合
さ
れ
て
い
た
。
反
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
セ
ル
ビ
ア
人
に
暗

殺
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
激
怒
し
た
。
セ
ル
ビ
ア
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ド
イ
ツ
と
の
関
係
が
悪
化
し
て
、
と
う
と
う
オ
ー
ス
ト

リ
ア
が
セ
ル
ビ
ア
に
宣
戦
布
告
す
る
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
戦
線
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
に
お
よ
ん
だ
。
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ

ン
ス
を
中
心
と
し
た
連
合
国
と
、
ド
イ
ツ
帝
国
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア=

ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
中
心
の
同
盟
国
が
、
主
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
舞
台
に
し
て
激
突
し
た
の
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本
、
中
国
ま
で
を
も
巻
き
こ
む
世
界
規
模
の
大
戦
と
な
っ
た
。

　

日
本
は
日
英
同
盟
を
む
す
ん
で
い
る
関
係
で
、
連
合
国
側
に
つ
い
て
参
戦
し
た
の
だ
が
、
こ
の
大
戦
は
日
本
経
済
に
お

お
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
。

　

開
戦
後
し
ば
ら
く
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
輸
入
だ
け
で
な
く
輸
出
ま
で
と
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
だ
が
や
が
て
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
向
け
の
軍
需
品
の
輸
出
が
急
増
す
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
輸
入
が
と
だ
え
て
し
ま
っ
た
ア
ジ
ア

や
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
、
日
本
が
か
わ
っ
て
物
資
供
給
す
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
。
繊
維
製
品
や
雑
貨
、
靴
や
家
具
類
な
ど

が
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
に
ど
ん
ど
ん
輸
出
さ
れ
て
ゆ
く
よ
う
に
な
っ
た
。

　

い
わ
ゆ
る
大
戦
特
需
に
よ
っ
て
、
日
本
経
済
は
空
前
の
好
況
に
わ
き
た
っ
た
。
お
り
か
ら
の
輸
出
の
増
大
で
、
貿
易
商

社
ブ
ー
ム
と
な
り
、
日
本
の
多
く
の
商
社
は
中
国
、
台
湾
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
ン
ド
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
に
事
務

所
を
ひ
ら
く
な
ど
海
外
へ
も
事
業
を
拡
大
さ
せ
て
い
っ
た
。

　

し
か
し
、
当
時
の
日
本
は
重
工
業
が
ま
だ
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
。
輸
入
の
途
絶
に
よ
っ
て
物
資
不
足
が
顕
在
化
し
て

第1次世界大戦で機銃掃射するドイツ軍（World History Archive ／ニ
ューズコム／共同通信イメージズ）
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き
た
。
た
と
え
ば
機
械
類
、
化
学
薬
品
、
化
学
染
料
、
化
学
肥
料
も
は
い
っ
て
こ
な
く
な
る
。
鉄
も
自
給
で
き
て
い
な
か

っ
た
。

　

重
工
業
に
よ
る
製
品
を
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
を
あ
げ
て
機
械
工
業
や
化
学
工
業
を
さ
か
ん
に
し
て
国

産
で
供
給
し
よ
う
と
考
え
た
。
か
く
し
て
国
を
あ
げ
て
製
糸
な
ど
繊
維
分
野
の
ほ
か
、
製
鉄
、
造
船
、
化
学
、
金
属
、
機

械
な
ど
重
工
業
の
発
展
を
推
進
し
た
の
で
あ
る
。

　

ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
も
輸
入
途
絶
の
影
響
を
も
ろ
に
う
け
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
ウ
ィ
ン
タ
ー
ボ
ト
ム
・
ブ
ッ
ク
・
ク
ロ
ス
製
の
ク
ロ
ス
の
輸
入
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
輸

入
品
の
途
絶
に
よ
っ
て
、
ク
ロ
ス
の
国
産
化
が
す
す
ん
だ
と
す
れ
ば
、
開
発
を
う
な
が
し
た
の
は
サ
ラ
エ
ボ
の
空
に
と
ど

ろ
い
た
一
発
の
銃
声
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

●
活
発
に
な
る
ク
ロ
ス
代
用
品
の
開
発

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
貿
易
の
途
絶
は
実
に
皮
肉
と
い
う
ほ
か
な
い
。

　

ま
さ
に
泣
く
者
も
あ
れ
ば
笑
う
者
も
あ
り
⋮
⋮
の
珍
現
象
が
あ
ち
こ
ち
で
露
見
し
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
輸
送
は
も
っ
ぱ
ら
船
運
に
よ
っ
て
い
る
。
ス
エ
ズ
運
河
を
通
る
か
、
喜
望
峰
を
ま
わ
っ
て
ゆ
く
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
こ
に
は
ド
イ
ツ
の
潜
水
艦
が
ま
ち
う
け
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
船
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
が
参
戦
し

た
と
な
る
と
、
日
本
の
輸
送
船
も
標
的
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
け
の
生
糸
の
輸
出
が
と
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
す
る
と
国
内
の
生
糸
の
相
場
が
た
ち
ま
ち
暴
落
し
た
。
生

糸
業
界
は
一
時
的
に
大
不
況
に
み
ま
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
舶
来
品
は
輸
入
の
ス
ト
ッ
プ
に
よ
っ
て
在
庫
品
が
底
を
つ
き
、
奪
い
あ
い
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
ブ
ッ
ク
ク

ロ
ス
で
あ
る
。
在
庫
品
が
破
格
に
値
あ
が
り
す
る
と
い
う
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
。
品
薄
の
た
め
に
開
発
途
上
に
あ
っ
た
京
都

染
再
整
合
名
会
社
の
製
品
、
大
角
卯
之
助
が
つ
く
っ
た
ク
ロ
ス
ま
で
が
売
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
品
質
的
に
は

輸
入
品
に
お
よ
ば
な
か
っ
た
が
、
代
用
品
と
し
て
眼
を
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
ク
ロ
ス
は
不
足
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

　

ク
ロ
ス
の
国
産
を
め
ざ
す
う
ご
き
が
に
わ
か
に
活
発
に
な
り
、
代
用
品
と
し
て
紙
ク
ロ
ス
の
開
発
を
め
ざ
す
者
も
あ
ら

わ
れ
て
き
た
。

　

一
九
一
五
年
︵
大
正
四
︶
ご
ろ
に
な
る
と
篠
田
商
店
の
篠
田
信
作
、
谷
野
商
店
の
谷
野
峰
三
、
戸
塚
・
大
久
保
商
店
の
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大
久
保
善
一
ら
が
、
い
ず
れ
も
京
都
で
紙
ク
ロ
ス
の
開
発
に
の
り
だ
し
て
い
る
。
一
九
一
七
年
︵
大
正
六
︶、
篠
田
は
国

産
の
紙
ク
ロ
ス
を
完
成
さ
せ
た
が
、
財
政
的
に
破
綻
し
て
事
業
化
を
断
念
し
て
し
ま
う
。

　

そ
の
後
、
森
島
商
店
の
店
員
で
あ
っ
た
森
島
善
一
、
伴
野
商
店
の
伴
野
音
次
郎
が
共
同
で
本
格
的
に
紙
ク
ロ
ス
製
造
に

の
り
だ
し
、
東
京
で
は
大
平
洋
紙
店
の
久
保
田
寿
朗
が
紙
ク
ロ
ス
の
製
造
に
と
り
く
み
、
一
九
二
四
年
︵
大
正
一
三
︶
に

完
成
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

坂
部
三
次
は
ど
う
し
て
い
た
か
。

　

京
都
織
物
会
社
に
あ
っ
て
、
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
の
生
産
を
新
し
い
事
業
と
し
て
起た

ち
あ
げ
よ
う
と
も
く
ろ
ん
で
い
た
。
一

九
一
六
年
︵
大
正
五
︶
に
な
る
と
、
染
物
部
長
の
ほ
か
再
整
部
長
も
兼
務
す
る
よ
う
に
な
っ
て
社
内
で
の
地
位
も
た
か
ま

っ
て
い
た
。

　

坂
部
は
、
そ
の
こ
ろ
す
で
に
独
自
の
研
究
に
よ
っ
て
、
舶
来
品
に
負
け
な
い
国
産
ク
ロ
ス
を
完
成
さ
せ
、
い
つ
で
も
特

許
出
願
が
で
き
る
状
況
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
工
業
生
産
と
い
う
観
点
か
ら
科
学
的
に
ク
ロ
ス
製
造
の
研
究
に
と
り
く
み
、

事
業
計
画
も
つ
く
り
あ
げ
て
い
た
。

●
思
わ
ぬ
挫
折

　

敵
は
足そ

っ

下か

に
あ
り
。

　

坂
部
三
次
は
自
身
が
部
門
長
を
つ
と
め
る
京
都
織
物
会
社
の
染
再
整
事
業
の
延
長
線
上
に
、
ク
ロ
ス
の
製
造
を
新
し
い

事
業
と
し
て
展
開
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
。
だ
が
、
思
い
が
け
ず
挫
折
す
る
こ
と
に
な
る
。
敵
は
足
も
と
に
い
た
の
で
あ

る
。

﹃
京
都
織
物
株
式
会
社
全
史
﹄︵
前
出
︶
の
な
か
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　

坂
部
は
、
当
時
国
定
教
科
書
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
た
ク
ロ
ス
を
み
て
、
早
く
も
そ
の
将
来
性
を
洞
察
し
、
何
と

か
し
て
舶
来
に
負
け
な
い
も
の
を
国
産
し
よ
う
と
志
し
た
。
そ
こ
で
、
自
ら
の
任
務
の
傍

か
た
わ
ら、

会
社
の
綿
糸
や
綿
布
、

そ
れ
に
フ
ラ
ン
ス
製
の
優
秀
な
型
出
し
機
も
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
ら
を
使
用
し
て
自
ら
の
手
で
糊
を
ひ
く
な
ど
し
て
、

独
自
の
研
究
を
続
け
た
。
そ
し
て
、
漸よ

う
や

く
眼
鼻
の
付
い
た
と
こ
ろ
で
、
自
ら
の
研
究
の
た
め
に
二
十
万
円
投
資
し
て

貰も
ら

い
た
い
と
舟
阪
［
当
時
、
技
術
担
当
専
務
］
に
申
し
出
た
。
そ
う
す
れ
ば
﹁
京
織
﹂
に
於お

い
て
、
恥
ず
か
し
く
な

い
ク
ロ
ス
を
生
産
し
て
み
せ
る
と
断
言
し
た
の
で
あ
る
。
舟
阪
は
そ
の
金
額
が
余
り
に
も
大
き
い
の
で
、
独
断
で
は



56

計は
か
らい

難が
た

い
か
ら
と
役
員
会
へ
の
提
案
を
約
し
た
。
だ
が
、
舟
阪
の
再
三
の
提
案
に
も
拘か

か

わ
ら
ず
、
役
員
会
で
は
遂つ

い

に

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、﹁
京
織
﹂
は
宮
内
省
御ご

用よ
う

達た
し

の
最
高
級
絹
織
物
を
製
す
る
、
誇
り
高
き
会
社

で
あ
る
。
そ
れ
が
紡
績
会
社
に
も
等
し
い
綿
布
を
使
用
す
る
ク
ロ
ス
生
産
な
ど
に
手
を
染
め
る
の
は
論
外
と
云
う
の

で
あ
っ
た
。
保
守
的
な
老し

に

舗せ

の
旦だ

ん

那な

衆し
ゅ
うが

圧
倒
的
に
多
か
っ
た
当
時
の
役
員
達
に
、
十
年
二
十
年
先
を
洞
察
し
た
坂

部
の
意
図
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
は
、
所し

ょ

詮せ
ん

不
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

坂
部
は
辞
任
を
申
し
出
た
。
舟
阪
は
そ
の
人
材
を
惜
し
み
、
こ
れ
ま
で
の
恩
義
に
報
い
る
こ
と
な
く
、
叛は

ん

旗き

を

翻ひ
る
が
えす
の
か
と
怒
っ
た
が
、
そ
れ
な
ら
二
十
万
円
出
し
て
貰も

ら

い
た
い
と
、
押お

し

問も
ん

答ど
う

を
繰
り
返
し
た
末
、
遂つ

い

に
致
し
方

な
く
辞
任
を
認
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

坂
部
が
事
業
計
画
を
あ
き
ら
か
に
し
て
二
〇
万
円
の
投
資
を
願
い
出
た
の
は
、
か
れ
が
染
物
部
の
ほ
か
再
整
部
の
部
長

に
も
つ
い
た
こ
ろ
、
つ
ま
り
一
九
一
六
年
︵
大
正
五
︶
ご
ろ
だ
っ
た
。

　

京
都
織
物
会
社
は
東
西
の
経
済
界
だ
け
で
な
く
、
京
都
府
も
後
援
す
る
と
い
う
特
異
な
存
在
の
会
社
で
あ
っ
た
。
役
員

だ
け
で
な
く
株
主
も
大
資
産
家
が
多
く
、
か
れ
ら
は
金
も
出
す
が
口
も
出
し
た
。
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
創
業
に
か
か
わ

っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
帰
り
の
三
人
の
新
進
技
師
長
、
さ
ら
に
は
か
れ
ら
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
招
い
た
御お

雇や
と
い

外
国
人
技
師
を
、

経
費
が
か
か
り
す
ぎ
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
辞
め
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
経
営
陣
は
そ
う
い
う
抵
抗
勢
力
を
ま
え
に
ま
る
で

無
力
だ
っ
た
。
い
つ
し
か
失
敗
を
ゆ
る
さ
な
い
文
化
み
た
い
な
も
の
が
は
び
こ
っ
て
、
す
っ
か
り
経
営
と
し
て
攻
め
の
姿

勢
を
な
く
し
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ク
ロ
ス
の
国
産
化
と
い
う
お
お
き
な
志
、
自
ら
の
事
業
計
画
が
否
決
さ
れ
た
の
な
ら
、
坂
部
と
し
て
み
れ
ば
、
そ
こ
に

も
う
居
場
所
は
な
か
っ
た
。
京
都
織
物
会
社
で
は
た
せ
な
い
の
な
ら
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
し
て
起
業
す
る
道
を
え
ら
ぶ
ほ
か
な

か
っ
た
。

　

坂
部
三
次
の
退
社
は
一
九
一
八
年
︵
大
正
七
︶
七
月
六
日
付
で
あ
る
。
喧
嘩
わ
か
れ
で
と
び
だ
し
た
の
で
は
な
い
。

﹁
在
職
中
の
功
労
に
よ
り
慰
労
金
壱
千
円
給
与
候
事
﹂
と
あ
り
、
勤
続
二
五
年
の
雇
用
契
約
の
満
了
ま
で
ま
っ
て
か
ら
退

社
し
て
い
る
。
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第
六
節  
日
本
ク
ロ
ス
工
業
の
創
立

●
新
し
い
事
業
は
新
し
い
会
社
で

　

ク
ロ
ス
を
国
産
化
す
る
。

　

わ
が
日
本
で
、
い
ま
ま
で
に
な
い
、
ま
っ
た
く
新
し
い
事
業
を
は
じ
め
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
は
新
し
い
会
社
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

ク
ロ
ス
の
製
造
会
社
を
新
し
く
設
立
す
る
坂
部
の
も
く
ろ
み
は
、
す
で
に
一
九
一
八
年
︵
大
正
七
︶
の
春
ご
ろ
、
つ
ま

り
京
都
織
物
会
社
で
坂
部
の
事
業
計
画
が
却
下
さ
れ
た
と
き
か
ら
、
ひ
そ
か
に
す
す
め
ら
れ
て
い
た
。
坂
部
が
生
涯
の
師

友
と
あ
お
い
だ
井い

村む
ら

健け
ん

次じ

郎ろ
う

︵
オ
ー
・
ジ
ー
株
式
会
社
の
創
業
者
︶
と
の
あ
い
だ
で
構
想
が
温
め
ら
れ
て
い
た
。
後
年
、

坂
部
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　

わ
し
は
京
都
織
物
を
退
職
す
る
に
先
立
ち
、
井
村
さ
ん
に
相
談
し
た
。
そ
れ
は
亀
井
［
德
次
郎
］
さ
ん
か
ら
同
氏

の
所
有
す
る
工
場
を
提
供
す
る
か
ら
坂
部
の
手
腕
力
量
を
発
揮
し
て
ク
ロ
ス
の
製
造
を
は
じ
め
て
も
ら
い
た
い
と
の

勧
誘
に
応
じ
、
将
来
と
も
自
分
の
会
社
経
営
の
指
針
の
相
談
相
手
と
す
る
た
め
井
村
さ
ん
を
え
ら
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

井
村
健
次
郎
は
染
料
界
の
第
一
人
者
と
い
わ
れ
、
第
一
次
世
界
大
戦
で
ド
イ
ツ
か
ら
の
染
料
輸
入
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
と

き
、
ス
イ
ス
か
ら
の
輸
入
染
料
の
販
売
を
一
手
に
お
さ
め
、
わ
ず
か
一
年
で
巨
万
の
富
を
築
い
た
関
西
財
界
の
風
雲
児
で

あ
っ
た
。
井
村
の
も
く
ろ
み
は
亀
井
の
工
場
を
買
収
し
て
新
会
社
を
つ
く
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
亀
井
の
工
場
と
は
⋮
⋮
。

　

あ
の
大
角
卯
之
助
と
亀
井
德
次
郎
と
が
共
同
経
営
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
京
都
染
再
整
合
名
会
社
の
こ
と
で
あ
る
。
第
一

次
世
界
大
戦
で
ク
ロ
ス
の
輸
入
が
途
絶
し
て
か
ら
、
あ
く
ま
で
代
用
品
な
が
ら
同
社
の
ク
ロ
ス
製
品
が
も
と
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
が
、
大
角
と
亀
井
は
経
営
方
針
を
め
ぐ
っ
て
対
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
一
八
年
︵
大
正
七
︶
の

夏
ご
ろ
に
な
る
と
、
両
者
の
亀
裂
は
決
定
的
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
翌
一
九
一
九
年
︵
大
正
八
︶
一
月
、
大
角
の
ほ
う

か
ら
共
同
経
営
を
解
消
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
亀
井
と
袂た

も
と

を
分
か
っ
た
大
角
は
、
新
し
く
京
都
電
燈
株
式
会
社
の
所
有

井村健次郎
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地
︵
下
京
区
四
条
大
宮
西
入
ル
︶
を
買
収
し
て
、
独
力
で
ク
ロ
ス
製
造
会
社
︵
京
都
染
再
整
合
資
会
社
＝
東
洋
ク
ロ
ス
株

式
会
社
の
前
身
︶
の
設
立
に
向
か
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　

京
都
染
再
整
合
名
会
社
は
解
散
と
な
り
、
亀
井
は
工
場
設
備
の
す
べ
て
を
買
い
と
っ
て
、
亀
井
染
再
整
合
名
会
社
と
し

た
が
、
大
角
が
去
っ
て
、
同
工
場
の
ク
ロ
ス
製
造
は
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
っ
た
。

　

亀
井
の
そ
の
工
場
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
新
し
く
ク
ロ
ス
事
業
を
は
じ
め
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
か
た
ち
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
か
に
つ
い
て
は
、
井
村
健
次
郎
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
と
こ
ろ
が
お
お
き
か
っ
た
。

新
会
社
を
設
立
す
る
の
か
。
亀
井
染
再
整
合
名
会
社
を
存
続
さ
せ
、
ク
ロ
ス
事
業
を
一
分
野
と
し
て
加
え
る
の
か
。
そ
れ

ぞ
れ
の
思
惑
が
か
ら
ん
で
協
議
は
か
ん
た
ん
に
は
結
着
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

亀
井
に
し
て
み
れ
ば
自
身
の
亀
井
染
再
整
合
名
会
社
に
坂
部
を
む
か
え
る
か
た
ち
で
、
あ
ら
た
め
て
ク
ロ
ス
事
業
を
は

じ
め
た
い
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。

　

坂
部
三
次
は
新
会
社
の
設
立
を
主
張
し
て
い
た
。
日
本
国
内
で
初
め
て
本
格
的
に
ク
ロ
ス
を
生
産
す
る
工
場
を
つ
く
る
。

新
し
い
事
業
を
は
じ
め
る
の
だ
か
ら
、
新
会
社
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
も
、
ご
く
自
然
な
考
え
か
た
で
あ
っ
た
。

　

三
者
に
よ
る
協
議
が
と
と
の
っ
た
の
は
一
九
一
九
年
︵
大
正
八
︶
三
月
だ
っ
た
。

　

最
終
的
に
坂
部
の
主
張
が
み
と
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
亀
井
染
再
整
合
名
会
社
を
買
収
し
て
、
新
会
社
を
設
立
す

る
、
と
い
う
か
た
ち
で
合
意
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
新
会
社
は
坂
部
三
次
、
亀
井
德
次
郎
、
井
村
健
次
郎
の
三

人
に
よ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
る
。
坂
部
が
技
術
と
経
営
手
腕
、
亀
井
は
工
場
、
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
井
村
は
資
本
を
、
と
い
う
か
た
ち
で
、
新
し
い
会
社
の
フ
レ
ー
ム
は
で
き
あ
が
っ
た
。

●
京
都
西
陣
で
発
祥

　

西
陣
は
﹁
織
﹂
と
﹁
染
﹂
の
街
で
あ
る
。

　

地
域
一
帯
が
﹁
西
陣
﹂
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
応
仁
の
乱
以
降
だ
が
、
す
で
に
五
世
紀
ご
ろ
か
ら
絹
織
物
を

産
出
し
て
い
る
。

　

京
都
織
物
会
社
を
退
社
し
た
坂
部
三
次
が
、
ク
ロ
ス
の
製
法
研
究
の
た
め
、
し
ば
ら
く
身
を
よ
せ
る
の
は
亀
井
染
再
整

合
名
会
社
で
あ
る
。
油

あ
ぶ
ら
の

小こ
う

路じ

一い
ち

条じ
ょ
うに
あ
る
ち
い
さ
な
染
屋
、
ま
さ
に
西
陣
の
一
角
に
あ
っ
た
。

　

メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
基
本
技
術
を
あ
ら
た
め
て
な
が
め
て
み
る
と
、
染
色
整
理
と
再
整
の
技
術
を
下
敷

き
に
し
て
い
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
京
都
の
古
い
伝
統
技
術
を
ひ
き
つ
ぎ
、
時
代
に
ふ
さ
わ
し
く
発
展
さ
せ
て
き
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た
と
い
え
る
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
あ
ゆ
み
を
あ
ら
た
め
て
か
え
り
み
る
と
き
、
西
陣
の
地
で
発
祥
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
き
わ

め
て
象
徴
的
で
意
義
ふ
か
い
も
の
が
あ
る
。

　

日
本
ク
ロ
ス
工
業
と
い
う
会
社
を
設
立
す
る
に
あ
た
っ
て
、
坂
部
三
次
が
師
友
と
し
た
の
は
、
先
に
あ
げ
た
井
村
健
次

郎
、
さ
ら
に
山
田
留
治
郎
で
あ
る
。
両
者
と
も
に
染
料
会
社
の
経
営
者
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
京
都
織
物
会
社
時
代

か
ら
親
交
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
も
う
ひ
と
り
和
歌
山
鉄
工
の
社
長
・
岡
崎
愛
之
助
で
あ
る
。
染
色
機
械
や
乾

燥
機
な
ど
の
設
備
に
つ
い
て
の
助
言
者
だ
っ
た
と
い
う
が
、
こ
れ
も
や
は
り
京
都
織
物
会
社
時
代
の
人
脈
に
つ
ら
な
る
と

み
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

創
立
発
起
人
は
後
に
役
員
に
名
を
つ
ら
ね
る
者
も
ふ
く
め
て
一
五
人
で
あ
る
。

　

亀
井
德
次
郎
、
井
村
健
次
郎
、
夫
馬
勘
次
郎
、
熊
澤
甚
太
郎
、
坂
部
三
次
、
谷
節
太
郎
、
上
村
九
兵
衞
、
多
田
長
治
、

北
村
留
吉
、
渡
辺
定
次
郎
、
八
木
千
之
介
、
山
川
幸
三
郎
、
小
原
富
太
郎
、
春
日
井
庄
次
郎
、
田
中
利
七
。

　

い
ず
れ
も
京
都
、
大
阪
、
神
戸
の
染
料
商
、
生
糸
商
、
繊
維
貿
易
商
、
薬
用
石
鹼
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
経
営
者
で
、
業
界

で
は
著
名
な
人
物
だ
っ
た
。

　

創
立
総
会
は
一
九
一
九
年
︵
大
正
八
︶
八
月
一
日
に
、
亀
井
の
工
場
︵
京
都
市
上か

み

京ぎ
ょ
う

区く

一い
ち

条じ
ょ
う

通ど
お
り

油
あ
ぶ
ら
の

小こ
う

路じ

西に
し

入い
る

西に
し

川か
わ

端ば
た

町ち
ょ
う

一い
ち

番ば
ん

戸こ

︶
で
、
と
り
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

か
く
し
て
坂
部
三
次
が
日
本
で
初
め
て
の
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
製
造
会
社
と
い
う
思
い
を
こ
め
た
﹁
日
本
ク
ロ
ス
工
業
株
式

会
社
﹂
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
ダ
イ
ニ
ッ
ク
が
創
立
記
念
日
を
八
月
一
八
日
と
し
て
い
る
の
は
、
設
立
に
と
も
な
う
諸

手
続
が
す
べ
て
終
わ
っ
て
営
業
を
開
始
し
た
日
を
あ
え
て
創
立
の
日
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。

●
日
本
ク
ロ
ス
工
業
株
式
会
社

　

大
正
バ
ブ
ル
⋮
⋮
。

　

一
九
一
五
年
︵
大
正
四
︶
下
半
期
か
ら
一
九
二
〇
年
︵
大
正
九
︶
三
月
ま
で
、
日
本
は
第
一
次
世
界
大
戦
の
も
た
ら
し

た
空
前
の
好
景
気
に
わ
き
た
っ
て
い
た
。
日
本
経
済
に
起
業
ブ
ー
ム
が
や
っ
て
き
た
。
出
遅
れ
て
い
た
重
工
業
で
も
、
新

し
い
企
業
が
次
つ
ぎ
に
設
立
さ
れ
た
。
造
船
、
機
械
、
化
学
、
海
運
、
鉱
山
に
は
じ
ま
り
、
電
力
、
電
灯
、
紡
績
、
織
物

へ
と
ひ
ろ
が
っ
て
い
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
大
正
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
ブ
ー
ム
で
、
名
の
あ
る
多
く
の
会
社
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。

京
都
の
産
業
界
に
も
起
業
ブ
ー
ム
が
や
っ
て
き
て
発
展
期
を
む
か
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

企
業
の
あ
り
か
た
と
し
て
﹁
株
式
会
社
﹂
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。﹁
株
式
会
社
﹂
へ
の
改
組
が
流
行
、
と
く
に

一条戻橋 創業時の本社
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新
し
く
設
立
さ
れ
る
企
業
は
初
め
か
ら
株
式
会
社
で
ス
タ
ー
ト
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

京
都
の
起
業
ブ
ー
ム
の
主
役
は
、
化
学
・
精
密
機
械
工
業
だ
っ
た
。
数
多
く
の
企
業
が
こ
の
時
期
に
新
設
さ
れ
、
工
場

を
増
設
す
る
既
存
の
企
業
も
多
か
っ
た
。
主
な
も
の
だ
け
を
ひ
ろ
っ
て
も
、
一
九
一
七
年
︵
大
正
六
︶
に
は
日
本
電
池
、

奥
村
電
機
商
会
、
日
本
機
械
精
工
、
島
津
製
作
所
、
一
九
一
八
年
︵
大
正
七
︶
に
は
第
一
工
業
製
薬
、
一
九
一
九
年
︵
大

正
八
︶
に
は
大
沢
商
会
、
日
本
ク
ロ
ス
工
業
、
日
本
新
薬
な
ど
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
府
下
の
企
業
数
は
六
年
間
に
倍
増
、

な
か
で
も
工
業
関
係
の
企
業
は
約
三
倍
に
な
っ
た
。

　

日
本
ク
ロ
ス
工
業
も
、
こ
う
し
た
京
都
産
業
界
の
飛
躍
的
な
発
展
、
起
業
ブ
ー
ム
の
な
か
で
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

　

設
立
当
初
の
資
本
金
︵
払
い
込
み
資
本
金
︶
は
三
五
万
円
で
あ
る
。

　

創
立
総
会
で
選
出
さ
れ
た
役
員
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

取
締
役
専
務
＝
亀
井
德
次
郎
、
取
締
役
常
務
＝
坂
部
三
次
、
取
締
役
＝
井
村
健
次
郎
・
夫
馬
勘
次
郎
・
熊
澤
甚
太
郎
・

谷
節
太
郎
、
監
査
役
＝
多
田
長
治
︵
後
に
繁
三
郎
と
改
名
︶・
上
村
九
兵
衞
。

　

会
長
、
社
長
と
い
う
役
職
を
も
つ
取
締
役
は
存
在
し
な
い
。
当
時
、
日
常
の
経
営
実
務
に
あ
た
る
会
社
の
代
表
者
は
、

ほ
と
ん
ど
専
務
や
常
務
で
あ
っ
た
。
日
本
ク
ロ
ス
の
場
合
、
日
常
の
経
営
業
務
の
執
行
は
す
べ
て
常
務
の
坂
部
三
次
ひ
と

り
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
た
。
責
任
役
員
は
坂
部
ひ
と
り
で
、
他
の
役
員
は
す
べ
て
社
外
役
員
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
。

　

常
務
の
坂
部
は
社
内
の
最
終
決
裁
者
と
い
う
よ
り
も
、
資
材
の
仕
入
、
生
産
か
ら
販
売
、
会
計
処
理
に
い
た
る
ま
で
、

す
べ
て
に
お
い
て
目
く
ば
り
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

日
本
ク
ロ
ス
工
業
株
式
会
社
︵N

IPPO
N

 CLO
T

H
 IN

D
U

ST
RY

 CO
., LT

D
.

︶
と
い
う
社
名
の
決
定
に
あ
た
っ

て
、
坂
部
は
﹁
工
業
﹂
を
付
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た
。﹁
工
業
﹂
は
多
分
に
﹁
商
業
﹂
と
い
う
も
の
を
意
識
し
て
の
も

の
で
あ
る
。
坂
部
が
京
都
織
物
会
社
に
い
た
こ
ろ
、
株
主
の
呉
服
商
︵
京
都
・
室
町
筋
︶
に
支
配
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え

ば
同
社
で
ク
ロ
ス
事
業
の
提
案
を
し
た
と
き
、
抵
抗
勢
力
に
な
っ
た
の
も
そ
う
い
う
商
人
た
ち
で
あ
っ
た
。

　

当
時
の
商
業
中
心
の
社
会
の
風
潮
に
反
発
す
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
モ
ノ
を
右
か
ら
左
へ
う
ご
か
す
だ
け
で

利
を
う
る
商
業
よ
り
も
、
モ
ノ
を
つ
く
る
工
業
の
ほ
う
が
、
国
家
の
発
展
の
た
め
に
は
、
は
る
か
に
重
要
な
の
だ
。
か
れ

は
そ
の
よ
う
に
信
じ
て
う
た
が
う
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
ク
ロ
ス
工
業
と
い
う
命
名
は
、
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
を
専
門
に
つ
く
る
製
造
会
社
で
あ
る
と
い
う
企
業
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
に
強
く
根
ざ
す
も
の
だ
っ
た
。

　

あ
の
﹃
デ
ピ
エ
﹄
に
出
会
っ
て
か
ら
す
で
に
足
か
け
一
五
年
で
あ
る
。
創
業
者
・
坂
部
三
次
が
、
そ
の
こ
ろ
抱
い
た
夢

が
ま
さ
に
現
実
の
も
の
と
な
り
、
よ
う
や
く
新
し
い
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
の
で
あ
る
。

熊澤 甚太郎 井村 健次郎 夫馬 勘次郎 亀井 德次郎

多田 長治 谷 節太郎 上村 九兵衞 坂部 三次
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第
七
節  
あ
れ
か
ら
一
〇
〇
年
…
…

●
時
を
超
え
て
息
づ
く
創
立
者
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

　

創
立
一
〇
〇
年
⋮
⋮
。

　

二
〇
一
九
年
︵
令
和
元
︶
八
月
一
八
日
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
創
立
一
〇
〇
年
の
記
念
日
を
む
か
え
た
。
創
立
時
の
社
名

﹁
日
本
ク
ロ
ス
工
業
株
式
会
社
﹂
と
し
て
五
五
年
、﹁
ダ
イ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社
﹂
と
社
名
変
更
し
て
か
ら
四
五
年
で
あ
る
。

　

企
業
は
﹁
生
き
物
﹂
だ
と
す
れ
ば
、
人
間
と
お
な
じ
よ
う
に
﹁
寿
命
﹂
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

　

短
命
に
終
わ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
一
〇
〇
〇
年
を
超
え
る
社
歴
を
も
つ
企
業
も
あ
る
。
わ
が
国
に
は
創
業
二
〇
〇
年
超

え
の
企
業
が
三
〇
〇
〇
社
以
上
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
だ
が
創
業
一
〇
〇
年
を
超
え
れ
ば
、
と
り
あ
え
ず
長
寿
企
業

の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
が
そ
の
仲
間
入
り
を
は
た
し
た
の
は
な
ぜ
な
の
か
。
た
と
え
ば
創
立
者
・
坂
部
三
次
に
は
次
の
よ
う
な
語

録
が
あ
る
。
そ
れ
に
尽
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
れ
を
つ
く
っ
た
ら
儲
か
る
と
思
っ
た
や
つ
は
、
き
ま
っ
て
失
敗
し
た
が
、
世
間
に
よ
ろ
こ
ば
れ
る
だ
ろ
う
と
思

っ
て
つ
く
っ
た
も
の
は
不
思
議
に
成
功
し
た
。

　

こ
の
文
脈
か
ら
見
え
隠
れ
す
る
、
創
立
者
の
い
う
事
業
と
は
何
な
の
か
。

　

そ
れ
は
新
し
い
モ
ノ
を
創
り
だ
し
て
、
世
の
人
た
ち
を
よ
ろ
こ
ば
せ
、
満
足
さ
せ
る
こ
と
だ
と
わ
か
る
。
た
だ
顧
客
の

単
な
る
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
顧
客
に
よ
り
そ
っ
て
、
顧
客
み
ず
か
ら
が
い
ま
だ
気
づ
い
て
い
な

い
よ
う
な
不
満
点
を
み
つ
け
て
、
そ
れ
ら
の
解
決
に
む
す
び
つ
く
よ
う
な
製
品
を
提
供
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
だ
と
い
い
た
げ
で

あ
る
。

　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
用
語
で
い
え
ば
﹁
ニ
ー
ズ
﹂
で
は
な
く
﹁
ウ
ォ
ン
ツ
﹂
を
充
足
さ
せ
る
こ
と
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
か
ら
新
し
い
顧
客
と
市
場
が
う
ま
れ
る
と
す
れ
ば
、
か
の
ピ
ー
タ
ー
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
が
い
う
と
こ
ろ
の
﹁
顧
客
の
創

造
﹂
と
ぴ
っ
た
り
か
さ
な
っ
て
く
る
。
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さ
ら
に
坂
部
三
次
の
脳
裏
に
あ
っ
た
の
は
﹁
モ
ノ
を
つ
く
っ
て
、
国
家
、
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
﹂
と
い
う
強
い
信

念
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
明
治
男
に
共
通
す
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
日
本
資
本
主
義
の
父
と
い
わ
れ
る
あ
の
渋
沢
栄
一

も
﹁
た
と
え
そ
の
事
業
が
微
々
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
自
分
の
利
益
は
少
額
で
あ
ろ
う
と
、
国
家
必
要
の
事
業
を
合
理

的
に
経
営
す
れ
ば
、
心
は
常
に
楽
し
ん
で
仕
事
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
る
﹂︵
渋
澤
健
著
﹃
巨
人
・
渋
沢
栄
一
の
﹁
富
を

築
く
100
の
教
え
﹂﹄
講
談
社
よ
り
︶
な
ど
と
語
っ
て
お
り
、
ま
さ
に
そ
う
い
う
心
情
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

　

た
と
え
ば
戦
後
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て
、
坂
部
三
次
は
﹁
教
科
書
の
表
紙
だ
け
で
も
よ
く
し
て
、
日
本
の
民
主
教
育

に
貢
献
し
よ
う
。
輸
出
を
さ
か
ん
に
し
て
日
本
の
復
興
に
貢
献
し
よ
う
﹂
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か
か
げ
た
。
モ
ノ
を
つ

く
る
こ
と
で
日
本
の
戦
後
復
興
に
貢
献
し
よ
う
と
い
う
の
が
、
当
時
の
一
貫
し
た
経
営
姿
勢
だ
っ
た
。

　

そ
う
い
う
創
立
者
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
一
〇
〇
年
後
の
現
在
に
も
ひ
き
つ
が
れ
、
モ
ノ
を
つ
く
っ
て
﹁
教
育
と
文
化
の
発
展
に

寄
与
し
、
さ
ら
に
暮
ら
し
と
文
化
を
豊
か
に
い
ろ
ど
る
﹂
と
い
う
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
な
か
に
、
現
在
も
し

っ
か
り
息
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

●
暮
ら
し
の
隅
々
に
根
を
お
ろ
す

　

ク
ロ
ス
製
造
と
染
再
整
の
事
業
を
も
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
一
〇
〇
年
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
技
術
は
タ
テ
・
ヨ
コ
自
在

に
枝
葉
を
の
ば
し
て
い
る
。
一
〇
〇
年
と
い
う
時
の
年
輪
を
か
さ
ね
て
進
化
し
た
技
術
は
、
き
わ
め
て
幅
ひ
ろ
い
製
品
を

う
み
だ
し
、
い
ま
や
暮
ら
し
と
文
化
に
し
っ
か
り
と
根
を
お
ろ
し
て
い
る
。

　

住
ま
い
や
暮
ら
し
の
空
間
に
も
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
製
品
が
あ
ち
こ
ち
に
息
づ
い
て
い
る
。
ダ
イ
ニ
ッ
ク
製
品
が
ひ
と
つ

も
な
い
家
庭
や
街
は
ひ
と
つ
も
な
い
と
い
っ
て
い
い
。

　

た
と
え
ば
玄
関
前
に
あ
る
ガ
レ
ー
ジ
の
ク
ル
マ
、
エ
ン
ジ
ン
フ
ィ
ル
タ
や
キ
ャ
ビ
ン
フ
ィ
ル
タ
、
内
装
天
井
材
や
フ
ロ

ア
ー
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
ド
ア
材
や
ト
ラ
ン
ク
材
⋮
⋮
。

　

玄
関
に
一
歩
は
い
る
と
、
床
材
、
壁
紙
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
裏
材
、
玄
関
マ
ッ
ト
の
ス
ト
ッ
プ
シ
ー
ト
な
ど
な
ど
。

　

リ
ビ
ン
グ
に
は
壁
紙
や
床
材
の
ほ
か
に
空
調
機
の
フ
ィ
ル
タ
⋮
⋮
。

　

キ
ッ
チ
ン
に
眼
を
向
け
る
と
活
性
炭
フ
ィ
ル
タ
、
鮮
度
保
持
剤
、
さ
ら
に
冷
蔵
庫
を
開
け
る
と
乳
酸
飲
料
や
発
酵
乳
な

ど
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
蓋
材
、
さ
ら
に
チ
ー
ズ
や
菓
子
な
ど
食
品
の
紙
器
な
ど
も
ダ
イ
ニ
ッ
ク
製
品
が
つ
か
わ
れ

て
い
る
。

暮らしの中のダイニック製品
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こ
ど
も
室
に
は
い
れ
ば
机
上
の
本
棚
に
辞
典
や
事
典
が
あ
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
教
科
書
や
ノ
ー
ト
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙

⋮
⋮
。
そ
れ
ら
の
装
幀
材
に
ク
ロ
ス
が
、
さ
ら
に
Wi︲

Fi
ル
ー
タ
ー
や
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
な
ど
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に

は
有
機
Ｅ
Ｌ
用
水
分
除
去
シ
ー
ト
が
⋮
⋮
。

　

書
斎
の
本
箱
に
あ
る
書
籍
や
事
典
、
あ
る
い
は
書
類
の
フ
ァ
イ
ル
ケ
ー
ス
、
手
帳
や
ダ
イ
ア
リ
ー
な
ど
の
装
幀
に
も
ク

ロ
ス
が
⋮
⋮
。

　

ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
に
あ
る
洋
服
や
ド
レ
ス
、
コ
ー
ト
に
は
接
着
芯
地
が
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
洗
濯
ネ
ー
ム
や
ケ
ア
ラ
ベ
ル

に
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
製
の
品
質
表
示
ラ
ベ
ル
が
⋮
⋮
。
そ
の
ほ
か
銀
行
通
帳
、
郵
政
通
帳
や
カ
ー
ド
に
も
ク
ロ
ス
や
磁
気
テ

ー
プ
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

街
に
と
び
だ
せ
ば
、
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
自
販
機
に
は
ト
ッ
プ
ボ
ー
ド
用
フ
ィ
ル
ム
が
、
店
舗
の
軒
先
に
あ
る
オ
ー
ニ
ン

グ
テ
ン
ト
、
看
板
、
さ
ら
に
商
業
用
店
舗
ビ
ル
の
そ
と
に
垂
れ
さ
が
る
懸け

ん

垂す
い

幕ま
く

、
ビ
ル
の
屋
上
に
あ
る
屋
外
大
型
看
板
、

さ
ら
に
通
り
か
か
る
ト
ラ
ッ
ク
の
幌ほ

ろ

や
連れ

ん

結け
つ

幌ほ
ろ

に
つ
か
わ
れ
る
ビ
ニ
ル
製
品
も
⋮
⋮
。

　

イ
ベ
ン
ト
会
場
や
遊
園
地
で
は
、
展
示
用
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
の
ぼ
り
旗
、
横
断
幕
、
テ
ン
ト
や
ド
ー
ム
に
は
タ
ー
ポ
リ
ン

が
つ
か
わ
れ
る
。

　

街
は
ず
れ
の
工
事
現
場
で
は
土
木
用
遮し

ゃ

水す
い

シ
ー
ト
、
遮し

ゃ

光こ
う

用
マ
ッ
ト
、
雑
草
ス
ト
ッ
パ
ー
な
ど
、
港
湾
で
は
オ
イ
ル
フ

ェ
ン
ス
や
養
殖
用
水
槽
、
コ
ン
テ
ナ
や
テ
ン
ト
、
倉
庫
に
は
タ
ー
ポ
リ
ン
が
つ
か
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
思
い
つ
く
ま
ま
列
挙
し
た
ほ
ん
の
一
例
で
し
か
な
い
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
製
品
に
は
部
材
と
し
て
、
表
か
ら
は
み
え
な
い
と
こ
ろ
に
つ
か
わ
れ
る
も
の
が
多
い
。
よ
っ
て
、
た
と

え
ば
著
名
ブ
ラ
ン
ド
品
の
よ
う
に
、
そ
れ
自
身
が
自
己
主
張
す
る
こ
と
は
な
い
も
の
の
、
か
く
れ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
ぞ

れ
大
切
な
機
能
を
き
っ
ち
り
と
は
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

現
在
で
は
む
し
ろ
縁え

ん

の
下
の
力
持
ち
的
な
製
品
の
ほ
う
が
多
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ

創
り
だ
し
た
メ
ー
カ
ー
の
物
語
は
、
根
源
的
な
モ
ノ
づ
く
り
の
小
宇
宙
を
な
し
て
い
る
。

暮らしの中のダイニック製品
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新
し
い
時
代
が
や
っ
て
き
た

　

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
、
自
由
と
解
放
が
叫
ば
れ
、
新
し
い
女
の
登
場
に
驚
嘆
し
た
。

街
に
は
乗
合
自
動
車
が
登
場
、
空
飛
ぶ
国
産
の
飛
行
機
に
歓
声
を
あ
げ
、
ラ
ジ
オ

と
い
う
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
に
浮
か
れ
た
。
カ
フ
ェ
に
は
ジ
ャ
ズ
が
流
れ
、
女
給
の

白お
し

粉ろ
い

の
香
り
に
胸
を
と
き
め
か
せ
た
。
新
し
い
演
劇
が
人
気
を
よ
び
、
繁
華
街
に

は
デ
パ
ー
ト
も
あ
い
つ
い
で
オ
ー
プ
ン
し
た
。
ハ
イ
カ
ラ
、
モ
ダ
ン
を
気
ど
る
若

者
た
ち
は
﹁
今
日
は
帝
劇
、
明
日
は
三
越
﹂
へ
と
奔は

し

っ
た
。

　

大
正
ロ
マ
ン
⋮
⋮
。

　

そ
こ
に
あ
る
の
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
新
し
い
時
代
の
雰
囲
気
で
あ
る
。

　

暮
ら
し
が
豊
か
に
な
り
、
学
校
の
数
も
急
増
し
た
。
大
学
や
高
等
学
校
や
専
門

学
校
︵
旧
制
︶
な
ど
、
と
く
に
中
学
校
や
女
学
校
が
ふ
え
た
。
明
治
の
こ
ろ
と
く

ら
べ
て
、
教
育
が
ひ
ろ
く
国
民
の
あ
い
だ
に
ゆ
き
わ
た
っ
た
。

　

わ
が
日
本
は
海
の
向
こ
う
の
戦
乱
を
横
目
に
、
瞬
時
お
と
ず
れ
た
平
和
な
時
代

関東大震災で燃え上がる有楽町近辺

大
正
か
ら
昭
和
へ

国
内
外
と
も

は
げ
し
く
ゆ
れ
う
ご
い
た

時
代
と
世
相
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に
酔
い
し
れ
て
い
た
。
西
洋
に
追
い
つ
き
、
追
い
こ
せ
を
合
言
葉
に
、
ひ
た
す
ら

国
家
の
興
隆
を
錦
の
御
旗
に
し
て
、
西
欧
文
明
の
と
り
こ
み
に
つ
と
め
た
時
代
は

終
わ
り
、
大
正
の
世
に
な
る
と
、
文
明
開
化
の
波
は
よ
う
や
く
庶
民
の
生
活
の
細

部
に
も
浸
透
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
﹁
国
家
﹂
に
か
わ
っ
て
﹁
個
人
﹂
と
い

う
も
の
の
重
み
に
も
眼
を
向
け
る
新
し
い
時
代
が
や
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

中
流
層
に
は
﹁
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
︵
民
本
主
義
︶﹂
が
台
頭
し
、
民
衆
と
女

性
の
地
位
向
上
に
眼
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
。
西
洋
文
化
の
影
響
を

う
け
た
新
し
い
文
芸
・
絵
画
・
音
楽
・
演
劇
な
ど
の
芸
術
が
も
て
は
や
さ
れ
、
思

想
的
に
も
自
由
と
解
放
の
気
風
が
み
な
ぎ
り
、
都
市
を
中
心
と
す
る
大
衆
文
化
が

花
ひ
ら
い
た
。

第
一
次
世
界
大
戦
の
光
と
影

　

第
一
次
世
界
大
戦
、
ロ
シ
ア
革
命
、
米
騒
動
、
関
東
大
震
災
⋮
⋮
。

　

大
正
の
世
は
わ
ず
か
一
四
年
で
あ
る
。
し
か
し
短
い
な
が
ら
も
国
内
外
を
震し

ん

撼か
ん

さ
せ
る
大
事
件
が
あ
い
つ
い
だ
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
で
連
合
国
側
に
つ
い
た
日
本
は
、
パ
リ
講
和
会
議
に
参
加
、

山
東
半
島
の
権
益
と
赤
道
よ
り
北
の
旧
ド
イ
ツ
領
南
洋
諸
島
の
統
治
を
み
と
め
ら

れ
た
。
世
界
で
初
め
て
国
際
平
和
機
構
と
し
て
国
際
連
盟
が
う
ま
れ
、
一
九
二
〇

年
︵
大
正
九
︶、
日
本
は
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
と
と
も
に
常
任
理

事
国
に
え
ら
ば
れ
る
な
ど
、
国
際
協
調
の
機
運
が
た
か
ま
っ
て
ゆ
く
。

　

国
際
的
な
地
位
が
高
く
な
り
、
発
言
権
が
ま
す
な
か
で
、
さ
ら
に
権
益
の
拡
大

を
ね
ら
っ
て
シ
ベ
リ
ア
出
兵
︵
一
九
一
八
～
二
二
年
︶
に
の
り
だ
し
た
。
ロ
シ
ア

で
は
革
命
が
起
き
て
お
り
、
革
命
軍
の
捕
虜
に
な
っ
た
チ
ェ
コ
軍
団
を
救
出
す
る

と
い
う
名
目
で
出
兵
し
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
国
内
で
は
米
価
が
高
騰
し
た
。
軍

用
米
の
需
要
が
た
か
ま
る
と
の
風
評
か
ら
、
商
社
に
よ
る
買
い
占
め
と
売
り
惜
し

み
が
す
す
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

一
九
一
八
年
︵
大
正
七
︶
の
夏
で
あ
る
。
富
山
の
魚
津
町
︵
現
・
魚
津
市
︶
で

魚
民
の
主
婦
ら
が
漁
港
の
米
蔵
近
く
に
あ
つ
ま
り
、
船
に
米
を
積
み
こ
む
の
を
や

め
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
騒
ぎ
は
全
国
に
ひ
ろ
が
り
、
米
問
屋
が
襲
撃
さ
れ
、
大
手

商
社
が
焼
き
打
ち
に
あ
っ
た
。
史
上
最
大
の
民
衆
に
よ
る
直
接
行
動
と
い
わ
れ
た

米
騒
動
は
寺て

ら

内う
ち

正ま
さ

毅た
け

内
閣
を
も
倒
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
の
特
需
に
乗
じ
た
成
金
と
い
わ
れ
る
人
た
ち
が
ふ
え
る
一
方

で
、
好
景
気
で
モ
ノ
の
値
段
が
跳
ね
あ
が
り
、
貧
富
の
差
が
ひ
ろ
が
っ
た
。
大
正

も
後
半
に
な
る
と
経
済
の
ひ
ず
み
が
あ
ら
わ
れ
、
や
が
て
戦
後
恐
慌
が
や
っ
て
く

る
。

新
し
い
都
市
文
化
が
誕
生

　

 

〽
ワ
イ
フ
貰も

ら

っ
て
、
嬉う

れ

し
か
つ
た
が　

何
時
も
出
て
く
る
副お

食か

物ず

は
コ
ロ
ッ
ケ

⋮
⋮
︵
作
詞
・
益ま

す

田だ

太た

郎ろ
う

冠か

者じ
ゃ

︶

　

一
九
二
〇
年
︵
大
正
九
︶
に
流は

行や

っ
た
﹁
コ
ロ
ッ
ケ
の
唄
﹂
の
出
だ
し
で
あ
る
。

コ
ロ
ッ
ケ
の
登
場
が
庶
民
の
食
卓
に
洋
食
な
る
も
の
を
も
ち
こ
ん
だ
。

　

食
文
化
に
洋
食
が
浸
透
、﹁
カ
フ
ェ
﹂
や
﹁
レ
ス
ト
ラ
ン
﹂
が
繁
盛
、
欧
米
式

の
美
容
室
や
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
な
ど
も
、
あ
ち
こ
ち
に
店
開
き
す
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ン
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
和
装
か
ら
洋
装
に
な
っ
た
。
女
性
も
タ
イ
ピ
ス
ト
、
バ
ス

ガ
ー
ル
、
電
話
交
換
手
な
ど
外
で
働
く
時
代
と
な
っ
た
。
彼
女
た
ち
の
﹁
断
髪
洋

装
﹂
が
時
代
の
風
俗
と
し
て
注
目
さ
れ
、﹁
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
﹂
と
よ
ば
れ
た
。

﹁
町
﹂
は
一
変
し
て
﹁
街
﹂
に
な
っ
て
ゆ
く
。
大
阪
で
は
阪
急
、
南
海
、
阪
神
、

京
阪
、
近
鉄
の
私
鉄
網
が
で
き
あ
が
り
、
沿
線
は
住
宅
衛
星
都
市
と
な
る
。
さ
ら

に
阪
急
は
宝
塚
大
劇
場
を
、
阪
神
は
甲
子
園
を
つ
く
り
、
大
阪
毎
日
新
聞
や
大
阪

朝
日
新
聞
の
協
賛
で
少
女
歌
劇
や
全
国
中
等
学
校
野
球
大
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

新
し
い
文
化
が
芽
を
ふ
い
て
く
る
。
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東
京
の
丸
の
内
や
大
手
町
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
あ
る
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
が
た
ち
な

ら
び
、
一
大
オ
フ
ィ
ス
街
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
ま
で
農
村
に
ひ
と
し
か
っ
た

渋
谷
、
世
田
谷
に
は
関
東
大
震
災
の
と
き
下
町
で
焼
け
出
さ
れ
た
人
た
ち
が
移
住

し
、
盛
り
場
の
ひ
と
つ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
新
宿
は
副
都
心
に
姿
を
変
え
て
ゆ
く
。

呉
服
店
だ
っ
た
老し

に

せ舗
が
百
貨
店
と
な
り
、
銀
座
は
デ
パ
ー
ト
街
と
な
る
。
神
宮
外

苑
に
は
野
球
場
が
で
き
、
東
京
六
大
学
野
球
が
ま
す
ま
す
人
気
を
よ
ぶ
よ
う
に
な

る
。

　

山
手
線
に
く
わ
え
て
、
東
急
、
東
横
、
西
武
、
小
田
急
の
各
線
が
敷
か
れ
、
そ

の
沿
線
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
住
宅
街
と
な
っ
て
ゆ
く
。
東
京
帝
国
大
学
︵
現
・
東

京
大
学
︶
を
卒
業
し
た
お
よ
そ
半
数
が
民
間
企
業
に
就
職
す
る
時
代
と
な
り
、
こ

の
こ
ろ
か
ら
勤
め
人
が
大
衆
の
主
役
に
な
っ
て
い
っ
た
。
現
在
に
つ
ら
な
る
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
ル
ー
ツ
が
す
べ
て
こ
こ
に
あ
る
の
で
あ
る
。

　

都
市
化
の
う
ね
り
と
産
業
の
発
展
は
労
働
者
と
い
う
階
層
を
う
み
だ
し
、
社
会

改
革
を
も
と
め
る
政
治
運
動
に
む
す
び
つ
い
て
ゆ
く
。
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
︵
民

本
主
義
︶
が
台
頭
し
て
、
普
通
選
挙
制
や
海
外
派
兵
の
停
止
、
男
女
同
権
、
労
働

者
の
権
利
保
護
な
ど
が
と
な
え
ら
れ
、
一
九
二
五
年
︵
大
正
一
四
︶
に
は
、
納
税

額
に
か
か
わ
り
な
く
選
挙
に
参
加
で
き
る
普
通
選
挙
法
︵
た
だ
し
二
五
歳
以
上
の

男
性
の
み
︶
が
成
立
し
た
。

す
べ
て
を
ぶ
ち
壊
し
た
大
震
災

　

一
九
二
三
年
︵
大
正
一
二
︶
九
月
一
日　

午
前
一
一
時
五
八
分
三
二
秒
⋮
⋮
。

　

相
模
湾
北
西
沖
を
震
源
と
す
る
海
溝
型
の
大
地
震
が
や
っ
て
き
た
。
関
東
大
震

災
で
あ
る
。
東
京
、
神
奈
川
、
千
葉
、
静
岡
と
南
関
東
の
ひ
ろ
い
エ
リ
ア
に
激
震

が
走
り
、
最
大
規
模
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
東
京
市
︵
当
時
一
五
区
。
面
積
は

現
在
の
二
三
区
の
お
よ
そ
八
分
の
一
︶
は
住
民
二
五
〇
万
人
の
う
ち
六
割
が
家
を

う
し
な
い
、
約
一
〇
〇
万
人
が
一
時
的
に
市
外
へ
と
避
難
し
た
。

　

お
り
わ
る
く
地
震
の
発
生
が
昼
食
の
時
間
と
か
さ
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
火
を
つ

か
っ
て
い
る
家
庭
が
多
く
、
地
震
に
よ
る
倒
壊
で
火
災
が
発
生
、
お
り
か
ら
の
台

風
の
影
響
に
よ
る
強
風
に
あ
お
ら
れ
て
、
炎
の
竜
巻
と
な
っ
て
空
に
ひ
ろ
が
っ
た
。

当
時
、
東
京
・
田
端
に
住
ん
で
い
た
芥

あ
く
た

川が
わ

龍り
ゅ
う

之の

介す
け

は
﹁
大
正
十
二
年
九
月
一
日

の
大
震
に
際
し
て
﹂
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　

月つ
き

見み

橋ば
し

の
ほ
と
り
に
立
ち
、
遙は

る

か
に
東
京
の
天
を
望
め
ば
、
天
、
泥で

い

土ど

の

色
を
帯
び
、
焔え

ん

煙え
ん

の
四
方
に
飛ひ

騰と
う

す
る
見
る
。
帰
宅
後
、
電
燈
の
点
じ
難
く
、

食
糧
の
乏
し
き
を
告
げ
ん
こ
と
を
惧
れ
、
蠟ら

ふ

燭そ
く

米べ
い

穀こ
く

蔬そ

菜さ
い

罐く
わ
ん

詰づ
め

の
類
を
買

ひ
集
め
し
む
。

　

夜よ
る

ま
た
円
月
堂
の
月
見
橋
の
ほ
と
り
に
至
れ
ば
、
東
京
の
火
災
愈

い
よ
い
よ

猛
に
、

一
望
大
い
な
る
熔よ

う

鉱く
わ
う

炉ろ

を
見
る
が
如
し
。
田た

端ば
た

、
日に

つ

暮ぽ

里り

、
渡わ

た

辺な
べ

町ち
や
う

等と
う

の

人
人
、
路
上
に
椅い

子す

を
据
ゑ
畳
を
敷
き
、
屋を

く

外ぐ
ゎ
いに

眠
ら
む
と
す
る
も
の
少
か

ら
ず
。
帰
宅
後
、
大
震
の
再
び
至
ら
ざ
る
べ
き
を
説
き
、
家
人
を
皆
屋
内
に

眠
ら
し
む
。
電
燈
、
瓦ガ

斯ス

共
に
用
を
な
さ
ず
、
時
に
二
階
の
戸
を
開
け
ば
、

天て
ん

色し
ょ
く

常
に
燃
ゆ
る
が
如
く
紅

く
れ
な
ゐな
り
。

　

三
日
三
晩
燃
え
つ
づ
け
た
東
京
で
は
、
死
者
行
方
不
明
者
お
よ
そ
七
万
人
の
う

ち
九
割
が
火
災
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
な
か
で
も
四
万
四
〇
〇
〇
人
が
亡
く
な
っ

た
と
い
う
本
所
区
︵
現
・
墨
田
区
︶
を
は
じ
め
と
す
る
下
町
の
被
害
は
膨
大
だ
っ

た
。

　

都
心
で
は
大
蔵
省
や
文
部
省
、
内
務
省
、
外
務
省
、
警
視
庁
な
ど
の
官
公
庁
、

帝
国
劇
場
、
三
越
日
本
橋
本
店
な
ど
の
文
化
・
商
業
施
設
の
多
く
を
焼
失
、
横
浜

時
代
と
世
相
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で
も
、
官
公
庁
、
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
な
ど
石
造
り
や
鍊

瓦
造
り
の
洋
館
が
倒
壊
、
地
震
で
起
き
た
火
災
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
外
国
領
事

館
が
焼
け
て
し
ま
っ
た
。

　

帝
都
・
東
京
は
、
ほ
ぼ
壊
滅
。
根
拠
の
な
い
流
言
に
よ
り
、
朝
鮮
人
が
虐
殺
さ

れ
る
と
い
う
事
件
も
あ
り
、
自
由
さ
と
モ
ダ
ン
を
謳
歌
す
る
時
代
の
雰
囲
気
に
暗

い
影
を
お
と
し
た
。

　

戦
後
恐
慌
と
い
う
傷
が
癒
え
な
い
う
ち
に
、
大
震
災
が
追
い
う
ち
を
か
け
、
経

済
の
閉
塞
感
が
深
ま
る
な
か
で
、
大
正
か
ら
昭
和
へ
と
移
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

メ
デ
ィ
ア
に
も
新
し
い
波

　

ア
ー
ア
ー
。
聞
こ
え
ま
す
か
。
Ｊ
Ｏ
Ａ
Ｋ
、
Ｊ
Ｏ
Ａ
Ｋ
、
こ
ち
ら
は
東
京

放
送
局
で
あ
り
ま
す
。
こ
ん
に
ち
、
た
だ
い
ま
よ
り
放
送
を
開
始
い
た
し
ま

す
。
⋮
⋮

　

日
本
で
初
め
て
の
ラ
ジ
オ
放
送
は
、
こ
の
一
声
に
よ
っ
て
は
じ
ま
っ
た
。
一
九

二
五
年
︵
大
正
一
四
︶
三
月
一
日
の
こ
と
で
あ
る
。

　

大
正
期
は
メ
デ
ィ
ア
が
さ
ま
が
わ
り
し
た
時
代
で
も
あ
る
。
新
聞
が
大
き
く
部

数
を
の
ば
し
た
。
大
阪
朝
日
新
聞
に
つ
づ
い
て
、
大
阪
毎
日
新
聞
も
東
京
に
進
出
、

と
も
に
一
〇
〇
万
部
を
突
破
し
た
。
迎
え
撃
つ
読
売
新
聞
も
成
長
し
て
、
朝
日
、

毎
日
、
読
売
と
い
う
今
日
の
三
大
紙
の
ベ
ー
ス
が
で
き
あ
が
っ
た
。

　

な
か
で
も
ラ
ジ
オ
と
い
う
電
波
に
よ
る
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
の
出
現
は
衝
撃
的
だ

っ
た
。
い
ま
や
国
民
生
活
と
密
接
に
む
す
び
つ
き
、
災
害
時
な
ど
に
重
要
な
役
割

を
担
う
、
電
波
に
よ
る
﹁
放
送
﹂
は
、
こ
の
時
代
に
登
場
し
て
い
る
。

　

関
東
大
震
災
の
あ
と
、
ラ
ジ
オ
放
送
の
実
施
は
政
治
の
緊
急
課
題
で
あ
っ
た
。

震
災
の
と
き
、
東
京
で
は
新
聞
も
発
行
で
き
な
く
な
り
、
根
も
葉
も
な
い
情
報
が

乱
れ
と
ん
だ
。
朝
鮮
人
虐
殺
な
ど
の
事
件
が
起
き
た
の
は
メ
デ
ィ
ア
の
問
題
も
あ

っ
た
と
さ
れ
、
国
策
を
も
っ
て
す
す
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
放
送
が
は
じ
ま
っ
た

こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
が
ま
だ
鉱
石
式
の
受
信
機
︵
鉱
石
ラ
ジ
オ
︶
だ
っ
た
が
、
ラ
ジ

オ
放
送
は
ま
さ
に
期
待
の
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
登
場
し
た
の
で
あ
る
。

　

出
版
界
で
は
一
九
二
六
年
︵
大
正
一
五
︶
の
一
二
月
に
改
造
社
﹃
現
代
日
本
文

学
全
集
﹄
の
配
本
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
﹁
円
本
﹂
ブ
ー
ム
が
、
活
字

メ
デ
ィ
ア
の
活
性
化
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
前
身
・
日
本
ク
ロ
ス
工
業
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
の
雰
囲
気
の

な
か
で
創
業
期
を
む
か
え
た
の
で
あ
る
。

三越の宣伝広告「今日は帝劇　明日は三
越」（竹久夢二画）

初めてのラジオ放送をレシーバーで聞く
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第
一
節  
国
産
初
の
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス

●
ク
ロ
ス
と
は
何
か
？

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
前
身
・
日
本
ク
ロ
ス
工
業
の
創
立
目
的
が
、
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
の
国
産
化
に
あ
っ
た
こ
と
は
う
た
が
う
余

地
も
な
い
。
た
と
え
ば
創
業
者
の
坂
部
三
次
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　

抑そ
も
そ

も
當
社
の
創
立
を
見
ま
し
た
の
は
、大
正
八
年
八
月
十
八
日
で
あ
り
ま
し
て
、當
時
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
は
、年
額
三

百
萬
圓
内
外
を
算
し
て
居を

り
ま
し
た
が
、
そ
の
全
部
を
擧あ

げ
て
海
外
よ
り
の
輸
入
に
仰あ

お

い
で
ゐ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

當
社
は
國
利
民
福
の
旗き

幟し

の
も
と
、
敢か

ん

然ぜ
ん

と
し
て
之こ

れ

等ら

輸
入
の
防ば

う

遏あ
つ

に
向
か
っ
て
挑
戰
し
た
次
第
で
あ
り
ま
し
て

⋮
⋮
︵﹃
日
本
ク
ロ
ス
工
業
株
式
會
社
二
十
周
年
史
﹄︶

　

か
つ
て
は
﹁
ブ
ッ
ク
バ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ク
ロ
ス
﹂
と
い
い
、
今
日
で
は
単
に
﹁
ク
ロ
ス
﹂
と
い
う
﹁
ブ
ッ
ク
ク
ロ

ス
﹂
と
は
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
。
日
本
ク
ロ
ス
が
国
産
化
に
成
功
、
国
産
第
一
号
ク
ロ
ス
を
世
に
お
く
り

だ
し
て
一
〇
〇
年
を
経
た
現
在
の
時
点
に
立
ち
、
あ
ら
た
め
て
定
義
づ
け
て
お
き
た
い
。

　

ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
は
書
籍
や
帳
簿
な
ど
文
具
の
装
幀
︵
国
語
的
に
は
﹁
装
釘
﹂
が
ふ
さ
わ
し
い
︶
材
料
の
ひ
と
つ
、
主
に

表
紙
な
ど
外
装
に
も
ち
い
ら
れ
る
材
料
の
総
称
で
あ
る
。
書
物
の
表
紙
に
は
織
物
や
紙
そ
の
も
の
が
つ
か
わ
れ
る
こ
と
も

あ
る
が
、
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
と
い
う
場
合
は
、
そ
れ
ら
に
塗
料
や
合
成
樹
脂
な
ど
を
塗
っ
て
仕
上
げ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
や

耐
久
性
を
加
え
た
も
の
を
い
う
。

　

ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
に
は
大
き
く
わ
け
る
と
、
布
ク
ロ
ス
、
紙
ク
ロ
ス
、
ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
、
オ
レ
フ
ィ
ン
ク
ロ
ス
の
四
タ
イ

プ
が
あ
る
。

　

布
ク
ロ
ス
と
は
文
字
ど
お
り
布
地
を
ベ
ー
ス
に
し
た
タ
イ
プ
で
あ
る
。
主
に
平ひ

ら

織お
り

の
布
地
の
表
面
に
澱で

ん

粉ぷ
ん

塗
料
、
あ
る

い
は
合
成
樹
脂
を
塗
っ
て
仕
上
げ
る
。
表
面
は
な
め
ら
か
で
光
沢
が
あ
り
、
箔は

く

押
し
加
工
の
適
性
が
あ
る
。
澱
粉
塗
料
の

基
本
的
な
製
品
と
し
て
は
、
プ
レ
ン
調
、
ベ
ラ
ム
調
、
カ
ン
バ
ス
調
、
バ
ク
ラ
ム
調
、
カ
ン
ブ
リ
ッ
ク
調
な
ど
が
あ
る

︵
詳
細
は
一
〇
六
ペ
ー
ジ
を
参
照
︶。



71 第一章 ── 本業はクロス　染再整は副業である

　

紙
ク
ロ
ス
は
紙
を
ベ
ー
ス
に
し
た
ク
ロ
ス
の
こ
と
を
い
う
。
紙
ク
ロ
ス
に
は
含
浸
、
非
含
浸
の
二
タ
イ
プ
が
あ
る
。

　

含
浸
タ
イ
プ
は
強
度
を
た
か
め
る
た
め
に
、
ベ
ー
ス
と
な
る
紙
に
樹
脂
を
含
浸
さ
せ
て
お
き
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
り
、

さ
ら
に
皮
革
調
の
模
様
を
型
押
し
し
た
り
︵
エ
ン
ボ
ス
︶、
と
き
に
は
プ
リ
ン
ト
し
て
仕
上
げ
る
。
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る

ま
え
の
原
紙
に
樹
脂
を
浸
み
こ
ま
せ
て
お
く
と
、
耐
水
性
を
そ
な
え
、
風
合
い
も
し
な
や
か
に
な
る
。
含
浸
は
ダ
イ
ニ
ッ

ク
の
伝
統
的
な
技
術
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　

非
含
浸
タ
イ
プ
は
ク
ラ
フ
ト
紙
・
極ご

く

薄う
す

紙
、
サ
イ
ズ
紙
︵
厚
紙
︶
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
顔
料
タ
イ
プ
の
染
色
塗
料
を
塗

っ
て
、
型
押
し
加
工
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
と
オ
レ
フ
ィ
ン
ク
ロ
ス
は
、
と
も
に
塗
料
と
し
て
合
成
樹
脂
を
使
用
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

主
に
塩
化
ビ
ニ
ル
樹
脂
を
使
用
し
て
き
た
が
、
近
年
は
オ
レ
フ
ィ
ン
系
の
樹
脂
を
使
用
し
た
製
品
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

同
タ
イ
プ
の
ク
ロ
ス
製
品
の
な
か
に
は
布
や
紙
ベ
ー
ス
に
合
成
樹
脂
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
も
の
、
合
成
樹
脂
そ
の
も
の

を
フ
ィ
ル
ム
状
あ
る
い
は
シ
ー
ト
状
に
し
た
タ
イ
プ
が
あ
る
。

　

紙
ベ
ー
ス
の
製
品
は
ビ
ニ
ル
ペ
ー
パ
ー
、
あ
る
い
は
オ
レ
フ
ィ
ン
ペ
ー
パ
ー
と
よ
ん
で
い
る
が
、
ク
ラ
フ
ト
紙
を
ベ
ー

ス
に
し
て
、
塩
化
ビ
ニ
ル
や
オ
レ
フ
ィ
ン
系
の
合
成
樹
脂
に
、
そ
れ
ら
を
や
わ
ら
か
く
す
る
可か

塑そ

剤ざ
い

や
着
色
剤
を
加
え
た

塗
料
を
塗
っ
て
仕
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
摩
擦
や
引
き
裂
き
に
も
強
く
、
そ
れ
で
い
て
柔
軟
で
光
沢
が
あ
る
。

　

ベ
ー
ス
を
つ
か
わ
な
い
合
成
樹
脂
単
体
の
タ
イ
プ
は
、
薄
く
フ
ィ
ル
ム
状
に
し
た
り
、
シ
ー
ト
状
に
し
た
う
え
で
型
押

し
し
て
仕
上
げ
る
。
薄
手
は
く
る
み
装
幀
に
使
用
さ
れ
、
厚
手
は
裁
ち
切
り
で
、
た
と
え
ば
辞
典
な
ど
耐
久
性
を
も
と
め

ら
れ
る
も
の
や
、
耐
水
性
を
必
要
と
す
る
用
途
に
適
し
て
い
る
。

　

ク
ロ
ス
製
品
は
こ
の
よ
う
に
現
在
で
は
き
わ
め
て
多
様
化
し
て
い
る
。
だ
が
日
本
ク
ロ
ス
工
業
の
創
立
時
は
、
綿
布
を

ベ
ー
ス
に
蛋た

ん

白ぱ
く

や
澱
粉
塗
料
を
塗
っ
た
も
の
だ
け
し
か
な
か
っ
た
。
現
在
と
過
去
⋮
⋮
。
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
な
か
に
工
業

製
品
と
し
て
進
化
し
て
き
た
ク
ロ
ス
一
〇
〇
年
の
歴
史
が
あ
る
。

●
国
産
第
一
号
は
黒
一
色
の
型
な
し
ク
ロ
ス

　

操
業
を
開
始
し
た
日
本
ク
ロ
ス
が
最
初
に
う
み
だ
し
た
ク
ロ
ス
製
品
は
、
教
科
書
用
途
を
意
識
し
た
黒
一
色
の
布
ク
ロ

ス
で
あ
る
。
全
幅
の
綿
布
︵
四
二
イ
ン
チ
＝
約
一
〇
六
セ
ン
チ
︶
に
澱
粉
塗
料
を
塗
っ
た
だ
け
で
、
エ
ン
ボ
ス
の
な
い
型

な
し
ク
ロ
ス
だ
っ
た
。

　

当
時
、
京
都
で
紙
ク
ロ
ス
を
製
造
し
て
い
る
工
場
が
三
社
ほ
ど
あ
り
、
エ
ン
ボ
ス
で
型
押
し
し
て
い
た
が
、
布
の
ほ
う

当時の型出機
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は
ま
だ
エ
ン
ボ
ス
ロ
ー
ル
が
開
発
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

国
産
第
一
号
の
ク
ロ
ス
は
﹁
梅
ク
ロ
ス
﹂
と
名
づ
け
ら
れ
、
ま
ず
大
阪
方
面
の
教
科
書
会
社
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
よ
う

で
あ
る
。

　

一
九
二
〇
年
︵
大
正
九
︶
に
な
る
と
、
塗
装
機
を
は
じ
め
生
産
設
備
も
少
し
ず
つ
充
実
し
て
い
っ
た
。
ハ
ー
ボ
ル
ト

︵L. H
A

RBO
LT

︶
弾
圧
ロ
ー
ラ
ー
を
井
田
彫
刻
か
ら
導
入
し
て
い
る
。
こ
れ
で
型
出
し
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当

初
は
黒
一
色
の
雲
型
の
み
だ
っ
た
が
、
な
ん
と
か
国
定
教
科
書
向
け
ク
ロ
ス
製
品
の
製
造
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　

当
時
の
ク
ロ
ス
製
品
の
規
格
は
四
二
イ
ン
チ
幅
×
二
三
ヤ
ー
ド
︵
＝
約
二
一
〇
セ
ン
チ
︶
で
あ
っ
た
。
教
科
書
用
に
使

用
さ
れ
て
い
た
ク
ロ
ス
は
、
テ
ー
プ
状
で
四
～
五
セ
ン
チ
幅
だ
っ
た
。
し
か
し
自
社
に
ボ
ビ
ン
カ
ッ
タ
ー
が
な
く
、
初
め

の
こ
ろ
は
代
理
店
︵
博
進
社
大
阪
支
店
︶
が
断
裁
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
長
尺
物
が
市
場
か
ら
も
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
ボ
ビ
ン
カ
ッ
タ
ー
も
設
置
し
て
、
テ
ー
プ
状
で
出
荷
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

梅
ク
ロ
ス
か
ら
は
じ
ま
っ
た
黒
色
物
の
ク
ロ
ス
は
﹁
ラ
ク
ダ
印
﹂﹁
キ
ン
グ
印
﹂﹁
ツ
バ
メ
印
﹂﹁
ツ
ル
印
﹂
な
ど
の
品

名
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
色
物
の
ク
ロ
ス
が
生
産
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ビ
ス
コ
ー
ス
ク
ロ
ス
製
造
法
が
完
成
し
た
一
九
二
一

年
︵
大
正
一
〇
︶
前
後
で
あ
る
。
カ
ラ
ー
ク
ロ
ス
に
は
﹁
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
﹂
の
商
標
を
付
し
た
。

　

黒
色
ク
ロ
ス
に
つ
づ
い
て
本
格
生
産
に
向
か
っ
た
の
は
寒か

ん

冷れ
い

紗し
ゃ

で
あ
っ
た
。

　

寒
冷
紗
は
本
の
背
固
め
や
、
本
の
中
身
と
表
紙
の
つ
な
ぎ
と
し
て
つ
か
う
装
幀
材
で
あ
る
。
も
と
も
と
目
の
あ
ら
い
平

織
に
し
た
薄
地
の
綿
布
、
麻
布
、
ス
フ
布
の
こ
と
を
寒
冷
紗
と
い
う
が
、
製
本
材
料
と
し
て
の
寒
冷
紗
は
布
地
を
固
く
糊

付
け
し
た
り
、
あ
る
い
は
裏
に
紙
な
ど
を
裏
打
ち
し
て
仕
上
げ
る
。
本
の
背
に
貼
っ
て
、
ペ
ー
ジ
が
は
ず
れ
た
り
ノ
ド
が

破
れ
た
り
す
る
の
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
表
紙
と
中
身
の
接
着
を
補
強
す
る
た
め
に
つ
か
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

寒
冷
紗
も
ク
ロ
ス
と
お
な
じ
よ
う
に
、
当
時
は
海
外
か
ら
の
輸
入
品
が
日
本
市
場
を
席せ

っ

巻け
ん

し
て
い
た
。
し
か
し
ク
ロ
ス

製
品
の
う
ち
、
寒
冷
紗
は
容
積
重
量
︵
才
数
︶
が
か
さ
ん
で
、
輸
送
コ
ス
ト
が
割
高
に
な
る
。
海
外
の
業
者
に
と
っ
て
は

か
な
ら
ず
し
も
採
算
性
の
よ
い
商
品
で
は
な
か
っ
た
。

　

寒
冷
紗
の
国
産
化
は
ク
ロ
ス
に
く
ら
べ
れ
ば
ハ
ー
ド
ル
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
か
っ
た
。
さ
っ
そ
く
生き

機ば
た

の
設
計
か
ら
開

発
に
と
り
く
み
、
輸
入
価
格
の
三
分
の
一
で
つ
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

国
産
化
に
成
功
す
る
と
、
た
だ
ち
に
文
部
省
に
売
り
こ
み
、
教
科
書
用
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
舶
来
品
と
の

比
較
は
と
も
か
く
、
当
時
、
原は

ら

敬た
か
し

内
閣
に
な
っ
て
か
ら
国
産
品
愛
用
、
国
産
品
奨
励
の
声
は
ま
す
ま
す
高
く
な
っ
て
お

創業当時のクロス
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り
、
い
わ
ゆ
る
時
機
を
う
ま
く
と
ら
え
た
と
い
え
る
。

●
人じ

ん

絹け
ん

の
日
本
ク
ロ
ス
…
…
染
再
整

　

創
業
の
こ
ろ
染
色
加
工
部
門
は
、
絹
織
物
の
染
色
と
交こ

う

織し
ょ
く

繻し
ゅ

子す

︵
絹
と
綿
と
の
交
織
︶
の
整
理
加
工
で
出
発
し
て
い

る
。
加
工
内
容
は
﹁
裏
糊
加
工
﹂
が
中
心
で
、﹁
糊
な
し
仕
上
﹂﹁
薄
糊
仕
上
﹂﹁
厚
糊
仕
上
﹂
な
ど
が
あ
っ
た
。
天
然
繊

維
の
な
か
で
も
と
く
に
長
繊
維
織
物
の
染
色
に
独
自
の
技
術
を
み
が
い
て
き
た
。

　

天
然
繊
維
中
心
の
染
色
に
転
機
を
も
た
ら
し
た
の
は
人
絹
の
登
場
で
あ
る
。

　

わ
が
国
に
人
絹
が
登
場
し
た
の
は
、
帝て

い

国こ
く

人じ
ん

造ぞ
う

絹け
ん

絲し

株
式
会
社
︵
現
・
帝
人
株
式
会
社
︶
が
創
立
さ
れ
た
一
九
一
八
年

︵
大
正
七
︶
で
あ
る
。
一
九
二
一
年
︵
大
正
一
〇
︶
ご
ろ
に
な
る
と
絹
織
物
、
綿
織
物
に
か
わ
っ
て
、
人
絹
織
物
が
だ
ん

だ
ん
勢
力
を
の
ば
し
て
く
る
。

　

日
本
ク
ロ
ス
は
、
こ
の
人
絹
の
将
来
性
に
注
目
し
て
、
一
九
二
三
年
︵
大
正
一
二
︶
か
ら
染
色
加
工
に
の
り
だ
し
た
。

人
絹
織
物
に
つ
い
て
は
、
日
本
ク
ロ
ス
は
わ
が
国
最
初
の
加
工
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。

　

人
絹
が
き
っ
か
け
で
、
長
繊
維
織
物
を
中
心
に
し
た
染
色
加
工
の
技
術
を
蓄
積
、
中
国
・
朝
鮮
向
け
の
輸
出
の
増
大
と

と
も
に
、
染
色
加
工
部
門
は
飛
躍
的
な
発
展
を
と
げ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　

も
し
絹
織
物
と
綿
織
物
を
中
心
に
し
て
、
室
町
や
西
陣
産
地
だ
け
を
相
手
に
し
て
い
た
ら
、
あ
く
ま
で
副
業
の
域
を
ぬ

け
だ
せ
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
京
都
の
地
場
産
業
に
埋
没
し
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
と
き
に
は
企
業
整
備
の
対
象
に
な

っ
て
消
滅
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
人
絹
染
色
へ
の
進
出
に
よ
っ
て
、
個
性
あ
る
染
色
加
工
場
と
し
て
生
き
の
び
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
ク
ロ
ス
の
染
色
加
工
部
門
は
、﹁
人
絹
の
日
本
ク
ロ
ス
﹂
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
注
目
さ
れ
た
。
特
殊
な
織
物
製
品
に

着
目
し
て
、
そ
の
加
工
技
術
を
開
発
す
る
と
い
う
の
が
一
貫
し
た
姿
勢
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
染
色
業
界
に
過
当
競
争
の

時
代
が
や
っ
て
き
て
も
、
ほ
と
ん
ど
影
響
を
う
け
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
小
粒
な
が
ら
独
自
の
技
術
力
で
勝
負
す
る
と
い

う
の
が
経
営
方
針
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

つ
ね
に
技
術
力
の
要
す
る
分
野
、
加
工
度
の
高
い
特
殊
な
分
野
に
ね
ら
い
を
し
ぼ
る
。
人
絹
織
物
に
は
手
織
、
交
織
、

繻し
ゅ

子す

、
紋も

ん

織お
り

な
ど
が
あ
っ
た
が
、
繻
子
の
染
色
・
整
理
加
工
を
最
も
得
意
と
し
て
い
た
。
繻
子
は
そ
の
こ
ろ
オ
ー
バ
ー
コ

ー
ト
の
裏
地
、
洋
服
の
裏
地
を
は
じ
め
毛
布
の
縁
な
ど
に
使
用
さ
れ
、
需
要
が
ふ
え
つ
づ
け
て
い
た
。

　

大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
中
国
・
朝
鮮
向
け
の
輸
出
、
さ
ら
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
イ
ン
ド
向
け
の
輸

出
が
さ
か
ん
に
な
っ
て
ゆ
く
。
染
色
加
工
部
門
に
と
っ
て
、
こ
の
こ
ろ
が
最
盛
期
で
あ
っ
た
。

大正末～昭和初の染色設備 当時の精練機（大正10年～）



74

第
二
節  
画
期
的
な
技
術
開
発

●
創
業
者
自
ら
が
陣
頭
に
立
つ

　

日
本
ク
ロ
ス
は
創
業
者
の
坂
部
三
次
を
中
心
に
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
し
て
出
発
し
て
い
る
。

　

坂
部
み
ず
か
ら
が
工
場
に
は
い
っ
て
、
技
術
者
と
し
て
ク
ロ
ス
製
品
開
発
の
先
頭
に
立
っ
た
。
汗
と
油
に
ま
み
れ
、
顔

や
手
を
塗
料
で
よ
ご
し
な
が
ら
、
従
業
員
と
と
も
に
研
究
に
と
り
く
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

ク
ロ
ス
の
製
造
工
程
は
繊
細
に
し
て
複
雑
で
あ
る
。
塗
り
が
表
四
回
、
裏
三
回
、
塗
り
が
終
わ
る
と
湿
り
を
と
っ
て
幅

出
し
を
す
る
。
さ
ら
に
カ
レ
ン
ダ
ー
加
工
で
艶
出
し
、
型
押
し
と
い
う
工
程
が
つ
づ
く
。
製
法
の
開
発
、
塗
装
機
の
開
発

に
も
精
力
的
に
と
り
く
ん
で
い
た
。

　

そ
ん
な
当
時
の
雰
囲
気
を
創
業
時
に
在
籍
し
た
従
業
員
の
ひ
と
り
は
、
後
年
に
な
っ
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　

坂
部
三
次
社
長
は
染
色
に
か
け
て
は
誰
も
右
に
出
る
者
は
い
な
い
名
人
で
し
た
が
、
ク
ロ
ス
製
造
は
染
色
と
異
な

っ
て
初
め
て
の
仕
事
で
す
か
ら
、
そ
の
苦
労
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

幅
の
ひ
ろ
い
織
物
に
塗
装
加
工
す
る
の
で
す
か
ら
塗
装
機
械
に
大
へ
ん
な
苦
労
を
し
て
お
ら
れ
た
こ
と
を
お
ぼ
え

て
い
ま
す
。

　

当
時
紙
ク
ロ
ス
は
九
五
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
幅
で
一
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
長
さ
の
原
紙
に
、
ハ
ケ
で
一
枚
一
枚
塗
料

を
塗
っ
て
、
そ
れ
を
陰
干
し
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
型
押
し
し
て
製
品
に
し
た
わ
け
で
す
ね
。
そ
の
塗
料
が

あ
ま
り
い
い
も
の
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
か
、
手
に
色
が
よ
く
つ
き
ま
し
て
、
そ
れ
に
色
は
黒
一
色
で
、
こ
ん
な
の
を
エ

ン
ボ
ス
し
て
お
ら
れ
た
の
を
私
は
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
原
紙
に
塗
料
を
塗
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
時
布
に
さ
え
塗
る
の
が
む
ず
か
し
か
っ
た
ほ
ど
で
す
か
ら
、
お
そ

ら
く
非
常
に
む
ず
か
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。︵
上
田
俊
一
談
︶

　

布
ク
ロ
ス
だ
け
で
は
な
く
、
紙
ク
ロ
ス
の
製
造
研
究
も
、
創
業
時
か
ら
す
で
に
は
じ
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

坂
部
三
次
は
発
明
家
で
も
あ
り
、
創
業
期
に
す
で
に
し
て
数
多
く
の
特
許
や
実
用
新
案
が
う
ま
れ
て
い
る
。
ビ
ス
コ
ー

創業時の坂部三次
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ス
ク
ロ
ス
製
造
法
、
ク
ロ
ス
製
造
法
の
ほ
か
、
両
面
塗
装
装
置
、
ド
ク
タ
ー
塗
装
装
置
、
連
結
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
ク
ロ
ス

発
祥
の
地
・
イ
ギ
リ
ス
に
も
な
い
独
自
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。

●
新
し
い
ク
ロ
ス
の
製
法
を
開
発

　

日
本
ク
ロ
ス
の
創
業
期
の
目
標
は
な
に
よ
り
も
舶
来
品
に
負
け
な
い
モ
ノ
づ
く
り
だ
っ
た
が
、
そ
の
突
破
口
と
な
っ
た

の
が
、
一
九
二
三
～
二
五
年
︵
大
正
一
二
～
一
四
︶
に
か
け
て
特
許
取
得
し
た
二
つ
の
製
法
開
発
で
あ
っ
た
。

　

ビ
ス
コ
ー
ス
ク
ロ
ス
製
造
法
︵
一
九
二
三
年
四
月
に
特
許
取
得
︶
は
、
わ
が
国
最
初
の
繊
維
素
塗
料
に
よ
る
ク
ロ
ス
の

製
造
技
術
で
あ
る
。

　

ビ
ス
コ
ー
ス
と
い
う
の
は
、
も
と
も
と
レ
ー
ヨ
ン
を
製
造
す
る
過
程
で
う
ま
れ
る
中
間
生
成
物
で
あ
る
。
パ
ル
プ
を
水

酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
︵
苛か

性せ
い

ソ
ー
ダ
︶
で
処
理
し
て
つ
く
っ
た
繊
維
素
を
、
特
定
の
薬
品
で
溶
か
し
た
も
の
で
、
人
絹
、
ス

フ
、
セ
ロ
フ
ァ
ン
の
原
材
料
と
な
る
。

　

ビ
ス
コ
ー
ス
ク
ロ
ス
と
は
、
パ
ル
プ
を
苛
性
ソ
ー
ダ
で
処
理
し
た
も
の
︵
ア
ル
カ
リ
繊
維
素
︶
と
澱
粉
を
苛
性
ソ
ー
ダ

で
処
理
し
た
も
の
︵
ア
ル
カ
リ
澱
粉
︶
を
混
合
し
た
溶
液
︵
こ
れ
が
ビ
ス
コ
ー
ス
︶
を
二
硫
化
炭
素
で
溶
か
し
て
、
紙
ま

た
は
布
に
塗
る
と
い
う
方
式
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
適
度
の
グ
リ
セ
リ
ン
を
加
え
る
こ
と
で
染
色
も
か
ん
た
ん
に
な
り
、
黒
一
色
だ
け
で
な
く
カ
ラ
フ
ル
な
色
ク
ロ

ス
が
つ
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ビ
ス
コ
ー
ス
ク
ロ
ス
製
造
法
に
よ
る
ク
ロ
ス
は
光
沢
が
あ
り
、
生
地
が
硬
く

な
る
こ
と
も
な
い
。
色
落
ち
や
剝は

げ
た
り
、
ひ
び
割
れ
た
り
、
折
り
目
が
つ
く
こ
と
も
な
く
な
っ
た
。
な
に
よ
り
も
織
地

の
美
し
さ
が
そ
の
ま
ま
生
か
さ
れ
る
と
い
う
の
が
特
徴
で
あ
っ
た
。

　

同
製
法
の
完
成
に
よ
っ
て
、
耐た

い

湿し
つ

ク
ロ
ス
の
生
産
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
堅け

ん

牢ろ
う

度ど

で
も
輸
入
品
を
は
る
か
に
し
の
ぐ

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。﹁
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
﹂
の
商
標
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
で

あ
る
。

　

ク
ロ
ス
製
造
法
︵
一
九
二
五
年
特
許
取
得
︶
は
塗
料
に
コ
ー
パ
ル
を
つ
か
う
。
コ
ー
パ
ル
と
は
も
と
も
と
半
化
石
樹
脂

で
あ
る
。
コ
ー
パ
ル
を
乾
性
油
に
溶
か
し
た
も
の
が
コ
ー
パ
ル
ワ
ニ
ス
で
、
画
材
や
木
材
な
ど
の
表
面
塗
装
に
つ
か
わ
れ

る
。

　

コ
ー
パ
ル
を
乾
性
油
で
溶
か
し
た
コ
ー
パ
ル
ワ
ニ
ス
に
蛋
白
を
加
え
、
紙
や
布
に
塗
る
と
い
う
方
式
が
特
許
取
得
し
た

ク
ロ
ス
製
造
法
で
あ
る
。
素
材
そ
の
も
の
が
弾
性
に
す
ぐ
れ
、
表
面
が
亀
裂
す
る
こ
と
も
な
い
。
用
途
は
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
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や
敷
物
で
あ
っ
た
。

●
先
進
国
に
も
例
の
な
い
量
産
ラ
イ
ン

　

ク
ロ
ス
の
製
品
開
発
に
並
行
し
て
、
そ
れ
ら
を
工
業
生
産
す
る
シ
ス
テ
ム
開
発
に
も
精
力
的
に
と
り
く
ん
だ
。
そ
れ
は

創
業
者
・
坂
部
三
次
が
京
都
織
物
退
社
後
、
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
。
坂
部
が
ク
ロ
ス
の
業
界
視

察
の
た
め
に
お
と
ず
れ
た
の
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
パ
タ
ー
ソ
ン
だ
っ
た
。
当
時
パ
タ
ー
ソ
ン
は
﹁
絹
の
都
﹂
と

い
わ
れ
、
全
米
一
の
絹
織
物
の
生
産
地
で
あ
っ
た
。
坂
部
は
そ
こ
で
一
工
員
と
し
て
工
場
に
は
い
っ
た
と
い
う
。
お
そ
ら

く
京
都
織
物
会
社
と
か
か
わ
り
の
あ
っ
た
織
物
工
場
に
も
ぐ
り
こ
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
か
れ
が
そ
こ
で
学
ん
だ
の
は
、
自
ら

起
業
す
る
に
あ
た
っ
て
の
生
産
シ
ス
テ
ム
、
と
く
に
機
械
化
に
よ
る
量
産
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
か
た
だ
っ
た
。

　

両
面
塗
装
装
置
︵
一
九
三
一
年
七
月
、
実
用
新
案
登
録
︶
と
ド
ク
タ
ー
塗
装
装
置
︵
同
年
八
月
、
実
用
新
案
登
録
︶
は
、

い
わ
ば
量
産
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

ク
ロ
ス
は
完
成
す
る
ま
で
に
何
回
か
塗
料
を
塗
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
表
三
回
、
裏
二
回
塗
る
と
す
る
と
、

そ
れ
ま
で
の
単
一
乾
燥
設
備
で
は
、
一
回
ご
と
に
乾
燥
し
、
巻
き
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
両
面
塗
装
装
置
、
ド
ク
タ
ー
塗
装
装
置
と
い
う
生
産
性
の
高
い
塗
装
ヘ
ッ
ド
を
開
発
す
る
と
、
そ
れ
ら
を
数

組
つ
な
い
だ
。
各
装
置
の
中
間
に
乾
燥
ド
ラ
ム
を
配
置
し
、
最
後
に
数
個
の
乾
燥
ド
ラ
ム
お
よ
び
巻
と
り
ロ
ー
ル
を
つ
な

い
で
連
続
装
置
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
ク
ロ
ス
で
は
﹁
連
結
﹂
と
よ
ん
で
い
る
こ
の
連
続
塗
装
装
置
に
よ
っ
て
、
量
産
と
製
品
の
均
一
性
を
同
時
に
解
決

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
当
時
、
ク
ロ
ス
の
先
進
国
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
や
ド
イ
ツ
に
も
例
が
な
い
斬
新
な
生
産
シ

ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。

　

関
東
大
震
災
後
の
教
科
書
ク
ロ
ス
、
さ
ら
に
は
円
本
ブ
ー
ム
に
お
け
る
リ
ネ
ン
ク
ロ
ス
、
ま
さ
に
日
本
ク
ロ
ス
の
創
業

期
を
い
ろ
ど
っ
た
と
い
う
べ
き
、
大
量
の
需
要
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
こ
の
﹁
連
結
﹂
が
フ
ル
回
転
し
た
か
ら

で
あ
っ
た
。

クロス連結塗装機
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第
三
節  
震
災
復
興
を
さ
さ
え
る

●
震
災
で
貴
重
な
文
化
遺
産
を
焼
失

　

一
九
二
三
年
︵
大
正
一
二
︶
九
月
一
日
、
関
東
地
方
の
南
部
を
お
そ
っ
た
大
地
震
は
東
京
、
横
浜
に
壊
滅
的
な
打
撃
を

も
た
ら
し
た
。
大
震
災
に
よ
っ
て
国
の
経
済
活
動
、
国
民
の
日
常
生
活
も
完
全
に
麻
痺
し
て
し
ま
っ
た
。
街
に
は
デ
マ
や

風
説
が
と
び
か
い
、
社
会
的
に
も
大
混
乱
に
お
ち
い
っ
た
。

　

震
災
で
出
版
・
印
刷
業
界
も
深
刻
な
打
撃
を
こ
う
む
っ
た
。
神
田
の
出
版
業
者
は
も
と
も
と
耐
震
性
の
低
い
木
造
の
店

舗
構
造
で
あ
る
う
え
、
大
量
の
書
物
を
所
蔵
し
て
い
た
た
め
に
一
瞬
に
し
て
倒
壊
、
お
り
か
ら
の
地
震
に
よ
る
出
火
に
よ

っ
て
書
店
街
は
ほ
と
ん
ど
が
焼
け
お
ち
た
。
さ
ら
に
南
風
に
あ
お
ら
れ
て
火
勢
は
駿
河
台
、
小
川
町
、
淡
路
町
ま
で
ひ
ろ

が
っ
た
。
火
勢
は
大
小
の
出
版
社
や
製
本
業
者
を
の
み
こ
み
、
印
刷
業
者
も
壊
滅
的
な
打
撃
を
う
け
た
の
で
あ
る
。

　

東
京
印
刷
同
業
組
合
に
加
盟
す
る
お
よ
そ
三
〇
〇
社
の
五
五
二
工
場
を
焼
失
、
一
四
工
場
が
倒
壊
し
て
し
ま
っ
た
。
出

版
・
印
刷
の
関
連
企
業
は
こ
ぞ
っ
て
被
災
し
た
の
で
あ
る
。

　

印
刷
会
社
は
生
産
設
備
を
う
し
な
っ
た
だ
け
で
は
な
い
。
在
庫
品
も
こ
と
ご
と
く
焼
失
し
た
。
商
工
業
者
向
け
の
伝

票
・
帳
簿
類
も
焼
け
て
し
ま
っ
た
。

　

当
時
は
ま
だ
少
な
か
っ
た
が
、
日
本
ク
ロ
ス
の
得
意
先
も
壊
滅
的
な
被
害
を
こ
う
む
っ
た
。
総
代
理
店
の
博
進
社
も
九

段
方
向
か
ら
あ
が
っ
た
火
の
手
の
た
め
に
、
九
月
一
日
の
午
後
六
時
ご
ろ
に
類
焼
、
倉
庫
、
在
庫
商
品
と
も
に
焼
失
し
て

い
る
。

　

震
災
に
よ
っ
て
貴
重
な
文
化
遺
産
が
焼
失
し
、
文
化
に
あ
た
え
た
打
撃
は
は
か
り
し
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば

東
京
帝
国
大
学
図
書
館
な
ど
、
書
籍
を
あ
つ
か
っ
て
い
る
建
造
物
も
数
多
く
焼
失
し
、
な
か
に
は
回
復
不
可
能
な
も
の
も
、

か
な
り
ふ
く
ま
れ
て
い
た
。

　

最
も
深
刻
だ
っ
た
の
は
教
科
書
で
あ
る
。
一
九
二
四
年
︵
大
正
一
三
︶
の
新
学
期
か
ら
つ
か
わ
れ
る
予
定
の
小
学
校
用

教
科
書
一
四
六
〇
万
部
が
こ
と
ご
と
く
焼
失
し
た
の
で
あ
る
。

　

事
実
、
出
版
業
界
の
惨
状
は
凄す

さ

ま
じ
い
も
の
が
あ
っ
た
。
神
田
周
辺
に
あ
つ
ま
っ
て
い
た
印
刷
所
、
製
本
業
者
が
、
工

場
は
も
ち
ろ
ん
紙
型
な
ど
も
倒
壊
や
火
災
で
う
し
な
わ
れ
、
一
時
は
復
興
の
目
途
さ
え
つ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

関東大震災で全壊した横浜港の大桟橋
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印
刷
・
出
版
業
界
は
ま
さ
に
壊
滅
的
被
害
を
う
け
た
の
だ
が
、
復
興
は
思
い
の
ほ
か
順
調
に
す
す
ん
だ
。
政
府
は
た
だ

ち
に
積
極
的
に
復
興
政
策
を
実
行
に
移
し
、
関
係
官
庁
や
学
校
が
、
震
災
で
う
し
な
わ
れ
た
書
物
や
資
料
な
ど
を
回
復
す

る
た
め
に
巨
額
の
図
書
予
算
を
く
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

い
わ
ば
官
民
一
致
で
教
科
書
の
復
興
に
全
力
を
あ
げ
た
。
か
く
し
て
教
科
書
の
復
興
出
版
は
、
早
く
も
九
月
半
ば
か
ら

は
じ
ま
る
の
で
あ
る
。

●
復
興
需
要
と
教
科
書
用
ク
ロ
ス

　

教
科
書
・
書
籍
の
復
興
需
要
⋮
⋮
。

　

そ
れ
は
創
業
ま
も
な
い
日
本
ク
ロ
ス
に
と
っ
て
願
っ
て
も
な
い
チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た
。
結
果
的
に
、
こ
の
と
き
の
旺
盛
な

教
科
書
の
震
災
復
興
需
要
が
国
産
ク
ロ
ス
メ
ー
カ
ー
を
育
て
る
の
で
あ
る
。

　

当
時
の
日
本
ク
ロ
ス
は
、
東
京
地
区
で
の
販
売
実
績
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
だ
が
九
月
下
旬
に
な
っ
て
、
東
京
方
面

か
ら
の
受
注
が
に
わ
か
に
急
増
し
た
。

　

こ
の
こ
ろ
の
尋じ

ん

常じ
ょ
う

小
学
校
の
教
科
書
は
国
定
第
三
期
で
あ
る
。
国
語
の
教
科
書
﹃
尋
常
小
學
國
語
讀
本
﹄
は
﹁
ハ

ナ
・
ハ
ト
・
マ
メ
・
マ
ス
⋮
⋮
﹂
で
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、﹁
ハ
ナ
ハ
ト
﹂
読
本
と
い
わ
れ
た
。
表
紙
は
第
二
期

ま
で
黒
だ
っ
た
が
、
こ
の
第
三
期
か
ら
は
白
に
な
り
、
貼
り
合
わ
せ
板
紙
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
本
文
、
表
紙
と
も
に
二

色
刷
、
本
文
中
の
図
柄
は
カ
ラ
ー
に
な
っ
た
。
本
文
用
紙
は
中
質
紙
、
背
貼
り
は
黒
の
布
ク
ロ
ス
で
あ
る
。

　

教
科
書
用
の
黒
ク
ロ
ス
の
大
量
受
注
が
と
び
こ
み
、
社
内
の
雰
囲
気
は
一
変
し
た
。
当
時
ク
ロ
ス
の
工
場
は
ま
だ
本
格

的
に
立
ち
あ
が
っ
て
お
ら
ず
、
地
場
産
業
に
密
着
し
て
活
況
だ
っ
た
染
再
整
工
場
と
好
対
照
を
な
し
て
い
た
が
、
に
わ
か

に
熱
気
に
わ
き
た
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
こ
の
と
き
か
ら
翌
年
い
っ
ぱ
い
、
昼
夜
兼
行
の
二
四
時
間
フ
ル
操
業
が

つ
づ
い
た
の
で
あ
る
。

　

ひ
る
が
え
っ
て
考
え
て
み
れ
ば
、
教
科
書
用
ク
ロ
ス
の
増
産
が
輸
入
品
に
負
け
な
い
品
質
を
確
立
し
た
と
い
え
る
。
量

産
を
可
能
に
す
る
﹁
連
結
﹂
シ
ス
テ
ム
が
す
で
に
完
成
し
て
い
て
、
地
力
を
発
揮
し
た
の
で
あ
る
。

　

震
災
の
復
興
需
要
に
よ
っ
て
、
国
産
ク
ロ
ス
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
品
を
撃
退
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
事
実
日
本
ク
ロ

ス
の
生
産
量
を
み
て
も
、
一
九
二
三
年
︵
大
正
一
二
︶
か
ら
に
わ
か
に
右
肩
あ
が
り
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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第
四
節  
円
本
ブ
ー
ム
と
ク
ロ
ス

●
誰
で
も
本
を
安
く
買
え
る
よ
う
に
…
…

　

善
い
本
を
安
く
讀
ま
せ
る
！　

こ
の
標
語
の
下
に
我
社
は
出
版
界
の
大
革
命
を
斷
行
し
、
特
權
階
級
の
藝
術
を
全

民
衆
の
前
に
開
放
し
た
。
一
家
に
一
部
宛
を
！ 

　

そ
ん
な
キ
ャ
ッ
チ
の
全
面
広
告
が
読
売
新
聞
に
登
場
し
て
衆
目
を
お
ど
ろ
か
せ
た
。
一
九
二
六
年
︵
大
正
一
五
︶
一
〇

月
二
二
日
の
こ
と
で
あ
る
。
派
手
な
広
告
を
う
っ
た
の
は
新
興
の
出
版
社
・
改
造
社
だ
っ
た
。
見
出
し
コ
ピ
ー
に
は
さ
ら

に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

藝
術
な
き
人
生
は
眞
に
荒
野
の
如ご

と

く
で
あ
る
。
我
國
人
は
世
界
に
、
特
筆
す
べ
き
偉
大
な
る
明
治
文
學
を
有
し
な

が
ら
、
英
國
人
の
セ
キ
ス
ピ
ア
に
於
け
る
が
如
く
全
民
衆
化
せ
ざ
る
は
何な

故ぜ

だ
。
こ
れ
我
社
が
我
國
に
前
例
な
き
百

萬
部
計
劃
の
壯
圖
を
斷
行
し
て
全
國
各
家
の
愛
讀
を
俟ま

つ
所ゆ

え

ん以
だ
。
日
本
の
第
一
の
誇

ほ
こ
り

！　

明
治
大
正
の
文
豪
の
一

人
殘
ら
ず
の
代
表
作
を
集
め
得
た
其
事
が
現
代
第
一
の
驚
異
だ
。
そ
し
て
一
册
一
千
百
枚
以
上
の
名
作
集
が
唯
の
一

圓
で
讀
め
る
こ
と
が
現
日
本
最
大
の
驚
異
だ
。

　

各
巻
一
円
で
文
学
全
集
を
世
に
お
く
る
と
い
う
。
円
本
ブ
ー
ム
の
発
端
と
な
る
、
あ
の
﹃
現
代
日
本
文
学
全
集
﹄
の
予

約
募
集
広
告
で
あ
る
。

　

当
時
、
東
京
市
内
の
タ
ク
シ
ー
は
メ
ー
タ
ー
制
で
は
な
か
っ
た
。
一
円
で
ど
こ
ま
で
で
も
乗
車
で
き
た
の
で
﹁
円
タ

ク
﹂
と
よ
ば
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
あ
や
か
っ
て
、
一
冊
＝
一
円
だ
か
ら
﹁
円
本
﹂
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
円
本
ブ
ー
ム
の
遠
因
も
関
東
大
震
災
に
あ
っ
た
。
震
災
に
よ
っ
て
出
版
・
印
刷
業
界
は
壊
滅
的
な
被
害
を
こ
う
む

っ
た
。
新
聞
も
し
ば
ら
く
発
行
さ
れ
な
い
と
い
う
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
。
当
時
、
東
京
毎
夕
新
聞
社
に
い
た
吉
川
英
治
は
、

自
筆
年
譜
に
﹁
九
月
、
関
東
大
震
災
。
社
屋
焼
失
。
新
聞
休
刊
、
社
業
再
起
の
見
こ
み
た
た
ず
、
全
社
員
一
応
解
散
と
き

ま
る
﹂
な
ど
と
書
い
て
い
る
。

円本ブームを呼んだ改造社の『現代日本文学全集』
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日
本
橋
に
本
社
の
あ
っ
た
春
陽
堂
、
博
文
館
は
、
本
社
社
屋
、
倉
庫
と
も
に
倒
壊
、
焼
失
し
た
。
社
屋
が
倒
壊
し
た
金か

な

尾お

文ぶ
ん

淵え
ん

堂ど
う

も
大
阪
へ
移
転
し
た
。
改
造
社
も
本
社
が
焼
け
お
ち
た
。
文
藝
春
秋
社
の
菊
池
寛
は
、
刷
り
あ
が
っ
た
ば
か
り

の
﹁
文
藝
春
秋
﹂
九
月
号
が
す
べ
て
焼
け
て
し
ま
い
、
一
時
は
本
気
で
大
阪
移
転
を
考
え
て
い
た
と
い
う
。

　

だ
が
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
し
よ
う
と
い
う
出
版
人
も
い
た
。
改
造
社
の
社
長
・
山や

ま

本も
と

実さ
ね

彦ひ
こ

で
あ
る
。

　

震
災
に
よ
る
火
災
で
、
数
多
く
の
家
屋
が
焼
け
、
所
蔵
し
て
い
る
本
も
焼
け
て
し
ま
っ
た
。
だ
か
ら
今
ほ
ど
本
が
も
と

め
ら
れ
て
い
る
時
は
な
い
。
そ
れ
も
一
冊
ず
つ
買
っ
て
い
て
は
追
い
つ
か
な
い
。
主
な
作
家
の
本
を
す
べ
て
そ
ろ
え
る
。

全
集
の
時
代
だ
。
定
価
を
安
く
し
て
、
誰
で
も
本
を
買
え
る
よ
う
に
し
よ
う
⋮
⋮
。

　

一
円
で
自
宅
に
文
学
図
書
館
を
⋮
⋮
と
い
う
の
が
、
改
造
社
・
山
本
実
彦
が
ぶ
ち
あ
げ
た
﹁
円
本
﹂
の
コ
ン
セ
プ
ト
だ

っ
た
。

　

事
実
﹃
現
代
日
本
文
学
全
集
﹄
の
内
容
見
本
に
は
﹁
各
册
共
こ
れ
を
市し

價か

竝
に
す
れ
ば
、
ど
う
し
て
も
一
册
に
付
き
價

あ
た
い

十
圓
以
上
の
内
容
が
盛
ら
れ
て
ゐ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
が
僅わ

づ

か
に
十
分
の
一
の
價
で
得
ら
れ
る
の
で
す
。
而し

か

も
そ
れ
は

菊
判
六
號
活
字
三
段
組
に
よ
っ
て
普
通
の
册
子
よ
り
も
内
容
を
數
倍
し
た
も
の
で
體て

い

裁さ
い

の
上
に
も
最
新
最
良
の
工
夫
を
凝

ら
し
⋮
⋮
﹂
と
あ
る
。

　

当
時
、
文
芸
書
の
単
行
本
の
価
格
は
一
冊
七
〇
銭
か
ら
八
〇
銭
ぐ
ら
い
だ
っ
た
か
ら
、
一
冊
に
ひ
と
し
い
価
格
で
全
集

一
冊
が
買
え
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

創
業
ま
も
な
い
日
本
ク
ロ
ス
に
と
っ
て
、
こ
の
円
本
の
登
場
が
追
い
風
に
な
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

●
各
社
競
作
で
円
本
ブ
ー
ム

　

改
造
社
の
﹃
現
代
日
本
文
学
全
集
﹄
は
予
約
制
の
販
売
方
式
で
あ
る
。

　

予
約
方
式
で
会
員
を
募
集
す
る
。
毎
月
一
回
配
本
し
、
最
初
の
申
込
金
一
円
を
最
終
回
配
本
の
代
金
に
あ
て
る
と
い
う

シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
た
。
途
中
で
脱
落
し
た
ら
ど
う
な
る
か
。
そ
の
会
員
は
申
込
金
を
放
棄
す
る
か
た
ち
に
な
る
。
予

約
金
と
し
て
一
円
を
先
に
と
る
か
ら
こ
そ
、
運
転
資
金
の
と
ぼ
し
か
っ
た
改
造
社
で
も
出
版
は
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

全
三
八
巻
︵
の
ち
六
三
巻
に
増
刊
︶、
菊
判
約
三
〇
〇
～
五
〇
〇
ペ
ー
ジ
、
総
ル
ビ
つ
き
六
号
活
字
︵
写
植
一
一
級
に

相
当
︶、
三
段
組
で
、
並
製
本
︵
厚
表
紙
装
︶
は
定
価
一
円
、
特
製
本
︵
天
金
、
布
ク
ロ
ス
製
、
金
文
字
入
り
︶
は
一
円

四
〇
銭
で
あ
っ
た
。

　

第
一
回
配
本
は
﹃
尾お

崎ざ
き

紅こ
う

葉よ
う

集
﹄
だ
っ
た
が
、
当
時
と
し
て
は
桁
は
ず
れ
の
二
五
万
と
い
う
予
約
を
集
め
、
現
実
に
も

改造社の『現代日本文学全集』
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三
〇
万
を
超
え
た
。
実
売
は
六
〇
万
部
に
お
よ
ん
だ
と
い
う
か
ら
、
凄
ま
じ
い
売
れ
ゆ
き
で
あ
っ
た
。

　

改
造
社
に
つ
づ
け
と
い
わ
ん
ば
か
り
に
、
他
の
出
版
社
も
追
従
し
た
の
で
、
大
正
か
ら
昭
和
の
初
め
に
か
け
て
、
円
本

は
一
大
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
っ
た
。
翌
年
の
一
九
二
七
年
︵
昭
和
二
︶
三
月
に
は
新
潮
社
が
﹃
世
界
文
学
全
集
﹄
全
三
八

巻
を
刊
行
、
五
月
に
は
平
凡
社
の
﹃
現
代
大
衆
文
学
全
集
﹄
全
六
〇
巻
、
六
月
に
は
春
陽
堂
の
﹃
明
治
大
正
文
学
全
集
﹄

全
六
〇
巻
の
刊
行
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

　

新
潮
社
の
﹃
世
界
文
学
全
集
﹄
の
第
一
回
配
本
で
あ
る
﹃
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
﹄
は
五
〇
万
部
を
超
え
た
と
い
う
。
平
凡

社
の
﹃
現
代
大
衆
文
学
全
集
﹄
は
二
五
万
部
の
予
約
を
獲
得
し
て
い
る
。

　

か
く
し
て
円
本
は
大
ブ
ー
ム
と
な
り
、
ほ
か
に
も
岩
波
書
店
、
春
秋
社
、
研
究
社
、
中
央
公
論
社
、
小
学
館
、
講
談
社

な
ど
数
多
く
の
出
版
社
が
参
戦
し
て
い
る
。
一
九
二
六
年
︵
大
正
一
五
︶
か
ら
一
九
二
八
年
︵
昭
和
三
︶
ま
で
に
お
よ
そ

三
〇
〇
種
類
、
総
発
行
部
数
は
ざ
っ
と
二
六
〇
万
部
に
お
よ
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

新
興
の
改
造
社
に
対
抗
意
識
を
燃
や
し
た
の
は
老
舗
を
自
認
す
る
春
陽
堂
だ
っ
た
。
改
造
社
の
﹃
現
代
日
本
文
学
全

集
﹄
が
予
約
募
集
し
た
翌
年
、
春
陽
堂
は
﹃
明
治
大
正
文
学
全
集
﹄
の
刊
行
を
発
表
す
る
。
創
業
五
〇
周
年
記
念
企
画
と

し
て
、
わ
れ
こ
そ
が
明
治
文
学
の
正
統
派
だ
と
名
の
り
を
あ
げ
、
改
造
社
と
ほ
ぼ
同
数
の
二
三
万
の
予
約
を
獲
得
し
て
い

る
。 

　

春
陽
堂
が
﹁
初
回
の
予
約
先
着
五
万
人
に
、
全
集
完
結
後
に
豪
華
専
用
書
棚
を
進
呈
し
ま
す
﹂
と
し
か
け
れ
ば
、
改
造

社
の
ほ
う
は
﹁
予
約
者
全
員
に
書
棚
さ
し
あ
げ
ま
す
﹂
と
応
じ
る
。
広
告
・
宣
伝
の
ほ
う
も
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
た
。
さ
ら

に
改
造
社
が
﹃
日
本
探
偵
小
説
全
集
﹄
を
発
表
す
れ
ば
、
春
陽
堂
も
﹃
探
偵
小
説
全
集
﹄
を
企
画
す
る
。
改
造
社
が
﹃
マ

ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
﹄
を
出
せ
ば
、
春
陽
堂
は
﹃
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
全
集
﹄
を
ぶ
つ
け
る
。
両
社
が
真
正
面
か
ら
張

り
合
い
、
ま
さ
に
円
本
に
よ
る
総
力
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

●
円
本
ブ
ー
ム
は
本
造
り
の
産
業
革
命

　

円
本
は
出
版
・
印
刷
業
界
に
と
っ
て
い
わ
ば
産
業
革
命
で
あ
っ
た
。

　

何
時
つ
ぶ
れ
て
も
不
思
議
で
な
か
っ
た
出
版
社
が
み
ん
な
立
ち
な
お
っ
た
の
で
あ
る
。

　

昭
和
の
初
め
と
い
う
と
、
い
わ
ゆ
る
金
融
恐
慌
で
日
本
経
済
は
ズ
タ
ズ
タ
だ
っ
た
。
銀
行
は
融
通
手
形
に
ひ
と
し
い
震

災
手
形
を
か
か
え
て
、
経
営
に
ゆ
き
づ
ま
り
、
そ
う
い
う
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
銀
行
に
預
金
者
が
引
き
出
し
に
殺
到

し
た
。
い
わ
ゆ
る
取
り
付
け
騒
ぎ
が
あ
ち
こ
ち
で
起
こ
っ
て
、
休
業
・
閉
店
す
る
銀
行
が
続
出
し
た
。
中
小
企
業
の
倒
産
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が
あ
い
つ
ぎ
、
社
会
問
題
に
な
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

　

不
況
の
ま
っ
た
だ
な
か
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
円
本
ブ
ー
ム
は
つ
づ
き
、
不
思
議
な
こ
と
に
本
だ
け
は
売
れ
つ
づ
け
た
の

で
あ
る
。

　

出
版
部
数
が
せ
い
ぜ
い
一
〇
〇
〇
部
か
ら
二
〇
〇
〇
部
と
い
う
時
代
に
、
何
十
万
と
い
う
ケ
タ
は
ず
れ
の
注
文
、
し
か

も
前
金
に
よ
る
予
約
注
文
が
と
び
こ
ん
で
き
た
。
ま
さ
に
出
版
史
上
ま
れ
に
み
る
画
期
的
な
現
象
だ
っ
た
と
い
え
る
。

　

量
産
に
よ
っ
て
低
価
格
化
を
実
現
、
書
籍
を
民
主
化
し
、
大
型
全
集
、
叢
書
と
い
っ
た
新
し
い
分
野
を
も
た
ら
し
た
。

な
に
よ
り
も
印
刷
・
製
本
な
ど
本
造
り
の
関
連
業
界
に
も
画
期
的
な
技
術
変
革
を
も
た
ら
し
た
。

　

造
本
技
術
が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
。
一
万
部
も
出
れ
ば
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
い
わ
れ
た
時
代
で
あ
る
。
何
十
万
と
い
う

単
位
の
仕
事
が
四
～
五
年
も
つ
づ
い
た
の
で
あ
る
。
印
刷
・
製
本
工
場
は
、
発
想
を
か
え
て
設
備
改
善
に
と
り
く
ん
だ
。

　

製
版
・
印
刷
技
術
の
改
良
が
急
速
に
す
す
み
、
高
速
輪
転
機
が
導
入
さ
れ
た
。
製
本
も
機
械
化
が
す
す
ん
だ
。
紙
折
機

が
導
入
さ
れ
、
糸
か
が
り
、
丸
味
出
し
、
パ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
の
工
程
も
機
械
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
製
本
の
機
械
化

や
表
紙
貼
り
や
箔
押
し
な
ど
の
分
業
化
な
ど
と
い
う
、
今
日
に
い
た
る
素
地
を
つ
く
り
、
マ
ス
・
プ
ロ
、
マ
ス
・
セ
ー
ル

の
道
を
ひ
ら
い
た
。

　

出
版
・
印
刷
業
界
の
怒
濤
の
よ
う
な
変
革
の
流
れ
は
、
創
業
ま
も
な
い
日
本
ク
ロ
ス
が
直
面
し
て
い
た
品
質
の
確
立
と

舶
来
品
の
駆
逐
と
い
う
な
が
ね
ん
の
課
題
も
、
一
気
に
の
み
こ
ん
で
解
決
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

円
本
が
著
者
で
あ
る
文
士
た
ち
に
も
た
ら
し
た
恩
恵
も
は
か
り
し
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
作
家
た
ち
も
印
税
で
う
る

お
い
、
暮
ら
し
を
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
島し

ま

崎ざ
き

藤と
う

村そ
ん

は
小
説
﹁
分
配
﹂
の
な
か
で
、
今
ま
で

に
手
に
し
た
こ
と
が
な
い
ま
と
ま
っ
た
金
が
は
い
っ
た
と
驚
嘆
、
検
印
を
押
す
の
も
大
騒
動
で
、
家
族
総
出
、
さ
ら
に
人

を
や
と
っ
て
も
一
〇
日
か
か
っ
た
と
書
い
て
い
る
。

　

正ま
さ

宗む
ね

白は
く

鳥ち
ょ
うや

中な
か

村む
ら

星せ
い

湖こ

は
欧
州
旅
行
に
出
か
け
、
徳と

く

田だ

秋し
ゅ
う

聲せ
い

は
自
宅
の
裏
庭
に
隣
接
す
る
土
地
を
買
っ
て
ア
パ
ー
ト

を
建
て
た
。
谷た

に

崎ざ
き

潤じ
ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う

は
兵
庫
県
武
庫
郡
岡
本
梅
ヶ
谷
に
豪
邸
を
新
築
し
た
。
永な

が

井い

荷か

風ふ
う

は
カ
フ
ェ
で
女
給
た
ち
に

散
財
す
る
な
ど
、
も
っ
ぱ
ら
放ほ

う

蕩と
う

に
あ
け
く
れ
た
。

●
廉れ

ん

価か

版
だ
が
、
お
し
ゃ
れ
な
装
幀

　

円
本
は
廉
価
版
の
全
集
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
装
幀
を
み
る
か
ぎ
り
、
お
し
ゃ
れ
な
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
が
多
い
。
円
本
ブ

ー
ム
に
火
つ
け
た
改
造
社
﹃
現
代
日
本
文
学
全
集
﹄
の
内
容
見
本
に
は
次
の
よ
う
な
く
だ
り
が
あ
る
。



83 第一章 ── 本業はクロス　染再整は副業である

　

本
全
集
の
裝
幀
は
、
こ
れ
ま
で
最
も
苦
心
を
費
や
し
世
に
誇
る
べ
き
自
信
を
持
て
ゐ
ま
す
。
世
間
に
は
、
ち
ょ
っ

と
見
て
美
し
く
思
は
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
私
達
は
、
高
尚
な
書
齋
の
裝
飾
、
日
本
文
學
の
内
容
と
の
調
和
、

そ
の
他
を
考
慮
し
て
一
流
の
圖
案
劃
家
に
お
願
い
し
、
專
門
家
の
意
見
を
參
酌
し
て
決
定
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

徒い
た
ず
らに

歐
風
を
模
倣
し
た
他
の
安
價
な
裝
幀
と
比
較
し
て
其
の
價
値
を
認
め
て
頂
き
た
い
。

　

書
斎
に
な
ら
べ
た
と
き
の
外
観
を
意
識
し
て
、
一
円
～
一
円
四
〇
銭
と
い
う
価
格
設
定
の
な
か
で
、
最
大
限
の
仕
上
が

り
を
も
と
め
た
と
い
う
べ
き
か
。

﹃
現
代
日
本
文
学
全
集
﹄
に
は
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
最
初
は
並
製
本
︵
厚
表
紙
装
︶
と
特
製
本
︵
天
金
、
布
ク
ロ
ス

製
、
金
文
字
入
り
︶
と
が
あ
っ
た
。
と
も
に
ホ
ッ
チ
キ
ス
止
め
の
ケ
ー
ス
箱
︵
ボ
ー
ル
紙
︶
が
つ
い
て
い
て
、
背
に
は
蔓つ

る

と
葉
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
シ
ン
プ
ル
な
図
柄
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
。

　

普
及
版
の
並
製
本
の
ほ
う
は
厚
紙
の
表
紙
だ
が
、
カ
バ
ー
が
つ
い
て
い
た
。
表
紙
も
カ
バ
ー
も
デ
ザ
イ
ン
は
お
な
じ
で

あ
る
。
幾
何
学
的
な
線
と
パ
タ
ー
ン
化
し
た
文
様
で
構
成
さ
れ
、
上
部
の
ま
ん
な
か
に
鳥
や
花
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
図
柄

を
配
し
、
背
表
紙
に
は
葉
の
文
様
が
あ
し
ら
っ
て
あ
る
。
ア
ー
ル
・
デ
コ
洋
式
の
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る
。
装

幀
者
は
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ボ
ー
風
の
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
で
三
越
を
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
し
た
杉す

ぎ

浦う
ら

非ひ

水す
い

で
あ
る
。
杉
浦
非
水
と

い
え
ば
芸
術
院
恩
賜
賞
を
う
け
た
日
本
画
家
で
、
日
本
に
お
け
る
モ
ダ
ン
・
デ
ザ
イ
ン
の
先
駆
者
で
あ
る
。
日
本
の
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ン
の
礎
を
築
い
た
人
と
い
わ
れ
、
当
時
商
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
は
第
一
人
者
だ
っ
た
。

　

特
製
美
装
本
の
ほ
う
は
布
ク
ロ
ス
製
で
あ
る
。

　

ケ
ー
ス
か
ら
出
す
と
パ
ラ
フ
ィ
ン
紙
に
つ
つ
ま
れ
た
朱
色
の
本
が
出
て
く
る
。
本
体
は
布
ク
ロ
ス
な
の
だ
が
、
パ
ラ
フ

ィ
ン
紙
を
つ
け
た
の
は
、
よ
ご
れ
や
す
い
か
ら
だ
ろ
う
が
、
か
つ
て
の
全
集
は
だ
い
た
い
こ
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
パ
ラ

フ
ィ
ン
紙
を
は
ず
す
と
布
ク
ロ
ス
の
表
紙
、
色
は
印
肉
の
﹁
朱
﹂
で
あ
る
。
背
表
紙
に
は
金
の
箔
押
し
が
あ
り
、
表
・
裏

表
紙
と
も
に
図
柄
が
空
押
し
し
て
あ
る
。

　

本
の
上
部
﹁
天
﹂
に
は
金
箔
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
﹁
天
金
﹂
で
、
も
と
も
と
本
の
よ
ご
れ
や
虫
害
を
ふ

せ
ぐ
た
め
に
考
案
さ
れ
た
技
法
で
あ
る
。
昔
は
全
集
や
聖
書
、
手
帳
な
ど
に
﹁
天
金
﹂
の
技
法
が
つ
か
わ
れ
た
が
、
現
在

で
は
ほ
と
ん
ど
み
か
け
な
く
な
っ
た
。

　

天
金
の
本
を
最
初
に
ゆ
っ
く
り
ひ
ら
く
と
、
ペ
ー
ジ
が
離
れ
る
か
す
か
な
音
が
す
る
。
天
に
貼
っ
て
あ
る
金
箔
が
切
れ

る
音
で
あ
る
。
箔
切
れ
の
音
を
聴
く
。
そ
れ
は
本
好
き
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
だ
が
、
同
全
集
に
は
そ
ん
な
仕
掛
も
ほ
ど
こ

改造社の『現代日本文学全集』（普及版）
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さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
装
幀
者
は
並
製
本
と
お
な
じ
杉
浦
非
水
で
あ
る
。

　

装
幀
の
あ
り
か
た
を
み
て
も
﹃
現
代
日
本
文
学
全
集
﹄
は
廉
価
版
の
全
集
な
が
ら
、
文
学
全
集
の
本
格
派
だ
っ
た
の
で

あ
る
。

　

新
潮
社
﹃
世
界
文
学
全
集
﹄
は
創
刊
当
初
は
紙
装
だ
っ
た
が
、
途
中
か
ら
デ
ザ
イ
ン
は
そ
の
ま
ま
で
国
産
の
布
ク
ロ
ス

に
か
え
て
、
五
八
万
セ
ッ
ト
と
い
う
驚
異
的
な
予
約
を
獲
得
す
る
。
前
代
未
聞
の
予
約
数
獲
得
に
対
抗
す
る
た
め
、
改
造

社
は
、
翌
一
九
二
七
年
︵
昭
和
二
︶
六
月
の
第
七
回
配
本
の
﹃
夏
目
漱
石
集
﹄
か
ら
、
そ
れ
ま
で
紙
装
だ
っ
た
並
製
本
の

普
及
版
も
布
ク
ロ
ス
装
の
地
券
紙
本
に
し
た
。
つ
ま
り
上
製
本
に
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ラ
イ
バ
ル
と
し
て

張
り
あ
っ
て
い
る
春
陽
堂
﹃
明
治
大
正
文
学
全
集
﹄
が
四
六
判
布
ク
ロ
ス
装
の
上
製
本
で
発
刊
す
る
、
と
い
う
発
表
が
あ

っ
た
こ
と
も
多
分
に
影
響
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

●
朱
色
の
ク
ロ
ス
伝
説

　

工
場
内
が
真
っ
赤
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
⋮
⋮
。

　

い
ま
も
語
り
つ
が
れ
て
い
る
日
本
ク
ロ
ス
創
業
期
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

　

円
本
の
元
祖
と
も
い
う
べ
き
改
造
社
の
﹃
現
代
日
本
文
学
全
集
﹄
は
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
並
製
本
と
特
製
本
と
が
あ

っ
た
。
特
製
本
は
朱
色
の
布
ク
ロ
ス
貼
り
の
装
幀
だ
っ
た
。
印
肉
の
﹁
朱
﹂
で
あ
る
。
そ
の
朱
色
の
ク
ロ
ス
は
日
本
ク
ロ

ス
の
布
ク
ロ
ス
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

同
全
集
は
当
初
の
計
画
で
は
三
八
巻
だ
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
六
三
巻
ま
で
増
刊
さ
れ
て
い
る
。
創
業
以
来
の
大
量
受

注
で
あ
る
。
一
条
工
場
の
ク
ロ
ス
場
は
昼
夜
兼
行
の
二
四
時
間
フ
ル
操
業
が
つ
づ
き
、
工
場
内
は
お
の
ず
と
朱
色
の
塗
料

に
染
ま
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
わ
け
な
の
で
あ
る
。

﹃
現
代
日
本
文
学
全
集
﹄
に
つ
か
わ
れ
た
ク
ロ
ス
は
人
絹
ベ
ー
ス
に
裏
貼
り
し
た
タ
イ
プ
、﹁
リ
ネ
ン
ク
ロ
ス
﹂
六
一
号

で
あ
る
。
本
の
姿
か
た
ち
は
表
紙
に
朱
色
の
ク
ロ
ス
を
貼
っ
て
、
背
に
は
金
箔
押
し
の
文
字
を
あ
し
ら
い
、
表
紙
の
表
裏

に
図
柄
が
空
押
し
し
て
あ
る
。

　

か
く
し
て
同
全
集
は
、
日
本
ク
ロ
ス
の
ク
ロ
ス
製
品
が
、
本
格
的
な
全
集
書
籍
の
装
幀
に
つ
か
わ
れ
た
最
初
の
本
と
な

っ
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
記
念
碑
的
な
刊
行
物
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
一
九
二
七
年
︵
昭
和
二
︶
六
月
の
第
七
回
配
本
の
﹃
夏
目
漱
石
集
﹄
か
ら
、
前
述
の
よ
う
に
普
及
版
に
も
布
ク

ロ
ス
が
つ
か
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
ま
で
厚
紙
装
だ
っ
た
が
、
こ
の
と
き
か
ら
布
ク
ロ
ス
装
の
地
券
紙
本
に
よ
る
上

改造社の『現代日本文学全集』（空押し図柄がある）
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製
本
と
な
り
、
こ
こ
で
も
や
は
り
リ
ネ
ン
ク
ロ
ス
が
つ
か
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
ク
ロ
ス
製
の
布
ク
ロ
ス
は
、
こ
の
﹃
現
代
日
本
文
学
全
集
﹄︵
昭
和
六
年
完
結
︶
の
ほ
か
、
同
全
集
と
は
げ
し
く

し
の
ぎ
を
削
っ
た
春
陽
堂
の
﹃
明
治
大
正
文
学
全
集
﹄︵
昭
和
七
年
完
結
︶
に
も
つ
か
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
リ
ネ
ン
ク

ロ
ス
二
〇
七
号
︵
鉄
色
︶
で
、
背
の
タ
イ
ト
ル
と
著
者
名
は
金
文
字
で
箔
押
し
、
表
表
紙
の
中
央
に
は
花
柄
の
空
押
し
が

ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
最
終
的
に
六
〇
巻
ま
で
の
び
た
。
そ
の
ほ
か
数
種
の
全
集
に
も
日
本
ク
ロ
ス
の
布
ク
ロ

ス
が
つ
か
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

円
本
ブ
ー
ム
は
ク
ロ
ス
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
も
技
術
革
新
を
も
た
ら
し
た
。
量
産
効
果
に
よ
っ
て
、
飛
躍
的
に
品
質
が

向
上
、
教
科
書
だ
け
で
な
く
一
般
書
籍
の
分
野
で
も
、
完
全
に
輸
入
品
を
撃
退
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
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第
五
節  
東
西
に
総
代
理
店
を
お
く

●
洋
紙
店
と
の
特
約
で
ス
タ
ー
ト

　

創
業
期
の
ク
ロ
ス
製
品
販
売
は
、
大
手
の
洋
紙
店
に
よ
る
一
手
販
売
に
よ
っ
て
い
た
。

　

当
初
、
ク
ロ
ス
販
売
は
大
阪
か
ら
は
じ
ま
り
、
一
九
二
〇
年
︵
大
正
九
︶
に
株
式
会
社
博
進
社
大
阪
支
店
と
の
あ
い
だ

で
関
西
地
区
に
お
け
る
一
手
販
売
契
約
を
む
す
ん
で
い
る
。
主
な
顧
客
は
岡
本
大
阪
店
な
ど
ノ
ー
ト
・
帳
票
業
者
、
大
阪

書
籍
な
ど
の
教
科
書
出
版
社
な
ど
で
あ
っ
た
。

　

東
京
市
場
の
販
路
づ
く
り
は
一
九
二
一
年
︵
大
正
一
〇
︶
ご
ろ
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
川
島
洋
紙
店
、
国
島
洋
紙
店

と
の
あ
い
だ
に
特
約
契
約
を
む
す
ん
だ
の
が
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
一
九
二
三
年
︵
大
正
一
二
︶
に
は
亀
井
商
店
が
加
わ
る

の
だ
が
、
商
売
の
単
位
か
ら
み
て
も
、
大
阪
に
く
ら
べ
る
と
、
ま
だ
ま
だ
本
格
的
な
も
の
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　

東
京
市
場
の
販
路
が
と
と
の
う
の
は
関
東
大
震
災
の
後
で
あ
る
。
特
約
店
三
社
と
も
に
被
災
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

お
り
か
ら
震
災
需
要
に
よ
っ
て
、
東
京
か
ら
ク
ロ
ス
製
品
の
受
注
が
激
増
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
物
流
拠
点
に
な
り
う
る

強
力
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
代
理
店
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
。
そ
ん
な
背
景
か
ら
、
す
で
に
関
西
で
一
手
販
売
契
約
を

む
す
ん
で
い
る
博
進
社
の
本
社
を
東
京
地
区
の
代
理
店
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

博
進
社
は
神
田
駿
河
台
に
本
社
を
も
つ
大
手
洋
紙
店
で
あ
っ
た
。
明
治
後
期
に
出
版
王
国
を
築
い
た
博
文
館
の
子
会
社

と
し
て
、
一
八
九
七
年
︵
明
治
三
〇
︶
創
業
、
王
子
製
紙
の
製
品
を
独
占
的
に
あ
つ
か
い
、
と
く
に
教
科
書
ル
ー
ト
を
こ

と
ご
と
く
手
中
に
お
さ
め
て
い
た
。
当
時
、
小
学
校
の
国
定
教
科
書
は
、
日
本
書
籍
、
東
京
書
籍
、
大
阪
書
籍
の
三
社
が

中
心
に
な
っ
て
い
た
。
用
紙
の
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
王
子
製
紙
の
製
品
が
つ
か
わ
れ
て
い
た
が
、
王
子
製
紙
の
代
理
店
で

あ
る
博
進
社
が
そ
の
す
べ
て
を
納
入
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

染
再
整
部
門
に
転
機
を
も
た
ら
し
た
の
は
大
手
商
社
で
あ
る
東
洋
加
工
綿
業
株
式
会
社
と
の
取
引
で
あ
っ
た
。
同
部
門

の
創
業
時
か
ら
の
顧
客
は
西
陣
、
室
町
と
い
う
地
場
だ
っ
た
が
、
同
社
と
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
大
阪
進
出
を
は
た
し
た

の
で
あ
る
。
加
工
部
門
が
人
絹
織
物
の
染
色
で
の
び
る
途
が
こ
れ
に
よ
っ
て
ひ
ら
け
た
。

　

大
阪
進
出
に
よ
っ
て
加
工
部
門
の
技
術
力
が
高
く
評
価
さ
れ
、
伊
藤
忠
商
事
輸
出
部
、
三
井
物
産
大
阪
支
店
の
繊
維
部

門
な
ど
大
手
商
社
と
の
取
引
が
は
じ
ま
り
、
満
州
、
韓
国
、
中
国
向
け
の
輸
出
が
活
発
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

博進社（本社）
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●
総
代
理
店 
博
進
社

　

博
進
社
本
社
と
東
京
地
区
の
一
手
販
売
契
約
を
む
す
ん
だ
の
は
一
九
二
六
年
︵
大
正
一
五
︶
四
月
で
あ
っ
た
。
同
社
は

教
科
書
用
ク
ロ
ス
、
さ
ら
に
は
東
京
の
出
版
市
場
に
進
出
し
よ
う
と
す
る
日
本
ク
ロ
ス
に
と
っ
て
、
販
売
面
で
の
強
力
な

パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

事
実
、
博
進
社
は
総
代
理
店
で
あ
る
と
と
も
に
、
経
営
上
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
と
も
い
え
た
。
た
と
え
ば
同
社
の
創

業
者
で
あ
る
山
本
留
次
が
日
本
ク
ロ
ス
の
監
査
役
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
後
も
山
本
博
、
大
島
久
吉
、
須
佐
敢
の
三
人
が

経
営
陣
に
名
を
つ
ら
ね
て
い
る
。

　

博
進
社
と
総
代
理
店
契
約
を
む
す
ん
だ
の
を
き
っ
か
け
に
、
同
社
内
に
東
京
出
張
所
を
お
き
、
東
京
駐
在
員
を
派
遣
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
博
進
社
営
業
部
の
一
角
に
机
ひ
と
つ
が
あ
た
え
ら
れ
、
出
張
員
は
そ
こ
で
執
務
す
る
の
だ
っ
た
。

　

初
代
出
張
員
は
細
田
信
一
で
あ
っ
た
。
出
張
員
の
主
な
業
務
は
ク
ロ
ス
類
の
販
売
と
染
色
加
工
の
受
注
活
動
で
あ
っ
た
。

担
当
者
ひ
と
り
の
東
京
出
張
所
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
東
京
事
務
所
が
開
設
さ
れ
る
ま
で
、
お
よ
そ
二
〇
年
つ
づ
い

た
。
ち
な
み
に
大
阪
駐
在
員
と
し
て
は
、
一
九
二
八
年
︵
昭
和
三
︶
三
月
に
横
山
清
蔵
が
赴
任
し
て
い
る
。

　

海
外
の
市
場
進
出
を
め
ざ
す
販
売
網
造
り
も
一
九
二
三
年
︵
大
正
一
二
︶
か
ら
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
ず
同
年

五
月
に
、
土
佐
紙
業
株
式
会
社
京
城
支
店
と
特
約
し
て
、
朝
鮮
市
場
へ
の
進
出
を
は
た
し
た
。

　

中
国
輸
出
の
特
約
代
理
店
は
文
進
洋
行
で
あ
っ
た
。
同
社
は
博
進
社
の
別
法
人
で
、
中
国
・
上
海
で
紙
製
品
を
は
じ
め

帳
簿
、
ノ
ー
ト
、
鉛
筆
な
ど
の
文
具
を
あ
つ
か
っ
て
い
た
。
同
社
経
由
で
一
九
二
四
年
︵
大
正
一
三
︶
か
ら
、
上
海
、
天

津
へ
の
輸
出
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
と
き
に
初
め
て
輸
出
用
の
サ
ン
プ
ル
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
た
。

　

輸
出
は
一
九
二
六
年
︵
昭
和
元
︶
に
な
る
と
、
さ
ら
に
活
発
に
な
っ
て
ゆ
く
。
博
進
社
の
販
売
網
は
ア
ジ
ア
全
域
に
お

よ
ん
で
い
て
、
朝
鮮
、
中
国
、
さ
ら
に
は
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
、
イ
ン
ド
あ
た
り
ま
で
ク
ロ
ス
製
品
の
輸
出
は
展
開
さ
れ
て

ゆ
く
の
で
あ
る
。

博進社大阪支店
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第
六
節  
技
術
者
を
核
に
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー

●
歴
史
感
覚
あ
ふ
れ
た
街
で
発
祥

　

京
都
市
上
京
区
西
川
端
町
⋮
⋮
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
前
身
・
日
本
ク
ロ
ス
工
業
株
式
会
社
は
そ
こ
で
発
祥
し
て
い
る
。

　

南
北
に
の
び
る
堀
川
通
り
の
東
側
に
そ
っ
て
流
れ
る
河
川
・
堀
川
と
、
東
西
に
の
び
る
一
条
通
と
が
交
わ
る
と
こ
ろ
に

石
造
り
の
ち
い
さ
な
橋
が
あ
る
。
そ
れ
が
﹃
平
家
物
語
﹄
や
﹃
源
平
盛
衰
記
﹄
に
も
出
て
く
る
伝
説
の
橋
・
一い

ち

条じ
ょ
う

戻も
ど
り

橋ば
し

で
あ
る
。
死
者
の
よ
み
が
え
る
橋
と
い
わ
れ
、
鬼
女
伝
説
な
ど
の
逸
話
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
あ
の
陰お

ん

陽み
ょ
う

師じ

・
安あ

倍べ
の

晴せ
い

明め
い

ゆ
か
り
の
橋
で
も
あ
り
、
堀
川
通
り
を
は
さ
ん
で
西
側
に
は
晴
明
を
祀ま

つ

る
晴
明
神
社
も
あ
る
。

　

戻
橋
を
渡
っ
て
一
条
通
を
東
に
向
か
う
。
そ
こ
か
ら
一
筋
目
の
油
小
路
通
り
に
は
さ
ま
れ
た
北
側
の
一
角
が
西
川
端
町

で
あ
る
。
現
在
は
民
家
が
密
集
し
て
そ
の
痕
跡
す
ら
な
い
が
、
そ
こ
に
日
本
ク
ロ
ス
の
本
社
と
工
場
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

京
都
は
古
く
か
ら
山
紫
水
明
の
地
と
い
わ
れ
る
が
、
と
く
に
上
京
は
名
水
の
地
と
さ
れ
て
き
た
。﹁
今
出
川
﹂﹁
出
水
﹂

﹁
堀
川
﹂﹁
小
川
﹂
な
ど
川
や
水
に
ち
な
ん
だ
地
名
が
多
い
。
事
実
、
日
本
ク
ロ
ス
の
創
業
時
、
こ
の
一
条
通
り
の
南
側
に

も
川
が
流
れ
て
い
た
。

　

西
川
端
町
に
さ
し
か
か
っ
た
一
角
に
北
に
の
び
る
小
路
が
あ
っ
て
、
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
小
町
通
り
と
名
づ
け
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
西
角
に
高
さ
五
〇
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
石
標
が
あ
り
﹁
小お

野の

小の
こ

町ま
ち

雙そ
う

紙し

洗あ
ら
い

水の
み
ず

遺い

跡せ
き

﹂
と
あ
る
。
界
隈
は
﹁
小

野
小
町
﹂
伝
説
ゆ
か
り
の
地
だ
と
す
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
だ
が
、
そ
れ
は
謡
曲
の
﹃
草そ

う

紙し
あ

洗ら
い

﹄
に
由
来
し
て
い
る
。

　

話
の
経
緯
は
こ
う
で
あ
る
。

　

六
歌
仙
の
ひ
と
り
小
野
小
町
と
大お

お

伴と
も
の

黒く
ろ

主ぬ
し

が
歌
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
だ
が
勝
ち
目
が
な
い
と
思
っ
た
黒

主
は
前
夜
に
小
町
邸
に
し
の
び
こ
み
、
小
町
の
歌
を
盗
み
聞
き
し
て
﹃
万
葉
集
﹄
の
草
紙
に
書
き
加
え
て
お
い
た
。
当
日
、

小
町
の
歌
が
読
み
あ
げ
ら
れ
た
と
き
、
黒
主
は
盗
作
だ
と
﹃
万
葉
集
﹄
の
草
紙
を
ひ
ろ
げ
て
み
せ
た
。
黒
主
の
策
謀
だ
と

察
知
し
た
小
町
は
そ
の
草
紙
を
泉
水
で
洗
っ
た
。
す
る
と
加
筆
さ
れ
た
歌
は
消
え
う
せ
て
し
ま
っ
た
⋮
⋮
。

　

い
わ
ば
小
町
の
濡
れ
衣
を
晴
ら
し
た
そ
の
泉
水
が
雙
紙
洗
水
で
、
古
人
に
よ
れ
ば
そ
れ
が
日
本
ク
ロ
ス
の
一
条
工
場
の

敷
地
内
に
あ
っ
た
と
い
う
。
当
時
を
知
る
元
専
務
の
石
丸
憲
次
郎
に
よ
る
と
、
池
の
よ
う
で
も
あ
り
、
す
り
鉢
の
底
に
あ

現在は民家がつらなる創業の地、 戻橋付近
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る
井
戸
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
当
時
は
そ
れ
ほ
ど
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
後
年
に
な
っ
て
故
事
と
し

て
掘
り
起
こ
さ
れ
、
そ
こ
に
遺
跡
碑
が
つ
く
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

一
条
工
場
で
は
工
業
用
水
に
つ
か
っ
て
い
た
水
源
の
ひ
と
つ
に
、
八
角
形
の
石
に
か
こ
ま
れ
た
直
径
二
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら

い
の
井
戸
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
安
倍
晴
明
の
井
戸
と
刻
印
さ
れ
て
い
て
い
た
と
い
う
。
界
隈
は
掘
れ
ば
水
の
出
る
と
こ

ろ
、
付
近
か
ら
わ
き
出
る
水
は
﹁
清
和
水
﹂
と
い
わ
れ
、
京
の
名
水
の
ひ
と
つ
に
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
余
談
な
が
ら
創
業
の
地
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
あ
げ
て
お
く
。

﹁
雙
紙
洗
水
遺
跡
﹂
と
通
り
を
は
さ
ん
で
向
か
い
あ
う
東
の
角
に
、
お
な
じ
よ
う
な
石
標
が
あ
る
。﹁
一
条
下さ

が

り
松ま

つ

﹂
遺

跡
で
あ
る
。
界
隈
は
足
利
将
軍
家
の
剣
術
指
南
を
つ
と
め
た
あ
の
吉
岡
道
場
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
石
標
は
そ
の
裏
庭
に

あ
っ
た
下
り
松
の
跡
地
に
立
て
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。
あ
の
宮
本
武
蔵
と
吉
岡
一
門
と
の
決
闘
は
そ
こ
を
舞
台
に
く
り

ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。
映
画
で
は
﹁
一
乗
寺
下
り
松
﹂
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
﹁
一
条
下
り
松
﹂
が
誤
っ
て
つ
た
え
ら
れ

た
も
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

日
本
ク
ロ
ス
の
創
業
の
地
で
あ
る
京
都
・
上
京
区
西
川
端
町
、
こ
の
よ
う
に
み
て
ゆ
く
と
、
い
か
に
も
京
都
ら
し
く
歴

史
感
覚
に
あ
ふ
れ
た
地
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

●
西
陣
の
町
工
場

　

創
業
ま
も
な
い
日
本
ク
ロ
ス
の
本
社
・
工
場
の
敷
地
面
積
は
お
よ
そ
四
九
五
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
︵
一
五
〇
〇
坪
︶
で
、

従
業
員
数
は
お
よ
そ
一
〇
〇
人
で
あ
る
。
規
模
か
ら
み
て
西
陣
の
片
隅
に
あ
る
町
工
場
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

　

業
務
執
行
役
員
は
取
締
役
常
務
の
坂
部
三
次
ひ
と
り
で
、
そ
の
常
務
み
ず
か
ら
が
作
業
服
姿
で
陣
頭
に
立
っ
て
い
た
。

ま
る
一
日
を
作
業
場
で
過
ご
す
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
毎
日
ト
ッ
プ
み
ず
か
ら
が
工
場
に
は
い
っ
て
、
塗
料
の
研
究

や
製
品
開
発
に
と
り
く
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
ク
ロ
ス
は
、
あ
く
ま
で
坂
部
三
次
と
い
う
技
術
者
を
中
心
に
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
、
日
常
の
業
務
も
三
次
を
中
心

に
ま
わ
っ
て
い
た
。
坂
部
が
経
営
の
す
べ
て
を
担
い
、
他
の
役
員
は
い
わ
ば
社
外
役
員
と
い
う
か
た
ち
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
そ
れ
ぞ
れ
繊
維
、
織
物
、
貿
易
、
化
学
工
業
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
り
、
い
わ
ば
三
次
を
と
り
ま
く
ブ
レ
ー
ン
集
団

と
し
て
機
能
し
て
い
た
。

　

組
織
的
に
は
事
務
所
と
工
場
に
わ
か
れ
て
い
た
が
、
敷
地
の
ほ
と
ん
ど
が
工
場
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。
工
場
は
ク
ロ
ス

部
、
染
再
整
部
に
わ
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
ク
ロ
ス
場
、
染
再
整
場
と
よ
ん
で
い
た
。

「雙紙洗水」の遺跡
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現
実
の
会
社
の
運
営
は
あ
く
ま
で
も
製
造
部
門
が
中
心
で
、
従
業
員
の
ほ
と
ん
ど
は
工
場
要
員
に
あ
て
て
い
た
。
工
場

は
各
部
長
と
職
長
に
よ
っ
て
運
営
し
て
い
た
が
、
初
期
の
こ
ろ
は
坂
部
三
次
が
外
部
か
ら
ス
カ
ウ
ト
し
て
き
た
人
材
が
多

か
っ
た
。

　

た
と
え
ば
ク
ロ
ス
部
の
初
代
部
長
・
井
沢
平
六
、
染
色
部
の
初
代
部
長
・
鈴
木
権
六
は
京
都
織
物
会
社
か
ら
ひ
っ
ぱ
っ

て
き
た
。
ク
ロ
ス
部
の
二
代
目
部
長
・
明
珍
義
臣
は
京
大
工
業
化
学
部
の
福
島
教
室
の
助
手
だ
っ
た
の
を
強
引
に
口
説
き

お
と
し
て
連
れ
て
き
た
。
創
業
当
時
は
稼
ぎ
頭
だ
っ
た
再
整
部
の
部
長
・
山
寺
秀
吉
は
名
古
屋
高
工
出
身
の
技
師
だ
っ
た
。

　

事
務
所
は
支
配
人
と
事
務
担
当
を
ふ
く
め
て
五
～
六
人
で
あ
っ
た
。
創
立
と
同
時
に
支
配
人
に
つ
い
た
の
は
元
朝
鮮
銀

行
の
大
連
支
店
長
だ
っ
た
岸
川
国
太
郎
で
あ
る
。
簿
記
や
財
務
に
あ
か
る
い
岸
川
は
坂
部
の
補
佐
役
を
つ
と
め
た
。

　

事
務
担
当
は
ほ
と
ん
ど
が
染
再
整
部
の
要
員
だ
っ
た
。
創
業
ま
も
な
い
こ
ろ
、
ク
ロ
ス
専
任
の
担
当
者
を
お
い
て
い
な

か
っ
た
。
ク
ロ
ス
製
造
を
本
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
販
売
担
当
者
も
つ
く
っ
て
い
な
い
。
新
規
事
業

ゆ
え
に
技
術
的
な
知
識
の
な
い
者
に
は
肩
の
荷
が
お
も
か
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
。
創
業
二
～
三
年
は
、
ク
ロ
ス
の
販

売
に
つ
い
て
も
常
務
の
坂
部
三
次
が
奔は

し

り
ま
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

営
業
を
ふ
く
め
た
事
務
所
の
か
た
ち
が
と
と
の
っ
て
く
る
の
は
昭
和
の
初
め
で
あ
る
。

　

事
務
所
は
ク
ロ
ス
営
業
と
加
工
営
業
に
わ
か
れ
、
ク
ロ
ス
営
業
は
石
丸
憲
次
郎
、
細
田
信
一
、
加
工
営
業
は
松
岡
謹
一
、

田
中
佑
一
、
横
山
清
蔵
、
ほ
か
に
は
出
納
会
計
係
と
し
て
下
倉
源
之
助
が
い
た
。

　

始
業
時
間
は
工
場
が
午
前
七
時
、
事
務
所
は
午
前
八
時
だ
っ
た
が
、
終
業
時
間
は
と
も
に
午
後
五
時
で
あ
っ
た
。
定
休

日
は
第
一
・
第
三
日
曜
日
。
祭
日
の
休
み
は
年
度
に
よ
っ
て
ち
が
っ
た
が
、
正
月
三
が
日
と
紀
元
節
︵
建
国
記
念
日
︶、

天
長
節
︵
天
皇
誕
生
日
︶
は
休
日
に
し
て
い
た
。

●
創
業
期
を
さ
さ
え
た
染
再
整

　

創
業
期
の
本
社
一
条
工
場
は
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
ク
ロ
ス
場
と
染
再
整
場
に
わ
か
れ
て
い
た
。
ク
ロ
ス
場
の
主
な

設
備
は
、
塗
装
機
二
台
と
型
出
し
機
三
台
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
機
、
巻
取
機
で
あ
っ
た
。
輸
入
機
械
設
備
の
四
本
ロ
ー
ル
を
設

置
す
る
の
は
、
操
業
二
年
後
の
一
九
二
一
年
︵
大
正
一
〇
︶
ご
ろ
で
あ
る
。
機
械
の
動
力
と
な
る
モ
ー
タ
ー
は
五
〇
馬
力

の
も
の
が
一
機
、
そ
れ
で
シ
ャ
フ
ト
、
ベ
ル
ト
の
連
結
に
よ
り
す
べ
て
の
機
械
を
作
動
さ
せ
て
い
た
。

　

染
部
は
ジ
ッ
カ
ー
七
台
、
手
染
パ
ッ
ク
四
台
、
再
整
部
は
テ
ン
タ
ー
四
台
、
足
踏
み
ミ
シ
ン
三
台
、
仕
上
場
は
ヤ
ー
ル

掛
け
機
二
台
と
い
う
構
成
で
あ
っ
た
。

創業当時の日本クロス工業本社所在地
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日
本
ク
ロ
ス
が
操
業
を
開
始
し
た
こ
ろ
、
工
場
敷
地
の
半
分
以
上
は
染
再
整
部
門
が
占
め
て
い
た
。
染
再
整
は
あ
く
ま

で
副
業
と
し
て
い
た
が
、
新
規
事
業
の
ク
ロ
ス
部
門
に
く
ら
べ
て
立
ち
あ
が
り
が
早
か
っ
た
。
ま
ず
は
京
都
の
西
陣
や
室

町
筋
を
相
手
に
し
た
地
場
産
業
と
し
て
出
発
し
た
の
で
あ
る
。

　

当
時
の
染
色
と
い
え
ば
、
ま
だ
天
然
繊
維
中
心
の
時
代
で
あ
る
。
絹
・
麻
・
毛
・
綿
の
う
ち
で
も
絹
と
綿
が
主
流
で
あ

っ
た
。
日
本
ク
ロ
ス
も
絹
織
物
、
綿
織
物
の
染
色
・
整
理
加
工
に
の
り
だ
し
た
の
で
あ
る
。

　

創
業
ま
も
な
く
の
こ
ろ
に
関
し
て
い
え
ば
、
再
整
が
最
も
利
幅
が
お
お
き
か
っ
た
。
綿
布
再
整
の
黄
金
時
代
と
い
わ
れ
、

新
規
参
入
の
日
本
ク
ロ
ス
で
さ
え
、
順
調
に
業
績
を
の
ば
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

毎
朝
八
時
、
箱
つ
き
荷
車
を
四
、
五
台
つ
ら
ね
て
会
社
を
出
発
す
る
。
西
陣
や
室
町
筋
へ
注
文
と
り
に
で
か
け
る
の
で

あ
る
。
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
な
い
時
代
に
は
、
威
勢
の
い
い
風
景
だ
っ
た
と
い
う
。
加
工
業
と
い
う
性
格
か
ら
年
ご
と
に
変

動
が
あ
っ
た
も
の
の
、
こ
の
染
再
整
部
門
が
創
業
期
の
経
営
を
さ
さ
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ク
ロ
ス
部
門
の
業
績
は
糸
や
綿
布
な
ど
の
原
材
料
の
相
場
に
左
右
さ
れ
た
。
為
替
相
場
の
変
動
が
輸
入
量
の
増
減
を
も

た
ら
し
、
そ
れ
が
国
内
売
上
高
に
ま
で
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
。
創
業
三
年
目
の
反
動
不
況
期
に
は
、
紙
業
界
の
不
況
の
影

響
を
も
ろ
に
ひ
っ
か
ぶ
っ
た
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
の
輸
入
品
ス
ト
ッ
プ
を
想
定
し
て
国
内
に
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
て
い
た
ク
ロ
ス
製
品
が
、
投
げ
売
り
さ
れ

て
値
崩
れ
し
た
。
創
業
二
年
目
の
ク
ロ
ス
類
生
産
量
は
約
九
四
〇
万
平
方
ヤ
ー
ド
︵
一
ヤ
ー
ド
＝
九
一
・
四
四
セ
ン
チ
︶

だ
っ
た
が
、
翌
年
の
一
九
二
一
年
︵
大
正
一
〇
︶
は
、
約
八
〇
〇
万
平
方
ヤ
ー
ド
に
ま
で
落
ち
こ
ん
で
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

染
再
整
部
門
も
市
場
環
境
に
左
右
さ
れ
た
が
、
ク
ロ
ス
部
門
に
く
ら
べ
れ
ば
安
定
し
て
い
た
。
一
九
二
〇
年
︵
大
正

九
︶
は
生
糸
・
綿
糸
相
場
の
暴
落
で
織
物
業
界
は
パ
ニ
ッ
ク
に
お
ち
い
っ
た
が
、
業
績
そ
の
も
の
に
は
お
お
き
な
影
響
は

な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
が
生
糸
の
大
量
買
い
に
の
り
だ
し
、
絹
織
物
の
荷
動
き
が
活
発
に
な
っ
た
翌
年
は
、
た
ち
ま
ち
加

工
注
文
が
大
量
に
ま
い
こ
ん
だ
。

　

創
業
し
て
二
年
ぐ
ら
い
は
、
本
業
ク
ロ
ス
は
ま
だ
ま
だ
本
格
化
に
ほ
ど
遠
い
状
態
だ
っ
た
。
染
再
整
部
門
の
ほ
う
は
荷

動
き
が
は
げ
し
く
、
業
績
の
う
え
で
も
安
定
し
て
い
て
、
ひ
と
き
わ
存
在
感
を
放
っ
て
い
た
。
本
業
の
ク
ロ
ス
部
門
が
確

立
す
る
ま
で
の
お
よ
そ
七
年
間
は
、
日
本
ク
ロ
ス
の
経
営
に
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一条工場見取図
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第
七
節  
試
練
を
の
り
こ
え
る

●
本
業
を
つ
ら
ぬ
く

　

日
本
ク
ロ
ス
は
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
の
製
造
販
売
を
核
に
し
て
創
業
し
て
い
る
。
ク
ロ
ス
の
製
造
販
売
が
本
業
で
あ
り
、
染

再
整
の
委
託
加
工
は
あ
く
ま
で
副
業
と
位
置
づ
け
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
常
務
の
坂
部
三
次
の
次
の
よ
う
な
談
話
か
ら
も

明
ら
か
で
あ
る
。

　

染
再
整
は
副
業
で
あ
る
。
ク
ロ
ス
の
品
質
の
改
善
と
販
路
の
確
立
を
め
ざ
し
て
、
ク
ロ
ス
本
業
を
発
展
せ
し
め
る

に
は
染
再
整
業
も
経
費
を
捻
出
す
る
唯
一
の
財
源
で
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
ク
ロ
ス
の
販
売
に
は
、
専
門
の
係
員
を

お
い
て
お
ら
ず
、
坂
部
が
衝
に
あ
た
っ
て
い
る
。
で
き
る
だ
け
早
く
、
ク
ロ
ス
販
売
を
確
立
さ
せ
た
い
。

　

創
業
し
て
四
年
目
の
こ
ろ
の
談
話
で
あ
る
。
ま
だ
、
そ
の
こ
ろ
に
な
っ
て
も
、
本
業
で
あ
る
べ
き
ク
ロ
ス
製
造
は
事
業

と
し
て
の
未
来
が
み
え
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

ク
ロ
ス
は
製
品
販
売
で
あ
り
、
染
再
整
は
委
託
に
よ
る
賃
加
工
で
あ
る
。
と
り
あ
え
ず
ク
ロ
ス
製
造
が
事
業
と
し
て
ひ

と
り
あ
る
き
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
賃
加
工
の
染
再
整
で
つ
な
い
で
、
経
営
を
さ
さ
え
て
ゆ
こ
う
と
い
う
の
が
経
営

姿
勢
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ク
ロ
ス
事
業
が
軌
道
に
の
る
ま
で
い
か
に
茨い

ば
ら

の
途
で
あ
っ
た
か
。
会
社
と
し
て
業
績
が
わ
る
く
経
営
難
に
お
ち
い
っ
た

と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
創
業
後
し
ば
ら
く
つ
づ
い
た
事
業
展
開
を
め
ぐ
る
試
行
錯
誤
が
そ
れ
を
よ
く
も
の
が
た

っ
て
い
る
。

　

経
営
を
さ
さ
え
る
た
め
と
は
い
え
、
あ
ち
こ
ち
に
迷
い
が
ほ
の
み
え
る
の
で
あ
る
。
事
実
、
ク
ロ
ス
以
外
の
い
く
つ
も

の
事
業
に
手
を
の
ば
そ
う
と
し
て
い
た
。
副
業
の
強
化
と
い
う
観
点
か
ら
の
新
事
業
だ
か
ら
、
お
の
ず
と
染
再
整
の
延
長

線
上
に
あ
る
分
野
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

最
初
に
注
目
し
た
の
は
絹
糸
・
絹
布
の
増
量
で
あ
る
。
吸
収
さ
れ
や
す
い
薬
品
で
絹
を
処
理
し
て
、
絹
そ
の
も
の
の
重

量
と
体
積
を
ふ
や
そ
う
と
い
う
加
工
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
高
度
の
加
工
技
術
と
多
額
の
設
備
投
資
が
必
要
で
あ
っ
た
。
と

輸送風景（昭和初期）
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こ
ろ
が
当
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
絹
織
物
の
本
場
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ヨ
ン
で
も
失
敗
し
て
倒
産
に
追
い
こ
ま
れ
る
企
業
が
あ
る

な
ど
、
事
業
と
し
て
は
あ
ま
り
に
も
リ
ス
ク
が
あ
り
す
ぎ
た
。
技
術
的
な
課
題
も
多
す
ぎ
て
、
研
究
の
段
階
で
終
わ
っ
て

し
ま
っ
た
。

　

具
体
的
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
化
し
た
の
は
綿
布
の
捺な

っ

染せ
ん

加
工
で
あ
る
。
一
九
二
一
年
︵
大
正
一
〇
︶
三
月
の
取
締
役
会
で

事
業
計
画
を
決
定
、
九
月
に
は
設
備
投
資
に
四
万
円
を
あ
て
る
こ
と
を
決
め
て
い
る
。
さ
ら
に
一
〇
月
に
は
、
ク
ロ
ス
工

場
の
一
部
を
移
転
し
て
捺
染
工
場
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
、
綿
布
捺
染
の
中
心
地
・
和
歌
山
か
ら
渡
邉
綱
五
郎
︵
和
歌
山
染

工
社
長
︶
を
取
締
役
に
む
か
え
て
い
る
の
だ
か
ら
、
か
な
り
本
気
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
捺
染
は
装
置
産
業
で
あ
る
。
中
途
半
端
な
参
入
で
は
先
発
の
和
歌
山
と
の
競
争
に
勝
て
そ
う
に
な
い
。
設
備
投

資
も
最
初
の
計
画
よ
り
規
模
が
ふ
く
ら
み
そ
う
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
事
業
化
は
い
ち
ど
白
紙
に
も
ど
し
た
。

あ
ら
た
め
て
創
業
の
原
点
に
た
ち
も
ど
り
、
企
業
と
し
て
の
将
来
的
な
展
望
か
ら
取
捨
を
決
し
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
ク
ロ
ス
は
、
あ
く
ま
で
ク
ロ
ス
製
造
が
本
業
で
あ
る
。
装
置
産
業
と
い
わ
れ
る
捺
染
な
ど
に
手
を
出
せ
ば
、
ど
ち

ら
も
中
途
半
端
に
な
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。
そ
れ
で
は
創
立
の
精
神
に
そ
む
く
結
果
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

捺
染
事
業
へ
の
参
入
に
つ
い
て
は
お
よ
そ
二
年
に
わ
た
っ
て
模
索
が
つ
づ
い
た
が
、
一
九
二
三
年
︵
大
正
一
二
︶
三
月

に
と
う
と
う
断
念
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

ほ
か
に
も
セ
ロ
フ
ァ
ン
や
陽
画
感
光
紙
な
ど
も
話
題
に
あ
が
っ
た
。
だ
が
、
ど
れ
も
こ
れ
も
研
究
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ

た
。
創
業
時
の
そ
ん
な
試
行
錯
誤
は
、
お
よ
そ
四
～
五
年
つ
づ
い
た
の
で
あ
る
。

●
不
況
の
な
か
で
も
増
収
増
益

　

本
業
の
ク
ロ
ス
部
門
が
地
力
を
発
揮
し
は
じ
め
る
の
は
、
創
業
四
年
後
の
一
九
二
三
年
︵
大
正
一
二
︶
の
後
半
ご
ろ
か

ら
で
あ
る
。

　

教
科
書
ク
ロ
ス
の
震
災
需
要
が
お
お
き
な
弾
み
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
前
年
一
九
二
二
年
︵
大
正
一
一
︶
の
生
産
量

一
〇
五
万
二
〇
〇
〇
平
方
ヤ
ー
ド
に
対
し
て
一
九
二
三
年
︵
大
正
一
二
︶
は
一
三
一
万
一
〇
〇
〇
平
方
ヤ
ー
ド
、
一
九
二

四
年
︵
大
正
一
三
︶
は
二
〇
八
万
八
〇
〇
〇
平
方
ヤ
ー
ド
と
な
り
、
二
年
前
と
の
比
較
で
は
ほ
ぼ
倍
増
と
な
っ
て
い
る
。

震
災
前
の
輸
入
品
の
半
分
に
も
満
た
な
い
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
が
、
震
災
需
要
が
背
中
を
押
し
た
と
は
い
え
、
わ
ず
か
二
年

で
肩
を
な
ら
べ
る
と
こ
ろ
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
一
九
二
五
年
︵
大
正
一
四
︶
に
は
、
輸
入
量
一
一
八
万
七
〇
〇
〇
平
方
ヤ
ー
ド
に
対
し
て
、
日
本
ク
ロ
ス
の
生

第1回事業報告書
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産
量
は
一
九
二
万
四
〇
〇
〇
平
方
ヤ
ー
ド
と
な
り
、
一
社
単
独
で
輸
入
量
を
上
ま
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
翌
一
九
二
六
年
︵
大
正
一
五
・
昭
和
元
︶
後
半
か
ら
は
じ
ま
る
円
本
ブ
ー
ム
で
、
輸
入
品
駆く

逐ち
く

の
チ
ャ
ン
ス
を

つ
か
ん
だ
。

　

一
九
二
七
年
︵
昭
和
二
︶
は
、
三
〇
二
万
九
〇
〇
〇
平
方
ヤ
ー
ド
と
、
前
年
比
で
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
も
増
加
し
て
、
一

気
に
三
〇
〇
万
の
大
台
を
突
破
、
創
業
以
来
の
好
業
績
が
や
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

だ
が
社
会
一
般
に
眼
を
転
じ
る
と
、
不
況
の
ま
っ
た
だ
な
か
に
あ
っ
た
。
そ
れ
も
世
界
に
類
を
み
な
い
金
融
恐
慌
で
あ

る
。
原
因
は
震
災
手
形
の
処
理
問
題
で
あ
っ
た
。

　

関
東
大
震
災
後
、
震
災
手
形
な
る
も
の
が
大
量
に
出
ま
わ
っ
て
い
た
。
要
す
る
に
震
災
で
壊
滅
的
な
打
撃
を
う
け
た
日

本
の
産
業
界
を
救
う
た
め
、
政
府
が
最
終
的
に
責
任
を
負
う
と
い
う
手
形
で
あ
る
。
い
わ
ば
日
銀
が
保
証
し
た
融
通
手
形

で
あ
る
。
一
九
二
六
年
︵
昭
和
元
︶
に
な
っ
て
も
約
二
億
円
が
未
決
済
の
ま
ま
の
こ
っ
て
い
た
。
国
会
で
震
災
手
形
を
か

か
え
た
銀
行
の
経
営
内
容
が
暴
露
さ
れ
て
、
社
会
不
安
が
一
気
に
た
か
ま
っ
た
。
政
府
は
き
び
し
い
法
規
制
に
の
り
だ
し

て
、
よ
う
や
く
終
息
に
向
か
っ
た
が
、
中
小
企
業
は
休
業
や
操
業
短
縮
を
強
い
ら
れ
、
銀
行
に
は
融
資
を
締
め
つ
け
ら
れ

て
倒
産
件
数
が
ふ
え
た
。
紡
績
業
な
ど
繊
維
産
業
は
、
大
幅
な
操
業
短
縮
に
向
か
っ
た
。
絹
糸
、
人
絹
な
ど
は
不
況
カ
ル

テ
ル
を
む
す
ん
で
、
生
産
を
制
限
し
て
ひ
た
す
ら
価
格
の
維
持
に
つ
と
め
る
と
い
う
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
。

　

日
本
ク
ロ
ス
も
繊
維
関
連
の
産
業
の
ひ
と
つ
だ
が
、
こ
の
と
き
は
な
ぜ
か
不
況
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
お
り

か
ら
円
本
ブ
ー
ム
が
は
じ
ま
っ
て
、
ク
ロ
ス
部
門
は
増
収
増
益
、
染
再
整
部
門
も
人
絹
織
物
の
染
再
整
の
好
調
が
つ
づ
い

て
い
た
。
本
業
、
副
業
と
も
工
場
は
フ
ル
操
業
が
つ
づ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。



新
製
品 

新
用
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昭
和
モ
ダ
ン

　

〽
ジ
ャ
ズ
で
踊
っ
て　

リ
キ
ュ
ル
で
更ふ

け
て
⋮
⋮
。

　

一
九
二
九
年
︵
昭
和
四
︶
に
大
ヒ
ッ
ト
し
た
﹁
東
京
行
進
曲
﹂︵
作
詞
：
西
條

八
十
、
作
曲
：
中
山
晋
平
︶
の
一
節
で
あ
る
。
昭
和
は
経
済
恐
慌
で
幕
あ
け
、
戦

時
に
ひ
た
は
し
る
暗
い
時
代
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
も
あ
る
が
、
初
期
の
こ
ろ
は
ア
メ

リ
カ
ナ
イ
ズ
さ
れ
た
都
市
文
化
が
庶
民
の
あ
い
だ
に
ひ
ろ
ま
っ
た
。
わ
が
国
で
初

め
て
書
き
下
ろ
さ
れ
た
映
画
主
題
歌
﹁
東
京
行
進
曲
﹂
は
当
時
の
世
相
・
風
俗
を

ま
る
ご
と
の
み
こ
ん
で
い
る
。

　

丸
ビ
ル
、
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
、
地
下
鉄
、
バ
ス
、
シ
ネ
マ
、
小
田
急
、
デ
パ
ー

ト
な
ど
な
ど
⋮
⋮
。
い
ず
れ
も
﹁
昭
和
モ
ダ
ン
﹂
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
な
し
て
い
る
。

　

東
京
駅
の
広
場
か
ら
の
ぞ
む
空
に
は
巨
大
な
ビ
ル
が
そ
そ
り
立
ち
、
ま
る
で
ア

メ
リ
カ
の
よ
う
で
は
な
い
か
と
い
う
幻
想
を
誘
っ
た
。﹁
恋
の
丸
ビ
ル
﹂
と
唄
わ

上野―浅草間の地下鉄開通のポスター（杉浦
非水作・愛媛県美術館蔵）

街を闊歩するモガたち

モ
ダ
ン
と
ハ
イ
カ
ラ

昭
和
恐
慌 

海
の
向
こ
う
で

戦
争
の
気
配

時
代
と
世
相
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れ
て
い
る
界
隈
は
、
震
災
の
被
害
か
ら
も
い
ち
早
く
復
旧
、
丸
ビ
ル
を
中
心
に
一

帯
は
近
代
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
街
に
な
っ
て
い
っ
た
。
ま
さ
に
企
業
の
一
極
集
中
と
い

う
あ
り
さ
ま
で
、
通
勤
す
る
勤
め
人
の
数
も
ふ
く
れ
あ
が
っ
た
。

　

お
り
か
ら
一
九
二
五
年
︵
大
正
一
四
︶
一
一
月
に
山
手
線
が
環
状
運
転
を
は
じ

め
、
そ
れ
に
東
急
や
小
田
急
や
西
武
な
ど
の
私
鉄
が
つ
な
が
っ
て
勤
め
人
の
居
住

エ
リ
ア
が
郊
外
に
ひ
ろ
が
っ
て
ゆ
く
。
さ
ら
に
一
九
二
七
年
︵
昭
和
二
︶
に
は
地

下
鉄
が
開
通
、
都
内
で
は
関
東
大
震
災
で
ダ
メ
ー
ジ
を
う
け
た
路
面
電
車
に
か
わ

っ
て
市
営
バ
ス
が
中
心
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

大
阪
も
こ
の
時
期
に
近
代
都
市
に
変
貌
、
繊
維
産
業
を
中
心
に
一
大
産
業
都
市

と
な
っ
て
い
っ
た
。
郊
外
に
の
び
る
私
鉄
沿
線
は
住
宅
地
と
な
り
、
一
九
三
三
年

︵
昭
和
八
︶
に
は
日
本
初
の
公
営
地
下
鉄
で
あ
る
御
堂
筋
線
が
開
業
、
さ
ら
に
は

梅
田
か
ら
難
波
ま
で
南
北
を
一
直
線
に
の
び
る
﹁
御
堂
筋
﹂
も
つ
く
っ
た
。
大
阪

港
は
ア
ジ
ア
貿
易
で
活
気
づ
き
、﹁
東
洋
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
﹂
と
よ
ば
れ
た
。

﹁
天
下
の
台
所
﹂
と
い
わ
れ
て
き
た
大
阪
は
、
こ
の
よ
う
に
近
代
的
な
モ
ダ
ン
都

市
と
な
り
、
東
京
と
は
ひ
と
味
ち
が
っ
た
ハ
イ
カ
ラ
で
大
衆
的
な
文
化
が
う
ま
れ

た
の
で
あ
る
。

華
や
か
な
都
市
文
化

　

通
勤
電
車
に
ゆ
ら
れ
て
や
っ
て
く
る
勤
め
人
が
﹁
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
﹂
と
よ
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
、
朝
夕
の
通
勤
時
の
混
雑
が
﹁
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
﹂
と
よ
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
こ
の
こ
ろ
で
あ
る
。
都
市
部
で
は
﹁
職
業
婦
人
﹂
の
社
会

進
出
も
活
発
に
な
っ
た
。
オ
フ
ィ
ス
ガ
ー
ル
、
デ
パ
ー
ト
ガ
ー
ル
、
バ
ス
ガ
ー
ル
、

タ
イ
ピ
ス
ト
な
ど
な
ど
。

　

休
日
に
な
る
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
家
族
連
れ
で
あ
ふ
れ
、
デ
パ
ー
ト
に
買
い
物
に

出
か
け
た
り
、
外
食
を
し
た
り
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
こ
の
こ
ろ
に
う
ま
れ
た
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
い
う
新
し
い
中
間
層
が
モ
ダ
ン
な
生
活
や
文
化
を
さ
さ
え
る
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

お
り
か
ら
百
貨
店
は
出
店
ラ
ッ
シ
ュ
、
三
越
な
ど
は
不
況
知
ら
ず
で
、
金
融
恐

慌
の
さ
な
か
で
さ
え
も
売
上
を
の
ば
し
た
。
全
国
で
映
画
館
が
急
増
、
シ
ネ
マ
は

た
ち
ま
ち
娯
楽
の
主
役
と
な
っ
た
。
と
く
に
ア
メ
リ
カ
映
画
が
人
び
と
の
心
を
と

ら
え
、
映
画
を
通
じ
て
日
本
社
会
に
ア
メ
リ
カ
が
は
い
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

昭
和
モ
ダ
ン
の
象
徴
と
い
え
ば
、
や
は
り
銀
座
だ
ろ
う
。
一
九
三
〇
年
︵
昭
和

五
︶
に
な
る
と
銀
座
通
り
に
は
松
坂
屋
、
松
屋
に
く
わ
え
三
越
も
出
店
し
て
い
る
。

高
層
ビ
ル
が
建
ち
な
ら
び
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
洒
落
た
喫
茶
店
が
つ
ら
な
っ
て
い
る
。

あ
か
る
い
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
が
表
通
り
を
い
ろ
ど
り
、
頭
上
に
は
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
き
ら
め
く
。
そ
ん
な
街
に
流
行
の
最
先
端
を
ゆ
く
人
び
と
が
あ
つ
ま
っ

て
い
た
。
新
し
い
も
の
好
き
の
モ
ガ
た
ち
や
新
橋
の
芸
者
衆
が
や
っ
て
く
る
資
生

堂
パ
ー
ラ
ー
も
一
九
二
八
年
︵
昭
和
三
︶
に
開
店
し
て
い
る
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
リ

ー
ダ
ー
が
あ
つ
ま
る
店
と
い
う
こ
と
で
、﹁
一
度
で
い
い
か
ら
行
っ
て
み
た
い
﹂

と
い
わ
し
め
る
ほ
ど
若
い
女
性
た
ち
の
あ
こ
が
れ
の
的
に
な
っ
た
。

　

銀
座
を
華
や
か
に
い
ろ
ど
っ
た
モ
ボ
、
モ
ガ
と
い
わ
れ
た
彼
ら
、
彼
女
た
ち
、

い
わ
ゆ
る
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
、
モ
ダ
ン
ボ
ー
イ
も
ア
メ
リ
カ
映
画
か
ら
ぬ
け
だ
し
て

き
た
と
い
っ
て
い
い
。
き
ら
び
や
か
な
ア
メ
リ
カ
文
化
へ
の
羨
望
が
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
か
ら
映
画
、
ジ
ャ
ズ
、
カ
フ
ェ
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
な
ど
の
盛
況
に
む
す
び
つ

い
た
の
で
あ
る
。

　

ハ
イ
カ
ラ
、
モ
ダ
ン
は
消
費
生
活
の
う
え
に
も
影
響
を
お
よ
ぼ
し
、
上
流
階
層

を
中
心
に
舶
来
の
モ
ダ
ン
な
電
化
製
品
も
人
気
を
あ
つ
め
て
い
た
。
た
と
え
ば
Ｇ

Ｅ
︵
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
︶
の
扇
風
機
、
ア
イ
ロ
ン
、
電
気
冷
蔵
庫
、

洗
濯
機
な
ど
で
あ
る
。
銀
座
の
松
坂
屋
で
展
示
さ
れ
て
い
た
電
気
冷
蔵
庫
は
現
代

の
価
格
に
換
算
す
れ
ば
数
百
万
円
に
も
お
よ
ん
だ
。
一
九
二
七
年
︵
昭
和
二
︶
か

ら
一
九
三
〇
年
︵
昭
和
五
︶
と
い
え
ば
、
金
融
恐
慌
の
さ
な
か
だ
っ
た
が
、
輸
入

代
理
店
の
東
芝
は
右
肩
あ
が
り
に
業
績
を
の
ば
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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昭
和
モ
ダ
ン
の
光
と
影

　

ア
メ
リ
カ
風
の
モ
ダ
ン
な
暮
ら
し
と
文
化
が
都
市
を
あ
か
る
く
い
ろ
ど
る
裏
側

で
、
深
刻
な
経
済
危
機
が
ま
る
ご
と
国
を
の
み
こ
も
う
と
し
て
い
た
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
反
動
不
況
に
関
東
大
震
災
が
追
い
う
ち
を
か
け
、
昭
和

は
長
期
化
す
る
不
況
を
ひ
き
つ
い
で
幕
あ
け
た
。
大
戦
景
気
に
浮
か
れ
て
急
成
長

の
企
業
の
業
績
は
に
わ
か
に
悪
化
し
、
銀
行
は
多
額
の
不
良
債
権
を
か
か
え
こ
ん

だ
。
さ
ら
に
関
東
大
震
災
で
打
撃
を
う
け
た
産
業
界
を
救
う
た
め
に
、
政
府
が
最

終
的
に
め
ん
ど
う
を
み
る
と
い
う
大
量
の
震
災
手
形
が
不
良
債
権
と
な
っ
て
、
世

は
金
融
不
安
に
お
ち
い
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
お
り
、
時
の
蔵
相
の
口
か
ら
と
ん
で

も
な
い
失
言
が
と
び
だ
し
た
。
ま
だ
営
業
中
の
銀
行
に
も
か
か
わ
ら
ず
、﹁
破
綻

し
た
﹂
と
、
国
会
で
発
言
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

金
融
不
安
は
一
気
に
現
実
の
も
の
と
な
り
、
人
び
と
は
自
分
の
預
金
を
ひ
き
だ

す
た
め
、
銀
行
に
殺
到
し
た
。
一
九
二
七
年
︵
昭
和
二
︶
三
月
一
四
日
の
こ
と
で

あ
る
。
取
り
付
け
騒
ぎ
が
発
生
し
て
、
関
東
だ
け
で
な
く
関
西
に
も
ひ
ろ
が
っ
た
。

銀
行
は
資
金
が
ま
わ
ら
な
く
な
っ
て
、
一
三
も
の
銀
行
が
休
業
に
追
い
こ
ま
れ
た
。

い
わ
ゆ
る
昭
和
の
金
融
恐
慌
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。

　

経
済
界
の
大
混
乱
で
社
会
不
安
を
あ
お
っ
た
の
は
当
時
の
巨
大
商
社
・
鈴
木
商

店
の
倒
産
で
あ
る
。
同
社
は
大
量
の
震
災
手
形
を
か
か
え
て
い
た
。
資
金
不
足
に

よ
っ
て
破
綻
し
た
メ
イ
ン
バ
ン
ク
で
あ
る
台
湾
銀
行
と
運
命
を
と
も
に
し
た
の
で

あ
る
。

　

さ
ら
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
の
世
界
恐
慌
が
や
っ
て
き
た
。
一
九
二
九
年
︵
昭
和

五
︶
ウ
ォ
ー
ル
街
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
証
券
取
引
所
で
株
価
が
大
暴
落
し
た
。
後
に

世
界
恐
慌
を
も
た
ら
す
﹁
暗
黒
の
木
曜
日
﹂
で
あ
る
。
多
く
の
銀
行
が
閉
鎖
に
追

い
こ
ま
れ
、
数
多
く
の
企
業
が
倒
産
し
た
。
そ
の
影
響
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
は
じ
め

全
世
界
に
お
よ
び
、
世
界
全
体
が
大
不
況
に
の
み
こ
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
三
一
年
︵
昭
和
六
︶
に
な
る
と
失
業
者
は
二
五
〇
万
人
に
お
よ
び
、
失
業

率
は
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
た
。﹃
大
学
は
出
た
け
れ
ど
﹄︵
一
九
二
九
年
公
開
の

映
画
作
品
、
監
督
：
小
津
安
二
郎
︶
が
流
行
語
に
な
る
よ
う
に
、
大
学
生
の
就
職

難
は
こ
の
こ
ろ
か
ら
常
態
化
し
て
い
た
。

　

と
く
に
中
小
企
業
、
農
家
の
所
得
の
凋
落
は
顕
著
だ
っ
た
。
一
九
三
〇
年
︵
昭

和
五
︶
は
豊
作
貧
乏
で
、
農
産
物
を
出
荷
し
て
も
金
に
な
ら
な
い
。
翌
一
九
三
一

年
︵
昭
和
六
︶
は
冷
害
で
凶
作
、
東
北
地
方
は
飢
餓
に
み
ま
わ
れ
た
。
餓
死
者
が

大
量
に
出
現
、﹁
娘
の
身
売
り
﹂
が
日
常
と
な
り
、
翌
一
九
三
二
年
︵
昭
和
七
︶

に
な
っ
て
も
、
夜
逃
げ
や
一
家
心
中
の
記
事
が
連
日
新
聞
で
報
じ
ら
れ
た
。

　

昭
和
モ
ダ
ン
の
裏
側
で
は
格
差
が
ひ
ろ
が
り
、
過
酷
な
生
活
を
強
い
ら
れ
る
労

働
者
や
農
民
が
ふ
え
て
い
た
。
モ
ダ
ン
ボ
ー
イ
は
分
裂
し
て
マ
ル
ク
ス
ボ
ー
イ
が

出
現
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
が
一
時
も
て
は
や
さ
れ
た
。

忍
び
よ
る
戦
争
の
影

　

戦
前
の
昭
和
は
つ
ね
に
戦
争
の
影
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
る
。

　

そ
の
は
じ
ま
り
は
満
州
事
変
で
あ
る
。
一
九
三
一
年
︵
昭
和
六
︶
九
月
一
八
日
、

関
東
軍
が
奉
天
︵
現
・
瀋し

ん

陽よ
う

︶
近
郊
の
柳

り
ゅ
う

条じ
ょ
う

湖こ

付
近
で
南
満
州
鉄
道
︵
満
鉄
︶

線
を
爆
破
、
こ
れ
を
中
国
軍
に
よ
る
も
の
と
し
、
そ
れ
を
口
実
に
軍
事
行
動
を
開

始
し
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
三
年
ま
え
の
張

ち
ょ
う

作さ
く

霖り
ん

爆
殺
事
件
と
お
な
じ
く
、
関

東
軍
の
謀
略
に
よ
っ
て
ひ
き
起
こ
し
た
事
変
で
あ
っ
た
。

　

関
東
軍
は
も
と
も
と
日
本
が
日
露
戦
争
で
獲
得
し
た
﹁
特
殊
権
益
﹂
を
ま
も
り
、

南
下
を
も
く
ろ
む
ソ
連
に
そ
な
え
て
満
州
に
駐
留
し
、
満ま

ん

蒙も
う

の
領
有
を
め
ざ
し
て

い
た
。

時
代
と
世
相
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当
時
の
日
本
に
と
っ
て
満
州
︵
現
・
中
国
の
東
北
部
︶
は
日
露
戦
争
の
激
戦
地

で
﹁
父
祖
の
血
を
も
っ
て
贖

あ
が
な

っ
た
地
﹂
と
さ
れ
て
い
た
。
当
時
、
日
本
の
対
外
投

資
の
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は
満
州
に
投
下
さ
れ
て
い
た
。
石
炭
や
鉄
鉱
石
、
農
業
に

欠
か
せ
ぬ
大
豆
か
す
の
供
給
地
で
あ
り
、
さ
ら
に
日
本
の
紡
績
工
業
が
う
み
だ
す

綿
糸
布
の
お
お
き
な
輸
出
市
場
に
な
っ
て
い
た
。

　

満
州
に
お
け
る
日
本
の
利
権
は
満
州
鉄
道
が
中
核
を
な
し
て
い
た
。
日
本
海
か

ら
満
州
中
央
部
、
さ
ら
に
ソ
連
の
国
境
、
外
蒙
国
境
、
熱ね

っ

河か

を
へ
て
北
京
の
後
方
、

東
満
国
境
へ
と
敷
設
さ
れ
た
鉄
道
網
が
動
脈
と
な
っ
て
、
日
本
の
勢
力
は
中
国
大

陸
に
の
び
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
満
鉄
に
そ
っ
て
中
国
が
鉄
道
を
建
設
し
は

じ
め
た
の
で
あ
る
。
競
合
に
よ
っ
て
利
権
が
お
び
や
か
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
自

作
自
演
の
事
変
を
起
こ
し
、
そ
れ
を
中
国
の
仕
業
と
み
せ
か
け
、
自
衛
の
た
め
だ

と
し
て
軍
事
行
動
に
出
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
満
州
全
土
を
占
領
す
る
と
、
傀か

い

儡ら
い

国
家
﹁
満
州
国
﹂
を
建
国
し
て
し
ま
っ
た
。

　

日
本
は
国
際
的
に
非
難
を
あ
び
、
国
際
連
盟
脱
退
に
追
い
こ
ま
れ
る
。
国
際
連

盟
総
会
で
、
満
州
に
お
け
る
中
国
の
統
治
権
を
み
と
め
、
日
本
軍
の
引
き
揚
げ
を

も
と
め
る
報
告
書
が
採
択
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
国
内
的
に
み
る

と
、
多
く
の
国
民
が
、
不
景
気
な
世
の
中
が
こ
れ
で
変
わ
る
の
で
は
な
い
か
、
と

淡
い
期
待
を
抱
い
た
の
も
事
実
で
あ
っ
た
。

　

現
実
に
満
州
国
は
不
況
に
よ
る
国
内
の
閉
塞
感
を
解
消
す
る
役
割
を
は
た
し
て

い
た
。
昭
和
恐
慌
の
あ
お
り
で
窮
乏
し
た
農
家
の
人
び
と
や
、
職
に
あ
ぶ
れ
生
活

で
き
な
い
人
た
ち
に
と
っ
て
、
満
州
国
は
希
望
の
国
と
し
て
眼
に
映
っ
た
の
で
あ

る
。
政
府
は
満
州
へ
の
一
〇
〇
万
戸
移
民
計
画
を
つ
く
り
、
一
九
三
二
年
︵
昭
和

七
︶
か
ら
農
民
を
中
心
に
﹁
満
蒙
開
拓
団
﹂
と
し
て
満
州
に
お
く
り
だ
し
た
の
で

あ
る
。
こ
の
開
拓
民
は
一
四
年
間
で
二
七
万
人
に
お
よ
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
満
州
と

は
、
そ
も
そ
も
中
国
の
北
側
・
モ
ン
ゴ
ル
地
区
に
あ
っ
て
、
ロ
シ
ア
の
南
下
に
対

す
る
緩か

ん

衝し
ょ
う

地
区
と
な
る
要
地
だ
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
戦
時
に
は
ソ
連

の
侵
攻
に
よ
っ
て
凄せ

い

惨さ
ん

な
苦
し
み
を
な
め
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
も
ち
ろ
ん
こ

の
と
き
は
誰
ひ
と
り
知
る
由よ

し

も
な
か
っ
た
。

　

満
州
事
変
・
満
州
国
建
設
が
日
本
の
大
き
な
曲
が
り
角
で
あ
り
、
の
ち
に
日
中

戦
争
、
日
米
戦
争
に
つ
な
が
る
と
は
、
当
時
、
ほ
と
ん
ど
誰
も
が
想
像
も
し
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

東
京
行
進
曲　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
詞
：
西
條
八
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
曲
：
中
山
晋
平

　

昔
恋
し
い　

銀
座
の
柳

　

仇あ
だ

な
年と

し

増ま

を　

誰
が
知
ろ

　

ジ
ャ
ズ
で
踊
っ
て　

リ
キ
ュ
ル
で
更ふ

け
て

　

明
け
り
ゃ　

ダ
ン
サ
ー
の
涙
雨

　

恋
の
丸
ビ
ル　

あ
の
窓
あ
た
り

　

泣
い
て
文ふ

み

書
く　

人
も
あ
る

　

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
に　

拾
っ
た
薔
薇
を

　

せ
め
て
あ
の
娘こ

の　

思
い
出
に

　

ひ
ろ
い
東
京　

恋
ゆ
え
狭
い

　

粋
な
浅
草　

忍
び
逢
い

　

あ
な
た
地
下
鉄　

わ
た
し
は
バ
ス
よ

　

恋
の
ス
ト
ッ
プ　

ま
ま
な
ら
ぬ

　

シ
ネ
マ
見
ま
し
ょ
か　

お
茶
の
み
ま
し
ょ
か

　

い
っ
そ
小
田
急
で　

逃
げ
ま
し
ょ
か

　

か
わ
る
新
宿　

あ
の
武
蔵
野
の

　

月
も
デ
パ
ー
ト
の　

屋
根
に
出
る
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第
一
節  
ク
ロ
ス
製
品
の
多
様
化
す
す
む

●
新
製
品
で
新
市
場
を
開
拓

　

日
本
ク
ロ
ス
は
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
の
製
造
・
販
売
を
主
目
的
に
し
て
出
発
し
て
い
る
。
あ
く
ま
で
本
業
は
ク
ロ
ス
で
あ
っ

て
、
染
再
整
は
副
業
と
し
て
い
た
。
だ
が
名
実
と
も
に
﹁
本
業
は
ク
ロ
ス
﹂
と
い
う
姿
が
は
っ
き
り
み
え
て
く
る
の
は
一

九
二
五
年
︵
昭
和
元
︶
ご
ろ
か
ら
で
あ
る
。

　

関
東
大
震
災
の
あ
と
、
被
災
し
た
教
科
書
の
復
興
需
要
が
き
っ
か
け
に
な
り
、
さ
ら
に
出
版
革
命
と
い
わ
れ
た
円
本
ブ

ー
ム
が
追
い
風
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
の
装
幀
材
の
需
要
増
大
に
よ
っ
て
、
本
業
ク
ロ
ス
と
い
う
経
営
基
盤
が
で
き
あ
が

っ
た
の
で
あ
る
。

　

か
く
し
て
創
業
期
を
の
り
き
っ
た
日
本
ク
ロ
ス
は
、
創
立
一
〇
年
の
一
九
二
九
年
︵
昭
和
四
︶、
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に

向
か
っ
て
ゆ
く
。
奇く

し
く
も
同
年
一
〇
月
に
完
工
し
た
天
神
川
工
場
︵
後
に
京
都
本
社
工
場
と
な
る
︶
の
全
面
操
業
が
そ

の
き
っ
か
け
と
な
る
。

　

新
工
場
の
新
し
い
設
備
が
製
品
開
発
を
う
な
が
し
、
書
籍
装
幀
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
新
製
品
に
よ
る
新
し
い
用
途
の

開
発
が
活
発
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

ま
ず
一
九
二
七
年
︵
昭
和
二
︶
に
は
設
計
・
製
図
用
の
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ク
ロ
ス
を
開
発
、
一
九
三
〇
年
︵
昭
和
五
︶
に

は
ブ
ラ
イ
ン
ド
ク
ロ
ス
、
一
九
三
二
年
︵
昭
和
七
︶
に
は
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
リ
ボ
ン
、
ウ
ォ
ー
ル
ク
ロ
ス
を
開
発
し
、
新

製
品
と
し
て
市
場
に
投
入
し
た
。

　

ト
レ
ー
シ
ン
グ
ク
ロ
ス
の
生
産
に
よ
っ
て
海
軍
省
指
定
工
場
と
な
り
、
さ
ら
に
ブ
ラ
イ
ン
ド
ク
ロ
ス
と
も
ど
も
商
工
省

か
ら
優
良
国
産
品
に
指
定
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
主
力
商
品
に
な
り
、
一
九
四
〇
年
︵
昭
和
一
五
︶
ご
ろ
ま
で
国
内
だ
け
で

な
く
輸
出
商
品
と
し
て
も
中
心
を
な
し
て
い
た
。

　

書
籍
用
ク
ロ
ス
の
品
ぞ
ろ
い
も
豊
富
に
な
り
、
新
し
い
製
品
群
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
や
用
途
開
発
を
精
力
的
に
す
す
め
て

い
っ
た
。
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●
時
代
の
寵
児 

ト
レ
ー
シ
ン
グ
ク
ロ
ス

　

ト
レ
ー
シ
ン
グ
ク
ロ
ス
は
薄
い
半
透
明
の
ク
ロ
ス
で
あ
る
。
精
密
機
械
工
業
、
建
築
土
木
の
設
計
製
図
に
は
欠
か
せ
な

い
素
材
で
あ
っ
た
。
当
時
、
艦
船
、
車
輛
、
兵
器
な
ど
長
期
保
存
用
の
製
図
に
つ
か
わ
れ
た
。
原
図
を
透
か
し
て
複
写

︵
ト
レ
ー
ス
︶
す
る
必
要
性
か
ら
、
こ
の
薄
い
半
透
明
の
ク
ロ
ス
が
つ
か
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

艦
船
や
航
空
機
の
設
計
製
図
で
は
、
ま
ず
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ク
ロ
ス
に
原
図
を
ト
レ
ー
ス
し
て
、
こ
れ
を
感
光
紙
に
焼
き

つ
け
て
複
製
し
た
。
た
と
え
ば
艦
船
の
設
計
に
は
多
く
の
図
面
が
必
要
に
な
っ
た
。
後
年
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
保
存

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
当
時
は
大
量
の
図
面
で
保
存
し
た
。
た
と
え
ば
巡
洋
艦
一
隻
を
建
造
す
る
の
に
約
六
〇
〇
〇
円

分
も
の
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ク
ロ
ス
を
使
用
し
た
と
い
う
。

　

日
本
ク
ロ
ス
は
一
九
二
七
年
︵
昭
和
二
︶、
こ
の
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ク
ロ
ス
を
開
発
、
工
業
化
に
成
功
し
て
い
る
。

　

糸
質
が
均
一
で
緻
密
な
織
布
を
精
練
・
漂
白
し
、
そ
れ
に
馬ば

鈴れ
い

薯し
ょ

・
澱
粉
、
蛋
白
、
テ
レ
ピ
ン
油
・
椰や

子し

油
な
ど
の
油

脂
、
さ
ら
に
着
色
剤
と
し
て
群ぐ

ん

青じ
ょ
うな

ど
を
加
え
た
塗
料
を
塗
っ
て
ゆ
く
。
さ
ら
に
そ
れ
を
加
熱
ロ
ー
ル
で
圧あ

っ

搾さ
く

・
摩
擦
を

数
回
く
り
か
え
し
て
、
透
明
度
を
た
か
め
て
ゆ
く
と
い
う
の
が
製
法
の
あ
ら
ま
し
だ
っ
た
。

　

当
時
は
発
明
家
で
も
あ
る
創
業
者
・
坂
部
三
次
み
ず
か
ら
、
陣
頭
に
立
っ
て
開
発
に
と
り
く
ん
で
い
た
。
ト
レ
ー
シ
ン

グ
ク
ロ
ス
の
場
合
、
課
題
は
透
明
度
で
あ
っ
た
。
ほ
ぼ
舶
来
品
と
同
等
の
モ
ノ
が
で
き
あ
が
っ
た
が
、
透
明
度
が
足
り
な

か
っ
た
。
試
行
錯
誤
を
く
り
か
え
し
た
が
う
ま
く
ゆ
か
な
い
。
最
後
は
一
回
塗
る
ご
と
に
ロ
ー
ラ
ー
で
圧
力
を
加
え
、
強

い
摩
擦
を
あ
た
え
て
み
た
。
す
る
と
み
ご
と
に
解
決
、
透
明
度
が
あ
が
っ
た
と
い
う
。
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
創
業
者
の
開

発
に
ま
つ
わ
る
伝
説
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
い
ま
も
語
り
つ
が
れ
て
い
る
。

　

ト
レ
ー
シ
ン
グ
ク
ロ
ス
は
少
し
で
も
ゴ
ミ
が
付
着
す
る
と
不
良
品
に
な
る
た
め
、
工
場
の
従
業
員
は
エ
プ
ロ
ン
が
け
で

作
業
に
あ
た
っ
た
。

　

基
布
の
綿
布
に
は
、
最
初
の
こ
ろ
エ
ジ
プ
ト
産
の
綿
花
を
つ
か
っ
た
。
こ
の
綿
布
ベ
ー
ス
の
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ク
ロ
ス
に

は
﹁
サ
カ
ブ
ラ
イ
ト
﹂
と
い
う
商
標
を
つ
け
た
。

　

後
に
な
る
と
、
国
産
品
を
つ
か
え
と
い
う
国
の
指
令
に
も
と
づ
い
て
、
純
国
産
品
の
絹
布
、
人
絹
を
ベ
ー
ス
に
し
て
製

品
開
発
を
す
す
め
た
。
当
時
は
お
り
か
ら
の
輸
出
不
振
で
生
糸
が
大
量
に
滞
貨
し
て
い
た
。
滞
貨
生
糸
を
消
費
せ
よ
と
い

う
国
策
に
し
た
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　

絹
布
を
つ
か
っ
た
製
品
研
究
に
と
り
く
み
、
完
成
し
た
の
が
羽
二
重
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ク
ロ
ス
で
あ
る
。﹁
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
﹂﹁
ス
ペ
シ
ャ
ル
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
﹂
と
い
う
商
標
で
発
売
し
た
。
い
ず
れ
も
透
明
度
、
厚
み
、
運
筆
に
す
ぐ
れ
、
最
盛

トレーシングクロス見本帳



102

期
に
は
月
産
二
〇
〇
〇
本
︵
二
二
ヤ
ー
ド
／
本
︶
に
達
し
た
。
特
約
店
は
玉
屋
大
阪
支
店
、
北
越
商
会
で
あ
っ
た
。

　

ト
レ
ー
シ
ン
グ
ク
ロ
ス
の
需
要
が
急
増
し
た
の
は
一
九
二
九
年
︵
昭
和
四
︶、
同
製
品
に
よ
っ
て
日
本
ク
ロ
ス
が
海
軍

省
指
定
工
場
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
海
軍
省
・
鉄
道
省
に
納
入
す
る
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ク
ロ
ス
の
ほ
と
ん
ど
が
透
明
度
の

す
ぐ
れ
た
交
織
布
製
品
で
あ
っ
た
。
こ
の
交
織
布
製
品
の
す
ぐ
れ
た
透
明
度
に
着
目
し
て
、
さ
ら
に
独
特
の
特
殊
加
工
を

ほ
ど
こ
し
て
鉛
筆
用
の
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ク
ロ
ス
も
開
発
し
た
。
同
製
品
の
登
場
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
烏

か
ら
す

口ぐ
ち

を

つ
か
わ
ず
に
鉛
筆
で
製
図
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

海
軍
で
使
用
さ
れ
る
建
艦
用
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ク
ロ
ス
は
、
日
本
ク
ロ
ス
が
製
品
を
市
場
に
投
入
す
る
ま
で
、
イ
ギ
リ
ス

の
サ
ー
ガ
ス
、
ド
イ
ツ
の
コ
ス
モ
ス
が
す
べ
て
を
占
め
て
い
た
。
輸
入
製
品
ゆ
え
入
手
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
が
あ
っ
た

と
こ
ろ
に
、
日
本
ク
ロ
ス
製
が
お
よ
そ
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
も
低
価
格
を
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
国
産
品
奨
励
と
い

う
国
策
も
追
い
風
に
な
り
、
採
用
と
な
っ
た
。
価
格
面
だ
け
で
な
く
品
質
の
う
え
で
も
舶
来
品
の
駆
逐
を
め
ざ
し
た
の
だ

が
、
と
う
と
う
最
後
ま
で
舶
来
品
を
上
ま
わ
る
製
品
が
つ
く
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

そ
れ
は
ひ
と
え
に
原
材
料
面
で
の
条
件
の
わ
る
さ
に
よ
る
。
戦
局
の
進
展
と
と
も
に
、
人
絹
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
し
ま
い
、

と
て
も
品
質
的
に
満
足
な
も
の
が
つ
く
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
ク
レ
ー
ム
が
多
発
し
て
、
納
入
で
き
な
い
こ
と
も
あ
っ

た
。
当
時
の
技
術
担
当
と
支
配
人
は
国
内
の
各
工こ

う

廠し
ょ
う、

さ
ら
に
は
海
を
渡
っ
て
南
満
州
鉄
道
の
本
社
の
あ
る
新し

ん

京き
ょ
う

特
別

市
︵
現
在
の
吉き

つ

林り
ん

省し
ょ
う

長ち
ょ
う

春し
ゅ
ん

市
︶
ま
で
出
張
す
る
こ
と
も
め
ず
ら
し
く
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

受
注
の
増
大
は
も
っ
ぱ
ら
軍
需
用
途
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
敗
戦
と
と
も
に
需
要
を
う
し
な
い
、
製
品
そ
の
も
の
の
寿
命

も
運
命
を
と
も
に
す
る
こ
と
に
な
る
。

●
住
宅
資
材 

ブ
ラ
イ
ン
ド
ク
ロ
ス 

ウ
ォ
ー
ル
ク
ロ
ス

　

ブ
ラ
イ
ン
ド
ク
ロ
ス
も
ウ
ォ
ー
ル
ク
ロ
ス
も
と
も
に
住
宅
に
つ
か
わ
れ
る
内
装
材
で
あ
る
。

　

ブ
ラ
イ
ン
ド
ク
ロ
ス
は
一
九
二
九
年
︵
昭
和
四
︶
ご
ろ
に
開
発
、
翌
一
九
三
〇
年
︵
昭
和
五
︶
三
月
に
実
用
新
案
登
録

さ
れ
て
い
る
。

　

両
製
品
も
や
は
り
当
時
は
イ
ギ
リ
ス
や
ド
イ
ツ
製
が
日
本
市
場
を
席
巻
し
て
い
た
。

　

ブ
ラ
イ
ン
ド
ク
ロ
ス
の
製
造
工
程
は
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
と
ほ
と
ん
ど
お
な
じ
だ
っ
た
が
、
舶
来
品
の
よ
う
に
美
し
い
木
目

が
出
な
か
っ
た
。
ロ
ー
ラ
ー
か
ら
出
て
く
る
布
地
に
は
、
両
端
だ
け
に
木
目
ら
し
い
模
様
が
現
れ
る
だ
け
だ
っ
た
。
木
目

模
様
を
出
す
こ
と
に
工
場
現
場
は
苦
慮
し
た
の
で
あ
る
。

ブラインドクロス見本帳
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当
時
は
創
業
者
み
ず
か
ら
が
現
場
に
は
い
っ
て
一
技
術
者
と
し
て
開
発
に
と
り
く
ん
だ
。
そ
う
い
う
姿
勢
は
ご
く
自
然

に
周
囲
を
も
巻
き
こ
ん
で
い
っ
た
。

﹁
木
目
出
し
﹂
は
そ
の
顕
著
な
例
の
ひ
と
つ
で
、﹃
ク
ロ
ス
王　

坂
部
三
次
﹄︵
白
水
胖
著
、
叢
文
社
刊
︶
に
は
次
の
よ
う

に
あ
る
。

　

現
場
の
一
従
業
員
が
、
独
力
で
、
何
と
か
こ
れ
を
完
成
し
た
い
と
思
い
、
誰
も
い
な
い
工
場
に
残
っ
て
、
一
人
で

機
械
に
と
り
く
ん
で
い
た
。

　

そ
の
従
業
員
に
は
、
理
屈
は
な
い
。
一
回
一
回
、
試
し
て
み
て
、
失
敗
す
れ
ば
方
法
を
か
え
る
と
い
う
や
り
方
で
、

何
度
も
失
敗
を
繰
り
返
し
た
末
、
最
後
に
ロ
ー
ラ
ー
の
勾
配
を
変
え
て
み
た
。

　

す
る
と
、
切
れ
目
の
な
い
、
美
し
い
木
目
模
様
が
、
ロ
ー
ラ
ー
の
下
か
ら
現
れ
て
来
た
。

﹁
あ
っ
、
出
た
！
﹂

　

息
を
呑
む
思
い
で
、
見
詰
め
て
い
る
と
、

﹁
ホ
ホ
ウ
、
出
て
る
な
﹂

　

と
、
背
後
で
声
が
す
る
。

　

驚
い
て
ふ
り
む
く
と
、
そ
こ
に
﹁
親
父
［
＝
創
業
者
］﹂
が
突
っ
立
っ
て
い
た
。
か
れ
も
ま
た
、
独
り
で
考
え
ぬ

い
た
結
論
を
、
実
際
に
テ
ス
ト
す
る
つ
も
り
で
、
機
械
の
と
こ
ろ
へ
来
た
の
だ
っ
た
。

　

薄
生
地
に
型
出
し
し
て
、
木
目
を
出
す
方
法
は
、
こ
の
一
従
業
員
が
試
行
錯
誤
の
す
え
考
え
つ
い
た
ア
イ
デ
ィ
ア
が
ヒ

ン
ト
に
な
っ
て
、
再
現
・
反
復
で
き
る
技
術
と
し
て
完
成
し
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
ク
ロ
ス
製
の
ブ
ラ
イ
ン
ド
ク
ロ
ス
は
、
品
質
の
う
え
で
イ
ギ
リ
ス
製
品
よ
り
も
す
ぐ
れ
、
日
本
ク
ロ
ス
の
主
力
商

品
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
っ
た
。
と
く
に
輸
出
の
人
気
商
品
に
な
り
、
満
州
を
は
じ
め
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
も
受
注
が

あ
っ
た
。
一
九
三
一
年
︵
昭
和
六
︶
ご
ろ
の
生
産
実
績
は
月
産
六
〇
〇
本
︵
五
〇
ヤ
ー
ド
／
本
︶
に
の
ぼ
っ
た
。

　

ウ
ォ
ー
ル
ク
ロ
ス
は
住
宅
の
内
装
材
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
壁
紙
で
あ
る
。
当
時
は
輸
入
品
の
ウ
ォ
ー
ル
ペ
ー
パ
ー
が
つ

か
わ
れ
て
い
た
。
高
価
な
う
え
に
紙
だ
か
ら
破
れ
や
す
い
。
さ
ら
に
湿
度
が
高
い
日
本
独
特
の
気
候
の
せ
い
で
、
変
褪
色

が
早
い
と
い
う
欠
点
も
あ
っ
た
。

　

日
本
の
住
環
境
に
ふ
さ
わ
し
い
ウ
ォ
ー
ル
ク
ロ
ス
の
開
発
が
も
と
め
ら
れ
、
日
本
ク
ロ
ス
で
は
防
湿
ク
ロ
ス
の
技
術
を

活
か
し
て
製
品
開
発
に
成
功
を
お
さ
め
た
の
で
あ
る
。
価
格
の
う
え
で
も
輸
入
品
の
三
分
の
一
に
な
り
、
ピ
ー
ク
時
の
生

ウォールクロス見本帳
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産
実
績
は
月
間
三
〇
〇
〇
ヤ
ー
ド
に
の
ぼ
っ
た
。

●
わ
が
国
最
初
の
印
字
布
…
…
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
リ
ボ
ン

　

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
リ
ボ
ン
は
、
正
確
に
い
え
ば
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
つ
か
う
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
で
あ
る
。

　

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
歴
史
は
古
く
、
す
で
に
一
九
世
紀
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
で
つ
か
わ
れ
て
き
た
。
最
初
は

形
状
も
仕
組
も
さ
ま
ざ
ま
だ
っ
た
が
、
一
九
〇
〇
年
ご
ろ
に
な
っ
て
事
務
機
械
と
し
て
規
格
が
標
準
化
さ
れ
た
。
そ
の
こ

ろ
イ
ン
ク
の
供
給
方
式
に
は
リ
ボ
ン
式
と
パ
ッ
ド
式
と
が
あ
っ
た
が
、
一
九
一
〇
年
ご
ろ
に
リ
ボ
ン
式
の
﹁
コ
ロ
ナ
﹂

︵Corona

︶
が
登
場
す
る
と
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
型
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
れ
が
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に

な
っ
て
い
っ
た
。

　

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
ボ
タ
ン
を
お
す
と
、
先
端
に
文
字
を
彫
っ
た
活
字
の
あ
る
ハ
ン
マ
ー
が
紙
に
向
か
っ
て
勢
い
よ
く

当
た
る
。
そ
の
と
き
、
こ
の
ハ
ン
マ
ー
と
紙
と
の
あ
い
だ
に
、
イ
ン
ク
を
し
み
こ
ま
せ
た
布
テ
ー
プ
︵
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
︶

を
お
い
て
お
く
こ
と
で
、
紙
に
文
字
が
転
写
さ
れ
る
と
い
う
仕
組
に
な
っ
て
い
る
。

　

イ
ン
ク
リ
ボ
ン
は
、
帯
状
で
長
く
な
っ
て
い
て
左
右
に
リ
ー
ル
が
つ
い
て
い
る
。
そ
れ
は
ハ
ン
マ
ー
が
打
た
れ
る
た
び

に
少
し
ず
つ
移
動
し
、
十
分
に
イ
ン
ク
が
染
み
こ
ん
で
い
る
部
分
が
紙
に
あ
た
る
よ
う
に
自
動
的
に
回
転
す
る
の
で
あ
る
。

　

日
本
ク
ロ
ス
で
は
一
九
三
二
年
︵
昭
和
七
︶
に
、
こ
の
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
用
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
を
発
売
し
、
わ
が
国
最
初

の
印
字
布
メ
ー
カ
ー
と
な
っ
た
。

　

当
時
、
日
本
で
使
用
さ
れ
て
い
た
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
用
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
は
、
す
べ
て
輸
入
品
で
あ
っ
た
。
輸
入
販
売
元

は
大
倉
商
事
だ
っ
た
が
、
日
本
ク
ロ
ス
は
同
社
を
通
じ
て
イ
ギ
リ
ス
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
か
ら
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ク
ロ
ス
用

の
生
地
を
輸
入
し
て
い
た
。
そ
ん
な
縁
も
あ
っ
て
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
リ
ボ
ン
に
着
目
し
て
製
造
機
を
イ
ギ
リ
ス
か
ら
輸

入
、
開
発
に
の
り
だ
し
た
の
で
あ
る
。
製
造
工
程
で
最
も
む
ず
か
し
か
っ
た
の
は
、
幅
一
一
・
七
ミ
リ
に
正
確
に
カ
ッ
ト

す
る
こ
と
と
耳
ホ
ツ
レ
の
防
止
で
あ
っ
た
。

　

日
本
ク
ロ
ス
製
の
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
用
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
は
欧
文
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
各
種
計
器
類
の
記
録
印
字
布
に
使

用
さ
れ
た
。
特
約
店
は
丸
善
で
、
商
標
は
丸
善
の
﹁
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
﹂。
主
な
納
入
先
は
日
本
電
信
電
話
公
社
で
あ
っ

た
。

　

イ
ン
ク
リ
ボ
ン
は
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
部
品
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
き
わ
め
て
地
味
な
存
在
だ
が
、
と
き
に
は
お
し
ゃ
れ

で
粋
な
小
道
具
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

タイプライターリボン
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オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
主
演
の
ア
メ
リ
カ
映
画
﹃
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
で
朝
食
を
﹄︵
原
題
：Breakfast at 

T
iffany＇s

︶
に
、
こ
の
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
が
登
場
す
る
の
を
ご
ぞ
ん
じ
だ
ろ
う
か
。

　

一
九
六
一
年
︵
昭
和
三
六
︶
一
一
月
公
開
の
同
作
は
、
自
由
気
ま
ま
に
生
き
る
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
女
性
・
ホ
リ
ー
と
、

駈
け
だ
し
の
若
い
作
家
・
ポ
ー
ル
と
の
間
で
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
ラ
ブ
ロ
マ
ン
ス
で
あ
る
。

　

あ
る
日
、
ホ
リ
ー
が
入
居
し
て
い
る
ア
パ
ー
ト
に
、
ポ
ー
ル
が
引
っ
越
し
て
く
る
。
聞
け
ば
作
家
だ
と
い
う
。

　

彼
女
は
﹁
最
近
の
作
品
は
？
﹂﹁
毎
日
書
く
の
？
﹂ ﹁
今
日
も
？
﹂
と
、
矢
継
ぎ
早
に
意
地
悪
な
質
問
を
ぶ
つ
け
る
。

﹁
い
い
タ
イ
プ
ね
﹂

　

と
口
に
し
な
が
ら
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
に
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
が
つ
い
て
い
な
い
の
を
目
ざ
と
く
察
知
し
て
し
ま
う
。
も
う

長
い
あ
い
だ
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
つ
か
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
っ
た
。
そ
ん
な
貧
し
く
虚
し
い
ポ
ー
ル
の
心
中
を
お
も
ん
ぱ

か
っ
て
ホ
リ
ー
は
後
日
、
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。

　

ホ
リ
ー
の
と
ら
え
ど
こ
ろ
の
な
い
生
き
ざ
ま
に
興
味
を
も
っ
た
の
か
、
ポ
ー
ル
は
創
作
意
欲
を
か
き
た
て
ら
れ
た
の
だ

ろ
う
。
そ
の
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
書
き
あ
げ
た
短
編
が
五
〇
ド
ル
で
売
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
作
家
と
し

て
陽
の
当
た
る
場
所
に
出
て
ゆ
く
。

　

ち
い
さ
な
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
ひ
と
つ
、
だ
が
ポ
ー
ル
は
ホ
リ
ー
か
ら
生
き
る
希
望
を
も
ら
っ
た
の
で
あ
る
⋮
⋮
。

　

そ
れ
は
と
も
か
く
、
パ
ソ
コ
ン
も
ワ
ー
プ
ロ
も
な
か
っ
た
時
代
で
あ
る
。
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
や
そ
の
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
が

映
画
作
品
の
小
道
具
と
し
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
役
割
を
は
た
し
た
の
は
、
当
時
そ
れ
ら
が
き
わ
め
て
ア
ッ
プ
ツ
ー
デ
ー
ト

な
ツ
ー
ル
だ
っ
た
こ
と
の
証
だ
ろ
う
。

●
布
ク
ロ
ス
の
基
本
製
品
が
出
そ
ろ
う

　

創
業
期
に
つ
づ
い
て
こ
の
期
も
、
ひ
た
す
ら
﹁
ク
ロ
ス
本
業
﹂
を
め
ざ
し
た
一
時
期
で
あ
っ
た
。
新
製
品
の
開
発
が
精

力
的
に
す
す
め
ら
れ
、
ク
ロ
ス
製
品
群
は
し
だ
い
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
っ
た
。
一
九
三
五
年
︵
昭
和
一
〇
︶
前
後
の
製
品
構

成
は
、
お
よ
そ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス

　

黒
色
物
︵
ラ
ク
ダ
印
、
キ
ン
グ
印
、
ツ
バ
メ
印
、
ツ
ル
印
︶、
カ
ラ
ー
物
︵
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
印
、
ツ
バ
メ
印
︶、
特
殊
物

︵
ア
ー
ト
ベ
ラ
ム
、
ア
ー
ト
カ
ン
ブ
リ
ッ
ク
、
バ
ク
ラ
ム
、
カ
ン
バ
ス
、
エ
ク
ル
ダ
、
プ
リ
ン
ト
、
リ
ネ
ン
、
ニ
ッ
ポ
ン

タイプライターリボン
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リ
ネ
ン
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
プ
レ
ン
、
エ
キ
ス
ト
ラ
プ
レ
ン
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
リ
ネ
ン
、
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
、
桜
リ
ネ
ン
︶、
そ
の

他
︵
裏
貼
金か

な

巾き
ん

、
裏
貼
ポ
プ
リ
ン
、
梅
ク
ロ
ス
、
寒
冷
紗
︶

・
ブ
ラ
イ
ン
ド
ク
ロ
ス
︵
Ａ
印
、
Ｃ
印
︶

・
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ク
ロ
ス
︵
サ
カ
ブ
ラ
イ
ト
印
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
印
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
印
︶

・
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
リ
ボ
ン
︵
サ
カ
ブ
ラ
イ
ト
印
、
ラ
ス
ト
ロ
ン
グ
印
、
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
印
︶

・
そ
の
他

　

ウ
ォ
ー
ル
ク
ロ
ス
、
包
装
ク
ロ
ス
、
紙
レ
ザ
ー
、
布
テ
ー
プ
、
荷
札
ク
ロ
ス
、
絶
縁
ク
ロ
ス
、
セ
ル
ク
ロ
ス

　　

注
目
は
黒
一
色
だ
っ
た
教
科
書
用
の
ク
ロ
ス
に
カ
ラ
ー
物
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　

一
九
三
三
年
︵
昭
和
八
︶
四
月
の
国
定
第
四
期
、﹁
サ
イ
タ　

サ
イ
タ　

サ
ク
ラ　

ガ　

サ
イ
タ
﹂
で
は
じ
ま
る
﹁
サ

ク
ラ
本
﹂
か
ら
は
、
内
容
だ
け
で
な
く
装
幀
も
お
お
き
く
変
わ
っ
た
。

　

表
紙
︵
丸
編
み
貼
り
合
わ
せ
板
紙
︶
は
灰
色
か
ら
薄
茶
色
に
な
っ
て
二
色
刷
り
、
本
文
も
四
色
刷
り
に
な
っ
た
。
カ
ラ

フ
ル
な
挿
し
絵
が
収
録
さ
れ
、
ク
ロ
ス
も
一
色
か
ら
カ
ラ
ー
物
が
つ
か
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
布
ク
ロ
ス
の
基
本
品
と
さ
れ
る
﹁
プ
レ
ン
﹂﹁
ベ
ラ
ム
﹂﹁
カ
ン
バ
ス
﹂﹁
バ
ク
ラ
ム
﹂﹁
カ
ン
ブ
リ
ッ
ク
﹂
な
ど

も
特
殊
物
と
し
て
登
場
し
て
き
て
い
る
。

　

プ
レ
ン
調
と
は
平
織
の
薄
い
綿
布
に
塗
料
を
薄
く
塗
っ
て
生
地
の
糸
目
を
つ
ぶ
し
、
強
く
カ
レ
ン
ダ
ー
を
か
け
、
表
面

を
平
ら
で
な
め
ら
か
に
仕
上
げ
た
ク
ロ
ス
で
あ
る
。
艶
、
光
沢
に
す
ぐ
れ
、
細
か
い
箔
押
し
に
適
し
て
い
る
。

　

ベ
ラ
ム
調
は
生
地
目
を
強
調
せ
ず
に
平
ら
で
な
め
ら
か
、
さ
ら
に
表
面
に
艶
を
つ
け
た
布
ク
ロ
ス
で
あ
る
。

　

カ
ン
バ
ス
調
と
は
太
い
綿
糸
で
固
く
織
っ
た
生
地
に
着
色
し
た
塗
料
を
塗
っ
た
も
の
。
糸
目
と
織
り
目
が
く
っ
き
り
と

し
た
布
ク
ロ
ス
で
、
耐
久
性
に
す
ぐ
れ
、
豪
華
本
や
大
型
本
の
装
幀
に
つ
か
わ
れ
る
。

　

バ
ク
ラ
ム
調
は
厚
手
の
綿
織
物
を
つ
か
い
、
生
地
目
が
浮
き
立
つ
よ
う
に
仕
上
げ
た
も
の
。
重
厚
に
し
て
落
ち
つ
き
の

あ
る
布
ク
ロ
ス
で
あ
る
。

　

カ
ン
ブ
リ
ッ
ク
調
は
マ
ッ
ト
調
の
布
ク
ロ
ス
で
、
細
布
の
き
め
こ
ま
か
さ
、
さ
ら
に
ソ
フ
ト
な
手
触
り
が
あ
る
。
裏
面

に
極
薄
の
紙
を
裏
打
ち
し
て
あ
る
た
め
、
バ
リ
ッ
と
し
た
感
触
が
あ
る
。

　

製
品
面
か
ら
み
て
﹁
ク
ロ
ス
本
業
﹂
の
内
実
は
、
一
九
三
五
年
︵
昭
和
一
〇
︶
前
後
に
ほ
ぼ
と
と
の
っ
た
と
み
て
い
い

だ
ろ
う
。

昭和初期のブランド・ラベル
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第
二
節  
染
再
整
は
得
意
分
野
に
し
ぼ
る

●
技
術
力
を
活
か
す
道
を
選
択

　

輸
出
用
人
絹
織
物
の
加
工
で
、
日
本
ク
ロ
ス
草
創
期
の
経
営
を
さ
さ
え
て
き
た
染
再
整
部
門
は
、
昭
和
恐
慌
で
大
き
な

打
撃
を
う
け
た
。
為
替
相
場
の
変
動
や
、
満
州
事
変
の
勃ぼ

っ

発ぱ
つ

、
国
内
で
は
人
絹
原
糸
の
大
暴
落
に
よ
っ
て
加
工
賃
ま
で
値

く
ず
れ
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
染
色
業
界
の
構
造
変
化
が
加
わ
っ
て
、
む
ず
か
し
い
選
択
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
輸
出
向
け
人
絹
織
物
の

染
色
は
、
も
と
も
と
京
都
が
中
心
だ
っ
た
が
、
昭
和
に
な
る
と
大
阪
、
横
浜
、
さ
ら
に
は
神
戸
、
福
井
の
産
地
が
参
入
し

て
き
た
。
な
か
で
も
福
井
の
新
規
参
入
業
者
は
、
装
置
産
業
的
な
機
械
化
シ
ス
テ
ム
で
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
成
功
し
、
専
業

メ
ー
カ
ー
と
し
て
力
を
つ
け
て
き
た
。
専
業
で
な
い
京
都
の
業
者
は
、
加
工
賃
の
う
え
で
太
刀
打
ち
で
き
な
く
な
っ
て
き

た
の
で
あ
る
。
京
都
業
者
の
加
工
賃
は
一
ヤ
ー
ド
当
た
り
七
～
八
銭
だ
っ
た
が
、
福
井
の
業
者
は
一
銭
と
い
う
あ
り
さ
ま

だ
っ
た
。
競
争
激
化
で
加
工
賃
の
値
下
げ
競
争
が
は
じ
ま
り
、
そ
れ
が
品
質
低
下
を
も
た
ら
し
た
。

﹁M
ade in Japan

﹂
の
イ
メ
ー
ジ
を
そ
こ
な
う
と
い
う
わ
け
で
、
み
か
ね
た
商
工
省
は
一
九
三
二
年
︵
昭
和
七
︶
二
月
、

人
絹
織
物
の
染
色
業
界
に
も
﹁
重
要
産
業
統
制
法
﹂
の
適
用
を
決
め
た
。
品
質
の
向
上
、
加
工
賃
の
統
一
な
ど
を
内
容
と

し
た
も
の
で
、
い
わ
ば
政
府
の
統
制
に
よ
っ
て
乱
れ
た
業
界
の
秩
序
を
た
だ
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
統
制
機
関

と
し
て
日
本
人
絹
染
色
連
合
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。

　

同
社
の
内
実
は
い
わ
ば
工
業
組
合
で
、
産
地
ご
と
に
加
工
数
量
を
割
り
当
て
、
さ
ら
に
各
産
地
の
連
合
会
が
、
傘
下
の

メ
ー
カ
ー
に
加
工
数
量
を
割
り
当
て
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
業
者
は
割
り
当
て
ら
れ
た
数
量
の
ほ
か
一

反
も
自
由
に
加
工
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
。

　

京
都
の
輸
出
染
色
業
界
は
、
こ
の
よ
う
な
国
家
統
制
シ
ス
テ
ム
の
恩
恵
で
よ
う
や
く
命
脈
を
保
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

専
業
メ
ー
カ
ー
を
め
ざ
す
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
特
殊
分
野
に
活
路
を
み
い
だ
す
か
。
日
本
ク
ロ
ス
は
お
お
き
な
岐
路
に

直
面
し
た
。
そ
ん
な
過
渡
期
の
と
ま
ど
い
に
社
内
も
ゆ
れ
た
が
、
最
終
的
に
付
加
価
値
の
高
い
特
殊
加
工
に
生
き
る
道
を

え
ら
び
と
っ
た
。
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●
特
殊
技
術
で
高
級
品
を
あ
つ
か
う

　

昭
和
初
期
か
ら
太
平
洋
戦
争
の
直
前
ま
で
、
染
色
加
工
部
門
は
輸
出
向
け
の
加
工
で
繁
忙
を
き
わ
め
た
。
中
国
・
朝
鮮

を
中
心
に
し
て
人
絹
織
物
の
輸
出
が
増
加
、
新
し
く
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ン
ド
へ
の
輸
出
も
は
じ
ま
り
、
染
色
加
工
部

門
は
一
時
的
だ
が
飛
躍
的
な
発
展
を
と
げ
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
は
当
時
の
企
業
の
規
模
に
適
合
し
た
独
自
の
道
を
あ
ゆ
ん
だ
こ
と
に
よ
る
。

　

日
本
ク
ロ
ス
の
染
色
加
工
部
門
は
、
市
場
で
﹁
人
絹
の
日
本
ク
ロ
ス
﹂
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
そ
の
技
術
力
が
高
く
評
価
さ

れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
草
創
期
か
ら
長
繊
維
織
物
に
こ
だ
わ
り
、
独
自
の
技
術
を
み
が
き
つ
づ
け
て
き
た
か
ら
だ
っ
た
。

　

も
と
も
と
天
然
繊
維
の
み
を
あ
つ
か
っ
て
い
た
こ
ろ
か
ら
、
長
繊
維
織
物
の
染
色
を
主
体
に
独
自
の
技
術
を
み
が
き
、

人
絹
織
物
の
時
代
に
な
っ
て
も
、
交
織
繻
子
な
ど
加
工
度
の
高
い
特
殊
な
分
野
に
着
目
し
て
技
術
力
を
蓄
積
し
て
き
た
の

で
あ
る
。

　

特
殊
な
織
物
を
え
ら
ん
で
、
そ
の
加
工
技
術
を
開
発
す
る
。
技
術
開
発
と
い
う
も
の
に
つ
ね
に
意
欲
的
だ
っ
た
。
た
と

え
ば
満
州
向
け
の
毛も

う

葛か

の
加
工
は
、
日
本
ク
ロ
ス
の
独
自
開
発
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

毛
葛
は
満
州
で
は
高
級
織
物
と
し
て
あ
つ
か
わ
れ
て
い
た
。
シ
ル
キ
ー
な
外
観
を
も
ち
な
が
ら
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
の
あ

る
織
物
で
あ
る
。
も
と
も
と
は
経た

て

糸い
と

が
本
絹
、
緯よ

こ

糸い
と

は
羊
毛
で
織
り
あ
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
日
本
で
は
経
糸
に
人
絹
、
緯

糸
に
綿
を
使
用
し
た
も
の
が
製
品
化
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
日
本
版
の
毛
葛
が
製
品
化
さ
れ
る
と
同
時
に
、
い
ち
早
く
染
色

加
工
に
と
り
く
ん
で
、
そ
の
加
工
技
術
を
完
成
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

毛
葛
の
整
理
加
工
の
受
注
は
長
期
に
わ
た
り
、
そ
の
加
工
賃
は
他
の
輸
出
織
物
に
く
ら
べ
て
約
二
倍
だ
っ
た
の
で
、
収

益
面
で
大
き
く
業
績
に
貢
献
し
た
。
こ
の
ほ
か
イ
ン
ド
輸
出
の
黒
耳
繻
子
の
整
理
加
工
な
ど
も
大
量
に
受
注
し
て
い
る
。

　

新
し
い
染
色
加
工
の
分
野
に
た
え
ず
眼
を
向
け
、
技
術
蓄
積
を
か
さ
ね
て
ゆ
く
と
い
う
の
が
日
本
ク
ロ
ス
染
色
加
工
部

門
の
一
貫
し
た
姿
勢
だ
っ
た
。

再整工場
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第
三
節  
天
神
川
工
場
を
新
設
す
る

●
不
況
の
な
か
で
工
場
の
新
設

　

一
九
二
七
年
︵
昭
和
二
︶
か
ら
翌
一
九
二
八
年
︵
昭
和
三
︶
に
か
け
て
は
金
融
恐
慌
に
よ
っ
て
、
日
本
経
済
は
不
況
の

ど
ん
底
に
あ
っ
た
。
紡
績
業
な
ど
は
大
幅
な
操
業
短
縮
を
強
い
ら
れ
、
と
く
に
織
物
の
業
界
は
深
刻
で
、
八
王
子
、
名
古

屋
、
三
河
、
足
利
、
大
阪
な
ど
の
機
業
地
で
は
多
く
が
休
業
に
追
い
こ
ま
れ
た
。

　

日
本
ク
ロ
ス
の
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
も
売
価
を
下
げ
て
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
が
、
円
本
ブ
ー
ム
に

よ
っ
て
受
注
は
増
大
一
途
、
染
再
整
部
門
も
人
絹
織
物
の
加
工
が
好
調
で
、
本
業
、
副
業
と
も
に
業
績
を
の
ば
し
て
い
た
。

　

ベ
ン
チ
ャ
ー
ゆ
え
に
苦
し
ん
だ
創
業
の
時
代
は
終
わ
り
、
も
は
や
西
陣
の
片
隅
に
あ
る
町
工
場
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら

も
脱
け
だ
そ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
こ
ろ
に
な
る
と
す
で
に
従
業
員
も
二
〇
〇
人
を
超
え
て
い
た
。

　

ク
ロ
ス
工
場
、
染
再
整
工
場
と
も
に
生
産
活
動
が
さ
か
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
、
も
は
や
一
条
工
場
の
規
模
で
の
対
応
が

む
ず
か
し
く
な
っ
て
き
た
。
将
来
の
発
展
を
み
す
え
て
、
増
・
新
設
を
ふ
く
め
た
工
場
の
拡
大
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
の

で
あ
る
。

　

ま
ず
一
条
工
場
の
拡
張
を
画
策
し
た
が
、
界
隈
は
そ
の
こ
ろ
す
で
に
住
宅
地
に
な
っ
て
い
た
。
新
工
場
を
建
設
す
る
用

地
の
確
保
が
む
ず
か
し
い
う
え
に
、
地
域
住
民
の
反
対
に
も
根
強
い
も
の
が
あ
っ
た
。
工
場
は
ク
ロ
ス
の
塗
料
や
染
料
を

つ
か
う
せ
い
も
あ
っ
て
、
白
い
目
で
み
ら
れ
は
じ
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
増
設
や
拡
張
は
ほ
と
ん
ど
無
理
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
新
し
い
立
地
を
も
と
め
て
分
工
場
を
建
設
す
る
こ
と
に
し
て
、一
九
二
八
年
︵
昭
和
三
︶
の
初
頭
か
ら
用
地
探

し
が
は
じ
ま
っ
た
。
新
し
く
建
設
す
る
分
工
場
に
は
染
再
整
部
門
を
全
面
移
転
す
る
と
い
う
の
が
当
初
の
計
画
で
あ
っ
た
。

　

染
色
事
業
に
は
、
な
に
よ
り
も
良
質
な
地
下
水
が
豊
富
に
供
給
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
観
点
か
ら
候
補

地
を
し
ぼ
り
こ
み
、
そ
れ
ぞ
れ
井
戸
を
試
掘
し
て
地
下
水
の
水
質
検
査
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
う
え
で
最
終
的
に
え
ら
ん

だ
の
が
、
か
つ
て
本
社
工
場
の
あ
っ
た
西
京
極
︵
京
都
市
西
京
区
︶
の
あ
た
り
だ
っ
た
。

　

西
京
極
︵
当
時
は
京
都
府
葛く

ず

野の

郡
西
京
極
村
字
川せ

ん

勝し
ょ
う

寺じ

小
字
宮
ノ
東
︶
の
土
地
約
三
〇
〇
〇
坪
を
工
場
用
地
と
し
て

買
収
し
た
の
は
、
一
九
二
八
年
︵
昭
和
三
︶
四
月
で
あ
っ
た
。
当
時
あ
た
り
一
帯
は
広
大
な
農
地
で
、
一
九
三
一
年
︵
昭

和
六
︶
ま
で
は
、
京
都
市
に
編
入
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
京
都
府
下
と
し
て
あ
つ
か
わ
れ
て
い
た
。
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西
京
極
宮
ノ
東
の
地
を
え
ら
ん
だ
の
は
、
何
よ
り
も
地
下
水
の
水
質
が
す
ぐ
れ
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
。
事
実
、
京
都
市

の
主
な
晒

さ
ら
し

工
場
七
社
の
う
ち
六
社
ま
で
が
、
周
辺
に
集
中
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

●
新
工
場
を
天
神
川
工
場
と
す
る

　

西
京
極
の
新
し
い
工
場
は
天
神
川
工
場
と
よ
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。

　

命
名
に
つ
い
て
は
七
つ
の
案
が
あ
っ
た
。
西
七
条
工
場
、
京
極
村
工
場
、
川
勝
寺
工
場
、
七
条
工
場
、
洛
西
工
場
、
宮

ノ
東
工
場
、
そ
し
て
天
神
川
工
場
で
あ
る
。

　

一
九
二
八
年
︵
昭
和
三
︶
六
月
の
臨
時
役
員
会
で
検
討
の
結
果
、
新
し
い
工
場
は
染
再
整
工
場
に
あ
て
る
予
定
だ
か
ら
、

﹁
川
﹂
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
ほ
う
が
の
ぞ
ま
し
い
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
﹁
天
神
川
工
場
﹂
を
え
ら
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

新
工
場
の
建
物
が
完
成
す
る
と
、
染
再
整
部
門
を
全
面
移
転
し
て
染
色
専
用
工
場
と
す
る
。
一
条
工
場
の
ほ
う
は
改
築

し
て
ク
ロ
ス
専
用
工
場
に
す
る
と
い
う
の
が
当
初
の
計
画
だ
っ
た
。

　

工
場
の
建
設
は
用
地
買
収
が
終
わ
る
と
同
時
に
は
じ
ま
り
、
ま
ず
一
九
二
八
年
︵
昭
和
三
︶
一
一
月
に
五
〇
〇
坪
の
新

工
場
建
屋
が
完
成
し
た
。

　

予
定
通
り
に
染
再
整
部
門
の
移
転
が
は
じ
ま
っ
た
の
だ
が
、
一
条
工
場
を
ク
ロ
ス
専
用
工
場
に
す
る
と
い
う
構
想
は
、

思
い
が
け
な
い
奇
禍
で
白
紙
に
も
ど
さ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　

同
年
一
二
月
六
日
、
一
条
工
場
で
原
因
不
明
の
火
災
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
同
日
午
後
一
一
時
ご
ろ
、
生
地
倉
庫
あ

た
り
か
ら
あ
が
っ
た
火
の
手
は
、
生
地
倉
庫
と
本
社
事
務
所
を
焼
き
つ
く
し
、
翌
朝
の
午
前
三
時
に
な
っ
て
よ
う
や
く
鎮

火
し
た
。

　

工
場
の
一
部
に
も
火
災
が
ひ
ろ
が
っ
た
た
め
、
ク
ロ
ス
設
備
の
延
焼
も
懸
念
さ
れ
た
が
、
幸
い
に
し
て
被
災
し
た
工
場

は
移
転
の
す
ん
だ
旧
染
再
整
工
場
で
あ
っ
た
。
ク
ロ
ス
工
場
の
ほ
う
は
ほ
と
ん
ど
被
害
が
な
か
っ
た
。

　

不
慮
の
災
厄
に
み
ま
わ
れ
た
の
だ
と
い
う
わ
け
だ
が
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
移
転
計
画
は
新
し
い
局
面
を
む
か
え
る

こ
と
に
な
る
。
当
初
の
一
部
移
転
と
い
う
計
画
か
ら
、
本
社
・
工
場
を
ふ
く
め
た
全
面
移
転
計
画
が
に
わ
か
に
浮
上
し
て

く
る
の
で
あ
る
。

　

事
態
が
思
わ
ぬ
方
向
に
う
ご
き
だ
し
た
の
は
、
翌
一
二
月
七
日
の
善
後
策
を
め
ぐ
る
臨
時
役
員
会
の
席
上
で
あ
っ
た
。

被
災
し
た
工
場
施
設
を
、
も
と
の
立
地
に
そ
の
ま
ま
復
元
す
る
の
で
は
な
く
、
将
来
を
考
え
る
な
ら
、
天
神
川
工
場
の
ほ

う
に
新
設
し
た
ら
ど
う
か
。
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論
議
を
つ
く
し
た
結
果
、
最
終
的
に
一
条
、
天
神
川
の
両
工
場
、
本
社
事
務
所
も
含
め
て
全
社
の
機
能
を
集
中
す
る
案

を
え
ら
び
と
っ
た
。
か
く
し
て
天
神
川
工
場
に
七
〇
〇
坪
の
ク
ロ
ス
工
場
を
新
築
し
て
、
事
務
所
も
含
め
全
面
移
転
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

●
本
社 

工
場
を
含
め
全
面
移
転

　

天
神
川
工
場
に
新
し
く
ク
ロ
ス
工
場
を
新
築
、
全
社
移
転
す
る
計
画
は
、
さ
っ
そ
く
一
二
月
八
日
か
ら
細
部
を
積
み
あ

げ
、
具
体
的
な
と
り
く
み
が
は
じ
ま
っ
た
。

　

ク
ロ
ス
工
場
の
建
設
は
一
九
二
九
年
︵
昭
和
四
︶
二
月
に
着
工
し
、
五
月
八
日
に
上
棟
式
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
し
て
七

月
に
落
成
す
る
と
、
た
だ
ち
に
一
部
操
業
を
開
始
し
た
。

　

機
械
の
移
転
は
夜
間
に
お
こ
な
っ
た
が
、
工
場
に
通
じ
る
七
条
通
り
は
当
時
、
道
幅
が
せ
ま
く
て
、
車
や
人
が
行
き
来

す
る
昼
間
は
運
べ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ト
ラ
ッ
ク
で
は
な
く
、
輸
送
は
も
っ
ぱ
ら
牛
車
や
馬
車
に
よ
っ
た
。
自
慢
の
四

本
ロ
ー
ル
は
和
歌
山
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
と
い
う
。

　

機
械
設
備
の
移
転
は
三
か
月
を
要
し
た
が
、
一
〇
月
末
に
す
べ
て
終
え
、
翌
一
一
月
か
ら
全
面
操
業
に
は
い
っ
た
。
工

場
の
移
転
と
同
時
に
本
社
事
務
所
も
天
神
川
工
場
に
移
し
、
こ
れ
を
本
社
工
場
と
し
た
が
、
残
務
整
理
の
都
合
か
ら
登
記

簿
の
う
え
で
は
本
社
を
一
条
に
の
こ
し
、
名
実
と
も
に
移
転
を
終
え
た
の
は
一
九
三
一
年
︵
昭
和
六
︶
六
月
で
あ
る
。

　

新
し
い
本
社
工
場
の
敷
地
総
面
積
は
、
一
条
工
場
の
約
二
・
二
倍
に
相
当
す
る
三
二
五
七
坪
で
あ
る
。
第
一
工
場
︵
染

再
整
工
場
︶
は
五
五
〇
坪
、
第
二
工
場
︵
ク
ロ
ス
工
場
︶
は
七
〇
〇
坪
で
あ
っ
た
。

　

当
時
、
工
場
の
周
辺
は
広
大
な
田
畑
だ
っ
た
。
田た

ん

ぼ圃
の
ま
ん
な
か
に
工
場
の
建
屋
が
ぽ
つ
ん
と
あ
る
と
い
う
よ
う
な
あ

り
さ
ま
だ
っ
た
。

　

あ
た
り
一
帯
は
桂
川
に
つ
ら
な
る
湿
地
帯
で
、
あ
ち
こ
ち
に
池
が
あ
っ
た
。
大
雨
に
な
る
と
桂
川
の
堤
防
が
切
れ
て
、

よ
く
洪
水
に
悩
ま
さ
れ
た
。
さ
ら
に
大
雨
が
や
っ
て
く
る
と
広
沢
池
や
大
沢
池
か
ら
あ
ふ
れ
た
水
が
御お

室む
ろ

川
を
氾は

ん

濫ら
ん

さ
せ

て
工
場
に
ま
で
流
れ
こ
ん
だ
。
そ
こ
で
三
～
四
尺
も
地
上
げ
し
た
が
、
そ
れ
で
も
安
心
が
で
き
ず
に
さ
ら
に
二
尺
あ
ま
り

地
上
げ
し
た
。
洪
水
の
た
び
に
当
時
の
従
業
員
は
色
め
き
立
っ
た
。
モ
ー
タ
ー
だ
け
は
ぬ
ら
し
て
は
な
ら
な
い
と
、
連
結

機
の
モ
ー
タ
ー
を
ロ
ー
プ
で
つ
り
あ
げ
た
。
工
場
の
周
辺
に
は
綱
を
は
り
め
ぐ
ら
せ
、
従
業
員
た
ち
は
流
さ
れ
な
い
よ
う

に
綱
を
た
ぐ
り
な
が
ら
あ
る
い
た
と
い
う
。

　

一
九
三
四
年
︵
昭
和
九
︶
に
な
っ
て
、
さ
ら
に
四
尺
ほ
ど
地
上
げ
し
て
か
ら
は
、
よ
う
や
く
水
禍
に
悩
む
こ
と
は
な
く

操業間もない本社工場
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な
っ
た
。

●
新
工
場
で
創
立
一
〇
周
年
の
祝
賀
式

　

一
九
二
九
年
︵
昭
和
四
︶
は
創
立
一
〇
周
年
に
あ
た
る
。

　

本
来
な
ら
ば
創
立
記
念
日
の
八
月
一
八
日
に
祝
賀
式
典
を
と
り
お
こ
な
い
、
従
業
員
に
は
餠も

ち

料り
ょ
うが

ふ
る
ま
わ
れ
る
と
こ

ろ
だ
が
、
八
月
は
ま
だ
社
運
を
か
け
た
本
社
・
工
場
移
転
が
進
行
中
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
創
立
記
念
式
典
は
竣
工
祝
賀
式

典
と
あ
わ
せ
て
と
り
お
こ
な
う
こ
と
に
し
た
。
ひ
と
ま
ず
延
期
し
た
う
え
で
、
設
備
移
転
が
す
べ
て
終
わ
り
、
新
工
場
が

全
面
操
業
に
は
い
っ
た
一
一
月
の
一
二
日
に
と
り
お
こ
な
っ
た
。

　

創
立
一
〇
周
年
当
時
の
従
業
員
数
は
二
三
〇
人
で
あ
っ
た
。

　

工
場
内
の
機
械
の
あ
い
だ
に
集
ま
っ
た
従
業
員
た
ち
を
前
に
し
て
、
専
務
の
坂
部
三
次
は
次
の
よ
う
に
訓
示
し
た
。

　

新
工
場
の
完
成
と
と
も
に
当
社
一
〇
周
年
の
記
念
式
典
を
挙
行
で
き
た
こ
と
は
非
常
な
よ
ろ
こ
び
で
あ
り
ま
す
。

従
業
員
の
皆
さ
ん
と
素
直
に
よ
ろ
こ
び
を
分
か
ち
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

わ
が
社
は
一
〇
年
昔
、
す
で
に
期
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
当
時
、
全
量
輸
入
に
頼
っ
て
い
た
﹁
ブ
ッ
ク
ク
ロ

ス
﹂
の
製
造
に
着
手
し
、
こ
れ
に
全
力
を
傾
注
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
ほ
と
ん
ど
輸
入
を
駆
逐
し
、
輸
出
ま
で
行

っ
て
お
る
状
況
で
す
。︵
以
下
略
︶

　

記
念
行
事
と
し
て
は
、
家
族
招
待
の
運
動
会
が
あ
り
、
工
場
内
の
広
場
︵
旧
京
都
工
場
の
ク
ロ
ス
会
館
あ
た
り
︶
で
開

催
し
た
。
当
日
は
お
り
か
ら
雪
が
降
り
、
オ
ー
バ
ー
コ
ー
ト
が
い
る
ほ
ど
肌
寒
い
気
候
だ
っ
た
と
い
う
。

　

創
立
者
の
坂
部
三
次
の
自
信
に
み
ち
た
訓
示
に
も
あ
る
よ
う
に
、
天
神
川
工
場
の
新
設
に
よ
っ
て
、
創
業
期
の
企
業
基

盤
は
た
し
か
な
も
の
に
な
っ
た
。

　

当
時
は
ま
だ
円
本
ブ
ー
ム
に
よ
る
好
業
績
が
つ
づ
い
て
い
た
。
だ
が
、
の
ち
に
な
っ
て
考
え
る
と
、
こ
の
時
期
に
新
し

い
工
場
建
設
を
実
行
し
た
こ
と
は
時
宜
を
得
た
経
営
判
断
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
建
設
計
画
の
実
行
が

一
年
遅
れ
て
い
た
ら
、
全
面
移
転
は
か
な
り
遅
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
一
九
三
〇
年
︵
昭
和
五
︶
に
な
る
と
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
の
世
界
恐
慌
の
余
波
で
、
日
本
経
済
は
不
況
の
ど
ん
底
に
転
が
り
お
ち
る
。
日
本
ク
ロ
ス
の
業
績
も
運
命

を
と
も
に
し
て
低
迷
、
工
場
建
設
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
や
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

創立10周年記念写真 『日本クロス工業株式會社十周年史』
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第
四
節  
最
初
の
苦
難
を
の
り
き
る

●
金
融
恐
慌
の
な
か
で
も
業
績
を
の
ば
す

　

昭
和
の
初
め
、
日
本
経
済
は
二
つ
の
お
お
き
な
恐
慌
に
襲
わ
れ
て
い
る
。
一
九
二
七
年
︵
昭
和
二
︶
か
ら
の
金
融
恐
慌

と
一
九
三
〇
年
︵
昭
和
五
︶
か
ら
の
昭
和
恐
慌
で
あ
る
。

　

金
融
恐
慌
の
と
き
、
日
本
ク
ロ
ス
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
影
響
を
う
け
て
い
な
い
。
当
時
、
中
小
企
業
の
倒
産
件
数
が
ふ
え
、

繊
維
産
業
の
多
く
は
操
業
短
縮
を
強
い
ら
れ
た
。
絹
糸
や
人
絹
な
ど
は
不
況
カ
ル
テ
ル
で
か
ろ
う
じ
て
の
り
き
る
と
い
う

あ
り
さ
ま
だ
っ
た
。

　

日
本
ク
ロ
ス
は
繊
維
産
業
の
ひ
と
つ
だ
が
、
こ
の
と
き
の
不
況
と
は
ま
る
で
無
縁
だ
っ
た
。
当
時
は
円
本
ブ
ー
ム
の
ま

っ
た
だ
な
か
で
あ
る
。
増
大
し
た
需
要
に
さ
さ
え
ら
れ
て
、
ク
ロ
ス
製
品
は
右
肩
あ
が
り
が
つ
づ
い
て
い
た
。
一
九
二
八

年
︵
昭
和
三
︶
に
は
生
産
量
が
三
〇
〇
万
ヤ
ー
ド
を
突
破
し
て
、
輸
入
実
績
を
大
幅
に
上
ま
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
染
再
整

部
門
も
人
絹
織
物
の
加
工
の
好
調
が
つ
づ
い
て
い
た
。

　

業
績
は
上
昇
一
途
、
本
業
、
副
業
と
も
に
工
場
は
繁
忙
を
き
わ
め
て
い
た
。

　

ク
ロ
ス
工
場
、
染
再
整
工
場
と
も
生
産
規
模
が
増
大
し
て
、
現
有
の
一
条
工
場
で
は
そ
の
規
模
に
限
界
が
み
え
は
じ
め
、

設
備
の
増
設
、
さ
ら
に
は
新
工
場
建
設
が
現
実
問
題
と
し
て
話
題
に
あ
が
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

●
昭
和
恐
慌 

繊
維
不
況
と
い
う
試
練

　

日
本
ク
ロ
ス
に
と
っ
て
最
初
の
試
練
は
一
九
三
〇
年
︵
昭
和
五
︶
か
ら
の
お
よ
そ
四
年
間
で
あ
っ
た
。

　

一
九
二
六
年
︵
大
正
一
五
︶
に
は
じ
ま
っ
た
あ
の
円
本
ブ
ー
ム
は
一
九
二
九
年
︵
昭
和
四
︶
に
終
息
し
た
が
、
そ
れ
に

追
い
う
ち
を
か
け
る
よ
う
に
や
っ
て
き
た
大
不
況
が
、
日
本
ク
ロ
ス
の
業
績
の
う
え
に
も
お
お
き
な
影
を
お
と
し
は
じ
め

る
。

　

昭
和
恐
慌
の
発
端
は
一
九
二
九
年
︵
昭
和
四
︶
一
〇
月
二
四
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
株
式
市
場
で
起
こ
っ
た
大
暴
落
で

あ
る
。
こ
の
ウ
ォ
ー
ル
街
の
衝
撃
は
ア
メ
リ
カ
の
生
産
活
動
を
縮
み
あ
が
ら
せ
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど

創立10周年記念式典
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世
界
各
国
を
巻
き
こ
ん
だ
。
お
の
ず
と
生
産
活
動
は
縮
小
し
、
農
作
物
価
格
の
暴
落
、
海
外
貿
易
の
減
退
と
そ
の
影
響
が

ひ
ろ
が
り
、
い
ま
だ
か
っ
て
な
い
世
界
恐
慌
を
も
た
ら
し
て
し
ま
う
。

　

日
本
で
は
濱は

ま

口ぐ
ち

雄お

幸さ
ち

内
閣
に
よ
る
金
解
禁
を
中
心
と
し
た
不
況
対
策
が
と
ら
れ
た
が
、
こ
れ
が
裏
目
に
出
て
し
ま
う
。

ま
だ
ま
だ
態
勢
が
不
十
分
な
の
に
開
放
体
制
を
と
っ
た
た
め
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
の
世
界
恐
慌
と
い
う
嵐
に
向
か
っ
て
、

あ
え
て
窓
を
ひ
ら
く
格
好
と
な
っ
た
。
日
本
経
済
は
大
不
況
を
ま
る
ご
と
む
か
え
い
れ
て
し
ま
い
、
当
時
日
本
の
二
大
産

業
、
絹
と
綿
の
価
格
が
大
暴
落
し
た
の
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
恐
慌
に
よ
っ
て
贅
沢
品
の
絹
が
売
れ
な
く
な
り
、
た
ち
ま
ち
生
糸
価
格
が
暴
落
し
た
。
綿
布
は
輸
出
先

の
中
国
、
イ
ン
ド
で
農
作
物
や
銀
の
価
格
が
暴
落
し
た
こ
と
か
ら
、
購
買
力
が
減
退
し
て
、
さ
っ
ぱ
り
売
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
綿
布
の
価
格
は
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
も
低
下
し
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
の
誇
る
二
大
産
業
の
業
績
悪
化
は
日
本
経
済
に
決
定
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
も
た
ら
し
た
。

﹁
昭
和
恐
慌
﹂
と
よ
ば
れ
る
大
不
況
時
代
が
や
っ
て
き
て
、
そ
れ
が
日
本
ク
ロ
ス
の
業
績
の
う
え
に
も
お
お
き
な
影
を
お

と
す
こ
と
に
な
る
。
昭
和
恐
慌
の
特
徴
を
あ
げ
れ
ば
、
生
産
水
準
は
そ
の
ま
ま
で
売
価
だ
け
が
大
幅
に
下
落
し
た
と
こ
ろ

に
あ
っ
た
。

　

日
本
ク
ロ
ス
の
業
績
の
う
え
に
も
、
そ
の
傾
向
は
は
っ
き
り
と
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
売
上
高
の
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
る
ク
ロ
ス
部
門
は
、
そ
の
生
産
・
販
売
数
量
を
み
る
か
ぎ
り
大
幅
な
落
ち
こ
み
は
な
い
。
ピ
ー
ク
の
一
九
二
九
年
︵
昭

和
四
︶
か
ら
、
不
況
の
影
響
を
う
け
た
一
九
三
〇
～
三
三
年
︵
昭
和
五
～
八
︶
ま
で
、
生
産
・
販
売
数
量
の
変
動
は
、
最

大
で
も
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

売
上
高
の
減
少
は
平
均
単
価
の
落
ち
こ
み
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
利
益
率
の
低
下
は
原
料
高
が
追
い
う
ち
を
か
け
た
結

果
で
あ
っ
た
。

●
不
況
対
策
で
ひ
た
す
ら
堪
え
る

　

日
本
ク
ロ
ス
の
業
績
悪
化
は
一
九
三
〇
年
︵
昭
和
五
︶
の
前
半
︵
一
月
～
六
月
︶
か
ら
顕
著
に
な
っ
た
。

　

生
産
数
量
こ
そ
現
状
を
維
持
し
た
が
、
売
上
高
で
は
前
期
比
一
七
パ
ー
セ
ン
ト
減
、
利
益
高
は
半
分
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
さ
ら
に
前
期
の
利
益
高
が
通
常
期
の
半
分
に
な
っ
て
い
た
か
ら
、
一
気
に
四
分
の
一
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

事
実
、
一
九
三
〇
年
︵
昭
和
五
︶
前
半
期
と
同
じ
売
上
高
レ
ベ
ル
の
一
九
二
八
年
︵
昭
和
三
︶
前
半
期
と
比
較
す
る
と
、

利
益
高
は
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
落
ち
こ
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
深
刻
な
繊
維
不
況
の
影
響
を
こ
う
む
っ
て
し
ま
っ
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た
の
で
あ
る
。

　

当
時
、
産
業
界
は
恐
慌
対
策
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
産
業
が
カ
ル
テ
ル
を
結
成
し
て
生
産
協
定
や
操
業
短
縮
に
の
り
だ

し
て
い
た
。
綿
紡
は
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
操
業
短
縮
、
絹
、
人
絹
、
生
糸
な
ど
も
一
〇
～
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
生
産
制
限

を
実
施
し
て
い
た
。
そ
の
せ
い
で
生
産
物
の
価
格
は
総
じ
て
割
高
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
、
こ
れ
ら
を
原
料

と
し
て
使
用
す
る
日
本
ク
ロ
ス
の
よ
う
な
繊
維
の
二
次
メ
ー
カ
ー
は
、﹁
原
料
高
・
製
品
安
﹂
と
い
う
事
態
に
向
き
合
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

原
料
は
割
高
に
な
り
、
製
品
は
市
場
環
境
の
悪
化
か
ら
値
下
げ
を
強
い
ら
れ
、
収
益
面
を
お
お
き
く
左
右
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る

　

日
本
ク
ロ
ス
の
業
績
不
振
は
お
よ
そ
五
年
間
つ
づ
い
た
。
一
九
三
一
年
︵
昭
和
六
︶
は
為
替
暴
落
に
よ
る
輸
出
貿
易
不

振
、
さ
ら
に
は
満
州
事
変
の
勃
発
に
よ
る
世
情
不
安
な
ど
が
加
わ
っ
て
ゆ
く
。
一
九
三
二
年
︵
昭
和
七
︶
は
金
輸
出
再
禁

止
︵
前
年
一
二
月
︶
の
影
響
も
あ
っ
て
為
替
相
場
が
暴
落
、﹁
金
よ
り
モ
ノ
へ
﹂
と
い
う
混
乱
状
態
と
な
り
、
さ
ら
に
原

料
価
格
が
暴
騰
し
て
し
ま
う
。
売
上
高
は
二
年
連
続
で
減
少
、
ピ
ー
ク
の
一
九
二
九
年
︵
昭
和
四
︶
を
一
〇
〇
と
す
れ
ば
、

一
九
三
一
年
︵
昭
和
六
︶
は
六
二
、
一
九
三
二
年
︵
昭
和
七
︶
に
な
る
と
五
八
と
大
幅
に
落
ち
こ
ん
だ
。

　

不
況
対
策
に
と
り
く
ん
だ
の
は
一
九
三
〇
年
︵
昭
和
五
︶
後
半
か
ら
で
あ
る
。
役
員
報
酬
の
半
減
、
余
剰
人
員
の
減
少
、

経
費
の
大
幅
削
減
を
は
じ
め
と
す
る
不
況
対
策
を
、
次
つ
ぎ
に
実
行
に
移
し
た
。
四
年
連
続
で
一
割
二
分
を
維
持
し
て
い

た
株
式
配
当
も
六
分
に
減
配
、
低
空
飛
行
の
な
か
で
、
ひ
た
す
ら
堪
え
し
の
ぶ
こ
と
に
な
る
。

　

資
金
面
で
は
安
田
信
託
銀
行
か
ら
資
金
二
〇
万
円
を
低
利
で
借
入
し
て
債
務
整
理
に
あ
て
、
什
器
や
手
持
原
料
の
一
部

を
処
分
し
て
資
金
の
円
滑
化
を
は
か
る
な
ど
、
ひ
た
す
ら
内
部
体
質
の
強
化
に
つ
と
め
た
。

　

大
幅
な
経
費
節
減
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
老
朽
設
備
を
順
次
に
新
鋭
設
備
に
更
新
す
る
な
ど
品
質
と
生
産
性
の
向
上
、

さ
ら
に
は
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
も
全
力
を
そ
そ
い
だ
。
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
は
原
材
料
の
手
あ
て
に
あ
っ
た
。
当
時

は
綿
布
を
は
じ
め
と
す
る
原
材
料
の
相
場
が
め
ま
ぐ
る
し
く
乱
高
下
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
効
果
的
な
入
手
方
法
が
企
業

の
業
績
さ
え
も
左
右
し
た
。
金
解
禁
下
の
イ
ン
フ
レ
時
代
に
は
、
思
惑
買
い
か
ら
生
ず
る
手
持
品
の
評
価
損
や
資
金
の
固

定
化
を
さ
け
る
た
め
に
消
極
策
で
の
ぞ
み
、
ひ
た
す
ら
資
産
内
容
の
健
全
化
に
つ
と
め
た
。
そ
の
結
果
、
相
場
が
反
落
し

た
一
九
三
一
年
︵
昭
和
六
︶
四
月
に
も
、
ほ
と
ん
ど
影
響
を
う
け
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
逆
に
そ
の
と
き
に
割
安
な
原
材

料
を
大
量
に
買
い
こ
み
、
価
格
競
争
力
の
蓄
積
に
つ
と
め
た
の
で
あ
る
。

　

回
復
の
兆
し
が
み
え
て
き
た
の
は
一
九
三
三
年
︵
昭
和
八
︶
後
半
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

　

ク
ロ
ス
部
門
の
新
製
品
が
新
市
場
を
開
拓
、
染
再
整
部
門
は
輸
出
向
け
人
絹
織
物
の
加
工
が
活
発
に
な
り
は
じ
め
、
最
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初
の
ピ
ン
チ
を
脱
出
す
る
き
っ
か
け
を
つ
か
む
の
で
あ
る
。

　

政
府
が
国
民
運
動
と
し
て
展
開
し
た
国
産
品
奨
励
政
策
の
効
果
も
あ
ら
わ
れ
、
一
九
三
四
年
︵
昭
和
九
︶
以
降
、
ク
ロ

ス
の
輸
入
製
品
は
完
全
に
日
本
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら
姿
を
消
し
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
朝
鮮
、
中
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
は

じ
め
と
す
る
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
ま
で
、
日
本
ク
ロ
ス
製
品
が
輸
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
九
三
三
年
︵
昭
和
八
︶
ご
ろ
か
ら
は
、
イ
ン
ド
輸
出
も
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
当
時
イ
ン
ド
で
は
民
族
主
義
の
た
か
ま

り
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
製
品
を
排
斥
す
る
う
ご
き
が
に
わ
か
に
活
発
に
な
り
、
か
わ
っ
て
日
本
製
品
に
目
が
向
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
の
時
期
、
イ
ン
ド
の
経
典
、
教
科
書
用
に
大
量
の
ク
ロ
ス
製
品
を
輸
出
し
て
い
る
。

　

ア
ジ
ア
地
域
へ
の
輸
出
が
活
発
化
す
る
に
と
も
な
い
、
海
外
へ
の
工
場
進
出
を
具
体
的
に
検
討
し
た
時
期
も
あ
っ
た
。

事
実
、
専
務
の
坂
部
三
次
は
一
九
三
三
年
︵
昭
和
八
︶
六
月
か
ら
三
か
月
に
わ
た
っ
て
東
南
ア
ジ
ア
を
視
察
し
て
い
る
。

そ
れ
は
ジ
ャ
ワ
の
バ
ン
ド
ン
に
工
場
を
建
設
し
よ
う
と
い
う
腹
案
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。



戦
時
の
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海
の
向
こ
う
で
戦
争
が
は
じ
ま
る

　

戦
争
と
い
う
戦
争
は
す
べ
て
、
ひ
ょ
ん
な
き
っ
か
け
で
は
じ
ま
る
。

　

時
は
一
九
三
七
年
︵
昭
和
一
二
︶
七
月
七
日
、
午
後
一
〇
時
半
ご
ろ
で
あ
る
。

中
国
の
北ペ

イ

平ピ
ン

︵
北
京
︶
郊
外
の
闇
夜
を
一
発
の
銃
声
が
き
り
さ
い
た
。
大
隊
を
擁よ

う

し
て
向
か
い
合
っ
て
い
た
日
本
軍
と
中
国
軍
は
色
め
き
立
っ
た
。

　

日
本
側
は
中
国
軍
の
兵
士
が
発
射
し
た
も
の
だ
と
主
張
、
中
国
側
は
日
本
軍
の

謀
略
だ
と
す
る
。
夜
間
演
習
を
し
て
い
た
日
本
軍
の
兵
士
が
放
っ
た
空
砲
射
撃
を
、

敵
襲
と
勘
ち
が
い
し
て
反
射
的
に
撃
ち
か
え
し
た
ら
し
い
の
だ
が
、
本
当
の
と
こ

ろ
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　

後
に
こ
れ
が
﹁
運
命
の
一
発
﹂
と
い
わ
れ
、
日
中
戦
争
の
幕
あ
け
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
日
米
戦
争
へ
と
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　

日
中
両
軍
の
本
格
的
な
激
突
は
一
九
三
七
年
︵
昭
和
一
二
︶
八
月
に
は
じ
ま
り
、

中
国
・
華
北
か
ら
国
際
都
市
・
上
海
に
お
よ
び
、
さ
ら
に
は
首
都
・
南
京
に
ま
で

真珠湾攻撃で炎上するアメリカ陸軍飛行場（海軍提供）

世
界
中
が

戦
争
一
色
の
時
代

日
中
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
へ

時
代
と
世
相
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ひ
ろ
が
り
全
面
戦
争
に
な
っ
て
ゆ
く
。
あ
の
﹁
南
京
虐
殺
﹂
事
件
は
こ
の
と
き
の

も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
仲
介
で
和
平
工
作
が
試
み
ら
れ
た
が
、
合
意
に

は
い
た
ら
ず
、
戦
争
は
泥
沼
化
し
て
い
っ
た
。

　

日
中
戦
争
は
ア
ジ
ア
の
覇
権
を
め
ぐ
る
欧
米
、
ロ
シ
ア
と
の
戦
い
と
い
う
側
面

も
あ
っ
て
、
退
く
に
退
け
な
い
袋
小
路
に
追
い
こ
ま
れ
て
い
っ
た
。
も
っ
と
も
そ

の
当
時
、
戦
争
を
し
て
い
た
の
は
日
本
だ
け
で
な
い
。
主
要
な
国
々
を
み
わ
た
し

て
、
ほ
と
ん
ど
の
国
が
戦
争
を
し
て
い
た
と
い
う
時
代
で
も
あ
っ
た
。

　

日
中
戦
争
の
は
じ
ま
り
は
、
日
本
経
済
に
も
お
お
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
。

巨
大
な
軍
事
支
出
を
ま
か
な
い
つ
つ
、
イ
ン
フ
レ
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
近こ

の

衛え

文ふ
み

麿ま
ろ

内
閣
は
﹁
国
家
総
動
員
法
﹂
を
成
立
さ
せ
た
。﹁
挙
国
一
致
﹂﹁
尽じ

ん

忠ち
ゅ
う

報ほ
う

国こ
く

﹂

の
精
神
で
戦
争
へ
の
協
力
を
も
と
め
る
国
民
運
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。

﹁
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
は
や
め
ま
し
ょ
う
﹂﹁
ぜ
い
た
く
は
敵
だ
﹂
な
ど
と
い
っ
た
ス
ロ

ー
ガ
ン
が
か
か
げ
ら
れ
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
あ
る
。

　

国
を
あ
げ
て
経
済
統
制
に
の
り
だ
し
、
民
需
品
の
生
産
や
輸
入
に
き
び
し
い
制

限
を
加
え
、
自
由
な
消
費
生
活
を
い
ま
し
め
る
一
方
、
綿
花
や
羊
毛
の
輸
入
も
お

さ
え
た
の
で
、
純
綿
や
純
毛
の
衣
類
な
ど
は
し
だ
い
に
姿
を
消
し
て
い
っ
た
。

戦
地
は
遠
く
国
内
は
消
費
ブ
ー
ム

　

日
中
戦
争
の
長
期
化
に
と
も
な
い
、
国
民
生
活
へ
の
締
め
つ
け
も
き
び
し
く
な

っ
て
、
息
苦
し
さ
が
増
し
て
ゆ
く
。
だ
が
国
民
の
目
線
か
ら
す
れ
ば
、
戦
争
の
影

を
そ
れ
ほ
ど
身
近
に
感
じ
て
い
な
か
っ
た
。

　

国
内
で
戦
争
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
戦
地
は
は
る
か
遠
い
海
の
向
こ
う
だ

っ
た
。
す
で
に
多
数
の
戦
死
者
を
出
し
て
い
た
と
は
い
え
、
戦
地
の
悲
惨
な
状
況

は
一
般
国
民
に
は
知
ら
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ほ
ど
切
迫
感
も
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。

　

中
国
と
全
面
戦
争
、
そ
ん
な
日
本
の
う
ご
き
に
異
を
と
な
え
る
米
国
や
英
国
と

の
関
係
も
、
ま
す
ま
す
わ
る
く
な
っ
て
い
た
が
、
国
民
は
そ
ん
な
情
報
か
ら
も
遠

ざ
け
ら
れ
、
国
際
情
勢
も
あ
ま
り
よ
く
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

日
中
戦
争
の
勃
発
で
政
府
は
一
九
三
八
年
︵
昭
和
一
三
︶
七
月
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
の
返
上
と
万
国
博
の
延
期
を
決
め
、
緊
張
感
を
あ
お
っ
た
が
、
国
民

の
多
く
は
九
月
に
封
切
ら
れ
た
メ
ロ
ド
ラ
マ
映
画
﹃
愛
染
か
つ
ら
﹄
を
観
る
た
め

に
映
画
館
に
走
り
、
主
題
歌
﹁
旅
の
夜
風
﹂
の
レ
コ
ー
ド
を
競
っ
て
買
い
も
と
め

る
と
い
う
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
。

　

映
画
館
は
つ
ね
に
満
員
、
一
九
二
六
年
︵
昭
和
元
︶
ご
ろ
は
一
〇
〇
〇
館
あ
ま

り
だ
っ
た
映
画
館
が
一
九
四
〇
年
︵
昭
和
一
五
︶
に
は
倍
増
、
国
民
は
一
人
当
た

り
年
間
平
均
六
本
の
映
画
を
観
て
い
た
。
こ
ど
も
た
ち
に
は
ド
タ
バ
タ
喜
劇
や
チ

ャ
ン
バ
ラ
映
画
が
好
評
で
、
エ
ノ
ケ
ン
、
尾
上
松
之
助
、
阪
東
妻
三
郎
ら
が
ヒ
ー

ロ
ー
、
大
人
は
洋
画
に
あ
こ
が
れ
、﹃
会
議
は
踊
る
﹄
や
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
﹃
モ

ダ
ン
・
タ
イ
ム
ス
﹄﹃
街
の
灯
﹄
な
ど
を
も
て
は
や
し
た
。

　

注
目
す
べ
き
は
時
な
ら
ぬ
観
光
・
消
費
ブ
ー
ム
で
あ
る
。
デ
パ
ー
ト
の
売
上
高

は
一
九
四
〇
年
︵
昭
和
一
五
︶
ま
で
は
右
肩
上
が
り
、
奈
良
・
伊
勢
・
宮
崎
の
建

国
聖
地
巡
礼
な
ど
旅
行
ブ
ー
ム
が
や
っ
て
き
た
。
熱
海
の
温
泉
宿
は
つ
ね
に
満
室
、

富
士
山
や
富
士
五
湖
周
辺
に
も
観
光
客
が
つ
め
か
け
、
休
日
の
列
車
は
大
混
雑
し

て
い
た
。
厚
生
省
が
健
康
の
維
持
増
進
を
よ
び
か
け
、
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
を
ふ
く

む
観
光
旅
行
を
国
の
﹁
健
民
政
策
﹂
の
ひ
と
つ
に
と
り
あ
げ
て
い
た
。
つ
ま
り
国

家
が
旅
行
ブ
ー
ム
を
後
押
し
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
軍
需
景
気
で
浮
か
れ
る
人
た

ち
も
い
れ
ば
、
一
家
の
大
黒
柱
や
働
き
手
を
出
征
で
も
っ
て
い
か
れ
、
暮
ら
し
向

き
が
わ
る
く
な
る
人
た
ち
も
い
た
。
都
市
で
も
農
村
で
も
格
差
が
ひ
ろ
が
っ
て
、

不
公
平
感
や
い
ら
だ
ち
で
、
国
民
の
あ
い
だ
に
は
虚む

な

し
さ
が
募つ

の

っ
て
い
っ
た
。

日
米
戦
争
が
始
ま
る

﹁
大
本
営
陸
海
軍
部
、
一
二
月
八
日
午
前
六
時
発
表
。
帝
国
陸
海
軍
は
本
八
日
未
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明
、
西
太
平
洋
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
軍
と
戦
闘
状
態
に
入
れ
り
﹂

⋮
⋮
。

　

ラ
ジ
オ
が
臨
時
ニ
ュ
ー
ス
を
つ
た
え
た
の
は
一
九
四
一
年
︵
昭
和
一
六
︶
一
二

月
八
日
、
午
前
七
時
、
真
珠
湾
攻
撃
か
ら
数
時
間
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

日
中
戦
争
で
米
国
と
の
関
係
が
決
定
的
に
わ
る
く
な
る
な
か
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
第
二
次
世
界
大
戦
が
勃
発
、
ド
イ
ツ
の
電
撃
作
戦
が
成
功
し
て
、
一
九
四
〇
年

︵
昭
和
一
五
︶
六
月
に
は
パ
リ
が
陥か

ん

落ら
く

す
る
。

﹁
バ
ス
に
の
り
遅
れ
る
な
﹂
と
、
日
本
国
内
で
は
ド
イ
ツ
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強

化
す
べ
き
と
い
う
声
が
た
か
ま
り
、
一
九
四
〇
年
︵
昭
和
一
五
︶
九
月
、
日
独
伊

三
国
同
盟
が
成
立
す
る
。

　

米
国
の
対
日
不
信
は
ま
す
ま
す
深
ま
り
、
米
国
務
長
官
ハ
ル
は
同
年
九
月
、

﹁
米
国
は
、
対
英
、
対
中
援
助
を
ふ
や
し
、
日
本
に
対
す
る
経
済
的
な
圧
力
を
強

め
る
﹂
と
い
う
声
明
を
発
表
、
日
本
は
窮
地
に
立
た
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

日
本
軍
が
一
九
四
一
年
︵
昭
和
一
六
︶
七
月
に
南
部
仏
印
︵
フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン

ド
シ
ナ
︶
に
進
駐
す
る
と
、
米
国
の
態
度
は
さ
ら
に
強
硬
な
も
の
と
な
る
。
東
南

ア
ジ
ア
に
勢
力
を
ひ
ろ
げ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
脅
威
か
ら

在
米
資
産
の
凍
結
と
石
油
の
対
日
全
面
禁
輸
を
発
表
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て

日
米
の
対
立
は
決
定
的
な
も
の
に
な
り
、
日
本
は
石
油
を
買
っ
て
い
た
国
を
敵
に

ま
わ
す
こ
と
に
な
る
。
国
力
差
に
眼
を
つ
ぶ
っ
て
無
謀
な
戦
争
に
突
き
す
す
ん
で

い
っ
た
。

　

そ
し
て
運
命
の
日
を
む
か
え
た
の
で
あ
る
。

　

空
母
六
隻
か
ら
な
る
日
本
海
軍
の
機
動
部
隊
が
ハ
ワ
イ
真
珠
湾
の
米
太
平
洋
艦

隊
に
奇
襲
を
か
け
、
南
方
で
は
陸
軍
が
マ
レ
ー
半
島
で
突
進
を
開
始
し
た
。

　

首
尾
よ
く
米
太
平
洋
艦
隊
の
主
力
を
撃
破
し
、
南
方
資
源
を
確
保
す
る
と
い
う

目
的
を
達
成
、
さ
ら
に
一
九
四
二
年
︵
昭
和
一
七
︶
春
ま
で
に
香
港
、
マ
レ
ー
、

マ
ニ
ラ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
占
領
す
る
と
い
う
攻
勢
が
つ
づ
い
た
が
、
支
配
地
域

は
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
太
平
洋
に
お
よ
ぶ
広
大
な
も
の
と
な
り
、
戦
線
を
維
持
す
る

た
め
の
兵
力
や
石
油
な
ど
物
資
の
補
給
に
苦
し
む
こ
と
と
な
る
。

　

戦
局
の
楽
観
視
が
慢
心
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
べ
き
か
。
一
九
四
二
年
︵
昭
和

一
七
︶
六
月
に
は
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
で
敗
北
、
つ
づ
い
て
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
で

も
敗
れ
て
撤
退
さ
せ
ら
れ
た
。
戦
い
が
長
期
戦
と
な
る
に
つ
れ
、
し
だ
い
に
攻
守

は
反
転
し
て
、
日
本
は
ど
ん
ど
ん
勝
機
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

銃
後
の
暮
ら
し

　

日
米
開
戦
に
国
民
は
不
安
を
抱
い
て
い
た
が
、
事
の
重
大
さ
に
は
気
づ
い
て
い

な
か
っ
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
は
政
府
と
軍
部
と
に
き
び
し
い
情
報
統
制
を
強
い
ら
れ
、
国
民
に
と

ど
け
ら
れ
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
﹁
大
本
営
発
表
﹂
と
い
う
作
為
的
な
情
報
ば
か
り

で
、
戦
争
の
真
実
は
、
ま
っ
た
く
つ
た
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
国
民
は

長
期
の
﹁
総
力
戦
﹂
に
駆
り
た
て
ら
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

銃
後
の
国
内
で
は
、
戦
況
の
悪
化
に
つ
れ
て
生
活
必
需
品
の
不
足
が
深
刻
化
し

て
、
国
民
生
活
は
ほ
と
ん
ど
破
綻
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
で
も
国
民
は
従

順
で
、
物
資
不
足
と
イ
ン
フ
レ
に
苦
し
み
な
が
ら
も
、﹁
欲
し
が
り
ま
せ
ん
、
勝

つ
ま
で
は
﹂
と
、
ひ
た
す
ら
耐
え
て
い
た
。

　

敗
色
が
濃
厚
と
な
っ
た
一
九
四
三
年
︵
昭
和
一
八
︶
に
な
る
と
、
政
府
は
繊
維

産
業
な
ど
平
和
的
な
産
業
を
整
理
統
合
し
、
軍
需
工
場
に
転
用
し
た
り
、
機
械
設

備
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
し
て
鉄
鋼
生
産
に
あ
て
た
り
し
た
。
国
家
総
動
員
法
に
よ
る

徴
用
も
強
化
さ
れ
、
強
制
的
に
転
業
さ
せ
ら
れ
る
労
働
者
も
あ
い
つ
い
だ
。
生
活

必
需
品
の
生
産
は
ま
す
ま
す
低
下
し
て
、
も
は
や
配
給
制
も
維
持
で
き
な
く
な
る

時
代
と
世
相
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ほ
ど
食
糧
不
足
が
深
刻
に
な
っ
た
。
米
の
収
穫
の
激
減
に
よ
る
も
の
だ
が
、
そ
れ

は
軍
需
工
場
へ
の
動
員
な
ど
に
よ
る
農
業
労
働
力
の
減
少
、
さ
ら
に
は
農
機
具
や

肥
料
の
不
足
な
ど
が
原
因
で
あ
っ
た
。
ひ
と
り
一
日
二
合
三
勺
だ
っ
た
米
の
配
給

は
、
一
九
四
五
年
︵
昭
和
二
〇
︶
七
月
に
は
二
合
一
勺
に
な
っ
て
ゆ
く
。
野
菜
も

粗
悪
な
筋
だ
ら
け
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
国
民
は
行
列
買
い
や
闇
買
い
、

農
家
へ
の
買
い
出
し
に
走
っ
た
。

　

衣
生
活
も
戦
時
一
色
と
な
り
、
決
戦
下
の
男
女
の
服
装
と
し
て
、
国
民
服
や
も

ん
ぺ
な
ど
を
着
用
す
る
人
た
ち
が
ふ
え
た
。

　

労
働
力
不
足
か
ら
学
校
も
戦
時
体
制
に
く
み
こ
ま
れ
、
学
生
や
生
徒
の
動
員
が

は
じ
ま
っ
た
。
勤
労
奉
仕
と
し
て
軍
需
工
場
で
働
か
せ
、
一
九
四
三
年
︵
昭
和
一

八
︶
か
ら
は
徴
兵
猶
予
を
停
止
し
て
学
徒
出
陣
が
は
じ
ま
っ
た
。
全
国
の
学
校
で

は
﹁
報
国
隊
﹂
が
つ
く
ら
れ
、
農
作
業
に
動
員
、
あ
る
い
は
軍
需
工
場
で
兵
器
の

製
造
に
あ
た
ら
せ
た
。

　

女
生
徒
も
学
徒
動
員
に
駆
り
だ
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
気
球
爆
弾
造
り
な
ど
は
そ

の
典
型
的
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
紙
で
つ
く
っ
た
気
球
に
爆
弾
を
装
塡
し
て
米
国
に

向
け
て
放
つ
。
そ
れ
が
陸
軍
の
気
球
爆
弾
に
よ
る
作
戦
だ
っ
た
が
、
和
紙
を
貼
り

合
わ
せ
て
気
球
を
つ
く
る
作
業
に
、
女
生
徒
が
あ
つ
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
彼
女

た
ち
は
各
地
の
工
場
や
公
共
の
施
設
で
、
こ
ん
に
ゃ
く
糊
で
貼
り
合
わ
せ
た
和
紙

を
つ
か
っ
て
気
球
に
仕
上
げ
る
作
業
を
つ
づ
け
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
四
四
年
︵
昭
和
一
九
︶
に
な
る
と
、
本
土
空
襲
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
な
っ
た
。

東
京
な
ど
大
都
市
が
空
爆
で
破
壊
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
窓
か
ら
も
れ
る
灯
り
が

敵
機
へ
の
目
印
に
な
る
と
し
て
﹁
灯
火
管
制
﹂
が
し
か
れ
た
。
電
灯
に
は
黒
い
布

や
傘
を
か
ぶ
せ
、
夜
は
暗
闇
の
な
か
で
過
ご
さ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

銀座に登場した「ぜいたくは敵だ！」の立て看板

灯火管制で電灯に遮光カバーをつける



122

第
一
節  
油ゆ

布ふ 

硝し
ょ
う

化か

綿め

ん

レ
ザ
ー
を
開
発
す
る

●
新
素
材 

油
布
に
着
目
す
る

　

本
業
ク
ロ
ス
を
確
立
し
た
あ
と
、
日
本
ク
ロ
ス
が
次
に
着
目
し
た
事
業
は
﹁
油
布
﹂
と
﹁
硝
化
綿
レ
ザ
ー
﹂
で
あ
る
。

　

油
布
は
ビ
ニ
ル
の
先
駆
を
な
す
新
し
い
素
材
、
別
名
は
﹁
油
性
レ
ザ
ー
﹂
で
あ
る
。

　

油
布
と
は
布
地
に
乾
燥
性
の
あ
る
植
物
油
、
た
と
え
ば
桐
油
や
亜あ

麻ま

仁に

油ゆ

を
塗
っ
て
仕
上
げ
た
防
水
性
の
あ
る
シ
ー
ト

の
総
称
で
あ
る
。
ベ
ー
ス
に
使
用
す
る
布
地
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
、﹁
オ
イ
ル
ク
ロ
ス
﹂﹁
オ
イ
ル
シ
ル
ク
﹂﹁
オ
イ
ル
ス
キ

ン
﹂
と
よ
ば
れ
て
い
た
。

　

オ
イ
ル
ク
ロ
ス
は
綿
布
、
麻
布
、
絹
布
な
ど
に
桐
油
な
ど
を
塗
っ
た
も
の
。
防
水
効
果
が
あ
る
た
め
雨
衣
や
雨
具
や
テ

ー
ブ
ル
掛
け
な
ど
に
つ
か
わ
れ
た
。

　

オ
イ
ル
シ
ル
ク
は
羽は

二ぶ
た

重え

な
ど
絹
地
に
乾
性
植
物
油
を
塗
っ
た
防
水
布
で
あ
る
。
薄
地
で
半
透
明
、
軽
量
な
の
が
特
徴

で
、
レ
イ
ン
コ
ー
ト
や
防
水
用
カ
ー
テ
ン
な
ど
に
も
ち
い
ら
れ
た
。

　

オ
イ
ル
ス
キ
ン
は
軽
量
極
薄
の
布
地
に
乾
性
植
物
油
を
塗
っ
た
フ
ィ
ル
ム
状
の
シ
ー
ト
で
あ
る
。

　

防
水
性
の
あ
る
油
布
が
新
素
材
と
し
て
注
目
さ
れ
た
の
は
一
九
三
五
年
︵
昭
和
一
〇
︶
前
後
か
ら
だ
っ
た
。
油
布
で
つ

く
っ
た
舶
来
の
レ
イ
ン
コ
ー
ト
は
、
日
本
で
も
た
ち
ま
ち
流
行
商
品
に
な
っ
た
。
だ
が
、
よ
く
調
べ
て
み
れ
ば
、
そ
れ
は

羽
二
重
と
し
て
輸
出
し
た
も
の
の
逆
輸
入
で
あ
っ
た
。

　

日
本
の
特
産
品
で
あ
る
羽
二
重
は
当
時
輸
出
の
主
力
で
、
大
量
に
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
て
い
た
。
そ
の
羽
二
重
が
加
工
さ

れ
て
油
布
と
な
り
、
そ
の
油
布
が
レ
イ
ン
コ
ー
ト
に
縫
製
さ
れ
て
日
本
に
も
ど
っ
て
き
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
皮
肉
な

事
実
に
注
目
し
て
、
一
九
三
六
年
︵
昭
和
一
一
︶
か
ら
油
布
の
国
産
化
の
研
究
を
は
じ
め
る
と
と
も
に
、
専
務
の
坂
部
三

次
が
同
年
八
月
、
欧
米
視
察
に
お
も
む
い
て
い
る
。
目
的
は
油
布
類
の
現
地
調
査
で
あ
っ
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
で
油
布
は
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
や
乳う

母ば

車ぐ
る
まの

幌ほ
ろ

な
ど
に
つ
か
わ
れ
て
い
た
。
坂
部
が
お
と
ず
れ

た
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
の
ど
の
主
要
都
市
で
も
、
油
布
類
は
ひ
ろ
く
市
場
に
出
ま
わ
っ
て
い
た
。
坂
部
は
そ

の
需
要
の
幅
ひ
ろ
さ
に
お
ど
ろ
き
、
あ
ら
た
め
て
国
産
化
の
決
意
を
か
た
め
た
の
で
あ
る
。

　

油
布
も
布
地
を
ベ
ー
ス
に
し
て
塗
料
を
塗
る
の
だ
か
ら
、
基
本
的
に
は
ク
ロ
ス
と
お
な
じ
塗
装
布
で
あ
る
。
日
本
ク
ロ
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ス
の
技
術
を
も
っ
て
す
れ
ば
生
産
で
き
な
い
わ
け
が
な
い
。
坂
部
は
そ
の
と
き
ド
レ
ス
デ
ン
の
機
械
メ
ー
カ
ー
・
ケ
ー
ビ

ッ
ヒ
で
油
布
の
生
産
設
備
の
購
入
を
約
し
て
帰
国
し
て
い
る
。

●
社
運
を
賭
け
た
大
事
業

　

新
事
業
と
な
る
油
布
製
造
の
技
術
担
当
に
指
名
さ
れ
た
の
は
当
時
三
四
歳
の
村
中
晃あ

き
らで

あ
っ
た
。

　

村
中
は
一
九
三
七
年
︵
昭
和
一
二
︶
五
月
、
技
術
研
修
の
た
め
に
ド
イ
ツ
に
向
か
っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
ま

で
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
経
由
で
二
週
間
か
か
っ
た
と
い
う
。

　

村
中
は
ベ
ル
リ
ン
と
ド
レ
ス
デ
ン
に
お
よ
そ
五
か
月
滞
在
し
て
い
る
。
ベ
ル
リ
ン
で
は
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
あ
る

ド
ク
タ
ー
・
ボ
ラ
ー
の
研
究
室
に
か
よ
っ
て
生
産
技
術
の
研
修
を
か
さ
ね
、
最
後
は
ド
レ
ス
デ
ン
の
ケ
ー
ビ
ッ
ヒ
で
油
布

製
造
の
機
械
が
で
き
あ
が
る
の
を
み
と
ど
け
た
う
え
で
帰
国
し
て
い
る
。

　

日
本
ク
ロ
ス
に
と
っ
て
油
布
生
産
は
、
初
め
て
の
海
外
か
ら
の
技
術
導
入
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
規
模
か
ら
み
て
も
社

運
を
か
け
た
大
事
業
で
あ
っ
た
。
油
布
事
業
へ
の
投
資
額
は
総
額
一
九
万
円
で
、
そ
の
内
訳
は
製
造
機
械
購
入
費
九
万
円
、

建
物
建
設
と
乾
燥
室
設
置
費
用
一
〇
万
円
で
あ
る
。
当
時
の
資
本
金
は
五
〇
万
円
だ
っ
た
こ
と
か
ら
み
て
も
、
い
か
に
大

規
模
な
投
資
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
。

　

油
布
工
場
は
京
都
本
社
工
場
内
の
旧
染
工
場
の
跡
地
に
新
設
す
る
こ
と
に
な
り
、
建
設
工
事
は
一
九
三
八
年
︵
昭
和
一

三
︶
一
月
か
ら
は
じ
ま
り
、
一
九
三
八
年
︵
昭
和
一
三
︶
夏
に
全
面
稼
働
し
て
い
る
。

　

工
場
内
に
は
間
口
六
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
六
〇
メ
ー
ト
ル
と
い
う
大
き
な
乾
燥
室
を
二
室
設
置
し
て
、
そ
の
な
か
に
ド
イ

ツ
で
購
入
し
た
移
動
式
の
懸け

ん

垂す
い

式し
き

乾
燥
機
を
設
置
し
た
。
昼
間
は
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
、
乾
燥
作
業
は
夜
に
お
こ
な
っ
た
。

当
初
の
生
産
能
力
は
一
日
あ
た
り
四
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
、
三
回
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
想
定
す
る
と
お
よ
そ
一
四
〇
〇
メ

ー
ト
ル
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

生
産
が
軌
道
に
の
り
は
じ
め
る
に
つ
れ
て
乾
燥
室
は
増
設
さ
れ
、
一
九
四
〇
年
︵
昭
和
一
五
︶
に
は
六
室
と
な
り
、
五

〇
〇
坪
の
建
物
は
す
べ
て
油
布
関
連
の
設
備
で
埋
め
つ
く
さ
れ
た
。

●
オ
イ
ル
ク
ロ
ス 

オ
イ
ル
シ
ル
ク
の
発
売

　

村
中
の
も
ち
か
え
っ
た
油
布
の
製
法
技
術
は
一
九
三
七
年
︵
昭
和
一
二
︶
一
二
月
、
日
本
ク
ロ
ス
に
お
け
る
生
産
技
術

油布工場
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と
し
て
完
成
を
み
た
。
翌
一
九
三
八
年
︵
昭
和
一
三
︶
初
夏
に
油
布
工
場
の
一
部
が
完
成
す
る
の
を
待
っ
て
、
た
だ
ち
に

生
産
を
開
始
し
た
。
新
製
品
と
し
て
本
格
的
な
発
売
は
一
九
三
九
年
︵
昭
和
一
四
︶
一
月
、
輸
出
も
同
時
に
は
じ
ま
り
、

た
ち
ま
ち
主
力
製
品
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

オ
イ
ル
ク
ロ
ス
は
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
乾
燥
性
の
植
物
油
︵
空
気
に
ふ
れ
る
と
固
ま
る
油
︶
を
布
地
に
塗
っ
た
も
の

で
あ
る
。
乾
性
植
物
油
の
代
表
的
な
も
の
は
桐
油
で
あ
る
。
た
と
え
ば
日
本
で
は
昔
か
ら
あ
る
唐か

ら

傘か
さ

や
油
紙
は
桐
油
を
紙

に
塗
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

桐
油
は
時
間
の
経
過
と
と
も
に
乾
燥
し
て
固
ま
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
ペ
ン
キ
で
あ
る
。
オ
イ
ル
ク
ロ
ス
は
い
わ

ば
ペ
ン
キ
状
の
良
質
塗
料
を
布
地
に
塗
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
目
の
あ
ら
い
ベ
ー
ス
布
に
塗
料
を
塗
る
の
だ
が
、
塗
料
の

油
が
ベ
ー
ス
布
に
浸
み
こ
ん
だ
り
、
裏
も
れ
を
し
な
い
よ
う
に
す
る
。
そ
れ
が
生
産
技
術
上
の
要
諦
で
あ
っ
た
。
油
が
ベ

ー
ス
布
に
浸
み
こ
む
と
、
油
の
酸
化
で
生
地
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

塗
料
の
ほ
う
も
単
一
の
油
だ
け
で
は
不
十
分
だ
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
油
を
混
合
し
て
飴
状
の
重
合
油
に
す
る
。
そ
う
す

る
と
裏
も
れ
や
糸
口
に
浸
透
す
る
こ
と
な
く
、
耐
久
性
が
出
て
く
る
。
塗
料
造
り
が
と
く
に
む
ず
か
し
か
っ
た
と
い
う
。

　

オ
イ
ル
ク
ロ
ス
は
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
を
は
じ
め
乳
母
車
の
幌ほ

ろ

や
覆お

お

い
な
ど
に
つ
か
わ
れ
、
幅
ひ
ろ
い
用
途
を
も
っ
て
い

た
。

　

オ
イ
ル
シ
ル
ク
は
ビ
ニ
ル
フ
ィ
ル
ム
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
軽
量
目
付
の
羽
二
重
を
重
合
油
の
な
か
に
浸ひ

た

し
て
、
そ

れ
を
ま
っ
す
ぐ
に
ひ
き
あ
げ
な
が
ら
乾
燥
さ
せ
る
。
い
わ
ば
羽
二
重
に
乾
性
油
の
被
膜
を
付
着
さ
せ
た
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。
羽
二
重
は
さ
ま
ざ
ま
な
色
に
染
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
カ
ラ
フ
ル
で
軽
く
て
透
明
な
防
水
布
と
な
っ
た
。
現
在
の
ビ

ニ
ル
製
品
の
先
駆
と
な
る
素
材
と
い
う
べ
き
で
、
主
な
用
途
は
レ
イ
ン
コ
ー
ト
や
水
泳
帽
な
ど
で
あ
っ
た
。

　

オ
イ
ル
シ
ル
ク
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
素
材
と
し
て
人
気
を
よ
び
、
国
内
で
も
売
れ
ゆ
き
は
好
調
で
あ
っ
た
。
京
都
工
場
に

一
二
台
の
機
械
を
設
置
、
そ
れ
で
も
受
注
に
応
じ
き
れ
ず
、
福
岡
に
九
州
ク
ロ
ス
工
業
株
式
会
社
を
設
立
し
て
、
新
し
く

一
二
台
の
製
造
機
を
増
設
し
た
。
一
時
は
京
都
、
九
州
あ
わ
せ
て
二
四
台
の
設
備
が
フ
ル
稼
働
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

オ
イ
ル
ク
ロ
ス
も
オ
イ
ル
シ
ル
ク
も
発
売
当
初
か
ら
国
内
だ
け
で
な
く
海
外
で
も
注
目
さ
れ
、
輸
出
の
主
力
に
な
っ
て

い
っ
た
。

　

商
工
省
か
ら
も
注
目
さ
れ
、
一
九
三
八
年
︵
昭
和
一
三
︶
に
は
国
産
品
奨
励
の
主
旨
で
、
翌
一
九
三
九
年
︵
昭
和
一

四
︶
に
は
海
外
輸
出
促
進
の
名
目
で
見
本
制
作
費
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
補
助
金
交
付
を
う
け
た
。

　

当
時
、
油
布
工
場
を
桐
油
生
産
の
本
場
で
あ
る
中
国
・
武
漢
に
増
設
す
る
計
画
が
あ
っ
た
が
、
日
中
戦
争
の
拡
大
で
実

現
し
な
か
っ
た
。
油
布
事
業
は
順
調
に
立
ち
あ
が
っ
た
が
、
お
り
か
ら
の
戦
局
の
悪
化
は
油
布
製
品
そ
の
も
の
の
前
途
に



125 第三章 ──戦時のモノ不足に耐えて　ひたすら操業をまもる

も
暗
い
影
を
な
げ
か
け
て
ゆ
く
。
オ
イ
ル
ク
ロ
ス
、
オ
イ
ル
シ
ル
ク
に
つ
か
う
桐
油
や
亜
麻
仁
油
は
輸
入
品
で
あ
る
。
戦

争
が
す
す
む
に
つ
れ
て
手
当
が
で
き
な
く
な
っ
て
ゆ
く
。

　

油
布
の
生
産
技
術
に
よ
り
、
ゴ
ム
引
き
防
水
布
代
用
油
布
、
特
殊
ゴ
ム
引
き
代
用
油
布
な
ど
も
生
産
し
た
も
の
の
、
太

平
洋
戦
争
が
は
じ
ま
る
と
、
贅
沢
品
と
な
り
、
生
産
の
継
続
も
む
ず
か
し
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
生
産
設
備
は
す
べ

て
防
空
用
の
暗
幕
製
造
用
に
き
り
か
え
ら
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

●
硝
化
綿
レ
ザ
ー
（
擬ぎ

革か
く

）
の
発
売

　

硝
化
綿
レ
ザ
ー
は
皮
革
の
代
替
品
で
あ
る
。﹁
擬
革
﹂
と
も
よ
ば
れ
、﹁
イ
ミ
テ
ー
シ
ョ
ン
レ
ザ
ー
﹂﹁
レ
ザ
ー
ク
ロ
ス
﹂

と
も
よ
ば
れ
た
。

　

か
ん
た
ん
に
い
え
ば
、
織
編
布
の
ベ
ー
ス
に
ニ
ト
ロ
セ
ル
ロ
ー
ズ
︵
硝
化
綿
︶
を
塗
っ
て
シ
ー
ト
状
に
仕
上
げ
た
素
材

で
あ
る
。

　

硝
化
綿
レ
ザ
ー
は
塩
ビ
レ
ザ
ー
や
合
成
皮
革
の
先
駆
と
な
る
国
産
レ
ザ
ー
で
あ
る
。
同
製
品
に
つ
い
て
は
共
和
レ
ザ
ー

株
式
会
社
が
先
発
で
、
他
に
も
同
業
者
が
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
共
和
レ
ザ
ー
の
技
術
に
よ
っ
て
い
た
。

　

日
本
ク
ロ
ス
で
は
オ
イ
ル
ク
ロ
ス
、
オ
イ
ル
シ
ル
ク
を
開
発
し
た
油
布
部
が
、
独
自
で
技
術
開
発
に
と
り
く
み
、
一
九

三
七
年
︵
昭
和
一
二
︶
一
二
月
に
製
品
化
に
成
功
し
た
。
主
な
用
途
は
椅
子
貼
り
、
爪つ

ま

皮か
わ

︵
雨
水
や
泥
ハ
ネ
な
ど
を
さ
け

る
た
め
に
下
駄
の
爪
先
に
つ
け
る
覆
い
︶、
下
駄
の
鼻
緒
な
ど
で
あ
っ
た
。

　

硝
化
綿
塗
料
を
溶
剤
で
溶
か
し
て
塗
る
の
だ
が
、
普
通
の
溶
剤
を
つ
か
っ
て
い
て
は
採
算
が
あ
わ
な
い
。
そ
こ
で
ア
ル

コ
ー
ル
に
ベ
ン
ゾ
ー
ル
な
ど
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
溶
液
を
つ
く
り
、
経
済
的
な
レ
ザ
ー
づ
く
り
が
実
現
し
た
。

　

硝
化
綿
レ
ザ
ー
の
ベ
ー
ス
は
木
綿
だ
っ
た
が
、
一
九
三
八
年
︵
昭
和
一
三
︶
か
ら
綿
製
品
の
製
造
販
売
が
禁
止
と
な
る
。

綿
布
は
特
別
の
用
途
を
の
ぞ
い
て
、
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
絹
混
紡
布
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

一
九
四
〇
年
︵
昭
和
一
五
︶
に
な
る
と
綿
布
の
使
用
は
す
べ
て
禁
止
と
な
り
、
代
用
と
し
て
人
絹
を
つ
か
わ
な
く
て
は
な

ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
人
絹
は
ま
る
い
長
繊
維
か
ら
な
っ
て
い
る
か
ら
、
ひ
っ
か
か
り
が
な
く
、
綿
布
の
よ
う
に
硝
化
綿
と
な
じ
ま

な
い
。
ま
る
で
く
っ
つ
か
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
窮
余
の
一
策
⋮
⋮
。
硝
化
綿
は
ニ
ト
ロ
基
を
ふ
く
ん
で
い
る
か
ら
人
絹
に
も
ニ
ト
ロ
基
を
お
び
さ
せ
て
、
化
学

的
に
結
合
さ
せ
よ
う
と
考
え
た
。
人
絹
布
に
牛
乳
の
蛋
白
質
カ
ゼ
イ
ン
を
下
引
き
し
て
お
き
、
そ
の
う
え
に
硝
化
綿
塗
料
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を
塗
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
な
ん
と
か
く
っ
つ
い
た
の
で
あ
る
。
人
絹
レ
ザ
ー
は
業
界
か
ら
も
注
目
を
あ
つ
め
た
。

　

塗
料
を
節
約
す
る
た
め
に
、
当
時
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
紙
に
型
出
し
を
し
て
お
い
て
、
谷た

に

汚よ
ご

し
法
で
ア
ー
ト
ベ
ラ
ム
の
よ
う
な
紙
レ
ザ
ー
を
つ
く
っ
た
。
こ
れ
ら
の
技
術
は
戦
後
に
ひ
き
つ
が
れ
、
東
京
工
場
の
紙

ク
ロ
ス
生
産
に
活
か
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

　

物
資
不
足
が
深
刻
に
な
る
に
つ
れ
て
、
硝
化
綿
レ
ザ
ー
の
生
産
技
術
を
も
っ
て
、
一
般
擬
革
代
用
品
、
鹿
皮
代
用
品
、

羊ヤ
ン

皮ピ
ー

代
用
品
、
靴
皮
代
用
品
な
ど
の
研
究
に
も
と
り
く
ん
で
い
る
。

　

硝
化
綿
レ
ザ
ー
は
、
物
資
不
足
の
な
か
で
、
こ
の
よ
う
に
代
用
原
材
料
の
研
究
で
、
な
ん
と
か
命
脈
を
つ
な
ご
う
と
し

た
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
、
な
が
く
は
つ
づ
か
な
か
っ
た
。
設
備
の
規
模
が
一
定
の
基
準
に
み
た
な
い
と
の
理
由
で
、
一
九

四
二
年
︵
昭
和
一
七
︶
に
企
業
整
備
の
対
象
に
な
り
、
生
産
を
う
ち
き
っ
た
の
で
あ
る
。

　

日
米
開
戦
の
レ
ザ
ー
工
業
へ
の
影
響
は
お
お
き
か
っ
た
。
生
産
高
を
み
る
と
一
九
四
四
年
︵
昭
和
一
九
︶
に
は
、
ピ
ー

ク
時
の
一
九
二
七
年
︵
昭
和
一
二
︶
の
一
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
落
ち
こ
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

●
シ
ル
ク
ス
キ
ン
（
楽
器
張
皮
用
）
の
開
発

　

戦
後
の
一
時
期
に
、
代
用
品
と
し
て
需
要
増
大
す
る
楽
器
張
皮
用
シ
ル
ク
ス
キ
ン
の
製
品
開
発
は
、
一
九
三
八
年
︵
昭

和
一
三
︶
ご
ろ
に
完
成
し
て
い
る
。

　

当
時
、
三
味
線
や
太
鼓
に
つ
か
わ
れ
て
き
た
猫
や
犬
の
皮
革
が
不
足
し
、
代
用
品
の
模
索
が
は
じ
ま
っ
た
。
布
地
に
セ

ル
ロ
イ
ド
を
塗
っ
た
も
の
が
登
場
し
た
が
、
耐
久
性
に
問
題
が
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
布
地
を
厚
く
す
る
と
塗
液
が
均
一
に

な
ら
な
い
た
め
、
厚
み
が
安
定
し
な
い
。
伸
び
縮
み
も
発
生
す
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
塗
る
層
を
厚
く
す
る
と
硬
く
な
っ

て
弾
性
が
な
く
な
り
、
振
動
音
が
短
音
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

シ
ル
ク
ス
キ
ン
は
、
そ
う
い
う
欠
点
を
ク
リ
ア
す
る
張
皮
用
の
ク
ロ
ス
で
あ
っ
た
。
絹
羽
二
重
の
両
面
に
繊
維
素
と
酸

化
金
属
末
、
ゴ
ム
お
よ
び
蛋
白
を
調
合
し
た
溶
液
を
塗
っ
て
仕
上
げ
た
シ
ー
ト
二
枚
の
あ
い
だ
に
和
紙
を
は
さ
ん
で
圧
着

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

一
九
三
九
年
︵
昭
和
一
四
︶
八
月
に
は
、
こ
の
シ
ル
ク
ス
キ
ン
を
張
皮
に
し
た
太
鼓
の
構
造
に
つ
い
て
、
実
用
新
案
の

出
願
を
す
ま
せ
て
い
る
。
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第
二
節  
物
資
統
制
時
代
の
モ
ノ
づ
く
り

●
モ
ノ
不
足
が
生
ん
だ
人
絹
ク
ロ
ス

　

日
中
戦
争
が
は
じ
ま
る
と
と
も
に
、
国
内
は
戦
時
体
制
に
く
み
い
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。
経
済
統
制
が
し
だ
い
に
き
び
し

く
な
り
、
そ
れ
が
企
業
活
動
に
も
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
よ
う
に
な
る
。
一
九
三
八
年
︵
昭
和
一
三
︶
の
綿
製
品
の
製

造
販
売
禁
止
で
繊
維
製
品
の
品
不
足
は
深
刻
に
な
り
、
一
九
四
〇
年
︵
昭
和
一
五
︶
に
は
と
う
と
う
一
部
が
切
符
制
に
な

っ
て
し
ま
う
。

　

一
九
四
一
年
︵
昭
和
一
六
︶
一
二
月
、
日
米
戦
争
が
は
じ
ま
る
と
生
活
物
資
は
配
給
制
に
な
っ
て
し
ま
い
、
国
民
の
日

常
生
活
に
お
お
き
な
打
撃
を
あ
た
え
た
。
と
く
に
衣
料
品
不
足
は
深
刻
だ
っ
た
。
一
九
三
八
年
︵
昭
和
一
三
︶
六
月
に
は

じ
ま
る
綿
製
品
製
造
禁
止
以
降
、
繊
維
産
業
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
が
加
え
ら
れ
た
。
生
産
規
模
の
縮
小
を
強
い
ら
れ
た

だ
け
で
な
く
、
製
品
は
優
先
的
に
軍
需
や
輸
出
に
ま
わ
さ
れ
、
民
需
を
圧
迫
し
た
の
で
あ
る
。

　

綿
製
品
の
製
造
販
売
禁
止
に
よ
っ
て
、
国
内
は
ス
フ
代
用
時
代
に
突
入
し
た
。
日
米
戦
争
が
は
じ
ま
っ
て
ま
も
な
く
の

一
九
四
二
年
︵
昭
和
一
七
︶
二
月
に
は
衣
料
品
は
す
べ
て
切
符
制
が
採
用
さ
れ
、
翌
一
九
四
三
年
︵
昭
和
一
八
︶
二
月
に

は
、
さ
ら
に
そ
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
。

　

ク
ロ
ス
製
品
の
な
か
で
は
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
ク
ロ
ス
が
衣
料
切
符
制
の
対
象
に
な
っ
た
。
他
の
ク
ロ
ス
類
に
つ
い
て
は
、

繊
維
製
品
な
の
か
雑
貨
な
の
か
を
め
ぐ
る
論
議
が
あ
っ
て
、
容
易
に
結
着
が
つ
か
な
か
っ
た
。
繊
維
製
品
な
ら
ば
切
符
制

の
対
象
に
な
る
が
、
雑
貨
な
ら
ば
統
制
の
枠
外
に
な
る
。
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
は
深
刻
な
問
題
だ
っ
た
。

　

メ
ー
カ
ー
側
の
利
益
代
表
と
し
て
日
本
ク
ロ
ス
は
、
終
始
﹁
ク
ロ
ス
は
雑
貨
で
あ
る
﹂
と
主
張
し
つ
づ
け
た
。
ブ
ッ
ク

ク
ロ
ス
の
主
な
用
途
は
教
科
書
で
あ
り
、
教
科
書
用
の
雑
貨
で
あ
る
と
い
う
主
張
を
つ
ら
ぬ
き
と
お
し
た
の
で
あ
る
。
最

終
的
に
商
工
省
は
そ
れ
を
う
け
い
れ
、
ク
ロ
ス
類
は
雑
貨
あ
つ
か
い
と
さ
れ
、
ベ
ー
ス
生
地
と
な
る
綿
布
に
つ
い
て
も
自

由
購
入
し
て
よ
ろ
し
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

だ
が
現
実
に
綿
布
は
、
も
う
ほ
と
ん
ど
入
手
で
き
な
か
っ
た
。
当
時
す
で
に
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
や
ブ
ラ
イ
ン
ド
ク
ロ
ス
の

一
部
に
ス
フ
を
使
用
し
て
い
た
。
綿
布
は
で
き
る
だ
け
輸
出
用
に
あ
て
、
国
内
は
ス
フ
と
の
混
紡
織
物
を
つ
か
っ
て
い
た
。

戦
争
の
長
期
化
と
と
も
に
、
や
が
て
そ
の
ス
フ
さ
え
も
入
手
困
難
と
な
っ
て
ゆ
く
。
製
造
会
社
と
し
て
は
お
お
き
な
ピ
ン
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チ
で
あ
っ
た
。
資
材
不
足
は
生
産
活
動
の
全
面
停
止
を
意
味
し
て
い
た
。

　

綿
布
の
代
用
資
材
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
日
本
ク
ロ
ス
で
は
最
終
的
に
人
絹
を
使
用
す
る
こ
と
に
決
め
た
。
人
絹

は
染
色
加
工
部
門
で
あ
つ
か
い
な
れ
た
資
材
で
あ
る
。
衣
料
切
符
制
の
対
象
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
大
き
な
決
め
手

に
な
っ
た
。

　

ク
ロ
ス
用
の
人
絹
織
物
は
福
井
県
大
野
市
の
機は

た

屋や

三
九
軒
に
製
織
を
依
頼
し
た
。
契
約
数
量
は
月
間
一
万
五
〇
〇
〇
～

二
万
疋ひ

き

︵
一
疋
＝
六
〇
ヤ
ー
ド
︶
で
あ
っ
た
。

　

人
絹
を
代
用
資
材
に
し
た
ク
ロ
ス
製
品
は
、
人
絹
寒
冷
紗
第
１
号
、
第
２
号
な
ど
で
あ
る
。

　

人
絹
ク
ロ
ス
の
生
産
は
終
戦
ま
で
つ
づ
い
た
が
、
品
質
的
に
は
と
て
も
満
足
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
当
時
、
製

本
会
社
は
す
で
に
膠に

か
わ

を
つ
か
い
は
じ
め
て
い
た
。
機
械
化
も
す
す
ん
で
、
自
動
貼
合
機
も
導
入
さ
れ
て
い
た
。
人
絹
ク
ロ

ス
は
綿
布
の
ク
ロ
ス
に
く
ら
べ
て
、
製
本
工
程
で
型
く
ず
れ
す
る
う
え
、
貼
り
合
わ
せ
が
う
ま
く
ゆ
か
な
く
て
苦
情
が
絶

え
な
か
っ
た
。
使
用
す
る
澱
粉
の
品
種
を
か
え
る
な
ど
、
技
術
的
に
工
夫
を
こ
ら
し
、
か
ろ
う
じ
て
製
品
と
し
て
の
カ
タ

チ
を
保
っ
て
い
た
。

●
可か

塑そ

剤ざ
い 

塗
料
の
代
用
品
を
開
発
す
る

　

綿
布
だ
け
で
な
く
戦
局
の
切
迫
と
と
も
に
、
油
類
が
民
需
に
ま
わ
ら
な
く
な
っ
て
く
る
。
た
と
え
ば
、
硝
化
綿
レ
ザ
ー

の
可
塑
剤
に
つ
か
っ
て
い
た
ヒ
マ
シ
油
で
あ
る
。

　

ヒ
マ
シ
油
は
軍
用
機
の
減げ

ん

摩ま

油ゆ

に
ま
わ
さ
れ
、
一
般
産
業
用
途
に
配
給
さ
れ
る
量
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
る
。

　

硝
化
綿
の
レ
ザ
ー
の
生
産
を
つ
づ
け
る
に
は
、
配
給
で
は
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
油
布
部
で
ヒ
マ

シ
油
の
代
用
品
造
り
の
研
究
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

原
材
料
と
し
て
は
当
時
ま
だ
入
手
で
き
た
大
豆
油
、
菜
種
油
を
使
用
し
た
。
そ
れ
ら
に
も
ヒ
マ
シ
油
と
お
な
じ
水
酸
基

が
成
分
と
し
て
ふ
く
ま
れ
て
い
る
の
だ
が
、
水
酸
基
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
は
い
な
い
。
そ
こ
で
油
を
エ
ス
テ
ル
変
化
さ
せ

て
、
水
酸
基
を
発
現
さ
せ
、
ヒ
マ
シ
油
の
代
用
品
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

ヒ
マ
シ
油
の
代
用
品
研
究
に
は
、
油
布
部
の
村
中
の
古
巣
で
あ
る
京
都
帝
国
大
学
化
学
研
究
所
も
加
わ
っ
た
。
産
学
共

同
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
す
め
ら
れ
、
商
工
省
か
ら
三
度
に
わ
た
っ
て
試
験
研
究
費
、
代
用
品
発
明
研
究
補
助
金
を
交
付

さ
れ
て
い
る
。
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オ
イ
ル
ク
ロ
ス
の
塗
料
に
つ
か
う
亜
麻
仁
油
、
桐
油
も
品
不
足
が
深
刻
だ
っ
た
。
ヒ
マ
シ
油
と
お
な
じ
く
輸
入
品
で
、

日
米
戦
争
の
は
じ
ま
り
と
と
も
に
入
手
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

代
用
品
の
研
究
は
や
は
り
京
大
化
研
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
原
材
料
に
は
魚
油
、
大
豆
油
、
菜
種
油
を
使
い
、
脂
肪

酸
を
水
酸
化
し
て
、
重
合
油
を
つ
く
っ
た
と
い
う
。
こ
の
と
き
も
商
工
省
か
ら
代
用
品
発
明
研
究
補
助
金
が
交
付
さ
れ
て

い
る
。
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第
三
節  
気
球
用
原
紙
を
量
産
す
る

●
和
紙
の
貼
り
合
わ
せ
を
用
命

　

こ
ん
に
ゃ
く
が
食
卓
か
ら
消
え
た
。

　

一
九
四
四
年
︵
昭
和
一
九
︶
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
ん
に
ゃ
く
玉
︵
芋
︶
が
軍
需
用
途
に
日
本
中
か
ら
集
め
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
食
用
に
す
る
の
で
は
な
い
。
糊
と
し
て
つ
か
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

事
実
、
こ
ん
に
ゃ
く
は
古
く
か
ら
す
ぐ
れ
た
糊
と
し
て
つ
か
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
紙か

み

子こ

で
あ
る
。
和
紙
で
つ
く
っ

た
着
物
で
、
防
寒
着
や
袖
な
し
羽
織
な
ど
、
軽
く
て
保
温
性
に
す
ぐ
れ
、
そ
の
う
え
防
水
効
果
も
あ
っ
た
。
紙
子
に
す
る

和
紙
は
柿
渋
や
こ
ん
に
ゃ
く
糊
を
塗
っ
て
乾
か
し
、
も
み
や
わ
ら
げ
て
、
生
地
と
し
た
の
で
あ
る
。
明
治
時
代
に
な
る
と
、

た
と
え
ば
小お

千ぢ

谷や

縮ち
ぢ
みな

ど
織
物
造
り
や
雨
合
羽
造
り
に
も
、
こ
ん
に
ゃ
く
糊
は
つ
か
わ
れ
て
き
た
。

　

日
本
陸
軍
が
最
後
に
す
が
っ
た
﹁
ふ
号
兵
器
﹂
に
よ
る
﹁
ま
る
ふ
作
戦
﹂
の
ネ
タ
元
は
、
あ
ん
が
い
こ
ん
な
と
こ
ろ
で

は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

　

東
京
牛
込
区
若
松
町
に
あ
っ
た
陸
軍
兵
器
行
政
本
部
か
ら
、
と
つ
ぜ
ん
出
頭
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
は
、
一
九
四
四
年
︵
昭

和
一
九
︶
の
初
夏
だ
っ
た
。
ク
ロ
ス
製
造
部
長
の
尾
崎
勇
と
、
研
究
室
勤
務
に
な
っ
た
ば
か
り
の
坂
部
三
次
郎
︵
後
の
社

長
・
会
長
︶
が
出
向
い
て
い
る
。

　

当
時
、
日
本
ク
ロ
ス
は
神
奈
川
県
生
田
に
あ
っ
た
陸
軍
科
学
研
究
所
︵
通
称
・
登

の
ぼ
り

戸と

研
究
所
︶
に
特
殊
ク
ロ
ス
を
お
さ

め
て
い
た
。
ク
ロ
ス
の
品
質
に
な
に
か
問
題
が
あ
っ
た
の
か
と
思
わ
れ
た
が
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。

　

こ
ん
に
ゃ
く
糊
で
和
紙
を
貼
り
合
わ
せ
た
原
紙
を
つ
く
れ
。
突
拍
子
も
な
い
用
命
で
あ
っ
た
。
何
に
つ
か
う
の
か
に
つ

い
て
は
極
秘
事
項
で
あ
る
と
い
う
。
特
殊
防
空
気
球
用
原
紙
と
あ
る
だ
け
で
、
ほ
か
に
は
何
ひ
と
つ
説
明
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
が
当
時
の
陸
軍
で
﹁
ふ
号
兵
器
﹂
と
よ
ば
れ
て
い
た
気
球
爆
弾
に
つ
か
う
原
紙
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
の
は
、
ず

っ
と
後
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

　

和
紙
を
こ
ん
に
ゃ
く
糊
で
四
層
に
貼
り
合
わ
せ
た
防
空
気
球
用
原
紙
で
ア
ド
バ
ル
ー
ン
の
よ
う
な
お
お
き
な
気
球
を
つ

く
っ
て
、
そ
れ
に
爆
弾
を
つ
る
す
。
当
時
は
﹁
ふ
号
兵
器
﹂
と
い
う
符ふ

牒ち
ょ
うが

つ
か
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

今
日
で
は
﹁
風
船
爆
弾
﹂
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
後
年
に
な
っ
て
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
、
当
時
は
一
般

和紙で作られた気球爆弾
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的
に
﹁
気
球
爆
弾
﹂
と
よ
ん
で
い
た
。
ち
な
み
に
ア
メ
リ
カ
で
は
バ
ル
ー
ン
・
ボ
ン
ブ
︵Balloon Bom

b

︶
で
あ
っ
た
。

　

気
球
爆
弾
は
太
平
洋
戦
争
の
末
期
、
大
日
本
帝
国
陸
軍
が
考
案
し
た
秘
密
兵
器
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
気
球
を
つ
か
っ
た

兵
器
は
﹁
ふ
号
兵
器
﹂、
気
球
爆
弾
を
つ
か
っ
た
作
戦
が
﹁
ま
る
ふ
作
戦
﹂
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
気
球
に
爆
弾
を
つ
る
し
て
日
本
の
海
岸
か
ら
偏
西
風
に
の
せ
て
放
つ
。
上
空
一
万
メ
ー
ト
ル
に
は
時
速
二
〇

〇
～
三
〇
〇
キ
ロ
の
ジ
ェ
ッ
ト
気
流
︵
偏
西
風
︶
が
吹
き
ぬ
け
て
い
る
。
そ
れ
を
利
用
す
れ
ば
、
お
よ
そ
五
〇
時
間
で
ア

メ
リ
カ
大
陸
に
到
達
す
る
。
米
本
土
の
上
空
ま
で
達
し
た
と
き
に
、
気
球
を
自
然
落
下
さ
せ
て
爆
弾
を
破
裂
さ
せ
る
。
無

差
別
爆
撃
を
も
く
ろ
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

気
球
爆
弾
を
開
発
し
た
の
は
陸
軍
科
学
研
究
所
︵
登
戸
研
究
所
︶
で
、
開
発
責
任
者
は
少
将
・
草く

さ

場ば

季す
え

喜き

で
あ
っ
た
。

﹁
ま
る
ふ
作
戦
﹂
の
ね
ら
い
は
、
ア
メ
リ
カ
国
内
を
混
乱
と
恐
怖
に
お
と
し
い
れ
る
た
め
だ
っ
た
と
い
う
。

﹁
ふ
号
兵
器
﹂
の
研
究
は
、
す
で
に
一
九
四
三
年
︵
昭
和
一
八
︶
八
月
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
た
。
一
九
四
四
年
︵
昭
和
一

九
︶
初
め
に
は
千
葉
県
一
宮
の
海
岸
で
試
射
実
験
が
お
こ
な
わ
れ
、
同
年
三
月
に
気
球
爆
弾
は
正
式
に
兵
器
と
し
て
採
用

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

●
モ
デ
ル
工
場
と
な
り 

一
二
時
間
二
交
替
の
フ
ル
操
業

　

軍
部
の
命
令
で
あ
り
、﹁
お
国
の
た
め
の
仕
事
﹂
と
い
わ
れ
れ
ば
、
も
は
や
拒
絶
す
る
理
由
は
何
ひ
と
つ
な
か
っ
た
。

　

日
本
ク
ロ
ス
が
依
頼
を
う
け
る
ま
え
に
、
陸
軍
兵
器
行
政
本
部
は
福
井
、
和
歌
山
、
名
古
屋
な
ど
の
染
色
業
者
に
制
作

指
令
を
発
し
て
い
る
。
各
産
地
と
も
機
械
貼
り
で
や
ろ
う
と
し
た
の
だ
が
、
こ
と
ご
と
く
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
そ
こ
で
、

友ゆ
う

禅ぜ
ん

や
手て

捺な
っ

染せ
ん

の
業
者
に
や
ら
せ
て
み
た
の
だ
が
、
手
作
業
ゆ
え
に
膨
大
な
人
員
を
動
員
し
な
け
れ
ば
な
ら
か
っ
た
。
そ

の
う
え
乾
燥
に
時
間
が
か
か
り
効
率
が
わ
る
す
ぎ
た
。
さ
ら
に
、
こ
ん
に
ゃ
く
糊
を
固
め
る
の
に
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
使

用
し
て
い
た
の
で
、
穴
が
あ
い
て
し
ま
う
。
友
禅
や
手
捺
染
の
方
式
で
は
と
う
て
い
量
産
で
き
そ
う
に
な
い
。
そ
ん
な
背

景
か
ら
塗
装
布
メ
ー
カ
ー
の
日
本
ク
ロ
ス
に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ク
ロ
ス
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
﹁
塗
る
﹂﹁
貼
る
﹂
と
い
う
の
は
基
本
技
術
で
あ
る
。
和
紙
の
貼
り
合
わ
せ
は
高
度
の
技

術
を
必
要
と
し
た
が
、
日
本
ク
ロ
ス
は
本
場
・
イ
ギ
リ
ス
に
も
な
い
連
続
塗
装
機
を
も
っ
て
い
た
。

　

気
球
用
原
紙
造
り
は
、
京
都
本
社
工
場
の
ク
ロ
ス
製
造
部
︵
部
長
・
尾
崎
勇
︶
の
担
当
で
あ
っ
た
。

　

薄
い
和
紙
を
こ
ん
に
ゃ
く
糊
で
四
層
に
貼
り
合
わ
せ
る
。
だ
が
、
こ
の
貼
り
合
わ
せ
に
は
高
度
な
技
術
を
必
要
と
し
た
。

水
に
ぬ
れ
れ
ば
溶
け
て
し
ま
い
そ
う
な
和
紙
を
水
分
九
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
こ
ん
に
ゃ
く
糊
で
四
層
に
貼
り
合
わ
せ
る
の
で

気球爆弾
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あ
る
。
こ
ん
に
ゃ
く
糊
の
粘
度
が
一
定
で
な
い
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
。
硬
す
ぎ
る
と
泡
が
入
る
。
柔
ら
か
す
ぎ
る
と
紙
が

切
れ
て
し
ま
う
。

　

当
時
、
京
都
工
場
で
は
男
子
社
員
が
次
つ
ぎ
に
出
征
し
て
ゆ
き
、
若
手
の
技
術
者
は
の
こ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
ん
に

ゃ
く
の
塗
料
研
究
を
ま
か
さ
れ
た
の
は
、
研
究
室
に
配
属
さ
れ
て
わ
ず
か
一
〇
日
目
の
坂
部
三
次
郎
で
あ
っ
た
。

　

こ
ん
に
ゃ
く
の
化
学
的
な
特
性
に
つ
い
て
は
海
外
の
文
献
に
も
記
載
は
な
か
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
手
さ
ぐ
り
状
態
だ
っ
た

と
坂
部
は
当
時
を
ふ
り
か
え
っ
て
い
る
。

　

こ
ん
に
ゃ
く
を
固
め
る
の
に
一
般
的
に
は
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
つ
か
っ
て
い
た
。
だ
が
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
は
水
に
溶
け

な
い
か
ら
、
あ
ち
こ
ち
穴
が
あ
い
て
し
ま
う
。
友
禅
業
者
が
失
敗
し
た
の
も
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
つ
か
っ
て
い
た
せ
い
だ

っ
た
。

　

あ
れ
こ
れ
試
行
錯
誤
を
く
り
か
え
し
た
す
え
、
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
の
か
わ
り
に
、
重
炭
酸
ソ
ー
ダ
︵N

aH
CO

₃

︶
を
つ

か
っ
て
も
こ
ん
に
ゃ
く
は
固
ま
る
こ
と
を
発
見
し
た
。

　

試
作
に
試
作
を
か
さ
ね
て
、
よ
う
や
く
量
産
に
目
途
が
つ
い
た
の
は
一
九
四
四
年
︵
昭
和
一
九
︶
七
月
で
あ
っ
た
。
機

械
貼
り
で
、
手
貼
り
に
し
て
一
万
人
分
に
相
当
す
る
生
産
性
を
あ
げ
る
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

　

陸
軍
省
は
た
だ
ち
に
日
本
ク
ロ
ス
の
生
産
シ
ス
テ
ム
を
モ
デ
ル
に
し
て
、
全
国
五
四
の
機
械
染
色
工
場
に
、
気
球
用
原

紙
の
生
産
を
命
じ
る
の
で
あ
る
。

　

日
本
ク
ロ
ス
で
は
八
月
か
ら
生
産
を
開
始
し
つ
つ
、
塗
装
機
を
次
つ
ぎ
に
改
良
、
一
〇
月
か
ら
は
一
二
時
間
二
交
替
の

態
勢
を
と
っ
た
。
労
働
力
不
足
の
お
り
か
ら
、
中
学
生
を
勤
労
動
員
し
て
、
翌
年
の
三
月
ま
で
フ
ル
稼
働
が
つ
づ
く
の
で

あ
る
。
貼
り
合
わ
せ
の
生
産
は
月
産
一
〇
万
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ん
だ
と
い
う
。

　

製
造
工
程
は
お
よ
そ
三
つ
に
わ
か
れ
て
い
た
。
第
一
工
程
は
幅
九
〇
セ
ン
チ
の
機
械
抄
き
和
紙
四
枚
を
こ
ん
に
ゃ
く
糊

で
貼
り
合
わ
せ
、
層
間
に
こ
ん
に
ゃ
く
フ
ィ
ル
ム
を
つ
く
っ
て
乾
燥
さ
せ
る
。
第
二
工
程
は
貼
り
合
わ
せ
和
紙
の
こ
ん
に

ゃ
く
を
ア
ル
カ
リ
処
理
し
て
不
溶
性
に
す
る
。
仕
上
の
第
三
工
程
は
、
多
量
の
グ
リ
セ
リ
ン
と
ボ
イ
ル
油
を
ふ
く
ん
だ
こ

ん
に
ゃ
く
糊
を
表
に
、
裏
側
に
は
こ
ん
に
ゃ
く
糊
を
塗
る
。

　

第
一
工
程
の
貼
り
合
わ
せ
は
ク
ロ
ス
部
︵
京
都
本
社
工
場　

製
造
一
課
︶
の
一
号
テ
ン
タ
ー
︵
塗
布
・
乾
燥
・
幅
出
し

の
三
連
結
︶
で
お
こ
な
っ
た
。
第
二
工
程
の
ア
ル
カ
リ
処
理
に
は
開か

い

南な
ん

染せ
ん

工こ
う

化
学
︵
戦
時
の
企
業
整
備
で
分
離
独
立
し
て

い
た
京
都
東
工
場
の
染
再
整
部
︶
の
精
練
機
を
つ
か
っ
た
。
第
三
工
程
の
仕
上
は
ふ
た
た
び
ク
ロ
ス
部
に
も
ど
し
て
、
二

号
連
結
テ
ン
タ
ー
を
使
用
し
た
。

　

九
月
か
ら
は
、
ク
ロ
ス
部
の
三
号
連
結
テ
ン
タ
ー
も
貼
合
機
に
改
造
し
た
。
そ
し
て
一
〇
月
中
旬
か
ら
は
二
連
の
貼
合

気球爆弾のしくみ
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機
で
午
前
七
時
か
ら
、
一
二
時
間
二
交
替
制
の
生
産
体
制
で
の
ぞ
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

当
時
は
鉄
材
不
足
の
う
え
に
、
鉄
工
所
も
人
材
不
足
だ
っ
た
。
一
号
連
結
テ
ン
タ
ー
の
改
造
は
設
計
か
ら
部
品
の
調

達
・
組
み
立
て
ま
で
、
す
べ
て
社
内
の
従
業
員
の
手
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

和
紙
を
貼
り
合
わ
せ
た
製
品
が
軍
需
用
途
で
あ
る
こ
と
は
、
工
場
で
働
く
者
た
ち
は
知
っ
て
い
た
。
け
れ
ど
も
、
当
時

そ
れ
が
気
球
爆
弾
の
原
紙
で
あ
る
こ
と
は
誰
ひ
と
り
知
ら
な
か
っ
た
。
製
造
部
長
の
尾
崎
勇
で
さ
え
、
ど
こ
で
、
何
に
つ

か
わ
れ
る
の
か
、
途
中
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

●
気
球
爆
弾
と
い
う
秘
密
兵
器

　

こ
ん
に
ゃ
く
糊
で
貼
り
合
わ
せ
、
気
球
用
の
ベ
ー
ス
と
し
て
つ
く
り
あ
げ
た
原
紙
は
、
次
の
工
程
で
初
め
て
そ
の
正
体

を
露あ

ら
わ

に
す
る
。
勤
労
動
員
さ
れ
た
女
子
生
徒
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
、
次
つ
ぎ
に
直
径
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
バ
ル
ー
ン

に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

加
工
場
に
は
広
大
な
施
設
が
つ
か
わ
れ
た
。
東
京
の
日
本
劇
場
、
東
京
宝
塚
劇
場
、
有
楽
座
、
浅
草
国
際
劇
場
、
両
国

国
技
館
な
ど
戦
時
で
閉
鎖
し
て
い
た
ド
ー
ム
型
の
建
物
で
あ
る
。
気
球
に
は
水
素
ガ
ス
を
詰
め
る
。
そ
の
た
め
コ
ン
プ
レ

ッ
サ
ー
で
空
気
を
い
れ
、
お
お
き
く
ふ
く
ら
ま
せ
て
漏ろ

う

洩え
い

テ
ス
ト
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
広
く
て
高
い
天
井
の
あ
る
ホ

ー
ル
が
つ
か
わ
れ
た
の
は
そ
の
せ
い
で
あ
る
。

　

動
員
さ
れ
た
女
子
挺て

い

身し
ん

隊た
い

や
女
子
生
徒
た
ち
は
ハ
チ
マ
キ
姿
で
気
球
造
り
に
あ
た
っ
た
が
、
そ
の
作
業
内
容
に
つ
い
て

は
秘
密
保
持
を
厳
命
さ
れ
、
た
と
え
家
族
で
あ
っ
て
も
、
も
ら
し
て
は
な
ら
な
い
と
、
か
た
く
口
ど
め
さ
れ
て
い
た
。

　

爆
弾
の
装
備
に
つ
い
て
は
三
種
類
あ
っ
た
。
爆
弾
一
個
と
焼
夷
弾
四
個
を
つ
け
た
も
の
、
爆
弾
二
個
を
つ
け
た
も
の
、

そ
し
て
焼し

よ

夷う
い

弾だ
ん

の
み
を
つ
け
た
も
の
⋮
⋮
が
あ
っ
た
。

　

日
本
の
一
万
メ
ー
ト
ル
上
空
は
、
夜
に
な
る
と
気
温
が
零
下
五
〇
～
六
〇
度
、
昼
間
は
三
〇
度
ぐ
ら
い
に
な
る
。
気
温

の
変
化
に
よ
っ
て
高
度
が
あ
が
り
す
ぎ
る
と
、
気
球
に
つ
め
た
水
素
ガ
ス
を
少
し
ず
つ
外
に
排
出
す
る
。
夜
な
っ
て
気
圧

が
さ
が
っ
て
重
く
な
れ
ば
、
重
量
を
調
節
す
る
た
め
に
装
塡
さ
れ
た
バ
ラ
ス
ト
︵
お
も
り
︶
が
落
ち
て
浮
き
あ
が
る
。

　

お
よ
そ
二
日
間
で
ア
メ
リ
カ
上
空
に
達
す
る
よ
う
想
定
し
た
制
御
装
置
に
よ
っ
て
、
高
度
を
あ
げ
た
り
さ
げ
た
り
し
な

が
ら
、
気
球
は
約
一
万
キ
ロ
の
か
な
た
の
ア
メ
リ
カ
大
陸
を
め
ざ
し
て
ゆ
く
。
爆
弾
、
焼
夷
弾
は
バ
ラ
ス
ト
の
落
ち
る
距

離
で
自
動
的
に
投
下
さ
れ
、
そ
の
あ
と
は
導
火
線
で
着
火
し
、
完
全
に
燃
え
尽
き
る
。
残
骸
や
痕
跡
す
ら
も
の
こ
さ
な
い

と
い
う
仕
組
に
な
っ
て
い
た
。
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●
巨
大
な
バ
ル
ー
ン 

ア
メ
リ
カ
大
陸
を
め
ざ
す

﹁
ふ
号
兵
器
﹂
に
よ
る
﹁
ま
る
ふ
作
戦
﹂
は
、
陸
軍
に
組
織
さ
れ
た
気
球
連
隊
を
中
心
に
し
て
実
行
に
移
さ
れ
て
い
っ
た
。

作
戦
が
始
動
し
た
の
は
一
九
四
四
年
︵
昭
和
一
九
︶
九
月
で
あ
る
。
三
〇
日
付
で
参
謀
総
長
は
茨
城
県
の
大お

お

津づ

、
福
島
県

の
勿な

来こ
そ

、
千
葉
県
の
一
宮
、
岩
沼
、
茂
原
、
古ふ

る

間ま

木ぎ

に
連
隊
の
基
地
を
つ
く
り
、
一
九
四
四
年
︵
昭
和
一
九
︶
一
〇
月
末

ま
で
に
気
球
を
と
ば
す
準
備
を
す
す
め
る
よ
う
連
隊
長
に
命
じ
て
い
る
。

　

米
国
本
土
に
対
し
、
気
球
を
も
っ
て
す
る
攻
撃
を
開
始
す
べ
し
⋮
⋮
。

　

大
本
営
が
命
令
を
発
し
た
の
は
一
〇
月
二
五
日
で
あ
る
。
期
間
は
一
一
月
一
日
か
ら
翌
一
九
四
五
年
︵
昭
和
二
〇
︶
の

三
月
末
ま
で
と
さ
れ
て
い
た
。

　

放
球
は
一
万
五
〇
〇
〇
個
、
気
球
に
つ
け
て
投
下
す
る
爆
弾
は
一
五
キ
ロ
爆
弾
︵
七
五
〇
〇
個
︶、
五
キ
ロ
焼
夷
弾

︵
三
万
個
︶、
一
二
キ
ロ
焼
夷
弾
︵
七
五
〇
〇
個
︶
で
あ
っ
た
。

　

放
球
を
開
始
し
た
の
は
一
九
四
四
年
︵
昭
和
一
九
︶
の
一
一
月
三
日
で
あ
っ
た
。
勿
来
、
大
津
、
一
宮
の
海
岸
基
地
か

ら
、
お
よ
そ
九
三
〇
〇
個
の
気
球
が
次
つ
ぎ
と
放
た
れ
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
を
め
ざ
し
て
飛
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。
晴
れ

る
確
率
が
高
い
と
い
う
統
計
的
な
根
拠
か
ら
こ
の
日
が
え
ら
ば
れ
た
の
だ
が
、
立
ち
会
い
に
出
向
い
た
坂
部
に
よ
れ
ば
、

あ
い
に
く
そ
の
日
は
土
砂
降
り
だ
っ
た
と
い
う
。

　

気
球
爆
弾
の
大
半
は
太
平
洋
を
こ
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
・
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
博
物
館
の

調
査
記
録
に
よ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
本
土
に
到
達
し
た
の
は
二
八
〇
個
ぐ
ら
い
で
、
空
中
で
爆
発
し
た
も
の
が
一
〇
〇
個
ぐ

ら
い
あ
っ
た
と
い
う
。
到
達
地
域
は
西
海
岸
を
中
心
に
北
は
ア
ラ
ス
カ
、
カ
ナ
ダ
、
南
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
半
島
、
メ
キ

シ
コ
、
東
は
五
大
湖
周
辺
と
ひ
ろ
い
範
囲
に
お
よ
ん
で
い
る
。

　

搭
載
さ
れ
て
い
た
の
は
、
主
に
焼
夷
弾
だ
っ
た
の
で
被
害
は
お
お
き
く
ひ
ろ
が
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
オ
レ
ゴ
ン

州
で
は
六
人
の
犠
牲
者
が
出
て
い
る
。
一
九
四
五
年
︵
昭
和
二
〇
︶
五
月
五
日
、
オ
レ
ゴ
ン
州
ブ
ラ
イ
地
区
の
レ
イ
ク
ビ

ュ
ー
付
近
の
森
に
ハ
イ
キ
ン
グ
に
や
っ
て
き
た
牧
師
婦
人
と
五
人
の
こ
ど
も
た
ち
が
、
松
の
木
に
ひ
っ
か
か
っ
て
い
る
気

球
を
ひ
き
お
ろ
そ
う
と
し
て
触
れ
て
し
ま
っ
た
。
不
発
弾
が
爆
発
し
て
牧
師
婦
人
と
五
人
の
こ
ど
も
が
落
命
し
た
の
で
あ

る
。
現
地
に
は
鎮
魂
碑
が
の
こ
さ
れ
て
お
り
、﹁
こ
の
地
は
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
お
い
て
、
敵
の
攻

撃
に
よ
っ
て
死
者
を
出
し
た
唯
一
の
場
所
で
あ
る
︵O
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と
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者

海を渡った気球爆弾の落下地点
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六
人
の
氏
名
が
標
さ
れ
て
い
る
。

　

気
球
爆
弾
に
よ
っ
て
山
火
事
が
発
生
、
あ
る
い
は
上
空
で
正
体
不
明
の
閃
光
が
発
生
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ

政
府
は
そ
れ
が
気
球
爆
弾
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
わ
か
る
と
、
あ
え
て
箝か

ん

口こ
う

令れ
い

を
敷
い
た
。
情
報
操
作
を
す
る
一
方
で
、

生
物
兵
器
で
は
な
い
か
と
色
め
き
た
ち
、
約
四
〇
〇
〇
人
の
科
学
者
を
動
員
し
て
防
疫
態
勢
を
と
と
の
え
、
気
球
爆
弾
を

迎
撃
す
る
航
空
隊
も
配
備
し
た
と
い
う
。

　

ア
メ
リ
カ
政
府
は
終
戦
後
す
ぐ
に
、
細
菌
兵
器
研
究
者
か
ら
な
る
調
査
団
を
日
本
に
派
遣
し
、
気
球
爆
弾
開
発
に
か
か

わ
っ
た
研
究
者
の
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
当
時
ジ
ェ
ッ
ト
気
流
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
調
査
団
の
面
々
は
、﹁
ま

る
ふ
作
戦
﹂
の
全
貌
を
知
る
に
つ
け
、﹁
神
秘
的
で
あ
る
﹂
と
嘆
息
し
た
と
い
う
。

●
戦
い
す
ん
で
…
…

﹁
ま
る
ふ
作
戦
﹂
は
一
九
四
五
年
︵
昭
和
二
〇
︶
三
月
末
を
も
っ
て
う
ち
き
り
に
な
っ
た
。

　

偏
西
風
が
弱
ま
っ
た
せ
い
も
あ
る
が
、
気
球
に
充
塡
す
る
水
素
の
供
給
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
水
素
を
つ

く
っ
て
い
る
昭
和
電
工
の
川
崎
工
場
が
米
軍
の
空
爆
で
被
災
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

気
球
爆
弾
は
す
べ
て
軍
部
の
極
秘
事
項
で
あ
る
。
日
本
ク
ロ
ス
で
は
四
月
に
は
す
べ
て
の
書
類
を
焼
却
し
た
。
陸
軍
省

と
染
色
業
者
と
の
決
済
も
こ
の
と
き
に
終
わ
っ
て
い
る
。
事
務
整
理
に
あ
た
っ
た
人
物
の
記
憶
に
よ
る
と
、
気
球
爆
弾
の

ベ
ー
ス
生
産
の
代
金
と
し
て
染
色
業
者
に
支
払
わ
れ
た
総
額
は
三
六
〇
万
円
に
の
ぼ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
う
ち
日
本
ク
ロ

ス
は
一
五
五
万
円
と
図
ぬ
け
て
多
か
っ
た
。

　

三
月
末
の
う
ち
き
り
は
陸
軍
に
と
っ
て
、
ほ
ぼ
計
画
通
り
の
行
動
だ
っ
た
が
、
一
二
時
間
二
交
替
の
フ
ル
操
業
を
つ
づ

け
て
い
た
京
都
工
場
に
と
っ
て
は
ま
る
で
寝
耳
に
水
で
あ
っ
た
。

　

当
時
の
日
本
ク
ロ
ス
に
と
っ
て
は
気
球
用
原
紙
造
り
が
す
べ
て
だ
っ
た
。
工
場
の
機
械
設
備
の
す
べ
て
を
和
紙
の
貼
り

合
わ
せ
加
工
用
に
改
良
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
手
持
ち
の
原
材
料
も
か
な
り
の
こ
っ
て
い
た
。
突
然
の
う
ち
き
り
は
経
営

を
ゆ
る
が
す
重
大
事
だ
っ
た
。

　

軍
部
の
指
令
と
は
い
え
、
ク
ロ
ス
製
造
部
の
尾
崎
勇
は
頭
を
か
か
え
て
し
ま
っ
た
。
だ
が
、
陸
軍
行
政
本
部
で
思
い
が

け
な
い
話
を
耳
に
し
た
。
海
軍
で
別
の
用
途
に
つ
か
う
計
画
が
あ
る
。
平
塚
の
海
軍
工こ

う

廠し
ょ
うへ

出
向
く
よ
う
に
と
す
す
め
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

　

海
軍
は
防
毒
衣
の
素
材
と
し
て
気
球
用
原
紙
を
つ
か
う
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
米
軍
の
本
土
上
陸
に
そ
な
え
て
水
際
殲せ

ん

冬期ジェット気流（偏西風）図



136

滅め
つ

作
戦
で
防
毒
衣
を
用
意
す
る
。
そ
の
防
毒
衣
の
素
材
に
和
紙
を
貼
り
合
わ
せ
た
原
紙
を
つ
か
う
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

　

製
品
の
仕
様
は
気
球
爆
弾
の
ベ
ー
ス
と
お
な
じ
で
、
そ
れ
に
カ
ー
キ
色
の
着
色
が
く
わ
わ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
京
都
工

場
だ
け
で
は
受
注
量
に
追
い
つ
か
な
か
っ
た
。
六
月
か
ら
大
和
ク
ロ
ス
工
業
の
工
場
も
加
わ
り
、
ふ
た
た
び
一
二
時
間
二

交
替
の
フ
ル
操
業
が
は
じ
ま
り
、
終
戦
の
八
月
一
五
日
ま
で
つ
づ
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

大
和
ク
ロ
ス
で
は
こ
ん
に
ゃ
く
、
ポ
リ
ビ
ニ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
の
併
用
で
貼
り
合
わ
せ
加
工
し
た
。
こ
の
技
術
が
戦
後
、

レ
ザ
ー
や
合
羽
の
生
産
に
活
き
る
の
で
あ
る
。

　

気
球
爆
弾
の
原
紙
造
り
は
、
ま
る
で
嵐
の
よ
う
に
駈
け
ぬ
け
て
い
っ
た
一
時
の
昂
揚
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
な
に
よ
り

も
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
操
業
を
ま
も
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
こ
と
の
意
義
は
お
お
き
い
。

　

軍
需
目
的
の
仕
事
だ
か
ら
と
い
う
わ
け
で
、
入
手
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
機
械
の
部
品
で
さ
え
も
優
先
的
に
供

給
を
う
け
た
。
ほ
ん
と
う
な
ら
平
時
産
業
ゆ
え
に
機
械
設
備
と
と
も
に
解
体
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
逆
に
改
造
だ
け

で
な
く
更
新
ま
で
ゆ
る
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

生
産
設
備
の
強
化
だ
け
で
は
な
い
。
量
産
に
よ
っ
て
戦
中
に
む
し
ろ
技
術
に
み
が
き
を
か
け
、
そ
れ
が
そ
っ
く
り
そ
の

ま
ま
無
傷
で
戦
後
に
ひ
き
つ
が
れ
た
の
で
あ
る
。
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第
四
節  
ク
ロ
ス 

染
色
加
工
と
も
に
輸
出
が
の
び
る

●
大
戦
勃
発
で
輸
出
が
の
び
る

　

第
二
次
世
界
大
戦
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
じ
ま
っ
た
一
九
三
九
年
︵
昭
和
一
四
︶
ご
ろ
に
な
る
と
、
戦
時
体
制
が
強
化
さ

れ
、
繊
維
産
業
は
解
体
の
危
機
に
瀕ひ

ん

し
て
い
た
が
、
日
本
ク
ロ
ス
は
む
し
ろ
業
績
を
の
ば
し
て
い
た
。

　

日
米
戦
争
が
は
じ
ま
る
一
九
四
一
年
︵
昭
和
一
六
︶
の
前
半
ま
で
、
ク
ロ
ス
、
染
再
整
と
も
に
売
上
高
を
の
ば
し
て
い

る
。
国
内
市
場
は
冷
え
こ
ん
で
い
た
が
、
輸
出
が
大
幅
に
の
び
た
の
で
あ
る
。

　

ひ
と
つ
は
外
貨
の
獲
得
︵
実
際
に
は
金
の
裏
付
け
の
あ
る
外
貨
︶
と
い
う
国
策
に
後
押
し
さ
れ
た
こ
と
。
も
う
ひ
と
つ
、

第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
っ
て
世
界
貿
易
の
地
図
が
塗
り
か
わ
っ
た
こ
と
も
お
お
き
か
っ
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
は
一
九
三
九
年
︵
昭
和
一
四
︶
九
月
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
大
戦
の
勃
発
に
よ
っ
て

ド
イ
ツ
製
品
の
輸
出
は
ス
ト
ッ
プ
、
イ
ギ
リ
ス
製
品
も
し
だ
い
に
姿
を
消
し
て
ゆ
く
。
先
進
両
国
が
世
界
の
貿
易
市
場
か

ら
撤
退
し
た
か
た
ち
に
な
っ
た
。

　

結
果
的
に
み
て
、
日
本
ク
ロ
ス
は
そ
の
間
隙
を
つ
い
た
の
で
あ
る
。

　

創
業
以
来
最
高
の
生
産
・
販
売
高
を
記
録
し
た
一
九
四
〇
年
︵
昭
和
一
五
︶
を
み
る
と
、
輸
出
は
総
売
上
高
の
三
六
パ

ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。

　

輸
出
の
主
役
は
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
、
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ク
ロ
ス
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
ク
ロ
ス
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
ク
ロ
ス
部
の
製

品
の
輸
出
比
率
は
三
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
染
色
加
工
の
ほ
う
は
七
六
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
を
輸
出
が
占
め
て

い
る
。

　

染
再
整
部
の
染
色
加
工
品
は
一
九
三
一
年
︵
昭
和
六
︶
か
ら
一
九
三
七
年
︵
昭
和
一
二
︶
ま
で
輸
出
を
大
幅
に
の
ば
し

て
い
る
。
も
っ
ぱ
ら
輸
出
中
心
の
業
務
展
開
で
、
一
九
三
八
年
︵
昭
和
一
三
︶
ご
ろ
に
な
る
と
下
り
坂
に
転
じ
る
の
だ
が
、

一
九
四
〇
年
︵
昭
和
一
五
︶
ご
ろ
は
ま
だ
高
水
準
に
あ
っ
た
。

　

輸
出
国
は
ア
ジ
ア
だ
け
で
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
南
米
、
中
近
東
、
ア
フ
リ
カ
、
オ
セ
ア
ニ
ア
に
お
よ
ん
で
い
た
。

坂部三次、 パキスタンのバイヤーと
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●
遠
い
国
か
ら
大
量
の
受
注

　

第
二
次
世
界
大
戦
が
は
じ
ま
っ
た
当
時
、
ま
っ
た
く
輸
出
実
績
の
な
い
国
か
ら
、
ケ
タ
は
ず
れ
の
引
き
合
い
が
あ
っ
て
、

真
偽
の
ほ
ど
を
う
た
が
う
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

　

一
九
四
〇
年
︵
昭
和
一
五
︶
の
エ
ジ
プ
ト
向
け
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

大
阪
の
貿
易
商
社
・
阪
部
商
会
を
通
じ
て
、
エ
ジ
プ
ト
か
ら
と
つ
ぜ
ん
ク
ロ
ス
の
大
量
注
文
が
と
び
こ
ん
で
き
た
。
エ

ジ
プ
ト
が
イ
ギ
リ
ス
側
に
つ
い
て
第
二
次
世
界
大
戦
に
参
戦
す
る
こ
と
に
な
り
、
軍
人
用
手
帳
の
装
幀
に
ク
ロ
ス
が
必
要

と
な
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
は
供
給
は
す
で
に
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
で
日
本
郵
船
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
へ
の
積
み
出
し
を
停
止
し
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
元
専
務
の
河
野

幸
夫
に
よ
る
と
、
輸
送
す
る
船
が
な
い
の
だ
か
ら
、
信
用
状
︵
Ｌ
／
Ｃ
︶
も
こ
な
い
だ
ろ
う
と
、
誰
も
が
本
気
に
し
な
か

っ
た
。
だ
が
、
横
浜
正
金
銀
行
︵
現
・
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
︶
に
現
金
が
お
く
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

同
色
同
型
の
ク
ロ
ス
︵
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
Ｗ
17
グ
リ
ー
ン
︶
を
三
万
ロ
ー
ル
︵
五
四
万
ヤ
ー
ド
︶
生
産
す
る
。
同
色
の
顔

料
を
大
量
に
入
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
顔
料
そ
の
も
の
が
品
薄
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
同
型
の
製
品
は
一
機
で

生
産
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
顔
料
の
手
当
に
奔
走
し
、
連
日
夜
の
一
二
時
ご
ろ
ま
で
機
械
を
稼
動
さ
せ
、
よ
う
や
く
納
期

に
間
に
合
わ
せ
た
。

　

懸
念
さ
れ
た
輸
送
の
ほ
う
は
、
エ
ジ
プ
ト
が
派
遣
し
た
輸
送
船
二
艘
で
製
品
を
自
国
に
も
ち
か
え
っ
た
。

　

お
な
じ
こ
ろ
、
や
は
り
阪
部
商
会
を
通
じ
て
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
か
ら
ブ
ラ
イ
ン
ド
ク
ロ
ス
を
大
量
受
注
し
た
。
グ
リ
ー
ン

と
ブ
ル
ー
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
色
合
い
の
製
品
で
あ
る
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
、
北
欧
へ
の
ブ
ラ
イ
ン
ド
ク
ロ
ス
輸

出
が
活
発
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
の
主
な
輸
出
国
は
、
朝
鮮
、
満
州
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
ビ
ル
マ
︵
現
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
︶、
タ
イ
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
南
ア
フ
リ
カ
連
邦
。
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ク
ロ
ス
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
。
ブ
ラ
イ
ン
ド
ク
ロ
ス
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
な
ど
で
あ
っ
た
。

　

当
時
は
戦
時
統
制
の
時
代
で
あ
る
。
綿
布
や
顔
料
な
ど
の
資
材
、
さ
ら
に
は
燃
料
不
足
も
深
刻
だ
っ
た
。
だ
が
当
時
、

輸
出
奨
励
は
重
要
な
国
策
で
あ
り
、
輸
出
用
に
か
ぎ
っ
て
は
特
別
に
割
り
当
て
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
は
綿
製
品
禁
止
令
以
降
、
国
内
需
要
向
け
は
す
べ
て
ス
フ
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
な
か
で

輸
出
向
け
製
品
も
二
つ
に
区
分
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

満
州
、
中
国
、
朝
鮮
な
ど
の
円
ブ
ロ
ッ
ク
圏
へ
の
輸
出
は
、
国
内
と
お
な
じ
ス
フ
ベ
ー
ス
の
製
品
と
決
め
ら
れ
、
綿
布

輸出用見本帳
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は
そ
の
ほ
か
の
国
へ
の
輸
出
に
か
ぎ
っ
て
許
可
さ
れ
、
輸
出
用
ク
ロ
ス
と
し
て
特
別
生
産
し
た
。

　

染
色
加
工
品
に
つ
い
て
も
、
一
九
四
〇
年
︵
昭
和
一
五
︶
ご
ろ
ま
で
輸
出
が
好
調
で
あ
っ
た
。
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
、
ダ
ー

バ
ン
︵
南
ア
フ
リ
カ
︶
向
け
の
も
の
が
多
く
、
ピ
ー
ク
時
は
月
間
三
〇
万
ヤ
ー
ド
︵
広
幅
五
四
イ
ン
チ
︶
に
達
し
た
。

　

戦
時
体
制
に
な
っ
て
輸
出
染
色
業
界
は
総
じ
て
不
況
だ
っ
た
が
、
日
本
ク
ロ
ス
の
染
再
整
部
は
特
殊
加
工
に
し
ぼ
っ
て

い
た
。
そ
の
せ
い
で
、
市
場
環
境
に
と
ら
わ
れ
ず
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
好
況
が
つ
づ
い
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
広
幅
織

物
に
つ
い
て
は
月
間
一
二
〇
～
一
三
〇
万
ヤ
ー
ド
と
い
う
加
工
能
力
を
持
っ
て
い
た
。
広
幅
織
物
の
染
色
で
こ
れ
ほ
ど
の

能
力
を
も
つ
工
場
は
少
な
く
、
そ
れ
が
輸
出
向
け
の
大
量
加
工
に
活
か
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

●
日
米
戦
争
と
貿
易
の
禁
止

　

輸
出
は
日
本
ク
ロ
ス
の
業
績
を
さ
さ
え
て
き
た
。

　

民
需
産
業
の
多
く
は
崩
壊
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
な
か
で
、
日
本
ク
ロ
ス
は
一
九
四
〇
年
︵
昭
和
一
五
︶
に
は
創
業
以

来
最
高
の
業
績
を
あ
げ
て
い
る
。
戦
時
統
制
の
さ
な
か
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
業
績
を
の
ば
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
ひ
と

え
に
輸
出
の
増
大
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

だ
が
、
日
米
関
係
の
緊
迫
で
情
勢
は
暗
転
し
た
。
一
九
四
一
年
︵
昭
和
一
六
︶
七
月
の
貿
易
調
整
令
、
資
金
凍
結
令
に

よ
っ
て
、
た
ち
ま
ち
輸
出
は
む
ず
か
し
く
な
る
。
当
時
の
貿
易
決
済
は
ポ
ン
ド
が
中
心
だ
っ
た
が
、
日
独
伊
三
国
同
盟
が

で
き
あ
が
る
と
、
ポ
ン
ド
が
つ
か
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
輸
出
を
つ
づ
け
る
と
国
内
の
物
資
流
出
に
つ
な
が

っ
て
ゆ
く
。
そ
う
い
う
背
景
か
ら
貿
易
は
禁
止
と
な
っ
て
し
ま
う
。
か
く
し
て
一
九
四
一
年
︵
昭
和
一
六
︶
の
後
半
以
降
、

輸
出
は
完
全
に
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

輸
出
が
な
く
な
る
と
、
輸
出
向
け
仕
様
で
生
産
し
て
い
た
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
ク
ロ
ス
が
在
庫
品
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
滞
留
し
た
製
品
を
ど
う
す
る
の
か
。
国
家
で
一
括
し
て
買
い
あ
げ
る
と
い
う
条
件
が
提
示
さ
れ
た
。
滞
留
品

の
処
遇
を
め
ぐ
っ
て
は
、
社
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
あ
り
、
検
討
を
か
さ
ね
た
。
そ
の
結
果
、
当
時
の
客
観
情
勢
か
ら

判
断
し
て
、最
終
的
に
政
府
の
買
い
あ
げ
に
は
応
じ
な
い
ほ
う
が
得
策
だ
と
判
断
し
た
。
輸
出
が
な
く
な
っ
て
、業
績
は
に

わ
か
に
悪
化
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
物
資
不
足
と
い
う
情
勢
を
に
ら
ん
で
在
庫
品
と
し
て
の
こ
す
こ
と
に
決
め
た
の
で
あ
る
。

　

京
都
は
幸
い
に
し
て
戦
禍
を
ま
ぬ
が
れ
た
。
大
量
の
滞
留
品
は
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
戦
後
に
も
ち
こ
さ
れ
た
。
日
本
ク

ロ
ス
は
敗
戦
の
翌
日
か
ら
生
産
を
再
開
し
た
が
、
物
不
足
の
お
り
か
ら
、
持
ち
こ
し
の
滞
留
製
品
が
戦
後
の
立
ち
あ
が
り

に
お
お
き
な
威
力
を
発
揮
し
た
の
で
あ
る
。
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第
五
節  
工
場
の
拡
張 

増
設
と
再
編
成

●
油
布
工
場
の
新
設
と
染
再
整
工
場
の
新
築
移
転

　

油
布
事
業
へ
の
進
出
は
、
後
に
な
っ
て
ふ
り
か
え
る
と
、
日
本
ク
ロ
ス
に
と
っ
て
、
勇
気
あ
る
決
断
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。
油
布
生
産
と
い
う
新
し
い
事
業
に
進
出
す
る
た
め
に
は
多
額
の
設
備
投
資
を
必
要
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
油
布
工
場

の
設
置
は
本
社
工
場
の
拡
張
と
天
神
川
東
岸
の
新
工
場
建
設
を
も
た
ら
し
、
日
本
ク
ロ
ス
の
本
社
工
場
の
再
編
成
に
つ
な

が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
三
七
年
︵
昭
和
一
二
︶
五
月
、
倍
額
増
資
し
て
新
資
本
金
を
一
〇
〇
万
円
と
し
た
。

　

油
布
事
業
に
あ
て
る
投
資
は
、
製
造
機
械
購
入
費
九
万
円
、
工
場
建
物
建
設
費
一
〇
万
円
で
総
額
一
九
万
円
だ
っ
た
が
、

そ
れ
に
と
も
な
い
染
再
整
部
の
加
工
場
の
移
転
費
が
一
〇
万
円
発
生
す
る
。
投
資
総
額
は
増
資
額
の
約
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト

に
達
し
た
の
で
あ
る
。

　

当
時
の
資
本
金
は
五
〇
万
円
、
一
か
月
の
売
上
高
が
平
均
二
一
万
円
で
あ
る
。
二
九
万
円
の
設
備
投
資
が
い
か
に
巨
大

で
あ
っ
た
か
は
説
明
を
要
し
な
い
だ
ろ
う
。

　

油
布
製
品
は
ク
ロ
ス
製
品
の
よ
う
に
澱
粉
塗
料
で
は
な
く
油
性
塗
料
を
使
用
す
る
。
そ
の
た
め
工
場
は
消
防
法
の
適
用

対
象
に
な
り
、
建
物
は
鉄
筋
の
耐
火
構
造
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
立
地
を
検
討
し
た
結
果
、
天
神
川
の
本
社

工
場
に
あ
っ
た
染
色
加
工
場
の
あ
た
り
が
最
適
と
判
断
さ
れ
た
。
そ
こ
で
本
社
工
場
の
東
側
︵
天
神
川
の
対
岸
︶
に
新
し

い
工
場
を
新
築
し
て
、
そ
こ
へ
染
再
整
部
を
全
面
移
転
す
る
。
跡
地
に
五
〇
〇
坪
の
油
布
工
場
を
建
設
す
る
こ
と
に
決
し

た
の
で
あ
る
。

　

新
し
く
染
色
加
工
場
を
新
築
す
る
用
地
の
買
収
は
、
一
九
三
七
年
︵
昭
和
一
二
︶
初
頭
か
ら
す
で
に
は
じ
ま
っ
て
い
た
。

同
年
二
月
に
右
京
区
西
京
極
三
反
田
町
三
番
地
～
六
番
地
の
一
四
八
九
坪
を
買
収
、
さ
ら
に
一
九
三
八
年
︵
昭
和
一
三
︶

三
月
に
は
同
七
番
地
の
五
二
三
坪
を
買
収
し
た
。
最
終
的
に
は
一
九
三
九
年
︵
昭
和
一
四
︶
一
〇
月
に
西
京
極
東
町
四
五

番
地
の
六
三
〇
坪
も
買
収
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

新
工
場
の
建
設
は
一
九
三
七
年
︵
昭
和
一
二
︶
一
二
月
か
ら
は
じ
ま
り
、
翌
一
九
三
八
年
︵
昭
和
一
三
︶
の
四
月
に
完

成
し
て
い
る
。

染工部東工場が完成したころの京都工場全景
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工
場
建
物
棟
の
新
築
に
つ
い
て
は
当
時
二
〇
〇
坪
ま
で
と
い
う
の
が
決
ま
り
だ
っ
た
。
そ
こ
で
新
設
の
工
場
は
一
八
八

坪
の
工
場
を
六
棟
つ
ら
ね
る
こ
と
に
し
た
。
完
成
し
た
新
工
場
は
一
九
三
八
年
︵
昭
和
一
三
︶
四
月
五
日
に
試
運
転
を
お

こ
な
い
、
同
月
七
日
か
ら
操
業
を
開
始
し
て
い
る
。

　

新
し
い
染
色
加
工
場
に
は
、
ド
イ
ツ
製
の
電
熱
乾
燥
機
な
ど
の
新
鋭
設
備
を
導
入
し
た
。
神
戸
港
で
陸
揚
げ
、
京
都
ま

で
は
貨
車
で
陸
送
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
機
械
が
お
お
き
す
ぎ
て
ト
ン
ネ
ル
を
通
過
す
る
と
き
に
一
部
が
天
井
に
つ
か
え

て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
鉄
道
省
に
交
渉
し
て
貨
車
の
シ
ャ
ー
シ
ー
を
低
く
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
る
。

　

染
再
整
部
は
新
事
業
の
油
布
工
場
建
設
の
た
め
に
、
天
神
川
の
対
岸
に
追
い
や
ら
れ
た
か
た
ち
に
み
え
る
が
、
と
も
か

く
も
本
社
工
場
の
一
角
か
ら
独
立
し
て
、
染
色
加
工
部
門
だ
け
の
単
独
工
場
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
新
設
の

染
色
加
工
場
は
﹁
染
工
部
東
工
場
﹂
と
よ
ぶ
こ
と
に
し
た
。

　

染
色
加
工
部
門
は
こ
の
よ
う
に
独
立
工
場
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
も
の
の
、
ほ
ど
な
く
戦
時
統
制
の
嵐
に
巻
き
こ
ま
れ

た
。
日
米
戦
争
の
は
じ
ま
り
と
と
も
に
、
軍
事
色
が
濃
厚
に
な
る
と
、
公
定
価
格
、
指
定
生
産
制
の
実
施
な
ど
に
よ
っ
て

民
需
は
圧
迫
さ
れ
、
染
色
加
工
も
軍
需
生
産
が
主
力
と
な
っ
て
い
っ
た
。
加
工
内
容
も
綿
布
と
人
絹
の
暗
幕
染
色
が
中
心

を
占
め
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

だ
が
染
色
加
工
部
門
が
ま
る
で
別
会
社
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
思
い
が
け
な
い
幸
運
を
よ
び
こ
ん
だ
。

　

一
九
四
二
年
︵
昭
和
一
七
︶
八
月
、﹁
織
物
加
工
業
者
に
関
す
る
整
理
統
合
令
﹂
に
よ
っ
て
、
京
都
の
染
色
加
工
業
は

再
編
・
整
備
を
強
い
ら
れ
た
。
一
定
の
規
模
に
み
た
な
い
業
者
は
否
応
な
し
に
整
理
・
統
合
の
対
象
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

日
本
ク
ロ
ス
の
染
色
加
工
部
門
は
東
工
場
の
新
築
・
移
転
に
よ
っ
て
単
独
工
場
と
し
て
こ
の
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
た
。

そ
れ
ゆ
え
統
合
企
業
の
中
核
工
場
と
し
て
生
き
の
こ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

●
関
東 

西
日
本
に
グ
ル
ー
プ
会
社
を
つ
く
る

　

戦
時
統
制
が
ま
す
ま
す
き
び
し
く
な
る
一
九
四
一
年
︵
昭
和
一
六
︶
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
埼
玉
と
福
岡
に
新
し
い
生

産
拠
点
を
も
う
け
た
。

　

福
岡
市
に
八や

州し
ま

製
作
所
と
い
う
ち
い
さ
な
町
工
場
が
あ
っ
た
。
も
と
も
と
手
工
業
的
に
オ
イ
ル
シ
ル
ク
を
生
産
し
て
い

た
が
、
経
営
に
ゆ
き
づ
ま
り
、
日
本
ク
ロ
ス
に
支
援
を
も
と
め
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

戦
局
が
き
び
し
く
な
り
、
石
炭
の
入
手
が
む
ず
か
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
こ
ろ
だ
っ
た
。
福
岡
な
ら
炭
鉱
を
背
後
に
ひ
か

え
て
い
る
の
で
燃
料
供
給
が
期
待
で
き
る
。
そ
こ
で
京
都
工
場
で
は
、
す
で
に
生
産
能
力
の
限
界
に
達
し
て
い
た
オ
イ
ル

京都工場染工部上棟式（昭和12年）九州クロス工業
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ク
ロ
ス
を
福
岡
で
生
産
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
八
州
製
作
所
を
買
収
、
新
会
社
・
九
州
ク

ロ
ス
工
業
の
設
立
に
ふ
み
き
っ
た
の
で
あ
る
。

　

九
州
ク
ロ
ス
工
業
株
式
会
社
︵
福
岡
市
比
恵
本
町
八
三
番
地
︶
は
、
一
九
四
一
年
︵
昭
和
一
六
︶
一
二
月
の
設
立
で
あ

る
。
資
本
金
は
一
九
万
五
〇
〇
〇
円
。
発
足
当
初
、
社
長
は
坂
部
三
次
、
専
務
は
村
中
晃
、
従
業
員
は
二
六
人
で
あ
っ
た
。

　

当
初
は
オ
イ
ル
ク
ロ
ス
の
好
調
が
つ
づ
い
た
が
、
太
平
洋
戦
争
が
は
げ
し
く
な
る
と
と
も
に
防
空
用
暗
幕
の
生
産
に
転

換
し
た
。

　

一
九
四
二
年
︵
昭
和
一
七
︶
二
月
に
は
、
大
和
ク
ロ
ス
工
業
株
式
会
社
︵
埼
玉
県
入
間
郡
入
間
川
町
＝
現
・
狭
山
市
︶

が
発
足
し
て
い
る
。
同
社
の
前
身
は
一
九
三
九
年
︵
昭
和
一
四
︶
に
資
本
金
一
〇
万
円
で
設
立
さ
れ
た
大
和
ク
ロ
ー
ス
株

式
会
社
で
あ
る
。

　

同
社
は
も
と
も
と
ブ
ラ
イ
ン
ド
ク
ロ
ス
を
生
産
し
て
い
た
。
し
か
し
戦
時
の
経
済
統
制
で
経
営
が
ゆ
き
づ
ま
り
、
一
九

四
一
年
︵
昭
和
一
六
︶
五
月
ご
ろ
か
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
事
業
を
休
止
し
て
い
た
。
合
併
が
話
題
に
の
ぼ
っ
た
が
、
き
び
し

い
経
済
統
制
の
時
代
で
あ
る
。
合
併
は
経
済
環
境
が
安
定
す
る
ま
で
待
つ
こ
と
に
し
て
、
と
り
あ
え
ず
業
務
提
携
を
強
化

し
て
経
営
改
善
を
す
す
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

日
本
ク
ロ
ス
か
ら
出
資
、
役
員
派
遣
、
技
術
者
派
遣
、
機
械
設
備
の
譲
渡
・
貸
与
、
特
許
権
の
無
償
提
供
を
す
る
こ
と

で
合
意
、
資
本
金
一
七
万
五
〇
〇
〇
円
の
新
会
社
・
大
和
ク
ロ
ス
工
業
を
設
立
し
た
の
で
あ
る
。

　

常
務
取
締
役
に
は
大
和
ク
ロ
ー
ス
の
伊
藤
東
一
郎
が
就
任
、
日
本
ク
ロ
ス
か
ら
は
ク
ロ
ス
部
次
長
の
尾
崎
勇
、
博
進
社

か
ら
植
村
正
彦
が
役
員
に
つ
い
た
。

　

新
会
社
は
ブ
ラ
イ
ン
ド
ク
ロ
ス
の
製
造
で
再
出
発
し
た
の
だ
が
、
終
戦
直
前
に
は
や
は
り
防
空
用
暗
幕
、
気
球
爆
弾
用

ベ
ー
ス
製
造
が
中
心
に
な
っ
て
い
た
。

大和クロス工業正門
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第
六
節  
戦
時
統
制
の
な
か
で 

ひ
た
す
ら
堪
え
る

●
企
業
整
備
の
嵐
の
な
か
で

　

染
色
加
工
部
門
︵
染
再
整
部
︶
は
天
神
川
の
東
側
に
東
工
場
と
し
て
単
独
の
工
場
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
が
、
戦
時
統

制
の
な
か
で
苦
難
の
時
代
を
む
か
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

戦
時
統
制
は
ほ
と
ん
ど
全
業
種
に
わ
た
っ
て
企
業
整
備
を
う
な
が
し
た
。
京
都
の
地
場
産
業
で
あ
る
繊
維
工
業
は
存
立

の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
。
一
九
四
一
年
︵
昭
和
一
六
︶
六
月
、
一
一
団
体
あ
っ
た
繊
維
工
業
組
合
は
、
丹
後
縮ち

り

緬め
ん

、
西
陣

着き

尺じ
ゃ
く、

西
陣
織
物
の
三
組
合
に
統
合
さ
れ
た
。
染
色
加
工
業
も
一
九
組
合
か
ら
四
組
合
に
な
っ
た
。
一
一
月
に
は
企
業
整

備
令
に
も
と
づ
い
て
、
第
一
次
企
業
整
備
が
す
す
め
ら
れ
、
織
物
卸
商
同
業
組
合
員
は
一
〇
分
の
一
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

さ
ら
に
一
九
四
二
年
︵
昭
和
一
七
︶
五
月
の
企
業
整
備
令
︵
第
二
次
︶
に
よ
っ
て
、
整
理
・
統
合
は
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

そ
し
て
一
九
四
二
年
︵
昭
和
一
七
︶
八
月
の
﹁
織
物
加
工
業
者
に
関
す
る
整
理
統
合
令
﹂
に
よ
っ
て
、
一
定
の
規
模
に

満
た
な
い
業
者
は
整
理
・
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

日
本
ク
ロ
ス
の
染
色
加
工
部
門
も
一
社
で
は
存
立
で
き
な
く
な
り
、
日
本
ク
ロ
ス
か
ら
分
離
し
て
、
同
業
の
山
西
染
工

︵
綿
染
色
︶、
近ち

か

吉よ
し

精
練
︵
絹
の
精
練
︶、
晒

さ
ら
し

八は
ち

︵
晒
工
場
︶
の
三
社
を
統
合
し
て
新
会
社
設
立
に
向
か
っ
た
。

　

企
業
整
備
に
よ
る
新
会
社
は
一
九
四
二
年
︵
昭
和
一
七
︶
八
月
に
設
立
、
開か

い

南な
ん

染せ
ん

工こ
う

化か

学が
く

株
式
会
社
と
し
た
。
統
合
対

象
の
各
社
は
そ
れ
ぞ
れ
現
有
の
工
場
と
設
備
を
現
物
出
資
、
経
営
者
は
新
会
社
の
役
員
に
就
任
し
た
。
出
資
比
率
の
五
三

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
た
日
本
ク
ロ
ス
の
染
色
工
場
︵
東
工
場
︶
が
本
社
工
場
と
な
り
、
他
社
工
場
を
分
工
場
と
し
た
。

　

開
南
染
工
化
学
は
日
本
ク
ロ
ス
を
中
心
に
し
て
誕
生
、
社
長
に
は
坂
部
三
次
が
就
任
し
た
が
、
そ
れ
は
日
本
ク
ロ
ス
の

東
工
場
が
存
立
基
準
と
な
る
規
模
を
ク
リ
ア
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

新
会
社
・
開
南
染
工
化
学
の
加
工
品
目
は
、
時
世
を
反
映
し
て
や
は
り
軍
需
用
途
で
あ
っ
た
。
陸
軍
被ひ

服ふ
く

本ほ
ん

廠し
ょ
うか

ら
受

注
し
た
軍
服
の
裏
地
︵
経
糸
は
人
絹
、
緯
糸
は
綿
︶
と
、
綿
と
人
絹
の
暗
幕
染
色
な
ど
で
あ
っ
た
。
当
時
は
広
幅
五
六
イ

ン
チ
の
染
色
が
で
き
る
染
工
場
は
少
な
か
っ
た
せ
い
で
、
戦
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
本
社
工
場
は
多
忙
で
あ
っ
た
。
暗
幕
の

染
色
を
は
じ
め
た
こ
ろ
は
暗
室
用
の
比
較
的
良
質
の
加
工
を
お
こ
な
っ
て
い
た
が
、
戦
局
の
進
展
と
と
も
に
、
黒
く
染
め

る
だ
け
の
加
工
に
な
っ
て
い
っ
た
。

開南染工化学の正門
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戦
後
は
人
絹
と
綿
の
染
色
加
工
で
出
発
す
る
の
だ
が
、
物
資
不
足
の
時
代
が
つ
づ
き
、
一
九
五
〇
年
︵
昭
和
二
五
︶
ご

ろ
ま
で
は
、
本
格
的
な
生
産
活
動
と
は
ほ
ど
遠
く
、
持
て
る
技
術
を
発
揮
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
状
況
が
つ
づ
い
た
。

●
統
制
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

　

一
九
四
一
年
︵
昭
和
一
六
︶
に
な
る
と
戦
時
統
制
に
よ
っ
て
産
業
部
門
別
に
統
制
団
体
が
組
織
さ
れ
て
ゆ
く
。
統
制
会
、

統
制
会
社
、
統
制
組
合
、
営
団
と
さ
ま
ざ
ま
だ
っ
た
が
、
要
す
る
に
い
ず
れ
も
生
産
の
割
り
当
て
、
資
材
の
配
分
、
価
格

の
決
定
、
労
務
や
利
潤
配
分
な
ど
を
決
定
す
る
権
限
を
も
つ
組
織
体
で
あ
っ
た
。

　

ク
ロ
ス
関
係
の
日
本
ク
ロ
ス
統
制
会
社
は
一
九
四
二
年
︵
昭
和
一
七
︶
三
月
、
京
都
で
設
立
さ
れ
て
い
る
。
日
本
ク
ロ

ス
工
業
組
合
を
母
体
に
し
た
も
の
で
、
有
本
染
工
、
東
洋
ク
ロ
ス
、
大
平
洋
紙
店
、
共
和
レ
ザ
ー
、
関
東
レ
ザ
ー
、
日
本

加
工
紙
、
日
本
ク
ロ
ス
の
七
社
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
。
社
長
に
は
坂
部
三
次
、
専
務
に
は
石
丸
憲
次
郎
が
就
任
、
日
本

ク
ロ
ス
か
ら
は
社
長
と
常
務
が
参
画
し
て
、
そ
の
中
心
的
役
割
を
は
た
し
た
の
で
あ
る
。

　

同
社
は
商
工
省
の
下
部
組
織
と
し
て
発
足
、
原
材
料
物
資
の
配
給
、
生
産
の
割
り
当
て
の
ほ
か
ク
ロ
ス
公
定
価
格
の
決

定
、
商
品
検
査
を
主
な
業
務
内
容
と
し
て
い
た
。

　

商
品
検
査
は
格
付
け
し
た
製
品
が
規
格
に
合
格
し
て
い
る
か
を
検
査
す
る
も
の
で
、
価
格
統
制
の
た
め
に
実
施
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
認
印
の
あ
る
合
格
品
の
み
が
所
定
の
価
格
で
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

統
制
団
体
は
各
種
の
統
制
法
令
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
ク
ロ
ス
を
は
じ
め
レ
ザ
ー
な
ど
塗
装
布
の
分
野
で

も
、
い
く
つ
も
の
団
体
が
全
国
に
乱
立
し
て
、
商
工
省
は
整
理
・
統
合
を
目
的
に
行
政
指
導
に
の
り
だ
し
た
。
一
元
化
に

向
か
っ
て
横
断
的
な
組
織
と
し
て
﹁
ク
ロ
ス
統
制
協
議
会
﹂
な
る
も
の
が
結
成
さ
れ
、
一
九
四
二
年
︵
昭
和
一
七
︶
末
に

は
日
本
ク
ロ
ス
統
制
会
社
と
日
本
擬
革
統
制
会
社
の
二
社
に
統
合
さ
れ
た
。
日
本
ク
ロ
ス
統
制
会
社
は
日
本
ク
ロ
ス
を
は

じ
め
と
す
る
ク
ロ
ス
メ
ー
カ
ー
、
日
本
擬
革
統
制
会
社
は
共
和
レ
ザ
ー
を
中
心
と
す
る
レ
ザ
ー
メ
ー
カ
ー
で
構
成
さ
れ
て

い
た
。

　

さ
ら
に
一
九
四
三
年
︵
昭
和
一
八
︶
四
月
、
両
社
は
統
合
さ
れ
、
中
央
塗
装
布
統
制
会
社
と
し
て
新
し
く
出
発
し
て
い

る
。
同
社
は
全
国
五
四
社
の
出
資
で
誕
生
し
た
塗
装
布
の
統
制
会
社
で
あ
っ
た
。
事
務
所
は
東
京
大
手
町
の
日
清
紡
ビ
ル

に
お
か
れ
、
専
務
理
事
に
日
本
ク
ロ
ス
専
務
の
石
丸
憲
次
郎
が
就
任
し
た
。
さ
ら
に
日
本
ク
ロ
ス
か
ら
七
、
八
人
の
社
員

を
派
遣
し
、
そ
れ
ぞ
れ
主
要
な
ポ
ス
ト
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

中
央
塗
装
布
統
制
会
社
の
業
務
内
容
は
、
物
資
・
資
材
の
配
分
と
生
産
割
当
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
資
材
配
給
に
つ
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い
て
商
工
省
と
の
折
衝
、
生
産
の
割
り
当
て
、
製
品
検
査
な
ど
で
あ
っ
た
。
営
業
収
入
は
所
属
す
る
各
社
か
ら
の
総
売
上

賦ふ

課か

金き
ん

、
資
材
配
給
手
数
料
で
あ
っ
た
。
同
社
は
商
工
省
化
学
局
化
学
課
が
管
轄
す
る
組
織
と
し
て
出
発
し
た
が
、
一
九

四
四
年
︵
昭
和
一
九
︶
か
ら
は
軍
需
省
の
所
轄
に
な
っ
た
。

　

戦
時
統
制
は
こ
の
よ
う
に
製
品
の
生
産
だ
け
で
な
く
販
売
シ
ス
テ
ム
ま
で
お
お
き
く
変
え
て
し
ま
っ
た
。
統
制
品
で
あ

る
ク
ロ
ス
製
品
は
す
べ
て
配
給
で
あ
る
。
製
品
の
販
売
は
、
従
来
の
販
売
ル
ー
ト
に
よ
ら
ず
、
国
策
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ

た
販
売
会
社
を
通
じ
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
ク
ロ
ス
類
は
日
本
塗
布
製
品
株
式
会
社
、
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ク
ロ
ス
は
日
本
透と

う

写し
ゃ

布ふ

株
式
会
社
、
暗
幕
類
は
日
本
遮し

ゃ

光こ
う

株
式
会
社
が
、
そ
れ
ぞ
れ
販
売
代
理
店
の
役
割
を
は
た
し
て
い
た
。
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第
七
節  
操
業
維
持
に
全
力 

戦
中
を
の
り
き
る

●
危
機
に
瀕
す
る
民
需
産
業

　

本
章
が
と
り
あ
げ
る
一
九
三
六
年
︵
昭
和
一
一
︶
以
降
、
日
本
の
経
済
動
向
は
、
戦
争
の
ゆ
く
え
に
お
お
き
く
左
右
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
。
軍
需
と
密
接
な
重
化
学
工
業
を
の
ぞ
い
て
、
民
需
産
業
の
多
く
は
崩
壊
の
危
機
に
追
い
こ
ま

れ
て
い
っ
た
。

　

日
中
戦
争
の
は
じ
ま
る
一
九
三
七
年
︵
昭
和
一
二
︶
七
月
か
ら
、
国
内
は
完
全
に
戦
時
体
制
に
突
入
し
た
。
軍
需
生
産

が
優
先
さ
れ
、
経
営
資
源
の
国
家
統
制
が
は
じ
ま
っ
た
。
一
九
三
八
年
︵
昭
和
一
三
︶
四
月
に
は
国
家
総
動
員
法
が
公
布

さ
れ
た
。
こ
の
法
律
は
国
力
を
総
動
員
で
き
る
幅
ひ
ろ
い
権
限
を
政
府
に
ゆ
だ
ね
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
対
象

は
物
資
・
生
産
・
金
融
・
会
社
経
理
・
物
価
・
企
業
施
設
・
労
務
な
ど
経
済
活
動
の
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
い
た
。
こ
の
法

律
に
も
と
づ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
統
制
法
が
次
つ
ぎ
に
制
定
さ
れ
、
経
済
統
制
が
す
す
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

重
要
物
資
は
軍
需
・
官
需
・
輸
出
需
要
・
民
需
と
区
分
し
て
配
分
さ
れ
た
。
軍
需
が
最
優
先
、
輸
出
も
あ
く
ま
で
海
外

か
ら
軍
需
物
資
を
購
入
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た
っ
て
民
需
は
き
び
し
く
規
制
さ
れ
た
。
た

と
え
ば
一
九
三
八
年
︵
昭
和
一
三
︶
六
月
か
ら
は
じ
ま
っ
た
綿
製
品
の
製
造
販
売
禁
止
に
よ
っ
て
、
国
民
生
活
は
お
お
き

な
制
約
を
う
け
る
よ
う
に
な
る
。
綿
製
品
は
す
べ
て
輸
出
に
ま
わ
さ
れ
、
代
用
品
と
し
て
ス
フ
が
登
場
し
て
く
る
。

　

日
米
戦
争
の
突
入
は
平
時
産
業
に
壊
滅
的
な
打
撃
を
あ
た
え
た
。
繊
維
・
出
版
産
業
も
、
き
び
し
い
統
制
下
に
お
か
れ
、

原
材
料
の
割
り
当
て
、
金
融
、
労
務
面
で
き
び
し
く
締
め
つ
け
ら
れ
た
。

　

と
く
に
繊
維
産
業
は
深
刻
で
、
原
材
料
が
調
達
で
き
ず
に
生
産
は
低
下
の
一
途
を
た
ど
る
。
一
九
四
四
年
︵
昭
和
一

九
︶
に
な
る
と
国
内
衣
料
供
給
量
は
一
九
三
七
年
︵
昭
和
一
二
︶
の
七
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
落
ち
こ
ん
だ
。
一
定
の
規
模

に
み
た
な
い
零
細
業
者
は
、
企
業
整
備
の
名
の
も
と
に
強
制
的
に
整
理
・
統
合
さ
せ
ら
れ
た
。

　

出
版
業
界
も
資
材
不
足
で
崩
壊
の
危
機
に
追
い
こ
ま
れ
る
。
パ
ル
プ
の
輸
入
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
だ
け
で
な
く
、
国
内
の

パ
ル
プ
は
弾
丸
を
は
じ
め
と
す
る
軍
需
用
に
ま
わ
さ
れ
、
書
籍
用
に
は
供
給
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
紙
価
は
高
騰
、
印
刷
イ

ン
ク
も
製
本
材
料
も
不
足
し
て
、
印
刷
価
格
は
た
ち
ま
ち
ハ
ネ
あ
が
っ
た
。
資
材
の
割
り
当
て
の
た
め
に
企
業
整
備
が
す

す
め
ら
れ
、
一
九
四
一
年
︵
昭
和
一
六
︶
に
は
一
九
五
七
社
あ
っ
た
出
版
社
は
、
一
九
四
五
年
︵
昭
和
二
〇
︶
に
な
る
と
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五
六
六
社
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

●
輸
出 

軍
需 
官
需
で
好
業
績

　

日
本
ク
ロ
ス
は
繊
維
製
品
の
加
工
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。

　

む
ろ
ん
き
び
し
い
経
済
統
制
の
荒
波
を
か
ぶ
っ
た
。
原
材
料
の
綿
布
類
の
入
手
が
む
ず
か
し
く
な
る
な
ど
、
統
制
に
よ

っ
て
生
産
活
動
を
危
う
く
す
る
深
刻
な
問
題
に
直
面
し
た
。

　

だ
が
、
一
九
三
七
年
︵
昭
和
一
二
︶
か
ら
一
九
四
一
年
︵
昭
和
一
六
︶
ま
で
を
み
る
と
、
業
績
は
右
肩
上
が
り
で
、
一

九
四
一
年
︵
昭
和
一
六
︶
に
は
創
業
以
来
最
高
の
生
産
・
販
売
高
を
記
録
し
て
い
る
。
ク
ロ
ス
部
、
油
布
部
、
染
再
整
部

と
も
に
工
場
は
フ
ル
操
業
と
い
う
あ
り
さ
ま
で
あ
る
。

　

一
九
三
五
年
︵
昭
和
一
〇
︶
の
売
上
高
を
一
〇
〇
と
す
る
と
、
一
九
四
〇
年
︵
昭
和
一
五
︶
は
二
六
八
、
五
年
間
で
約

二
・
七
倍
に
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
一
九
三
八
年
︵
昭
和
一
三
︶
か
ら
一
九
四
〇
年
︵
昭
和
一
五
︶
に
か
け
て
は
、
約
三

五
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
高
い
成
長
率
を
記
録
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

戦
時
統
制
の
さ
な
か
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
業
績
が
上
昇
一
途
を
し
め
し
た
の
は
、
輸
出
の
増
大
、
さ
ら
に
教
科
書
用
ク

ロ
ス
、
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ク
ロ
ス
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
軍
・
官
需
製
品
の
安
定
し
た
需
要
、
新
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た

油
布
製
品
の
貢
献
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
輸
出
の
拡
大
に
よ
る
と
こ
ろ
が
お
お
き
い
。

　

だ
が
、
日
米
戦
争
に
突
入
す
る
と
同
時
に
情
勢
は
一
変
し
て
し
ま
う
。
貿
易
禁
止
令
に
よ
り
輸
出
は
ス
ト
ッ
プ
し
て
し

ま
う
。
オ
イ
ル
シ
ル
ク
、
オ
イ
ル
ク
ロ
ス
な
ど
の
油
布
製
品
も
贅
沢
品
と
み
な
さ
れ
た
。
生
産
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い
、

操
業
を
つ
づ
け
る
た
め
に
、
防
空
用
暗
幕
の
製
造
に
転
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

　

企
業
整
備
の
影
響
も
無
縁
で
は
な
か
っ
た
。
油
布
部
で
生
産
し
て
い
た
硝
化
綿
レ
ザ
ー
は
一
九
四
二
年
︵
昭
和
一
七
︶

に
な
っ
て
、
一
定
の
規
模
に
達
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
製
造
中
止
を
強
い
ら
れ
た
。
染
色
加
工
部
門
の
染
再
整
部
も
企
業

整
備
令
に
よ
り
、
開
南
染
工
化
学
株
式
会
社
と
し
て
分
離
独
立
し
た
。

　

か
く
し
て
ク
ロ
ス
部
と
油
布
部
だ
け
に
な
っ
た
日
本
ク
ロ
ス
は
、
官
需
の
ク
ロ
ス
製
品
や
代
用
品
の
生
産
、
軍
需
の
気

球
爆
弾
の
ベ
ー
ス
の
生
産
な
ど
で
戦
時
下
を
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
メ
ー
カ
ー
と
し
て
生
き
の
こ
る
た
め
に
、

も
っ
ぱ
ら
操
業
度
を
保
持
し
て
、
技
術
の
温
存
に
つ
と
め
た
の
で
あ
る
。
一
九
四
四
年
︵
昭
和
一
九
︶
初
め
に
第
二
次
企

業
整
備
が
す
す
め
ら
れ
た
が
、
日
本
ク
ロ
ス
は
操
業
工
場
と
し
て
な
ん
と
か
生
き
の
こ
っ
た
。
そ
れ
は
、
ひ
た
す
ら
操
業

度
の
維
持
に
全
力
を
あ
げ
た
結
果
だ
と
い
え
る
。
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生
産
・
販
売
高
で
み
る
と
、
一
九
四
一
年
︵
昭
和
一
六
︶
を
ピ
ー
ク
に
し
て
下
降
線
を
た
ど
っ
て
ゆ
く
。
同
年
を
一
〇

〇
と
す
れ
ば
、
一
九
四
五
年
︵
昭
和
二
〇
︶
は
七
〇
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
染
色
加
工
部
門
を
の
ぞ
い
た
実
績
で
あ

る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
実
質
的
に
そ
れ
ほ
ど
お
お
き
な
落
ち
こ
み
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
収
益
面
も
安
定
し
て
い
て
、

一
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
株
式
配
当
を
継
続
し
て
い
た
。

　

統
制
時
代
に
あ
っ
て
も
業
績
を
維
持
で
き
た
の
は
、
代
用
資
材
の
研
究
と
そ
れ
を
製
品
化
す
る
高
度
の
生
産
技
術
に
よ

る
も
の
だ
と
い
え
る
が
、
販
売
競
争
と
は
無
縁
の
官
需
・
軍
需
が
中
心
に
な
っ
て
い
た
せ
い
も
あ
ろ
う
。

●
創
立
二
〇
周
年
を
む
か
え
る

　

一
九
三
九
年
︵
昭
和
一
四
︶
八
月
一
八
日
。

　

京
都
西
陣
・
一
条
戻
橋
に
創
立
し
て
二
〇
周
年
を
む
か
え
る
そ
の
日
に
、
京
都
本
社
・
工
場
で
記
念
式
を
と
り
お
こ
な

っ
た
。

　

当
時
は
日
中
戦
争
の
さ
な
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
翌
九
月
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
第
二
次
世
界
大
戦
が
勃
発
す
る
。
や
が
て

日
本
全
体
が
戦
時
体
制
に
く
み
こ
ま
れ
て
ゆ
く
緊
迫
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
経
済
統
制
の
時
代
に
な
っ
て
、
と
く
に
繊
維

関
連
産
業
は
打
撃
が
お
お
き
か
っ
た
が
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
日
本
ク
ロ
ス
は
最
初
の
こ
ろ
、
円
本
ブ
ー
ム
以
来
の

好
況
に
め
ぐ
ま
れ
て
い
た
。

　

当
時
の
日
本
ク
ロ
ス
の
製
品
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
品
を
完
全
に
国
内
市
場
か
ら
追
い
は
ら
い
、
ア
ジ
ア
市
場
に
も
積
極

的
に
進
出
、
さ
ら
に
第
二
次
世
界
大
戦
で
撤
退
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
勢
の
間
隙
を
つ
い
て
、
中
近
東
、
ア
フ
リ
カ
、
オ
セ
ア

ニ
ア
や
北
欧
に
ま
で
進
出
し
て
い
た
。
創
立
二
〇
年
に
し
て
、
世
界
に
み
と
め
ら
れ
る
ク
ロ
ス
メ
ー
カ
ー
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　

当
日
は
坂
部
三
次
専
務
以
下
全
従
業
員
が
そ
ろ
っ
て
松
尾
大
社
ま
で
行
進
、
参
拝
し
て
帰
っ
て
き
た
と
い
う
。
従
業
員

の
な
か
に
は
出
征
し
て
い
る
者
も
い
て
、
武
運
長
久
の
祈
願
祭
、
帰
還
者
の
奉ほ

う

告こ
く

祭さ
い

も
お
こ
な
っ
た
。
好
業
績
つ
づ
き
に

も
か
か
わ
ら
ず
記
念
行
事
も
な
か
っ
た
の
は
、
戦
時
の
せ
い
で
自
粛
し
た
た
め
で
あ
る
。

　

創
業
者
の
坂
部
三
次
は
そ
の
翌
年
一
九
四
〇
年
︵
昭
和
一
五
︶
六
月
に
取
締
役
社
長
に
つ
い
て
い
る
が
、
そ
れ
は
創
立

二
〇
年
に
し
て
、
よ
う
や
く
社
礎
が
確
立
し
た
と
み
た
か
ら
だ
ろ
う
。

　

日
本
ク
ロ
ス
に
は
そ
れ
ま
で
社
長
と
い
う
も
の
が
な
か
っ
た
。
実
質
的
に
社
長
と
い
う
べ
き
坂
部
三
次
は
、
終
始
専
務

で
押
し
と
お
し
て
い
た
。
周
囲
は
な
ん
ど
か
﹁
そ
ろ
そ
ろ
社
長
職
に
つ
い
て
く
だ
さ
い
﹂
と
進
言
す
る
の
だ
が
、
坂
部
は

当時の各種ブランドラベル
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聞
き
い
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

だ
が
創
立
二
〇
周
年
を
む
か
え
る
一
九
三
九
年
︵
昭
和
一
四
︶
ご
ろ
に
な
る
と
、
多
く
の
企
業
の
代
表
者
は
社
長
を
名

の
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
ク
ロ
ス
だ
け
が
社
長
で
な
い
と
い
う
の
は
社
会
一
般
の
風
潮
に
そ
ぐ
わ
な
い
⋮
⋮
と
す
る
周

囲
の
声
も
あ
っ
て
、
坂
部
三
次
は
一
九
四
〇
年
︵
昭
和
一
五
︶
六
月
、
よ
う
や
く
社
長
に
つ
い
た
。
六
月
二
四
日
付
の
役

員
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

 

取
締
役
社
長
＝
坂
部
三
次
、
取
締
役
常
務
＝
石
丸
憲
次
郎
・
渡
部
一
郎
、
取
締
役
＝
井
村
健
次
郎
・
山
田
留
治
郎
・
須

佐
敢
・
大
島
久
吉
、
監
査
役
＝
山
本
留
次
・
亀
井
亮
治
郎
・
磯
村
增
雄

　

創
業
時
は
お
よ
そ
一
〇
〇
人
だ
っ
た
従
業
員
総
数
は
一
九
三
四
年
︵
昭
和
九
︶
に
は
二
〇
四
人
に
な
り
、
創
立
二
〇
周

年
を
へ
て
、
一
九
四
〇
年
︵
昭
和
一
五
︶
に
は
四
五
六
人
に
な
っ
て
い
た
。

●
現
場
主
義
の
社
風

　

工
場
と
事
務
所
の
区
分
は
あ
る
が
、
明
確
な
組
織
と
い
う
も
の
が
な
い
。
む
ろ
ん
組
織
表
な
ど
あ
る
わ
け
も
な
か
っ
た
。

そ
れ
が
戦
前
の
日
本
ク
ロ
ス
の
あ
り
よ
う
だ
っ
た
。
そ
れ
は
戦
後
に
な
っ
て
も
、
し
ば
ら
く
ひ
き
つ
が
れ
、
一
九
六
二
年

︵
昭
和
三
七
︶
ご
ろ
ま
で
つ
づ
い
た
。

　

工
場
は
染
再
整
部
、
ク
ロ
ス
部
、
油
布
部
の
三
部
制
を
と
り
、
事
務
所
は
本
社
と
東
京
出
張
所
の
二
つ
で
あ
っ
た
。
課

と
い
う
部
署
の
単
位
も
な
く
、
し
た
が
っ
て
課
長
、
係
長
と
い
う
職
制
も
な
い
。
む
ろ
ん
全
社
の
組
織
図
の
よ
う
な
も
の

も
な
か
っ
た
。

　

現
場
の
ラ
イ
ン
は
部
長
、
職
長
、
職
工
で
な
り
た
ち
、
職
場
は
﹁
ク
ロ
ス
場
﹂﹁
型
場
﹂﹁
仕
上
場
﹂
と
い
う
よ
う
に
仕

事
内
容
で
よ
ば
れ
、
機
械
に
は
﹁
〇
〇
テ
ン
タ
ー
﹂
な
ど
と
担
当
者
の
名
前
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

　

ク
ロ
ス
部
と
油
布
部
は
業
績
を
競
い
合
い
、
新
し
く
加
わ
っ
た
油
布
部
は
ク
ロ
ス
部
に
ラ
イ
バ
ル
意
識
を
燃
や
し
た
よ

う
で
あ
る
。

　

ク
ロ
ス
部
長
は
篠
原
眞
喜
男
、
の
ち
に
は
尾
崎
勇
が
つ
と
め
、
油
布
部
長
は
村
中
晃
、
染
再
整
部
長
は
渡
部
一
郎
で
あ

っ
た
。

　

事
務
所
も
本
社
と
東
京
事
務
所
と
が
あ
っ
た
も
の
の
組
織
と
い
う
も
の
は
な
く
、
支
配
人
の
も
と
に
庶
務
、
経
理
、
営
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業
と
い
う
よ
う
に
、
か
ん
た
ん
な
機
能
分
担
が
あ
る
だ
け
だ
っ
た
。
当
時
の
支
配
人
は
石
丸
憲
次
郎
で
あ
っ
た
。

　

従
業
員
は
社
員
コ
ー
ス
と
職
工
コ
ー
ス
に
わ
か
れ
て
い
た
。
旧
制
中
学
卒
以
上
は
社
員
コ
ー
ス
で
、
お
よ
そ
五
年
で
小

見
習
、
見
習
、
準
社
員
を
経
て
社
員
に
な
る
。

　

小
学
校
卒
の
者
は
職
工
コ
ー
ス
を
あ
ゆ
ん
だ
。
準
社
員
以
上
は
月
給
制
、
職
工
は
日
給
制
で
あ
っ
た
。
両
者
は
タ
イ
ム

カ
ー
ド
の
上
で
も
区
分
さ
れ
、
社
員
コ
ー
ス
は
赤
、
職
工
コ
ー
ス
は
黒
で
あ
っ
た
。

　

勤
務
時
間
は
実
質
九
時
間
あ
ま
り
で
あ
っ
た
。
工
場
は
午
前
七
時
か
ら
午
後
五
時
、
事
務
所
は
午
前
八
時
か
ら
午
後
五

時
ま
で
、
昼
休
み
は
四
五
分
間
だ
っ
た
。
時
間
に
き
び
し
い
社
風
だ
っ
た
か
ら
、
会
社
で
は
朝
六
時
三
〇
分
、
七
時
一
〇

分
前
、
八
時
一
〇
分
前
の
三
回
、
始
業
合
図
の
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
た
。

　

当
時
、
給
料
日
は
毎
月
二
五
日
だ
っ
た
が
、
翌
日
か
ら
出
勤
率
が
悪
化
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
精
勤
賞
・
皆
勤
賞
と
い

う
報
奨
制
度
が
導
入
さ
れ
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

　

精
勤
賞
は
一
週
間
単
位
だ
っ
た
。
給
料
日
を
起
点
に
一
週
間
、
無
遅
刻
・
無
欠
勤
と
い
う
の
が
条
件
で
、
第
三
週
ま
で

が
対
象
に
な
っ
た
。
皆
勤
賞
は
一
か
月
の
無
遅
刻
・
無
欠
勤
が
条
件
だ
っ
た
。
精
勤
賞
は
社
員
・
職
長
が
一
円
五
〇
銭
、

準
社
員
・
職
工
は
一
円
。
皆
勤
賞
は
給
料
の
一
割
で
あ
る
。
だ
か
ら
一
か
月
皆
勤
す
る
と
、
精
勤
賞
四
円
五
〇
銭
に
皆
勤

賞
と
し
て
給
料
の
一
割
が
加
算
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

当
時
、
酒
一
合
が
八
銭
、
電
車
賃
が
六
銭
、
す
き
や
き
が
三
〇
銭
か
ら
五
〇
銭
だ
っ
た
か
ら
、
一
週
間
で
一
円
五
〇
銭

も
ら
え
る
精
勤
賞
は
か
な
り
の
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
月
ご
と
に
売
上
計
画
を
達
成
す
る
と
﹁
餠
料
﹂
と
い
う
名
の
奨

励
金
︵
三
円
︶
が
出
た
。

　

社
長
の
坂
部
三
次
は
稲
荷
社
の
ま
え
に
従
業
員
を
あ
つ
め
、﹁
み
な
さ
ん
、
日
々
ご
く
ろ
う
さ
ん
。
今
月
は
非
常
な
る

成
績
を
あ
げ
ま
し
た
の
で
、
大
き
な
重
ね
モ
チ
を
差
し
あ
げ
ま
す
﹂
と
、
自
ら
餠
料
を
手
渡
し
た
と
い
う
。



ク
ロ
ス
を 

ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
を
つ
く
っ
て

戦
後
日
本
の
復
興
に
役
立
と
う
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混
乱
と
希
望
の
「
戦
後
」
が
は
じ
ま
っ
た

　

初
め
て
占
領
軍
を
眼
に
し
た
の
は
、
大
型
軍
用
ト
ラ
ッ
ク
の
列
で
あ
っ
た
。

ト
ラ
ッ
ク
は
、
例
外
な
く
昼
間
だ
と
い
う
の
に
眼
も
く
ら
む
よ
う
な
ヘ
ッ
ド

ラ
イ
ト
を
ま
ば
ゆ
く
放
ち
な
が
ら
疾
走
し
て
い
た
。
な
ぜ
ラ
イ
ト
を
つ
け
て

い
た
の
か
。
物
資
が
あ
り
余
る
ほ
ど
豊
富
で
あ
る
の
を
戦
い
に
や
ぶ
れ
た
日

本
人
に
誇
示
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
声
が
あ
っ
た
が
、
私
も
た
ぶ
ん
そ
う
な

の
だ
ろ
う
、
と
思
っ
た
。

　

荷
台
に
乗
っ
て
い
る
兵
士
た
ち
は
、
一
人
残
ら
ず
自
動
小
銃
を
手
に
し
て

い
た
。

　

町
々
に
は
、
武
装
し
た
米
兵
を
乗
せ
た
ジ
ー
プ
や
ト
ラ
ッ
ク
が
走
り
、
私

た
ち
は
萎
縮
し
た
眼
で
そ
れ
を
な
が
め
て
い
た
。︵
吉
村
昭
﹃
東
京
の
戦
争
﹄

ち
く
ま
文
庫
︶

厚木飛行場に降り立つマッカーサー

焦し
ょ
う

土ど

の
真
夏
か
ら
六
年

　

新
し
い
日
本
の
幕
あ
け

時
代
と
世
相
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東
京
大
空
襲
の
炎
を
か
い
く
ぐ
っ
た
作
家
は
敗
戦
後
、
初
め
て
進
駐
軍
と
遭
遇

し
た
と
き
の
衝
撃
を
こ
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
若
い
兵
士
た
ち
が
面
白
半
分
に
、

と
き
お
り
空
に
向
か
っ
て
放
つ
空
砲
に
身
も
震
え
る
よ
う
な
恐
怖
を
感
じ
た
。
一

市
民
と
し
て
﹁
戦
争
に
負
け
た
の
だ
﹂
と
身
を
も
っ
て
思
い
知
ら
さ
れ
た
瞬
間
と

い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

　

日
本
政
府
が
日
本
軍
の
無
条
件
降
伏
を
も
と
め
る
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
託
を
決

め
た
の
は
一
九
四
五
年
︵
昭
和
二
〇
︶
八
月
一
四
日
で
あ
る
。
無
差
別
爆
撃
に
よ

っ
て
主
要
都
市
は
破
壊
さ
れ
、
広
島
、
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
、
さ
ら
に
は
ソ
連
の

参
戦
で
息
の
根
を
と
め
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。
翌
一
五
日
、
昭
和
天
皇
の
﹁
玉
音
放

送
﹂
に
よ
っ
て
、
国
民
は
戦
争
の
終
わ
り
を
知
っ
た
。
満
州
事
変
、
日
中
戦
争
、

日
米
戦
争
と
つ
づ
い
た
昭
和
の
戦
争
の
犠
牲
者
は
軍
人
、
民
間
人
を
あ
わ
せ
て
お

よ
そ
三
一
〇
万
人
に
お
よ
ん
だ
。

　

戦
争
は
終
わ
っ
て
も
、
国
民
に
と
っ
て
は
生
存
と
の
戦
い
が
つ
づ
い
た
。
終
戦

ま
で
全
国
各
地
で
く
り
か
え
さ
れ
た
非
人
道
的
な
空
爆
に
よ
っ
て
街
は
焼
き
は
ら

わ
れ
て
い
た
。
焼
け
跡
の
街
は
失
業
者
で
あ
ふ
れ
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
の
周
辺
は
親

兄
弟
を
亡
く
し
た
浮
浪
児
が
た
む
ろ
し
て
い
た
。

　

お
よ
そ
四
二
〇
万
世
帯
が
家
屋
を
う
し
な
い
、
住
む
と
こ
ろ
も
食
べ
る
物
も
な

く
、
飢
え
と
の
戦
い
に
あ
け
く
れ
た
。
配
給
量
で
は
と
う
て
い
生
存
に
必
要
な
カ

ロ
リ
ー
を
確
保
で
き
な
か
っ
た
。
近
隣
の
農
村
へ
﹁
買
い
出
し
﹂
に
ゆ
く
人
た
ち

が
駅
に
殺
到
し
て
、
郊
外
に
向
か
う
列
車
は
超
満
員
に
な
る
し
ま
つ
だ
っ
た
。
焼

け
野
原
に
な
っ
た
駅
裏
の
広
場
に
は
、
日
常
生
活
に
必
要
な
品
物
を
な
ら
べ
た
り
、

飲
ん
だ
り
食
べ
た
り
す
る
露
店
が
立
ち
な
ら
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
闇
市

は
空
腹
を
満
た
そ
う
と
す
る
人
た
ち
の
命
綱
に
な
っ
た
。

　

食
料
品
の
絶
対
的
な
不
足
は
闇
値
を
撥
ね
あ
げ
た
。
終
戦
か
ら
二
か
月
後
の
一

〇
月
に
な
る
と
、
米
の
闇
値
は
公
定
価
格
の
一
〇
〇
倍
に
な
り
、
砂
糖
な
ん
ぞ
は

二
〇
〇
倍
を
超
え
た
。

　

脆
弱
な
生
産
活
動
ゆ
え
の
絶
対
的
な
モ
ノ
不
足
、
さ
ら
に
政
府
が
日
銀
券
を
増

発
し
た
せ
い
も
あ
っ
て
、
イ
ン
フ
レ
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
か
っ
た
。
異

常
な
物
価
高
は
預
貯
金
を
食
い
つ
ぶ
し
、
国
民
は
着
物
や
衣
服
を
一
枚
ま
た
一
枚

と
脱
い
で
食
糧
に
か
え
た
。
当
時
、
流
行
語
と
な
っ
た
﹁
タ
ケ
ノ
コ
生
活
﹂
で
ひ

た
す
ら
耐
え
た
の
で
あ
る
。

日
本
の
新
し
い
か
た
ち

　

一
九
四
五
年
︵
昭
和
二
〇
︶
八
月
三
〇
日
の
午
後
二
時
す
ぎ
で
あ
る
。

　

厚
木
飛
行
場
に
着
陸
し
た
ダ
グ
ラ
ス
Ｃ
54
は
、
夏
の
濃
い
陽
ざ
し
を
銀
色
に
撥

ね
て
い
た
。

　

タ
ラ
ッ
プ
に
立
っ
た
ひ
と
り
の
男
、
米
陸
軍
士
官
の
略
装
姿
の
か
れ
は
、
コ
ー

ン
パ
イ
プ
を
手
に
、
長
身
の
背
を
の
ば
し
、
サ
ン
グ
ラ
ス
ご
し
に
泰
然
と
周
囲
を

み
わ
た
し
て
い
た
。

　

ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
で
あ
る
。

　

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
こ
の
日
か
ら
一
九
五
一
年
︵
昭
和
二
六
︶
四
月
に
日
本
を
離

れ
る
ま
で
、
お
よ
そ
二
〇
〇
〇
日
で
、
日
本
を
平
和
な
民
主
国
家
に
す
る
と
い
う

大
改
革
を
や
り
と
げ
た
。

　

米
国
に
よ
る
占
領
は
間
接
統
治
で
、
最
高
決
定
権
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
︵
連
合
国
軍
最
高

司
令
官
総
司
令
部
︶
が
も
つ
も
の
の
、
実
務
は
日
本
政
府
が
と
り
し
き
る
と
い
う

も
の
だ
っ
た
。
日
本
政
府
の
上
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
ひ
き
い
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

　

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
占
領
政
策
は
日
本
の
非
軍
事
化
と
民
主
化
を
二
大
テ
ー
マ
に
し
て
経

済
の
再
興
を
す
す
め
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
式
の
民
主
主
義

の
実
現
と
い
う
べ
き
で
、
財
閥
解
体
、
公
職
追
放
、
新
憲
法
の
制
定
、
農
地
改
革
、

労
働
・
教
育
改
革
な
ど
日
本
の
社
会
制
度
す
べ
て
に
わ
た
る
大
改
革
と
な
っ
た
。

日
本
の
政
治
、
経
済
、
社
会
の
全
面
的
な
改
革
を
ね
ら
い
に
し
て
い
た
。

　

Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
非
軍
事
化
と
民
主
化
に
重
点
を
お
く
あ
ま
り
、
日
本
経
済
の
復
興
は
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後
ま
わ
し
に
な
っ
た
。
復
興
ど
こ
ろ
か
生
産
力
の
減
退
が
つ
づ
き
、
さ
ら
に
イ
ン

フ
レ
が
進
行
し
た
の
で
あ
る
。

　

政
府
は
一
九
四
六
年
︵
昭
和
二
一
︶
八
月
、
経
済
復
興
を
め
ざ
す
総
合
官
庁
と

し
て
、
経
済
安
定
本
部
を
発
足
さ
せ
た
。
時
の
総
理
大
臣
・
吉
田
茂
が
み
ず
か
ら

総
裁
に
つ
き
、
物
資
、
資
金
、
貿
易
、
輸
送
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
経
済
統
制
を
お
こ

な
い
、
と
ぼ
し
い
資
源
を
重
点
配
分
し
て
、
生
産
復
興
と
イ
ン
フ
レ
抑
制
を
め
ざ

し
た
の
で
あ
る
。

　

生
産
の
拡
大
に
は
石
炭
の
増
産
が
急
務
と
考
え
、
石
炭
産
業
と
増
産
に
必
要
な

鉄
鋼
を
優
先
業
種
と
指
定
し
た
。
一
九
四
七
年
︵
昭
和
二
二
︶
一
月
に
は
、
そ
の

資
金
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
復
興
金
融
公
庫
を
創
設
し
た
。
い
わ
ゆ
る
傾
斜
生
産

方
式
は
少
し
ず
つ
効
果
が
あ
ら
わ
れ
、
経
済
復
興
の
足
が
か
り
に
な
っ
た
。

　

国
家
を
あ
げ
て
の
経
済
復
興
で
、
一
九
五
〇
年
︵
昭
和
二
五
︶
二
月
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ

は
日
本
の
工
業
生
産
は
戦
前
の
水
準
に
達
し
た
と
発
表
し
た
。
内
実
は
ま
だ
と
も

な
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
戦
後
五
年
に
し
て
、
よ
う
や
く
経
済
自
立
の
道
筋
が
み

え
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

独
立
を
回
復
す
る

　

一
九
五
〇
年
︵
昭
和
二
五
︶
六
月
二
五
日
の
明
け
が
た
で
あ
る
。
北
朝
鮮
軍
が

北
緯
三
八
度
線
を
こ
え
て
韓
国
に
攻
め
入
っ
て
き
た
。

﹁
祖
国
統
一
と
独
立
、
自
由
と
民
主
主
義
の
戦
い
だ
﹂
と
豪
語
す
る
北
朝
鮮
首

相
・
金
日
成
の
う
し
ろ
に
は
中
国
の
毛
沢
東
と
ソ
連
の
ス
タ
ー
リ
ン
が
い
た
。

　

日
本
は
た
ち
ま
ち
在
日
米
軍
を
中
心
と
す
る
国
連
軍
の
補
給
基
地
と
な
っ
た
。

大
量
の
物
資
が
も
と
め
ら
れ
、
特
殊
需
要
が
う
ま
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
﹁
朝
鮮
特

需
﹂
で
あ
る
。
綿
布
、
毛
布
、
麻
袋
な
ど
の
繊
維
類
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
、
食
糧
品
、

車
輛
・
機
械
の
修
理
、
建
物
建
設
、
資
材
輸
送
、
通
信
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
に

お
よ
び
、
日
本
経
済
は
俗
に
い
う
﹁
糸
へ
ん
﹂﹁
金
へ
ん
﹂
景
気
と
な
り
、
赤
字

に
あ
え
い
で
い
た
企
業
が
一
転
し
て
高
収
益
企
業
に
う
ま
れ
か
わ
っ
た
。
世
界
の

ト
ヨ
タ
で
さ
え
も
ド
ッ
ジ
・
ラ
イ
ン
に
よ
る
デ
フ
レ
不
況
で
、
希
望
退
職
を
募
る

あ
り
さ
ま
だ
っ
た
が
、
大
量
の
軍
用
ト
ラ
ッ
ク
を
受
注
し
て
経
営
危
機
を
脱
し
た

の
で
あ
る
。

　

軍
事
特
需
に
誘
発
さ
れ
て
貿
易
も
さ
か
ん
に
な
り
、
金
属
、
繊
維
、
化
学
、
機

械
な
ど
の
産
業
を
中
心
に
生
産
活
動
が
に
わ
か
に
活
発
に
な
っ
た
。
か
く
し
て
一

九
五
一
年
︵
昭
和
二
六
︶
度
の
実
質
国
民
総
生
産
は
戦
前
の
レ
ベ
ル
に
達
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
対
日
援
助
う
ち
き
り
が
あ
っ
て
も
大
勢
に
影
響
は
な
く
、
経
済
自
立

は
た
し
か
な
も
の
と
な
っ
た
。

　

一
九
五
一
年
︵
昭
和
二
六
︶
九
月
八
日
、
米
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
調
印
さ
れ

た
対
日
講
和
条
約
に
よ
っ
て
日
本
は
独
立
を
回
復
し
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
管
理
下
か
ら

は
な
れ
て
自
立
経
済
再
建
の
道
を
あ
ゆ
み
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
連
合
国
の
大
半

が
賠
償
請
求
権
を
放
棄
す
る
と
い
う
寛
大
な
講
和
条
件
の
背
景
に
は
、
朝
鮮
戦
争

な
ど
米
・
ソ
対
立
の
影
が
あ
っ
た
。
日
本
を
自
立
強
化
し
て
、
新
し
い
脅
威
の
防

時
代
と
世
相

東京・新橋駅前の街頭テレビでプロレスを観
戦する人たち
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壁
に
す
る
。
米
国
は
対
日
政
策
を
お
お
き
く
転
換
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
日

本
は
お
の
ず
と
東
西
冷
戦
体
制
の
な
か
に
す
っ
ぽ
り
く
み
い
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。

講
和
条
約
と
は
別
に
、
米
国
極
東
軍
に
日
本
は
基
地
を
提
供
し
、
軍
事
行
動
を
み

と
め
る
と
い
う
安
全
保
障
条
約
に
も
調
印
し
た
こ
と
が
、
な
に
よ
り
も
そ
れ
を
よ

く
も
の
が
た
っ
て
い
る
。

豊
か
な
未
来
へ 

助
走
が
は
じ
ま
る

　

〽
古
い
上
衣
よ　

さ
よ
う
な
ら

　

さ
み
し
い
夢
よ　

さ
よ
う
な
ら

　

青
い
山
脈　

バ
ラ
色
雲
へ

　

映
画
﹃
青
い
山
脈
﹄︵
一
九
四
九
年
［
昭
和
二
四
］
七
月
公
開
︶
の
主
題
歌

︵
作
詞
：
西さ

い

條じ
ょ
う

八や

十そ

︶
の
一
節
で
あ
る
。
過
去
と
訣
別
し
て
、
バ
ラ
色
の
未
来
に

夢
を
馳
せ
る
。
一
九
四
九
年
︵
昭
和
二
四
︶
と
い
え
ば
、
よ
う
や
く
戦
後
復
興
の

道
筋
が
み
え
て
き
た
こ
ろ
、
こ
の
わ
ず
か
三
行
に
当
時
の
日
本
の
時
代
状
況
が
く

っ
き
り
と
投
影
さ
れ
て
い
る
。

　

当
時
、
映
画
は
最
大
の
娯
楽
だ
っ
た
が
、
出
版
や
メ
デ
ィ
ア
が
立
ち
遅
れ
て
い

る
な
か
で
、
映
画
は
新
し
い
も
の
の
み
か
た
や
考
え
か
た
を
表
出
す
る
唯
一
の
媒

体
だ
っ
た
。
だ
か
ら
青
少
年
た
ち
は
焼
け
の
こ
っ
た
映
画
館
に
か
け
つ
け
て
映
画

作
品
を
観
な
が
ら
、
自
分
の
生
き
か
た
を
探
り
つ
づ
け
た
。

　

米
国
の
占
領
統
治
は
ア
メ
リ
カ
の
風
俗
や
文
化
を
も
ち
こ
ん
で
き
た
が
、
映
画

も
そ
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
映
画
を
米
国
風
の
自
由
主
義
や
民
主
主
義
を

知
ら
し
め
る
強
力
な
武
器
の
ひ
と
つ
と
と
ら
え
て
い
た
。
戦
後
、
輸
入
映
画
の
第

一
号
は
﹃
鉄
腕
タ
ー
ザ
ン
﹄︵
一
九
四
六
年
︶、
さ
ら
に
﹃
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
﹄︵
一
九

四
六
年
︶、﹃
心
の
旅
路
﹄︵
一
九
四
七
年
︶、﹃
哀
愁
﹄︵
一
九
四
九
年
︶
な
ど
、
話

題
作
が
次
つ
ぎ
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
若
い
人
た
ち
は
民
主
主
義
や
ヒ
ュ

ー
マ
ニ
ズ
ム
、
さ
ら
に
は
自
由
と
は
何
か
、
に
つ
い
て
眼
を
ひ
ら
か
れ
て
い
っ
た
。

　

日
本
映
画
も
例
外
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
﹃
青
い
山
脈
﹄
は
、
戦
後
の
新
し
い

時
代
を
生
き
よ
う
と
す
る
若
い
群
像
を
描
き
、
生
き
る
喜
び
と
勇
気
を
も
た
ら
し

た
。
映
画
館
は
か
れ
ら
に
と
っ
て
、
と
も
に
考
え
る
場
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

自
家
も
学
校
も
戦
災
で
う
し
な
わ
れ
、
食
べ
る
も
の
も
着
る
も
の
も
な
か
っ
た

が
、
新
生
日
本
に
対
す
る
希
望
だ
け
は
あ
っ
た
。
そ
ん
な
若
者
群
像
に
よ
っ
て
戦

後
日
本
は
建
設
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　

一
九
五
二
年
︵
昭
和
二
七
︶
四
月
、
対
日
講
和
条
約
の
発
効
に
よ
り
、
占
領
統

治
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
同
時
に
日
本
は
さ
ら
な
る
経
済
再
建
に
の
り
だ
し
た
。
自

立
経
済
を
た
し
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
産
業
界
の
再
編
、
生
産
設
備
の
先
鋭

化
、
海
外
貿
易
の
促
進
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。

　

同
年
四
月
、﹁
日
本
輸
出
入
銀
行
﹂
が
開
設
さ
れ
る
と
、
商
社
は
た
だ
ち
に
海

外
へ
と
び
だ
し
て
い
っ
た
。
電
力
や
電
気
通
信
、
公
共
放
送
、
航
空
事
業
な
ど
に

つ
い
て
は
、
特
殊
法
人
︵
日
航
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
電
源
開
発
︶、
公
共
事
業
体
︵
電
電

公
社
︶
な
ど
国
策
に
の
っ
と
っ
た
組
織
体
に
し
て
、
経
済
発
展
の
基
盤
と
な
る
産

業
と
し
て
位
置
づ
け
た
。

　

今
日
、
自
動
車
産
業
と
い
え
ば
世
界
に
誇
る
日
本
の
産
業
の
ひ
と
つ
だ
が
、
一

九
五
三
年
︵
昭
和
二
八
︶
に
早
く
も
乗
用
車
の
生
産
に
の
り
だ
し
て
い
る
。
各
社

と
も
外
国
企
業
と
手
を
く
み
、
日
野
は
ル
ノ
ー
︵
仏
︶、
い
す
ず
は
ル
ー
ツ
︵
英
︶、

日
産
は
オ
ー
ス
チ
ン
︵
英
︶、
唯
一
ト
ヨ
タ
だ
け
は
独
力
で
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
・
ク
ラ

ウ
ン
を
開
発
し
た
。
第
一
回
自
動
車
シ
ョ
ー
は
翌
一
九
五
四
年
︵
昭
和
二
九
︶
に

日
比
谷
公
園
で
ひ
ら
か
れ
て
い
る
。

　

一
九
五
三
年
︵
昭
和
二
八
︶
一
月
に
は
シ
ャ
ー
プ
が
国
産
第
一
号
の
テ
レ
ビ
を

発
売
、
二
月
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
、
八
月
に
は
日
本
テ
レ
ビ
が
テ
レ
ビ
放
送
を
開
始
し

た
が
、
受
像
機
が
高
値
で
庶
民
に
は
手
が
と
ど
か
な
か
っ
た
。
も
っ
ぱ
ら
駅
前
の

街
頭
テ
レ
ビ
に
む
ら
が
り
、
プ
ロ
レ
ス
や
ボ
ク
シ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
。
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第
一
節  
メ
ー
カ
ー
の
使
命
に
こ
だ
わ
る

●
ク
ロ
ス
を
つ
く
っ
て
復
興
に
貢
献
し
よ
う

　

京
都
は
戦
禍
を
ま
ぬ
が
れ
た
も
の
の
、
戦
中
の
企
業
整
備
の
影
響
で
、
産
業
界
は
ほ
と
ん
ど
壊
滅
状
態
に
あ
っ
た
。
と

く
に
地
場
産
業
で
あ
る
織
物
・
染
色
は
生
産
設
備
す
ら
う
ば
わ
れ
て
し
ま
い
、
戦
後
は
マ
イ
ナ
ス
か
ら
の
出
発
と
な
っ
た
。

　

日
本
ク
ロ
ス
も
繊
維
関
係
の
メ
ー
カ
ー
だ
っ
た
が
、
戦
後
の
立
ち
あ
が
り
は
き
わ
め
て
順
調
で
あ
っ
た
。
企
業
整
備
か

ら
ま
ぬ
が
れ
、
操
業
工
場
と
し
て
み
と
め
ら
れ
た
の
が
幸
い
し
た
。
戦
時
中
も
操
業
し
つ
づ
け
、
通
常
は
入
手
で
き
な
い

部
品
も
優
先
的
に
あ
た
え
ら
れ
、
さ
ら
に
機
械
設
備
の
増
強
や
改
良
も
自
由
で
あ
っ
た
。
戦
火
に
ま
み
え
る
こ
と
も
な
く
、

ほ
と
ん
ど
無
傷
で
の
こ
っ
た
生
産
設
備
を
も
っ
て
、
戦
後
た
だ
ち
に
生
産
活
動
を
再
開
し
た
の
で
あ
る
。

　

戦
時
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
本
ク
ロ
ス
の
工
場
が
フ
ル
稼
動
を
つ
づ
け
ら
れ
た
の
は
、
ひ
と
え
に
特
殊
な
メ
ー
カ
ー
だ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
教
科
書
用
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
、
輸
出
用
ク
ロ
ス
、
軍
関
係
の
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
や
海
軍
の
ト
レ
ー
シ
ン
グ

ク
ロ
ス
、
そ
し
て
終
戦
直
前
は
陸
軍
の
気
球
爆
弾
の
ベ
ー
ス
生
産
⋮
⋮
。
陸
・
海
軍
の
指
定
工
場
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も

お
お
き
か
っ
た
。

　

こ
の
戦
時
中
に
温
存
し
た
生
産
力
と
技
術
力
が
、
戦
後
の
い
ち
早
い
立
ち
あ
が
り
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

モ
ノ
を
つ
く
っ
て
日
本
の
復
興
に
貢
献
し
よ
う
⋮
⋮
と
い
う
の
が
、
戦
後
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

な
っ
た
。

　

終
戦
直
後
は
生
活
物
資
が
こ
と
ご
と
く
枯こ

渇か
つ

し
て
い
た
。
モ
ノ
さ
え
あ
れ
ば
売
れ
て
儲
か
る
時
代
だ
っ
た
。
モ
ノ
を
つ

く
る
よ
り
も
、
何
も
し
な
い
ほ
う
が
儲
か
る
。
と
く
に
ク
ロ
ス
の
原
材
料
で
あ
る
綿
布
や
澱で

ん

粉ぷ
ん

は
貴
重
な
物
資
だ
っ
た
。

下
手
に
手
を
加
え
る
よ
り
も
、
そ
の
ま
ま
横
流
し
す
る
ほ
う
が
効
率
的
だ
っ
た
。
け
れ
ど
も
創
業
者
の
坂
部
三
次
は
、
あ

く
ま
で
モ
ノ
づ
く
り
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
あ
り
か
た
に
こ
だ
わ
っ
た
。

　

ク
ロ
ス
を
つ
く
っ
て
日
本
の
復
興
に
役
立
と
う
。
教
科
書
は
表
紙
だ
け
で
も
立
派
で
頑
丈
な
も
の
に
し
よ
う
。
ク
ロ
ス

を
つ
く
っ
て
輸
出
を
拡
大
し
よ
う
。﹁
モ
ノ
づ
く
り
﹂
こ
そ
が
日
本
の
経
済
復
興
を
も
た
ら
す
の
だ
と
創
業
者
は
確
信
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
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●
生
産
よ
り
も
原
材
料
の
確
保

　

戦
後
の
物
資
不
足
は
一
九
五
〇
年
︵
昭
和
二
五
︶
ご
ろ
ま
で
つ
づ
い
た
。

　

当
時
は
﹁
つ
く
れ
ば
売
れ
る
﹂
時
代
で
あ
る
。
だ
が
、
い
く
ら
製
造
設
備
は
万
全
で
、
技
術
力
が
あ
っ
て
も
原
材
料
が

な
く
て
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
綿
布
、
澱
粉
、
顔
料
な
ど
、
さ
ら
に
燃
料
と
し
て
の
石
炭
を
い
か
に
し
て
入
手
す
る
か

に
企
業
の
生
死
が
か
か
っ
て
い
た
。

　

当
時
、
重
要
物
資
や
生
活
必
需
品
の
割
当
や
配
給
に
つ
い
て
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
も
と
に
あ
る
経
済
安
定
本
部
が
強
権
を
に

ぎ
っ
て
い
た
。﹁
泣
く
子
も
黙
る
安
本
﹂
と
い
わ
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
商
工
省
か
ら
ク
ロ
ス
製
造
に
必
要
な
物
資
割
当
の

切
符
を
も
ら
う
に
は
経
済
安
定
本
部
に
、
そ
の
必
要
性
を
認
め
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
Ｇ
Ｈ
Ｑ

を
説
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
輸
出
物
資
は
貿
易
庁
に
な
る
が
、
や
は
り
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
認
可
が
必
要
に
な
っ
た
。

　

生
産
を
再
開
し
た
最
初
の
製
品
が
教
科
書
用
の
ク
ロ
ス
で
あ
っ
た
こ
と
が
幸
い
し
た
と
い
う
べ
き
か
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
占
領

政
策
の
二
本
柱
の
ひ
と
つ
は
民
主
化
政
策
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
単
純
明
快
に
三
段
論
法
で
攻
め
た
。

﹁
民
主
教
育
を
す
す
め
る
に
は
教
科
書
が
要
り
ま
す
﹂

﹁
そ
れ
に
は
紙
が
要
り
ま
す
。
イ
ン
ク
が
要
り
ま
す
。
そ
し
て
ク
ロ
ス
が
要
り
ま
す
﹂

﹁
わ
が
社
は
、
そ
の
ク
ロ
ス
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
﹂

　

教
科
書
用
ク
ロ
ス
の
活
発
な
需
要
が
追
い
風
に
な
っ
た
。

　

商
工
省
か
ら
配
給
切
符
を
も
ら
っ
て
手
に
い
れ
た
澱
粉
で
も
、
粗
悪
品
で
半
分
ぐ
ら
い
し
か
つ
か
い
も
の
に
な
ら
な
か

っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
当
時
の
物
資
は
似
た
り
よ
っ
た
り
で
、
澱
粉
は
精
製
し
て
半
分
も
つ
か
え
れ
ば
よ
い
ほ
う
だ
っ
た
。

綿
布
も
幅
が
ち
が
っ
て
い
た
り
、
糸
の
番ば

ん

手て

が
ち
が
っ
て
い
た
り
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
。

　

物
資
は
す
べ
て
統
制
品
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
貿
易
庁
や
商
工
省
の
役
人
が
工
場
に
よ
く
や
っ
て
き
た
。
物
資
を
ヤ
ミ
に

流
さ
ず
に
、
本
当
に
生
産
に
つ
か
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
監
視
が
目
的
だ
っ
た
が
、
そ
の
応
対
に
も
細
か
な
神
経
を
つ

か
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

石
炭
な
ど
燃
料
不
足
も
深
刻
だ
っ
た
。
ク
ロ
ス
工
業
会
へ
の
割
当
は
月
当
た
り
二
〇
ト
ン
、
日
本
ク
ロ
ス
へ
の
配
分
は

わ
ず
か
二
ト
ン
で
話
に
な
ら
な
い
。
し
か
し
イ
ン
ド
を
は
じ
め
大
量
の
輸
出
向
け
ク
ロ
ス
の
成
約
が
あ
っ
た
の
で
、
別
途

に
割
当
を
う
け
て
い
た
。
月
当
た
り
四
〇
ト
ン
に
の
ぼ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
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●
メ
ー
カ
ー
と
し
て
自
主
統
制
に
の
り
だ
す

　

戦
後
し
ば
ら
く
、
ク
ロ
ス
製
品
は
す
べ
て
貴
重
品
あ
つ
か
い
だ
っ
た
。
い
ず
れ
も
統
制
品
の
物
資
を
つ
か
っ
て
生
産
し

て
い
た
。
商
工
省
か
ら
割
当
を
う
け
た
物
資
を
つ
か
っ
て
生
産
し
た
製
品
が
、
出
荷
し
た
あ
と
、
製
品
本
来
の
用
途
に
つ

か
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
メ
ー
カ
ー
と
し
て
も
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

た
と
え
ば
ク
ロ
ス
の
塗
料
を
洗
い
お
と
し
て
、
衣
服
の
生
地
に
つ
か
っ
て
い
た
と
い
う
。
そ
う
い
う
ケ
ー
ス
も
現
実
に

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

明
ら
か
に
製
品
本
来
の
つ
か
わ
れ
か
た
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
ケ
ー
ス
を
放
置
し
て
お
い
て
は
業
界
全
体
の

混
乱
を
招
く
こ
と
に
も
な
る
。
メ
ー
カ
ー
と
し
て
は
資
材
の
買
い
あ
さ
り
を
自
粛
す
る
と
と
も
に
、
製
品
の
最
終
的
な
つ

か
わ
れ
か
た
ま
で
み
と
ど
け
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

日に
ち

和わ

興こ
う

業ぎ
ょ
う

株
式
会
社
は
、
そ
う
い
う
自
主
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
は
た
す
販
売
会
社
で
あ
っ
た
。
一
九
四
六
年
︵
昭

和
二
一
︶
三
月
に
、
日
本
ク
ロ
ス
が
京
都
市
下
京
区
に
設
立
し
た
︵
資
本
金
九
〇
万
円
︶。
社
長
に
は
石
丸
憲
次
郎
、
専

務
に
は
福
山
芳
郎
、
取
締
役
に
は
戦
後
、
業
務
を
再
開
し
た
代
理
店
の
経
営
者
が
就
任
し
た
。

　

社
名
の
﹁
日
和
﹂
は
日
本
ク
ロ
ス
の
﹁
日
﹂
と
大
和
ク
ロ
ス
の
﹁
和
﹂
に
由
来
し
て
い
る
。
か
く
し
て
両
社
の
製
品
の

販
売
は
す
べ
て
日
和
興
業
を
経
由
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

日
和
興
業
は
統
制
機
関
と
い
う
役
割
を
も
つ
も
の
の
、
あ
く
ま
で
民
間
企
業
で
あ
る
。
法
に
も
と
づ
い
た
公
的
な
統
制

機
関
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
法
的
な
拘
束
力
を
も
た
な
か
っ
た
が
、
存
在
そ
の
も
の
が
抑
止
力
と
し
て
お
お
き
な
役
割

を
は
た
し
た
。
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第
二
節  
物
資
欠
乏
時
代 

苦
心
の
モ
ノ
づ
く
り

●
教
科
書
用
の
背
貼
り
ク
ロ
ス

　

戦
後
、
生
産
を
再
開
し
た
日
本
ク
ロ
ス
が
最
初
に
と
り
く
ん
だ
の
は
教
科
書
ク
ロ
ス
の
生
産
で
あ
る
。
さ
ら
に
輸
出
用

ク
ロ
ス
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
ク
ロ
ス
︵
輸
出
用
︶、
駐
留
軍
用
ク
ロ
ス
が
あ
っ
た
。

　

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
民
主
化
政
策
に
よ
り
、
言
論
・
出
版
は
自
由
に
な
っ
た
が
、
終
戦
直
後
は
用
紙
不
足
が
深
刻
だ
っ
た
。
仙せ

ん

花か

紙し

と
い
う
粗
悪
な
用
紙
に
よ
る
雑
誌
や
書
籍
が
登
場
し
た
が
、
そ
れ
で
も
活
字
に
飢
え
て
い
た
国
民
は
と
び
つ
い
た
。
た

と
え
ば
一
九
四
五
年
︵
昭
和
二
〇
︶
九
月
、
誠
文
堂
新
光
社
が
刊
行
し
た
﹃
日
米
英
会
話
手
帳
﹄
は
、
わ
ず
か
三
二
ペ
ー

ジ
の
冊
子
だ
っ
た
が
、
三
か
月
た
ら
ず
で
三
〇
〇
万
部
を
売
り
き
っ
た
。

　

一
九
四
七
年
︵
昭
和
二
二
︶、﹃
西に

し

田だ

幾き

多た

郎ろ
う

全
集
﹄
が
発
売
さ
れ
た
と
き
、
版
元
の
岩
波
書
店
の
ま
え
に
は
徹
夜
の
行

列
が
で
き
た
と
い
う
。
だ
が
、
出
せ
ば
売
れ
る
﹁
出
版
ブ
ー
ム
﹂
も
紙
不
足
で
、
す
ぐ
に
消
沈
し
て
し
ま
う
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に

よ
る
紙
の
割
当
は
き
び
し
く
、
用
紙
が
手
に
は
い
ら
な
い
た
め
に
、
た
と
え
ば
﹁
文
藝
春
秋
﹂
な
ど
多
数
の
雑
誌
も
休
刊

あ
る
い
は
廃
刊
に
追
い
こ
ま
れ
た
。
日
本
ク
ロ
ス
の
顧
客
で
あ
る
大
手
出
版
社
は
、
ま
だ
戦
中
の
ダ
メ
ー
ジ
が
癒
え
て
い

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
格
的
な
書
籍
用
ク
ロ
ス
の
需
要
は
う
ま
れ
な
い
な
か
で
、
生
産
の
中
心
は
お
の
ず
と
教
科
書
用
、
輸
出
用
、
駐
留
軍

用
に
し
ぼ
ら
れ
た
。
な
か
で
も
教
科
書
用
ク
ロ
ス
は
短
期
間
に
、
し
か
も
大
量
生
産
を
も
と
め
ら
れ
た
。
民
主
化
教
育
と

学
制
改
革
に
よ
っ
て
教
科
書
が
刷
新
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る

　

戦
後
日
本
の
文
教
政
策
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
も
と
に
あ
る
民
間
情
報
教
育
局
︵
Ｃ
Ｉ
Ｅ
︶
に
よ
っ
て
す
す
め
ら
れ
た
。
Ｃ
Ｉ
Ｅ

は
終
戦
二
か
月
後
の
一
九
四
五
年
︵
昭
和
二
〇
︶
一
〇
月
に
戦
時
教
育
撤
廃
の
指
令
を
発
し
て
い
る
。
軍
国
主
義
、
国
家

主
義
、
国
家
神
道
な
ど
を
学
校
教
育
か
ら
追
放
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
地
理
・
歴
史
・
修
身
な
ど
の
授
業
は
停
止

と
な
り
、
文
部
省
の
国
定
教
科
書
は
つ
か
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

さ
ら
に
一
九
四
七
年
︵
昭
和
二
二
︶
四
月
の
学
制
改
革
で
六
・
三
・
三
制
と
な
っ
た
。
中
学
校
が
義
務
制
に
な
り
、
入

学
生
徒
数
は
毎
年
約
二
〇
〇
万
人
と
想
定
さ
れ
た
。
校
舎
は
も
ち
ろ
ん
教
員
、
設
備
、
教
授
用
具
、
参
考
書
か
ら
学
用
品

ま
で
刷
新
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
な
か
で
も
新
し
い
教
科
書
の
供
給
が
急
が
れ
た
。
全
国
六
〇
〇
万
人
に
の
ぼ
る
中
学
生

戦後の国語教科書
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徒
に
改
訂
さ
れ
た
新
し
い
教
科
書
が
供
給
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

小
学
校
用
の
ほ
か
に
中
学
校
教
科
書
の
ク
ロ
ス
需
要
が
加
わ
っ
た
。
日
本
ク
ロ
ス
で
は
、
た
だ
ち
に
工
場
の
増
産
体
制

を
敷
い
た
。
戦
中
に
三
台
に
な
っ
て
い
た
連
結
塗
装
機
を
フ
ル
稼
動
さ
せ
て
、
教
科
書
用
ク
ロ
ス
を
生
産
し
た
の
で
あ
る
。

　

教
科
書
用
は
背
貼
り
ク
ロ
ス
で
、
当
初
は
人
絹
ベ
ー
ス
で
あ
る
。
人
絹
ゆ
え
に
工
場
現
場
で
は
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
、
技

術
的
な
問
題
が
た
え
な
か
っ
た
。
の
ち
に
は
商
工
省
の
配
給
切
符
を
入
手
し
て
綿
布
を
つ
か
う
よ
う
に
な
っ
た
。﹁
薄う

す

織お
り

五
号
﹂
と
よ
ば
れ
た
の
は
そ
れ
で
あ
る
。

●
輸
出
用
国
有
綿
ク
ロ
ス

　

戦
後
ま
も
な
く
再
開
さ
れ
た
輸
出
は
、
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
と
ブ
ラ
イ
ン
ド
ク
ロ
ス
が
中
心
で
あ
っ
た
。

　

ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
の
仕
向
地
は
タ
イ
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ン
ド
、
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
、
い
ず
れ
も
コ
ー
ラ
ン
、
バ
イ
ブ
ル
、

仏
教
の
経
典
用
ク
ロ
ス
で
あ
る
。
と
く
に
一
九
四
七
年
︵
昭
和
二
二
︶
の
イ
ン
ド
輸
出
は
、
こ
の
時
代
の
お
お
き
な
ト
ピ

ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
。
成
約
数
量
は
数
万
本
に
の
ぼ
り
、
二
四
時
間
の
フ
ル
操
業
が
つ
づ
い
た
の
で
あ
る
。

　

当
時
、
輸
出
に
よ
る
外
貨
獲
得
は
、
重
要
な
国
策
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
輸
出
を
促
進
す
る
た
め
輸
出
用
ク
ロ
ス
の
資

材
に
つ
い
て
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
特
別
許
可
に
よ
り
、
国
有
の
綿
布
が
割
当
て
ら
れ
た
。
当
時
、
人
絹
ベ
ー
ス
の
国
内
向
け
ク

ロ
ス
と
区
別
す
る
意
味
か
ら
、
綿
布
を
つ
か
っ
た
輸
出
用
ク
ロ
ス
は
﹁
国
有
綿
ク
ロ
ス
﹂
と
よ
ん
で
い
た
。

﹁
国
有
綿
金か

な

巾き
ん

二
〇
〇
四
番
﹂
と
い
わ
れ
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
特
別
割
当
の
綿
布
を
ベ
ー
ス
に
水
性
塗
料
を
塗
り
、

エ
ン
ボ
ス
加
工
し
て
仕
上
げ
た
。
そ
れ
ら
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ク
ロ
ス
、
特
上
ク
ロ
ス
で
、
輸
出
の
中
心
品
種
に
な
っ
た
。

そ
の
ほ
か
の
生
産
品
目
で
は
、
駐
留
軍
用
ク
ロ
ス
と
し
て
、
Ｓ
Ｐ
、
ツ
バ
メ
ク
ロ
ス
が
あ
っ
た
。

　

ブ
ラ
イ
ン
ド
ク
ロ
ス
は
戦
後
、
駐
留
軍
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
国
内
需
要
は
順
調
に
回
復
し
た
が
、
輸
出
で

も
お
お
き
く
の
び
た
。
と
く
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
大
量
に
出
荷
し
た
。
量
産
可
能
な
製
品
で
あ

る
た
め
、
連
結
塗
装
機
が
フ
ル
に
威
力
を
発
揮
し
た
の
で
あ
る
。

●
楽
器
用
シ
ル
ク
ス
キ
ン

　

戦
後
ま
も
な
く
の
こ
ろ
は
モ
ノ
不
足
と
い
う
よ
り
も
モ
ノ
枯
渇
時
代
だ
っ
た
。

　

藁
を
も
つ
か
む
思
案
か
ら
数
多
く
の
代
用
品
が
う
ま
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
楽
器
用
シ
ル
ク
ス
キ
ン
な
ど
は
、
そ
の
代

ツバメクロス（ラベル）
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表
で
あ
る
。

　

小
学
校
の
音
楽
教
科
に
リ
ズ
ム
教
育
が
導
入
さ
れ
た
の
は
一
九
四
七
年
︵
昭
和
二
二
︶
だ
っ
た
。

　

リ
ズ
ム
楽
器
の
教
材
と
し
て
大
量
の
タ
ン
バ
リ
ン
、
ド
ラ
ム
な
ど
の
打
楽
器
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
楽

器
の
資
材
と
な
る
皮
革
が
な
い
。
代
用
品
と
し
て
に
わ
か
に
注
目
さ
れ
た
の
が
日
本
ク
ロ
ス
の
シ
ル
ク
ス
キ
ン
だ
っ
た
。

　

絹
羽
二
重
に
繊
維
素
塗
料
を
塗
り
、
酸
化
金
属
を
調
合
し
た
絹
皮
は
、
も
と
も
と
一
九
四
〇
年
︵
昭
和
一
五
︶
ご
ろ
に

三
味
線
の
胴
皮
の
代
用
品
と
し
て
開
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
は
長
唄
や
浄

じ
ょ
う

瑠る

璃り

の
三
味
線
に
つ
か
わ
れ
た
が
、
音
質

に
問
題
が
あ
っ
た
。
三
味
線
用
と
し
て
は
い
ま
ひ
と
つ
の
評
価
だ
っ
た
が
、
モ
ノ
不
足
時
代
の
代
用
品
と
し
て
、
戦
時
中

は
陸
海
軍
の
軍
楽
隊
や
学
校
、
工
場
の
音
楽
隊
や
鼓
笛
隊
の
ド
ラ
ム
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
シ
ル
ク
ス
キ
ン
に
、
モ
ノ
不
足
時
代
の
代
用
品
と
し
て
陽
の
目
が
当
た
っ
た
の
で
あ
る
。
シ
ル
ク
ス
キ
ン
に
よ
る

楽
器
は
文
部
省
の
検
定
に
も
合
格
、
学
校
教
育
用
の
タ
ン
バ
リ
ン
や
ド
ラ
ム
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
原

料
生
糸
の
特
別
放
出
を
う
け
て
、
一
九
四
七
年
︵
昭
和
二
二
︶
一
二
月
か
ら
生
産
を
は
じ
め
、
一
九
五
〇
年
︵
昭
和
二

五
︶
ご
ろ
ま
で
つ
づ
い
た
。

　

後
出
の
サ
カ
ブ
ラ
イ
ト
楽
器
株
式
会
社
︵
資
本
金
一
〇
〇
万
円
︶
は
、
シ
ル
ク
ス
キ
ン
使
用
の
タ
ン
バ
リ
ン
や
ド
ラ
ム

の
生
産
・
販
売
会
社
で
あ
っ
た
。

　

代
用
品
と
し
て
は
、
そ
の
ほ
か
に
学
童
用
合
羽
、
エ
ン
パ
イ
ア
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
も
モ
ノ
不
足
時
代
が
う
み
だ
し
た
終
戦

後
な
ら
で
は
の
製
品
で
あ
る
。

　

学
童
用
合
羽
は
和
紙
に
油
性
塗
料
を
塗
っ
た
も
の
、
い
わ
ゆ
る
油
紙
で
、
ゴ
ム
引
き
布
の
代
用
品
で
あ
っ
た
。
気
球
爆

弾
の
ベ
ー
ス
づ
く
り
の
応
用
で
、
和
紙
を
グ
リ
セ
リ
ン
で
や
わ
ら
か
く
し
て
油
性
塗
料
を
塗
っ
た
製
品
だ
っ
た
。
合
羽
や

レ
イ
ン
コ
ー
ト
に
つ
か
わ
れ
て
、
モ
ノ
不
足
時
代
な
ら
で
は
の
流
行
商
品
と
な
っ
た
。

　

エ
ン
パ
イ
ア
チ
ュ
ー
ブ
は
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
の
ヒ
モ
に
溶
剤
を
含
浸
さ
せ
た
も
の
。
用
途
は
ラ
ジ
オ
の
内
部
部
品
の
絶
縁

用
ク
ロ
ス
だ
っ
た
。
単
純
き
わ
ま
り
な
い
製
品
だ
が
、
一
九
四
七
年
︵
昭
和
二
二
︶
ご
ろ
に
は
か
な
り
の
受
注
が
あ
っ
た

ら
し
い
。

●
紙
に
よ
る
ノ
ー
ト
用
背
貼
り
ク
ロ
ス

　

ノ
ー
ト
の
背
貼
り
に
は
も
と
も
と
布
ク
ロ
ス
が
つ
か
わ
れ
て
い
た
。
だ
が
終
戦
直
後
は
ク
ロ
ス
用
途
に
綿
布
な
ど
ま
わ

っ
て
こ
な
い
。
や
む
な
く
紙
ベ
ー
ス
の
ク
ロ
ス
の
開
発
に
と
り
く
ん
だ
。
紙
ク
ロ
ス
は
い
わ
ゆ
る
代
用
品
の
研
究
か
ら
も

シルクスキンによるドラム
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た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

大
和
ク
ロ
ス
工
業
︵
東
京
工
場
の
前
身
︶
の
戦
後
は
、
仙
花
紙
、
桑
の
皮
を
抄す

い
た
紙
な
ど
の
貼
り
合
わ
せ
加
工
か
ら

は
じ
ま
っ
た
。
そ
れ
ら
は
セ
メ
ン
ト
や
澱
粉
な
ど
を
収
納
す
る
袋
に
す
る
原
紙
に
つ
か
わ
れ
た
の
だ
が
、
さ
ら
に
技
術
レ

ベ
ル
を
あ
げ
て
ク
ロ
ス
の
代
用
品
造
り
に
向
か
い
、
ノ
ー
ト
用
背
貼
り
ク
ロ
ス
を
完
成
さ
せ
た
。

　

同
製
品
は
ノ
ー
ト
の
背
貼
り
や
学
習
帳
、
伝
票
類
の
耳
と
じ
部
分
に
つ
か
わ
れ
、
物
資
不
足
の
お
り
か
ら
市
場
で
も
う

け
い
れ
ら
れ
た
。

　

一
九
四
九
年
︵
昭
和
二
四
︶
に
な
る
と
正
式
に
用
紙
の
配
給
を
う
け
て
、
本
格
的
に
ノ
ー
ト
用
背
貼
り
ク
ロ
ス
の
製
造

を
開
始
し
た
。

　

大
昭
和
製
紙
の
製
袋
用
ク
ラ
フ
ト
紙
に
塗
料
を
塗
っ
て
、
３
Ａ
雲
型
に
よ
る
紙
ク
ロ
ス
の
開
発
に
成
功
す
る
と
、
文
部

省
を
通
じ
て
通
産
省
か
ら
正
式
に
紙
の
割
当
を
う
け
て
、
紙
ク
ロ
ス
の
本
格
生
産
を
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

　

大
和
ク
ロ
ス
で
は
ベ
ー
ス
と
な
る
紙
、
顔
料
な
ど
の
研
究
を
こ
の
時
期
に
集
中
的
に
お
こ
な
い
、
独
自
の
モ
ノ
づ
く
り

に
と
り
く
ん
で
い
る
。
ベ
ー
ス
に
な
る
紙
に
つ
い
て
も
工
夫
を
こ
ら
し
た
。
同
業
他
社
は
丸
網
の
も
の
を
つ
か
っ
て
い
た

が
、
同
社
で
は
強
度
に
す
ぐ
れ
る
長
網
の
も
の
を
え
ら
ん
だ
。
顔
料
は
日
光
堅
牢
度
が
よ
く
な
い
染
付
顔
料
で
は
な
く
、

無
機
、
有
機
の
不
溶
性
ア
ド
カ
ラ
ー
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ノ
ー
ト
背
貼
り
用
ク
ロ
ス
に
は
二
タ
イ
プ
あ
っ
て
、
学
習
帳
や
帳
票
に
は
﹁
は
と
紙
ク
ロ
ス
二
号
﹂、
一
般
ノ
ー
ト
に

は
﹁
Ｌ
Ｐ
Ｇ
﹂
が
つ
か
わ
れ
た
。
製
品
の
形
状
は
テ
ー
プ
状
の
形
態
で
、
そ
れ
ぞ
れ
所
定
幅
の
テ
ー
プ
に
仕
上
げ
た
。
こ

の
よ
う
に
技
術
的
な
工
夫
を
こ
ら
し
て
完
成
し
た
大
和
ク
ロ
ス
の
ノ
ー
ト
背
貼
り
用
ク
ロ
ス
は
、
品
質
的
に
も
高
く
評
価

さ
れ
、
代
用
品
と
い
う
よ
り
も
、
紙
ク
ロ
ス
と
い
う
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
を
も
た
ら
し
た
。

●
造
花
用
ク
ロ
ス
を
発
売

　

戦
後
の
一
時
期
、
輸
出
の
主
役
と
な
っ
た
製
品
の
ひ
と
つ
に
布ふ

帛は
く

造
花
が
あ
る
。

　

布
地
で
つ
く
っ
た
造
花
は
、
香
港
や
ア
メ
リ
カ
で
大
流
行
し
て
い
て
、
輸
出
雑
貨
の
人
気
商
品
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　

日
本
ク
ロ
ス
で
は
、
こ
の
布
帛
造
花
の
素
材
に
な
る
ク
ロ
ス
も
一
九
四
九
年
︵
昭
和
二
四
︶
か
ら
、
優
先
的
に
資
材
の

配
給
を
う
け
て
生
産
に
の
り
だ
し
て
い
る
。

　

そ
れ
ま
で
造
花
用
ク
ロ
ス
は
家
内
工
業
で
つ
く
ら
れ
て
い
た
た
め
、
品
質
、
コ
ス
ト
だ
け
で
な
く
、
生
産
量
に
も
限
界

が
あ
っ
た
。
日
本
ク
ロ
ス
で
は
連
結
機
に
よ
る
造
花
用
ク
ロ
ス
の
量
産
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
あ
げ
、
品
質
の
安
定
し
た
ク

教科書・ノート用背貼りクロス
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ロ
ス
を
供
給
し
た
の
で
あ
る
。

　

造
花
用
ク
ロ
ス
に
は
花
弁
に
つ
か
う
白
ク
ロ
ス
と
、
枝
・
葉
・
茎
に
つ
か
う
グ
リ
ー
ン
の
ク
ロ
ス
と
が
あ
っ
た
。
葉
に

も
ち
い
る
ク
ロ
ス
は
目
の
あ
ら
い
生
地
に
塗
料
を
両
面
に
塗
る
の
だ
が
、
表
と
裏
で
色
を
変
え
て
葉
の
イ
メ
ー
ジ
を
鮮
明

に
し
た
。
硬
い
風
合
い
が
好
ま
し
い
と
き
に
は
綿
を
ベ
ー
ス
に
つ
か
い
、
ソ
フ
ト
な
風
合
い
を
も
と
め
る
と
き
は
人
絹
を

つ
か
っ
た
。
さ
ら
に
艶
の
あ
る
も
の
、
艶
消
し
の
も
の
な
ど
、
花
の
種
類
に
よ
っ
て
素
材
と
加
工
を
く
み
あ
わ
せ
る
な
ど
、

用
途
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
こ
ら
し
た
。

　

輸
出
用
造
花
ク
ロ
ス
は
、
一
九
四
九
年
︵
昭
和
二
四
︶
か
ら
生
産
を
は
じ
め
、
ピ
ー
ク
時
は
月
産
約
三
万
メ
ー
ト
ル
に

の
ぼ
っ
た
。
連
結
塗
装
機
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
量
産
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

輸
出
向
け
は
納
期
が
き
び
し
い
だ
け
に
、
生
産
は
連
結
塗
装
機
に
よ
る
二
四
時
間
フ
ル
操
業
で
あ
っ
た
。
当
時
は
石
炭

が
な
く
亜
炭
を
つ
か
っ
た
た
め
蒸
気
温
度
が
不
安
定
で
気
圧
が
あ
が
ら
ず
、
キ
ュ
ア
ー
に
十
分
な
圧
力
を
あ
た
え
る
に
は

夜
間
操
業
し
か
方
法
が
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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第
三
節  
布
ク
ロ
ス
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

●
新
時
代
を
い
ろ
ど
る
ア
ー
ト
ベ
ラ
ム

　

布
ク
ロ
ス
を
使
用
し
た
戦
後
初
の
出
版
物
は
岩
波
書
店
の
﹃
科
学
の
事
典
﹄
で
あ
る
。
そ
の
記
念
す
べ
き
刊
行
に
は
日

本
ク
ロ
ス
の
新
し
い
布
ク
ロ
ス
が
つ
か
わ
れ
た
。

　

戦
後
、
老
舗
の
大
手
出
版
社
が
本
格
的
に
う
ご
き
だ
し
た
の
は
一
九
四
九
年
︵
昭
和
二
四
︶
ご
ろ
で
あ
る
。
物
資
不
足

の
せ
い
で
粗
悪
な
用
紙
に
よ
る
﹁
活
字
で
あ
れ
ば
売
れ
る
﹂
と
い
う
レ
ベ
ル
の
刊
行
物
が
出
ま
わ
る
な
か
で
、
業
務
を
停

止
し
て
い
た
大
手
は
、
用
紙
割
当
が
撤
廃
と
な
る
一
九
五
〇
年
︵
昭
和
二
五
︶
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
な
が
い
眠
り
か
ら

覚
め
、
本
格
的
な
活
動
に
の
り
だ
し
て
ゆ
く
。

　

内
容
は
も
と
よ
り
本
の
姿
か
た
ち
を
み
て
も
、
い
か
に
も
﹁
本
ら
し
い
本
﹂
が
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

岩
波
書
店
﹃
科
学
の
事
典
﹄︵
岩
波
書
店
辞
典
編
集
部
編
、
一
九
五
〇
年
︶
に
は
じ
ま
り
、
中
央
公
論
社
﹃
解
説　

科
学

文
化
史
年
表
﹄︵
湯ゆ

浅あ
さ

光み
つ

朝と
も

編
著
、
一
九
五
〇
年
︶、
新
潮
社
﹃
日
本
文
学
大
辞
典　

増
補
改
訂
版
﹄︵
藤
村
作
編
、
一
九

五
一
年
︶
と
つ
づ
い
た
。
企
画
・
編
集
・
造
本
、
す
べ
て
に
お
い
て
本
格
的
な
も
の
で
、
戦
後
登
場
し
た
新
興
出
版
社
で

は
、
と
て
も
ま
ね
の
で
き
な
い
刊
行
内
容
だ
っ
た
。

　

岩
波
書
店
の
﹃
科
学
の
事
典
﹄
は
一
九
五
〇
年
︵
昭
和
二
五
︶
三
月
刊
行
で
あ
る
。
同
書
は
戦
後
の
科
学
教
育
の
再
出

発
に
そ
な
え
て
、
基
準
と
な
る
事
典
を
つ
く
ろ
う
、
と
い
う
意
気
ご
み
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
戦
後
の
日
本
を
背
負
う
若

い
世
代
へ
の
最
初
の
贈
り
物
と
し
て
、
平
明
で
正
確
な
自
然
科
学
の
事
典
の
出
版
を
、
と
い
う
の
が
出
版
の
ね
ら
い
だ
っ

た
。
刊
行
に
あ
た
っ
て
百
数
十
人
の
専
門
家
が
参
画
、
四
年
の
歳
月
を
か
け
て
い
る
。

﹃
科
学
の
事
典
﹄
の
装
幀
に
つ
か
わ
れ
た
の
が
、
布
ク
ロ
ス
・
ア
ー
ト
ベ
ラ
ム
の
新
し
い
規
格
品
︵
Ｎ
Ｗ
42
︶
だ
っ
た
。

　

ア
ー
ト
ベ
ラ
ム
は
薄
手
の
布
ク
ロ
ス
で
あ
る
。
細
や
か
な
布
目
、
な
め
ら
か
で
艶
が
あ
る
。
糸
目
の
色
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
が
美
し
く
映
え
、
そ
れ
が
微
妙
な
味
わ
い
を
か
も
し
だ
す
。

　

も
と
も
と
ベ
ラ
ム
調
の
ク
ロ
ス
は
基
本
製
品
と
し
て
あ
っ
た
が
、
生
地
目
が
き
め
細
か
い
タ
イ
プ
は
新
鮮
な
素
材
と
し

て
う
け
と
め
ら
れ
た
。﹃
科
学
の
事
典
﹄
に
採
用
さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
そ
の
後
、
出
版
各
社
の
大
型
の
新
企
画
に

採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
全
集
物
な
ど
大
型
出
版
に
は
、
き
ま
っ
て
ア
ー
ト
ベ
ラ
ム
が
指
名
さ
れ
、
ク
ロ
ス
メ
ー
カ
ー

角川書店の『昭和文学全集』
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と
し
て
の
戦
後
を
き
り
ひ
ら
い
た
の
で
あ
る
。

●
文
学
全
集
ブ
ー
ム
と
ア
ー
ト
ベ
ラ
ム

　

朝
鮮
特
需
に
よ
っ
て
景
気
が
上
昇
に
転
じ
、
日
本
経
済
が
戦
後
の
混
乱
期
を
脱
し
た
こ
ろ
に
な
る
と
、
名
作
を
集
め
た

文
学
全
集
が
登
場
し
て
く
る

　

一
九
五
二
年
︵
昭
和
二
七
︶
一
一
月
に
刊
行
が
は
じ
ま
っ
た
新
潮
社
の
﹃
現
代
世
界
文
学
全
集
﹄
と
角
川
書
店
の
﹃
昭

和
文
学
全
集
﹄
は
戦
後
初
の
普
及
版
の
文
学
全
集
で
あ
っ
た
。

　

新
潮
社
刊
﹃
現
代
世
界
文
学
全
集
﹄
は
、一
九
二
七
年
︵
昭
和
二
︶
の
円
本
﹃
世
界
文
学
全
集
﹄
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
現

代
文
学
を
ふ
く
め
た
二
〇
世
紀
世
界
文
学
の
名
作
を
お
さ
め
た
本
格
的
な
全
集
で
あ
っ
た
。
第
一
期
二
九
巻
、
第
二
期
一

七
巻
、全
四
六
巻
で
あ
る
。各
巻
平
均
八
万
部
と
い
う
翻
訳
作
品
と
し
て
は
驚
異
的
な
売
れ
ゆ
き
で
あ
っ
た
。
戦
後
は
じ
め

て
新
聞
一
ペ
ー
ジ
の
広
告
を
掲
載
す
る
な
ど
、
宣
伝
方
法
ま
で
も
円
本
と
そ
っ
く
り
だ
っ
た
。

　

角
川
書
店
刊
﹃
昭
和
文
学
全
集
﹄
は
、
新
潮
社
﹃
現
代
世
界
文
学
全
集
﹄
の
い
わ
ば
日
本
版
、
第
一
期
二
五
巻
で
出
発

し
た
が
、
最
終
的
に
は
全
六
〇
巻
に
な
っ
た
。
売
れ
ゆ
き
は
各
巻
と
も
に
一
〇
万
部
に
達
し
、
つ
ね
に
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の

上
位
を
占
め
た
。
戦
後
出
版
史
を
い
ろ
ど
る
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、﹁
全
集
ブ
ー
ム
﹂
に
火
を
つ
け
た
。

　

こ
の
﹃
現
代
世
界
文
学
全
集
﹄﹃
昭
和
文
学
全
集
﹄
の
好
調
な
ス
タ
ー
ト
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
翌
年
か
ら
筑
摩
書

房
の
﹃
現
代
日
本
文
学
全
集
﹄
を
は
じ
め
と
す
る
文
学
全
集
の
企
画
が
登
場
、
出
版
界
に
﹁
全
集
ブ
ー
ム
﹂
が
や
っ
て
く

る
の
で
あ
る
。

　

筑
摩
書
房
刊
﹃
現
代
日
本
文
学
全
集
﹄
は
、
明
治
以
降
の
主
要
作
家
・
詩
人
の
作
品
を
配
し
、﹃
柳
田
國
男
集
﹄
を
収

録
す
る
な
ど
本
格
的
で
ユ
ニ
ー
ク
な
全
集
を
め
ざ
し
て
い
た
。
一
九
五
三
年
︵
昭
和
二
八
︶
刊
行
の
﹃
芥
川
龍
之
介
集
﹄

は
年
間
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
は
い
る
な
ど
、
こ
れ
も
お
お
き
な
成
功
を
お
さ
め
た
。

　

角
川
書
店
の
﹃
昭
和
文
学
全
集
﹄
の
装
幀
に
つ
か
わ
れ
た
の
が
、
日
本
ク
ロ
ス
の
布
ク
ロ
ス
製
品
ア
ー
ト
ベ
ラ
ム
で
あ

る
。
日
本
ク
ロ
ス
に
と
っ
て
戦
後
初
の
全
集
用
ク
ロ
ス
の
受
注
で
あ
っ
た
。

　

当
時
の
東
京
出
張
所
長
で
あ
っ
た
河
村
泰
は
、
角
川
書
店
の
社
長
角か

ど

川か
わ

源げ
ん

義よ
し

氏
か
ら
直
接
よ
ば
れ
て
相
談
を
う
け
た
と

語
っ
て
い
る
。
社
運
を
か
け
た
企
画
で
あ
る
と
い
う
意
気
ご
み
を
、
ひ
し
ひ
し
と
肌
で
感
じ
た
と
い
う
。

　

同
全
集
の
表
紙
ク
ロ
ス
の
指
定
色
は
ロ
ー
ズ
だ
っ
た
。
装
幀
は
昭
和
の
日
本
を
代
表
す
る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー

と
い
わ
れ
た
原は

ら

弘ひ
ろ
む

氏
で
あ
る
。
同
氏
は
装
幀
者
と
し
て
世
評
高
く
、
一
九
四
〇
年
代
︵
昭
和
一
五
～
︶
か
ら
一
九
七
〇

筑摩書房の『現代日本文学全集』
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年
代
︵
昭
和
四
五
～
︶
半
ば
ま
で
第
一
線
で
活
躍
、
出
版
界
に
一
時
代
を
築
い
た
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
同
氏
の
意

向
を
反
映
し
て
、
新
し
く
つ
く
っ
た
の
が
﹁
ア
ー
ト
ベ
ラ
ム
Ｖ
Ｃ
﹂
と
い
う
規
格
だ
っ
た
。

　

ア
ー
ト
ベ
ラ
ム
は
﹃
昭
和
文
学
全
集
﹄
に
つ
づ
い
て
、
さ
ら
に
一
九
五
三
年
︵
昭
和
二
八
︶
か
ら
刊
行
の
筑
摩
書
房

﹃
現
代
日
本
文
学
全
集
﹄︵
全
九
七
巻
︶
で
は
ア
ー
ト
ベ
ラ
ム
Ｖ
Ｃ
黄
色
、
創
元
社
の
﹃
世
界
少
年
少
女
文
学
全
集
﹄︵
全

六
三
巻
︶
に
は
、
ア
ー
ト
ベ
ラ
ム
Ｎ
Ｗ
３
５
６
が
そ
れ
ぞ
れ
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
平
凡
社
の
創
立
四
〇
周
年
記

念
企
画
﹃
世
界
大
百
科
事
典
﹄
な
ど
に
も
採
用
さ
れ
、
い
ず
れ
も
業
界
で
注
目
さ
れ
た
。

　

日
本
ク
ロ
ス
が
大
型
の
出
版
企
画
に
強
み
を
発
揮
す
る
の
は
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
で
あ
る
。

●
ス
ク
リ
ー
ン
ク
ロ
ス 

グ
リ
ス
プ
ル
ー
フ
ク
ロ
ス

　

ク
ロ
ス
製
品
の
用
途
は
出
版
だ
け
で
は
な
く
、
幅
ひ
ろ
い
産
業
分
野
を
き
り
ひ
ら
い
て
ゆ
く
。
た
と
え
ば
ス
ク
リ
ー
ン

ク
ロ
ス
と
グ
リ
ス
プ
ル
ー
フ
ク
ロ
ス
︵
ペ
ー
パ
ー
︶
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

ス
ク
リ
ー
ン
ク
ロ
ス
は
映
画
館
の
映
写
用
ス
ク
リ
ー
ン
で
あ
る
。
当
時
、
娯
楽
と
い
え
ば
映
画
ぐ
ら
い
な
も
の
だ
っ
た
。

映
画
全
盛
時
代
の
一
九
五
〇
年
代
︵
昭
和
二
五
～
︶
か
ら
映
画
館
は
ワ
イ
ド
ス
ク
リ
ー
ン
に
な
っ
て
ゆ
く
。
そ
の
当
時
、

映
画
館
は
全
国
で
ざ
っ
と
七
〇
〇
〇
ぐ
ら
い
あ
っ
た
。

　

ワ
イ
ド
に
す
る
に
は
一
館
あ
た
り
一
〇
〇
万
円
も
要
し
た
と
い
う
。
ス
ク
リ
ー
ン
ク
ロ
ス
は
有
望
商
品
と
し
て
注
目
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
エ
ン
ボ
ス
に
よ
っ
て
ワ
イ
ド
に
し
て
銀
粉
を
塗
っ
て
仕
上
げ
る
と
い
う
の
が
日
本
ク
ロ
ス
製
品
の
特
色

で
あ
っ
た
。

　

全
国
の
主
な
封
切
り
映
画
館
の
ワ
イ
ド
ス
ク
リ
ー
ン
に
採
用
さ
れ
、
一
九
五
七
年
︵
昭
和
三
二
︶
ご
ろ
ま
で
業
績
に
も

お
お
き
く
寄
与
し
た
。

　

グ
リ
ス
プ
ル
ー
フ
ク
ロ
ス
︵
ペ
ー
パ
ー
︶
は
、
錆
や
湿
気
、
油
も
れ
な
ど
を
防
止
す
る
包
装
用
ク
ロ
ス
で
あ
る
。
合
成

樹
脂
に
よ
る
加
工
技
術
を
応
用
し
て
開
発
し
た
金
属
製
品
用
の
特
殊
包
装
材
料
で
あ
る
。
金
属
製
品
は
空
気
中
の
湿
気
に

よ
っ
て
錆
が
発
生
す
る
。
保
管
あ
る
い
は
輸
送
中
に
錆
び
る
の
を
防
止
す
る
に
は
包
装
が
お
お
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

　

錆
を
ふ
せ
ぐ
た
め
に
グ
リ
ス
が
塗
ら
れ
る
が
、
塗
ら
れ
た
状
態
を
保
持
し
て
、
保
存
あ
る
い
は
輸
送
す
る
た
め
の
包
装

材
、
そ
れ
が
グ
リ
ス
プ
ル
ー
フ
ク
ロ
ス
︵
ペ
ー
パ
ー
︶
で
あ
る
。

　

米
軍
の
包
装
規
格
︵M

IL-B- 121A

︶
に
も
合
格
し
て
米
軍
の
指
定
品
に
な
っ
た
ほ
か
、
完
全
包
装
材
と
し
て
防
衛
庁
、

機
械
器
具
メ
ー
カ
ー
、
食
品
、
繊
維
製
品
、
電
機
部
品
な
ど
の
耐
水
用
包
装
資
材
な
ど
、
幅
ひ
ろ
い
分
野
で
使
用
さ
れ
た
。

包装用クロス 映写用スクリーンクロス
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第
四
節  
斬
新
な
紙
ク
ロ
ス
を
開
発
す
る

●
東
京
工
場
と
紙
ク
ロ
ス

　

大
和
ク
ロ
ス
工
業
は
一
九
五
二
年
︵
昭
和
二
七
︶
二
月
か
ら
、
日
本
ク
ロ
ス
の
東
京
工
場
と
し
て
新
し
く
出
発
す
る
こ

と
に
な
る
。
戦
後
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
一
貫
し
て
紙
ベ
ー
ス
の
ク
ロ
ス
づ
く
り
に
着
手
し
、
そ
の
研
究
を
つ
づ
け
て
い
た
。

　

一
九
四
九
年
︵
昭
和
二
四
︶
四
月
に
京
都
の
研
究
室
か
ら
大
和
ク
ロ
ス
に
赴
任
し
た
坂
部
三
次
郎
は
著
書
﹃
星
明
か
り

燦
々
﹄︵
二
〇
〇
二
年
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
刊
︶
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　

当
時
の
紙
ク
ロ
ス
の
ト
ッ
プ
は
、
奇
し
く
も
近
年
わ
が
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
な
っ
た
大
平
製
紙
で
あ
っ
た
。
当
時

大
和
ク
ロ
ス
の
売
上
規
模
は
大
平
の
約
五
分
の
一
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。

﹁
二
年
の
あ
い
だ
に
、
せ
め
て
大
平
の
半
分
ぐ
ら
い
に
も
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
﹂

　

同
社
常
務
の
伊
藤
東
一
郎
さ
ん
︵
後
の
日
本
ク
ロ
ス
常
務
︶
に
言
わ
れ
て
、
私
は
さ
っ
そ
く
紙
ク
ロ
ス
の
塗
料
研

究
に
と
り
く
ん
だ
の
だ
っ
た
。

　

競
合
相
手
の
大
平
製
紙
の
製
品
を
分
析
し
て
み
る
と
、
染
付
顔
料
を
つ
か
っ
て
い
る
か
ら
日
光
に
褪
せ
や
す
い
。

書
籍
は
店
頭
に
な
ら
ぶ
か
ら
日
光
堅
牢
度
に
す
ぐ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
着
眼
点
を
そ
こ
に
お
い
て
研
究
を

は
じ
め
た
。
た
ま
た
ま
東
洋
イ
ン
キ
の
技
術
者
か
ら
不
溶
性
ア
ゾ
カ
ラ
ー
や
フ
チ
ロ
シ
ア
ニ
ン
ブ
ル
ー
と
い
っ
た
耐

光
性
の
き
わ
め
て
強
い
顔
料
が
あ
る
と
知
ら
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
価
格
は
染
付
顔
料
の
一
〇
～
二
〇
倍
で
あ
る
。
け

れ
ど
も
濃
度
が
非
常
に
高
い
。
ル
チ
ル
型
酸
化
チ
タ
ン
で
薄
め
た
ら
、
か
え
っ
て
染
付
顔
料
よ
り
安
く
な
る
こ
と
が

判
明
、
こ
の
新
し
い
顔
料
に
よ
っ
て
日
光
に
色
褪
せ
な
い
独
自
の
ク
ロ
ス
塗
料
が
完
成
し
た
の
で
あ
る
。

　

独
自
の
塗
料
開
発
に
よ
っ
て
、
一
九
五
〇
～
五
一
年
︵
昭
和
二
五
～
二
六
︶
に
か
け
て
、﹁
さ
く
ら
紙
ク
ロ
ス
﹂﹁
は
と

紙
ク
ロ
ス
﹂﹁
ヤ
マ
ト
・
カ
ン
バ
ス
ペ
ー
パ
ー
﹂
な
ど
の
紙
ク
ロ
ス
の
新
製
品
が
誕
生
し
た
。

　

な
か
で
も
一
九
五
一
年
︵
昭
和
二
六
︶
の
カ
ン
バ
ス
ペ
ー
パ
ー
開
発
に
よ
っ
て
、
紙
ク
ロ
ス
分
野
へ
の
進
出
が
本
格
化

す
る
。
さ
ら
に
一
九
五
五
年
︵
昭
和
三
〇
︶
に
か
け
て
、﹁
ダ
イ
ヤ
ボ
ー
ド
﹂﹁
シ
ル
バ
ー
ボ
ー
ド
﹂
に
代
表
さ
れ
る
紙
ク

東京工場全景（旧工場）
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ロ
ス
の
新
製
品
が
次
つ
ぎ
に
う
ま
れ
て
く
る
。

●
カ
ン
バ
ス
ペ
ー
パ
ー
の
独
創
性

　

カ
ン
バ
ス
は
も
と
も
と
布
ク
ロ
ス
の
基
本
製
品
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
カ
ン
バ
ス
そ
の
も
の
は
、
も
と
も
と
帆は

ん

布ぷ

の
こ
と

を
い
う
。
亜
麻
、
綿
、
レ
ー
ヨ
ン
、
ビ
ニ
ロ
ン
な
ど
太
番
手
の
糸
を
密
に
織
り
あ
げ
た
厚
手
の
織
物
で
あ
る
。
ク
ロ
ス
製

品
の
カ
ン
バ
ス
仕
上
と
い
う
の
は
、
厚
織
り
の
生
地
を
つ
か
っ
て
、
生
地
目
を
浮
き
立
た
せ
る
よ
う
に
仕
上
げ
た
ク
ロ
ス

で
あ
る
。
重
厚
に
し
て
落
ち
着
き
が
あ
る
。
バ
ク
ラ
ム
と
と
も
に
高
級
装
幀
用
の
ク
ロ
ス
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
。

　

カ
ン
バ
ス
ペ
ー
パ
ー
は
布
で
は
な
く
、
紙
ベ
ー
ス
で
カ
ン
バ
ス
の
外
観
を
実
現
し
た
ク
ロ
ス
製
品
で
あ
る
。

　

紙
な
の
に
布
の
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。
そ
し
て
紙
で
あ
る
こ
と
で
、
ど
こ
か
カ
ジ
ュ
ア
ル
っ
ぽ
く
、
お
し
ゃ
れ
な
雰
囲

気
を
も
っ
て
い
る
。
カ
ン
バ
ス
ペ
ー
パ
ー
は
フ
ラ
ン
ス
の
レ
コ
ー
ド
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
か
ら
想
を
得
た
と
い
う
。

　

坂
部
に
よ
る
と
製
品
化
の
構
想
は
京
都
の
研
究
室
時
代
か
ら
も
っ
て
い
た
が
、
紙
ベ
ー
ス
に
塗
料
を
塗
る
と
い
う
発
想

に
む
す
び
つ
か
ず
具
体
化
で
き
な
い
で
い
た
。
大
和
ク
ロ
ス
で
塗
料
研
究
を
つ
づ
け
る
な
か
で
、
な
ん
ど
も
試
行
錯
誤
を

く
り
か
え
し
、
レ
ザ
ー
ク
ロ
ス
の
技
法
で
あ
る
﹁
谷
汚
し
﹂
に
た
ど
り
つ
い
た
。

　

ベ
ー
ス
に
塗
料
を
一
回
塗
っ
て
か
ら
型
押
し
す
る
。
そ
の
上
か
ら
も
う
い
ち
ど
塗
る
と
、
塗
料
が
谷
に
入
っ
て
凸
凹
が

う
ま
れ
、
革
の
外
観
が
得
ら
れ
る
。
そ
こ
で
紙
ベ
ー
ス
に
あ
ら
か
じ
め
白
く
塗
っ
て
お
い
て
、
Ｌ
Ｄ
の
型
を
お
し
た
。
そ

の
上
に
さ
ら
に
塗
料
を
塗
る
と
凸
凹
が
出
て
、
ち
ょ
う
ど
布
ク
ロ
ス
の
よ
う
な
外
観
に
な
っ
た
。

　

カ
ン
バ
ス
ペ
ー
パ
ー
は
、
紙
ク
ロ
ス
だ
が
上
製
本
の
く
る
み
用
で
あ
る
。
学
術
書
、
高
等
学
校
・
大
学
の
教
科
書
、
理

工
図
書
の
表
紙
と
し
て
使
用
さ
れ
た
ほ
か
、
文
芸
書
に
も
つ
か
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
。

　

業
界
で
も
好
評
で
あ
っ
た
。
同
製
品
の
市
場
投
入
に
よ
っ
て
、
大
和
ク
ロ
ス
の
売
上
高
は
大
平
製
紙
の
二
倍
に
な
っ
た

と
い
う
。

●
教
科
書
の
表
紙
を
変
え
た
シ
ル
バ
ー
ボ
ー
ド 

ダ
イ
ヤ
ボ
ー
ド

　

紙
ク
ロ
ス
製
品
の
﹁
シ
ル
バ
ー
ボ
ー
ド
﹂﹁
ダ
イ
ヤ
ボ
ー
ド
﹂
は
、
裁
ち
切
り
厚
表
紙
用
の
書
籍
装
幀
材
で
あ
る
。
一

九
五
三
～
五
四
年
︵
昭
和
二
八
～
二
九
︶
に
か
け
て
、
あ
い
つ
い
で
開
発
、
教
科
書
市
場
に
投
入
し
た
。

　

現
在
も
製
品
と
し
て
は
健
在
で
あ
り
、
半
世
紀
以
上
も
命
脈
を
保
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
同
製
品
の
開
発
は
、
紙
ク
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ロ
ス
の
歴
史
を
い
ろ
ど
る
お
お
き
な
ト
ピ
ッ
ク
だ
が
、
そ
れ
は
教
科
書
の
変
遷
と
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
。

　

検
定
の
時
代
に
な
っ
た
教
科
書
は
、
一
九
五
二
～
五
三
年
︵
昭
和
二
七
～
二
八
︶
ご
ろ
に
な
る
と
造
本
形
式
も
か
わ
り

は
じ
め
た
。
本
文
の
紙
質
、
印
刷
、
造
本
形
式
な
ど
に
大
幅
な
改
良
が
加
え
ら
れ
て
ゆ
く
。
昭
和
三
〇
年
︵
一
九
五
五
︶

度
版
か
ら
、
表
紙
も
背
貼
り
方
式
か
ら
厚
表
紙
に
よ
る
裁
ち
切
り
方
式
に
移
行
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　

教
科
書
に
裁
ち
切
り
厚
表
紙
の
ス
タ
イ
ル
を
最
初
に
導
入
し
た
の
は
、
当
時
四
〇
〇
〇
万
冊
と
い
う
最
大
の
採
択
部
数

を
誇
っ
て
い
た
学
校
図
書
株
式
会
社
だ
っ
た
。
同
社
は
一
九
五
四
年
︵
昭
和
二
九
︶、
裁
ち
切
り
製
本
機
を
ア
メ
リ
カ
か

ら
導
入
、
教
科
書
を
無
線
綴
じ
の
厚
表
紙
ス
タ
イ
ル
に
き
り
か
え
る
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

　

当
時
、
東
京
工
場
の
研
究
室
、
東
京
事
務
所
に
い
た
服
部
欣
二
︵
後
に
専
務
︶
は
次
の
よ
う
に
回
想
す
る
。

﹁
出
発
点
は
学
校
図
書
で
あ
る
。
学
図
が
原
町
に
図
書
印
刷
と
い
う
会
社
を
つ
く
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
裁
ち
落
と
し
の

自
動
製
本
機
を
い
れ
て
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
表
紙
が
で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
厚
紙
の
裁
ち
切

り
と
い
う
表
紙
は
な
か
っ
た
し
、
そ
う
い
う
発
想
も
な
か
っ
た
﹂

　

は
じ
め
に
機
械
あ
り
き
⋮
⋮
。
シ
ル
バ
ー
ボ
ー
ド
、
ダ
イ
ヤ
ボ
ー
ド
の
開
発
は
そ
こ
か
ら
出
発
し
た
の
だ
が
、
折
れ
な

い
、
破
れ
な
い
紙
ク
ロ
ス
づ
く
り
は
平
坦
な
道
の
り
で
は
な
か
っ
た
。
ま
ず
ベ
ー
ス
と
な
る
厚
紙
が
な
か
っ
た
。
最
初
は

板
紙
を
つ
か
っ
た
。
だ
が
板
紙
は
丸
編
み
で
三
層
に
な
っ
て
い
る
が
折
れ
や
す
か
っ
た
。
丸
編
み
で
強
度
の
あ
る
紙
が
当

時
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
丸
編
み
で
は
な
く
長
編
み
の
ク
ラ
フ
ト
紙
に
着
眼
し
た
。
上
質
紙
を
分
厚
く
し
て
折

れ
な
い
ベ
ー
ス
を
つ
く
る
。
そ
れ
は
製
紙
会
社
も
至
難
の
技
術
だ
っ
た
。
パ
ル
プ
を
え
ら
び
、
繊
維
も
長
い
も
の
を
つ
か

う
な
ど
、
製
紙
会
社
に
要
求
品
質
を
提
示
し
て
、
試
行
錯
誤
を
く
り
か
え
し
た
。
教
科
書
は
大
量
の
消
費
が
み
こ
め
る
ゆ

え
に
製
紙
会
社
も
真
剣
に
と
り
く
ん
で
く
れ
、
や
っ
と
分
厚
い
長
編
み
ク
ラ
フ
ト
の
ベ
ー
ス
が
完
成
し
た
の
で
あ
る
。

　

シ
ル
バ
ー
ボ
ー
ド
、
ダ
イ
ヤ
ボ
ー
ド
は
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
ベ
ー
ス
の
紙
造
り
か
ら
出
発
し
て

た
ど
り
つ
い
た
紙
ク
ロ
ス
の
革
命
児
だ
っ
た
。
当
時
、
資
材
も
担
当
し
た
と
い
う
服
部
欣
二
は
こ
れ
に
つ
い
て
も
触
れ
て

い
る
。

﹁
あ
の
こ
ろ
紙
の
こ
と
に
つ
い
て
も
の
す
ご
く
研
究
し
た
。
ど
う
い
う
ベ
ー
ス
を
つ
か
い
、
ど
う
い
う
配
合
で
や
っ
た
か
。

そ
れ
が
強
い
と
か
弱
い
と
か
⋮
⋮
。
合
成
繊
維
、
ナ
イ
ロ
ン
、
ビ
ニ
ロ
ン
を
混
ぜ
た
ベ
ー
ス
を
つ
く
っ
た
り
、
い
ろ
ん
な

こ
と
を
試
み
た
。
塗
る
だ
け
の
技
術
で
は
な
く
て
、
ベ
ー
ス
と
な
る
紙
の
設
計
も
ふ
く
め
て
ト
ー
タ
ル
で
考
え
る
。
そ
れ

が
ク
ロ
ス
の
開
発
と
い
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
。
そ
う
い
う
体
験
が
後
に
工
場
長
に
な
っ
た
と
き
に
役
立
っ

た
﹂

　

教
科
書
用
の
ク
ロ
ス
と
し
て
う
ま
れ
た
シ
ル
バ
ー
ボ
ー
ド
、
ダ
イ
ヤ
ボ
ー
ド
は
折
れ
に
く
く
、
摩
擦
に
も
耐
え
、
引
き

光文社のカッパブックス シルバーボード／ダイヤボード見本帳
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裂
き
強
度
に
も
す
ぐ
れ
て
い
る
。
ハ
ー
ド
に
と
り
あ
つ
か
わ
れ
る
教
科
書
用
ク
ロ
ス
の
適
性
を
す
べ
て
そ
な
え
、
印
刷
効

果
も
良
好
だ
っ
た
。

　

裁
ち
切
り
表
紙
用
の
新
素
材
と
し
て
注
目
さ
れ
、
一
九
五
四
年
︵
昭
和
二
九
︶、
ダ
イ
ヤ
ボ
ー
ド
が
光
文
社
の
カ
ッ
パ

ブ
ッ
ク
ス
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
九
五
四
年
︵
昭
和
二
九
︶
と
い
え
ば
神
武
景
気
と
い
わ
れ
る
好
況
の
入
口
に
さ
し
か
か
っ
て
い
た
が
、
改
造
社
と
創

元
社
が
倒
産
す
る
な
ど
出
版
界
は
総
じ
て
不
況
の
な
か
に
あ
っ
た
。﹁
不
況
に
は
廉
価
本
﹂
と
い
う
わ
け
で
も
な
か
ろ
う

が
、
お
り
か
ら
紙
装
の
単
行
本
や
新
書
判
の
書
籍
が
登
場
し
て
く
る
。

　

伊
藤
整
の
﹃
女
性
に
関
す
る
十
二
章
﹄︵
中
央
公
論
社
︶
が
新
書
版
で
発
表
さ
れ
る
と
、
そ
の
手
軽
さ
や
、
若
い
女
性

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
デ
ザ
イ
ン
が
注
目
さ
れ
、
た
ち
ま
ち
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。
す
で
に
岩
波
書
店
や
河
出
書
房
、

角
川
書
店
な
ど
が
新
書
判
を
刊
行
し
て
い
た
が
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
新
書
ブ
ー
ム
が
や
っ
て
く
る
。
な
か
で
も
光
文
社

の
カ
ッ
パ
ブ
ッ
ク
ス
は
、
斬
新
な
企
画
で
、
新
し
い
新
書
判
ブ
ー
ム
の
先
導
役
に
な
っ
た
。

　

カ
ッ
パ
ブ
ッ
ク
ス
の
表
紙
に
つ
か
わ
れ
た
の
が
、
ダ
イ
ヤ
ボ
ー
ド
で
あ
る
。
同
製
品
が
教
科
書
以
外
に
採
用
さ
れ
た
の

は
、
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。

　

カ
ッ
パ
ブ
ッ
ク
ス
は
一
九
五
四
年
︵
昭
和
二
九
︶
一
〇
月
に
、
伊
藤
整
﹃
文
学
入
門
﹄、
中
村
武
志
﹃
小
説　

サ
ラ
リ

ー
マ
ン
目
白
三
平
﹄
が
、
翌
一
一
月
に
は
井
上
靖
﹃
伊
那
の
白
梅
﹄、
田
宮
虎
彦
﹃
小
説　

千
恵
子
の
生
き
方
﹄
が
刊
行

さ
れ
て
い
る
。
同
シ
リ
ー
ズ
は
つ
ね
に
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
上
位
を
占
め
、
や
が
て
新
書
判
と
い
え
ば
﹁
カ
ッ
パ
ブ
ッ
ク

ス
﹂
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
て
ゆ
く
。

　

造
本
形
式
の
上
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
た
デ
ザ
イ
ン
の
カ
バ
ー
に
推
薦
の
言
葉
、
著
者
を
写
真
入
り
で
紹
介
す
る

な
ど
、
斬
新
で
あ
っ
た
。
ソ
フ
ト
カ
バ
ー
の
新
書
に
初
め
て
ク
ロ
ス
を
使
用
す
る
こ
と
で
も
注
目
を
あ
つ
め
た
。

　

当
時
、
東
京
工
場
の
研
究
室
で
色
出
し
の
仕
事
に
つ
い
て
い
た
服
部
欣
二
に
よ
る
と
、
最
初
の
こ
ろ
は
七
色
だ
っ
た
と

い
う
。
カ
ッ
パ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
エ
ン
ボ
ス
は
医
薬
凾
貼
用
ク
ロ
ス
か
ら
思
い
つ
い
た
も
の
だ
っ
た
が
、
最
初
の
四
冊

に
つ
い
て
は
、
こ
の
エ
ン
ボ
ス
が
な
い
。
発
刊
の
時
期
が
前
倒
し
に
な
っ
た
た
め
に
、
エ
ン
ボ
ス
ロ
ー
ル
の
製
作
が
間
に

合
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

●
文
具
紙
工
品
用 

ダ
イ
ヤ
ス
カ
ー
フ

　

紙
ク
ロ
ス
に
は
含が

ん

浸し
ん

タ
イ
プ
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
が
あ
る
。

光文社のカッパブックス 光文社のカッパブックス（カッパマークのエンボスがない）
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含
浸
タ
イ
プ
は
、
ク
ロ
ス
の
強
度
を
上
げ
、
さ
ら
に
風
合
い
を
よ
く
す
る
た
め
に
う
ま
れ
た
技
術
で
あ
る
。
紙
ベ
ー
ス

に
あ
ら
か
じ
め
樹
脂
を
浸
み
こ
ま
せ
て
お
き
、
そ
の
後
、
塗
料
を
塗
っ
て
型
押
し
し
て
仕
上
げ
る
。
塗
料
を
塗
る
ま
え
に

原
紙
に
樹
脂
を
浸
み
こ
ま
せ
て
お
く
と
、
乾
燥
後
も
適
度
な
し
な
や
か
さ
と
耐
水
性
が
得
ら
れ
、
印
刷
適
性
も
よ
く
な
る

の
で
あ
る
。

﹁
ダ
イ
ヤ
ス
カ
ー
フ
﹂
は
含
浸
タ
イ
プ
の
紙
ク
ロ
ス
で
あ
る
。

　

特
殊
な
原
紙
に
合
成
樹
脂
を
含
浸
さ
せ
て
お
き
、
表
面
を
皮
革
の
よ
う
な
外
観
に
仕
上
げ
た
製
品
で
あ
る
。

　

開
発
の
出
発
点
は
ア
メ
リ
カ
土
産
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
坂
部
三
次
郎
は
著
書
﹃
星
明
か
り
燦
々
﹄
の
な
か
で
、

次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　

二
カ
月
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
滞
在
中
、
私
は
貪
欲
に
仕
事
の
ネ
タ
を
探
し
ま
わ
っ
て
い
た
。
ク
ロ
ス
メ
ー
カ
ー
の
技

術
担
当
だ
っ
た
か
ら
、
書
籍
や
紙
製
品
を
見
本
と
し
て
ず
い
ぶ
ん
買
い
こ
ん
だ
。

　

わ
が
社
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
商
品
の
一
つ
に
、
ア
ル
バ
ム
や
フ
ァ
イ
ル
の
表
紙
素
材
﹁
ダ
イ
ヤ
ス
カ
ー
フ
﹂
が
あ
る
。

そ
れ
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
街
で
み
つ
け
た
ア
ド
レ
ス
ブ
ッ
ク
や
ダ
イ
ア
リ
ー
に
想
を
得
て
、
帰
国
後
す
ぐ
に
開
発
に

と
り
く
ん
で
完
成
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
私
の
ア
メ
リ
カ
土
産
が
、
四
〇
数
年
を
経
た
現
在
も
命
脈
を
保
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

開
発
は
ア
メ
リ
カ
製
品
を
参
考
に
し
て
、
一
九
五
一
年
︵
昭
和
二
六
︶
ご
ろ
か
ら
京
都
工
場
で
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

だ
が
京
都
工
場
の
設
備
で
は
限
界
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
東
京
工
場
に
移
管
し
て
本
格
的
に
と
り
く
ん
だ
。
樹
脂

含
浸
の
技
術
研
究
は
、
お
よ
そ
二
年
に
お
よ
び
、
一
九
五
四
年
︵
昭
和
二
九
︶
に
な
っ
て
完
成
、
新
し
い
用
途
を
ひ

ら
く
紙
ク
ロ
ス
の
新
製
品
が
う
ま
れ
た
。
原
紙
は
日
本
特
殊
製
紙
に
別
注
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
綿
ボ
ロ
を
つ
か
っ

た
吸
取
紙
の
よ
う
な
原
紙
を
考
え
つ
き
、
日
本
特
殊
製
紙
に
も
ち
こ
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

ダ
イ
ヤ
ス
カ
ー
フ
は
皮
革
の
外
観
を
も
ち
、
し
な
や
か
で
あ
り
な
が
ら
二
つ
折
り
し
て
も
ひ
び
割
れ
し
な
い
。
落
ち
着

い
た
質
感
と
色
調
、
つ
か
う
ほ
ど
に
手
に
な
じ
む
。
ダ
イ
ア
リ
ー
、
ア
ル
バ
ム
、
フ
ァ
イ
ル
、
バ
イ
ン
ダ
ー
な
ど
の
表
紙

と
し
て
、
新
し
い
分
野
を
き
り
ひ
ら
い
た
。
エ
ン
ボ
ス
と
カ
ラ
ー
の
多
様
化
に
よ
っ
て
、
お
よ
そ
七
〇
年
後
の
現
在
も
紙

ク
ロ
ス
製
品
の
な
か
で
ど
っ
し
り
と
し
た
存
在
感
を
放
っ
て
い
る
。

文具紙工品の新素材「ダイヤスカーフ」
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●
医
薬
凾
貼
用
の
紙
ク
ロ
ス

　

製
品
開
発
に
は
ユ
ー
ザ
ー
由
来
の
も
の
と
、
そ
う
で
は
な
く
メ
ー
カ
ー
が
新
し
い
需
要
を
創
出
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

医
薬
凾
貼
用
の
紙
ク
ロ
ス
は
後
者
の
ほ
う
で
あ
る
。

　

同
製
品
が
う
ま
れ
た
一
九
五
三
年
︵
昭
和
二
八
︶
ご
ろ
、
製
薬
会
社
の
注
射
液
の
凾
を
み
る
と
、
表
面
は
ほ
と
ん
ど
変

色
し
て
い
た
。
注
射
液
は
古
く
な
っ
て
返
品
に
な
る
と
す
べ
て
破
壊
焼
却
さ
れ
て
し
ま
う
。
凾
が
変
褪
色
し
て
い
れ
ば
、

内
部
の
注
射
液
ま
で
古
く
な
っ
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
あ
た
え
る
の
で
は
な
い
か
。
開
発
の
き
っ
か
け
は
そ
ん
な
と
こ
ろ

で
あ
っ
た
。
日
光
堅
牢
度
さ
え
改
良
す
れ
ば
、
そ
う
い
う
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
は
解
消
で
き
る
。
製
品
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
な
り
、
製
薬
会
社
に
と
っ
て
は
ま
ち
が
い
な
し
に
プ
ラ
ス
に
な
る
は
ず
だ
。

　

当
時
、
医
薬
凾
に
ク
ロ
ス
を
つ
か
う
と
い
う
発
想
は
、
誰
し
も
頭
に
な
か
っ
た
。
さ
っ
そ
く
武
田
薬
品
の
医
薬
凾
を
入

手
し
て
、
使
用
さ
れ
て
い
る
紙
の
調
査
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。

　

東
京
工
場
で
は
試
験
生
産
を
く
り
か
え
し
、
日
光
で
変
色
、
褪
色
し
な
い
ク
ロ
ス
の
加
工
技
術
を
完
成
さ
せ
た
。
エ
ン

ボ
ス
の
型
も
他
社
が
ま
ね
で
き
な
い
も
の
を
つ
く
り
あ
げ
た
。

　

凾
貼
用
ク
ロ
ス
は
平
米
六
〇
グ
ラ
ム
の
薄
い
紙
ベ
ー
ス
に
塗
料
を
塗
っ
て
、
変
褪
色
し
な
い
よ
う
特
殊
加
工
を
ほ
ど
こ

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

武
田
薬
品
の
指
定
色
の
ク
ロ
ス
が
完
成
す
る
と
、
凾
の
半
分
に
そ
れ
を
貼
っ
て
、
夏
の
陽
差
し
に
さ
ら
し
て
堅
牢
度
の

テ
ス
ト
を
し
た
。
そ
の
結
果
、
も
と
の
部
分
は
変
色
し
た
が
、
新
し
い
ク
ロ
ス
の
部
分
は
変
色
し
な
か
っ
た
。

　

か
く
し
て
凾
貼
用
ク
ロ
ス
は
武
田
薬
品
に
採
用
さ
れ
、
メ
タ
ポ
リ
ン
、
ア
リ
ナ
ミ
ン
用
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
商
品
価

値
を
た
か
め
る
素
材
と
し
て
他
の
製
薬
メ
ー
カ
ー
か
ら
注
目
さ
れ
、
武
田
薬
品
の
ほ
か
塩
野
義
製
薬
︵
現
・
シ
オ
ノ
ギ
製

薬
︶、
第
一
製
薬
︵
現
・
第
一
三
共
︶、
日
本
新
薬
、
吉
富
製
薬
︵
現
・
吉
富
薬
品
︶、
住
友
化
学
な
ど
に
も
納
入
す
る
よ

う
に
な
り
、
工
場
は
昼
夜
兼
行
の
生
産
が
つ
づ
い
た
。

　

凾
貼
用
の
ク
ロ
ス
と
し
て
は
、
ほ
か
に
﹁
さ
く
ら
紙
ク
ロ
ス
﹂
が
あ
っ
た
。
紙
ベ
ー
ス
に
特
殊
な
塗
料
を
塗
っ
た
も
の
、

紙
製
品
、
凾
貼
用
の
普
及
品
タ
イ
プ
と
し
て
開
発
し
た
も
の
だ
っ
た
が
、
貼
り
や
す
く
、
型
崩
れ
の
し
な
い
実
用
的
な
紙

ク
ロ
ス
で
あ
っ
た
。

　

レ
ザ
ー
ペ
ー
パ
ー
︵
擬
革
紙
︶
も
こ
の
期
に
登
場
し
た
。
特
別
設
計
し
た
紙
ベ
ー
ス
に
繊
維
素
塗
料
を
塗
っ
て
仕
上
げ

た
紙
ク
ロ
ス
で
あ
る
。
カ
ラ
フ
ル
で
あ
か
る
い
色
調
の
タ
イ
プ
と
豪
華
な
イ
メ
ー
ジ
の
二
色
仕
上
の
も
の
が
あ
っ
た
。
ア

ル
バ
ム
の
表
紙
、
洋
品
小
間
物
や
食
器
類
の
化
粧
箱
な
ど
に
使
用
さ
れ
た
。

函貼用クロスによる医薬函
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第
五
節  
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
の
開
発

●
新
時
代
の
新
し
い
素
材

　

戦
後
ま
も
な
く
の
こ
ろ
、
世
の
女
性
た
ち
の
羨
望
の
的
と
な
っ
た
商
品
の
ひ
と
つ
に
﹁
ナ
イ
ロ
ン
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
﹂
な

る
も
の
が
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸
入
品
で
、
ほ
か
に
も
財
布
や
ベ
ル
ト
、
カ
ラ
フ
ル
な
樹
脂
製
の
バ
ッ
グ
類
は
、

す
べ
て
ナ
イ
ロ
ン
バ
ッ
グ
と
よ
ば
れ
て
い
た
。
だ
が
ナ
イ
ロ
ン
製
の
も
の
は
ひ
と
つ
も
な
く
、
実
際
は
塩
化
ビ
ニ
ル
だ
っ

た
。
色
鮮
や
か
で
ア
メ
リ
カ
文
化
そ
の
も
の
と
い
う
衝
撃
を
も
た
ら
し
た
。
当
時
、
ナ
イ
ロ
ン
と
い
う
こ
と
ば
そ
の
も
の

に
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
の
で
、
ナ
イ
ロ
ン
と
よ
ば
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

現
実
に
は
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
、
あ
る
い
は
塩
ビ
レ
ザ
ー
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
皮
革
の
よ

う
で
皮
革
で
は
な
い
。
戦
前
、
擬
革
と
よ
ば
れ
た
硝
化
綿
レ
ザ
ー
︵
皮
革
の
代
用
品
︶
で
も
な
い
。
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
は
、

ま
っ
た
く
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
の
素
材
と
し
て
登
場
し
た
の
で
あ
る
。

　

ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
と
は
ポ
リ
塩
化
ビ
ニ
ル
︵
Ｐ
Ｖ
Ｃ
︶
を
、
ベ
ー
ス
と
な
る
織
・
編
物
の
布
地
に
塗
っ
た
も
の
の
総
称
で

あ
る
。

　

ポ
リ
塩
化
ビ
ニ
ル
に
可か

塑そ

剤ざ
い

、
安
定
剤
、
着
色
剤
な
ど
を
加
え
た
塗
料
を
布
地
の
片
面
、
あ
る
い
は
両
面
に
塗
っ
て
固

着
さ
せ
る
。
あ
る
い
は
こ
の
樹
脂
膜
を
貼
り
合
わ
せ
、
表
面
に
銀
面
模
様
︵
革
の
よ
う
に
光
沢
を
お
び
た
外
観
︶
の
層
を

実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
皮
革
の
代
替
品
の
ひ
と
つ
で
、
塩
ビ
レ
ザ
ー
と
も
い
わ
れ
る
。
そ
の
製
法
に
は
カ
レ

ン
ダ
ー
法
と
ペ
ー
ス
ト
法
と
が
あ
る
。

　

戦
後
し
ば
ら
く
、
日
本
に
は
ポ
リ
塩
化
ビ
ニ
ル
樹
脂
そ
の
も
の
が
な
か
っ
た
。
一
九
四
八
年
︵
昭
和
二
三
︶
に
な
っ
て
、

通
産
省
か
ら
、
米
国
か
ら
輸
入
し
た
ビ
ニ
ル
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
割
当
を
う
け
た
ゴ
ム
の
生
産
業
者
が
カ
レ
ン
ダ
ー
技
術
で
製

造
を
は
じ
め
、
電
車
の
座
席
シ
ー
ト
や
家
具
、
バ
ッ
グ
用
の
塩
ビ
レ
ザ
ー
を
つ
く
り
は
じ
め
た
。
ち
な
み
に
レ
ザ
ー
工
業

会
は
一
九
四
八
年
︵
昭
和
二
三
︶
五
月
に
創
立
さ
れ
て
い
る
。

　

繊
維
製
品
の
モ
ノ
不
足
、
さ
ら
に
は
物
め
ず
ら
し
さ
も
あ
っ
て
、
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
は
レ
イ
ン
コ
ー
ト
や
風
呂
敷
、
ベ
ル

ト
、
鞄
な
ど
に
加
工
さ
れ
て
市
場
に
出
ま
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
鮮
明
な
色
彩
と
艶
や
か
な
光
沢
、
さ
ら
に
防
水
性
も
あ

る
。
そ
れ
ら
は
擬
革
と
い
わ
れ
た
硝
化
綿
レ
ザ
ー
よ
り
も
品
質
的
に
は
る
か
に
す
ぐ
れ
て
い
た
。

昭和中期の京都工場（油布部）
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ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
は
た
ち
ま
ち
時
代
の
先
端
を
ゆ
く
新
し
い
素
材
と
し
て
、
市
場
に
う
け
い
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。
一
九
四

九
年
︵
昭
和
二
四
︶
ご
ろ
は
、
ま
だ
高
価
で
、
高
級
品
あ
つ
か
い
だ
っ
た
が
、
市
場
で
の
評
判
も
よ
く
、
売
れ
ゆ
き
の
ほ

う
は
好
調
だ
っ
た
。

　

日
本
ク
ロ
ス
で
は
油
布
部
が
一
九
四
七
年
︵
昭
和
二
二
︶
か
ら
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
の
開
発
に
と
り
く
み
、
一
九
四
九
年

︵
昭
和
二
四
︶
に
第
一
弾
の
製
品
を
発
売
し
て
い
る
。

●
「
ダ
イ
ヤ
ビ
ニ
ー
ル
」
と
し
て
発
売

　

日
本
ク
ロ
ス
の
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
製
品
は
﹁
ダ
イ
ヤ
ビ
ニ
ー
ル
﹂
と
い
う
商
標
で
発
売
し
た
。

　

一
九
四
九
～
五
〇
年
︵
昭
和
二
四
～
二
五
︶
に
か
け
て
、
市
場
に
投
入
し
た
製
品
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

雨
衣
︵
合
羽
︶、
ビ
ニ
ル
ペ
ー
パ
ー
、
教
科
書
用
ビ
ニ
ル
︵
実
教
出
版
︶、
ミ
ラ
ク
ル
ペ
ー
パ
ー
、
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ

用
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
、
国
鉄
カ
ー
テ
ン
、
リ
ビ
ン
グ
ク
ロ
ス
⋮
⋮
。
い
ず
れ
も
、
ビ
ニ
ロ
ン
、
ナ
イ
ロ
ン
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル

を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
片
面
あ
る
い
は
両
面
に
化
学
薬
品
や
油
に
耐
え
る
塩
化
ビ
ニ
ル
系
の
特
殊
塗
料
を
塗
っ
た
も
の
で
あ

る
。

　

雨
衣
用
ビ
ニ
ル
は
、
一
九
五
一
年
︵
昭
和
二
六
︶
に
完
成
し
て
い
る
。
ク
ラ
レ
の
ビ
ニ
ロ
ン
を
使
用
し
て
合
羽
用
素
材

と
し
て
発
売
し
た
。
布
目
の
あ
ら
い
ビ
ニ
ロ
ン
基
布
に
塩
ビ
を
両
面
か
ら
ブ
リ
ッ
ジ
し
た
も
の
、
つ
ま
り
タ
ー
ポ
リ
ン
で

あ
る
。
日
本
ク
ロ
ス
の
タ
ー
ポ
リ
ン
の
歴
史
は
、
こ
の
と
き
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

　

同
製
品
は
ゴ
ム
製
合
羽
に
か
わ
る
新
素
材
と
し
て
投
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
ゴ
ム
は
漁
油
に
溶
け
る
と
い
う
欠
点
が
あ

っ
た
が
、
塩
ビ
の
使
用
で
そ
う
い
う
懸
念
は
な
く
な
っ
た
。
漁
業
用
合
羽
、
農
業
用
合
羽
に
も
つ
か
わ
れ
た
。
塩
ビ
合
羽

の
す
ぐ
れ
た
耐
寒
性
が
評
価
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
そ
れ
ま
で
ゴ
ム
合
羽
が
中
心
だ
っ
た
諸
官
庁
︵
法
務
省
、
国
鉄
、

警
察
庁
︶
で
も
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

雨
衣
用
ビ
ニ
ル
は
、
耐
寒
性
、
完
全
防
水
に
く
わ
え
て
、
高
周
波
縫
製
が
で
き
る
特
長
を
も
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
塩
化
ビ
ニ
ル
は
ゴ
ム
に
く
ら
べ
て
カ
ラ
ー
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
多
彩
に
カ
ラ
ー
展
開
し
て
、﹁
お
し
ゃ

れ
合
羽
﹂
の
製
品
化
に
と
り
く
ん
だ
。

　

ミ
ラ
ク
ル
ペ
ー
パ
ー
も
、
一
九
五
一
年
︵
昭
和
二
六
︶、
油
布
部
の
開
発
製
品
で
あ
る
。
か
ん
た
ん
に
い
え
ば
塩
ビ
塗

料
を
紙
ベ
ー
ス
に
塗
着
さ
せ
た
製
品
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

同
製
品
は
印
刷
で
は
実
現
で
き
な
い
鮮
や
か
な
色
彩
と
、
独
特
の
光
沢
を
も
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
紙
と
Ｐ
Ｖ
Ｃ
被
膜
で
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構
成
さ
れ
る
た
め
に
、
耐
久
性
、
強
度
、
防
水
、
防
湿
性
に
す
ぐ
れ
て
い
る
。
奇
跡
の
紙
と
い
う
の
が
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
で
あ
っ
た
。
保
存
袋
、
化
粧
箱
、
高
級
紙
バ
ッ
グ
、
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
、
ア
ル
バ
ム
、
デ
ザ
イ
ン
ブ
ッ
ク
、
ノ
ー
ト
な
ど

の
新
し
い
素
材
と
し
て
、
幅
ひ
ろ
い
用
途
を
も
っ
て
い
た
。

　

リ
ビ
ン
グ
ク
ロ
ス
は
一
般
家
庭
で
つ
か
わ
れ
る
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
で
あ
る
。
花
柄
や
格
子
柄
の
織
物
ベ
ー
ス
に
無
色
の

塩
ビ
を
塗
っ
た
も
の
で
、
ダ
イ
ヤ
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
と
し
て
全
国
百
貨
店
の
店
頭
に
な
ら
ん
だ
。

　

ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
は
、
ス
ク
ー
タ
ー
用
ビ
ニ
ル
が
あ
る
。
メ
リ
ヤ
ス
を
基
布
に
塩
ビ
を
塗
っ
た
伸
縮
性
の
あ
る
ビ
ニ
ル

レ
ザ
ー
で
、
一
九
五
〇
年
︵
昭
和
二
五
︶
ご
ろ
に
発
売
し
て
い
る
。
当
時
は
ス
ク
ー
タ
ー
全
盛
時
代
で
あ
る
。
そ
の
シ
ー

ト
に
日
本
ク
ロ
ス
の
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
が
つ
か
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
富
士
産
業
︵
現
・
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ
︶
の
ラ
ビ
ッ
ト
、
中

日
本
重
工
業
︵
現
・
三
菱
重
工
業
︶
の
シ
ル
バ
ー
ピ
ジ
ョ
ン
な
ど
の
シ
ー
ト
に
は
、
す
べ
て
日
本
ク
ロ
ス
の
ビ
ニ
ル
製
品

が
使
用
さ
れ
た
。
さ
ら
に
当
時
、
流
行
し
た
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
用
に
は
、
薄
手
生
地
ベ
ー
ス
に
塩
ビ
を
塗
っ
た
ケ
ミ
カ

ル
レ
ザ
ー
を
開
発
し
た
。

●
油
布
部
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド

　

ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
は
日
本
ク
ロ
ス
に
と
っ
て
新
し
い
分
野
で
あ
っ
た
。

　

加
工
技
術
の
う
え
で
も
未
知
の
領
域
で
あ
っ
た
が
、
果
敢
に
と
び
こ
ん
で
い
っ
た
の
は
、
戦
中
、
不
本
意
な
生
産
活
動

を
強
い
ら
れ
て
き
た
油
布
部
で
あ
っ
た
。

　

油
布
製
品
の
オ
イ
ル
ク
ロ
ス
、
オ
イ
ル
シ
ル
ク
は
一
九
四
一
年
︵
昭
和
一
六
︶
ご
ろ
、
輸
出
の
看
板
製
品
と
な
り
な
が

ら
も
、
贅
沢
品
と
さ
れ
て
と
も
に
生
産
中
止
、
硝
化
綿
レ
ザ
ー
は
企
業
整
備
の
対
象
に
な
っ
た
。
油
布
部
は
や
む
な
く
終

戦
ま
で
は
防
空
用
暗
幕
の
ほ
か
、
紙
ク
ロ
ス
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
リ
ボ
ン
な
ど
で
か
ろ
う
じ
て
稼
働
を
ま
も
っ
て
い
た
。

　

戦
後
、
そ
の
紙
ク
ロ
ス
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
リ
ボ
ン
も
東
京
に
移
管
さ
れ
、
一
九
四
七
年
︵
昭
和
二
二
︶
ご
ろ
に
な
る

と
、
油
布
工
場
内
は
荒
れ
果
て
、
ほ
と
ん
ど
廃
墟
同
然
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
ん
な
油
布
部
の
再
生
の
道
が
、
ビ
ニ
ル

レ
ザ
ー
へ
の
と
り
く
み
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
一
〇
〇
年
を
か
え
り
み
て
も
、
こ
の
と
き
の
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
へ
の
進
出
は
、
歴
史
の
お
お
き
な
分
岐
点

だ
っ
た
。
技
術
史
の
う
え
で
も
、
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
っ
た
。
創
立
以
来
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
あ
ゆ
み
を
み
る
と
、

ま
ず
は
水
性
塗
料
で
は
じ
ま
り
、
一
九
三
七
年
︵
昭
和
一
二
︶
に
は
油
性
塗
料
、
硝
化
綿
塗
料
を
導
入
し
て
い
る
。
ビ
ニ

ル
つ
ま
り
合
成
樹
脂
を
あ
つ
か
う
の
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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油
布
の
生
産
設
備
の
投
資
は
膨
大
な
も
の
だ
っ
た
だ
け
に
、
そ
れ
ら
を
す
べ
て
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
し
て
、
新
規
事
業
の
ビ

ニ
ル
レ
ザ
ー
に
進
出
す
る
と
い
う
の
は
、
思
い
き
っ
た
経
営
判
断
だ
っ
た
。
だ
が
後
に
な
っ
て
考
え
る
と
、
ビ
ニ
ル
部
門

が
現
在
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
柱
の
ひ
と
つ
と
し
て
確
固
た
る
地
位
を
占
め
て
い
る
の
は
、
ひ
と
え
に
、
こ
の
と
き
の
英
断
に
よ

る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

オ
イ
ル
ク
ロ
ス
、
オ
イ
ル
シ
ル
ク
は
天
然
素
材
の
油
脂
を
つ
か
っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
乾
燥
に
時
間
が
か
か
る
。
合
成
樹

脂
の
時
代
が
や
っ
て
き
て
、
も
は
や
こ
れ
ら
は
生
き
の
こ
る
余
地
が
な
か
ろ
う
。
そ
う
い
う
将
来
的
な
展
望
か
ら
、
多
大

な
投
資
で
社
運
を
か
け
た
油
布
、
油
絹
の
設
備
を
廃
棄
し
て
、
あ
え
て
ビ
ニ
ル
用
の
カ
レ
ン
ダ
ー
の
設
備
導
入
に
ふ
み
き

っ
た
の
で
あ
る
。

●
カ
レ
ン
ダ
ー
方
式
で
技
術
を
確
立

　

ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
の
技
術
開
発
は
一
九
四
七
年
︵
昭
和
二
二
︶
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

　

ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
の
製
法
に
は
二
つ
の
流
れ
が
あ
っ
た
。
硝
化
綿
レ
ザ
ー
な
ど
い
わ
ゆ
る
擬
革
メ
ー
カ
ー
方
式
と
ゴ
ム
製

品
メ
ー
カ
ー
方
式
で
あ
る
。
擬
革
メ
ー
カ
ー
方
式
は
硝
化
綿
レ
ザ
ー
の
塗
装
機
を
つ
か
っ
て
ペ
ー
ス
ト
レ
ジ
ン
を
塗
る
と

い
う
や
り
か
た
で
あ
る
。
ゴ
ム
製
品
メ
ー
カ
ー
方
式
は
ゴ
ム
引
き
用
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
使
用
す
る
。
カ
レ
ン
ダ
ー
方
式
と

は
、
か
ん
た
ん
に
い
え
ば
加
熱
し
た
ロ
ー
ル
の
あ
い
だ
で
樹
脂
を
練
り
な
が
ら
溶
か
し
、
何
本
も
の
ロ
ー
ル
の
あ
い
だ
を

通
し
て
所
定
の
厚
さ
に
引
き
の
ば
し
て
成
形
す
る
方
法
で
あ
る
。

　

硝
化
綿
レ
ザ
ー
の
経
験
が
あ
る
日
本
ク
ロ
ス
で
は
、
ま
ず
そ
の
延
長
線
上
で
試
作
に
の
り
だ
し
た
。
当
時
は
ま
だ
塩
ビ

樹
脂
が
国
産
化
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
製
バ
ッ
グ
に
つ
か
わ
れ
た
塩
ビ
フ
ィ
ル
ム
の
裁
ち
く
ず
を
溶
か
し
て
、

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
試
み
た
。
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ク
ロ
ス
の
塗
装
機
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
ッ
ド
単
式
乾
燥
機
を
つ
か
い
、
溶
液
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
︵
溶
剤
は
ク
ロ
ル
ベ
ン
ゾ
ー
ル
︶
に
よ
り
、
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
の
試
作
に
の
り
だ
し
た
。

　

だ
が
、
事
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
溶
液
濃
度
が
低
く
、
加
温
中
で
な
い
と
溶
剤
が
固
ま
っ
て
し
ま

う
。
さ
ら
に
一
回
の
付
着
量
が
少
な
い
た
め
厚
み
が
出
な
い
。
三
〇
〇
回
塗
っ
て
も
生
地
目
が
か
く
れ
な
い
。
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
法
で
は
技
術
的
に
無
理
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

国
産
の
塩
ビ
樹
脂
が
開
発
さ
れ
た
の
は
一
九
四
八
年
︵
昭
和
二
三
︶
で
あ
る
。
最
初
は
カ
レ
ン
ダ
ー
用
で
あ
っ
た
。
油

布
部
で
は
カ
レ
ン
ダ
ー
用
の
樹
脂
を
ペ
ー
ス
ト
に
し
て
塗
る
と
い
う
方
法
を
試
み
た
。
車
輛
内
装
用
レ
ザ
ー
と
し
て
テ
ス

ト
販
売
し
た
が
、
品
質
が
安
定
し
な
か
っ
た
。
ペ
ー
ス
ト
で
な
い
も
の
を
ペ
ー
ス
ト
に
し
た
た
め
、
加
熱
し
て
も
溶
け
な

ビニルレザー作業衣
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か
っ
た
。
そ
の
た
め
表
面
に
ひ
び
わ
れ
が
発
生
、
色
も
か
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

国
産
の
塩
ビ
樹
脂
が
市
場
に
出
ま
わ
る
よ
う
に
な
る
と
、
ゴ
ム
製
品
の
加
工
メ
ー
カ
ー
の
多
く
が
手
持
ち
の
カ
レ
ン
ダ

ー
を
つ
か
っ
て
塩
化
ビ
ニ
ル
加
工
に
の
り
だ
し
て
き
た
。

　

ペ
ー
ス
ト
用
樹
脂
が
な
い
か
ぎ
り
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
法
は
あ
き
ら
め
る
ほ
か
な
い
と
判
断
、
た
だ
ち
に
カ
レ
ン
ダ
ー
設
備

の
導
入
に
向
か
う
の
で
あ
る
。

　

一
九
四
九
年
︵
昭
和
二
四
︶、
北
陸
の
ゴ
ム
メ
ー
カ
ー
か
ら
中
古
の
カ
レ
ン
ダ
ー
︵
一
四
イ
ン
チ
×
四
二
イ
ン
チ
、
三

本
カ
レ
ン
ダ
ー
︶
と
ミ
キ
シ
ン
グ
ロ
ー
ル
を
購
入
、
油
布
工
場
に
設
置
し
て
、
カ
レ
ン
ダ
ー
方
式
に
よ
る
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー

の
生
産
を
開
始
し
た
。

　

最
初
に
製
品
化
し
た
の
は
、
自
動
車
用
レ
ザ
ー
、
プ
ー
ル
内
貼
り
、
家
具
用
レ
ザ
ー
、
両
面
加
工
合
羽
な
ど
、
い
ず
れ

も
ビ
ニ
ロ
ン
を
ベ
ー
ス
に
し
た
製
品
だ
っ
た
。

●
新
し
い
加
工
技
術
の
開
発

　

一
九
五
一
年
︵
昭
和
二
六
︶
ご
ろ
に
な
る
と
、
ビ
ニ
ル
専
用
カ
レ
ン
ダ
ー
が
登
場
し
て
く
る
。
日
本
ロ
ー
ル
、
大
谷
重

工
な
ど
が
ビ
ニ
ル
・
カ
レ
ン
ダ
ー
の
製
作
を
は
じ
め
、
急
速
に
業
界
に
ひ
ろ
が
っ
て
ゆ
く
。
日
本
ク
ロ
ス
も
、
こ
の
年
に

カ
レ
ン
ダ
ー
︵
二
二
イ
ン
チ
×
六
六
イ
ン
チ
、
逆
Ｌ
型
︶
と
ミ
キ
シ
ン
グ
ロ
ー
ル
二
台
を
新
設
し
た
。

　

同
設
備
は
高
さ
三
メ
ー
ト
ル
と
ま
る
で
重
工
業
を
彷
彿
さ
せ
る
ほ
ど
の
偉
容
さ
、
さ
ら
に
ロ
ー
ル
の
幅
が
六
六
イ
ン
チ

も
あ
り
、
一
〇
〇
馬
力
の
モ
ー
タ
ー
で
、
そ
の
ロ
ー
ル
が
一
分
間
に
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
ス
ピ
ー
ド
で
回
転
す
る
。
日
本
ク

ロ
ス
に
と
っ
て
は
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
巨
大
な
設
備
で
、
慣
れ
る
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
新
設
設
備
と
既
存
設
備
に
よ
っ
て
、
一
九
五
五
年
︵
昭
和
三
〇
︶
ま
で
に
主
な
塩
化
ビ
ニ
ル
製
品
は
す
べ
て
開
発
、

量
産
量
販
の
体
制
が
で
き
あ
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
Ｐ
Ｖ
Ｃ
加
工
の
技
術
的
な
側
面
か
ら
み
る
と
、
一
般
的
な
加
工
法
で
あ
っ
た
ト
ッ
ピ
ン
グ
に
あ
き
た
ら

ず
、
ブ
リ
ッ
ジ
加
工
と
い
う
独
自
の
技
術
を
開
発
し
た
。
ト
ッ
ピ
ン
グ
法
と
は
、
か
ん
た
ん
に
い
え
ば
綿
の
生
地
と
被
膜

の
貼
り
合
わ
せ
で
あ
っ
た
。
当
時
の
靴
用
、
椅
子
貼
り
用
、
壁
紙
な
ど
の
塩
ビ
製
品
は
、
こ
の
用
法
に
よ
っ
て
い
た
。

　

日
本
ク
ロ
ス
の
塩
化
ビ
ニ
ル
製
品
開
発
の
ね
ら
い
は
、
合
繊
ベ
ー
ス
の
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
で
あ
っ
た
。
将
来
性
の
あ
る
合

繊
素
材
、
ナ
イ
ロ
ン
、
ビ
ニ
ロ
ン
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
を
ベ
ー
ス
に
し
て
Ｐ
Ｖ
Ｃ
樹
脂
加
工
し
て
タ
ー
ポ
リ
ン
を
つ
く
る
こ

と
に
あ
っ
た
。

水槽用ビニルクロス 車輛シート
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タ
ー
ポ
リ
ン
と
は
主
に
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
系
の
ベ
ー
ス
生
地
を
薄
い
フ
ィ
ル
ム
状
の
合
成
樹
脂
で
は
さ
み
こ
ん
だ
ビ
ニ
ル

シ
ー
ト
で
あ
る
。
合
成
樹
脂
に
は
塩
化
ビ
ニ
ル
や
現
在
で
は
オ
レ
フ
ィ
ン
系
の
も
の
も
あ
る
。
よ
ご
れ
に
強
く
、
強
度
に

も
す
ぐ
れ
る
た
め
野
外
テ
ン
ト
や
養
生
シ
ー
ト
、
野
積
み
シ
ー
ト
、
商
業
宣
伝
用
幕
︵
横
断
幕
や
懸
垂
幕
︶
な
ど
に
つ
か

わ
れ
、
最
近
で
は
そ
の
用
途
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
遮
光
タ
ー
ポ
リ
ン
や
メ
ッ
シ
ュ
タ
ー
ポ
リ
ン
、
導
電
性
タ

ー
ポ
リ
ン
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
タ
ー
ポ
リ
ン
の
由
来
は
英
語
のtarpaulin 

︵
防

水
布
︶
で
あ
る
。
も
と
も
と
は
繊
維
に
タ
ー
ル
な
ど
を
塗
っ
た
防
水
性
シ
ー
ト
の
総
称
だ
っ
た
と
い
う
。

　

日
本
ク
ロ
ス
の
タ
ー
ポ
リ
ン
開
発
の
き
っ
か
け
は
漁
業
用
雨
布
で
あ
っ
た
。
漁
業
用
の
雨
衣
は
も
と
も
と
ゴ
ム
合
羽
で

あ
っ
た
。
だ
が
ゴ
ム
も
木
綿
も
漁
油
に
侵
さ
れ
る
と
い
う
欠
点
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
塩
化
ビ
ニ
ル
と
合
繊
を
と
り
あ
げ
た

が
、
両
者
は
結
合
す
る
こ
と
が
な
い
。
合
繊
に
は
接
着
性
が
な
い
の
で
あ
る
。
従
来
の
織
物
ベ
ー
ス
に
塗
料
を
塗
る
と
い

う
や
り
か
た
で
は
う
ま
く
ゆ
か
な
い
。
そ
こ
で
あ
れ
こ
れ
試
行
錯
誤
の
す
え
に
、
う
ま
れ
た
の
が
ブ
リ
ッ
ジ
加
工
と
い
う

独
自
の
新
し
い
加
工
技
術
で
あ
っ
た
。

　

ブ
リ
ッ
ジ
加
工
は
、
ベ
ー
ス
の
合
繊
布
と
皮
膜
と
な
る
塩
化
ビ
ニ
ル
樹
脂
と
の
結
合
を
も
と
め
な
い
。
そ
れ
ま
で
の
塗

装
布
の
常
識
を
超
え
た
ま
っ
た
く
新
し
い
技
法
で
あ
っ
た
。

　

ナ
イ
ロ
ン
の
よ
う
な
細
く
て
強
い
繊
維
で
目
の
あ
ら
い
織
物
を
つ
く
り
、
カ
レ
ン
ダ
ー
ロ
ー
ル
を
つ
か
っ
て
熱
を
加
え

れ
ば
と
け
る
合
成
樹
脂
の
被
膜
を
、
表
と
裏
か
ら
注
入
し
て
、
布
目
を
通
じ
て
皮
膜
同
士
を
融
着
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

織
物
は
い
わ
ば
補
強
材
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
織
物
と
樹
脂
を
く
っ
つ
け
な
い
の
だ
か
ら
下
貼
り
加
工
も
い
ら
な
く
な

っ
た
。
織
物
の
風
合
い
を
そ
こ
な
わ
ず
に
、
工
程
も
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
ソ
フ
ト
な
風
合
い
と
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
を
同
時
に
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
独
自
の
タ
ー
ポ
リ
ン
の
発
明
は
こ
の
ブ
リ
ッ
ジ
加
工
に
よ
っ
て
完
成
し
た
の
で
あ

る
。

　

タ
ー
ポ
リ
ン
と
し
て
最
初
に
製
品
化
し
た
の
は
ク
ラ
レ
の
ビ
ニ
ロ
ン
合
羽
で
あ
っ
た
。
水
産
用
合
羽
か
ら
農
業
合
羽
、

国
鉄
、
郵
政
、
警
察
、
消
防
の
雨
衣
な
ど
、
雨
衣
の
ほ
と
ん
ど
が
タ
ー
ポ
リ
ン
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
軒
出
し
テ

ン
ト
や
コ
ン
テ
ナ
シ
ー
ト
、
送
風
菅
、
連
結
幌
へ
と
用
途
は
ひ
ろ
が
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

作業用雨衣
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第
六
節  
ア
セ
テ
ー
ト
染
色
へ
向
か
う

●
人
絹
と
綿
の
染
色
で
再
出
発

　

染
再
整
部
門
の
戦
後
の
立
ち
あ
が
り
も
順
調
だ
っ
た
。

　

も
っ
と
も
戦
時
中
に
企
業
整
備
で
開
南
染
工
化
学
と
し
て
、
日
本
ク
ロ
ス
か
ら
分
離
独
立
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
、

別
会
社
の
開
南
染
工
化
学
と
し
て
戦
後
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

戦
時
中
に
京
都
市
内
の
染
色
加
工
場
の
多
く
は
操
業
休
止
に
追
い
こ
ま
れ
て
い
た
が
、
開
南
染
工
化
学
は
軍
需
用
途
の

暗
幕
の
染
色
で
操
業
を
ま
も
っ
た
。
他
工
場
は
戦
中
に
ひ
と
た
び
機
能
を
停
止
し
た
た
め
、
戦
後
の
復
興
に
は
時
間
を
要

し
た
が
、
開
南
染
工
化
学
は
操
業
工
場
と
し
て
生
き
の
び
た
た
め
、
終
戦
後
は
す
ぐ
に
通
常
の
業
務
を
再
開
で
き
る
状
態

に
あ
っ
た
。

　

だ
が
、
戦
争
の
影
が
色
濃
く
の
こ
っ
て
お
り
、
生
産
活
動
が
軌
道
に
の
る
ま
で
に
は
、
ま
だ
ま
だ
時
間
的
な
余
裕
が
必

要
だ
っ
た
。
統
制
経
済
下
に
あ
り
、
さ
ら
に
は
物
資
欠
乏
社
会
で
あ
る
。
染
色
加
工
の
仕
事
も
お
の
ず
と
か
ぎ
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

　

ス
フ
の
樹
脂
加
工
や
人
絹
と
綿
の
裏
糊
加
工
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
当
初
は
報
酬
物
資
の
加
工
が
中
心
に
な
っ
た
。

　

報
酬
物
資
と
は
何
か
。
食
糧
確
保
の
た
め
に
、
商
工
省
が
農
家
か
ら
米
を
徴
収
し
、
そ
の
対
価
と
し
て
与
え
た
綿
布
や

絹
織
物
で
あ
る
。
繻
子
は
カ
ー
キ
色
に
染
色
し
た
。
綿
布
は
紺
染
め
に
し
た
。
も
ん
ぺ
地
と
し
て
つ
か
わ
れ
た
よ
う
で
あ

る
。
ほ
か
に
は
国
有
綿
の
染
色
が
あ
っ
た
が
、
戦
前
の
高
い
技
術
力
が
活
き
る
局
面
は
な
か
っ
た
。

　

一
九
四
七
年
︵
昭
和
二
二
︶
に
な
っ
て
、
輸
出
が
再
開
さ
れ
る
と
、
よ
う
や
く
戦
前
か
ら
売
り
も
の
に
し
て
い
た
人
絹

の
染
色
加
工
が
は
じ
ま
っ
た
。

　

一
九
五
〇
年
︵
昭
和
二
五
︶、
開
南
染
工
化
学
は
日
本
ク
ロ
ス
に
吸
収
合
併
さ
れ
て
、
染
工
部
東
工
場
に
な
る
が
、
こ

の
こ
ろ
輸
出
が
さ
ら
に
活
発
化
し
た
。

　

も
と
も
と
国
内
で
も
技
術
的
に
定
評
が
あ
っ
た
人
絹
繻し

ゅ

子す

、
人
絹
綾
の
裏
糊
加
工
に
つ
い
て
、
海
外
か
ら
も
高
い
評
価

を
う
け
、
南
ア
メ
リ
カ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
イ
ラ
ン
、
イ
ラ
ク
、
中
南
米
諸
国
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
な
ど
か
ら
指
定
注
文
を
う

け
た
。
日
本
ク
ロ
ス
の
マ
ー
ク
入
り
の
五
四
イ
ン
チ
幅
の
裏
地
は
、
他
社
の
加
工
品
よ
り
も
高
値
が
つ
い
た
。
す
ぐ
れ
た
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技
術
力
ゆ
え
に
、
顧
客
か
ら
の
信
頼
は
絶
大
な
も
の
が
あ
っ
た
。

　

だ
が
、
裏
腹
に
染
工
部
は
、
将
来
を
左
右
す
る
お
お
き
な
岐
路
に
立
つ
こ
と
に
な
る
。
戦
後
に
な
っ
て
ナ
イ
ロ
ン
、
ビ

ニ
ロ
ン
、
ア
セ
テ
ー
ト
な
ど
合
成
繊
維
が
登
場
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
日
本
ク
ロ
ス
の
染
工
部
門
は
絹
織
物
、
綿
織
物
な

ど
天
然
繊
維
に
は
じ
ま
り
、
そ
の
後
は
人
絹
、
ス
フ
な
ど
再
生
繊
維
が
中
心
だ
っ
た
が
、
合
成
繊
維
の
登
場
に
よ
っ
て
、

事
業
そ
の
も
の
を
み
な
お
さ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

●
人
絹
か
ら
ア
セ
テ
ー
ト
へ

　

人
絹
に
依
存
し
て
い
て
は
染
工
部
の
将
来
は
な
い
。

　

開
南
染
工
化
学
か
ら
日
本
ク
ロ
ス
に
復
帰
し
た
と
た
ん
に
、
染
工
部
は
ナ
イ
ロ
ン
を
は
じ
め
合
成
繊
維
へ
の
と
り
く
み

を
模
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
セ
ラ
ニ
ー
ズ
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
っ
た
の
は
そ
ん
な
と
き
だ
っ
た
。
セ
ラ
ニ
ー
ズ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

と
い
え
ば
テ
キ
サ
ス
州
ダ
ラ
ス
市
に
本
社
を
も
ち
、
石
油
化
学
製
品
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
製
造
で
知
ら
れ
る
グ
ロ
ー

バ
ル
企
業
で
あ
る
。

　

一
九
五
二
年
︵
昭
和
二
七
︶、
セ
ラ
ニ
ー
ズ
の
技
術
者
が
大
日
本
セ
ル
ロ
イ
ド
︵
現
ダ
イ
セ
ル
︶、
三
菱
レ
ー
ヨ
ン
両
社

の
首
脳
と
と
も
に
日
本
ク
ロ
ス
に
や
っ
て
き
た
。

　

ア
セ
テ
ー
ト
織
物
の
日
本
進
出
を
計
画
し
て
い
た
セ
ラ
ニ
ー
ズ
は
、
当
時
、
日
本
に
ア
セ
テ
ー
ト
の
染
色
が
で
き
る
技

術
力
を
も
つ
工
場
が
あ
る
か
ど
う
か
を
調
査
し
て
い
た
。
そ
こ
で
特
殊
加
工
を
中
心
に
技
術
を
み
が
い
て
き
た
日
本
ク
ロ

ス
に
眼
を
つ
け
、
将
来
性
の
あ
る
ア
セ
テ
ー
ト
染
色
に
参
入
す
る
意
思
が
あ
る
か
ど
う
か
を
打
診
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
同
社
の
日
本
進
出
を
間
接
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
よ
う
も
と
め
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

か
く
し
て
染
工
部
は
重
大
な
選
択
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

最
終
的
に
ア
セ
テ
ー
ト
を
選
択
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
欧
米
の
状
況
や
日
本
人
の
好
み
か
ら
み
て
、
ナ
イ
ロ
ン
よ
り
も

ア
セ
テ
ー
ト
な
ど
の
長
繊
維
が
の
び
る
で
あ
ろ
う
。
ナ
イ
ロ
ン
と
ア
セ
テ
ー
ト
を
く
ら
べ
る
と
、
ア
セ
テ
ー
ト
は
強
度
で

は
ナ
イ
ロ
ン
に
か
な
わ
な
い
が
、
ア
セ
テ
ー
ト
の
も
つ
色
艶
は
絹
に
近
く
、
日
本
人
の
好
み
に
合
う
だ
ろ
う
。
ナ
イ
ロ
ン

よ
り
も
ア
セ
テ
ー
ト
の
将
来
性
に
賭
け
た
の
で
あ
る
。

　

ア
セ
テ
ー
ト
の
な
か
で
も
長
繊
維
に
と
り
く
ん
だ
の
は
、
欧
米
の
ケ
ー
ス
か
ら
み
て
、
短
繊
維
よ
り
長
繊
維
の
ほ
う
が

の
び
る
と
い
う
判
断
に
も
と
づ
い
て
い
た
。
さ
ら
に
絹
に
は
じ
ま
っ
て
、
長
繊
維
織
物
に
と
り
く
ん
で
き
た
と
い
う
染
工
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部
の
技
術
的
な
歴
史
も
決
め
手
に
な
っ
た
。

　

当
時
日
本
の
ア
セ
テ
ー
ト
は
短
繊
維
中
心
に
ま
わ
っ
て
い
た
。
ダ
イ
セ
ル
や
三
菱
レ
ー
ヨ
ン
な
ど
の
メ
ー
カ
ー
は
ま
だ

量
産
体
制
を
と
っ
て
お
ら
ず
、
染
色
工
場
の
ほ
と
ん
ど
は
短
繊
維
を
中
心
に
染
色
研
究
を
す
す
め
て
い
た
。

　

当
初
、
ア
セ
テ
ー
ト
糸
は
輸
入
だ
っ
た
が
、
や
が
て
三
菱
レ
ー
ヨ
ン
、
帝
人
な
ど
が
国
内
生
産
を
開
始
し
た
。
最
初
は

糸
自
体
も
完
全
な
も
の
で
は
な
く
、
織
物
造
り
も
む
ず
か
し
か
っ
た
。
や
が
て
ダ
イ
セ
ル
が
強
度
ア
ッ
プ
し
た
糸
を
開
発
、

緯
糸
に
綿
を
使
用
し
た
織
物
を
つ
く
り
、
そ
れ
が
レ
イ
ン
コ
ー
ト
用
の
生
地
と
し
て
登
場
し
て
き
た
。

　

糸
が
量
産
さ
れ
る
こ
ろ
に
染
工
部
の
加
工
技
術
も
完
成
、
ア
セ
テ
ー
ト
染
色
用
の
最
新
設
備
を
と
と
の
え
た
。
当
時
、

日
本
ク
ロ
ス
は
型
出
し
エ
ン
ボ
ス
機
を
日
本
で
最
も
多
く
そ
な
え
て
い
た
。
最
新
設
備
と
高
度
の
技
術
力
と
で
、
国
内
屈

指
の
ア
セ
テ
ー
ト
染
工
場
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

ア
セ
テ
ー
ト
は
レ
イ
ン
コ
ー
ト
、
婦
人
用
お
し
ゃ
れ
コ
ー
ト
の
素
材
と
し
て
、
昭
和
二
〇
年
代
︵
一
九
四
五
～
︶
後
半

か
ら
昭
和
三
〇
年
代
︵
一
九
五
五
～
︶
に
か
け
て
大
流
行
し
た
。

　

日
本
ク
ロ
ス
の
染
工
部
は
あ
く
ま
で
も
特
殊
加
工
が
中
心
だ
っ
た
。
樹
脂
加
工
、
特
殊
エ
ン
ボ
ス
加
工
な
ど
、
い
わ
ゆ

る
グ
レ
ー
ド
の
高
い
加
工
が
中
心
で
、
と
く
に
コ
ー
ト
用
素
材
の
加
工
に
高
い
評
価
を
う
け
て
い
た
。
最
盛
期
に
は
月
間

一
〇
〇
万
ヤ
ー
ド
の
加
工
実
績
を
あ
げ
、
技
術
的
に
も
、
加
工
数
量
の
う
え
か
ら
も
、
業
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
の
ぼ
り

つ
め
た
。

婦人用おしゃれコート
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第
七
節  
飛
躍 

発
展
の
時
代
へ

●
右
肩
上
が
り
の
成
長

　

日
本
ク
ロ
ス
の
戦
後
一
〇
年
の
業
績
は
ま
さ
に
上
昇
一
途
だ
っ
た
。

　

お
り
か
ら
の
モ
ノ
不
足
を
背
景
に
し
た
﹁
つ
く
れ
ば
売
れ
る
﹂
時
代
に
あ
っ
て
、
さ
ら
に
猛
烈
な
イ
ン
フ
レ
の
影
響
も

あ
っ
た
が
、
売
上
高
の
規
模
は
右
肩
上
が
り
に
ふ
く
ら
み
つ
づ
け
た
。

　

一
九
四
七
年
︵
昭
和
二
二
︶
か
ら
三
年
間
の
売
上
高
を
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
前
年
度
の
約
三
倍
に
な
っ
て
い
る
。
前
年

対
比
で
三
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
も
の
び
た
年
度
が
三
年
間
も
つ
づ
い
た
の
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
︵
昭
和
二
五
︶
か
ら
一
九

五
一
年
︵
昭
和
二
六
︶
に
か
け
て
の
二
年
間
に
つ
い
て
も
、
前
年
対
比
で
そ
れ
ぞ
れ
約
二
倍
と
、
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知

ら
な
か
っ
た
。

　

戦
災
を
ま
ぬ
が
れ
た
た
め
、
戦
中
に
温
存
し
た
設
備
、
技
術
力
が
、
そ
っ
く
り
戦
後
に
も
ち
こ
さ
れ
、
何
よ
り
も
立
ち

あ
が
り
が
早
か
っ
た
こ
と
が
幸
い
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
教
科
書
ク
ロ
ス
と
輸
出
用
ク
ロ
ス
の
好
調
な
需
要
、
新
製
品
ビ
ニ
ル
の
市
場
へ
の
参
入
な
ど
、
活
発
で
タ
イ
ム

リ
ー
な
新
製
品
開
発
が
飛
躍
に
む
す
び
つ
い
た
。

　

一
九
五
二
年
︵
昭
和
二
七
︶
の
大
和
ク
ロ
ス
工
業
の
吸
収
合
併
も
お
お
き
か
っ
た
。
合
併
に
よ
り
日
本
ク
ロ
ス
は
、
布

ク
ロ
ス
に
く
わ
え
て
紙
ク
ロ
ス
分
野
に
も
本
格
参
入
を
は
た
し
た
。
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
の
総
合
メ
ー
カ
ー
と
な
っ
て
、
印

刷
・
出
版
市
場
を
広
範
に
カ
バ
ー
で
き
る
体
制
が
と
と
の
っ
た
の
で
あ
る
。

　

売
上
高
の
規
模
拡
大
に
つ
れ
て
、
増
資
も
急
ピ
ッ
チ
で
実
行
に
移
し
た
。
増
資
は
一
九
四
七
年
︵
昭
和
二
二
︶
か
ら
一

九
五
五
年
︵
昭
和
三
〇
︶
ま
で
に
五
度
に
お
よ
ん
だ
。

　

終
戦
当
時
の
資
本
金
は
一
〇
〇
万
円
だ
っ
た
が
、
一
九
四
七
年
︵
昭
和
二
二
︶
一
一
月
に
は
三
〇
〇
万
円
、
一
九
四
八

年
︵
昭
和
二
三
︶
に
は
一
〇
〇
〇
万
円
、
一
九
四
九
年
︵
昭
和
二
四
︶
六
月
に
は
三
五
〇
〇
万
円
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
一

九
五
〇
年
︵
昭
和
二
五
︶
八
月
に
は
開
南
染
工
化
学
を
吸
収
合
併
し
て
、
新
資
本
金
は
六
〇
〇
〇
万
円
と
し
た
。
分
離
独

立
し
て
い
た
染
色
加
工
部
門
が
も
と
に
も
ど
っ
て
、
企
業
の
姿
か
た
ち
が
戦
前
に
復
し
た
と
こ
ろ
で
、
一
九
四
九
年
︵
昭

和
二
四
︶
七
月
に
、
京
都
証
券
取
引
所
、
一
九
五
一
年
︵
昭
和
二
六
︶
四
月
に
大
阪
証
券
取
引
所
に
上
場
を
は
た
し
た
。

創立35周年記念式典
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さ
ら
に
一
九
五
二
年
︵
昭
和
二
七
︶
に
は
大
和
ク
ロ
ス
工
業
を
吸
収
合
併
、
新
資
本
金
は
六
三
〇
〇
万
円
、
つ
づ
い
て

一
九
五
三
年
︵
昭
和
二
八
︶
四
月
に
は
倍
額
増
資
を
お
こ
な
い
、
新
資
本
金
を
一
億
三
〇
〇
〇
万
円
と
し
、
一
九
五
四
年

︵
昭
和
二
九
︶
五
月
に
は
九
州
ク
ロ
ス
工
業
を
吸
収
合
併
、
新
資
本
金
を
一
億
四
〇
〇
〇
万
円
と
し
た
。
一
九
五
五
年

︵
昭
和
三
〇
︶
八
月
に
は
倍
額
増
資
を
お
こ
な
い
、
新
資
本
金
は
二
億
八
〇
〇
〇
万
円
と
な
っ
た
。

　

当
時
は
激
し
い
イ
ン
フ
レ
情
勢
下
に
あ
り
、
実
質
的
な
企
業
規
模
は
ど
れ
ほ
ど
拡
大
さ
れ
た
の
か
明
確
で
は
な
い
が
、

戦
後
の
再
出
発
は
き
わ
め
て
順
調
な
足
ど
り
で
あ
っ
た
。

●
染
工
部
東
工
場 

染
工
部
の
復
活

　

戦
中
、
日
本
ク
ロ
ス
に
は
関
連
会
社
が
三
社
あ
っ
た
。
開
南
染
工
化
学
、
大
和
ク
ロ
ス
工
業
、
九
州
ク
ロ
ス
工
業
で
あ

る
。
戦
後
に
な
っ
て
一
九
五
〇
年
︵
昭
和
二
五
︶
か
ら
、
こ
れ
ら
を
順
次
に
吸
収
合
併
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
染
工
部
東
工
場
、

東
京
工
場
、
福
岡
工
場
と
な
っ
て
ゆ
く
。

　

開
南
染
工
化
学
株
式
会
社
は
、
も
と
も
と
日
本
ク
ロ
ス
の
染
色
加
工
部
門
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
一
九
四
二
年
︵
昭
和
一

七
︶
の
﹁
織
物
加
工
業
者
に
関
す
る
整
理
統
合
令
﹂
に
よ
っ
て
、
分
離
独
立
さ
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
戦
後
に
な
る

と
、
も
は
や
分
離
経
営
す
る
根
拠
も
な
く
な
っ
た
。
む
し
ろ
、
お
な
じ
経
営
基
盤
に
あ
る
二
つ
の
工
場
を
並
存
さ
せ
て
お

く
こ
と
の
ほ
う
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
き
た
。

　

ク
ロ
ス
と
染
色
に
は
製
造
工
程
、
技
術
、
資
材
、
機
械
設
備
に
多
く
の
共
通
点
が
あ
る
。
そ
れ
が
二
社
に
わ
か
れ
る
と

経
営
資
源
が
分
散
し
て
し
ま
う
。
両
社
が
そ
れ
ぞ
れ
に
従
業
員
、
機
械
設
備
、
研
究
施
設
を
も
つ
の
は
経
営
上
か
ら
み
て

ム
ダ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

両
社
は
早
期
に
合
併
す
べ
き
で
あ
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
、
一
九
四
九
年
︵
昭
和
二
四
︶
か
ら
具
体
的
な
検
討
が
は
じ
ま

っ
た
。
同
社
は
山
西
染
工
、
晒
八
、
近
吉
精
練
、
日
本
ク
ロ
ス
と
の
四
社
に
よ
る
集
合
体
だ
っ
た
が
、
分
工
場
で
あ
っ
た

山
西
染
工
と
晒
八
の
両
社
は
、
独
立
し
て
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
道
を
ゆ
く
こ
と
で
結
着
し
た
。

　

一
九
五
〇
年
︵
昭
和
二
五
︶
三
月
、
日
本
ク
ロ
ス
と
開
南
染
工
化
学
の
合
同
役
員
会
で
、
合
併
の
基
本
的
合
意
に
達
し
、

同
社
を
吸
収
合
併
、
同
年
八
月
か
ら
日
本
ク
ロ
ス
染
工
部
東
工
場
と
し
て
再
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

染
工
部
東
工
場
は
、
開
南
染
工
化
学
の
従
業
員
の
大
半
を
ひ
き
う
け
、
人
絹
と
綿
織
物
の
染
色
整
理
加
工
で
再
出
発
し

た
。

開南染工化学から京都工場に



184

●
東
京
工
場 

福
岡
工
場
の
誕
生

　

大
和
ク
ロ
ス
工
業
の
吸
収
合
併
も
、
経
営
の
合
理
化
が
ね
ら
い
で
あ
っ
た
。

　

戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
親
会
社
の
日
本
ク
ロ
ス
は
資
金
、
技
術
面
で
大
和
ク
ロ
ス
を
支
援
し
て
き
て
い
る
。
と
く
に

ベ
ー
ス
ク
ロ
ス
・
原
紙
・
澱
粉
な
ど
の
資
材
の
仕
入
に
つ
い
て
大
和
ク
ロ
ス
は
、
親
会
社
の
資
材
部
と
の
連
携
で
活
路
を

き
り
ひ
ら
い
て
き
た
。

　

資
材
状
況
、
輸
送
状
況
が
好
転
し
は
じ
め
る
一
九
五
〇
年
︵
昭
和
二
五
︶
に
な
る
と
、
も
は
や
二
社
併
存
の
必
要
も
な

く
な
っ
て
き
た
。
機
械
設
備
の
改
良
、
管
理
、
新
製
品
開
発
な
ど
の
技
術
面
、
さ
ら
に
は
対
外
信
用
と
い
う
面
か
ら
も
、

併
存
状
態
で
は
ム
ダ
が
多
く
、
業
界
の
変
化
に
対
応
で
き
な
い
と
い
う
結
論
に
な
っ
た
。
生
産
活
動
の
合
理
化
の
た
め
に

合
併
を
選
択
す
る
と
い
う
の
は
、
ご
く
自
然
の
な
り
ゆ
き
だ
っ
た
。

　

合
併
の
と
り
く
み
は
一
九
五
〇
年
︵
昭
和
二
五
︶
ご
ろ
か
ら
具
体
的
に
は
じ
ま
り
、
同
年
一
二
月
に
は
大
和
ク
ロ
ス
、

一
九
五
一
年
︵
昭
和
二
六
︶
一
月
に
は
日
本
ク
ロ
ス
が
、
そ
れ
ぞ
れ
合
併
に
つ
い
て
決
議
し
た
。
同
年
五
月
に
は
、
両
社

代
表
に
よ
っ
て
合
併
契
約
書
に
調
印
、
本
格
的
な
合
併
手
続
に
は
い
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
日
本
ク
ロ
ス
は
大
和
ク

ロ
ス
を
吸
収
合
併
す
る
こ
と
と
な
り
、
一
九
五
二
年
︵
昭
和
二
七
︶
二
月
、
日
本
ク
ロ
ス
東
京
工
場
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

大
和
ク
ロ
ス
は
戦
後
ま
も
な
く
紙
ク
ロ
ス
の
生
産
を
開
始
し
て
い
る
。
ノ
ー
ト
の
背
貼
り
用
ク
ロ
ス
を
他
社
に
さ
き
が

け
て
生
産
す
る
な
ど
、
紙
ク
ロ
ス
メ
ー
カ
ー
と
し
て
独
自
の
地
位
を
築
い
て
き
た
。
合
併
に
よ
っ
て
日
本
ク
ロ
ス
は
布
ク

ロ
ス
と
紙
ク
ロ
ス
を
あ
わ
せ
も
つ
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
の
総
合
メ
ー
カ
ー
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
一
九
五
四
年
︵
昭
和
二
九
︶
五
月
に
は
九
州
ク
ロ
ス
工
業
を
吸
収
、
日
本
ク
ロ
ス
福
岡
工
場
と
し
た
。
オ
イ
ル

ク
ロ
ス
の
生
産
工
場
だ
っ
た
九
州
ク
ロ
ス
工
業
は
、
戦
中
に
な
る
と
防
空
用
暗
幕
に
転
換
、
戦
後
に
な
る
と
電
気
絶
縁
紙
、

絶
縁
ク
ロ
ス
の
生
産
を
は
じ
め
て
い
た
。

　

技
術
力
に
は
定
評
が
あ
り
、
業
界
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
。
一
九
五
一
年
︵
昭
和
二
六
︶
か
ら
、
統
計
的
品
質
管

理
︵
Ｔ
Ｑ
Ｃ
︶
を
導
入
、
当
時
完
成
し
た
耐
熱
特
殊
ガ
ラ
ス
ク
ロ
ス
は
業
界
随
一
と
い
わ
れ
た
。
さ
ら
に
ワ
ニ
ス
ク
ロ
ス

は
一
九
五
二
年
︵
昭
和
二
七
︶
に
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
表
示
を
認
可
さ
れ
、
デ
ミ
ン
グ
賞
の
別
途
表
彰
を
う
け
た
。

●
戦
後
の
産
物 

サ
カ
ブ
ラ
イ
ト
楽
器 

京
都
輸
出
造
花

　

戦
後
と
い
う
特
異
な
一
時
代
を
画
し
た
関
連
会
社
が
二
つ
あ
る
。
サ
カ
ブ
ラ
イ
ト
楽
器
と
京
都
輸
出
造
花
で
あ
る
。
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サ
カ
ブ
ラ
イ
ト
楽
器
株
式
会
社
は
日
本
ク
ロ
ス
が
一
九
四
七
年
︵
昭
和
二
二
︶
に
発
売
し
た
絹
皮
を
つ
か
っ
た
タ
ン
バ

リ
ン
を
生
産
・
販
売
す
る
会
社
で
あ
っ
た
。

　

一
九
四
八
年
︵
昭
和
二
三
︶
五
月
、
西
ノ
京
の
坂
部
三
次
宅
で
発
足
、
七
月
に
は
京
都
市
下
京
区
松
原
通
り
不
明
門
東

入
る
︵
旧
・
三
豊
ク
ロ
ス
京
都
支
店
︶
の
地
に
移
転
し
て
業
務
を
開
始
し
て
い
る
。

　

当
時
、
全
国
の
小
学
校
の
音
楽
教
科
に
リ
ズ
ム
教
育
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
は
、
す
で
に
の
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
リ
ズ

ム
楽
器
と
し
て
大
量
の
タ
ン
バ
リ
ン
、
ド
ラ
ム
な
ど
の
打
楽
器
が
も
と
め
ら
れ
た
が
、
物
資
不
足
の
当
時
、
楽
器
に
つ
か

う
皮
革
が
あ
る
わ
け
も
な
い
。
そ
の
と
き
に
脚
光
を
あ
び
た
の
が
戦
中
に
日
本
ク
ロ
ス
が
開
発
し
た
シ
ル
ク
ス
キ
ン
で
あ

っ
た
。
こ
の
シ
ル
ク
ス
キ
ン
に
よ
る
ド
ラ
ム
や
タ
ン
バ
リ
ン
が
文
部
省
の
検
定
に
も
合
格
し
た
の
で
あ
る
。

　

同
社
は
リ
ズ
ム
教
育
用
の
楽
器
の
生
産
販
売
会
社
と
し
て
設
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
シ
ル
ク
ス
キ
ン
を
木
枠
に
は
っ
て
、

小
学
校
鼓こ

笛て
き

隊た
い

用
の
ド
ラ
ム
、
タ
ン
バ
リ
ン
の
量
産
に
の
り
だ
し
、
そ
れ
ら
を
全
国
各
地
の
教
育
機
関
に
販
売
し
た
の
で

あ
る
。

　

京
都
輸
出
造
花
は
、
造
花
用
ク
ロ
ス
の
加
工
会
社
で
あ
っ
た
。
一
九
五
〇
年
︵
昭
和
二
五
︶、
商
工
会
議
所
の
後
援
に

よ
っ
て
資
本
金
一
〇
〇
万
円
を
も
っ
て
設
立
し
た
。

　

当
時
、
布ふ

帛は
く

で
つ
く
っ
た
造
花
は
輸
出
の
人
気
商
品
で
、
香
港
や
ア
メ
リ
カ
に
大
量
に
輸
出
さ
れ
て
い
た
。
同
社
設
立

の
目
的
は
輸
出
の
促
進
、
さ
ら
に
、
も
う
ひ
と
つ
か
く
れ
た
ね
ら
い
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
戦
争
未
亡
人
の
雇
用
を
つ
く
り

だ
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
営
利
会
社
と
い
う
よ
り
も
、
そ
う
い
う
福
祉
目
的
も
あ
っ
た
。

　

同
社
は
日
本
ク
ロ
ス
社
長
の
坂
部
三
次
が
京
都
市
内
の
染
色
業
者
に
よ
び
か
け
、
室
谷
染
工
や
昭
染
工
業
な
ど
が
設
立

に
賛
同
し
、
資
本
参
加
に
名
の
り
を
あ
げ
た
。
商
工
会
議
所
の
後
援
で
発
足
、
資
本
金
は
一
〇
〇
万
円
で
あ
っ
た
。
本
社

社
屋
と
作
業
所
は
、
京
都
市
上
京
区
烏
丸
通
り
上
立
売
に
あ
る
染
色
試
験
所
に
設
置
さ
れ
、
社
長
に
は
坂
部
三
次
、
専
務

に
は
渡
部
一
郎
が
就
任
し
て
い
る
。

　

お
よ
そ
五
〇
人
の
女
性
従
業
員
に
よ
っ
て
、
造
花
用
ク
ロ
ス
は
ラ
イ
ラ
ッ
ク
や
あ
じ
さ
い
な
ど
の
造
花
製
品
に
加
工
さ

れ
、
輸
出
促
進
に
お
お
き
な
役
割
を
は
た
し
た
の
だ
っ
た
。

　

サ
カ
ブ
ラ
イ
ト
楽
器
も
京
都
輸
出
造
花
も
特
殊
な
目
的
を
も
っ
て
設
立
さ
れ
て
い
る
。
サ
カ
ブ
ラ
イ
ト
楽
器
は
器
楽
教

育
の
促
進
、
京
都
輸
出
造
花
は
戦
争
未
亡
人
の
雇
用
促
進
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
存
立
の
使
命
を
終
え
る
と
、
た
だ
ち
に
清

算
に
向
か
っ
た
。
サ
カ
ブ
ラ
イ
ト
楽
器
は
、
代
用
品
時
代
の
終
わ
る
一
九
五
〇
年
︵
昭
和
二
五
︶、
京
都
輸
出
造
花
も
一

九
六
〇
年
︵
昭
和
三
五
︶
に
そ
の
使
命
を
終
え
て
解
散
し
た
。

シルクスキンによるドラム
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第
八
節  
躍
進
の
原
動
力
は
混
沌
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

●
工
場
単
位
の
事
業
経
営

　

戦
後
の
日
本
ク
ロ
ス
は
京
都
本
社
の
み
で
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

モ
ノ
不
足
の
う
え
に
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
、﹁
つ
く
れ
ば
売
れ
る
﹂
時
代
が
つ
づ
い
た
。
お
の
ず
と
生
産
現
場
中
心
に

な
り
、
社
内
運
営
は
す
べ
て
工
場
中
心
に
ま
わ
っ
て
い
た
。

　

京
都
本
社
は
事
務
所
と
工
場
に
わ
か
れ
て
い
た
が
、
組
織
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
は
な
か
っ
た
。
工
場
に
は
ク
ロ
ス
部
と

油
布
部
と
が
あ
っ
た
。
工
場
長
と
い
う
職
制
も
お
い
て
お
ら
ず
、
管
理
職
は
各
部
の
部
長
の
み
で
、
課
長
や
係
長
も
お
か

な
か
っ
た
。

　

事
務
所
は
支
配
人
の
も
と
に
販
売
、
資
材
、
統
制
、
会
計
と
い
う
よ
う
に
機
能
別
に
担
当
者
を
お
い
た
が
、
そ
れ
と
て

明
確
な
担
当
区
分
で
は
な
か
っ
た
。
戦
後
し
ば
ら
く
は
販
売
面
よ
り
も
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
や
官
庁
と
の
折
衝
に
あ
た
る
統
制
事
務
、

原
材
料
の
調
達
に
あ
た
る
資
材
業
務
が
、
事
務
所
の
な
か
で
重
要
な
業
務
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

一
九
四
九
年
︵
昭
和
二
四
︶
ご
ろ
に
な
っ
て
、
販
売
と
資
材
を
ひ
っ
く
る
め
て
業
務
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う

だ
が
、
京
都
事
務
所
と
し
て
の
内
実
に
変
化
は
な
か
っ
た
。

　

出
版
社
が
本
格
的
に
業
務
を
再
開
し
た
一
九
五
〇
年
︵
昭
和
二
五
︶
ご
ろ
に
な
る
と
、
ク
ロ
ス
製
品
の
市
場
は
東
京
中

心
に
な
り
、
営
業
活
動
は
お
の
ず
と
東
京
出
張
所
が
担
う
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
。
京
都
本
社
の
販
売
担
当
は
工
場
窓
口
と

し
て
の
統
括
事
務
の
ほ
か
は
、
米
軍
向
特
需
品
の
受
注
、
輸
出
業
務
が
中
心
に
な
っ
た
。
貿
易
会
社
の
多
く
は
当
時
、
大

阪
・
神
戸
を
本
拠
地
に
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

一
九
五
〇
年
︵
昭
和
二
五
︶
か
ら
は
吸
収
合
併
で
次
第
に
企
業
規
模
が
ふ
く
ら
ん
で
ゆ
く
。
同
年
に
開
南
染
工
を
吸
収
、

染
色
加
工
部
が
染
工
部
東
工
場
と
し
て
復
活
し
た
。
一
九
五
二
年
︵
昭
和
二
七
︶
に
は
大
和
ク
ロ
ス
を
吸
収
し
て
東
京
工

場
と
し
た
。
さ
ら
に
一
九
五
四
年
︵
昭
和
二
九
︶
に
は
九
州
ク
ロ
ス
を
吸
収
し
て
福
岡
工
場
と
し
た
。

　

か
く
し
て
日
本
ク
ロ
ス
は
京
都
本
社
工
場
の
ほ
か
に
染
工
部
東
工
場
、
東
京
工
場
、
福
岡
工
場
と
い
う
三
工
場
を
も
つ

こ
と
に
な
っ
た
。
だ
が
、
京
都
本
社
の
事
務
所
が
本
社
機
能
を
は
た
す
わ
け
で
も
な
く
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
別
個
に
全
社

を
俯
瞰
す
る
本
社
機
能
的
な
部
門
も
お
か
な
か
っ
た
。
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各
工
場
は
別
個
の
経
営
計
画
を
も
ち
、
組
織
体
と
し
て
、
た
が
い
に
連
携
す
る
こ
と
も
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
活
動

し
て
い
た
。
成
立
基
盤
も
、
歴
史
が
異
な
る
四
つ
の
工
場
が
、
日
本
ク
ロ
ス
の
名
の
も
と
に
、
ま
る
で
別
会
社
の
よ
う
に

存
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

生
産
品
種
や
担
当
市
場
に
ち
が
い
も
あ
っ
た
と
は
い
え
、
京
都
本
社
工
場
、
染
工
部
東
工
場
、
東
京
工
場
、
福
岡
工
場

は
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
営
業
展
開
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
東
京
事
務
所
に
は
、
各
工
場
が
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
を
お
く
り

こ
ん
で
い
た
。
お
な
じ
顧
客
の
も
と
に
本
社
工
場
の
担
当
も
ゆ
け
ば
、
東
京
工
場
の
担
当
も
顔
を
出
す
と
い
う
こ
と
も
ま

れ
で
は
な
か
っ
た
。

　

だ
か
ら
全
社
的
な
組
織
表
と
い
う
も
の
は
な
か
っ
た
。
な
い
と
い
う
よ
り
も
、
つ
く
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
工
場
を

中
心
に
し
た
四
つ
の
別
会
社
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
た
が
い
に
競
い
合
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
時
代
が
一
九
六
〇
年

︵
昭
和
三
五
︶
ご
ろ
ま
で
つ
づ
い
た
の
で
あ
る
。

　

近
代
経
営
に
お
け
る
組
織
運
営
と
い
う
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
理
解
に
窮
す
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
い
て
右
肩
あ
が
り
の

成
長
路
線
を
突
っ
走
っ
て
い
た
。
む
し
ろ
混
沌
こ
そ
が
、
沸
々
と
燃
え
た
ぎ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
た
ら
し
て
い
た
の
で
あ

る
。

●
東
京
出
張
所
を
開
設
す
る

　

出
版
の
中
心
は
東
京
で
あ
る
。
ク
ロ
ス
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
日
本
ク
ロ
ス
の
有
力
な
顧
客
は
、
今
も
昔
も
東
京
周
辺
に
集

中
し
て
い
る
。

　

東
京
市
場
を
み
す
え
て
の
拠
点
強
化
は
、
昭
和
の
初
め
か
ら
課
題
に
な
っ
て
い
た
。
支
社
を
お
く
計
画
も
あ
っ
た
が
、

や
が
て
な
が
い
戦
争
の
時
代
が
や
っ
て
き
て
、
戦
後
に
も
ち
こ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

東
京
に
は
も
と
も
と
一
手
販
売
契
約
を
結
ん
だ
総
代
理
店
・
博
進
社
が
あ
っ
た
。
同
社
の
事
務
所
に
机
を
ひ
と
つ
お
い

て
、
一
九
二
六
年
︵
大
正
一
五
︶
か
ら
駐
在
員
を
派
遣
し
て
い
た
。
初
代
の
駐
在
員
は
細
田
信
一
、
以
降
は
横
山
清
蔵
、

野
中
乕
雄
、
樋
口
春
一
、
炭
村
吉
雄
、
河
野
信
造
、
植
村
秀
春
と
つ
づ
い
た
。

　

戦
後
に
な
る
と
、
販
売
活
動
の
強
化
に
く
わ
え
て
、
拠
点
と
し
て
の
幅
ひ
ろ
い
業
務
が
も
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
当
時
、
メ
ー
カ
ー
と
し
て
ま
ず
何
よ
り
も
原
材
料
の
入
手
が
優
先
し
た
。
資
材
と
な
る
物
資
割
当
の
切
符
を
も
ら

わ
ね
ば
、
ク
ロ
ス
は
製
造
で
き
な
か
っ
た
。
綿
布
や
澱
粉
、
石
炭
な
ど
は
い
ず
れ
も
重
要
物
資
で
政
府
の
統
制
下
に
あ
っ

た
。
商
工
省
や
文
部
省
は
も
と
よ
り
経
済
安
定
本
部
、
貿
易
庁
、
さ
ら
に
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
な
ど
の
認
可
を
必
要
と
し
た
。
中
央
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官
庁
や
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
折
衝
の
た
め
に
も
東
京
の
窓
口
と
し
て
の
事
務
所
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

東
京
出
張
所
を
開
設
し
た
の
は
一
九
四
八
年
︵
昭
和
二
三
︶
四
月
八
日
で
あ
る
。
神
田
一
ツ
橋
の
共
立
講
堂
の
と
な
り
、

宮
岡
ビ
ル
の
三
階
の
フ
ロ
ア
を
仕
切
っ
て
半
分
を
日
本
ク
ロ
ス
が
つ
か
い
、
あ
と
の
半
分
は
当
時
野
党
の
日
本
社
会
党
が

本
部
事
務
所
を
か
ま
え
て
い
た
。

　

事
務
所
の
入
口
に
は
日
本
ク
ロ
ス
工
業
の
ほ
か
、
日
和
興
業
、
大
和
ク
ロ
ス
工
業
、
九
州
ク
ロ
ス
工
業
、
開
南
染
工
化

学
も
出
張
所
の
看
板
を
あ
げ
た
。
開
設
当
初
の
人
員
は
河
村
泰
ほ
か
三
人
で
あ
っ
た
が
、
翌
年
に
澤
田
次
郎
、
長
崎
一
男

が
加
わ
り
五
人
に
な
っ
た
。

　

開
設
当
初
、
出
張
所
の
主
な
業
務
は
、
販
売
よ
り
も
、
む
し
ろ
物
資
の
調
達
事
務
だ
っ
た
。
モ
ノ
不
足
の
当
時
、
原
材

料
の
入
手
い
か
ん
が
業
績
を
お
お
き
く
左
右
し
た
の
で
あ
る
。

　

ク
ロ
ス
類
の
生
産
が
い
か
に
民
生
、
あ
る
い
は
教
育
上
も
大
切
で
あ
る
か
と
い
う
証
明
資
料
を
つ
く
っ
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
や

所
轄
省
庁
の
担
当
官
を
説
得
す
る
。
そ
こ
で
認
可
を
う
け
る
と
商
工
省
に
物
資
の
割
当
申
請
を
お
こ
な
う
。
そ
し
て
最
後

は
割
当
を
う
け
た
配
給
切
符
を
現
物
に
か
え
る
た
め
に
商
社
と
交
渉
す
る
。
そ
う
い
う
一
連
の
事
務
が
出
張
所
の
担
当
者

に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

営
業
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
も
っ
ぱ
ら
出
版
社
と
の
関
係
改
善
で
あ
っ
た
。
戦
中
、
出
版
業
界
は
壊
滅
状
態
に
あ
り
、

ク
ロ
ス
を
介
し
て
の
出
版
社
と
の
つ
な
が
り
が
と
だ
え
て
し
ま
っ
て
い
た
。
教
科
書
会
社
を
の
ぞ
い
て
商
売
が
中
断
し
て

し
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

出
版
業
界
の
本
格
的
な
立
ち
あ
が
り
に
そ
な
え
て
、
ひ
と
た
び
と
ぎ
れ
て
し
ま
っ
た
大
手
出
版
社
と
の
関
係
を
い
か
に

回
復
さ
せ
る
か
。
そ
れ
は
、
ほ
と
ん
ど
新
し
い
顧
客
の
開
拓
に
ひ
と
し
か
っ
た
。

　

一
九
四
九
年
︵
昭
和
二
四
︶
ご
ろ
か
ら
、
東
京
出
張
所
で
は
各
担
当
者
が
出
版
社
、
印
刷
所
、
製
本
所
な
ど
、
と
び
こ

み
で
訪
問
を
く
り
か
え
し
た
。
出
版
社
、
印
刷
所
、
製
本
所
と
関
係
を
密
に
し
て
信
頼
関
係
を
育
む
こ
と
、
ユ
ー
ザ
ー
の

ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
﹁
モ
ノ
づ
く
り
﹂
の
出
発
点
は
そ
こ
に
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
五
〇
年
︵
昭
和
二
五
︶
に
な
る
と
、
紙
の
統
制
も
解
除
さ
れ
て
、
大
手
出
版
社
が
次
つ
ぎ
に
業
務
を
再
開
し
は
じ

め
る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
東
京
出
張
所
は
深
夜
・
早
朝
を
い
と
わ
な
い
多
忙
な
毎
日
が
は
じ
ま
る
の
で
あ
る
。

●
グ
ル
ー
プ
会
社 

三
豊
ク
ロ
ス
の
設
立

　

三
豊
ク
ロ
ス
株
式
会
社
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
ジ
ュ
ノ
の
前
身
で
あ
る
。
設
立
は
一
九
五
〇
年
︵
昭
和
二
五
︶
七
月
、
京
都
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市
下
京
区
で
発
足
し
て
い
る
。

　

同
社
は
日
本
塗
布
製
品
株
式
会
社
と
協
福
株
式
会
社
と
い
う
二
社
の
合
併
に
よ
っ
て
う
ま
れ
た
日
本
ク
ロ
ス
製
品
の
販

売
会
社
で
あ
る
。

　

日
本
塗
布
製
品
の
前
身
は
、
一
九
四
二
年
︵
昭
和
一
七
︶
設
立
の
ク
ロ
ス
共
販
株
式
会
社
で
あ
っ
た
。
同
社
は
日
本
ク

ロ
ス
の
総
代
理
店
で
あ
っ
た
博
進
社
の
子
会
社
で
あ
る
文
開
堂
の
社
長
・
下
妻
清
二
郎
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
て
い
る
。
文

開
堂
が
企
業
整
備
に
よ
っ
て
親
会
社
に
吸
収
さ
れ
た
た
め
、
新
し
い
ク
ロ
ス
製
品
の
販
売
会
社
と
し
て
、
ク
ロ
ス
共
販

︵
資
本
金
一
九
万
円
、
本
社
は
京
都
木
屋
町
︶
が
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
社
は
一
九
四
三
年
︵
昭
和
一
八
︶
四
月
、

日
本
塗
布
製
品
と
社
名
を
変
更
、
一
一
月
に
は
本
社
を
東
京
都
中
央
区
、
支
店
を
京
都
市
右
京
区
に
移
転
、
防
空
用
暗
幕

と
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
リ
ボ
ン
を
販
売
し
て
い
た
。

　

協
福
株
式
会
社
は
一
九
四
八
年
︵
昭
和
二
三
︶
設
立
の
関
西
地
区
の
ク
ロ
ス
代
理
店
だ
っ
た
。
本
社
事
務
所
の
あ
る
京

都
市
下
京
区
︵
松
原
通
り
烏
丸
東
入
ル
︶
の
地
は
、
も
と
も
と
日
和
興
業
の
事
務
所
跡
だ
っ
た
。
日
和
興
業
は
戦
中
の
統

制
機
関
で
あ
っ
た
中
央
塗
装
布
統
制
会
社
の
解
散
と
同
時
に
発
足
し
た
自
主
的
統
制
機
関
で
あ
っ
た
。
戦
後
の
経
済
混
乱

期
に
ク
ロ
ス
製
品
の
需
給
調
整
を
は
か
る
た
め
、
自
主
的
に
販
売
統
制
を
め
ざ
し
た
会
社
で
あ
る
。
戦
後
の
復
興
が
す
す

み
、
経
済
環
境
が
好
転
し
は
じ
め
る
と
所
期
の
役
割
を
終
え
、
一
九
四
八
年
︵
昭
和
二
三
︶
八
月
に
解
散
に
な
る
。
同
地

跡
を
協
福
が
本
社
事
務
所
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

三
豊
ク
ロ
ス
は
、
資
本
金
一
二
五
万
円
の
新
会
社
と
し
て
、
協
福
の
本
社
事
務
所
跡
で
発
足
し
た
。﹁
三
豊
ク
ロ
ス
﹂

と
い
う
社
名
は
日
本
ク
ロ
ス
、
大
和
ク
ロ
ス
、
九
州
ク
ロ
ス
の
三
社
の
代
理
店
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
の
命
名
で
あ

っ
た
。

●
新
時
代
の
ク
ロ
ス
代
理
店

　

創
業
以
来
、
日
本
ク
ロ
ス
は
株
式
会
社
博
進
社
を
販
売
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
し
て
き
た
。
同
社
は
大
倉
洋
紙
店
、
中
井
商

店
と
な
ら
ぶ
大
手
洋
紙
店
だ
っ
た
。
関
西
地
区
、
関
東
地
区
と
も
に
一
手
販
売
契
約
を
む
す
ん
で
、
日
本
ク
ロ
ス
製
品
の

総
代
理
店
と
し
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
一
九
五
四
年
︵
昭
和
二
九
︶、
そ
の
博
進
社
が
経
営
破
綻
し
た
。
関
連
会
社
へ
の
過
大
な
投
資
が
原
因
だ

っ
た
と
い
う
。
同
社
の
倒
産
に
よ
っ
て
、
創
業
以
来
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
う
し
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

結
果
的
に
み
て
、
博
進
社
の
倒
産
は
販
売
ル
ー
ト
の
再
編
に
向
か
う
お
お
き
な
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
戦
中
戦
後
の
物
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資
統
制
時
代
を
く
ぐ
り
ぬ
け
、
新
し
い
秩
序
が
う
ま
れ
つ
つ
あ
る
な
か
、
販
売
体
制
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
も
再
検
討
す

る
時
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
た
。
総
代
理
店
の
博
進
社
よ
り
も
、
傘
下
の
特
約
店
の
ほ
う
が
力
を
つ
け
つ
つ
あ
っ
た
の
で

あ
る
。

　

博
進
社
に
か
わ
る
新
し
い
代
理
店
は
一
手
販
売
で
は
な
く
、
複
数
並
立
制
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。
小
島
洋
紙
店
、
田

村
洋
紙
店
、
東
邦
紙
業
、
さ
ら
に
中
井
商
店
、
大
同
洋
紙
店
、
竹
尾
洋
紙
店
を
新
し
く
代
理
店
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の

六
代
理
店
制
が
、
現
在
の
総
合
洋
紙
商
社
系
列
ル
ー
ト
の
原
型
と
な
っ
て
い
る
︵
小
島
洋
紙
店
と
東
邦
紙
業
は
後
に
合
併
、

サ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
と
な
る
。
中
井
商
店
は
現
在
の
日
本
紙
パ
ル
プ
商
事
、
大
同
洋
紙
店
も
後
に
大
永
紙
通
商
を
へ
て
国
際
紙

パ
ル
プ
商
事
と
な
る
︶。

　

六
代
理
店
は
い
ず
れ
も
業
界
大
手
の
洋
紙
問
屋
で
あ
る
。
総
代
理
店
の
倒
産
と
い
う
不
幸
な
事
件
に
遭
遇
し
な
が
ら
も
、

結
果
的
に
は
従
来
よ
り
も
さ
ら
に
強
力
な
販
売
ル
ー
ト
に
再
編
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
伏
線
と
な
っ
た
の
は
、
新
製

品
の
紙
ク
ロ
ス
の
充
実
で
あ
っ
た
。
教
科
書
の
新
し
い
装
幀
用
ク
ロ
ス
と
し
て
開
発
し
た
ダ
イ
ヤ
ボ
ー
ド
、
シ
ル
バ
ー
ボ

ー
ド
は
、
い
ず
れ
の
洋
紙
代
理
店
か
ら
も
魅
力
あ
る
新
製
品
と
評
価
さ
れ
、
注
目
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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「
戦
後
最
高
」
の
大
型
景
気
が
や
っ
て
き
た

﹁
神じ

ん

武む

以こ
の

来か
た

の
ス
ト
を
打
つ
！
﹂

　

総
評
副
議
長
の
太お

お

田た

薫か
お
るは

、
一
九
五
六
年
︵
昭
和
三
一
︶
の
春
闘
を
ま
え
に
し

て
、
そ
の
よ
う
に
広
言
し
た
。
お
り
か
ら
の
好
景
気
を
背
景
に
し
て
、
春
闘
の
生

み
の
親
と
い
わ
れ
る
か
れ
は
高
ら
か
に
ラ
ッ
パ
を
ふ
い
た
の
で
あ
る
。

　

朝
鮮
特
需
で
は
ず
み
の
つ
い
た
日
本
経
済
は
戦
前
の
レ
ベ
ル
ま
で
回
復
し
、
一

九
五
五
年
︵
昭
和
三
〇
︶
か
ら
、
さ
ら
に
上
向
き
に
転
じ
る
。
輸
出
ブ
ー
ム
と
民

間
消
費
の
拡
大
を
背
景
に
し
た
数
量
景
気
が
民
間
企
業
の
設
備
投
資
を
よ
び
こ
ん

で
、
す
さ
ま
じ
い
投
資
景
気
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

　

も
は
や
﹁
戦
後
最
高
﹂
と
か
﹁
有
史
以
来
﹂
と
か
の
表
現
で
は
と
ら
え
き
れ
な

か
っ
た
。
こ
の
年
の
半
ば
か
ら
﹁
神
武
以
来
﹂
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

労
組
闘
士
の
表
現
に
よ
ほ
ど
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
神
武
以
来
と

は
日
本
の
は
じ
ま
り
と
さ
れ
る
神
武
天
皇
が
即
位
し
た
年
︵
紀
元
前
六
六
〇
年
︶

洗濯機やミキサーなど便利な家電製品が店頭にならぶ

高
度
成
長
の
序
章

三
種
の
神
器
と
豊
か
な
暮
ら
し

時
代
と
世
相
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以
来
、
類
が
な
い
、
と
い
う
意
で
あ
る
。

﹁
神
武
以
来
﹂
は
流
行
語
と
な
り
、
た
と
え
ば
棋
士
の
加か

藤と
う

一ひ

二ふ

三み

は
﹁
神
武
以

来
の
天
才
﹂
と
い
わ
れ
、
美み

輪わ

明あ
き

宏ひ
ろ

︵
当
時
は
丸
山
明
宏
︶
は
﹁
神
武
以
来
の
美

少
年
﹂
と
い
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
ナ
ベ
底
不
況
と
い
う
一
時
期
を
へ
て
、
一
九
五
八
年
︵
昭
和
三
三
︶

か
ら
は
、
こ
の
神
武
景
気
を
上
ま
わ
る
大
型
景
気
が
や
っ
て
く
る
。
日
本
の
建
国

神
話
を
さ
ら
に
遠
く
さ
か
の
ぼ
っ
て
﹁
岩
戸
景
気
﹂
と
命
名
さ
れ
た
。

　

ま
だ
物
心
両
面
で
戦
争
の
傷
跡
が
の
こ
っ
て
い
た
が
、
庶
民
の
懐
も
そ
れ
な
り

に
う
る
お
い
、
戦
中
・
戦
後
の
耐
乏
生
活
か
ら
ぬ
け
だ
す
き
っ
か
け
を
つ
か
ん
だ
。

農
村
か
ら
都
市
へ
の
ヒ
ト
の
大
移
動
が
は
じ
ま
っ
た
一
九
五
五
年
︵
昭
和
三
〇
︶

に
な
る
と
、
日
本
住
宅
公
団
が
設
立
さ
れ
た
。
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
、
水
洗
ト

イ
レ
、
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
な
ど
の
あ
る
公
団
ア
パ
ー
ト
が
次
つ
ぎ
に
建
て
ら
れ
、
西

洋
風
の
住
ま
い
が
若
い
世
代
を
よ
び
こ
ん
だ
。﹁
豊
か
な
暮
ら
し
﹂
が
現
実
の
も

の
と
な
り
、
電
気
洗
濯
機
、
電
気
冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ
な
ど
﹁
三
種
の
神
器
﹂
と
い

わ
れ
た
家
庭
電
化
製
品
に
夢
を
馳
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
世
界
へ
…
…
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ニ
ッ
ポ
ン

　

〽
ゆ
け　

世
界
の
果
て
ま
で　

メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ニ
ッ
ポ
ン

　

宝
塚
の
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
・
春か

す

が日
野の

八や

千ち

代よ

、
那な

智ち

わ
た
る
、
寿す

美み

花は
な

代よ

が
男
装

で
大
劇
場
の
舞
台
に
登
場
、
ラ
イ
ン
ダ
ン
サ
ー
を
バ
ッ
ク
に
し
て
、
華
麗
に
歌
っ

て
踊
っ
た
。
一
九
六
二
年
︵
昭
和
三
七
︶
春
三
月
の
こ
と
で
あ
る
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
﹁
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ニ
ッ
ポ
ン
﹂
は
、
そ
の
当
時
、
カ
メ
ラ
、

バ
イ
ク
、
小
型
ラ
ジ
オ
な
ど
海
外
へ
と
び
た
つ
日
本
製
品
を
素
材
に
舞
台
化
し
た

め
ず
ら
し
い
シ
ョ
ー
だ
っ
た
。
通
産
省
の
貿
易
振
興
策
を
意
識
し
た
も
の
で
、
む

ろ
ん
産
業
界
は
大
歓
迎
、
商
工
業
の
経
営
者
や
通
産
省
の
お
役
人
ま
で
劇
場
に
や

っ
て
き
た
と
い
う
。

　

日
本
製
品
は
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
諸
外
国
で
も
そ
の
品
質
を
高
く
評
価
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、﹁
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｅ 

Ｉ
Ｎ　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
﹂
の
製
品
が
海
外
に
販
路
を
ひ

ろ
げ
て
い
っ
た
。
カ
メ
ラ
︵
ニ
コ
ン
︶、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
︵
ソ
ニ
ー
︶、

バ
イ
ク
︵
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
＝
ホ
ン
ダ
︶
な
ど
が
そ
の
代
表
で
あ
る
。

　

昭
和
三
〇
年
代
︵
一
九
五
五
～
︶
と
い
え
ば
、
急
激
な
成
長
で
眼
を
み
は
ら
せ

た
の
は
自
動
車
産
業
で
あ
る
。

　

富
士
精
密
工
業
︵
の
ち
に
プ
リ
ン
ス
自
動
車
を
へ
て
日
産
自
動
車
に
吸
収
合

併
︶
は
、
一
九
五
二
年
︵
昭
和
二
七
︶
に
﹁
プ
リ
ン
ス
・
セ
ダ
ン
﹂
を
発
売
し
て

い
た
が
、
一
九
五
五
年
︵
昭
和
三
〇
︶
に
な
っ
て
、﹁
プ
リ
ン
ス
・
セ
ダ
ン
﹂
の

新
モ
デ
ル
を
投
入
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
工
業
︵
現
・
ト
ヨ
タ
自
動
車
︶
も
同
年
、
小

型
乗
用
車
﹁
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
・
ク
ラ
ウ
ン
﹂
を
発
表
し
た
。
さ
ら
に
一
九
五
七
年

︵
昭
和
三
二
︶
六
月
に
富
士
精
密
工
業
は
、
小
型
乗
用
車
﹁
プ
リ
ン
ス
・
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
﹂
を
、
七
月
に
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
工
業
が
小
型
乗
用
車
﹁
コ
ロ
ナ
﹂
を
発

売
し
て
い
る
。
一
九
五
八
年
︵
昭
和
三
三
︶
に
な
る
と
、
富
士
重
工
業
︵
現
・
Ｓ

Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ
︶
が
通
産
省
の
﹁
国
民
車
構
想
﹂
に
も
と
づ
い
た
軽
乗
用
車
﹁
ス
バ

ル
360
﹂
を
発
表
し
て
い
る
。
同
車
は
空
冷
三
五
六
Ｃ
Ｃ
エ
ン
ジ
ン
搭
載
の
国
民
車

で
あ
っ
た
。
一
般
市
民
で
も
購
入
で
き
る
乗
用
車
と
い
う
ね
ら
い
だ
っ
た
が
、
実

際
の
発
売
価
格
は
四
二
万
五
〇
〇
〇
円
で
あ
っ
た
。
当
時
、
大
卒
の
初
任
給
が
一

万
三
〇
〇
〇
円
、
一
般
大
衆
は
ま
だ
と
て
も
手
が
と
ど
か
な
か
っ
た
。

　

車
の
個
人
ユ
ー
ザ
ー
が
ふ
え
る
に
つ
れ
、
高
速
道
路
な
ど
道
路
網
整
備
も
す
す

め
ら
れ
、
国
土
の
風
景
も
し
だ
い
に
、
そ
の
姿
を
か
え
て
い
っ
た
。

「
声
な
き
声
」
の
怒
り

　

一
九
五
五
年
︵
昭
和
三
〇
︶
一
一
月
、
自
由
党
と
日
本
民
主
党
が
合
同
、
い
わ

ゆ
る
保
守
合
同
に
よ
っ
て
自
由
民
主
党
が
誕
生
し
た
。
そ
れ
に
先
だ
っ
て
一
〇
月
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に
は
右
派
と
左
派
に
分
裂
し
て
い
た
社
会
党
が
合
同
し
て
日
本
社
会
党
を
結
成
し

て
い
た
。
こ
こ
に
自
由
民
主
党
が
与
党
、
日
本
社
会
党
が
野
党
第
一
党
と
す
る

﹁
五
五
年
体
制
﹂
が
成
立
し
て
、
一
九
九
三
年
︵
平
成
五
︶
ま
で
つ
づ
く
の
で
あ

る
。

　

戦
後
、
日
本
の
首
相
は
吉よ

し

田だ

茂し
げ
るに
は
じ
ま
り
、
鳩は

と

山や
ま

一い
ち

郎ろ
う

、
石い

し

橋ば
し

湛た
ん

山ざ
ん

を
へ
て
、

一
九
五
七
年
︵
昭
和
三
二
︶
二
月
に
岸き

し

信し
ん

介す
け

が
就
任
し
た
。

　

日
米
安
全
保
障
条
約
の
改
定
を
政
治
目
標
に
し
て
い
た
岸
信
介
は
、
憲
法
改
定

ま
で
も
視
野
に
い
れ
て
い
た
だ
け
に
、
保
守
・
革
新
の
対
立
は
は
げ
し
く
な
り
、

安
保
改
定
は
国
論
を
二
分
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

一
九
六
〇
年
︵
昭
和
三
五
︶
の
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
安
保
改
定
を
め
ぐ

る
反
政
府
運
動
の
う
ね
り
が
日
本
全
土
を
つ
つ
み
こ
ん
だ
。
岸
内
閣
が
自
民
党
単

独
に
よ
る
強
行
採
決
で
批
准
を
も
く
ろ
ん
だ
安
保
新
条
約
へ
の
国
民
の
反
発
は
根

強
か
っ
た
。
学
者
・
文
化
人
・
市
民
・
婦
人
団
体
も
あ
い
つ
い
で
抗
議
声
明
を
発

表
し
た
。﹁
安
保
反
対
﹂
の
国
会
請
願
者
署
名
は
一
三
五
〇
万
人
を
超
え
、
総

評
・
中
立
労
連
の
五
六
〇
万
人
が
安
保
反
対
ス
ト
ラ
イ
キ
に
参
加
す
る
な
ど
空
前

の
規
模
と
な
っ
た
。

　

安
保
反
対
闘
争
は
全
学
連
︵
全
日
本
学
生
自
治
会
総
連
合
︶
が
リ
ー
ド
、﹁
再

び
戦
争
へ
の
道
、
こ
れ
は
許
せ
な
い
﹂
と
い
う
明
快
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
大
衆
の
こ

こ
ろ
を
つ
か
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

六
月
一
五
日
の
第
二
次
実
力
行
使
で
国
会
を
と
り
か
こ
ん
だ
デ
モ
隊
は
、
最
前

線
に
い
た
東
大
グ
ル
ー
プ
が
衆
院
南
通
用
門
を
押
し
倒
し
て
構
内
に
突
入
し
た
。

た
ち
ま
ち
警
官
隊
と
の
も
み
あ
い
と
な
り
、
負
傷
者
は
警
官
、
デ
モ
隊
あ
わ
せ
て

一
〇
〇
〇
人
以
上
に
の
ぼ
っ
た
。
大
混
乱
の
な
か
で
東
大
生
・
樺

か
ん
ば

美み

智ち

子こ

さ
ん
が

死
亡
す
る
と
い
う
惨
事
が
起
こ
っ
た
の
は
こ
の
と
き
で
あ
る
。

﹁
反
・
安
保
﹂﹁
反
・
岸
﹂
の
た
か
ま
り
の
な
か
で
、
六
月
一
九
日
に
新
条
約
は

参
院
で
の
議
決
を
へ
な
い
ま
ま
自
然
承
認
と
な
り
、
六
〇
年
安
保
闘
争
は
終
結
し

た
。

　

日
米
安
保
の
改
定
を
み
と
ど
け
て
退
陣
し
た
岸
信
介
に
か
わ
っ
て
、
七
月
に
池い

け

田だ

勇は
や

人と

が
首
相
の
座
に
つ
い
た
。﹁
経
済
の
こ
と
は
池
田
に
お
任
せ
く
だ
さ
い
﹂

と
見
得
を
き
っ
た
池
田
は
、
岸
流
の
対
決
路
線
か
ら
大
転
換
、﹁
寛
容
と
忍
耐
﹂

の
政
治
姿
勢
を
と
な
え
、
経
済
中
心
主
義
へ
と
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
し
た
。

テ
レ
ビ
が
メ
ジ
ャ
ー
に
な
っ
た
日

　

六
頭
立
て
の
儀
装
馬
車
が
青
山
通
り
を
ゆ
く
。
騎
馬
隊
に
ま
も
ら
れ
て
四
谷
方

向
へ
ゆ
っ
く
り
と
す
す
む
。
向
か
っ
て
左
が
皇
太
子
さ
ま
︵
現
・
上
皇
︶、
右
は

美
智
子
さ
ま
︵
現
・
上
皇
后
︶
で
あ
る
。

　

終
始
満
面
に
笑
み
を
た
た
え
て
手
を
ふ
り
つ
づ
け
る
皇
太
子
さ
ま
の
と
な
り
で
、

と
き
お
り
美
智
子
さ
ま
の
左
手
が
ち
い
さ
く
あ
が
る
。
沿
道
に
つ
め
か
か
け
た
観

衆
は
幾
重
に
も
か
さ
な
り
、
そ
こ
か
ら
、
ど
よ
め
き
と
た
め
息
が
晴
れ
た
空
に
向

か
っ
て
は
じ
け
て
い
た
⋮
⋮
。

　

絢
爛
豪
華
な
馬
車
パ
レ
ー
ド
の
そ
ん
な
シ
ー
ン
が
、
完
成
し
た
ば
か
り
の
東
京

タ
ワ
ー
か
ら
全
国
に
発
信
さ
れ
、
あ
る
者
は
お
茶
の
間
の
テ
レ
ビ
で
、
あ
る
者
は

街
頭
テ
レ
ビ
で
観
て
い
た
。
一
九
五
九
年
︵
昭
和
三
四
︶
四
月
一
〇
日
、
午
後
二

時
す
ぎ
の
こ
と
で
あ
る
。

﹁
世
紀
の
祝
典
﹂
と
よ
ば
れ
た
ご
成
婚
パ
レ
ー
ド
、
皇
居
か
ら
渋
谷
の
東
宮
御
所

ま
で
の
沿
道
に
五
三
万
人
が
つ
め
か
け
た
。
街
頭
テ
レ
ビ
の
ま
え
に
は
一
五
〇
〇

万
人
も
が
あ
つ
ま
っ
た
と
い
う
。

　

パ
レ
ー
ド
は
一
部
始
終
テ
レ
ビ
で
生
中
継
さ
れ
た
が
、
日
本
で
初
め
て
の
テ
レ

ビ
報
道
中
継
と
い
う
わ
け
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ほ
か
に
、
日
本
テ
レ
ビ
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
︵
当

時
代
と
世
相
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時
の
ラ
ジ
オ
東
京
テ
レ
ビ
︶
が
参
戦
、
は
げ
し
い
中
継
合
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
た
。

　

パ
レ
ー
ド
に
先
だ
ち
、
テ
レ
ビ
の
売
上
は
飛
躍
的
に
の
び
た
。
実
況
生
中
継
で

み
よ
う
と
多
く
の
人
び
と
が
買
い
も
と
め
、
テ
レ
ビ
の
受
信
契
約
数
は
二
〇
〇
万

台
を
突
破
し
、
普
及
率
は
に
わ
か
に
上
昇
に
転
じ
た
。
メ
デ
イ
ア
の
世
界
で
新
聞
、

ラ
ジ
オ
の
下
に
甘
ん
じ
て
い
た
テ
レ
ビ
は
一
気
に
表
舞
台
に
躍
り
出
た
の
で
あ
る
。

　

か
く
し
て
一
九
五
三
年
︵
昭
和
二
八
︶
二
月
に
放
送
を
は
じ
め
た
テ
レ
ビ
は
、

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
大
衆
生
活
の
な
か
に
浸
透
し
て
ゆ
き
、
昭
和
三
〇
年
代
︵
一

九
五
五
～
︶
の
後
半
に
は
黄
金
時
代
を
む
か
え
る
の
で
あ
る
。

　

テ
レ
ビ
を
そ
れ
ほ
ど
発
展
さ
せ
た
の
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
生
中
継
の
威
力
で
あ
る
。

た
と
え
ば
﹁
四
番
・
サ
ー
ド
・
長
嶋
︵
茂
雄
︶﹂﹁
一
本
足
打
法
・
王
︵
貞
治
︶﹂

の
プ
ロ
野
球
、﹁
空
手
チ
ョ
ッ
プ
・
力
道
山
﹂
の
プ
ロ
レ
ス
、﹁
柏は

く

鵬ほ
う

時
代
︵
大た

い

鵬ほ
う

と
柏

か
し
わ

戸ど

︶﹂
で
、
も
り
あ
が
っ
た
大
相
撲
、
誰
し
も
が
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
に
力
づ

け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
政
治
も
テ
レ
ビ
と
無
縁
で
は
な
く
な
り
、
国
会
中
継
や
選

挙
速
報
も
番
組
に
と
り
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
の
影
響
力
が

お
お
き
く
な
り
、
視
聴
率
が
ひ
と
り
あ
る
き
し
は
じ
め
る
の
も
こ
の
こ
ろ
か
ら
で

あ
る
。

　

週
単
位
で
番
組
を
提
供
す
る
テ
レ
ビ
時
代
に
対
応
し
て
、
週
刊
誌
ブ
ー
ム
が
や

っ
て
き
た
。

　

週
刊
誌
の
先
発
と
し
て
は
一
九
五
六
年
︵
昭
和
三
一
︶
二
月
に
﹃
週
刊
新
潮
﹄

が
創
刊
し
て
い
る
が
、
一
九
五
八
～
五
九
年
︵
昭
和
三
三
～
三
四
︶
に
か
け
て
創

刊
ラ
ッ
シ
ュ
と
な
る
。

　

一
九
五
八
年
︵
昭
和
三
三
︶
に
は
、﹃
週
刊
明
星
﹄﹃
週
刊
女
性
自
身
﹄﹃
週
刊

大
衆
﹄﹃
週
刊
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
﹄、
一
九
五
九
年
︵
昭
和
三
四
︶
に
は
﹃
週
刊
現

代
﹄﹃
週
刊
文
春
﹄﹃
週
刊
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
﹄﹃
週
刊
平
凡
﹄﹃
週
刊
コ
ウ
ロ
ン
﹄

﹃
週
刊
時
事
﹄
な
ど
が
加
わ
り
、
こ
の
年
初
め
て
週
刊
誌
の
発
行
部
数
が
月
刊
誌

を
上
ま
わ
っ
た
。

　

テ
レ
ビ
と
週
刊
誌
は
、
そ
れ
以
降
の
日
本
経
済
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
な
ど
に
お
お
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
。

安保反対で国会周辺を包囲する大規模なデモ隊

東宮御所に向かうご成婚パレードの儀装馬車
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第
一
節  
織
ら
な
い
織
物 

パ
ネ
ロ
ン
を
発
売
す
る

●
不
織
布
は
夢
の
多
用
途
素
材

　

戦
後
の
復
興
期
を
き
わ
め
て
順
調
に
立
ち
あ
が
っ
た
日
本
ク
ロ
ス
が
、
技
術
に
生
き
る
メ
ー
カ
ー
と
し
て
次
に
注
目
し

た
新
事
業
が
不
織
布
で
あ
っ
た
。

　

繊
維
で
で
き
て
い
る
が
布
で
は
な
い
。
紙
の
よ
う
だ
が
紙
で
も
な
い
。
フ
ィ
ル
ム
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
フ
ィ

ル
ム
で
は
な
い
。
不
織
布
と
は
そ
う
い
う
素
材
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
日
本
で
は
最
初
か
ら
﹁
不
織
布
﹂
と
よ
ば
れ
て
い
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
海
外
か
ら
Ｎ
ｏ
ｎ︲

Ｗ
ｏ
ｖ
ｅ

ｎ 

Ｆ
ａ
ｂ
ｒ
ｉ
ｃ
ｓ
と
し
て
紹
介
さ
れ
、﹁
不
織
布
﹂
と
い
う
訳
語
が
付
せ
ら
れ
た
の
は
、
ず
っ
と
後
に
な
っ
て
か
ら
で

あ
る
。
日
本
ク
ロ
ス
時
代
の
古
い
記
録
に
よ
る
と
﹁
無
紡
布
﹂
と
あ
る
。
開
発
途
上
に
あ
る
と
き
は
ま
だ
不
織
布
と
い
う

訳
語
が
な
か
っ
た
の
で
、
社
内
で
は
そ
の
よ
う
に
よ
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
繊
維
を
糸
に
す
る
こ
と
な
く
布
状
に
す
る

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
か
ら
み
れ
ば
、
語
呂
は
わ
る
い
が
不
織
布
よ
り
も
無
紡
布
の
ほ
う
が
適
訳
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

不
織
布
と
は
何
か
。
現
代
の
時
点
に
立
ち
、
あ
ら
た
め
て
定
義
づ
け
て
お
こ
う
。

　

繊
維
を
糸
に
紡
い
で
織
り
あ
げ
て
布
に
す
る
の
で
は
な
く
、
化
学
的
に
接
着
、
融
着
さ
せ
た
り
、
機
械
的
に
絡
ま
せ
て

布
︵
シ
ー
ト
︶
状
に
加
工
し
た
も
の
の
総
称
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

不
織
布
の
製
法
は
乾
式
、
湿
式
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
し
か
し
現
実
に
は
湿
式
に
よ
る
も
の
は
ご
く
か
ぎ
ら
れ
て
い

る
。
乾
式
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
ケ
ミ
カ
ル
ボ
ン
ド
、
サ
ー
マ
ル
ボ
ン
ド
、
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
、
ス
パ
ン
レ
ー
ス
、

ス
テ
ッ
チ
ボ
ン
ド
、
ス
パ
ン
ボ
ン
ド
、
な
ど
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
繊
維
を
集
積
し
た
ウ
ェ
ブ
層
を
接
合
さ
せ
る
方
式
の
ち

が
い
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

乾
式
の
場
合
、
ま
ず
数
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
繊
維
を
カ
ー
ド
や
エ
ア
ラ
ン
ダ
ム
機
で
ウ
ェ
ブ
状
の
薄
い
シ
ー
ト
に
し
て
、

何
枚
か
を
か
さ
ね
る
。
ど
の
方
式
も
そ
こ
ま
で
は
ほ
ぼ
お
な
じ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
ウ
ェ
ブ
層
を
接
着
、
結
合
さ

せ
る
方
式
に
よ
っ
て
五
つ
に
わ
か
れ
る
の
で
あ
る
。

　

接
着
に
合
成
樹
脂
エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
を
つ
か
う
場
合
は
ケ
ミ
カ
ル
ボ
ン
ド
で
あ
る
。
ウ
ェ
ブ
を
接
着
剤
の
液
の
な
か
に
浸

し
て
通
し
た
り
、
接
着
剤
に
浸
し
た
ロ
ー
ラ
ー
で
ウ
ェ
ブ
に
付
着
さ
せ
た
り
、
ス
プ
レ
ー
で
接
着
剤
を
ウ
ェ
ブ
に
か
け
る

パネロンのロゴ
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方
法
が
あ
る
。
繊
維
を
熱
で
溶
か
し
て
自
己
接
合
さ
せ
る
場
合
は
サ
ー
マ
ル
ボ
ン
ド
、
刺
の
あ
る
針
を
上
下
に
移
動
さ
せ

て
繊
維
を
絡
ま
せ
る
方
式
が
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
、
高
圧
の
細
い
水
流
で
繊
維
を
絡
め
る
の
が
ス
パ
ン
レ
ー
ス
、
ウ
ェ
ブ
を

か
さ
ね
合
わ
せ
て
、
糸
で
縫
い
合
わ
せ
る
方
法
で
結
合
さ
せ
る
の
が
ス
テ
ッ
チ
ボ
ン
ド
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

乾
式
の
な
か
で
も
ス
パ
ン
ボ
ン
ド
だ
け
は
、
こ
れ
ら
と
は
少
し
ち
が
う
よ
う
で
あ
る
。
短
繊
維
を
原
料
と
す
る
の
で
は

な
く
、
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
か
ら
な
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
原
料
と
な
る
樹
脂
チ
ッ
プ
を
押
出
機
に
い
れ
て
熱
を
加
え
て
溶
か

す
。
そ
れ
を
ノ
ズ
ル
︵
細
い
孔
︶
か
ら
押
し
出
し
て
、
出
て
く
る
繊
維
を
そ
の
ま
ま
自
己
接
合
さ
せ
て
シ
ー
ト
状
に
し
て

し
ま
う
と
い
う
方
式
で
あ
る
。

　

湿
式
と
い
う
の
は
、
ほ
と
ん
ど
紙
を
抄す

く
の
と
お
な
じ
方
式
で
あ
る
。
数
ミ
リ
の
繊
維
を
水
で
ど
ろ
ど
ろ
の
状
態
に
し

て
お
き
、
金
網
で
抄
い
て
シ
ー
ト
状
に
す
る
。
結
合
は
接
着
剤
を
つ
か
っ
た
り
、
熱
に
よ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

不
織
布
の
工
業
生
産
が
本
格
化
す
る
の
は
、
合
成
繊
維
や
合
成
ゴ
ム
が
登
場
す
る
第
二
次
世
界
大
戦
後
で
あ
る
。
一
九

五
二
年
︵
昭
和
二
七
︶
に
ア
メ
リ
カ
の
ペ
ロ
ン
︵Pellon Corporation

︶
が
ナ
イ
ロ
ン
と
コ
ッ
ト
ン
の
ウ
ェ
ブ
を
合
成

ゴ
ム
で
接
着
し
て
不
織
布
芯
地
を
開
発
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
当
時
ス
タ
ー
ト
し
た
不
織
布
ビ
ジ
ネ
ス
の
原
型
に
な
っ
た

よ
う
だ
。

　

一
九
五
八
年
︵
昭
和
三
三
︶
に
は
ア
メ
リ
カ
の
デ
ュ
ポ
ン
︵E. I. du Pont de N

em
ours and Com

pany

︶、
一

九
六
三
年
︵
昭
和
三
八
︶
に
は
ド
イ
ツ
の
フ
ロ
イ
デ
ン
ベ
ル
グ
︵Freudenberg &

 Co.

＝
西
ド
イ
ツ
︶
が
ス
パ
ン
ボ

ン
ド
の
特
許
を
出
願
し
て
お
り
、
サ
ー
マ
ル
ボ
ン
ド
、
ス
テ
ッ
チ
ボ
ン
ド
な
ど
の
製
品
も
登
場
し
て
き
て
い
る
。
さ
ら
に

一
九
七
六
年
︵
昭
和
五
一
︶
ご
ろ
に
な
る
と
、
デ
ュ
ポ
ン
が
ス
パ
ン
レ
ー
ス
を
発
表
、
現
在
の
不
織
布
生
産
の
主
要
な
技

術
が
す
べ
て
出
そ
ろ
う
の
で
あ
る
。

　

不
織
布
の
用
途
は
か
ぎ
り
が
な
い
。
多
用
途
で
﹁
夢
の
素
材
﹂
と
ま
で
い
わ
れ
て
き
た
。

　

多た

孔こ
う

質し
つ

の
素
材
で
あ
る
た
め
弾
性
に
富
み
、
通
気
性
、
濾ろ

過か

性
、
保
温
性
に
す
ぐ
れ
て
い
る
。
目
的
に
応
じ
て
そ
の
特

徴
や
機
能
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
原
材
料
や
製
法
を
く
み
あ
わ
せ
れ
ば
、
布
、
レ
ザ
ー
、
フ
ィ
ル
ム
、

紙
、
あ
る
い
は
綿
の
よ
う
な
も
の
に
ま
で
、
姿
か
た
ち
を
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
さ
に
変
幻
自
在
、
オ
ー
ル
マ
イ
テ

ィ
ー
の
素
材
⋮
⋮
と
、
も
て
は
や
さ
れ
て
き
た
。

　

日
本
ク
ロ
ス
で
は
、
最
初
に
乾
式
に
よ
る
浸し

ん

漬せ
き

式し
き

不
織
布
︵
ケ
ミ
カ
ル
ボ
ン
ド
︶
の
生
産
設
備
を
導
入
、
一
九
五
六
年

︵
昭
和
三
一
︶
か
ら
本
格
的
に
不
織
布
事
業
に
の
り
だ
し
た
の
で
あ
る
。
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●
国
産
化
に
向
か
う

　

当
時
の
日
本
ク
ロ
ス
の
製
品
分
野
は
﹁
ク
ロ
ス
﹂﹁
ビ
ニ
ル
﹂﹁
染
色
加
工
﹂
で
あ
っ
た
。
生
産
技
術
の
側
面
か
ら
み
る

と
、
不
織
布
は
こ
れ
ら
と
は
ま
っ
た
く
異
質
で
あ
る
。
創
業
時
か
ら
の
ク
ロ
ス
、
染
色
、
戦
後
ス
タ
ー
ト
し
た
ビ
ニ
ル
に

し
て
も
、
こ
れ
ら
に
は
少
な
か
ら
ず
共
通
点
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
塗
料
を
使
用
し
て
、
ベ
ー
ス
と
な
る
生
地
に
﹁
塗
る
﹂

﹁
染
め
る
﹂﹁
型
を
押
す
﹂
と
い
う
技
術
で
な
り
た
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
不
織
布
は
、
生
地
そ
の
も
の
で
あ
り
、
ま
っ
た

く
新
し
い
素
材
を
つ
く
り
だ
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

不
織
布
な
る
も
の
に
着
目
し
た
の
は
一
九
五
二
～
五
三
年
︵
昭
和
二
七
～
二
八
︶
ご
ろ
だ
っ
た
。
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
の
ベ

ー
ス
に
不
織
布
を
つ
か
っ
て
み
よ
う
と
い
う
発
想
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
一
九
五
四
年
︵
昭
和
二
九
︶
に
は
カ
ー
レ

ー
タ
ー
︵Curlator Co.

︶
の
ラ
ン
ド
ウ
ェ
バ
ー
︵Rando-w

ebber

︶
を
導
入
し
た
の
だ
が
、
そ
の
前
後
に
日
本
に
や

っ
て
き
た
不
織
布
の
先
発
メ
ー
カ
ー
、
フ
ロ
イ
デ
ン
ベ
ル
グ
︵Freudenberg &

 Co.

︶
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
っ
た

ら
し
い
。
同
社
は
そ
の
こ
ろ
ア
ジ
ア
市
場
へ
の
進
出
を
模
索
し
て
お
り
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
相
手
と
し
て
、

不
織
布
事
業
へ
の
進
出
を
模
索
し
て
い
た
日
本
ク
ロ
ス
に
眼
を
つ
け
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
ク
ロ
ス
は
あ
く
ま
で
独
自
の
事
業
展
開
を
計
画
し
て
い
た
。
フ
ロ
イ
デ
ン
ベ
ル
グ
は
合
弁
に
よ
る
展
開
に
こ
だ
わ

っ
た
。
両
社
の
路
線
の
ち
が
い
か
ら
、
交
渉
は
物
別
れ
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
ク
ロ
ス
が
あ
く
ま
で
独
自
路
線
に
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
も
と
も
と
事
業
化
の
出
発
点
が
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
の
ベ
ー
ス

づ
く
り
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

不
織
布
の
製
造
設
備
は
当
初
、
京
都
本
社
工
場
製
造
一
課
︵
ク
ロ
ス
製
造
課
︶
に
設
置
し
た
。
カ
ー
レ
ー
タ
ー
の
ラ
ン

ド
ウ
ェ
バ
ー
を
ヘ
ッ
ド
と
し
て
、
混
綿
や
カ
ー
ド
機
、
浸
漬
装
置
や
乾
燥
機
な
ど
前
後
の
装
置
は
独
自
開
発
に
よ
る
も
の

と
し
、
第
一
号
機
の
生
産
ラ
イ
ン
が
完
成
し
た
の
は
一
九
五
五
年
︵
昭
和
三
〇
︶
の
秋
ご
ろ
か
ら
翌
一
九
五
六
年
︵
昭
和

三
一
︶
初
め
ご
ろ
だ
っ
た
。
一
号
機
に
よ
る
製
法
の
あ
ら
ま
し
は
、
ク
ロ
ス
ウ
ェ
ブ
に
よ
る
浸
漬
法
で
、
接
着
剤
は
当
初

ゴ
ム
系
の
合
成
樹
脂
で
あ
っ
た
。

　

同
年
の
夏
ご
ろ
に
な
っ
て
京
都
西
工
場
の
第
一
工
場
︵
ク
ロ
ス
製
造
課
︶
の
西
側
に
新
し
く
不
織
布
工
場
を
建
設
し
、

こ
れ
を
第
三
工
場
と
し
た
。

　

第
三
工
場
に
第
一
号
機
を
設
置
、
た
だ
ち
に
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
の
ベ
ー
ス
と
し
て
の
生
産
を
開
始
し
て
い
る
。
第
一
号
機

に
つ
づ
い
て
ほ
ど
な
く
二
号
機
も
カ
ー
レ
ー
タ
ー
か
ら
導
入
し
、
二
セ
ッ
ト
の
製
造
設
備
を
も
っ
て
不
織
布
部
門
は
ス
タ

ー
ト
し
て
い
る
。

不織布製造設備
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一
九
五
六
年
︵
昭
和
三
一
︶
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
不
織
布
の
工
業
生
産
に
め
ど
を
つ
け
、
お
よ
そ
半
年
の
テ
ス
ト
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
製
品
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
完
成
、
翌
一
九
五
七
年
︵
昭
和
三
二
︶
春
か
ら
本
格
的
に
発
売
に
ふ
み
き
っ

た
。

●
衣
料
の
芯
地
か
ら
出
発
す
る

　

不
織
布
は
多
用
途
素
材
で
あ
る
。
事
業
化
の
ポ
イ
ン
ト
を
ど
こ
に
お
く
か
に
つ
い
て
模
索
す
る
な
か
で
候
補
に
あ
が
っ

た
の
は
、
ハ
ン
カ
チ
、
お
し
め
、
肩
掛
け
、
芯
地
な
ど
で
あ
っ
た
。
芯
地
に
つ
い
て
は
当
初
否
定
的
な
意
見
が
多
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

　

最
終
的
に
芯
地
を
え
ら
ん
だ
の
は
、
ま
ず
衣
料
用
の
芯
地
の
展
開
か
ら
は
じ
ま
っ
た
欧
米
の
流
れ
に
追
随
し
た
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
当
時
の
日
本
ク
ロ
ス
は
染
色
加
工
部
門
を
も
っ
て
い
て
、
裏
地
の
染
色
加
工
を
手
が
け
て
お
り
、
衣
料
業
界

に
あ
か
る
か
っ
た
せ
い
も
あ
る
。

　

当
時
、
重
衣
料
の
生
産
市
場
は
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
、
イ
ー
ジ
ー
オ
ー
ダ
ー
の
時
代
だ
っ
た
。
既
製
服
は
ま
だ
生
産
も
流

通
も
業
界
と
し
て
成
熟
し
て
い
な
か
っ
た
。
ち
な
み
に
既
製
服
の
生
産
と
流
通
の
メ
ー
カ
ー
が
台
頭
し
て
、
ア
パ
レ
ル
産

業
と
い
う
一
大
分
野
が
う
ま
れ
る
の
は
、
一
九
七
〇
年
︵
昭
和
四
五
︶
ご
ろ
か
ら
で
あ
る
。

　

不
織
布
の
芯
地
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
の
は
、
紳
士
服
の
ス
ー
ツ
を
の
ぞ
く
衣
服
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
な
か

で
も
婦
人
服
と
子
供
服
が
中
心
で
あ
っ
た
。

　

当
時
、
婦
人
服
、
子
供
服
は
ほ
と
ん
ど
自
家
縫
製
に
よ
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
洋
服
を
着
る
こ
と
は
現
在
の
よ
う
に
﹁
買

う
こ
と
﹂
で
は
な
く
、
家
庭
で
﹁
つ
く
る
︵
縫
う
︶
こ
と
﹂
で
あ
っ
た
。
戦
前
戦
中
を
通
し
て
洋
服
を
縫
え
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
人
び
と
に
よ
っ
て
、
婦
人
・
子
供
服
の
大
部
分
が
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
時
、
既
製
服
は
﹁
ツ
ル

シ
﹂
と
い
っ
て
揶や

揄ゆ

さ
れ
、
女
性
は
衣
服
の
裁
縫
が
で
き
な
い
と
肩
身
が
せ
ま
か
っ
た
。

　

一
九
六
〇
年
︵
昭
和
三
五
︶
ご
ろ
に
な
る
と
、
各
種
学
校
の
認
定
を
う
け
た
洋
裁
学
校
だ
け
で
も
全
国
に
四
〇
〇
〇
校

を
超
え
て
お
り
、
卒
業
生
は
一
〇
〇
〇
万
人
に
の
ぼ
っ
た
。
東
京
都
の
家
庭
に
お
け
る
ミ
シ
ン
の
保
有
率
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
し
て
一
九
五
一
年
︵
昭
和
二
六
︶
に
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
い
た
。

　

当
時
の
洋
服
の
多
く
は
、
洋
裁
学
校
で
伝
授
さ
れ
た
技
術
に
よ
っ
て
、
自
家
縫
製
、
あ
る
い
は
洋
裁
を
内
職
的
に
業
と

す
る
人
た
ち
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
た
と
い
う
の
が
実
情
だ
っ
た
。

　

日
本
ク
ロ
ス
で
は
、
婦
人
・
子
供
服
の
こ
れ
ら
ホ
ー
ム
メ
イ
ド
の
市
場
、
さ
ら
に
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
、
イ
ー
ジ
ー
オ
ー

不織布「パネロン」の製品展示
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ダ
ー
の
市
場
を
視
野
に
お
さ
め
、
婦
人
服
、
レ
イ
ン
コ
ー
ト
、
学
生
服
、
作
業
服
な
ど
の
芯
地
や
イ
ン
サ
イ
ド
ベ
ル
ト
、

さ
ら
に
は
和
装
帯
の
芯
地
な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
、
不
織
布
芯
地
の
製
品
群
を
つ
く
り
あ
げ
た
。

●
織
ら
な
い
織
物 
パ
ネ
ロ
ン

　

不
織
布
の
製
品
群
に
は
﹁
パ
ネ
ロ
ン
﹂
と
い
う
商
標
を
付
し
た
。
織
ら
な
い
織
物
⋮
⋮
パ
ネ
ロ
ン
︵PA

N
ELO

N

︶

で
あ
る
。
当
時
の
主
要
製
品
案
内
に
は
次
の
よ
う
に
標し

る

さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
で
初
め
て
本
格
的
に
生
産
さ
れ
た
、
当
社
の
Ｎ
ｏ
ｎ︲

Ｗ
ｏ
ｖ
ｅ
ｎ　

Ｆ
ａ
ｂ
ｒ
ｉ
ｃ
ｓ
︵
織
ら
な
い
織

物
︶
パ
ネ
ロ
ン
は
、
軽
く
て
、
強
く
、
然し

か

も
方
向
性
が
な
く
、
タ
テ
、
ヨ
コ
、
ナ
ナ
メ
に
強
度
が
平
均
し
て
お
り
、

く
わ
え
て
防
皺
性
、
通
気
性
、
保
温
性
に
優
れ
、
洗
濯
し
て
も
収
縮
率
が
零
に
近
く
、
裁
断
し
て
も
切
り
口
か
ら
ほ

つ
れ
な
い
等
多
く
の
特
徴
を
も
つ
新
し
い
構
造
の
、
第
三
の
布
、
で
す
。

﹁
パ
ネ
ロ
ン
﹂
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
、
社
内
募
集
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
は
合
繊
ブ
ー
ム
の
ま
っ
た
だ
な
か
で

あ
る
。
ナ
イ
ロ
ン
に
は
じ
ま
り
ビ
ニ
ロ
ン
、
テ
ト
ロ
ン
、
カ
シ
ミ
ロ
ン
⋮
⋮
な
ど
な
ど
。
新
し
く
登
場
し
た
合
繊
の
ほ
と

ん
ど
が
﹁
ロ
ン
﹂
を
つ
け
た
四
文
字
で
ネ
ー
ミ
ン
グ
さ
れ
て
い
た
。
い
わ
ば
﹁
ロ
ン
﹂
は
新
素
材
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。

﹁
パ
ネ
ロ
ン
﹂
は
そ
う
い
う
流
れ
に
う
ま
く
の
っ
て
い
っ
た
。
語
感
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
せ
い
か
、
後
に
な
る
と
不

織
布
の
代
名
詞
の
よ
う
に
あ
つ
か
わ
れ
、
不
織
布
に
よ
る
芯
地
は
す
べ
て
﹁
パ
ネ
芯
﹂
と
よ
ば
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
ぐ
ら

い
で
あ
る
。

　

芯
地
パ
ネ
ロ
ン
は
お
り
か
ら
の
洋
裁
学
校
ブ
ー
ム
を
背
景
に
し
て
、
各
地
の
洋
裁
学
校
を
中
心
に
販
売
促
進
を
お
こ
な

っ
た
。
衣
服
付
属
・
材
料
商
ル
ー
ト
で
販
売
し
、
全
国
各
地
の
ボ
タ
ン
屋
さ
ん
や
服
飾
材
料
店
の
店
頭
に
な
ら
ん
だ
。
帯

芯
の
ほ
う
は
呉
服
商
ル
ー
ト
で
販
売
、
町
や
村
の
呉
服
店
や
帯
の
仕
立
屋
で
帯
に
縫
製
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

洋
服
の
芯
地
用
の
パ
ネ
ロ
ン
の
原
反
に
は
﹁
織
ら
な
い
織
物　

パ
ネ
ロ
ン
﹂
と
耳
マ
ー
ク
を
付
し
、
帯
芯
に
は
一
巻

︵
三
二
三
ミ
リ
×
四
・
六
メ
ー
ト
ル
︶
ず
つ
、
金
文
字
で
﹁
軽
く
て
皺
の
よ
ら
な
い　

パ
ネ
ロ
ン
帯
芯
﹂
と
い
う
転
写
マ

ー
ク
を
付
し
た
。

　

衣
服
の
芯
地
用
パ
ネ
ロ
ン
は
服
飾
材
料
を
あ
つ
か
う
小
売
店
で
、
鋏は

さ
み

を
い
れ
て
切
り
売
り
さ
れ
た
の
だ
が
、
た
と
え
二

パネロン帯芯（軽くて皺のよらない　パネロン帯芯）
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〇
セ
ン
チ
買
っ
て
も
、
耳
マ
ー
ク
が
日
本
ク
ロ
ス
の
パ
ネ
ロ
ン
で
あ
る
こ
と
を
自
己
主
張
し
て
い
た
。﹁
パ
ネ
ロ
ン
﹂
が

ユ
ー
ザ
ー
や
縫
製
従
事
者
の
間
に
浸
透
し
、
不
織
布
の
代
名
詞
の
よ
う
に
な
っ
た
の
は
そ
の
せ
い
で
あ
る
。

　

不
織
布
が
登
場
す
る
ま
で
、
衣
服
の
芯
地
は
、
毛
芯
、
麻
芯
、
綿
芯
な
ど
の
織
物
が
つ
か
わ
れ
て
い
た
。
不
織
布
芯
地

は
こ
れ
ら
に
く
ら
べ
て
、
軽
く
て
反
発
弾
性
が
あ
る
。
し
わ
に
な
ら
ず
、
保
型
性
に
す
ぐ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
方
向
性
が

な
い
た
め
、
自
由
に
カ
ッ
ト
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
芯
地
と
し
て
の
特
性
に
く
わ
え
て
、
そ
の
経
済
性
も
評
価
さ
れ
、
た

ち
ま
ち
芯
地
の
新
素
材
と
し
て
市
場
に
う
け
い
れ
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

●
第
三
の
マ
テ
リ
ア
ル
と
し
て
多
用
途
展
開
に
向
か
う

　

衣
料
用
の
芯
地
を
中
心
に
し
て
出
発
し
た
不
織
布
パ
ネ
ロ
ン
は
、
一
九
六
〇
年
︵
昭
和
三
五
︶
ご
ろ
に
な
る
と
洋
服
芯

地
と
し
て
の
売
上
は
年
間
五
万
ロ
ー
ル
、
帯
芯
は
百
数
万
本
に
の
ぼ
っ
た
。

　

不
織
布
と
い
う
も
の
が
新
素
材
と
し
て
市
場
で
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
て
需
要
も
急
増
し
、
一
九
六
一
年

︵
昭
和
三
六
︶
に
は
設
備
増
強
に
向
か
っ
て
い
る
。

　

新
し
く
導
入
す
る
製
造
ラ
イ
ン
は
プ
ロ
ク
タ
ー
︵Procter
︶
を
ヘ
ッ
ド
部
分
に
し
て
構
成
、
三
号
機
と
し
て
設
置
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
生
産
能
力
は
そ
れ
ま
で
の
二
倍
を
ね
ら
い
に
し
て
い
た
。

　

同
年
八
月
に
京
都
西
工
場
で
は
第
四
工
場
を
新
し
く
建
設
し
、
量
産
型
の
三
号
機
を
中
心
に
し
た
製
造
ラ
イ
ン
、
さ
ら

に
は
加
工
・
仕
上
ま
で
の
設
備
を
こ
こ
に
集
結
し
た
。
第
四
工
場
は
全
工
程
を
も
つ
不
織
布
の
総
合
工
場
と
し
て
誕
生
し

た
の
で
あ
る
。

　

第
四
工
場
の
完
成
に
よ
っ
て
不
織
布
の
製
造
部
門
は
、
京
都
本
社
工
場
の
製
造
一
課
か
ら
分
離
独
立
し
て
、
京
都
西
工

場
製
造
三
課
と
し
て
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

製
造
技
術
の
面
で
も
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
大
幅
に
改
善
さ
れ
て
ゆ
く
。
当
初
は
合
成
ゴ
ム
系
か
ら
は
じ
ま
っ
た
接
着
剤
も
、

ア
ク
リ
ル
や
エ
ス
テ
ル
系
の
合
成
樹
脂
が
主
力
に
な
り
、
製
品
の
う
え
に
質
的
向
上
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
変
褪
色
し

な
い
不
織
布
が
生
産
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
芯
地
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
展
開
が
ひ
ら
け
て
き
た
。

　

工
業
用
の
フ
ィ
ル
タ
ー
ク
ロ
ス
、
電
気
絶
縁
材
料
、
乾
燥
剤
入
れ
な
ど
、
製
品
開
発
、
用
途
開
発
が
活
発
に
な
り
、
第

三
の
マ
テ
リ
ア
ル
と
し
て
の
前
途
が
み
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

一
九
六
三
年
︵
昭
和
三
八
︶
に
は
英
国
の
ラ
ン
タ
ー
︵Lantor Ltd.

︶
と
技
術
提
携
、
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
製
造
機
と

そ
の
技
術
を
導
入
し
た
。

パネロン帯芯
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ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
に
よ
る
不
織
布
は
、
繊
維
が
機
械
的
に
絡
ん
で
い
る
だ
け
な
の
で
、
合
成
樹
脂
に
よ
る
接
着
式
の
製

品
よ
り
も
柔
軟
性
、
弾
力
性
、
ド
レ
ー
プ
性
に
す
ぐ
れ
て
い
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
床
材
カ
ー
ペ
ッ
ト
で
あ
る
。
そ

の
ほ
か
フ
ェ
ル
ト
、
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
、
合
成
皮
革
用
ベ
ー
ス
な
ど
も
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
に
よ
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
床
材

カ
ー
ペ
ッ
ト
や
人
工
皮
革
の
ベ
ー
ス
を
視
野
に
お
い
て
の
技
術
と
設
備
導
入
で
あ
っ
た
。

　

す
で
に
し
て
ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
六
〇
年
︵
昭
和
三
五
︶
ご
ろ
、
オ
ザ
イ
ト
︵O

zite Com
pany

︶
が
ニ
ー
ド
ル
パ

ン
チ
に
よ
る
カ
ー
ペ
ッ
ト
製
品
を
開
発
、
短
期
間
の
う
ち
に
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
に
ひ
ろ
が
っ
た
。
や
が
て
、
そ
の
流
れ

が
日
本
に
や
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
と
み
て
い
た
の
で
あ
る
。

●
ポ
ン
と
は
ず
ん
で
パ
ネ
ロ
ン

　

日
本
ク
ロ
ス
と
い
え
ば
パ
ネ
ロ
ン
、
パ
ネ
ロ
ン
と
い
え
ば
日
本
ク
ロ
ス
⋮
⋮

　

そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
た
の
は
一
九
五
七
年
︵
昭
和
三
二
︶
ご
ろ
か
ら
で
あ
る
。
日
本
ク
ロ
ス
は
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス

の
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。
だ
が
、
世
の
多
く
の
人
た
ち
は
、
主
力
の
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
は
知
ら
な
く
て
も
パ
ネ
ロ
ン
だ
け
は
よ

く
知
っ
て
い
た
。

　

そ
れ
は
ひ
と
え
に
不
織
布
パ
ネ
ロ
ン
の
発
売
と
同
時
に
展
開
し
た
メ
デ
ィ
ア
戦
略
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
、
ラ

ジ
オ
の
電
波
媒
体
、
雑
誌
や
新
聞
な
ど
の
印
刷
媒
体
だ
け
で
な
く
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
係
の
イ
ベ
ン
ト
に
協
賛
す
る
な
ど
、

集
中
的
、
効
果
的
に
メ
デ
ィ
ア
を
つ
か
い
こ
な
し
て
、
積
極
的
に
広
告
・
宣
伝
を
く
り
ひ
ろ
げ
た
。

　

ラ
ジ
オ
で
は
ラ
ジ
オ
京
都
︵
現
・
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
︶
と
ラ
ジ
オ
大
阪
で
歌
番
組
﹁
ク
ロ
ス
パ
レ
ー
ド
﹂
の
ス
ポ
ン
サ
ー
と

な
っ
た
。
ラ
ジ
オ
京
都
は
毎
週
水
曜
日
の
午
後
一
〇
時
か
ら
、
ラ
ジ
オ
大
阪
の
場
合
は
毎
週
木
曜
日
の
午
後
九
時
三
〇
分

か
ら
で
、
い
ず
れ
も
三
〇
分
番
組
だ
っ
た
。
一
九
五
七
年
︵
昭
和
三
二
︶
か
ら
開
始
、
ラ
ジ
オ
大
阪
は
三
年
で
終
わ
っ
た

が
、
ラ
ジ
オ
京
都
の
場
合
は
一
九
六
七
年
︵
昭
和
四
二
︶
ま
で
一
〇
年
間
つ
づ
い
た
。

　

テ
レ
ビ
で
も
映
画
紹
介
や
音
楽
番
組
を
継
続
的
に
提
供
し
て
い
る
。
東
京
放
送
テ
レ
ビ
︵
現
・
Ｔ
Ｂ
Ｓ
︶・
朝
日
放
送

の
﹁
ク
ロ
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
サ
ロ
ン
﹂︵
昭
和
三
三
～
三
五
年
、
毎
週
火
曜
日
、
昼
〇
時
一
五
分
か
ら
三
五
分
間
︶、
フ
ジ

テ
レ
ビ
系
︵
関
西
テ
レ
ビ
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
︶
の
﹁
ク
ロ
ス
ス
ク
リ
ー
ン
ア
ワ
ー
﹂︵
昭
和
三
三
～
三
五
年
、
毎
週
水
曜
日
、

午
後
一
〇
時
か
ら
一
〇
分
間
︶、
つ
づ
い
て
は
朝
日
放
送
・
ラ
ジ
オ
東
京
テ
レ
ビ
︵
現
Ｔ
Ｂ
Ｓ
︶・
Ｃ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
の
﹁
映

画
の
窓
﹂︵
昭
和
三
四
～
三
七
年
、
毎
週
金
曜
日
、
一
二
時
二
〇
分
か
ら
三
〇
分
間
︶。

　

数
あ
る
提
供
番
組
の
な
か
で
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
の
﹁
歌
の
饗
宴
﹂︵
昭
和
三
七
～
四
二
年
、
毎
週
火
曜
日
、
一
二
時
一

パネロン帯芯「あずさ」クロスパレード録音風景
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五
分
か
ら
三
〇
分
間
︶
は
と
く
に
注
目
度
が
た
か
か
っ
た
。
全
国
ネ
ッ
ト
の
本
格
的
な
歌
謡
番
組
で
、
司
会
者
は
三み

和わ

完か
ん

児じ

、
毎
回
著
名
な
歌
手
が
登
場
し
て
、
人
気
番
組
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
。

　

番
組
の
ス
ポ
ッ
ト
広
告
に
流
れ
た
の
が
﹁
パ
ネ
ロ
ン
の
唄
﹂︵
作
詞
：
テ
レ
ビ
工
房
、
作
曲
：
音
楽
工
房 

越こ
し

部べ

信の
ぶ

義よ
し

︶

で
あ
る
。
は
ず
む
よ
う
な
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
、
ど
こ
か
コ
ミ
カ
ル
な
曲
を
歌
っ
て
い
る
の
は
楠

く
す
の
きト
シ
エ
だ
っ
た
。

　

〽
ポ
ン
と
は
ず
ん
で
パ
ネ
ロ
ン　

ポ
ン
ポ
ン

　

ピ
ン
と
は
っ
て
る
パ
ネ
ロ
ン　

ピ
ン
ピ
ン

　

当
時
Ｃ
Ｍ
の
女
王
と
い
わ
れ
た
が
ゆ
え
に
、
楠
ト
シ
エ
の
﹁
パ
ネ
ロ
ン
の
唄
﹂
は
ひ
と
り
あ
る
き
し
て
、
一
部
上
場
会

社
と
い
え
ど
も
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
地
味
で
、
全
国
的
に
は
知
名
度
の
低
か
っ
た
日
本
ク
ロ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
お
お
き

く
か
え
た
の
で
あ
る
。
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第
二
節  
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
か
ら
合
成
皮
革
へ

●
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
ブ
ー
ム
が
や
っ
て
く
る

　

一
九
五
五
年
︵
昭
和
三
〇
︶
ご
ろ
か
ら
、
日
本
ク
ロ
ス
の
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
﹁
ダ
イ
ヤ
ビ
ニ
ー
ル
﹂
の
需
要
が
に
わ
か
に

の
び
は
じ
め
た
。

　

同
製
品
は
ビ
ニ
ロ
ン
ほ
か
の
合
繊
織
物
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
用
途
に
応
じ
て
片
面
あ
る
い
は
両
面
に
化
学
薬
品
や
油
に

耐
え
る
ビ
ニ
ル
系
の
特
殊
塗
料
を
塗
っ
た
も
の
、
い
わ
ゆ
る
タ
ー
ポ
リ
ン
で
あ
る
。
軽
く
て
強
度
に
す
ぐ
れ
、
寒
さ
に
も

耐
え
る
。
完
全
防
水
の
素
材
で
官
庁
や
電
力
や
ガ
ス
、
建
設
会
社
の
一
般
作
業
衣
、
水
産
合か

っ

羽ぱ

、
漁
業
合
羽
、
学
童
合
羽
、

防
電
作
業
衣
な
ど
に
使
用
さ
れ
た
。

　

車
輛
や
船
舶
に
も
幅
ひ
ろ
く
浸
透
し
た
。
た
と
え
ば
汽
車
や
電
車
の
座
席
や
カ
ー
テ
ン
、
ト
ラ
ッ
ク
の
座
席
や
天
井
貼

り
、
ス
ク
ー
タ
ー
や
オ
ー
ト
三
輪
の
座
席
や
幌
、
そ
の
ほ
か
電
車
の
連
結
幌
、
無
蓋
貨
車
の
覆
い
な
ど
に
も
つ
か
わ
れ
て

い
た
。

　

工
業
用
途
と
し
て
、
本
格
化
し
た
の
は
ビ
ニ
ル
タ
ー
ポ
リ
ン
で
あ
る
。
貨
車
、
ト
ラ
ッ
ク
、
船
舶
な
ど
の
輸
送
用
の
シ

ー
ト
や
、
野
積
み
の
カ
バ
ー
に
つ
か
う
タ
ー
ポ
リ
ン
で
、
完
全
防
水
で
、
と
く
に
耐
久
力
に
す
ぐ
れ
て
い
た
。

　

炭
坑
用
に
は
輸
送
袋
用
と
風
管
用
タ
ー
ポ
リ
ン
が
あ
っ
た
。
前
者
は
薬
品
や
鉱
石
の
輸
送
袋
や
コ
ン
テ
ナ
に
使
用
す
る

タ
イ
プ
、
後
者
は
炭
鉱
内
に
清
浄
な
空
気
を
お
く
り
こ
む
風
筒
に
使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
と
不
織
布
パ
ネ
ロ
ン
の
コ
ラ
ボ
と
い
う
べ
き
、﹁
パ
ネ
ロ
ン
ダ
イ
ヤ
ビ
ニ
ー
ル
﹂
と
い
う
新
製
品
も
誕

生
し
た
。
パ
ネ
ロ
ン
を
ベ
ー
ス
に
し
た
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
で
人
造
皮
革
の
感
触
を
も
ち
、
弾
力
性
に
富
み
、
伸
縮
性
が
あ
る
。

高
周
波
の
縫
製
も
可
能
で
、
衣
料
の
ほ
か
家
具
、
車
輛
、
袋
物
、
履
物
に
も
つ
か
わ
れ
た
。

●
車
輛
用
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
が
急
増

　

一
九
六
〇
年
︵
昭
和
三
五
︶
に
な
る
と
、
乗
用
車
用
の
内
装
に
使
用
す
る
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
の
需
要
が
の
び
て
き
た
。
日

本
ク
ロ
ス
で
は
も
と
も
と
一
九
五
一
年
︵
昭
和
二
六
︶
ご
ろ
か
ら
車
輛
用
の
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
の
生
産
に
参
入
し
て
い
た
。
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す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
富
士
産
業
︵
現
・
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ
︶
の
ラ
ビ
ッ
ト
や
中
日
本
重
工
業
︵
現
・
三
菱
重
工
業
︶
の
シ

ル
バ
ー
ピ
ジ
ョ
ン
な
ど
の
ス
ク
ー
タ
ー
シ
ー
ト
に
販
売
し
て
き
た
。

　

一
九
六
〇
年
︵
昭
和
三
五
︶
ご
ろ
に
な
る
と
、
自
動
車
各
メ
ー
カ
ー
は
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
乗
用
車
中
心
に
シ
フ
ト
し
は
じ

め
た
。
乗
用
車
の
国
産
が
本
格
化
す
る
に
つ
れ
て
、
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
が
車
輛
内
装
材
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
自
動
車
工
業
の
変
遷
に
よ
っ
て
、
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
に
車
輛
用
途
と
い
う
新
し
い
市
場
が
う

ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
ク
ロ
ス
の
ダ
イ
ヤ
ビ
ニ
ー
ル
が
最
初
に
車
輛
内
装
材
と
し
て
使
用
さ
れ
た
の
は
、
一
九
六
二
年
︵
昭
和
三
七
︶
発

売
の
東
洋
工
業
︵
現
・
マ
ツ
ダ
︶
の
軽
自
動
車
﹁
マ
ツ
ダ
・
キ
ャ
ロ
ル
﹂︵
三
六
〇
ｃ
ｃ
︶
と
翌
一
九
六
三
年
︵
昭
和
三

八
︶
発
売
の
﹁
マ
ツ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
﹂︵
一
〇
〇
〇
ｃ
ｃ
︶
で
あ
る
。

　

東
洋
工
業
は
も
と
も
と
ト
ラ
ッ
ク
︵
マ
ツ
ダ
︶、
軽
自
動
車
中
心
だ
っ
た
が
、
一
九
六
二
年
︵
昭
和
三
七
︶
か
ら
一
九

六
三
年
︵
昭
和
三
八
︶
に
か
け
て
、
本
格
的
な
乗
用
車
と
し
て
軽
自
動
車
﹁
キ
ャ
ロ
ル
﹂、
小
型
自
動
車
﹁
フ
ァ
ミ
リ
ア
﹂

を
あ
い
つ
い
で
発
売
し
た
。
同
車
の
座
席
シ
ー
ト
や
天
井
用
に
日
本
ク
ロ
ス
の
ダ
イ
ヤ
ビ
ニ
ー
ル
が
使
用
さ
れ
、
こ
れ
が

き
っ
か
け
と
な
り
車
輛
内
装
材
へ
の
と
り
く
み
が
本
格
化
し
た
の
で
あ
る
。

●
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
素
材 

エ
レ
ガ
ン
ト
の
発
売

　

昭
和
三
〇
年
代
︵
一
九
五
五
～
︶
は
ナ
イ
ロ
ン
、
テ
ト
ロ
ン
な
ど
合
成
繊
維
の
時
代
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
東
レ
、
帝
人
な
ど
大
手
合
繊
メ
ー
カ
ー
が
中
心
に
な
っ
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
演
出
の
派
手
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
こ
の
こ
ろ
か
ら
で
あ
る
。

　

合
繊
メ
ー
カ
ー
の
活
発
な
仕
掛
に
呼
応
し
て
、
百
貨
店
の
海
外
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
の
提
携
も
活
発
に
な
り
、
一
連
の
相
乗

効
果
で
消
費
者
に
意
識
革
命
を
も
た
ら
し
た
。

　

お
り
か
ら
パ
リ
発
の
﹁
プ
レ
タ
ポ
ル
テ
﹂︵
高
級
既
製
服
︶
が
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
既
製
服
の
マ
イ
ナ
ス
イ

メ
ー
ジ
が
払
拭
さ
れ
て
ゆ
く
。
高
級
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
の
高
い
ア
イ
テ
ム
に
は
消
費
者
の
注
目
が
あ
つ
ま
る
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
。
有
名
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
そ
れ
に
メ
ー
カ
ー
も
参
画
し
て
流
行
を
つ
く
り
だ
し
、
高
度
成
長
期
の
衣
料
マ
ー
ケ

ッ
ト
を
開
拓
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
う
い
う
時
代
の
風
潮
の
な
か
で
、
日
本
ク
ロ
ス
は
ま
ず
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
と
合
成
皮
革
で
、
こ
の
衣
料
分
野
に
参
入
し

て
い
っ
た
。

ビニルレザー「エレガント」 エレガントのラベル
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﹁
エ
レ
ガ
ン
ト
﹂
は
、
日
本
で
最
初
に
衣
料
の
表
素
材
と
し
て
市
場
に
投
入
し
た
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
で
あ
る
。
伸
縮
性
の
あ

る
防
寒
防
水
の
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
で
、﹁
革
よ
り
も
や
わ
ら
か
く
、
ウ
ー
ル
よ
り
も
暖
か
い
﹂
と
い
う
の
が
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
で
あ
っ
た
。

　

一
九
五
六
年
︵
昭
和
三
一
︶
に
開
発
し
、
市
場
に
投
入
し
た
が
、
当
時
の
衣
料
業
界
に
は
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
が
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
た
め
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
感
覚
の
新
し
い
素
材
と
し
て
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
衣
料
業
界
の
注
目
を
あ
つ
め
、
カ
ー
コ

ー
ト
や
ジ
ャ
ン
パ
ー
な
ど
に
つ
か
わ
れ
、
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
・
ブ
ー
ム
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
当
時
流
行
の
﹁
カ
ミ
ナ
リ

ジ
ャ
ン
パ
ー
﹂
に
は
、
こ
の
エ
レ
ガ
ン
ト
が
つ
か
わ
れ
て
い
た
。
発
売
当
初
か
ら
人
気
を
あ
つ
め
、
そ
の
生
産
量
は
五
か

月
連
続
で
月
間
一
〇
万
メ
ー
ト
ル
を
記
録
し
た
。

　

さ
ら
に
一
九
五
九
年
︵
昭
和
三
四
︶
に
は
、
ビ
ニ
ロ
ン
の
ニ
ッ
ト
ベ
ー
ス
に
塩
化
ビ
ニ
ル
を
塗
っ
た
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
を

開
発
し
、﹁
ミ
ュ
ー
ロ
ン
エ
レ
ガ
ン
ト
﹂
と
い
う
商
標
で
同
年
七
月
に
発
売
し
た
。
大
日
本
紡
績
の
ビ
ニ
ロ
ン
﹁
ミ
ュ
ー

ロ
ン
﹂
を
使
用
し
、
三
〇
色
の
カ
ラ
ー
展
開
を
は
か
っ
た
同
シ
リ
ー
ズ
は
、
エ
レ
ガ
ン
ト
を
さ
ら
に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し

た
も
の
で
、
軽
く
て
伸
縮
性
、
弾
力
性
が
あ
る
と
い
う
の
が
ウ
リ
だ
っ
た
。

　

同
製
品
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
素
材
と
し
て
、
幅
ひ
ろ
い
用
途
を
め
ざ
し
た
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
で
あ
っ
た
。
婦
人
用
の
カ
ー
コ

ー
ト
や
子
供
用
ス
ー
ツ
、
ス
ポ
ー
ツ
感
覚
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
、
レ
イ
ン
コ
ー
ト
な
ど
に
つ
か
わ
れ
、
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
・
ブ
ー

ム
の
主
役
と
な
っ
た
。
当
時
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
ひ
か
え
て
、
ス
ポ
ー
ツ
ブ
ー
ム
の
ま
っ
た
だ
な
か
で
あ
る
。
ス
ポ

ー
テ
ィ
な
カ
ジ
ュ
ア
ル
素
材
と
し
て
う
け
い
れ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

●
合
成
皮
革 

ハ
イ
ピ
ー
ル
を
発
売
す
る

　

日
本
ク
ロ
ス
は
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
の
メ
ー
カ
ー
と
し
て
出
発
し
て
い
る
。
水
性
塗
料
に
よ
る
ブ
ッ
ク
バ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
・

ク
ロ
ス
に
は
じ
ま
り
、
油
性
塗
料
に
よ
る
オ
イ
ル
ク
ロ
ス
、
硝
化
綿
塗
料
に
よ
る
レ
ザ
ー
ク
ロ
ス
、
さ
ら
に
戦
後
は
ビ
ニ

ル
塗
料
に
よ
る
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
へ
と
、
ひ
ろ
い
意
味
で
の
ク
ロ
ス
製
品
の
幅
を
ひ
ろ
げ
て
き
た
。

　

オ
イ
ル
ク
ロ
ス
、
レ
ザ
ー
ク
ロ
ス
、
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
な
ど
は
擬
革
、
つ
ま
り
革
に
似
せ
た
も
の
と
い
う
わ
け
で
人
造
皮

革
の
一
種
で
あ
る
。
そ
の
延
長
線
上
に
み
え
て
く
る
の
は
、
お
の
ず
と
合
成
皮
革
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

合
成
皮
革
と
は
皮
革
の
よ
う
な
外
観
を
実
現
し
た
人
工
素
材
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
織
・
編
物
の
布
地
を
ベ
ー
ス
に
、
ウ

レ
タ
ン
樹
脂
や
塩
化
ビ
ニ
ル
な
ど
合
成
樹
脂
を
塗
っ
た
表
面
層
に
型
押
し
し
て
、
天
然
皮
革
の
よ
う
な
外
観
に
仕
上
げ
た

も
の
で
あ
る
。
触
感
や
風
合
い
が
皮
革
に
よ
く
似
て
お
り
、
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
と
は
ち
が
っ
た
新
し
い
素
材
と
し
て
世
に
う

ハイピール製品 ハイピールのロゴ 
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け
い
れ
ら
れ
、﹁
合
成
皮
革
﹂
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

合
成
皮
革
と
い
う
呼
称
が
一
般
的
に
な
る
の
は
、
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
や
靴
な
ど
の
素
材
と
し
て
つ
か
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
一
九
六
〇
年
︵
昭
和
三
五
︶
前
後
か
ら
で
あ
る
。
藤
倉
ゴ
ム
工
業
の
﹁
ゴ
ー
ル
ド
キ
ッ
ド
﹂、
東
洋
ク
ロ
ス
の
﹁
デ
ラ

ク
ー
ル
﹂
な
ど
を
使
用
し
た
靴
や
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
が
市
場
に
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
た
。
い
ず
れ
も
湿
式
ポ
リ
ア
ミ
ド
系
の
合

成
皮
革
で
あ
っ
た
。

　

日
本
ク
ロ
ス
が
最
初
に
合
成
皮
革
と
し
て
発
表
し
、
世
に
お
く
り
だ
し
た
の
は
一
九
六
〇
年
︵
昭
和
三
五
︶
五
月
発
売

の
﹁
ハ
イ
ピ
ー
ル
﹂
で
あ
る
。

　

東
レ
の
ナ
イ
ロ
ン
繊
維
を
使
用
し
た
不
織
布
、
あ
る
い
は
ビ
ニ
ロ
ン
メ
リ
ヤ
ス
を
ベ
ー
ス
に
ナ
イ
ロ
ン
樹
脂
を
塗
っ
た

製
品
で
、
京
都
工
場
製
造
二
課
の
開
発
で
あ
る
。

　

ナ
イ
ロ
ン
樹
脂
に
よ
る
合
成
皮
革
に
は
、
ゴ
ー
ル
ド
キ
ッ
ド
︵
藤
倉
ゴ
ム
︶、
デ
ラ
ク
ー
ル
︵
東
洋
ク
ロ
ス
︶
な
ど
が

あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
ベ
ー
ス
ク
ロ
ス
は
平
織
、
綾
織
、
メ
リ
ヤ
ス
な
ど
の
織
物
な
い
し
は
編
物
で
あ
っ
た
。
ハ
イ
ピ
ー

ル
は
ベ
ー
ス
が
不
織
布
で
あ
る
た
め
、
カ
ッ
ト
の
自
由
性
、
伸
縮
度
の
均
一
性
な
ど
不
織
布
の
特
性
を
活
か
し
た
新
し
い

合
成
皮
革
で
あ
っ
た
。

　

ハ
イ
ピ
ー
ル
は
用
途
に
よ
っ
て
六
タ
イ
プ
あ
っ
た
。
柔
軟
な
羊
皮
の
感
触
を
も
つ
も
の
︵
Ｒ
タ
イ
プ
︶、
強
度
ア
ッ
プ

さ
せ
た
も
の
︵
Ｑ
タ
イ
プ
︶、
本
革
の
用
途
を
ね
ら
っ
た
も
の
︵
Ｓ
タ
イ
プ
︶、
鹿
革
の
タ
ッ
チ
を
実
現
し
た
タ
イ
プ
︵
エ

レ
ガ
ン
ト
・
タ
イ
プ
︶、
そ
の
ほ
か
床
皮
用
途
︵
Ｐ
タ
イ
プ
︶、
書
籍
装
幀
用
途
︵
Ｂ
タ
イ
プ
︶
な
ど
も
あ
っ
た
。
具
体
的

に
は
、
帽
子
、
カ
ー
コ
ー
ト
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
、
手
袋
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
・
カ
ジ
ュ
ア
ル
衣
料
か
ら
、
鞄
・
袋
物
、
室
内
装

飾
、
椅
子
貼
り
、
車
輛
・
船
舶
シ
ー
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
用
具
、
手
帳
・
ア
ル
バ
ム
な
ど
の
文
具
紙
工
製
品
、
書
籍
装
幀
な
ど

に
お
よ
ん
で
い
た
。

　

一
九
六
三
年
︵
昭
和
三
八
︶
に
は
バ
ッ
ク
ス
キ
ン
調
の
﹁
ハ
イ
ピ
ー
ル
ス
エ
ー
ド
﹂
が
加
わ
っ
た
。
柔
軟
な
発
泡
ビ
ニ

ル
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
特
殊
接
着
剤
に
よ
っ
て
植
毛
し
た
合
成
皮
革
で
、
衣
料
用
表
素
材
と
し
て
発
売
し
た
。

ハイピールスエード
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第
三
節  
大
型
出
版
と
装
幀
ク
ロ
ス

●
全
集
出
版
の
時
代
が
到
来
す
る

　

神
武
景
気
の
後
は
岩
戸
景
気
⋮
⋮
。
長
期
に
わ
た
る
大
型
の
好
景
気
は
出
版
界
に
も
お
お
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。

そ
の
導
火
線
と
な
っ
た
の
は
週
刊
誌
ブ
ー
ム
で
あ
る
。

　

一
九
五
六
年
︵
昭
和
三
一
︶
の
﹃
週
刊
新
潮
﹄
創
刊
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
翌
年
か
ら
創
刊

ラ
ッ
シ
ュ
が
は
じ
ま
る
。
週
刊
誌
ブ
ー
ム
は
読
書
人
口
の
拡
大
に
お
お
き
な
役
割
を
は
た
し
た
。
そ
れ
ま
で
読
書
に
縁
が

な
か
っ
た
人
た
ち
に
も
読
書
の
お
も
し
ろ
さ
を
知
ら
し
め
、
や
が
て
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
ス
、
一
般
書
籍
、
全
集
へ
と
み
ち

び
い
た
。
出
版
界
に
も
大
量
生
産
、
大
量
宣
伝
、
大
量
販
売
の
時
代
が
や
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

一
九
五
九
年
︵
昭
和
三
四
︶
に
は
歴
史
書
ブ
ー
ム
、
経
営
書
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
上
半
期
は
、
河
出

書
房
新
社
の
﹃
現
代
人
の
日
本
史
﹄︵
全
一
八
巻
︶
や
読
売
新
聞
社
の
﹃
日
本
の
歴
史
﹄︵
全
一
二
巻
︶
な
ど
が
各
巻
と
も

に
好
調
な
売
れ
ゆ
き
を
し
め
し
、
日
本
史
も
の
の
刊
行
が
あ
い
つ
い
だ
。
下
半
期
は
経
営
書
ブ
ー
ム
が
や
っ
て
く
る
の
だ

が
、
こ
れ
は
ひ
と
え
に
前
年
に
刊
行
さ
れ
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
坂
本
藤
良
著
﹃
経
営
学
入
門
﹄︵
光
文
社
・
カ
ッ

パ
ブ
ッ
ク
ス
︶
が
も
た
ら
し
た
も
の
と
み
て
い
い
だ
ろ
う
。
岩
波
書
店
の
﹃
現
代
日
本
産
業
講
座
﹄︵
全
八
巻
︶、
有
斐
閣

の
﹃
日
本
の
産
業
シ
リ
ー
ズ
﹄、
中
央
公
論
社
の
﹃
現
代
経
営
学
全
集
﹄︵
全
六
巻
︶
な
ど
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
翌
一
九
六
〇
年
︵
昭
和
三
五
︶
に
か
け
て
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
サ
イ
ズ
︵
小
Ｂ
六
判
︶
の
全
集
出
版
が
活
発
に
な

っ
て
く
る
。
こ
の
年
度
だ
け
で
も
一
七
七
の
刊
行
が
あ
っ
た
。
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

﹃
日
本
文
学
全
集
﹄﹃
世
界
文
学
全
集
﹄︵
新
潮
社
︶、﹃
世
界
文
学
全
集
﹄﹃
日
本
文
学
全
集
﹄︵
河
出
書
房
新
社
︶、﹃
世
界

名
作
全
集
﹄﹃
世
界
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
全
集
﹄﹃
世
界
の
歴
史
﹄︵
筑
摩
書
房
︶、﹃
世
界
の
歴
史
﹄︵
中
央
公
論
社
︶、﹃
世

界
教
養
全
集
﹄︵
平
凡
社
︶、﹃
少
年
少
女
世
界
文
学
全
集
﹄︵
講
談
社
︶、﹃
少
年
少
女
世
界
名
作
文
学
全
集
﹄︵
小
学
館
︶。

　

好
景
気
を
背
景
に
し
て
、
各
出
版
社
は
そ
れ
ぞ
れ
企
画
に
工
夫
を
こ
ら
し
て
、
マ
ス
・
プ
ロ
、
マ
ス
・
セ
ー
ル
に
向
か

っ
た
の
で
あ
る
。

　

百
科
事
典
に
代
表
さ
れ
る
大
型
出
版
も
、
こ
の
期
か
ら
は
じ
ま
っ
て
お
り
、
一
九
五
四
年
︵
昭
和
二
九
︶
に
は
平
凡
社

が
創
業
四
〇
周
年
記
念
出
版
で
、﹃
世
界
大
百
科
事
典
﹄︵
全
三
二
巻
、
一
九
五
九
年
完
結
︶
の
刊
行
を
発
表
、
一
九
六
一

講談社の『少年少女世界文学全集」
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年
︵
昭
和
三
六
︶
に
は
﹃
国
民
百
科
事
典
﹄︵
全
七
巻
︶
の
刊
行
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

●
全
集
用
の
装
幀
ク
ロ
ス
の
充
実
を
図
る

　

一
九
六
〇
年
︵
昭
和
三
五
︶
か
ら
は
じ
ま
っ
た
コ
ン
パ
ク
ト
サ
イ
ズ
の
全
集
は
一
七
七
に
も
お
よ
ん
だ
と
の
べ
た
が
、

日
本
ク
ロ
ス
の
ク
ロ
ス
が
使
用
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、
中
央
公
論
社
の
﹃
世
界
の
歴
史
﹄︵
バ
ク
ラ
ム
を
使
用
︶
と
講
談

社
の
﹃
少
年
少
女
世
界
文
学
全
集
﹄︵
パ
ナ
マ
ク
ロ
ス
を
使
用
︶
で
あ
る
。

　

日
本
ク
ロ
ス
で
は
、
昭
和
三
〇
年
代
︵
一
九
五
五
～
︶
に
は
い
っ
て
、
本
格
的
な
大
型
出
版
の
到
来
に
そ
な
え
て
、
京

都
工
場
で
は
も
っ
ぱ
ら
全
集
用
の
布
ク
ロ
ス
の
充
実
化
に
つ
と
め
て
い
る
。

﹁
バ
ク
ラ
ム
﹂﹁
カ
ン
バ
ス
﹂﹁
ア
ー
ト
ベ
ラ
ム
﹂﹁
ア
ー
ト
カ
ン
ブ
リ
ッ
ク
﹂﹁
ス
ペ
シ
ャ
ル
プ
レ
ン
﹂
な
ど
の
基
本
商
品

に
つ
い
て
は
、
ベ
ー
ス
の
種
類
や
カ
ラ
ー
展
開
で
幅
ひ
ろ
い
製
品
群
と
し
て
と
と
の
え
た
。

﹁
パ
ー
ル
カ
ン
バ
ス
﹂﹁
フ
ァ
イ
ン
カ
ン
バ
ス
﹂﹁
マ
ル
チ
ベ
ラ
ム
﹂﹁
リ
フ
ァ
イ
ン
ク
ロ
ス
﹂
な
ど
の
新
し
い
製
品
も
こ

の
期
に
登
場
し
て
い
る
。

﹁
パ
ー
ル
カ
ン
バ
ス
﹂
は
す
っ
き
り
清
ら
か
な
真
珠
の
光
沢
と
カ
ン
バ
ス
の
落
ち
着
い
た
印
象
と
を
あ
わ
せ
も
つ
タ
イ
プ

で
、
豪
華
で
近
代
的
な
感
覚
に
あ
ふ
れ
た
布
ク
ロ
ス
で
あ
る
。
強
靱
で
厚
め
の
ベ
ー
ス
ク
ロ
ス
を
使
用
し
て
い
る
た
め
長

期
保
存
に
も
耐
え
る
。
豪
華
本
な
ど
に
適
し
た
ク
ロ
ス
で
あ
る
。

﹁
フ
ァ
イ
ン
カ
ン
バ
ス
﹂
も
厚
手
の
ベ
ー
ス
を
使
用
し
て
い
る
が
、
重
厚
で
ク
ラ
シ
カ
ル
な
タ
イ
プ
で
あ
る
。
最
高
級
の

布
ク
ロ
ス
で
事
典
や
辞
典
、
豪
華
刊
行
物
に
最
適
の
布
ク
ロ
ス
で
あ
る
。

﹁
マ
ル
チ
ベ
ラ
ム
﹂
は
印
刷
適
性
を
そ
な
え
る
新
し
い
ク
ロ
ス
で
あ
る
。
多
色
刷
り
に
よ
っ
て
、
デ
ザ
イ
ン
を
自
由
奔
放

に
活
か
し
た
装
幀
が
実
現
で
き
る
。
繊
細
な
布
目
や
ラ
フ
な
感
じ
の
布
目
を
活
か
せ
る
よ
う
五
タ
イ
プ
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

し
て
い
た
。

﹁
リ
フ
ァ
イ
ン
ク
ロ
ス
﹂
は
普
及
品
タ
イ
プ
で
あ
り
な
が
ら
、
塗
膜
が
は
げ
お
ち
る
こ
と
も
な
く
耐
水
性
も
あ
る
。
参
考

書
や
学
習
書
な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
廉
価
版
用
の
布
ク
ロ
ス
で
あ
っ
た
。

●
『
広
辞
苑
』
と
と
も
に
六
五
年
…
…
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岩
波
書
店
の
﹃
広
辞
苑
﹄
は
日
本
を
代
表
す
る
国
語
辞
典
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
二
〇
一
八
年
︵
平
成
三
〇
︶
一
月
に
第

七
版
が
刊
行
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
る
。

　

初
版
の
刊
行
が
一
九
五
五
年
︵
昭
和
三
〇
︶
五
月
二
五
日
だ
か
ら
、
今
年
︵
二
〇
二
〇
年
︶
で
ち
ょ
う
ど
六
五
年
目
に

な
る
。
時
代
が
か
わ
れ
ば
、
こ
と
ば
も
か
わ
る
。
時
代
に
よ
り
そ
っ
て
内
容
も
刷
新
し
つ
づ
け
、
い
ま
や
日
本
語
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
と
い
わ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
編
者
は
国
語
学
者
の
新し

ん

村む
ら

出い
ず
るで

、﹃
広
辞
苑
﹄
と
い
え
ば
﹁
新
村
出
﹂、

﹁
新
村
出
﹂
と
い
え
ば
﹃
広
辞
苑
﹄
が
す
ぐ
に
想
起
さ
れ
、
い
ま
や
両
者
は
ほ
と
ん
ど
同
義
語
に
な
っ
て
い
る
。

﹃
広
辞
苑
﹄
は
こ
と
ば
の
意
味
を
調
べ
る
辞
書
で
あ
る
と
と
も
に
小
型
の
百
科
事
典
と
し
て
の
性
格
を
か
ね
そ
な
え
た
辞

典
で
あ
る
。
簡
潔
で
的
確
、
わ
り
や
す
い
表
現
で
解
説
さ
れ
、
な
に
よ
り
も
用
例
と
引
用
が
豊
富
で
、
三
〇
〇
〇
点
以
上

の
図
版
や
地
図
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
語
彙
の
選
び
方
や
記
述
が
ど
こ
か
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
の
で
、
読
ん
で
お
も
し
ろ
い
辞

書
で
も
あ
る
。

　

初
版
一
〇
〇
万
部
︵
一
四
年
間
︶
に
お
よ
び
、
そ
れ
以
降
版
を
か
さ
ね
て
累
計
で
は
一
〇
〇
〇
万
部
を
超
え
て
い
る
と

い
う
。
ち
な
み
に
初
版
の
単
価
は
二
〇
〇
〇
円
だ
っ
た
︵
現
在
の
貨
幣
価
値
に
換
算
す
る
と
、
八
〇
〇
〇
円
見
当
と
い
う

と
こ
ろ
か
︶。

　

こ
の
﹃
広
辞
苑
﹄
初
版
の
装
幀
に
つ
か
わ
れ
た
の
が
、
日
本
ク
ロ
ス
の
布
ク
ロ
ス
﹁
リ
ネ
ン
バ
ク
ラ
ム
﹂
で
あ
っ
た
。

以
降
現
在
に
い
た
る
ま
で
、
バ
ク
ラ
ム
系
ク
ロ
ス
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

あ
の
浅あ

さ

葱ぎ

色
の
布
ク
ロ
ス
が
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
あ
が
っ
た
の
か
。
初
版
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
も
い
う
べ
き
秋
田

弘
さ
ん
︵
岩
波
書
店
辞
典
部
︶
の
エ
ッ
セ
イ
﹁
広
辞
苑
と
装
丁
﹂
の
な
か
に
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

﹁
広
辞
苑
﹂
の
装
丁
は
安
井
曾
太
郎
画
伯
に
よ
る
。
画
伯
は
見
返
し
、
箱
、
表
紙
、
カ
バ
ー
の
地
色
を
そ
れ
ぞ
れ
指

定
さ
れ
た
。
表
紙
に
例
を
と
れ
ば
、
浅
葱
色
と
で
も
言
お
う
か
。
和
紙
に
絵
の
具
で
書
か
れ
た
小
紙
片
、
こ
れ
が
具

体
的
に
示
さ
れ
た
色
見
本
の
す
べ
て
で
あ
る
。
筆
む
ら
が
あ
り
、
色
相
も
明
度
も
単
純
で
な
い
。
ま
し
て
ク
ロ
ス
と

い
う
全
く
異
質
の
素
材
に
こ
れ
を
再
現
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。
色
そ
れ
自
体
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
一
冊
の
本

と
し
て
仕
上
が
っ
た
時
の
感
触
・
色
感
を
大
切
に
し
た
い
。

　

装
丁
者
と
編
集
者
と
ク
ロ
ス
専
門
家
と
の
間
で
イ
メ
ー
ジ
を
共
通
す
る
こ
と
が
も
と
め
ら
れ
る
。
Ａ
５
判
二
五
〇

〇
ペ
ー
ジ
と
い
う
物
理
的
な
態
様
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
辞
書
と
し
て
中
身
そ
の
も
の
、
想
定
さ
れ
る
読
者
な
ど
媒
体

と
し
て
、
三
者
共
通
の
像
が
結
ば
れ
る
。
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
迷
惑
な
話
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に
し
て
ク

ロ
ス
づ
く
り
な
ら
ぬ
、
本
造
り
に
参
与
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
の
呼
吸
が
う
ま
く
行
っ
た
時
、

岩波書店の『広辞苑』
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よ
い
ク
ロ
ス
が
で
き
る
。
今
や
お
な
じ
み
の
、
あ
の
バ
ク
ラ
ム
系
の
﹁
広
辞
苑
﹂
の
表
紙
が
そ
れ
で
あ
る
。
技
術
を

超
え
た
心
と
心
の
触
れ
あ
い
の
所
産
だ
と
い
う
思
い
が
つ
よ
い
。

﹃
広
辞
苑
﹄
が
版
を
か
さ
ね
な
が
ら
半
世
紀
を
超
え
、
二
〇
一
八
年
︵
平
成
三
〇
︶
一
月
に
は
第
七
版
が
刊
行
さ
れ
た
。

表
紙
の
装
幀
に
は
い
ま
な
お
同
じ
ク
ロ
ス
が
つ
か
わ
れ
て
い
る
。
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
製
品
を
み
わ
た
し
て
、
こ
の
よ
う
な
事

例
は
ほ
か
に
な
い
。
装
幀
者
と
編
集
者
の
熱
い
想
い
を
ひ
し
ひ
し
感
じ
な
が
ら
、
協
同
作
業
に
参
画
で
き
た
こ
と
は
ク
ロ

ス
メ
ー
カ
ー
と
し
て
果
報
な
こ
と
、
こ
の
う
え
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
創
立
一
〇
〇
周
年
を
む
か
え
た
ダ
イ
ニ
ッ
ク
に
と

っ
て
、
ま
さ
に
記
念
碑
的
な
出
来
事
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
﹃
広
辞
苑
﹄
と
双
璧
を
な
す
国
語
辞
典
と
し
て
世
評
高
い
の
が
三
省
堂
刊
﹃
大
辞
林
﹄︵
編
者
・
松
村
明
︶
で
あ

る
。

﹃
大
辞
林
﹄
は
、
お
よ
そ
三
〇
年
の
歳
月
を
か
け
て
編
纂
さ
れ
、
一
九
八
八
年
︵
昭
和
六
三
︶
一
一
月
三
日
に
第
一
版
が

刊
行
さ
れ
て
い
る
。
国
語
辞
典
で
あ
る
と
と
も
に
百
科
事
典
と
し
て
の
要
素
も
も
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
は
﹃
広
辞
苑
﹄

と
お
な
じ
だ
が
、﹃
大
辞
林
﹄
は
基
本
的
に
﹃
広
辞
苑
﹄
と
編
纂
方
針
を
異
に
し
て
い
る
。

﹃
広
辞
苑
﹄
は
歴
史
的
に
み
て
古
い
ほ
う
か
ら
、
こ
と
ば
の
意
味
や
用
例
を
と
り
あ
げ
て
ゆ
く
が
、﹃
大
辞
林
﹄
で
は
、

現
代
の
つ
か
わ
れ
か
た
を
き
ち
ん
と
押
さ
え
て
、
そ
の
う
え
で
過
去
の
時
代
の
つ
か
わ
れ
か
た
や
意
味
を
と
り
あ
げ
て
ゆ

く
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
決
定
的
な
ち
が
い
が
あ
る
。

　

新
し
い
辞
典
の
あ
り
か
た
と
し
て
注
目
さ
れ
、 

第
二
版
、
第
三
版
、
第
四
版
と
版
を
か
さ
ね
る
に
つ
れ
て
高
い
支
持
を

あ
つ
め
て
い
る
。

﹃
大
辞
林
﹄
の
装
幀
は
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
杉
浦
康
平
、
谷
村
彰
彦
︵
第
四
版
は
杉
浦
康
平
、
佐
藤
篤
司
︶
の

手
に
な
る
も
の
だ
が
、
表
紙
の
装
幀
に
ダ
イ
ニ
ッ
ク
︵
一
九
七
四
年
に
日
本
ク
ロ
ス
か
ら
社
名
変
更
︶
の
﹁
ニ
ュ
ー
マ
イ

テ
ィ
カ
ー
フ
﹂︵
Ｃ
︱
６
131
︶
が
つ
か
わ
れ
た
。
革
シ
ボ
の
エ
ン
ボ
ス
の
あ
る
新
し
い
布
ク
ロ
ス
で
あ
る
。
第
二
版
の
途

中
か
ら
﹁
ニ
ュ
ー
マ
イ
テ
ィ
カ
ー
フ
Ｐ
﹂︵
Ｗ
749
︶
と
な
り
、
第
三
版
で
は
﹁
Ｓ
Ｇ
ニ
ュ
ー
マ
イ
テ
ィ
カ
ー
フ
Ｐ
﹂︵
Ｗ

64
︶、
第
四
版
で
は
﹁
Ｓ
Ｇ
ニ
ュ
ー
マ
イ
テ
ィ
カ
ー
フ
Ｐ
﹂︵
Ｗ
621
︶
と
な
っ
た
が
、
一
貫
し
て
ニ
ュ
ー
マ
イ
テ
ィ
カ
ー
フ

が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

﹃
広
辞
苑
﹄
は
糸
目
を
強
調
し
た
伝
統
的
な
ク
ロ
ス
・
バ
ク
ラ
ム
が
つ
か
わ
れ
、﹃
大
辞
林
﹄
で
は
現
代
感
覚
あ
ふ
れ
た

皮
革
調
の
ニ
ュ
ー
マ
イ
テ
ィ
カ
ー
フ
が
つ
か
わ
れ
て
い
る
。
好
対
照
を
な
す
辞
典
の
個
性
が
奇
し
く
も
装
幀
の
う
え
に
も

反
映
さ
れ
て
い
る
。

三省堂の『大辞林』
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な
お
、
一
九
九
五
年
︵
平
成
七
︶
に
は
小
学
館
の
﹃
大
辞
泉
﹄︵
監
修
・
松
村
明
︶
が
刊
行
さ
れ
、
増
補
版
、
第
二
版

と
版
を
か
さ
ね
て
い
る
。﹃
広
辞
苑
﹄﹃
大
辞
林
﹄
と
と
も
に
、
現
在
は
中
型
国
語
辞
典
の
ビ
ッ
グ
３
を
な
し
て
い
る
。

﹃
大
辞
泉
﹄
の
語
釈
の
と
り
あ
げ
か
た
も
、
現
代
の
つ
か
わ
れ
か
た
か
ら
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
ゆ
く
か
た
ち
を
と
っ
て

お
り
、﹃
大
辞
林
﹄
と
ほ
ぼ
お
な
じ
で
あ
る
。
カ
ラ
ー
図
版
が
多
く
、
流
行
語
や
新
語
も
豊
富
、
横
組
み
︵
第
二
版
よ
り
︶

の
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
同
書
の
装
幀
に
も
﹁
ニ
ュ
ー
マ
イ
テ
ィ
カ
ー
フ
Ｈ
﹂︵
Ｄ
Ｎ1025, 1026

︶

が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

●
斬
新
な
洒
落
た
装
幀
に
ク
ロ
ス
が
一
役

　

一
九
五
一
年
︵
昭
和
二
六
︶
に
開
発
し
、
市
場
に
投
入
し
た
カ
ン
バ
ス
ペ
ー
パ
ー
は
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
紙
で
あ

り
な
が
ら
、
布
の
よ
う
な
感
覚
を
も
つ
ク
ロ
ス
で
あ
る
。
く
る
み
製
本
の
表
紙
と
し
て
学
術
書
や
理
工
図
書
な
ど
に
ひ
ろ

く
つ
か
わ
れ
て
い
た
。

　

カ
ン
バ
ス
ペ
ー
パ
ー
の
ト
ピ
ッ
ク
を
あ
げ
れ
ば
、
一
九
五
七
年
︵
昭
和
三
二
︶
の
超
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
、
原は

ら

田だ

康や
す

子こ

著

﹃
挽ば

ん

歌か

﹄︵
東
都
書
房
刊
︶
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

八
〇
〇
枚
の
長
編
小
説
﹃
挽
歌
﹄
は
一
九
五
五
年
︵
昭
和
三
〇
︶
六
月
か
ら
一
九
五
六
年
︵
昭
和
三
一
︶
七
月
ま
で
、

釧
路
で
発
行
さ
れ
た
ガ
リ
版
刷
り
の
同
人
誌
﹃
北
海
文
学
﹄
に
一
〇
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
て
い
る
。
連
載
終
了
後
に

中
央
の
出
版
社
︵
東
都
書
房
＝
講
談
社
系
列
︶
か
ら
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
︵
一
九
五
六
年
一
二
月
︶、
七
二
万
部
と

い
う
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。
地
方
の
無
名
の
新
人
が
伊い

藤と
う

整せ
い

な
ど
文
壇
の
大
家
た
ち
か
ら
賞
賛
さ
れ
た
の
も
異
例

だ
っ
た
。

　

あ
か
る
く
モ
ダ
ン
で
現
代
的
な
街
と
し
て
描
か
れ
た
釧
路
を
背
景
に
し
て
、
若
さ
ゆ
え
の
あ
や
う
さ
、
残
酷
さ
、
そ
し

て
儚は

か
な

さ
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
刊
行
さ
れ
て
半
世
紀
を
超
え
て
い
る
が
、
現
在
読
ん
で
も
中
身
は
す
こ
し
も
古
び
て
い
な

い
。
主
人
公
は
女
学
校
を
終
え
て
定
職
に
は
つ
か
ず
、
劇
団
の
仕
事
を
し
て
い
る
女
性
と
い
う
設
定
で
あ
る
。

　

昔
も
今
も
不
倫
は
道
徳
的
に
も
社
会
的
に
も
容
認
さ
れ
な
い
タ
ブ
ー
だ
が
、
当
時
は
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

そ
ん
な
時
代
に
妻
子
あ
る
中
年
男
と
の
恋
愛
、
そ
し
て
そ
の
妻
の
不
倫
と
自
殺
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
は
衝
撃
的
で
あ
る
。

　

こ
の
﹃
挽
歌
﹄
の
単
行
本
に
カ
ン
バ
ス
ペ
ー
パ
ー
の
Ｓ
Ｎ
四
六
判
が
使
用
さ
れ
た
。
く
る
み
表
紙
の
文
芸
書
に
日
本
ク

ロ
ス
の
紙
ク
ロ
ス
が
つ
か
わ
れ
た
最
初
の
本
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

同
書
は
Ｂ
６
判
、
二
六
八
ペ
ー
ジ
、
表
紙
は
紙
ク
ロ
ス
、
薄
ボ
ー
ル
凾
入
で
、
本
文
中
に
カ
ッ
ト
を
あ
し
ら
う
と
い
う
、

小学館の『大辞泉』
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ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
も
た
い
へ
ん
斬
新
な
つ
く
り
で
あ
っ
た
。
装
幀
と
カ
ッ
ト
は
岩
佐
清
、
題
字
は
同
作
を
世
に
出

し
た
作
家
・
伊
藤
整
の
手
に
な
る
。

　

新
聞
広
告
も
そ
れ
ま
で
の
書
籍
広
告
の
常
識
を
超
え
て
い
た
。
主
人
公
ら
し
い
女
性
モ
デ
ル
を
起
用
し
て
、
釧
路
の
寂

じ
ゃ
く

寞ま
く

と
し
た
冬
木
立
の
な
か
で
物
憂
げ
に
佇た

た
ず

む
姿
を
あ
し
ら
い
、
い
か
に
も
屈
折
し
た
不
倫
の
物
語
ら
し
い
雰
囲
気
を
も
た

ら
し
て
い
る
。

　

書
籍
の
装
幀
デ
ザ
イ
ン
は
、
本
の
﹁
包
装
﹂
で
あ
り
、
広
告
の
機
能
も
あ
わ
せ
も
っ
て
い
る
が
、
カ
ン
バ
ス
ペ
ー
パ
ー

を
つ
か
っ
た
表
紙
は
、
新
鮮
で
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
作
品
世
界
の
ム
ー
ド
と
し
っ
か
り
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
。

東都書房刊『挽歌』
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第
四
節  
多
様
化
す
る
ク
ロ
ス
製
品

●
教
科
書
用
ク
ロ
ス
の
充
実

　

日
本
ク
ロ
ス
に
と
っ
て
創
立
以
来
の
柱
で
あ
る
教
科
書
用
ク
ロ
ス
は
、
昭
和
三
〇
年
代
︵
一
九
五
五
～
︶
に
な
っ
て
、

製
品
群
と
し
て
質
的
に
充
実
期
を
む
か
え
て
い
る
。

　

前
章
で
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
三
〇
年
版
教
科
書
で
学
校
図
書
株
式
会
社
が
採
用
し
た
裁
ち
切
り
の
厚
表
紙
に
よ
る
方

式
は
、
新
し
い
教
科
書
の
装
幀
と
し
て
業
界
の
注
目
を
あ
つ
め
て
い
た
。
同
社
の
み
が
日
本
ク
ロ
ス
の
新
製
品
シ
ル
バ
ー

ボ
ー
ド
を
つ
か
っ
て
裁
ち
切
り
厚
表
紙
ス
タ
イ
ル
を
採
用
し
た
が
、
他
社
は
い
ぜ
ん
と
し
て
背
貼
り
方
式
を
と
っ
て
い
た
。

　

一
九
五
八
年
︵
昭
和
三
三
︶
一
〇
月
、
文
部
省
は
新
学
習
指
導
要
領
を
告
示
、
小
学
校
用
教
科
書
は
一
九
六
一
年
︵
昭

和
三
六
︶
度
よ
り
、
中
学
校
用
は
一
九
六
二
年
︵
昭
和
三
七
︶
度
、
高
等
学
校
用
は
一
九
六
三
年
︵
昭
和
三
八
︶
度
か
ら

改
編
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

教
科
書
会
社
は
三
六
年
版
の
刷
新
に
あ
た
っ
て
、
内
容
だ
け
で
な
く
、
装
幀
も
あ
わ
せ
て
一
新
す
る
こ
と
に
ふ
み
き
っ

た
が
、
各
社
と
も
に
三
〇
年
版
教
科
書
で
好
評
だ
っ
た
学
校
図
書
の
裁
ち
切
り
の
厚
表
紙
方
式
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。

と
く
に
発
行
部
数
の
多
い
、
東
京
書
籍
、
二
葉
、
大
日
本
図
書
、
教
育
出
版
、
日
本
書
籍
な
ど
が
全
面
採
用
に
ふ
み
き
っ

た
。
東
京
工
場
の
紙
ク
ロ
ス
・
シ
ル
バ
ー
ボ
ー
ド
、
ダ
イ
ヤ
ボ
ー
ド
の
受
注
量
は
倍
増
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
一
部
で
く
る

み
製
本
の
採
用
な
ど
も
あ
り
、
一
気
に
装
幀
の
多
様
化
が
す
す
み
、
教
科
書
用
ク
ロ
ス
の
製
品
開
発
、
品
種
改
良
が
活
発

に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

表
紙
用
と
し
て
は
、
す
で
に
の
べ
た
主
力
の
シ
ル
バ
ー
ボ
ー
ド
、
ダ
イ
ヤ
ボ
ー
ド
の
ほ
か
﹁
ダ
イ
ヤ
ス
カ
ー
フ
Ｐ
﹂

﹁
厚
表
紙
ク
ロ
ス
Ｋ
﹂﹁
厚
表
紙
ク
ロ
ス
Ｎ
﹂
な
ど
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
紙
ク
ロ
ス
製
品
で
、
ハ
ー
ド
に
つ
か
わ
れ
る
教

科
書
を
意
識
し
て
、
耐
折
、
摩
擦
強
度
、
印
刷
効
果
に
す
ぐ
れ
る
製
品
に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
い
た
。

　

新
し
く
投
入
し
た
教
科
書
用
ダ
イ
ヤ
ス
カ
ー
フ
別
口
仕
上
は
、
柔
軟
な
感
覚
を
活
か
し
た
厚
表
紙
用
ク
ロ
ス
で
あ
っ
た
。

中
学
校
、
高
等
学
校
の
教
科
書
用
で
、
裁
ち
切
り
表
紙
に
も
、
く
る
み
表
紙
に
も
使
用
で
き
る
品
種
構
成
に
な
っ
て
い
た
。

　

一
九
六
一
年
︵
昭
和
三
六
︶
ご
ろ
か
ら
は
ビ
ニ
ル
ペ
ー
パ
ー
の
教
科
書
需
要
が
に
わ
か
に
ふ
え
て
い
る
。
そ
の
代
表
的

な
品
種
は
﹁
ダ
イ
ヤ
ビ
ニ
ー
ル
ペ
ー
パ
ー
180
﹂
で
あ
る
。
上
質
紙
に
塩
化
ビ
ニ
ル
を
塗
っ
た
も
の
で
、
表
面
の
被
膜
は
強

新しいスタイルの教科書（紙クロス使用）
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く
て
柔
軟
性
が
あ
る
。
重
厚
な
タ
ッ
チ
の
厚
表
紙
ク
ロ
ス
と
し
て
、
高
等
学
校
の
教
科
書
の
く
る
み
表
紙
に
つ
か
わ
れ
た
。

　

背
貼
り
用
と
し
て
は
リ
フ
ァ
イ
ン
ク
ロ
ス
、
背
貼
り
特
上
ク
ロ
ス
、
特と

く

絖ぬ
め

︵
絹
ベ
ー
ス
に
裏
糊
を
ほ
ど
こ
し
た
も
の
︶

に
、
ダ
イ
ヤ
ク
ロ
ス
な
ど
が
あ
り
、
表
紙
補
強
用
と
し
て
は
裏う

ら

貼は
り

寒か
ん

冷れ
い

紗し
ゃ

、
寒
冷
紗
、
水み

ず

貼は
り

寒か
ん

冷れ
い

紗し
ゃ

な
ど
が
あ
っ
た
。

●
文
具 

紙
工 

包
装
用
の
ク
ロ
ス
の
拡
充

　

教
科
書
用
に
開
発
し
た
シ
ル
バ
ー
ボ
ー
ド
や
ダ
イ
ヤ
ス
カ
ー
フ
、
ミ
ラ
ク
ル
ペ
ー
パ
ー
は
文
具
や
紙
製
品
に
も
つ
か
わ

れ
て
き
た
。
凾
貼
用
ク
ロ
ス
と
し
て
は
す
で
に
前
章
で
の
べ
た
よ
う
に
、
医
薬
凾
貼
用
ク
ロ
ス
、
さ
く
ら
紙
ク
ロ
ス
な
ど

が
あ
り
、
ノ
ー
ト
や
帳
票
の
背
貼
り
ク
ロ
ス
と
し
て
は
、
は
と
紙
ク
ロ
ス
二
号
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
な
か
で
ミ
ラ
ク
ル
ペ
ー
パ
ー
は
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
﹁
ミ
ラ
ク
ル
ペ
ー
パ
ー
200
﹂﹁
ミ
ラ
ク
ル
ペ
ー
パ
ー
400
﹂

が
う
ま
れ
て
い
る
。
鮮
や
か
な
色
彩
と
光
沢
を
も
ち
、
変
色
し
た
り
よ
ご
れ
な
い
、
折
れ
た
り
、
割
れ
た
り
す
る
こ
と
も

な
い
。
第
八
回
輸
出
包
装
展
で
﹁
通
産
省
軽
工
業
局
局
長
賞
﹂
を
う
け
る
な
ど
好
評
で
あ
っ
た
。
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
、
ノ
ー

ト
ブ
ッ
ク
、
カ
タ
ロ
グ
、
書
類
袋
な
ど
文
具
紙
製
品
、
装
飾
用
、
包
装
ケ
ー
ス
な
ど
幅
ひ
ろ
く
つ
か
わ
れ
た
。

　

シ
ル
バ
ー
ボ
ー
ド
Ｖ
・
Ｕ
は
書
籍
装
幀
用
よ
り
も
厚
い
原
紙
を
使
用
し
た
タ
イ
プ
で
、
化
粧
箱
や
洋
服
箱
な
ど
を
主
用

途
に
し
て
い
た
。

　

印
刷
用
ク
ロ
ス
と
し
て
は
﹁
印
刷
用
ク
ロ
ス
２
号
﹂﹁
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
ク
ロ
ス
﹂﹁
印
刷
用
ク
ロ
ス
Ｌ
60
Ｋ
﹂﹁
リ
ネ

ッ
ト
ク
ロ
ス
﹂
な
ど
が
あ
っ
た
。
印
刷
イ
ン
ク
が
よ
く
の
る
よ
う
に
特
殊
加
工
を
ほ
ど
こ
し
た
ク
ロ
ス
で
あ
る
。
多
色
印

刷
が
可
能
で
、
カ
レ
ン
ダ
ー
、
ポ
ス
タ
ー
、
銀
行
用
通
帳
、
地
図
、
輸
出
用
絵
本
な
ど
に
使
用
さ
れ
た
。

　

レ
ザ
ー
ペ
ー
パ
ー
は
硝
化
綿
塗
料
を
つ
か
っ
た
も
の
で
、
ア
ル
バ
ム
の
表
紙
、
食
器
類
の
化
粧
箱
や
洋
品
小
物
の
ケ
ー

ス
な
ど
に
ひ
ろ
く
使
用
さ
れ
た
。

●
包
装
用
ク
ロ
ス
の
需
要
が
増
大

　

包
装
用
の
ク
ロ
ス
が
製
品
群
と
し
て
、
こ
の
期
に
需
要
が
増
大
し
た
の
は
、
ひ
と
え
に
高
度
成
長
期
に
さ
し
か
か
っ
た

時
代
に
よ
る
と
こ
ろ
が
お
お
き
い
。
電
気
洗
濯
機
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
な
ど
家
電
製
品
の
成
長
と
あ
ゆ
み
を
と
も
に
し
て

き
た
。

　

水
貼
布
テ
ー
プ
、
ダ
イ
ヤ
ガ
ム
テ
ー
プ
は
段
ボ
ー
ル
の
包
装
材
で
あ
る
。
布
あ
る
い
は
紙
を
ベ
ー
ス
に
特
殊
接
着
材
を

クロスによる紙工品
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塗
っ
た
も
の
で
あ
る
。
接
着
面
に
水
を
つ
け
て
貼
り
つ
け
る
。
そ
れ
ま
で
の
ケ
ー
ス
は
角
を
針
金
で
止
め
、
縄
か
け
で
封

を
し
て
い
た
が
、
段
ボ
ー
ル
包
装
で
は
角
貼
り
、
お
よ
び
封ふ

う

緘か
ん

用
の
テ
ー
プ
で
封
を
す
る
。
段
ボ
ー
ル
包
装
の
激
増
に
と

も
な
い
、
こ
れ
ら
テ
ー
プ
の
重
要
が
ふ
く
れ
あ
が
っ
た
。

　

日
本
ク
ロ
ス
で
は
段
ボ
ー
ル
の
仕
様
に
応
じ
て
、
次
の
三
タ
イ
プ
の
テ
ー
プ
を
開
発
し
、
市
場
に
投
入
し
た
。
角
貼
用

︵
水
貼
布
テ
ー
プ
１
号
、
51
号
、
ダ
イ
ヤ
ガ
ム
ク
ロ
ス
テ
ー
プ
100
、
200
、
300
︶、
封
緘
用
角
貼
用
︵
水
貼
布
テ
ー
プ
10
号
、

14
号
︶、
封
緘
用
︵
水
貼
布
テ
ー
プ
Ｆ
１
、
Ｆ
２
、
ダ
イ
ヤ
ガ
ム
テ
ー
プ
501
号
、
502
号
、
504
号
︶

　

荷
札
ク
ロ
ス
は
遠
距
離
輸
送
、
重
要
物
輸
送
に
つ
か
わ
れ
る
荷
札
で
あ
る
。
印
刷
、
墨
付
の
効
果
に
す
ぐ
れ
、
耐
水
性

が
あ
る
よ
う
特
殊
加
工
を
加
え
た
。
専
売
公
社
の
指
定
を
う
け
、
海
外
輸
送
用
に
も
ひ
ろ
く
使
用
さ
れ
た
。

　

プ
ロ
テ
ク
ト
ペ
ー
パ
ー
は
な
が
ね
ん
の
研
究
の
す
え
に
国
産
化
に
成
功
し
た
表
面
保
護
紙
︵
損
傷
防
止
用
︶
で
あ
る
。

同
製
品
は
新
製
品
と
し
て
発
表
し
た
一
九
六
〇
年
︵
昭
和
三
五
︶
の
第
一
一
回
輸
出
包
装
展
覧
会
で
東
京
知
事
賞
を
受
賞

し
て
い
る
。
プ
ロ
テ
ク
ト
ペ
ー
パ
ー
に
は
二
タ
イ
プ
あ
っ
て
、
Ｓ
タ
イ
プ
は
金
属
と
く
に
ス
テ
ン
レ
ス
の
特
殊
加
工
の
と

き
に
表
面
保
護
用
と
し
て
つ
か
わ
れ
る
も
の
。
Ｋ
タ
イ
プ
は
合
成
樹
脂
、
ガ
ラ
ス
、
電
気
製
品
工
芸
品
の
表
面
保
護
用
で

あ
っ
た
。

　

包
装
用
ク
ロ
ス
に
は
、
ほ
か
に
毛
織
物
包
装
用
の
チ
ロ
ッ
ト
ク
ロ
ス
、
パ
ッ
キ
ン
グ
用
の
ビ
ニ
ル
ペ
ー
パ
ー
、
段
ボ
ー

ル
用
の
ラ
イ
ナ
ー
ク
ロ
ス
な
ど
が
あ
っ
た
。

●
電
気
絶
縁
用
ク
ロ
ス
の
開
発

　

電
気
機
械
の
発
展
と
と
も
に
需
要
を
の
ば
し
た
の
は
福
岡
工
場
の
電
気
絶
縁
用
ク
ロ
ス
の
製
品
群
で
あ
る
。
電
機
絶
縁

材
は
発
電
機
、
変
電
機
、
モ
ー
タ
ー
、
電
線
な
ど
重
電
機
か
ら
電
話
機
、
無
線
機
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
通
信
機
、
家

庭
電
化
製
品
な
ど
弱
電
機
ま
で
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
性
能
を
左
右
す
る
ほ
ど
重
要
な
役
割
を
は
た
す
部
材
で
あ

る
。

　

紙
、
綿
布
、
絹
︵
ナ
イ
ロ
ン
布
︶、
テ
ト
ロ
ン
布
、
ガ
ラ
ス
布
を
ベ
ー
ス
に
絶
縁
効
果
を
も
た
ら
す
特
殊
な
塗
料
︵
ワ

ニ
ス
︶
を
塗
っ
て
仕
上
げ
た
ク
ロ
ス
で
あ
る
。

　

紙
ベ
ー
ス
の
も
の
は
ワ
ニ
ス
ペ
ー
パ
ー
、
綿
布
ベ
ー
ス
の
も
の
は
ワ
ニ
ス
ク
ロ
ス
で
、
ひ
ろ
く
電
気
機
器
に
つ
か
わ
れ

て
い
る
。
通
信
機
の
ラ
ジ
オ
に
は
絹
を
ベ
ー
ス
に
し
た
ワ
ニ
ス
シ
ル
ク
、
テ
レ
ビ
に
は
絹
や
ナ
イ
ロ
ン
、
テ
ト
ロ
ン
を
ベ

ー
ス
に
し
た
ワ
ニ
ス
シ
ル
ク
、
ワ
ニ
ス
ナ
イ
ロ
ン
ク
ロ
ス
、
デ
ル
タ
ク
ロ
ス
な
ど
が
つ
か
わ
れ
た
。

大型発電機用絶縁クロス 水貼布テープ
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発
電
所
や
電
車
、
電
気
機
関
車
の
モ
ー
タ
ー
に
は
ガ
ラ
ス
布
ベ
ー
ス
に
耐
熱
性
ワ
ニ
ス
を
塗
っ
た
ワ
ニ
ス
ガ
ラ
ス
ク
ロ

ス
が
、
航
空
機
や
ト
ラ
ン
ス
に
は
ガ
ラ
ス
布
に
シ
リ
コ
ン
ワ
ニ
ス
や
シ
リ
コ
ン
ラ
バ
ー
を
塗
っ
た
シ
リ
コ
ン
ガ
ラ
ス
ク
ロ

ス
、
シ
リ
コ
ン
ラ
バ
ー
ガ
ラ
ス
ク
ロ
ス
が
つ
か
わ
れ
て
き
た
。

　

船
舶
関
係
で
は
三
菱
造
船
、
川
崎
造
船
の
船
舶
に
は
日
本
ク
ロ
ス
の
ワ
ニ
ス
ク
ロ
ス
で
つ
く
ら
れ
た
住
友
電
工
製
の
電

線
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
奥
只
見
川
発
電
所
の
水
力
発
電
機
や
東
京
火
力
発
電
所
の
発
電
機
や
大
型
モ
ー
タ
ー
は
三
菱
重

工
、
東
芝
、
富
士
電
機
な
ど
が
製
作
し
て
い
た
が
、
ワ
ニ
ス
ガ
ラ
ス
ク
ロ
ス
が
部
材
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。

　

ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
は
東
芝
、
松
下
、
サ
ン
ヨ
ー
、
シ
ャ
ー
プ
、
ビ
ク
タ
ー
、
ゼ
ネ
ラ
ル
な
ど
に
納
入
、
と
く
に
東
芝
の

テ
レ
ビ
に
は
日
本
ク
ロ
ス
の
特
別
仕
様
の
も
の
の
み
が
つ
か
わ
れ
た
。

　

そ
の
ほ
か
高
圧
線
作
業
の
感
電
防
止
に
使
用
す
る
防
電
用
ク
ロ
ス
︵
ナ
イ
ロ
ン
ベ
ー
ス
の
ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
︶
や
通
信
線

や
特
殊
電
線
に
つ
か
わ
れ
る
ビ
ニ
ル
引
き
ク
ロ
ス
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

工
業
資
材
用
途
と
し
て
は
、
ほ
か
に
防
蝕
用
ク
ロ
ス
の
製
品
開
発
に
も
成
果
を
あ
げ
た
。

　

防
蝕
ク
ロ
ス
は
地
下
パ
イ
プ
や
ガ
ス
管
、
水
道
管
、
鉄
骨
の
腐
食
防
止
、
保
温
や
保
冷
工
事
の
外
装
な
ど
に
つ
か
わ
れ

る
テ
ー
プ
状
の
ク
ロ
ス
で
あ
っ
た
。

﹁
グ
ラ
ス
ロ
ン
防
蝕
テ
ー
プ
10
﹂
は
蒸
気
、
冷
気
管
の
保
温
保
冷
の
外
装
、
地
上
あ
る
い
は
ピ
ッ
ト
内
部
の
輸
送
管
の
防

露
、
防
蝕
、
防
湿
用
。﹁
グ
ラ
ス
ロ
ン
防
蝕
テ
ー
プ
20
﹂
は
地
下
埋
没
の
輸
送
管
、
ガ
ス
管
、
水
道
管
な
ど
の
外
蝕
や
電

蝕
防
止
、
防
蝕
電
力
テ
ー
プ
の
外
装
と
し
て
、
旭
硝
子
、
三
菱
化
成
、
旭
化
成
、
な
ど
の
工
場
で
使
用
さ
れ
た
。
と
く
に

防
衛
庁
関
係
の
配
管
工
事
に
大
量
に
採
用
さ
れ
た
。

●
建
材
用
ク
ロ
ス
を
開
発

　

東
京
工
場
の
紙
ク
ロ
ス
製
品
群
の
な
か
で
変
わ
り
種
は
、
一
九
五
七
年
︵
昭
和
三
二
︶
に
開
発
し
た
﹁
プ
ラ
ス
タ
ー
ク

ロ
ス
﹂
で
あ
る
。

　

紙
ベ
ー
ス
に
特
殊
塗
料
を
塗
っ
た
紙
ク
ロ
ス
で
、
当
時
の
新
し
い
建
材
と
し
て
登
場
し
た
プ
ラ
ス
タ
ー
ボ
ー
ド
に
使
用

さ
れ
た
。

　

プ
ラ
ス
タ
ー
ボ
ー
ド
と
は
、
焼
き
石
膏
を
主
な
原
料
と
し
て
練
り
合
わ
せ
て
板
状
に
し
た
も
の
を
、
特
殊
な
紙
素
材
で

は
さ
ん
で
整
形
し
た
建
築
材
料
で
あ
る
。
施
工
し
や
す
く
、
安
値
で
あ
り
な
が
ら
丈
夫
で
長
持
ち
す
る
。
断
熱
、
遮
音
性

が
高
く
、
壁
や
天
井
に
ひ
ろ
く
つ
か
わ
れ
た
。

電気絶縁クロス
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プ
ラ
ス
タ
ー
ク
ロ
ス
は
名
古
屋
の
日
東
石
膏
株
式
会
社
と
の
共
同
研
究
に
よ
っ
て
う
ま
れ
た
ク
ロ
ス
で
あ
る
。
ク
ロ
ス

を
つ
か
っ
た
プ
ラ
ス
タ
ー
ボ
ー
ド
は
施
工
後
に
ペ
ン
キ
を
塗
っ
た
り
、
壁
紙
を
貼
っ
た
り
す
る
必
要
が
な
い
。
い
わ
ば
省

力
化
資
材
と
し
て
も
注
目
さ
れ
た
。

　

東
京
工
場
の
プ
ラ
ス
タ
ー
ク
ロ
ス
に
よ
る
プ
ラ
ス
タ
ー
ボ
ー
ド
は
、
経
済
的
で
耐
火
性
に
す
ぐ
れ
、
衛
生
的
な
建
材
と

し
て
好
評
で
あ
っ
た
。
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第
五
節  
新
し
い
加
工
法
の
開
発

　

│
│
わ
が
道
を
ゆ
く
染
色
加
工
部
門

●
ア
セ
テ
ー
ト
か
ら
合
繊
へ

　

一
九
五
五
年
︵
昭
和
三
〇
︶
ご
ろ
か
ら
、
京
都
東
工
場
の
染
色
加
工
部
門
は
ア
セ
テ
ー
ト
の
加
工
で
繁
忙
で
あ
っ
た
。

レ
イ
ン
コ
ー
ト
地
と
し
て
つ
か
わ
れ
る
ア
セ
テ
ー
ト
織
物
は
内
需
、
輸
出
と
も
に
量
産
が
つ
づ
い
て
い
た
。
全
国
で
発
売

さ
れ
る
レ
イ
ン
コ
ー
ト
の
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は
ア
セ
テ
ー
ト
織
物
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
昭
和
三
〇
年
代
︵
一
九
五
五

～
︶
の
日
本
ク
ロ
ス
染
工
部
は
、
量
産
に
つ
ぐ
量
産
に
あ
け
く
れ
る
ア
セ
テ
ー
ト
業
界
と
と
も
に
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
同

業
他
社
と
の
は
げ
し
い
競
争
の
幕
あ
け
で
も
あ
っ
た
。

　

他
社
は
専
業
の
加
工
場
と
し
て
、
労
働
条
件
に
も
工
夫
を
こ
ら
し
、
価
格
、
サ
ー
ビ
ス
の
両
面
で
顧
客
を
と
ら
え
、
急

成
長
を
と
げ
て
い
た
。
さ
ら
に
テ
ト
ロ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
合
繊
の
登
場
と
と
も
に
、
他
社
の
加
工
場
は
合
繊
メ
ー
カ
ー

の
系
列
工
場
と
な
っ
て
い
っ
た
。
顧
客
を
ま
る
ご
と
と
り
こ
ん
で
基
盤
を
強
化
し
よ
う
と
も
く
ろ
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

一
九
六
〇
年
︵
昭
和
三
五
︶
ご
ろ
に
な
る
と
、
ア
セ
テ
ー
ト
に
も
限
界
が
み
え
は
じ
め
た
。
ア
セ
テ
ー
ト
の
み
に
た
よ

っ
て
い
た
の
で
は
将
来
は
な
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
合
繊
メ
ー
カ
ー
の
系
列
に
は
い
る
と
い
う
選
択
肢
を
え
ら
び
と
ら
な

か
っ
た
。
下
請
け
工
場
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
独
立
し
た
メ
ー
カ
ー
を
指
向
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

独
立
独
歩
の
メ
ー
カ
ー
と
し
て
立
つ
と
き
、
加
工
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
い
え
、
つ
ね
に
新
し
い
染
色
や
仕
上
方
法
の
研
究

を
か
さ
ね
、
新
し
い
技
術
を
開
発
し
て
、
そ
れ
を
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

●
熟
練
の
仕
上
法
に
み
が
き
を
か
け
る

　

合
成
繊
維
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
九
六
〇
年
︵
昭
和
三
五
︶
ご
ろ
か
ら
、
染
色
工
場
は
高
度
な
設
備
、
専
門

的
な
加
工
技
術
が
も
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
専
門
化
が
す
す
む
に
つ
れ
て
、
染
色
工
場
が
と
り
あ
つ
か
う

繊
維
品
種
も
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
工
場
に
細
分
化
さ
れ
て
い
っ
た
。

染工部の製品（昭和30年ごろ）
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当
時
、
日
本
ク
ロ
ス
は
、
人
絹
、
ス
フ
、 

綿
、
ア
セ
テ
ー
ト
、
ナ
イ
ロ
ン
、
ビ
ニ
ロ
ン
、
テ
ト
ロ
ン
、
エ
ク
ス
ラ
ン
な

ど
の
長
繊
維
織
物
、
交
織
・
混
紡
織
物
が
中
心
に
な
っ
て
い
た
。

　

染
色
加
工
の
工
程
を
大
ま
か
に
い
え
ば
、
毛
焼
、
糊
ぬ
き
、
精
練
、
漂
白
、
染
色
、
仕
上
⋮
⋮
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

日
本
ク
ロ
ス
染
工
部
は
、
な
か
で
も
高
度
な
仕
上
加
工
を
得
意
と
し
て
い
た
。
特
殊
加
工
と
い
わ
れ
る
そ
れ
ら
の
内
容
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
裏
糊
加
工
で
あ
る
。
こ
れ
は
水
性
あ
る
い
は
合
成
樹
脂
に
よ
る
糊
料
を
つ
か
っ
て
、
バ
ッ
ク
サ
イ
ジ
ン
グ
す
る

こ
と
に
よ
り
、
織
物
に
特
殊
な
タ
ッ
チ
と
風
合
い
を
も
た
ら
す
加
工
で
、
日
本
ク
ロ
ス
が
最
も
得
意
と
す
る
分
野
で
あ
っ

た
。

　

糊
仕
上
・
柔
軟
加
工
は
、
こ
れ
も
水
性
・
合
成
樹
脂
に
よ
る
糊
料
を
つ
か
っ
た
加
工
で
あ
る
。
独
特
の
風
合
い
を
あ
た

え
る
も
の
で
、
ね
ら
い
ど
お
り
の
風
合
い
、
触
感
を
得
る
た
め
に
特
殊
な
柔
軟
材
を
つ
か
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

樹
脂
加
工
は
織
物
に
防
皺
性
、
防
縮
性
さ
ら
に
は
適
度
の
撥
水
性
を
も
た
ら
す
加
工
で
あ
る
。
尿
素
樹
脂
、
メ
ラ
ミ
ン

樹
脂
系
統
の
熱
硬
化
性
樹
脂
を
主
体
に
各
種
の
助
剤
を
配
合
し
て
織
物
を
処
理
す
る
。
ア
メ
リ
カ
の
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
の
特

許
技
術
エ
バ
ー
グ
レ
ー
ス
加
工
の
ラ
イ
セ
ン
シ
ー
の
一
員
に
も
な
っ
て
い
た
。

　

撥
水
加
工
は
通
気
性
を
も
つ
防
水
加
工
で
あ
る
。
大
部
分
は
シ
リ
コ
ン
防
水
に
よ
っ
て
い
た
が
、
一
部
は
ベ
ラ
ン
防
水

も
あ
っ
た
。
樹
脂
加
工
と
併
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

エ
ン
ボ
ス
加
工
は
表
面
に
立
体
的
な
模
様
を
付
与
す
る
加
工
で
あ
る
。
特
殊
な
樹
脂
液
で
処
理
し
た
織
物
を
、
彫
刻
ロ

ー
ル
を
つ
け
た
エ
ン
ボ
ス
カ
レ
ン
ダ
ー
に
通
す
。
シ
ュ
ラ
イ
ナ
ー
カ
レ
ン
ダ
ー
に
よ
る
シ
ュ
ラ
イ
ナ
ー
加
工
と
フ
リ
ク
シ

ョ
ン
カ
レ
ン
ダ
ー
に
よ
る
耐
久
艶
出
加
工
と
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
杢も

く

出だ

し
加
工
、
ス
ク
ラ
ッ
チ
モ
ア
レ
加
工
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

裏
地
は
ア
セ
テ
ー
ト
人
絹
交
織
の
梨
地
、
綾
、
繻
子
な
ど
が
中
心
だ
っ
た
が
、
輸
出
物
に
は
人
絹
・
ス
フ
の
交
織
、
人

絹
・
綿
交
織
の
綾
な
ど
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
糊
仕
上
、
樹
脂
加
工
に
よ
る
仕
上
が
多
か
っ
た
。
ア
セ
テ
ー
ト

の
持
味
を
生
か
し
た
絹
の
よ
う
な
感
触
と
真
珠
の
よ
う
な
光
沢
を
も
つ
裏
地
は
、
洋
服
に
仕
上
げ
た
場
合
も
形
く
ず
れ
が

な
く
、
そ
の
品
質
に
は
定
評
が
あ
っ
た
。

　

レ
イ
ン
コ
ー
ト
用
表
素
材
は
ア
セ
テ
ー
ト
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
織
物
、
ア
セ
テ
ー
ト
・
綿
、
ア
セ
テ
ー
ト
・
ナ
イ
ロ

ン
・
綿
の
交
織
の
綾
︵
ツ
イ
ル
︶
を
中
心
に
、
一
部
ア
セ
テ
ー
ト
・
綿
交
織
の
平
織
︵
タ
フ
タ
︶
も
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も

シ
リ
コ
ン
防
水
、
ゼ
ラ
ン
防
水
加
工
で
仕
上
げ
た
。
な
か
で
も
綾
地
の
加
工
が
得
意
分
野
で
、
耐
久
性
の
あ
る
撥
水
加
工
、

張
り
の
あ
る
独
特
の
風
合
い
は
、
業
界
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
。
レ
イ
ン
コ
ー
ト
や
ジ
ャ
ン
パ
ー
素
材
は
エ
ン
ボ
ス

防水加工品
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加
工
し
て
、
シ
ル
キ
ー
な
風
合
い
や
レ
ザ
ー
タ
ッ
チ
の
感
触
を
も
た
ら
す
加
工
を
ほ
ど
こ
す
と
い
う
仕
上
も
あ
っ
た
。

　

ド
レ
ス
用
の
表
素
材
は
ア
セ
テ
ー
ト
の
サ
テ
ン
、
タ
フ
タ
、
人
絹
な
ど
の
生
地
が
多
か
っ
た
。
樹
脂
加
工
、
裏
糊
加
工

し
て
ド
レ
ス
仕
上
に
す
る
ほ
か
、
エ
ン
ボ
ス
加
工
あ
る
い
は
花
柄
加
工
し
て
特
殊
な
ド
レ
ス
用
生
地
に
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

っ
た
。
タ
フ
タ
に
ス
ク
ラ
ッ
チ
、
杢も

く

目め

柄
を
出
す
特
殊
加
工
で
は
日
本
ク
ロ
ス
独
自
の
加
工
技
術
を
も
っ
て
い
た
。

　

こ
の
ほ
か
和
装
の
帯
地
︵
ア
セ
テ
ー
ト
の
タ
フ
タ
、
サ
テ
ン
に
樹
脂
加
工
。
エ
ン
ボ
ス
の
ほ
か
特
殊
ス
ク
ラ
ッ
チ
加
工

が
特
色
︶、
ネ
ク
タ
イ
地
︵
ア
セ
テ
ー
ト
・
ネ
ク
タ
イ
の
樹
脂
エ
ン
ボ
ス
加
工
︶、
傘
地
︵
ア
セ
テ
ー
ト
タ
フ
タ
、
ナ
イ
ロ

ン
タ
フ
タ
に
シ
リ
コ
ン
防
水
、
ゼ
ラ
ン
防
水
加
工
︶、
自
動
車
用
シ
ー
ト
地
︵
特
殊
樹
脂
加
工
︶、
帽
材
用
︵
ア
セ
テ
ー

ト
・
人
絹
交
織
の
ツ
イ
ル
地
に
シ
リ
コ
ン
防
水
加
工
︶
な
ど
が
あ
っ
た
。

●
新
加
工
法
の
開
発
で
高
級
化
に
対
応
す
る

　

合
成
繊
維
の
多
様
化
、
さ
ら
に
は
高
級
化
に
向
か
う
一
九
六
〇
年
︵
昭
和
三
五
︶
ご
ろ
に
な
る
と
、
Ｓ
Ｇ
加
工
、
Ｓ
Ｒ

加
工
、
ア
ム
ロ
ン
加
工
、
エ
ム
ゾ
ー
ル
加
工
、
ダ
イ
ヤ
パ
ー
ル
加
工
な
ど
が
新
し
く
う
ま
れ
て
い
る
。

　

一
九
六
〇
年
︵
昭
和
三
五
︶
に
開
発
し
た
Ｓ
Ｇ
加
工
は
、
ア
セ
テ
ー
ト
織
物
に
熱
で
溶
け
る
樹
脂
と
熱
で
硬
く
な
る
樹

脂
を
併
用
し
て
塗
布
し
、
さ
ら
に
シ
リ
コ
ン
加
工
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ア
セ
テ
ー
ト
の
欠
点
を
解
消
す
る
方
法
と

し
て
開
発
し
た
新
し
い
加
工
法
で
あ
っ
た
。
ア
セ
テ
ー
ト
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
コ
ー
ト
生
地
の
普
及
に
一
役
買
う
加
工

法
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。

　

一
九
六
一
年
︵
昭
和
三
六
︶
か
ら
開
始
し
た
ア
ム
ロ
ン
加
工
、
エ
ム
ゾ
ー
ル
加
工
、
ダ
イ
ヤ
パ
ー
ル
加
工
、
Ｓ
Ｒ
加
工

は
と
も
に
合
成
繊
維
、
半
合
成
繊
維
を
意
識
し
た
加
工
法
で
あ
っ
た
。

　

ア
ム
ロ
ン
加
工
は
合
成
繊
維
、
半
合
成
繊
維
と
繊
維
素
繊
維
︵
木
綿
、
ス
フ
、
人
絹
、
麻
な
ど
︶
と
の
交
織
や
混
紡
織

物
を
対
象
に
し
た
特
殊
な
捺
染
法
で
あ
る
。
繊
維
素
繊
維
の
部
分
に
濃
淡
あ
る
い
は
異
色
の
柄
捺
染
し
た
あ
と
、
合
成
あ

る
い
は
半
合
成
繊
維
を
染
色
す
る
。
織
物
︵
経
糸
だ
け
を
捺
染
し
て
織
機
で
織
り
あ
げ
た
も
の
︶
と
同
じ
効
果
が
得
ら
れ

る
の
で
、
コ
ー
ト
地
だ
け
で
な
く
ド
レ
ス
生
地
と
し
て
も
つ
か
わ
れ
た
。

　

エ
ム
ゾ
ー
ル
加
工
は
エ
ン
ボ
ス
加
工
と
サ
ー
モ
ゾ
ー
ル
染
色
法
︵
乾
熱
処
理
に
よ
っ
て
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
繊
維
に
分
散
染

料
を
染
着
さ
せ
る
染
色
法
︶
を
併
用
し
た
捺
染
方
法
で
あ
る
。
染
料
を
部
分
的
に
繊
維
内
部
に
攪
散
さ
せ
、
濃
淡
の
色
に
、

あ
る
い
は
部
分
的
に
染
色
し
、
立
体
的
に
艶
出
し
仕
上
を
し
、
テ
ト
ロ
ン
や
ト
リ
ア
セ
テ
ー
ト
な
ど
を
対
象
と
し
た
。

　

ダ
イ
ヤ
パ
ー
ル
加
工
は
、
テ
ト
ロ
ン
、
ナ
イ
ロ
ン
、
ア
セ
テ
ー
ト
、
レ
ー
ヨ
ン
、
綿
の
無
地
や
柄
物
の
表
面
を
特
殊
樹
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脂
加
工
し
て
、
幻
想
的
な
独
特
の
光
沢
と
優
雅
な
風
合
い
を
も
た
ら
す
も
の
。
レ
イ
ン
コ
ー
ト
や
婦
人
服
な
ど
が
主
な
用

途
で
あ
っ
た
。

　

Ｓ
Ｒ
加
工
は
、
テ
ト
ロ
ン
、
ナ
イ
ロ
ン
、
ア
セ
テ
ー
ト
な
ど
の
織
物
を
対
象
に
し
て
、
こ
れ
ら
を
完
全
防
水
に
す
る
特

殊
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
あ
っ
た
。
ア
ノ
ラ
ッ
ク
、
ゴ
ル
フ
ウ
ェ
ア
、
レ
イ
ン
コ
ー
ト
、
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
な
ど
に
つ
か
わ
れ
る

表
地
を
対
象
に
し
て
い
た
。
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第
六
節  
東
京
工
場
の
新
築
・
移
転
と
京
都
工
場
の
増
強

●
紙
ク
ロ
ス
の
盛
況
と
東
京
工
場

　

紙
ク
ロ
ス
の
生
産
で
の
び
る
東
京
工
場
は
、
一
九
五
五
年
︵
昭
和
三
〇
︶
に
な
っ
て
、
お
お
き
な
転
機
に
直
面
し
て
い

た
。
戦
後
、
カ
ン
バ
ス
ペ
ー
パ
ー
の
開
発
に
は
じ
ま
り
、
ダ
イ
ヤ
ボ
ー
ド
、
シ
ル
バ
ー
ボ
ー
ド
、
ダ
イ
ヤ
ス
カ
ー
フ
、
医

薬
凾
貼
用
ク
ロ
ス
と
次
つ
ぎ
に
ヒ
ッ
ト
製
品
を
う
み
だ
し
、
生
産
量
が
ふ
く
れ
あ
が
っ
た
の
で
あ
る
。
紙
ク
ロ
ス
専
門
工

場
と
し
て
社
内
で
も
お
お
き
な
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
京
都
本
社
工
場
の
ク
ロ
ス
製
造
課
と
肩
を
な
ら
べ
る
存
在

と
な
っ
た
。

　

生
産
力
不
足
が
慢
性
化
し
て
、
工
場
の
設
備
施
設
の
拡
大
が
お
お
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
浮
上
し
て
き
た
。
当
時
の
従
業

員
は
一
一
八
人
、
定
時
操
業
の
生
産
能
力
は
、
月
産
五
五
万
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
月
間
八
〇
万
メ
ー
ト
ル
の
受
注
量
を

こ
な
す
に
は
、
四
〇
〇
〇
～
五
〇
〇
〇
時
間
の
残
業
を
必
要
と
し
た
。
そ
こ
で
や
む
な
く
臨
時
工
を
増
員
し
た
り
、
徹
夜

要
員
を
倍
増
す
る
な
ど
の
方
法
で
な
ん
と
か
し
の
い
で
い
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
工
場
建
物
の
老
朽
化
が
は
げ
し
く
、
火
災
防
止
対
策
も
十
分
に
で
き
て
い
な
い
と
い
う
あ
り
さ
ま
。
工
場
見
学

に
お
と
ず
れ
た
顧
客
に
、﹁
火
事
に
な
っ
て
、
も
し
工
場
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
ら
⋮
⋮
﹂
と
不
安
な
視
線
を
あ
び
る
し

ま
つ
だ
っ
た
。

　

新
築
・
移
転
を
視
野
に
お
い
て
、
新
工
場
の
工
場
敷
地
の
候
補
地
を
模
索
し
は
じ
め
た
の
は
一
九
五
五
年
︵
昭
和
三

〇
︶
半
ば
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
時
を
お
な
じ
く
し
て
狭
山
市
は
工
場
誘
致
委
員
会
を
発
足
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
日
本
ク
ロ
ス
の
工
場
の
新

築
・
移
転
の
噂
を
耳
に
し
て
、
な
ん
と
か
転
出
を
阻
止
し
よ
う
と
い
う
の
が
そ
の
目
的
だ
っ
た
と
い
う
。
当
時
の
狭
山
市

は
特
産
物
﹁
狭
山
茶
﹂
に
よ
っ
て
知
ら
れ
、
農
業
都
市
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
が
、
企
業
誘
致
に
よ
っ
て
工
業
都

市
を
め
ざ
そ
う
と
路
線
転
換
し
た
の
で
あ
る
。

　

工
場
誘
致
委
員
長
に
当
時
の
市
会
議
長
が
就
任
す
る
と
、
さ
っ
そ
く
一
九
五
五
年
︵
昭
和
三
〇
︶
の
一
二
月
一
六
日
に

﹁
狭
山
市
工
場
誘
致
条
例
﹂
を
制
定
し
た
。
誘
致
し
た
工
場
に
は
市
民
税
、
固
定
資
産
税
を
三
年
間
に
わ
た
っ
て
優
遇
す

る
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
狭
山
市
の
誘
致
運
動
を
う
け
て
、
日
本
ク
ロ
ス
は
同
市
の
工
場
誘
致
第
一
号
と
な
っ
た
。

新・東京工場用地（建設前）
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一
九
五
六
年
︵
昭
和
三
一
︶
五
月
に
は
敷
地
約
二
万
八
八
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
購
入
を
決
定
、
九
月
に
は
正
式
契
約
、

一
九
五
七
年
︵
昭
和
三
二
︶
一
二
月
に
は
登
記
を
終
え
て
い
る
。
お
り
か
ら
国
道
一
六
号
線
が
敷
地
ま
え
に
敷
設
さ
れ
る

こ
と
も
き
ま
っ
た
。

　

翌
一
九
五
八
年
︵
昭
和
三
三
︶
一
〇
月
、
文
部
省
が
新
学
習
指
導
要
領
を
発
表
し
た
。
一
九
六
一
年
︵
昭
和
三
六
︶
度

か
ら
教
科
書
の
大
改
訂
に
ふ
み
き
る
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
小
学
校
用
教
科
書
は
一
九
六
一
年
︵
昭
和
三
六
︶
度
よ
り
、

中
学
校
用
は
一
九
六
二
年
︵
昭
和
三
七
︶
度
、
高
等
学
校
用
は
一
九
六
三
年
︵
昭
和
三
八
︶
度
か
ら
改
編
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

三
六
年
版
小
学
校
教
科
書
に
使
用
さ
れ
る
厚
表
紙
の
需
要
量
は
、
そ
れ
ま
で
の
二
～
三
倍
に
な
る
も
の
と
想
定
さ
れ
た
。

東
京
工
場
の
全
生
産
高
の
う
ち
、
教
科
書
用
ク
ロ
ス
が
約
半
分
を
占
め
て
い
た
が
、
他
の
製
品
群
を
ふ
く
め
て
一
九
五
九

年
︵
昭
和
三
四
︶
に
は
月
産
一
二
〇
～
一
五
〇
万
メ
ー
ト
ル
、
一
九
六
〇
年
︵
昭
和
三
五
︶
以
降
は
月
産
一
八
〇
～
二
〇

〇
万
メ
ー
ト
ル
の
生
産
能
力
を
必
要
と
し
た
。

　

お
よ
そ
三
倍
も
の
生
産
能
力
が
必
要
と
な
れ
ば
、
従
来
の
工
場
設
備
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
工
場
そ
の
も
の
の
新

築
・
移
転
が
緊
急
を
要
す
る
テ
ー
マ
と
し
て
も
ち
あ
が
っ
た
の
で
あ
る
。

●
柱
が
一
本
も
な
い
工
場

　

新
工
場
の
建
設
は
一
九
五
九
年
︵
昭
和
三
四
︶
二
月
の
臨
時
役
員
会
で
正
式
に
決
定
し
た
。
建
設
委
員
長
は
常
務
の
村

中
晃
が
つ
と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

新
工
場
の
構
想
は
六
月
に
ま
と
ま
り
、
設
計
は
東
京
大
学
の
星
野
昌
一
教
授
︵
生
産
技
術
研
究
所
︶
に
依
頼
、
建
設
施

工
は
鹿
島
建
設
に
依
頼
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
工
場
の
技
術
・
設
備
計
画
に
つ
い
て
は
当
時
工
場
長
で
あ
っ
た
坂
部
三

次
郎
、
製
造
課
長
の
伊
藤
博
介
に
よ
っ
て
す
す
め
ら
れ
た
。

　

建
設
工
事
は
一
九
五
九
年
︵
昭
和
三
四
︶
七
月
二
一
日
の
地
鎮
祭
に
は
じ
ま
っ
た
。
八
月
二
一
日
に
は
第
一
工
場
、
ボ

イ
ラ
ー
室
、
変
電
所
、
倉
庫
の
建
物
起
工
式
を
お
こ
な
い
、
一
〇
月
一
四
日
に
は
上
棟
式
を
と
り
お
こ
な
っ
た
。
工
事
は

順
調
に
す
す
み
、
翌
一
九
六
〇
年
︵
昭
和
三
五
︶
二
月
一
六
日
に
竣
工
し
て
い
る
。

　

工
場
本
体
は
幅
三
六
メ
ー
ト
ル
で
建
坪
は
二
〇
〇
坪
で
あ
る
。
当
時
と
し
て
は
近
代
的
で
あ
か
る
い
イ
メ
ー
ジ
の
建
物

で
あ
っ
た
。
柱
は
一
本
も
な
く
、
高
さ
一
三
メ
ー
ト
ル
の
お
お
き
な
鉄
骨
の
屋
根
を
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
事
務
所
と

仕
上
場
の
建
物
で
さ
さ
え
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
た
。
事
務
所
は
約
一
九
八
平
方
メ
ー
ト
ル
︵
六
〇
坪
︶、
仕
上
場

新・東京工場の完成
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は
約
四
六
八
平
方
メ
ー
ト
ル
︵
一
四
二
坪
︶
で
あ
っ
た
。
建
物
に
は
す
べ
て
軽
量
鉄
骨
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。

　

四
月
に
は
第
一
期
工
事
が
終
わ
り
、
新
し
い
塗
装
機
を
設
置
し
て
操
業
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
一
〇
月
一
四
日
、
東
京

地
区
の
代
理
店
、
顧
客
お
よ
び
建
設
関
係
者
お
よ
そ
四
〇
〇
人
を
招
い
て
、
竣
工
披
露
を
お
こ
な
っ
た
。

　

工
場
棟
に
は
柱
が
一
本
も
な
い
と
い
う
の
が
自
慢
で
、
柱
が
な
い
た
め
に
配
線
配
管
は
す
べ
て
地
下
を
通
る
。
だ
か
ら

蒸
気
パ
イ
プ
や
電
線
が
工
場
の
あ
ち
こ
ち
に
ぶ
ら
さ
が
る
と
い
う
光
景
も
な
か
っ
た
。
む
ろ
ん
新
築
に
と
も
な
っ
て
塗
装

機
も
一
新
し
て
い
る
。

　

つ
づ
い
て
一
九
六
一
年
︵
昭
和
三
六
︶
三
月
に
は
第
二
工
場
が
完
成
、
福
岡
工
場
の
電
気
絶
縁
布
部
門
を
移
転
し
た
。

絶
縁
工
場
の
建
物
は
二
〇
〇
坪
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
て
、
高
さ
一
一
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
同
建
物
に
は
高
さ
一
〇

メ
ー
ト
ル
の
加
熱
焼
付
塔
と
四
台
の
新
し
い
塗
装
機
を
設
置
し
た
。
新
設
備
は
一
二
台
の
塗
装
機
を
も
つ
福
岡
工
場
の
生

産
規
模
を
上
ま
わ
る
能
力
を
も
っ
て
い
た
。

　

さ
ら
に
一
九
六
四
年
︵
昭
和
三
九
︶
七
月
に
は
第
三
工
場
が
完
成
、
京
都
工
場
の
硝
化
綿
レ
ザ
ー
部
門
を
移
転
し
た
。

同
工
場
は
建
坪
六
〇
〇
坪
、
耐
火
構
造
の
危
険
物
取
扱
工
場
で
あ
っ
た
。
有
機
溶
剤
を
大
量
に
つ
か
う
の
で
、
と
く
に
衛

生
面
、
排
気
、
換
気
に
綿
密
な
配
慮
を
し
た
施
設
に
な
っ
て
い
た
。

　

た
だ
ち
に
同
年
一
〇
月
か
ら
レ
ザ
ー
ク
ロ
ス
、
コ
ク
ヨ
製
品
の
ほ
か
、
ア
ジ
ア
向
け
の
Ｐ
Ｉ
ク
ロ
ス
の
生
産
を
開
始
し

た
。

　

新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
た
東
京
工
場
の
生
産
能
力
は
月
産
で
紙
ク
ロ
ス
四
〇
万
メ
ー
ト
ル
、
布
ク
ロ
ス
一
〇
万
メ
ー
ト
ル

と
な
っ
た
。

●
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
設
備
の
増
強

　

ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
の
開
発
は
ほ
と
ん
ど
一
九
五
五
年
︵
昭
和
三
〇
︶
ま
で
に
お
こ
な
わ
れ
、
そ
れ
以
降
は
選
別
の
時
代
に

な
っ
て
い
た
。
収
益
面
か
ら
商
品
も
し
ぼ
り
こ
ま
れ
、
雨
衣
、
防
水
カ
バ
ー
、
テ
ン
ト
、
養
生
幕
な
ど
が
中
心
に
な
っ
て

い
た
。

　

一
九
五
六
年
︵
昭
和
三
一
︶
に
は
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
衣
料
素
材
用
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
と
し
て
﹁
エ
レ
ガ
ン
ト
﹂
を
開

発
、
伸
縮
性
の
あ
る
素
材
と
し
て
業
界
の
注
目
を
あ
つ
め
て
い
る
。
一
九
五
八
年
︵
昭
和
三
三
︶
ご
ろ
に
な
る
と
、
衣
料

用
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
の
受
注
が
に
わ
か
に
増
大
し
て
、
も
は
や
既
存
の
設
備
で
は
生
産
能
力
が
不
足
す
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。

　

京
都
本
社
工
場
で
は
た
だ
ち
に
設
備
増
強
に
向
か
い
、
カ
レ
ン
ダ
ー
︵
一
八
イ
ン
チ
×
五
四
イ
ン
チ
、
逆
Ｌ
型
︶
と
ミ

新・東京工場の竣工披露式
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キ
シ
ン
グ
ロ
ー
ル
二
台
を
新
設
し
た
。
こ
の
と
き
に
メ
リ
ヤ
ス
加
工
技
術
と
ロ
ー
ラ
ー
コ
ー
タ
ー
に
よ
る
表
面
処
理
技
術

が
新
し
く
完
成
、
衣
料
用
メ
リ
ヤ
ス
レ
ザ
ー
、
車
輛
用
内
装
用
レ
ザ
ー
、
辞
典
用
ビ
ニ
ル
の
商
品
群
を
新
製
品
と
し
て
開

発
し
た
。

　

さ
ら
に
一
九
六
一
年
︵
昭
和
三
六
︶
に
は
教
科
書
用
の
ビ
ニ
ル
ペ
ー
パ
ー
の
需
要
が
増
大
し
た
。
そ
れ
は
教
科
書
の
表

紙
が
背
貼
り
方
式
か
ら
厚
表
紙
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
紙
ベ
ー
ス
用
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
設
計
、

特
殊
カ
レ
ン
ダ
ー
︵
一
八
イ
ン
チ
×
六
〇
イ
ン
チ
、
逆
Ｌ
型
︶
と
ミ
キ
ス
ト
ル
ー
ダ
ー
二
台
を
新
設
し
て
い
る
。

　

辞
典
な
ど
の
装
幀
用
ビ
ニ
ル
ペ
ー
パ
ー
の
受
注
は
そ
の
後
も
ふ
え
つ
づ
け
、
翌
一
九
六
二
年
︵
昭
和
三
七
︶
に
は
ト
ッ

プ
フ
ィ
ー
ド
・
リ
バ
ー
ス
ロ
ー
ル
コ
ー
タ
ー
を
新
設
し
た
。
同
設
備
に
よ
っ
て
塩
化
ビ
ニ
ル
の
ペ
ー
ス
ト
加
工
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
装
幀
用
薄
手
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
の
新
製
品
を
次
つ
ぎ
に
開
発
し
て
い
る
。

京都工場全景（昭和30年ごろ）
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第
七
節  
創
立
以
来
の
成
長
期
に
創
立
四
〇
周
年

●
好
業
績
を
背
景
に
二
度
の
増
資

　

一
九
五
五
年
︵
昭
和
三
〇
︶
か
ら
一
九
六
二
年
︵
昭
和
三
七
︶
に
か
け
て
は
、
神
武
景
気
、
岩
戸
景
気
と
よ
ば
れ
る
大

型
景
気
が
あ
っ
た
が
、
全
般
的
に
み
れ
ば
景
気
変
動
の
う
ね
り
が
は
げ
し
い
時
期
で
も
あ
っ
た
。

　

戦
後
一
〇
年
で
は
ず
み
の
つ
い
た
日
本
ク
ロ
ス
は
、
昭
和
三
〇
年
代
︵
一
九
五
五
～
︶
に
は
い
っ
て
も
業
績
を
順
調
に

の
ば
し
て
い
る
。
売
上
高
ベ
ー
ス
で
み
れ
ば
一
九
六
二
年
︵
昭
和
三
七
︶
は
一
九
五
五
年
︵
昭
和
三
〇
︶
と
の
比
較
で
、

ほ
ぼ
二
倍
に
な
っ
て
い
る
。
ク
ロ
ス
事
業
だ
け
で
な
く
、
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
か
ら
不
織
布
へ
と
業
容
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
、

お
の
ず
と
資
金
需
要
が
た
か
ま
り
、
一
九
五
五
年
︵
昭
和
三
〇
︶、
一
九
六
〇
年
︵
昭
和
三
五
︶、
一
九
六
二
年
︵
昭
和
三

七
︶
と
三
度
の
増
資
を
実
行
し
た
。

　

一
九
五
五
年
︵
昭
和
三
〇
︶
八
月
に
倍
額
増
資
を
断
行
、
新
資
本
金
を
二
億
八
〇
〇
〇
万
円
と
し
た
。

　

一
九
六
〇
年
︵
昭
和
三
五
︶
の
増
資
は
資
本
充
実
法
と
の
関
係
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
同
法
は
再
評
価
積
立
金
の
資
本

く
み
い
れ
を
う
な
が
し
て
企
業
経
営
の
健
全
化
を
は
か
る
法
制
度
で
あ
る
。
同
法
が
三
月
に
改
正
さ
れ
、
再
評
価
積
立
金

の
五
割
以
上
を
資
本
に
く
み
い
れ
な
け
れ
ば
、
以
降
二
年
間
は
一
割
五
分
以
上
の
配
当
が
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。
日

本
ク
ロ
ス
は
当
時
、
二
割
以
上
の
配
当
を
継
続
し
て
い
た
の
で
、
こ
の
配
当
制
限
を
う
け
な
い
よ
う
に
再
評
価
資
本
金
を

資
本
金
に
く
み
い
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
一
九
六
〇
年
︵
昭
和
三
五
︶
四
月
一
日
付
で
新
資
本
金
は
四
億
四
八
〇
〇

万
円
と
な
っ
た
。
こ
の
増
資
に
よ
る
資
本
金
は
主
に
東
京
工
場
の
新
築
・
移
転
費
用
に
あ
て
ら
れ
た
。

　

つ
づ
い
て
一
九
六
二
年
︵
昭
和
三
七
︶
五
月
一
日
付
の
増
資
で
、
新
資
本
金
を
七
億
二
〇
〇
〇
万
円
と
し
た
。

●
渡
部
一
郎 

社
長
に
就
任
す
る

　

日
本
ク
ロ
ス
は
起
業
家
・
坂
部
三
次
が
創
り
あ
げ
た
会
社
で
あ
る
。
自
ら
技
術
者
で
も
あ
る
坂
部
は
創
立
以
来
お
よ
そ

三
九
年
、
経
営
の
最
高
責
任
者
と
し
て
、
陣
頭
に
立
っ
て
会
社
を
ひ
っ
ぱ
っ
て
き
た
。

　

三
次
は
一
九
五
五
年
︵
昭
和
三
〇
︶
に
発
明
家
と
し
て
最
高
の
栄
誉
で
あ
る
紫
綬
褒
章
を
う
け
た
が
、
一
九
五
七
年

渡部一郎
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︵
昭
和
三
二
︶
ご
ろ
か
ら
体
調
に
異
変
が
あ
ら
わ
れ
、
病
に
伏
す
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
た
。

　

一
九
五
八
年
︵
昭
和
三
三
︶
六
月
の
第
七
九
期
定
時
株
主
総
会
後
の
取
締
役
会
で
、
坂
部
三
次
が
代
表
権
の
な
い
会
長

に
つ
き
、
副
社
長
だ
っ
た
渡
部
一
郎
が
社
長
に
就
任
し
た
。
創
立
四
〇
周
年
を
一
年
後
に
ひ
か
え
て
の
こ
の
ト
ッ
プ
人
事

は
、
そ
う
い
う
背
景
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

渡
部
一
郎
は
愛
媛
県
う
ま
れ
、
一
九
二
八
年
︵
昭
和
三
︶
京
都
大
学
工
学
部
卒
業
と
同
時
に
日
本
ク
ロ
ス
に
入
社
し
て

い
る
。
入
社
後
は
技
術
畑
を
あ
ゆ
み
、
染
再
整
部
長
を
つ
と
め
、
一
九
三
七
年
︵
昭
和
一
二
︶
に
取
締
役
、
一
九
四
〇
年

︵
昭
和
一
五
︶
に
常
務
取
締
役
、
一
九
四
七
年
︵
昭
和
二
二
︶
に
専
務
取
締
役
に
つ
き
、
一
九
五
二
年
︵
昭
和
二
七
︶
か

ら
は
副
社
長
を
つ
と
め
て
い
た
。

　

戦
前
・
戦
後
の
混
乱
期
に
常
務
、
専
務
、
副
社
長
と
経
営
の
中
枢
に
あ
り
、
社
長
の
補
佐
役
と
し
て
諸
官
庁
や
業
界
団

体
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
関
係
改
善
に
奔
走
、
昭
和
三
〇
年
代
︵
一
九
五
五
～
︶
に
な
る
と
、
病
が
ち
に
な
っ
た
晩
年
の
坂
部
三

次
に
か
わ
り
、
会
社
を
代
表
す
る
立
場
で
渉
外
活
動
に
あ
た
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
教
科
書
の
大
改
訂
の
と
き
に
は
、
率

先
し
て
文
部
省
や
関
連
業
界
と
の
折
衝
に
の
り
だ
し
て
い
た
。

　

坂
部
三
次
の
会
長
就
任
、
渡
部
一
郎
の
社
長
就
任
に
よ
っ
て
、
役
員
構
成
は
次
の
よ
う
に
な
っ
た
。

　

 

取
締
役
会
長
＝
坂
部
三
次
、
取
締
役
社
長
＝
渡
部
一
郎
、
常
務
取
締
役
＝
尾
崎
勇
・
前
川
英
三
・
村
中
晃
、
取
締
役
＝

下
倉
義
一
郎
・
坂
部
三
次
郎
、
監
査
役
＝
鈴
木
要
・
石
丸
憲
次
郎

●
創
業
者
の
時
代
が
終
わ
る

　

日
本
ク
ロ
ス
は
一
九
五
九
年
︵
昭
和
三
四
︶
八
月
一
八
日
、
京
都
西
陣
の
地
で
発
祥
し
て
か
ら
四
〇
回
目
の
創
立
記
念

日
を
む
か
え
た
。

　

創
立
四
〇
周
年
の
記
念
式
典
は
関
西
地
区
、
関
東
地
区
に
わ
け
て
と
り
お
こ
な
っ
た
。
関
西
地
区
は
一
一
月
二
日
、
関

東
地
区
は
一
一
月
七
日
で
、
会
場
は
京
都
南
座
と
東
京
丸
の
内
の
東
京
會
舘
で
あ
っ
た
。

　

両
日
と
も
に
、
役
員
、
従
業
員
と
も
出
席
。
渡
部
社
長
の
式
辞
、
永
年
勤
続
者
の
表
彰
、
表
彰
者
代
表
の
答
辞
、
万
歳

三
唱
⋮
⋮
と
い
う
式
次
第
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
記
念
賞
与
の
支
給
が
あ
り
、
南
座
を
借
り
き
っ
て
い
た
京
都
は
観
劇
、

東
京
は
帝
国
劇
場
で
シ
ネ
ラ
マ
を
観
賞
し
た
。

　

記
念
行
事
は
製
品
展
示
会
︵
一
〇
月
二
～
三
日　

京
都
市
勧
業
会
館
︶
と
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
︵
一
一
月
三
日　

京
都
・

京
都
ホ
テ
ル
、
一
一
月
一
七
日　

東
京
・
椿
山
荘
︶
で
あ
っ
た
。

創立40周年記念パーティ（東京・椿山荘）
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四
〇
周
年
の
記
念
行
事
が
盛
大
に
と
り
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
、
当
時
ひ
と
え
に
業
績
が
上
昇
一
途
で
、
会
社
そ
の
も
の

が
創
立
以
来
の
成
長
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。

　

社
長
の
渡
部
一
郎
は
﹃
ク
ロ
ス
社
内
報
﹄
№
８
で
、
四
〇
周
年
を
む
か
え
た
感
慨
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　

当
社
は
創
立
以
来
四
〇
年
間
、
さ
ま
ざ
ま
の
目
ま
ぐ
る
し
い
経
済
情
勢
、
社
会
情
勢
の
変
遷
に
遭
遇
し
な
が
ら
も

良
く
そ
の
一
つ
一
つ
に
対
処
し
て
そ
の
苦
難
を
の
り
こ
え
現
在
の
ク
ロ
ス
業
界
及
び
染
色
業
界
に
お
い
て
独
特
の
地

位
を
築
き
得
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
夫そ

れ

々ぞ
れ

の
業
界
は
勿
論
文
化
の
興
隆
に
伴
い
関
係
方
面
の
当
社
に
対
す
る
要
望
と

期
待
は
益
々
切
実
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
我
々
は
常
に
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
き
自
覚
を
新
た
に
し
て
、
率
先
奮

起
全
社
を
あ
げ
て
こ
れ
に
応
え
、
関
係
方
面
の
期
待
に
そ
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

当
社
は
創
立
以
来
誠
意
と
熱
意
と
和
を
も
っ
て
を
信
条
と
し
今
日
ま
で
貫
か
れ
て
き
ま
し
た
。
互
い
に
誠
意
を
も

っ
て
相
信
じ
、
熱
意
を
も
っ
て
業
務
に
励
み
、
相
協
力
す
る
と
こ
ろ
に
事
業
の
発
展
と
わ
れ
わ
れ
の
幸
福
は
あ
る
と

信
じ
ま
す
。

　

創
立
四
〇
周
年
の
記
念
式
典
、
記
念
行
事
は
、
過
去
の
周
年
記
念
行
事
と
く
ら
べ
て
、
最
も
盛
大
な
も
の
に
な
っ
た
が
、

そ
こ
に
創
立
者
の
姿
は
な
か
っ
た
。

　

肝
臓
癌
を
わ
ず
ら
っ
て
い
た
坂
部
三
次
は
、
一
九
五
九
年
︵
昭
和
三
四
︶
二
月
か
ら
京
都
大
学
付
属
病
院
に
入
院
し
て

い
た
が
、
五
月
一
七
日
に
な
っ
て
急
逝
し
た
の
で
あ
る
。
享
年
八
一
歳
だ
っ
た
。
八
月
の
創
立
記
念
日
、
秋
の
記
念
行
事
、

さ
ら
に
は
東
京
工
場
の
竣
工
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
が
、
創
立
四
〇
年
ま
で
あ
と
三
か
月
の
と
こ
ろ
で
永
眠
、
そ
の
人
生

に
幕
を
と
じ
た
の
で
あ
る
。

　

社
葬
は
五
月
二
六
日
、
建
仁
寺
︵
京
都
市
大
和
大
路
四
条
下
る
︶
で
と
り
お
こ
な
っ
た
。
参
列
者
は
約
二
五
〇
〇
人
、

そ
の
な
か
に
は
京
都
市
長
の
高
山
義
三
、
京
都
商
工
会
議
所
会
頭
の
中
野
種
一
郎
、
京
都
府
公
安
委
員
長
の
湯
浅
祐
一
、

発
明
協
会
会
長
の
畠
山
一
清
、
京
都
染
色
同
業
会
長
の
大
西
太
郎
兵
衛
ら
の
顔
も
あ
っ
た
。
境
内
に
な
ら
ん
だ
櫁し

き
み

は
一
二

〇
〇
に
の
ぼ
り
、
建
仁
寺
は
じ
ま
っ
て
以
来
の
盛
大
な
葬
儀
と
な
っ
た
。

　

故
人
と
な
っ
た
坂
部
三
次
は
正
六
位
勲
四
等
瑞
宝
章
を
叙
せ
ら
れ
、
伝
達
式
は
六
月
八
日
、
東
京
科
学
技
術
省
で
お
こ

な
わ
れ
た
。

　

巨
大
な
存
在
で
あ
っ
た
創
業
者
の
死
去
に
よ
っ
て
、
お
お
き
な
転
換
期
を
む
か
え
る
こ
と
に
な
る
。

ありし日の坂部三次（紫綬褒章受章祝賀会）
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第
八
節  
急
成
長
で
転
機
を
む
か
え
る

●
初
め
て
の
組
織
表
は
社
内
報
で
明
ら
か
に

　

戦
後
の
日
本
ク
ロ
ス
は
、
前
章
で
の
べ
た
よ
う
に
事
業
経
営
は
工
場
中
心
に
ま
わ
っ
て
い
た
。
組
織
図
も
組
織
表
と
い

う
も
の
も
な
く
、
課
長
、
係
長
も
お
い
て
い
な
か
っ
た
。

　

い
わ
ゆ
る
社
内
組
織
な
る
も
の
を
初
め
て
意
識
し
た
の
は
一
九
五
六
年
︵
昭
和
三
一
︶
だ
っ
た
。
正
式
な
組
織
図
も
組

織
表
も
作
成
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
三
工
場
三
部
制
と
い
う
か
た
ち
に
し
て
、
こ
の
と
き
に
初
め
て
﹁
部
﹂
の
も
と
に
、

い
く
つ
か
の
﹁
課
﹂
を
配
し
て
、﹁
課
﹂
の
も
と
に
﹁
係
﹂
も
お
い
た
。

　

三
工
場
と
は
本
社
工
場
、
東
京
工
場
、
福
岡
工
場
、
三
部
と
は
総
務
部
、
業
務
部
、
染
工
部
東
工
場
で
あ
る
。
初
め
て

の
組
織
図
は
一
九
五
九
年
︵
昭
和
三
四
︶
四
月
創
刊
の
﹃
ク
ロ
ス
社
内
報
﹄
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
総
務
部
が
作

成
し
た
も
の
で
は
な
く
、
社
内
報
の
編
集
部
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

総
務
部
︵
総
務
課
・
経
理
課
・
勤
労
課
︶　

部
長
＝
前
川
英
三
︵
常
務
︶

　

業
務
部
︵
販
売
課
・
資
材
課
・
東
京
事
務
所
︶　

部
長
＝
村
中
晃
︵
常
務
︶、
次
長
＝
河
野
幸
夫

　

本
社
工
場
︵
製
造
一
課
・
製
造
二
課
・
工
場
管
理
課
︶　

工
場
長
＝
尾
崎
勇
︵
常
務
︶、
次
長
＝
前
川
文
造
・
竹
中
貞
夫

　

染
工
部
東
工
場
︵
業
務
課
・
染
工
課
・
加
工
品
課
︶　

工
場
長
＝
下
倉
義
一
郎
︵
取
締
役
︶

　

東
京
工
場
︵
総
務
課
・
製
造
課
・
製
品
課
︶　

工
場
長
＝
坂
部
三
次
郎
︵
取
締
役
︶

　

福
岡
工
場　

工
場
長
＝
鈴
木
要

　

当
時
の
編
集
担
当
だ
っ
た
有
川
嘉
邦
︵
の
ち
に
常
務
︶
は
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　

当
時
の
当
社
は
、
京
都
の
ほ
か
に
東
京
工
場
︵
旧
工
場
︶、
福
岡
工
場
、
東
京
事
務
所
︵
現
在
の
支
社
の
前
身
︶

を
有
し
て
い
た
が
お
た
が
い
に
他
の
事
業
所
が
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
り
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
は
皆
目
わ
か
ら
ず
、

ま
た
か
ん
じ
ん
の
会
社
の
う
ご
き
や
経
営
方
針
が
一
般
従
業
員
に
は
さ
っ
ぱ
り
つ
か
め
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。

昭和31年ごろの組織
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当
時
私
は
入
社
後
二
年
を
経
過
し
、
勤
労
課
に
所
属
し
て
い
た
が
、
従
業
員
む
け
に
も
っ
と
会
社
の
内
容
を
Ｐ
Ｒ

す
る
と
と
も
に
、
相
互
の
連
帯
感
を
強
め
る
必
要
を
痛
感
し
、
社
内
報
の
発
行
を
提
唱
し
た
。
そ
し
て
前
川
専
務

［
当
時
総
務
部
長
・
常
務
］
の
承
認
を
え
て
、
西
も
東
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
編
集
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
、
創
刊

に
こ
ぎ
つ
け
た
わ
け
で
あ
る
。︵
中
略
︶

　

創
刊
号
に
は
従
業
員
数
六
一
〇
人
と
い
う
見
出
し
で
当
時
の
組
織
図
が
の
っ
て
い
る
。
こ
の
組
織
図
は
当
時
公
に

発
表
さ
れ
た
初
の
組
織
図
で
あ
り
、
発
表
後
に
相
当
の
物
議
を
か
も
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。︵﹃
ク
ロ
ス
社
内
報
﹄
№

67
︶

﹁
他
の
事
業
所
が
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
り
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
は
皆
目
わ
か
ら
ず
﹂
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
急
激

に
会
社
が
お
お
き
く
な
り
、
組
織
が
ひ
ろ
が
っ
た
こ
と
の
証
で
あ
る
。　

　

初
め
て
の
組
織
図
は
三
工
場
︵
本
社
工
場
、
東
京
工
場
、
福
岡
工
場
︶
と
三
部
︵
総
務
部
、
業
務
部
、
染
工
部
東
工

場
︶
が
並
列
に
配
さ
れ
、
そ
の
上
部
に
会
長
・
社
長
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
独
立
組
織
と
し
て
研
究
課
が

あ
り
、
会
長
、
社
長
の
直
属
の
位
置
づ
け
に
な
っ
て
い
る
。

　

三
部
の
う
ち
総
務
部
と
業
務
部
は
、
本
社
機
能
を
も
つ
部
署
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
実
際
に
は
全
社
を
統
括
す
る
組
織

体
で
は
な
か
っ
た
。
あ
く
ま
で
京
都
工
場
と
染
工
部
東
工
場
を
含
む
京
都
事
業
所
の
ス
タ
ッ
フ
部
門
と
い
う
位
置
づ
け
で

し
か
な
か
っ
た
。
物
議
を
か
も
し
た
の
は
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
原
因
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
三
部
の
ひ
と
つ
染
工
部
東
工
場
は
染
色
工
場
で
あ
る
。
本
社
工
場
の
一
部
門
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
な

く
独
立
の
組
織
体
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
染
工
部
門
そ
の
も
の
の
歴
史
的
な
経
緯
に
よ
っ
て
い
る
。
日
本
ク
ロ
ス
の
染

色
加
工
部
門
は
戦
中
に
分
離
独
立
し
て
開
南
染
工
化
学
に
な
っ
て
い
た
。
戦
後
に
な
っ
て
一
九
五
〇
年
︵
昭
和
二
五
︶
八

月
の
合
併
で
日
本
ク
ロ
ス
に
復
帰
し
た
の
だ
が
、
い
ま
だ
別
会
社
の
雰
囲
気
を
の
こ
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

当
時
の
経
営
管
理
シ
ス
テ
ム
は
、
工
場
中
心
と
い
う
の
が
実
態
だ
っ
た
。
本
社
工
場
、
東
京
工
場
、
染
工
部
東
工
場
、

福
岡
工
場
を
社
長
が
統
括
す
る
と
い
う
、
き
わ
め
て
単
純
な
管
理
組
織
で
、
売
上
高
な
ど
業
績
の
月
次
集
計
な
ど
も
工
場

単
位
で
お
こ
な
っ
て
い
た
。

　

東
京
事
務
所
な
ど
も
各
工
場
の
出
先
機
関
と
い
う
性
格
を
も
ち
、
所
員
は
工
場
の
派
遣
員
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
工

場
別
担
当
者
制
だ
っ
た
た
め
、
お
な
じ
ユ
ー
ザ
ー
に
所
員
が
重
複
し
て
訪
問
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
ま
れ
で
は
な
か
っ
た
。

　

染
工
部
を
ふ
く
め
四
つ
の
工
場
は
、
そ
れ
ぞ
れ
成
立
の
土
壌
、
歴
史
、
さ
ら
に
は
製
造
品
目
を
異
に
し
て
い
た
。
そ
れ

ぞ
れ
が
独
自
の
路
線
を
も
っ
て
う
ご
き
、
各
工
場
は
そ
れ
ぞ
れ
競
い
合
っ
て
い
た
。
と
く
に
京
都
の
本
社
工
場
と
紙
ク
ロ

昭和38年創刊の『クロス社内報』
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ス
で
急
伸
す
る
東
京
工
場
の
ラ
イ
バ
ル
意
識
は
熾
烈
な
も
の
が
あ
っ
た
。
右
肩
あ
が
り
の
成
長
が
の
ぞ
め
る
高
度
成
長
期

だ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
そ
れ
が
、
よ
い
意
味
で
社
内
の
活
性
化
を
も
た
ら
し
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
っ
た
。

●
東
京
の
拠
点
を
強
化
す
る 

─ 

出
張
所
か
ら
東
京
事
務
所
へ

　

一
九
五
五
年
︵
昭
和
三
〇
︶
ご
ろ
に
な
る
と
、
売
上
高
の
お
よ
そ
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
出
版
市
場
向
け
の
ク
ロ
ス
製
品

が
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

出
版
市
場
の
中
心
は
東
京
で
あ
る
。
東
京
市
場
を
み
す
え
た
販
売
拠
点
と
し
て
は
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
戦
後
ま
も

な
く
東
京
・
神
田
一
ツ
橋
の
宮
岡
ビ
ル
に
東
京
出
張
所
を
ひ
ら
い
て
い
る
。

　

大
手
出
版
社
が
本
格
的
な
活
動
を
再
開
す
る
一
九
五
〇
年
︵
昭
和
二
五
︶
ご
ろ
に
な
る
と
、
そ
の
役
割
が
ま
す
ま
す
お

お
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
や
不
織
布
な
ど
、
製
品
、
市
場
と
も
に
新
し
い
事
業
の
ひ
ろ
が
り
も
み

え
て
く
る
。

　

東
京
市
場
の
将
来
を
考
え
る
と
き
、
販
売
拠
点
と
し
て
さ
ら
に
機
能
強
化
が
急
が
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
よ

う
な
背
景
か
ら
一
九
五
六
年
︵
昭
和
三
一
︶
六
月
、
東
京
出
張
所
は
中
央
区
日
本
橋
室
町
の
日
本
橋
倶
楽
部
会
館
へ
移
転

す
る
こ
と
に
決
し
た
。
移
転
と
と
も
に
呼
称
も
東
京
事
務
所
と
あ
ら
た
め
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
橋
倶
楽
部
は
東
京
財
界
人
の
倶
楽
部
組
織
で
あ
る
。
欧
米
の
倶
楽
部
組
織
に
な
ら
っ
て
一
八
九
〇
年
︵
明
治
二

三
︶
に
誕
生
し
た
。
日
本
で
は
最
も
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
政
財
界
人
の
親
睦
団
体
で
あ
っ
た
。

　

も
と
も
と
会
館
は
浜
町
河
岸
に
あ
っ
た
が
戦
災
で
焼
失
、
一
九
五
五
年
︵
昭
和
三
〇
︶
一
一
月
に
現
在
地
に
新
築
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
八
階
建
て
の
モ
ダ
ン
な
ビ
ル
で
同
倶
楽
部
は
三
階
か
ら
五
階
ま
で
を
つ
か
っ
て
い
た
。

　

日
本
ク
ロ
ス
の
東
京
事
務
所
は
新
築
さ
れ
た
ば
か
り
の
同
ビ
ル
六
階
に
あ
っ
た
。
近
代
的
な
設
計
の
オ
フ
ィ
ス
で
、
こ

の
と
き
初
め
て
デ
ス
ク
や
椅
子
も
ス
チ
ー
ル
製
の
も
の
に
な
っ
た
。
内
装
に
は
日
本
ク
ロ
ス
製
品
を
ふ
ん
だ
ん
に
つ
か
い
、

応
接
室
に
は
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
を
お
い
て
、
主
要
な
製
品
を
展
示
し
た
。

　

宮
岡
ビ
ル
か
ら
移
転
当
初
は
所
長
の
河
村
泰
の
ほ
か
一
〇
人
で
あ
っ
た
。
始
業
は
九
時
だ
っ
た
が
八
時
三
〇
分
に
出
社

し
て
、
最
初
の
こ
ろ
は
所
長
を
は
じ
め
全
員
で
朝
の
清
掃
を
お
こ
な
っ
た
と
い
う
。

　

東
京
事
務
所
は
い
わ
ば
出
城
で
あ
り
、
販
促
活
動
、
情
報
収
集
、
官
庁
と
の
折
衝
な
ど
に
つ
い
て
前
線
基
地
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
い
た
。

　

た
と
え
ば
三
六
年
版
の
教
科
書
の
改
訂
で
は
、
情
報
を
察
知
し
て
機
敏
に
う
ご
い
た
。
東
京
事
務
所
は
三
六
年
版
の
指
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導
要
領
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
一
九
五
八
年
︵
昭
和
三
三
︶
七
月
ご
ろ
か
ら
、
早
く
も
積
極
的
に
各
教
科
書
会
社
に
働
ら

き
か
け
た
。
東
京
工
場
の
新
商
品
シ
ル
バ
ー
ボ
ー
ド
と
ダ
イ
ヤ
ボ
ー
ド
を
売
り
こ
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

東
京
書
籍
を
は
じ
め
主
要
な
教
科
書
会
社
に
厚
表
紙
ク
ロ
ス
が
採
用
さ
れ
た
の
は
東
京
事
務
所
、
東
京
工
場
の
販
売
担

当
者
の
粘
り
強
い
販
促
活
動
に
よ
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。

●
転
機
に
立
つ
労
使
の
関
係

　

社
長
の
坂
部
三
次
が
哥う

た

沢ざ
わ

﹁
嵯
峨
の
秋
﹂
を
う
な
り
、
専
務
の
石
丸
憲
次
郎
と
取
締
役
の
村
中
晃
、
下
倉
義
一
郎
が
謡

曲
﹁
鉢は

ち

木の
き

﹂
を
謡
う
。
⋮
⋮

　

会
社
と
従
業
員
が
共
催
で
お
こ
な
う
慰
安
会
や
懇
親
会
の
余
興
で
は
な
い
。
労
働
組
合
が
主
催
す
る
祝
賀
会
の
演
芸
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
一
コ
マ
で
あ
る
。

　

日
本
ク
ロ
ス
労
働
組
合
の
一
〇
周
年
記
念
の
祝
賀
会
は
一
九
五
五
年
︵
昭
和
三
〇
︶
一
一
月
二
七
日
、
岡
崎
の
京
都
市

公
會
堂
︵
現
・
京
都
市
美
術
館
別
館
︶
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
来
賓
の
な
か
に
は
当
時
の
京
都
府
知
事
・
蜷に

な

川が
わ

虎と
ら

三ぞ
う

、

京
都
市
長
・
高た

か

山や
ま

義ぎ

三ぞ
う

の
名
も
あ
り
、
む
ろ
ん
日
本
ク
ロ
ス
の
社
長
、
副
社
長
以
下
経
営
陣
も
来
賓
あ
つ
か
い
で
あ
る
。

も
し
京
都
総
評
議
長
や
全
繊
同
盟
、
京
都
合
同
繊
維
、
京
都
染
色
労
組
協
議
会
な
ど
単
産
の
書
記
長
や
議
長
の
顔
が
な
か

っ
た
ら
、
日
本
ク
ロ
ス
の
周
年
記
念
行
事
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
労
組
の
周
年
記
念
に
そ
れ
ほ
ど
会
社

が
肩
入
れ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

社
長
も
副
社
長
も
祝
辞
を
の
べ
、
率
先
し
て
舞
台
に
あ
が
っ
て
隠
し
芸
を
披
露
す
る
。
労
と
使
は
和
気
藹
々
と
し
た
雰

囲
気
で
あ
る
。
五
年
後
に
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
か
ま
え
て
真
正
面
か
ら
向
き
あ
う
よ
う
な
関
係
に
な
る
伏
線
は
ど
こ
に
も
み

あ
た
ら
な
い
。

　

日
本
ク
ロ
ス
の
労
働
組
合
結
成
は
一
九
四
六
年
︵
昭
和
二
一
︶
二
月
一
日
で
あ
る
。
日
本
ク
ロ
ス
の
ほ
う
は
﹁
日
本
ク

ロ
ス
労
働
組
合
﹂、
戦
中
に
分
離
独
立
し
て
い
た
開
南
染
工
化
学
の
ほ
う
は
﹁
開
南
染
工
従
業
員
組
合
﹂
と
し
て
誕
生
し

て
い
る
。
ち
な
み
に
両
者
が
合
併
し
て
単
一
の
﹁
日
本
ク
ロ
ス
労
働
組
合
﹂
と
な
る
の
は
一
九
五
〇
年
︵
昭
和
二
五
︶
八

月
一
日
で
あ
る
。

　

た
だ
し
一
般
的
に
こ
の
こ
ろ
の
労
組
の
結
成
は
従
業
員
の
側
か
ら
の
も
り
あ
が
り
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
天
か
ら
降
っ
て
き
た
に
ひ
と
し
か
っ
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
民
主
化
指
令
を
発
し
た
の
は
一
九
四
五
年
︵
昭
和
二
〇
︶

一
〇
月
だ
が
、
そ
の
な
か
に
労
働
組
合
の
結
成
奨
励
も
ふ
く
ま
れ
て
い
た
。
い
わ
ば
戦
後
の
民
主
化
政
策
の
所
産
と
い
う

組合結成10周年記念祝賀会プログラム
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べ
き
で
、
日
本
ク
ロ
ス
の
労
働
組
合
の
結
成
も
そ
う
い
う
時
代
背
景
が
も
た
ら
し
た
も
の
だ
っ
た
。

　

結
成
一
〇
周
年
の
記
念
祝
賀
会
が
会
社
ぐ
る
み
で
盛
大
に
お
こ
な
わ
れ
、
し
か
も
京
都
府
や
京
都
市
の
首
長
ま
で
も
顔

を
み
せ
て
い
る
の
は
、
民
主
化
路
線
と
い
う
当
時
の
国
策
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。

　

事
実
﹁
労
﹂
の
側
も
﹁
使
﹂
の
側
も
、
労
働
組
合
と
い
う
も
の
の
認
識
は
ま
だ
あ
さ
く
、
い
わ
ば
戦
中
の
産
報
運
動
、

つ
ま
り
戦
争
の
た
め
に
労
使
が
一
体
と
な
る
産
業
報
国
運
動
の
延
長
ぐ
ら
い
に
し
か
と
ら
え
て
い
な
か
っ
た
。

　

当
時
の
日
本
ク
ロ
ス
は
業
績
好
調
、
イ
ン
フ
レ
の
せ
い
も
あ
っ
た
が
、
昇
給
は
年
二
回
も
あ
っ
た
。
他
社
に
く
ら
べ
て

経
済
的
に
手
厚
か
っ
た
の
で
不
満
が
く
す
ぶ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

　

だ
が
昭
和
三
〇
年
代
︵
一
九
五
五
～
︶
に
な
る
と
波
風
が
立
っ
て
く
る
。
労
働
運
動
は
新
た
な
転
機
を
む
か
え
、
日
教

組
闘
争
や
三
井
三
池
の
争
議
、
さ
ら
に
は
六
〇
年
安
保
闘
争
な
ど
が
あ
っ
て
、
組
合
活
動
は
ま
る
で
熱
に
浮
か
さ
れ
た
よ

う
に
闘
争
主
義
の
時
代
に
な
っ
て
ゆ
く
。

　

日
本
ク
ロ
ス
の
労
働
組
合
も
そ
れ
ま
で
京
都
工
場
の
み
だ
っ
た
が
、
一
九
五
七
年
︵
昭
和
三
二
︶
六
月
、
東
京
工
場
で

も
別
個
に
労
働
組
合
が
う
ま
れ
て
い
る
。
当
時
、
東
京
工
場
は
従
業
員
お
よ
そ
一
〇
〇
人
の
家
族
的
な
工
場
だ
っ
た
。
紙

ク
ロ
ス
の
売
れ
ゆ
き
が
好
調
で
業
績
は
右
肩
あ
が
り
だ
っ
た
が
、
京
都
工
場
と
は
成
立
基
盤
が
ち
が
っ
て
い
る
せ
い
も
あ

っ
て
、
か
な
り
お
お
き
な
賃
金
格
差
が
あ
っ
た
。
労
組
が
う
ま
れ
た
要
因
の
ひ
と
つ
に
は
格
差
是
正
の
問
題
も
あ
っ
た
。

　

京
都
工
場
、
東
京
工
場
と
も
に
、
ま
だ
こ
の
こ
ろ
の
労
組
は
政
党
色
も
稀
薄
で
あ
っ
た
。
昭
和
三
〇
年
代
︵
一
九
五
五

～
︶
に
な
っ
て
闘
争
が
激
化
す
る
他
の
労
組
を
横
目
に
し
て
も
、
京
都
工
場
の
労
組
に
は
、﹁
親
父
︵
坂
部
三
次
︶
の
前

で
は
ス
ト
ラ
イ
キ
は
や
ら
な
い
﹂
と
い
う
暗
黙
の
了
解
が
あ
っ
た
。

　

だ
が
、
一
九
五
九
年
︵
昭
和
三
四
︶
五
月
、
会
長
の
坂
部
三
次
が
死
去
し
て
し
ま
う
。
い
わ
ば
重
石
が
と
れ
た
格
好
に

な
っ
て
、
半
年
後
の
一
二
月
に
な
っ
て
早
く
も
最
初
の
争
議
が
も
ち
あ
が
っ
た
。
先
に
う
ご
い
た
の
は
東
京
工
場
で
あ
る
。

労
組
は
ス
ト
権
を
集
約
し
た
う
え
で
暮
れ
の
一
時
金
闘
争
に
の
ぞ
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

一
九
六
〇
年
︵
昭
和
三
五
︶
に
な
る
と
指
導
体
制
が
か
わ
り
、
労
組
は
次
第
に
政
党
色
を
強
め
先
鋭
化
す
る
。
京
都
、

東
京
と
も
に
上
部
団
体
に
加
入
す
る
な
ど
、
労
使
の
関
係
に
お
お
き
な
変
化
が
兆
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

一
九
六
一
年
︵
昭
和
三
六
︶
に
は
春
の
賃
上
げ
を
め
ぐ
っ
て
、
京
都
、
東
京
の
両
工
場
に
赤
旗
が
ひ
る
が
え
っ
た
。

　

京
都
工
場
で
は
ス
ト
ラ
イ
キ
が
断
続
的
に
二
週
間
に
お
よ
ん
だ
。
三
月
三
〇
日
の
半
日
ス
ト
に
は
じ
ま
り
、
四
月
四
日

の
一
二
時
か
ら
六
日
の
一
二
時
ま
で
四
八
時
間
ス
ト
で
あ
る
。
さ
ら
に
八
日
か
ら
無
期
限
ス
ト
に
突
入
し
て
い
る
。
交
渉

が
妥
結
し
て
ス
ト
が
解
除
さ
れ
た
の
は
、
一
二
日
の
午
前
四
時
だ
っ
た
。

　

翌
一
九
六
二
年
︵
昭
和
三
七
︶
春
に
は
東
京
工
場
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
行
、
会
社
側
は
こ
れ
に
対
し
て
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト



235 第五章 ──ポンとはずんでパネロン　国産初の不織布を世におくる

で
応
じ
て
い
る
。

　

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
毎
年
、
昇
給
、
賞
与
時
に
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
背
景
に
し
た
団
体
交
渉
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

当
時
、
日
本
ク
ロ
ス
は
好
業
績
に
め
ぐ
ま
れ
て
、
と
く
に
京
都
工
場
の
賃
金
レ
ベ
ル
は
周
囲
を
み
わ
た
し
て
も
高
水
準

の
ほ
う
だ
っ
た
。﹁
嫁
に
や
る
な
ら
日
本
ク
ロ
ス
の
男
に
﹂
と
い
わ
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
過
激
な
闘
争
に
走
る
必
然
性
が

な
い
の
に
、
ス
ト
ラ
イ
キ
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

労
働
組
合
そ
の
も
の
が
自
立
し
た
存
在
と
し
て
成
熟
し
な
い
ま
ま
、
も
っ
ぱ
ら
時
勢
と
い
う
も
の
に
た
だ
流
さ
れ
て
い

た
。﹁
使
﹂
の
側
、
つ
ま
り
当
時
の
経
営
首
脳
陣
も
、
労
と
使
の
関
係
を
﹁
親
と
子
﹂
の
関
係
な
ど
と
み
る
ア
ナ
ク
ロ
ニ

ズ
ム
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
。

　

労
働
組
合
の
あ
り
か
た
、
労
使
関
係
の
あ
り
か
た
を
め
ぐ
っ
て
、
労
使
と
も
に
意
識
改
革
が
も
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
い
わ
ば
会
社
の
成
長
と
と
も
に
労
使
関
係
の
う
え
で
も
模
索
の
時
代
に
突
入
し
た
の
で
あ
る
。

　

経
営
サ
イ
ド
の
労
働
組
合
観
が
成
熟
し
、
従
業
員
の
組
合
活
動
へ
の
積
極
参
加
、
意
識
の
た
か
ま
り
が
兆
し
て
く
る
ま

で
に
は
、
ま
だ
ま
だ
時
間
的
な
余
裕
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

紆
余
曲
折
を
へ
て
京
都
、
東
京
の
二
つ
の
労
組
が
統
合
、
単
一
の
労
組
と
な
っ
た
の
は
一
九
六
七
年
︵
昭
和
四
二
︶
だ

っ
た
が
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
労
と
使
は
真
正
面
か
ら
向
か
い
合
う
の
で
は
な
く
、
お
な
じ
方
向
を
み
つ
め
て
と
も
に

あ
ゆ
む
、
と
い
う
カ
タ
チ
が
う
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
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東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
輝
き

　

第
十
八
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
の
開
会
式
を
見
た
。
美
し
か
っ
た
。

　

テ
レ
ビ
放
送
の
リ
ハ
ー
サ
ル
な
ど
で
、
空
想
を
た
く
ま
し
く
し
す
ぎ
て
い

た
せ
い
か
、
感
動
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
か
っ
た
が
、
う
つ
く
し
さ
は
想
像
を

越
え
て
い
た
。
色
彩
の
饗
宴
で
あ
る
。
ア
ン
ツ
ー
カ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク
、
フ
ィ

ー
ル
ド
の
芝
│
│
。
レ
ン
ガ
色
と
緑
が
つ
よ
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
つ
く
っ
て
、

ま
ず
目
を
射
る
。
そ
こ
に
並
ぶ
各
国
選
手
た
ち
の
、
と
り
ど
り
の
ブ
レ
ザ
ー

コ
ー
ト
⋮
⋮
。
何
よ
り
空
が
み
ご
と
で
あ
っ
た
。
地
上
の
は
な
や
ぎ
は
、
明

澄
な
こ
の
日
の
空
に
助
け
ら
れ
て
、
な
お
あ
ざ
や
か
さ
を
増
し
た
と
思
う
。

︵
杉
本
苑
子
﹁
あ
す
へ
の
祈
念
﹂
講
談
社
編
﹃
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク　

文
学

者
の
見
た
世
紀
の
祭
典
﹄
所
収
︶

東京オリンピック開会式で入場行進する日本選手団

「
戦
後
」
日
本
の
転
換
期

政
治 

経
済 
社
会

す
べ
て
潮
目
が
変
わ
る

時
代
と
世
相
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一
九
六
四
年
︵
昭
和
三
九
︶
一
〇
月
一
〇
日
︵
土
曜
日
︶、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
む
か
え
た
そ
の
日
は
前
夜
の
ど
し
ゃ
ぶ
り
の
雨
が
ス
モ
ッ
グ
を
洗
い
流
し
、

朝
か
ら
か
ら
っ
と
し
た
晴
天
に
め
ぐ
ま
れ
た
。

　

大
会
に
は
九
四
の
国
と
地
域
か
ら
五
一
三
三
人
が
や
っ
て
き
て
、
国
立
競
技
場

は
約
七
万
五
〇
〇
〇
人
の
観
衆
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ラ
ジ
オ
放
送
担
当
の
鈴
木
文ぶ

ん

彌や

は
﹁
開
会
式
の
最
大
の
演
出
家
、
そ

れ
は
人
間
で
も
な
く
、
音
楽
で
も
な
く
、
そ
れ
は
太
陽
で
す
﹂
と
表
現
し
、
テ
レ

ビ
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
放
送
の
北
出
清
五
郎
は
﹁
世
界
中
の
秋
晴
れ
を
、
全
部
東
京
に

も
っ
て
き
た
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
秋
日
和
で
あ
り
ま
す
﹂
と
第
一
声
を
発
し
た
。

　

観
覧
席
に
い
た
杉す

ぎ

本も
と

苑そ
の

子こ

︵
歴
史
・
時
代
小
説
家
︶
は
、
ち
ょ
う
ど
二
〇
年
ま

え
に
、
お
な
じ
場
所
で
出
征
し
て
ゆ
く
学
徒
兵
を
み
お
く
っ
た
女
子
学
生
時
代
の

記
憶
を
明
滅
さ
せ
、
二
〇
年
と
い
う
歳
月
の
重
さ
を
か
み
し
め
て
い
た
。

　

そ
の
二
〇
年
に
廃
墟
か
ら
立
ち
あ
が
っ
た
復
興
の
歴
史
が
あ
る
。
人
び
と
の
意

識
に
は
、
杉
本
と
お
な
じ
よ
う
に
、
親
兄
弟
、
身
近
な
人
を
う
し
な
っ
た
戦
争
の

辛
い
記
憶
は
ま
だ
深
く
き
ざ
み
こ
ま
れ
て
い
た
。
だ
が
一
九
五
〇
年
代
︵
昭
和
二

五
～
︶
か
ら
日
本
経
済
の
高
度
成
長
が
は
じ
ま
り
、
一
九
六
〇
年
︵
昭
和
三
五
︶

に
は
池
田
勇
人
首
相
の
﹁
所
得
倍
増
計
画
﹂
で
は
ず
み
が
つ
い
た
。
白
黒
テ
レ
ビ
、

電
気
冷
蔵
庫
、
電
気
洗
濯
機
な
ど
の
家
電
製
品
が
急
速
に
普
及
し
は
じ
め
、
国
民

の
関
心
は
お
の
ず
と
消
費
に
向
か
い
つ
つ
あ
っ
た
。
意
識
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が

か
わ
り
は
じ
め
、
新
し
い
時
代
の
価
値
観
が
う
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
ア
ジ
ア

で
初
め
て
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ま
さ
に
戦
後
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
役

割
を
担
い
、
高
度
成
長
を
さ
ら
に
勢
い
づ
け
る
お
お
き
な
原
動
力
と
な
っ
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
と
も
な
い
東
海
道
新
幹
線
や
首
都
高
速
道
路
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
や
国
立
競
技
場
、
日
本
武
道
館
な
ど
の
競
技
施
設
が
次
つ
ぎ
に
整
備
さ
れ

た
。
そ
の
費
用
は
お
よ
そ
一
兆
円
に
お
よ
び
、
海
外
に
向
か
っ
て
、﹁
経
済
大
国
﹂

を
お
お
き
く
印
象
づ
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

昭
和
元
禄 

い
ざ
な
ぎ
景
気

　

昭
和
四
〇
年
代
︵
一
九
六
五
～
︶
は
戦
後
う
ま
れ
の
こ
ど
も
た
ち
が
次
つ
ぎ
に

成
年
に
達
す
る
時
代
で
あ
る
。
か
れ
ら
若
者
に
と
っ
て
ビ
ー
ト
ル
ズ
、
ツ
イ
ッ
ギ

ー
の
来
日
は
衝
撃
だ
っ
た
。

　

一
九
六
五
年
︵
昭
和
四
〇
︶
六
月
に
来
日
し
た
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
嵐
の
よ
う
な
武

道
館
コ
ン
サ
ー
ト
は
グ
ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ズ
︵
Ｇ
Ｓ
︶
ブ
ー
ム
を
巻
き
お
こ
し
、
翌

一
九
六
六
年
︵
昭
和
四
一
︶
一
〇
月
一
八
日
、
羽
田
空
港
に
お
り
立
っ
た
ミ
ニ
の

女
王
・
ツ
イ
ッ
ギ
ー
の
ス
ラ
リ
と
の
び
た
長
い
足
に
、
若
い
女
性
は
羨
望
の
た
め

息
を
も
ら
し
た
。

　

ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
の
娘
た
ち
が
、
わ
ん
さ
と
東
京
の
路
上
に
あ
ふ
れ
、
さ
ら
に
ア

メ
リ
カ
の
反
戦
運
動
か
ら
う
ま
れ
た
ヒ
ッ
ピ
ー
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
加
わ
っ
た
。
男

ど
も
も
長
髪
に
髭
を
の
ば
し
て
、
髪
に
は
バ
ン
ダ
ナ
や
ス
カ
ー
フ
、
そ
し
て
ジ
ー

ン
ズ
と
Ｔ
シ
ャ
ツ
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
の
音
色
が
流
れ
る

街
な
か
を
ヒ
ッ
ピ
ー
や
ミ
ニ
ス
カ
娘
が
た
む
ろ
す
る
。
明
治
や
大
正
う
ま
れ
の
世

代
は
び
っ
く
り
仰
天
、
旧
来
の
殻
を
破
っ
た
新
し
い
若
者
文
化
に
、
た
だ
白
い
眼

を
向
け
て
い
た
。
い
わ
ゆ
る
﹁
昭
和
元
禄
﹂
の
ひ
と
コ
マ
で
あ
る
。

　

天
下
泰
平
、
奢し

ゃ

侈し

安あ
ん

逸い
つ

の
世
と
い
わ
れ
た
江
戸
時
代
の
元
禄
期
に
な
ぞ
ら
え
る

ほ
ど
の
泰
平
の
世
が
戦
後
日
本
に
や
っ
て
き
た
。
高
度
成
長
ま
っ
し
ぐ
ら
の
一
九

六
〇
年
代
︵
昭
和
三
五
～
︶
後
半
の
こ
と
で
あ
る
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
景
気
が
終
息
し
た
あ
と
﹁
証
券
不
況
﹂
と
い
う
一
時
期
も
あ
っ

た
が
、
一
九
六
五
年
︵
昭
和
四
〇
︶
一
一
月
か
ら
ま
た
好
景
気
が
や
っ
て
き
た
。

一
九
七
〇
年
︵
昭
和
四
五
︶
七
月
ま
で
、
五
七
か
月
も
つ
づ
い
た
戦
後
最
長
の
大

型
景
気
で
、
の
ち
に
﹁
い
ざ
な
ぎ
景
気
﹂
と
名
づ
け
ら
れ
た
。﹁
昭
和
元
禄
﹂
と

い
う
キ
ャ
ッ
チ
が
新
聞
記
事
に
躍
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
こ
ろ
で
あ
る
。

　

所
得
水
準
の
向
上
で
消
費
が
大
幅
に
の
び
、
車 

︵car

︶、
エ
ア
コ
ン 

︵cooler

︶、



240

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ 

︵color T
V

︶ 

は
﹁
三
Ｃ
﹂︵
三
種
の
神
器
︶
と
よ
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
日
本
経
済
の
規
模
は
ま
す
ま
す
拡
大
し
、
世
界
第
二
の
経
済
大
国
に

の
し
あ
が
っ
た
。

　

平
和
な
世
を
謳
歌
し
、
経
済
的
に
も
ゆ
と
り
が
も
て
る
よ
う
に
な
る
と
、
お
の

ず
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
レ
ジ
ャ
ー
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
時
間
と
お
金
を
あ
て
る
よ
う

に
な
っ
て
、
華
美
で
浮
か
れ
た
生
活
を
お
く
る
人
び
と
が
ふ
え
た
。

　

消
費
が
高
級
化
し
て
、
輸
入
の
宝
石
、
時
計
、
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
な
ど
に
人
気
が

あ
つ
ま
り
、
そ
う
い
う
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
デ
パ
ー
ト
が
﹁
我
が
世
の
春
﹂
を
謳
歌

し
た
。
マ
イ
カ
ー
・
ブ
ー
ム
が
や
っ
て
き
て
世
を
あ
げ
て
レ
ジ
ャ
ー
ブ
ー
ム
で
あ

る
。
お
り
か
ら
の
映
画
﹁
若
大
将
﹂
シ
リ
ー
ズ
の
爆
発
的
な
ヒ
ッ
ト
で
、
音
楽
、

ス
キ
ー
、
ヨ
ッ
ト
や
サ
ー
フ
ィ
ン
な
ど
新
し
い
レ
ジ
ャ
ー
に
火
を
つ
け
た
。

祭
り
の
あ
と
の
新
た
な
覚
悟

　

昭
和
元
禄
の
お
祭
り
気
分
は
、
一
九
七
〇
年
︵
昭
和
四
五
︶
の
大
阪
万
国
博
覧

会
の
前
後
ま
で
つ
づ
い
た
。
大
阪
万
博
は
ま
さ
に
高
度
成
長
期
の
絶
頂
期
を
い
ろ

ど
る
﹁
祭
典
﹂
だ
っ
た
。
だ
が
﹁
進
歩
と
調
和
﹂
と
い
う
そ
の
テ
ー
マ
と
、
時
代

の
雰
囲
気
と
の
あ
い
だ
に
は
、
少
な
か
ら
ず
軋き

し

み
が
う
ま
れ
は
じ
め
て
い
た
。

　

奇
跡
と
い
わ
れ
た
高
度
成
長
は
悲
惨
な
公
害
を
も
た
ら
し
、
国
民
を
生
命
の
危

機
に
お
と
し
い
れ
て
い
た
。
公
害
の
被
害
は
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
や
海
洋
・
河
川
の

汚
染
な
ど
の
か
た
ち
で
全
国
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
。
公
害
で
苦
し
む
人
た
ち
が
原

因
企
業
の
責
任
を
問
う
う
ご
き
が
一
九
六
八
年
︵
昭
和
四
三
︶
ご
ろ
か
ら
活
発
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
典
型
的
な
ケ
ー
ス
が
熊
本
︵
水
俣
市
︶
と
新
潟
︵
阿
賀
野
川

下
流
︶
の
有
機
水
銀
中
毒
に
よ
る
﹁
水
俣
病
﹂、
富
山
の
カ
ド
ニ
ウ
ム
中
毒
に
よ

る
﹁
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
﹂、
三
重
県
四
日
市
市
の
大
気
汚
染
に
よ
る
﹁
四
日
市
ぜ

ん
そ
く
﹂
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
四
大
公
害
病
は
、
戦
後
復
興
の
闇
の
部
分
と
い
う
べ
き
で
、
経
済
成
長

を
至
上
主
義
に
し
て
、
も
っ
ぱ
ら
営
利
の
み
を
追
い
も
と
め
て
き
た
企
業
と
、
み

て
み
ぬ
ふ
り
を
し
て
き
た
政
治
・
行
政
の
怠
慢
が
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
。

　

四
大
公
害
の
被
害
者
は
企
業
側
と
裁
判
で
争
う
と
こ
ろ
ま
で
ゆ
き
つ
き
、
公
害

の
過
酷
な
現
実
が
よ
う
や
く
社
会
の
人
た
ち
に
も
ひ
ろ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
法
廷
闘
争
は
な
が
く
、
そ
の
う
え
困
難
で
み
の
り
も
薄
か
っ
た
が
、
関
連
法

の
法
解
釈
に
風
穴
を
あ
け
、
企
業
と
行
政
に
公
害
対
策
の
根
本
的
な
み
な
お
し
を

迫
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

国
民
の
怒
り
に
背
中
を
押
さ
れ
る
か
っ
こ
う
で
、
佐
藤
栄
作
内
閣
は
、
公
害
対

策
基
本
法
と
関
連
法
の
改
正
案
を
一
挙
に
成
立
さ
せ
、
一
九
七
一
年
︵
昭
和
四

六
︶
に
は
環
境
庁
が
発
足
し
て
い
る
。
か
く
し
て
日
本
の
戦
後
社
会
を
ひ
っ
ぱ
っ

て
き
た
経
済
最
優
先
の
路
線
は
待
っ
た
な
し
の
修
正
を
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
や
中
国
の
文
化
大
革
命
の
余
波
も
や
っ
て
き
た
。
団
塊
世

代
の
若
者
た
ち
は
革
命
気
分
に
ひ
た
り
、
大
学
構
内
や
街
中
で
体
制
反
抗
の
狼の

ろ

し煙

を
あ
げ
た
。﹁
昭
和
元
禄
﹂
の
世
を
あ
ざ
わ
ら
う
か
の
よ
う
に
そ
の
一
部
は
暴
走

し
、
あ
げ
く
に
浅
間
山
荘
事
件
が
象
徴
す
る
よ
う
に
凄
惨
な
リ
ン
チ
、
内
ゲ
バ
殺

人
へ
と
瓦が

解か
い

し
て
い
っ
た
。

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
と
買
い
占
め
騒
動

　

騒
動
の
火
の
手
は
一
九
七
三
年
︵
昭
和
四
八
︶
一
一
月
一
日
に
あ
が
っ
た
。

　

大
阪
・
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
千
里
大
丸
プ
ラ
ザ
︵
現
・
ピ
ー
コ
ッ
ク
ス
ト
ア

千
里
中
央
店
︶
に
二
〇
〇
人
も
の
主
婦
た
ち
が
つ
め
か
け
、
開
店
と
同
時
に
ト
イ

時
代
と
世
相
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来日したビートルズの面々

大阪万博・お祭り広場に建つ太陽の塔（岡本太郎作）

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
売
場
に
殺
到
し
た
。
お
よ
そ
五
〇
〇
個
あ
っ
た
在
庫
が
一
時
間

で
消
え
た
。
翌
二
日
に
な
る
と
、
尼
崎
の
灘
神
戸
生
協
組
合
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
も
お

な
じ
よ
う
な
騒
ぎ
と
な
り
、
買
い
そ
こ
ね
た
客
が
﹁
在
庫
を
出
せ
﹂
と
つ
め
よ
り
、

店
内
は
大
混
乱
に
お
ち
い
っ
た
。
そ
の
あ
り
さ
ま
が
テ
レ
ビ
の
全
国
版
ニ
ュ
ー
ス

で
流
れ
て
し
ま
い
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
騒
動
は
全
国
に
飛
び
火
し
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
る
。

　

発
端
は
一
九
七
三
年
︵
昭
和
四
八
︶
一
〇
月
六
日
に
勃
発
し
た
第
四
次
中
東
戦

争
で
あ
る
。
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
︵
石
油
輸
出
国
機
構
︶
は
原
油
の
価
格
を
七
〇
パ
ー
セ
ン

ト
も
ひ
き
あ
げ
る
と
発
表
し
、
同
時
に
Ｏ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
︵
ア
ラ
ブ
石
油
輸
出
国
機

構
︶
は
、
産
出
量
を
段
階
的
に
減
ら
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
支
援
国
家
へ
の
輸
出
を

停
止
す
る
と
言
い
だ
し
た
。
こ
の
と
き
の
世
界
的
な
石
油
価
格
の
高
騰
と
経
済
混

乱
を
﹁
石
油
危
機
﹂
あ
る
い
は
﹁
オ
イ
ル
︵
石
油
︶
シ
ョ
ッ
ク
﹂
と
い
う
。

　

同
盟
国
ア
メ
リ
カ
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
支
援
国
家
で
あ
っ
た
た
め
に
、
日
本
も
同

類
と
み
な
さ
れ
た
。
石
油
の
供
給
を
ア
ラ
ブ
諸
国
に
依
存
し
て
い
た
日
本
に
と
っ

て
大
打
撃
と
な
っ
た
。
石
油
の
供
給
が
と
ま
れ
ば
生
産
が
停
滞
し
、
物
不
足
が
起

き
る
と
い
う
噂
が
ひ
ろ
が
る
な
か
で
、
時
の
通
産
大
臣
・
中
曽
根
康
弘
︵
後
の
首

相
︶
が
一
〇
月
三
一
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
番
組
﹁
こ
ん
に
ち
は
奥
さ
ん
﹂
で
、
紙
不

足
の
危
機
を
ま
こ
と
し
や
か
に
言
及
し
﹁
紙
の
節
約
﹂
を
よ
び
か
け
て
し
ま
っ
た
。

か
く
し
て
大
阪
の
オ
バ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
う
ご
い
た
の
で
あ
る
。

　

現
実
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
は
不
足
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
噂
と
風
評

が
も
た
ら
し
た
騒
動
で
あ
る
。
だ
が
買
い
占
め
に
は
は
ず
み
が
つ
い
て
し
ま
い
、

洗
剤
や
砂
糖
、
醬
油
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
物
資
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
っ
た
。

　

石
油
価
格
の
上
昇
は
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
︵
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
︶
か
ら
立
ち
な

お
り
か
け
て
い
た
日
本
経
済
に
お
お
き
な
打
撃
を
も
ら
し
た
。
急
速
に
イ
ン
フ
レ

が
巻
き
お
こ
り
、
便
乗
値
上
げ
が
相
次
ぎ
、﹁
狂
乱
物
価
﹂
が
流
行
語
と
な
っ
た
。

か
く
し
て
一
九
七
四
年
︵
昭
和
四
九
︶
の
実
質
成
長
率
︵
Ｇ
Ｄ
Ｐ
︶
は
マ
イ
ナ
ス

一
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
戦
後
初
め
て
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、
日
本
の
高
度
経
済
成

長
は
終
息
し
た
の
で
あ
る
。

　

石
油
シ
ョ
ッ
ク
は
資
源
を
も
た
な
い
日
本
の
国
家
の
弱
点
を
照
射
す
る
こ
と
に

な
り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
へ
の
転
換
、
さ
ら
に
は
原
発
の
推
進
へ
と
眼
が
向
け

ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
の
発
売

●
ア
パ
レ
ル
産
業
の
発
展
と
と
も
に
あ
ゆ
む

　

日
本
ク
ロ
ス
に
と
っ
て
、
こ
の
期
の
新
し
い
事
業
展
開
の
ひ
と
つ
は
接
着
芯
地
に
よ
る
ア
パ
レ
ル
業
界
へ
の
参
入
で
あ

る
。

　

日
本
の
ア
パ
レ
ル
産
業
︵
衣
服
の
製
造
・
流
通
︶
の
成
立
は
一
九
六
〇
年
代
︵
昭
和
三
五
～
︶
の
後
半
か
ら
七
〇
年
代

︵
昭
和
四
五
～
︶
の
前
半
で
あ
る
。﹁
ア
パ
レ
ル
産
業
﹂
と
い
う
こ
と
ば
が
、
つ
か
わ
れ
は
じ
め
た
の
は
一
九
七
二
年
︵
昭

和
四
七
︶
ご
ろ
か
ら
で
あ
る
。

　

衣
服
︵
既
製
服
︶
の
量
産
と
量
販
を
め
ざ
す
新
し
い
衣
料
の
縫
製
メ
ー
カ
ー
、
現
在
の
大
手
の
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
各

社
は
、
い
ず
れ
も
一
九
六
〇
～
七
〇
年
︵
昭
和
三
五
～
四
五
︶
に
発
祥
し
、
そ
の
基
盤
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
る
。
ア
パ
レ

ル
の
大
量
生
産
、
大
量
販
売
の
シ
ス
テ
ム
が
で
き
あ
が
り
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
全
国
規
模
の
販
売
ル
ー
ト
も
整
備
さ
れ
て
い

っ
た
。
消
費
者
側
か
ら
み
て
も
、
衣
服
は
値
の
張
る
オ
ー
ダ
ー
や
イ
ー
ジ
ー
オ
ー
ダ
ー
に
よ
ら
な
く
て
も
い
い
。
柄
も
サ

イ
ズ
も
豊
富
だ
か
ら
、
百
貨
店
や
専
門
店
で
既
製
品
を
買
え
ば
い
い
、
と
い
う
雰
囲
気
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
六
〇
～
七
〇
年
代
︵
昭
和
三
五
～
四
五
︶
に
か
け
て
、
衣
服
の
既
製
服
化
は
急
激
に
す
す
ん
だ
。
紳
士
服
ス
ー
ツ

は
一
九
六
一
年
︵
昭
和
三
六
︶
時
点
で
オ
ー
ダ
ー
と
イ
ー
ジ
ー
が
約
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
一
九

七
二
年
︵
昭
和
四
七
︶
に
は
、
ほ
ぼ
肩
を
な
ら
べ
、
一
九
七
三
年
︵
昭
和
四
八
︶
に
は
逆
転
、
一
九
七
九
年
︵
昭
和
五

四
︶
に
な
る
と
既
製
服
が
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
い
る
。
婦
人
服
も
ほ
ぼ
お
な
じ
傾
向
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
九
六

〇
～
八
〇
年
代
︵
昭
和
三
五
～
五
五
︶
に
か
け
て
、
紳
士
服
・
婦
人
服
の
な
か
で
も
重
衣
料
の
メ
ー
カ
ー
が
急
成
長
を
と

げ
る
の
で
あ
る
。

　

既
製
化
が
ど
ん
ど
ん
す
す
ん
で
、
た
と
え
ば
オ
ン
ワ
ー
ド
樫
山　

レ
ナ
ウ
ン
、
三
陽
商
会
、
東
京
ス
タ
イ
ル
、
イ
ト
キ

ン
な
ど
の
代
表
的
な
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
が
売
上
高
を
右
肩
あ
が
り
に
の
ば
し
た
。
さ
ら
に
有
力
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
の

株
式
上
場
が
あ
い
つ
い
だ
の
も
こ
の
期
で
あ
る
。

　

成
長
の
要
因
は
生
産
面
、
流
通
面
に
わ
け
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
生
産
面
で
は
衣
服
造
り
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
お
お
き
い
だ
ろ
う
。
紳
士
服
ス
ー
ツ
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ミ
シ
ン
や
断
裁
機
の
発
展
、
ホ
フ
マ
ン
プ
レ
ス
機
の
導
入
、

ステーフレックス・ロゴ ステーフレックス・ラベル
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シ
ン
ク
ロ
シ
ス
テ
ム
や
バ
ン
ド
ル
シ
ス
テ
ム
の
採
用
、
さ
ら
に
接
着
縫
製
の
導
入
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

接
着
縫
製
が
、
衣
服
縫
製
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
一
役
買
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
主
役
・
接
着
芯
地
は
日
本
の
ア
パ
レ

ル
産
業
の
発
展
に
お
お
き
な
役
割
を
は
た
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

●
縫
製
革
命
の
主
役 
接
着
芯
地

　

日
本
ク
ロ
ス
が
織
物
ベ
ー
ス
の
接
着
芯
地
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
の
生
産
・
販
売
を
開
始
し
た
の
は
一
九
六
六
年
︵
昭
和

四
一
︶
三
月
で
あ
る
。

　

紳
士
服
や
婦
人
服
や
コ
ー
ト
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
重
衣
料
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
も
の
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
わ
が
国

で
初
め
て
登
場
し
た
本
格
的
な
織
物
接
着
芯
地
で
あ
っ
た
。
ひ
ろ
い
意
味
で
の
接
着
芯
地
、
た
と
え
ば
パ
ー
ツ
に
つ
か
う

一
時
接
着
タ
イ
プ
な
ど
の
製
品
な
ど
は
、
そ
れ
以
前
に
も
散
見
さ
れ
た
。
け
れ
ど
も
衣
服
造
り
の
シ
ス
テ
ム
ま
で
変
え
て

し
ま
う
よ
う
な
接
着
芯
地
は
、
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
の
登
場
ま
で
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

接
着
芯
地
と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
。

　

端
的
に
い
え
ば
服
飾
材
料
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
芯
地
は
も
と
も
と
洋
服
を
は
じ
め
衣
服
を
つ
く
る
と
き
に
不
可
欠
な
も

の
で
、
衣
服
の
シ
ル
エ
ッ
ト
を
形
づ
く
っ
た
り
、
パ
ー
ツ
の
補
強
に
お
お
き
な
役
割
を
は
た
す
。
接
着
芯
地
は
織
物
、
編

物
、
不
織
布
な
ど
を
ベ
ー
ス
布
に
し
て
、
熱
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
接
着
性
を
発
揮
す
る
接
着
剤
︵
合
成
樹
脂
︶
を

付
与
し
た
も
の
を
い
う
。

　

接
着
芯
地
は
使
用
さ
れ
て
い
る
接
着
剤
の
性
能
に
適
応
し
た
﹁
温
度
﹂﹁
圧
力
﹂﹁
時
間
﹂
に
し
た
が
っ
て
、
加
熱
し
な

が
ら
プ
レ
ス
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
衣
服
の
表
地
に
融
着
す
る
。

　

接
着
芯
地
の
登
場
に
よ
っ
て
、
高
度
な
技
術
を
要
し
た
衣
服
の
シ
ル
エ
ッ
ト
を
形
づ
く
る
芯
す
え
作
業
︵
芯
地
を
表
地

に
付
着
す
る
縫
製
の
工
程
︶
は
、
縫
い
合
わ
せ
で
は
な
く
、
プ
レ
ス
加
工
機
に
よ
る
接
着
に
よ
っ
て
実
現
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
い
わ
ば
洋
服
造
り
の
革
命
を
も
た
ら
し
た
副
素
材
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

接
着
芯
地
は
一
般
的
に
ベ
ー
ス
の
基
布
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
織
物
接
着
芯
地
、
編
物
接
着
芯
地
、
不
織
布

接
着
芯
地
な
ど
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

　

基
布
に
塗
布
さ
れ
る
接
着
剤
は
、
ポ
リ
ア
ミ
ド
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
、
エ
チ
レ
ン
酢
ビ
共
重
合
、
ポ
リ
塩
化
ビ
ニ
ル
、
ポ

リ
エ
ス
テ
ル
な
ど
の
合
成
樹
脂
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
接
着
剤
の
形
状
に
よ
っ
て
、
ド
ッ
ト
・
タ
イ
プ
︵
点
状
に
樹

脂
を
配
列
︶
と
シ
ン
タ
ー
・
タ
イ
プ
︵
樹
脂
を
粒
子
に
し
て
ラ
ン
ダ
ム
散
布
︶
に
分
類
さ
れ
る
。
つ
ま
り
接
着
芯
地
は
、

ステーフレックスによる全面接着フロント
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﹁
基
布
の
種
類
﹂﹁
接
着
剤
の
種
類
﹂﹁
接
着
剤
の
形
状
﹂
の
く
み
あ
わ
せ
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
が
う
み
だ
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
衣
料
品
の
表
素
材
の
種
類
、
繊
維
の
組
成
、
衣
料
品
の
使
用
部
位
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
に
よ
っ
て
、

使
用
す
る
接
着
芯
地
も
異
な
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

　

接
着
芯
地
の
登
場
を
う
な
が
し
た
の
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
労
働
力
不
足
で
あ
る
。
大
戦
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
衣

服
造
り
の
熟
練
工
不
足
が
深
刻
に
な
っ
て
、
縫
製
の
シ
ス
テ
ム
を
改
革
す
る
必
要
が
生
じ
て
き
た
。
お
り
か
ら
合
成
繊
維

が
登
場
、
さ
ら
に
高
分
子
化
学
が
発
展
し
、
樹
脂
接
着
剤
も
新
し
い
製
品
が
登
場
し
て
き
た
。

　

そ
う
し
た
時
代
の
ニ
ー
ズ
と
高
分
子
化
学
の
発
展
が
む
す
び
つ
い
た
と
い
う
べ
き
か
。
衣
服
造
り
の
合
理
化
・
省
力
化

の
素
材
と
し
て
接
着
芯
地
が
登
場
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
︵
昭
和
二
五
︶
ご
ろ
に
現
在
の
接
着
芯
地
の
原
型

と
思
わ
れ
る
製
品
が
市
場
に
あ
ら
わ
れ
、
一
九
五
七
年
︵
昭
和
三
二
︶
に
は
、
粉
末
の
接
着
剤
を
芯
地
表
面
に
ラ
ン
ダ
ム

に
撒
布
し
た
﹁
シ
ン
タ
ー
・
タ
イ
プ
﹂﹁
ラ
ン
ダ
ム
パ
ウ
ダ
ー
・
タ
イ
プ
﹂
の
芯
地
が
う
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
一
九
六

四
年
︵
昭
和
三
九
︶
に
は
ド
ッ
ト
︵
点
︶
状
の
定
量
接
着
剤
を
等
間
隔
に
配
置
す
る
﹁
ド
ッ
ト
・
タ
イ
プ
﹂
の
芯
地
が
開

発
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

接
着
芯
地
は
も
と
も
と
熟
練
技
術
者
で
な
く
て
も
縫
製
の
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
ね
ら
い
か
ら
う
ま
れ
て
い
る
。

衣
服
の
シ
ル
エ
ッ
ト
を
形
づ
く
る
芯
す
え
作
業
を
接
着
に
よ
っ
て
実
現
し
て
し
ま
う
。
う
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
衣
服
造
り

の
工
程
短
縮
、
仕
上
り
の
均
一
性
な
ど
、
衣
服
造
り
の
合
理
化
を
実
現
す
る
役
割
を
担
っ
て
登
場
し
た
の
で
あ
る
。

●
英
国
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
か
ら
技
術
導
入
す
る

　

衣
料
用
の
芯
地
に
つ
い
て
、
日
本
ク
ロ
ス
は
す
で
に
不
織
布
パ
ネ
ロ
ン
を
も
っ
て
衣
料
業
界
に
参
入
し
て
い
た
。
む
ろ

ん
不
織
布
の
接
着
芯
地
も
製
品
化
し
て
い
た
。
し
か
し
衣
服
の
芯
地
と
し
て
の
適
性
か
ら
み
て
、
不
織
布
だ
け
で
は
限
界

が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
紳
士
服
や
婦
人
服
の
ス
ー
ツ
な
ど
重
衣
料
に
つ
い
て
、
不
織
布
で
は
材
質
的
に
適
応
性
が
と
ぼ
し

か
っ
た
。

　

日
本
ク
ロ
ス
が
織
物
の
接
着
芯
地
に
注
目
し
た
の
は
、
既
製
服
の
メ
ー
カ
ー
が
台
頭
し
て
き
た
一
九
六
三
年
︵
昭
和
三

八
︶
ご
ろ
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
一
九
六
〇
年
︵
昭
和
三
五
︶
に
な
る
と
、
す
で
に
接
着
シ
ス
テ
ム
の
衣
服
生
産
が

一
般
的
に
な
っ
て
い
た
。
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
衣
服
の
レ
デ
ィ
メ
ー
ド
化
が
す
す
み
、
す
で
に
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を

超
え
て
い
た
。
そ
し
て
既
製
服
の
量
産
シ
ス
テ
ム
を
さ
さ
え
て
い
た
の
が
接
着
芯
地
に
よ
る
接
着
縫
製
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
六
三
年
︵
昭
和
三
八
︶
当
時
、
日
本
の
既
製
服
化
率
は
お
よ
そ
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
ア
パ
レ
ル
と
い
う
業
態
も

英国のステーフレックス ・ インターナショナル
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確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
衣
服
の
縫
製
業
と
い
え
ば
、
労
働
集
約
型
の
中
小
企
業
が
中
心
で
、
き
わ
め
て
保
守
的
な
体

質
を
も
つ
業
界
だ
っ
た
。

　

ア
パ
レ
ル
産
業
が
未
成
熟
な
時
代
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
ク
ロ
ス
が
あ
え
て
接
着
芯
地
の
生
産
販
売
に
参
入
す
る
こ

と
を
き
め
た
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
縫
製
革
命
が
、
や
が
て
日
本
に
も
や
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
い
う
見
通
し
か
ら
で
あ
る
。

事
実
、
当
時
の
日
本
の
縫
製
産
業
で
は
、
労
働
力
不
足
、
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
な
ど
が
問
題
点
と
し
て
浮
上
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
必
要
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

先
進
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
接
着
芯
地
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
の
す
え
、
イ
ギ
リ
ス
の
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
︵Staflex International Inc.
︶
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
え
ら
ん
だ
の
は
、
当
時
同
社
が
世
界
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー

だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

世
界
で
初
め
て
接
着
芯
地
の
開
発
に
成
功
し
た
同
社
の
創
立
は
一
九
五
一
年
︵
昭
和
二
六
︶
で
あ
る
。﹁
ス
テ
ー
フ
レ

ッ
ク
ス
﹂
と
い
う
社
名
そ
の
も
の
を
製
品
ブ
ラ
ン
ド
に
し
て
い
る
。
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
の
語
源
はStiff

︵
か
た
い
︶

and Flexibility

︵
ま
が
る
︶
だ
と
い
う
。

　

当
初
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
・
イ
ン
タ
ー
ラ
イ
ニ
ン
グ
と
い
う
社
名
で
出
発
し
た
が
、
国
外
の
ラ
イ
セ
ン
シ
ー
が
ふ
え
た

一
九
六
三
年
︵
昭
和
三
八
︶、
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
社
名
を
変
更
し
て
い
る
。

　

日
本
ク
ロ
ス
と
技
術
提
携
す
る
一
九
六
五
年
︵
昭
和
四
〇
︶
当
時
、
資
本
金
は
約
四
億
五
〇
〇
〇
万
円
、
ロ
ン
ド
ン
周

辺
に
数
か
所
の
工
場
・
事
務
所
を
も
ち
、
そ
の
販
売
網
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
、
南
北
ア
メ
リ
カ
、
イ
ン
ド
、
東
南
ア
ジ
ア
、

ア
フ
リ
カ
に
お
よ
ん
で
い
た
。

　

日
本
ク
ロ
ス
は
一
九
六
五
年
︵
昭
和
四
〇
︶、
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
技
術
援
助
契
約
を
締

結
、
同
社
の
織
・
編
物
タ
イ
プ
の
接
着
芯
地
の
生
産
・
販
売
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
の
で
あ
る
。

●
最
初
は
婦
人
服 

そ
し
て
紳
士
服
の
全
面
接
着
へ

　

接
着
芯
地
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
の
生
産
・
販
売
を
開
始
し
た
の
は
一
九
六
六
年
︵
昭
和
四
一
︶
三
月
で
あ
る
。

　

ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
の
技
術
援
助
契
約
に
つ
い
て
日
本
政
府
の
認
可
が
お
り
た
の
は
前
年

︵
一
九
六
五
︶
の
七
月
、
生
産
設
備
の
導
入
は
一
九
六
五
年
︵
昭
和
四
〇
︶
一
二
月
で
あ
っ
た
。
最
初
に
導
入
し
た
シ
ン

タ
ー
・
タ
イ
プ
の
製
造
機
で
あ
る
。
京
都
西
工
場
の
製
造
三
課
の
第
二
工
場
に
設
置
、﹁
Ｓ
︱
１
号
機
﹂
と
名
づ
け
ら
れ

た
。
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Ｓ
︱
１
号
機
は
一
九
六
六
年
︵
昭
和
四
一
︶
三
月
か
ら
本
格
的
に
稼
動
、
月
産
三
五
万
メ
ー
ト
ル
の
生
産
体
制
が
と
と

の
っ
た
の
で
あ
る
。

　

発
売
当
初
は
、
ま
ず
シ
ン
タ
ー
・
タ
イ
プ
の
製
品
を
も
っ
て
、
既
製
化
率
が
す
す
ん
で
い
る
レ
デ
ィ
ー
ス
市
場
に
ね
ら

い
を
お
き
、
ド
ッ
ト
・
タ
イ
プ
︵
ブ
ラ
ン
ド
名
は
﹁
ソ
リ
ド
ッ
ト
﹂。
当
初
は
輸
入
品
︶
で
コ
ー
ト
分
野
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
て
、
全
面
接
着
シ
ス
テ
ム
を
提
案
す
る
と
い
う
販
売
促
進
を
精
力
的
に
お
こ
な
っ
た
。

　

ド
ッ
ト
・
タ
イ
プ
の
製
造
設
備
を
導
入
し
た
の
は
、
一
九
六
八
年
︵
昭
和
四
三
︶
九
月
で
あ
る
。
同
設
備
︵
Ｓ
︱
２
号

機
︶
は
深
谷
工
場
に
新
設
︵
月
産
五
〇
万
メ
ー
ト
ル
︶、﹁
ソ
リ
ド
ッ
ト
﹂
の
国
産
を
開
始
し
て
い
る
。

﹁
ソ
リ
ド
ッ
ト
﹂
シ
リ
ー
ズ
は
、
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
が
一
九
六
四
年
︵
昭
和
三
九
︶
に
開
発
し
た
全
面
接
着
用
の
芯
地

で
あ
っ
た
。

　

接
着
樹
脂
を
点
︵
ド
ッ
ト
︶
状
に
し
て
、
規
則
的
に
配
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
表
生
地
と
芯
地
の
接
着
面
積

を
小
さ
く
し
て
、
ソ
フ
ト
な
風
合
い
と
安
定
し
た
接
着
強
度
を
実
現
し
た
。
こ
の
ソ
リ
ド
ッ
ト
タ
イ
プ
が
全
面
接
着
に
よ

る
縫
製
と
い
う
、
新
し
い
衣
服
造
り
の
シ
ス
テ
ム
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
Ｆ
Ｆ
Ｆ
︵Free Fused Front

︶
と
名

づ
け
ら
れ
た
こ
の
縫
製
シ
ス
テ
ム
は
、
ミ
シ
ン
開
発
以
来
の
革
命
で
あ
る
と
ま
で
い
わ
れ
た
。

　

ド
ッ
ト
・
タ
イ
プ
の
新
し
い
製
品
﹁
ソ
リ
ド
ッ
ト
﹂
Ｓ
タ
イ
プ
、
次
い
で
Ｘ
タ
イ
プ
を
国
産
化
、
両
製
品
に
よ
っ
て
、

ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
の
紳
士
服
市
場
へ
参
入
が
本
格
化
し
た
。

　

当
時
の
紳
士
服
業
界
は
、
工
業
化
へ
向
か
う
過
渡
期
に
あ
っ
た
。
よ
う
や
く
既
製
服
の
需
要
も
た
か
ま
り
は
じ
め
て
い

た
が
、
労
働
力
の
不
足
が
慢
性
化
、
生
産
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
、
労
働
生
産
性
も
き
わ
め
て
低
い
と
い
う
の
が
実
情
だ
っ
た
。

技
術
革
新
が
待
望
さ
れ
る
な
か
で
、
接
着
芯
地
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
は
少
し
ず
つ
浸
透
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

●
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
化 

多
様
化
へ

　

ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
は
既
製
服
化
率
の
向
上
と
と
も
に
着
実
に
市
場
に
う
け
い
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
が
ス
テ
ー
フ

レ
ッ
ク
ス
の
販
売
実
績
に
も
、
は
っ
き
り
と
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
一
九
七
二
年
︵
昭
和
四
七
︶
か
ら
一
九
七
三
年
︵
昭
和

四
八
︶
に
か
け
て
の
販
売
数
量
は
、
月
間
一
〇
〇
～
一
二
〇
万
メ
ー
ト
ル
に
達
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

ア
パ
レ
ル
産
業
は
成
長
期
を
む
か
え
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
衣
服
も
機
能
面
だ
け
で
は
な
く
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
が
商
品
企

画
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
、
さ
ら
に
表
素
材
の
多
様
化
が
は
じ
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
時
代
の
変
化
を
ま
え
に
し
て
、

ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
に
も
新
し
い
モ
ノ
づ
く
り
が
も
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
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一
九
七
三
年
︵
昭
和
四
八
︶
二
月
、﹁
Ｓ
︱
３
号
機
﹂
を
新
設
し
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
で
あ
る
。
新
し
い

こ
の
設
備
は
三
つ
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
ヘ
ッ
ド
と
二
種
の
加
熱
シ
ス
テ
ム
を
も
ち
、﹁
ソ
リ
ド
ッ
ト
Ｓ
タ
イ
プ
﹂﹁
リ
ア
ク
テ

ィ
ブ
﹂﹁
パ
ウ
ダ
ー
ド
ッ
ト
﹂
と
い
う
三
タ
イ
プ
の
新
製
品
を
も
た
ら
し
た
。

　

な
か
で
も
﹁
リ
ア
ク
テ
ィ
ブ
﹂
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
名
で
四
月
に
発
売
し
た
新
タ
イ
プ
は
、
そ
れ
ま
で
の
接
着
芯
地
と
は

異
な
る
新
し
い
樹
脂
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
接
着
樹
脂
を
熱
可
塑
性
か
ら
熱
反
応
性
に
か
え
た

と
こ
ろ
に
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
が
あ
る
。
温
度
と
圧
力
に
よ
っ
て
樹
脂
そ
の
も
の
の
性
質
を
変
化
さ
せ
、
異
な
っ
た

成
分
を
生
成
さ
せ
る
と
い
う
熱
反
応
性
樹
脂
の
特
性
を
接
着
芯
地
に
付
与
す
る
と
い
う
方
式
で
あ
る
。

　

従
来
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
適
切
な
接
着
強
度
を
得
る
た
め
に
は
一
定
の
許
容
温
度
範
囲
が
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
新
し

い
シ
ス
テ
ム
で
は
、
そ
う
い
う
制
限
か
ら
自
由
に
な
っ
た
。
一
定
基
準
さ
え
ク
リ
ア
し
て
い
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
温
度
で

も
十
分
な
接
着
力
が
確
保
で
き
る
。
表
素
材
へ
の
﹁
染
み
出
し
﹂
も
な
く
、
安
全
性
に
す
ぐ
れ
て
い
た
。

　

新
設
機
の
稼
動
に
よ
っ
て
、
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
は
﹁
シ
ン
タ
ー
﹂﹁
ソ
リ
ド
ッ
ト
Ｓ
・
Ｘ
﹂﹁
シ
ャ
ツ
グ
レ
ー 

ド
﹂

﹁
リ
ア
ク
テ
ィ
ブ
﹂﹁
パ
ウ
ダ
ー
ド
ッ
ト
﹂
と
五
タ
イ
プ
の
製
品
シ
リ
ー
ズ
が
そ
ろ
っ
た
。

●
独
自
の
販
売
ス
タ
イ
ル
を
と
る

　

接
着
芯
地
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
は
、
販
売
方
法
そ
の
も
の
に
も
お
お
き
な
変
革
を
も
た
ら
し
た
。

　

接
着
芯
地
と
い
う
モ
ノ
の
み
を
販
売
す
る
の
で
は
な
い
。
接
着
芯
地
の
機
能
に
着
目
し
て
、
新
し
い
縫
製
シ
ス
テ
ム
を

顧
客
に
提
案
す
る
と
い
う
か
た
ち
で
あ
っ
た
。

　

縫
製
メ
ー
カ
ー
の
経
営
者
か
ら
企
画
担
当
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
い
た
る
ま
で
、
先
進
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
し
い
風
を
も
た
ら

し
、
衣
服
造
り
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
と
も
に
考
え
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
の
が
営
業
活
動
の
出
発
点
だ
っ
た
。

　

製
品
を
素
材
と
し
て
販
売
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
商
品
を
ベ
ー
ス
に
し
て
﹁
モ
ノ
づ
く
り
﹂
を
ユ
ー
ザ
ー
に
提
案
す
る

と
い
う
営
業
の
あ
り
か
た
は
、
当
時
の
日
本
ク
ロ
ス
に
と
っ
て
、
ま
っ
た
く
新
し
い
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
。

　

単
な
る
付
属
の
メ
ー
カ
ー
が
衣
服
造
り
に
つ
い
て
あ
れ
こ
れ
提
言
す
る
。
従
来
の
感
覚
で
は
あ
り
え
な
い
現
象
で
、
保

守
的
な
業
界
だ
け
に
抵
抗
は
お
お
き
か
っ
た
。
そ
ん
な
パ
イ
オ
ニ
ア
ゆ
え
の
苦
悩
は
お
よ
そ
五
年
あ
ま
り
も
つ
づ
い
た
。

　

製
品
そ
の
も
の
と
、
そ
の
製
品
に
よ
る
﹁
モ
ノ
づ
く
り
﹂
を
顧
客
に
提
案
す
る
。
そ
れ
が
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
の
販
売

ス
タ
イ
ル
だ
っ
た
が
、
そ
の
た
め
に
は
接
着
縫
製
に
つ
い
て
、
つ
ね
に
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
開
発
が
必
要
に
な
る
。
営
業

部
内
に
設
置
し
た
縫
製
研
究
室
は
そ
の
中
心
的
な
役
割
を
は
た
す
部
署
で
あ
っ
た
。
営
業
部
内
に
技
術
ス
タ
ッ
フ
を
お
い
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た
の
も
、
日
本
ク
ロ
ス
で
は
異
例
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

縫
製
研
究
室
は
教
育
・
指
導
・
啓
発
・
研
究
の
四
機
能
を
も
つ
販
売
促
進
部
隊
で
あ
っ
た
。
発
売
と
同
時
に
関
西
・
関

東
地
区
に
設
置
し
た
。
関
西
地
区
は
当
初
、
京
都
の
中
央
開
発
研
究
所
内
で
出
発
し
た
が
、
大
阪
営
業
所
の
開
設
と
と
も

に
、
大
阪
市
東
区
谷
町
に
移
転
し
て
い
る
。

　

関
東
地
区
は
一
九
六
九
年
︵
昭
和
四
四
︶
四
月
、
最
初
は
東
京
都
千
代
田
区
神
田
多
町
に
設
置
し
た
が
、
そ
の
後
、
東

京
支
社
内
に
移
設
し
た
。
東
海
地
区
は
一
九
七
八
年
︵
昭
和
五
三
︶
に
名
古
屋
営
業
所
の
開
設
と
同
時
に
設
置
、
翌
年
に

岐
阜
に
移
設
し
て
い
る
。

縫製研究室（東京）
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第
二
節  
人
工
皮
革
の
開
発
と
合
成
皮
革
の
充
実

●
合
成
皮
革
か
ら
人
工
皮
革
へ

　

接
着
芯
地
と
と
も
に
人
工
皮
革
の
開
発
も
、
こ
の
期
に
力
を
そ
そ
い
だ
新
規
事
業
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

一
九
六
〇
年
︵
昭
和
三
五
︶
の
ハ
イ
ピ
ー
ル
の
発
売
に
よ
っ
て
合
成
皮
革
に
進
出
し
た
日
本
ク
ロ
ス
が
次
に
眼
を
向
け
た

の
は
人
工
皮
革
で
あ
っ
た
。

　

硝
化
綿
レ
ザ
ー
︵
擬
革
︶
に
は
じ
ま
っ
て
、
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
、
そ
し
て
合
成
皮
革
に
い
た
る
道
筋
に
は
、
そ
の
ま
ま
天

然
皮
革
を
め
ざ
し
た
歴
史
で
あ
る
。
い
か
に
し
て
天
然
皮
革
に
近
づ
け
る
か
が
一
大
テ
ー
マ
で
あ
り
、
な
が
ね
ん
研
究
・

開
発
に
と
り
く
ん
で
き
た
。

　

一
九
六
五
年
︵
昭
和
四
〇
︶
ご
ろ
に
な
る
と
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
や
合
成
皮
革
の
品
質
改
良
が
す
す
み
、
外
観
、
風
合
い
、

触
感
な
ど
が
天
然
皮
革
に
か
ぎ
り
な
く
接
近
し
て
き
た
。
事
実
、
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
や
合
成
皮
革
は
鞄
、
袋
物
、
履
物
、
車

輛
、
衣
服
な
ど
に
ひ
ろ
く
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
だ
け
で
も
年
間
生
産
量
は
お
よ
そ
一
億
二
〇
〇
〇

万
メ
ー
ト
ル
に
ま
で
な
っ
た
。
だ
が
、
い
ま
だ
天
然
皮
革
と
の
あ
い
だ
に
は
分
厚
い
壁
が
あ
っ
た
。
天
然
皮
革
と
は
構
造

や
物
性
が
ま
る
で
異
な
っ
て
お
り
、
天
然
皮
革
の
主
要
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
靴
市
場
に
は
参
入
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

　

天
然
皮
革
の
お
よ
そ
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は
輸
入
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
高
級
靴
の
甲
革
と
な
る
カ
ー
フ
や
キ
ッ
ド
は
九

〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
輸
入
品
が
占
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
天
然
ゆ
え
の
宿
命
で
供
給
が
不
安
定
で
、
し
た
が
っ
て
価
格

の
変
動
も
は
げ
し
か
っ
た
。

　

合
成
皮
革
で
ゆ
き
つ
く
と
こ
ろ
ま
で
達
し
た
各
メ
ー
カ
ー
、
あ
る
い
は
最
新
の
繊
維
加
工
技
術
を
も
つ
化
合
繊
メ
ー
カ

ー
が
天
然
皮
革
に
眼
を
向
け
、
人
工
皮
革
の
開
発
に
の
り
だ
し
た
の
は
、
ご
く
自
然
の
な
り
ゆ
き
で
あ
っ
た
。

　

お
り
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
デ
ュ
ポ
ン︵D

u Pont Inc.

︶が
人
工
皮
革
を
開
発
し
、同
社
の
﹁
コ
ル
フ
ァ
ー
ム
︵Corfam
︶﹂

が
日
本
市
場
に
も
上
陸
、
大
塚
製
靴
を
は
じ
め
大
手
靴
メ
ー
カ
ー
が
コ
ル
フ
ァ
ー
ム
で
靴
の
試
作
を
は
じ
め
た
。

　

一
九
六
五
年
︵
昭
和
四
〇
︶
前
後
か
ら
日
本
で
も
、
東
洋
ゴ
ム
工
業
や
東
洋
レ
ー
ヨ
ン
︵
の
ち
の
東
レ
︶、
倉
敷
レ
ー

ヨ
ン
︵
の
ち
の
ク
ラ
レ
︶
な
ど
が
人
工
皮
革
の
開
発
に
向
か
っ
た
。

人工皮革製品群
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日
本
ク
ロ
ス
で
も
一
九
六
三
年︵
昭
和
三
八
︶前
後
か
ら
研
究
・
開
発
が
本
格
化
し
た
。
翌
一
九
六
四
年
︵
昭
和
三
九
︶
に

中
央
開
発
研
究
所
が
発
足
し
て
い
る
が
、
人
工
皮
革
の
開
発
は
同
研
究
所
が
最
初
に
と
り
く
ん
だ
重
点
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。

●
人
工
皮
革 

ア
イ
カ
ス
を
発
売
す
る

　

人
工
皮
革
は
天
然
皮
革
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
外
観
、
風
合
い
、
感
触
を
人
工
的
に
実
現
し
た
皮
革
素
材
で
あ
る
。

　

マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
バ
ー
で
つ
く
っ
た
不
織
布
に
ウ
レ
タ
ン
樹
脂
な
ど
を
含
浸
さ
せ
、
表
面
に
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
な
ど
の
合

成
樹
脂
を
塗
っ
た
も
の
で
、
天
然
皮
革
の
本
革
と
お
な
じ
よ
う
に
艶
の
あ
る
銀
面
タ
イ
プ
と
起
毛
し
た
ス
エ
ー
ド
タ
イ
プ

と
が
あ
る
。
天
然
皮
革
と
お
な
じ
よ
う
に
漉
き
加
工
や
コ
バ
塗
り
も
で
き
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　

日
本
ク
ロ
ス
の
人
工
皮
革
の
生
産
技
術
は
一
九
六
五
年
︵
昭
和
四
〇
︶
春
ご
ろ
に
完
成
し
た
。
ク
ロ
ス
製
造
で
蓄
積
さ

れ
た
塗
装
技
術
、
そ
し
て
国
産
初
の
不
織
布
の
製
造
技
術
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
う
ま
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　

人
工
皮
革
製
品
の
商
標
は
﹁
ア
イ
カ
ス
﹂、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
﹁
天
然
皮
革
に
か
わ
る
科
学
の
革
﹂
で
あ
っ
た
。

生
産
技
術
は
日
本
ク
ロ
ス
の
独
自
開
発
に
よ
る
も
の
だ
が
、
ベ
ー
ス
の
原
材
料
の
研
究
は
日
本
レ
イ
ヨ
ン
︵
現
・
ユ
ニ
チ

カ
︶
に
ゆ
だ
ね
て
お
り
、
両
社
に
よ
る
共
同
開
発
製
品
と
い
う
か
た
ち
で
市
場
展
開
を
め
ざ
し
た
。

　

ア
イ
カ
ス
製
造
課
は
京
都
東
工
場
の
一
角
に
お
き
、
一
九
六
五
年
︵
昭
和
四
〇
︶
六
月
に
塗
装
機
︵
Ｃ
︱
３
号
機
︶
を

設
置
、
本
格
的
な
生
産
に
向
か
っ
た
。
翌
七
月
に
ア
イ
カ
ス
推
進
本
部
を
発
足
さ
せ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
初
め
て
の
靴
素

材
と
し
て
の
期
待
と
意
気
ご
み
の
あ
ら
わ
れ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

ア
イ
カ
ス
の
発
表
会
は
一
九
六
五
年
︵
昭
和
四
〇
︶
八
月
、
東
京
と
京
都
で
開
催
、
東
レ
の
﹁
エ
ク
セ
ー
ヌ
﹂、
ク
ラ

レ
の
﹁
ク
ラ
リ
ー
ノ
﹂
と
な
ら
ぶ
人
工
皮
革
の
先
発
メ
ー
カ
ー
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
あ
る
。

　

ア
イ
カ
ス
は
、
皮
革
の
も
つ
コ
ー
デ
ィ
ラ
ン
層
を
特
殊
な
不
織
布
で
つ
く
り
、
こ
れ
に
ウ
レ
タ
ン
系
の
合
成
樹
脂
を
塗

っ
て
銀
層
と
い
う
平
滑
な
層
を
つ
く
り
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
。
表
面
の
塗
膜
は
き
わ
め
て
細
か
い
通
気
孔
を
も
っ
て
い
る

た
め
、
湿
気
が
発
散
さ
れ
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

　

ア
イ
カ
ス
に
は
ス
エ
ー
ド
と
ス
ム
ー
ズ
の
二
タ
イ
プ
が
あ
っ
た
。
主
な
用
途
を
靴
素
材
に
し
ぼ
っ
て
量
産
テ
ス
ト
を
開

始
、
大
手
靴
メ
ー
カ
ー
五
社
で
二
万
足
の
靴
を
生
産
し
た
。
と
く
に
ス
エ
ー
ド
タ
イ
プ
は
婦
人
靴
素
材
と
し
て
業
界
か
ら

も
高
く
評
価
さ
れ
、
一
九
六
六
年
︵
昭
和
四
一
︶
七
月
の
第
二
回
ビ
ニ
ー
ル
展
で
、
東
京
都
知
事
賞
、
東
京
袋
物
商
工
組

合
賞
を
う
け
て
い
る
。

　

婦
人
靴
用
の
需
要
の
た
か
ま
り
と
と
も
に
量
産
設
備
の
導
入
が
急
が
れ
、
深
谷
工
場
に
新
し
く
ア
イ
カ
ス
専
用
工
場
を

アイカス製品群 アイカス使用の婦人靴
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建
設
し
た
。
総
工
費
四
億
円
を
投
じ
た
新
工
場
は
、
一
九
六
七
年
︵
昭
和
四
二
︶
五
月
に
完
成
し
て
い
る
。
新
工
場
で
は
、

そ
れ
ま
で
の
主
力
で
あ
っ
た
婦
人
靴
用
ス
エ
ー
ド
を
は
じ
め
、
新
製
品
と
し
て
バ
ッ
グ
用
素
材
の
開
発
も
す
す
め
た
。

　

人
工
皮
革
ア
イ
カ
ス
は
、
出
発
当
初
は
ま
ず
ま
ず
順
調
だ
っ
た
が
、
人
工
皮
革
の
要
求
品
質
が
高
度
に
な
っ
て
ゆ
く
に

つ
れ
て
限
界
も
み
え
て
く
る
。
端
的
に
い
え
ば
そ
れ
は
ベ
ー
ス
づ
く
り
の
む
ず
か
し
さ
で
あ
っ
た
。
高
品
質
の
人
工
皮
革

を
生
産
す
る
に
は
、
フ
ァ
イ
ン
デ
ニ
ー
ル
繊
維
に
よ
る
不
織
布
ベ
ー
ス
が
不
可
欠
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
ら
超
細
デ
ニ

ー
ル
の
繊
維
は
、
合
繊
メ
ー
カ
ー
が
自
社
の
合
成
皮
革
の
た
め
に
だ
け
特
別
生
産
す
る
と
い
う
シ
ロ
モ
ノ
だ
っ
た
の
で
あ

る
。
当
時
の
日
本
ク
ロ
ス
の
設
備
で
は
フ
ァ
イ
ン
デ
ニ
ー
ル
の
不
織
布
生
産
は
不
可
能
と
い
う
結
論
に
な
り
、
ア
イ
カ
ス

は
一
部
製
品
を
の
こ
し
て
、
靴
用
途
の
分
野
か
ら
は
順
次
撤
退
に
向
か
っ
た
。

●
合
成
皮
革 

テ
キ
ソ
ン
を
発
売
す
る

　

一
九
六
五
年
︵
昭
和
四
〇
︶
前
後
に
な
る
と
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
に
か
わ
っ
て
合
成
皮
革
と
人
工

皮
革
が
、
新
素
材
と
し
て
台
頭
し
て
く
る
。
日
本
ク
ロ
ス
も
こ
の
期
に
合
成
皮
革
の
新
製
品
を
次
つ
ぎ
に
開
発
し
て
市
場

に
投
入
し
た
。
そ
の
ひ
と
つ
に
﹁
テ
キ
ソ
ン
﹂
が
あ
る
。

　

日
本
ク
ロ
ス
の
新
製
品
﹁
テ
キ
ソ
ン
﹂
は
テ
キ
ソ
ン
︵T
exon Inc.
︶
と
技
術
提
携
し
て
開
発
し
た
新
し
い
合
成
皮

革
で
あ
る
。

　

テ
キ
ソ
ン
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ウ
ェ
ス
ト
フ
イ
ー
ル
ド
︵W

estfield
︶
に
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
代
表
的
な
レ

ザ
ー
、
靴
、
カ
バ
ン
用
の
加
工
原
紙
・
特
種
紙
の
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。
同
社
と
の
技
術
提
携
は
、
一
九
六
三
年
︵
昭
和
三

八
︶
に
成
立
し
て
い
る
。

﹁
テ
キ
ソ
ン
﹂
と
は
、
も
と
も
と
ア
メ
リ
カ
の
メ
ー
カ
ー
・
テ
キ
ソ
ン
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
ベ
ー
ス
で

あ
る
。
ノ
バ
ッ
ク
方
式
と
よ
ば
れ
る
特
殊
な
含
浸
技
術
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
繊
維
と
樹
脂
、
ゴ
ム
な
ど
を
結
合

さ
せ
て
つ
く
っ
た
合
成
素
材
で
あ
る
。

　

当
時
、
文
具
紙
工
品
用
の
ク
ロ
ス
製
品
と
し
て
ダ
イ
ヤ
ス
カ
ー
フ
が
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
新
し
い
タ
イ
プ
の
製
品
を
模

索
し
て
い
た
と
き
、
ア
メ
リ
カ
に
﹁
テ
キ
ソ
ン
﹂
と
い
う
原
紙
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
導
入
を
決
め
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
ク
ロ
ス
は
同
社
の
ボ
ト
ム
フ
ィ
ー
ド
・
リ
バ
ー
ス
ロ
ー
ル
コ
ー
タ
ー
に
よ
る
塗
布
技
術
と
プ
リ
ン
ト
・
エ
ン
ボ
ス

関
連
技
術
を
導
入
、
一
九
六
五
年
︵
昭
和
四
〇
︶
か
ら
深
谷
工
場
で
生
産
を
開
始
し
て
い
る
。
導
入
技
術
に
よ
る
も
の
だ

っ
た
が
、
深
谷
工
場
で
の
実
際
の
製
造
は
、
チ
ン
マ
ー
機
で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

テキソン製品群
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輸
入
の
﹁
テ
キ
ソ
ン
﹂
原
紙
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
塩
ビ
ペ
ー
ス
ト
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
、
ソ
フ
ト
で
強
度
に
す
ぐ
れ

た
合
成
皮
革
を
開
発
し
た
の
で
あ
る
。
最
初
の
商
品
は
、
三
省
堂
の
コ
ン
サ
イ
ス
辞
典
の
装
幀
用
ク
ロ
ス
で
あ
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
鞄
・
袋
物
が
﹁
テ
キ
ソ
ン
﹂
の
最
大
の
市
場
で
あ
っ
た
。
当
初
は
そ
こ
に
ね
ら
い
を
し
ぼ
っ
た
が
、

﹁
テ
キ
ソ
ン
﹂
は
セ
ミ
ハ
ー
ド
の
鞄
を
め
ざ
す
素
材
で
、
ハ
ー
ド
か
ソ
フ
ト
の
二
者
択
一
の
日
本
市
場
で
は
う
け
い
れ
ら

れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
輸
入
ベ
ー
ス
に
よ
る
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
製
品
は
日
本
市
場
へ
の
適
合
が
む
ず
か
し
か
っ
た
。
日
本
市

場
向
き
の
ベ
ー
ス
は
、
特
種
製
紙
が
生
産
技
術
を
確
立
す
る
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
特
種
製
紙
の
開
発
し
た
合

成
皮
革
用
の
ベ
ー
ス
と
日
本
ク
ロ
ス
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
に
よ
っ
て
、
一
九
六
六
年
︵
昭
和
四
一
︶
ご
ろ
か
ら
、
よ
り

安
定
し
た
合
成
素
材
を
供
給
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

﹁
テ
キ
ソ
ン
﹂
は
原
料
繊
維
、
樹
脂
の
く
み
あ
わ
せ
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
に
特
性
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
ク

ロ
ス
で
の
用
途
展
開
は
、
書
籍
装
幀
用
、
文
具
紙
工
品
、
各
種
ケ
ー
ス
な
ど
が
中
心
で
あ
っ
た
。

●
合
成
皮
革
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
素
材
を
開
発
す
る

　

衣
料
用
の
合
成
皮
革
と
し
て
は
、
す
で
に
一
九
六
〇
年
︵
昭
和
三
五
︶
に
ハ
イ
ピ
ー
ル
を
発
表
し
て
い
た
が
、
一
九
六

三
年
︵
昭
和
三
八
︶
に
バ
ッ
ク
ス
キ
ン
調
の
新
し
い
タ
イ
プ
﹁
ハ
イ
ピ
ー
ル
ス
エ
ー
ド
﹂
を
発
売
し
た
。

　

柔
軟
な
発
泡
ビ
ニ
ル
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
特
殊
な
接
着
剤
に
よ
っ
て
植
毛
、
バ
ッ
ク
ス
キ
ン
調
の
合
成
皮
革
を
完
成
さ

せ
た
の
で
あ
る
。

﹁
ロ
ン
デ
ッ
ク
ス
﹂
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
素
材
と
し
て
輝
き
を
は
な
っ
た
。
一
九
六
八
年
︵
昭
和
四
三
︶、
京
都
西
工
場

︵
製
造
二
課
︶
で
開
発
し
た
衣
料
用
合
成
皮
革
で
あ
る
。
ウ
レ
タ
ン
合
皮
に
ポ
リ
ー
ヌ
︵
塩
ビ
加
工
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
素

材
＝
二
七
三
ペ
ー
ジ
を
参
照
︶
の
よ
う
な
エ
ナ
メ
ル
調
の
光
沢
を
プ
ラ
ス
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
の
高
い
表
素
材
で
あ
っ

た
。
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
性
、
ア
イ
ロ
ン
適
性
も
そ
な
え
、
機
能
的
に
も
ポ
リ
ー
ヌ
よ
り
す
ぐ
れ
た
特
性
を
も
っ
て
い

た
。
発
売
当
時
、
大
阪
万
博
の
エ
ス
コ
ー
ト
ガ
イ
ド
の
制
服
に
採
用
さ
れ
る
な
ど
話
題
を
あ
つ
め
た
。
当
時
、
流
行
素
材

の
ひ
と
つ
と
な
り
、
コ
ー
ト
、
ブ
レ
ザ
ー
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
、
ス
カ
ー
ト
、
ス
ラ
ッ
ク
ス
な
ど
に
用
途
展
開
さ
れ
た
。
こ
の

ロ
ン
デ
ッ
ク
ス
の
マ
ッ
ト
調
タ
イ
プ
が
一
九
七
〇
年
︵
昭
和
四
五
︶
発
売
の
﹁
マ
ー
ジ
ョ
リ
ー
﹂
で
あ
る
。

　

衣
料
用
素
材
と
し
て
は
、
ほ
か
に
ス
エ
ー
ド
タ
イ
プ
の
﹁
シ
ル
ベ
ス
ト
﹂
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
一
九
六
九
年
︵
昭
和
四

四
︶、
深
谷
工
場
で
開
発
し
た
人
工
皮
革
で
あ
る
。
樹
脂
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
あ
と
、
バ
ッ
フ
ィ
ン
グ
、
染
色
、
撥
水
処
理

し
た
も
の
で
、
玉
虫
調
の
色
合
い
が
特
徴
で
、
主
な
用
途
は
お
し
ゃ
れ
コ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
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ほ
か
に
手
袋
用
と
し
て
﹁
ラ
ン
ピ
ー
﹂
を
一
九
六
九
年
︵
昭
和
四
四
︶
に
発
売
し
て
い
る
。
や
わ
ら
か
な
タ
イ
プ
の
発

泡
レ
ザ
ー
で
、
メ
ン
ズ
、
レ
デ
ィ
ー
ス
、
ス
キ
ー
用
の
手
袋
の
ほ
か
、
袋
物
、
室
内
装
飾
品
に
つ
か
わ
れ
た
。

　

靴
・
鞄
・
袋
物
用
の
合
成
皮
革
も
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
次
つ
ぎ
に
登
場
し
て
く
る
。
た
と
え
ば
一
九
六
七
年
︵
昭
和
四

二
︶、
京
都
西
工
場
︵
製
造
二
課
︶
で
開
発
し
た
﹁
ハ
イ
ニ
ッ
ク
﹂
シ
リ
ー
ズ
は
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
合
成
皮
革
で
あ
っ
た
。

﹁
ハ
イ
ニ
ッ
ク
Ｌ
﹂
は
、
基
布
に
ウ
レ
タ
ン
加
工
し
た
ソ
フ
ト
な
合
成
皮
革
で
あ
っ
た
。
艶
消
し
の
表
面
加
工
が
ほ
ど
こ

さ
れ
、
手
も
み
シ
ボ
に
よ
る
外
観
は
、
天
然
皮
革
を
思
わ
せ
る
ほ
ど
の
品
位
が
あ
っ
た
。
最
大
の
特
長
は
豊
か
な
ボ
リ
ュ

ー
ム
感
だ
っ
た
。
主
な
用
途
は
鞄
、
袋
物
、
ス
ポ
ー
ツ
用
具
な
ど
で
あ
っ
た
。

﹁
ハ
イ
ニ
ッ
ク
Ｓ
﹂﹁
ハ
イ
ニ
ッ
ク
・
エ
ナ
メ
ル
﹂
は
、
と
も
に
防
寒
靴
、
オ
シ
ャ
レ
ブ
ー
ツ
、
ポ
ケ
ッ
タ
ブ
ル
シ
ュ
ー

ズ
な
ど
を
ね
ら
っ
た
合
成
皮
革
で
あ
っ
た
。

　

人
工
皮
革
・
合
成
皮
革
の
生
産
技
術
は
、
衣
料
素
材
だ
け
で
な
く
、
装
幀
ク
ロ
ス
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
も
豊
か
な
も
の
に

し
て
ゆ
く
。
深
谷
工
場
で
は
一
九
七
〇
年
︵
昭
和
四
五
︶、
手
帳
装
幀
用
と
し
て
﹁
Ｋ
Ｃ
ス
エ
ー
ド
﹂
を
開
発
し
た
。
同

製
品
は
、
綿
に
起
毛
し
た
ベ
ー
ス
に
ウ
レ
タ
ン
樹
脂
を
二
層
に
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
表
面
を
ポ
ー
ラ
ス
︵
多
孔
質
︶
な
ス
エ

ー
ド
調
に
仕
上
げ
、
撥
水
加
工
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ア
イ
カ
ス
・
ス
エ
ー
ド
の
生
産
技
術
を
基
礎
に
し
て
開
発
さ
れ
た

製
品
で
、
天
然
皮
革
に
ひ
と
し
い
外
観
、
風
合
い
を
も
つ
新
し
い
手
帳
用
ク
ロ
ス
と
し
て
発
表
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

合
成
皮
革
、
人
工
皮
革
の
大
半
は
こ
の
こ
ろ
京
都
工
場
製
造
二
課
に
新
設
し
た
ホ
フ
マ
ン
機
で
生
産
さ
れ
て
い
る
。

　

深
谷
工
場
は
一
部
を
占
め
る
の
み
だ
っ
た
が
、
一
九
七
〇
年
︵
昭
和
四
五
︶
以
降
に
な
る
と
、
合
皮
製
造
設
備
が
拡
充

さ
れ
て
い
っ
た
。
一
九
七
一
年
︵
昭
和
四
六
︶、
深
谷
工
場
設
立
当
時
に
設
置
さ
れ
た
国
産
塗
布
乾
燥
機
︵
リ
バ
ー
ス
コ

ー
タ
ー
、
Ｎ
︱
３
号
機
︶
を
大
幅
に
改
造
し
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
。
同
設
備
は
主
に
テ
キ
ソ
ン
の
塗
装
機
と
し
て
使
用

さ
れ
て
き
た
も
の
だ
っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
新
し
い
機
械
と
思
え
る
ほ
ど
に
大
改
造
、
合
成
皮
革
の
製
造
機
と
し
て
う
ま
れ

か
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

新
生
Ｎ
︱
３
号
機
は
、
全
長
六
〇
メ
ー
ト
ル
、
二
台
の
機
械
を
く
み
あ
わ
せ
、
連
結
機
と
な
っ
た
。
前
機
は
塗
布
、
発

泡
、
加
熱
乾
燥
工
程
、
後
機
は
前
機
で
仕
上
げ
ら
れ
た
ベ
ー
ス
に
基
布
を
貼
り
合
わ
せ
、
加
熱
・
乾
燥
す
る
工
程
、
キ
ャ

リ
ア
ペ
ー
パ
ー
か
ら
は
が
す
工
程
と
な
っ
て
い
る
。
機
械
幅
は
一
六
五
〇
ミ
リ
と
な
り
、
輸
出
用
合
成
皮
革
の
規
格
で
あ

る
五
四
イ
ン
チ
幅
の
製
品
も
製
造
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
塗
装
機
は
、
ナ
イ
フ
コ
ー
タ
ー
、
ス
リ
ッ
ト
コ
ー
タ
ー
、
ボ

ト
ム
フ
ィ
ー
ド
の
リ
バ
ー
ス
コ
ー
タ
ー
と
、
塗
料
と
製
品
に
よ
っ
て
つ
か
い
わ
け
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
た
。
前
・
後

機
を
連
結
で
使
用
す
れ
ば
、
合
成
皮
革
が
一
工
程
で
生
産
で
き
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
使
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ

た
。

合成皮革・人工皮革製品
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第
三
節  
新
製
品
で
多
様
化
に
向
か
う
ク
ロ
ス

●
大
型
出
版
が
も
た
ら
し
た
新
し
い
ク
ロ
ス

　

高
度
成
長
を
背
景
に
し
て
出
版
界
に
は
大
型
出
版
の
時
代
が
や
っ
て
き
た
。
現
在
か
ら
か
え
り
み
れ
ば
、
ク
ロ
ス
メ
ー

カ
ー
と
し
て
、
ま
さ
に
﹁
こ
の
世
の
春
﹂
で
あ
っ
た
。

　

ま
ず
は
一
九
六
一
～
六
二
年 

︵
昭
和
三
六
～
三
七
︶
か
ら
の
百
科
事
典
ブ
ー
ム
で
あ
る
。
口
火
を
き
っ
た
の
は
平
凡
社

﹃
国
民
百
科
事
典
﹄︵
全
七
巻
︶
で
あ
る
。
一
九
六
一
年
︵
昭
和
三
六
︶
に
刊
行
開
始
、
一
セ
ッ
ト
で
一
万
円
と
い
う
手
ご

ろ
な
価
格
で
、
た
ち
ま
ち
全
集
も
の
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。
翌
年
七
月
の
完
結
時
に
は
五
〇
万
セ
ッ
ト
、
四
年
で

一
〇
〇
万
セ
ッ
ト
を
売
っ
た
と
い
う
。
小
学
館
も
一
九
六
二
年
︵
昭
和
三
七
︶
八
月
に
﹃
日
本
百
科
大
事
典
﹄︵
全
一
三

巻
︶
を
刊
行
開
始
、
こ
ち
ら
も
五
〇
万
セ
ッ
ト
を
超
え
た
。
二
つ
の
百
科
事
典
が
と
も
に
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り
、
出
版

界
は
百
科
事
典
ブ
ー
ム
に
わ
き
た
っ
た
。
当
時
は
一
万
円
で
買
え
る
家
具
と
い
う
と
ら
え
か
た
も
さ
れ
て
、
百
科
事
典
の

大
衆
化
が
一
気
に
す
す
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

一
九
六
三
年
︵
昭
和
三
八
︶
か
ら
は
、
全
集
ブ
ー
ム
で
あ
る
。
中
央
公
論
社
は
﹃
世
界
の
歴
史
﹄︵
全
一
六
巻
︶、﹃
世

界
の
旅
﹄︵
全
一
〇
巻
︶
の
ほ
か
、﹃
世
界
の
文
学
﹄︵
全
五
四
巻
︶、﹃
日
本
の
文
学
﹄︵
全
八
〇
巻
︶
を
発
刊
す
る
。
さ
ら

に
一
九
六
五
年
︵
昭
和
四
〇
︶
に
は
中
央
公
論
社
の
﹃
日
本
の
歴
史
﹄︵
全
二
六
巻
︶
の
刊
行
が
は
じ
ま
り
、
歴
史
書
ブ

ー
ム
が
や
っ
て
き
た
。
他
の
出
版
社
も
お
な
じ
よ
う
な
全
集
企
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
出
版
界
は
マ
ス
プ
ロ
・
マ
ス
セ
ー

ル
で
、
は
げ
し
い
販
売
競
争
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。

　

お
の
ず
と
ク
ロ
ス
の
需
要
も
増
大
し
て
、
ク
ロ
ス
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
は
増
産
に
つ
ぐ
増
産
の
よ
き
時
代
で
あ
っ
た
。

　

大
型
本
の
重
装
幀
用
ク
ロ
ス
の
需
要
は
、
布
ク
ロ
ス
の
品
質
改
良
と
新
製
品
の
開
発
を
う
な
が
し
た
。
百
科
事
典
や
全

集
用
途
を
念
頭
に
お
い
た
新
し
い
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
の
開
発
を
精
力
的
に
す
す
め
、
こ
の
期
に
数
多
く
新
製
品
が
う
ま
れ
て

い
る
。

　

ク
ロ
ス
の
塗
料
も
合
成
樹
脂
の
時
代
が
や
っ
て
き
て
、
エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
タ
イ
プ
の
塗
料
の
研
究
・
改
良
が
す
す
ん
だ
。

従
来
の
水
性
塗
料
︵
澱
粉
︶
に
く
わ
え
て
エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
︵
酢
酸
ビ
ニ
ル
系
︶
塗
料
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
表
面
被

膜
の
大
幅
な
強
度
ア
ッ
プ
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

『国民百科事典」（平凡社）
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エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
タ
イ
プ
の
代
表
的
な
新
製
品
は
﹁
マ
イ
テ
ィ
カ
ー
フ
﹂
で
あ
る
。
一
九
六
五
年
︵
昭
和
四
〇
︶
に
京
都

工
場
で
開
発
し
た
同
製
品
は
、
大
型
書
籍
の
装
幀
に
ふ
さ
わ
し
い
画
期
的
な
ク
ロ
ス
で
あ
っ
た
。
塗
料
は
ア
ク
リ
ル
エ
マ

ル
ジ
ョ
ン
と
カ
ゼ
イ
ン
を
合
成
し
た
も
の
、
水
性
塗
料
に
よ
ら
な
い
新
し
い
ク
ロ
ス
で
あ
る
。
表
面
被
膜
の
強
度
に
す
ぐ

れ
、
湿
度
変
化
に
も
対
応
で
き
る
ほ
か
、
耐
水
性
も
そ
な
え
て
い
た
。
マ
イ
テ
ィ
カ
ー
フ
は
平
凡
社
の
﹃
国
民
百
科
事

典
﹄
に
も
使
用
さ
れ
た
。

　

一
九
六
八
年
︵
昭
和
四
三
︶
登
場
の
﹁
ニ
ュ
ー
マ
ッ
ト
Ｃ
﹂
も
、
京
都
工
場
で
開
発
し
た
新
し
い
布
ク
ロ
ス
で
あ
る
。

従
来
の
タ
イ
プ
と
は
異
な
り
、
表
面
に
布
目
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
適
当
に
毛
羽
立
ち
、
ソ
フ
ト
な
風
合
い
を
も
っ

て
い
た
。
と
く
に
加
工
特
性
に
留
意
し
た
も
の
で
、
製
本
し
や
す
い
強
度
、
箔
付
性
、
イ
チ
ョ
ウ
入
れ
適
性
な
ど
に
す
ぐ

れ
る
な
ど
の
特
徴
が
あ
っ
た
。
学
習
研
究
社
の
﹃
標
準
学
習
百
科
大
事
典
﹄
に
は
、
こ
の
ニ
ュ
ー
マ
ッ
ト
Ｃ
が
使
用
さ
れ

て
い
る
。

　

日
本
ク
ロ
ス
の
布
ク
ロ
ス
は
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
全
集
企
画
に
あ
い
つ
い
で
採
用
さ
れ
た
。
主
な
も
の
を
あ
げ

る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

平
凡
社　
　
　
　

 ﹃
国
民
百
科
事
典
﹄︵
一
九
六
一
～
六
二
年
︶
⋮
⋮
ア
ー
ト
ベ
ラ
ム
︵
後
に
マ
イ
テ
ィ
カ
ー
フ
Ａ
Ｅ
１

９
︶

　

小
学
館　
　
　
　
﹃
日
本
百
科
大
事
典
﹄︵
一
九
六
二
～
六
三
年
︶
⋮
⋮
ハ
イ
ピ
ー
ル
Ｂ
・
Ｓ
Ｐ
銀

　
　
　
　
　
　
　
　
﹃
世
界
原
色
百
科
事
典
﹄︵
一
九
六
五
～
六
七
年
︶
⋮
⋮
ハ
イ
ピ
ー
ル
Ｂ
、
特
上
Ｐ

　

学
習
研
究
社　
　
﹃
グ
ラ
ン
ド
現
代
百
科
事
典
﹄︵
一
九
七
〇
～
七
四
年
︶
⋮
⋮
ダ
イ
ヤ
ス
カ
ー
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
﹃
標
準
学
習
百
科
事
典
﹄︵
一
九
六
三
年
︶
⋮
⋮
ニ
ュ
ー
マ
ッ
ト
Ｃ

　

中
央
公
論
社　
　
﹃
世
界
の
文
学
﹄︵
一
九
六
三
～
六
七
年
︶
⋮
⋮
バ
ク
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
﹃
日
本
の
文
学
﹄︵
一
九
六
四
～
七
〇
年
︶
⋮
⋮
バ
ク
ラ
ム
Ｓ
５

　
　
　
　
　
　
　
　
﹃
日
本
の
歴
史
﹄︵
一
九
六
五
～
六
七
年
︶
⋮
⋮
バ
ク
ラ
ム
Ｓ
２
３
１

　

講
談
社　
　
　
　
﹃
山
田
風
太
郎
忍
法
全
集
﹄︵
一
九
六
四
年
︶
⋮
⋮
Ｓ
Ｐ
Ｈ
Ｍ
１
０
０
３

　

河
出
書
房
新
社　
﹃
豪
華
版
世
界
文
学
全
集
﹄︵
一
九
六
二
年
︶
⋮
⋮
ア
ー
ト
カ
ン
ブ
リ
ッ
ク
９
２

●
紙
ク
ロ
ス
の
新
感
覚
派
が
次
つ
ぎ
に
登
場

　

全
集
ブ
ー
ム
を
背
景
に
京
都
工
場
で
は
大
型
・
全
集
出
版
向
け
の
布
ク
ロ
ス
を
数
多
く
開
発
し
た
が
、
東
京
工
場
も
紙

『豪華版世界文学全集』（河出書房新社）
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ク
ロ
ス
の
多
様
化
に
向
か
っ
て
い
る
。
お
り
か
ら
の
紙
ク
ロ
ス
需
要
拡
大
と
い
う
背
景
、
さ
ら
に
建
材
市
場
な
ど
新
し
い

市
場
の
開
拓
を
め
ざ
し
て
、
設
備
・
機
械
の
拡
充
も
活
発
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

一
九
六
二
年
︵
昭
和
三
七
︶
か
ら
一
九
六
八
年
︵
昭
和
四
三
︶
に
か
け
て
、
東
京
工
場
は
新
し
い
紙
ク
ロ
ス
製
品
を
あ

い
つ
い
で
発
表
し
た
。

﹁
カ
バ
ー
ラ
イ
ト
﹂
は
印
刷
適
性
の
す
ぐ
れ
た
上
製
本
用
の
紙
ク
ロ
ス
で
あ
る
。
東
京
工
場
の
新
製
品
と
し
て
一
九
六
九

年
︵
昭
和
四
四
︶
に
登
場
し
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
上
製
本
と
い
え
ば
箔
押
し
だ
っ
た
が
、
カ
バ
ー
ラ
イ
ト
な
ら
ば
多
色
印

刷
に
よ
る
新
し
い
装
幀
が
可
能
に
な
る
。
箔
押
し
か
ら
多
色
印
刷
へ
移
行
と
い
う
市
場
の
変
化
が
う
み
だ
し
た
新
製
品
で

あ
っ
た
。
同
製
品
は
上
製
本
の
装
幀
の
ほ
か
レ
コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
も
使
用
さ
れ
た
。

﹁
パ
ー
ル
ス
カ
ー
フ
﹂
も
一
九
六
九
年
︵
昭
和
四
四
︶
発
売
の
東
京
工
場
の
製
品
で
あ
る
。
書
籍
の
装
幀
だ
け
で
な
く
、

文
具
紙
工
品
、
ア
ル
バ
ム
用
と
し
て
開
発
し
た
紙
ク
ロ
ス
で
、
パ
ー
ル
調
の
色
彩
が
特
徴
で
あ
る
。
書
籍
は
そ
の
こ
ろ
室

内
装
飾
品
と
し
て
の
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
が
、
い
わ
ば
そ
う
い
う
風
潮
や
需
要
動
向
に
目
を
向
け
た
新
製
品
で
あ

っ
た
。

　

そ
の
ほ
か
﹁
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
ス
カ
ー
フ
﹂﹁
ミ
リ
オ
ン
ボ
ー
ド
﹂︵
一
九
六
四
年
︶、﹁
ユ
ニ
カ
ー
フ
﹂﹁
グ
ロ
ー
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
﹂︵
一
九
六
五
年
︶、﹁
ダ
ッ
ク
ボ
ー
ド
﹂﹁
ダ
ッ
ク
ス
カ
ー
フ
﹂︵
一
九
六
六
年
︶、﹁
ス
ー
パ
ー
ス
カ
ー
フ
﹂
な

ど
が
あ
い
つ
い
で
開
発
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
需
要
の
多
様
化
時
代
を
反
映
し
た
新
製
品
で
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
に
く

わ
え
て
印
刷
適
性
や
加
工
適
性
に
留
意
し
た
ク
ロ
ス
製
品
群
で
あ
っ
た
。

　

塗
装
設
備
の
新
設
も
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
活
発
化
し
て
い
る
。
一
九
六
八
年
︵
昭
和
四
三
︶
に
は
、
グ
ラ
ビ
ア
・
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
技
術
が
完
成
、
設
備
が
本
格
稼
動
し
は
じ
め
た
一
九
七
〇
年
︵
昭
和
四
五
︶
か
ら
は
付
加
価
値
の
高
い
紙
ク
ロ
ス

製
品
が
、
次
つ
ぎ
に
誕
生
し
て
く
る
。

﹁
パ
ス
テ
ル
ボ
ー
ド
﹂
は
、
と
く
に
印
刷
適
性
と
製
本
の
作
業
性
に
特
長
を
も
つ
高
級
紙
ク
ロ
ス
で
あ
る
。
書
籍
の
装
幀

は
、
印
刷
技
術
の
進
歩
と
コ
ス
ト
問
題
な
ど
も
あ
っ
て
、
箔
押
し
中
心
か
ら
カ
ラ
ー
印
刷
に
向
か
い
つ
つ
あ
っ
た
。
表
紙

も
製
本
の
省
力
化
と
い
う
観
点
か
ら
無
線
綴
じ
に
か
わ
っ
て
ゆ
く
。
パ
ス
テ
ル
ボ
ー
ド
は
、
こ
の
よ
う
な
需
要
変
化
に
こ

た
え
る
新
製
品
で
、﹃
会
社
四
季
報
﹄︵
東
洋
経
済
新
報
社
刊
︶
な
ど
の
出
版
物
に
使
用
さ
れ
た
。

﹁
リ
ン
テ
ッ
ク
ス
﹂
は
、
麻
織
物
の
感
覚
を
も
つ
紙
ク
ロ
ス
で
あ
る
。
原
紙
に
合
成
樹
脂
を
含
浸
さ
せ
て
お
き
、
グ
ラ
ビ

ア
印
刷
の
あ
と
、
エ
ン
ボ
ス
加
工
し
て
仕
上
げ
た
。

﹁
エ
ル
ク
Ｇ
﹂
は
、
皮
革
の
よ
う
な
柔
軟
性
と
風
合
い
を
も
つ
タ
イ
プ
で
あ
る
。
上
製
本
用
の
装
幀
の
ほ
か
、
ケ
ー
ス
、

バ
イ
ン
ダ
ー
、
フ
ァ
イ
ル
な
ど
文
具
紙
工
品
に
ふ
さ
わ
し
い
ク
ロ
ス
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
リ
ン
テ
ッ
ク
ス
と
お
な
じ
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く
一
九
七
〇
年
︵
昭
和
四
五
︶
発
売
で
あ
る
。
一
九
七
四
年
︵
昭
和
四
九
︶
春
に
登
場
し
た
﹁
ブ
リ
ッ
ク
Ｇ
﹂
は
、
こ
の

エ
ル
ク
Ｇ
の
新
タ
イ
プ
で
あ
る
。

　

東
京
工
場
は
一
九
七
二
年
︵
昭
和
四
七
︶
か
ら
、
グ
ラ
ビ
ア
・
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
部
門
の
拡
充
に
向
か
い
、
同
年
一
〇
月
、

グ
ラ
ビ
ア
・
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
機
Ｌ
︱
９
号
機
が
完
成
し
て
い
る
。
新
鋭
機
の
設
置
に
よ
り
、
印
刷
物
は
も
と
よ
り
、
ヘ
ビ

ー
コ
ー
ト
製
品
も
ふ
く
め
て
幅
ひ
ろ
い
展
開
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
つ
づ
い
て
バ
レ
ー
プ
リ
ン
ト
機
の
改
造

に
も
の
り
だ
し
た
。
バ
レ
ー
プ
リ
ン
ト
は
、
紙
ク
ロ
ス
の
エ
ン
ボ
ス
技
術
で
あ
る
。
当
時
プ
ラ
ス
タ
ー
ク
ロ
ス
の
ほ
か
、

リ
ネ
ン
ボ
ー
ド
、
リ
ネ
ン
ス
カ
ー
フ
と
新
製
品
が
誕
生
し
て
受
注
量
が
増
大
、
改
造
に
よ
っ
て
生
産
性
の
向
上
を
め
ざ
し

た
の
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
一
九
七
四
年
︵
昭
和
四
九
︶
に
発
売
し
た
﹁
ダ
イ
ヤ
レ
ッ
ク
ス
﹂﹁
ニ
ュ
ー
ハ
イ
ス
カ
ー
フ
﹂
な
ど
は
新
設

の
グ
ラ
ビ
ア
・
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
う
み
だ
し
た
新
時
代
の
ク
ロ
ス
で
あ
っ
た
。

﹁
ダ
イ
ヤ
レ
ッ
ク
ス
﹂
は
特
殊
含
浸
紙
を
ベ
ー
ス
に
し
た
、
し
な
や
か
な
装
幀
用
ク
ロ
ス
で
あ
る
。
色
調
、
エ
ン
ボ
ス
と

も
に
格
調
高
く
、
空
押
し
や
箔
押
し
な
ど
製
本
適
性
に
も
す
ぐ
れ
、
新
し
い
装
幀
用
の
紙
ク
ロ
ス
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。

﹁
ニ
ュ
ー
ハ
イ
ス
カ
ー
フ
﹂
は
ハ
イ
ス
カ
ー
フ
の
改
良
タ
イ
プ
で
、
豊
富
な
カ
ラ
ー
展
開
、
エ
ン
ボ
ス
の
多
様
性
が
特
徴

で
あ
っ
た
。

　

個
性
派
と
し
て
は
一
九
七
三
年
︵
昭
和
四
八
︶
開
発
の
﹁
ロ
イ
ヤ
ル
・
ビ
ニ
ー
ル
ペ
ー
パ
ー
﹂
が
あ
る
。
京
都
工
場
製

品
に
Ｎ
Ｖ
Ｐ
と
い
う
文
具
紙
工
品
用
に
開
発
し
た
ク
ロ
ス
が
あ
っ
た
。
革
の
感
覚
と
防
水
性
を
も
つ
ク
ロ
ス
で
あ
る
。
一

九
六
八
年
︵
昭
和
四
三
︶
に
日
章
ノ
ー
ト
か
ら
発
売
さ
れ
た
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
﹁
ア
ー
ト
﹂
に
つ
か
わ
れ
る
な
ど
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
感
覚
豊
か
な
素
材
で
あ
っ
た
。
こ
の
Ｎ
Ｖ
Ｐ
に
グ
ラ
ビ
ア
プ
リ
ン
ト
し
た
の
が
ロ
イ
ヤ
ル
・
ビ
ニ
ー
ル
ペ
ー
パ
ー

で
あ
る
。

﹁
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
ク
ロ
ス
Ｎ
﹂
は
装
幀
用
ク
ロ
ス
だ
が
、
染
工
部
の
開
発
製
品
で
あ
っ
た
。
も
と
も
と
ニ
ッ
ク
セ
ブ
ン

140
Ｓ
と
し
て
織
ネ
ー
ム
︵
洗
濯
ネ
ー
ム
、
品
質
表
示
ネ
ー
ム
︶
と
し
て
販
売
し
て
い
た
。
同
製
品
を
装
幀
用
ク
ロ
ス
と
し

て
改
良
し
、
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
ク
ロ
ス
Ｎ
︵
Ｐ
Ｃ
Ｎ
︶
と
し
た
。
艶
や
か
で
布
目
の
も
つ
自
然
な
風
合
い
と
、
し
な
や
か

さ
を
も
つ
美
術
印
刷
用
の
ク
ロ
ス
で
あ
っ
た
。
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第
四
節  
情
報
機
器
用
の
印
字
リ
ボ
ン
を
開
発

●
印
字
リ
ボ
ン
は
多
機
能
な
素
材

　

印
字
リ
ボ
ン
、
つ
ま
り
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
は
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
や
各
種
プ
リ
ン
タ
に
よ
る
印
字
や
印
刷
機
器
で
使
用
す
る

部
材
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
繊
維
や
フ
ィ
ル
ム
に
イ
ン
ク
を
塗
っ
た
長
い
帯
状
の
も
の
で
、
ロ
ー
ル
状
に
巻
き
つ
け
た
り
、

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
に
収
納
し
た
姿
で
ユ
ー
ザ
ー
に
提
供
す
る
。

　

印
字
リ
ボ
ン
を
使
用
す
る
印
刷
シ
ス
テ
ム
で
は
、
リ
ボ
ン
を
く
り
だ
し
て
対
象
物
︵
紙
や
フ
ィ
ル
ム
︶
に
密
着
さ
せ
、

印
刷
し
た
い
文
字
や
図
柄
に
合
わ
せ
て
、
印
字
ヘ
ッ
ド
で
た
た
き
つ
け
た
り
︵
イ
ン
パ
ク
ト
プ
リ
ン
タ
な
ど
︶、
押
し
あ

て
て
加
熱
し
た
り
︵
熱
転
写
プ
リ
ン
タ
な
ど
︶
し
て
、
リ
ボ
ン
表
面
の
イ
ン
ク
を
対
象
物
に
転
写
す
る
。
印
字
す
る
た
び

に
リ
ボ
ン
を
少
し
ず
つ
く
り
の
べ
て
未
使
用
の
部
分
を
あ
て
が
い
、
端
ま
で
つ
か
い
き
る
と
新
し
い
ロ
ー
ル
や
カ
ー
ト
リ

ッ
ジ
に
交
換
す
る
。
印
字
方
式
に
よ
っ
て
は
な
ん
ど
か
く
り
か
え
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
も
あ
る
。

　

印
字
用
リ
ボ
ン
は
文
字
や
図
柄
を
印
刷
す
る
も
の
だ
が
、
印
字
・
印
刷
イ
ン
ク
の
も
つ
特
性
に
よ
っ
て
Ｏ
Ｃ
Ｒ
︵
光
学

文
字
認
識
︶、
磁
気
読
み
と
り
な
ど
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
改か

い

竄ざ
ん

防
止
や
情
報
の
電
子
化
に
も
役
立
つ
素
材
に
な
っ
て

い
る
。

　

印
字
リ
ボ
ン
は
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
用
か
ら
は
じ
ま
り
、
各
種
計
器
、
テ
レ
ッ
ク
ス
、
通
信
回
線
の
送
受
信
記
録
用
、
電

算
機
の
時
代
に
な
る
と
、
ラ
イ
ン
プ
リ
ン
タ
や
端
末
機
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
、
伝
票
発
行
機
用
、
窓
口
自
動
発
券
機
用
、
さ

ら
に
は
熱
転
写
リ
ボ
ン
の
時
代
に
な
っ
て
、
物
流
管
理
の
タ
グ
や
ラ
ベ
ル
、
工
程
管
理
用
ラ
ベ
ル
、
洗
濯
表
示
ラ
ベ
ル
、

食
品
包
装
の
バ
ー
コ
ー
ド
や
日
付
な
ど
、
い
ま
や
印
字
リ
ボ
ン
の
用
途
は
き
わ
め
て
広
範
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

●
は
じ
ま
り
は
勝
馬
投
票
券
の
発
券
機
用
リ
ボ
ン

　

日
本
ク
ロ
ス
は
わ
が
国
最
初
の
印
字
布
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。
す
で
に
一
九
三
二
年
︵
昭
和
八
︶
に
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
用

の
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
を
発
売
し
て
い
る
。

　

戦
後
も
昭
和
三
〇
年
代
︵
一
九
五
五
～
︶
に
な
っ
て
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
リ
ボ
ン
、
計
器
用
リ
ボ
ン
、
テ
レ
タ
イ
プ
リ
ボ
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ン
を
市
場
に
投
入
し
て
き
た
。

　

日
本
電
信
電
話
公
社
︵
現
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
︶
の
電
報
用
、
欧
文
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
テ
レ
プ
リ
ン
タ
、
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
、

温
度
記
録
計
、
な
ど
に
つ
か
わ
れ
て
い
る
。
ブ
ラ
ッ
ク
、
ブ
ル
ー
、
パ
ー
プ
ル
な
ど
の
単
色
リ
ボ
ン
、
ブ
ラ
ッ
ク
・
レ
ッ

ド
、
ブ
ル
ー
・
レ
ッ
ド
な
ど
の
複
色
リ
ボ
ン
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
活
字
プ
リ
ン
タ
用
の
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
で
あ
っ
た
。　

　

一
九
六
五
年
︵
昭
和
四
〇
︶
ご
ろ
、
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
製
造
設
備
は
東
京
工
場
の
染
布
部
に
設
置
し
て
い
た
。
当
時
の

塗
装
機
は
、
か
ん
た
ん
に
い
え
ば
、
ベ
ー
ス
ク
ロ
ス
を
イ
ン
ク
に
浸
し
て
、
そ
れ
を
し
ぼ
っ
て
乾
か
し
て
仕
上
げ
る
。
ス

プ
ー
ル
へ
の
巻
き
と
り
も
手
作
業
に
よ
る
と
い
う
、
き
わ
め
て
原
始
的
な
方
式
だ
っ
た
。
イ
ン
ク
も
自
社
で
つ
く
る
わ
け

で
な
く
、
東
洋
イ
ン
ク
な
ど
か
ら
購
入
し
た
イ
ン
ク
を
ブ
レ
ン
ド
す
る
だ
け
で
、
付
着
量
の
管
理
も
粒
子
の
改
善
も
満
足

で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ク
レ
ー
ム
が
多
発
し
て
、
生
産
販
売
高
の
規
模
か
ら
み
て
も
、
あ
き
ら
か
に
お
荷
物
に
な

り
つ
つ
あ
っ
た
。

　

事
業
そ
の
も
の
の
存
続
が
危
機
に
瀕
し
て
い
た
。
そ
ん
な
大
ピ
ン
チ
を
救
っ
た
の
は
勝
馬
投
票
券
︵
い
わ
ゆ
る
馬
券
︶

発
券
機
用
の
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
だ
っ
た
。
当
初
か
ら
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
に
か
か
わ
っ
て
き
た
南
川
義
治
︵
後
に
常
務
︶
は
﹁
イ

ン
ク
リ
ボ
ン
は
中
央
競
馬
会
な
く
し
て
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
﹂
と
ま
で
言
い
き
る
。

　

一
九
六
九
年
︵
昭
和
四
四
︶
初
夏
の
あ
る
日
、
当
時
の
社
長
・
坂
部
三
次
郎
出
席
の
も
と
で
、
リ
ボ
ン
事
業
の
存
続
・

撤
退
を
め
ぐ
る
社
内
会
議
を
も
っ
た
。
ト
ッ
プ
が
臨
席
す
る
場
で
、
そ
の
よ
う
な
議
題
が
あ
が
る
こ
と
自
体
、
す
で
に
し

て
大
勢
は
決
し
て
い
る
。
こ
の
て
い
ど
の
売
上
な
ら
や
ら
ん
ほ
う
が
い
い
。
や
め
て
し
ま
え
、
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。
そ

の
と
き
南
川
は
、
日
本
中
央
競
馬
会
︵
Ｊ
Ｒ
Ａ
︶
の
馬
券
印
字
用
に
大
量
の
受
注
が
み
こ
ま
れ
る
こ
と
を
理
由
に
﹁
や
ら

せ
て
く
だ
さ
い
﹂
と
声
を
あ
げ
た
。

　

確
信
が
あ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
馬
券
の
印
字
は
活
字
プ
リ
ン
ト
な
の
で
、
現
有
の
設
備
で
も
な
ん
と
か
や
れ
る

と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
製
造
販
売
の
継
続
が
決
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
リ
ボ
ン
の
販
売
担
当

は
ク
ロ
ス
販
売
部
内
に
お
か
れ
、
当
初
は
三
人
、
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

﹁
い
ま
、
あ
ら
た
め
て
ふ
り
か
え
る
と
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
リ
ボ
ン
に
と
っ
て
は
、
あ
の
時
が
お
お
き
な
分
岐
点
だ
っ
た
。

も
し
、
あ
の
時
の
決
断
が
な
か
っ
た
ら
、
リ
ボ
ン
事
業
の
今
日
は
な
か
っ
た
と
思
う
﹂

　

当
時
、
東
京
工
場
長
の
任
に
あ
っ
た
服
部
欣
二
︵
後
に
専
務
︶
も
、
こ
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

　

日
本
中
央
競
馬
会
は
お
り
か
ら
ト
ー
タ
リ
ゼ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
を
導
入
、
馬
券
の
発
売
と
払
戻
の
業
務
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
で
処
理
す
る
シ
ス
テ
ム
改
革
が
進
行
中
で
あ
っ
た
。

　

馬
券
の
姿
か
た
ち
は
競
馬
法
が
制
定
︵
一
九
四
八
年
七
月
︶
さ
れ
て
以
来
、
穴
あ
き
馬
券
で
あ
っ
た
。
英
和
辞
典
や
国
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語
辞
典
の
用
紙
の
よ
う
に
薄
い
が
破
れ
な
い
紙
質
、
緑
や
ピ
ン
ク
の
地
模
様
が
あ
り
、
ま
る
で
紙
幣
の
よ
う
に
美
し
い
紙

片
の
ま
ん
な
か
に
小
さ
な
パ
ン
チ
穴
で
数
字
が
な
ら
ん
で
い
た
。
こ
の
穴
あ
き
馬
券
は
一
九
六
六
年
︵
昭
和
四
一
︶
一
一

月
以
降
、
順
次
少
し
厚
い
紙
に
印
字
し
た
馬
券
に
な
っ
て
ゆ
き
、
一
九
七
六
年
︵
昭
和
五
一
︶
ま
で
に
す
べ
て
と
っ
て
か

わ
る
こ
と
に
な
る
。
ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
そ
の
変
革
期
に
深
く
か
か
わ
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　

当
時
、
日
本
中
央
競
馬
会
の
ト
ー
タ
リ
ゼ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
の
運
用
・
保
守
管
理
を
担
当
し
て
い
た
の
は
日
本
ト
ー
タ

リ
ゼ
ー
タ
株
式
会
社
︵
現
・
Ｊ
Ｒ
Ａ
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
︶
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
馬
券
用
の
用
紙
印
刷
を
ひ
き

う
け
て
い
た
東
亞
印
刷
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
を
開
始
、
一
九
六
九
年
︵
昭
和
四
四
︶
八
月
に
、
中
山
競
馬

場
で
の
印
字
テ
ス
ト
を
う
け
た
。
三
色
の
見
本
を
提
出
、
富
士
通
製
の
発
券
機
の
テ
ス
ト
結
果
は
幸
い
に
し
て
合
格
、
か

く
し
て
採
用
が
決
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

中
央
競
馬
会
で
は
一
九
七
〇
年
︵
昭
和
四
五
︶
か
ら
一
九
七
二
年
︵
昭
和
四
七
︶
に
か
け
て
、
東
京
、
中
山
、
京
都
、

阪
神
の
四
競
馬
場
と
全
国
の
場
外
発
売
所
あ
わ
せ
て
、
お
よ
そ
三
〇
〇
〇
台
の
発
券
機
を
設
置
す
る
計
画
を
も
っ
て
い
た
。

ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
印
字
用
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
に
よ
る
馬
券
発
券
は
中
山
競
馬
場
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
同
競
馬
場
に
は
一
九
七
〇

年
︵
昭
和
四
五
︶
二
月
二
〇
日
に
発
券
機
︵
一
二
〇
台
︶
が
設
置
さ
れ
、
三
月
一
五
日
か
ら
の
開
催
で
試
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
品
質
の
確
立
を
急
ぎ
、
二
〇
〇
個
を
納
入
し
て
い
る
。

　

リ
ボ
ン
の
規
格
は
八
四
ミ
リ
×
一
一
メ
ー
ト
ル
、
グ
リ
ー
ン
と
ブ
ル
ー
の
複
色
だ
っ
た
。
ベ
ー
ス
ク
ロ
ス
は
ナ
イ
ロ
ン

が
も
と
め
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
あ
ら
か
じ
め
富
士
通
で
テ
ス
ト
す
る
と
印
字
が
ほ
と
ん
ど
み
え
な
か
っ
た
。
や
む

な
く
最
初
は
コ
ス
ト
高
な
が
ら
、
絹
ベ
ー
ス
で
走
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

中
山
競
馬
場
に
つ
づ
い
て
は
同
年
七
月
に
東
京
競
馬
場
︵
一
〇
〇
台
︶、
一
〇
月
に
錦
糸
町
場
外
発
売
所
︵
二
〇
〇
台
︶、

一
一
月
に
京
都
競
馬
場
︵
一
〇
〇
台
︶、
翌
一
九
七
一
年
︵
昭
和
四
六
︶
春
に
は
阪
神
競
馬
場
︵
一
二
〇
台
︶
に
発
券
機

が
設
置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
採
用
が
決
ま
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
リ
ボ
ン
の
出
荷
量
は
月
当
た
り
一
〇
〇
〇
個
だ
っ
た
が
、
全
国

の
場
外
発
売
所
も
す
べ
て
新
馬
券
に
な
っ
た
二
年
後
に
は
、
お
り
か
ら
の
第
一
次
競
馬
ブ
ー
ム
も
あ
っ
て
五
〇
〇
〇
個
を

超
え
た
。

　

馬
券
印
字
用
リ
ボ
ン
の
好
調
が
も
た
ら
し
た
良
績
に
よ
っ
て
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
事
業
は
復
活
を
は
た
し
、
塗
装
機
の
改
良

や
イ
ン
ク
の
開
発
に
向
か
う
余
裕
が
う
ま
れ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
リ
ボ
ン
を
は
じ
め
各
種
リ
ボ
ン
製
品
の
開
発
な
ど
、
ス
テ

ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。

馬券（テスト刷り）
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●
電
算
機
用
プ
リ
ン
タ
の
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
に
向
か
う

　

一
九
六
五
年
︵
昭
和
四
〇
︶
前
後
に
な
る
と
、
企
業
に
は
メ
イ
ン
フ
レ
ー
ム
︵
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
︶
が
導
入
さ
れ
、

そ
れ
ま
で
手
作
業
で
お
こ
な
っ
て
き
た
膨
大
な
デ
ー
タ
処
理
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
や
ら
せ
る
総
合
シ
ス
テ
ム
︵
Ｅ
Ｄ
Ｐ

Ｓ
︶
が
導
入
さ
れ
は
じ
め
た
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
出
力
装
置
で
あ
る
ラ
イ
ン
プ
リ
ン
タ
に
使
用
す
る
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
を
は
じ
め
、
リ
ボ
ン
は
多
種
多
様

に
つ
か
わ
れ
る
時
代
に
な
っ
て
い
た
が
、
当
時
ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
出
遅
れ
て
い
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
リ
ボ
ン
に
つ
い
て
の
販

売
体
制
が
と
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
六
八
年
︵
昭
和
四
三
︶
ご
ろ
に
な
る
と
、
ド
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
ー
の
時
代
に
な
り
、
リ
ボ
ン
の
ベ
ー
ス
ク
ロ
ス
も
綿

や
絹
か
ら
合
繊
︵
ナ
イ
ロ
ン
︶
に
移
行
し
は
じ
め
、
た
と
え
ば
Ｉ
Ｂ
Ｍ
や
バ
ロ
ー
ス
な
ど
海
外
製
品
は
す
で
に
合
繊
に
な

っ
て
い
た
。

　

日
本
の
リ
ボ
ン
メ
ー
カ
ー
も
富
士
化
学
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
、
コ
レ
ス
、
ゼ
ネ
ラ
ル
、
カ
ー
ボ
ン
ペ
ー
パ
ー
、
日
立
粉
末
、

平
岡
織
染
、
羽
田
化
工
の
八
社
と
な
り
、
激
し
い
市
場
競
争
を
く
り
ひ
ろ
げ
て
い
た
。

　

同
業
他
社
は
い
ず
れ
も
独
自
の
イ
ン
ク
製
造
設
備
と
塗
装
機
を
そ
な
え
、
均
一
で
印
字
後
も
よ
ご
れ
な
い
ド
ッ
ト
プ
リ

ン
タ
ー
用
の
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
を
生
産
し
て
い
た
。
だ
が
当
時
の
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
塗
装
シ
ス
テ
ム
で
は
イ
ン
ク
の
成
分
と
付

着
量
の
制
御
に
問
題
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
す
で
に
テ
レ
ッ
ク
ス
リ
ボ
ン
で
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
帳
票
の
よ
ご
れ
、
べ
た

つ
き
、
ド
ッ
ト
ピ
ン
の
目
詰
ま
り
、
塗
り
ム
ラ
、
薄
く
て
耐
久
性
不
良
、
Ｏ
Ｃ
Ｒ
︵
光
学
文
字
認
識
︶
に
弱
い
な
ど
⋮
⋮
。

そ
の
た
め
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ラ
イ
ン
プ
リ
ン
タ
用
リ
ボ
ン
に
つ
い
て
は
、
ど
の
機
器
メ
ー
カ
ー
か
ら
も
認
定
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
。
市
場
の
要
求
品
質
に
応
じ
ら
れ
な
く
て
販
売
機
会
を
の
が
し
て
い
た
。

　

品
質
の
う
え
で
も
問
題
を
か
か
え
な
が
ら
、
な
ん
と
か
日
本
電
信
電
話
公
社
︵
現
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
︶
の
ラ
イ
ン
プ
リ
ン
タ
用

リ
ボ
ン
に
参
入
で
き
た
の
は
、
電
報
・
電
話
受
信
機
の
リ
ボ
ン
や
電
話
番
号
簿
な
ど
の
表
紙
を
納
入
し
て
い
た
と
い
う
縁

か
ら
で
あ
る
。
公
社
で
は
電
話
料
金
の
請
求
書
な
ど
を
大
量
に
発
行
す
る
。
そ
の
プ
リ
ン
タ
用
の
リ
ボ
ン
で
あ
る
。

　

機
器
メ
ー
カ
ー
の
認
定
を
得
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
公
社
が
独
自
に
も
っ
て
い
る
三
鷹
に
あ
る
電
気
通
信
研
究
所

︵
現
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
武
蔵
野
研
究
開
発
セ
ン
タ
︶
に
も
ち
こ
む
途
が
あ
る
と
知
っ
た
。
バ
イ
パ
ス
と
い
う
べ
き
こ
の
方
法
で
テ

ス
ト
を
う
け
て
合
格
し
た
の
で
あ
る
。
も
と
は
国
家
の
研
究
機
関
で
あ
り
、
旧
電
電
公
社
で
は
研
究
開
発
の
本
丸
と
い
わ

れ
た
と
こ
ろ
の
お
墨
付
き
で
あ
る
。
そ
の
権
威
は
絶
大
で
、
な
ん
と
か
入
札
権
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

　

か
く
し
て
一
九
七
〇
年
︵
昭
和
四
五
︶、
公
社
の
ラ
イ
ン
プ
リ
ン
タ
用
リ
ボ
ン
の
認
定
業
者
と
し
て
パ
イ
ロ
ッ
ト
、
ゼ
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ネ
ラ
ル
、
平
岡
織
染
と
と
も
に
日
本
ク
ロ
ス
も
認
定
さ
れ
、
翌
年
か
ら
四
社
に
よ
る
全
国
九
通
信
局
の
数
量
割
り
当
て
に

加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

電
電
公
社
の
Ｌ
Ｐ
リ
ボ
ン
に
参
入
で
き
た
も
の
の
、
品
質
上
の
不
安
が
解
消
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ク
レ
ー
ム
が
た

え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
お
り
、
認
定
業
者
の
平
岡
織
染
が
リ
ボ
ン
事
業
か
ら
撤
退
す
る
と
い
う
情
報
が
も
た
ら

さ
れ
た
。
リ
ボ
ン
は
電
電
公
社
以
外
の
受
注
が
な
く
て
製
造
を
中
止
す
る
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
さ
っ
そ
く
同
社
の
イ
ン

ク
塗
装
機
を
日
本
ク
ロ
ス
が
ひ
き
う
け
る
こ
と
で
合
意
が
成
立
し
た
。

　

平
岡
織
染
よ
り
導
入
し
た
イ
ン
ク
塗
装
機
は
ロ
ー
ル
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
方
式
に
よ
る
も
の
で
、
付
着
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
る
。
品
質
は
急
速
に
向
上
し
た
が
、
ま
だ
イ
ン
ク
に
課
題
が
の
こ
っ
た
。
Ｏ
Ｃ
Ｒ
の
読
み
と
り
が
劣
る
と
い
う
の
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
一
九
七
四
年
︵
昭
和
四
九
︶
九
月
、
米
国
の
ロ
イ
タ
イ
プ
と
技
術
提
携
に
向
か
い
、
同
社
の
イ
ン
ク
の

製
造
技
術
を
導
入
し
て
、
自
社
配
合
の
イ
ン
ク
製
造
技
術
を
確
立
し
た
。
ち
な
み
に
ベ
ー
ス
ク
ロ
ス
も
そ
れ
ま
で
絹
だ
っ

た
が
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
６
ナ
イ
ロ
ン
︵
プ
ロ
ミ
ラ
ン
︶
に
き
り
か
え
た
。
か
く
し
て
品
質
は
大
幅
に
改
善
さ
れ
、
リ
ボ
ン

事
業
は
よ
う
や
く
軌
道
に
の
っ
た
の
で
あ
る
。

●
電
算
機
端
末
用
リ
ボ
ン
を
開
発
す
る

　

電
算
機
用
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
は
ラ
イ
ン
プ
リ
ン
タ
用
と
端
末
機
用
と
が
あ
る
。
端
末
機
用
リ
ボ
ン
の
開
発
も
一
九
七
〇
年

︵
昭
和
四
五
︶
ご
ろ
か
ら
着
手
し
て
い
る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
端
末
機
が
登
場
し
た
の
だ
が
、
当
初
は
本
体

と
端
末
を
む
す
ぶ
専
用
の
通
信
回
線
は
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
高
速
テ
レ
ッ
ク
ス
の
通
信
回
線
が
使
用
さ
れ
た
。
そ
こ
で

テ
レ
ッ
ク
ス
リ
ボ
ン
の
開
発
に
向
か
っ
た
が
、
そ
の
と
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
た
の
が
富
士
通
グ
ル
ー
プ
の
黒
沢
通
信
工

業
︵
現
・
富
士
通
ア
イ
ソ
テ
ッ
ク
︶
で
あ
る
。
同
社
は
一
九
五
七
年
︵
昭
和
三
二
︶、
富
士
通
と
黒
沢
商
店
︵
現
・
ク
ロ

サ
ワ
︶
と
の
共
同
出
資
で
東
京
蒲
田
に
設
立
さ
れ
た
プ
リ
ン
タ
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。
も
と
も
と
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
は
じ

め
事
務
機
を
あ
つ
か
う
黒
沢
商
店
と
は
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
用
リ
ボ
ン
を
通
じ
て
戦
前
か
ら
取
引
関
係
に
あ
っ
た
。
こ
の

と
き
新
し
い
端
末
用
の
リ
ボ
ン
と
し
て
開
発
し
た
の
が
、
６
ナ
イ
ロ
ン
ベ
ー
ス
の
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
で
あ
っ
た
。

　

新
製
品
が
完
成
し
た
こ
ろ
、
黒
沢
通
信
工
業
は
富
士
通
の
端
末
プ
リ
ン
タ
を
一
手
に
Ｏ
Ｅ
Ｍ
生
産
す
る
よ
う
に
な
り
、

か
く
し
て
日
本
ク
ロ
ス
の
端
末
機
用
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
は
富
士
通
の
機
器
に
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

端
末
機
用
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
は
お
り
か
ら
の
金
融
の
シ
ス
テ
ム
化
に
よ
っ
て
需
要
が
増
大
し
た
。
一
九
七
一
年
︵
昭
和
四

六
︶
に
は
じ
ま
る
第
一
次
オ
ン
ラ
イ
ン
化
で
、
富
士
通
は
都
市
銀
行
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
金
融
端
末
の
開
発
を
す
す
め
、
そ

ラインプリンタ用リボン
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の
機
器
と
シ
ス
テ
ム
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
銀
行
の
端
末
シ
ス
テ
ム
と
い
え
ば
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
と
Ｎ
Ｃ
Ｒ
の
二
社
が

独
占
し
て
い
た
が
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
日
本
の
メ
ー
カ
ー
も
参
入
し
は
じ
め
、
な
か
で
も
富
士
通
が
リ
ー
ド
役
を
は
た
し
、

同
社
の
機
器
と
シ
ス
テ
ム
は
都
市
銀
行
の
お
よ
そ
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
浸
透
し
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
ク
ロ
ス
は
た
だ
ち
に
富
士
通
の
端
末
機
シ
ス
テ
ム
に
対
応
す
る
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
開
発
に
と
り
く
ん
だ
。
製
品
化

を
め
ざ
し
て
本
格
的
な
と
り
く
み
が
は
じ
ま
り
、
一
九
七
二
年
︵
昭
和
四
七
︶
同
機
器
に
対
応
す
る
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
新

製
品
を
つ
く
り
あ
げ
た
。
そ
れ
が
通
帳
用
の
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
﹁
Ｓ
Ｐ
シ
リ
ー
ズ
﹂
で
あ
っ
た
。
当
初
、
同
シ
リ
ー
ズ
に
は

綿
と
シ
ル
ク
の
両
タ
イ
プ
が
あ
っ
た
。

　

Ｓ
Ｐ
シ
リ
ー
ズ
は
日
本
会
計
機
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
︵
郵
政
省
管
轄
会
社
︶
か
ら
、
郵
便
貯
金
通
帳
用
の
イ
ン
ク
リ
ボ

ン
と
し
て
認
定
を
う
け
、
郵
政
省
の
受
注
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

　

当
時
、
印
字
に
よ
る
数
字
が
偽
造
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
多
発
し
て
、
そ
の
防
止
対
策
が
急
務
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

そ
の
と
き
赤
外
線
反
応
イ
ン
ク
を
利
用
し
た
磁
気
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
を
提
案
し
た
。
郵
政
省
と
と
も
に
開
発
に
と
り
く
ん
だ

が
、
読
取
機
の
費
用
が
ネ
ッ
ク
に
な
り
、
こ
れ
は
採
用
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

●
通
帳
用
ク
ロ
ス
の
開
発
に
向
か
う

　

郵
便
局
の
貯
金
通
帳
、
銀
行
の
預
金
通
帳
に
使
用
さ
れ
る
表
紙
用
ク
ロ
ス
の
開
発
は
、
一
九
六
九
年
︵
昭
和
四
四
︶
ご

ろ
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
通
帳
と
い
う
も
の
を
ク
ロ
ス
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
あ
ら
た
め
て
み
な
お
す
よ
う
に
な
っ
た

の
が
、
こ
の
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

郵
政
省
︵
現
・
日
本
郵
政
︶
の
預
金
通
帳
用
の
ク
ロ
ス
の
発
注
数
量
が
と
ほ
う
も
な
く
お
お
き
く
、
さ
ら
に
都
市
銀
行
、

農
協
、
労
金
な
ど
の
金
融
機
関
の
口
座
数
も
急
伸
し
つ
つ
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
一
九
六
九
年
︵
昭
和
四
四
︶
東
京
営
業
部
ク
ロ
ス
販
売
二
課
に
通
帳
開
発
グ
ル
ー
プ
を
お
き
、
通
帳
用
ク
ロ
ス

の
開
発
・
販
売
に
の
り
だ
し
た
の
で
あ
る
。
同
課
は
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
を
主
力
に
し
て
お
り
、
そ
の
大
手
ユ
ー
ザ
ー
は
郵
政

省
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
い
う
官
庁
で
あ
っ
た
。
通
帳
も
ユ
ー
ザ
ー
は
郵
政
省
貯
金
局
、
厚
生
省
︵
年
金
手
帳
︶、
国
税
庁
︵
グ
リ

ー
ン
カ
ー
ド
︶
と
官
庁
で
あ
り
、
印
字
記
録
媒
体
と
情
報
が
一
体
化
し
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
情
報
記
録
媒
体
関
連
商
品
と

い
う
く
く
り
に
し
て
、
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
と
通
帳
用
ク
ロ
ス
を
東
京
ク
ロ
ス
二
課
に
配
し
た
の
で
あ
る
︵
後
に
は
ビ
ジ
ネ
ス

用
途
販
売
部
に
な
り
、
現
在
は
情
報
関
連
事
業
部
と
な
っ
て
い
る
︶。

　

も
と
も
と
通
帳
と
い
う
も
の
を
意
識
し
た
営
業
活
動
は
や
っ
て
い
な
か
っ
た
。
昔
の
通
帳
は
銀
行
の
マ
ー
ク
と
銀
行
名
、

預金通帳
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あ
る
い
は
郵
政
省
、
郵
便
貯
金
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
あ
る
ぐ
ら
い
で
シ
ン
プ
ル
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
通
帳
用
の
ク
ロ

ス
と
し
て
は
活
版
印
刷
、
箔
押
し
適
性
の
あ
る
製
品
︵
Ｓ
Ｐ
Ｐ
、
ア
ー
ト
ベ
ラ
ム
Ｖ
Ｃ
︱
Ｐ
Ｍ
︶、
さ
ら
に
オ
フ
セ
ッ
ト

印
刷
適
性
の
あ
る
製
品
︵
Ｐ
Ｃ
Ｐ
、
Ｐ
Ｃ
Ｘ
︶
な
ど
を
通
帳
用
途
に
あ
て
て
い
た
。
営
業
活
動
の
す
べ
て
は
代
理
店
ま
か

せ
だ
っ
た
。

　

当
時
、
通
帳
も
し
だ
い
に
カ
ラ
フ
ル
に
な
り
、
デ
ザ
イ
ン
性
豊
か
な
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
箔
押
し
、
活
版
印
刷

に
よ
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
だ
け
の
時
代
は
終
わ
り
、
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
と
自
動
製
本
の
時
代
に
な
っ
て
ゆ
く
。
と
こ
ろ
が
通
帳

用
に
充
当
し
た
日
本
ク
ロ
ス
の
製
品
は
、
も
と
よ
り
通
帳
用
の
ク
ロ
ス
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
よ
ご
れ

や
カ
ー
ル
、
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
の
ク
レ
ー
ム
が
多
発
し
て
い
た
。
京
都
工
場
の
ク
ロ
ス
の
製
造
技
術
は
も
と
も
と
出
版

用
の
ク
ロ
ス
を
眼
目
に
し
て
い
た
。
色
合
い
や
布
目
の
美
し
さ
、
風
合
い
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
官
能
性
に
重
き
を
お
い
て

い
た
。
つ
ま
り
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
で
き
る
と
い
う
機
能
は
な
お
ざ
り
に
な
っ
て
い
て
、
通
帳
用
の
要
求
品
質
を
満
た
し
て

い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

印
刷
用
の
布
ク
ロ
ス
に
つ
い
て
は
同
業
他
社
が
先
行
し
て
い
た
。
す
で
に
し
て
郵
便
貯
金
や
銀
行
の
預
金
通
帳
の
多
く

に
同
業
他
社
の
布
ク
ロ
ス
が
つ
か
わ
れ
て
い
た
。
同
業
他
社
は
最
終
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
金
融
機
関
、
通
帳
を
印
刷
製
本
す

る
大
手
印
刷
会
社
に
密
着
し
、
オ
フ
セ
ッ
ト
枚
葉
印
刷
が
で
き
る
布
タ
イ
プ
の
ク
ロ
ス
を
す
で
に
開
発
し
て
い
た
の
で
あ

る
。

　

日
本
ク
ロ
ス
が
急
ぎ
、
通
帳
用
ク
ロ
ス
を
意
識
し
て
投
入
し
た
の
が
﹁
ニ
ュ
ー
カ
ス
タ
ム
Ｎ
﹂
で
あ
っ
た
。

　

印
刷
用
ク
ロ
ス
と
し
て
展
開
し
て
い
た
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
ク
ロ
ス
を
改
良
し
た
も
の
だ
っ
た
が
、
通
帳
適
性
︵
オ
フ
セ

ッ
ト
に
よ
る
高
速
多
色
印
刷
、
自
動
製
本
適
性
︶
が
い
ま
ひ
と
つ
だ
っ
た
。

　

通
帳
用
ク
ロ
ス
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
要
求
品
質
を
知
る
こ
と
か
ら
再
ス
タ
ー
ト
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、

ニ
ュ
ー
カ
ス
タ
ム
Ｎ
の
投
入
に
よ
っ
て
、
全
国
の
金
融
機
関
や
印
刷
会
社
の
構
図
が
把
握
で
き
、
こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
参
入

の
お
お
き
な
手
が
か
り
に
な
っ
た
。

通帳用クロスの見本帳
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第
五
節  
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
の
充
実

●
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
で
貨
車
シ
ー
ト
を

　

ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
製
品
は
工
業
用
途
や
衣
料
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
書
籍
の
装
幀
材
と
し
て
も
ビ
ニ
ル
ペ
ー
パ
ー
と
し
て

注
目
を
あ
つ
め
た
。
一
九
六
一
年
︵
昭
和
三
六
︶
ご
ろ
か
ら
ビ
ニ
ル
ペ
ー
パ
ー
の
需
要
が
急
増
し
て
、
紙
用
の
特
殊
カ
レ

ン
ダ
ー
を
導
入
、
翌
一
九
六
二
年
︵
昭
和
三
七
︶
に
は
ト
ッ
プ
フ
ィ
ー
ド
・
リ
バ
ー
ス
ロ
ー
ル
コ
ー
タ
ー
︵
Ｒ
Ｃ
︱
１
号

機
︶
を
新
設
し
た
。
同
機
に
よ
り
ペ
ー
ス
ト
加
工
に
よ
る
ビ
ニ
ル
製
品
の
生
産
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
辞
典
用
の
薄
手

ビ
ニ
ル
ペ
ー
パ
ー
を
開
発
し
て
市
場
に
投
入
し
た
。
た
と
え
ば
有
斐
閣
の
六
法
全
書
な
ど
の
表
紙
の
ほ
か
、
手
帳
の
表
紙

の
装
幀
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

翌
一
九
六
三
年
︵
昭
和
三
八
︶
に
は
西
ド
イ
ツ
の
ホ
フ
マ
ン
・
シ
ュ
ワ
ー
ベ
の
コ
ー
タ
ー
︵
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
シ
ン
セ

テ
ィ
ッ
ク
・
レ
ザ
ー
プ
ラ
ン
ト
︶、
英
国
エ
ド
メ
ス
ト
ン
製
の
型
出
機
を
導
入
し
て
い
る
。
市
場
で
は
こ
の
こ
ろ
発
泡
タ

イ
プ
の
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
が
人
気
を
あ
つ
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

当
時
ホ
フ
マ
ン
は
日
本
に
二
基
し
か
な
い
最
新
鋭
設
備
で
あ
っ
た
。
ホ
フ
マ
ン
の
特
徴
は
、
布
や
紙
ベ
ー
ス
に
塩
ビ
ペ

ー
ス
ト
を
ド
ク
タ
ー
・
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る
方
式
で
、
そ
の
付
着
量
を
ベ
ー
タ
線
で
自
動
的
に
測
定
、
調
節
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
点
に
あ
っ
た
。
エ
ド
メ
ス
ト
ン
製
の
型
出
機
は
、
発
泡
を
つ
ぶ
さ
な
い
で
型
出
し
が
で
き
る
と
い
う
と
こ

ろ
に
特
徴
が
あ
っ
た
。

　

両
設
備
の
導
入
に
よ
り
、
ペ
ー
ス
ト
発
泡
、
非
発
泡
加
工
、
カ
レ
ン
ダ
ー
と
の
併
用
と
、
ペ
ー
ス
ト
加
工
に
つ
い
て
の

諸
技
術
が
す
べ
て
出
そ
ろ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
新
設
備
に
よ
っ
て
、
衣
料
用
発
泡
レ
ザ
ー
、
国
鉄
貨
車
シ
ー
ト
︵
改

良
タ
イ
プ
︶、
ナ
イ
ロ
ン
合
羽
な
ど
の
新
製
品
が
登
場
し
て
く
る
。

　

国
鉄
︵
日
本
国
有
鉄
道
、
現
・
Ｊ
Ｒ
︶
の
貨
車
シ
ー
ト
は
、
一
九
六
二
年
︵
昭
和
三
七
︶
か
ら
本
格
生
産
を
開
始
し
て

い
る
。

　

ビ
ニ
ル
シ
ー
ト
が
登
場
す
る
ま
で
、
貨
車
シ
ー
ト
に
は
麻
ベ
ー
ス
に
乾
性
油
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
も
の
が
つ
か
わ
れ

て
い
た
。

　

当
時
ビ
ニ
ロ
ン
︵
ク
ラ
レ
︶、
ナ
イ
ロ
ン
︵
東
レ
︶、
強
力
人
絹
︵
帝
人
︶
な
ど
の
合
繊
、
さ
ら
に
は
ビ
ニ
ル
が
新
素
材

国鉄貨車シート（ターポリン）
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と
し
て
登
場
し
て
き
た
が
、
国
鉄
は
ビ
ニ
ル
に
熱
い
眼
を
そ
そ
い
で
い
た
。
日
本
ク
ロ
ス
は
そ
の
こ
ろ
電
気
絶
縁
材
を
国

鉄
に
納
入
し
て
い
た
。
用
品
試
験
場
か
ら
そ
の
う
ご
き
を
察
知
し
て
、
さ
っ
そ
く
ビ
ニ
ル
シ
ー
ト
の
開
発
に
と
り
く
ん
だ

の
で
あ
る
。

　

当
時
、
国
鉄
の
貨
車
は
四
万
輛
、
総
需
要
量
は
約
三
〇
〇
万
メ
ー
ト
ル
と
推
定
さ
れ
て
い
た
。
四
年
ご
と
に
新
調
さ
れ

る
の
で
年
間
需
要
は
七
五
万
メ
ー
ト
ル
に
な
る
。
貨
車
シ
ー
ト
用
ビ
ニ
ル
の
生
産
技
術
の
研
究
は
一
九
五
五
年
︵
昭
和
三

〇
︶
か
ら
と
り
く
ん
で
い
た
が
、
当
時
の
貨
車
は
無
蓋
貨
車
が
ほ
と
ん
ど
で
、
幌
と
し
て
の
役
割
を
は
た
す
に
は
耐
熱
・

耐
寒
性
が
も
と
め
ら
れ
た
。

　

南
は
鹿
児
島
か
ら
北
は
北
海
道
に
お
よ
ぶ
日
本
列
島
の
気
温
格
差
は
お
お
き
く
、
さ
ら
に
走
行
中
の
気
温
変
化
も
加
わ

っ
て
く
る
。
こ
の
両
条
件
を
ク
リ
ア
で
き
る
ビ
ニ
ル
シ
ー
ト
が
も
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
最
初
は
ビ
ニ
ロ
ン
、
ナ
イ
ロ

ン
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
カ
レ
ン
ダ
ー
と
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
技
術
を
つ
か
い
わ
け
て
、
一
九
五
七
年
︵
昭
和
三
二
︶
に
一
五

〇
車
輛
分
の
試
作
品
を
つ
く
っ
た
。

　

国
鉄
で
は
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
の
各
鉄
道
管
理
局
を
通
じ
て
五
年
間
に
わ
た
っ
て
実
用
テ
ス
ト
を
お
こ
な
い
、
ク
ラ

レ
の
ビ
ニ
ロ
ン
ベ
ー
ス
の
製
品
が
合
格
、
一
九
六
二
年
︵
昭
和
三
七
︶
か
ら
全
面
採
用
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

国
鉄
貨
車
シ
ー
ト
は
、
日
本
ク
ロ
ス
の
独
占
状
態
に
な
っ
た
。
し
か
し
貨
車
が
無
蓋
か
ら
有
蓋
に
な
る
に
つ
れ
て
減
少

し
て
ゆ
き
、
や
が
て
コ
ン
テ
ナ
輸
送
の
時
代
に
な
っ
て
商
品
寿
命
が
尽
き
た
。

●
フ
レ
コ
ン
用
の
新
し
い
タ
ー
ポ
リ
ン

　

日
本
ク
ロ
ス
が
戦
後
ま
も
な
く
の
一
九
五
一
年
︵
昭
和
二
六
︶
に
技
術
開
発
に
成
功
し
た
タ
ー
ポ
リ
ン
は
一
九
六
五
年

︵
昭
和
四
〇
︶
ご
ろ
に
な
る
と
、
食
品
・
飼
料
・
化
学
薬
品
な
ど
の
輸
送
コ
ン
テ
ナ
、
土
木
用
・
水
産
用
・
野
積
み
用
の

シ
ー
ト
類
、
さ
ら
に
は
養
魚
槽
、
ト
ラ
ッ
ク
用
幌
、
電
車
の
連
結
幌
、
各
種
テ
ン
ト
類
︵
軒
出
し
テ
ン
ト
、
レ
ジ
ャ
ー
テ

ン
ト
︶
な
ど
に
つ
か
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

変
性
ポ
リ
エ
チ
・
タ
ー
ポ
リ
ン
は
多
目
的
素
材
と
し
て
、
さ
ら
に
機
能
を
強
化
し
た
新
し
い
タ
ー
ポ
リ
ン
で
あ
っ
た
。

一
九
六
七
年
︵
昭
和
四
二
︶、
京
都
工
場
︵
製
造
二
課
︶
で
開
発
し
製
品
化
し
て
い
る
。

　

同
製
品
は
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
と
酢
酸
ビ
ニ
ル
と
を
共
重
合
し
た
新
し
い
樹
脂
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
マ
イ
ナ
ス
六
〇
度

ま
で
の
耐
寒
性
、
さ
ら
に
耐
油
性
に
す
ぐ
れ
、
毒
性
も
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
塩
ビ
タ
ー

ポ
リ
ン
は
、
耐
寒
性
に
留
意
し
た
樹
脂
配
合
の
も
の
で
も
冬
季
に
は
硬
く
な
っ
た
。
さ
ら
に
可
塑
剤
を
つ
か
っ
て
い
る
た

フレコン用ターポリン
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め
、
毒
性
が
あ
っ
て
養
魚
水
槽
や
活
魚
の
輸
送
袋
に
は
つ
か
え
な
か
っ
た
。
変
性
ポ
リ
エ
チ
・
タ
ー
ポ
リ
ン
は
、
こ
れ
ら

の
問
題
点
を
す
べ
て
ク
リ
ア
し
た
の
で
あ
る
。

　

開
発
の
背
中
を
押
し
た
の
は
、
お
り
か
ら
の
コ
ン
テ
ナ
需
要
の
増
大
で
あ
る
。
一
九
六
五
年
︵
昭
和
四
〇
︶
ご
ろ
か
ら

の
高
度
成
長
に
よ
る
経
済
拡
大
と
労
働
力
不
足
に
よ
っ
て
物
流
の
合
理
化
が
急
務
と
な
っ
た
。
輸
送
コ
ス
ト
、
包
装
コ
ス

ト
の
削
減
、
配
送
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
な
ど
合
理
化
の
た
め
に
、
大
量
輸
送
用
袋
と
し
て
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
コ
ン
テ
ナ

︵
フ
レ
コ
ン
︶
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

フ
レ
コ
ン
と
は
、
固
体
︵
と
く
に
粉
状
体
︶
の
輸
送
に
反
復
使
用
さ
れ
る
﹁
通
い
袋
﹂
で
あ
る
。
タ
ー
ポ
リ
ン
を
使
用

し
て
ウ
ェ
ル
ダ
ー
縫
製
で
袋
状
に
と
と
の
え
、
上
下
に
投
入
口
と
排
出
口
を
も
う
け
て
吊
り
バ
ン
ド
を
つ
け
る
。
こ
の
フ

レ
コ
ン
一
袋
で
平
均
五
〇
キ
ロ
か
ら
二
ト
ン
の
粉
状
体
を
輸
送
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

フ
レ
コ
ン
用
タ
ー
ポ
リ
ン
は
ナ
イ
ロ
ン
と
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
織
物
を
ベ
ー
ス
に
、
Ｐ
Ｖ
Ｃ
、
Ｅ
Ｖ
Ａ
樹
脂
で
両
面
加
工
し

た
も
の
で
あ
る
。
生
産
技
術
は
も
と
も
と
京
都
工
場
で
開
発
し
た
も
の
だ
が
、
需
要
の
増
大
と
と
も
に
深
谷
工
場
で
も
製

造
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

一
九
六
四
年
︵
昭
和
三
九
︶、
京
都
工
場
、
東
京
工
場
に
次
ぐ
第
三
の
工
場
と
し
て
建
設
し
た
深
谷
工
場
は
、
ビ
ニ
ル

専
門
工
場
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
西
独
チ
ン
マ
ー
製
の
メ
ル
ト
コ
ー
タ
ー
︵
Ｎ
︱
１
号
機
︶、
米
国
レ
ン
ボ
ー
製

の
ラ
ミ
ネ
ー
タ
ー
︵
Ｎ
︱
２
号
機
︶、
市
金
工
業
製
の
リ
バ
ー
ス
ロ
ー
ル
コ
ー
タ
ー
︵
Ｎ
︱
３
号
機
︶
な
ど
を
設
置
し
た
。

　

ラ
ミ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
Ｐ
Ｖ
Ｃ
フ
ィ
ル
ム
の
基
布
貼
り
合
わ
せ
、
メ
ル
ト
コ
ー
タ
ー
に
よ
る
Ｐ
Ｖ
Ｃ
加
工
、
ボ
ト
ム
フ

ィ
ー
ド
・
リ
バ
ー
ス
ロ
ー
ル
に
よ
る
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
が
完
成
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
ビ
ニ
ル
シ
ー
ト
、
テ
ン

ト
類
、
高
級
合
羽
、
車
輛
の
天
井
貼
り
レ
ザ
ー
、
壁
紙
な
ど
の
製
品
開
発
が
活
発
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
九
六
七
年
︵
昭
和
四
二
︶
に
は
、
製
品
の
広
幅
化
に
対
応
す
る
た
め
に
西
独
チ
ン
マ
ー
製
の
メ
ル
ト
コ
ー
タ
ー
︵
Ｎ

︱
４
号
機
︶
を
新
設
す
る
な
ど
、
深
谷
工
場
は
名
実
と
も
に
ビ
ニ
ル
専
門
工
場
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
深
谷
工
場
で
は
一
九
六
九
年
︵
昭
和
四
四
︶、
大
谷
重
工
製
の
逆
Ｌ
カ
レ
ン
ダ
ー︵
二
四
イ
ン
チ
×
七
二
イ
ン
チ
、

Ｎ
︱
５
号
機
︶、
バ
ン
バ
リ
ー
ミ
キ
サ
ー
、
ミ
キ
シ
ン
グ
ロ
ー
ル
二
台
を
新
設
、
コ
ン
テ
ナ
用
タ
ー
ポ
リ
ン
、
Ｅ
Ｖ
Ａ
コ

ン
テ
ナ
用
タ
ー
ポ
リ
ン
を
は
じ
め
、
広
幅
タ
ー
ポ
リ
ン
、
薄
手
タ
ー
ポ
リ
ン
な
ど
の
生
産
態
勢
が
と
と
の
っ
た
。
当
時
京

都
・
深
谷
の
両
工
場
で
生
産
し
て
い
た
フ
レ
コ
ン
用
タ
ー
ポ
リ
ン
に
は
、
帝
人
テ
ト
ロ
ン
コ
ン
テ
ナ
、
旭
化
成
ナ
イ
ロ
ン

コ
ン
テ
ナ
、
ユ
ニ
チ
カ
ナ
イ
ロ
ン
コ
ン
テ
ナ
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

コ
ン
テ
ナ
を
め
ぐ
る
樹
脂
塗
料
の
研
究
も
積
極
的
に
す
す
め
た
。
た
と
え
ば
京
都
工
場
の
製
造
二
課
で
一
九
六
八
年

︵
昭
和
四
三
︶
に
開
発
し
た
防
鼠
塗
料
は
、
田
辺
製
薬
と
の
共
同
研
究
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
鼠
忌
避
剤
﹁
ナ
ラ
マ
イ
シ
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ン
﹂
を
配
合
し
た
コ
ン
テ
ナ
用
の
防
鼠
塗
料
を
同
年
八
月
に
つ
く
り
あ
げ
た
。
こ
の
塗
料
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
で
初
め
て

防
鼠
加
工
の
合
成
樹
脂
フ
ィ
ル
ム
の
生
産
に
成
功
し
た
。
同
フ
ィ
ル
ム
を
被
覆
し
た
フ
レ
コ
ン
用
タ
ー
ポ
リ
ン
が
﹁
テ
イ

ジ
ン
タ
イ
コ
ン
﹂
で
あ
る
。

　

当
時
、
飼
料
用
の
コ
ン
テ
ナ
は
ネ
ズ
ミ
に
よ
る
被
害
が
増
大
し
て
い
た
。
飼
料
は
大
き
な
輸
送
袋
に
梱
包
さ
れ
て
大
量

輸
送
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
約
一
〇
〇
万
ト
ン
の
う
ち
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
ネ
ズ
ミ
の
被
害
に
あ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
で
は
大
量
輸
送
の
メ
リ
ッ
ト
が
う
し
な
わ
れ
て
し
ま
う
。
輸
送
業
界
に
と
っ
て
防
鼠
用
コ
ン
テ
ナ
が
待
望
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。

　

テ
イ
ジ
ン
タ
イ
コ
ン
は
太
陽
工
業
よ
り
発
売
、
当
初
の
月
間
生
産
量
は
四
万
メ
ー
ト
ル
︵
五
〇
〇
〇
袋
︶
で
あ
っ
た
。

　

フ
レ
コ
ン
用
タ
ー
ポ
リ
ン
は
一
九
六
九
年
︵
昭
和
四
四
︶
に
は
月
間
生
産
量
が
約
九
〇
〇
〇
袋
分
に
達
し
て
、
業
界
シ

ェ
ア
の
約
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
た
。
そ
の
製
品
群
は
産
業
資
材
と
い
う
新
し
い
市
場
を
も
た
ら
し
、
物
流
関
連
だ
け

で
な
く
、
工
業
、
水
産
業
、
土
木
関
係
な
ど
の
分
野
に
た
し
か
な
足
ど
り
で
浸
透
し
て
い
っ
た
。

●
プ
ー
ル 

Ｐ
Ｏ
Ｐ
資
材
も
タ
ー
ポ
リ
ン

　

タ
ー
ポ
リ
ン
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
形
を
か
え
て
多
目
的
に
使
用
さ
れ
る
膜
構
造
素
材
で
あ
る
。
土
木
用
シ
ー
ト
、
水

産
用
シ
ー
ト
、
野
積
み
シ
ー
ト
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、
養
魚
槽
、
送
風
管
、
ト
ラ
ッ
ク
用
幌
、
電
車
の
連
結
機
、
さ
ら
に
食

品
、
飼
料
、
化
学
薬
品
な
ど
の
輸
送
コ
ン
テ
ナ
、
軒
出
し
テ
ン
ト
、
レ
ジ
ャ
ー
テ
ン
ト
と
数
え
あ
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
。

　

た
と
え
ば
一
九
六
七
年
︵
昭
和
四
二
︶
に
深
谷
工
場
で
開
発
し
た
ナ
イ
ロ
ン
合
羽
は
、
薄
手
で
あ
り
な
が
ら
、
し
か
も

強
度
に
す
ぐ
れ
た
新
し
い
合
羽
素
材
だ
っ
た
。
陸
上
用
の
合
羽
と
し
て
、
当
時
、﹁
ウ
ェ
ブ
ロ
ッ
ク
﹂
と
い
う
ラ
ン
ダ
ム

に
糸
が
は
い
っ
た
塩
ビ
製
品
が
登
場
し
て
、
高
い
評
価
を
う
け
て
い
た
。
ウ
ェ
ブ
ロ
ッ
ク
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
旭
化
成

の
ナ
イ
ロ
ン
を
使
用
し
て
、
模
様
を
あ
ら
か
じ
め
印
刷
し
た
フ
ィ
ル
ム
を
両
面
に
貼
り
合
わ
せ
る
方
法
で
開
発
し
た
の
が

﹁
ナ
イ
ロ
ン
合
羽
﹂
で
あ
っ
た
。

　

一
九
六
九
年
︵
昭
和
四
四
︶
に
深
谷
工
場
で
製
品
化
し
た
﹁
ユ
ニ
タ
ー
ポ
﹂
は
、
木
材
燻
蒸
用
シ
ー
ト
と
し
て
開
発
し

た
ナ
イ
ロ
ン
タ
ー
ポ
リ
ン
で
あ
る
。
強
力
な
ナ
イ
ロ
ン
糸
を
織
り
こ
ん
だ
ベ
ー
ス
に
塩
ビ
を
塗
布
し
た
も
の
で
、
従
来
の

塩
ビ
シ
ー
ト
よ
り
約
五
倍
の
強
度
を
も
つ
。
半
透
明
タ
イ
プ
で
あ
る
た
め
、
足
場
の
安
全
性
を
確
保
で
き
る
と
い
う
利
点

も
あ
っ
た
。

　

ほ
か
に
プ
ー
ル
素
材
と
し
て
も
タ
ー
ポ
リ
ン
が
つ
か
わ
れ
た
。
最
初
に
プ
ー
ル
素
材
と
し
て
タ
ー
ポ
リ
ン
が
使
用
さ
れ

プール用ターポリン
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た
の
は
、
一
九
六
八
年
︵
昭
和
四
三
︶
に
旭
化
成
か
ら
発
売
さ
れ
た
組
立
式
グ
ラ
ン
ド
プ
ー
ル
だ
っ
た
。
カ
ラ
フ
ル
な
プ

ー
ル
に
は
、
日
本
ク
ロ
ス
の
ナ
イ
ロ
ン
タ
ー
ポ
リ
ン
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
変
性
ポ
リ
エ
チ
・
タ
ー
ポ
リ
ン
ゆ
え
に
、
暑

さ
寒
さ
で
変
質
す
る
こ
と
が
な
い
。
し
か
も
軽
量
で
腐
食
し
な
い
と
い
う
特
性
を
も
っ
て
い
た
。

　

長
さ
二
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
〇
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
大
型
か
ら
、
長
さ
六
メ
ー
ト
ル
、
幅
四
メ
ー
ト

ル
、
深
さ
一
メ
ー
ト
ル
の
小
型
ま
で
、
家
庭
用
か
ら
各
種
厚
生
施
設
用
ま
で
四
タ
イ
プ
が
あ
っ
た
。

　

組
み
立
て
式
プ
ー
ル
は
三
日
も
あ
れ
ば
組
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
り
は
ず
し
も
か
ん
た
ん
で
、
必
要
な
と
き
に
、

必
要
な
期
間
だ
け
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
特
長
が
あ
っ
た
。

　

変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
﹁
ペ
ナ
ン
ク
ロ
ス
﹂、
ビ
ニ
ロ
ン
に
両
面
塩
ビ
加
工
を
ほ
ど
こ
し
た
ビ
ニ
ロ
ン
タ
ー
ポ
リ
ン
で

あ
る
。
一
九
六
八
年
︵
昭
和
四
三
︶、
深
谷
工
場
の
開
発
製
品
で
あ
る
。
印
刷
適
性
に
す
ぐ
れ
、
ト
ラ
ッ
ク
幌
や
、
工
事

現
場
の
旗
、
各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
用
の
ペ
ナ
ン
ト
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
Ｐ
Ｏ
Ｐ
素
材
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。

簡易組み立て式水槽
「フレッシュ・タンク」
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第
六
節  
床
材
カ
ー
ペ
ッ
ト 

壁
装
材
を
発
売
す
る

●
床
材
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
製
品
開
発

　

不
織
布
の
こ
の
期
の
ト
ピ
ッ
ク
は
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
に
よ
る
床
材
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
製
品
化
で
あ
っ
た
。

　

日
本
ク
ロ
ス
が
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
の
製
法
技
術
を
導
入
し
た
の
は
、
前
章
で
の
べ
た
よ
う
に
一
九
六
三
年
︵
昭
和
三

八
︶
で
あ
る
。

　

ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
法
に
よ
る
不
織
布
は
繊
維
が
機
械
的
に
か
ら
ん
で
い
る
だ
け
な
の
で
、
レ
ジ
ン
ボ
ン
ド
の
製
品
よ
り

も
柔
軟
性
、
弾
力
性
、
ド
レ
ー
プ
性
に
す
ぐ
れ
て
い
る
。
そ
う
い
う
特
性
を
活
か
し
た
代
表
的
な
製
品
が
カ
ー
ペ
ッ
ト
で

あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
六
〇
年
︵
昭
和
三
五
︶
ご
ろ
、
オ
ザ
イ
ト
が
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
に
よ
る
カ
ー
ペ
ッ
ト
製
品
を
開
発

す
る
と
、
た
ち
ま
ち
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
市
場
に
ひ
ろ
が
り
、
一
大
ブ
ー
ム
を
も
た
ら
し
た
。
海
の
向
こ
う
の
流
行
の
波

が
日
本
に
や
っ
て
き
た
の
は
一
九
六
五
年
︵
昭
和
四
〇
︶
ご
ろ
だ
っ
た
。
一
九
七
七
年
︵
昭
和
四
二
︶
に
な
る
と
、
日
本

で
も
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
に
よ
る
床
材
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
開
発
が
活
発
に
な
っ
て
き
た
。

　

ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
に
よ
る
カ
ー
ペ
ッ
ト
が
日
本
で
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ひ
と
え
に
時
代
の
変
化
で
あ

る
。
そ
れ
ま
で
床
材
と
い
え
ば
、
石
材
、
木
質
材
、
塩
ビ
タ
イ
ル
な
ど
ハ
ー
ド
な
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
市
場
で
は
こ
の

こ
ろ
か
ら
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
製
品
の
よ
う
な
ソ
フ
ト
な
床
材
が
も
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
ソ
フ
ト
フ
ロ
ー
リ

ン
グ
へ
の
移
行
と
い
う
時
代
の
波
に
う
ま
く
の
っ
た
の
で
あ
る
。
お
り
か
ら
生
産
性
の
高
い
設
備
が
開
発
さ
れ
、
量
産
に

よ
っ
て
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
実
現
し
た
。

　

日
本
ク
ロ
ス
が
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
に
よ
る
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
製
品
化
し
て
、
床
材
市
場
に
参
入
し
た
の
は
一
九
六
八
年

︵
昭
和
四
三
︶
で
あ
る
。
深
谷
工
場
の
第
一
工
場
に
二
メ
ー
ト
ル
幅
の
製
造
設
備
を
設
置
、
興
人
ブ
ラ
ン
ド
の
﹁
コ
ザ
ッ

ク
﹂
の
加
工
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。

　

カ
ー
ペ
ッ
ト
は
当
時
、
繊
維
メ
ー
カ
ー
と
パ
ン
チ
メ
ー
カ
ー
が
タ
イ
ア
ッ
プ
、
製
品
は
繊
維
メ
ー
カ
ー
の
チ
ョ
ッ
プ
で

販
売
す
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。
日
本
ク
ロ
ス
は
興
人
の
コ
ー
デ
ィ
ラ
ン
繊
維
に
よ
る
加
工
か
ら
出
発
し
た
の
で
あ
る
。

ニードルパンチ・カーペット
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●
自
社
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｎ
Ｃ
カ
ー
ペ
ッ
ト
」
を
発
売
す
る

　

ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
に
よ
る
床
材
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
開
発
は
、
日
本
ク
ロ
ス
に
イ
ン
テ
リ
ア
と
い
う
新
し
い
事
業
を
も
た
ら

し
た
。
住
宅
関
連
部
門
を
日
本
ク
ロ
ス
の
三
本
柱
の
ひ
と
つ
に
す
る
と
い
う
の
が
、
当
時
の
社
長
方
針
の
ひ
と
つ
で
あ
っ

た
。

　

ま
ず
一
九
六
九
年
︵
昭
和
四
四
︶
一
一
月
、
産
業
資
材
販
売
部
に
住
宅
資
材
課
を
お
き
、
同
課
の
成
長
と
と
も
に
一
九

七
二
年
︵
昭
和
四
七
︶
に
は
分
離
独
立
し
た
住
宅
資
材
販
売
部
と
な
っ
て
ゆ
く
。

　

イ
ン
テ
リ
ア
業
界
へ
の
本
格
参
入
を
後
押
し
す
る
よ
う
に
、
一
九
六
九
年
︵
昭
和
四
四
︶
後
半
か
ら
製
造
設
備
の
強
化

が
活
発
に
な
っ
て
い
っ
た
。
深
谷
工
場
に
カ
ー
ペ
ッ
ト
工
場
の
新
設
を
決
定
し
、
同
年
秋
に
着
工
、
翌
一
九
七
〇
年
︵
昭

和
四
五
︶
二
月
に
は
、
八
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
建
物
が
深
谷
第
三
工
場
と
し
て
完
成
し
た
。
四
メ
ー
ト
ル
幅
の
パ
ン
チ

マ
シ
ン
を
新
し
く
導
入
し
て
、
広
幅
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
生
産
体
制
を
と
と
の
え
た
。

　

増
産
体
制
の
確
立
は
お
の
ず
と
自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
製
品
販
売
を
う
な
が
し
た
。
同
年
九
月
発
表
の
﹁
Ｎ

Ｃ
カ
ー
ペ
ッ
ト
﹂
シ
リ
ー
ズ
に
よ
っ
て
、
本
格
的
に
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
市
場
に
参
入
し
た
の
で
あ
る
。

　

Ｎ
Ｃ
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
使
用
繊
維
は
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
規
格
は
九
一
・
一
八
二
セ
ン
チ
×
二
〇
メ

ー
ト
ル
乱
で
あ
っ
た
。
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
が
使
用
さ
れ
た
の
は
、
寸
法
安
定
性
に
す
ぐ
れ
、
少
量
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
が
実

現
で
き
る
と
い
う
繊
維
自
体
の
特
性
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
一
九
七
二
年
︵
昭
和
四
七
︶
に
は
自
動
混
綿
機
な
ど
を
導
入
、
生
産
合
理
化
を
積
極
的
に
進
め
た
。
カ
ー
ペ
ッ

ト
の
生
産
量
は
急
速
に
増
大
し
、
一
九
七
三
年
︵
昭
和
四
八
︶
に
な
る
と
現
有
の
設
備
だ
け
で
は
需
要
に
対
応
で
き
な
く

な
っ
た
。
た
だ
ち
に
生
産
設
備
の
拡
充
を
決
定
、
一
九
七
四
年
︵
昭
和
四
九
︶
か
ら
増
設
工
事
に
着
手
し
て
い
る
。
同
年

六
月
に
は
四
メ
ー
ト
ル
幅
の
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
新
鋭
機
が
加
わ
り
、
量
産
体
制
が
と
と
の
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

一
連
の
設
備
強
化
に
よ
っ
て
、
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
業
界
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
地
位
を
着
実
に
し
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

●
個
性
派
の
壁
装
材
を
次
つ
ぎ
に
投
入
す
る

　

新
し
く
発
足
し
た
住
宅
資
材
部
門
の
も
う
ひ
と
つ
の
柱
は
壁
装
材
で
あ
っ
た
。
一
九
六
五
年
︵
昭
和
四
〇
︶
ご
ろ
か
ら

公
団
住
宅
や
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
普
及
に
と
も
な
い
、
壁
紙
の
需
要
が
ふ
く
れ
あ
が
り
、
一
九
七
〇
年
︵
昭
和
四
五
︶
に
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な
る
と
、
そ
の
市
場
規
模
は
お
よ
そ
二
五
〇
億
円
に
達
す
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。
日
本
ク
ロ
ス
も
壁
装
材
市
場
へ
の
参
入

を
決
め
、
新
し
い
壁
紙
の
開
発
に
と
り
く
ん
だ
。

　

一
九
六
七
～
七
〇
年
︵
昭
和
四
二
～
四
五
︶
ご
ろ
に
出
そ
ろ
っ
た
製
品
群
は
、
も
て
る
生
産
技
術
を
駆
使
し
た
新
し
い

壁
装
材
で
あ
っ
た
。

　

京
都
工
場
で
は
﹁
プ
レ
ス
ス
タ
イ
ン
﹂﹁
ウ
ォ
ー
ル
ラ
イ
ト
﹂﹁
Ｎ
Ｃ
ウ
ォ
ー
ル
ペ
ー
パ
ー
﹂﹁
タ
ペ
タ
ン
Ｖ
﹂﹁
ウ
エ
ル

ダ
ン
﹂、
東
京
工
場
で
は
﹁
グ
レ
ー
シ
ィ
﹂﹁
メ
ゾ
ニ
ッ
ク
﹂﹁
フ
レ
ノ
ン
﹂﹁
ダ
イ
ヤ
ウ
ォ
ー
ル
ペ
ー
パ
ー
Ｔ
﹂
な
ど
を
壁

紙
と
し
て
製
品
化
し
て
い
る
。

﹁
ウ
ォ
ー
ル
ラ
イ
ト
﹂︵
一
九
六
九
年
︶
は
綿
寒
冷
紗
に
防
燃
配
合
の
Ｐ
Ｖ
Ｃ
を
塗
っ
て
仕
上
げ
た
軽
量
壁
材
で
あ
っ
た
。

﹁
ウ
エ
ル
ダ
ン
﹂︵
一
九
六
八
年
︶
は
不
織
布
パ
ネ
ロ
ン
に
難
燃
性
塗
料
を
塗
っ
た
も
の
で
、
京
壁
風
の
外
観
を
も
つ
個

性
派
で
あ
っ
た
。﹁
プ
レ
ス
ス
タ
イ
ン
﹂︵
一
九
七
〇
年
︶
も
不
織
布
パ
ネ
ロ
ン
を
ベ
ー
ス
に
無
機
質
塗
料
を
塗
っ
た
も
の

で
、
類
を
み
な
い
外
観
と
風
合
い
を
も
っ
て
い
た
。

﹁
タ
ペ
タ
ン
Ｖ
﹂︵
一
九
六
九
年
︶
は
当
時
ビ
ニ
ル
壁
紙
の
製
品
群
に
付
し
た
総
称
で
あ
る
。
原
紙
に
Ｐ
Ｖ
Ｃ
塗
料
を
塗

っ
て
、
表
面
に
エ
ン
ボ
ス
し
た
壁
紙
で
あ
る
。
そ
の
先
駆
を
な
す
の
は
前
年
の
一
九
六
八
年
︵
昭
和
四
三
︶
に
発
売
し
た

﹁
Ｎ
Ｃ
ウ
ォ
ー
ル
ペ
ー
パ
ー
﹂
で
あ
る
。﹁
タ
ペ
タ
ン
Ｖ
﹂
に
は
グ
ラ
ビ
ア
と
ス
ク
リ
ー
ン
印
刷
の
二
タ
イ
プ
が
あ
っ
た
。

斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
、
カ
ラ
フ
ル
な
色
彩
で
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
の
あ
る
壁
紙
シ
リ
ー
ズ
で
あ
っ
た
。

﹁
グ
レ
ー
シ
ィ
﹂︵
一
九
六
九
年
︶
は
プ
リ
ン
ト
し
た
難
燃
紙
と
メ
ッ
シ
ュ
の
ガ
ラ
ス
繊
維
を
く
み
あ
わ
せ
た
壁
材
、﹁
メ

ゾ
ニ
ッ
ク
﹂︵
一
九
六
九
年
︶
は
ア
ス
ベ
ス
ト
紙
に
難
燃
性
塗
料
を
塗
っ
て
、
プ
リ
ン
ト
処
理
し
た
も
の
だ
っ
た
。

﹁
フ
レ
ノ
ン
﹂︵
一
九
六
八
年
︶
は
織
物
ベ
ー
ス
に
防
燃
処
理
加
工
し
た
も
の
、﹁
ダ
イ
ヤ
ウ
ォ
ー
ル
ペ
ー
パ
ー
Ｔ
﹂︵
一

九
六
九
年
︶
は
壁
紙
の
普
及
タ
イ
プ
で
あ
る
。
原
紙
に
ク
ロ
ス
加
工
し
て
プ
リ
ン
ト
し
、
裏
面
に
水
性
接
着
剤
を
塗
っ
て

あ
る
。
水
を
つ
け
る
だ
け
で
誰
で
も
か
ん
た
ん
に
貼
れ
る
と
い
う
壁
紙
で
あ
っ
た
。

壁紙
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第
七
節  
個
性
派
ぞ
ろ
い
の
新
製
品　

●
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
新
素
材
「
ポ
リ
ー
ヌ
」

　

一
九
六
五
年
︵
昭
和
四
〇
︶
前
後
に
な
る
と
、
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
素
材
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
の
エ
ナ
メ
ル
コ
ー
ト
が
大
流
行
し
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
誌
で
は
ト
ー
タ
ル
ル
ッ

ク
の
素
材
と
し
て
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
が
も
て
は
や
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
先
進
国
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
影
響
を
う
け
て
、
日
本
で
も
エ
ナ
メ
ル
調
の
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
に
注
目
が
あ
つ

ま
っ
た
。
そ
ん
な
な
か
で
日
本
ク
ロ
ス
は
、
こ
の
期
に
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
素
材
と
し
て
、﹁
ポ
リ
ー
ヌ
﹂

と
﹁
ス
ル
ー
メ
ッ
シ
ュ
﹂
を
市
場
に
投
入
し
た
。

﹁
ポ
リ
ー
ヌ
﹂
は
一
九
六
六
年
︵
昭
和
四
一
︶
に
発
売
し
た
京
都
工
場
製
品
で
あ
る
。
メ
リ
ヤ
ス
を
ベ
ー
ス
に
し
て
ビ
ニ

ル
を
塗
っ
て
特
殊
加
工
し
た
エ
ナ
メ
ル
調
の
製
品
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
と
は
ひ
と
味
ち
が
い
、
軽
く
て

ソ
フ
ト
な
風
合
い
を
も
つ
。
水
に
濡
れ
た
よ
う
な
し
っ
と
り
と
し
た
光
沢
が
特
徴
で
あ
っ
た
。

﹁
ポ
リ
ー
ヌ
﹂
と
い
う
命
名
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
﹁
ポ
ー
レ
ー
ヌ
︵
革
の
女
王
︶﹂
に
由
来
し
て
い
る
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性

の
高
い
コ
ー
ト
素
材
と
し
て
注
目
さ
れ
、
映
画
や
テ
レ
ビ
に
も
登
場
し
て
、
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
貢
献

し
た
。
一
九
六
七
年
︵
昭
和
四
二
︶
に
は
秋
冬
物
の
コ
ー
ト
素
材
と
し
て
六
万
メ
ー
ト
ル
︵
コ
ー
ト
に
し
て
二
万
着
︶
を

販
売
し
た
。

﹁
ス
ル
ー
メ
ッ
シ
ュ
﹂
は
深
谷
工
場
製
品
で
、
一
九
六
九
年
︵
昭
和
四
四
︶
発
売
で
あ
る
。
ビ
ニ
ロ
ン
メ
ッ
シ
ュ
に
塩
ビ

を
両
面
ラ
ミ
ネ
ー
ト
し
た
コ
ー
ト
素
材
で
あ
っ
た
。
コ
ー
ト
を
通
し
て
内
側
の
ス
ー
ツ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
楽
し
め
る
。

い
わ
ゆ
る
シ
ー
ス
ル
ー
タ
イ
プ
を
ね
ら
っ
た
素
材
で
あ
っ
た
。
ポ
リ
ー
ヌ
を
パ
ー
ツ
に
つ
か
っ
た
ス
ル
ー
メ
ッ
シ
ュ
の
コ

ー
ト
が
当
時
店
頭
に
な
ら
ん
だ
。

●
プ
リ
ン
ト
ネ
ー
ム
素
材
「
ニ
ッ
ク
セ
ブ
ン
」

　

日
本
ク
ロ
ス
の
創
業
期
を
さ
さ
え
た
染
色
加
工
部
門
は
一
九
七
〇
年
︵
昭
和
四
五
︶
前
後
か
ら
、
な
が
ね
ん
育
ん
だ
伝

ファッション素材「ポリーヌ」
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統
の
技
術
を
発
展
さ
せ
て
、
自
社
開
発
の
新
製
品
の
開
発
に
の
り
だ
し
て
い
る
。
衣
料
表
素
材
、
袋
物
素
材
な
ど
が
あ
っ

た
が
、
代
表
的
な
も
の
を
あ
げ
れ
ば
﹁
ニ
ッ
ク
セ
ブ
ン
﹂
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

﹁
ニ
ッ
ク
セ
ブ
ン
﹂
は
一
九
七
三
年
︵
昭
和
四
八
︶
に
開
発
し
て
市
場
に
投
入
し
た
プ
リ
ン
ト
ネ
ー
ム
素
材
で
あ
る
。
染

工
部
の
特
殊
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
う
み
だ
し
た
新
製
品
で
、そ
の
製
品
寿
命
は
な
が
く
、現
在
も
主
力
の
一
角
を
占
め
て
い
る
。

　

ニ
ッ
ク
セ
ブ
ン
は
ナ
イ
ロ
ン
タ
フ
タ
に
特
殊
な
表
面
加
工
を
ほ
ど
こ
し
た
プ
リ
ン
ト
ネ
ー
ム
素
材
で
あ
る
。
紙
ラ
ベ
ル

の
従
来
の
プ
リ
ン
ト
ネ
ー
ム
素
材
と
は
ち
が
っ
て
、
純
白
の
表
面
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
の
あ
る
プ
リ
ン
ト
が
で
き
る
と
い
う

の
が
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。

　

当
時
﹁
繊
維
製
品
に
対
す
る
取
扱
表
示
法
﹂
が
制
定
さ
れ
、
プ
リ
ン
ト
ネ
ー
ム
の
洗
濯
性
、
二
色
印
刷
が
義
務
づ
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
ニ
ッ
ク
セ
ブ
ン
は
信
頼
性
の
高
い
素
材
と
し
て
注
目
さ
れ
、
そ
の
需
要
が
に
わ
か
に
急
増
し
た
の

で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
︵
昭
和
五
五
︶
に
な
る
と
単
品
で
月
間
売
上
高
一
億
円
を
突
破
す
る
ま
で
に
な
っ
て
ゆ
く
。

　

繊
維
製
品
の
品
質
表
示
、
取
扱
表
示
ラ
ベ
ル
を
は
じ
め
、
ポ
ス
タ
ー
、
カ
レ
ン
ダ
ー
、
地
図
な
ど
高
級
感
の
あ
る
印
刷

素
材
と
し
て
も
使
用
さ
れ
、
付
加
価
値
の
高
い
製
品
の
ひ
と
つ
と
し
て
成
長
し
て
い
っ
た
。

　

ほ
か
に
一
九
七
〇
年
︵
昭
和
四
五
︶
に
発
売
の
﹁
ダ
イ
ヤ
エ
コ
ー
﹂﹁
ミ
ラ
ク
ル
リ
ボ
ン
﹂﹁
ル
ッ
キ
ー
﹂﹁
ニ
ッ
ク
リ

ー
﹂
な
ど
も
染
工
の
技
術
が
う
み
だ
し
た
新
素
材
で
あ
る
。

﹁
ダ
イ
ヤ
エ
コ
ー
﹂
は
交
通
安
全
に
役
立
つ
素
材
と
い
う
べ
き
か
。
テ
ト
ロ
ン
、
綿
の
ベ
ー
ス
に
微
細
真
球
体
の
ガ
ラ
ス

ビ
ー
ズ
を
塗
っ
た
も
の
で
あ
る
。
光
が
そ
の
部
分
に
あ
た
る
と
、
ガ
ラ
ス
ビ
ー
ズ
の
屈
折
効
果
に
よ
り
、
着
色
さ
れ
た
光

を
光
源
に
向
か
っ
て
反
射
す
る
。
再
帰
反
射
効
果
を
利
用
す
る
と
こ
ろ
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
た
と
え
ば
車
の
ド
ラ
イ
バ

ー
は
ダ
イ
ヤ
エ
コ
ー
を
着
衣
に
つ
け
た
歩
行
者
を
着
実
に
と
ら
え
、
対
向
車
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
に
よ
る
﹁
蒸
発
現
象
﹂
か

ら
も
ま
ぬ
が
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
交
通
安
全
、
災
害
防
止
、
安
全
作
業
を
も
と
め
る
局
面
で
、
幅
ひ

ろ
く
使
用
さ
れ
た
。

﹁
ミ
ラ
ク
ル
リ
ボ
ン
﹂
は
ア
セ
テ
ー
ト
、
ナ
イ
ロ
ン
、
レ
ー
ヨ
ン
、
テ
ト
ロ
ン
な
ど
の
織
物
に
特
殊
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た

シ
ル
キ
ー
タ
ッ
チ
の
リ
ボ
ン
で
あ
る
。
ヘ
ア
ー
リ
ボ
ン
、
装
飾
用
リ
ボ
ン
が
そ
の
用
途
で
あ
っ
た
。

﹁
ル
ッ
キ
ー
﹂
は
特
殊
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
ダ
イ
ヤ
パ
ー
ル
・
ソ
フ
ト
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
衣
料
表
素
材
で
あ
る
。
ポ
リ

エ
ス
テ
ル
、
ナ
イ
ロ
ン
加
工
糸
、
ア
セ
テ
ー
ト
織
・
編
物
が
対
象
で
、
コ
ー
ト
、
ス
ー
ツ
、
ブ
ラ
ウ
ス
な
ど
の
表
素
材
と

し
て
つ
か
わ
れ
た
。

﹁
ニ
ッ
ク
リ
ー
﹂
は
帆
布
を
ベ
ー
ス
に
特
殊
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
も
の
。
軽
く
て
色
鮮
や
か
な
バ
ッ
グ
、
袋
物
素
材
と
し

て
人
気
が
あ
っ
た
。

ダイヤエコー使用のジャンパー ニックセブンによる洗濯表示ラベル
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第
八
節  
合
繊
加
工
糸
の
染
色
へ

●
ア
セ
テ
ー
ト
か
ら
合
繊
染
色
へ

　

日
本
ク
ロ
ス
の
染
工
部
門
は
、
ア
セ
テ
ー
ト
染
色
で
は
先
駆
的
役
割
を
は
た
し
て
き
た
。
あ
く
ま
で
特
殊
加
工
を
中
心

に
し
て
、
も
っ
ぱ
ら
技
術
力
を
売
り
物
に
し
て
き
た
。
昭
和
三
〇
年
代
︵
一
九
五
五
～
︶
後
半
か
ら
は
、
新
し
く
台
頭
し

て
き
た
合
繊
染
色
を
横
目
に
し
な
が
ら
事
業
展
開
を
探
る
と
い
う
か
た
ち
に
な
っ
た
。

　

当
時
、
合
繊
の
登
場
に
よ
っ
て
染
色
工
業
そ
の
も
の
に
地
殻
変
動
が
起
き
て
い
た
。
合
繊
工
業
は
装
置
産
業
で
あ
る
。

合
繊
メ
ー
カ
ー
は
巨
大
な
設
備
で
大
量
生
産
に
向
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
染
色
に
は
そ
れ
相
応
の
設
備
が
必
要
に
な
る
。

技
術
的
な
裏
づ
け
は
も
と
よ
り
、
染
色
工
場
は
設
備
能
力
が
も
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
︵
昭
和
三
五
︶
ご

ろ
に
台
頭
し
た
新
興
の
染
色
工
場
は
廉
価
な
労
働
力
で
急
成
長
を
と
げ
、
合
繊
が
登
場
す
る
と
す
ぐ
に
量
産
体
制
を
と
と

の
え
、
大
手
合
繊
メ
ー
カ
ー
の
系
列
加
工
場
に
な
る
と
い
う
道
を
え
ら
ん
だ
。

　

日
本
ク
ロ
ス
の
染
工
部
は
お
お
き
な
岐
路
に
直
面
し
た
。
大
規
模
な
設
備
投
資
に
は
リ
ス
ク
が
と
も
な
う
。
流
行
の
変

遷
に
よ
っ
て
設
備
が
す
ぐ
に
陳
腐
化
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
過
剰
投
資
に
な
る
お
そ
れ
も
あ
っ
た
。
も
と
も
と
日
本
ク
ロ

ス
の
染
工
部
は
技
術
力
を
売
り
も
の
に
し
て
き
た
が
ゆ
え
に
、
本
格
的
な
合
繊
染
色
へ
の
参
入
に
逡
巡
が
あ
っ
た
。
最
終

的
に
は
合
繊
メ
ー
カ
ー
系
列
の
染
色
加
工
場
に
な
る
道
を
拒
否
し
て
、
特
殊
技
術
を
生
か
し
て
高
級
化
路
線
を
あ
ゆ
む
と

い
う
従
来
の
路
線
に
固
執
し
た
の
で
あ
る
。

　

合
繊
に
対
し
て
も
付
加
価
値
の
高
い
分
野
を
ね
ら
っ
て
ゆ
く
。
い
わ
ゆ
る
ニ
ッ
チ
な
市
場
分
野
を
め
ざ
す
途
を
え
ら
び

と
っ
た
。

　

一
九
六
三
年
︵
昭
和
三
八
︶
一
〇
月
か
ら
設
備
増
強
に
着
手
、
総
工
費
二
億
円
を
投
じ
た
。
連
続
糊
抜
精
練
機
、
ヒ
ー

ト
セ
ッ
タ
ー
高
圧
染
色
機
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
機
、
ラ
ミ
ネ
ー
タ
ー
の
導
入
は
、
テ
ト
ロ
ン
、
ナ
イ
ロ
ン
な
ど
の
合
繊
染
色

と
付
加
価
値
の
高
い
加
工
を
ね
ら
い
と
し
た
設
備
強
化
で
あ
っ
た
。
一
連
の
設
備
増
強
に
よ
っ
て
、
加
工
能
力
は
月
産
一

三
〇
万
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
八
〇
万
メ
ー
ト
ル
に
な
っ
た
。

　

ア
セ
テ
ー
ト
な
き
あ
と
合
繊
の
新
し
い
加
工
技
術
の
開
発
は
い
ば
ら
の
道
だ
っ
た
が
、
そ
こ
に
活
路
を
も
と
め
た
の
で

あ
る
。
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●
合
繊
の
加
工
糸
染
色
に
向
か
う

　

合
繊
の
消
費
は
一
九
六
五
年
︵
昭
和
四
〇
︶
ご
ろ
か
ら
拡
大
の
一
途
を
た
ど
る
。
一
九
六
八
年
︵
昭
和
四
三
︶
に
な
る

と
、
レ
イ
ン
コ
ー
ト
の
素
材
は
ア
セ
テ
ー
ト
織
物
に
か
わ
っ
て
合
繊
加
工
糸
織
物
が
主
役
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

ア
セ
テ
ー
ト
織
物
の
レ
イ
ン
コ
ー
ト
地
を
中
心
に
し
て
き
た
日
本
ク
ロ
ス
染
工
部
は
、
合
繊
加
工
糸
の
台
頭
で
一
大
転

機
に
直
面
し
た
。

　

加
工
糸
は
、
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
糸
に
物
理
的
に
ク
リ
ン
プ
を
形
成
し
、
ス
ト
レ
ッ
チ
性
を
付
与
し
た
も
の
で
あ
る
。
合
繊

加
工
糸
︵
異
形
断
面
糸
、
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
ヤ
ー
ン
、
中
空
糸
、
ス
ト
レ
ッ
チ
︶
に
よ
る
織
物
、
交
織
、
混
紡
織
物
が
新
素

材
と
し
て
登
場
、
コ
ー
ト
、
ス
ー
ツ
、
ス
ラ
ッ
ク
ス
地
、
裏
地
と
し
て
衣
料
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。
と

く
に
ス
ト
レ
ッ
チ
織
物
は
、
長
繊
維
で
あ
り
な
が
ら
短
繊
維
織
物
の
よ
う
な
性
質
を
も
ち
、
軽
く
て
バ
ル
キ
ー
性
に
富
み
、

伸
縮
性
や
光
沢
に
も
す
ぐ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
第
三
の
繊
維
と
よ
ば
れ
た
。

　

染
工
部
は
す
で
に
合
繊
に
対
応
す
る
た
め
に
設
備
を
更
新
・
増
設
し
て
い
っ
た
が
、
加
工
糸
織
物
ブ
ー
ム
が
や
っ
て
き

て
、
設
備
体
制
の
再
検
討
を
迫
ら
れ
た
。

　

加
工
糸
が
登
場
す
る
ま
で
の
染
色
加
工
は
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
が
中
心
で
、
そ
の
加
工
方
法
は
テ
ン
シ
ョ
ン
を
か
け
る
の
が

特
徴
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
加
工
糸
の
場
合
は
、
テ
ン
シ
ョ
ン
を
か
け
な
い
で
、
逆
に
縮
め
て
加
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
加
工
糸
専
用
の
染
色
機
、
振
り
落
と
し
装
置
の
あ
る
テ
ン
タ
ー
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
を
設
置
し
て
、
新
し
い
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
当
初
は
既
設
の
ウ
ィ
ン
ス
で
加
工
し
た
た
め
に
、
ロ
ー
プ
皺
な
ど

の
ク
レ
ー
ム
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
。

　

加
工
糸
の
専
用
染
色
機
の
導
入
に
ふ
み
き
っ
た
の
は
一
九
六
八
年
︵
昭
和
四
三
︶
で
あ
る
。
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
一
号
機
を

八
月
中
旬
、
二
号
機
を
九
月
中
旬
に
設
置
し
、
月
間
二
〇
万
メ
ー
ト
ル
の
加
工
体
制
を
整
え
た
。
さ
ら
に
合
繊
染
色
の
生

産
性
向
上
の
た
め
に
同
年
一
二
月
、
高
圧
ビ
ー
ム
染
色
機
二
台
と
付
帯
設
備
、
バ
ッ
チ
ャ
ー
一
台
を
設
置
し
て
、
月
間
四

〇
～
五
〇
万
メ
ー
ト
ル
の
体
制
を
つ
く
り
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

　

設
備
が
稼
動
し
は
じ
め
た
当
初
は
、
ブ
ー
ム
の
さ
な
か
で
受
注
量
も
確
保
で
き
た
が
、
次
第
に
操
業
度
が
低
下
し
て
、

利
益
確
保
が
む
ず
か
し
く
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
ア
セ
テ
ー
ト
染
色
か
ら
合
繊
へ
の
転
換
の
遅
れ
も
あ
る
が
、
小
規
模

な
が
ら
特
殊
な
技
術
を
売
り
物
に
し
て
き
た
歴
史
ゆ
え
に
、
装
置
産
業
化
し
た
業
界
の
大
勢
と
相
容
れ
な
い
も
の
が
あ
っ

た
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。
や
が
て
京
都
東
工
場
染
工
部
は
規
模
縮
小
を
か
さ
ね
な
が
ら
、
部
門
撤
収
に
向
か
っ
て
ゆ
く
こ

と
に
な
る
。

サーキュラー染色機
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第
九
節  
坂
部
三
次
郎
の
社
長
就
任
と
積
極
拡
大

●
坂
部
三
次
郎
の
社
長
就
任

　

一
九
六
二
年
︵
昭
和
三
七
︶
六
月
、
社
長
の
渡
部
一
郎
は
会
長
に
就
任
し
、
平
取
締
役
だ
っ
た
坂
部
三
次
郎
が
一
足
と

び
に
社
長
に
昇
任
し
た
。

　

坂
部
三
次
郎
は
一
九
二
三
年
︵
大
正
一
二
︶、
京
都
市
う
ま
れ
で
あ
る
。
京
都
市
立
第
一
工
業
学
校
卒
業
後
、
東
京
物

理
学
校
︵
現
・
東
京
理
科
大
学
︶
の
数
学
科
に
入
学
し
て
い
る
。
一
九
四
三
年
︵
昭
和
一
八
︶
一
二
月
、
同
校
を
戦
時
繰

り
上
げ
で
卒
業
し
た
あ
と
、
母
校
の
第
一
工
業
学
校
の
数
学
科
教
諭
に
つ
い
て
大
学
進
学
に
そ
な
え
て
い
た
。
だ
が
、
お

り
か
ら
日
米
戦
争
が
は
げ
し
く
な
り
、
創
業
者
の
強
い
す
す
め
に
よ
り
一
九
四
四
年
︵
昭
和
一
九
︶
八
月
、
日
本
ク
ロ
ス

工
業
に
入
社
し
て
い
る
。
京
都
本
社
工
場
の
研
究
室
に
配
属
さ
れ
、
最
初
の
仕
事
は
﹁
気
球
爆
弾
﹂
の
基
布
生
産
の
塗
料

造
り
だ
っ
た
。
戦
後
も
ク
ロ
ス
の
塗
料
研
究
に
従
事
し
て
い
た
が
、
一
九
四
九
年
︵
昭
和
二
四
︶、
埼
玉
県
狭
山
市
の
大

和
ク
ロ
ス
工
業
へ
の
出
向
命
令
を
う
け
る
。
同
社
で
は
も
っ
ぱ
ら
紙
ク
ロ
ス
の
開
発
に
と
り
く
み
、
数
多
く
の
新
製
品
開

発
に
か
か
わ
っ
た
。
一
九
五
〇
年
︵
昭
和
二
五
︶、
同
社
の
取
締
役
と
な
り
、
一
九
五
二
年
︵
昭
和
二
七
︶
二
月
、
大
和

ク
ロ
ス
が
日
本
ク
ロ
ス
に
吸
収
合
併
さ
れ
る
と
、
取
締
役
製
造
部
長
に
就
任
、
一
九
五
七
年
︵
昭
和
三
二
︶
に
は
取
締
役

東
京
工
場
長
に
つ
い
て
い
る
。
社
長
就
任
は
そ
れ
か
ら
五
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
社
長
就
任
当
時
の
年
齢
は
三
九
歳
で

あ
っ
た
。
坂
部
三
次
郎
の
社
長
就
任
に
と
も
な
う
新
経
営
陣
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

 

取
締
役
会
長
＝
渡
部
一
郎
、
取
締
役
社
長
＝
坂
部
三
次
郎
、
専
務
取
締
役
＝
前
川
英
三
、
常
務
取
締
役
＝
尾
崎
勇
・
下

倉
義
一
郎
・
河
野
幸
夫
、
取
締
役
＝
村
中
晃
・
鈴
木
要
、
監
査
役
＝
石
丸
憲
次
郎
・
小
安
悳

　

坂
部
三
次
郎
が
平
取
締
役
か
ら
い
き
な
り
社
長
に
つ
く
直
接
の
き
っ
か
け
は
、
前
社
長
の
渡
部
一
郎
が
と
つ
ぜ
ん
辞
意

を
表
明
し
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
遠
因
の
ひ
と
つ
に
労
働
問
題
が
あ
っ
た
。

　

当
時
、
社
内
に
は
、
い
わ
ゆ
る
﹁
ロ
ス
現
象
﹂
が
蔓
延
し
て
い
た
。﹁
親
父
ロ
ス
﹂
で
あ
る
。
古
い
従
業
員
が
﹁
親
父

さ
ん
﹂
と
よ
ん
で
い
た
創
業
者
の
坂
部
三
次
を
う
し
な
っ
た
喪
失
感
で
あ
る
。
創
業
者
は
あ
ま
り
に
も
カ
リ
ス
マ
的
存
在

坂部三次郎（社長就任時）
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で
あ
っ
た
た
め
に
、
精
神
的
ダ
メ
ー
ジ
が
お
お
き
か
っ
た
。
従
業
員
の
そ
ん
な
心
の
空
洞
に
し
の
び
こ
ん
だ
の
が
組
合
活

動
で
あ
る
。﹁
親
父
の
い
る
あ
い
だ
は
ス
ト
は
や
ら
な
い
﹂
と
い
う
重
石
が
と
れ
、
さ
ら
に
当
時
は
社
会
的
に
も
労
組
運

動
が
は
げ
し
さ
を
ま
し
て
い
た
。
そ
う
い
う
時
代
の
風
潮
の
な
か
で
、
日
本
ク
ロ
ス
の
労
組
も
に
わ
か
に
政
党
色
を
強
め

て
先
鋭
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
六
〇
年
︵
昭
和
三
五
︶
一
二
月
に
最
初
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
東
京
工
場
で
起
こ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
ふ
れ
た
と
お
り

で
あ
る
。
そ
し
て
一
九
六
一
年
︵
昭
和
三
六
︶
三
月
に
は
京
都
、
東
京
の
両
工
場
で
赤
旗
が
ひ
る
が
え
っ
た
。
京
都
で
は

四
八
時
間
ス
ト
、
無
期
限
ス
ト
と
つ
づ
き
、
ス
ト
ラ
イ
キ
が
断
続
的
に
二
週
間
に
お
よ
び
、
創
業
以
来
の
大
騒
動
と
な
っ

た
。
翌
一
九
六
二
年
︵
昭
和
三
七
︶
春
に
は
東
京
工
場
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
行
、
会
社
側
は
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
で
対
抗
し
た
。

　

当
時
の
経
営
首
脳
は
カ
リ
ス
マ
経
営
者
の
も
と
で
育
ち
、
家
族
主
義
的
な
労
使
関
係
の
な
か
に
ど
っ
ぷ
り
つ
か
っ
て
き

た
の
で
、
に
わ
か
に
戦
闘
的
に
変
貌
し
た
労
組
に
対
し
て
、
と
ま
ど
い
が
先
立
つ
だ
け
だ
っ
た
。
会
社
側
の
団
交
委
員
の

な
か
で
も
意
見
が
さ
ま
ざ
ま
に
わ
か
れ
、
あ
げ
く
に
社
長
不
信
の
雰
囲
気
も
う
ま
れ
る
と
い
う
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
。

　

渡
部
一
郎
の
辞
意
表
明
は
そ
ん
な
背
景
と
無
縁
で
は
な
い
。
自
ら
を
処
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
混
乱
の
責
め
を
負
い
、
一

気
に
事
態
の
収
拾
を
は
か
ろ
う
と
し
た
と
も
い
え
る
。

　

渡
部
一
郎
の
在
任
期
間
は
四
年
間
だ
っ
た
が
、
合
成
皮
革
へ
の
進
出
や
東
京
工
場
の
建
設
を
指
揮
す
る
な
ど
日
本
ク
ロ

ス
新
時
代
の
道
を
き
り
ひ
ら
い
た
。
さ
ら
に
不
織
布
先
発
メ
ー
カ
ー
の
経
営
者
と
し
て
、
不
織
布
工
業
会
の
設
立
に
中
心

的
な
役
割
を
は
た
し
、
関
連
業
界
か
ら
の
篤
い
信
頼
を
よ
せ
ら
れ
て
い
た
。

　

新
社
長
の
坂
部
三
次
郎
に
は
、
社
内
外
の
要
因
か
ら
抜
本
的
な
経
営
改
革
が
も
と
め
ら
れ
て
い
た
。

　

日
本
経
済
は
一
九
六
〇
年
代
︵
昭
和
三
五
～
︶
に
な
っ
て
、
経
営
変
革
の
時
代
を
む
か
え
て
い
た
。
自
由
化
が
す
す
み
、

国
際
競
争
力
が
も
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
各
企
業
は
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
経
営
改
革
に
と
り
く
み
、
国
際
的
な
視

野
か
ら
多
角
経
営
に
の
り
だ
し
て
い
た
。

　

戦
後
に
な
っ
て
急
成
長
を
と
げ
た
日
本
ク
ロ
ス
は
、
右
肩
上
が
り
の
成
長
路
線
を
あ
ゆ
ん
で
い
た
が
、
影
の
部
分
と
も

い
う
べ
き
、
そ
の
ひ
ず
み
も
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
京
都
本
社
工
場
の
ほ
か
戦
後
に
な
っ
て
染
工
部
東
工
場
、
東

京
工
場
、
福
岡
工
場
が
加
わ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
成
立
背
景
を
異
に
し
て
い
る
せ
い
も
あ
っ
て
、
ま
る
で
別
会
社
の
よ
う
に

存
在
し
て
い
た
。
全
社
的
な
観
点
か
ら
の
経
営
計
画
の
よ
う
な
も
の
も
な
く
、
経
営
を
俯
瞰
す
る
業
務
組
織
も
明
確
で
は

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ひ
と
つ
の
企
業
と
し
て
さ
ら
に
発
展
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
経
営
理
念
そ
の
も
の
を
刷
新
・
構
築
し
て
、
名
実
と
も
に

経
営
の
近
代
化
を
す
す
め
る
必
要
も
あ
っ
た
。
あ
え
て
三
九
歳
の
若
い
坂
部
三
次
郎
を
社
長
に
し
た
の
は
、
そ
の
担
い
手
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と
し
て
の
期
待
が
お
お
き
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

●
積
極
拡
大
で
社
内
の
活
性
化
を
め
ざ
す

﹃
私
の
経
営
理
念
﹄
と
い
う
二
五
ペ
ー
ジ
の
小
冊
子
が
あ
る
。
坂
部
三
次
郎
が
一
九
六
三
年
︵
昭
和
三
八
︶
一
〇
月
に
著

し
、
社
内
配
布
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

古
い
経
営
体
質
か
ら
の
脱
皮
と
い
う
問
題
か
ら
は
じ
め
て
、
自
ら
の
経
営
者
と
し
て
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
役
割
に
つ
い

て
の
べ
て
い
る
。
い
わ
ば
新
社
長
と
し
て
の
所
信
表
明
み
た
い
な
も
の
で
あ
る
。
坂
部
が
そ
こ
で
あ
き
ら
か
に
し
た
経
営

改
革
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
﹁
積
極
拡
大
﹂
で
あ
る
。
本
文
中
に
次
の
よ
う
な
く
だ
り
が
あ
る
。

　

現
在
日
本
の
経
済
は
、
非
常
な
る
高
度
成
長
を
遂
げ
つ
ゝ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
に
消
極
策
は
絶
対
に
と
る
べ
き

で
は
な
い
。
現
状
維
持
は
他
企
業
の
伸
び
た
だ
け
後
退
し
た
こ
と
で
あ
る
。
同
じ
売
上
高
で
は
経
費
の
増
大
分
だ
け

利
潤
の
減
少
を
来
す
。
又
同
一
利
潤
は
、
物
価
騰
貴
の
分
だ
け
実
質
利
潤
の
減
少
を
意
味
す
る
。
経
営
者
は
常
に
、

実
質
利
潤
の
増
大
を
計
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
又
企
業
の
伸
び
率
は
、
同
業
他
社
と
の
比
較
に
於
て
論
じ
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。︵
中
略
︶
消
極
的
な
経
営
者
は
、
多
少
で
も
売
上
な
り
、
利
潤
な
り
が
増
大
す
れ
ば
満
足
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
消
極
的
均
衡
で
は
現
在
の
如
き
発
展
期
に
あ
る
日
本
経
済
に
於
て
は
、
企
業
を
永
続
さ
せ

る
こ
と
は
出
来
な
い
も
の
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
経
営
者
が
二
代
目
に
移
行
す
る
時
期
に
な
る
と
、
ど
う
し

て
も
会
社
内
全
般
に
沈
滞
し
た
空
気
が
み
な
ぎ
る
よ
う
に
な
る
か
ら
、
出
来
る
限
り
積
極
的
な
策
を
用
い
た
方
が
企

業
将
来
の
発
展
の
為
に
プ
ラ
ス
す
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

社
長
に
就
任
す
る
と
同
時
に
坂
部
三
次
郎
は
、
た
だ
ち
に
経
営
改
革
に
の
り
だ
し
た
。

　

三
年
後
に
売
上
高
を
倍
増
す
る
⋮
⋮
と
宣
言
、
人
工
皮
革
、
接
着
芯
地
と
い
う
新
事
業
の
採
択
、
住
宅
産
業
へ
の
本
格

参
入
を
決
断
す
る
と
と
も
に
、
一
九
六
三
年
︵
昭
和
三
八
︶
か
ら
一
九
六
四
年
︵
昭
和
三
九
︶
に
か
け
て
、
京
都
工
場
の

改
革
を
め
ざ
し
、
深
谷
工
場
の
建
設
、
中
央
開
発
研
究
所
の
開
設
、
ク
ロ
ス
会
館
の
建
設
︵
京
都
工
場
︶
の
三
大
事
業
に

着
手
し
て
い
る
。

　

京
都
工
場
は
す
で
に
手
狭
に
な
っ
て
い
て
、
生
産
拡
大
が
の
ぞ
め
な
い
。
そ
こ
で
埼
玉
県
深
谷
に
三
万
四
〇
〇
〇
坪
の

敷
地
を
購
入
し
て
新
工
場
を
建
設
、
京
都
工
場
の
ビ
ニ
ル
部
門
の
一
部
を
移
転
し
た
。
開
発
力
を
強
化
す
る
た
め
に
京

『私の経営理念』
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都
・
西
山
地
区
に
中
央
開
発
研
究
所
を
新
設
し
た
。
さ
ら
に
従
業
員
の
福
利
厚
生
の
た
め
に
厚
生
会
館
を
新
設
し
た
。

　

つ
づ
い
て
京
都
東
・
西
工
場
、
東
京
工
場
の
設
備
強
化
、
電
子
計
算
室
の
設
置
な
ど
、
一
九
六
五
年
︵
昭
和
四
〇
︶
ま

で
の
設
備
投
資
は
お
よ
そ
一
七
億
円
に
達
し
た
。

　

第
二
弾
は
一
九
六
六
年
︵
昭
和
四
一
︶
か
ら
一
九
六
七
年
︵
昭
和
四
二
︶
に
か
け
て
、
お
よ
そ
七
億
円
︵
京
都
東
工

場
・
東
京
工
場
・
深
谷
工
場
の
設
備
増
強
、
桂
工
業
・
大
和
紙
工
の
増
設
︶、
さ
ら
に
第
三
弾
は
一
九
六
七
年
︵
昭
和
四

二
︶
か
ら
一
九
六
九
年
︵
昭
和
四
四
︶
に
か
け
て
約
八
億
円
︵
京
都
西
・
東
工
場
、
東
京
工
場
、
深
谷
工
場
の
設
備
増
強
、

Ｅ
Ｄ
Ｐ
室
の
設
置
︶
を
投
じ
た
の
で
あ
る

　

か
く
し
て
一
九
七
〇
年
︵
昭
和
四
五
︶
ご
ろ
に
は
、
京
都
、
東
京
、
深
谷
の
三
工
場
体
制
が
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
従

業
員
総
数
も
お
よ
そ
一
二
〇
〇
人
に
達
し
て
い
た
。
さ
ら
に
一
九
七
三
年
︵
昭
和
四
八
︶
に
な
る
と
、
京
都
・
東
京
の
二

本
社
制
が
採
ら
れ
、
大
阪
営
業
所
が
支
社
に
昇
格
し
て
、
現
在
の
企
業
と
し
て
の
カ
タ
チ
が
で
き
あ
が
る
。

　

一
九
六
二
年
︵
昭
和
三
七
︶
か
ら
の
一
〇
年
間
は
、
日
本
ク
ロ
ス
に
と
っ
て
い
わ
ば
第
二
の
創
業
期
と
い
う
べ
き
時
代

だ
っ
た
。

●
社
是
「
技
術
の
優
位
性
」
と
「
人
の
和
」

　

坂
部
三
次
郎
は
社
長
就
任
後
ま
も
な
く
、
三
つ
の
社
内
改
革
テ
ー
マ
を
か
か
げ
た
。
そ
れ
ら
は
﹁
個
人
の
能
力
の
み
に

よ
る
経
営
か
ら
の
脱
皮
﹂﹁
大
幅
な
権
限
委
譲
が
で
き
る
組
織
運
営
﹂﹁
全
従
業
員
の
意
思
が
経
営
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
な

体
制
造
り
﹂
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
﹁
会
社
の
目
的
は
従
業
員
の
生
活
向
上
に
あ
る
﹂
と
言
明
し
、﹁
技
術
の
優
位
性
﹂
と
﹁
人
の
和
﹂
を
新
し
い

社
是
と
し
た
。

﹁
技
術
の
優
位
性
﹂
と
は
メ
ー
カ
ー
の
根
幹
と
い
う
べ
き
﹁
モ
ノ
づ
く
り
﹂
の
技
術
で
あ
る
。
同
じ
業
界
、
同
業
の
他
社

に
く
ら
べ
て
技
術
的
に
す
ぐ
れ
て
い
る
と
い
う
意
で
あ
る
。
前
掲
の
﹃
私
の
経
営
理
念
﹄
の
な
か
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

製
造
会
社
に
於
て
は
常
に
製
品
の
改
良
、
新
製
品
の
開
発
が
な
け
れ
ば
絶
対
に
企
業
の
発
展
は
あ
り
得
な
い
。
企

業
が
永
遠
に
繁
栄
す
る
以
上
、
新
製
品
の
研
究
、
現
在
販
売
中
の
商
品
の
改
良
研
究
は
、
企
業
活
動
の
中
で
最
も
重

要
な
要
素
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
我
々
は
進
ん
で
新
製
品
を
開
発
し
、
世
界
中
に
技
術
輸
出
す
る
よ
う
努
力
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
々
の
製
品
が
工
業
製
品
で
あ
る
以
上
、
再
現
性
の
あ
る
商
品
を
、
同
じ
品
質
で
大
量
生
産
す

経営の理念
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る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
開
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
勿
論
で
あ
る
が
、
業
界
を
指
導
し
、
プ
ラ
イ
ス
・
メ
ー

カ
ー
の
地
位
を
保
持
す
る
為
に
は
、
常
に
そ
の
業
界
に
於
け
る
技
術
の
優
位
性
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

﹁
人
の
和
﹂
は
い
わ
ば
﹁
人
間
中
心
の
経
営
﹂
の
象
徴
で
あ
る
。
同
じ
会
社
に
働
く
す
べ
て
の
人
間
が
、
会
社
を
楽
し
い

職
場
に
し
よ
う
と
い
う
努
力
や
願
い
を
こ
め
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
に
坂
部
の
深
い
思
い
入
れ
が
あ
っ
た
。

　

優
秀
な
機
械
を
も
ち
、
良
質
な
原
材
料
を
投
入
し
て
も
、
人
の
和
が
保
た
れ
て
い
な
く
て
は
よ
い
モ
ノ
づ
く
り
は
で
き

な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
会
社
、
た
と
え
ば
労
使
間
に
問
題
が
あ
っ
た
り
、
役
員

同
士
の
関
係
が
こ
じ
れ
て
い
た
り
、
そ
ん
な
会
社
に
は
発
展
性
が
な
く
、
し
た
が
っ
て
存
在
価
値
も
な
い
。
坂
部
三
次
郎

は
そ
の
よ
う
に
信
じ
て
う
た
が
う
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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第
一
〇
節  

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の
営
業
へ

●
営
業
部
門
を
強
化
す
る

﹁
顧
客
指
向
﹂
は
坂
部
三
次
郎
が
社
長
に
つ
く
と
同
時
に
か
か
げ
た
意
識
改
革
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
。

　

最
大
の
ね
ら
い
は
生
産
部
門
中
心
、
つ
ま
り
工
場
主
導
型
か
ら
営
業
主
導
型
に
シ
フ
ト
・
チ
ェ
ン
ジ
す
る
た
め
だ
っ
た
。

　

一
九
六
二
年
︵
昭
和
三
七
︶
の
組
織
で
は
、
営
業
部
門
を
初
め
て
独
立
し
た
組
織
体
と
し
た
。
各
工
場
に
従
属
し
て
い

た
か
た
ち
か
ら
、
営
業
部
を
全
社
横
断
的
な
組
織
体
と
し
て
独
立
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

東
京
事
務
所
は
東
京
支
社
と
な
り
、
そ
の
な
か
に
販
売
部
門
と
し
て
支
社
営
業
部
を
お
い
た
。
本
社
営
業
部
は
京
都
西

工
場
、
京
都
東
工
場
、
支
社
営
業
部
は
東
京
工
場
の
主
管
営
業
部
と
い
う
よ
う
に
、
ま
だ
工
場
と
の
ヒ
モ
は
完
全
に
き
れ

た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
現
実
の
営
業
活
動
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
営
業
部
は
全
工
場
の
製
品
を
あ
つ
か
う
か
た
ち
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
社
営
業
部
、
支
社
営
業
部
と
も
担
当
業
界
別
に
課
を
編
成
し
、
販
売
第
一
課
、
販
売
第
二
課
、
染
工
業
務
課
と
し
た
。

第
一
課
の
担
当
市
場
は
出
版
、
文
具
紙
工
品
、
包
装
資
材
、
貿
易
、
第
二
課
は
工
業
資
材
、
衣
料
、
靴
、
袋
物
で
あ
っ
た
。

発
足
当
初
の
本
社
営
業
部
は
総
勢
四
二
人
︵
販
売
第
一
課
一
一
人
、
販
売
第
二
課
六
人
、
染
工
業
務
課
二
五
人
︶、
支
社

営
業
部
は
総
勢
二
〇
人
︵
販
売
第
一
課
一
〇
人
、
販
売
第
二
課
一
〇
人
︶
だ
っ
た
。

　

一
九
六
四
年
︵
昭
和
三
九
︶
の
事
業
本
部
制
移
行
時
に
は
、
ク
ロ
ス
事
業
本
部
と
染
工
事
業
本
部
を
設
置
し
、
営
業
部

を
両
事
業
本
部
の
な
か
に
く
み
い
れ
た
。
そ
れ
ま
で
本
社
営
業
部
に
属
し
て
い
た
染
工
業
務
部
は
、
染
工
事
業
本
部
に
く

み
い
れ
、
本
社
・
支
社
の
営
業
部
を
一
本
化
し
た
。
な
お
、
こ
の
と
き
外
国
課
と
東
京
販
売
三
課
︵
文
具
紙
工
品
、
印
刷
、

紙
器
︶
が
東
京
販
売
第
一
課
か
ら
、
京
都
販
売
三
課
︵
不
織
布
パ
ネ
ロ
ン
販
売
課
︶
が
京
都
販
売
第
二
課
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
分
離
独
立
し
て
い
る
。

●
東
京
営
業
部
の
機
能
拡
大
と
大
阪
営
業
所
の
開
設

　

東
京
事
務
所
が
一
九
六
二
年
︵
昭
和
三
七
︶
に
支
社
に
昇
格
し
て
か
ら
、
支
社
営
業
部
は
右
肩
あ
が
り
に
業
績
を
の
ば
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し
た
。
四
年
間
で
売
上
高
は
倍
増
、
従
業
員
数
も
約
二
倍
と
な
っ
た
。
神
田
小
川
町
の
檜
ビ
ル
で
は
せ
ま
く
な
り
、
一
九

六
六
年
︵
昭
和
四
一
︶
一
〇
月
三
一
日
に
錦
町
の
神
田
橋
第
一
ビ
ル
に
移
転
し
て
い
る
。
地
下
一
階
、
地
上
九
階
建
て
の

同
ビ
ル
の
四
階
か
ら
六
階
ま
で
の
三
フ
ロ
ア
に
東
京
支
社
と
支
社
営
業
部
の
事
務
所
を
お
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
一
九
七
三
年
︵
昭
和
四
八
︶
三
月
、
東
京
支
社
の
事
業
所
移
転
に
と
も
な
い
、
支
社
営
業
部
も
長
谷
川
第
一
二

ビ
ル
︵
千
代
田
区
神
田
岩
本
町
二
︶
に
う
つ
り
、
同
年
八
月
の
組
織
改
定
で
、
東
京
支
社
は
、
東
京
本
社
と
し
て
新
し
く

発
足
し
、
支
社
営
業
部
は
東
京
支
社
営
業
所
の
所
属
と
な
っ
た
。

　

大
阪
営
業
所
の
開
設
は
一
九
六
八
年
︵
昭
和
四
三
︶
五
月
で
あ
る
。
ね
ら
い
は
﹁
営
業
部
門
の
拡
大
強
化
﹂、
さ
ら
に

は
営
業
部
門
の
工
場
か
ら
の
独
立
を
は
か
る
た
め
で
あ
っ
た
。
当
時
、
関
西
地
区
の
顧
客
の
ほ
と
ん
ど
は
大
阪
方
面
に
集

中
し
て
い
た
が
、
京
都
の
本
社
営
業
部
は
京
都
工
場
内
に
あ
り
、
営
業
効
率
も
わ
る
く
、
さ
ら
に
工
場
と
同
居
し
て
い
る

こ
と
に
も
問
題
が
あ
っ
た
。

　

京
都
の
本
社
営
業
部
は
も
と
も
と
、
京
都
工
場
の
窓
口
業
務
を
担
当
し
て
き
た
。
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
か
ぎ
り
、
営

業
部
門
の
独
立
性
を
保
つ
の
は
む
ず
か
し
い
。
需
要
家
指
向
と
い
う
経
営
方
針
を
つ
ら
ぬ
く
た
め
に
は
、
物
理
的
に
も
営

業
部
門
を
工
場
か
ら
分
離
独
立
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

営
業
所
の
立
地
と
し
て
、
大
阪
の
オ
フ
ィ
ス
街
の
中
心
地
で
あ
る
東
区
︵
現
・
中
央
区
︶
を
え
ら
び
、
安
土
町
四
丁
目

の
東
光
ビ
ル
に
オ
フ
ィ
ス
を
ひ
ら
く
こ
と
に
し
た
。
か
く
し
て
一
九
六
八
年
︵
昭
和
四
三
︶
五
月
二
〇
日
、
大
阪
営
業
所

は
同
ビ
ル
の
五
階
で
オ
ー
プ
ン
し
た
の
で
あ
る
。
発
足
当
初
の
人
員
は
上
田
泰
三
所
長
以
下
総
勢
五
〇
人
で
、
京
都
の
本

社
営
業
部
の
全
員
、
染
工
業
務
部
の
一
部
を
配
属
し
た
。

　

大
阪
営
業
所
は
開
設
か
ら
五
年
後
の
一
九
七
三
年
︵
昭
和
四
八
︶
の
組
織
改
編
に
よ
る
東
京
本
社
の
発
足
に
と
も
な
い
、

大
阪
支
社
と
な
り
、
翌
一
九
七
四
年
︵
昭
和
四
九
︶
四
月
に
は
、
新
高
麗
橋
ビ
ル
︵
現
・
中
央
区
高
麗
橋
︶
に
移
転
し
て

い
る
。

●
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
出
張
所
を
開
設
す
る

　

海
外
に
眼
を
向
け
た
販
売
拠
点
造
り
も
一
九
六
七
年
︵
昭
和
四
二
︶
ご
ろ
か
ら
活
発
化
し
て
い
る
。

　

一
九
六
七
年
︵
昭
和
四
二
︶
に
開
設
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
出
張
所
は
初
め
て
の
海
外
販
売
拠
点
で
あ
っ
た
。

　

当
時
、
内
需
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
輸
出
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
の
が
長
期
計
画
の
目
標
だ
っ
た
。
輸
出
は
も
っ
ぱ
ら

東
南
ア
ジ
ア
が
中
心
だ
っ
た
が
、
さ
ら
に
規
模
を
拡
大
す
る
た
め
に
ア
メ
リ
カ
に
着
眼
し
た
の
で
あ
る
。

東京支社（神田橋第一ビル） 大阪営業所（東光ビル）
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ア
メ
リ
カ
市
場
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
を
中
心
に
し
て
、
一
九
六
五
年
︵
昭
和
四
〇
︶
ご
ろ
か
ら
は
じ
ま

っ
て
い
た
。
だ
が
、
有
望
な
市
場
で
あ
り
な
が
ら
、
市
場
調
査
も
不
十
分
で
需
要
動
向
も
把
握
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
本

格
的
な
参
入
に
は
外
か
ら
の
販
売
促
進
だ
け
で
な
く
、
現
地
に
密
着
し
た
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
な
ど
き
め
細
か
い
営
業
活

動
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　

お
り
か
ら
一
九
六
七
年
︵
昭
和
四
二
︶、
ア
メ
リ
カ
の
代
理
店
で
あ
る
サ
ク
ソ
ン
・
ペ
ー
パ
ー
が
ミ
ラ
ク
ル
ペ
ー
パ
ー
、

Ｐ
Ｉ
ク
ロ
ス
を
中
心
に
本
格
的
な
販
売
活
動
に
の
り
だ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
現
地
で
の
市
場
調
査
、
さ
ら
に
は
メ
ー
カ
ー

と
し
て
の
販
売
促
進
が
急
務
と
な
り
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
出
張
所
の
開
設
の
運
び
に
な
っ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
出
張
所
は
同
年
五
月
二
二
日
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
フ
ィ
フ
ス
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
︵
四
二
丁
目
︶
に
オ
ー
プ

ン
し
た
。
事
務
所
はM

asaoka-Ishikaw
a &

 A
ssociates Inc. 

の
オ
フ
ィ
ス
内
に
お
き
、
近
藤
守
夫
︵
営
業
部
外
国

課
︶
が
、
最
初
の
駐
在
員
と
し
て
赴
任
し
た
。

ニューヨーク出張所のあったビル
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第
一
一
節  

深
谷
工
場
を
新
設 

三
工
場
の
体
制
と
な
る

●
広
大
な
敷
地
を
も
つ
新
工
場

　

坂
部
三
次
郎
の
積
極
拡
大
策
に
よ
る
第
一
期
の
設
備
投
資
の
な
か
で
、
社
内
外
の
注
目
を
あ
つ
め
、
投
資
額
の
う
え
で

も
大
規
模
だ
っ
た
の
は
、
埼
玉
工
場
の
前
身
で
あ
る
深
谷
工
場
︵
現
・
埼
玉
工
場
︶
の
新
設
で
あ
っ
た
。

　

京
都
工
場
製
品
の
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
が
順
調
に
の
び
て
、
一
九
六
〇
年
代
︵
昭
和
三
五
～
︶
に
な
る
と
増
産
体
制
が
必
要

と
な
っ
た
。
新
設
備
の
導
入
を
ふ
く
め
て
工
場
の
拡
大
を
模
索
し
た
が
、
当
時
の
京
都
工
場
を
み
わ
た
し
て
敷
地
内
に
建

設
ス
ペ
ー
ス
は
な
か
っ
た
。
工
場
周
辺
の
土
地
購
入
も
検
討
し
た
が
、
地
価
が
あ
ま
り
に
も
高
騰
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。

東
京
工
場
に
つ
い
て
も
新
し
い
建
屋
を
つ
く
る
ほ
ど
の
余
地
は
な
か
っ
た
。
積
極
拡
大
の
た
め
に
は
、
京
都
工
場
、
東
京

工
場
に
つ
づ
く
第
三
の
工
場
建
設
が
急
が
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
六
二
年
︵
昭
和
三
七
︶
の
秋
ご
ろ
か
ら
社
長
の
坂
部
三
次
郎
と
と
も
に
新
工
場
の
敷
地
え
ら
び
に
か
か
わ
っ
た
新

井
彦
一
︵
後
に
常
務
︶
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　

最
初
は
神
奈
川
か
ら
山
梨
、
静
岡
あ
た
り
を
物
色
し
た
。
ク
ロ
ス
製
品
を
お
さ
め
る
ユ
ー
ザ
ー
の
工
場
が
そ
の
あ

た
り
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
思
う
に
ま
か
せ
ず
悶
々
と
し
て
い
る
と
き
に
、
埼
玉
県
の
県
会
議
員
の
あ
る
人
か

ら
深
谷
を
紹
介
さ
れ
た
。
当
時
、
深
谷
市
は
工
場
誘
致
に
の
り
だ
し
て
お
り
東
芝
を
は
じ
め
多
く
の
メ
ー
カ
ー
が
工

場
進
出
し
て
い
た
。
深
谷
市
土
地
開
発
公
社
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
市
長
を
は
じ
め
と
し
て
関
係
者
か
ら
猛
烈
に

勧
誘
さ
れ
た
。
年
明
け
て
一
九
六
三
年
︵
昭
和
三
八
︶
春
、
土
地
を
み
に
ゆ
こ
う
と
い
う
社
長
に
つ
い
て
い
っ
た
が
、

後
に
工
場
敷
地
と
な
る
一
帯
は
、
み
わ
た
す
か
ぎ
り
葱
畑
で
、
そ
れ
は
み
ご
と
な
も
の
だ
っ
た
。

　

埼
玉
県
深
谷
市
が
、
か
く
し
て
有
力
な
候
補
地
と
し
て
浮
上
し
た
の
で
あ
る
。
大
寄
地
区
に
あ
る
内
ヶ
島
は
埼
玉
県
北

部
を
流
れ
る
最
古
の
農
業
用
水
路
で
あ
る
備
前
堀
︵
備び

前ぜ
ん

渠き
ょ

用よ
う

水す
い

︶
と
小
山
川
に
は
さ
ま
れ
た
地
域
で
質
・
量
と
も
に
上

質
の
工
業
用
水
に
め
ぐ
ま
れ
て
い
た
。

　

農
地
転
用
の
手
続
き
に
つ
い
て
も
深
谷
市
と
開
発
公
社
が
全
面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
う
け
あ
っ
て
く
れ
た
。
か
く
し

竣工したころの深谷工場
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て
一
九
六
三
年
︵
昭
和
三
八
︶
夏
か
ら
、
深
谷
市
の
斡
旋
で
地
権
者
と
の
交
渉
や
手
続
き
に
は
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

農
家
を
一
軒
一
軒
訪
問
し
て
、
農
地
転
用
の
承
認
印
を
も
ら
い
、
か
さ
ば
る
書
類
を
農
林
省
へ
も
っ
て
い
っ
た
。

当
時
、
所
有
権
の
移
転
を
と
も
な
う
場
合
は
農
林
大
臣
［
当
時
は
赤
城
宗
徳
］
の
許
可
が
必
要
だ
っ
た
。
農
林
省
の

お
役
人
が
、
こ
れ
だ
け
の
書
類
に
印
を
押
す
の
は
た
い
へ
ん
だ
か
ら
、
新
井
さ
ん
、
あ
な
た
も
手
伝
っ
て
く
だ
さ
い

と
い
わ
れ
、
い
い
で
し
ょ
う
と
、
私
が
印
を
押
し
た
。︵
新
井
彦
一
︶

　

新
し
い
工
場
用
地
は
三
万
三
〇
〇
〇
坪
で
、
京
都
工
場
、
東
京
工
場
に
く
ら
べ
て
は
る
か
に
広
大
で
あ
っ
た
。
一
九
六

三
年
︵
昭
和
三
八
︶
一
一
月
に
土
地
の
売
買
契
約
が
成
立
す
る
と
、
た
だ
ち
に
社
長
の
坂
部
三
次
郎
は
上
田
周
︵
当
時
、

京
都
工
場
の
次
長
、
初
代
深
谷
工
場
長
︶
と
と
も
に
渡
米
し
て
い
る
。
新
工
場
は
ビ
ニ
ル
生
産
工
場
と
し
て
、
最
新
鋭
の

設
備
導
入
を
決
め
た
の
で
あ
る
。

　

深
谷
工
場
建
設
委
員
会
が
発
足
し
た
の
は
同
年
一
二
月
、
東
京
工
場
の
原
動
課
の
一
角
に
事
務
所
を
お
い
た
。
建
設
委

員
会
の
顔
ぶ
れ
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

　

 

委
員
長
＝
河
野
幸
夫
︵
常
務
︶、
委
員
＝
前
川
文
造
︵
東
京
工
場
長
︶・
伊
藤
博
介
︵
東
京
工
場
︶・
上
田
周
︵
京
都
西

工
場
︶・
新
井
彦
一
︵
東
京
工
場
︶・
宮
西
郁
︵
東
京
工
場
︶

　

建
設
委
員
会
の
も
と
に
小
委
員
会
を
も
う
け
、
一
九
六
四
年
︵
昭
和
三
九
︶
の
年
初
か
ら
建
設
準
備
が
は
じ
ま
っ
た
。

建
設
事
務
所
を
東
京
工
場
内
に
お
い
て
、
上
田
周
や
新
井
彦
一
ら
は
往
復
三
時
間
か
け
て
毎
日
深
谷
と
の
間
を
往
復
す
る

日
が
つ
づ
い
た
。
同
年
五
月
に
は
東
大
沼
の
社
宅
敷
地
の
地
鎮
祭
、
六
月
に
は
工
場
敷
地
の
地
鎮
祭
を
と
り
お
こ
な
っ
た
。

　

第
一
期
工
事
は
一
九
六
四
年
︵
昭
和
三
九
︶
七
月
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
海
外
か
ら
導
入
し
た
ビ
ニ
ル
塗
装
機
は
八

月
に
到
着
し
て
い
る
。
西
ド
イ
ツ
の
チ
ン
マ
ー
︵Zim

m
er Gm

bH

︶
製
の
メ
ル
ト
コ
ー
タ
ー
と
米
国
レ
ン
ボ
ー
製
の
ラ

ミ
ネ
ー
タ
ー
で
あ
る
。
両
機
と
も
に
ひ
と
ま
ず
東
京
工
場
に
仮
設
し
て
お
き
、
国
産
の
リ
バ
ー
ス
ロ
ー
ル
コ
ー
タ
ー
は
九

月
に
、
ほ
ぼ
完
成
し
つ
つ
あ
る
工
場
建
屋
で
う
け
い
れ
た
。

　

一
〇
月
に
な
る
と
深
谷
工
場
に
赴
任
す
る
九
人
が
工
場
近
く
の
農
家
二
軒
に
分
宿
し
て
、
建
設
中
の
工
場
建
屋
で
機
械

の
組
み
立
て
や
周
辺
の
清
掃
、
草
む
し
り
な
ど
に
従
事
し
た
と
い
う
。

　

工
場
の
従
業
員
は
深
谷
現
地
で
一
五
人
採
用
し
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
工
場
勤
務
の
未
経
験
者
だ
っ
た
。
同
年
九
月
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か
ら
狭
山
の
東
京
工
場
で
教
育
実
習
を
お
こ
な
っ
た
が
、
対
象
者
は
そ
れ
ぞ
れ
深
谷
か
ら
狭
山
ま
で
バ
イ
ク
で
通
勤
し
た

と
い
う
。

　

広
大
な
敷
地
の
東
南
の
一
角
に
第
一
工
場
が
完
成
し
た
の
は
同
年
一
〇
月
末
だ
っ
た
。
第
一
期
工
事
で
完
成
し
た
同
工

場
は
一
三
〇
〇
坪
で
あ
る
。
広
大
な
敷
地
の
な
か
に
あ
っ
て
、
そ
れ
は
ま
だ
ほ
ん
の
一
部
分
で
、
全
計
画
の
六
分
の
一
に

す
ぎ
な
か
っ
た
。
工
場
全
体
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
す
で
に
完
成
し
て
い
た
。
第
二
工
場
以
下
は
敷
地
内
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
線
に

そ
っ
て
、
整
然
と
建
ち
な
ら
ぶ
構
想
に
な
っ
て
い
た
。

　

変
電
室
、
ボ
イ
ラ
ー
室
、
給
水
塔
、
原
油
タ
ン
ク
な
ど
付
属
設
備
も
で
き
あ
が
っ
た
。
た
だ
ち
に
東
京
工
場
か
ら
塗
装

機
を
搬
入
、
印
刷
機
や
型
出
機
も
す
え
つ
け
た
。
事
務
所
は
鹿
島
建
設
の
仮
設
建
造
物
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
こ
と
に
な

り
、
そ
こ
に
管
理
課
、
業
務
課
を
配
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

か
く
し
て
深
谷
工
場
は
京
都
、
東
京
に
つ
づ
く
第
三
の
工
場
と
し
て
竣
工
し
た
の
で
あ
る
。
総
工
費
は
四
億
二
〇
〇
〇

万
円
で
あ
っ
た
。

　

同
年
一
一
月
初
め
、
深
谷
工
場
に
配
属
さ
れ
た
従
業
員
が
現
地
に
集
合
、
最
新
鋭
の
ビ
ニ
ル
工
場
と
し
て
本
格
稼
働
し

た
の
で
あ
る
。
ス
タ
ー
ト
ま
も
な
く
の
従
業
員
は
三
〇
人
で
、
そ
の
構
成
は
転
勤
者
一
五
人
︵
京
都
工
場
か
ら
七
人
、
東

京
工
場
か
ら
八
人
︶、
現
地
採
用
者
一
五
人
で
あ
っ
た
。

　

現
在
、
滋
賀
工
場
と
な
ら
ん
で
主
力
工
場
と
な
っ
て
い
る
埼
玉
工
場
の
は
じ
ま
り
に
つ
い
て
、
初
代
の
工
場
長
だ
っ
た

上
田
周
は
、﹃
ク
ロ
ス
社
内
報
﹄
№
76
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　

昭
和
三
九
年
［
一
九
六
四
］
一
一
月
二
七
名
で
操
業
を
開
始
し
た
当
時
、
食
堂
が
間
に
合
わ
ず
、
一
週
間
昼
食
を

ピ
ク
ニ
ッ
ク
さ
な
が
ら
屋
外
で
ヒ
ュ
ー
ム
管
に
腰
か
け
て
食
べ
た
話
は
遠
い
昔
の
物
語
と
な
っ
た
。
操
業
当
初
は
ビ

ニ
ル
設
備
だ
け
で
出
発
し
た
が
、
そ
の
後
、
ア
イ
カ
ス
、
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
等
の
設
備
を
加
え
、
こ
れ
に
と
も
な

っ
て
人
員
も
当
初
の
五
倍
に
増
加
し
た
。
こ
の
間
、
幾
度
か
の
紆
余
曲
折
を
へ
な
が
ら
も
業
績
は
順
調
に
の
び
一
年

程
前
［
＝
一
九
六
八
年
］
か
ら
一
人
当
た
り
売
上
生
産
高
も
会
社
中
一
位
を
示
し
て
い
る
。

●
ビ
ニ
ル
工
場
と
し
て
出
発

　

稼
働
開
始
し
た
深
谷
・
第
一
工
場
の
主
力
設
備
は
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
三
機
の
塗
装
機
で
あ
る
。

　

西
ド
イ
ツ
・
チ
ン
マ
ー
製
の
メ
ル
ト
コ
ー
タ
ー
は
ビ
ニ
ル
︵
Ｐ
Ｖ
Ｃ
︶
塗
装
機
で
あ
る
。
社
内
で
は
﹁
Ｎ
︱
１
号
機
﹂
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と
呼
び
、
深
谷
ビ
ニ
ル
製
造
の
主
力
機
で
あ
っ
た
。
ビ
ニ
ル
シ
ー
ト
、
テ
ン
ト
類
、
高
級
雨
衣
な
ど
の
生
産
を
担
っ
て
ゆ

く
。

　

米
国
レ
ン
ボ
ー
製
の
ラ
ミ
ネ
ー
タ
ー
は
Ｎ
︱
２
号
機
で
、
ビ
ニ
ル
フ
ィ
ル
ム
の
貼
り
合
わ
せ
機
で
あ
っ
た
。
初
期
に
は

金
網
タ
ー
ポ
リ
ン
や
ビ
ニ
ル
の
透
明
な
フ
ィ
ル
ム
に
絣
の
プ
リ
ン
ト
を
し
て
貼
り
合
わ
せ
、
農
業
用
の
合
羽
な
ど
ユ
ニ
ー

ク
な
開
発
製
品
を
う
み
だ
し
た
。

　

国
産
の
リ
バ
ー
ス
ロ
ー
ル
コ
ー
タ
ー
は
Ｎ
︱
３
号
機
、
テ
キ
ソ
ン
の
塗
装
機
と
し
て
出
発
し
た
。
厚
紙
ベ
ー
ス
に
塗
装

す
る
技
術
に
よ
り
鞄
素
材
、
製
本
用
レ
ザ
ー
な
ど
の
素
材
開
発
に
お
お
き
な
役
割
を
は
た
し
た
。

　

塗
装
機
は
い
ず
れ
も
最
新
鋭
だ
っ
た
が
、
工
場
の
立
ち
あ
が
り
は
難
渋
し
、
軌
道
に
の
る
ま
で
に
は
紆
余
曲
折
を
へ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
機
械
の
組
み
立
て
か
ら
し
て
、
そ
れ
は
平
坦
な
道
の
り
で
は
な
か
っ
た
。

　

チ
ン
マ
ー
も
レ
ン
ボ
ー
も
向
こ
う
の
技
術
者
は
誰
も
こ
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
上
田
周
さ
ん
と
私
は
ド
イ
ツ
語
と
英

語
の
辞
書
と
首
っ
引
き
で
、
説
明
書
を
翻
訳
し
な
が
ら
、
出
入
り
の
鉄
工
所
の
手
を
か
り
て
組
み
立
て
て
い
っ
た
。

だ
か
ら
最
初
か
ら
よ
い
製
品
が
つ
く
れ
る
わ
け
も
な
か
っ
た
。

　　

新
井
彦
一
は
こ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
海
外
の
設
備
購
入
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
技
術
者
が
現
地
で
研
修
を
う
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
技
術
的
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
か
ら
導
入
す
る
と
い
う
の
が
通
常
だ
が
、
こ
の
と
き
は
そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
ス
ル

ー
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
時
、
業
績
が
低
迷
し
、
会
社
自
体
に
余
裕
が
な
か
っ
た
と
い
う
環
境
が
多
分
に
影
響
し
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

﹁
深
谷
の
ビ
ニ
ル
は
売
れ
な
い
。
こ
ん
な
品
質
の
悪
い
モ
ノ
は
売
れ
な
い
と
、
営
業
か
ら
ず
い
ぶ
ん
言
わ
れ
て
苦
労
し
た
。

安
心
し
て
あ
つ
か
え
な
い
。
赤
字
だ
、
赤
字
だ
と
怒
ら
れ
た
﹂

　

新
井
彦
一
は
こ
の
よ
う
に
も
の
べ
、
東
京
支
社
で
営
業
を
担
当
し
て
い
た
服
部
欣
二
も
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　

深
谷
ビ
ニ
ル
の
販
売
が
東
京
販
売
二
課
担
当
と
い
う
こ
と
に
な
り
驚
い
た
。
そ
れ
ま
で
扱
っ
て
い
た
京
都
工
場
製

品
を
深
谷
へ
移
し
た
と
い
う
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
っ
た
く
新
し
い
製
品
で
あ
る
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
売
先
も
な
く
、

新
規
に
開
拓
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
最
初
は
ま
っ
た
く
利
益
が
出
な
い
。
深
谷
ブ
ラ
ン
ド
の
製
品
を
新
し
く

つ
く
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
貼
り
合
わ
せ
合
羽
な
ど
を
開
発
し
て
、
な
ん
と
か
メ
ド
が
つ
い
た
。
営
業
と
し
て

は
あ
の
工
場
で
は
も
の
す
ご
く
苦
労
し
た
が
、
今
か
え
り
み
る
と
、
逆
に
鍛
え
ら
れ
て
、
東
京
営
業
が
京
都
か
ら
自
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立
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

　

深
谷
工
場
の
生
産
活
動
が
軌
道
に
の
り
、
京
都
、
東
京
の
両
工
場
と
伍
し
て
ゆ
け
る
よ
う
に
な
る
の
は
三
年
後
の
一
九

六
七
年
︵
昭
和
四
二
︶
ご
ろ
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

一
九
六
七
年
︵
昭
和
四
二
︶
に
は
、
製
品
の
広
幅
化
が
も
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
西
独
チ
ン
マ
ー
製
の
メ
ル
ト
コ

ー
タ
ー
︵
Ｎ
︱
４
号
機
︶
を
新
設
、
一
九
六
九
年
︵
昭
和
四
四
︶
に
は
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
新
し
い
ビ
ニ
ル
カ
レ
ン

ダ
ー
︵
大
谷
重
工
製
の
逆
Ｌ
カ
レ
ン
ダ
ー
︶
を
新
設
し
て
、
深
谷
工
場
は
名
実
と
も
に
ビ
ニ
ル
専
門
工
場
と
な
っ
て
い
っ

た
。

　

合
成
皮
革
、
人
工
皮
革
の
大
半
は
京
都
工
場
製
造
二
課
の
ホ
フ
マ
ン
機
で
生
産
、
深
谷
工
場
は
一
部
を
占
め
る
の
み
だ

っ
た
が
、
一
九
七
〇
年
︵
昭
和
四
五
︶
以
降
に
な
る
と
、
深
谷
の
合
皮
製
造
設
備
の
拡
充
も
は
じ
ま
っ
た
。
一
九
七
一
年

︵
昭
和
四
六
︶、
深
谷
工
場
設
立
当
時
に
設
置
さ
れ
た
国
産
塗
布
乾
燥
機
︵
リ
バ
ー
ス
コ
ー
タ
ー
、
Ｎ
︱
３
号
機
︶
を
大
幅

に
改
造
し
た
。
同
設
備
は
主
に
テ
キ
ソ
ン
の
塗
装
機
と
し
て
使
用
し
て
き
た
が
、
ほ
と
ん
ど
新
設
と
お
な
じ
レ
ベ
ル
ま
で

大
改
造
、
合
成
皮
革
の
製
造
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

新
し
く
う
ま
れ
か
わ
っ
た
Ｎ
︱
３
号
機
は
、
全
長
六
〇
メ
ー
ト
ル
、
二
台
の
機
械
を
く
み
あ
わ
せ
、
連
結
機
と
な
っ
た
。

前
機
は
塗
布
、
発
泡
、
加
熱
乾
燥
工
程
、
後
機
は
前
機
で
仕
上
げ
ら
れ
た
ベ
ー
ス
に
基
布
を
貼
り
合
わ
せ
、
加
熱
・
乾
燥

す
る
工
程
、
キ
ャ
リ
ア
ペ
ー
パ
ー
か
ら
は
が
す
工
程
と
な
っ
て
い
る
。
機
械
幅
は
一
六
五
〇
ミ
リ
と
な
り
、
輸
出
用
合
成

皮
革
の
規
格
で
あ
る
五
四
イ
ン
チ
幅
の
製
品
も
製
造
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
塗
装
機
は
、
ナ
イ
フ
コ
ー
タ
ー
、
ス
リ
ッ

ト
コ
ー
タ
ー
、
ボ
ト
ム
フ
ィ
ー
ド
の
リ
バ
ー
ス
コ
ー
タ
ー
と
、
塗
料
と
製
品
に
よ
っ
て
つ
か
い
わ
け
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と

な
っ
た
。
前
・
後
機
を
連
結
で
使
用
す
れ
ば
、
合
成
皮
革
が
一
工
程
で
生
産
で
き
る
。
む
ろ
ん
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
使
用
す

る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。

●
拡
充
そ
し
て
設
備
強
化
に
向
か
う

　

一
九
六
四
年
︵
昭
和
三
九
︶
ビ
ニ
ル
製
造
設
備
の
み
で
出
発
し
た
深
谷
工
場
は
、
二
年
後
の
一
九
六
六
年
︵
昭
和
四

一
︶
ご
ろ
か
ら
、
工
場
を
増
設
し
て
人
工
皮
革
ア
イ
カ
ス
、
接
着
芯
地
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
︵
京
都
工
場
か
ら
の
移
設
︶、

カ
ー
ペ
ッ
ト
、
不
織
布
の
設
備
が
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
。
一
九
六
九
年
︵
昭
和
四
四
︶
ご
ろ
に
な
る
と
人
員

も
一
四
〇
人
を
超
え
て
、
業
績
も
順
調
に
の
び
た
。
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一
九
六
六
年
︵
昭
和
四
一
︶
四
月
、
第
二
工
場
を
建
設
し
て
人
工
皮
革
ア
イ
カ
ス
の
製
造
工
場
と
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
。
ア
イ
カ
ス
は
京
都
工
場
で
生
産
を
は
じ
め
た
が
、
同
工
場
に
は
拡
大
ス
ペ
ー
ス
が
な
く
、
量
産
化
を
め
ざ
し
新
工
場

建
設
に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。
第
二
工
場
は
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
規
模
で
、
生
産
設
備
と
試
験
室
を
あ
わ
せ
も
つ
施
設

と
し
た
。
一
九
六
六
年
︵
昭
和
四
一
︶
秋
に
着
工
、
翌
一
九
六
七
年
︵
昭
和
四
二
︶
五
月
に
完
成
し
て
い
る
。

　

一
九
六
八
年
︵
昭
和
四
三
︶
一
〇
月
に
は
、
接
着
芯
地
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
の
新
設
備
︵
ソ
リ
ド
ッ
ト
︶
を
深
谷
工
場

に
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
、
京
都
工
場
の
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
製
造
機
︵
シ
ン
タ
ー
︶
を
深
谷
に
移
設
し
た
。

　

一
九
六
九
年
︵
昭
和
四
四
︶
秋
か
ら
は
第
三
工
場
と
し
て
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
生
産
工
場
の
建
設
が
着
工

し
て
い
る
。
八
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
建
物
、
機
械
設
備
は
翌
一
九
七
〇
年
︵
昭
和
四
五
︶
に
完
成
、
広
幅
カ
ー
ペ
ッ
ト

の
生
産
体
制
が
と
と
の
っ
た
。

　

一
九
七
〇
年
︵
昭
和
四
五
︶
ご
ろ
に
な
る
と
不
織
布
工
場
を
将
来
的
に
京
都
か
ら
深
谷
に
移
す
と
い
う
構
想
の
も
と
に
、

不
織
布
工
場
の
新
設
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
工
場
の
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
に
向
か
っ
た
。

　

京
都
工
場
の
製
造
三
課
で
生
産
し
て
い
た
レ
ジ
ン
タ
イ
プ
の
不
織
布
︵
商
標
名
パ
ネ
ロ
ン
︶
は
、
一
九
七
〇
年
︵
昭
和

四
五
︶
に
な
っ
て
、
に
わ
か
に
需
要
が
増
大
し
は
じ
め
た
。
現
有
設
備
の
三
機
で
は
受
注
量
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
、
同
年
五
月
か
ら
新
設
備
の
導
入
を
検
討
、
深
谷
工
場
に
不
織
布
専
用
工
場
を
建
設
す
る
と
い
う
構
想
の
も
と
に
、

量
産
型
の
製
造
機
︵
ア
イ
ソ
マ
イ
ザ
ー
︶
を
深
谷
工
場
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

新
設
の
不
織
布
設
備
は
一
九
七
一
年
︵
昭
和
四
六
︶
に
完
成
、
ひ
と
ま
ず
は
深
谷
工
場
の
第
三
工
場
に
設
置
し
た
。
懸

案
の
不
織
布
専
用
工
場
︵
第
四
工
場
︶
は
、
深
谷
工
場
第
五
期
工
事
と
し
て
一
九
七
三
年
︵
昭
和
四
八
︶
四
月
に
着
工
、

同
年
一
一
月
に
完
成
し
て
い
る
。
新
工
場
棟
に
は
第
三
工
場
に
仮
設
し
て
い
た
新
製
造
機
︵
Ｐ
Ｆ
︱
１
︶
の
ほ
か
、
新
し

く
も
う
一
シ
フ
ト
の
製
造
機
︵
Ｐ
Ｆ
︱
２
︶
を
増
設
し
た
。

　

さ
ら
に
京
都
工
場
の
不
織
布
設
備
︵
Ｋ
Ｐ
︱
１
、
Ｋ
Ｐ
︱
２
、
テ
ン
タ
ー
︶
も
順
次
に
移
転
し
、
第
四
工
場
は
文
字
ど

お
り
不
織
布
専
用
工
場
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
七
三
年
︵
昭
和
四
八
︶
ご
ろ
に
な
る
と
住
宅
資
材
販
売
部
の
主
力
製
品
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
需
要

が
急
伸
、
生
産
設
備
の
増
強
に
向
か
い
、
一
九
七
四
年
︵
昭
和
四
九
︶
二
月
に
着
工
、
六
月
に
新
し
い
カ
ー
ペ
ッ
ト
製
造

機
が
完
成
し
て
い
る
。

　

深
谷
工
場
は
開
設
一
〇
年
の
一
九
七
四
年
︵
昭
和
四
九
︶
ご
ろ
に
な
る
と
、
ほ
ぼ
現
状
に
近
い
姿
か
た
ち
に
な
っ
た
。

一
〇
周
年
を
記
念
し
て
厚
生
棟
を
建
築
す
る
こ
と
と
な
り
、
同
年
一
一
月
一
八
日
に
竣
工
し
て
い
る
。﹁
ダ
イ
ニ
ッ
ク
ホ

ー
ル
﹂
と
い
う
厚
生
棟
の
名
称
は
、
工
場
建
設
一
〇
周
年
の
記
念
祝
典
の
と
き
に
公
募
し
て
え
ら
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

深谷工場（昭和45年ごろ）
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●
京
都
工
場 
東
京
工
場
の
設
備
を
強
化
す
る

　

京
都
東
工
場
︵
染
色
加
工
部
門
︶
は
、
一
九
六
三
年
︵
昭
和
三
八
︶
一
〇
月
か
ら
、
総
工
費
二
億
円
を
投
じ
て
生
産
設

備
を
増
強
し
た
。
設
備
強
化
の
目
的
は
、
合
繊
染
色
に
そ
な
え
て
の
増
産
体
制
造
り
で
あ
っ
た
。
東
工
場
の
北
側
と
東
側

の
隣
接
地
を
購
入
し
て
工
場
の
増
・
改
築
を
す
す
め
、
そ
こ
に
ナ
イ
ロ
ン
、
テ
ト
ロ
ン
な
ど
合
繊
織
物
染
色
の
諸
設
備
を

導
入
し
た
。

　

京
都
西
工
場
に
は
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
一
九
六
三
年
︵
昭
和
三
八
︶
に
西
ド
イ
ツ
製
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
の
新
鋭
塗
装

機
ホ
フ
マ
ン
製
コ
ー
タ
ー
、
英
国
エ
ド
メ
ス
ト
ン
製
の
型
出
機
を
導
入
し
た
。
当
時
、
日
本
で
は
ま
だ
二
基
し
か
な
い
最

新
鋭
の
塗
装
機
で
あ
っ
た
。
発
泡
タ
イ
プ
の
塩
ビ
レ
ザ
ー
の
需
要
増
大
に
そ
な
え
て
の
導
入
で
あ
っ
た
。

　

東
京
工
場
で
も
新
工
場
の
建
設
に
着
手
し
て
い
る
。
一
九
六
四
年
︵
昭
和
三
九
︶
七
月
、
硝
化
綿
レ
ザ
ー
製
造
工
場
と

し
て
第
三
工
場
が
完
成
し
た
。
も
と
も
と
硝
化
綿
レ
ザ
ー
は
京
都
西
工
場
で
生
産
し
て
い
た
が
、
一
九
六
三
年
︵
昭
和
三

八
︶
に
東
京
工
場
に
集
約
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
三
工
場
の
規
模
は
六
〇
〇
坪
で
、
連
結
塗
装
機
二
基
を
新
設
し
、
一

〇
月
か
ら
本
格
稼
動
し
た
。

　

紙
ク
ロ
ス
の
好
調
で
生
産
高
が
増
大
し
つ
づ
け
る
東
京
工
場
の
設
備
拡
充
は
そ
の
後
も
つ
づ
い
た
。
新
市
場
の
開
拓
、

建
材
市
場
へ
の
進
出
を
は
か
る
た
め
、
一
九
七
二
年
︵
昭
和
四
七
︶
一
〇
月
に
は
、
グ
ラ
ビ
ア
・
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
機
を
導

入
し
た
。

　

福
岡
工
場
は
電
気
絶
縁
ク
ロ
ス
の
製
造
工
場
だ
っ
た
が
、
一
九
六
三
年
︵
昭
和
三
八
︶
八
月
、
福
岡
ク
ロ
ス
工
業
株
式

会
社
と
し
て
、
新
し
く
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

●
中
央
開
発
研
究
所
を
開
設
す
る

　

中
央
開
発
研
究
所
は
一
九
六
三
年
︵
昭
和
三
八
︶
一
〇
月
に
着
工
、
翌
年
三
月
に
竣
工
し
て
い
る
。
総
工
費
は
一
億
五

〇
〇
〇
万
円
で
あ
っ
た
。

　

同
研
究
所
は
あ
く
ま
で
新
製
品
の
開
発
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
だ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
即
戦
力
に
む
す
び
つ
く
研
究
所
と

し
て
位
置
づ
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
時
代
の
テ
ン
ポ
は
ま
す
ま
す
速
く
な
り
、
売
れ
る
商
品
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
が
短
く

な
っ
て
ゆ
く
、
そ
ん
な
な
か
で
新
製
品
の
開
発
、
新
市
場
の
開
拓
こ
そ
が
企
業
の
成
長
条
件
と
み
て
い
た
の
で
あ
る
。

京都西工場のホフマン塗装機
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立
地
と
し
て
、
当
初
は
滋
賀
県
、
埼
玉
県
な
ど
が
候
補
に
あ
が
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
京
都
府
下
の
乙お

と

訓く
に

郡
向
日
町
大

字
物も

集ず

女め

に
決
め
た
。
京
都
工
場
に
近
く
、
大
学
や
公
共
研
究
機
関
と
の
連
携
に
も
便
利
な
立
地
に
あ
る
こ
と
が
決
め
手

と
な
っ
た
。

　

研
究
所
は
本
館
と
中
間
試
験
場
の
二
棟
か
ら
な
っ
て
い
た
。
中
間
試
験
場
に
は
、
小
規
模
な
が
ら
工
場
と
同
じ
シ
ス
テ

ム
の
機
械
設
備
を
設
置
し
た
。
本
館
に
は
三
つ
の
研
究
室
が
あ
り
、
第
一
研
究
室
は
染
色
加
工
、
第
二
研
究
室
は
合
成
皮

革
、
第
三
研
究
室
は
東
京
・
深
谷
工
場
関
係
と
い
う
よ
う
に
、
開
発
分
野
別
の
機
能
担
当
制
と
し
た
。
開
設
当
初
の
ス
タ

ッ
フ
は
二
一
人
、
初
代
の
研
究
所
長
は
前
田
東
作
で
あ
っ
た
。
開
設
当
初
は
も
っ
ぱ
ら
人
工
皮
革
ア
イ
カ
ス
の
開
発
と
製

品
化
に
と
り
く
ん
だ
。

　

新
製
品
開
発
、
プ
ラ
ン
ト
設
計
、
品
質
の
改
善
・
改
良
な
ど
に
中
心
的
な
役
割
を
は
た
し
た
が
、
後
に
京
都
工
場
の
滋

賀
へ
の
移
転
に
と
も
な
い
閉
館
と
な
る
。
あ
く
ま
で
新
製
品
の
開
発
を
第
一
の
目
的
に
し
て
い
た
の
で
、
物
理
的
に
も
機

能
的
に
も
生
産
工
場
と
密
接
な
関
係
を
保
持
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
観
点
か
ら
中
央
開
発
研
究
所
の
役
割
を
あ

ら
た
め
て
問
い
な
お
し
、
滋
賀
工
場
の
新
設
に
と
も
な
い
、
そ
の
機
能
を
新
工
場
内
に
移
し
た
の
で
あ
る
。

中央開発研究所
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第
一
二
節  

経
営
改
革
を
断
行
す
る

●
二
度
の
増
資
を
お
こ
な
う

　

坂
部
三
次
郎
が
社
長
に
就
任
し
た
一
九
六
二
年
︵
昭
和
三
七
︶
か
ら
一
九
六
六
年
︵
昭
和
四
一
︶
に
か
け
て
は
、﹁
マ

ク
ロ
好
況
、
ミ
ク
ロ
不
況
﹂
と
い
わ
れ
、
景
気
変
動
が
は
げ
し
か
っ
た
が
、
日
本
ク
ロ
ス
の
業
績
は
順
調
に
推
移
し
た
。

　

一
九
六
三
年
︵
昭
和
三
八
︶
一
〇
月
決
算
で
、
初
め
て
売
上
高
は
二
〇
億
円
︵
こ
の
こ
ろ
は
半
期
決
算
︶
を
突
破
し
た
。

以
降
も
年
間
ベ
ー
ス
で
売
上
高
四
〇
億
円
レ
ベ
ル
を
保
っ
て
い
た
。
好
業
績
を
も
た
ら
し
た
の
は
ク
ロ
ス
部
門
で
あ
っ
た
。

一
九
六
二
年
︵
昭
和
三
七
︶
の
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
ス
ブ
ー
ム
、
百
科
事
典
ブ
ー
ム
、
一
九
六
三
年
︵
昭
和
三
八
︶
か
ら
の

全
集
ブ
ー
ム
、
一
九
六
五
年
︵
昭
和
四
〇
︶
の
歴
史
書
ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
、
紙
ク
ロ
ス
、
布
ク
ロ
ス
と
も
に
飛
躍
的
に
の

び
た
の
で
あ
る
。

　

好
調
な
業
績
を
背
景
に
二
度
の
増
資
を
お
こ
な
っ
た
。
一
九
六
二
年
︵
昭
和
三
七
︶
五
月
、
二
億
四
〇
〇
〇
万
円
の
半

額
増
資
で
新
資
本
金
は
七
億
二
〇
〇
〇
万
円
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
六
四
年
︵
昭
和
三
九
︶
四
月
に
も
京
都
工
場
の
設

備
拡
充
、
深
谷
工
場
新
設
の
資
金
調
達
の
た
め
に
半
額
増
資
を
お
こ
な
い
、
新
資
本
金
を
一
〇
億
八
〇
〇
〇
万
円
と
し
た
。

　

一
九
六
四
年
︵
昭
和
三
九
︶
の
後
半
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
﹁
四
〇
年
不
況
﹂
は
、
業
績
の
う
え
で
も
お
お
き
な
影
響

を
こ
う
む
っ
た
。
金
利
負
担
の
増
大
、
さ
ら
に
は
不
況
に
よ
る
受
注
の
減
退
に
よ
っ
て
、
第
九
二
期
︵
一
九
六
四
年
一
一

月
～
一
九
六
五
年
四
月
︶
は
、
約
三
〇
〇
万
円
の
実
質
赤
字
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
役
員
賞
与
の
カ
ッ
ト
、
従
業
員
賞
与

の
引
当
中
止
、
株
主
配
当
の
減
配
︵
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
七
パ
ー
セ
ン
ト
ヘ
︶、
減
価
償
却
法
の
変
更
︵
定
率
法
か
ら

定
額
法
へ
︶
な
ど
に
よ
り
、
第
九
三
期
に
は
黒
字
転
換
に
成
功
し
た
。
こ
の
と
き
の
業
績
悪
化
は
一
時
的
な
も
の
で
、
一

九
六
六
年
︵
昭
和
四
一
︶
以
降
は
ふ
た
た
び
上
昇
に
転
じ
た
。
そ
れ
は
戦
後
最
長
と
い
わ
れ
た
﹁
い
ざ
な
ぎ
景
気
﹂
と
、

爆
発
的
な
﹁
全
集
ブ
ー
ム
﹂﹁
百
科
事
典
ブ
ー
ム
﹂
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

だ
が
一
九
六
七
年
︵
昭
和
四
二
︶
か
ら
一
九
七
〇
年
︵
昭
和
四
五
︶
に
か
け
て
は
、
当
初
の
も
く
ろ
み
ほ
ど
業
績
は
の

び
な
か
っ
た
。
売
上
高
で
年
率
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
成
長
を
み
こ
ん
で
い
た
が
、
現
実
に
は
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
か
な

く
、
利
益
は
横
ば
い
と
い
う
の
が
実
勢
で
あ
っ
た
。

　

一
九
七
〇
年
︵
昭
和
四
五
︶
か
ら
一
九
七
二
年
︵
昭
和
四
七
︶
に
か
け
て
は
、
さ
ら
に
伸
び
率
が
鈍
化
し
て
売
上
高
の

日
本
ク
ロ
ス
エ
業
株
式
会
社　

社
歌

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
一
九
六
四
年
制
定
︶

︵
そ
の
１
︶

く
ま
な
く
晴
れ
し
大
空
に

作
詞
：
藪
田
貞
徳

補
作
：
伊
奈　

洸

作
曲
：
和
泉
国
康

く
ま
な
く
晴
れ
し　

大
空
に

は
た
め
く
社
旗
の　

伝
統
は

西
に
東
に　

知
れ
わ
た
る

永
遠
に
輝
く　

日
本
ク
ロ
ス

わ
れ
ら
の
力　

誇
ら
し
く

腕
に
文
化
の　

技
術
は
冴
え

明
日
に
向
か
っ
て　

進
み
ゆ
く

使
命
は
重
き　

日
本
ク
ロ
ス

心
ひ
と
つ
に　

繁
栄
へ

高
き
理
想
の　

荒
波
を

越
え
て
世
界
へ　

限
り
な
く

決
意
は
堅
し　

日
本
ク
ロ
ス
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平
均
伸
び
率
は
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
利
益
は
横
ば
い
と
い
う
あ
り
さ
ま
で
、
増
収
減
益
が
つ
づ
い
た
。

　

京
都
工
場
の
公
害
対
策
、
染
工
部
門
や
人
工
皮
革
ア
イ
カ
ス
事
業
の
業
績
低
迷
な
ど
が
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
し
て
の
し
か

か
っ
て
い
た
。

　

低
迷
し
て
い
た
業
績
が
上
昇
に
転
じ
た
の
は
一
九
七
二
年
︵
昭
和
四
七
︶
の
後
半
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
年
の
後
半
期

︵
第
一
〇
七
期
︶
に
増
収
・
増
益
と
い
う
体
質
が
定
着
、
以
後
は
順
調
な
経
過
を
た
ど
り
、
昭
和
四
八
年
度
︵
一
九
七
三

年
五
月
～
七
四
年
四
月
︶
の
売
上
高
は
前
年
比
四
七
パ
ー
セ
ン
ト
増
、
経
常
利
益
は
前
年
の
約
三
倍
に
な
っ
た
。
後
半
期

だ
け
を
み
て
も
売
上
高
は
一
〇
七
億
円
で
、
前
年
比
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
増
で
あ
っ
た
。
原
材
料
高
騰
に
よ
る
売
価
の
底
上

げ
効
果
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
っ
た
が
、
半
期
ベ
ー
ス
で
売
上
高
は
一
〇
〇
億
円
を
突
破
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
七
三
年
︵
昭
和
四
八
︶
半
ば
か
ら
の
日
本
経
済
は
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
と
い
う
戦
後
最
大
の
不
況
に
の
み
こ
ま
れ
た

が
、
こ
の
こ
ろ
は
ま
だ
そ
の
影
響
は
業
績
に
あ
ら
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

●
社
内
組
織
を
大
幅
に
改
編
す
る

　

坂
部
三
次
郎
は
社
長
に
就
任
す
る
と
同
時
に
、
社
内
組
織
を
大
幅
に
改
編
し
た
。
一
九
六
二
年
︵
昭
和
三
七
︶
七
月
に

発
足
し
た
新
し
い
組
織
は
、
社
長
の
傘
下
に
各
部
門
を
並
列
に
配
置
す
る
と
い
う
か
た
ち
を
と
っ
た
。

　

福
岡
工
場
、
東
京
工
場
、
京
都
東
工
場
、
京
都
西
工
場
、
支
社
︵
社
長
室
、
営
業
部
︶、
本
社
︵
総
務
人
事
部
、
営
業

部
︶
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
組
織
と
し
て
併
存
す
る
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
。
新
し
い
組
織
と
い
う
よ
り
も
現
状
に
そ
く
し

た
も
の
で
、
と
り
あ
え
ず
全
社
一
本
の
組
織
が
で
き
あ
が
っ
た
。
新
組
織
の
特
徴
を
あ
げ
れ
ば
工
場
単
位
の
家
族
主
義
的

組
織
を
解
消
し
た
こ
と
、
営
業
部
門
を
工
場
か
ら
独
立
さ
せ
、
支
社
と
本
社
に
集
約
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
常
務
会
を
設

置
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

東
京
事
務
所
は
支
社
に
昇
格
、
東
日
本
の
拠
点
と
し
て
機
能
強
化
を
は
か
っ
た
。
支
社
昇
格
に
合
わ
せ
て
日
本
橋
倶
楽

部
会
館
か
ら
神
田
小
川
町
の
檜
ビ
ル
に
移
転
し
た
。
支
社
の
な
か
に
営
業
部
の
ほ
か
総
務
部
と
社
長
室
を
新
設
し
、
社
長

室
は
本
社
機
構
の
ひ
と
つ
と
し
た
。

　

第
二
弾
の
組
織
改
編
は
一
九
六
四
年
︵
昭
和
三
九
︶
六
月
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
組
織
改
編
は
事
業
部
制
を
導
入
し
た

本
格
的
な
も
の
と
な
っ
た
。

　

ク
ロ
ス
事
業
本
部
、
染
工
事
業
本
部
、
業
務
本
部
、
開
発
事
業
本
部
の
四
部
門
で
構
成
、
ク
ロ
ス
事
業
本
部
と
染
工
事

業
本
部
は
生
産
・
販
売
の
機
能
を
あ
わ
せ
も
つ
現
業
ラ
イ
ン
部
門
、
業
務
本
部
と
開
発
事
業
本
部
は
ス
タ
ッ
フ
部
門
と
い

東京支社があった檜ビル（神田小川町）

︵
そ
の
２
︶

顔
に
微
笑
み

作
詞
：
伊
奈　

洸

作
曲
：
和
泉
国
康

顔
に
微
笑
み　

胸
に
友
情

思
い
は
同
じ　

仲
間
た
ち

雲
の
切
れ
目
に　

朝
日
が
の
ぼ
る

昨
日
の
憶
い
出　

風
に
飛
ば
し
て

み
ん
な
で
歌
お
う　

日
本
ク
ロ
ス

顔
に
微
笑
み　

胸
に
ち
か
ら

思
い
は
同
じ　

仲
間
た
ち

紺
碧
の
空
に　

真
昼
の
太
陽

今
日
の
時
間
を　

光
に
う
け
て

み
ん
な
で
起
と
う　

日
本
ク
ロ
ス

顔
に
微
笑
み　

心
に
と
も
し
び

思
い
は
同
じ　

仲
間
た
ち

西
の
彼
方
に　

夕
日
が
沈
む

明
日
の
希
望
を　

真
赤
に
燃
や
し
て

み
ん
な
で
創
ろ
う　

日
本
ク
ロ
ス
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う
位
置
づ
け
だ
っ
た
。

　

事
業
本
部
制
を
導
入
し
た
ね
ら
い
は
、
ラ
イ
ン
・
ス
タ
ッ
フ
の
明
確
化
、
全
社
一
本
化
の
徹
底
に
あ
っ
た
。
各
工
場
、

営
業
部
、
資
材
部
を
事
業
部
と
し
て
お
お
ま
か
に
と
ら
え
、
全
社
的
な
見
地
か
ら
生
産
・
販
売
業
務
を
統
括
す
る
必
要
が

あ
っ
た
。
そ
こ
で
重
複
す
る
設
備
や
製
造
品
種
の
解
消
、
人
員
問
題
の
ス
ム
ー
ズ
な
解
決
、
資
金
の
有
効
利
用
、
経
費
の

合
理
化
の
た
め
に
事
業
本
部
制
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。

　

開
発
部
門
の
重
視
も
お
お
き
な
特
徴
で
あ
る
。
開
発
事
業
本
部
に
は
社
長
室
と
中
央
開
発
研
究
所
を
配
し
た
。
社
長
室

に
は
調
査
室
と
企
画
課
を
お
い
た
。
経
営
計
画
の
立
案
な
ど
を
担
当
す
る
経
営
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
。
中
央
開
発
研
究
所
は
、

全
社
的
な
視
野
に
立
っ
て
技
術
開
発
、
新
製
品
開
発
を
お
こ
な
う
部
門
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
。

　

事
業
本
部
制
は
、
か
た
ち
の
上
で
日
本
ク
ロ
ス
に
と
っ
て
初
め
て
の
整
然
と
し
た
組
織
ら
し
い
組
織
だ
っ
た
。
け
れ
ど

も
、
事
業
本
部
間
の
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
表
面
化
す
る
な
ど
現
実
は
理
屈
ど
お
り
に
は
運
ば
な
か
っ
た
。
一
九
六
六
年

︵
昭
和
四
一
︶
三
月
の
組
織
改
編
で
は
、
事
業
本
部
制
を
廃
止
、
担
当
常
務
制
を
導
入
す
る
な
ど
試
行
錯
誤
が
つ
づ
い
た
。

●
利
益
責
任
制
を
導
入
す
る

　

一
九
六
七
年
︵
昭
和
四
二
︶
九
月
の
組
織
改
編
で
、
利
益
責
任
制
の
導
入
に
ふ
み
き
っ
た
。
管
理
本
部
、
営
業
本
部
、

開
発
本
部
、
生
産
技
術
本
部
、
染
工
事
業
本
部
の
五
つ
の
事
業
本
部
を
お
き
、
各
本
部
長
に
専
務
あ
る
い
は
常
務
を
配
し

た
。
常
務
会
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
総
合
企
画
部
を
新
設
し
、
ト
ッ
プ
の
意
思
決
定
に
参
画
す
る
経
営
ス
タ
ッ
フ
部
門
と
し

た
。

　

さ
ら
に
一
九
六
八
年
︵
昭
和
四
三
︶
八
月
の
新
組
織
で
は
、
営
業
部
門
、
製
造
部
門
を
明
確
に
区
分
し
た
う
え
で
各
部

門
の
利
益
責
任
制
の
徹
底
を
は
か
っ
た
。
本
社
機
構
と
工
場
を
分
離
、
京
都
西
工
場
と
京
都
東
工
場
を
統
合
、
京
都
工
場

と
し
て
一
本
化
し
た
の
も
こ
の
と
き
で
あ
る
。

　

営
業
と
工
場
を
分
離
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
大
阪
営
業
所
を
設
置
し
、
京
都
工
場
内
に
あ
っ
た
営
業
部
を
五
月
に
移

転
し
た
。

　

一
九
六
九
年
︵
昭
和
四
四
︶
一
一
月
発
足
の
新
組
織
で
は
、
部
門
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
と
需
要
家
指
向
の
確
立
を
そ

の
ね
ら
い
と
し
た
。
事
業
本
部
の
構
成
も
あ
ら
た
め
、
総
合
本
部
、
技
術
本
部
、
営
業
本
部
、
生
産
本
部
、
染
工
事
業
本

部
の
五
事
業
本
部
と
し
た
。

　

営
業
本
部
は
、
組
織
の
う
え
で
東
京
営
業
部
と
大
阪
営
業
部
に
わ
か
れ
て
い
た
が
、
こ
の
と
き
東
西
一
本
の
市
場
別
組
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織
に
改
編
し
た
。
ま
た
ク
ロ
ス
販
売
部
、
産
業
資
材
販
売
部
、
衣
料
資
材
販
売
部
、
合
成
皮
革
販
売
部
、
開
発
部
の
五
つ

の
販
売
部
を
営
業
本
部
の
も
と
に
お
い
た
。

　

業
績
の
低
迷
が
つ
づ
い
て
い
た
染
工
事
業
本
部
は
、
規
模
を
縮
小
、
染
工
事
業
部
と
し
て
再
建
を
は
か
る
こ
と
に
な
っ

た
。
工
場
も
京
都
工
場
か
ら
分
離
し
て
、﹁
染
工
場
﹂
と
よ
ぶ
こ
と
に
し
て
、
染
工
業
務
部
の
呼
称
も
染
工
営
業
部
に
変

更
し
た
。

　

一
九
七
二
年
︵
昭
和
四
七
︶
は
五
月
と
八
月
に
組
織
を
改
変
し
て
い
る
。
五
月
に
は
営
業
本
部
の
組
織
を
一
部
改
編
し
、

住
宅
資
材
販
売
部
、
外
国
部
、
市
場
開
発
部
、
営
業
管
理
部
を
新
し
く
発
足
さ
せ
た
。

　

住
宅
資
材
販
売
部
は
そ
れ
ま
で
産
業
資
材
販
売
部
の
も
と
に
あ
っ
た
住
宅
資
材
販
売
課
を
分
離
独
立
さ
せ
た
も
の
で
あ

る
。

●
東
京
・
京
都
の
二
本
社
制
を
と
る

　

坂
部
三
次
郎
の
社
長
就
任
時
か
ら
、
実
質
的
に
本
社
機
能
は
東
京
支
社
に
移
っ
て
い
た
。
一
九
七
三
年
︵
昭
和
四
八
︶

八
月
の
組
織
改
編
は
そ
う
い
う
実
勢
に
そ
く
し
て
、
京
都
本
社
と
は
別
に
東
京
支
社
に
本
社
機
能
を
集
結
し
て
、
京
都
・

東
京
の
二
本
社
制
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

総
合
本
部
を
本
社
機
構
の
中
心
に
位
置
づ
け
、
社
長
室
、
人
事
部
、
財
務
部
、
京
都
総
務
部
、
東
京
総
務
部
で
構
成
し

た
。
東
京
本
社
の
発
足
に
よ
り
、
財
務
部
と
京
都
総
務
部
を
の
ぞ
い
て
、
他
の
部
門
を
す
べ
て
東
京
に
あ
つ
め
、
経
営
の

中
枢
は
東
京
本
社
に
移
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
本
社
機
能
を
移
管
し
て
東
京
支
社
を
東
京
本
社
に
す
る
と
い
う
構
想
の
も
と
に
、
一
九
七
三
年
︵
昭
和
四

八
︶
春
、
あ
ら
か
じ
め
ビ
ル
移
転
を
と
り
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

東
京
支
社
は
一
九
六
六
年
︵
昭
和
四
一
︶
一
〇
月
に
神
田
小
川
町
の
檜
ビ
ル
か
ら
錦
町
の
神
田
橋
第
一
ビ
ル
に
移
転
し

て
い
た
が
、
一
九
六
八
年
︵
昭
和
四
三
︶
一
一
月
に
は
支
社
分
室
︵
東
京
神
田
・
長
谷
川
第
五
ビ
ル
︶
を
お
い
て
い
た
。

そ
こ
で
、
東
京
本
社
の
発
足
に
そ
な
え
て
、
分
散
し
て
い
た
支
社
と
分
室
を
、
一
九
七
三
年
︵
昭
和
四
八
︶
三
月
、
長
谷

川
第
一
二
ビ
ル
︵
千
代
田
区
神
田
岩
本
町
三
︶
に
全
面
移
転
し
た
の
で
あ
る
。

　

東
京
本
社
の
発
足
に
よ
り
、
生
産
、
販
売
、
人
事
、
財
務
、
設
備
、
企
画
の
本
社
機
能
を
順
次
に
各
工
場
か
ら
東
京
本

社
に
集
約
し
た
。

長谷川第12ビル（神田岩本町）



297 第六章 ──接着芯地のパイオニア　アパレルを裏側からささえる

●
情
報
管
理
の
シ
ス
テ
ム
化
で
意
識
改
革
を
め
ざ
す

　

総
合
的
な
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
本
格
化
し
た
の
は
、
一
九
六
六
年
︵
昭
和
四
一
︶
ご
ろ
か
ら
だ
っ
た
。

　

常
務
会
直
属
の
組
織
と
し
て
、
同
年
九
月
に
総
合
企
画
部
を
お
い
た
の
が
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
同
部
は
中
央
開
発
研
究

所
内
で
発
足
と
同
時
に
、
電
子
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
め
ざ
し
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
機
種
の
選
定
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
作
成
に
着
手
し
て
い
る
。
二
年
の
準
備
期
間
を
へ
て
、
日
本
電
気
の
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
決
定
し
て
い
る
。

　

一
九
六
八
年
︵
昭
和
四
三
︶
一
一
月
、
東
京
支
社
分
室
︵
東
京
神
田
、
長
谷
川
第
五
ビ
ル
︶
を
開
設
し
て
、
同
部
門
は

本
格
的
に
活
動
開
始
し
て
い
る
。
当
初
の
ね
ら
い
は
、
情
報
処
理
機
能
を
京
都
か
ら
東
京
に
移
し
て
、
全
社
統
一
シ
ス
テ

ム
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
導
入
期
の
一
九
六
七
年
︵
昭
和
四
二
︶
か
ら
の
三
年
間
は
、
も
っ
ぱ
ら
情
報
の
集

中
管
理
体
制
の
シ
ス
テ
ム
化
を
め
ざ
し
た
。

　

電
子
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
の
ね
ら
い
は
経
営
の
近
代
化
、
東
京
中
心
の
本
社
機
能
の
整
備
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は

会
社
の
組
織
そ
の
も
の
が
、
う
ま
れ
も
育
ち
も
ち
が
う
工
場
単
位
で
あ
ゆ
ん
で
き
た
と
い
う
歴
史
と
無
縁
で
は
な
か
っ
た
。

京
都
本
社
が
業
務
展
開
の
中
心
的
役
割
を
は
た
し
て
い
た
が
、
本
社
の
掌
握
力
は
か
な
ら
ず
し
も
強
い
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
実
際
の
管
理
業
務
に
つ
い
て
は
、
い
ぜ
ん
各
工
場
の
力
の
ほ
う
が
強
か
っ
た
の
で
あ
る
。
経
営
の
近
代
化
に
は
、
本

社
機
能
、
本
社
業
務
の
独
立
と
集
中
化
が
急
務
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
導
入
は
、
そ
の
た
め
の
有
力
な
手
立
て

だ
っ
た
。
全
社
の
組
織
体
が
、
ひ
と
つ
の
意
思
の
も
と
に
、
お
な
じ
目
的
を
も
っ
て
行
動
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
全

社
の
意
識
革
命
を
ね
ら
い
に
し
て
い
た
。

コンピュータ ・ システムの導入



298

第
一
三
節  

東
西
工
場
を
再
編
成
す
る

●
東
西
四
工
場
の
位
置
づ
け

　

一
九
六
四
年
︵
昭
和
三
九
︶
の
深
谷
工
場
新
設
に
よ
っ
て
、
京
都
西
工
場
、
京
都
東
工
場
、
東
京
工
場
を
ふ
く
め
て
四

工
場
体
制
と
な
っ
た
。
だ
が
、
一
九
七
〇
年
︵
昭
和
四
五
︶
前
後
か
ら
、
創
業
期
か
ら
日
本
ク
ロ
ス
を
支
え
て
き
た
京
都

工
場
︵
東
・
西
︶
に
深
刻
な
問
題
が
生
じ
て
く
る
。

　

主
力
で
あ
る
京
都
西
工
場
は
建
物
と
設
備
と
も
に
老
朽
化
が
す
す
み
、
工
場
内
の
過
密
化
も
限
界
に
達
し
て
い
た
。
新

設
備
の
導
入
は
も
ち
ろ
ん
増
改
築
も
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
た
。
染
色
工
場
で
あ
る
京
都
東
工
場
は
装
置
産
業
化
す

る
染
色
業
界
の
流
れ
に
と
り
の
こ
さ
れ
た
か
た
ち
で
、
業
績
の
下
落
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
か
っ
た
。
設
備
の
老
朽

化
も
す
す
み
、
業
界
か
ら
の
撤
収
も
ふ
く
め
て
、
思
い
き
っ
た
対
策
が
必
要
に
な
っ
て
い
た
。

　

深
谷
工
場
は
ビ
ニ
ル
と
人
工
皮
革
の
製
造
工
場
だ
っ
た
が
広
大
な
敷
地
を
も
っ
て
お
り
、
京
都
西
工
場
と
は
逆
に
設
備

の
拡
充
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
既
存
の
ビ
ニ
ル
の
第
一
工
場
、
人
工
皮
革
ア
イ
カ
ス
の
第
二
工
場
に
く
わ
え
て
、
と
り

あ
え
ず
第
三
工
場
と
し
て
、
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
製
造
工
場
の
新
設
に
向
か
っ
た
。

　

同
工
場
は
一
九
六
九
年
︵
昭
和
四
四
︶
秋
に
着
工
、
翌
年
二
月
に
完
工
し
て
い
る
。
建
物
は
八
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、

広
幅
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
製
造
設
備
を
設
置
し
た
。
深
谷
工
場
は
そ
の
後
、
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
、
不
織
布
設
備
の
増
設
に
向

か
い
、
業
績
も
次
第
に
上
向
き
に
転
じ
た
。

　

一
九
七
〇
年
︵
昭
和
四
五
︶
前
後
か
ら
は
、
さ
ら
に
公
害
問
題
も
か
ら
ん
で
、
工
場
を
め
ぐ
る
問
題
は
い
っ
そ
う
深
刻

に
な
っ
て
く
る
。
生
産
活
動
の
合
理
化
の
た
め
に
、
四
工
場
を
ど
の
よ
う
に
活
用
、
運
営
し
て
ゆ
く
べ
き
か
。
具
体
的
に

は
京
都
西
工
場
と
深
谷
工
場
の
設
備
移
転
調
整
問
題
、
京
都
東
工
場
の
縮
小
問
題
、
公
害
対
策
な
ど
が
、
重
大
な
経
営
課

題
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

●
京
都
か
ら
深
谷
へ
設
備
移
転
を
断
行
す
る

　

京
都
西
工
場
と
京
都
東
工
場
の
統
合
、
さ
ら
に
京
都
・
深
谷
の
設
備
移
転
が
具
体
化
し
た
の
は
一
九
六
八
年
︵
昭
和
四

昭和40年ごろの京都工場
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三
︶
で
あ
る
。
当
時
、
京
都
東
・
西
工
場
と
も
に
、
合
理
化
を
す
す
め
る
に
は
工
場
建
物
の
増
改
築
と
新
設
備
の
導
入
が

さ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
だ
が
両
工
場
と
も
あ
ま
り
に
も
過
密
化
が
す
す
ん
で
い
た
。
そ
こ
で
京
都
東
・
西
工
場
の
統
合
に

よ
る
再
編
成
、
さ
ら
に
設
備
の
一
部
を
深
谷
工
場
に
移
転
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

　

同
年
一
〇
月
、
接
着
芯
地
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
の
新
設
備
︵
ソ
リ
ド
ッ
ト
︶
を
深
谷
工
場
に
設
置
す
る
こ
と
に
し
て
、

京
都
工
場
の
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
製
造
機
を
深
谷
に
移
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
新
し
い
ビ
ニ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
を

一
九
六
九
年
︵
昭
和
四
四
︶
九
月
、
深
谷
に
設
置
し
た
が
、
こ
れ
も
京
都
か
ら
深
谷
へ
の
設
備
移
転
構
想
に
も
と
づ
い
て

い
た
。

　

設
備
の
移
転
問
題
は
一
九
七
〇
年
︵
昭
和
四
五
︶
に
な
る
と
公
害
問
題
と
い
う
外
圧
が
加
わ
っ
て
、
全
工
場
を
ふ
く
む

再
編
問
題
に
発
展
し
て
い
っ
た
。

　

第
一
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
京
都
工
場
の
製
造
二
課
︵
ビ
ニ
ル
︶
と
製
造
三
課
︵
不
織
布
︶
の
移
転
を
決
め
た
。
両
部
門

は
一
九
七
五
年
︵
昭
和
四
五
︶
末
ま
で
に
深
谷
工
場
に
全
面
移
転
す
る
と
い
う
構
想
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
両
製
造
課
と
も
、

そ
の
こ
ろ
に
わ
か
に
フ
ル
稼
動
状
態
と
な
っ
て
、
ひ
と
ま
ず
延
期
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

京
都
工
場
の
生
産
設
備
を
順
次
に
深
谷
に
移
転
、
東
京
工
場
と
深
谷
工
場
を
量
産
工
場
と
し
て
位
置
づ
け
る
。
中
央
開

発
研
究
所
を
も
つ
京
都
工
場
は
製
品
開
発
工
場
と
し
て
再
編
成
す
る
。
中
央
開
発
研
究
所
や
各
工
場
で
生
産
さ
れ
た
新
製

品
は
、
ま
ず
京
都
工
場
の
ラ
イ
ン
で
テ
ス
ト
生
産
、
量
産
の
必
要
が
生
じ
た
と
き
東
京
工
場
と
深
谷
工
場
に
移
管
す
る
と

い
う
構
想
だ
っ
た
。
京
都
工
場
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
公
害
問
題
も
か
ら
ん
で
、
二
次
製
品
の
工
場
に
転
換
す
る
と
い
う
プ

ラ
ン
も
あ
っ
た
。

　

最
終
的
に
工
場
の
再
編
問
題
は
、
一
九
七
二
年
︵
昭
和
四
七
︶
に
ひ
と
ま
ず
結
論
が
く
だ
さ
れ
た
。
京
都
工
場
は
無
公

害
工
場
と
す
る
。
東
京
工
場
は
紙
ク
ロ
ス
を
中
心
に
、
高
付
加
価
値
商
品
へ
転
換
を
は
か
る
。
深
谷
工
場
は
合
理
化
を
は

か
り
、
低
価
格
・
大
量
生
産
型
の
工
場
に
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

●
京
都
東
工
場 

染
工
部
門
を
撤
収
す
る

　

京
都
東
工
場
の
染
工
部
門
は
、
一
九
六
八
年
︵
昭
和
四
三
︶
に
合
繊
加
工
糸
織
物
の
染
色
設
備
を
導
入
し
た
が
、
結
果

的
に
み
て
装
置
産
業
化
し
た
染
色
業
界
の
流
れ
に
の
れ
な
か
っ
た
。
当
初
は
受
注
量
も
確
保
で
き
た
が
、
ブ
ー
ム
が
去
る

と
操
業
度
が
低
下
し
て
ゆ
き
、
業
績
の
低
迷
が
つ
づ
い
た
の
で
あ
る
。

　

染
工
部
の
体
質
改
善
は
一
九
六
九
年
︵
昭
和
四
四
︶
ご
ろ
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
自
慢
の
技
術
力
と
保
有
設
備
を
活
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用
し
て
、
自
社
製
品
を
積
極
的
に
開
発
す
る
。
賃
加
工
に
く
わ
え
て
自
社
製
品
の
製
造
・
販
売
に
向
か
い
、
そ
の
構
成
比

を
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
る
と
い
う
の
だ
が
、
そ
れ
は
実
質
的
に
染
色
加
工
か
ら
の
撤
収
を
示
唆
し
て
い
た
。

　

す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
一
九
六
九
年
︵
昭
和
四
四
︶
に
は
京
都
東
工
場
の
呼
称
を
﹁
染
工
場
﹂
と
変
更
し
た
。
一
九
七

一
年
︵
昭
和
四
六
︶
に
な
る
と
、
工
場
の
統
合
問
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
賃
加
工
か
ら
自
社
製
品
の
製
造
・
販
売
へ
の
転

換
を
方
針
と
し
て
決
定
し
た
。

　

さ
ら
に
一
九
七
二
年
︵
昭
和
四
七
︶
八
月
に
な
る
と
、
染
工
部
門
を
大
幅
に
改
編
し
た
。
染
工
事
業
部
は
そ
れ
ま
で
染

工
場
と
営
業
部
を
か
か
え
る
独
立
の
事
業
部
だ
っ
た
が
、
染
色
加
工
か
ら
の
撤
収
が
経
営
方
針
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
、

染
工
部
と
し
て
京
都
工
場
に
編
入
し
た
。
さ
ら
に
一
九
七
四
年
︵
昭
和
四
九
︶
八
月
に
は
、
京
都
工
場
染
工
部
を
製
造
四

課
と
し
て
く
み
い
れ
、
ニ
ッ
ク
セ
ブ
ン
な
ど
の
一
部
の
特
殊
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
製
品
を
の
こ
し
て
、
染
色
加
工
か
ら
名
実
と

も
に
撤
退
に
向
か
っ
た
。
か
く
し
て
必
要
な
設
備
の
一
部
を
京
都
工
場
に
移
設
し
、
な
が
ね
ん
染
色
工
場
と
し
て
稼
動
し

て
き
た
東
工
場
は
そ
の
機
能
を
停
止
し
た
の
で
あ
る
。

●
無
公
害
の
工
場
を
め
ざ
す

　

高
度
成
長
期
の
終
盤
に
な
る
と
、
産
業
公
害
・
環
境
汚
染
が
社
会
問
題
と
し
て
深
刻
に
な
っ
て
く
る
。
一
九
七
〇
年

︵
昭
和
四
五
︶
前
後
か
ら
、
製
造
会
社
に
向
け
ら
れ
る
眼
は
き
び
し
く
な
り
、
法
規
制
も
し
だ
い
に
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

日
本
ク
ロ
ス
で
は
、
京
都
工
場
の
無
公
害
化
か
ら
出
発
し
て
、
三
工
場
の
あ
り
か
た
を
模
索
し
て
い
た
が
、
工
場
ご
と

に
公
害
防
止
組
織
を
整
備
、
工
場
ご
と
の
独
自
の
と
り
く
み
が
は
じ
ま
っ
た
。
地
域
社
会
へ
の
貢
献
は
企
業
目
標
の
ひ
と

つ
で
あ
り
、
公
害
防
止
問
題
は
緊
急
課
題
で
あ
っ
た
。

　

公
害
防
止
の
た
め
の
設
備
改
善
は
、
一
九
七
二
年
︵
昭
和
四
七
︶
ご
ろ
か
ら
積
極
的
に
す
す
め
ら
れ
て
ゆ
く
。
日
本
ク

ロ
ス
の
各
工
場
は
、
た
と
え
ば
Ｐ
Ｃ
Ｂ
や
有
機
水
銀
な
ど
の
有
害
物
質
を
使
用
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
汚
水

処
理
や
騒
音
、
臭
気
、
排
煙
な
ど
が
一
部
で
問
題
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。

　

工
場
周
辺
が
急
速
に
住
宅
密
集
地
と
な
っ
た
京
都
工
場
で
は
、
地
域
住
民
と
の
調
和
を
第
一
に
考
え
、
工
場
近
隣
か
ら

の
苦
情
を
ゼ
ロ
に
す
る
よ
う
設
備
を
導
入
し
て
い
る
。
一
九
七
三
年
︵
昭
和
四
八
︶
に
は
、
ビ
ニ
ル
製
造
機
︵
ホ
フ
マ
ン

Ｃ
︱
１
︶
の
脱
臭
装
置
、
焼
却
炉
の
排
煙
処
理
装
置
を
完
成
、
大
気
汚
染
、
悪
臭
問
題
を
解
消
し
た
。
一
九
七
四
年
︵
昭

和
四
九
︶
三
月
に
は
、
排
水
処
理
装
置
を
設
置
し
た
。
同
設
備
の
総
工
費
は
約
九
〇
〇
〇
万
円
、
鉛
排
水
に
対
す
る
京
都

市
の
排
水
規
制
を
う
け
て
、
ほ
ぼ
一
年
が
か
り
で
推
進
し
て
き
た
も
の
だ
っ
た
。

排水処理設備
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東
京
工
場
で
は
す
で
に
一
九
六
九
年
︵
昭
和
四
四
︶
に
排
水
処
理
設
備
を
導
入
し
て
い
た
が
、
一
九
七
三
年
︵
昭
和
四

八
︶
に
設
備
を
改
善
、
一
九
七
四
年
︵
昭
和
四
九
︶
に
は
汚
泥
処
理
装
置
を
設
置
し
て
い
る
。
深
谷
工
場
で
も
一
九
七
三

年
︵
昭
和
四
八
︶
三
月
に
排
水
処
理
装
置
が
完
成
し
、
本
格
稼
動
し
て
い
る
。

　

公
害
防
止
の
設
備
投
資
は
約
二
億
円
に
の
ぼ
っ
た
。
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
設
備
に
要
す
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
相
当

額
に
お
よ
ぶ
。
巨
額
の
投
資
を
必
要
と
す
る
公
害
防
止
の
環
境
整
備
は
、
企
業
経
営
に
も
お
お
き
な
影
を
落
と
し
た
。
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第
一
四
節  

国
内
外
に
関
連
会
社
が
誕
生

●
経
営
の
多
角
化
へ

　

一
九
七
〇
年
︵
昭
和
四
五
︶
に
な
る
と
、
日
本
経
済
は
高
度
成
長
か
ら
安
定
成
長
へ
軟
着
陸
、
い
わ
ば
過
渡
期
に
さ
し

か
か
る
。
国
内
経
済
も
投
資
主
導
型
か
ら
消
費
主
導
型
に
移
行
し
つ
つ
あ
っ
た
。

　

当
時
、
日
本
ク
ロ
ス
の
従
業
員
は
一
二
〇
〇
人
を
超
え
て
い
た
。
京
都
、
東
京
、
深
谷
の
三
工
場
体
制
が
確
立
、
大
阪
、

東
京
の
営
業
拠
点
も
で
き
あ
が
っ
た
。

　

社
長
の
坂
部
三
次
郎
は
、
同
年
の
年
頭
所
感
で
﹁
経
営
の
多
角
化
﹂
を
提
唱
し
て
い
る
。
現
状
維
持
で
は
な
く
日
本
の

経
済
成
長
を
上
ま
わ
る
成
長
が
な
け
れ
ば
、
企
業
と
し
て
の
将
来
は
な
い
、
と
い
う
観
点
か
ら
、
経
営
の
多
角
化
を
説
い

た
の
で
あ
る
。

　

多
角
化
の
具
体
的
な
方
向
と
し
て
は
、﹁
高
級
ま
た
は
、
大
量
に
消
費
さ
れ
る
も
の
の
製
造
販
売
を
お
こ
な
う
と
同
時

に
、
余
暇
を
楽
し
む
レ
ジ
ャ
ー
産
業
等
、
第
三
次
産
業
へ
の
変
革
﹂
と
あ
り
、
ま
っ
た
く
異
分
野
の
事
業
へ
の
進
出
も
念

頭
に
お
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

グ
ル
ー
プ
化
に
よ
る
複
合
企
業
化
へ
の
道
は
技
術
提
携
だ
け
で
は
な
く
、
Ｍ
＆
Ａ
の
か
た
ち
を
と
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

た
と
え
ば
一
九
七
一
年
︵
昭
和
四
六
︶
に
グ
ル
ー
プ
の
一
社
に
な
っ
た
不
織
布
メ
ー
カ
ー
・
東
京
ア
セ
テ
ー
ト
株
式
会

社
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。
同
社
と
日
本
ク
ロ
ス
は
、
昭
和
四
〇
年
代
︵
一
九
六
五
～
︶
の
前
半
か
ら
、
合
併
も
視
野
に
い

れ
な
が
ら
販
売
面
で
業
務
提
携
を
す
す
め
、
同
年
九
月
に
日
本
ク
ロ
ス
は
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
株
式
を
取
得
、
グ
ル
ー
プ

の
一
社
と
な
っ
た
の
で
あ
る

　

坂
部
三
次
郎
が
社
長
に
就
任
し
て
か
ら
、
積
極
拡
大
路
線
を
次
つ
ぎ
に
断
行
、
古
い
企
業
体
質
か
ら
脱
皮
し
、
社
内
の

組
織
改
革
、
経
営
の
改
革
に
よ
り
、
就
任
八
年
後
の
一
九
七
〇
年
︵
昭
和
四
五
︶
ご
ろ
に
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
と
し

て
の
フ
レ
ー
ム
が
完
成
し
つ
つ
あ
っ
た
。

﹁
経
営
の
多
角
化
﹂
は
停
滞
を
打
破
す
る
た
め
の
新
し
い
テ
ー
マ
だ
っ
た
が
、
こ
の
期
に
生
ま
れ
た
関
連
会
社
は
、
い
ず

れ
も
日
本
ク
ロ
ス
の
事
業
と
連
関
あ
る
も
の
が
多
く
、
運
命
共
同
体
的
な
要
素
が
つ
よ
く
、
ま
だ
本
体
を
補
完
す
る
ま
で

に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
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●
物
流
部
門
の
分
社
化
…
…
大
和
紙
工 

桂
工
業 

ニ
ッ
ク
フ
レ
ー
ト
の
設
立

　

製
造
会
社
と
し
て
の
環
境
整
備
と
い
う
べ
き
か
。
こ
の
期
に
は
工
場
の
仕
上
、
加
工
、
物
流
の
部
門
を
担
当
す
る
会
社

が
東
西
で
三
社
う
ま
れ
て
い
る
。

　

大
和
紙
工
株
式
会
社
は
一
九
六
一
年
︵
昭
和
三
六
︶
九
月
設
立
で
あ
る
︵
埼
玉
県
所
沢
市
大
字
城
五
七
七
、
設
立
当
初

の
資
本
金
は
三
〇
〇
万
円
︶。

　

東
京
工
場
の
仕
上
・
加
工
部
門
を
分
社
し
た
も
の
で
、
そ
の
直
接
の
き
っ
か
け
は
一
九
六
〇
年
︵
昭
和
三
五
︶
か
ら
は

じ
ま
る
教
科
書
ク
ロ
ス
の
需
要
増
大
で
あ
っ
た
。

　

大
和
紙
工
の
工
場
建
設
は
一
九
六
一
年
︵
昭
和
三
六
︶
一
二
月
に
は
じ
ま
り
、
第
一
工
場
︵
三
〇
〇
坪
︶
は
翌
年
一
月

に
完
成
し
て
い
る
。
機
械
設
備
が
と
と
の
っ
た
三
月
か
ら
従
業
員
四
二
人
で
一
部
操
業
を
開
始
、
創
業
時
の
役
員
構
成
は
、

社
長
・
坂
部
三
次
郎
、
副
社
長
・
川
田
嘉
一
郎
、
専
務
・
市
川
満
哉
で
あ
っ
た
。

　

桂
工
業
株
式
会
社
は
一
九
六
四
年
︵
昭
和
三
九
︶
に
設
立
し
た
︵
京
都
市
南
区
久
世
高
田
町
三
五
︶。
京
都
工
場
製
品

の
仕
上
、
保
管
、
出
荷
な
ど
の
集
中
処
理
が
設
立
の
ね
ら
い
で
あ
っ
た
。

　

同
社
を
設
立
す
る
ま
で
、
仕
上
加
工
は
京
都
西
工
場
と
東
工
場
で
お
こ
な
っ
て
い
た
が
、
製
品
の
多
様
化
、
量
的
拡
大

に
よ
っ
て
、
両
工
場
だ
け
で
は
ス
ペ
ー
ス
不
足
に
な
っ
た
。
巻
取
り
作
業
の
一
部
を
外
注
に
ゆ
だ
ね
て
い
た
。
散
在
し
て

い
た
仕
上
機
能
を
集
中
・
統
合
す
る
必
要
性
か
ら
別
会
社
の
設
立
に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
六
四
年
︵
昭
和
三
九
︶

八
月
に
第
一
工
場
、
出
荷
場
が
完
成
、
従
業
員
二
三
人
で
操
業
を
開
始
し
て
い
る
。
設
立
当
初
の
資
本
金
は
一
〇
〇
〇
万

円
、
社
長
・
坂
部
三
次
郎
、
専
務
・
浅
野
泰
三
の
体
制
で
出
発
し
て
い
る
。

　

ニ
ッ
ク
フ
レ
ー
ト
株
式
会
社
も
グ
ル
ー
プ
の
運
輸
、
倉
庫
な
ど
の
業
務
を
担
う
物
流
部
門
で
あ
る
。
一
九
七
一
年
︵
昭

和
四
六
︶
五
月
、
資
本
金
一
〇
〇
〇
万
円
を
も
っ
て
設
立
し
た
︵
埼
玉
県
所
沢
市
大
字
城
五
九
九
︶。
社
長
に
は
当
時
大

和
紙
工
専
務
で
あ
っ
た
市
川
満
哉
が
就
任
し
て
い
る
。

　

当
時
は
、
コ
ン
テ
ナ
や
フ
レ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
な
ど
新
し
い
輸
送
シ
ス
テ
ム
が
登
場
、
ま
た
高
速
道
路
網
が
整
備
さ
れ
る

な
ど
運
輸
革
新
の
時
代
で
あ
っ
た
。
流
通
の
近
代
化
、
物
流
機
能
の
効
率
化
が
設
立
の
目
的
で
、
大
型
車
輛
一
台
を
購
入
、

ま
ず
は
東
京
・
京
都
間
の
定
期
便
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
七
〇
年
︵
昭
和
四
五
︶
八
月
に
は
所
有
車
輛
五
台
、
従
業
員
一
〇
人
に
し
て
、
一
九
七
一
年
︵
昭
和
四
六
︶
三
月

に
陸
運
局
よ
り
運
送
許
可
が
お
り
た
。
そ
し
て
同
年
七
月
か
ら
は
大
型
車
三
台
を
ふ
く
む
八
台
の
車
輛
を
も
っ
て
正
式
に

ニックフレート 大和紙工
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東
京
・
大
阪
間
の
定
期
便
運
行
を
開
始
し
た
。

●
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
密
着
…
…
福
岡
ク
ロ
ス
工
業
の
設
立

　

福
岡
ク
ロ
ス
工
業
株
式
会
社
は
日
本
ク
ロ
ス
福
岡
工
場
を
分
社
、
独
立
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
六
三
年
︵
昭
和
三

八
︶
八
月
、
福
岡
市
博
多
区
比
恵
町
九
番
二
四
号
に
設
立
し
た
。

　

戦
後
の
福
岡
工
場
は
電
気
絶
縁
紙
、
電
気
絶
縁
ク
ロ
ス
を
製
造
し
、
そ
の
技
術
力
に
は
定
評
が
あ
っ
た
。
一
九
五
五
年

︵
昭
和
三
〇
︶
以
降
も
高
度
成
長
と
と
も
に
順
調
な
足
ど
り
で
発
展
、
福
岡
工
場
の
電
気
絶
縁
ク
ロ
ス
は
、
東
芝
、
日
立
、

三
菱
電
機
、
富
士
電
機
、
住
友
電
工
な
ど
大
手
メ
ー
カ
ー
の
電
気
機
器
や
電
線
ケ
ー
ブ
ル
に
つ
か
わ
れ
て
い
た
。

　

福
岡
工
場
の
工
場
用
建
物
は
も
と
も
と
そ
の
前
身
・
九
州
ク
ロ
ス
工
業
時
代
か
ら
の
木
造
建
築
で
、
大
量
の
絶
縁
ワ
ニ

ス
を
と
り
あ
つ
か
う
に
は
消
防
法
上
の
問
題
が
あ
っ
た
。
機
械
設
備
も
絶
縁
ク
ロ
ス
専
用
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
高
性
能

絶
縁
ク
ロ
ス
の
生
産
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
将
来
的
見
地
か
ら
福
岡
工
場
の
絶
縁
ク
ロ
ス
部
門
を
新
設
の
東
京
工

場
に
移
管
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

移
管
後
の
福
岡
工
場
は
ひ
と
た
び
閉
鎖
と
決
し
た
が
、
九
州
に
は
有
力
な
ユ
ー
ザ
ー
も
あ
る
。
そ
こ
で
九
州
地
区
の
ユ

ー
ザ
ー
を
対
象
に
、
別
法
人
の
か
た
ち
に
し
て
生
産
を
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

か
く
し
て
福
岡
ク
ロ
ス
工
業
は
、
資
本
金
一
〇
〇
〇
万
円
で
設
立
。
社
長
に
は
天
岡
淳
が
就
任
し
、
従
業
員
一
九
人
で

一
九
六
三
年
︵
昭
和
三
八
︶
九
月
か
ら
操
業
を
開
始
し
た
。
同
社
は
日
本
ク
ロ
ス
の
設
備
を
そ
の
ま
ま
借
用
し
て
出
発
、

日
本
ク
ロ
ス
か
ら
の
発
注
品
の
ほ
か
、
防
蝕
硝
子
テ
ー
プ
、
電
線
被
覆
用
ク
ロ
ス
な
ど
の
製
造
に
あ
た
っ
た
。

●
二
次
製
品
の
販
売
に
向
か
う
…
…
ニ
ッ
ク
を
設
立　

　

一
九
六
九
年
︵
昭
和
四
四
︶
に
は
、
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
会
社
が
誕
生
し
て
い
る
。

　

株
式
会
社
ニ
ッ
ク
は
日
本
ク
ロ
ス
の
素
材
を
つ
か
っ
た
加
工
商
品
の
製
造
・
販
売
会
社
で
あ
っ
た
。
一
九
六
九
年
︵
昭

和
四
四
︶
三
月
に
設
立
︵
東
京
都
千
代
田
区
内
神
田
一
の
一
三
の
六
、
長
谷
川
第
三
ビ
ル
︶、
資
本
金
は
五
〇
〇
万
円
、

会
長
に
坂
部
三
次
郎
、
社
長
に
長
崎
一
男
が
就
任
、
創
業
当
初
の
従
業
員
は
二
五
人
で
あ
っ
た
。

　

同
社
は
素
材
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
脱
皮
を
め
ざ
す
日
本
ク
ロ
ス
に
と
っ
て
は
、
い
わ
ば
先
兵
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
日

本
ク
ロ
ス
製
品
で
あ
る
ク
ロ
ス
、
ビ
ニ
ル
、
不
織
布
な
ど
は
素
材
で
あ
る
が
た
め
に
日
本
ク
ロ
ス
の
名
は
最
終
消
費
者
ま

ニック（手芸講習会風景）
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で
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
。
製
品
に
ひ
と
し
く
社
名
も
一
般
消
費
者
に
認
識
し
て
も
ら
い
た
い
。
さ
ら
に
営
業
上
の
観
点

か
ら
も
、
二
次
製
品
を
開
発
し
て
販
売
す
る
な
ど
で
、
需
要
の
底
辺
を
ひ
ろ
げ
よ
う
と
も
く
ろ
ん
だ
。
ニ
ッ
ク
は
そ
う
い

う
試
み
か
ら
う
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　

ニ
ッ
ク
は
創
業
と
同
時
に
、
不
織
布
パ
ネ
ロ
ン
に
よ
る
﹁
カ
ラ
ー
パ
ネ
ロ
ン
﹂
と
﹁
パ
ネ
ロ
ン
フ
ラ
ワ
ー
﹂
の
製
造
・

販
売
を
開
始
し
て
い
る
。
パ
ネ
ロ
ン
フ
ラ
ワ
ー
は
発
表
当
初
か
ら
マ
ス
コ
ミ
の
注
目
を
集
め
、
同
社
の
メ
イ
ン
商
品
と
な

っ
た
。
店
頭
で
の
陳
列
指
導
、
講
習
会
の
全
国
展
開
な
ど
新
し
い
販
促
シ
ス
テ
ム
が
成
功
を
お
さ
め
、
一
時
は
全
国
の
手

芸
店
、
花
材
店
、
デ
パ
ー
ト
の
看
板
商
品
に
な
っ
た
。

　

株
式
会
社
ナ
カ
ヤ
は
そ
の
パ
ネ
ロ
ン
フ
ラ
ワ
ー
の
代
理
店
の
一
社
だ
っ
た
。
手
芸
材
料
、
毛
糸
類
の
小
売
店
で
、
一
九

六
六
年
︵
昭
和
四
一
︶
に
設
立
さ
れ
て
い
る
。
ホ
ビ
ー
業
界
へ
の
進
出
を
め
ざ
す
ダ
イ
ニ
ッ
ク
と
ニ
ッ
ク
は
ナ
カ
ヤ
の
展

開
す
る
大
型
ホ
ビ
ー
セ
ン
タ
ー
に
注
目
、
一
九
七
四
年
︵
昭
和
四
九
︶
七
月
、
資
本
参
加
し
て
、
資
本
金
三
〇
〇
〇
万
円

と
し
て
新
し
く
発
足
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
初
の
会
長
は
長
崎
一
男
、
社
長
は
中
津
淳
一
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
ダ

イ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
傘
下
の
一
社
と
な
っ
た
ナ
カ
ヤ
は
ニ
ッ
ク
と
の
業
務
提
携
を
さ
ら
に
強
化
し
、
同
年
一
一
月
に
は
倍

額
増
資
し
て
、
資
本
金
を
六
〇
〇
〇
万
円
と
し
た
。

●
芯
地
の
拡
大
を
め
ざ
す
…
…
ハ
ロ
ニ
ッ
ク
の
設
立

　

ハ
ロ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社
は
ア
メ
リ
カ
の
大
手
芯
地
メ
ー
カ
ー
・
ハ
ロ
ダ
イ
ト
と
の
技
術
提
携
に
よ
り
設
立
し
た
芯
地
の

製
造
・
販
売
会
社
で
あ
る
。
一
九
六
九
年
︵
昭
和
四
四
︶
五
月
、
資
本
金
三
〇
〇
万
円
を
も
っ
て
設
立
、
本
社
は
東
京
千

代
田
区
︵
日
本
ク
ロ
ス
東
京
支
社
内
︶、
大
阪
営
業
所
を
東
区
︵
大
阪
営
業
所
内
︶
に
お
き
、
亀
井
徳
治
を
代
表
取
締
役

と
し
て
発
足
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
ハ
ロ
ダ
イ
ト
は
麻
タ
イ
プ
の
芯
地
を
生
産
・
販
売
、
ア
ジ
ア
市
場
へ
の
輸
出
も
活
発
に
展
開
し
て
い
た
。

当
時
の
日
本
ク
ロ
ス
は
、
不
織
布
芯
地
パ
ネ
ロ
ン
、
織
物
接
着
芯
地
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
を
も
っ
て
い
た
が
、
毛
芯
、
麻

芯
タ
イ
プ
は
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
ハ
ロ
ダ
イ
ト
の
芯
地
に
着
目
、
芯
地
の
総
合
化
を
め
ざ
す
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　

技
術
導
入
、
機
械
設
置
な
ど
の
準
備
に
一
年
あ
ま
り
要
し
て
、
本
格
的
に
営
業
を
開
始
し
た
の
は
一
九
七
〇
年
︵
昭
和

四
五
︶
七
月
か
ら
だ
っ
た
。

ネクタイ（ハロニックの芯地を使用）
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●
蓄
積
技
術
に
よ
る
新
事
業
…
…
ニ
ッ
ク
工
業
の
設
立

　

ニ
ッ
ク
工
業
株
式
会
社
は
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
を
も
っ
て
新
事
業
を
め
ざ
し
た
一
社
で
あ
っ
た
。
当
初
は
東
芝
ニ
ッ
ク

工
業
と
し
て
、
一
九
六
九
年
︵
昭
和
四
四
︶
八
月
、
日
本
ク
ロ
ス
深
谷
工
場
内
で
発
足
し
て
い
る
。
東
芝
と
の
合
弁
に
よ

る
も
の
で
、
設
立
資
本
金
は
二
億
円
︵
出
資
比
率
は
東
芝
五
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
日
本
ク
ロ
ス
四
九
パ
ー
セ
ン
ト
︶、
社
長

は
琢
磨
清
︵
東
芝
︶
で
あ
っ
た
。

　

同
社
は
東
芝
の
電
子
複
写
機
︵
東
芝
オ
ー
ト
フ
ァ
ッ
ク
ス
︶
で
つ
か
う
湿
式
感
光
紙
の
生
産
会
社
で
あ
っ
た
。
オ
ー
ト

フ
ァ
ッ
ク
ス
用
感
光
紙
の
自
社
生
産
を
め
ざ
し
て
い
た
東
芝
は
、
日
本
ク
ロ
ス
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
に
注
目
、
一
九
六

八
年
︵
昭
和
四
三
︶
五
月
に
両
社
の
業
務
提
携
が
成
立
し
、
一
九
六
九
年
︵
昭
和
四
四
︶
一
月
に
新
会
社
を
設
立
し
た
の

で
あ
る
。

　

塗
装
設
備
と
塗
料
供
給
設
備
は
一
九
六
九
年
︵
昭
和
四
四
︶
一
一
月
、
深
谷
工
場
内
に
設
置
し
た
。
東
芝
と
日
本
ク
ロ

ス
は
そ
れ
ぞ
れ
技
術
者
を
派
遣
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
て
感
光
紙
の
技
術
開
発
を
す
す
め
、
一
九
七
〇
年

︵
昭
和
四
五
︶
三
月
か
ら
本
格
生
産
に
向
か
っ
た
。

　

一
九
七
三
年
︵
昭
和
四
八
︶
か
ら
業
績
も
安
定
し
て
き
た
が
、
複
写
の
主
流
が
し
だ
い
に
乾
式
複
写
機
と
な
っ
て
、
東

芝
と
協
議
の
う
え
、
一
九
七
六
年
︵
昭
和
五
一
︶
一
二
月
、
東
芝
所
有
の
株
式
を
す
べ
て
ひ
き
う
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

社
名
も
﹁
ニ
ッ
ク
工
業
株
式
会
社
﹂
と
し
て
、
一
九
七
七
年
︵
昭
和
五
二
︶
一
月
に
再
出
発
す
る
の
で
あ
る
。
社
長
は
中

本
虎
造
、
従
業
員
は
二
七
人
で
あ
っ
た
。

●
海
外
に
生
産
拠
点
…
…
台
湾
ク
ロ
ス 

Ｎ
Ｃ
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
の
設
立

　

台
湾
ク
ロ
ス
︵
台
湾
科
楽
史
工
業
股
份
有
限
公
司
︶
は
、
日
本
ク
ロ
ス
に
と
っ
て
初
め
て
の
海
外
生
産
拠
点
で
あ
る
。

一
九
六
七
年
︵
昭
和
四
二
︶
一
一
月
、
中
国
台
湾
省
︵
台
北
県
土
城
︶
に
設
立
し
た
。
台
湾
の
洋
紙
輸
入
業
者
で
あ
る
三

幸
股
份
有
限
公
司
と
日
本
ク
ロ
ス
の
合
弁
に
よ
る
も
の
で
、
設
立
資
本
金
は
七
〇
〇
万
元
、
出
資
額
は
日
本
ク
ロ
ス
四
〇

〇
万
元
、
三
幸
股
份
三
〇
〇
万
元
で
あ
っ
た
。

　

薫
事
長
︵
代
表
取
締
役
︶
に
は
坂
部
三
次
郎
、
総
経
理
に
は
羅
再
金
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
、
従
業
員
二
〇
人
あ
ま
り
で
発

足
し
た
。

　

台
湾
ク
ロ
ス
の
工
場
建
設
地
を
台
北
郊
外
土
城
と
し
、
工
場
用
地
と
し
て
一
〇
〇
〇
坪
︵
三
三
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
︶
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を
購
入
し
、
一
九
六
七
年
︵
昭
和
四
二
︶
九
月
、
建
設
工
事
に
着
工
。
機
械
の
す
え
つ
け
、
電
気
設
備
そ
の
他
の
付
帯
工

事
を
ふ
く
め
て
一
九
六
八
年
︵
昭
和
四
三
︶
四
月
に
竣
工
し
て
い
る
。

　

操
業
を
開
始
し
た
台
湾
ク
ロ
ス
は
手
帳
、
綴
込
表
紙
、
バ
イ
ン
ダ
ー
、
ア
ル
バ
ム
、
帳
簿
な
ど
の
紙
工
品
、
一
般
書
籍
、

教
科
書
、
辞
典
、
全
集
な
ど
の
ク
ロ
ス
を
生
産
し
、
月
産
四
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
当
初
の
目
標
と
し
た
。

　

台
湾
に
つ
づ
い
て
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
あ
る
。
一
九
七
三
年
︵
昭
和
四
八
︶
九
月
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ジ
ュ
ロ
ン
地
区

に
Ｎ
Ｃ
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
を
設
立
し
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｃ
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
︵N

C ST
A

FLEX
 CO

., PT
E., LT

D
.

︶
は
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
と
イ
ギ
リ
ス
の
ス
テ
ー
フ
レ

ッ
ク
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
の
合
弁
で
誕
生
し
た
接
着
芯
地
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
の
生
産
工
場
で
あ
る
。
両
社
の

対
等
出
資
で
、
設
立
資
本
金
は
五
万
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ド
ル
︵
円
換
算
五
〇
〇
万
円
︶、
代
表
取
締
役
は
坂
部
三
次
郎
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
レ
オ
で
あ
っ
た
。

　

設
立
と
同
時
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
工
場
地
域
・
ジ
ュ
ロ
ン
地
区
に
工
場
︵
敷
地
は
約
七
〇
〇
〇
坪
︶
を
建
設
、
政
府
機

関
Ｏ
Ｄ
Ｃ
か
ら
貸
与
を
う
け
、
最
新
鋭
の
生
産
設
備
を
設
置
し
て
い
る
。
本
格
操
業
は
一
九
七
四
年
︵
昭
和
四
九
︶
五
月

で
あ
っ
た
。
ス
タ
ー
ト
当
初
の
従
業
員
は
三
〇
人
で
あ
る
。
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『
日
本
沈
没
』
の
衝
撃

　

一
九
七
三
年
︵
昭
和
四
八
︶
か
ら
一
九
七
四
年
︵
昭
和
四
九
︶
⋮
⋮
。

　

ま
さ
に
激
動
の
一
年
だ
っ
た
。
田
中
角
栄
首
相
の
﹁
列
島
改
造
﹂
ブ
ー
ム
で
地

価
が
高
騰
す
る
な
か
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
猛
烈
な
物
価
上
昇
、
生
活
必
需
品

の
買
い
占
め
騒
動
と
つ
づ
い
た
。
石
油
危
機
に
よ
る
経
済
の
失
速
は
国
の
財
政
だ

け
で
な
く
世
相
に
も
暗
い
影
を
な
げ
か
け
た
。
多
く
の
人
々
の
心
に
兆
し
た
未
来

へ
の
不
安
に
カ
タ
チ
を
あ
た
え
た
の
が
、
Ｓ
Ｆ
作
家
・
小
松
左
京
著
﹃
日
本
沈

没
﹄︵
一
九
七
三
年
三
月
、
光
文
社
刊
︶
だ
っ
た
。

　

日
本
の
各
地
で
巨
大
地
震
が
あ
い
つ
ぎ
、
地
殻
変
動
で
日
本
列
島
は
海
面
下
に

沈
没
す
る
、
と
い
う
内
容
に
読
者
は
衝
撃
を
う
け
た
。
著
者
の
小
松
左
京
は
次
の

よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　

本
土
決
戦
、
一
億
玉
砕
で
日
本
は
滅
亡
す
る
は
ず
が
終
戦
で
救
わ
れ
た
。

そ
れ
か
ら
わ
ず
か
二
十
年
で
復
興
を
成
し
遂
げ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
き
、

高
度
経
済
成
長
の
階
段
を
駆
け
上
が
っ
て
万
博
。
日
本
は
先
進
国
に
な
っ
た
。

バブル景気でハイヤーにキャデラックを導入（1990年）

「
昭
和
」
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

成
熟
社
会
の
表
と
裏

時
代
と
世
相
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私
も
そ
の
渦
中
を
駆
け
抜
け
た
の
だ
が
、
豊
か
さ
を
享
受
し
な
が
ら
、
危
う

さ
や
不
安
が
い
つ
も
脳
裏
に
あ
っ
た
。
日
本
人
は
高
度
経
済
成
長
に
酔
い
、

浮
か
れ
て
い
る
と
思
っ
た
。
あ
の
戦
争
で
国
土
を
失
い
、
み
ん
な
死
ぬ
覚
悟

を
し
た
は
ず
な
の
に
、
そ
の
悲
壮
な
気
持
を
忘
れ
て
、
何
が
世
界
に
肩
を
並

べ
る
日
本
か
、
と
い
う
気
持
ち
が
私
の
中
に
渦
巻
い
て
い
た
。
の
ん
き
に
浮

か
れ
る
日
本
人
を
、
虚
構
の
中
と
は
い
え
国
を
失
う
危
機
に
直
面
さ
せ
て
み

よ
う
と
思
っ
て
書
き
は
じ
め
た
の
だ
っ
た
。︵﹃
小
松
左
京
自
伝
│
実
存
を
求

め
て
﹄︵
二
〇
〇
八
年
、
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
刊
︶

﹃
日
本
沈
没
﹄
は
四
〇
〇
万
部
︵
上
・
下
合
計
︶
の
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、

映
画
化
さ
れ
る
と
史
上
空
前
の
配
給
収
入
︵
約
二
〇
億
円
︶
と
な
り
、
の
ち
に
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
に
も
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
五
島
勉
著
﹃
ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
の
大
予
言
﹄︵
一
九
七
三
年
一
一
月
、

祥
伝
社
刊
︶
は
、
一
九
九
九
年
七
月
に
人
類
は
滅
亡
す
る
と
予
言
し
て
、﹃
日
本

沈
没
﹄
と
と
も
に
人
々
の
漠
然
と
し
た
不
安
感
を
あ
お
っ
た
。

　

経
済
の
混
乱
、
暗
い
未
来
を
予
感
さ
せ
る
世
相
、
さ
ら
に
は
政
治
の
混
乱
も
か

さ
な
っ
た
。

　

一
九
七
四
年
︵
昭
和
四
九
︶
一
一
月
、
田
中
角
栄
首
相
が
辞
任
に
追
い
こ
ま
れ

た
。
列
島
改
造
や
石
油
シ
ョ
ッ
ク
に
と
も
な
う
物
価
・
地
価
の
上
昇
な
ど
の
失
点

に
加
え
て
、
金
脈
問
題
が
追
い
打
ち
を
か
け
た
の
で
あ
る
。﹁
政
治
と
カ
ネ
﹂
の

問
題
は
そ
の
後
も
尾
を
ひ
き
、
や
が
て
﹁
ロ
ッ
キ
ー
ド
疑
獄
﹂
に
発
展
す
る
な
ど
、

政
治
の
世
界
は
ま
す
ま
す
混
迷
を
深
め
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

安
定
成
長
へ
シ
フ
ト

　

戦
後
最
大
の
不
況
と
い
わ
れ
た
一
九
七
五
年
︵
昭
和
五
〇
︶、
日
本
経
済
は

﹁
安
定
成
長
﹂
へ
と
お
お
き
く
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
し
た
。
そ
の
年
の
﹃
経
済
白
書
﹄

は
副
題
に
﹁
新
し
い
安
定
軌
道
を
め
ざ
し
て
﹂
と
か
か
げ
、
日
本
経
済
は
﹁
戦
後

の
高
度
成
長
に
訣
別
し
て
、＂
静
か
で
控
え
目
な
成
長
＂
ヘ
転
換
し
て
い
く
過
程

に
あ
る
﹂
と
書
い
て
い
る
。

　

省
資
源
、
省
エ
ネ
が
テ
ー
マ
に
な
り
、
企
業
各
社
の
減
量
経
営
と
政
府
の
積
極

的
な
景
気
対
策
に
よ
っ
て
安
定
成
長
へ
の
途
を
え
ら
び
と
っ
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
の
産
業
構
造
は
お
お
き
く
変
わ
っ
た
。
鉄
鋼
や
造
船
、
石
油
な
ど
の
重
厚

産
業
は
低
迷
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
あ
ま
り
消
費
し
な
い
で
、
付
加
価
値
の
高
い
自

動
車
や
電
気
製
品
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
な
ど
へ
の
転
換
が
す
す
ん
だ
。
さ
ら
に

サ
ー
ビ
ス
化
や
ソ
フ
ト
化
が
進
行
し
、
情
報
処
理
産
業
や
レ
ジ
ャ
ー
産
業
な
ど
第

三
次
産
業
が
台
頭
し
て
き
た
。

　

冷
え
き
っ
た
国
内
市
場
を
尻
目
に
海
外
に
活
路
を
も
と
め
た
と
こ
ろ
、
一
九
七

六
年
︵
昭
和
五
一
︶
に
は
早
く
も
そ
の
成
果
が
あ
ら
わ
れ
、
貿
易
収
支
は
黒
字
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
主
役
が
自
動
車
や
電
気
製
品
、
半
導
体
な
ど
で
、
奇
し

く
も
日
本
製
品
の
国
際
競
争
力
の
強
さ
を
証
明
す
る
結
果
に
な
っ
た
。
一
九
七
八

年
︵
昭
和
五
三
︶
に
な
る
と
円
高
が
す
す
ん
だ
せ
い
も
あ
っ
て
、
貿
易
収
支
は
二

〇
六
億
円
と
史
上
空
前
の
黒
字
と
な
る
。
あ
ま
り
に
も
輸
出
が
増
大
し
、
そ
れ
が

欧
米
各
国
と
の
間
で
貿
易
摩
擦
を
も
た
ら
し
た
。
と
く
に
日
米
間
の
経
済
摩
擦
が

は
げ
し
く
な
っ
て
い
っ
た
。

ジ
ャ
パ
ン
・
バ
ッ
シ
ン
グ

　

日
本
の
自
動
車
生
産
台
数
が
一
〇
〇
〇
万
台
を
超
え
、
米
国
を
ぬ
い
て
世
界
一

に
な
っ
た
。
一
九
八
〇
年
︵
昭
和
五
五
︶
の
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
日
本
製
の
小

型
車
が
人
気
で
、
対
米
輸
出
で
お
お
き
く
の
び
、
米
国
の
ビ
ッ
グ
３
は
赤
字
に
転

落
し
て
し
ま
っ
た
。

　

日
本
メ
ー
カ
ー
は
一
九
八
二
年
︵
昭
和
五
七
︶
に
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ａ
、
一
九
八
三
年

︵
昭
和
五
八
︶
に
日
産
が
米
国
で
現
地
生
産
に
の
り
だ
し
、
一
九
八
四
年
︵
昭
和
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五
九
︶
に
は
ト
ヨ
タ
も
ゼ
ネ
ラ

ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
︵
Ｇ
Ｍ
︶
と

合
弁
で
現
地
生
産
を
は
じ
め
て

い
る
。

　

日
本
車
の
せ
い
で
、
自
分
た

ち
は
職
を
う
ば
わ
れ
た
。
日
本

製
の
車
を
ハ
ン
マ
ー
で
た
た
き

壊
し
て
、
掘
っ
た
穴
に
ほ
う
り

こ
ん
だ
。
か
ね
て
よ
り
日
本
車

の
輸
出
自
主
規
制
を
訴
え
て
い

た
全
米
自
動
車
労
働
組
合
︵
Ｕ
Ａ
Ｗ
︶
の
労
働
者
た
ち
に
よ
る
抗
議
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
だ
っ
た
が
、
そ
れ
が
自
動
車
産
業
の
中
心
デ
ト
ロ
イ
ト
で
現
実
に
お
こ
な

わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

俗
に
い
う
ジ
ャ
パ
ン
・
バ
ッ
シ
ン
グ
︵
日
本
た
た
き
︶
は
、
こ
の
自
動
車
に
は

じ
ま
り
、
そ
の
後
、
半
導
体
な
ど
の
分
野
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
っ
た
。

　

米
国
は
当
時
、
財
政
赤
字
に
加
え
て
貿
易
赤
字
に
苦
し
ん
で
い
た
。
む
ろ
ん
日

本
の
せ
い
ば
か
り
で
は
な
い
。
だ
が
、
こ
れ
に
よ
り
米
ド
ル
が
不
安
定
に
な
り
世

界
的
な
対
外
不
均
衡
を
も
た
ら
し
た
。
ド
ル
は
基
軸
通
貨
だ
っ
た
の
で
、
ア
メ
リ

カ
の
経
済
が
わ
る
く
な
る
と
世
界
の
経
済
も
混
乱
す
る
。
そ
こ
で
レ
ー
ガ
ン
大
統

領
は
ド
ル
安
政
策
へ
の
転
換
を
画
策
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
を
抱
き
こ
ん
で
、

﹁
日
本
の
円
を
高
く
し
て
、
貿
易
黒
字
を
減
ら
そ
う
﹂
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

時
は
一
九
八
五
年
︵
昭
和
六
〇
︶
九
月
二
二
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
セ
ン
ト
ラ

ル
パ
ー
ク
の
そ
ば
に
あ
る
プ
ラ
ザ
・
ホ
テ
ル
で
先
進
五
か
国
蔵
相
・
中
央
銀
行
総

裁
会
議
︵
Ｇ
５
︶
が
ひ
ら
か
れ
た
。
日
本
か
ら
は
時
の
蔵
相
・
竹た

け

下し
た

登の
ぼ
ると

日
銀
総

裁
の
澄す

み

田だ

智さ
と
しが

出
席
し
て
い
る
。

　

日
・
米
・
仏
・
西
独
・
英
の
蔵
相
ら
が
、
そ
の
日
の
会
議
で
と
り
あ
げ
た
の
は

ド
ル
高
の
是
正
で
あ
る
。
ド
ル
に
対
し
て
円
や
マ
ル
ク
が
上
昇
す
る
こ
と
が
の
ぞ

ま
し
い
。
そ
こ
で
Ｇ
５
各
国
が
協
調
し
て
市
場
に
介
入
し
、
ド
ル
安
に
し
よ
う
と

い
う
こ
と
で
合
意
し
た
の
で
あ
る
。

　

い
わ
ゆ
る
﹁
プ
ラ
ザ
合
意
﹂
に
よ
っ
て
一
ド
ル
＝
二
四
〇
円
だ
っ
た
円
相
場
は

一
九
八
七
年
︵
昭
和
六
二
︶
末
に
は
一
二
〇
円
台
ま
で
ハ
ネ
上
が
っ
た
。

　

日
本
は
世
界
一
の
債
権
国
と
な
り
、
急
ぎ
内
需
主
導
へ
と
転
換
し
た
。
だ
が
対

米
輸
出
の
黒
字
は
増
大
一
途
、
米
国
の
貿
易
赤
字
の
お
よ
そ
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を

対
日
赤
字
が
占
め
る
と
い
う
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
。
お
の
ず
と
非
難
の
鉾
先
は
日
本

に
向
け
ら
れ
、
市
場
開
放
を
強
く
迫
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

バ
ブ
ル
景
気
に
浮
か
れ
る

　

ポ
ス
ト
印
象
派
の
画
家
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
の
代
表
作
の
ひ
と
つ
に
﹁
ひ
ま
わ

り
﹂
が
あ
る
。
花
瓶
に
生
け
た
向
日
葵
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
油
彩
作
品
で
あ
る
。

七
点
の
う
ち
六
点
が
現
存
し
、
そ
の
う
ち
一
点
が
東
京
新
宿
の
損
保
ジ
ャ
パ
ン
日

本
興
亜
美
術
館
に
あ
る
。

﹁
ひ
ま
わ
り
﹂
は
一
九
八
七
年
︵
昭
和
六
二
︶、
安
田
火
災
海
上
保
険
︵
現
・
損

保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
︶
が
ロ
ン
ド
ン
の
美
術
品
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
、
競
り
落
と

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
金
額
は
お
よ
そ
五
三
億
円
、
一
枚
の
絵
の
取
引
と
し
て

は
史
上
最
高
額
だ
っ
た
。

　

こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
日
本
の
企
業
や
富
裕
層
が
海
外
の
美
術
品
や
土

地
・
建
物
を
高
値
で
買
い
漁
っ
た
。
そ
の
対
象
は
絵
画
や
骨
董
だ
け
で
な
く
、
フ

ェ
ラ
ー
リ
や
ロ
ー
ル
ス
ロ
イ
ス
、
ベ
ン
ト
レ
ー
な
ど
の
高
級
輸
入
車
に
お
よ
ん
だ
。

ま
さ
に
﹁
バ
ブ
ル
景
気
﹂
を
象
徴
す
る
よ
う
な
現
象
で
あ
る
。

時
代
と
世
相

ジャパン・バッシング――日本車にハンマーを振
るうアメリカの男性（（UPI＝共同））
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バ
ブ
ル
景
気
を
も
た
ら
し
た
遠
因
は
プ
ラ
ザ
合
意
で
あ
る
。
一
九
八
五
年
︵
昭

和
六
〇
︶
の
プ
ラ
ザ
合
意
の
あ
と
円
高
不
況
が
や
っ
て
き
て
、
日
銀
は
金
利
を
下

げ
て
国
内
経
済
を
押
し
上
げ
よ
う
と
し
た
。
四
度
に
わ
け
て
公
定
歩
合
を
五
パ
ー

セ
ン
ト
か
ら
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き
下
げ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
国
内
景
気

を
押
し
上
げ
、
バ
ブ
ル
景
気
を
う
み
だ
す
の
で
あ
る
。

　

金
利
が
下
が
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
ダ
ブ
つ
い
た
カ
ネ
は
行
き
場
を
う
し
な
い
、

土
地
を
は
じ
め
不
動
産
に
、
な
だ
れ
う
つ
よ
う
に
向
か
っ
て
い
っ
た
。
か
く
し
て

土
地
の
投
機
的
な
売
買
で
地
価
が
暴
騰
し
た
。
地
価
は
天
井
知
ら
ず
、
株
価
は
う

な
ぎ
の
ぼ
り
、
い
わ
ゆ
る
﹁
バ
ブ
ル
﹂
が
や
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
企
業

や
富
裕
層
だ
け
で
な
く
一
般
人
ま
で
も
巻
き
こ
み
、
空
前
の
財
テ
ク
ブ
ー
ム
が
や

っ
て
き
た
。
た
と
え
ば
民
営
化
さ
れ
た
日
本
電
信
電
話
︵
Ｎ
Ｔ
Ｔ
︶
の
株
式
が
売

り
出
さ
れ
る
と
、
額
面
五
万
円
の
二
四
倍
と
い
う
高
値
に
も
か
か
わ
ら
ず
申
し
込

み
が
殺
到
し
た
。

　

多
く
の
人
々
が
バ
ブ
ル
の
饗
宴
に
浮
か
れ
た
が
、
渦
中
に
あ
る
当
事
者
は
何
の

自
覚
も
な
い
ま
ま
花
見
酒
に
酔
い
、
後
に
酔
い
か
ら
醒
め
て
、
そ
の
ツ
ケ
の
お
お

き
さ
に
驚
嘆
す
る
の
で
あ
る
。

狂
騒
の
裏
に
危
う
さ
が
…
…

　

日
本
の
経
済
の
繁
栄
が
つ
づ
く
な
か
で
、
新
た
な
価
値
観
が
台
頭
し
て
き
た
。

　

個
を
滅
し
て
モ
ー
レ
ツ
社
員
と
し
て
生
き
る
こ
と
が
幸
せ
な
の
だ
ろ
う
か
。
と

く
に
若
者
の
あ
い
だ
に
そ
ん
な
懐
疑
も
兆
し
て
き
た
。﹁
新
人
類
﹂
と
よ
ば
れ
た

か
れ
ら
が
新
し
い
消
費
の
主
役
に
な
り
、
特
定
の
趣
味
に
こ
だ
わ
る
﹁
オ
タ
ク
﹂

の
存
在
が
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
個
性
化
、
多
様
化
を
も
た
ら
し
て
ゆ
く
。
豊
か

な
消
費
社
会
に
酔
い
し
れ
る
一
方
で
、
危
う
さ
に
震
撼
す
る
よ
う
な
事
件
や
現
象

が
多
発
し
た
。

　

一
九
八
六
年
︵
昭
和
六
一
︶
に
は
、
一
国
の
危
機
管
理
を
問
う
事
故
と
災
害
が

発
生
し
て
い
る
。

　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
︵
当
時
は
ソ
連
、
現
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
︶
の
原
子
力
発
電
所
の

事
故
は
史
上
最
悪
の
原
子
力
事
故
と
い
わ
れ
た
。
一
九
八
六
年
︵
昭
和
六
一
︶
四

月
二
六
日
の
未
明
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
の
四
号
炉
で
火
災
が
発
生
、

原
子
炉
が
炉
心
溶
融
し
て
爆
発
し
た
。
大
量
の
放
射
性
物
質
が
大
気
中
に
放
出
さ

れ
、
周
辺
各
国
で
は
白
血
病
な
ど
の
後
遺
症
や
食
品
汚
染
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ

た
。

　

日
本
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
輸
入
の
汚
染
食
品
の
対
処
が
課
題
と
な
っ
た
。
五

月
に
な
る
と
測
定
器
が
壊
れ
た
の
か
と
う
た
が
う
ほ
ど
、
強
い
放
射
能
を
お
び
た

食
品
が
検
疫
所
に
山
積
み
に
な
っ
た
。
だ
が
輸
入
検
疫
の
基
準
値
は
あ
い
ま
い
、

検
疫
体
制
は
抜
け
穴
だ
ら
け
で
、
大
量
の
汚
染
食
品
が
市
場
に
出
ま
わ
る
こ
と
を

ゆ
る
し
て
し
ま
っ
た
。

　

伊
豆
大
島
・
三
原
山
の
噴
火
は
突
然
の
自
然
災
害
で
あ
る
。
一
九
八
六
年
︵
昭

和
六
一
︶
一
一
月
一
五
日
の
夕
方
、
一
二
年
ぶ
り
の
噴
火
は
焼
け
た
隕
石
を
跳
ね

あ
げ
、
噴
煙
は
上
空
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
た
。
中
曽
根
康
弘
内
閣
の
官
邸

主
導
で
全
島
避
難
作
戦
に
成
功
を
お
さ
め
た
が
、
各
省
庁
の
権
限
を
め
ぐ
る
諍
い

や
法
令
の
不
備
が
目
立
ち
、
災
害
時
の
危
機
管
理
体
制
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な

っ
た
。

　

犯
罪
と
報
道
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
む
す
び
つ
い
て
、
世
の
関
心
を
増
幅
す
る
劇

場
型
犯
罪
も
多
発
し
た
。
た
と
え
ば
グ
リ
コ
・
森
永
事
件
︵
一
九
八
四
～
八
五

年
︶
な
ど
は
、
あ
き
ら
か
に
メ
デ
ィ
ア
を
意
識
し
た
も
の
で
、
犯
人
は
社
会
と
い

う
観
客
の
目
を
意
識
し
て
踊
っ
て
い
た
。

　

お
り
か
ら
﹁
フ
ォ
ー
カ
ス
﹂
や
﹁
フ
ラ
イ
デ
ー
﹂
な
ど
写
真
週
刊
誌
の
発
刊
が

あ
い
つ
ぎ
、
さ
ら
に
テ
レ
ビ
の
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
と
の
相
乗
効
果
で
、
人
々
は
﹁
観

客
﹂
と
し
て
事
件
の
推
理
に
参
加
す
る
。﹁
劇
場
型
﹂
と
い
う
語
は
そ
の
あ
た
り

か
ら
う
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
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第
一
節  
印
刷
で
き
る
フ
ィ
ル
ム
素
材
「
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ａ
」
の
発
売

●
Ｆ
Ｆ
Ｃ
技
術
と
新
し
い
フ
ィ
ル
ム
素
材

　

こ
の
期
︵
一
九
七
四
～
八
八
年
︶
を
み
わ
た
し
て
、
技
術
と
製
品
と
い
う
観
点
か
ら
、
新
し
い
展
開
を
も
た
ら
し
た
の

は
複
合
技
術
に
よ
る
新
製
品
﹁
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ａ
﹂︵
ア
リ
ン
ダ
︶
の
発
売
で
あ
る
。

﹁
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ａ
﹂
は
、
紙
と
お
な
じ
よ
う
に
オ
フ
セ
ッ
ト
で
、
ご
く
普
通
に
印
刷
で
き
る
フ
ィ
ル
ム
素
材
で
あ
る
。
同

製
品
は
当
時
の
東
京
工
場
が
開
発
し
た
﹁
Ｆ
Ｆ
Ｃ
﹂
と
い
う
新
技
術
が
う
み
だ
し
た
印
刷
素
材
の
革
命
児
で
あ
る
。

　

Ｆ
Ｆ
Ｃ
と
は
、
Ｆ
ｉ
ｎ
ｅ 

Ｆ
ｉ
ｌ
ｍ 

Ｃ
ｏ
ａ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
で
あ
り
、
か
ん
た
ん
に
い
え
ば
、
精
密
な
フ
ィ
ル
ム
・
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
が
で
き
る
技
術
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
Ｐ
Ｅ
Ｔ
︵
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
・
テ
レ
フ
タ
レ
ー
ト
︶
を
中
心
に
し
た
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
・
フ
ィ
ル
ム
基
材
に
精
密
な
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
ほ
ど
こ
し
、
表
面
を
改
質
す
る
技
術
で
あ
る
。

　

創
業
時
か
ら
の
歴
史
を
か
え
り
み
れ
ば
、
塗
装
布
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
も
と
も
と
布
、
紙
、
不
織
布
な
ど
の
素
材
を
あ

つ
か
っ
て
き
た
。
Ｆ
Ｆ
Ｃ
は
な
が
ね
ん
蓄
積
し
て
き
た
そ
う
い
う
固
有
技
術
に
新
し
い
技
術
を
複
合
化
さ
せ
て
完
成
し
た

も
の
で
あ
る
。
創
業
以
来
の
塗
工
技
術
に
加
え
て
、
薄
膜
・
不
織
布
形
成
技
術
、
塗
料
の
分
散
配
合
技
術
、
さ
ら
に
は
印

刷
ク
ロ
ス
や
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
な
ど
の
記
録
材
づ
く
り
の
技
術
が
活
か
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｆ
Ｆ
Ｃ
技
術
、
つ
ま
り
超
精
度
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
う
ま
れ
た
フ
ィ
ル
ム
は
光
学
性
、
電
気
性
、
機
械
性
、
記

録
性
に
す
ぐ
れ
た
特
性
を
も
ち
、
電
子
工
業
、
情
報
記
録
、
印
刷
、
電
飾
、
包
装
紙
器
、
住
宅
関
連
な
ど
の
市
場
に
新
規

参
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
フ
ィ
ル
ム
で
あ
り
な
が
ら
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
が
で
き
る
と
い
う
の
が
、

最
大
の
特
長
で
あ
る
。

　

こ
の
Ｆ
Ｆ
Ｃ
技
術
が
う
み
だ
し
た
新
製
品
に
付
せ
ら
れ
た
統
一
ブ
ラ
ン
ド
が
﹁
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ａ
﹂
で
あ
る
。
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｄ
Ａ
は
も
と
も
と
小
惑
星
で
、
火
星
と
木
星
の
あ
い
だ
に
ひ
ろ
が
る
宇
宙
空
間
に
散
在
す
る
約
二
万
の
小
惑
星
群
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。
フ
ィ
ル
ム
の
透
明
感
を
、
宇
宙
の
神
秘
、
惑
星
の
美
し
い
輝
き
に
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
さ
せ
て
の
命
名
で
あ
っ

た
。

ALINDA（アリンダ）
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●
独
自
の
塗
工
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る

　

Ｆ
Ｆ
Ｃ
の
技
術
開
発
に
着
手
し
た
の
は
一
九
八
二
年
︵
昭
和
五
七
︶
ご
ろ
か
ら
で
あ
る
。

　

同
年
、
研
究
開
発
用
の
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
と
実
験
プ
ラ
ン
ト
を
東
京
工
場
に
設
置
、
精
密
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
基
礎
研
究

を
は
じ
め
て
い
る
。
お
よ
そ
三
年
間
に
わ
た
っ
て
技
術
的
な
研
究
を
か
さ
ね
、
一
九
八
五
年
︵
昭
和
六
〇
︶
に
製
品
化
の

め
ど
を
つ
け
た
。
同
年
八
月
の
新
組
織
で
は
、
新
規
事
業
の
起
ち
あ
げ
を
視
野
に
お
い
て
﹁
Ｆ
Ｆ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
を

発
足
さ
せ
、
テ
ス
ト
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
す
す
め
な
が
ら
、
量
産
設
備
の
導
入
プ
ラ
ン
の
具
体
的
検
討
に
着
手
し
て
い

る
。

　

事
業
化
の
準
備
に
お
よ
そ
一
年
間
を
費
や
し
、
Ｆ
Ｆ
Ｃ
技
術
に
よ
る
新
し
い
製
品
造
り
、
さ
ら
に
は
量
産
体
制
に
向
け

て
、
技
術
的
な
チ
ェ
ッ
ク
を
く
り
か
え
し
た
。
新
規
事
業
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
は
一
九
八
六
年
︵
昭
和
六
一
︶
八
月
に
完
成
、

Ｆ
Ｆ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
﹁
Ｆ
Ｆ
Ｃ
事
業
部
﹂
と
し
て
発
足
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
八
六
年
︵
昭
和
六
一
︶
一
一
月
、
東
京
工
場
内
に
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
を
設
置
、
新
し
い
製
造
ラ
イ
ン
も
あ
わ
せ
て

設
置
し
た
。
塗
工
機
本
体
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
独
自
設
計
に
な
る
も
の
で
、
溶
剤
・
水
性
い
ず
れ
の
塗
料
に
も
対
応
で
き
る

と
い
う
設
備
で
あ
っ
た
。
付
帯
設
備
と
し
て
、
ド
ラ
イ
ラ
ミ
ネ
ー
タ
ー
、
ス
リ
ッ
タ
ー
、
各
種
計
測
評
価
機
器
、
Ｕ
Ｖ
硬

化
装
置
、
枚
葉
仕
上
機
な
ど
を
設
置
し
た
。
当
初
の
生
産
能
力
は
、
月
間
一
五
〇
万
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。

　

Ｆ
Ｆ
Ｃ
の
生
産
設
備
は
、
従
来
の
数
あ
る
塗
工
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
も
特
異
な
存
在
で
あ
っ
た
。﹁
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ａ
﹂

は
、
一
二
ミ
ク
ロ
ン
か
ら
二
五
〇
ミ
ク
ロ
ン
ま
で
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
フ
ィ
ル
ム
を
基
材
と
し
て
使
用
す
る
。
こ
の
薄
い
フ
ィ
ル
ム

の
塗
工
に
は
機
械
の
精
度
、
工
程
管
理
に
細
心
の
注
意
を
要
し
た
。
塗
工
の
平
滑
化
を
は
じ
め
静
電
気
の
除
去
、
微
小
の

ほ
こ
り
排
除
な
ど
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

﹁
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ａ
﹂
の
製
法
に
つ
い
て
は
、
国
内
特
許
の
ほ
か
海
外
一
五
か
国
に
特
許
出
願
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
ア

メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
西
独
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ス
イ
ス
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
、
韓
国
、
台
湾
で
あ
る
。
商
標
登
録
も
二
五
か
国
に
お
よ
ん
だ
。

●
フ
ィ
ル
ム
市
場
へ
本
格
参
入

　

Ｆ
Ｆ
Ｃ
の
事
業
展
開
は
、
本
格
的
な
精
密
フ
ィ
ル
ム
市
場
へ
の
参
入
を
意
味
し
て
い
た
。
新
事
業
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た

っ
て
一
九
八
六
年
︵
昭
和
六
一
︶
一
二
月
一
七
日
、
東
京
本
社
で
記
者
発
表
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
当
日
は
一
般
紙
、
業
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界
紙
、
専
門
紙
の
記
者
お
よ
そ
三
〇
人
が
出
席
、
こ
こ
で
新
製
品
﹁
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ａ
﹂
の
六
品
種
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
あ
き

ら
か
に
し
た
。

　

一
九
八
七
年
︵
昭
和
六
二
︶
三
月
に
は
、﹁
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ａ
﹂
展
示
会
を
東
京
︵
銀
座
、
ソ
ニ
ー
ビ
ル
︶
大
阪
︵
支
社
、

新
高
麗
橋
ビ
ル
︶
で
開
催
し
た
。
製
品
サ
ン
プ
ル
だ
け
で
な
く
、
印
刷
会
社
か
ら
の
テ
ス
ト
刷
り
、
商
品
化
サ
ン
プ
ル
も

出
品
。
著
名
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ａ
作
品
展
な
ど
も
あ
り
、
充
実
し
た
展
示
会
と
な
っ
た
。
印
刷
会
社
を

は
じ
め
企
画
制
作
、
フ
ィ
ル
ム
関
係
者
な
ど
来
場
者
は
三
〇
〇
〇
人
を
超
え
た
。

﹁
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ａ
﹂
は
、
六
品
種
の
製
品
構
成
で
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

﹁
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
用
フ
ィ
ル
ム
﹂
は
製
品
群
の
な
か
で
も
最
も
注
目
度
が
高
か
っ
た
。
も
と
も
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
フ

ィ
ル
ム
の
印
刷
は
、
グ
ラ
ビ
ア
、
フ
レ
キ
ソ
、
ス
ク
リ
ー
ン
印
刷
が
中
心
、
普
通
の
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
で
は
む
ず
か
し
か

っ
た
。
し
た
が
っ
て
カ
レ
ン
ダ
ー
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
精
緻
な
印
刷
に
は
特
殊
な
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
方
式
で
あ
る
Ｕ
Ｖ
印
刷

に
よ
っ
て
い
た
。
だ
が
﹁
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ａ
﹂
な
ら
普
通
一
般
の
プ
ロ
セ
ス
イ
ン
ク
と
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
機
で
印
刷
で
き
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
画
期
的
な
新
素
材
と
し
て
登
場
し
た
の
で
あ
る
。

﹁
カ
ー
ド
用
フ
ィ
ル
ム
﹂
は
プ
リ
ペ
イ
ド
・
カ
ー
ド
や
会
員
カ
ー
ド
専
用
の
フ
ィ
ル
ム
で
あ
る
。
適
度
の
厚
み
を
も
ち
、

オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
が
で
き
る
。
さ
ら
に
各
種
プ
リ
ン
タ
で
の
印
字
も
可
能
で
、
磁
気
テ
ー
プ
貼
り
、
磁
気
箔
の
ホ
ッ
ト
ス

タ
ン
プ
の
適
性
も
そ
な
え
て
い
る
。

﹁
ラ
ベ
ル
用
フ
ィ
ル
ム
﹂
は
表
面
に
特
殊
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る
こ
と
で
、
用
途
に
応
じ
た
記
録
特
性
を
発
揮
す
る
の
が
最

大
の
特
長
で
あ
る
。
な
か
で
も
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
と
熱
転
写
印
字
が
と
も
に
で
き
る
タ
イ
プ
は
Ｐ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
対
応
ラ

ベ
ル
と
し
て
高
い
評
価
を
う
け
た
。

﹁
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
用
フ
ィ
ル
ム
﹂
は
電
子
黒
板
や
伝
言
板
に
使
用
さ
れ
る
表
面
の
白
い
フ
ィ
ル
ム
で
あ
る
。
一
般
に
は

Ｐ
Ｅ
Ｔ
フ
ィ
ル
ム
と
フ
ッ
素
フ
ィ
ル
ム
の
貼
り
合
わ
せ
タ
イ
プ
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
用
の
こ
の
タ

イ
プ
は
精
密
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
り
、
筆
記
性
、
消
去
性
に
も
す
ぐ
れ
る
フ
ィ
ル
ム
と
な
っ
た
。

﹁
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
﹂
は
独
自
の
精
密
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
高
品
質
の
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
で
あ
る
。
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
着
色
は
、
も
と
も
と
染
色
、
グ
ラ
ビ
ア
印
刷
、
練
り
こ
み
な
ど
に
よ
っ
て
い
た
が
、
い
ず
れ
も
色
数
が
か
ぎ

ら
れ
、
さ
ら
に
大
量
の
ロ
ッ
ト
を
必
要
と
し
た
。﹁
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ａ
﹂
の
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
は
、
多
色
印
刷
が
で
き
る
う

え
に
小
ロ
ッ
ト
需
要
に
も
対
応
で
き
る
新
素
材
と
し
て
登
場
し
た
の
で
あ
る
。

﹁
Ｏ
Ｈ
Ｐ
用
フ
ィ
ル
ム
﹂
は
ド
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
、
熱
転
写
プ
リ
ン
タ
、
Ｘ
Ｙ
プ
ロ
ッ
タ
、
イ
ン
ク
ジ
ェ
ト
プ
リ
ン
タ
な
ど

各
種
プ
リ
ン
タ
で
、
カ
ラ
ー
情
報
を
直
接
印
刷
で
き
る
と
こ
ろ
に
特
長
が
あ
っ
た
。

ALINDA使用のうちわ
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さ
ら
に
一
九
八
七
年
︵
昭
和
六
二
︶
一
二
月
か
ら
一
九
八
八
年
︵
昭
和
六
三
︶
前
半
に
か
け
て
第
二
次
シ
リ
ー
ズ
と
し

て
、﹁
防
曇
フ
ィ
ル
ム
﹂﹁
ハ
ー
ド
コ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム
﹂﹁
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
用
Ｏ
Ｆ
Ｐ
︱
Ｐ
６
０
﹂﹁
カ
ー
ド
用
フ
ィ
ル
ム

Ｃ
Ｄ
Ｗ
﹂﹁
電
飾
用
Ｏ
Ｆ
Ｈ
﹂
の
五
タ
イ
プ
が
加
わ
っ
て
い
る
。

●
印
刷
分
野
で
素
材
革
命

﹁
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ａ
﹂
は
、
そ
の
ね
ら
い
を
印
刷
関
連
、
カ
ー
ド
・
金
融
、
情
報
分
野
、
工
業
材
料
な
ど
幅
ひ
ろ
い
市
場
に

お
い
て
い
た
。

　

だ
が
発
売
を
開
始
し
て
、
最
も
注
目
を
あ
つ
め
た
の
は
、﹁
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
で
き
る
フ
ィ
ル
ム
の
新
素
材
﹂
と
い
う

側
面
で
、
も
っ
ぱ
ら
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
用
、
カ
ー
ド
用
と
し
て
印
刷
業
界
に
ひ
ろ
く
知
れ
わ
た
っ
た
。
半
年
後
に
は
お
よ

そ
三
〇
〇
に
お
よ
ぶ
印
刷
会
社
に
採
用
さ
れ
、
二
年
後
の
一
九
八
九
年
︵
平
成
元
︶
に
は
八
六
四
社
に
な
っ
た
。
カ
タ
ロ

グ
、
カ
レ
ン
ダ
ー
、
ポ
ス
タ
ー
、
Ｐ
Ｒ
誌
、
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
、
図
鑑
、
ノ
ー
ト
表
紙
、
名
刺
、
ノ
ベ
ル
テ
ィ
、
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、
電
飾
看
板
な
ど
を
そ
の
用
途
と
し
た
。
カ
ー
ド
用
素
材
と
し
て
も
印
字
記
録
性
に
す
ぐ
れ
る
と

い
う
と
こ
ろ
が
評
価
さ
れ
、
素
材
革
命
の
フ
ィ
ル
ム
と
し
て
注
目
を
あ
つ
め
た
。

　

Ｏ
Ｅ
Ｍ
指
向
の
製
品
開
発
も
各
機
器
メ
ー
カ
ー
と
共
同
開
発
が
は
じ
ま
っ
た
。
た
と
え
ば
一
九
八
九
年
︵
平
成
元
︶
初

め
に
発
表
さ
れ
た
﹁
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
用
フ
ィ
ル
ム
﹂︵
キ
ャ
ノ
ン
の
機
器
に
使
用
︶
な
ど
の
需
要
を
も
た
ら
し
た
。

　

一
九
八
九
年
︵
平
成
元
︶
一
一
月
に
は
設
備
の
拡
充
に
向
か
い
、
キ
ュ
ア
リ
ン
グ
の
増
強
、
シ
ッ
ト
カ
ッ
タ
ー
の
新
設

を
は
じ
め
仕
上
機
能
を
強
化
し
た
。

ALINDA使用のカレンダー
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第
二
節  
多
様
化 

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
化
が
す
す
む

●
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
感
覚
の
布
ク
ロ
ス
が
登
場

　

一
九
七
〇
年
代
︵
昭
和
四
五
～
︶
か
ら
一
九
八
〇
年
代
︵
昭
和
五
五
～
︶
に
な
る
と
、
個
性
の
多
様
化
時
代
が
到
来
、

素
材
面
で
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ク
ロ
ス
製
品
も
装
幀
材
と
し
て
の
機
能
だ
け
で
な
く
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
が
強
く
も
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
こ
の
期
に
は
、﹁
機
能
﹂
プ

ラ
ス
﹁
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
﹂
に
着
眼
し
た
新
製
品
が
誕
生
し
て
き
て
い
る
。
た
と
え
ば
布
ク
ロ
ス
で
そ
の
代
表
を
あ
げ
れ
ば

﹁
日
本
の
色
﹂
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。

﹁
日
本
の
色
﹂
は
、
一
九
八
一
年
︵
昭
和
五
六
︶
に
滋
賀
工
場
ク
ロ
ス
製
造
部
が
開
発
し
た
装
幀
用
の
織
物
ク
ロ
ス
で
あ

る
。
染
料
を
使
用
し
た
新
し
い
染
布
タ
イ
プ
の
ク
ロ
ス
で
、
と
く
に
カ
ラ
ー
展
開
の
豊
富
さ
が
﹁
日
本
の
色
﹂
の
お
お
き

な
特
長
で
あ
っ
た
。
伝
統
色
か
ら
現
代
感
覚
の
斬
新
な
色
調
の
も
の
ま
で
六
〇
色
を
そ
ろ
え
、
濃
い
色
感
か
ら
淡
い
色
感
、

渋
い
色
感
⋮
⋮
と
、
変
化
に
富
ん
だ
色
調
で
編
成
し
て
い
る
。
用
途
は
豪
華
本
、
単
行
本
、
全
集
、
社
史
・
年
史
、
学
術

書
の
ほ
か
、
製
函
、
タ
ト
ウ
、
レ
コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
ア
ル
バ
ム
、
バ
イ
ン
ダ
ー
な
ど
と
広
範
囲
に
お
よ
ん
だ
。
発
売

当
初
か
ら
話
題
を
あ
つ
め
、
そ
の
後
な
ん
ど
か
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
し
て
、
現
在
の
製
品
名
は
﹁
新
日
本
の
色
﹂
と
な
っ
て

い
る
。

　

ほ
か
に
一
九
七
五
～
八
〇
年
︵
昭
和
五
〇
～
五
五
︶
に
開
発
し
た
主
な
布
ク
ロ
ス
製
品
に
は
、﹁
ニ
ッ
ク
プ
レ
ン
﹂
と

﹁
ニ
ュ
ー
ベ
ラ
ム
Ｓ
Ｋ
﹂
が
あ
る
。

﹁
ニ
ッ
ク
プ
レ
ン
﹂
は
一
九
七
六
年
︵
昭
和
五
一
︶
の
開
発
製
品
で
あ
る
。
ス
ペ
シ
ャ
ル
プ
レ
ン
の
姉
妹
品
で
、
深
み
の

あ
る
色
調
と
、
し
な
や
か
な
布
目
の
風
合
い
を
も
つ
本
格
的
な
布
ク
ロ
ス
で
あ
る
。

﹁
ニ
ュ
ー
ベ
ラ
ム
Ｓ
Ｋ
﹂
は
一
九
七
九
年
︵
昭
和
五
四
︶、
滋
賀
工
場
の
新
設
設
備
に
よ
っ
て
完
成
し
て
い
る
。
経
済
性

に
着
眼
し
た
布
ク
ロ
ス
製
品
、
新
潮
社
刊
行
の
﹃
新
潮
現
代
文
学
﹄︵
一
九
七
八
～
八
一
年
︶
の
表
紙
︵
赤
一
色
︶
な
ど

に
使
用
さ
れ
た
。

　

染
布
タ
イ
プ
の
ク
ロ
ス
と
し
て
は
、
ほ
か
に
Ｄ
Ｐ
Ｌ
が
あ
る
。
一
九
七
五
年
︵
昭
和
五
〇
︶、
東
京
工
場
が
開
発
し
た

染
布
タ
イ
プ
の
装
幀
用
ク
ロ
ス
で
あ
る
。
豪
華
本
、
全
集
、
社
史
、
年
史
、
学
術
書
な
ど
高
級
装
幀
に
新
し
い
境
地
を
ひ

「日本の色」見本帳
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ら
い
た
製
品
で
あ
る
。

●
紙
ク
ロ
ス
製
品
の
多
様
化
す
す
む

　

一
九
七
〇
年
代
︵
昭
和
四
五
～
︶
に
な
っ
て
東
京
工
場
の
グ
ラ
ビ
ア
・
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
は
、
紙
ク
ロ
ス
の
新
製
品

を
も
た
ら
し
た
が
、
こ
の
期
で
も
新
し
い
感
覚
の
紙
ク
ロ
ス
製
品
が
次
つ
ぎ
に
誕
生
し
て
い
る
。

　

一
九
七
四
年
︵
昭
和
四
九
︶
に
は
、
特
殊
含
浸
紙
を
ベ
ー
ス
に
し
た
高
級
装
幀
用
の
紙
ク
ロ
ス
﹁
ダ
イ
ヤ
レ
ッ
ク
ス
﹂

﹁
ニ
ュ
ー
ハ
イ
ス
カ
ー
フ
﹂
を
開
発
し
た
。

　

一
九
七
五
～
八
〇
年
︵
昭
和
五
〇
～
五
五
︶
に
か
け
て
は
、
さ
ら
に
紙
ク
ロ
ス
製
品
の
多
様
化
が
す
す
ん
だ
。﹁
エ
ス

タ
ー
ボ
ー
ド
﹂﹁
レ
ー
ヌ
カ
バ
ー
﹂﹁
ミ
リ
オ
ン
カ
ー
フ
﹂﹁
リ
ネ
ン
ペ
ー
パ
ー
﹂﹁
ク
リ
ー
ン
カ
バ
ー
﹂﹁
シ
ャ
イ
ン
ボ
ー

ド
﹂﹁
シ
ャ
イ
ン
カ
バ
ー
﹂
な
ど
を
、
あ
い
つ
い
で
開
発
し
た
。

﹁
エ
ス
タ
ー
ボ
ー
ド
﹂︵
一
九
七
五
年
︶
は
、
印
刷
、
箔
押
し
に
す
ぐ
れ
た
紙
ク
ロ
ス
で
、
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
装
幀
、

ノ
ー
ト
、
フ
ァ
イ
ル
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
ほ
か
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
製
作
物
ま
で
、
幅
ひ
ろ
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。

﹁
レ
ー
ヌ
カ
バ
ー
﹂︵
一
九
八
〇
年
︶
は
、
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
適
正
を
そ
な
え
た
新
し
い
タ
イ
プ
の
紙
ク
ロ
ス
で
あ
る
。

印
刷
後
の
乾
燥
が
速
く
、
鮮
明
な
発
色
効
果
が
の
ぞ
め
る
。
書
籍
装
幀
用
の
ほ
か
、
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
、
ポ
ス
タ
ー
、
カ
レ

ン
ダ
ー
な
ど
の
用
途
を
き
り
ひ
ら
い
た
。

﹁
ミ
リ
オ
ン
カ
ー
フ
﹂︵
一
九
七
五
年
︶
は
、
フ
ァ
イ
ル
、
バ
イ
ン
ダ
ー
、
製
函
用
の
新
し
い
紙
ク
ロ
ス
で
あ
る
。

﹁
リ
ネ
ン
ペ
ー
パ
ー
﹂︵
一
九
七
六
年
︶
は
、
麻
の
も
つ
風
合
い
を
紙
で
実
現
し
た
リ
ネ
ン
シ
リ
ー
ズ
の
新
製
品
で
あ
る
。

カ
ラ
ー
数
が
豊
富
で
、
一
般
書
籍
か
ら
教
科
書
ま
で
、
シ
リ
ー
ズ
出
版
物
の
装
幀
に
最
適
の
ク
ロ
ス
で
あ
る
。

﹁
ク
リ
ー
ン
カ
バ
ー
﹂︵
一
九
七
九
年
︶
は
、
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
用
の
ク
ロ
ス
で
あ
る
。
印
刷
適
性
に
す
ぐ
れ
た
新
し
い

タ
イ
プ
の
紙
ク
ロ
ス
で
、
児
童
書
な
ど
の
装
幀
用
、
さ
ら
に
は
文
具
紙
工
製
品
な
ど
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。

﹁
シ
ャ
イ
ン
ボ
ー
ド
﹂﹁
シ
ャ
イ
ン
カ
バ
ー
﹂︵
一
九
七
九
年
︶
は
、
断
ち
切
り
表
紙
用
の
紙
ク
ロ
ス
で
あ
る
。
Ｐ
Ｐ
貼
り

︵
接
着
剤
を
塗
布
し
て
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
の
フ
ィ
ル
ム
を
圧
着
さ
せ
る
︶、
ニ
ス
引
き
な
ど
の
後
加
工
が
い
ら
な
い
と
い
う

の
が
特
長
で
、
そ
の
用
途
は
教
科
書
装
幀
、
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
ス
な
ど
、
ひ
ろ
い
範
囲
に
お
よ
ん
で
い
る
。

　

さ
ら
に
一
九
八
〇
年
代
︵
昭
和
四
五
～
︶
に
な
る
と
﹁
ベ
ル
ア
ー
ト
﹂﹁
マ
ス
タ
ー
カ
ー
フ
﹂﹁
ホ
ッ
ト
メ
ル
ト
ク
ロ

ス
﹂︵
一
九
八
〇
年
︶、﹁
シ
ル
ビ
ー
ヌ
﹂︵
一
九
八
一
年
︶、﹁
マ
ノ
ン
カ
ー
フ
﹂︵
一
九
八
二
年
︶、﹁
ス
カ
ー
フ
マ
チ
ェ
ー

ル
﹂︵
一
九
八
四
年
︶
な
ど
を
市
場
に
投
入
し
た
。

レーヌカバー発売当初の見本帳リネンボード・リネンペーパー見本帳
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一
九
八
〇
年
︵
昭
和
五
五
︶
に
開
発
し
た
﹁
ベ
ル
ア
ー
ト
﹂﹁
マ
ス
タ
ー
カ
ー
フ
﹂﹁
ホ
ッ
ト
メ
ル
ト
ク
ロ
ス
﹂
は
文

具
・
紙
製
品
用
の
紙
ク
ロ
ス
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。

﹁
シ
ル
ビ
ー
ヌ
﹂
は
一
九
八
一
年
︵
昭
和
五
六
︶
に
開
発
、
現
代
感
覚
に
あ
ふ
れ
た
紙
ク
ロ
ス
で
あ
る
。
ソ
フ
ト
で
淡
い

色
調
と
和
紙
調
の
エ
ン
ボ
ス
が
特
徴
で
、
色
と
柄
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
品
種
を
構
成
し
て
い
る
。
書
籍
装
幀
、
文

具
・
紙
工
品
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
も
た
ら
す
ク
ロ
ス
で
、
上
製
本
用
の
薄
口
か
ら
、
断
ち
切
り
用
の
厚
口
ま
で
幅
ひ
ろ

い
グ
レ
ー
ド
を
用
意
し
て
い
る
。

﹁
マ
ノ
ン
カ
ー
フ
﹂
は
、
手
帳
用
ク
ロ
ス
と
し
て
一
九
八
二
年
︵
昭
和
五
七
︶
に
開
発
し
た
も
の
で
、
く
る
み
装
幀
用
の

皮
革
タ
イ
プ
の
紙
ク
ロ
ス
で
あ
る
。
含
浸
紙
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
Ｐ
Ｖ
Ｃ
樹
脂
を
特
殊
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
も
の
で
、
ソ

フ
ト
な
タ
ッ
チ
、
そ
れ
で
い
な
が
ら
強
度
に
す
ぐ
れ
て
い
る
。

﹁
ス
カ
ー
フ
マ
チ
ェ
ー
ル
﹂
は
一
九
八
四
年
︵
昭
和
五
九
︶、
装
幀
家
・
菊
地
信
義
氏
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
。

含
浸
タ
イ
プ
の
高
級
紙
ク
ロ
ス
で
あ
る
。
オ
フ
セ
ッ
ト
多
色
刷
り
、
活
版
、
箔
押
し
と
三
拍
子
そ
ろ
っ
た
加
工
機
能
に
加

え
て
、
紙
で
あ
り
な
が
ら
皮
革
調
の
し
な
や
か
さ
を
も
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
重
厚
で
落
ち
着
き
の
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
調

の
カ
ラ
ー
展
開
が
、
同
製
品
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。
用
途
は
並
製
本
の
装
幀
か
ら
、
高
級
パ
ッ
ケ
ー
ジ

材
、
製
函
材
な
ど
と
幅
ひ
ろ
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。

●
パ
ッ
ケ
ー
ジ
用
ク
ロ
ス
の
開
発

　

一
九
八
五
年
︵
昭
和
六
〇
︶
ご
ろ
か
ら
、
ク
ロ
ス
事
業
部
で
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
用
に
し
ぼ
っ
た
ク
ロ
ス
の
製
品
開
発
に
と

り
く
ん
で
い
る
。
消
費
者
の
嗜
好
が
多
様
化
し
、
商
品
と
い
う
も
の
に
個
性
が
も
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
パ
ッ
ケ
ー

ジ
と
い
う
も
の
が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ク
ロ
ス
製
品
も
お
の
ず
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
感
覚
が
も
と
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
時
代
の
流
れ
の
な
か
で
、
培
わ
れ
た
ク
ロ
ス
づ
く
り
の
技
術
を
縦
横
に
複
合
さ
せ
、

数
多
く
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
用
ク
ロ
ス
の
新
製
品
を
う
み
だ
し
た
。

﹁
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
﹂
は
一
九
八
六
年
︵
昭
和
六
一
︶
に
誕
生
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
用
ク
ロ
ス
の
製
品
群
に
付
し
た
総
称
で
あ

る
。

　

同
シ
リ
ー
ズ
の
誕
生
に
よ
り
、
ク
ロ
ス
製
品
と
し
て
は
、
書
籍
装
幀
、
文
具
・
紙
工
品
の
ほ
か
﹁
包
装
・
パ
ッ
ケ
ー

ジ
﹂
と
い
う
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
が
う
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　

ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
に
は
三
つ
の
製
品
シ
リ
ー
ズ
が
あ
っ
た
。
画
期
的
な
新
製
品
と
い
う
も
の
で
は
な
い
が
、
多
彩
な
技
術

ラップランド見本帳
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の
複
合
に
よ
っ
て
う
み
だ
し
た
新
し
い
感
覚
の
素
材
で
あ
る
。
ベ
ー
ス
素
材
と
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
の
く
み
あ
わ
せ
、
さ

ら
に
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
発
想
が
加
わ
っ
て
、
い
く
つ
も
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
結
実
し
た
。

　

た
と
え
ば
﹁
ハ
イ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
﹂
は
、
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
感
覚
の
新
素
材
と
い
う
ね
ら
い
で
出
発
し
て
い
る
。
ア
ル
ミ

箔
を
ク
ロ
ス
で
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、
布
目
か
ら
銀
が
の
ぞ
い
て
、
糸
を
織
り
こ
ん
だ
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
し
た
。

﹁
Ｒ
Ｂ
﹂
は
、
か
ん
た
ん
に
い
え
ば
紙
に
合
成
樹
脂
を
ラ
ミ
ネ
ー
ト
し
た
ゴ
ム
感
覚
の
紙
。
紙
と
樹
脂
と
い
う
ま
っ
た
く

異
質
の
素
材
を
結
合
さ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
素
材
で
あ
る
。

﹁
う
る
し
び
﹂
の
開
発
は
、
紙
に
漆う

る
し

を
塗
っ
て
み
た
い
と
い
う
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
発
想
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
再
生
紙
に
ア
ル
ミ
を
手
抄す

き
で
抄
き
こ
ん
だ
﹁
ぎ
ん
が
﹂、
紙
に
ア
ル
ミ
を
蒸
着
さ
せ
た
光
る
紙
﹁
グ
ロ
リ
ア
ミ
ラ
ー
﹂、

不
織
布
に
フ
ィ
ル
ム
を
ラ
ミ
ネ
ー
ト
し
た
﹁
サ
ー
フ
ェ
イ
ス
﹂
な
ど
が
あ
る
。

　

ク
ロ
ス
事
業
部
で
は
一
九
八
六
年
︵
昭
和
六
一
︶
五
月
、﹁
パ
ッ
ケ
ー
ジ
素
材
展
﹂
を
、
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
で
開

催
し
た
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
い
う
分
野
に
的
を
し
ぼ
っ
た
ク
ロ
ス
の
展
示
会
は
業
界
で
も
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
。 

　

展
示
会
は
﹁
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
の
作
業
現
場
か
ら
﹂
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
で
、
内
容
的
に
は
メ
ー
カ
ー
と
デ
ザ

イ
ナ
ー
が
素
材
レ
ベ
ル
か
ら
共
同
開
発
で
と
り
く
ん
だ
作
品
展
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
参
加
者
は
同
展
示
会
の
総
合
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
る
鹿
目
尚
志
氏
を
は
じ
め
と
す
る
一
〇
人
の
新
鋭
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
さ
ら
に
コ
シ
ノ
ヒ
ロ

コ
氏
や
か
わ
ぐ
ち
せ
い
こ
氏
な
ど
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
も
加
わ
る
と
い
う
多
彩
な
顔
ぶ
れ

と
な
っ
た
。
参
加
し
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
が
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
素
材
と
む
す
び
つ
い
て
、
既
成
概
念
に
と
ら

わ
れ
な
い
大
胆
な
提
案
が
な
さ
れ
た
。
従
来
の
素
材
展
示
会
の
ワ
ク
を
破
っ
た
画
期
的
な
展
示
会
と
し
て
、
関
係
業
界
だ

け
で
な
く
、
ひ
ろ
く
デ
ザ
イ
ン
関
係
者
か
ら
も
高
い
評
価
を
う
け
た
。

　

一
九
八
七
年
︵
昭
和
六
二
︶
四
月
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
Ｊ
Ｐ
Ｄ
Ａ
︵
日
本
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
協
会
︶
の
﹁
デ
ザ
イ
ン

賞
﹂
の
特
賞
と
奨
励
賞
を
う
け
て
い
る
。
受
賞
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
同
展
示
会
に
出
品
し
た
﹁
ポ
タ
リ
ズ
ム
﹂︵
三
平

三
雄
氏
作
、
グ
ロ
リ
ア
ミ
ラ
ー
使
用
︶、﹁
四
角
い
タ
イ
ヤ
﹂︵
川
路
ヨ
ウ
セ
イ
氏
作
、
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
、
ロ
ン
ニ
ッ
ク
使

用
︶
の
二
作
品
で
、
製
作
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
も
ど
も
受
賞
し
た
の
で
あ
る
。
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第
三
節  
印
字
リ
ボ
ン 

第
二
ス
テ
ッ
プ
に
向
か
う

●
ビ
ジ
ネ
ス
用
途
販
売
部
が
発
足
す
る

　

イ
ン
ク
リ
ボ
ン
製
品
は
、
一
九
七
五
年
︵
昭
和
五
〇
︶
以
降
、
成
長
分
野
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
っ
た
。
前
章
で
の
べ

た
よ
う
に
、
ま
ず
は
日
本
中
央
競
馬
会
︵
Ｊ
Ｒ
Ａ
︶
の
勝
馬
投
票
券
︵
馬
券
︶
発
券
機
用
リ
ボ
ン
に
は
じ
ま
り
、
電
算
機

ラ
イ
ン
プ
リ
ン
タ
用
は
日
本
電
信
電
話
公
社
︵
現
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
︶
の
ラ
イ
ン
プ
リ
ン
タ
用
リ
ボ
ン
、
端
末
プ
リ
ン
タ
用
で
は

第
一
次
金
融
オ
ン
ラ
イ
ン
化
と
い
う
追
い
風
が
も
た
ら
し
た
金
融
端
末
に
対
応
す
る
通
帳
用
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
を
開
発
し
、

後
発
で
品
質
に
問
題
を
か
か
え
な
が
ら
も
、
こ
の
分
野
に
本
格
参
入
を
は
た
し
た
。

　

一
九
七
七
年
︵
昭
和
五
二
︶
一
一
月
の
組
織
改
編
で
ビ
ジ
ネ
ス
用
途
販
売
部
を
発
足
さ
せ
た
の
は
、
こ
の
イ
ン
ク
リ
ボ

ン
の
開
発
、
拡
販
を
視
野
に
お
い
て
の
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
ク
ロ
ス
販
売
部
に
お
い
て
い
た
印
刷
用
ク
ロ
ス
の
販
売

担
当
と
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
販
売
担
当
を
分
離
独
立
さ
せ
て
、
新
し
く
部
と
し
て
編
成
し
た
の
で
あ
る
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
用
途
販
売
部
を
中
心
に
、
リ
ボ
ン
製
品
開
発
の
第
二
ス
テ
ッ
プ
が
一
九
七
九
～
八
〇
年
︵
昭
和
五
四
～
五

五
︶
ご
ろ
か
ら
活
発
化
す
る
の
で
あ
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
総
合
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の
浸
透
、
さ
ら
に
汎
用
プ
リ

ン
タ
が
急
速
に
の
び
、
金
融
シ
ス
テ
ム
、
発
券
機
シ
ス
テ
ム
、
物
流
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
特
殊
端
末
プ
リ
ン
タ
が
登
場
し
て
、

イ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
仕
様
も
多
種
多
様
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

●
勝
馬
投
票
券
用
リ
ボ
ン
の
進
化

　

日
本
中
央
競
馬
会
︵
Ｊ
Ｒ
Ａ
︶
の
勝
馬
投
票
券
︵
馬
券
︶
は
一
九
六
八
年
︵
昭
和
四
三
︶
ご
ろ
か
ら
順
次
に
穴
あ
き
馬

券
か
ら
印
刷
式
の
馬
券
に
変
更
さ
れ
、
一
九
七
六
年
︵
昭
和
五
一
︶
ま
で
に
、
穴
あ
き
馬
券
は
姿
を
消
し
た
。
偽
造
防
止

の
た
め
に
紙
へ
の
印
字
馬
券
に
な
り
、
そ
の
発
券
機
に
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
が
つ
か
わ
れ
て
き
た
。
だ
が
印
刷
式
の
馬
券
に
な

っ
て
も
偽
造
は
な
く
な
ら
な
か
っ
た
。

　

一
九
七
四
年
︵
昭
和
四
九
︶
に
は
早
く
も
偽
造
の
問
題
が
も
ち
あ
が
り
、
磁
気
イ
ン
ク
を
使
用
し
た
偽
造
防
止
リ
ボ
ン

を
開
発
、
本
番
テ
ス
ト
に
も
合
格
し
て
採
用
と
な
っ
た
。
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一
九
七
六
年
︵
昭
和
五
一
︶
に
は
磁
気
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
︵
エ
ン
ド
レ
ス
︶
と
イ
ン
キ
補
給
筒
を
セ
ッ
ト
に
し
た
ユ
ニ
ッ

ト
を
提
案
、
六
月
一
九
日
に
中
山
競
馬
場
で
発
売
テ
ス
ト
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

磁
気
イ
ン
ク
︵
赤
外
線
ラ
ン
プ
に
反
応
す
る
︶
の
導
入
に
つ
い
て
、
南
川
義
治
︵
元
常
務
︶
は
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

﹁
イ
ン
ク
の
な
か
に
磁
粉
を
い
れ
て
磁
気
イ
ン
ク
と
し
、
東
亞
印
刷
に
も
馬
券
用
紙
の
印
刷
用
に
磁
気
を
い
れ
て
く
だ
さ

い
と
お
願
い
し
た
。
そ
れ
じ
ゃ
、
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
と
言
わ
れ
、
印
刷
イ
ン
キ
も
つ
く
っ
た
﹂

　

さ
ら
に
そ
の
年
の
秋
に
は
偽
造
防
止
対
策
と
し
て
、
蛍
光
発
色
リ
ボ
ン
︵
グ
リ
ー
ン
発
色
︶
を
開
発
、
一
二
月
に
新
橋

の
投
票
券
発
売
所
で
テ
ス
ト
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
Ａ
が
主
催
す
る
中
央
競
馬
の
馬
券
は
現
実
に
一
九
七
八
年
︵
昭
和
五
三
︶
六
月
以
降
順
次
、
裏
面
が
黒
の
磁
気
馬

券
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
当
時
は
馬
券
の
有
効
期
限
が
一
年
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
ゆ
え
お
の
ず
と
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
に
も
そ

れ
に
対
応
す
る
印
刷
の
堅
牢
度
が
要
求
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

偽
造
に
よ
る
不
正
払
い
も
ど
し
事
件
は
そ
の
後
も
終
息
す
る
気
配
が
な
か
っ
た
ら
し
く
、
一
九
八
〇
年
︵
昭
和
五
五
︶

に
は
、
磁
気
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
新
製
品
を
提
案
、
テ
ス
ト
の
結
果
、
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

中
央
競
馬
だ
け
で
な
く
、
一
九
八
一
年
︵
昭
和
五
六
︶
に
な
る
と
公
営
競
技
場
︵
地
方
競
馬
場
、
競
輪
場
、
ボ
ー
ト
レ

ー
ス
場
、
オ
ー
ト
レ
ー
ス
場
︶
に
も
ト
ー
タ
リ
ゼ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
全
国
に

は
一
一
〇
場
の
レ
ー
ス
場
が
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
四
〇
場
に
富
士
通
機
電
︵
現
・
富
士
通
フ
ロ
ン
テ
ッ
ク
︶
の
馬
券
発
券

機
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

富
士
通
の
発
券
機
導
入
に
と
も
な
い
、
一
九
八
一
年
︵
昭
和
五
六
︶
に
は
三
〇
場
、
一
九
八
二
年
︵
昭
和
五
七
︶
に
は

さ
ら
に
一
〇
場
の
レ
ー
ス
場
に
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
印
字
リ
ボ
ン
が
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
公
営
競
技
の
レ
ー
ス
場
は
当
初

か
ら
磁
気
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
で
あ
っ
た
。

●
汎
用
端
末
機
用
印
字
リ
ボ
ン
の
多
様
化

　

第
二
次
金
融
オ
ン
ラ
イ
ン
化
と
汎
用
プ
リ
ン
タ
の
登
場
が
印
字
リ
ボ
ン
の
新
製
品
開
発
を
う
な
が
す
こ
と
に
な
る
。

　

郵
政
省
は
一
九
八
三
年
︵
昭
和
五
八
︶
完
成
を
目
標
に
第
二
次
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
構
想
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。
全
国
規

模
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
登
場
す
る
。
そ
こ
で
通
帳
用
ク
ロ
ス
と
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
組
織
を
合
体
さ
せ
、
新
製
品
の
開
発
に
向
か
っ

た
。
リ
ボ
ン
は
﹁
Ｓ
Ｐ
シ
リ
ー
ズ
﹂
を
改
良
、
一
九
八
〇
年
︵
昭
和
五
五
︶
に
﹁
Ｄ
Ｐ
シ
リ
ー
ズ
﹂
を
新
し
く
開
発
し
た
。

こ
の
﹁
Ｄ
Ｐ
シ
リ
ー
ズ
﹂
は
、
郵
政
省
、
各
銀
行
に
あ
い
つ
い
で
採
用
さ
れ
て
主
力
商
品
に
な
っ
て
い
っ
た
。
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だ
が
金
融
端
末
機
用
リ
ボ
ン
に
つ
い
て
は
も
と
も
と
問
題
が
多
か
っ
た
。
同
リ
ボ
ン
は
赤
・
黒
の
複
色
リ
ボ
ン
な
の
だ

が
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
の
滲
み
が
多
発
し
た
。
活
字
リ
ボ
ン
を
対
象
と
し
た
塗
装
機
で
生
産
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
さ

ら
に
イ
ン
ク
の
汚
れ
に
よ
る
目
詰
ま
り
な
ど
の
問
題
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
富
士
通
の
シ
リ
ア
ル
ド
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
は
高

密
度
ゆ
え
に
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
の
滲
み
は
致
命
的
で
あ
っ
た
。

　

端
末
機
用
の
赤
・
黒
リ
ボ
ン
の
品
質
と
生
産
性
の
向
上
の
た
め
、
一
九
八
五
年
︵
昭
和
六
〇
︶、
横
山
製
作
所
か
ら
多

色
リ
ボ
ン
塗
装
機
を
導
入
、
東
京
工
場
の
第
五
工
場
に
設
置
し
た
。
新
し
い
塗
装
機
の
稼
働
に
よ
り
、
合
繊
を
ベ
ー
ス
に

採
用
し
た
製
造
技
術
が
完
成
し
た
。
こ
の
ほ
か
多
色
塗
装
機
の
導
入
は
計
測
器
用
や
特
殊
端
末
機
用
の
印
字
リ
ボ
ン
の
開

発
を
う
な
が
す
こ
と
に
な
る
。

　

汎
用
タ
イ
プ
の
小
型
端
末
機
も
こ
の
こ
ろ
か
ら
専
門
メ
ー
カ
ー
が
登
場
し
て
く
る
。
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
主
力
市
場
は
、

パ
ソ
コ
ン
、
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
の
端
末
プ
リ
ン
タ
が
中
心
に
な
っ
て
ゆ
く
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
開
発
し
た
の
が
、
一
九

八
三
年
︵
昭
和
五
八
︶
に
投
入
し
た
﹁
Ｄ
Ｐ
Ｋ
︱
24
Ｅ
﹂
で
あ
っ
た
。

　

Ｄ
Ｐ
Ｋ
︱
24
Ｅ
は
富
士
通
の
主
力
端
末
プ
リ
ン
タ
用
の
カ
セ
ッ
ト
リ
ボ
ン
と
し
て
開
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
詰
め
替
え

式
の
サ
ブ
カ
セ
ッ
ト
を
搭
載
し
た
の
が
同
製
品
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
ほ
と
ん
ど
は
、

カ
セ
ッ
ト
化
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

　

成
型
カ
セ
ッ
ト
リ
ボ
ン
の
開
発
に
と
り
く
ん
だ
の
は
、
富
士
通
で
小
型
端
末
機
の
規
格
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
一
九
七

八
年
︵
昭
和
五
三
︶
ご
ろ
か
ら
で
あ
る
。
イ
ン
ク
が
ベ
タ
つ
い
て
も
、
カ
セ
ッ
ト
の
成
型
が
わ
る
く
て
も
リ
ボ
ン
は
か
ら

み
つ
く
。
そ
の
た
め
に
は
カ
セ
ッ
ト
成
型
ま
で
目
く
ば
り
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
カ
セ
ッ
ト
の
設
計
か
ら
型
づ
く

り
ま
で
リ
ボ
ン
の
製
造
工
場
で
お
こ
な
う
と
い
う
万
全
の
体
制
で
の
ぞ
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

プ
リ
ン
タ
機
種
の
多
様
化
と
と
も
に
、
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
製
品
形
態
は
一
〇
〇
種
類
を
超
え
、
生
産
に
は
ア
セ
ン
ブ
リ

ー
技
術
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

イ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
製
造
部
門
で
は
、
プ
リ
ン
タ
・
メ
ー
カ
ー
と
連
携
し
な
が
ら
、
ベ
ー
ス
素
材
の
設
計
、
イ
ン
ク
ブ
レ

ン
ド
、
カ
セ
ッ
ト
成
形
技
術
は
も
と
よ
り
、
ア
セ
ン
ブ
リ
ー
技
術
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
駆
使
し
て
、
新
製
品
の

開
発
に
と
り
く
ん
だ
。

　

ラ
イ
ン
プ
リ
ン
タ
用
の
印
字
リ
ボ
ン
に
つ
い
て
は
最
初
の
出
遅
れ
も
あ
っ
て
、
機
器
メ
ー
カ
ー
の
認
定
が
え
ら
れ
な
い

ま
ま
時
を
か
さ
ね
た
。
そ
こ
で
ア
フ
タ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
販
売
活
動
に
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
し
て
活
路
を
見
出
し
た
。
一

九
七
四
年
︵
昭
和
四
九
︶
ご
ろ
か
ら
三
豊
ク
ロ
ス
︵
現
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
ジ
ュ
ノ
︶
を
代
理
店
と
し
た
が
、
一
九
八
三
年

︵
昭
和
五
八
︶
か
ら
は
ビ
ジ
ネ
ス
消
耗
品
を
あ
つ
か
う
日
本
メ
モ
レ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
︵
現
兼
松
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
株

インクリボン（カセットリボン） コンピュータリボン  
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式
会
社
︶
と
代
理
店
契
約
を
む
す
び
、ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
ブ
ラ
ン
ド
﹁
レ
オ
ナ
﹂
を
も
っ
て
市
場
拡
大
に
の
り
だ
し
て
い
る
。

●
熱
転
写
（
サ
ー
マ
ル
）
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
開
発

　

情
報
分
野
の
主
力
で
あ
る
印
字
記
録
用
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
は
、
一
九
八
〇
年
代
︵
昭
和
五
五
～
︶
に
な
る
と
フ
ァ
ブ
リ
ッ

ク
素
材
の
タ
イ
プ
か
ら
フ
ィ
ル
ム
素
材
の
タ
イ
プ
に
移
行
し
て
ゆ
く
。

　

熱
転
写
へ
の
と
り
く
み
は
一
九
八
二
年
︵
昭
和
五
七
︶
ご
ろ
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
ド
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
の
時
代
に
な

り
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
各
種
端
末
機
の
印
字
に
は
Ｏ
Ｃ
Ｒ
︵
光
学
的
文
字
認
識
︶
機
能
が
も
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
の
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
中
央
競
馬
の
勝
馬
投
票
券
の
発
券
機
用
の
リ
ボ
ン
も
印
字
後
の
読
み
と
り
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

鮮
明
な
印
字
と
偽
造
防
止
の
特
殊
イ
ン
ク
の
印
字
が
も
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
熱
転
写
リ
ボ
ン
が
注
目
を
あ
つ
め
た

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
協
力
工
場
と
共
同
開
発
し
、
熱
転
写
リ
ボ
ン
の
新
製
品
を
サ
ン
プ
ル
と
し
て
提
供
、
そ
の
結
果
、
日

本
中
央
競
馬
会
で
の
採
用
が
具
体
化
し
て
い
る
。
時
を
お
な
じ
く
し
て
公
営
競
技
の
富
士
通
機
電
の
シ
ス
テ
ム
で
も
熱
転

写
リ
ボ
ン
の
採
用
が
決
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
馬
券
発
券
機
用
リ
ボ
ン
に
熱
転
写
リ
ボ
ン
の
需
要
が
た
か
ま
る
な
か
で
、

そ
の
生
産
設
備
の
具
体
化
と
品
質
の
確
立
が
急
が
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

そ
ん
な
背
景
か
ら
一
九
八
四
年
︵
昭
和
五
九
︶、
米
国
の
ロ
イ
タ
イ
プ
か
ら
中
古
の
熱
転
写
フ
ィ
ル
ム
塗
装
機
を
導
入

し
た
。
熱
転
写
リ
ボ
ン
の
ワ
ッ
ク
ス
タ
イ
プ
か
ら
生
産
に
着
手
し
た
が
、
フ
ィ
ル
ム
へ
の
精
密
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
ダ
イ
ニ

ッ
ク
に
は
未
知
の
技
術
世
界
だ
っ
た
。
六
ミ
ク
ロ
ン
、
三
・
五
ミ
ク
ロ
ン
の
超
薄
手
に
な
る
と
、
薄
く
均
一
に
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
当
時
の
ダ
イ
ニ
ッ
ク
に
そ
ん
な
技
術
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
イ
ン
ク
も
塗
装
も

す
べ
て
初
体
験
だ
っ
た
が
、
技
術
ス
タ
ッ
フ
が
苦
心
し
て
製
品
を
つ
く
り
あ
げ
、
仕
上
ス
リ
ッ
タ
ー
機
も
完
成
さ
せ
て
い

る
。
な
ん
と
か
六
ミ
ク
ロ
ン
の
勝
馬
投
票
券
用
、
三
・
五
ミ
ク
ロ
ン
の
ワ
ー
プ
ロ
、
フ
ァ
ク
ス
用
途
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
が
、
量
産
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
ま
だ
ま
だ
課
題
が
山
積
し
て
い
た
。

●
磁
気
通
帳
用
ク
ロ
ス 

マ
グ
ナ
プ
レ
ン
の
開
発

　

通
帳
用
の
ク
ロ
ス
の
新
製
品
開
発
を
う
な
が
し
た
の
は
一
九
七
五
年
︵
昭
和
五
〇
︶
に
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
金
融
の
第

二
次
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

ロイタイプにて



326

　

郵
政
省
は
一
九
八
三
年
︵
昭
和
五
八
︶
ま
で
に
全
国
オ
ン
ラ
イ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
完
成
さ
せ
る
と
い
う
計
画
を
発
表

し
た
。
都
市
銀
行
も
自
行
で
の
サ
ー
ビ
ス
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
だ
け
で
な
く
、
他
の
都
市
銀
行
や
有
力
地
銀
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
接
続
す
る
と
い
う
。
現
金
自
動
預
け
払
い
機
︵
Ａ
Ｔ
Ｍ
︶
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
出
現
し
た
の
も
こ
の
と
き
で
あ
る
。
そ
れ

は
事
務
の
合
理
化
、
窓
口
の
合
理
化
を
ね
ら
い
と
し
た
金
融
シ
ス
テ
ム
の
大
変
革
で
あ
っ
た
。
一
九
七
五
年
︵
昭
和
五

〇
︶
に
は
す
で
に
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
に
使
わ
れ
る
金
融
端
末
機
の
開
発
が
は
じ
ま
り
、
富
士
通
を
は
じ
め
と
す
る
機

器
メ
ー
カ
ー
が
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
た
。

　

窓
口
会
計
機
も
す
べ
て
更
新
さ
れ
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
通
帳
も
リ
ボ
ン
も
新
し
く
な
る
。
通
帳
用
の
ク
ロ
ス
は
磁
気

に
対
応
す
る
磁
気
通
帳
用
ク
ロ
ス
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
印
刷
適
性
に
加
え
て
磁
気
適
性
︵
可
読
性
︶、
ス
タ

ン
プ
適
性
な
ど
が
新
し
く
も
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

銀
行
か
ら
は
多
色
刷
り
で
き
る
デ
ザ
イ
ン
性
、
印
刷
会
社
か
ら
は
印
刷
製
本
適
性
、
さ
ら
に
機
器
メ
ー
カ
ー
か
ら
は
Ａ

Ｔ
Ｍ
窓
口
機
器
の
操
作
性
を
も
と
め
ら
れ
た
。
通
帳
用
ク
ロ
ス
は
そ
れ
ぞ
れ
の
要
求
品
質
を
す
べ
て
満
た
さ
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
る

　

そ
ん
な
な
か
で
一
九
七
六
年
︵
昭
和
五
一
︶、
通
帳
用
ク
ロ
ス
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
足
し
て
い
る
。
通
帳
用
ク
ロ
ス

も
ふ
く
め
、
ひ
ろ
く
印
刷
用
ク
ロ
ス
を
視
野
に
お
さ
め
た
開
発
チ
ー
ム
で
あ
っ
た
。
当
時
、
印
刷
ク
ロ
ス
の
営
業
担
当
だ

っ
た
日
下
部
英
夫
は
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

　

今
か
ら
思
う
と
、
あ
の
こ
ろ
が
ク
ロ
ス
製
品
に
と
っ
て
お
お
き
な
曲
が
り
角
だ
っ
た
。
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
直
後

で
素
材
革
命
の
時
代
と
い
わ
れ
、
戦
後
の
ダ
イ
ニ
ッ
ク
を
さ
さ
え
て
き
た
大
型
出
版
は
低
迷
、
業
績
は
悪
化
し
て
い

た
。
そ
ん
な
お
り
に
郵
政
、
銀
行
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
で
、
布
ク
ロ
ス
の
新
し
い
お
お
き
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
出

現
し
た
。
当
時
は
百
科
事
典
に
も
印
刷
の
で
き
る
布
ク
ロ
ス
が
も
と
め
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
印
刷
ク

ロ
ス
と
い
う
く
く
り
で
開
発
に
と
り
く
ん
だ
。

　

磁
気
通
帳
用
の
ク
ロ
ス
に
つ
い
て
も
同
業
他
社
が
先
行
し
て
い
た
が
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
一
九
七
六
年
︵
昭
和
五
一
︶、

﹁
マ
グ
ナ
プ
レ
ン
﹂
を
磁
気
通
帳
用
の
布
ク
ロ
ス
と
し
て
世
に
お
く
り
だ
し
た
。
大
日
本
印
刷
で
マ
グ
ナ
プ
レ
ン
に
よ
る

通
帳
を
作
成
、
松
下
通
信
工
業
で
機
器
テ
ス
ト
を
う
け
、
半
年
後
に
郵
政
省
か
ら
認
定
を
う
け
た
。

　

都
市
銀
行
も
同
業
他
社
が
先
行
し
て
い
た
。
磁
気
と
い
う
新
し
い
製
品
ゆ
え
に
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
製
品
は
ク
レ
ー
ム
の
発

生
状
況
か
ら
大
手
印
刷
会
社
に
忌
避
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
な
か
で
、
な
ん
と
か
テ
ス
ト
対
象
に
も
ち
こ
ん
だ

通帳用クロス見本帳
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の
は
、
も
っ
ぱ
ら
営
業
努
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
お
お
き
か
っ
た
。
磁
気
通
帳
は
磁
気
テ
ー
プ
の
読
み
と
り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
機
挿

入
の
操
作
性
な
ど
チ
ェ
ッ
ク
項
目
が
多
か
っ
た
。
印
刷
会
社
は
機
器
メ
ー
カ
ー
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
し
て
テ
ス
ト
を
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
機
器
メ
ー
カ
ー
の
富
士
通
に
挿
入
テ
ス
ト
用
に
マ
グ
ナ
プ
レ
ン
を
使
用
し
た
通
帳
を
指
定
し
て
も

ら
う
な
ど
、
大
手
印
刷
会
社
に
品
質
を
認
定
さ
れ
る
ま
で
に
は
紆
余
曲
折
を
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

一
九
七
七
年
︵
昭
和
五
二
︶、
大
手
印
刷
会
社
技
術
部
の
認
定
を
う
け
、
よ
う
や
く
具
体
的
な
納
入
交
渉
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
郵
政
省
︵
同
業
他
社
と
折
半
︶
を
は
じ
め
と
し
て
、
埼
玉
銀
行
︵
同
︶、
三
菱
銀
行
︵
一
部
の
み
︶、
三
井

銀
行
︵
同
業
他
社
と
折
半
︶
な
ど
、
お
も
だ
っ
た
都
市
銀
行
に
も
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
ブ
ロ
ッ

キ
ン
グ
の
問
題
が
発
生
す
る
な
ど
基
本
的
な
品
質
を
問
わ
れ
る
状
態
が
つ
づ
い
た
。

　

通
帳
用
ク
ロ
ス
の
要
求
品
質
は
こ
と
の
ほ
か
き
び
し
か
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
も
日
下
部
英
夫
は
次
の
よ
う
に
の
べ
て

い
る
。

　

ベ
ー
ス
は
綿
布
だ
が
品
質
的
に
も
高
度
な
も
の
だ
っ
た
。
粗
い
目
と
か
織
り
ム
ラ
、
節
目
、
そ
う
い
う
も
の
が
出

て
く
る
と
す
べ
て
オ
ミ
ッ
ト
に
な
る
。
郵
政
と
都
市
銀
行
の
綿
布
は
ち
が
っ
て
い
て
、
郵
政
の
綿
布
は
糸
目
が
太
か

っ
た
。
都
市
銀
行
の
ほ
う
は
非
常
に
目
の
細
か
い
綿
布
だ
っ
た
。
綿
布
の
開
発
に
つ
い
て
は
営
業
が
先
頭
に
立
っ
て

商
社
と
交
渉
し
た
。

　

一
九
七
九
年
︵
昭
和
五
四
︶
ご
ろ
に
な
る
と
機
器
メ
ー
カ
ー
も
大
手
電
算
機
メ
ー
カ
ー
だ
け
で
な
く
、
オ
リ
ベ
ッ
テ
ィ
、

Ｎ
Ｃ
Ｒ
、
Ｔ
Ｅ
Ｃ
な
ど
金
融
端
末
機
メ
ー
カ
ー
も
参
入
、
地
方
の
中
小
印
刷
会
社
も
磁
気
通
帳
の
印
刷
製
本
に
の
り
だ
し

て
き
た
。
そ
こ
で
農
協
、
労
金
、
信
金
組
合
な
ど
を
対
象
に
重
点
的
に
受
注
活
動
を
展
開
し
た
。

　

だ
が
通
帳
用
ク
ロ
ス
を
市
場
に
投
入
し
て
五
年
た
っ
て
も
、
な
お
カ
ー
ル
す
る
な
ど
の
問
題
は
解
消
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
大
手
印
刷
会
社
か
ら
は
好
感
を
も
た
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
お
り
か
ら
磁
気
通
帳
は
磁
気
テ
ー
プ
の
接
着
方
式
か
ら
、

磁
気
箔
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
方
式
に
か
わ
り
、
あ
ら
た
め
て
磁
気
イ
ン
ク
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
適
性
の
テ
ス
ト
が
必
要
に
な
っ

た
。
そ
こ
で
急
ぎ
マ
グ
ナ
プ
レ
ン
の
改
良
版
を
提
出
、
結
果
は
問
題
な
し
と
認
定
さ
れ
た
。
印
刷
適
性
の
量
産
テ
ス
ト
に

も
合
格
し
て
、
磁
気
通
帳
用
ク
ロ
ス
﹁
ニ
ュ
ー
マ
グ
ナ
プ
レ
ン
﹂
が
完
成
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
八
〇
年
︵
昭
和
五
五
︶
に
は
、
改
良
版
の
﹁
ニ
ュ
ー
マ
グ
ナ
﹂
を
投
入
、
大
手
都
市
銀
行
︵
三
井
、
三
菱
、
第
一

勧
銀
、
協
和
、
三
和
、
住
友
、
埼
玉
︶
の
通
帳
を
印
刷
製
本
す
る
五
大
印
刷
会
社
︵
大
日
本
、
凸
版
、
共
同
、
瀬
味
証
券
、

昌
栄
︶
か
ら
、
同
業
他
社
と
わ
け
あ
っ
て
受
注
を
獲
得
し
た
。

磁気通帳 磁気通帳用クロス見本帳
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第
四
節  
高
付
加
価
値
の
ビ
ニ
ル
壁
紙
を
発
売

●
ビ
ニ
ル
壁
紙
と
滋
賀
工
場

　

ビ
ニ
ル
壁
紙
は
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
一
九
六
八
年
︵
昭
和
四
三
︶
か
ら
生
産
に
の
り
だ
し
、﹁
Ｎ
Ｃ
ウ
ォ
ー
ル
ペ
ー

パ
ー
﹂、
つ
づ
い
て
翌
一
九
六
九
年
︵
昭
和
四
四
︶
に
は
﹁
ウ
ォ
ー
ル
ラ
イ
ト
﹂﹁
タ
ペ
タ
ン
Ｖ
﹂
を
市
場
に
投
入
し
て
き

た
。

﹁
ウ
ォ
ー
ル
ラ
イ
ト
﹂
は
綿
の
寒
冷
紗
に
Ｐ
Ｖ
Ｃ
加
工
し
た
壁
材
で
、
従
来
の
ビ
ニ
ル
壁
材
と
は
ち
が
っ
て
軽
量
素
材
で

あ
っ
た
。﹁
タ
ペ
タ
ン
Ｖ
﹂
は
京
都
工
場
で
開
発
し
、
京
都
・
深
谷
の
両
工
場
で
製
造
し
た
が
、
壁
紙
原
紙
に
Ｐ
Ｖ
Ｃ
加

工
し
た
表
面
に
プ
リ
ン
ト
・
エ
ン
ボ
ス
し
た
壁
紙
で
あ
る
。
グ
ラ
ビ
ア
印
刷
と
ス
ク
リ
ー
ン
印
刷
の
二
タ
イ
プ
が
あ
っ
た
。

　

ビ
ニ
ル
壁
紙
は
当
初
エ
ン
ボ
ス
タ
イ
プ
か
プ
リ
ン
ト
一
色
の
非
防
燃
品
が
主
流
だ
っ
た
が
、
一
九
七
二
年
︵
昭
和
四

七
︶
ご
ろ
か
ら
の
住
宅
ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
、
こ
れ
が
飛
躍
的
に
の
び
、
製
品
も
防
燃
加
工
し
た
タ
イ
プ
が
主
流
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
多
色
化
、
高
発
泡
化
も
す
す
ん
で
、
幅
ひ
ろ
い
品
ぞ
ろ
え
で
展
開
す
る
時
代
に
な
っ
て
ゆ
く
。

　

お
り
か
ら
京
都
工
場
の
滋
賀
工
場
へ
の
新
設
移
転
、
壁
紙
の
量
産
化
問
題
も
か
ら
ん
で
、
ビ
ニ
ル
製
品
の
製
造
の
あ
り

か
た
が
お
お
き
な
経
営
課
題
に
な
っ
た
。
深
谷
工
場
と
の
か
ね
あ
い
も
ふ
く
め
て
検
討
の
結
果
、
最
終
的
に
滋
賀
工
場
は

壁
紙
の
量
産
型
工
場
と
す
る
こ
と
に
決
し
た
。
そ
の
結
果
、
滋
賀
工
場
は
塩
ビ
ペ
ー
ス
ト
加
工
の
設
備
増
強
に
向
か
い
、

カ
レ
ン
ダ
ー
に
よ
る
ビ
ニ
ル
製
品
は
、
す
べ
て
深
谷
工
場
に
集
約
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
七
八
年
︵
昭
和
五
三
︶
新
設
の
滋
賀
工
場
に
、
国
産
ロ
ー
ル
ド
ク
タ
ー︵
乾
燥
炉
、
エ
ン
ボ
ス
プ
リ
ン
ト
装
置
付
︶

を
新
し
く
配
備
、
Ｐ
Ｖ
Ｃ
ペ
ー
ス
ト
加
工
に
よ
る
ビ
ニ
ル
壁
紙
︵
発
泡
、
非
発
泡
品
︶
の
本
格
生
産
を
め
ざ
し
た
の
で
あ

っ
た
。

　

さ
ら
に
一
九
八
〇
年
︵
昭
和
五
五
︶
に
は
、
月
産
一
五
〇
万
メ
ー
ト
ル
を
め
ざ
し
て
設
備
強
化
、
四
色
印
刷
機
と
発
泡

機
を
新
設
し
て
い
る
。

●
高
発
泡
壁
紙 

ロ
ー
タ
リ
ー
・
タ
イ
プ
の
開
発
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ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
ビ
ニ
ル
壁
紙
は
発
泡
品
、
非
発
泡
品
も
ふ
く
め
て
、
滋
賀
工
場
が
稼
働
し
た
一
九
七
八
年
︵
昭
和
五

三
︶
ご
ろ
に
製
品
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
と
と
の
え
、
本
格
的
に
市
場
に
投
入
し
て
い
る
。

　

壁
紙
は
Ｏ
Ｅ
Ｍ
製
品
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
よ
る
量
販
路
線
を
と
り
な
が
ら
、

一
方
で
は
高
発
泡
品
、
プ
リ
ン
ト
・
エ
ン
ボ
ス
同
調
品
な
ど
に
よ
る
高
付
加
価
値
製
品
を
め
ざ
す
と
い
う
の
が
、
メ
ー
カ

ー
と
し
て
の
基
本
的
な
姿
勢
と
な
っ
た
。

　

壁
紙
の
種
類
は
紙
製
、
ビ
ニ
ル
製
、
織
物
製
な
ど
と
数
多
い
が
、
そ
の
う
ち
お
よ
そ
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
ビ
ニ
ル
壁
紙

が
占
め
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
も
現
在
の
主
流
は
プ
リ
ン
ト
・
エ
ン
ボ
ス
の
タ
イ
プ
で
ビ
ニ
ル
壁
紙
の
な
か
で
八
〇
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

プ
リ
ン
ト
・
エ
ン
ボ
ス
壁
紙
は
、
か
ん
た
ん
に
い
え
ば
色
目
や
模
様
を
印
刷
し
た
塩
化
ビ
ニ
ル
壁
紙
に
、
エ
ン
ボ
ス
加

工
で
凹
凸
を
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
ビ
ニ
ル
製
で
あ
り
な
が
ら
、
織
物
製
と
変
わ
ら
な
い
風
合
い
を
実
現
し
た
製
品
で
あ

る
。

　

塩
化
ビ
ニ
ル
樹
脂
、
可
塑
剤
、
充
塡
剤
、
難
燃
剤
、
発
泡
剤
な
ど
を
ミ
キ
サ
ー
で
混
ぜ
合
わ
せ
、
糊
状
の
ペ
ー
ス
ト
を

つ
く
る
。
こ
の
ペ
ー
ス
ト
を
ベ
ー
ス
と
な
る
難
燃
性
の
紙
に
一
〇
〇
～
二
〇
〇
ミ
ク
ロ
ン
の
厚
さ
に
塗
り
つ
け
、
一
八
〇

度
ぐ
ら
い
の
熱
風
を
数
秒
間
吹
き
つ
け
て
乾
燥
さ
せ
る
。
つ
づ
い
て
冷
却
ロ
ー
ル
で
冷
し
な
が
ら
巻
き
と
る
。
こ
れ
が
ビ

ニ
ル
を
塗
っ
た
壁
紙
の
原
反
と
な
る
。

　

こ
の
原
反
に
グ
ラ
ビ
ア
印
刷
で
色
や
模
様
を
つ
け
る
。
イ
ン
ク
に
は
揮
発
性
の
高
い
溶
剤
が
つ
か
わ
れ
て
い
る
た
め
、

吹
き
つ
け
る
だ
け
で
瞬
時
に
し
て
乾
い
て
し
ま
う
。
次
は
エ
ン
ボ
ス
加
工
で
あ
る
。
プ
リ
ン
ト
し
た
原
反
を
ヒ
ー
タ
ー
で

二
〇
〇
度
以
上
に
加
熱
す
る
と
ビ
ニ
ル
が
二
～
三
倍
の
厚
さ
に
ふ
く
ら
む
。
そ
れ
を
凹
凸
の
あ
る
エ
ン
ボ
ス
ロ
ー
ル
と
ゴ

ム
ロ
ー
ル
の
あ
い
だ
に
通
す
。
す
る
と
エ
ン
ボ
ス
ロ
ー
ル
の
凹
凸
が
ビ
ニ
ル
部
分
に
型
押
し
さ
れ
て
、
立
体
的
な
模
様
が

つ
く
と
い
う
し
か
け
で
あ
る
。

　

発
泡
タ
イ
プ
の
壁
紙
は
、
ま
ず
ビ
ニ
ル
層
に
発
泡
剤
を
混
ぜ
て
お
く
。
そ
う
す
る
と
加
熱
処
理
す
る
こ
と
で
ス
ポ
ン
ジ

の
よ
う
に
ふ
く
ら
ん
だ
構
造
に
な
る
。
そ
の
上
に
プ
リ
ン
ト
や
エ
ン
ボ
ス
加
工
し
て
仕
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
と
く
に
高
発
泡
壁
紙
、
な
か
で
も
ロ
ー
タ
リ
ー
タ
イ
プ
に
活
路
を
見
い
だ
し
て
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
製
品

開
発
に
の
り
だ
し
て
い
る
。

　

ロ
ー
タ
リ
ー
・
タ
イ
プ
の
壁
紙
と
い
う
の
は
ロ
ー
タ
リ
ー
ス
ク
リ
ー
ン
印
刷
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
古
く
か
ら
染
色
技

術
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
捺
染
︵
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
印
刷
︶
の
技
術
を
応
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
る
い
筒
状
の
ス
ク
リ

ー
ン
ロ
ー
ル
︵
網
の
目
の
よ
う
な
穴
が
あ
る
薄
い
も
の
︶
の
内
側
に
塩
ビ
の
ペ
ー
ス
ト
状
の
塗
料
を
補
給
し
て
お
き
、
ロ

壁紙（©サンゲツ）
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ー
ル
の
内
側
に
あ
る
ス
キ
ー
ジ
︵
刃
︶
を
押
し
あ
て
て
柄
部
分
か
ら
塗
料
を
外
に
押
し
出
し
て
転
写
す
る
。
ペ
ー
ス
ト
塗

料
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
発
泡
剤
を
混
ぜ
て
お
く
。
そ
う
す
る
と
後
で
加
熱
す
る
と
発
泡
し
て
、
お
お
き
く
凹
凸
を
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
か
さ
ね
塗
り
を
お
こ
な
う
こ
と
で
立
体
的
な
印
刷
が
可
能
で
、
多
色
刷
り
が
か
ん
た
ん
に
で
き
る
こ
と
、

す
ぐ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
の
壁
紙
が
つ
く
れ
る
と
い
う
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
ロ
ー
タ
リ
ー
壁
紙
は
多
段
発
泡
と
い
う
独
自
の
技
術
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
溶
融
温
度
の
異
な
る
発
泡

層
を
も
う
け
、
発
泡
工
程
の
温
度
管
理
を
す
る
こ
と
で
、
強
度
を
そ
こ
な
う
こ
と
な
く
立
体
感
の
あ
る
表
面
を
実
現
し
た

の
で
あ
る
。

●
壁
紙
製
造
の
ラ
イ
ン
化

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
ビ
ニ
ル
壁
紙
は
、
一
九
八
四
年
︵
昭
和
五
九
︶
ご
ろ
に
は
約
六
～
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
シ
ェ
ア
を
占
め
る

ま
で
に
な
っ
て
ゆ
く
。

　

増
産
を
視
野
に
お
い
て
、
そ
の
後
も
積
極
的
に
設
備
強
化
を
す
す
め
て
い
る
。
一
九
八
五
年
︵
昭
和
六
〇
︶
に
は
、
月

産
三
〇
〇
万
メ
ー
ト
ル
体
制
の
確
立
に
向
か
い
、
ま
ず
同
年
五
月
に
新
型
出
機
を
導
入
し
た
。
一
九
八
六
年
︵
昭
和
六

一
︶
一
一
月
に
は
、
二
色
刷
り
グ
ラ
ビ
ア
印
刷
機
を
新
設
、
高
発
泡
・
多
色
刷
印
刷
技
術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
は
か
っ
た
。

さ
ら
に
一
九
八
七
年
︵
昭
和
六
二
︶
に
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
五
色
機
を
新
設
し
て
い
る
。
同
機
は
各
種
制
御
装
置
の
あ
る
最

新
鋭
機
で
、
高
品
質
の
モ
ノ
づ
く
り
と
納
期
対
応
、
増
産
体
制
の
整
備
と
い
う
課
題
に
こ
た
え
る
設
備
で
あ
っ
た
。

　

一
九
八
八
年
︵
昭
和
六
三
︶
一
月
に
は
、
既
設
の
設
備
の
一
連
化
改
造
︵
Ｖ
Ｒ
︱
１
号
機
と
Ｖ
Ｃ
︱
２
号
機
︶
を
実
現
、

さ
ら
に
四
月
に
は
独
自
開
発
に
よ
る
新
鋭
型
出
機
を
導
入
し
た
。
同
設
備
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
が
な
が
ね
ん
蓄
積
し
て
き
た
型

出
し
技
術
を
も
っ
て
設
計
さ
れ
た
も
の
で
、
高
速
で
高
温
・
高
精
度
の
型
出
し
を
実
現
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

個
々
の
製
造
設
備
の
高
度
化
に
よ
る
品
質
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
だ
け
で
な
く
、
ト
ー
タ
ル
と
し
て
の
壁
紙
生
産
シ
ス
テ
ム

を
見
な
お
し
、
製
造
の
ラ
イ
ン
化
に
も
と
り
く
ん
だ
。
壁
紙
の
ラ
イ
ン
化
は
一
九
八
八
年
︵
昭
和
六
三
︶
四
月
に
完
成
、

そ
れ
ま
で
製
造
、
検
査
・
仕
上
、
製
品
保
管
と
分
散
し
て
い
た
工
程
は
、
す
べ
て
同
一
工
場
に
集
約
し
、
モ
ノ
の
流
れ
が

一
元
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ラ
イ
ン
化
に
よ
っ
て
、
品
質
・
工
程
情
報
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
強
化

さ
れ
、
コ
ス
ト
・
リ
ダ
ク
ジ
ョ
ン
に
お
お
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
た
。

　

高
発
泡
、
ロ
ー
タ
リ
ー
・
タ
イ
プ
の
壁
紙
づ
く
り
と
い
う
特
徴
あ
る
独
自
の
製
造
技
術
を
み
が
き
つ
つ
、
量
産
シ
ス
テ

ム
を
追
求
す
る
と
い
う
の
が
、
壁
紙
の
現
在
を
つ
ら
ぬ
き
将
来
に
か
け
る
技
術
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
。

ビニル壁紙のワンライン設備
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第
五
節  「
車
ま
わ
り
」「
家
ま
わ
り
」
を
中
心
に

●
不
織
布
の
新
し
い
展
開

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
日
本
に
お
け
る
不
織
布
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る
。

　

わ
が
国
で
初
め
て
不
織
布
の
国
産
化
に
成
功
、
商
標
﹁
パ
ネ
ロ
ン
﹂
は
か
つ
て
不
織
布
の
代
名
詞
に
な
っ
た
。
だ
が
、

当
初
、
芯
地
を
中
心
に
販
売
展
開
し
、
そ
の
後
、
床
材
カ
ー
ペ
ッ
ト
に
進
出
し
た
も
の
の
、
不
織
布
の
可
能
性
を
活
か
し

き
れ
て
い
な
か
っ
た
。
用
途
開
発
、
事
業
の
掘
り
起
こ
し
に
遅
れ
を
と
り
、
一
時
は
業
績
も
低
迷
し
て
い
た
。

　

一
九
八
五
年
︵
昭
和
六
〇
︶
八
月
、
不
織
布
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
︵
リ
ー
ダ
ー
・
北
川
文
康
︶
が
発
足
し
た
。
全
社
的
な
視

野
に
立
っ
て
、
不
織
布
を
み
つ
め
な
お
し
、
総
合
的
な
戦
略
を
構
築
す
る
と
い
う
の
が
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
課
せ
ら
れ

た
使
命
で
あ
っ
た
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
一
年
か
け
て
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
に
お
け
る
不
織
布
の
可
能
性
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
つ
づ
け
、
不

織
布
の
新
し
い
事
業
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
﹁
不
織
布
白
書
﹂
に
ま
と
め
た
。

　

従
来
の
芯
地
分
野
に
つ
い
て
は
可
能
性
が
と
ぼ
し
く
、
芯
地
は
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
︵
織
物
接
着
芯
地
︶
に
集
約
し
て

撤
退
す
べ
き
で
あ
る
。
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
強
み
は
複
合
技
術
で
あ
る
。
含
浸
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
、
エ
ン
ボ
ス
な
ど
の
固
有
技
術

を
あ
ら
た
め
て
見
な
お
し
、
そ
れ
ら
を
活
か
し
て
機
能
性
を
付
与
し
た
不
織
布
を
開
発
し
て
市
場
に
投
入
し
て
ゆ
く
。
そ

れ
が
白
書
の
骨
子
で
、
不
織
布
の
な
か
で
も
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
を
視
野
に
お
い
て
い
た
。

　

一
九
八
六
年
︵
昭
和
六
一
︶
八
月
、
不
織
布
事
業
部
が
発
足
し
た
が
、
そ
れ
は
こ
の
﹁
不
織
布
白
書
﹂
に
も
と
づ
い
て

い
た
。
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
不
織
布
部
門
に
と
っ
て
は
事
業
戦
略
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
あ
り
、
第
二
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
た
不
織
布
事
業
部
の
基
本
方
針
は
次
の
三
点
で
あ
っ
た
。

﹁
ニ
ー
ド
ル
不
織
布
を
中
心
に
し
た
拡
大
﹂﹁
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
固
有
技
術
︵
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
染
色
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
、
エ

ン
ボ
ス
、
含
浸
、
プ
リ
ン
ト
︶
を
プ
ラ
ス
し
た
不
織
布
の
高
付
加
価
値
化
﹂﹁
二
次
製
品
に
よ
る
拡
大
﹂

　

現
在
、
不
織
布
製
品
の
主
力
に
な
り
つ
つ
あ
る
各
種
フ
ィ
ル
タ
、
床
吸
音
材
な
ど
の
開
発
も
、
こ
の
と
き
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
て
い
る
。
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●
床
材
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
多
様
化

　

床
材
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
一
九
七
五
年
︵
昭
和
五
〇
︶
ご
ろ
か
ら
、
デ
ザ
イ
ン
指
向
の
製
品
が
登
場
し
て
き
て
い
る
。
た
と

え
ば
一
九
七
五
年
︵
昭
和
五
〇
︶
の
﹁
ラ
リ
ア
ン
﹂
な
ど
が
、
新
し
い
時
代
の
床
材
カ
ー
ペ
ッ
ト
で
あ
る
。

﹁
ラ
リ
ア
ン
﹂
は
特
許
製
法
に
よ
っ
て
開
発
し
た
繊
維
床
材
で
あ
る
。
デ
ザ
イ
ン
性
豊
か
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
素
材
と
し
て
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、
ホ
テ
ル
、
オ
フ
ィ
ス
、
デ
パ
ー
ト
、
レ
ジ
ャ
ー
ゾ
ー
ン
な
ど
に
幅
ひ
ろ
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。

﹁
プ
リ
ン
カ
﹂
は
一
九
七
六
年
︵
昭
和
五
一
︶
に
発
売
、
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
に
図
柄
や
模
様
を
プ
リ
ン
ト

し
た
製
品
で
あ
る
。
ペ
ル
シ
ャ
風
の
豪
華
な
図
柄
か
ら
シ
ン
プ
ル
な
レ
ン
ガ
状
の
も
の
ま
で
五
種
が
あ
っ
た
。

　

一
九
七
七
年
︵
昭
和
五
二
︶
発
売
の
﹁
フ
ァ
ー
ニ
ス
﹂
は
、
ソ
フ
ト
な
肌
ざ
わ
り
、
パ
ス
テ
ル
調
カ
ラ
ー
の
新
感
覚
カ

ー
ペ
ッ
ト
で
あ
る
。
タ
フ
テ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ド
の
も
つ
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
性
、
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
の
手
軽
さ
を
同
時
に
実
現
し

た
タ
イ
プ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
製
品
の
ほ
か
に
、
タ
フ
テ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
開
発
も
こ
の
こ
ろ
か
ら
は

じ
ま
っ
て
い
る
。
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
タ
フ
テ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
﹁
ビ
ル
バ
ー
ト
﹂
と
い
う
商
標
で
、
一
九
七
六
年
︵
昭
和

五
一
︶
か
ら
シ
リ
ー
ズ
展
開
し
て
い
る
。

﹁
ビ
ル
バ
ー
ト
﹂
は
パ
イ
ル
が
な
が
く
、
肌
ざ
わ
り
も
さ
わ
や
か
で
、
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
や
応
接
間
に
最
適
の
カ
ー
ペ
ッ

ト
で
あ
っ
た
。
タ
フ
テ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
床
材
最
大
の
市
場
規
模
を
も
つ
分
野
で
あ
る
。
ビ
ル
バ
ー
ド
の
発
売
に
よ
っ

て
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
、
タ
フ
テ
ッ
ド
と
い
う
二
つ
の
床
材
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

　

イ
ン
テ
リ
ア
・
住
宅
関
連
部
門
は
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
と
壁
紙
を
中
心
の
事
業
展
開
だ
っ
た
が
、
な
か
で
も
カ
ー
ペ
ッ
ト
の

成
長
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
一
九
八
三
年
︵
昭
和
五
八
︶
四
月
期
の
売
上
高
は
お
よ
そ
三
八
億
円
、
全
社
売
上

高
の
一
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
た
。
と
く
に
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
の
シ
ェ
ア
は
業
界
第
一
位
を
占
め
て
い
た
。

　

一
九
八
二
年
︵
昭
和
五
七
︶
か
ら
は
、
オ
フ
ィ
ス
用
の
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
商
品
化
を
す
す
め
、
オ
フ

ィ
ス
・
フ
ロ
ア
へ
の
展
開
を
強
化
し
た
。
同
製
品
群
は
オ
フ
ィ
ス
を
は
じ
め
ホ
テ
ル
、
劇
場
、
公
共
建
築
物
に
適
し
た
機

能
性
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
を
そ
な
え
た
新
し
い
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
八
三
年
︵
昭

和
五
八
︶
一
月
に
は
、
搬
入
や
敷
き
替
え
作
業
が
か
ん
た
ん
に
で
き
る
﹁
タ
イ
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
﹂
を
発
売
、
五
月
に
は
オ

フ
ィ
ス
の
Ｏ
Ａ
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
導
電
性
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
発
表
し
た
。

　

い
ず
れ
も
機
能
性
を
重
視
し
て
オ
フ
ィ
ス
用
途
の
多
様
化
を
ね
ら
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
機
能
性
に
デ
ザ
イ
ン

性
を
加
え
た
も
の
に
﹁
プ
リ
ン
ト
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
﹂
が
あ
る
。
塩
ビ
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
フ
ロ
ア
に
く
ら
べ
て
、
ニ
ー
ド
ル
パ

ン
チ
は
総
じ
て
デ
ザ
イ
ン
の
自
由
度
に
と
ぼ
し
か
っ
た
。
そ
こ
で
一
九
八
四
年
︵
昭
和
五
九
︶
九
月
、
プ
リ
ン
ト
柄
の
ニ

タフテッドカーペット「ビルバート」の色見本タイルカーペット
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ー
ド
ル
パ
ン
チ
を
開
発
、
ス
ナ
ッ
ク
や
喫
茶
店
な
ど
商
業
ス
ペ
ー
ス
向
け
に
発
売
し
た
。
新
し
い
用
途
開
発
に
よ
っ
て
ニ

ー
ド
ル
パ
ン
チ
の
販
売
実
績
は
順
調
に
の
び
、
一
九
八
四
年
︵
昭
和
五
九
︶、
深
谷
工
場
は
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
産
体

制
を
め
ざ
し
て
設
備
の
増
強
に
向
か
っ
て
い
る
。

●
車
輛
用
床
材
の
開
発

　

ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
が
車
輛
用
内
装
材
と
し
て
注
目
を
あ
び
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
七
五
年
︵
昭

和
五
〇
︶
前
後
か
ら
で
あ
る
。

　

お
り
か
ら
車
輛
資
材
販
売
部
が
一
九
七
五
年
︵
昭
和
五
〇
︶
九
月
に
発
足
し
て
い
る
。
自
動
車
の
内
装
材
の
販
売
担
当

と
し
て
産
業
資
材
販
売
部
か
ら
分
離
独
立
し
た
の
で
あ
る
。

　

同
販
売
部
が
発
足
し
た
こ
ろ
の
主
力
商
品
は
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
だ
っ
た
が
、
本
格
的
に
こ
の
業
界
に
参
入
す
る
に
は
ビ
ニ

ル
製
品
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。
と
く
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
乗
用
車
︵
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
な
ど
︶
は
フ
ロ
ア
に
ニ

ー
ド
ル
パ
ン
チ
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
つ
か
い
は
じ
め
て
い
た
。
や
が
て
日
本
の
乗
用
車
も
同
じ
道
を
た
ど
る
と
予
測
さ
れ
、

車
輛
用
の
床
材
開
発
に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

車
輛
内
装
に
使
用
さ
れ
る
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
、﹁
フ
ァ
ン
シ
ー
・
パ
ン
チ
﹂
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
、
住
宅
用
と
は
別
物
で

あ
る
。
フ
ァ
ン
シ
ー
・
パ
ン
チ
は
毛
足
の
な
が
い
柄
物
の
織
物
に
近
い
パ
ン
チ
製
品
で
あ
る
。
成
型
適
性
を
た
か
め
る
た

め
裏
面
に
は
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
を
ラ
ミ
ネ
ー
ト
す
る
。
そ
れ
ら
は
車
の
フ
ロ
ア
だ
け
で
な
く
ト
ラ
ン
ク
マ
ッ
ト
、
デ
ッ
キ
に

も
つ
か
わ
れ
る
。
車
体
の
軽
量
化
、
開
発
の
迅
速
性
、
省
人
化
と
い
う
テ
ー
マ
に
応
え
る
内
装
材
と
し
て
ニ
ー
ド
ル
パ
ン

チ
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
が
に
わ
か
に
脚
光
を
あ
び
た
の
で
あ
る
。

　

フ
ァ
ン
シ
ー
・
パ
ン
チ
の
生
産
は
現
有
設
備
で
は
対
応
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
一
九
七
六
年
︵
昭
和
五
一
︶
五
月
に

フ
ァ
ン
シ
ー
・
パ
ン
チ
機
を
深
谷
工
場
に
新
設
、
七
月
か
ら
車
輛
用
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
製
品
開
発
に
向
か
っ
た
。
最
初
の
フ

ァ
ン
シ
ー
・
パ
ン
チ
製
品
が
完
成
し
て
、
初
め
て
採
用
さ
れ
た
の
は
一
九
七
七
年
︵
昭
和
五
二
︶
一
二
月
だ
っ
た
。
当
初

は
生
産
台
数
の
少
な
い
車
種
か
ら
は
じ
ま
っ
た
が
、
一
九
七
八
年
︵
昭
和
五
三
︶
か
ら
は
量
産
車
種
に
も
採
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
や
が
て
五
社
八
車
種
に
お
よ
ん
だ
。

　

車
輛
と
い
う
新
し
い
用
途
が
ひ
ら
け
た
こ
と
に
よ
り
、
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
生
産
量
は
大
幅
に
の
び
た
。

短
期
間
の
う
ち
に
約
三
〇
万
メ
ー
ト
ル
を
供
給
、
同
市
場
で
主
要
な
位
置
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

フ
ァ
ン
シ
ー
・
パ
ン
チ
製
品
が
登
場
す
る
ま
で
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
車
輛
関
係
素
材
と
い
え
ば
、
天
井
用
レ
ザ
ー
と
ツ
ー
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ル
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
ビ
ニ
ル
製
品
が
中
心
だ
っ
た
。
フ
ァ
ン
シ
ー
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
誕
生
に
よ
っ
て
、
車
輛
関
係
の
売
上
規

模
も
七
～
八
倍
と
な
り
、
車
輛
用
途
と
い
う
ひ
と
つ
の
部
門
が
う
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

●
「
車
ま
わ
り
」「
家
ま
わ
り
」
の
不
織
布
製
品

　

不
織
布
事
業
部
が
発
足
し
た
一
九
八
六
年
︵
昭
和
六
一
︶、
自
動
車
の
天
井
材
と
し
て
不
織
布
︵
薄
手
の
ニ
ー
ド
ル
パ

ン
チ
製
品
︶
の
旺
盛
な
需
要
を
背
景
に
、
車
輛
天
井
用
の
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
製
品
を
開
発
し
た
。

　

細
デ
ニ
ー
ル
の
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
に
よ
る
不
織
布
天
井
材
は
、
日
産
、
マ
ツ
ダ
な
ど
の
車
種
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
と

く
に
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
印
刷
を
ほ
ど
こ
し
た
プ
リ
ン
ト
天
井
材
が
日
産
の
サ
ニ
ー
に
採
用
さ
れ
た
の
が
、
お
お
き
な
転

機
に
な
っ
た
。

　

エ
ン
ボ
ス
、
プ
リ
ン
ト
と
い
う
固
有
技
術
を
フ
ル
に
活
か
し
た
の
が
ダ
イ
ニ
ッ
ク
製
品
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
。
成
型

性
、
吸
音
効
果
に
も
す
ぐ
れ
た
素
材
と
し
て
業
界
か
ら
高
い
評
価
を
う
け
た
。
ト
ヨ
タ
、
ホ
ン
ダ
な
ど
に
採
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
ホ
ン
ダ
の
オ
デ
ッ
セ
イ
︵
初
代
︶
な
ど
は
全
車
の
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
つ
か
わ
れ
た
。

　

こ
の
ほ
か
自
動
車
用
で
は
、
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
の
成
型
フ
ェ
ル
ト
や
、
不
織
布
ベ
ー
ス
に
塩
ビ
フ
ィ
ル
ム
を
ラ
ミ
ネ
ー

ト
し
た
﹁
車
輛
カ
バ
ー
﹂﹁
工
具
袋
﹂
な
ど
の
新
製
品
も
あ
い
つ
い
で
開
発
し
た
。

﹁
家
ま
わ
り
﹂
の
用
途
展
開
も
は
じ
ま
っ
た
。
い
ず
れ
も
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
固
有
技
術
を
も
っ
て
開
発
し
た
製
品
で
、
一
九

八
七
年
︵
昭
和
六
二
︶
に
開
発
し
た
各
種
シ
ー
ト
材
な
ど
は
、
そ
の
代
表
例
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、﹁
フ
ァ
イ

ン
シ
ー
ト
﹂
に
は
、
接
着
芯
地
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
の
製
造
技
術
が
活
か
さ
れ
て
い
る
。
ス
パ
ン
ボ
ン
ド
不
織
布
に
ド
ッ

ト
加
工
し
た
製
品
で
、
玄
関
マ
ッ
ト
や
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
す
べ
り
止
め
素
材
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

﹁
透
湿
性
シ
ー
ト
﹂
や
﹁
結
露
防
止
シ
ー
ト
︱
ハ
ウ
ス
ラ
ッ
プ
﹂
は
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
技
術
に
よ
っ
て
開
発
し
た
シ
ー
ト
材

で
あ
る
。

　

印
刷
用
不
織
布
は
も
と
も
と
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
得
意
な
分
野
だ
が
、
ク
ロ
ス
づ
く
り
の
技
術
を
活
用
し
て
、
新
し
い
製
品

開
発
を
す
す
め
た
。
た
と
え
ば
ス
パ
ン
ボ
ン
ド
不
織
布
に
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
表
面
を
改
質
し
、
あ
ら
ゆ
る
オ
フ
セ
ッ
ト

印
刷
機
や
イ
ン
ク
に
対
応
で
き
る
製
品
シ
リ
ー
ズ
も
う
ま
れ
て
い
る
。

　

ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
製
品
で
は
ほ
か
に
各
種
フ
ィ
ル
タ
製
品
が
あ
る
。
自
動
車
用
の
エ
ン
ジ
ン
フ
ィ
ル
タ
は
三
層
構
造
の

複
合
製
品
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
空
調
、
弱
電
関
係
の
フ
ィ
ル
タ
の
開
発
も
す
す
め
た
。﹁
遮
音
床
材
﹂
も
、
不
織
布
と
他

の
素
材
と
を
ド
ッ
キ
ン
グ
さ
せ
た
複
合
素
材
で
あ
る
。

自動車内装用不織布（天井）
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第
六
節  
機
能
＋
シ
ス
テ
ム
の
新
商
品

●
Ｓ
Ｔ
式
底
面
灌
水
シ
ス
テ
ム
の
開
発

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
独
自
の
鉢
物
栽
培
シ
ス
テ
ム
、
そ
れ
が
﹁
Ｓ
Ｔ
式
底
面
灌
水
シ
ス
テ
ム
﹂
で
あ
る
。
一
九
八
六
年
︵
昭
和

六
一
︶
八
月
の
組
織
改
正
で
誕
生
し
た
商
品
事
業
部
が
企
画
開
発
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

同
事
業
部
は
も
と
も
と
外
注
部
門
と
し
て
う
ま
れ
た
加
工
商
品
部
が
そ
の
前
身
で
あ
る
。
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
素
材
で
最
終

商
品
を
指
向
し
、
企
画
か
ら
素
材
選
び
、
デ
ザ
イ
ン
、
加
工
ま
で
手
が
け
、
用
途
開
発
と
商
品
化
に
と
り
く
ん
で
い
た
。

と
く
に
フ
ァ
ン
シ
ー
・
グ
ッ
ズ
の
分
野
で
数
多
く
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
う
み
だ
し
て
い
る
。

　

Ｓ
Ｔ
式
底
面
灌
水
シ
ス
テ
ム
は
、
ひ
ろ
い
意
味
で
い
え
ば
不
織
布
の
用
途
開
発
に
よ
っ
て
う
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
Ｓ

Ｔ
ポ
ッ
ト
︵
い
き
い
き
ポ
ッ
ト
︶、
給
水
ウ
ィ
ッ
ク
︵
水
を
お
く
り
こ
む
専
用
具
︶、
ト
イ
︵
給
・
配
水
な
ど
通
水
装
置
︶

の
部
材
で
な
り
た
っ
て
い
る
。
ポ
ッ
ト
底
面
に
と
り
つ
け
ら
れ
た
給
水
ウ
ィ
ッ
ク
が
通
水
ト
イ
か
ら
吸
い
あ
げ
た
水
を
ポ

ッ
ト
内
に
毛
管
給
水
し
、
土
壌
内
に
ま
ん
べ
ん
な
く
水
を
拡
散
さ
せ
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
も
と
も
と
鉢
物
は
、

上
か
ら
水
を
供
給
す
る
方
式
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
下
か
ら
常
時
水
を
供
給
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

灌
水
の
省
力
化
、
簡
素
化
、
さ
ら
に
は
灌
水
ム
ラ
を
な
く
す
こ
と
で
、
植
物
の
成
育
ム
ラ
を
ふ
せ
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
の
が
、
お
お
き
な
特
長
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
肥
料
や
水
の
供
給
量
も
大
幅
に
低
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
人
為

的
に
鉢
物
の
生
産
管
理
が
で
き
る
う
え
、
良
質
の
商
品
を
大
量
に
生
産
で
き
る
と
い
う
意
味
で
革
命
的
な
シ
ス
テ
ム
な
の

で
あ
る
。

　

Ｓ
Ｔ
式
底
面
灌
水
の
シ
ス
テ
ム
開
発
は
、
一
九
七
九
年
︵
昭
和
五
四
︶
ご
ろ
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
不
織
布
の
も
つ

毛
細
管
現
象
に
よ
る
吸
水
性
と
拡
散
性
な
ど
の
特
徴
に
着
眼
し
た
の
が
出
発
点
で
あ
る
。
千
葉
の
ハ
ル
デ
ン
篠
原
、
桑
名

の
山
本
農
園
を
は
じ
め
福
岡
の
農
興
社
な
ど
先
進
的
な
農
園
の
協
力
に
よ
り
実
験
・
研
究
を
開
始
、
一
九
八
四
年
︵
昭
和

五
九
︶
ご
ろ
に
完
成
、
シ
ク
ラ
メ
ン
栽
培
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。

　

当
初
は
シ
ク
ラ
メ
ン
か
ら
出
発
し
た
が
、
一
九
八
七
年
︵
昭
和
六
二
︶
に
は
、
観
葉
植
物
向
け
の
シ
ス
テ
ム
も
開
発
、

ひ
ろ
く
施
設
園
芸
業
者
対
象
に
販
売
を
開
始
し
て
い
る
。
商
品
事
業
部
で
は
同
シ
ス
テ
ム
を
核
に
し
て
、
園
芸
業
者
と
提

携
し
な
が
ら
、
花
卉
生
産
の
企
画
・
販
売
を
も
視
野
に
入
れ
た
事
業
計
画
を
み
す
え
て
い
た
。

ST式底面灌水システムによる花卉
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●
耐
久
折
り
目
加
工
「
リ
ン
ト
ラ
ク
」
の
発
売

﹁
リ
ン
ト
ラ
ク
﹂
は
イ
ギ
リ
ス
の
︵
国
際
羊
毛
事
務
局
［
Ｉ
Ｗ
Ｓ
］
現
・
ザ
・
ウ
ー
ル
マ
ー
ク
・
カ
ン
パ
ニ
ー
［T

he 
W

oolm
ark Com

pany
］︶
が
開
発
し
た
繊
維
製
品
の
折
り
目
加
工
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
ス
ラ
ッ
ク
ス
な
ど
に
折
り
目

を
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
す
る
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
も
と
も
と
英
国
の
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
が
販
売
権
を
も
っ
て
い
た
。

　

当
時
、
接
着
芯
地
担
当
の
第
五
事
業
部
は
国
際
羊
毛
事
務
局
と
連
携
、
一
九
八
一
年
︵
昭
和
五
六
︶
四
月
か
ら
販
売
を

開
始
し
た
。
有
力
な
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
・
チ
ェ
ー
ン
で
販
売
し
て
き
た
イ
ギ
リ
ス
の
先
例
に
な
ら
っ
て
、
日
本
で
も
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
業
者
を
中
心
の
販
売
展
開
と
な
っ
た
。

　

国
内
販
売
の
特
徴
は
、
ラ
イ
セ
ン
シ
ー
制
度
を
採
用
し
た
点
に
あ
る
。
日
本
全
国
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
者
は
約
六
万
三

〇
〇
〇
社
、
そ
の
う
ち
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は
家
内
工
業
が
占
め
、
残
り
の
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
企
業
レ
ベ
ル
の
業
者
で
あ

っ
た
。
ダ
イ
ニ
ッ
ク
と
Ｉ
Ｗ
Ｓ
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
者
の
品
質
、
技
術
を
審
査
し
た
う
え
で
、
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を
む

す
ん
で
チ
ェ
ー
ン
化
し
た
の
で
あ
る
。
当
初
の
目
標
は
ラ
イ
セ
ン
シ
ー
一
三
〇
〇
社
、
年
間
加
工
規
模
は
五
〇
〇
万
本
で

あ
っ
た
。

　

第
一
回
の
取
扱
店
認
可
式
を
、
一
九
八
一
年
︵
昭
和
五
六
︶
四
月
に
お
こ
な
い
、
東
京
、
大
阪
、
神
戸
、
栃
木
、
三
重

の
八
社
を
ラ
イ
セ
ン
シ
ー
と
し
た
。
第
二
回
か
ら
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
者
だ
け
で
な
く
、
ア
パ
レ
ル
企
業
も
対
象
と
し
、

二
年
後
に
は
約
一
〇
〇
社
に
達
し
た
。

　

リ
ン
ト
ラ
ク
の
販
売
展
開
の
も
う
ひ
と
つ
の
特
徴
は
、
ラ
イ
セ
ン
シ
ー
企
業
を
横
断
的
に
と
ら
え
、
グ
ル
ー
プ
化
し
た

こ
と
に
あ
っ
た
。
認
可
企
業
が
誕
生
す
る
と
同
時
に
﹁
リ
ン
ト
ラ
ク
研
究
会
﹂
を
結
成
し
た
。
同
研
究
会
は
長
期
的
な
拡

販
を
ね
ら
い
と
し
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
技
術
的
な
問
題
を
と
り
あ
げ
る
一
種
の
勉
強
会
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

●
合
成
皮
革
の
新
し
い
流
れ

　

深
谷
工
場
が
一
九
七
〇
年
︵
昭
和
四
五
︶
ご
ろ
か
ら
合
成
皮
革
の
設
備
強
化
に
向
か
っ
た
の
は
、
す
で
に
前
章
で
の
べ

た
と
お
り
で
あ
る
。
合
成
皮
革
の
専
用
機
の
稼
働
に
よ
っ
て
、
一
九
七
五
年
︵
昭
和
五
〇
︶
ご
ろ
か
ら
深
谷
工
場
製
の
合

成
皮
革
の
新
製
品
が
次
つ
ぎ
に
う
ま
れ
て
い
る
。

﹁
ナ
チ
ュ
ー
ル
﹂
は
、
織
物
・
不
織
布
ベ
ー
ス
に
特
殊
樹
脂
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
合
成
皮
革
で
あ
る
。
ソ
フ
ト
タ
ッ
チ

「リントラク」の折目加工システム
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の
合
成
皮
革
と
し
て
、
靴
、
鞄
、
衣
料
、
雑
貨
、
ノ
ベ
ル
テ
ィ
な
ど
に
つ
か
わ
れ
た
。﹁
ラ
ス
コ
ス
﹂
は
ヌ
バ
ッ
ク
調
の

合
成
皮
革
で
、
婦
人
コ
ー
ト
や
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
な
ど
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
素
材
と
し
て
投
入
し
た
。
と
も
に
一
九
七
五
年
︵
昭
和

五
〇
︶
に
開
発
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

一
九
七
六
年
︵
昭
和
五
一
︶
に
開
発
し
た
﹁
ロ
ー
ラ
ン
ド
﹂
は
鞄
・
袋
物
用
の
新
素
材
で
あ
る
。
ナ
イ
ロ
ン
の
ト
リ
コ

ッ
ト
ベ
ー
ス
に
ウ
レ
タ
ン
を
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
た
合
成
皮
革
で
あ
っ
た
。

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
素
材
の
合
成
皮
革
に
は
、
ほ
か
に
﹁
デ
ィ
デ
ィ
﹂﹁
マ
ジ
ョ
リ
カ
﹂﹁
ハ
ー
モ
ニ
ー
﹂﹁
ク
イ
ン
セ
ラ
ー
﹂

な
ど
が
あ
る
。

﹁
デ
ィ
デ
ィ
﹂
は
、
一
九
七
五
年
︵
昭
和
五
〇
︶
に
開
発
し
た
合
成
皮
革
で
あ
る
。
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
の
基
布
に
ポ
リ
ウ
レ

タ
ン
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
も
の
で
ソ
フ
ト
な
風
合
い
を
も
つ
。
カ
ジ
ュ
ア
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
素
材
と
し
て
、
コ
ー
ト
、

ブ
ル
ゾ
ン
、
パ
ン
ツ
、
ス
カ
ー
ト
な
ど
の
用
途
を
め
ざ
し
た
。

﹁
マ
ジ
ョ
リ
カ
﹂
は
、
ナ
イ
ロ
ン
・
ベ
ン
ベ
ル
グ
の
基
布
に
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
合
成
皮
革
で
、
プ
リ

ー
ツ
加
工
し
た
外
観
が
特
徴
で
あ
っ
た
。
用
途
は
や
は
り
コ
ー
ト
、
ブ
ル
ゾ
ン
、
ス
ー
ツ
、
パ
ン
ツ
、
ス
カ
ー
ト
な
ど
で

あ
っ
た
。

﹁
ハ
ー
モ
ニ
ー
﹂
は
ナ
イ
ロ
ン
の
基
布
に
ウ
レ
タ
ン
加
工
し
た
合
成
皮
革
で
あ
る
。
ソ
フ
ト
な
風
合
い
と
豊
富
な
カ
ラ
ー

展
開
で
、
袋
物
や
雑
貨
な
ど
の
用
途
を
ね
ら
っ
て
い
た
。

﹁
ク
イ
ン
セ
ラ
ー
﹂
は
、
不
織
布
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
発
泡
ウ
レ
タ
ン
加
工
し
た
合
成
皮
革
で
あ
る
。
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
あ

り
な
が
ら
、
軽
く
て
ソ
フ
ト
な
風
合
い
を
も
つ
。
靴
・
鞄
、
袋
物
、
ソ
フ
ト
ケ
ー
ス
な
ど
を
主
用
途
と
し
た
。

ナチュール（レザーフェア展）
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第
七
節  
新
生
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
ス
タ
ー
ト

●
グ
ル
ー
プ
を
視
野
に
社
名
変
更

　

名
は
体
を
あ
ら
わ
す
⋮
⋮
と
い
う
が
、﹁
日
本
ク
ロ
ス
工
業
﹂
と
い
う
名
称
が
、
は
た
し
て
実
際
の
企
業
実
体
に
ふ
さ

わ
し
い
か
ど
う
か
。
そ
ん
な
疑
問
が
も
ち
あ
が
っ
て
き
た
。
創
立
五
五
周
年
を
む
か
え
る
前
年
の
一
九
七
三
年
︵
昭
和
四

八
︶
前
後
の
話
で
あ
る
。

　

日
本
ク
ロ
ス
は
一
九
六
三
年
︵
昭
和
三
八
︶
ご
ろ
か
ら
、
坂
部
三
次
郎
に
よ
っ
て
社
業
の
積
極
拡
大
に
の
り
だ
し
、
も

っ
ぱ
ら
経
営
の
多
角
化
を
す
す
め
て
き
た
。
一
九
七
〇
年
︵
昭
和
四
五
︶
ご
ろ
か
ら
は
国
内
だ
け
で
な
く
、
海
外
で
も
関

連
会
社
の
設
立
が
つ
づ
い
て
い
た
。
海
外
市
場
を
も
視
野
に
お
さ
め
た
﹁
企
業
の
複
合
化
﹂
を
経
営
方
針
と
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

　

事
実
、
創
立
五
五
周
年
を
む
か
え
る
一
九
七
四
年
︵
昭
和
四
九
︶
ご
ろ
に
な
る
と
、
日
本
ク
ロ
ス
を
と
り
ま
く
関
連
会

社
は
一
七
社
に
の
ぼ
っ
て
い
た
。
国
内
は
三
豊
ク
ロ
ス
、
大
和
紙
工
、
福
岡
ク
ロ
ス
工
業
、
桂
工
業
、
ニ
ッ
ク
、
ハ
ロ
ニ

ッ
ク
、
東
芝
ニ
ッ
ク
工
業
、
ニ
ッ
ク
産
業
、
ニ
ッ
ク
フ
レ
ー
ト
、
ニ
ッ
ク
環
境
サ
ー
ビ
ス
、
東
京
ア
セ
テ
ー
ト
、
ニ
カ
ブ
、

ナ
カ
ヤ
の
一
三
社
、
海
外
は
台
湾
ク
ロ
ス
︵
台
湾
科
楽
史
工
業
股
份
有
限
公
司
︶、
Ｎ
Ｃ
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
︵N

C 
ST

A
FLEX

 CO
., PT

E., LT
D

.

︶、
フ
ェ
ル
ト
ロ
ッ
ク
︵FELT

LO
C IN

C.

︶、
デ
ィ
ン
フ
ェ
ル
︵D

Y
N

FER LT
D

.

︶

の
四
社
で
あ
る
。
製
造
業
・
販
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
・
運
輸
業
⋮
⋮
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
関
連
会
社
は

い
わ
ば
日
本
ク
ロ
ス
を
と
り
ま
く
小
惑
星
と
い
う
べ
き
で
、
企
業
集
団
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

﹁
日
本
ク
ロ
ス
工
業
﹂
と
い
う
社
名
は
、
日
本
で
最
初
の
ク
ロ
ス
製
造
の
専
門
工
場
で
あ
る
と
い
う
自
負
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
社
名
に
ふ
さ
わ
し
く
ク
ロ
ス
︵
塗
装
布
︶
メ
ー
カ
ー
と
し
て
発
展
、
五
五
年
の
歴
史
を
か
さ
ね
て
き
た
。

　

だ
が
﹁
経
営
の
多
角
化
﹂
路
線
に
よ
っ
て
、
事
業
分
野
の
幅
が
ひ
ろ
が
り
、
本
体
の
日
本
ク
ロ
ス
を
中
心
に
し
て
、
関

連
会
社
が
う
ま
れ
、
そ
れ
ら
は
い
わ
ば
小
宇
宙
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
と
き
に
﹁
日
本
ク
ロ
ス
工
業
﹂
と

い
う
社
名
が
グ
ル
ー
プ
を
総
称
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
。
さ
ら
に
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
事
業
と
そ
の
内
容
、
グ
ル

ー
プ
相
互
の
関
係
が
外
部
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
理
解
さ
れ
が
た
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
︵
Ｃ
Ｉ
︶
に
か
か
わ
る
問
題
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
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企
業
と
し
て
の
姿
が
正
確
に
社
会
に
認
識
さ
れ
る
に
は
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
か
。
当
時
の
経
営
陣
が
論
議
を
か
さ
ね
た

す
え
に
結
論
づ
け
た
の
は
、﹁
日
本
ク
ロ
ス
﹂
と
い
う
社
名
を
あ
ら
た
め
、
さ
ら
に
企
業
集
団
に
グ
ル
ー
プ
名
を
も
う
け

る
と
い
う
方
向
だ
っ
た
。

　

社
名
変
更
は
社
長
・
坂
部
三
次
郎
の
強
い
思
い
入
れ
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
﹁
複
合
企
業
化
構
想
﹂

が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
﹃
ク
ロ
ス
社
内
報
﹄
№
85
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　

今
後
、
国
内
外
と
も
に
関
連
企
業
の
設
立
が
多
く
な
っ
て
い
く
。
ど
の
業
種
で
あ
っ
て
も
企
業
で
あ
る
以
上
、
経

営
方
法
は
み
な
同
一
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
強
力
な
ヘ
ッ
ド
ク
ォ
ー
タ
ー
を
も
っ
た
小
型
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
的
な

経
営
法
を
ど
し
ど
し
進
め
て
行
き
た
い
。
海
外
戦
略
も
当
社
の
コ
ン
グ
ロ
化
の
現
れ
で
あ
り
、
海
外
進
出
、
他
企
業

と
の
協
力
関
係
は
こ
れ
か
ら
の
経
営
の
要
諦
で
あ
る
。

　

社
名
変
更
は
社
長
の
坂
部
が
﹁
小
型
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
﹂
と
い
う
と
こ
ろ
の
企
業
の
複
合
化
構
想
を
念
頭
に
お
い
た

も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

当
時
﹁
日
本
ク
ロ
ス
﹂
と
い
え
ば
、
京
都
で
は
誰
ひ
と
り
知
ら
な
い
者
が
な
い
ほ
ど
の
存
在
だ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
社
名

変
更
は
、
将
来
の
発
展
を
み
す
え
て
の
こ
と
と
は
い
え
、
お
お
き
な
決
断
で
あ
っ
た
。
後
に
の
べ
る
京
都
工
場
の
滋
賀
移

転
と
あ
わ
せ
て
か
え
り
み
る
と
き
、
そ
れ
ら
一
連
の
う
ご
き
は
創
業
者
時
代
と
の
訣
別
で
あ
り
、
第
二
の
創
業
を
意
味
し

て
い
た
。

●
ダ
イ
ニ
ッ
ク
と
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
誕
生

　

社
名
変
更
は
創
立
五
五
周
年
記
念
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
一
九
七
三
年

︵
昭
和
四
八
︶
一
一
月
に
発
足
し
て
い
る
。
企
業
の
姿
か
た
ち
を
正
し
く
社
会
に
知
ら
し
め
る
た
め
に
は
、
い
わ
ゆ
る
コ

ー
ポ
レ
ー
ト
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
︵
Ｃ
Ｉ
︶
の
シ
ス
テ
ム
構
築
が
必
要
と
い
う
判
断
に
も
と
づ
き
、
ラ
ン
ド
ー
・
ア
ソ

ー
シ
エ
イ
ツ
︵Landor A

ssociates International Lim
ited

︶
に
調
査
を
依
頼
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

同
社
は
一
九
四
一
年
に
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ラ
ン
ド
ー
︵W

alter Landor

︶
に
よ
っ
て
米
国
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
創
設

さ
れ
た
世
界
最
大
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
デ
ザ
イ
ン
会
社
で
、
企
業
の
ブ
ラ
ン
ド
ネ
ー
ム
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
、
ロ
ゴ
な

ど
の
デ
ザ
イ
ン
や
商
品
名
な
ど
を
ト
ー
タ
ル
で
提
案
す
る
デ
ザ
イ
ン
会
社
で
あ
る
。
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社
名
変
更
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
結
論
づ
け
、
ラ
ン
ド
ー
・
ア
ソ
ー
シ
エ
イ
ツ
に
提
示
し
た
の
は
次
の
三
点
で
あ
る
。
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
、
社
名
は
グ
ル
ー
プ
各
社
を
ふ
く
め
て
展
開
で
き
る
も
の
に
し
た
い
。
グ
ル
ー
プ
を
ふ
く
め
て
、
未
来
に

向
か
っ
て
発
展
し
つ
づ
け
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
の
ぞ
ま
し
い
。
創
立
五
五
年
の
記
念
日
は
新
社
名
で
む
か
え
た
い
。

　

ラ
ン
ド
ー
・
ア
ソ
ー
シ
エ
イ
ツ
は
た
だ
ち
に
日
本
ク
ロ
ス
と
グ
ル
ー
プ
各
社
に
つ
い
て
調
査
、
分
析
を
は
じ
め
、
お
よ

そ
六
か
月
後
に
、
同
社
の
デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
、
数
百
に
お
よ
ぶ
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
社
名
、
ワ
ー
ド
マ
ー
ク

︵
専
用
書
体
︶
が
提
示
さ
れ
た
。

﹁
ダ
イ
ニ
ッ
ク
︵
Ｄ
Ｙ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
︶﹂
と
い
う
社
名
と
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、
そ
の
な
か
か
ら
え
ら
び
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。

Ｄ
Ｙ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
は
、
Ｄ
Ｙ
＝
Ｎ
Ｉ
Ｃ
と
二
つ
に
わ
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。﹁
Ｄ
Ｙ
﹂
は
日
本
語
の
﹁
大
﹂
で
あ
り
、

英
語
の
Ｄ
Ｙ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
を
意
味
す
る
。
こ
の
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
﹁
Ｄ
Ｙ
﹂
に
、
日
本
ク
ロ
ス
の
略
称
と
も
い

う
べ
き
﹁
Ｎ
Ｉ
Ｃ
﹂
を
合
成
し
た
の
で
あ
る
。

　

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
モ
チ
ー
フ
は
、
高
く
舞
い
あ
が
る
鳥
で
あ
る
。
飛
翔
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
ダ
イ
ニ
ッ
ク
と
グ
ル
ー
プ

の
未
来
を
託
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
当
時
、
営
業
企
画
部
で
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
務
局
を
担
当
し
た
山
本
進
吾
︵
後
に

取
締
役
︶
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　

社
名
変
更
は
坂
部
［
三
次
郎
］
社
長
の
発
案
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
が
、
い
ま
あ
ら
た
め
て
ふ
り
か
え
る
と
、
幅
ひ

ろ
く
社
内
の
意
見
を
集
約
し
な
が
ら
す
す
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
最
終
的
に
四
つ
の
候
補
が
の
こ
り
、
役
員
会
で
ダ
イ

ニ
ッ
ク
が
採
択
さ
れ
た
の
だ
が
、
ご
く
自
然
な
流
れ
で
、
そ
こ
に
収
斂
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
感
じ
で
あ
っ
た
。
そ

れ
は
も
と
も
と
社
名
変
更
と
い
う
も
の
に
潜
在
的
な
支
持
が
あ
り
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
を
社
名
と
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
に
説

得
力
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
う
。

　

社
名
変
更
や
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
め
ぐ
っ
て
ラ
ン
ド
ー
・
ア
ソ
ー
シ
エ
イ
ツ
と
接
す
る
な
か
で
刮
目
さ
せ
ら
れ
る
発
見
が

い
く
つ
も
あ
っ
た
。
当
時
、
営
業
企
画
部
長
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
幹
を
つ
と
め
た
有
川
嘉
邦
︵
後
に
常
務
︶
も
次
の
よ

う
に
の
べ
て
い
る
。

　

ウ
ォ
ー
ル
タ
ー
・
ラ
ン
ド
ー
［
現
在
は
ラ
ン
ド
ー
・
ア
ソ
ー
シ
エ
イ
ツ
］
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
に
つ
な
い

だ
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
を
オ
フ
ィ
ス
に
し
て
い
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
会
社
だ
っ
た
。

　

同
社
と
い
ろ
い
ろ
や
り
と
り
す
る
う
ち
に
、
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
も
の
の
あ
り
か
た
に
眼
を
ひ
ら
か
れ
る
思
い
が
し

新社名ダイニックのマーク（左）とロゴ ダイニックClシステム



341 第七章 ──技術の複合化で　素材革命を実現する

た
。
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
も
の
に
対
す
る
意
識
が
変
わ
っ
た
。
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
も
の
の
も
つ
潜
在
的
な
力
で
あ
る
と

か
、
デ
ザ
イ
ン
と
企
業
イ
メ
ー
ジ
や
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
問
題
と
か
、
こ
れ
ら
は
当
時
の
ダ
イ
ニ
ッ
ク
に
は
な
か

っ
た
発
想
で
、
こ
れ
は
、
た
い
へ
ん
新
鮮
な
驚
き
だ
っ
た
。
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
モ
ノ
づ
く
り
の
面
で
も
意
識
改
革

の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　

新
社
名
と
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
制
定
に
よ
り
、
日
本
ク
ロ
ス
工
業
株
式
会
社
は
﹁
ダ
イ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社
﹂
と
改
名
、

関
連
会
社
は
﹁
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
﹂
の
名
で
よ
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。

　

社
名
変
更
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
一
九
七
四
年
︵
昭
和
四
九
︶
五
月
末
か
ら
社
内
外
で
と
り
お
こ
な
っ
た
。
五
月
三
〇

日
の
プ
レ
ス
発
表
に
つ
づ
い
て
、
六
月
初
め
に
は
主
要
顧
客
や
取
引
銀
行
対
象
に
個
別
の
経
過
説
明
を
お
こ
な
い
、
社
内

発
表
は
各
事
業
所
と
グ
ル
ー
プ
会
社
で
、
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ネ
ル
に
よ
っ
て
実
施
し
た
。

　

六
月
二
一
日
の
定
時
株
主
総
会
の
決
議
を
う
け
て
、﹁
日
本
ク
ロ
ス
﹂
か
ら
﹁
ダ
イ
ニ
ッ
ク
﹂
へ
の
社
名
変
更
は
正
式

に
決
定
、
以
降
は
七
月
一
日
の
実
施
に
向
か
っ
て
、
告
知
徹
底
の
た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
た
。

　

社
名
変
更
の
時
期
を
創
立
記
念
日
の
八
月
一
八
日
で
は
な
く
、
七
月
一
日
と
し
た
の
は
、
増
資
の
時
期
と
合
わ
せ
る
た

め
で
あ
っ
た
。

●
一
〇
年
ぶ
り
に
増
資
を
お
こ
な
う

　

社
名
変
更
と
お
な
じ
七
月
一
日
付
け
で
、
一
〇
年
ぶ
り
に
増
資
を
実
施
し
た
。
四
〇
年
不
況
か
ら
業
績
低
迷
の
時
代
が

つ
づ
き
、
増
資
は
一
九
六
四
年
︵
昭
和
三
九
︶
四
月
を
最
後
に
と
だ
え
て
い
た
が
、
第
一
一
〇
期
︵
一
九
七
三
年
一
一
月

～
七
四
年
四
月
︶
に
、
売
上
高
は
一
〇
〇
億
円
を
突
破
、
経
常
利
益
も
四
億
五
〇
〇
〇
万
円
に
達
し
た
。
株
式
配
当
を
二

パ
ー
セ
ン
ト
増
や
し
、
一
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
し
た
。

　

年
間
ベ
ー
ス
で
二
〇
〇
億
円
規
模
に
達
す
る
好
業
績
を
背
景
に
し
て
半
額
増
資
を
お
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
。
増
資
に
よ

っ
て
新
資
本
金
は
一
六
億
二
〇
〇
〇
万
円
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
創
立
五
五
周
年
の
記
念
配
当
に
か
え
て
無
償
増
資
を
お
こ

な
い
、
翌
一
九
七
五
年
︵
昭
和
五
〇
︶
一
月
二
一
日
付
で
新
資
本
金
は
一
六
億
四
四
三
〇
万
円
に
な
っ
た
。

　

一
九
七
四
年
︵
昭
和
四
九
︶
に
な
る
と
、
日
本
の
高
度
成
長
を
終
わ
ら
せ
た
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
が
少
し
ず
つ
業
績

に
も
影
を
落
と
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
狂
乱
物
価
を
お
さ
え
る
た
め
の
金
融
引
き
締
め
、
総
需
要
抑
制
策
に
よ
っ
て
国

内
景
気
は
冷
え
込
み
、
石
油
製
品
の
大
幅
な
値
上
が
り
で
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
が
現
実
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
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だ
が
、
創
立
五
五
周
年
を
む
か
え
る
前
後
の
日
本
ク
ロ
ス
の
業
績
に
は
、
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
目
立
っ
た
影
響
が
あ
ら
わ
れ

て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
後
に
な
っ
て
考
え
る
と
、
結
果
的
に
そ
う
い
う
遅
れ
反
応
が
あ
っ
た
が
た
め
に
減
速
経
済
へ

の
対
応
に
出
遅
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

●
創
立
五
五
周
年 
記
念
行
事
を
盛
大
に

　

一
九
七
四
年
︵
昭
和
四
九
︶
八
月
一
八
日
⋮
⋮
。

　

日
本
ク
ロ
ス
と
し
て
発
祥
し
、
五
五
回
目
の
創
立
記
念
日
で
あ
る
。
五
五
と
い
え
ば
あ
ま
り
キ
リ
の
よ
く
な
い
数
字
だ

が
、
特
別
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
。
日
本
ク
ロ
ス
か
ら
ダ
イ
ニ
ッ
ク
へ
と
社
名
を
あ
ら
た
め
、
初
め
て
む
か
え
る
創
立
記

念
日
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
元
年
の
記
念
式
典
は
事
業
所
ご
と
に
と
り
お
こ
な
っ
て
い
る
。
東
京
本
社
が
最
初
で
八
月
一
七
日
、
東
京

工
場
は
八
月
一
八
日
、
深
谷
工
場
は
八
月
一
九
日
、
京
都
本
社
・
京
都
工
場
・
中
央
開
発
研
究
所
・
大
阪
支
社
は
八
月
二

〇
日
で
あ
っ
た
。

　

式
典
の
後
、
記
念
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
製
作
し
た
映
画
﹃
素
晴
ら
し
い
時
代
を
生
き
る
﹄
を
観
賞
し
た
。
同
映
画

︵
一
六
ミ
リ
二
五
分
の
カ
ラ
ー
作
品
︶
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
と
グ
ル
ー
プ
紹
介
の
Ｐ
Ｒ
映
画
で
あ
っ
た
。
同
映
画
は
ダ
イ
ニ
ッ

ク
の
製
品
の
も
つ
本
質
は
カ
バ
ー
リ
ン
グ
に
あ
る
と
と
ら
え
、
映
像
イ
メ
ー
ジ
で
表
現
し
た
芸
術
性
の
高
い
作
品
で
あ
っ

た
。

　

事
業
所
ご
と
の
記
念
行
事
は
同
年
九
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
、
各
事
業
所
の
独
自
プ
ラ
ン
で
、
従
業
員
と
そ
の
家
族
、

関
係
会
社
、
地
域
住
民
の
参
加
に
よ
る
運
動
会
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
京
都
工
場
は
九
月
二
二
日
に
京
都
市
・
桃
山

城
公
園
で
、
同
日
に
東
京
工
場
は
狭
山
市
鵜
ノ
木
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
運
動
会
、
深
谷
工
場
は
一
一
月
四
日
に
工
場
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
、
大
阪
支
社
は
一
〇
月
一
〇
日
に
高
槻
市
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
や
は
り
運
動
会
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
東
京
本

社
の
み
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
テ
ィ
で
あ
る
。
一
一
月
二
三
日
、
会
場
は
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
あ
っ
た
。

　

企
業
と
い
う
も
の
は
少
な
か
ら
ず
地
域
社
会
の
恩
恵
に
浴
し
て
い
る
。
そ
こ
で
事
業
所
に
ゆ
か
り
の
深
い
京
都
市
、
亀

岡
市
、
狭
山
市
、
深
谷
市
、
台
湾
の
五
つ
の
地
域
に
感
謝
の
意
を
こ
め
て
二
〇
〇
万
円
相
当
の
寄
贈
を
お
こ
な
っ
た
。
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●
記
念
誌
の
刊
行 

新
し
い
社
歌
の
制
作

　

Ｐ
Ｒ
映
画
の
ほ
か
、﹃
創
立
55
周
年
記
念
誌
﹄
の
刊
行
、
新
し
い
社
歌
の
制
作
も
記
念
事
業
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

　

記
念
誌
は
赤
白
一
対
の
書
籍
を
凾
に
お
さ
め
て
い
る
。
赤
い
表
紙
の
ほ
う
は
﹁
新
し
い
流
れ
の
な
か
で
﹂
と
い
う
タ
イ

ト
ル
で
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
と
グ
ル
ー
プ
の
い
わ
ば
会
社
案
内
で
あ
る
。
白
い
表
紙
の
ほ
う
は
﹁
い
ろ 

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の

は
た
ら
き
﹂
と
題
し
た
企
画
出
版
物
で
あ
る
。
京
都
大
学
教
授
の
吉
田
光
邦
氏
の
手
に
な
る
も
の
で
、
日
本
に
お
け
る

﹁
色
﹂
の
変
遷
を
テ
ー
マ
に
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
文
化
評
論
に
な
っ
て
い
る
。

　

い
か
に
も
記
念
誌
に
ふ
さ
わ
し
く
紅
白
一
対
の
装
幀
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
昭
和
期
の
日
本
を
代
表
す
る
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
い
わ
れ
た
原
弘
氏
で
あ
っ
た
。
装
幀
ク
ロ
ス
に
は
﹁
ハ
イ
ピ
ー
ル
Ｂ
Ｂ
﹂
と
﹁
ニ
ュ
ー
ハ
イ
ス
カ
ー

フ
﹂
を
使
用
し
て
い
る
。

　

同
誌
は
翌
一
九
七
五
年
︵
昭
和
五
〇
︶
の
第
七
回
全
国
カ
タ
ロ
グ
・
ポ
ス
タ
ー
展
︵
日
本
印
刷
工
業
会
・
印
刷
出
版
研

究
主
催
︶
で
会
長
賞
を
う
け
る
な
ど
、
新
し
い
年
誌
の
あ
り
か
た
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。

　

社
名
変
更
に
と
も
な
い
社
歌
も
新
し
く
な
っ
た
。

　

日
本
ク
ロ
ス
時
代
に
は
﹁
顔
に
微
笑
み
﹂﹁
く
ま
な
く
晴
れ
し
大
空
に
﹂
と
い
う
二
つ
の
社
歌
が
あ
っ
た
。︵
二
九
三
～

二
九
四
ペ
ー
ジ
参
照
︶
と
も
に
一
九
六
四
年
︵
昭
和
三
九
︶
に
制
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
タ
イ
ト
ル
に
社
名
が
な
い
が
、

歌
詞
の
終
わ
り
は
と
も
に
﹁
日
本
ク
ロ
ス
﹂
で
締
め
く
く
っ
て
い
た
。

　

社
名
変
更
に
と
も
な
い
新
し
い
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ソ
ン
グ
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
新
し
い
社
歌
の
制
作
は

一
九
七
四
年
︵
昭
和
四
九
︶
二
月
、
岸
音
楽
事
務
所
に
依
頼
し
て
い
る
。
当
時
総
合
本
部
に
い
た
土
居
勲
は
次
の
よ
う
に

述
懐
し
て
い
る
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
一
九
七
四
年
、
日
本
ク
ロ
ス
工
業
株
式
会
社
の
創
立
五
五
周
年
に
向
け
社
名
変
更
を
行
う
一
大
事

業
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
年
の
二
月
に
坂
部
社
長
よ
り
社
歌
作
成
の
命
を
受
け
作
詞
者
の
選
定
に
入
り
ま
し
た
。
若
手

の
ホ
ー
プ
と
い
う
こ
と
で
山
川
啓
介
さ
ん
を
指
名
し
、
長
谷
川
第
一
二
ビ
ル
に
お
招
き
し
、
経
営
の
理
念
た
る
﹁
技

術
の
優
位
性
﹂﹁
人
の
和
﹂
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
現
行
の
社
歌
が
出
来
あ
が
り
ま
し
た
。
作
曲
は
四
名
の
作
曲
者

に
依
頼
し
、
役
員
会
の
選
定
で
現
行
の
曲
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
五
月
に
音
羽
の
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
の
ス
タ
ジ
オ
で
レ

コ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
、
男
性
四
人
、
女
性
四
人
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
合
唱
で
何
度
も
行
わ
れ
、
そ
の
当
時
の
渡
辺

総
務
部
長
と
共
に
深
夜
ま
で
立
ち
会
っ
た
こ
と
を
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
覚
え
て
い
ま
す
。

ダ
イ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社　

社
歌

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
一
九
七
四
年
制
定
︶

作
詞
：
山
川
啓
介

作
曲
：
斎
藤
泉
一

夢
を
か
た
ち
に
し
て
ゆ
こ
う

き
た
え
た
こ
の
手
で　

こ
の
技わ

術ざ

で

ほ
ほ
え
み
か
わ
す　

目
の
中
に

い
つ
で
も
未
来
を　

映
そ
う
よ

若
い
心
を
抱
い
て
る
仲
間

あ
し
た
を
創つ

く

る
ダ
イ
ニ
ッ
ク

肩
を
並
べ
て
歩
も
う
よ

よ
ろ
こ
び
悲
し
み　

わ
け
合
っ
て

日
ご
と
に
育
つ　

樹き

の
よ
う
に

力
を
寄
せ
合
い　

伸
び
て
ゆ
こ
う

固
く
心
を
つ
な
い
だ
仲
間

あ
し
た
を
描
く　

ダ
イ
ニ
ッ
ク

ひ
と
り
ひ
と
り
が
幸
せ
に

暮
ら
せ
る
世
界
を　

夢
見
よ
う

流
れ
る
歴
史
の　

そ
の
中
に

た
し
か
な
足
あ
と　

残
そ
う
よ

い
つ
も
希
望
に
燃
え
て
る
仲
間

あ
し
た
を
彩い

ろ
ど

る
ダ
イ
ニ
ッ
ク
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新
社
歌
の
作
詞
者
は
山
川
啓
介
、
作
曲
者
は
斎
藤
泉
一
で
あ
る
。

﹁
社
歌
﹂
は
一
番
が
﹁
技
術
の
優
位
性
﹂、
二
番
が
﹁
人
の
和
﹂、
三
番
が
﹁
暮
ら
し
の
向
上
、
幸
福
﹂
を
謳
っ
た
も
の
、

曲
想
も
マ
イ
ル
ド
で
温
か
み
の
あ
る
も
の
と
な
っ
た
。

　

ち
な
み
に
作
詞
の
山
川
啓
介
氏
は
作
詞
家
と
し
て
、
構
成
・
脚
本
家
と
し
て
も
活
躍
し
た
。
の
ち
に
﹁
時
間
よ
止
ま

れ
﹂︵
矢
沢
永
吉
︶、﹁
聖
母
た
ち
の
ラ
ラ
バ
イ
﹂︵
岩
崎
宏
美
︶、﹁
太
陽
が
く
れ
た
季
節
﹂︵
青
い
三
角
定
規
︶、﹁
ふ
れ
あ

い
﹂﹁
時
代
遅
れ
の
恋
人
た
ち
﹂︵
中
村
雅
俊
︶、﹁
銀
河
鉄
道
９
９
９
﹂︵
ゴ
ダ
イ
ゴ
、
共
作
︶
な
ど
を
は
じ
め
、
数
多
く

の
ヒ
ッ
ト
曲
の
作
詞
を
手
が
け
た
。
こ
ど
も
向
け
番
組
の
制
作
者
と
し
て
も
知
ら
れ
、
本
名
の
井
出
隆
夫
の
名
で
﹁
お
か

あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
﹂
の
脚
本
・
構
成
か
ら
楽
曲
の
作
詞
ま
で
を
一
手
に
ひ
き
う
け
、
一
八
年
間
で
お
よ
そ
三
五
〇
〇
話

の
脚
本
を
執
筆
、
む
ろ
ん
劇
中
歌
の
作
詞
も
す
べ
て
氏
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
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第
八
節  
創
業
の
地 

京
都
か
ら
滋
賀
県
多
賀
町
へ

●
創
業
の
地
に
訣
別

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
社
歴
一
〇
〇
年
を
か
え
り
み
て
、
社
運
を
か
け
た
お
お
き
な
決
断
と
い
え
ば
、
そ
の
ひ
と
つ
に
京
都
工

場
の
滋
賀
移
転
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

京
都
工
場
は
一
九
二
八
年
︵
昭
和
三
︶
に
天
神
川
工
場
と
し
て
建
設
、
そ
れ
か
ら
五
〇
年
に
わ
た
っ
て
主
力
工
場
と
し

て
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
発
展
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
根
幹
と
い
う
べ
き
主
力
工
場
で
あ
っ
た
。
そ
の
京
都

工
場
が
滋
賀
県
へ
移
転
す
る
。
滋
賀
県
多
賀
町
に
新
工
場
を
建
設
し
て
、
京
都
工
場
と
中
央
開
発
研
究
所
、
桂
工
業
、
ニ

ッ
ク
フ
レ
ー
ト
京
都
支
社
、
ニ
ッ
ク
パ
ワ
ー
ズ
を
全
面
移
転
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
先
に
社
名
を
日
本
ク
ロ
ス
工
業
か

ら
ダ
イ
ニ
ッ
ク
へ
と
変
更
し
た
が
、
つ
づ
い
て
な
が
ね
ん
本
社
工
場
と
し
て
き
た
京
都
工
場
が
創
業
の
地
を
は
な
れ
る
。

そ
れ
は
名
実
と
も
に
創
業
者
時
代
と
の
訣
別
を
意
味
し
て
い
た
。

　

工
場
移
転
を
決
断
し
た
の
は
、
京
都
工
場
に
工
場
立
地
と
し
て
限
界
が
み
え
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
公

害
問
題
も
あ
っ
た
。

　

一
九
七
五
年
︵
昭
和
五
〇
︶
ご
ろ
に
な
る
と
公
害
環
境
問
題
に
つ
い
て
の
法
規
制
が
き
び
し
く
な
り
、
京
都
工
場
を
と

り
ま
く
環
境
は
に
わ
か
に
慌
た
だ
し
く
な
っ
た
。
天
神
川
工
場
と
し
て
誕
生
し
た
こ
ろ
の
工
場
は
農
地
に
か
こ
ま
れ
て
い

た
が
、
五
〇
年
と
い
う
歳
月
を
へ
て
、
い
つ
し
か
周
囲
は
住
宅
地
に
な
っ
て
い
た
。
な
ん
ど
か
排
水
規
制
に
ひ
っ
か
か
る

よ
う
に
な
り
、
改
善
命
令
を
う
け
る
な
ど
、
ま
る
で
公
害
工
場
の
よ
う
な
印
象
を
あ
た
え
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
る
。

　

さ
ら
に
当
時
、
京
都
市
な
ら
で
は
の
法
規
制
も
あ
っ
て
、
工
場
施
設
の
増
改
築
を
ふ
く
め
た
改
善
す
ら
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
う
な
ど
、
工
場
立
地
と
し
て
完
全
に
限
界
が
み
え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

当
時
、
業
績
は
低
迷
、
赤
字
に
転
落
し
て
い
た
。
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
の
不
況
に
の
み
こ
ま
れ
、
一
九
七
五
年
︵
昭
和

五
〇
︶
四
月
期
は
創
業
以
来
の
赤
字
で
あ
っ
た
。
緊
急
対
策
、
さ
ら
に
は
抜
本
策
を
実
行
す
る
な
ど
、
ひ
た
す
ら
減
量
経

営
に
つ
と
め
て
い
た
。
毎
月
お
よ
そ
一
億
円
の
赤
字
を
計
上
し
て
い
た
お
り
に
、
あ
え
て
社
運
を
か
け
て
本
社
工
場
の
移

転
に
ふ
み
き
っ
た
の
で
あ
る
。

過密化すすむ京都工場周辺
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●
公
害
問
題
と
法
規
制
で
窮
地
に
立
つ

　

京
都
市
は
も
と
も
と
大
規
模
な
重
化
学
工
業
の
工
場
が
少
な
く
、
ほ
か
の
都
市
ほ
ど
公
害
問
題
は
深
刻
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
一
九
七
五
年
︵
昭
和
五
〇
︶
ご
ろ
か
ら
工
場
排
水
、
煤
煙
、
振
動
、
騒
音
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
、
事
業
主

に
改
善
を
も
と
め
る
声
が
た
か
ま
っ
て
い
た
。
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
京
都
工
場
が
あ
っ
た
右
京
区
は
、
伏
見
区
に
次
い
で
そ
う

い
う
公
害
に
よ
る
苦
情
件
数
が
多
く
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
悪
臭
と
騒
音
で
あ
っ
た
。

　

住
民
運
動
の
た
か
ま
り
と
と
も
に
、
規
制
と
監
視
の
目
が
き
び
し
く
な
り
、
周
辺
の
住
宅
化
が
す
す
む
に
つ
れ
て
京
都

工
場
で
も
、
悪
臭
、
騒
音
、
工
場
排
水
が
問
題
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

夜
勤
が
つ
づ
く
と
、
モ
ー
タ
ー
の
音
が
騒
が
し
い
と
い
わ
れ
、
熱
湯
を
排
水
す
る
と
、
下
水
か
ら
ひ
ど
い
臭
気
の
湯
気

が
あ
が
る
と
抗
議
を
う
け
た
。
夜
間
操
業
は
ほ
と
ん
ど
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
民
家
に
近
い
生
産
設
備
︵
ボ
イ
ラ

ー
を
含
め
て
︶
を
改
善
し
、
さ
ら
に
そ
の
規
模
も
縮
小
す
る
な
ど
、
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
た
。

　

一
九
七
五
年
︵
昭
和
五
〇
︶
に
は
、
水
の
規
制
が
強
化
さ
れ
、
一
九
七
六
年
︵
昭
和
五
一
︶、
一
九
七
七
年
︵
昭
和
五

二
︶
と
そ
の
規
制
が
さ
ら
に
き
び
し
く
な
っ
て
ゆ
く
。
公
害
防
止
設
備
を
大
幅
に
増
設
し
た
が
、
皮
肉
に
も
そ
れ
は
生
産

設
備
の
縮
小
を
意
味
し
て
い
た
。
そ
の
う
え
震
動
に
つ
い
て
の
苦
情
が
よ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
工
場
周
辺
の
地
域

環
境
は
日
ご
と
に
悪
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
都
市
計
画
や
地
域
開
発
に
関
連
し
た
法
規
制
に
と
ど
め
を
刺
さ
れ
た
。
ま
ず
は
一
九
六
四
年
︵
昭
和
三
九
︶
施

行
の
﹁
工
場
制
限
法
﹂
で
あ
る
。
同
法
は
工
場
の
新
増
設
に
し
ば
り
を
か
け
る
法
律
だ
が
、
京
都
市
全
域
が
適
用
を
う
け

る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
﹁
工
場
再
配
置
法
﹂︵
一
九
七
二
年
︶
は
京
都
市
全
域
を
移
転
促
進
地
域
に
指
定
し
て
し
ま

っ
た
。

　

当
時
、
京
都
工
場
は
﹁
工
場
等
制
限
区
域
の
特
例
﹂
と
し
て
﹁
工
場
制
限
法
﹂
の
適
用
を
猶
予
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九

七
四
年
︵
昭
和
四
九
︶
六
月
に
そ
の
期
限
が
切
れ
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
﹁
工
場
立
地
法
﹂
と
﹁
建
築
基
準
法
﹂
に
よ
る

制
限
が
強
化
さ
れ
、
既
存
建
物
の
増
改
築
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
京
都
西
工
場
は
、
工
場
の
建
物
を
建
て
替
え
よ
う
と
す
る
と
、
増
設
が
で
き
な
い
だ
け
で
な
く
、
面
積
を
一

二
三
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
削
減
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
東
工
場
も
お
な
じ
で
六
五
一
平
方
メ
ー
ト
ル
削
減
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。﹁
建
築
基
準
法
﹂
か
ら
み
て
も
、
西
工
場
は
す
で
に
規
定
の
建
蔽
率
を
オ
ー
バ
ー
し
て
お
り
、

増
築
は
ま
っ
た
く
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

公害防止協定の調印式
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京
都
工
場
の
赤
字
体
質
を
解
消
す
る
に
は
、
作
業
効
率
を
た
か
め
て
生
産
性
を
あ
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
建
物
の
増

改
築
、
新
設
備
の
導
入
、
レ
イ
ア
ウ
ト
の
改
善
が
不
可
欠
だ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
が
す
べ
て
着
手
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
る
。

●
移
転
先
は
滋
賀
県
多
賀
町
に

　

工
場
移
転
は
も
は
や
避
け
ら
れ
な
い
。
当
時
の
経
営
陣
は
そ
の
よ
う
に
肝は

ら

を
く
く
っ
て
、
一
九
七
五
年
︵
昭
和
五
〇
︶

初
め
か
ら
移
転
先
の
検
討
を
は
じ
め
て
い
る
。

　

候
補
地
と
し
て
赤
穂
、
長
田
野
︵
福
知
山
︶、
福
崎
︵
姫
路
︶、
甲
賀
、
草
津
な
ど
一
四
の
地
域
が
浮
か
ん
で
は
消
え
て

い
っ
た
。
住
友
セ
メ
ン
ト
の
閉
鎖
工
場
跡
が
有
力
候
補
に
な
っ
た
の
は
同
年
九
月
ご
ろ
だ
っ
た
。
地
域
振
興
整
備
公
団
か

ら
、
七
尾
・
多
賀
の
両
工
場
、
赤
穂
北
部
・
南
部
の
工
場
団
地
の
閉
鎖
工
場
跡
地
を
紹
介
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
立
地
・
規

模
・
電
気
・
給
水
設
備
な
ど
を
検
討
し
、
最
終
的
に
住
友
セ
メ
ン
ト
多
賀
工
場
の
跡
地
を
え
ら
ん
だ
。

　

新
し
い
工
場
予
定
地
に
決
め
た
住
友
セ
メ
ン
ト
多
賀
工
場
の
跡
地
︵
滋
賀
県
犬
上
郡
多
賀
町
大
字
多
賀
二
七
〇
︶
は
総

面
積
三
七
万
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
広
大
な
敷
地
に
は
山
林
も
ふ
く
ま
れ
て
い
た
。
鈴
鹿
国
定
公
園
と
琵
琶
湖
国
定
公
園

に
か
こ
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
地
で
あ
る
。

　

湖
東
に
位
置
す
る
多
賀
町
は
名
神
高
速
道
路
の
彦
根
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
近
く
、
国
道
８
号
、
306
号
、
307
号
線
に
も

接
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
道
路
網
を
利
用
し
て
東
京
、
名
古
屋
、
京
都
、
大
阪
の
周
辺
都
市
と
む
す
ぶ
こ
と
が
で
き
、
運

輸
・
交
通
面
か
ら
の
立
地
条
件
も
す
ぐ
れ
て
い
た
。

　

滋
賀
工
場
建
設
と
京
都
工
場
移
転
の
構
想
は
、
一
九
七
六
年
︵
昭
和
五
一
︶
三
月
末
か
ら
四
月
初
め
に
か
け
て
社
内
外

に
公
表
し
た
。

　

三
月
三
一
日
に
課
長
会
で
趣
旨
発
表
、
四
月
一
日
に
労
働
組
合
中
央
三
役
に
説
明
、
同
日
、
管
理
者
研
修
会
で
社
長
み

ず
か
ら
状
況
説
明
を
お
こ
な
い
、
四
月
二
日
の
朝
礼
で
京
都
工
場
の
全
従
業
員
に
社
長
か
ら
発
表
し
た
。
さ
ら
に
同
日
、

記
者
会
見
を
お
こ
な
い
、
社
外
に
も
移
転
構
想
を
公
表
し
た
の
で
あ
る
。
移
転
は
設
備
だ
け
で
は
な
く
、
人
の
移
転
も
と

も
な
う
。
そ
れ
ゆ
え
移
転
の
決
定
は
社
内
に
お
お
き
な
波
紋
を
も
た
ら
し
、
一
時
は
従
業
員
の
あ
い
だ
に
動
揺
が
ひ
ろ
が

っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

　

社
長
在
任
中
に
あ
っ
て
、
ま
さ
に
ビ
ッ
グ
ワ
ン
の
事
業
で
あ
っ
た
と
い
う
坂
部
三
次
郎
は
後
に
、
当
時
を
ふ
り
か
え
り
、

次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

公営防止協定の調印が行なわれた多賀大社
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京
都
工
場
の
従
業
員
に
し
て
み
れ
ば
、
理
由
は
い
か
に
あ
れ
、
京
都
を
は
な
れ
る
の
は
都
落
ち
。
そ
う
い
う
心
情

も
理
解
で
き
た
が
、
だ
か
ら
こ
そ
移
転
が
必
要
で
も
あ
っ
た
。
京
都
に
し
が
み
つ
い
て
お
れ
ば
、
い
つ
ま
で
も
古
い

体
質
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
気
風
を
刷
新
し
な
け
れ
ば
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
将
来
も
危
う
い
と
判
断
し
た
の

で
あ
る
。

　

新
工
場
の
建
設
が
始
ま
っ
て
も
、
従
業
員
の
動
揺
は
容
易
に
お
さ
ま
ら
な
か
っ
た
。
新
工
場
の
造
成
工
事
が
完
了

し
た
一
九
七
七
年
︵
昭
和
五
二
︶
の
五
月
一
七
日
で
あ
っ
た
。
創
業
者
で
あ
る
親
父
の
命
日
に
あ
た
る
そ
の
日
、
当

社
で
は
毎
年
総
決
起
大
会
を
行
っ
て
い
る
。
私
は
前
日
に
理
髪
店
に
行
っ
て
頭
髪
を
ば
っ
さ
り
刈
っ
て
も
ら
っ
た
。

丸
坊
主
に
な
っ
て
総
決
起
大
会
の
壇
上
に
立
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
滋
賀
移
転
を
絶
対
に
成
功
さ
せ
る
ぞ
⋮
⋮
と

い
う
私
の
決
意
表
明
で
あ
っ
た
。
丸
刈
の
頭
を
み
て
、
さ
す
が
に
従
業
員
た
ち
も
衝
撃
を
う
け
た
ら
し
い
。
移
転
へ

の
不
満
は
な
く
な
っ
た
。

　

私
は
新
工
場
の
建
設
が
終
わ
り
、
各
工
場
の
稼
動
が
円
滑
に
な
る
ま
で
の
約
二
年
間
、
丸
坊
主
頭
で
す
ご
し
た
の

だ
っ
た
。︵﹁
ま
る
二
年
間
、
坊
主
頭
で
す
ご
す
﹂
│
坂
部
三
次
郎
﹃
星
明
か
り
燦
々
﹄
所
収
︶

　

京
都
に
固
執
し
て
お
れ
ば
、
古
い
体
質
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
う
い
う
気
風
を
刷
新
し
な
け
れ
ば
、
ダ
イ

ニ
ッ
ク
の
将
来
は
危
う
い
⋮
⋮
と
、
会
社
側
は
懸
命
に
移
転
の
動
機
と
必
要
性
を
説
い
た
の
で
あ
る
。

　

経
営
サ
イ
ド
と
従
業
員
が
、
向
き
合
う
の
で
は
な
く
、
と
も
に
肩
を
な
ら
べ
て
会
社
の
将
来
に
視
線
を
そ
そ
ぐ
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
そ
の
年
の
夏
ご
ろ
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
同
年
八
月
二
四
日
、
労
働
組
合
と
の
間
で
移
転
に
関
す
る
基
本

協
定
を
締
結
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
七
六
年
︵
昭
和
五
一
︶
九
月
三
〇
日
、
多
賀
大
社
の
貴
賓
室
で
社
長
の
坂
部
三
次
郎
と
多
賀
町
長
が
公
害
防
止
協

定
に
調
印
、
滋
賀
工
場
の
建
設
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

●
新
工
場
建
設
と
移
転
は
二
年
計
画
で

　

京
都
工
場
を
閉
鎖
し
て
、
滋
賀
県
多
賀
町
に
建
設
す
る
新
工
場
に
全
面
移
転
す
る
と
い
う
計
画
は
、
一
九
七
八
年
︵
昭

和
五
三
︶
秋
ま
で
、
つ
ま
り
二
年
で
の
完
遂
を
め
ざ
し
て
い
た
。

　

移
転
は
京
都
工
場
だ
け
で
は
な
い
。
京
都
工
場
、
中
央
開
発
研
究
所
の
ほ
か
、
グ
ル
ー
プ
の
桂
工
業
、
ニ
ッ
ク
パ
ワ
ー

建設中の滋賀工場
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ズ
、
ニ
ッ
ク
フ
レ
ー
ト
京
都
支
社
も
、
滋
賀
工
場
に
集
約
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　

建
設
は
第
一
期
工
事
、
第
二
期
工
事
に
わ
け
て
お
こ
な
い
、
第
一
期
工
事
は
京
都
工
場
お
よ
び
関
連
部
門
の
移
転
、
第

二
期
工
事
は
工
場
の
整
備
、
拡
張
に
あ
て
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
九
七
六
年
︵
昭
和
五
一
︶
四
月
、
移
転
構
想
の
発
表
と
同
時
に
発
足
し
た
滋
賀
工
場
建
設
準
備
委
員
会
の
構
成
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

　

 

委
員
長
＝
伊
藤
博
介
︵
専
務
︶、
副
委
員
長
＝
河
村
泰
︵
専
務
︶、
委
員
＝
服
部
欣
二
︵
常
務
︶・
石
丸
昇
︵
常
務
︶・
坂

部
勝
三
︵
桂
工
業
社
長
︶・
市
川
満
哉
︵
ニ
ッ
ク
フ
レ
ー
ト
社
長
︶・
尾
崎
貴
一
︵
ニ
ッ
ク
パ
ワ
ー
ズ
社
長
︶・
鎌
北
明

︵
深
谷
工
場
長
︶

　

同
委
員
会
は
工
場
移
転
の
審
議
決
定
機
関
で
あ
っ
た
。
基
本
方
針
の
立
案
・
企
画
か
ら
計
画
の
具
体
的
推
進
ま
で
目
く

ば
り
し
て
活
動
に
あ
た
っ
た
。

　

滋
賀
工
場
の
理
想
像
は
最
新
鋭
工
場
と
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
生
産
設
備
の
自
動
化
、
工
場
の
レ
イ
ア
ウ
ト
の
改
革
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
な
ど
を
中
心
に
、
京
都
工
場
で
は
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
た
体
質
の
根
本
的
な
改
革
を
念
頭
に
お

い
て
い
た
。
さ
ら
に
工
場
と
は
別
個
に
な
っ
て
い
た
中
央
開
発
研
究
所
、
仕
上
・
加
工
部
門
、
運
輸
部
門
を
集
約
し
、
開

発
か
ら
出
荷
に
い
た
る
ま
で
の
一
貫
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
。
さ
ら
に
公
害
対
策
に
も
力
を
そ
そ
ぎ
、
あ
ら
ゆ

る
法
的
規
制
を
完
全
に
ク
リ
ア
し
た
無
公
害
工
場
を
め
ざ
し
て
い
た
。

●
最
新
鋭
の
工
場
と
し
て
竣
工

　

滋
賀
工
場
の
第
一
期
工
事
︵
第
一
工
場
、
第
二
工
場
の
建
設
︶
は
一
九
七
六
年
︵
昭
和
五
一
︶
一
二
月
か
ら
は
じ
ま
っ

て
い
る
。
だ
が
、
お
り
し
も
年
末
か
ら
年
初
に
か
け
て
三
八
年
ぶ
り
の
豪
雪
が
や
っ
て
き
た
。
セ
メ
ン
ト
が
固
ま
ら
ず
、

造
成
計
画
は
大
幅
に
遅
れ
た
。
翌
年
三
月
末
に
な
っ
て
よ
う
や
く
土
木
工
事
が
完
了
し
て
、
工
場
棟
の
建
設
と
排
水
処
理

施
設
の
建
設
が
は
じ
ま
る
と
い
う
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
。

　

第
一
工
場
の
基
礎
工
事
は
一
九
七
七
年
︵
昭
和
五
二
︶
四
月
二
九
日
、
第
二
工
場
は
五
月
六
日
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
六

月
の
初
め
か
ら
鉄
骨
組
み
立
て
工
事
を
開
始
、
七
月
末
に
屋
根
が
で
き
あ
が
っ
て
い
る
。

　

京
都
工
場
か
ら
滋
賀
工
場
へ
の
機
械
設
備
の
移
転
は
、
第
一
期
工
事
の
建
物
が
な
か
ば
完
成
し
た
同
年
八
月
に
始
ま
り
、

竣工したころの滋賀工場
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最
初
に
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
の
設
備
を
搬
入
し
て
い
る
。

　

建
設
と
設
備
移
転
と
を
同
時
進
行
で
お
こ
な
い
、
九
月
二
二
日
、
通
産
省
の
審
査
に
合
格
、
同
月
二
五
日
に
ボ
イ
ラ
ー

の
火
入
れ
式
を
行
っ
た
。
一
〇
月
に
は
特
殊
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
ビ
ニ
ル
、
壁
紙
、
一
二
月
か
ら
は
ク
ロ
ス
︵
連
結
機
二
セ

ッ
ト
︶
と
移
設
の
ほ
う
は
順
調
で
あ
っ
た
。

　

設
備
そ
の
も
の
の
物
理
的
な
移
設
に
は
と
く
に
問
題
が
な
か
っ
た
が
、
機
械
も
ま
た
生
き
物
で
あ
る
。
生
産
活
動
が
軌

道
に
の
る
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
っ
た
。
お
な
じ
機
械
で
も
移
転
に
よ
っ
て
微
妙
な
く
る
い
が
生
じ
、
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
す
る
。
さ
ら
に
新
設
・
改
造
を
と
も
な
う
機
械
は
起
ち
あ
げ
が
む
ず
か
し
か
っ
た
。
と
く
に
ク
ロ
ス
や
ビ
ニ
ル
な

ど
は
、
も
と
も
と
属
人
的
な
技
術
に
た
よ
っ
て
い
た
部
分
も
あ
っ
て
、
歩
留
り
が
わ
る
く
、
軌
道
に
の
る
ま
で
に
は
時
間

が
か
か
っ
た
。
時
に
は
第
一
工
程
は
京
都
工
場
、
第
二
工
程
は
滋
賀
工
場
、
第
三
工
程
は
再
び
京
都
工
場
に
も
ど
し
て
加

工
し
て
仕
上
げ
る
と
い
う
方
法
を
と
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

第
一
期
工
事
は
一
九
七
八
年
︵
昭
和
五
三
︶
一
〇
月
に
完
工
、
第
二
期
工
事
は
同
年
一
二
月
一
二
日
に
着
工
、
最
終
的

に
は
一
九
七
九
年
︵
昭
和
五
四
︶
七
月
に
完
工
し
て
い
る
。

　

滋
賀
工
場
の
竣
工
披
露
は
、
工
場
の
枠
組
み
が
完
成
し
た
一
九
七
八
年
︵
昭
和
五
三
︶
五
月
一
一
日
に
と
り
お
こ
な
い
、

関
係
者
多
数
を
新
工
場
に
招
待
し
た
。

　

滋
賀
工
場
は
、
生
産
の
合
理
化
、
無
公
害
、
省
資
源
と
い
う
時
代
の
要
請
に
こ
た
え
る
最
新
鋭
の
工
場
と
し
て
完
工
し

て
い
る
。
設
備
の
大
幅
な
拡
充
・
改
善
に
よ
っ
て
生
産
能
力
を
増
強
、
品
質
向
上
を
実
現
し
た
。
工
場
の
機
械
配
置
も
合

理
的
に
設
計
し
て
、
さ
ら
に
原
料
か
ら
製
造
、
検
査
、
出
荷
ま
で
一
貫
し
た
ラ
イ
ン
を
設
定
し
た
。
製
品
の
集
中
管
理
に

よ
っ
て
、
物
流
の
大
幅
な
改
善
を
も
た
ら
し
た
。

　

と
く
に
公
害
対
策
と
省
資
源
は
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で
、
排
水
処
理
設
備
、
廃
ガ
ス
燃
焼
装
置
、
焼
却
炉
に
い
た
る
ま
で

最
新
の
設
備
を
導
入
し
た
。
さ
ら
に
洗
滌
水
や
冷
却
水
の
リ
サ
イ
ク
ル
利
用
、
廃
ガ
ス
燃
焼
カ
ロ
リ
ー
の
再
利
用
な
ど
の

装
置
も
付
設
し
た
。
ま
さ
に
環
境
保
全
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
モ
デ
ル
工
場
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

滋
賀
工
場
移
転
後
の
京
都
工
場
跡
地
は
住
宅
公
団
と
京
都
市
︵
教
育
委
員
会
︶
に
売
却
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
京
都
工

場
の
解
体
は
、
移
転
設
備
の
撤
去
が
完
了
し
た
一
九
七
八
年
︵
昭
和
五
三
︶
一
一
月
か
ら
始
ま
り
、
翌
年
二
月
に
完
了
し

て
い
る
。
京
都
市
に
売
却
し
た
西
工
場
跡
に
は
、
京
都
市
立
西
京
極
中
学
校
が
新
設
さ
れ
、
一
九
八
〇
年
︵
昭
和
五
五
︶

四
月
に
開
校
し
た
。
東
工
場
と
ク
ロ
ス
会
館
跡
に
は
住
宅
公
団
︵
現
・
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
︶
の
団
地
棟
ビ
ル
が
建
設
さ
れ
た
。

完成した滋賀工場（正門）
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第
九
節  
技
術
力
で
新
時
代
を
ひ
ら
く

 

●
繊
維
学
会
「
技
術
賞
」   
静
電
気
学
会
「
進
歩
賞
」
を
受
け
る

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
社
是
の
ひ
と
つ
に
﹁
技
術
の
優
位
性
﹂
を
か
か
げ
て
い
る
。

　

は
か
ら
ず
も
、
こ
の
期
に
二
つ
の
学
会
か
ら
賞
を
う
け
た
が
、
そ
れ
は
塗
工
と
い
う
分
野
に
お
け
る
開
発
技
術
の
た
し

か
さ
を
も
の
が
た
っ
て
い
る
。

　

一
九
七
九
年
︵
昭
和
五
四
︶
六
月
、﹁
ニ
ッ
ク
セ
ブ
ン
﹂︵
滋
賀
工
場
製
品
︶
が
第
五
回
繊
維
学
会
﹁
技
術
賞
﹂
を
う
け

た
。
繊
維
学
会
賞
に
は
﹁
学
会
賞
﹂﹁
技
術
賞
﹂﹁
論
文
賞
﹂
の
三
部
門
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
繊
維
工
業
の
発
展
に
貢
献
し

た
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
に
あ
た
え
ら
れ
る
年
度
賞
で
あ
る
。

　

技
術
賞
と
い
う
の
は
、
繊
維
の
研
究
、
発
明
、
開
発
に
す
ぐ
れ
た
業
績
を
あ
げ
た
個
人
、
グ
ル
ー
プ
が
対
象
と
な
っ
て

い
る
。
同
年
度
の
技
術
賞
は
三
件
だ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
に
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
﹁
被
服
用
耐
久
性
タ
ッ
グ
︵
ニ
ッ

ク
セ
ブ
ン
︶﹂
が
え
ら
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
受
賞
者
は
、
吉
田
明
史
、
中
村
健
、
中
村
新
次
︵
滋
賀
工
場
︶
の
三
人
で
あ

る
。

　

ニ
ッ
ク
セ
ブ
ン
は
一
九
七
三
年
︵
昭
和
四
八
︶
五
月
、
染
工
部
製
品
と
し
て
開
発
し
た
衣
料
用
品
質
表
示
の
ケ
ア
ラ
ベ

ル
素
材
で
あ
る
。
プ
リ
ン
ト
ネ
ー
ム
素
材
と
し
て
市
場
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
、
当
時
一
ブ
ラ
ン
ド
で
月
産
数
一
〇
万
メ
ー

ト
ル
、
売
上
高
約
一
億
円
の
販
売
実
績
を
も
っ
て
い
た
。
公
告
・
公
開
中
の
特
許
、
実
用
新
案
も
九
件
に
の
ぼ
っ
て
い
た
。

品
質
と
生
産
技
術
の
優
秀
性
が
受
賞
の
裏
づ
け
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
八
三
年
︵
昭
和
五
八
︶
一
〇
月
に
は
、﹁
ア
キ
ュ
ー
プ
リ
ン
ト
・
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
﹂
が
第
七
回
静
電

気
学
会
全
国
大
会
で
静
電
気
学
会
﹁
進
歩
賞
﹂
を
う
け
た
。
受
賞
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
滋
賀
工
場
で
開
発
し
た
接
着
芯

地
製
造
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
静
電
気
応
用
の
新
し
い
技
術
と
し
て
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
受
賞
者
は
坂
部
三
次
郎
、
金

久
俊
五
、
平
岡
登
、
藤
森
雅
之
の
四
人
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
ほ
か
一
九
七
九
年
︵
昭
和
五
四
︶、
深
谷
工
場
と
滋
賀
工
場
が
、
日
本
工
業
規
格
︵
Ｊ
Ｉ
Ｓ
︶
表
示
許
可
工
場
と

な
っ
た
。
深
谷
工
場
は
、
工
場
の
体
質
改
善
を
め
ざ
し
て
、
一
九
七
七
年
︵
昭
和
五
二
︶
ご
ろ
か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
受
審
の
準

備
を
す
す
め
て
い
た
。
二
年
間
に
わ
た
っ
て
、
品
質
管
理
・
標
準
化
活
動
に
と
り
く
み
、
一
九
七
九
年
︵
昭
和
五
四
︶
四

ニックセブン繊維学会「技術賞」を受賞
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月
の
東
京
通
産
局
の
審
査
で
合
格
し
た
の
で
あ
る
。

　

滋
賀
工
場
も
七
月
の
大
阪
通
産
局
の
審
査
に
合
格
し
た
。
深
谷
工
場
は
五
月
八
日
付
、
滋
賀
工
場
は
八
月
三
〇
日
付
で

そ
れ
ぞ
れ
Ｊ
Ｉ
Ｓ
表
示
許
可
工
場
と
な
っ
た
。

●
省
エ
ネ 

省
力
化
を
め
ざ
す
…
…
滋
賀
工
場

　

一
九
八
〇
年
代
︵
昭
和
五
五
～
︶
の
前
半
、
各
工
場
で
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
省
力
化
を
め
ざ
し
て
、
積
極
的
に
設
備
の

増
強
・
更
新
に
と
り
く
ん
で
い
る
。

　

自
動
化
・
省
力
化
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ね
ら
い
と
す
る
設
備
増
強
は
、
一
九
七
九
年
︵
昭
和
五
四
︶
か
ら
は
じ
ま
る
中

期
計
画
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

滋
賀
工
場
で
は
ビ
ニ
ル
壁
紙
生
産
の
大
幅
な
増
強
に
向
か
っ
た
。
一
九
八
〇
年
︵
昭
和
五
五
︶
五
月
に
は
、
滋
賀
ビ
ニ

ル
製
造
課
の
新
し
い
ビ
ニ
ル
塗
工
機
︵
Ｖ
Ｃ
︱
３
︶
を
導
入
、
同
機
を
中
心
と
す
る
生
産
シ
ス
テ
ム
が
完
成
し
て
い
る
。

発
泡
機
と
四
色
印
刷
機
で
な
る
こ
の
製
造
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、
壁
紙
月
産
一
五
〇
万
メ
ー
ト
ル
の
体
制
が
で
き
あ
が
っ

た
。

　

新
設
の
ビ
ニ
ル
塗
工
機
は
、
原
紙
を
投
入
す
れ
ば
、
プ
リ
ン
ト
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
外
観
の
発
泡
製

品
と
な
る
。
し
か
も
五
〇
メ
ー
ト
ル
に
巻
き
と
り
、
カ
ッ
ト
さ
れ
て
出
て
く
る
と
い
う
ワ
ン
・
ラ
イ
ン
の
設
備
で
あ
っ
た
。

同
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、
多
色
化
、
高
発
泡
化
と
い
う
多
品
種
展
開
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
八
一
年
︵
昭
和
五
六
︶
九
月
に
は
、
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
製
造
課
に
﹁
ア
キ
ュ
ー
プ
リ
ン
ト
・
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
・

シ
ス
テ
ム
﹂
を
導
入
し
た
。
同
シ
ス
テ
ム
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
開
発
さ
れ
た
接
着
芯
地
の
新
し
い
生
産
方
式
で
あ
る
。
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
時
代
に
登
場
し
た
こ
の
接
着
芯
地
の
製
造
シ
ス
テ
ム
は
、
す
べ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
に
よ
っ
て
ド
ッ

ト
・
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る
と
こ
ろ
に
お
お
き
な
特
徴
が
あ
っ
た
。

　

も
と
も
と
イ
ギ
リ
ス
の
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
よ
る
技
術
だ
っ
た
が
、
本
格
的
な
生
産
技
術
ま
で
発
展

さ
せ
た
の
は
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
技
術
ス
タ
ッ
フ
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
連
の
開
発
活
動
に
よ
っ
て
滋
賀
工
場
は
、
前
述
の
よ

う
に
第
七
回
静
電
気
学
会
で
﹁
進
歩
賞
﹂
を
う
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

一
九
八
二
年
︵
昭
和
五
七
︶
に
な
る
と
、
滋
賀
・
東
京
両
工
場
の
ク
ロ
ス
・
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
設
備
の
更
新
を
積
極
的
に

お
こ
な
っ
た
。

　

同
年
八
月
、
ま
ず
滋
賀
工
場
に
新
方
式
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
機
を
導
入
し
た
が
、
新
し
い
こ
の
ク
ロ
ス
の
コ
ー
テ
ィ
ン
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グ
・
シ
ス
テ
ム
は
、
そ
の
後
の
新
製
品
開
発
、
品
質
の
安
定
化
、
生
産
性
向
上
に
も
お
お
き
な
役
割
を
は
た
し
た
。

●
製
造
機
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
…
…
東
京
工
場

　

東
京
工
場
で
は
一
九
八
二
年
︵
昭
和
五
七
︶
半
ば
か
ら
、
設
備
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
ふ
く
め
た
合
理
化
計
画
を
実
行
に

移
し
た
。
同
工
場
の
ク
ロ
ス
製
造
機
は
、
い
ず
れ
も
設
置
し
て
か
ら
二
三
～
二
四
年
た
っ
て
お
り
、
老
朽
化
が
す
す
ん
で

い
た
。

　

設
備
刷
新
は
関
連
業
界
の
技
術
進
歩
に
対
応
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ク
ロ
ス
は
大
部
分
が
印
刷
さ
れ
る
が
、
印

刷
技
術
の
進
歩
に
は
著
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
は
高
速
化
が
す
す
み
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
に
素
材
が
対
応

で
き
な
く
て
は
ク
レ
ー
ム
に
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

老
朽
化
し
た
機
械
・
設
備
を
廃
棄
、
あ
る
い
は
除
却
し
て
、
新
し
い
メ
イ
ン
機
械
に
生
産
を
集
中
す
る
。
製
造
機
を
新

し
く
し
て
、
自
動
化
・
計
測
化
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
仕
上
部
門
の
ラ
イ
ン
内
へ
の
集
約
も
は
か
っ
て
、
生
産
性
向
上
を
実

現
す
る
と
い
う
の
が
合
理
化
計
画
の
内
容
で
あ
っ
た
。

　

第
一
ス
テ
ッ
プ
は
、
一
九
八
二
年
︵
昭
和
五
七
︶
一
〇
月
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
古
い
機
械
の
撤
去
と
新
し
い
機
械

の
導
入
は
、
翌
一
九
八
三
年
︵
昭
和
五
八
︶
三
月
に
完
了
し
た
。
ひ
き
つ
づ
き
主
力
マ
シ
ン
の
計
測
化
・
自
動
化
、
仕
上

の
内
製
化
を
内
容
と
す
る
第
二
ス
テ
ッ
プ
に
と
り
く
み
、
採
算
性
の
向
上
、
品
質
保
証
の
確
立
を
め
ざ
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、
こ
の
期
に
は
新
設
備
を
積
極
的
に
導
入
し
て
い
る
。

　

一
九
八
二
年
︵
昭
和
五
七
︶
四
月
に
は
高
性
能
の
加
湿
機
を
新
設
し
た
。
同
設
備
は
水
性
紙
ク
ロ
ス
の
品
質
と
生
産
性

向
上
を
ね
ら
い
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
水
性
ク
ロ
ス
の
ほ
と
ん
ど
は
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
さ
れ
る
。
印
刷
適
性
に
問
題
が
あ

っ
た
。
新
し
く
導
入
し
た
加
湿
機
に
よ
っ
て
、
製
品
の
加
工
適
性
が
大
幅
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
八
四
年
︵
昭
和
五
九
︶
一
月
に
は
、
滋
賀
・
深
谷
両
工
場
に
つ
づ
い
て
、
Ｃ
Ｃ
Ｍ
︵
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
カ
ラ
ー
マ

ッ
チ
ン
グ
︶
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。
同
シ
ス
テ
ム
は
、
多
種
多
様
な
色
彩
の
ク
ロ
ス
を
あ
つ
か
う
東
京
工
場
に
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
っ
た
。
と
く
に
生
産
管
理
面
に
は
た
す
役
割
は
お
お
き
か
っ
た
。

　

さ
ら
に
大
規
模
だ
っ
た
の
は
Ｆ
Ｆ
Ｃ
︵
フ
ァ
イ
ン
・
フ
ィ
ル
ム
・
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
︶
製
造
設
備
の
導
入
で
あ
る
。
Ｆ
Ｆ

Ｃ
製
造
設
備
は
一
九
八
六
年
︵
昭
和
六
一
︶
一
二
月
に
完
成
し
て
い
る
。
全
体
が
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
の
な
か
に
あ
る
と
い

う
画
期
的
な
も
の
で
、
同
設
備
の
完
成
に
よ
り
本
格
的
に
精
密
フ
ィ
ル
ム
市
場
へ
の
参
入
を
は
た
し
た
の
で
あ
る
。

　

フ
ィ
ル
ム
・
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
へ
の
設
備
的
な
と
り
く
み
は
、
す
で
に
一
九
八
二
年
︵
昭
和
五
七
︶
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
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た
。
こ
の
年
に
研
究
開
発
用
の
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
と
実
験
プ
ラ
ン
ト
を
設
置
、
技
術
的
な
研
究
開
発
に
着
手
し
た
の
で
あ

る
。
お
よ
そ
四
年
に
わ
た
っ
て
研
究
開
発
、
テ
ス
ト
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
す
す
め
、
一
九
八
七
年
︵
昭
和
六
二
︶
八
月

に
事
業
化
に
め
ど
を
つ
け
た
。
狭
山
事
業
本
部
︵
東
京
工
場
︶
に
Ｆ
Ｆ
Ｃ
事
業
部
を
新
設
、
量
産
化
を
め
ざ
し
て
本
格
的

な
製
造
ラ
イ
ン
を
設
置
し
た
の
で
あ
る
。

　

イ
ン
ク
リ
ボ
ン
事
業
部
で
も
、
新
規
の
設
備
拡
充
を
お
こ
な
い
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
一
九
八
四
年
︵
昭
和
五
九
︶、

熱
転
写
フ
ィ
ル
ム
リ
ボ
ン
の
製
造
設
備
を
導
入
し
た
。
同
設
備
の
導
入
に
よ
っ
て
、
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
リ
ボ
ン
に
加
え
て
、

熱
転
写
フ
ィ
ル
ム
リ
ボ
ン
も
あ
わ
せ
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

●
不
織
布
の
設
備
を
多
様
化
す
る
…
…
深
谷
工
場

　

深
谷
工
場
の
設
備
増
強
も
一
九
七
九
年
︵
昭
和
五
四
︶
の
ビ
ニ
ル
部
門
に
は
じ
ま
り
、
事
務
棟
建
設
︵
一
九
八
〇
年
︶、

不
織
布
設
備
の
新
設
な
ど
と
つ
づ
い
た
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
不
織
布
製
造
設
備
は
、
す
べ
て
深
谷
工
場
に
集
結
し
て
い
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
︵
昭
和
五
五
～
︶
に

な
っ
て
生
産
技
術
の
改
善
が
は
じ
ま
っ
た
。
と
く
に
カ
ー
ペ
ッ
ト
製
造
課
は
設
備
の
高
度
化
、
生
産
能
力
の
向
上
を
め
ざ

し
て
増
強
に
向
か
っ
た
。

　

一
九
八
二
年
︵
昭
和
五
七
︶
一
二
月
に
は
、
熱
点
接
着
不
織
布
︵
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
不
織
布
︶
製
造
技
術
が
完
成
し
た
。

ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
不
織
布
は
、
芯
地
や
印
刷
材
を
中
心
に
す
る
浸
漬
式
︵
樹
脂
を
含
浸
さ
せ
る
方
式
︶
と
、
床
材
を
中
心
に

す
る
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
方
式
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
新
し
い
Ｐ
Ｐ
Ｅ
不
織
布
は
特
殊
な
エ
ン
ボ
ス
ロ
ー
ル
を
つ
か
い
、
樹

脂
を
つ
か
わ
な
い
タ
イ
プ
で
あ
る
。
生
産
面
か
ら
み
る
と
、
原
料
コ
ス
ト
が
低
く
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
製
品
で
あ
り
、
機
能

面
か
ら
み
る
と
、
繊
維
の
特
性
を
活
か
し
た
ソ
フ
ト
な
風
合
い
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
性
に
す
ぐ
れ
る
と
い
う
特
長
を
も
っ
て

い
た
。
い
ま
ま
で
の
不
織
布
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
す
る
素
材
と
し
て
登
場
し
た
の
で
あ
る
。
同
製
品
は
一
般
芯
地
だ
け
で

な
く
、
合
成
皮
革
の
ベ
ー
ス
に
も
つ
か
わ
れ
、
不
織
布
の
主
力
製
品
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

一
九
八
四
年
︵
昭
和
五
九
︶
一
〇
月
に
は
、
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
の
設
備
を
新
設
し
た
。
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
床
材
を
製
造

し
て
き
た
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
機
は
、
太
デ
ニ
ー
ル
繊
維
を
対
象
と
す
る
設
備
だ
っ
た
が
、
新
し
く
導
入
し
た
設
備
は
、
中

デ
ニ
ー
ル
・
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
機
だ
っ
た
。
同
設
備
に
よ
っ
て
、
車
輛
用
、
土
木
用
、
合
成
皮
革
ベ
ー
ス
を
は
じ
め
、
幅

ひ
ろ
い
用
途
展
開
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
九
八
五
年
︵
昭
和
六
〇
︶
ご
ろ
に
な
る
と
、
イ
ン
テ
リ
ア
に
加
え
て
車
輛
市
場
の
需
要
が
増
大
し
た
た
め
、
設
備
面

ニードルパンチ製造設備
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で
も
拡
充
に
向
か
っ
た
。
同
年
二
月
、
新
し
い
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
機
を
設
置
し
た
。
こ
の
総
工
費
四
億
円
を
か
け
た
設
備

増
強
に
よ
っ
て
、
生
産
能
力
は
月
間
六
〇
万
メ
ー
ト
ル
か
ら
八
〇
万
メ
ー
ト
ル
に
拡
大
し
た
。

　

翌
一
九
八
六
年
︵
昭
和
六
一
︶
九
月
に
は
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
ラ
イ
ン
︵
Ｐ
Ｆ
︱
４
号
機
︶
を
導
入
し
て
い
る
が
、
そ
の

ね
ら
い
は
ベ
ー
ス
と
な
る
不
織
布
生
産
の
高
度
化
に
あ
っ
た
。
同
年
一
一
月
に
は
、
バ
ッ
グ
サ
イ
ジ
ン
グ
機
︵
Ｗ
Ｄ
︱

３
︶
を
導
入
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
産
能
力
を
六
五
万
メ
ー
ト
ル
に
拡
大
、
さ
ら
に
自
動
制
御
装
置
に
よ
っ
て
樹
脂

付
着
量
の
精
度
が
向
上
し
た
。
乾
燥
機
も
テ
ン
タ
ー
・
ゾ
ー
ン
が
な
く
、
シ
リ
ン
ダ
ー
乾
燥
だ
け
だ
っ
た
の
で
、
従
来
の

Ｗ
Ｄ
︱
２
に
く
ら
べ
て
機
械
全
長
が
短
く
な
り
、
効
率
も
よ
く
な
っ
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
設
備
の
導
入
に
よ
っ
て
、
ニ
ー

ド
ル
パ
ン
チ
の
量
産
体
制
を
確
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

一
九
八
七
年
︵
昭
和
六
二
︶
七
月
に
は
、
不
織
布
の
熱
処
理
機
を
新
設
し
た
。
同
機
は
成
型
不
織
布
の
仕
上
を
お
こ
な

う
設
備
で
あ
っ
た
。
当
時
、
車
輛
の
ト
ラ
ン
ク
内
装
用
の
成
型
不
織
布
の
需
要
が
に
わ
か
に
急
増
し
た
。
こ
の
分
野
へ
本

格
的
に
参
入
す
る
た
め
の
設
備
強
化
で
あ
っ
た
。

　

一
九
八
八
年
︵
昭
和
六
三
︶
九
月
に
は
中
・
軽
量
の
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
ラ
イ
ン
︵
Ｐ
Ｆ
︱
５
号
機
︶
を
設
置
し
た
。
同

機
は
自
動
車
用
内
装
材
の
製
造
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
新
設
備
の
導
入
に
よ
っ
て
、
需
要
が
急
増
し
つ
つ
あ
っ

た
不
織
布
天
井
材
の
生
産
体
制
が
で
き
あ
が
り
、
さ
ら
に
湿
布
用
基
材
、
中
入
綿
、
フ
ィ
ル
タ
類
な
ど
の
生
産
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

●
滋
賀
工
場
に
総
合
技
術
実
験
棟
が
完
成

　

一
九
八
六
年
︵
昭
和
六
一
︶
八
月
、
滋
賀
工
場
内
に
技
術
開
発
本
部
の
﹁
総
合
技
術
実
験
棟
﹂
が
完
成
し
た
。
同
施
設

は
﹁
資
料
棟
﹂
と
と
も
に
技
術
開
発
の
中
心
的
な
役
割
を
に
な
う
施
設
で
あ
っ
た
。

　

か
つ
て
京
都
に
﹁
中
央
開
発
研
究
所
﹂
を
も
っ
て
い
た
が
、
京
都
か
ら
滋
賀
へ
の
工
場
移
転
に
と
も
な
い
閉
鎖
し
て
い

る
。
滋
賀
工
場
時
代
に
な
っ
て
か
ら
は
、
実
験
施
設
は
三
工
場
に
分
散
し
て
い
た
が
、
総
合
技
術
実
験
棟
の
完
成
に
と
も

な
っ
て
、
新
し
い
視
点
か
ら
技
術
開
発
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

実
験
棟
は
﹁
物
性
測
定
室
﹂、﹁
第
一
実
験
室
﹂︵
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
︶、﹁
第
二
実
験
室
﹂︵
化
学
実
験
室
︶
の
三
つ
の
実

験
室
と
﹁
中
間
プ
ラ
ン
ト
﹂
か
ら
な
っ
て
い
る
。
実
験
室
は
効
率
的
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
、﹁
物
性
測
定
室
﹂

を
は
さ
ん
で
、
両
サ
イ
ド
に
第
一
、
第
二
の
実
験
室
を
配
置
し
た
。
中
間
プ
ラ
ン
ト
に
は
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
考
え
か
た

を
も
り
こ
ん
だ
。
実
験
内
容
の
重
視
、
さ
ら
に
は
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
利
用
の
た
め
に
、
設
備
を
固
定
せ
ず
に
、
必
要
な
と
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き
に
必
要
な
機
械
を
セ
ッ
ト
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。

﹁
実
験
棟
﹂
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
﹁
資
料
棟
﹂
は
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
技
術
の
全
貌
が
わ
か
る
と
い
う
意
味
で
、
い
わ
ば

シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
い
う
べ
き
か
。
図
書
、
文
献
、
過
去
の
開
発
技
術
、
商
品
に
関
す
る
資
料
を
収
納
す
る
だ
け
で
な
く
、

つ
ね
に
活
用
で
き
る
よ
う
分
類
・
整
理
に
も
工
夫
を
ほ
ど
こ
し
た
。

　

総
合
技
術
実
験
棟
と
資
料
棟
の
完
成
に
よ
っ
て
、
技
術
開
発
本
部
は
研
究
活
動
に
と
り
く
む
体
制
が
と
と
の
っ
た
。
さ

ら
に
定
期
的
に
技
術
発
表
会
を
ひ
ら
く
と
と
も
に
、
特
許
と
技
術
の
情
報
誌
﹃
技
術
月
報
﹄
の
刊
行
、
あ
る
い
は
外
部
研

究
機
関
や
大
学
な
ど
と
の
共
同
研
究
、
共
同
開
発
な
ど
に
も
積
極
的
な
と
り
く
み
が
は
じ
ま
っ
た
。
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第
一
〇
節  

二
度
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
業
績
は
乱
高
下

●
新
生
ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
試
練
の
ス
タ
ー
ト

　

日
本
経
済
は
一
九
七
三
年
︵
昭
和
四
八
︶
の
半
ば
か
ら
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
戦
後
最
大
の
不
況
に
ま
る
ご
と
の
み
こ

ま
れ
て
い
る
。
当
時
、
日
本
ク
ロ
ス
か
ら
社
名
を
あ
ら
た
め
た
ダ
イ
ニ
ッ
ク
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
影
響
は
す

ぐ
に
は
や
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

業
績
の
う
え
で
そ
の
影
響
が
は
っ
き
り
あ
ら
わ
れ
て
き
た
の
は
翌
年
の
一
九
七
四
年
︵
昭
和
四
九
︶
の
半
ば
か
ら
だ
っ

た
。
昭
和
四
九
年
度
︵
一
九
七
四
年
五
月
～
七
五
年
四
月
︶
に
な
る
と
、
売
上
高
一
七
五
億
円
、
経
常
利
益
は
マ
イ
ナ
ス

五
億
五
〇
〇
〇
万
円
と
一
気
に
赤
字
に
転
落
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
第
一
一
三
期
︵
一
九
七
五
年
五
月
～
七

六
年
四
月
︶
は
、
前
年
度
を
上
ま
わ
る
き
び
し
い
決
算
に
な
っ
た
。
売
上
高
は
一
九
〇
億
円
と
増
収
な
が
ら
、
経
常
利
益

で
一
一
億
九
〇
〇
〇
万
円
の
欠
損
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

原
因
は
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
に
や
っ
て
き
た
日
本
経
済
の
構
造
変
化
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
減
速
経
済

へ
の
対
応
に
遅
れ
を
と
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

体
質
改
善
の
た
め
に
﹁
緊
急
対
策
﹂
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
九
七
六
年
︵
昭
和
五
一
︶
二
月
二
七
日
付
で
、
社

長
通
達
を
発
し
た
。

﹁
利
益
中
心
の
経
営
に
徹
す
る
﹂﹁
超
緊
縮
財
政
の
実
行
﹂
と
い
う
の
が
そ
の
骨
子
で
、
具
体
的
に
は
棚
卸
資
産
の
減
少
、

不
良
品
の
処
分
、
資
産
売
却
、
残
業
禁
止
、
経
費
削
減
な
ど
二
四
項
目
を
あ
げ
、
同
年
三
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

　

第
一
次
、
第
二
次
の
緊
急
対
策
に
よ
り
、
同
年
七
月
に
は
固
定
費
五
〇
〇
〇
万
円
の
削
減
に
成
果
を
お
さ
め
、
九
月
か

ら
第
三
次
の
六
項
目
を
実
施
し
た
。
固
定
費
の
削
減
が
急
務
だ
っ
た
が
、
人
員
の
削
減
と
い
う
選
択
肢
は
な
か
っ
た
。
そ

れ
は
﹁
人
間
中
心
﹂
と
い
う
経
営
理
念
に
も
と
る
か
ら
で
あ
る
。

　

第
三
次
の
緊
急
対
策
も
す
ぐ
に
効
果
が
あ
ら
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
第
一
一
四
期
︵
一
九
七
六
年
五
月
～
七
七
年
四

月
︶
の
業
績
は
、
売
上
高
こ
そ
二
一
八
億
円
で
増
収
に
な
っ
た
が
、
経
常
利
益
は
い
ぜ
ん
四
億
六
二
〇
〇
万
円
の
赤
字
だ

っ
た
。

　

緊
急
対
策
を
さ
ら
に
一
歩
す
す
め
て
、﹁
抜
本
策
﹂
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
九
七
七
年
︵
昭
和
五
二
︶
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二
月
か
ら
、
東
京
本
社
の
狭
山
移
転
を
ふ
く
む
強
力
な
減
量
策
を
実
施
し
た
が
、
そ
れ
で
も
第
一
一
五
期
︵
一
九
七
七
年

五
月
～
七
八
年
四
月
︶
は
黒
字
転
換
に
は
ほ
ど
遠
か
っ
た
。

　

改
善
効
果
が
目
に
み
え
て
あ
ら
わ
れ
て
き
た
の
は
一
九
七
八
年
︵
昭
和
五
三
︶
後
半
期
か
ら
だ
っ
た
。
経
常
利
益
で
マ

イ
ナ
ス
の
二
億
一
三
〇
〇
万
円
︵
売
上
高
二
二
〇
億
円
︶
と
赤
字
幅
が
減
少
し
は
じ
め
た
。
そ
し
て
第
一
一
六
期
︵
一
九

七
八
年
五
月
～
七
九
年
四
月
︶
か
ら
は
、
回
復
の
足
ど
り
が
た
し
か
な
も
の
に
な
っ
た
。
売
上
高
二
三
七
億
円
、
経
常
利

益
二
億
二
二
〇
〇
万
円
を
計
上
、
お
よ
そ
二
年
か
け
て
よ
う
や
く
黒
字
に
転
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

●
減
量
経
営
に
向
か
う

　

創
立
六
〇
年
の
記
念
日
︵
一
九
七
九
年
八
月
一
八
日
︶
を
む
か
え
た
こ
ろ
の
ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
、
国
内
一
七
社
、
海
外
六

社
の
企
業
集
団
と
な
り
、
グ
ル
ー
プ
の
従
業
員
総
数
は
一
八
〇
〇
人
に
達
し
て
い
た
。
京
都
工
場
の
滋
賀
移
転
と
い
う
社

運
を
か
け
た
一
大
事
業
も
な
し
と
げ
て
、
創
立
七
〇
年
に
向
か
っ
て
新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
た
の
だ
が
、
業
績
の
ほ
う
は
一

進
一
退
を
く
り
か
え
し
た
。

　

一
九
八
〇
年
︵
昭
和
五
五
︶
四
月
期
︵
第
一
一
七
期
︶
は
、
前
期
に
つ
づ
い
て
増
収
・
増
益
︵
売
上
高
二
七
六
億
円
、

経
常
利
益
四
億
一
二
〇
〇
万
円
︶
と
な
っ
た
が
、
一
九
八
一
年
︵
昭
和
五
六
︶
四
月
期
︵
第
一
一
八
期
︶
に
は
一
転
し
て

大
幅
減
益
に
な
っ
て
し
ま
う
。
売
上
高
は
二
八
六
億
円
と
前
期
を
上
ま
わ
っ
た
も
の
の
経
常
利
益
は
九
六
〇
〇
万
円
と
大

幅
に
減
少
し
た
。
特
別
利
益
を
計
上
し
て
、
か
ろ
う
じ
て
当
期
利
益
を
出
す
と
い
う
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。

　

第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
が
こ
の
期
に
集
中
し
た
の
が
原
因
で
あ
っ
た
。
石
油
価
格
の
高
騰
に
よ
っ
て
卸
売
物

価
が
上
昇
、
さ
ら
に
イ
ン
フ
レ
抑
制
の
た
め
の
金
融
引
締
政
策
が
収
益
面
に
、
お
お
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
う
え
公
定
歩
合
の
上
昇
に
よ
っ
て
支
払
利
息
が
増
大
、
業
績
の
足
を
ひ
っ
ぱ
っ
た
。
四
年
に
お
よ
ぶ
苦
難
の
時
期
を

へ
て
赤
字
体
質
か
ら
ぬ
け
だ
し
た
矢
先
に
、
ふ
た
た
び
大
幅
な
減
益
に
転
落
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

経
営
の
合
理
化
、
財
務
体
質
の
改
善
、
商
品
力
の
強
化
な
ど
が
緊
急
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。
こ
の
と
き
の
経
営
改
善
策
の

ね
ら
い
は
、
当
時
の
売
上
高
レ
ベ
ル
︵
月
間
二
四
億
円
︶
で
黒
字
を
実
現
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
借
入
金
の

減
少
と
さ
ら
な
る
固
定
費
の
削
減
、
事
業
所
、
関
連
会
社
の
統
廃
合
、
組
織
の
簡
素
化
、
不
採
算
部
門
の
閉
鎖
な
ど
を
次

つ
ぎ
断
行
し
た
。

　

一
九
八
二
年
︵
昭
和
五
七
︶
四
月
期
︵
第
一
一
九
期
︶
の
業
績
は
、
売
上
高
二
九
一
億
円
、
経
常
利
益
七
九
〇
万
円
で

あ
る
。
経
常
利
益
は
黒
字
に
転
じ
た
が
、
関
連
会
社
の
不
良
資
産
約
八
億
円
あ
ま
り
を
特
別
損
失
と
し
て
計
上
し
た
た
め
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当
期
利
益
は
七
億
円
の
赤
字
と
な
っ
た
。

●
体
質
強
化
が
よ
う
や
く
実
を
む
す
ぶ

　

一
九
八
二
年
︵
昭
和
五
七
︶
以
降
、
経
営
の
合
理
化
、
財
務
体
質
の
改
善
、
商
品
力
の
強
化
を
す
す
め
て
き
た
が
、
効

果
は
少
し
ず
つ
業
績
に
も
あ
ら
わ
れ
て
き
た
。

　

一
九
八
三
年
︵
昭
和
五
八
︶
四
月
期
は
、
売
上
高
は
二
九
七
億
円
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
経
常
利
益
は
二
億
円
と
大
幅
に

改
善
効
果
が
あ
ら
わ
れ
た
。
以
降
は
順
調
な
足
ど
り
で
回
復
に
向
か
い
、
一
九
八
四
年
︵
昭
和
五
九
︶
四
月
期
は
売
上
高

も
三
〇
六
億
円
︵
前
期
比
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
増
︶
と
な
り
、
営
業
利
益
︵
前
期
比
三
六
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
増
︶、
経
常

利
益
︵
前
期
比
二
一
三
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
増
︶
と
も
に
大
幅
に
回
復
し
た
。
過
去
の
累
積
損
失
、
関
係
諸
会
社
の
不
良
資

産
を
す
べ
て
整
理
、
も
っ
ぱ
ら
企
業
体
質
の
強
化
に
つ
と
め
る
こ
と
に
し
た
。

　

一
九
八
五
年
︵
昭
和
六
〇
︶
四
月
期
は
、
売
上
高
三
二
二
億
円
、
経
常
利
益
六
億
四
四
〇
〇
万
円
と
前
期
な
み
に
終
わ

っ
た
が
、
業
績
に
安
定
化
の
兆
し
が
み
え
て
き
た
。
四
年
ぶ
り
に
株
式
配
当
を
復
活
、
創
立
六
五
周
年
の
記
念
配
当
一
円

を
ふ
く
め
一
株
当
た
り
四
円
の
配
当
を
お
こ
な
っ
た
。

　

一
九
八
六
年
︵
昭
和
六
一
︶
四
月
期
、
一
九
八
七
年
︵
昭
和
六
二
︶
四
月
期
は
、
現
状
維
持
と
い
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、

一
九
八
八
年
︵
昭
和
六
三
︶
四
月
期
か
ら
の
業
績
は
飛
躍
的
に
向
上
し
た
。
同
期
は
売
上
高
三
四
一
億
円
、
経
常
利
益
九

億
八
五
〇
〇
万
円
と
大
幅
な
増
収
・
増
益
と
な
り
、
一
九
八
九
年
︵
昭
和
六
四
︶
三
月
期
は
、
決
算
期
変
更
で
一
一
か
月

な
が
ら
、
売
上
高
三
三
六
億
円
、
経
常
利
益
一
〇
億
九
九
〇
〇
万
円
と
な
り
、
実
質
的
に
増
収
・
増
益
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。

　

グ
ル
ー
プ
を
あ
げ
て
減
量
経
営
を
す
す
め
な
が
ら
、
設
備
投
資
や
新
規
事
業
に
重
点
的
に
経
営
資
源
を
配
分
す
る
と
い

う
経
営
改
善
策
が
、
創
立
七
〇
周
年
を
ま
え
に
し
て
、
よ
う
や
く
実
を
む
す
ん
だ
の
で
あ
る
。

●
時
価
発
行
増
資
を
お
こ
な
う

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
に
と
っ
て
、
最
大
の
課
題
は
財
務
体
質
の
改
善
で
あ
っ
た
。

　

一
九
八
五
年
︵
昭
和
六
〇
︶
か
ら
ひ
た
す
ら
体
質
改
善
に
つ
と
め
て
き
た
が
、
自
己
資
本
比
率
の
向
上
と
い
う
課
題
に

こ
た
え
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
資
本
金
も
一
六
億
円
あ
ま
り
で
は
、
あ
き
ら
か
に
過
小
資
本
と
い
わ
な
け
れ
ば
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な
ら
な
か
っ
た
。

　

増
資
を
ふ
く
む
資
金
調
達
を
模
索
し
て
い
た
が
、
業
績
の
低
迷
か
ら
実
行
で
き
な
い
で
い
た
。
一
九
八
八
年
︵
昭
和
六

三
︶
ご
ろ
に
な
っ
て
業
績
が
反
転
上
昇
し
た
だ
け
で
な
く
、
安
定
し
て
き
た
の
を
う
け
て
、
時
価
発
行
増
資
の
実
施
、
さ

ら
に
転
換
社
債
、
ワ
ラ
ン
ト
債
︵
西
ド
イ
ツ
︶
の
発
行
へ
と
向
か
っ
た
。

　

初
め
て
の
時
価
発
行
増
資
は
一
九
八
八
年
︵
昭
和
六
三
︶
九
月
に
実
施
し
た
。
公
募
に
よ
る
も
の
で
、
規
模
は
二
五
〇

万
株
︵
一
株
＝
一
三
五
一
円
︶
で
あ
っ
た
。
こ
の
増
資
に
よ
っ
て
新
資
本
金
は
九
月
一
日
付
で
三
三
億
三
四
三
〇
万
円
と

な
っ
た
。

　

さ
ら
に
同
年
一
〇
月
、
国
内
で
転
換
社
債
、
西
ド
イ
ツ
で
ワ
ラ
ン
ト
債
を
発
行
し
た
。
転
換
社
債
の
発
行
総
額
は
四
〇

億
円
、
転
換
価
格
は
一
三
五
一
円
、
利
率
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
ワ
ラ
ン
ト
債
︵
新
株
引
受
権
付
き
の
社
債
︶

は
、
発
行
総
額
六
〇
〇
〇
万
マ
ル
ク
︵
円
換
算
約
四
三
億
円
︶
で
あ
っ
た
。

　

資
本
金
は
、
転
換
社
債
の
株
式
へ
の
転
換
が
す
す
む
に
し
た
が
っ
て
一
九
八
九
年
︵
平
成
元
︶
三
月
以
降
、
月
単
位
で

変
遷
し
て
い
っ
た
。
三
月
末
に
は
三
三
億
八
三
〇
〇
万
円
、
四
月
末
に
は
四
一
億
三
七
〇
〇
万
円
、
五
月
末
に
は
四
五
億

三
二
〇
〇
万
円
、
創
立
七
〇
周
年
記
念
日
を
む
か
え
る
八
月
に
は
四
五
億
七
六
〇
〇
万
円
と
な
っ
た
。

　

一
九
八
〇
年
代
︵
昭
和
五
五
～
︶
な
か
ば
か
ら
の
業
績
の
回
復
、
と
く
に
財
務
体
質
の
改
善
に
よ
っ
て
、
新
規
事
業
へ

の
進
出
、
各
工
場
の
設
備
の
更
新
・
拡
大
、
さ
ら
に
は
海
外
へ
の
工
場
進
出
な
ど
積
極
策
を
実
行
に
移
し
た
。
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第
一
一
節  

事
業
本
部
制
の
変
遷

●
機
能
別
の
事
業
本
部
制
を
と
る

　

日
本
ク
ロ
ス
か
ら
ダ
イ
ニ
ッ
ク
へ
と
社
名
変
更
し
て
か
ら
の
数
年
間
は
、
前
述
の
よ
う
に
い
わ
ば
苦
難
の
時
期
で
あ
っ

た
。
業
績
の
低
迷
が
つ
づ
き
、
社
内
組
織
も
め
ま
ぐ
る
し
く
変
転
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
一
九
七
六
年
︵
昭
和
五
一
︶
は

一
年
に
三
度
も
組
織
を
い
じ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

社
名
変
更
し
た
一
九
七
四
年
︵
昭
和
四
九
︶
八
月
の
組
織
改
編
で
は
、
四
事
業
本
部
制
︵
総
合
本
部
、
財
務
本
部
、
開

発
本
部
、
営
業
本
部
︶
を
六
事
業
本
部
制
に
あ
ら
た
め
た
。
そ
れ
ま
で
総
合
本
部
の
も
と
に
あ
っ
た
財
務
部
と
経
理
部
を

集
約
し
て
財
務
本
部
と
し
た
。
さ
ら
に
Ｔ
Ｑ
Ｃ
活
動
を
強
化
す
る
た
め
に
、
新
し
く
Ｔ
Ｑ
Ｃ
推
進
本
部
を
も
う
け
て
い
る
。

さ
ら
に
生
産
本
部
内
に
あ
っ
た
技
術
部
と
施
設
部
を
、
技
術
開
発
本
部
︵
中
央
開
発
研
究
所
、
開
発
部
︶
と
合
体
し
て
開

発
本
部
と
し
た
。

　

翌
一
九
七
五
年
︵
昭
和
五
〇
︶
九
月
に
は
営
業
本
部
に
、
生
活
用
品
販
売
部
と
車
輛
資
材
販
売
部
を
新
設
し
た
。
車
輛

資
材
販
売
部
は
自
動
車
の
内
装
材
の
販
売
担
当
と
し
て
産
業
資
材
販
売
部
か
ら
分
離
独
立
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
七
六
年
︵
昭
和
五
一
︶
二
月
の
組
織
改
編
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
六
事
業
本
部
制
を
ベ
ー
ス
に
、
ラ
イ
ン
と
ス
タ
ッ

フ
を
組
織
の
う
え
で
明
確
に
し
た
。

　

営
業
本
部
と
生
産
本
部
の
ラ
イ
ン
部
門
は
、
生
販
担
当
専
務
の
も
と
に
集
約
し
、
財
務
本
部
、
Ｔ
Ｑ
Ｃ
推
進
本
部
の
ほ

か
、
企
画
、
研
究
開
発
、
管
理
、
労
務
︵
従
来
の
総
合
本
部
、
開
発
本
部
︶
の
各
部
門
を
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
集
約
し
た
。

少
数
精
鋭
主
義
に
よ
っ
て
組
織
の
簡
素
化
を
は
か
る
と
い
う
の
が
そ
の
ね
ら
い
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
六
本
部
と
は
別
に
不
織
布
事
業
本
部
を
も
う
け
て
い
る
。
こ
れ
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
ブ
ル
ー
プ
の
傘
下
に
あ
っ
た
東

京
ア
セ
テ
ー
ト
株
式
会
社
を
吸
収
合
併
す
る
た
め
の
伏
線
で
あ
っ
た
。

　

同
年
五
月
一
日
付
の
組
織
改
編
で
は
、
専
門
職
の
導
入
、
販
売
促
進
機
能
の
充
実
な
ど
制
度
上
の
改
革
の
ほ
か
、
新
工

場
の
建
設
準
備
委
員
会
を
設
置
し
た
。
京
都
工
場
の
滋
賀
へ
の
新
築
移
転
が
、
こ
の
年
の
春
に
具
体
化
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
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●
タ
テ
ワ
リ
の
事
業
本
部
制
へ

　

一
九
七
六
年
︵
昭
和
五
一
︶
一
一
月
の
組
織
改
編
は
、
事
業
本
部
制
の
仕
組
そ
の
も
の
を
改
編
す
る
大
規
模
な
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
六
事
業
本
部
制
は
、
機
能
別
の
ヨ
コ
ワ
リ
の
組
織
で
あ
っ
た
が
、
新
組
織
は
、
販
売
、
製
造
、
開

発
の
各
機
能
を
一
元
化
し
た
タ
テ
ワ
リ
の
事
業
本
部
制
で
あ
っ
た
。

　

市
場
・
商
品
中
心
に
事
業
本
部
は
三
つ
だ
っ
た
。
第
一
事
業
部
は
ク
ロ
ス
、
第
二
事
業
部
は
衣
料
用
途
と
不
織
布
関
連
、

第
三
事
業
部
は
イ
ン
テ
リ
ア
、
人
工
皮
革
、
合
成
皮
革
、
工
業
用
途
と
な
っ
て
い
た
。

　

一
九
七
七
年
︵
昭
和
五
二
︶
一
一
月
の
改
編
の
ね
ら
い
は
減
量
経
営
の
推
進
に
あ
っ
た
。
東
京
本
社
の
企
画
管
理
部
門

を
大
幅
に
縮
小
、
本
社
機
能
を
狭
山
︵
東
京
工
場
︶
に
移
転
し
た
。
京
都
府
向
日
市
に
あ
っ
た
中
央
開
発
研
究
所
は
滋
賀

工
場
の
建
設
に
と
も
な
っ
て
閉
鎖
、
そ
の
機
能
を
滋
賀
工
場
技
術
セ
ン
タ
ー
に
集
約
し
た
。

　

ラ
イ
ン
部
門
は
三
つ
の
事
業
部
の
枠
組
み
に
変
更
は
な
か
っ
た
が
、﹁
事
業
本
部
﹂
を
﹁
事
業
部
﹂
に
呼
称
を
あ
ら
た

め
た
。
新
し
く
第
一
事
業
部
に
ビ
ジ
ネ
ス
用
途
販
売
部
を
お
き
、
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
と
パ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の
市
場
開
拓
、
販

売
促
進
の
体
制
を
強
化
し
た
。

　

第
二
事
業
部
に
は
合
成
皮
革
の
生
産
・
販
売
部
門
を
集
約
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
衣
料
関
係
を
ふ
く
め
た
合
成
皮
革
の
総

合
展
開
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
九
七
八
年
︵
昭
和
五
三
︶
一
一
月
に
は
事
業
部
制
を
細
分
化
し
て
拡
大
を
は
か
っ
た
。
三
事
業
部
の
現
状
を
み
な
お

し
て
、
新
し
く
三
事
業
部
を
も
う
け
た
。
第
四
事
業
部
を
総
合
イ
ン
テ
リ
ア
部
門
と
し
、
第
三
事
業
部
か
ら
分
離
独
立
さ

せ
た
。
第
五
事
業
部
は
衣
料
用
芯
地
部
門
と
し
て
第
二
事
業
部
か
ら
独
立
し
た
。
第
六
事
業
部
は
最
終
商
品
の
生
産
・
販

売
部
門
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
第
二
事
業
部
に
あ
っ
た
生
活
用
品
販
売
部
に
加
え
て
、
加
工
商
品
販
売
部
を
新
し
く
編
成

し
た
。

　

加
工
商
品
部
は
販
売
部
門
で
は
な
く
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
製
品
に
よ
る
最
終
商
品
の
企
画
・
製
作
を
担
当
す
る
生
産
部
門
で

あ
っ
た
。
素
材
づ
く
り
の
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
、
最
終
商
品
の
制
作
に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。
企
画
か
ら
素
材

の
選
定
、
デ
ザ
イ
ン
、
加
工
ま
で
、
一
貫
し
た
シ
ス
テ
ム
で
用
途
開
発
と
商
品
化
を
進
め
、
と
く
に
フ
ァ
ン
シ
ー
・
グ
ッ

ズ
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
数
多
く
う
み
だ
し
た
。
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●
地
域
開
発
と
地
方
営
業
所
の
開
設

　

販
売
部
を
細
分
化
し
て
、
個
々
の
市
場
に
ね
ら
い
を
し
ぼ
る
と
い
う
営
業
組
織
の
改
編
が
つ
づ
く
な
か
で
、
地
域
市
場

に
着
目
し
て
、
こ
の
期
に
福
岡
、
札
幌
、
名
古
屋
、
仙
台
、
広
島
に
新
し
く
営
業
所
・
出
張
所
を
順
次
に
開
設
し
て
い
る
。

　

最
初
に
開
設
し
た
の
は
福
岡
営
業
所
︵
所
長
・
藤
井
政
夫
︶
で
、
一
九
七
二
年
︵
昭
和
四
七
︶
一
一
月
に
出
張
所
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
山
口
県
以
西
の
市
場
を
対
象
の
拠
点
で
、
ク
ロ
ス
と
住
宅
資
材
を
重
点
商
品
と
し
て
い
た
。
同

事
務
所
は
関
連
会
社
の
福
岡
ク
ロ
ス
工
業
︵
福
岡
市
博
多
区
比
恵
町
九
︱
二
四
︶
内
に
お
い
て
、
二
年
後
に
営
業
所
に
昇

格
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

札
幌
営
業
所
︵
所
長
・
奥
富
武
美
︶
は
一
九
七
四
年
︵
昭
和
四
九
︶
七
月
、
札
幌
市
中
央
区
北
五
条
西
九
丁
目
に
開
設

し
た
。
ク
ロ
ス
、
イ
ン
テ
リ
ア
、
衣
料
資
材
な
ど
の
市
場
開
拓
を
ね
ら
い
に
し
て
い
た
。

　

名
古
屋
営
業
所
︵
所
長
・
森
矗
︶
は
一
九
七
五
年
︵
昭
和
五
〇
︶
五
月
、
名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
三
︱
五
︱
三
三
の
山

富
第
一
ビ
ル
に
開
設
し
た
。
中
部
・
東
海
地
区
は
も
と
も
と
大
阪
支
社
の
担
当
市
場
だ
っ
た
が
、
さ
ら
に
規
模
拡
大
を
ね

ら
っ
て
販
売
拠
点
を
お
い
た
の
で
あ
る
。
市
場
の
特
性
か
ら
衣
料
資
材
と
ク
ロ
ス
の
販
売
が
中
心
だ
っ
た
。

　

仙
台
営
業
所
︵
所
長
・
粕
谷
健
蔵
︶
は
一
九
七
五
年
︵
昭
和
五
〇
︶
九
月
に
開
設
し
た
。
事
務
所
を
仙
台
市
本
町
一
︱

一
︱
八
の
第
一
日
本
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
に
お
き
、
イ
ン
テ
リ
ア
、
生
活
用
品
、
衣
料
資
材
を
中
心
に
営
業
活
動
を
開
始
し
て

い
る
。

　

広
島
営
業
所
︵
所
長
・
塩
貝
満
州
雄
︶
は
一
九
七
九
年
︵
昭
和
五
四
︶
二
月
に
中
国
・
四
国
市
場
の
拠
点
と
し
て
開
設

し
た
。
事
務
所
の
所
在
地
は
、
広
島
市
基
町
一
二
。
壁
装
材
、
床
材
な
ど
イ
ン
テ
リ
ア
関
連
商
品
を
中
心
に
、
同
地
域
の

市
場
開
拓
を
め
ざ
し
た
。

　

地
方
営
業
所
は
い
ず
れ
も
イ
ン
テ
リ
ア
関
連
の
販
売
拠
点
と
し
て
お
お
き
な
役
割
を
は
た
し
て
い
た
。
同
ビ
ジ
ネ
ス
に

お
い
て
は
流
通
機
能
を
ふ
く
め
て
販
売
拠
点
を
も
ち
、
地
域
に
密
着
し
た
営
業
活
動
が
不
可
欠
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

●
マ
ー
ケ
ッ
ト
重
視
の
組
織
へ

　

一
九
七
九
年
︵
昭
和
五
四
︶
か
ら
一
九
八
三
年
︵
昭
和
五
八
︶
に
か
け
て
も
組
織
運
営
は
変
転
を
か
さ
ね
た
。

　

一
九
七
八
年
︵
昭
和
五
三
︶
ご
ろ
か
ら
生
産
・
販
売
の
両
機
能
を
あ
わ
せ
も
つ
六
事
業
部
で
運
営
し
て
き
た
が
、
一
九

八
〇
年
︵
昭
和
五
五
︶
八
月
に
は
大
幅
な
改
編
を
断
行
し
て
い
る
。
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そ
れ
ま
で
生
販
垂
直
の
事
業
部
制
を
と
っ
て
き
た
が
、
各
事
業
部
の
生
産
・
販
売
の
機
能
を
分
離
さ
せ
た
う
え
で
、
ま

た
し
て
も
機
能
別
の
事
業
本
部
制
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

生
産
、
営
業
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
体
制
を
明
確
に
す
る
目
的
で
、
ふ
た
た
び
生
産
事
業
本
部
、
営
業
事
業
本
部
と
い
う
よ

う
に
ヨ
コ
ワ
リ
組
織
に
し
た
。
生
産
事
業
本
部
に
は
滋
賀
、
東
京
、
深
谷
の
三
工
場
を
集
約
、
営
業
事
業
本
部
に
は
、
担

当
市
場
別
に
編
成
し
た
九
つ
の
事
業
部
と
五
つ
の
地
方
営
業
所
を
集
約
し
た
。
事
業
部
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
販
売
を
担

当
す
る
部
署
と
位
置
づ
け
、
新
し
く
不
織
布
事
業
部
、
特
需
事
業
部
、
国
際
事
業
部
の
三
事
業
部
を
設
置
し
た
。
各
事
業

部
に
開
発
部
を
も
う
け
た
の
も
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
重
視
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
常
務
会
直
轄
の
組
織
と
し
て
Ｔ
Ｑ
Ｃ
推
進
本
部
、
機
構
上
、
生
産
・
営
業
事
業
本
部
と
お
な
じ
序
列
に
関
連

事
業
本
部
が
あ
り
、
ま
た
本
社
ス
タ
ッ
フ
部
門
と
し
て
企
画
部
門
、
開
発
部
門
、
財
務
部
門
が
あ
っ
た
。

　

営
業
力
強
化
の
た
め
に
東
京
支
社
営
業
所
を
拡
大
し
た
の
も
一
九
八
〇
年
︵
昭
和
五
五
︶
八
月
で
あ
っ
た
。
東
京
事
業

所
で
は
、
二
本
社
制
を
と
っ
て
か
ら
東
京
本
社
と
東
京
営
業
所
は
一
体
化
さ
れ
た
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
、

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
の
一
連
の
減
量
策
で
、
本
社
機
能
は
規
模
を
縮
小
し
た
う
え
、
埼
玉
県
狭
山
市
に
あ
る
東
京
工
場
内

に
移
し
、
東
京
の
営
業
部
門
の
み
が
東
京
本
社
営
業
所
と
し
て
、
神
田
岩
本
町
の
長
谷
川
第
一
二
ビ
ル
に
オ
フ
ィ
ス
を
か

ま
え
て
い
た
。
む
ろ
ん
そ
れ
は
暫
定
的
な
処
置
で
、
経
営
効
率
か
ら
み
て
も
や
が
て
は
一
本
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
お
り
か
ら
東
京
池
袋
に
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
が
誕
生
、
本
社
そ
し
て
営
業
を
ふ
く
め
た
東
京
事
業
所
は
同
ビ
ル
に
移
転

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
東
京
事
業
所
に
と
っ
て
五
度
目
の
移
転
は
同
年
三
月
に
決
定
、
八
月
九
日
、

一
〇
日
の
両
日
に
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
︵
三
一
階
南
側
、
三
〇
〇
坪
︶
に
移
転
、
翌
一
一
日
か
ら
営
業
を
開
始
し
た
。

　

一
九
八
一
年
︵
昭
和
五
六
︶
八
月
の
改
編
は
、
営
業
部
門
の
再
編
成
に
ね
ら
い
が
あ
っ
た
。
営
業
事
業
本
部
は
九
つ
あ

っ
た
事
業
部
を
ふ
た
た
び
六
つ
に
改
組
す
る
と
と
も
に
、
本
社
機
構
の
な
か
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
を
新
設
し
た
。

●
六
事
業
本
部
制
の
組
織
へ

　

一
九
八
二
年
︵
昭
和
五
七
︶
八
月
発
足
の
新
組
織
は
小
集
団
の
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
。

　

企
画
開
発
本
部
、
管
理
本
部
、
国
際
事
業
本
部
を
新
設
し
、
従
来
の
Ｔ
Ｑ
Ｃ
、
営
業
、
生
産
の
三
本
部
と
あ
わ
せ
て
六

本
部
と
し
た
。
新
し
く
社
長
室
、
未
来
開
発
部
、
技
術
開
発
部
、
技
術
管
理
部
、
営
業
企
画
部
、
生
産
計
画
部
を
新
設
し
、

ス
タ
ッ
フ
部
門
の
強
化
を
め
ざ
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
の
営
業
事
業
本
部
の
も
と
に
あ
っ
た
各
事
業
部
は
、
営
業
部
の
名
称
で
三
つ
に
集
約
、
各
営
業
部
の
販
売
部

サンシャイン60（東京池袋）
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は
東
西
の
地
域
別
に
編
成
し
た
。

　

改
編
の
お
お
き
な
特
徴
の
ひ
と
つ
は
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
営
業
部
を
国
際
事
業
本
部
に
統
合
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
海
外

の
生
産
拠
点
を
ふ
く
め
て
、
芯
地
の
事
業
本
部
は
国
際
的
な
戦
略
展
開
が
で
き
る
よ
う
に
ひ
と
つ
に
集
約
し
た
の
で
あ
る
。

　

加
工
商
品
部
は
生
産
事
業
本
部
の
所
属
と
な
っ
た
。
外
部
の
生
産
設
備
を
活
用
す
る
同
部
を
第
四
工
場
と
位
置
づ
け
、

品
質
保
証
お
よ
び
コ
ス
ト
管
理
の
強
化
を
は
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
社
機
能
集
約
の
た
め
財
務
部
門
は
京
都
か
ら
東
京
に
移
転
、
京
都
本
社
は
規
模
を
縮
小
し
て
京
都
事
務
所
と
し
た
。

本
社
機
能
を
す
べ
て
集
約
し
た
東
京
本
社
営
業
所
は
、
東
京
本
社
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
営
業
部
門
に
神
田
出
張
所
を
新
設
、

本
社
部
門
に
も
狭
山
分
室
を
つ
く
っ
た
。

　

神
田
出
張
所
は
八
月
二
三
日
、
千
代
田
区
神
田
小
川
町
三
︱

二
二
の
第
三
大
丸
ビ
ル
内
に
開
所
し
た
。
第
一
営
業
部

︵
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
販
売
部
門
︶
と
国
際
事
業
本
部
の
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
営
業
部
に
所
属
す
る
三
二
人
が
、
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
・
ビ
ル
か
ら
神
田
出
張
所
に
転
属
し
た
。

　

一
九
八
三
年
︵
昭
和
五
八
︶
五
月
に
な
る
と
一
部
修
正
を
加
え
、
営
業
事
業
本
部
、
国
際
事
業
本
部
を
、
そ
れ
ぞ
れ
第

一
、
第
二
営
業
事
業
本
部
と
呼
称
を
あ
ら
た
め
た
。

　

当
時
、
成
長
分
野
と
し
て
情
報
関
連
分
野
の
強
化
・
拡
充
を
す
す
め
て
い
た
が
、
同
年
一
一
月
、
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
部
門

の
再
編
・
強
化
を
組
織
の
う
え
で
も
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
。
一
九
八
二
年
︵
昭
和
五
七
︶
八
月
の
改
編
で
、
ひ
と
た
び

課
編
成
に
し
て
第
一
事
業
部
の
東
京
販
売
部
に
く
み
こ
ん
で
い
た
ビ
ジ
ネ
ス
用
途
販
売
部
を
復
活
さ
せ
、
イ
ン
ク
リ
ボ
ン

販
売
課
と
ビ
ジ
ネ
ス
用
途
販
売
課
を
お
い
た
。
生
産
・
技
術
部
門
も
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
強
化
の
た
め
に
、
生
産
事
業
本
部

東
京
工
場
の
一
製
造
課
に
す
ぎ
な
か
っ
た
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
製
造
課
を
部
に
昇
格
さ
せ
、
そ
こ
に
製
造
課
と
技
術
課
を
集
約

し
た
。
営
業
・
製
造
・
技
術
と
も
に
情
報
関
連
分
野
の
強
化
に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。

●
商
品
別
事
業
部
制
を
導
入
す
る

　

一
九
八
六
年
︵
昭
和
六
一
︶
一
月
に
も
部
分
的
な
組
織
の
改
編
を
お
こ
な
い
、
一
六
日
付
で
建
装
事
業
部
を
設
置
し
た
。

壁
紙
の
生
産
、
販
売
を
垂
直
統
合
す
る
ね
ら
い
で
う
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

イ
ン
テ
リ
ア
事
業
部
か
ら
分
離
独
立
さ
せ
た
建
装
事
業
部
は
滋
賀
工
場
内
に
お
き
、
営
業
部
門
に
は
建
装
販
売
部
を
お

い
た
。
生
産
と
営
業
部
門
を
組
織
の
う
え
で
も
ひ
と
つ
に
し
て
販
売
強
化
に
の
り
だ
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
八
六
年
︵
昭
和
六
一
︶
八
月
の
組
織
改
編
は
大
規
模
な
も
の
と
な
っ
た
。
商
品
別
事
業
部
制
を
全
社
に
導
入
し
た
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の
で
あ
る
。
新
し
い
組
織
は
五
つ
の
事
業
本
部
で
構
成
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
部
門
は
経
営
企
画
部
、
総
務
本
部
、
技
術
開
発

本
部
で
あ
る
。
ラ
イ
ン
部
門
は
商
品
別
事
業
部
制
の
導
入
に
と
も
な
い
、
滋
賀
、
狭
山
、
深
谷
の
三
工
場
を
そ
れ
ぞ
れ
事

業
本
部
に
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
本
部
の
も
と
に
生
産
・
販
売
の
機
能
を
あ
わ
せ
も
つ
事
業
部
を
お
い
た
の
で
あ
る
。

　

滋
賀
事
業
本
部
に
は
、﹁
ク
ロ
ス
﹂﹁
建
装
﹂﹁
芯
地
﹂﹁
ニ
ッ
ク
セ
ブ
ン
﹂﹁
Ｄ
Ｃ
﹂
の
五
事
業
部
、
狭
山
事
業
本
部
に

は
、﹁
紙
ク
ロ
ス
﹂﹁
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
﹂﹁
Ｆ
Ｆ
Ｃ
﹂
の
三
事
業
部
、
深
谷
事
業
本
部
に
は
、﹁
レ
ザ
ー
﹂﹁
不
織
布
﹂
の
二

事
業
部
を
お
い
た
。
事
業
部
に
は
、
こ
の
ほ
か
﹁
商
品
﹂﹁
イ
ン
テ
リ
ア
﹂﹁
国
際
﹂
の
三
事
業
部
が
あ
り
、
あ
わ
せ
て
一

三
の
部
で
な
り
た
っ
て
い
た
。

　

各
事
業
部
に
は
担
当
す
る
商
品
の
開
発
、
生
産
、
販
売
に
つ
い
て
の
責
任
と
権
限
を
委
譲
す
る
か
た
ち
を
と
っ
た
の
で

あ
る
。
利
益
責
任
を
負
う
と
同
時
に
、
業
績
配
分
も
お
り
こ
ん
だ
成
果
が
は
っ
き
り
わ
か
る
か
た
ち
に
す
る
と
い
う
の
が

新
組
織
の
ね
ら
い
で
も
あ
っ
た
。

　

商
品
別
事
業
部
制
は
、
翌
一
九
八
七
年
︵
昭
和
六
二
︶
八
月
に
一
部
修
正
を
加
え
た
が
、
そ
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
イ

ン
テ
リ
ア
事
業
と
Ｆ
Ｆ
Ｃ
事
業
の
強
化
、
さ
ら
に
は
滋
賀
事
業
本
部
に
文
化
事
業
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
新
設
し
た
こ
と

で
あ
っ
た
。

●
本
社
機
能
を
強
化
す
る

　

一
九
八
八
年
︵
昭
和
六
三
︶
八
月
発
足
の
新
組
織
の
ね
ら
い
は
、
商
品
別
事
業
部
制
の
徹
底
と
本
社
機
能
の
強
化
に
あ

っ
た
。
ラ
イ
ン
総
括
本
部
を
新
設
し
、
管
理
体
制
を
一
部
変
更
す
る
と
と
も
に
、
国
際
事
業
と
技
術
・
開
発
機
能
を
強
化

す
る
方
針
を
組
織
面
で
は
っ
き
り
明
示
し
た
。

　

ラ
イ
ン
総
括
本
部
の
新
設
と
と
も
に
、
営
業
・
生
産
担
当
常
務
制
を
あ
ら
た
め
、
ラ
イ
ン
事
業
部
門
は
ラ
イ
ン
総
括
本

部
長
の
直
轄
と
し
た
。
同
本
部
内
に
ラ
イ
ン
管
理
部
を
新
設
、
Ｄ
Ｐ
Ｓ
の
全
社
展
開
、
強
化
と
購
買
業
務
の
刷
新
を
は
か

っ
た
。
シ
ス
テ
ム
部
も
同
本
部
内
に
移
し
、
新
し
い
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
も
と
で
、
全
社
的
な
シ

ス
テ
ム
化
を
め
ざ
し
た
。

　

新
規
事
業
、
新
製
品
の
開
発
を
強
化
す
る
た
め
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
、
開
発
企
画
部
を
新
設
し
た
ほ
か
、
技
術
・
開

発
本
部
の
機
能
強
化
、
拡
充
を
お
こ
な
っ
た
。
国
際
化
に
対
応
す
る
た
め
、
国
際
事
業
部
を
拡
大
し
て
国
際
事
業
本
部
と

し
た
。

　

総
務
本
部
を
財
務
本
部
に
改
称
、
そ
れ
ま
で
総
務
本
部
内
に
あ
っ
た
財
務
関
係
業
務
を
新
設
の
財
務
本
部
の
も
と
に
お
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き
、
総
務
、
関
連
事
業
の
業
務
は
経
営
企
画
部
に
移
し
た
。
人
事
は
労
務
と
あ
わ
せ
て
人
事
・
労
務
部
と
し
て
、
副
社
長

の
直
轄
と
し
た
。

　

こ
の
一
九
八
八
年
︵
昭
和
六
三
︶
八
月
の
組
織
改
編
に
先
立
っ
て
、
七
月
の
役
員
会
で
専
務
の
坂
部
三
司
が
副
社
長
に

就
任
し
た
。
坂
部
三
司
は
専
務
と
し
て
滋
賀
事
業
本
部
長
、
文
化
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
統
括
を
担
当
し
て
き
た
が
、
新
組

織
で
は
ラ
イ
ン
統
括
本
部
長
を
つ
と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

●
ダ
イ
ニ
ッ
ク
ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
天
究
館
を
開
設
す
る

　

一
九
八
七
年
︵
昭
和
六
二
︶
八
月
の
新
組
織
で
、
滋
賀
事
業
本
部
に
﹁
文
化
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
が
発
足
し
て
い
る
。

そ
の
中
核
を
な
す
の
が
﹁
ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
天
究
館
﹂
で
あ
る
。

﹁
ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
天
究
館
﹂
は
一
九
八
七
年
︵
昭
和
六
二
︶
八
月
一
八
日
、
滋
賀
工
場
内
に
開
館
し
て
い
る
。
同
施
設

は
民
間
最
大
級
の
天
体
観
測
設
備
を
も
つ
本
格
的
な
天
文
台
で
あ
る
。
も
と
も
と
社
会
還
元
を
目
的
に
、
将
来
を
に
な
う

青
少
年
の
た
め
の
施
設
と
し
て
開
館
、
ひ
ろ
く
一
般
公
開
に
ふ
み
き
っ
た
の
で
あ
る
。

﹁
工
場
の
中
に
あ
る
天
文
台
﹂
と
し
て
民
間
で
は
数
少
な
い
天
文
観
測
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

　

同
施
設
に
は
天
体
観
測
施
設
の
ほ
か
、
天
文
関
係
資
料
の
展
示
室
、
研
修
宿
泊
施
設
な
ど
が
あ
る
。
天
体
観
測
施
設
は
、

国
立
科
学
博
物
館
名
誉
館
員
の
村
山
定
男
氏
と
白
河
天
体
観
測
所
の
藤
井
旭
氏
の
全
面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
完

成
し
た
。

　

六
〇
セ
ン
チ
反
射
望
遠
鏡
︵
ド
ー
ム
つ
き
︶
を
は
じ
め
、
二
〇
セ
ン
チ
反
射
写
真
機
、
二
〇
セ
ン
チ
反
射
赤
道
儀
な
ど
、

高
性
能
の
天
文
観
測
機
器
を
設
置
し
て
い
る
。
開
館
当
時
は
い
ず
れ
も
日
本
で
第
一
級
の
設
備
と
い
う
評
価
を
う
け
た
。

　

天
究
館
を
核
に
し
て
、
天
文
愛
好
者
に
よ
る
﹁
友
の
会
﹂
が
結
成
さ
れ
、﹁
親
と
子
の
天
文
教
室
﹂
も
発
足
、
定
期
的

に
天
文
講
座
を
開
催
し
た
。
四
季
お
り
お
り
の
イ
ベ
ン
ト
も
活
発
で
、
星
空
観
望
の
集
い
、
移
動
星
空
観
望
会
、
映
画
や

ビ
デ
オ
の
鑑
賞
会
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
催
し
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
的
な
役
割
も
は
た
し
て
き
た
。

　

数
多
く
の
小
惑
星
を
発
見
す
る
な
ど
、
天
究
館
は
独
自
の
天
体
観
測
活
動
で
も
成
果
を
あ
げ
、
は
じ
め
て
発
見
し
た
小

惑
星
に
は
地
元
の
多
賀
町
に
ち
な
ん
で
﹁
多
賀
﹂
と
命
名
し
た
。

　

滋
賀
工
場
の
敷
地
内
に
あ
る
ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
天
究
館
は
、
工
場
の
な
か
に
あ
る
稀
有
な
天
文
台
で
あ
る
。
モ
ノ
を
生

産
す
る
だ
け
で
な
く
、﹁
人
間
と
自
然
の
調
和
﹂﹁
心
の
豊
か
さ
﹂
を
き
わ
め
て
ゆ
こ
う
と
す
る
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
シ
ン
ボ
ル

的
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ダイニックアストロパーク天究館
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第
一
二
節  

グ
ル
ー
プ
経
営
に
新
し
い
展
開

●
グ
ル
ー
プ
化 

第
二
期
を
迎
え
る

　

グ
ル
ー
プ
経
営
に
よ
る
複
合
企
業
化
の
構
想
は
一
九
七
五
年
︵
昭
和
五
〇
︶
前
後
に
ピ
ー
ク
を
む
か
え
て
い
る
。
一
九

七
七
年
︵
昭
和
五
二
︶
ご
ろ
ま
で
を
第
一
期
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

国
内
を
中
心
に
進
め
た
グ
ル
ー
プ
化
の
ね
ら
い
は
、﹁
素
材
産
業
か
ら
の
脱
皮
﹂
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
グ
ル
ー
プ

化
は
別
会
社
の
設
立
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
新
会
社
の
設
立
の
ほ
か
、
合
併
、
合
弁
事
業
、
技
術
提
携
、
販
売
提
携
ま

で
ふ
く
む
と
い
う
幅
ひ
ろ
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

た
と
え
ば
合
併
の
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
東
京
ア
セ
テ
ー
ト
の
吸
収
合
併
が
あ
る
。

　

東
京
ア
セ
テ
ー
ト
株
式
会
社
は
ダ
イ
セ
ル
の
子
会
社
と
し
て
、
一
九
五
二
年
︵
昭
和
二
七
︶
に
設
立
さ
れ
た
不
織
布
メ

ー
カ
ー
で
あ
っ
た
。

　

一
九
六
六
年
︵
昭
和
四
一
︶
ご
ろ
か
ら
、
販
売
面
で
業
務
提
携
を
す
す
め
、
一
九
七
一
年
︵
昭
和
四
六
︶
に
、
親
会
社

ダ
イ
セ
ル
か
ら
全
株
式
を
取
得
し
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
一
員
に
な
っ
て
い
た
。
だ
が
、
お
り
か
ら
の
オ
イ
ル
シ

ョ
ッ
ク
で
赤
字
に
転
落
、
一
九
七
五
年
︵
昭
和
五
〇
︶
に
は
朝
霞
工
場
の
設
備
を
ダ
イ
ニ
ッ
ク
深
谷
工
場
に
移
設
し
て
生

産
の
合
理
化
を
す
す
め
、
ク
ロ
ス
の
不
織
布
部
門
と
連
動
さ
せ
て
効
率
化
を
模
索
し
た
。
そ
の
結
果
、
不
織
布
部
門
と
し

て
一
本
化
す
る
こ
と
が
ベ
ス
ト
と
い
う
経
営
判
断
か
ら
、
一
九
七
七
年
︵
昭
和
五
二
︶
九
月
に
吸
収
し
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
前
章
で
の
べ
た
よ
う
に
、
ひ
と
た
び
グ
ル
ー
プ
傘
下
の
一
社
と
し
て
出
発
し
、
の
ち
に
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー

プ
の
一
社
と
合
併
し
た
株
式
会
社
ナ
カ
ヤ
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

　

一
九
八
〇
年
代
︵
昭
和
五
五
～
︶
に
な
る
と
グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
し
た
経
営
は
、
い
わ
ば
第
二
期
を
む
か
え
る
こ
と
に

な
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
に
立
っ
た
海
外
進
出
が
顕
著
に
な
り
、
国
内
で
は
既
存
の
グ
ル
ー
プ
各
社
の
実
態
を
み
な
お

し
て
整
理
・
統
合
に
向
か
っ
て
ゆ
く
。



369 第七章 ──技術の複合化で　素材革命を実現する

●
ア
メ
リ
カ 

香
港
へ
進
出

　

海
外
の
生
産
拠
点
づ
く
り
は
東
南
ア
ジ
ア
だ
け
で
な
く
ア
メ
リ
カ
を
も
視
野
に
お
い
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
進
出
は
一
九

七
四
年
︵
昭
和
四
九
︶
の
フ
ェ
ル
ト
ロ
ッ
ク
の
設
立
に
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

　

フ
ェ
ル
ト
ロ
ッ
ク
︵FELT

LO
C IN

C.

︶
は
一
九
七
四
年
︵
昭
和
四
九
︶
三
月
、
資
本
金
一
〇
万
Ｕ
Ｓ
ド
ル
で
設
立

し
た
。
本
社
を
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
に
お
き
、
工
場
を
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
州
に
建
設
し
た
。
会
長
は
坂
部
三
次
郎
、
社
長
は

高
橋
睦
雄
で
あ
っ
た
。

　

同
社
は
木
綿
を
主
素
材
と
す
る
不
織
布
を
製
造
、
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ブ
ル
市
場
へ
の
参
入
を
め
ざ
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
北
に
位
置
す
る
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
州
に
建
設
さ
れ
た
工
場
は
、
敷
地
二
万
坪
、
建
物
は
二
〇
〇
〇
坪
で
あ
っ
た
。

　

デ
ィ
ン
フ
ェ
ル
︵D

Y
N

FER LT
D

.

︶
は
、
香
港
に
設
立
し
た
販
売
会
社
で
あ
る
。
ダ
イ
ニ
ッ
ク
と
フ
ラ
ン
ス
・
リ

ヨ
ン
の
フ
ェ
ラ
リ
ー
と
の
対
等
出
資
に
よ
る
も
の
で
、
一
九
七
四
年
︵
昭
和
四
九
︶
一
二
月
、
資
本
金
三
〇
万
香
港
ド
ル

︵
円
換
算
一
五
〇
〇
万
円
︶
で
設
立
し
た
。
社
長
に
は
ミ
ゲ
ー
ル
・
フ
ェ
ラ
リ
ー
、
専
務
に
は
水
谷
博
が
就
任
し
た
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
一
九
七
三
年
︵
昭
和
四
八
︶
か
ら
リ
ヨ
ン
︵
フ
ラ
ン
ス
︶
の
フ
ェ
ラ
リ
ー
と
販
売
提
携
を
む
す
び
、
同

社
の
テ
ン
ト
素
材
を
国
内
販
売
し
て
い
た
。
同
社
は
フ
ェ
ラ
リ
ー
の
各
種
デ
ザ
イ
ン
テ
ン
ト
素
材
と
そ
の
付
属
品
を
ア
ジ

ア
各
地
に
販
売
す
る
た
め
に
設
立
し
た
会
社
で
あ
る
。

　

デ
ィ
ン
フ
ェ
ル
は
三
角
貿
易
、
三
国
間
貿
易
の
拠
点
と
し
て
発
足
し
た
が
、
香
港
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、

デ
ザ
イ
ン
テ
ン
ト
の
需
要
が
期
待
で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、
五
年
後
の
一
九
七
九
年
︵
昭
和
五
四
︶
に
清
算
す
る
こ
と

に
な
る
。

　

前
章
で
と
り
あ
げ
た
Ｎ
Ｃ
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
︵N

C ST
A

FLEX
 CO

., PT
E., LT

D
.

︶
は
一
九
七
八
年
︵
昭
和
五

三
︶
九
月
に
な
っ
て
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
出
資
の
グ
ル
ー
プ
会
社
と
し
て
再
出
発
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

同
社
は
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
の
世
界
戦
略
の
一
環
と
し
て
合
弁
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
の
だ
が
、
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク

ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
経
営
破
綻
に
よ
り
、
五
年
に
お
よ
ぶ
合
弁
関
係
を
解
消
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
と
も
な
い
会
長
に
坂
部
三
次
郎
、
マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
松
村
恭
一
が
就
任
し
た
。

　

さ
ら
に
一
九
七
八
年
︵
昭
和
五
三
︶
一
〇
月
に
は
、
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
・
テ
キ
シ
フ
ュ
ー
ズ
︵ST

A
FLEX

 
T

EX
IFU

SED
, LT

D
.

︶
を
海
外
グ
ル
ー
プ
の
一
社
と
し
た
。

　

同
社
は
も
と
も
と
一
九
七
三
年
︵
昭
和
四
八
︶
に
香
港
に
設
立
さ
れ
た
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
出
資
の
子
会
社
で
あ
る
︵
資
本
金
二
万
香
港
ド
ル
＝
円
換
算
一
一
〇
万
円
︶。
設
立
目
的
は
、
接
着

NCステーフレックス



370

芯
地
の
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
Ｎ
Ｃ
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
と
連
動
し
て
、
世
界
の
縫
製
基
地
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
東
南
ア
ジ
ア

地
区
の
市
場
開
発
を
す
す
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

　

こ
れ
も
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
蹉
跌
に
と
も
な
い
、
全
株
式
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
一
九
七
八
年
︵
昭
和
五
三
︶
九
月
、
資
本
金
を
二
五
万
香
港
ド
ル
に
増
資
、
チ
ェ
ア
マ
ン
坂
部
三
次
郎
、
マ
ネ

ー
ジ
ン
グ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
松
村
恭
一
と
し
て
と
り
あ
え
ず
再
出
発
し
た
が
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
ホ
ン
コ
ン
の
設
立
に
と
も

な
い
、
一
九
八
四
年
︵
昭
和
五
九
︶、
同
社
に
吸
収
合
併
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
ホ
ン
コ
ン
︵D

Y
N

IC

［H
K

］LT
D

.

︶
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
香
港
駐
在
所
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
七
九
年
︵
昭
和
五
四
︶
二
月
、
資
本
金
二
〇
万
香
港
ド
ル
︵
円
換
算
一
〇
〇
〇
万
円
︶
で
設
立
、
会
長
に
坂
部
三
次

郎
、
マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
近
藤
哲
夫
が
就
任
し
た
。

　

デ
ィ
ン
フ
ェ
ル
の
営
業
基
盤
、
さ
ら
に
後
に
は
前
述
の
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
・
テ
キ
シ
フ
ュ
ー
ズ
の
営
業
基
盤
も
引
き

継
い
だ
。
同
社
設
立
の
ね
ら
い
は
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
製
品
の
輸
出
、
原
材
料
の
購
入
、
海
外
情
報
の
収
集
、
資

金
調
達
な
ど
に
あ
っ
た
。

●
二
次
製
品
の
販
売
会
社
を
設
立

　

ニ
ッ
ク
工
芸
、
フ
レ
ス
タ
イ
ン
テ
リ
ア
、
ニ
ッ
ク
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
は
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
製
品
を
素
材
と
し
て
用
い
た
二
次

製
品
の
事
業
展
開
を
目
的
に
設
立
し
た
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
っ
た
。

　

ニ
ッ
ク
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
株
式
会
社
は
一
九
七
五
年
︵
昭
和
五
〇
︶
四
月
、
大
阪
︵
中
央
区
高
麗
橋
三
︱
二
八
、
新
高
麗

橋
ビ
ル
︶
に
設
立
し
た
。
設
立
当
初
の
役
員
は
会
長
・
坂
部
三
次
郎
、
社
長
・
植
村
秀
春
、
従
業
員
は
三
人
で
あ
っ
た
。

当
初
の
資
本
金
は
三
〇
〇
万
円
だ
っ
た
が
、
一
九
七
九
年
︵
昭
和
五
四
︶
の
倍
額
増
資
に
よ
っ
て
六
〇
〇
万
円
と
し
た
。

　

同
社
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
素
材
、
と
く
に
特
殊
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
製
品
に
よ
る
二
次
加
工
製
品
の
販
売
を
目
的
に
し
て
い
た
。

染
工
部
門
の
撤
退
に
あ
わ
せ
て
設
立
し
た
も
の
で
、
染
工
営
業
の
経
験
と
人
材
の
活
用
に
よ
る
新
し
い
販
売
会
社
で
あ
っ

た
。

　

主
な
営
業
品
目
は
ド
ッ
キ
ン
グ
ク
ロ
ス
、
各
種
繊
維
織
物
、
ニ
ッ
ト
製
品
、
オ
シ
メ
布
、
ス
リ
ッ
タ
ー
関
係
、
帽
材
、

テ
ー
プ
、
不
織
布
プ
リ
ン
ト
製
品
な
ど
で
あ
っ
た
。
素
材
販
売
で
は
な
く
ユ
ー
ザ
ー
の
企
画
に
参
画
し
て
商
品
を
育
成
し

て
ゆ
く
と
い
う
と
こ
ろ
に
同
社
の
特
徴
が
あ
っ
た
。
ス
タ
ー
ト
当
初
の
年
商
は
五
〇
〇
〇
万
円
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
き

め
の
こ
ま
か
い
営
業
政
策
を
つ
ら
ぬ
き
、
五
年
後
に
は
約
三
倍
に
あ
た
る
一
億
七
〇
〇
〇
万
円
に
な
っ
た
。
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フ
レ
ス
タ
イ
ン
テ
リ
ア
も
一
九
七
五
年
︵
昭
和
五
〇
︶
七
月
、
大
阪
︵
中
央
区
高
麗
橋
三
︱
二
八
、
新
高
麗
橋
ビ
ル
︶

に
設
立
し
た
。
同
社
の
設
立
は
、
室
内
装
飾
分
野
へ
の
進
出
に
あ
っ
た
。
ト
ー
シ
キ
イ
ン
テ
リ
ア
と
の
合
弁
に
よ
る
も
の

で
、
資
本
金
は
五
〇
〇
万
円
。
会
長
に
は
坂
部
三
次
郎
、
社
長
に
は
奥
村
晴
雄
が
就
任
、
従
業
員
は
八
人
で
あ
っ
た
。

　

ニ
ッ
ク
工
芸
株
式
会
社
は
ノ
ベ
ル
テ
ィ
商
品
の
企
画
・
開
発
、
販
売
を
目
的
と
し
て
、
一
九
七
六
年
︵
昭
和
五
一
︶
一

〇
月
、
資
本
金
六
〇
〇
万
円
で
設
立
し
た
。
同
社
は
、
も
と
も
と
は
西
宮
工
芸
と
い
う
人
工
皮
革
テ
キ
ソ
ン
の
代
理
店
で
、

テ
キ
ソ
ン
に
よ
る
ノ
ベ
ル
テ
ィ
を
生
産
・
販
売
し
て
い
た
。
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
素
材
の
用
途
展
開
を
は
か
る
た
め
に
ダ
イ
ニ

ッ
ク
が
資
本
参
加
し
、
新
会
社
と
し
て
発
足
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
会
長
に
坂
部
三
次
郎
、
社
長
に
笹
山
和
夫
が
就
任
、
本

社
は
京
都
市
︵
右
京
区
西
京
極
大
門
町
二
六
︶
に
お
き
、
旧
西
宮
工
芸
の
工
場
を
西
宮
工
場
︵
西
宮
市
津
門
大
塚
町
七
番

五
号
︶
と
し
た
。

●
素
材
の
加
工
販
売
会
社
を
設
立

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
素
材
を
つ
か
っ
て
、
製
品
の
﹁
加
工
﹂
に
の
り
だ
す
グ
ル
ー
プ
会
社
も
こ
の
期
に
は
誕
生
し
て
い
る
。

　

狭
山
ニ
ッ
ク
株
式
会
社
は
、
一
九
八
四
年
︵
昭
和
五
九
︶
一
〇
月
、
狭
山
市
上
奥
富
の
ダ
イ
ニ
ッ
ク
東
京
工
場
内
に
設

立
、
資
本
金
五
〇
〇
万
円
、
会
長
・
坂
部
三
次
郎
、
社
長
・
佐
藤
暢
秀
、
従
業
員
七
人
で
出
発
し
た
。
ダ
イ
レ
ク
ト
製
版

機
、
単
色
印
刷
機
、
小
ギ
ロ
チ
ン
な
ど
を
設
置
、
ま
ず
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
各
社
の
事
務
用
品
、
帳
票
、
伝
票
類
、

ラ
ベ
ル
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
各
種
案
内
な
ど
の
印
刷
を
開
始
し
た
。
一
九
八
七
年
︵
昭
和
六
二
︶
に
は
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷

機
、
一
九
八
八
年
︵
昭
和
六
三
︶
に
は
オ
フ
セ
ッ
ト
多
色
印
刷
機
を
導
入
し
て
設
備
を
強
化
、
ク
ロ
ス
の
二
次
加
工
を
は

じ
め
た
。

　

京
都
ビ
ジ
ネ
ス
サ
プ
ラ
イ
株
式
会
社
は
、
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
用
品
の
製
造
・
販
売
会
社
で
あ

る
。
一
九
八
五
年
︵
昭
和
六
〇
︶
一
一
月
、
京
都
の
ダ
イ
ニ
ッ
ク
ビ
ル
内
︵
京
都
市
右
京
区
西
京
極
大
門
町
︶
に
設
立
し

た
。
資
本
金
は
一
〇
〇
〇
万
円
、
会
長
は
坂
部
三
次
郎
、
代
表
取
締
役
は
久
納
浩
三
で
あ
っ
た
。
同
社
の
設
立
目
的
は
、

ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
情
報
関
連
部
門
の
強
化
で
あ
る
。
ワ
ー
プ
ロ
専
用
機
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
情
報
機
器
の
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
、
あ

る
い
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
リ
ボ
ン
の
カ
セ
ッ
ト
装
塡
な
ど
一
連
の
ビ
ジ
ネ
ス
用
品
の
加
工
を
主
業
務
と
し
た
。

一
九
八
六
年
︵
昭
和
六
一
︶
に
は
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
塗
装
機
、
一
九
八
七
年
︵
昭
和
六
二
︶
に
は
ラ
イ
ン
プ
リ
ン
タ
仕
上

機
と
年
を
追
っ
て
設
備
の
強
化
を
は
か
り
、
一
九
八
八
年
︵
昭
和
六
三
︶
に
は
高
性
能
新
型
塗
装
機
を
設
置
、
生
産
能
力

を
三
倍
に
拡
大
し
た
。
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一
九
八
六
年
︵
昭
和
六
一
︶
一
二
月
に
設
立
し
た
狭
山
成
型
株
式
会
社
は
、
自
動
車
用
の
成
型
天
井
材
の
加
工
・
販
売

会
社
で
あ
っ
た
。
か
ね
て
よ
り
ダ
イ
ニ
ッ
ク
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
広
島
の
三
和
工
業
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
し
た
合
弁
事

業
で
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
東
京
工
場
内
︵
狭
山
市
上
奥
富
︶
で
発
足
し
て
い
る
。
新
会
社
の
資
本
金
は
一
〇
〇
〇
万
円
、
社
長

に
は
佐
藤
暢
秀
が
就
任
し
た
。
二
年
後
の
一
九
八
八
年
︵
昭
和
六
三
︶
六
月
に
ダ
イ
ニ
ッ
ク
が
全
株
式
を
取
得
、
一
〇
〇

パ
ー
セ
ン
ト
出
資
の
グ
ル
ー
プ
会
社
と
し
た
。

●
工
場
の
環
境
整
備
か
ら
出
発
し
た
三
社

　

多
賀
緑
化
開
発
と
ダ
イ
ニ
ッ
ク
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
、
ニ
ッ
ク
パ
ワ
ー
ズ
は
工
場
の
環
境
整
備
、
あ
る
い
は
高
齢

者
の
雇
用
促
進
と
い
う
ね
ら
い
か
ら
誕
生
し
た
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
。

　

多
賀
緑
化
開
発
株
式
会
社
の
設
立
は
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
滋
賀
工
場
の
広
大
な
敷
地
の
有
効
開
発
と
管
理
を
目
的
と
し
て
い

た
。
ゴ
ル
フ
場
建
設
に
向
か
っ
た
の
は
滋
賀
工
場
が
も
と
も
と
セ
メ
ン
ト
工
場
だ
っ
た
と
い
う
来
歴
に
由
来
し
て
い
た
。

　

現
在
、
多
賀
グ
リ
ー
ン
倶
楽
部
の
あ
る
敷
地
は
、
も
と
も
と
セ
メ
ン
ト
採
石
跡
地
で
あ
っ
た
。
あ
た
り
は
湿
地
で
雑
草

に
お
お
わ
れ
、
蚊
や
昆
虫
が
大
量
に
発
生
、
そ
れ
が
滋
賀
工
場
の
製
品
不
良
を
も
た
ら
し
た
。
だ
が
整
地
し
て
芝
を
植
え

れ
ば
虫
の
発
生
は
防
止
で
き
る
。
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
の
ゴ
ル
フ
場
を
つ
く
る
と
い
う
発
想
は
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
う
ま

れ
た
。

　

一
九
七
八
年
︵
昭
和
五
三
︶
当
時
、
日
本
国
内
で
ゴ
ル
フ
場
建
設
の
た
め
の
土
地
開
発
は
み
と
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
と
り
あ
え
ず
滋
賀
県
か
ら
許
可
を
う
け
て
社
内
の
厚
生
施
設
と
し
て
四
ホ
ー
ル
を
造
成
し
た
。
二
年
後
の
一
九
八

〇
年
︵
昭
和
五
五
︶
に
な
る
と
、
ゴ
ル
フ
場
の
土
地
開
発
も
解
禁
に
な
り
、
あ
ら
た
め
て
開
発
申
請
し
な
お
し
て
、
シ
ョ

ー
ト
コ
ー
ス
と
ゴ
ル
フ
練
習
場
を
造
成
し
た
の
で
あ
る
。
同
施
設
は
一
九
八
三
年
︵
昭
和
五
八
︶
八
月
に
完
成
し
、
多
賀

緑
化
開
発
を
同
年
一
〇
月
一
日
に
新
会
社
と
し
て
発
足
さ
せ
た
。

　

設
立
資
本
金
は
三
五
〇
万
円
、
会
長
に
は
坂
部
三
次
郎
、
社
長
に
は
坂
部
勝
三
︵
当
時
・
桂
工
業
社
長
︶
が
就
任
し
た
。

ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
︵
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
・
九
ホ
ー
ル
︶、
打
放
し
練
習
場
︵
一
五
打
席
︶
の
経
営
の
ほ
か
、
飲
食
喫
茶
、
ゴ

ル
フ
用
品
の
販
売
、
造
園
・
造
林
な
ど
を
業
務
と
し
た
。
同
社
の
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
の
ゴ
ル
フ
場
は
ピ
ー
ク
時
に
は
年
間

二
万
人
の
入
場
者
を
記
録
し
た
。

　

ニ
ッ
ク
パ
ワ
ー
ズ
株
式
会
社
は
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
部
門
を
独
立
さ
せ
て
発
足
し
た
。
京
都
工
場
の

原
動
課
と
生
活
サ
ー
ビ
ス
課
が
母
体
と
な
っ
て
い
る
。
設
立
は
一
九
七
五
年
︵
昭
和
五
〇
︶
七
月
、
資
本
金
は
一
〇
〇
〇

多賀緑化開発のゴルフコース
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万
円
、
本
社
は
京
都
市
右
京
区
宮
ノ
東
町
一
に
お
い
た
。
会
長
は
坂
部
三
次
郎
、
社
長
は
尾
崎
貴
一
、
当
初
の
従
業
員
は

一
八
人
で
あ
っ
た
。
事
業
内
容
は
生
産
施
設
の
総
合
計
画
・
設
計
、
機
械
設
備
の
設
計
・
製
作
・
設
置
工
事
、
土
地
・
建

物
の
斡
旋
・
購
入
・
販
売
、
さ
ら
に
は
造
成
・
建
設
設
計
・
施
工
ま
で
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
た
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
︵
会
長
・
坂
部
三
次
郎
、
代
表
取
締
役
・
西
田
嘉
一
︶
は
、
一
九
八

九
年
︵
昭
和
六
四
︶
六
月
に
設
立
し
た
。
資
本
金
一
〇
〇
〇
万
円
、
本
社
は
狭
山
市
上
奥
富
の
東
京
工
場
内
に
お
い
た
。

事
業
内
容
は
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
各
工
場
の
工
場
設
備
、
工
場
周
辺
の
保
安
保
全
、
環
境
整
備
の
請
負
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
各
工
場

で
発
生
す
る
軽
作
業
の
補
助
業
務
の
請
負
、
合
成
樹
脂
二
次
加
工
品
の
加
工
・
販
売
な
ど
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
と
業
態
は
異
な
る
が
、
ニ
ッ
ク
保
険
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
︵
一
九
七
五
年
八
月
設
立
︶
も
こ
の
期
に
ス
タ
ー
ト

し
て
い
る
。
も
と
も
と
は
ニ
ッ
ク
産
業
︵
嵯
峨
ニ
ッ
ク
︶
が
大
正
海
上
火
災
保
険
の
代
理
店
と
し
て
損
害
保
険
の
代
理
業

務
を
展
開
し
て
い
た
。
こ
の
部
門
を
法
人
と
し
て
独
立
さ
せ
た
の
が
同
社
で
あ
る
。
京
都
市
右
京
区
西
京
極
大
門
町
二
六

の
七
条
ニ
ッ
ク
内
に
本
社
を
設
置
︵
資
本
金
五
〇
万
円
、
会
長
・
坂
部
三
次
郎
、
社
長
は
石
丸
昇
︶、
火
災
保
険
、
総
合

保
険
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
交
通
傷
害
保
険
、
長
期
総
合
保
険
、
住
宅
団
地
専
用
保
険
な
ど
の
代
理
業
務
で
出
発
し
て
い
る
。

　

ニ
ッ
ク
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
ベ
ー
ス
に
、
さ
ら
に
グ
ル
ー
プ
各
社
所
有
の
不
動
産
管
理
を
業
容
と
し
て
設
立
し
た
の
が
、

ニ
ッ
ク
不
動
産
で
あ
る
︵
一
九
八
一
年
五
月
設
立
、
資
本
金
二
〇
〇
万
円
、
会
長
・
坂
部
三
次
郎
、
社
長
・
岡
崎
俊
夫
︶。

同
社
は
一
九
八
七
年
︵
昭
和
六
二
︶
四
月
に
エ
ス
ケ
ー
興
産
と
社
名
変
更
、
同
年
六
月
の
増
資
で
新
資
本
金
を
一
億
円
と

し
て
新
し
く
出
発
し
て
い
る
。
さ
ら
に
同
社
は
一
九
九
五
年
︵
平
成
七
︶
の
社
名
変
更
で
ア
ポ
ロ
興
産
株
式
会
社
と
な
っ

て
ゆ
く
︵
二
〇
〇
五
年
［
平
成
一
七
］
三
月
解
散
︶。

●
グ
ル
ー
プ
会
社
の
再
編
成

　

一
九
八
二
年
︵
昭
和
五
七
︶
を
初
年
と
す
る
中
期
経
営
計
画
で
は
経
営
体
質
の
抜
本
的
な
改
善
を
か
か
げ
て
い
る
。
経

営
の
効
率
化
、
借
入
金
削
減
を
す
す
め
、
三
年
後
に
増
資
が
で
き
る
強
固
な
企
業
体
質
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
を
基
本
方

針
と
し
て
い
た
。
合
理
化
の
対
象
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
だ
け
で
は
な
く
、
グ
ル
ー
プ
全
体
に
も
お
よ
ん
で
い
た
。
グ
ル
ー
プ
の

す
べ
て
を
合
理
化
の
対
象
に
し
て
、
統
廃
合
を
ふ
く
む
強
力
な
改
善
策
を
断
行
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
八
〇
年
︵
昭
和

五
五
︶
か
ら
一
九
八
三
年
︵
昭
和
五
八
︶
に
か
け
て
、
海
外
を
ふ
く
め
グ
ル
ー
プ
会
社
九
社
を
統
合
あ
る
い
は
解
散
に
ふ

み
き
っ
た
。

　

ニ
ッ
ク
工
業
︵
一
九
六
九
年
設
立
︶
は
一
九
八
二
年
︵
昭
和
五
七
︶
一
〇
月
、
ニ
ッ
ク
パ
ワ
ー
ズ
︵
一
九
七
五
年
設
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立
︶
は
一
九
八
三
年
︵
昭
和
五
八
︶
五
月
、
フ
レ
ス
タ
イ
ン
テ
リ
ア
︵
一
九
七
五
年
設
立
︶
は
一
九
八
三
年
︵
昭
和
五

八
︶
八
月
、
ニ
ッ
ク
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
︵
一
九
七
五
年
設
立
︶
は
一
九
八
六
年
︵
昭
和
六
一
︶
に
そ
れ
ぞ
れ
解
散
し
た
。
い

ず
れ
も
長
期
的
に
み
て
、
体
質
改
善
が
の
ぞ
め
な
い
と
い
う
判
断
を
く
だ
し
た
の
で
あ
る
。

　

海
外
で
は
フ
ェ
ル
ト
ロ
ッ
ク
︵
一
九
七
四
年
設
立
︶
を
一
九
八
〇
年
︵
昭
和
五
五
︶
に
清
算
し
た
。
同
社
は
綿
素
材
に

よ
る
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ブ
ル
不
織
布
を
生
産
し
、
ワ
イ
ピ
ン
グ
業
界
へ
の
参
入
を
め
ざ
し
た
が
、
生
産
技
術
面
に
当
初
か
ら

問
題
を
か
か
え
て
い
た
う
え
に
、
販
売
面
で
も
ア
メ
リ
カ
市
場
に
お
け
る
競
合
関
係
の
実
態
か
ら
み
て
、
将
来
性
が
み
こ

め
な
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
香
港
の
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
・
テ
キ
シ
フ
ュ
ー
ズ
は
前
述
の
よ
う
に
一
九
八
四
年
︵
昭

和
五
九
︶
に
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
ホ
ン
コ
ン
に
吸
収
合
併
し
た
。

　

ナ
カ
ヤ
︵
一
九
七
四
年
グ
ル
ー
プ
傘
下
と
な
る
︶
は
、
一
九
八
二
年
︵
昭
和
五
七
︶
七
月
、
ニ
ッ
ク
に
吸
収
合
併
し
、

ニ
ッ
ク
保
険
サ
ー
ビ
ス
︵
一
九
七
五
年
設
立
︶
は
、
前
述
の
よ
う
に
一
九
八
一
年
︵
昭
和
五
六
︶
五
月
設
立
の
ニ
ッ
ク
不

動
産
に
吸
収
し
た
。

　

福
岡
ク
ロ
ス
工
業
︵
一
九
六
三
年
設
立
︶
は
、
一
九
八
二
年
︵
昭
和
五
七
︶
グ
ル
ー
プ
を
離
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ダ

イ
ニ
ッ
ク
と
の
資
本
関
係
は
解
消
し
た
が
、
業
務
面
で
は
親
密
な
関
係
を
保
ち
つ
つ
、
と
も
に
あ
ゆ
ん
で
ゆ
く
途
を
選
択

し
た
の
で
あ
る
。
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昭
和
か
ら
平
成
へ

﹁
新
し
い
元
号
は
﹃
平
成
﹄
で
あ
り
ま
す
﹂

　

時
の
官
房
長
官
・
小
渕
恵
三
は
記
者
会
見
の
場
で
、﹁
平
成
﹂
と
墨
書
さ
れ
た

色
紙
を
お
さ
め
た
額
縁
を
立
て
た
。
一
九
八
九
年
︵
昭
和
六
四
︶
一
月
七
日
、
午

後
二
時
三
五
分
の
こ
と
で
あ
る
。

　

昭
和
は
永
遠
に
つ
づ
く
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ほ
ど
長
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
元

号
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
た
ち
が
未
経
験
だ
っ
た
。
テ
レ
ビ

と
い
う
メ
デ
ィ
ア
が
、
そ
れ
を
き
わ
め
て
明
快
に
演
出
し
て
、
時
代
が
変
わ
る
と

い
う
こ
と
は
、
こ
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
と
誰
し
も
が
不
思
議
な
思
い
で
う
け
と

め
た
の
で
あ
る
。

　

昭
和
天
皇
は
同
年
一
月
七
日
、
危
篤
に
お
ち
い
り
、
八
七
歳
八
か
月
の
生
涯
を

と
じ
た
。
た
だ
ち
に
皇
太
子
明
仁
親
王
が
即
位
、
皇
位
を
継
承
さ
れ
た
︵
第
一
二

五
代
︶。
か
く
し
て
激
動
の
時
代
と
い
わ
れ
た
﹁
昭
和
﹂
が
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

歴
史
的
な
大
変
動

そ
し
て
混
迷
の
時
代
が
到
来

時
代
と
世
相

左：バルセロナ・オリンピック女子200メートルで優勝の
岩崎恭子さん
下：1989年11月、取り壊されるベルリンの壁
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﹁
平
成
﹂
へ
の
改
元
は
翌
一
月
八
日
か
ら
、
よ
っ
て
昭
和
六
四
年
は
わ
ず
か
七
日

で
幕
を
と
じ
た
。

　

戦
争
の
時
代
と
も
い
わ
れ
、
眼
に
み
え
る
か
た
ち
の
激
震
に
み
ま
わ
れ
た
昭
和

に
く
ら
べ
、
平
成
の
世
は
眼
に
み
え
な
い
と
こ
ろ
で
、
一
国
の
根
幹
を
ゆ
る
が
す

激
動
が
静
か
に
く
す
ぶ
り
つ
づ
け
た
時
代
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
日
本
経
済
の
黄
金

期
に
は
ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
者
か
ら
﹁
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
﹂
と

誉
め
そ
や
さ
れ
た
経
済
大
国
が
、
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
る
と
一
転
、
産
業
の
空
洞
化

と
空
前
の
失
業
率
、
さ
ら
に
人
口
減
と
少
子
高
齢
化
に
頭
を
か
か
え
る
よ
う
に
な

っ
て
ゆ
く
。
景
気
低
迷
の
長
期
化
は
終
身
雇
用
制
を
も
崩
壊
さ
せ
、
多
く
の
人
々

は
﹁
仕
事
﹂
だ
け
で
な
く
﹁
家
庭
﹂
や
﹁
人
生
﹂
に
つ
い
て
も
懐
疑
的
に
な
り
は

じ
め
た
。
成
長
神
話
が
か
く
も
も
ろ
く
崩
れ
よ
う
と
は
、
誰
し
も
夢
に
も
思
わ
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

世
界
的
な
大
変
動
に
ゆ
れ
る

　

昭
和
か
ら
平
成
へ
と
移
っ
た
一
九
八
九
年
︵
昭
和
六
四
・
平
成
元
︶
は
、
世
界

を
み
わ
た
し
て
も
歴
史
的
な
大
変
動
に
ゆ
れ
た
一
年
で
あ
っ
た
。

　

激
動
の
主
役
は
一
九
八
五
年
︵
昭
和
六
〇
︶、
ソ
連
の
共
産
党
書
記
長
に
つ
い

た
ミ
ハ
イ
ル
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
だ
っ
た
。
グ
ラ
ス
ノ
ス
チ
︵
情
報
公
開
︶
と
ペ
レ

ス
ト
ロ
イ
カ
︵
政
治
改
革
︶
を
も
っ
て
ソ
連
の
政
治
・
経
済
の
大
転
換
に
の
り
だ

し
た
開
放
の
嵐
は
、
経
済
に
ゆ
き
づ
ま
っ
て
い
る
東
欧
を
ま
き
こ
ん
だ
。
民
主
化

の
う
ご
き
が
に
わ
か
に
活
発
化
し
た
の
で
あ
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
一
九
八
九
年

︵
平
成
元
︶
六
月
、
ワ
レ
サ
ひ
き
い
る
自
主
管
理
労
組
﹁
連
帯
﹂
が
政
権
を
奪
取
、

一
〇
月
に
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
共
産
主
義
を
放
棄
し
た
。
一
二
月
に
は
ル
ー
マ
ニ
ア

の
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
政
権
が
崩
壊
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
で
も
ハ
ベ
ル
が
無
血
の

﹁
ビ
ロ
ー
ド
革
命
﹂
に
成
功
し
た
。

　

東
欧
に
は
じ
ま
っ
た
民
主
化
の
流
れ
は
ド
イ
ツ
を
も
の
み
こ
ん
だ
。
一
一
月
に

は
東
西
緊
張
の
象
徴
と
も
い
う
べ
き
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
打
ち
壊
さ
れ
、
翌
一
九
九

〇
年
︵
平
成
二
︶
一
〇
月
に
は
東
西
ド
イ
ツ
の
統
一
が
実
現
す
る
。
一
九
八
九
年

︵
平
成
元
︶
一
二
月
に
は
地
中
海
の
マ
ル
タ
で
米
ソ
首
脳
会
談
が
お
こ
な
わ
れ
、

半
世
紀
つ
づ
い
た
冷
戦
の
終
結
を
宣
言
し
た
。

　

ソ
連
も
崩
壊
の
流
れ
を
お
し
と
ど
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ

フ
は
外
国
で
こ
そ
人
気
が
あ
っ
た
が
、
国
内
で
は
求
心
力
が
低
下
し
て
い
た
。
保

守
派
の
ク
ー
デ
タ
ー
を
き
っ
か
け
に
ソ
連
邦
は
あ
え
な
く
消
滅
、
一
九
九
一
年

︵
平
成
三
︶
一
二
月
、
一
一
の
独
立
共
和
国
か
ら
な
る
独
立
国
家
共
同
体
︵
Ｃ
Ｉ

Ｓ
︶
と
な
っ
た
。

　

米
ソ
冷
戦
は
終
結
し
た
が
、
皮
肉
に
も
そ
れ
は
世
界
平
和
と
安
定
を
も
た
ら
す

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
九
〇
年
︵
平
成
二
︶
八
月
二
日
、
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ

ン
の
イ
ラ
ク
が
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
突
如
侵
攻
し
た
。
湾
岸
戦
争
の
勃
発
で
あ
る
。
ア

メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
多
国
籍
軍
が
ペ
ル
シ
ャ
湾
岸
に
軍
事
介
入
、
一
九
九
一
年

︵
平
成
三
︶
一
月
一
七
日
に
空
爆
を
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
世
界
が
ポ
ス

ト
冷
戦
後
の
新
し
い
秩
序
を
も
と
め
て
う
ご
き
だ
し
た
時
代
と
い
う
も
の
を
象
徴

的
に
も
の
が
た
っ
て
い
た
。

　

世
界
を
ゆ
る
が
す
大
変
動
は
、
日
本
の
外
交
を
は
げ
し
く
ゆ
す
ぶ
っ
た
。
憲
法
、

日
米
安
保
条
約
と
の
か
ら
み
で
、
国
際
紛
争
に
お
け
る
人
的
な
貢
献
は
い
か
に
あ

る
べ
き
か
、
な
ど
を
き
び
し
く
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

バ
ブ
ル
が
は
じ
け
る

　

バ
ブ
ル
の
花
見
酒
に
浮
か
れ
て
い
た
日
本
、
だ
が
平
成
の
世
に
な
っ
て
バ
ブ
ル

が
は
じ
け
て
儚
く
空
に
散
っ
て
ゆ
く
。

　

土
地
や
株
な
ど
の
異
常
な
値
上
が
り
、
こ
の
バ
ブ
ル
退
治
に
の
り
だ
し
た
の
は

一
九
八
九
年
︵
平
成
元
︶
一
二
月
に
日
銀
総
裁
に
つ
い
た
三み

重え

野の

康や
す
しだ
っ
た
。
就

任
後
八
か
月
の
う
ち
に
公
定
歩
合
を
三
度
も
ひ
き
あ
げ
て
、
三
・
七
五
パ
ー
セ
ン



378

ト
か
ら
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
し
た
。
さ
ら
に
大
蔵
省
も
一
九
九
〇
年
︵
平
成
二
︶
三

月
、
不
動
産
融
資
の
総
量
規
制
に
の
り
だ
し
た
。
土
地
の
転
売
に
カ
ネ
を
貸
し
て

は
い
け
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
不
動
産
会
社
に
流
れ
る
カ
ネ
が

大
幅
に
減
少
し
た
。
土
地
を
転
売
し
よ
う
に
も
、
資
金
が
調
達
で
き
な
い
か
ら
、

高
値
で
買
う
者
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
土
地

の
価
格
や
株
価
は
た
ち
ま
ち
下
落
に
転
じ
た
の
で
あ
る
。

　

銀
行
か
ら
多
額
の
融
資
を
う
け
て
土
地
を
買
っ
て
い
た
者
は
、
価
格
を
下
げ
て

も
土
地
が
売
れ
な
く
な
っ
た
。
売
れ
な
い
か
ら
借
り
入
れ
た
資
金
を
返
済
で
き
な

い
。
銀
行
は
貸
し
た
金
が
返
っ
て
こ
な
い
か
ら
、
企
業
な
ど
に
融
資
で
き
な
く
な

っ
た
。
さ
ら
に
貸
し
金
が
こ
げ
つ
い
て
、
資
金
が
ま
わ
ら
な
く
な
り
、
貸
し
出
し

を
し
ぶ
っ
た
り
、
資
金
の
ひ
き
あ
げ
を
断
行
し
た
。
そ
の
結
果
、
中
小
企
業
の
倒

産
が
続
出
し
た
。

　

企
業
は
銀
行
か
ら
融
資
を
う
け
ら
れ
な
い
か
ら
新
事
業
に
の
り
だ
せ
な
い
。
経

営
は
お
の
ず
と
ピ
ン
チ
に
お
ち
い
っ
た
。
業
績
が
悪
化
す
る
と
従
業
員
の
給
料
は

上
が
ら
ず
、
カ
ッ
ト
さ
れ
、
懐
具
合
が
寒
く
な
る
と
買
い
控
え
で
消
費
は
低
迷
す

る
。
そ
う
い
う
悪
循
環
に
お
ち
い
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

バ
ブ
ル
が
は
じ
け
て
深
刻
な
打
撃
を
う
け
た
の
は
金
融
機
関
で
あ
っ
た
。
土
地

や
株
式
の
暴
落
に
よ
っ
て
、
銀
行
や
企
業
は
購
入
時
と
の
差
額
す
べ
て
を
負
債
と

し
て
か
か
え
こ
ん
で
し
ま
っ
た
。
銀
行
や
生
保
な
ど
は
不
良
債
権
を
背
負
っ
て
経

営
破
綻
や
解
体
に
向
か
っ
て
い
っ
た
。

　

一
九
九
五
年
︵
平
成
七
︶
に
は
兵
庫
銀
行
が
戦
後
初
め
て
の
銀
行
破
綻
、
翌
一

九
九
六
年
︵
平
成
八
︶
に
は
阪
和
銀
行
が
業
務
停
止
命
令
を
う
け
、
バ
ブ
ル
の
負

の
遺
産
が
一
気
に
表
面
化
し
た
。
さ
ら
に
一
九
九
七
年
︵
平
成
九
︶
一
一
月
に
は

北
海
道
拓
殖
銀
行
が
破
綻
し
た
。
都
銀
初
の
経
営
破
綻
で
あ
る
。
銀
行
だ
け
に
と

ど
ま
ら
ず
証
券
会
社
に
も
お
よ
ん
だ
。
三
洋
証
券
に
つ
づ
い
て
四
大
証
券
の
ひ
と

つ
、
山
一
證
券
も
自
主
廃
業
を
決
め
た
。
さ
ら
に
一
九
九
八
年
︵
平
成
一
〇
︶
に

は
﹁
長
銀
﹂
の
名
で
親
し
ま
れ
て
き
た
日
本
長
期
信
用
銀
行
と
日
本
債
券
信
用
銀

行
が
破
綻
す
る
の
で
あ
る
。

　

銀
行
、
証
券
会
社
な
ど
大
手
金
融
機
関
の
破
綻
が
金
融
不
安
を
ひ
き
お
こ
し
、

日
本
の
経
済
は
、
の
ち
に
﹁
失
わ
れ
た
二
〇
年
﹂
と
い
わ
れ
る
出
口
の
な
い
低
迷

期
に
埋
没
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

巨
大
地
震
と
無
差
別
テ
ロ

　

バ
ブ
ル
景
気
が
は
じ
け
た
後
の
経
済
対
策
に
決
め
手
を
欠
い
た
原
因
の
ひ
と
つ

に
は
政
治
の
混
乱
が
あ
っ
た
。
一
九
九
三
年
︵
平
成
五
︶
七
月
の
衆
院
選
で
自
民

党
が
大
敗
し
て
五
五
年
体
制
は
あ
っ
け
な
く
崩
壊
し
た
。
政
界
再
編
に
よ
っ
て
非

自
民
八
党
派
に
よ
る
細ほ

そ

川か
わ

護も
り

煕ひ
ろ

政
権
が
発
足
し
た
の
だ
が
、
そ
の
細
川
首
相
も
一

九
九
四
年
︵
平
成
六
︶
四
月
に
と
つ
ぜ
ん
辞
任
、
か
わ
っ
て
羽は

田た

孜つ
と
む︵

新
生
党
党

首
︶
内
閣
が
発
足
す
る
の
だ
が
、
こ
れ
も
六
月
に
総
辞
職
し
て
し
ま
う
。
あ
げ
く

に
自
民
、
社
会
、
さ
き
が
け
の
三
党
が
村む

ら

山や
ま

富と
み

市い
ち

︵
社
会
党
党
首
︶
を
担
ぐ
と
い

う
大
混
乱
ぶ
り
、
こ
れ
で
は
ま
と
も
に
経
済
対
策
に
向
き
合
え
る
は
ず
も
な
か
っ

た
。
そ
の
後
、
一
九
九
六
年
︵
平
成
八
︶
一
月
に
は
橋
本
龍
太
郎
、
一
九
九
八
年

︵
平
成
一
〇
︶
に
は
小
渕
恵
三
が
首
相
に
つ
い
て
、
負
の
遺
産
を
背
負
っ
た
が
、

容
易
に
出
口
は
み
え
て
こ
な
か
っ
た
。

　

そ
ん
な
さ
な
か
に
巨
大
地
震
と
無
差
別
テ
ロ
が
日
本
中
を
震
撼
さ
せ
た
。

　

一
九
九
五
年
︵
平
成
七
︶
が
明
け
た
ば
か
り
の
一
月
一
七
日
、
早
朝
五
時
四
六

分
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
三
の
地
震
が
関
西
地
方
を
お
そ
っ
た
。
阪
神
・
淡
路

大
震
災
で
あ
る
。
死
者
六
四
三
四
人
、
負
傷
者
四
万
三
七
九
二
人
、
全
壊
家
屋
一

〇
万
四
九
〇
六
棟
、
焼
失
家
屋
約
七
五
〇
〇
棟
、
避
難
し
た
人
た
ち
は
三
〇
万
を

時
代
と
世
相
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超
え
た
。
ま
さ
に
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
き
た
天
災
だ
っ
た
。

　

波
打
つ
よ
う
に
崩
れ
落
ち
た
阪
神
高
速
、
黒
煙
に
つ
つ
ま
れ
る
住
宅
地
や
商
店

街
、
テ
レ
ビ
の
画
面
か
ら
刻
々
と
つ
た
え
ら
れ
る
惨
状
を
み
て
、
何
か
の
ま
ち
が

い
で
は
な
い
の
か
と
驚
嘆
し
た
。
高
層
ビ
ル
も
鉄
道
も
高
速
道
路
も
自
然
の
圧
倒

的
な
力
の
ま
え
に
ひ
と
た
ま
り
も
な
か
っ
た
。
住
む
家
も
家
族
も
う
し
な
っ
た
人

た
ち
は
冬
の
過
酷
な
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
た
。
学
校
の
体
育
館
や
仮
設
テ
ン
ト
、

む
ろ
ん
テ
レ
ビ
も
暖
房
も
な
い
。
救
援
活
動
の
遅
れ
か
ら
水
も
食
糧
も
な
く
、
や

っ
と
届
い
た
と
思
っ
た
ら
冷
え
た
お
に
ぎ
り
⋮
⋮
。
震
災
は
罹
災
者
に
未
来
さ
え

み
え
な
く
し
て
し
ま
っ
た
。

　

二
か
月
後
に
は
数
十
年
に
い
ち
ど
と
い
う
ほ
ど
の
人
災
が
や
っ
て
き
た
。
新
興

宗
教
団
体
、
オ
ウ
ム
真
理
教
︵
現
・A

leph 
ひ
か
り
の
輪
︶
に
よ
る
地
下
鉄
サ

リ
ン
事
件
で
あ
る
。
一
九
九
五
年
︵
平
成
七
︶
三
月
二
〇
日
、
営
団
地
下
鉄

︵
現
・
東
京
メ
ト
ロ
︶
の
丸
ノ
内
線
、
日
比
谷
線
、
千
代
田
線
の
車
輛
内
で
、
猛

毒
性
の
化
学
物
質
・
サ
リ
ン
が
散
布
さ
れ
た
。
首
都
圏
の
地
下
鉄
を
舞
台
に
起
こ

っ
た
化
学
兵
器
に
よ
る
無
差
別
テ
ロ
は
史
上
初
の
も
の
で
、
世
界
中
か
ら
注
目
さ

れ
た
。
乗
客
や
駅
員
一
三
人
が
死
亡
、
負
傷
者
数
は
約
六
三
〇
〇
人
に
の
ぼ
っ
た
。

　

奇
し
く
も
お
な
じ
年
に
大
災
害
と
大
事
件
が
発
生
し
た
。
平
和
で
豊
か
な
国
と

い
わ
れ
て
き
た
日
本
、
し
か
し
、
い
つ
大
災
害
に
み
ま
わ
れ
る
か
、
ど
こ
で
無
差

別
テ
ロ
事
件
が
お
き
る
の
か
、
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
。
平
和
な
時
代
だ
か
ら
こ

そ
、
危
険
は
身
近
に
ひ
そ
ん
で
い
る
、
そ
ん
な
現
実
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ

る
。

女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
活
躍

　

暗
い
話
題
が
つ
づ
く
な
か
、
清
涼
剤
と
い
う
べ
き
話
題
は
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
。

　

平
成
に
な
っ
て
に
わ
か
に
火
が
つ
い
た
の
が
大
相
撲
ブ
ー
ム
で
あ
る
。
そ
の
主

役
は
若
乃
花
・
貴
乃
花
兄
弟
で
、
兄
弟
横
綱
と
し
て
人
気
が
沸
騰
、
い
わ
ゆ
る

﹁
若
貴
ブ
ー
ム
﹂
を
も
た
ら
し
た
。
と
く
に
貴
乃
花
は
優
勝
回
数
二
二
回
、
曙
や

武
蔵
丸
な
ど
外
国
人
力
士
を
相
手
に
体
格
差
を
跳
ね
の
け
て
真
っ
向
勝
負
、
無
類

の
強
さ
で
フ
ァ
ン
を
う
な
ら
せ
た
。

　

一
九
九
二
年
︵
平
成
四
︶
夏
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
幕
し
、
日

本
勢
は
柔
道
の
古
賀
稔
彦
、
吉
田
秀
彦
の
金
メ
ダ
ル
に
沸
い
た
が
、
話
題
を
独
占

し
た
の
は
岩
崎
恭
子
だ
っ
た
。
当
時
中
学
二
年
生
な
が
ら
、
女
子
二
〇
〇
平
泳
ぎ

で
ま
さ
か
の
金
メ
ダ
ル
。﹁
今
ま
で
生
き
て
き
た
な
か
で
一
番
幸
せ
で
す
﹂
と
い

う
台
詞
が
流
行
語
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
有
森
裕
子
が
女
子
マ
ラ
ソ
ン
で
銀
メ
ダ
ル

を
獲
得
、
マ
ラ
ソ
ン
ブ
ー
ム
に
火
を
つ
け
た
。

　

同
じ
年
、
ア
ル
ベ
ー
ル
ビ
ル
で
お
こ
な
わ
れ
た
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
荻

原
健
司
を
中
心
に
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
で
金
メ
ダ
ル
、
そ
し
て
女
子
フ
ィ
ギ
ュ
ア

で
伊
藤
み
ど
り
が
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
女
子
フ
ィ
ギ
ュ
ア
と
し
て
は
初
め
て

の
メ
ダ
ル
、
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
同
種
目
は
日
本
の
お
家
芸
と
な
っ
て
ゆ
く
。

　

一
九
九
六
年
︵
平
成
八
︶
の
ア
ト
ラ
ン
タ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
恵
本
裕
子
が

柔
道
女
子
に
初
め
て
の
金
メ
ダ
ル
を
も
た
ら
し
、
有
森
裕
子
が
女
子
マ
ラ
ソ
ン
で

銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
、
二
大
会
連
続
の
メ
ダ
リ
ス
ト
と
な
っ
た
。

　

一
九
九
八
年
︵
平
成
一
〇
︶、
長
野
で
お
こ
な
わ
れ
た
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
、
船
木
和
喜
を
は
じ
め
と
す
る
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
の
日
の
丸
飛
行
隊
に
注
目
が

あ
つ
ま
っ
た
が
、
新
種
目
の
女
子
モ
ー
グ
ル
で
里
谷
多
英
が
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

て
い
る
。

　

二
〇
〇
〇
年
︵
平
成
一
二
︶
の
シ
ド
ニ
ー
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
こ
こ
で
も
女
子

ア
ス
リ
ー
ト
の
活
躍
が
注
目
を
あ
び
た
。
女
子
柔
道
で
﹁
ヤ
ワ
ラ
ち
ゃ
ん
﹂
こ
と

田
村
亮
子
が
、
女
子
マ
ラ
ソ
ン
で
﹁
Ｑ
ち
ゃ
ん
﹂
こ
と
高
橋
尚
子
が
、
金
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
た
。
女
子
マ
ラ
ソ
ン
は
も
ち
ろ
ん
日
本
女
子
陸
上
初
の
金
メ
ダ
ル
で
あ

っ
た
。
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第
一
節  「
環
境
」「
ア
メ
ニ
テ
ィ
」
と

　
　
　  　
　
「
メ
デ
ィ
ア
」
を
テ
ー
マ
に

●
脱
塩
ビ
の
ク
ロ
ス
製
品
を
開
発　

　

モ
ノ
づ
く
り
の
う
え
で
環
境
問
題
が
お
お
き
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
き
た
の
は
一
九
九
〇
年
︵
平
成
二
︶
ご
ろ
か
ら
だ
っ

た
。
事
実
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
で
も
、
こ
の
期
に
は
﹁
環
境
に
や
さ
し
い
﹂
製
品
開
発
が
活
発
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
は
一
九
九
〇
年
︵
平
成
二
︶
六
月
に
社
長
に
就
任
し
た
坂
部
三
司
の
開
発
方
針
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
新
社
長
の

坂
部
三
司
は
、
二
一
世
紀
を
み
す
え
た
開
発
テ
ー
マ
と
し
て
、﹁
環
境
﹂﹁
ア
メ
ニ
テ
ィ
︵
生
活
快
適
性
︶﹂﹁
メ
デ
ィ
ア
﹂

の
三
つ
の
分
野
を
か
か
げ
た
の
で
あ
る
。

　

環
境
保
全
と
い
う
観
点
か
ら
全
社
的
な
重
点
テ
ー
マ
と
し
て
と
り
あ
げ
た
の
が
、
ま
ず
脱
塩
化
ビ
ニ
ル
で
あ
り
、
非
塩

化
ビ
ニ
ル
製
品
の
開
発
で
あ
っ
た
。
塩
化
ビ
ニ
ル
は
ク
ロ
ス
や
壁
紙
な
ど
幅
ひ
ろ
い
製
品
の
主
要
材
料
と
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
塩
化
ビ
ニ
ル
樹
脂
は
、
焼
却
処
分
す
る
と
き
に
人
体
に
有
害
な
ガ
ス
を
排
出
す
る
だ
け
で
な
く
、
環
境
ホ
ル
モ
ン

の
発
生
源
に
も
な
る
な
ど
環
境
汚
染
の
原
因
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
技
術
部
門
で
は
、
す
で
に
一
〇
年
ま
え
か

ら
脱
塩
ビ
、
非
塩
ビ
の
研
究
を
す
す
め
、
同
時
に
製
品
開
発
に
も
と
り
く
ん
で
き
た
。

　

塩
ビ
を
つ
か
っ
た
ク
ロ
ス
製
品
の
ひ
と
つ
に
﹁
ビ
ニ
ル
ペ
ー
パ
ー
﹂
が
あ
る
。
同
製
品
は
辞
典
や
手
帳
な
ど
の
装
幀
に

つ
か
わ
れ
、
出
版
文
具
関
連
事
業
部
の
主
力
商
品
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
た
。

　

代
替
の
新
製
品
開
発
の
と
り
く
み
は
一
九
九
二
年
︵
平
成
四
︶
に
は
じ
ま
っ
た
。
塩
ビ
樹
脂
の
代
替
と
し
て
オ
レ
フ
ィ

ン
系
の
樹
脂
を
つ
か
っ
た
製
品
開
発
に
の
り
だ
し
た
。
オ
レ
フ
ィ
ン
系
樹
脂
は
非
塩
ビ
系
で
あ
る
う
え
、
可
塑
剤
を
必
要

と
し
な
い
タ
イ
プ
で
あ
る
。
最
初
に
完
成
を
み
た
の
が
、
一
九
九
四
年
︵
平
成
六
︶
に
発
表
し
た
﹁
オ
レ
フ
ィ
ン
ペ
ー
パ

ー
・
ク
ロ
ス
﹂
で
あ
る
。
こ
れ
は
紙
ベ
ー
ス
の
上
に
着
色
し
た
オ
レ
フ
ィ
ン
樹
脂
を
押
し
出
し
て
ラ
ミ
ネ
ー
ト
、
エ
ン
ボ

ス
加
工
し
た
も
の
で
、
主
な
用
途
は
手
帳
カ
バ
ー
や
フ
ァ
イ
ル
の
表
紙
で
あ
っ
た
。

　

次
い
で
一
九
九
八
年
︵
平
成
一
〇
︶
に
は
、
発
泡
タ
イ
プ
の
オ
レ
フ
ィ
ン
樹
脂
を
つ
か
っ
て
発
泡
レ
ザ
ー
シ
ー
ト
﹁
フ

ァ
ー
レ
ン
﹂
を
開
発
し
た
。
環
境
調
和
型
に
ふ
さ
わ
し
い
ク
ロ
ス
素
材
と
し
て
登
場
し
た
の
で
あ
る
。
製
品
の
基
本
設
計

は
滋
賀
工
場
が
担
当
し
、
埼
玉
工
場
と
連
携
し
な
が
ら
製
品
化
に
と
り
く
み
、
最
終
的
に
は
埼
玉
で
完
成
を
み
た
。

ファーレン見本帳
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●
脱
塩
ビ
の
「
ポ
リ
オ
レ
フ
ィ
ン
壁
紙
」
を
開
発

　

塩
ビ
製
品
の
な
か
で
量
的
に
最
も
多
い
の
は
壁
紙
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
脱
塩
ビ
壁
紙
の
研
究
は
重
点
テ
ー
マ
と
な

り
、
塩
ビ
の
か
わ
り
に
オ
レ
フ
ィ
ン
樹
脂
を
つ
か
う
こ
と
で
技
術
的
に
解
決
、
一
九
九
八
年
︵
平
成
一
〇
︶
秋
に
新
し
い

ビ
ニ
ル
壁
紙
﹁
ポ
リ
オ
レ
フ
ィ
ン
壁
紙
﹂
を
開
発
し
た
。

　

オ
レ
フ
ィ
ン
壁
紙
は
カ
レ
ン
ダ
ー
加
工
で
ト
ッ
ピ
ン
グ
を
お
こ
な
い
、
塩
ビ
壁
紙
と
お
な
じ
よ
う
に
グ
ラ
ビ
ア
印
刷
、

発
泡
エ
ン
ボ
ス
で
仕
上
げ
て
い
る
。
可
塑
剤
な
ど
揮
発
性
物
質
を
い
っ
さ
い
使
用
せ
ず
、
柄
付
け
の
イ
ン
ク
に
水
性
の
イ

ン
ク
を
つ
か
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
い
て
塩
ビ
製
品
と
同
じ
仕
上
が
り
を
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

　

オ
レ
フ
ィ
ン
樹
脂
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
焼
却
処
分
が
で
き
る
。
燃
焼
ガ
ス
分
析
の
結
果
で
も
、
有
毒
ガ
ス
の
発
生

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
塩
素
を
ふ
く
ま
な
い
こ
と
か
ら
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
発
生
す
る
心
配
も
な
い
。
そ
の
ほ
か
可
塑
剤
を
つ

か
っ
て
い
な
い
た
め
、
よ
ご
れ
が
つ
き
に
く
い
な
ど
の
特
長
を
も
っ
て
い
る
。

　

環
境
調
和
型
の
製
品
と
し
て
は
こ
の
ほ
か
、﹁
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
吸
着
壁
紙
﹂
が
あ
る
。

　

一
九
九
七
年
︵
平
成
九
︶
に
製
品
化
し
た
﹁
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
吸
着
壁
紙
﹂
は
、
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
病
を
防
止
す
る
壁

紙
で
あ
る
。
た
と
え
ば
新
築
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
入
居
し
た
と
き
な
ど
、
わ
け
も
な
く
頭
痛
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
る
。
家
具

や
壁
紙
の
接
着
剤
と
し
て
つ
か
わ
れ
て
い
る
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
が
そ
の
原
因
な
の
だ
が
、
壁
紙
で
こ
の
ホ
ル
ム
ア
ル
デ

ヒ
ド
を
吸
着
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
が
﹁
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
吸
着
壁
紙
﹂
な
の
で
あ
る
。

●
抗
菌
加
工
の
製
品
群
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

　

抗
菌
、
脱
臭
、
消
臭
な
ど
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
関
連
も
当
時
の
開
発
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。
同
分
野
の
開
発
製
品
の
ひ

と
つ
に
抗
菌
加
工
製
品
が
あ
る
。
同
製
品
の
開
発
は
松
下
電
器
産
業
の
抗
菌
材
﹁
ア
メ
ニ
ト
ッ
プ
﹂
を
使
用
す
る
か
た
ち

で
は
じ
ま
っ
た
。﹁
ア
メ
ニ
ト
ッ
プ
﹂
は
松
下
電
器
産
業
︵
現
・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
︶
生
活
シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
が
開

発
し
た
銀
系
抗
菌
材
で
、
毒
性
が
な
く
、
安
定
性
、
持
続
性
に
す
ぐ
れ
、
ウ
イ
ル
ス
や
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
に
対
し
て
す
ぐ
れ
た
抗

菌
性
を
も
っ
て
い
た
。
松
下
電
産
は
冷
蔵
庫
や
空
調
機
器
な
ど
の
抗
菌
処
理
を
ね
ら
い
に
開
発
、
樹
脂
に
す
り
こ
ん
で
成

型
、
主
と
し
て
家
電
製
品
に
採
用
し
て
い
た
。
す
ぐ
れ
た
抗
菌
材
を
つ
か
っ
て
、
さ
ら
に
幅
ひ
ろ
く
用
途
展
開
を
は
か
り

た
い
と
い
う
同
社
の
意
向
も
あ
っ
て
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
を
活
か
し
た
用
途
開
発
に
着
手
し
た
の
で
あ
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る
。

　

抗
菌
加
工
は
ま
っ
た
く
の
未
開
拓
の
分
野
だ
っ
た
が
、
一
九
九
三
年
︵
平
成
五
︶
八
月
か
ら
共
同
研
究
に
と
り
く
み
、

お
よ
そ
一
年
後
に
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
な
ら
で
は
の
製
品
群
を
つ
く
り
あ
げ
た
。
フ
ァ
イ
ル
、
バ
イ
ン
ダ
ー
、
手
帳
な
ど
の
文

具
製
品
、
壁
紙
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
建
材
シ
ー
ト
な
ど
の
イ
ン
テ
リ
ア
製
品
、
車
イ
ス
張
り
、
ス
リ
ッ
パ
、
シ
ー
ツ
、
フ
ィ

ル
タ
な
ど
の
メ
デ
ィ
カ
ル
関
連
を
は
じ
め
数
多
く
の
抗
菌
加
工
製
品
を
開
発
、
積
極
的
に
市
場
に
投
入
し
て
ゆ
く
こ
と
に

な
っ
た
。
な
か
で
も
空
調
機
器
の
細
菌
の
繁
殖
を
抑
制
し
た
り
、
エ
ア
ク
リ
ー
ン
化
に
効
果
的
な
抗
菌
フ
ィ
ル
タ
な
ど
に

お
お
き
な
期
待
が
か
け
ら
れ
た
。

　

こ
の
ほ
か
住
宅
関
連
の
製
品
で
は
抗
菌
加
工
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
新
製
品
も
い
く
つ
か
誕
生
し
た
。
た
と
え
ば
一
九

九
六
年
︵
平
成
八
︶
に
発
売
し
た
﹁
ア
メ
ニ
ク
リ
ー
ン
シ
ー
ト
﹂
は
、
院
内
感
染
の
原
因
に
な
る
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
な
ど
細
菌
や

ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
抗
菌
に
き
わ
め
て
有
効
な
素
材
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
同
年
開
発
の
﹁
抗
菌
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
カ
ー
テ

ン
﹂
も
大
腸
菌
な
ど
の
繁
殖
を
抑
制
す
る
抗
菌
効
果
を
長
時
間
持
続
す
る
と
い
う
機
能
を
も
っ
て
い
た
。
い
ず
れ
も
快
適

な
住
空
間
づ
く
り
に
役
立
つ
新
し
い
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
素
材
と
し
て
登
場
し
た
の
で
あ
る
。

●
リ
サ
イ
ク
ル
型
ク
ロ
ス
の
登
場

﹁
環
境
に
や
さ
し
い
﹂
製
品
の
ひ
と
つ
に
リ
サ
イ
ク
ル
型
が
あ
る
。
た
と
え
ば
パ
ッ
ケ
ー
ジ
用
ク
ロ
ス
の
い
く
つ
か
に
そ

の
具
体
例
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
再
生
紙
を
つ
か
っ
た
素
材
で
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
樹
脂
と
し
て
解
き
ほ
ぐ
す
こ
と
が
で
き

る
水
溶
性
樹
脂
を
使
う
こ
と
で
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
ク
ロ
ス
素
材
を
つ
く
り
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

﹁
エ
ル
サ
イ
サ
ー
サ
テ
ィ
ー
ニ
﹂
は
再
生
紙
を
使
用
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
型
の
素
材
で
あ
る
。
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
樹
脂
に
離
解

可
能
な
水
溶
性
樹
脂
を
使
う
こ
と
で
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
ク
ロ
ス
素
材
と
し
て
、
一
九
九
二
年
︵
平
成
四
︶
に
開
発
、
リ

サ
イ
ク
ル
で
き
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
素
材
と
し
て
登
場
し
た
。

﹁
エ
ル
サ
イ
サ
ー
﹂
と
は
英
語
の
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｙ
Ｃ
Ｌ
Ｅ
︵
リ
サ
イ
ク
ル
︶
を
逆
読
み
し
た
も
の
で
、
再
生
紙
を
利
用
し
た
リ

サ
イ
ク
ル
型
の
素
材
で
あ
る
こ
と
を
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
表
現
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
九
三
年
︵
平
成
五
︶
発
売
の
﹁
ニ
ッ
ク
カ
バ
ー
﹂
も
そ
の
シ
リ
ー
ズ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
書
籍
カ
バ
ー
に
も
と
め

ら
れ
る
物
性
強
度
を
満
た
す
た
め
、
特
別
に
硬
質
の
ベ
ー
ス
紙
を
つ
か
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
環
境
調
和
型
の
ク
ロ
ス
と

し
て
は
、
再
生
紙
ベ
ー
ス
の
教
科
書
用
ク
ロ
ス
﹁
レ
ー
ヌ
ボ
ー
ド
Ａ
Ｒ
﹂
が
あ
る
。
再
生
紙
を
つ
か
い
な
が
ら
も
、
従
来

の
タ
イ
プ
と
同
じ
強
度
を
も
つ
ク
ロ
ス
と
し
て
開
発
、
一
九
九
四
年
︵
平
成
六
︶
か
ら
市
場
に
投
入
し
た
。
さ
ら
に
Ｕ
Ｖ

エルサイサー見本帳 抗菌加工素材による製品
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加
工
に
よ
る
教
科
書
ク
ロ
ス
も
登
場
し
て
い
る
。
印
刷
特
性
を
た
か
め
る
Ｕ
Ｖ
加
工
に
よ
る
ク
ロ
ス
は
Ｐ
Ｐ
加
工
の
製
品

に
か
わ
っ
て
、
新
し
い
教
科
書
の
表
紙
素
材
と
し
て
中
心
を
な
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

﹁
パ
ネ
ロ
ン
・
カ
ラ
ー
シ
ー
ト
１
２
０
０
﹂︵
一
九
九
二
年
発
売
︶
は
、
不
織
布
に
よ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
素
材
で
あ
る
。
木

材
を
主
成
分
と
し
た
レ
ー
ヨ
ン
が
原
材
料
で
あ
る
た
め
、
燃
え
る
ゴ
ミ
と
し
て
廃
棄
処
分
で
き
る
。
食
品
添
加
物
な
ど
の

規
格
基
準
︵
食
品
衛
生
法
厚
生
省
告
示
第
370
号
︶
に
も
適
合
、
安
全
で
衛
生
的
な
素
材
で
、
食
品
や
和
洋
酒
の
包
装
材
と

し
て
つ
か
わ
れ
て
い
る
。

　

ほ
か
に
は
﹁
紙
刃
ク
ロ
ス
﹂。
こ
れ
は
一
九
九
三
年
︵
平
成
五
︶
に
開
発
し
た
含
浸
に
よ
る
﹁
紙
の
超
硬
化
仕
上
﹂
技

術
に
よ
っ
て
う
ま
れ
た
製
品
で
あ
る
。
料
理
な
ど
で
使
用
す
る
フ
ィ
ル
ム
ラ
ッ
プ
や
ア
ル
ミ
ホ
イ
ー
ル
を
切
断
す
る
と
き
、

ふ
つ
う
は
ギ
ザ
ギ
ザ
の
あ
る
金
属
刃
に
押
し
つ
け
る
。
し
か
し
環
境
問
題
や
安
全
性
か
ら
み
る
と
、
機
能
さ
え
十
分
な
ら

紙
製
の
刃
の
ほ
う
が
安
全
で
、
か
ん
た
ん
に
焼
却
処
理
も
で
き
る
。
そ
う
い
う
発
想
か
ら
開
発
し
た
環
境
に
や
さ
し
い
ク

ロ
ス
で
あ
る
。

●
「
ト
ナ
ー
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
・
リ
サ
イ
ク
ル
」
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る

　

情
報
関
連
事
業
部
が
一
九
九
九
年
︵
平
成
一
一
︶
か
ら
着
手
し
た
も
の
に
﹁
ト
ナ
ー
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
・
リ
サ
イ
ク
ル
﹂

シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。

　

ト
ナ
ー
を
利
用
し
て
い
る
プ
リ
ン
タ
と
し
て
コ
ピ
ー
機
が
あ
る
が
、
パ
ソ
コ
ン
の
出
力
機
と
し
て
も
レ
ー
ザ
ー
プ
リ
ン

タ
が
ひ
ろ
く
つ
か
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
割
安
感
か
ら
オ
フ
ィ
ス
市
場
に
急
速
に
浸
透
し
は
じ
め
た
。
だ
が
、
レ
ー
ザ
ー

プ
リ
ン
タ
の
場
合
、
ト
ナ
ー
が
な
く
な
る
と
新
し
い
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
に
交
換
す
る
の
だ
が
、
純
正
の
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
は
高

価
で
、
ト
ナ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
の
需
要
が
た
か
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
当
時
、
レ
ー
ザ
ー
プ
リ
ン
タ
の
年
間
出
荷
数
は
お
よ
そ

一
三
〇
万
台
、
ト
ナ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
の
比
率
は
お
よ
そ
一
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
資
源
を
有
効
利
用
で
き
る

と
い
う
環
境
指
向
と
、
価
格
的
な
メ
リ
ッ
ト
か
ら
、
ユ
ー
ザ
ー
は
し
だ
い
に
リ
サ
イ
ク
ル
型
の
ト
ナ
ー
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を

も
と
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

使
用
済
み
の
ト
ナ
ー
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を
回
収
し
て
、
再
生
、
再
資
源
化
す
る
。
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
再
利
用
、
再
資
源
化

で
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
は
か
る
と
と
も
に
、
廃
棄
物
の
大
幅
な
削
減
を
実
現
す
る
。
そ
れ
が
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
﹁
ト
ナ
ー
カ
ー

ト
リ
ッ
ジ
・
リ
サ
イ
ク
ル
﹂
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
に
ト
ナ
ー
を
再
充
塡
し
て
、
使
用
で
き
る
部
品
は
そ
の
ま
ま
再
利
用
す
る
。
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を
使
用
に

トナーカートリッジ（リユース） パネロン ・ カラーシー ト1200（包装材）
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た
え
る
よ
う
新
品
同
様
に
復
元
し
て
、
で
き
る
だ
け
低
価
格
で
販
売
す
る
と
い
う
の
が
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
あ
ら
ま
し
で

あ
る
。

　

ト
ナ
ー
の
詰
め
替
え
だ
け
で
は
な
い
。
現
実
に
は
感
光
ド
ラ
ム
や
現
像
ロ
ー
ル
な
ど
の
部
品
の
劣
化
の
度
合
い
が
印
字

品
質
を
お
お
き
く
左
右
す
る
。
そ
こ
で
部
品
の
劣
化
状
態
を
判
断
し
て
、
交
換
部
品
を
え
ら
び
、
印
字
テ
ス
ト
で
確
認
し

た
う
え
、
純
正
品
と
お
な
じ
品
質
レ
ベ
ル
に
復
元
す
る
。
そ
う
い
う
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
シ
ス
テ
ム
と
し
て
完
成
さ
せ
た

の
で
あ
る
。
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第
二
節  
印
字
リ
ボ
ン 

第
三
ス
テ
ッ
プ
に
向
か
う

●
熱
転
写
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
拡
大

　

イ
ン
ク
リ
ボ
ン
は
前
章
で
の
べ
た
よ
う
に
一
九
八
〇
年
代
︵
昭
和
五
五
～
︶
前
半
か
ら
フ
ィ
ル
ム
素
材
の
熱
転
写
︵
サ

ー
マ
ル
︶
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
こ
の
期
に
な
っ
て
、
サ
ー
マ
ル
の
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
は
拡
大
、
多

様
化
に
向
か
い
、
さ
ら
に
は
海
外
展
開
が
活
発
化
し
た
。

　

コ
ニ
カ
株
式
会
社
か
ら
同
社
の
保
有
す
る
熱
転
写
リ
ボ
ン
塗
装
機
を
買
わ
な
い
か
と
打
診
さ
れ
た
の
は
、
一
九
八
六
年

︵
昭
和
六
一
︶
ご
ろ
だ
っ
た
。
稼
働
し
て
い
る
塗
装
機
を
譲
り
渡
す
と
い
う
の
で
あ
る
。
当
時
、
同
社
に
は
ワ
イ
ピ
ン
グ

材
﹁
パ
ネ
ロ
ン
・
パ
ッ
ド
﹂
を
販
売
し
て
い
た
。
ダ
イ
ニ
ッ
ク
が
熱
転
写
リ
ボ
ン
に
参
入
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
同
社

は
、
そ
れ
な
ら
⋮
⋮
と
い
う
わ
け
で
、
そ
の
こ
ろ
同
社
の
商
品
戦
略
か
ら
浮
き
あ
が
っ
て
い
た
熱
転
写
リ
ボ
ン
塗
装
機
を

譲
渡
し
た
い
⋮
⋮
と
。

　

当
時
、
特
殊
端
末
機
の
用
途
開
発
は
偽
造
防
止
を
ね
ら
い
と
し
た
勝
馬
投
票
券
の
発
券
機
、
金
融
関
係
の
端
末
に
発
展

し
て
お
り
、
さ
ら
に
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
が
登
場
し
て
い
た
。
熱
転
写
フ
ィ
ル
ム
リ
ボ
ン
の
需
要
は
に
わ
か
に
拡
大
し

つ
つ
あ
っ
た
。
コ
ニ
カ
か
ら
の
設
備
導
入
を
推
進
し
た
南
川
義
治
は
次
の
よ
う
に
回
想
す
る
。

　

当
時
ア
メ
リ
カ
の
富
士
通
や
バ
ロ
ー
ス
の
関
係
者
の
話
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
東
か
ら
西
ま
で
光
フ
ァ
イ
バ
ー
が
張

り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
。
や
が
て
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
高
速
デ
ジ
タ
ル
通
信
で
物
流
の
効
率
化
、
迅
速
化
が
飛
躍

的
に
向
上
す
る
。
そ
の
と
き
に
バ
ー
コ
ー
ド
な
る
も
の
を
つ
か
う
。
そ
の
バ
ー
コ
ー
ド
は
熱
転
写
プ
リ
ン
タ
で
印
刷

す
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
す
で
に
伝
票
に
熱
転
写
リ
ボ
ン
で
バ
ー
コ
ー
ド
を
打
つ
研
究
を
し
て
い
る
と
い
う
話
だ
っ
た
。

事
実
そ
の
と
お
り
に
ま
ず
ア
メ
リ
カ
で
熱
転
写
は
ひ
ろ
が
っ
た
。

　

や
が
て
そ
の
波
が
日
本
に
も
押
し
よ
せ
て
く
る
。
そ
の
と
き
確
信
ま
で
に
は
い
か
な
か
っ
た
も
の
の
、
予
感
は
あ
っ
た

の
だ
と
い
う
。

　

か
く
し
て
一
九
九
一
年
︵
平
成
三
︶、
コ
ニ
カ
株
式
会
社
と
の
間
で
売
買
契
約
を
締
結
、
同
社
の
熱
転
写
フ
ィ
ル
ム
塗

熱転写インクリボン
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装
機
を
仕
上
機
も
ふ
く
め
、
技
術
指
導
付
き
で
購
入
し
た
。

　

熱
転
写
リ
ボ
ン
製
造
機
は
一
九
九
一
年
︵
平
成
三
︶
七
月
、
東
京
工
場
に
敷
設
、
月
産
一
億
円
の
生
産
体
制
を
と
と
の

え
、
こ
れ
に
よ
り
熱
転
写
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
市
場
へ
本
格
参
入
を
は
た
し
た
の
で
あ
る
。

　

熱
転
写
リ
ボ
ン
に
関
し
て
い
え
ば
、
当
時
は
勝
馬
投
票
券
、
航
空
会
社
の
航
空
券
が
主
力
で
、
後
は
登
記
所
の
謄
本
印

字
、
ラ
ベ
ル
︵
Ｐ
Ｏ
Ｓ
︶、
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
が
加
わ
っ
て
ゆ
く
。

　

新
設
備
の
導
入
で
量
産
が
み
こ
め
る
よ
う
に
な
っ
た
ダ
イ
ニ
ッ
ク
で
は
、
熱
転
写
リ
ボ
ン
の
主
力
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た

ワ
ー
プ
ロ
用
の
印
字
リ
ボ
ン
に
参
入
し
た
。
当
時
業
界
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
シ
ャ
ー
プ
の
認
定
テ
ス
ト
に
も
合
格
し
て
、
量

産
体
制
に
突
入
し
た
の
で
あ
る
。

　

熱
転
写
リ
ボ
ン
製
品
の
多
様
化
は
一
九
九
五
年
︵
平
成
七
︶
ご
ろ
か
ら
は
じ
ま
り
、
ワ
ッ
ク
ス
タ
イ
プ
に
く
わ
え
て
ワ

ッ
ク
ス
レ
ジ
ン
︵
セ
ミ
レ
ジ
ン
︶、
レ
ジ
ン
タ
イ
プ
を
製
品
化
し
た
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
熱
転
写
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
は
、
イ
ン
ク
の
定
着
性
の
良
さ
か
ら
金
属
や
フ
ィ
ル
ム
に
も
使
用
で
き
る
と
い

う
特
性
を
も
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
ひ
と
つ
に
一
九
九
六
年
︵
平
成
八
︶
に
開
発
し
た
﹁
ド
ラ
ム
缶
ラ
ベ
ル
用
の
イ
ン
ク
リ

ボ
ン
﹂
が
あ
る
。
ド
ラ
ム
缶
そ
の
も
の
に
文
字
を
書
き
込
む
と
再
利
用
す
る
と
き
に
用
途
が
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ

で
再
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
印
字
し
た
ラ
ベ
ル
で
表
示
す
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。
ド
ラ
ム
缶
は
屋
外
で
使
用
さ
れ
る
こ

と
か
ら
耐
候
性
が
必
要
で
、
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
に
も
同
様
の
性
能
が
も
と
め
ら
れ
た
。
ダ
イ
ニ
ッ
ク
が
開
発
し
た
﹁
ド
ラ
ム

缶
ラ
ベ
ル
用
の
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
﹂
は
洗
浄
、
加
熱
、
水
、
油
、
薬
品
に
よ
る
汚
損
な
ど
過
酷
な
条
件
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う

に
設
計
し
て
あ
る
。
耐
候
性
に
す
ぐ
れ
、
水
に
強
く
、
バ
ー
コ
ー
ド
印
刷
で
も
美
し
く
プ
リ
ン
ト
で
き
る
の
が
特
徴
で
あ

っ
た
。

　

一
九
九
八
年
︵
平
成
一
〇
︶
に
は
銘
板
用
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
を
開
発
し
て
、
市
場
に
投
入
し
た
。
機
械
の
銘
板
や
注
意
書

き
な
ど
に
使
わ
れ
る
フ
ォ
ー
ム
ラ
ベ
ル
の
印
刷
に
は
、
耐
擦
過
性
、
耐
熱
性
、
耐
ア
ル
コ
ー
ル
性
な
ど
が
必
要
に
な
る
。

ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
﹁
銘
板
用
高
耐
性
熱
転
写
リ
ボ
ン
﹂
は
、
こ
れ
ま
で
む
ず
か
し
い
と
さ
れ
て
き
た
複
数
の
有
機
溶
剤
に
対

応
で
き
る
、
業
界
初
の
耐
有
機
溶
剤
性
の
熱
転
写
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
と
し
て
登
場
し
た
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
勝
馬
投
票
券
は
二
〇
〇
三
年
︵
平
成
一
五
︶
ご
ろ
か
ら
磁
気
読
み
取
り
式
か
ら
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
読
み
取
り
式

︵
六
次
投
票
券
︶
に
移
行
し
て
ゆ
く
。
そ
れ
に
と
も
な
い
発
券
機
は
感
熱
紙
方
式
に
な
り
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
は
不
要
と
な
っ

て
い
っ
た
。

初期の熱転写リボン製造機
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●
世
界
市
場
を
み
つ
め
て
…
…
ア
メ
リ
カ
に
生
産
拠
点
を
つ
く
る

　

一
九
八
五
年
︵
昭
和
六
〇
︶
ご
ろ
に
な
る
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
プ
リ
ン
タ
、
複
写
機
な
ど
の
情
報
機
器
関
連
の
ユ
ー

ザ
ー
が
こ
ぞ
っ
て
海
外
に
進
出
す
る
と
い
う
時
世
に
な
っ
た
。
だ
が
同
年
九
月
二
二
日
の
Ｇ
５
︵
先
進
五
か
国
蔵
相
・
中

央
銀
行
総
裁
会
議
︶
で
の
プ
ラ
ザ
合
意
を
き
っ
か
け
に
円
高
ド
ル
安
が
す
す
み
、
二
四
〇
円
で
推
移
し
て
い
た
円
相
場
は

年
末
に
は
二
〇
〇
円
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
円
高
に
よ
る
企
業
コ
ス
ト
圧
迫
に
よ
っ
て
輸
出
製
品
の
運
命
は
お
お
き
く

左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

イ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
富
士
通
は
ス
ペ
イ
ン
の
マ
ラ
ガ
に
生
産
工
場
を
も
ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ

に
販
売
拠
点
を
お
い
て
い
た
。
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
は
生
産
工
場
で
の
機
器
添
付
と
、
あ
と
は
消
耗
品
と
し
て
販
売
拠
点
の
ア

メ
リ
カ
な
ど
で
供
給
さ
れ
る
。
多
く
は
日
本
か
ら
の
輸
出
に
よ
っ
て
い
た
か
ら
、
円
高
に
よ
っ
て
当
然
の
ご
と
く
為
替
差

損
が
発
生
す
る
。
米
国
富
士
通
か
ら
は
二
～
三
割
の
値
下
げ
を
要
求
さ
れ
る
ほ
ど
深
刻
化
し
た
。
さ
ら
に
富
士
通
の
機
器

は
海
外
販
売
が
急
伸
し
て
お
り
、
納
期
の
問
題
も
ふ
く
め
て
国
内
外
の
リ
ボ
ン
供
給
体
制
の
み
な
お
し
が
必
要
に
な
っ
て

き
た
。
日
本
か
ら
の
輸
入
で
は
も
は
や
対
応
で
き
な
い
ほ
ど
事
態
は
切
迫
し
て
お
り
、
現
地
生
産
を
ふ
く
め
た
海
外
対
応

を
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
八
六
年
︵
昭
和
六
一
︶
に
な
る
と
コ
ス
ト
と
納
期
の
問
題
か
ら
、
も
は
や
ア
メ
リ
カ
で
の
現
地
生
産
は
不
可
避
の

情
勢
と
な
っ
た
。
当
初
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
単
独
で
計
画
し
て
い
た
が
、
本
格
的
に
事
業
計
画
を
模
索
す
る
な
か
で
、
メ
モ
レ

ッ
ク
ス
か
ら
紹
介
さ
れ
た
バ
ロ
ー
ス
︵Burroughs Corporation

︶
か
ら
米
国
で
の
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
製
造
に
関
し
て
合

弁
会
社
設
立
の
提
案
が
あ
っ
た
。
提
携
先
と
し
て
浮
上
し
て
き
た
の
は
、
バ
ロ
ー
ス
の
子
会
社
で
現
地
ア
メ
リ
カ
の
リ
ボ

ン
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ヌ
・
コ
ー
ト
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
︵N

u-K
ote International Inc.

︶
で
あ
っ
た
。

　

富
士
通
と
協
議
の
う
え
、
工
場
立
地
を
同
社
と
至
近
の
オ
レ
ゴ
ン
州
に
決
め
た
。
そ
し
て
同
年
の
暮
れ
か
ら
ヌ
・
コ
ー

ト
と
協
議
を
か
さ
ね
、
翌
一
九
八
七
年
︵
昭
和
六
二
︶
の
秋
、
合
弁
会
社
設
立
の
合
意
に
達
し
た
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
側
は
富
士
通
の
認
定
製
品
を
新
会
社
に
移
管
し
、
ヌ
・
コ
ー
ト
側
は
バ
ロ
ー
ス
に
納
入
し
て
い
る
製
品
を

順
次
に
新
会
社
に
移
管
し
て
ゆ
く
。
出
資
比
率
は
一
対
一
、
経
営
に
は
ヌ
・
コ
ー
ト
側
の
参
画
を
み
と
め
る
が
、
生
産
管

理
に
つ
い
て
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
が
運
営
権
を
も
つ
と
い
う
こ
と
で
合
意
に
達
し
た
。
な
お
、
こ
の
と
き
バ
ロ
ー
ス
の
日
本
の

子
会
社
で
あ
る
オ
フ
ィ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
経
営
権
を
ダ
イ
ニ
ッ
ク
が
譲
り
う
け
る
と
い
う
付
帯
事
項
を
加
え
て
合
弁
契
約

に
調
印
し
て
い
る
。
か
く
し
て
日
米
合
弁
事
業
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
コ
ー
ト
︵D

Y
N

IC︲K
O

T
E IN

C.

︶
と
し
て
発
足
す

る
こ
と
に
決
し
た
。

ダイニック ・ USA
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同
社
の
設
立
に
先
だ
っ
て
、
ま
ず
ア
メ
リ
カ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点
と
し
て
現
地
法
人
を
設
立
し
た
。
そ
れ
が
一
九
八
七

年
︵
昭
和
六
二
︶
九
月
に
発
足
し
た
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
ア
メ
リ
カ
︵D

Y
N

IC A
M

ERICA
 IN

C.

︶
で
あ
る
。

　

同
社
の
設
立
目
的
は
、
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
対
米
輸
出
の
円
滑
化
を
は
か
る
こ
と
に
あ
り
、
主
要
業
務
は
在
庫
管
理
、
デ

リ
バ
リ
ー
、
顧
客
サ
ー
ビ
ス
、
関
連
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
情
報
収
集
な
ど
で
あ
っ
た
。
将
来
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
全
製
品
を
対
象
に

対
米
輸
出
の
拠
点
に
し
よ
う
と
い
う
意
図
も
あ
っ
た
が
、
当
面
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
コ
ー
ト
へ
の
設
備
リ
ー
ス
、
部
品
供
給

を
主
要
業
務
と
し
た
。
社
長
は
坂
部
三
次
郎
、
資
本
金
二
〇
万
ド
ル
、
本
社
は
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
、
事
務
所
は
オ
レ
ゴ
ン
州

ヒ
ル
ズ
ボ
ロ
に
お
い
た
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
コ
ー
ト
は
、
一
九
八
八
年
︵
昭
和
六
三
︶
二
月
、
オ
レ
ゴ
ン
州
ヒ
ル
ズ
ボ
ロ
に
設
立
し
た
。
ヌ
・
コ
ー

ト
と
の
合
弁
事
業
︵
出
資
比
率
は
一
対
一
︶
で
、
設
立
資
本
金
は
五
〇
万
ド
ル
で
あ
っ
た
。

　

工
場
の
敷
地
総
面
積
は
一
五
〇
〇
坪
、
建
物
は
約
六
〇
〇
坪
で
あ
っ
た
。
一
九
八
八
年
︵
昭
和
六
三
︶
四
月
、
日
本
か

ら
も
ち
こ
ん
だ
リ
ボ
ン
の
ア
セ
ン
ブ
ル
で
操
業
を
は
じ
め
、
工
場
の
生
産
体
制
が
と
と
の
っ
た
五
月
か
ら
本
格
生
産
を
開

始
し
た
。
当
初
の
生
産
能
力
は
月
産
二
〇
万
個
、
一
〇
〇
万
ド
ル
で
あ
っ
た
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
コ
ー
ト
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
と
ヌ
・
コ
ー
ト
が
、
た
が
い
に
メ
リ
ッ
ト
を
も
と
め
て
設
立
し
た
の
だ
が
、
一

年
後
に
合
弁
関
係
を
解
消
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
バ
ロ
ー
ス
か
ら
の
受
注
が
獲
得
で
き
な
い
な
ど
、
ヌ
・
コ
ー
ト
と

の
当
初
の
申
し
合
わ
せ
が
遵
守
さ
れ
な
か
っ
た
の
が
原
因
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
一
九
八
九
年
︵
平
成
元
︶
春
、
両
社
は

協
議
の
う
え
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
路
線
を
あ
ゆ
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
九
八
九
年
︵
平
成
元
︶
四
月
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
ア
メ
リ
カ
が
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
コ
ー
ト
の
全
株
式
を
取
得
、
社
名
も

﹁
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
Ｕ
Ｓ
Ａ
﹂︵D

Y
N

IC U
SA

 CO
RP.

︶
と
変
更
し
て
再
出
発
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

新
会
社
の
資
本
金
は
二
〇
〇
万
ド
ル
、
社
長
︵
オ
フ
ィ
サ
ー
︶
に
は
荻
原
滋
夫
が
就
任
、
経
営
陣
︵
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
︶

も
す
べ
て
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
関
係
者
が
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

同
社
は
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
タ
イ
プ
の
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
生
産
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
の
ち
に
は
熱
転
写
リ
ボ
ン
︵
ワ
ッ
ク

ス
タ
イ
プ
︶
の
生
産
に
も
の
り
だ
し
て
ゆ
く
。
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
国
際
分
業
化
が
す
す
む
な
か
で
、
現
在
、
ワ
ッ
ク
ス
タ

イ
プ
は
同
社
の
み
が
生
産
し
て
お
り
、
日
本
は
も
と
よ
り
、
中
国
の
大
連
ダ
イ
ニ
ッ
ク
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
Ｕ
Ｋ
へ
も
供
給

し
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
さ
ら
に
テ
キ
サ
ス
州
エ
ル
パ
ソ
に
パ
ラ
ナ
・
サ
プ
ラ
イ
ズ
の
設
立
に
向
か
う
。
同
社
は
プ
リ
ン
タ
・
メ

ー
カ
ー
の
純
正
部
品
と
し
て
の
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
フ
タ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
視
野
に
お
さ
め
た
製

造
工
場
で
あ
っ
た
。

パラナ ・ サプライズ
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パ
ラ
ナ
・
サ
プ
ラ
イ
ズ
︵PA

RA
N

A
 SA

PPLIES CO
RP.

︶
は
、
一
九
九
〇
年
︵
平
成
二
︶
四
月
一
日
に
発
足
し

た
。
資
本
金
は
七
〇
〇
万
ド
ル
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
と
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
株
式
会
社
と
の
共
同
出
資
に
よ
る
合
弁
事
業
︵
一

対
一
︶
で
あ
る
。
会
長
は
坂
部
三
次
郎
、
オ
フ
ィ
サ
ー
は
村
澤
治
康
で
あ
っ
た
。

　

本
社
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
工
場
を
テ
キ
サ
ス
州
エ
ル
パ
ソ
に
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
は
テ
キ

サ
ス
州
エ
ル
パ
ソ
に
レ
ン
ズ
工
場
が
あ
り
、
当
時
は
操
業
停
止
の
状
態
で
あ
っ
た
。
遊
休
施
設
を
利
用
し
て
イ
ン
ク
リ
ボ

ン
製
造
工
場
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
九
〇
年
︵
平
成
二
︶
七
月
、
エ
ル
パ
ソ
市
長
を
む
か
え
て
新
会
社
の
設
立
披
露
を
と
り
お
こ
な
っ
て
い
る
。
完
成

し
た
エ
ル
パ
ソ
工
場
は
延
べ
床
面
積
四
二
三
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
。
リ
ボ
ン
塗
装
機
、
リ
ボ
ン
溶
着
機
、
リ
ボ
ン
カ
セ
ッ
ト

成
型
機
な
ど
を
導
入
、
カ
セ
ッ
ト
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
型
か
ら
製
品
組
み
立
て
ま
で
の
一
貫
生
産
体
制
を
と
っ
た
。

生
産
能
力
は
年
間
二
一
〇
万
個
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
中
南
米
地
域
を
対
象
に
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
製
造
・
販

売
に
の
り
だ
し
、
順
調
な
立
ち
あ
が
り
で
あ
っ
た
。

●
イ
ギ
リ
ス 

中
国
に
も
生
産
拠
点
を

　

イ
ン
ク
リ
ボ
ン
事
業
を
め
ぐ
る
海
外
進
出
の
第
二
ス
テ
ッ
プ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ
る
。
Ｅ
Ｃ
諸
国
の
な
か
で
も
イ
ギ

リ
ス
を
え
ら
ん
だ
の
は
、
日
本
電
気
、
エ
プ
ソ
ン
、
セ
イ
コ
ー
、
シ
チ
ズ
ン
、
松
下
電
器
、
沖
電
気
な
ど
日
本
の
プ
リ
ン

タ
・
メ
ー
カ
ー
の
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
イ
ギ
リ
ス
に
進
出
し
て
い
る
と
い
う
背
景
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
日
本
国
内
で
は

機
器
メ
ー
カ
ー
の
認
定
が
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
苦
戦
が
予
想
さ
れ
た
。
そ
こ
で
も
っ
ぱ
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
富
士
通
ル
ー
ト

へ
の
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
供
給
に
ね
ら
い
を
し
ぼ
り
、
ま
ず
は
小
規
模
の
製
造
販
売
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
Ｕ
Ｋ
︵D

Y
N

IC

［U
K

］LT
D

.

︶
は
、
一
九
八
九
年
︵
平
成
元
︶
九
月
に
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
カ
ー
デ
ィ

フ
に
設
立
、
資
本
金
は
二
〇
万
ポ
ン
ド
︵
円
換
算
約
四
五
〇
〇
万
円
︶、
会
長
は
坂
部
三
次
郎
、
社
長
は
服
部
直
道
、
当

初
の
従
業
員
は
二
四
人
で
あ
っ
た
。

　

工
場
は
一
九
九
〇
年
︵
平
成
二
︶
五
月
に
完
成
、
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
組
み
立
て
ラ
イ
ン
を
設
置
、
最
新
鋭
の
設
備
に
よ

っ
て
ア
セ
ン
ブ
リ
ー
生
産
を
開
始
し
た
。
英
国
で
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
リ
ボ
ン
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
生
産
、
お
よ
び
Ｅ
Ｃ
一
二
か
国
の

ア
フ
タ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
拓
を
目
的
に
し
て
ロ
ン
ド
ン
営
業
所
︵
公
文
弘
所
長
︶
を
開
設
し
た
。

　

イ
ン
ク
リ
ボ
ン
事
業
を
め
ぐ
る
海
外
工
場
進
出
の
第
三
弾
は
中
国
で
あ
っ
た
。

　

一
九
九
一
年
︵
平
成
三
︶
四
月
、
大
連
ダ
イ
ニ
ッ
ク
︵
大
連
大
尼
克
辦
公
設
備
有
限
公
司
︶
が
発
足
し
て
い
る
。

ダイニック ・ UK
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設
立
資
本
金
は
一
三
〇
万
Ｕ
Ｓ
ド
ル
、
薫
事
長
に
坂
部
三
司
、
副
薫
事
長
に
土
肥
信
夫
が
就
任
、
ア
セ
ン
ブ
リ
ー
ラ
イ

ン
が
完
成
し
た
同
年
一
〇
月
か
ら
本
格
生
産
を
開
始
し
て
い
る
。

　

同
工
場
は
リ
ボ
ン
の
組
立
工
場
と
し
て
出
発
し
て
い
る
。
当
時
、
富
士
通
か
ら
の
大
量
受
注
を
消
化
す
る
た
め
に
小
規

模
の
外
注
工
場
数
社
に
ゆ
だ
ね
て
い
た
。
だ
が
ム
ダ
が
多
い
う
え
に
技
術
指
導
や
管
理
面
か
ら
集
約
・
自
動
化
が
不
可
避

と
な
っ
た
。
そ
こ
で
大
連
の
経
済
特
区
に
着
目
し
て
工
場
建
設
の
運
び
と
な
っ
た
。
免
税
処
置
が
あ
り
、
近
く
に
は
不
凍

の
大
連
港
が
あ
っ
て
部
材
の
発
送
に
も
至
便
で
あ
る
。
賃
貸
料
も
含
め
て
国
内
よ
り
も
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

が
み
こ
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　

同
社
は
ド
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
用
の
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
カ
セ
ッ
ト
の
組
み
立
て
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
一
九
九
五
年
︵
平
成

七
︶
に
は
第
二
工
場
の
建
設
に
向
か
い
、
リ
ボ
ン
塗
装
機
と
成
型
機
を
導
入
、
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
リ
ボ
ン
カ
セ
ッ
ト
の
一
貫

生
産
体
制
を
つ
く
り
あ
げ
た
。

　

東
京
工
場
の
深
谷
移
転
の
と
き
、
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
リ
ボ
ン
の
生
産
設
備
は
す
べ
て
大
連
ダ
イ
ニ
ッ
ク
に
移
設
、
そ
れ
に

と
も
な
い
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
リ
ボ
ン
の
生
産
は
す
べ
て
同
社
に
移
管
し
、
か
く
し
て
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
リ
ボ
ン
生

産
の
国
際
分
業
化
が
確
立
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
九
七
年
︵
平
成
九
︶
に
は
、
第
三
工
場
を
建
設
し
て
文
具
関
連
商
品
の
生
産
を
開
始
、
リ
ボ
ン
中
心
か
ら
脱
皮
を

め
ざ
し
て
い
る
。

大連ダイニック
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第
三
節  
量
販
型
の
紙
ク
ロ
ス
が
登
場

●
書
籍
の
軽
装
化
と
新
し
い
紙
ク
ロ
ス

　

一
九
九
〇
年
︵
平
成
二
︶
ご
ろ
か
ら
、
集
中
的
に
製
品
化
を
す
す
め
た
の
は
書
籍
装
幀
の
軽
装
化
に
ふ
さ
わ
し
い
紙
ク

ロ
ス
で
あ
っ
た
。
こ
の
期
に
量
販
型
紙
ク
ロ
ス
が
あ
い
つ
い
で
登
場
し
て
い
る
。

﹁
ジ
フ
﹂﹁
ブ
ラ
﹂﹁
モ
ス
﹂﹁
ミ
ス
テ
ィ
﹂﹁
ヴ
ァ
ル
﹂﹁
綾
﹂﹁
メ
タ
Ｇ
﹂﹁
メ
タ
Ｓ
﹂﹁
ク
ラ
ウ
ド
﹂﹁
タ
ム
ノ
ス
﹂
な
ど

が
代
表
的
な
製
品
で
、
こ
れ
ら
は
﹁
量
販
紙
ク
ロ
ス
﹂
と
い
う
ひ
と
つ
の
製
品
群
を
う
み
だ
し
た
。
い
ず
れ
も
従
来
の
よ

う
な
厚
塗
り
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
タ
イ
プ
で
は
な
く
、
グ
ラ
ビ
ア
印
刷
と
エ
ン
ボ
ス
表
現
技
術
で
つ
く
り
あ
げ
、
低
コ

ス
ト
化
を
実
現
し
た
。

　

紙
の
素
材
を
活
か
し
た
ク
ロ
ス
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
あ
る
製
品
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
﹁
ブ
ラ
﹂
は
半
透
明

で
強
度
に
す
ぐ
れ
る
。﹁
ジ
フ
﹂
は
ナ
チ
ュ
ラ
ル
素
材
の
ジ
ー
ン
ズ
調
。﹁
モ
ス
﹂
は
含
浸
紙
の
強
く
し
な
や
か
な
味
が
あ

る
。﹁
綾
﹂
は
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
の
色
調
と
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
で
表
現
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
外
観
が
売
り
物
に
な
っ
て
い
る
。

﹁
量
販
紙
ク
ロ
ス
﹂
の
第
二
弾
と
し
て
一
九
九
六
年
︵
平
成
八
︶
に
は
﹁
タ
ス
﹂
シ
リ
ー
ズ
を
開
発
し
て
市
場
に
投
入
し

た
。

　

第
一
弾
と
し
て
開
発
し
た
﹁
ミ
ス
テ
ィ
﹂
を
は
じ
め
と
す
る
製
品
は
、
グ
ラ
ビ
ア
印
刷
と
エ
ン
ボ
ス
加
工
で
表
面
加
工

し
て
い
る
が
、
裏
は
白
地
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。﹁
タ
ス
﹂
シ
リ
ー
ズ
は
も
と
も
と
競
合
製
品
で
あ
る
フ
ァ
ン
シ
ー
ペ

ー
パ
ー
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

フ
ァ
ン
シ
ー
ペ
ー
パ
ー
は
抄
紙
の
工
程
で
色
染
め
す
る
た
め
表
裏
と
も
着
色
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
製
紙
メ
ー
カ
ー
の

協
力
を
え
て
、
ベ
ー
ス
に
な
る
紙
を
あ
ら
か
じ
め
表
裏
と
も
着
色
し
て
お
き
、
後
加
工
で
外
観
を
デ
ザ
イ
ン
化
す
る
方
法

を
と
っ
た
。
そ
れ
が
﹁
タ
ス
﹂
シ
リ
ー
ズ
な
の
で
あ
る
。

　

新
し
い
紙
ク
ロ
ス
﹁
タ
ス
﹂
シ
リ
ー
ズ
は
、
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
八
色
と
、
バ
ー
ク
︵
樹
皮
︶、
グ
レ
ー
ン
︵
光
の
粒
︶、

ス
エ
ー
ド
︵
な
め
し
革
︶、
サ
ー
ジ
︵
布
地
︶
と
、
四
タ
イ
プ
の
エ
ン
ボ
ス
柄
が
あ
っ
た
。

　

東
京
工
場
の
深
谷
へ
の
集
約
移
転
に
と
も
な
い
、
紙
ク
ロ
ス
部
門
も
埼
玉
工
場
で
再
編
成
し
た
が
、﹁
タ
ス
﹂
シ
リ
ー

ズ
は
、
奇
し
く
も
新
し
く
起
ち
あ
が
っ
た
埼
玉
工
場
が
最
初
に
開
発
し
た
製
品
と
な
っ
た
。

紙クロス見本帳
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一
九
九
七
年
︵
平
成
九
︶
に
は
﹁
タ
ス
﹂
の
ベ
ー
ス
紙
に
古
紙
パ
ル
プ
を
混
入
、
い
わ
ゆ
る
再
生
紙
に
よ
る
﹁
タ
ス

Ⅱ
﹂
シ
リ
ー
ズ
を
開
発
し
た
。
再
生
紙
の
利
用
に
よ
っ
て
、
む
し
ろ
紙
の
自
然
で
素
朴
な
味
わ
い
が
あ
る
タ
イ
プ
と
し
て

完
成
し
た
。

●
豪
華
本
用
「
新
日
本
の
色
」「
セ
ビ
ク
ロ
ス
」

　

量
販
型
の
紙
ク
ロ
ス
と
は
対
照
的
に
、
豪
華
本
用
の
布
ク
ロ
ス
と
し
て
は
﹁
新
日
本
の
色
﹂﹁
セ
ビ
ク
ロ
ス
﹂︵
一
九
九

三
年
︶
が
あ
る
。

﹁
新
日
本
の
色
﹂
は
一
九
八
一
年
︵
昭
和
五
六
︶
に
発
売
し
た
﹁
日
本
の
色
﹂
の
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
で
あ
る
。
旧
タ
イ
プ

は
日
本
の
伝
統
美
を
象
徴
す
る
六
〇
色
で
構
成
し
て
い
た
が
、
新
タ
イ
プ
で
は
ソ
フ
ト
な
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
を
含
む
豊
富

な
構
成
と
な
っ
た
。

　

量
販
型
紙
ク
ロ
ス
製
品
群
に
く
ら
べ
て
、
こ
ち
ら
は
装
幀
織
物
タ
ッ
チ
の
シ
リ
ー
ズ
で
、
社
史
や
美
術
書
、
豪
華
本
な

ど
重
厚
な
装
幀
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
本
格
ク
ロ
ス
で
あ
る
。
豪
華
本
と
い
う
用
途
か
ら
販
売
方
式
に
も
新
し
い
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
二
一
メ
ー
ト
ル
巻
な
ど
の
ロ
ー
ル
単
位
で
販
売
し
て
い
た
が
、﹁
新
日
本
の
色
﹂
に
つ
い

て
は
、
ニ
ッ
ク
フ
レ
ー
ト
と
提
携
し
て
、
カ
ッ
ト
販
売
の
方
式
を
も
っ
て
顧
客
サ
ー
ビ
ス
に
つ
と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

﹁
セ
ビ
ク
ロ
ス
﹂
は
、
繊
細
な
生
地
に
糸
目
を
お
さ
え
、
気
品
と
ク
ラ
シ
カ
ル
な
ム
ー
ド
を
再
現
し
た
味
わ
い
深
い
ク
ロ

ス
で
あ
る
。
滋
賀
工
場
の
壁
紙
と
通
帳
用
ク
ロ
ス
の
技
術
に
よ
る
複
合
製
品
で
、
耐
折
強
度
、
箔
押
し
適
性
に
す
ぐ
れ
る

と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
同
製
品
は
小
学
館
の
﹃
世
界
美
術
大
全
集
﹄
に
使
用
さ
れ
た
。

●
新
し
い
印
刷
素
材
「
シ
ー
タ
ス
」
の
登
場

　

一
九
九
〇
年
︵
平
成
二
︶
発
売
の
﹁
シ
ー
タ
ス
︵
Ｃ
Ｅ
Ｔ
Ｕ
Ｓ
︶﹂
は
、
ニ
ッ
ク
セ
ブ
ン
の
技
術
を
応
用
し
て
開
発
し

た
新
し
い
印
刷
素
材
で
あ
る
。

　

ニ
ッ
ク
セ
ブ
ン
は
活
版
や
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
を
前
提
に
し
た
素
材
だ
が
、﹁
シ
ー
タ
ス
・
シ
リ
ー
ズ
﹂
は
熱
転
写
、
レ

ー
ザ
ー
、
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
な
ど
、
新
し
い
印
刷
方
式
に
対
応
で
き
る
印
刷
素
材
に
な
っ
て
い
る
。
ケ
ア
ラ
ベ
ル
用
途
に

着
目
し
た
場
合
、
た
と
え
ば
五
～
一
〇
万
と
い
う
よ
う
な
単
位
で
は
従
来
の
印
刷
方
式
で
も
コ
ス
ト
的
に
な
ん
の
問
題
も

な
い
。
と
こ
ろ
が
衣
料
の
よ
う
に
多
品
種
少
量
生
産
に
な
る
と
、
製
版
し
て
印
刷
す
る
従
来
の
方
式
よ
り
も
、
熱
転
写
方

シータス使用のゼッケン
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式
の
ほ
う
が
は
る
か
に
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
な
り
、﹁
要
る
と
き
に
、
要
る
だ
け
﹂
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。﹁
シ
ー
タ
ス
﹂

は
、
そ
う
い
う
時
代
背
景
か
ら
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

　

印
刷
素
材
﹁
シ
ー
タ
ス
・
シ
リ
ー
ズ
﹂
の
販
売
と
と
も
に
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
で
は
﹁
シ
ー
タ
ス
﹂
の
印
刷
に
ふ
さ
わ
し
い

熱
転
写
リ
ボ
ン
﹁
ト
ラ
ン
ザ
ム
・
Ｅ
Ｘ
40
﹂
を
発
売
し
た
。
同
製
品
は
、
洗
濯
、
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
耐
え
る
高
性

能
の
熱
転
写
リ
ボ
ン
と
し
て
開
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
Ｏ
Ａ
事
業
部
と
ラ
ベ
ル
事
業
部
の
共
同
開
発
と
い
う
意
味
で
も
ユ

ニ
ー
ク
な
開
発
製
品
で
あ
る
。

　

シ
ー
タ
ス
は
織
物
、
不
織
布
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
た
め
に
用
途
は
ひ
ろ
い
。
ラ
ベ
ル
だ
け
で
な
く
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
や
ポ

ス
タ
ー
、
地
図
な
ど
の
印
刷
素
材
と
し
て
も
、
す
ぐ
れ
た
機
能
を
発
揮
す
る
。
た
と
え
ば
た
れ
幕
や
ゼ
ッ
ケ
ン
な
ど
。
た

れ
幕
は
手
書
き
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
が
、
シ
ー
タ
ス
な
ら
パ
ソ
コ
ン
と
連
動
さ
せ
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
書
体
で
瞬
時
に
印
字

で
き
る
。
地
図
は
合
成
紙
が
主
流
だ
が
、
シ
ー
タ
ス
な
ら
耐
熱
性
が
あ
る
う
え
に
、
布
だ
か
ら
あ
つ
か
い
や
す
い
。
き
わ

め
て
汎
用
性
の
あ
る
印
刷
素
材
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
九
九
一
年
︵
平
成
三
︶
に
不
織
布
事
業
部
が
開
発
し
た
﹁
プ
レ
ア
デ
ス
﹂
も
、
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
が
で
き
る
ユ
ニ
ー

ク
な
印
刷
素
材
で
あ
る
。
Ｐ
Ｏ
Ｐ
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ッ
グ
、
封
筒
、
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
な
ど
、
そ
の
用
途
は
ひ
ろ
い
。
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第
四
節  
新
機
能
の
不
織
布

　
　
　  「
家
ま
わ
り
」「
車
ま
わ
り
」
に
浸
透
す
る

●
自
動
車
用
の
フ
ィ
ル
タ 
内
装
材

　

前
期
に
事
業
戦
略
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
不
織
布
は
、
こ
の
期
に
な
っ
て
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
保
有
す
る
複
合
技
術
と
の
コ

ラ
ボ
で
新
し
い
地
平
を
き
り
ひ
ら
い
た
。

　

不
織
布
と
い
う
素
材
そ
の
も
の
に
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
保
有
す
る
独
自
の
加
工
技
術
︵
含
浸
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
、
プ
リ
ン
ト
、

染
色
︶
を
駆
使
し
て
、
新
し
い
機
能
を
も
つ
不
織
布
素
材
の
製
品
開
発
を
集
中
的
に
す
す
め
た
の
で
あ
る
。﹁
家
ま
わ
り
﹂

﹁
車
ま
わ
り
﹂
を
テ
ー
マ
に
し
て
開
発
に
と
り
く
み
、
各
種
フ
ィ
ル
タ
や
自
動
車
内
装
材
を
中
心
に
多
様
な
新
製
品
を
う

み
だ
し
た
。

　

自
動
車
の
エ
ン
ジ
ン
フ
ィ
ル
タ
の
開
発
は
一
九
八
〇
年
代
︵
昭
和
五
五
～
︶
の
後
半
か
ら
は
じ
ま
り
、
一
九
九
〇
年

︵
平
成
二
︶
に
製
品
と
し
て
完
成
し
て
い
る
。
社
内
で
﹁
Ａ
Ｃ
︱
３
３
０
﹂
と
名
づ
け
ら
れ
た
フ
ィ
ル
タ
用
不
織
布
は
、

自
動
車
用
フ
ィ
ル
タ
に
参
入
す
る
出
発
点
と
な
っ
た
。

﹁
Ａ
Ｃ
︱
３
３
０
﹂
は
、
高
級
大
型
乗
用
車
用
の
エ
ン
ジ
ン
フ
ィ
ル
タ
と
し
て
誕
生
、
空
気
清
浄
効
率
が
高
く
、
ダ
ス
ト

捕
集
量
が
お
お
き
い
の
が
特
長
で
あ
る
。
当
時
ホ
ン
ダ
の
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
・
Ｎ
Ｓ
Ｘ
、
レ
ジ
ェ
ン
ド
、
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
、

ア
コ
ー
ド
な
ど
の
エ
ン
ジ
ン
フ
ィ
ル
タ
に
搭
載
さ
れ
た
。

　

自
動
車
の
内
装
材
と
し
て
は
、
天
井
材
を
中
心
に
ト
ラ
ン
ク
マ
ッ
ト
、
ド
ア
ト
リ
ム
、
サ
ン
バ
イ
ザ
ー
な
ど
が
多
く
の

メ
ー
カ
ー
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
不
織
布
・
天
井
材
は
軽
く
て
成
型
性
が
よ
い
こ
と
、
エ
ン
ボ
ス
プ
リ
ン
ト
と
い
う
独
自
技
術
に
よ
る
加

工
が
特
徴
で
あ
る
。
一
九
九
三
年
︵
平
成
五
︶
発
売
の
﹁
フ
ェ
ネ
ル
﹂
シ
リ
ー
ズ
も
そ
の
ひ
と
つ
で
、
マ
ツ
ダ
の
ボ
ン
ゴ
、

ホ
ン
ダ
の
ア
コ
ー
ド
、
ト
ヨ
タ
の
ル
シ
ー
ダ
、
エ
ミ
ー
ナ
、
富
士
重
工
の
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
な
ど
に
採
用
さ
れ
た
。
一
九
九

五
年
︵
平
成
七
︶
に
開
発
し
た
﹁
フ
ェ
ネ
ル
Ｓ
Ｘ
Ｏ
﹂
は
表
面
が
円
滑
な
織
物
調
の
外
観
が
特
徴
で
、
ホ
ン
ダ
の
ワ
ン
ボ

ッ
ク
ス
車
﹁
オ
デ
ッ
セ
イ
﹂
な
ど
、
新
し
い
車
種
で
採
用
さ
れ
た
。

　

天
井
材
や
マ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
座
席
シ
ー
ト
用
素
材
の
開
発
に
も
と
り
く
ん
だ
。
一
九
九
六
年
︵
平
成
八
︶
に
開
発

エンジンフィルタ
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し
た
﹁
自
動
車
座
席
用
不
織
布
﹂
は
、
ス
テ
ッ
チ
ボ
ン
ド
の
不
織
布
を
使
用
し
た
も
の
で
、
成
型
性
、
耐
久
性
、
デ
ザ
イ

ン
性
に
も
す
ぐ
れ
て
い
る
。
軽
く
て
強
度
に
す
ぐ
れ
た
新
し
い
素
材
と
し
て
注
目
を
あ
つ
め
た
。

　

自
動
車
用
途
の
海
外
展
開
は
現
地
メ
ー
カ
ー
へ
の
技
術
供
与
と
い
う
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
。
天
井
材
は
台
湾
メ
ー
カ

ー
に
、
エ
ン
ジ
ン
用
フ
ィ
ル
タ
は
米
国
の
企
業
に
技
術
供
与
を
お
こ
な
っ
て
き
た
が
、
一
九
九
七
年
︵
平
成
九
︶
に
は
、

タ
イ
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
・
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
に
自
動
車
内
装
材
の
技
術
を
輸
出
し
て
、
同
国
に
進
出
し
て
い

る
ト
ヨ
タ
、
ホ
ン
ダ
な
ど
の
メ
ー
カ
ー
へ
製
品
供
給
を
開
始
し
て
い
る
。

●
空
調
用
フ
ィ
ル
タ 

緩
衝
材
な
ど

　

不
織
布
に
よ
る
フ
ィ
ル
タ
材
の
開
発
は
車
輛
用
だ
け
で
な
く
、
家
電
用
や
空
調
用
に
着
目
し
て
活
発
に
と
り
く
ん
だ
。

﹁
Ｍ
Ｌ
フ
ィ
ル
タ
﹂
は
異
種
素
材
と
の
複
合
に
よ
る
高
機
能
フ
ィ
ル
タ
材
で
あ
る
、
一
九
九
三
年
︵
平
成
五
︶
に
開
発
し

た
製
品
で
、
ビ
ル
の
空
調
用
や
自
動
車
用
エ
ア
ク
リ
ー
ナ
ー
な
ど
の
フ
ィ
ル
タ
材
な
ど
多
様
な
用
途
を
も
っ
て
い
た
。

　

一
九
九
七
年
︵
平
成
九
︶
に
は
内
部
交
換
型
の
﹁
空
調
用
フ
ィ
ル
タ
﹂
を
発
売
し
た
。
超
音
波
を
使
っ
た
複
合
タ
イ
プ

で
薄
く
、
帯
電
性
、
吸
塵
力
に
す
ぐ
れ
る
な
ど
の
特
長
を
も
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
一
九
九
八
年
︵
平
成
一
〇
︶
に
は
﹁
ビ
ル
空
調
用
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ
ッ
ト
﹂
を
開
発
し
た
。
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
な
ど

で
つ
か
わ
れ
る
空
調
用
フ
ィ
ル
タ
を
ユ
ニ
ッ
ト
に
し
た
製
品
で
あ
る
。
抗
菌
、
防
カ
ビ
に
す
ぐ
れ
た
効
果
の
あ
る
不
織
布

フ
ィ
ル
タ
を
ボ
ッ
ク
ス
一
体
型
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
空
調
機
に
そ
の
ま
ま
セ
ッ
ト
す
る
だ
け
、
取
り
付
け
も
交
換
も
き

わ
め
て
か
ん
た
ん
に
な
っ
た
。

　

不
織
布
の
も
つ
吸
音
性
や
吸
水
性
な
ど
の
機
能
を
活
か
し
た
製
品
開
発
に
も
精
力
的
に
と
り
く
ん
だ
。
た
と
え
ば
﹁
ハ

ウ
ス
ラ
ッ
プ
﹂﹁
す
べ
り
止
め
テ
ー
プ
﹂﹁
吸
水
テ
ー
プ
﹂﹁
緩
衝
材
﹂
な
ど
も
、
こ
の
期
に
登
場
し
て
い
る
。

　

一
九
九
一
年
︵
平
成
三
︶
に
完
成
し
た
﹁
パ
ネ
ロ
ン
・
ス
キ
ッ
プ
﹂
は
木
質
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
︵
床
材
︶
の
緩
衝
材
と
し

て
発
売
し
た
も
の
で
あ
る
。
遮
音
・
吸
音
効
果
に
す
ぐ
れ
た
新
し
い
素
材
と
し
て
床
材
の
大
手
メ
ー
カ
ー
に
採
用
さ
れ
て

い
る
。

　

一
九
九
三
年
︵
平
成
五
︶
発
売
の
結
露
﹁
吸
水
テ
ー
プ
﹂
は
、
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
技
術
に
含
浸
、
プ
リ
ン
ト
、
粘
着
加

工
、
ス
リ
ッ
タ
ー
な
ど
加
工
技
術
を
活
か
し
た
新
製
品
で
あ
る
。
同
製
品
は
フ
マ
キ
ラ
ー
株
式
会
社
ほ
か
二
社
に
採
用
さ

れ
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
ス
ー
パ
ー
の
店
頭
に
な
ら
ん
だ
。

　

ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
に
一
九
九
五
年
︵
平
成
七
︶
に
開
発
し
た
﹁
耐
熱
フ
ェ
ル
ト
﹂
が
あ
る
。
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
に
よ
る

パネロン・スキップ ビル空調用フィルタ
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製
品
の
ひ
と
つ
で
、
用
途
は
航
空
機
の
座
席
シ
ー
ト
で
あ
る
。
シ
ー
ト
の
内
側
に
装
塡
さ
れ
、
か
く
れ
た
と
こ
ろ
で
炎
上

防
止
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

不
織
布
の
も
つ
本
来
の
機
能
に
着
目
し
て
、﹁
家
ま
わ
り
﹂
を
テ
ー
マ
に
開
発
し
た
製
品
は
、
素
材
と
し
て
提
供
し
て

い
る
た
め
に
表
立
っ
て
は
自
己
主
張
し
な
い
も
の
が
多
い
。
し
か
し
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
し
っ
か
り
そ
の
機
能
を
は
た
し

て
お
り
、
い
ま
で
は
暮
ら
し
を
快
適
に
す
る
た
め
に
は
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
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第
五
節  
新
世
代
の
モ
ノ
づ
く
り
が
活
発
化

●
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
「
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
」
の
開
発

　

メ
デ
ィ
ア
関
連
の
開
発
テ
ー
マ
に
は
、
磁
気
、
電
池
材
料
な
ど
が
あ
り
、
埼
玉
技
術
開
発
部
や
東
京
商
品
企
画
部
が
中

心
に
な
っ
て
精
力
的
に
と
り
く
ん
で
い
る
。

　

磁
気
関
連
と
し
て
製
品
化
し
た
も
の
に
一
九
九
七
年
︵
平
成
九
︶
に
発
表
し
た
﹁
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
﹂︵
マ
グ
デ
ス
＝

M
agnetic D

ata Encryption System
︶
が
あ
る
。

　

同
製
品
は
構
造
化
磁
気
記
録
技
術
に
よ
っ
て
う
ま
れ
た
新
し
い
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
磁
気
記
録
方
式
は
複
写
が

で
き
る
な
ど
の
利
点
が
あ
る
情
報
媒
体
だ
が
、
そ
の
便
利
さ
が
災
い
し
て
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
は
じ
め
各
種
プ
リ
ペ
イ

ド
・
カ
ー
ド
の
偽
造
や
変
造
の
被
害
が
頻
発
し
て
い
た
。﹁
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
﹂
は
偽
造
・
変
造
を
防
止
す
る
カ
ー
ド
シ
ス

テ
ム
と
し
て
開
発
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
と
同
レ
ベ
ル
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
を
も
ち
な
が
ら
、
し
か
も
低
コ
ス
ト
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
れ
は
構
造
化
磁
気
記
録
技
術
を
駆
使
し
た
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
磁
気
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
し
て
初
め
て
実
現
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

ベ
ー
ス
フ
ィ
ル
ム
に
磁
性
粒
子
を
一
定
方
向
に
な
ら
べ
る
と
い
う
従
来
の
方
法
で
は
な
く
、
カ
ー
ド
の
走
行
方
向
と
直

角
方
向
に
磁
気
配
向
を
お
こ
な
っ
て
パ
タ
ー
ン
を
形
成
す
る
。
つ
ま
り
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
直
後
の
磁
性
塗
料
が
ま
だ
流
動
し

て
い
る
う
ち
に
、
タ
テ
、
ヨ
コ
に
磁
気
配
向
を
制
御
し
、
乾
燥
す
る
こ
と
で
磁
気
粒
子
を
固
定
し
て
し
ま
う
。
こ
の
と
き

に
消
去
で
き
な
い
個
別
認
識
情
報
が
暗
号
と
し
て
記
録
さ
れ
る
た
め
、
コ
ピ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
い
う
わ
け

で
あ
る
。

﹁
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
﹂
は
、
こ
の
磁
気
カ
ー
ド
と
読
み
取
り
ユ
ニ
ッ
ト
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｐ
Ｕ
を
搭
載
し
て
特
殊
な

構
造
化
パ
タ
ー
ン
の
読
み
取
り
を
お
こ
な
う
の
が
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
︵
Ｍ
Ｄ
Ｒ
︱
Ｗ
01
︶
で
あ
っ
た
。

●
名
刺
印
刷
シ
ス
テ
ム
を
発
売
す
る

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
製
品
の
ほ
と
ん
ど
は
単
な
る
素
材
で
は
な
い
。
素
材
に
独
自
の
加
工
技
術
を
ほ
ど
こ
し
て
、
新
し
い
機

MAGDES 
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能
を
付
加
し
た
生
産
材
と
い
う
性
格
を
も
つ
が
、
こ
の
期
に
は
そ
の
領
域
に
と
ど
ま
ら
ず
、
な
が
ね
ん
の
モ
ノ
づ
く
り
技

術
を
複
合
化
さ
せ
、
最
終
製
品
に
ま
で
発
展
さ
せ
た
究
極
の
新
製
品
も
登
場
し
て
き
た
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
﹁
ミ
ス

タ
ー
・
メ
イ
シ
マ
ン
﹂
で
あ
る
。

　

ミ
ス
タ
ー
・
メ
イ
シ
マ
ン
は
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
を
ベ
ー
ス
に
、
熱
転
写
式
プ
リ
ン
タ
と
専
用
パ
ソ
コ
ン
を
く
み
あ
わ
せ
て

自
社
開
発
し
た
﹁
名
刺
・
は
が
き
印
刷
シ
ス
テ
ム
﹂
の
統
一
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
。
ダ
イ
ニ
ッ
ク
に
と
っ
て
は
最
初
の
エ
ン

ド
ユ
ー
ス
向
け
の
製
品
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

企
業
や
各
種
団
体
で
つ
か
わ
れ
る
名
刺
は
、
ふ
つ
う
文
具
店
や
印
刷
会
社
な
ど
外
注
に
よ
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
。
そ
の
名
刺
を
外
注
に
よ
ら
な
い
で
、
必
要
な
と
き
に
必
要
な
枚
数
だ
け
印
刷
で
き
る
と
い
う
の
が
、
名
刺
印
刷
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。

　

ミ
ス
タ
ー
・
メ
イ
シ
マ
ン
の
開
発
は
一
九
九
〇
年
︵
平
成
二
︶
ご
ろ
か
ら
ソ
フ
ト
化
開
発
部
門
で
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
に
名
入
れ
す
る
技
術
を
模
索
す
る
う
ち
に
、
熱
転
写
リ
ボ
ン
を
つ
か
う
プ
リ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
ゆ
き
つ

い
た
の
で
あ
る
。
感
熱
プ
リ
ン
タ
に
熱
転
写
リ
ボ
ン
を
装
塡
、
試
行
錯
誤
で
プ
リ
ン
タ
の
開
発
が
は
じ
ま
っ
た
。
名
刺
と

の
接
点
は
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ａ
名
刺
で
あ
る
。
フ
ィ
ル
ム
素
材
﹁
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ａ
﹂
に
よ
る
名
刺
は
、
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
に
よ

ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
で
は
製
版
の
コ
ス
ト
が
か
さ
み
す
ぎ
る
。
そ
こ
で
新
し
い
プ
リ
ン
タ
の
開
発
に
向
か
っ
た
の

で
あ
る
。

　

ソ
フ
ト
化
開
発
部
で
は
電
気
回
路
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
機
械
の
改
造
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
手
探
り
状
態
で
と
り
く
み
、
一
九

九
一
年
︵
平
成
三
︶
二
月
ご
ろ
、﹁
名
刺
・
プ
リ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
﹂
と
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
完
成
さ
せ
、
東
京
本
社
で
社

内
公
開
し
た
。
第
一
号
機
は
ソ
フ
ト
の
仕
様
も
社
内
の
担
当
者
が
制
作
、
熱
転
写
プ
リ
ン
タ
も
自
社
開
発
に
よ
る
も
の
で
、

文
字
ど
お
り
手
づ
く
り
で
完
成
さ
せ
た
。

　

ミ
ス
タ
ー
・
メ
イ
シ
マ
ン
は
同
年
三
月
末
に
プ
レ
ス
発
表
を
お
こ
な
い
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
、
雑
誌
な
ど
メ
デ
ィ
ア
に
も

と
り
あ
げ
ら
れ
た
。

　

イ
ン
ク
リ
ボ
ン
は
熱
転
写
方
式
な
の
で
鮮
明
で
高
品
質
の
印
字
を
実
現
で
き
る
。
コ
ピ
ー
機
感
覚
の
か
ん
た
ん
な
操
作

で
印
刷
で
き
る
。
入
力
・
編
集
・
デ
ー
タ
管
理
も
ワ
ー
プ
ロ
感
覚
で
自
由
自
在
で
あ
る
。
通
信
機
能
を
利
用
し
て
遠
隔
地

で
も
プ
リ
ン
タ
だ
け
で
出
力
で
き
る
⋮
⋮
な
ど
、
ミ
ス
タ
ー
・
メ
イ
シ
マ
ン
な
ら
で
は
の
機
能
が
注
目
さ
れ
、
予
想
以
上

の
反
響
を
よ
ん
だ
。

　

本
格
的
な
市
場
参
入
を
め
ざ
し
て
、
そ
の
こ
ろ
﹁
ミ
ス
タ
ー
・
メ
イ
シ
マ
ン
﹂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
て

い
る
。
チ
ー
ム
は
総
勢
一
六
人
で
、
開
発
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
す
べ
て
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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名
刺
・
プ
リ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
﹁
ミ
ス
タ
ー
・
メ
イ
シ
マ
ン
﹂
の
発
売
は
一
九
九
一
年
︵
平
成
三
︶
七
月
で
あ
る
。
当
初

の
製
品
名
は
﹁
Ｍ
Ｐ
︱
４
０
０
﹂
で
あ
っ
た
。
一
九
九
三
年
︵
平
成
五
︶
に
は
、
は
が
き
も
印
刷
で
き
る
タ
イ
プ
に
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
、
一
九
九
五
年
︵
平
成
七
︶
に
は
改
良
タ
イ
プ
の
﹁
Ｍ
Ｐ
︱
６
０
０
﹂
を
開
発
し
、
解
像
度
も
４
０
０
ｄ

ｐ
ｉ
か
ら
６
０
０
ｄ
ｐ
ｉ
に
な
っ
た
。

　

ミ
ス
タ
ー
・
メ
イ
シ
マ
ン
の
販
売
は
当
初
、
シ
ス
テ
ム
販
売
準
備
グ
ル
ー
プ
が
担
当
、
代
理
店
に
よ
ら
な
い
で
、
印
章

機
材
商
社
を
通
じ
て
独
自
の
販
売
ル
ー
ト
を
開
拓
し
な
が
ら
、
販
路
の
拡
大
を
め
ざ
し
て
い
た
が
、
一
九
九
四
年
︵
平
成

六
︶
か
ら
は
株
式
会
社
ム
サ
シ
と
提
携
し
て
、
全
国
販
売
の
体
制
を
と
と
の
え
た
。
同
社
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
と
は
な
が
ね
ん

に
わ
た
り
取
引
関
係
の
あ
る
代
理
店
の
一
社
で
、
も
と
も
と
は
印
刷
・
情
報
・
紙
器
用
紙
の
商
社
で
あ
る
。
バ
ン
キ
ン
グ

マ
シ
ン
や
選
挙
管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
も
ち
い
る
ユ
ニ
ー
ク
な
印
刷
・
Ｏ
Ａ
機
器
の
販
売
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
同

社
と
の
提
携
に
よ
っ
て
、
新
し
く
全
国
規
模
の
販
売
網
、
サ
ー
ビ
ス
網
を
つ
く
り
あ
げ
、
本
格
的
な
拡
販
に
向
か
っ
た
の

で
あ
る
。

﹁
Ｍ
Ｐ
︱
６
０
０
﹂
が
登
場
し
て
か
ら
は
、
パ
ソ
コ
ン
と
プ
リ
ン
タ
で
構
成
す
る
オ
ン
デ
マ
ン
ド
電
子
印
刷
が
増
加
し
て

ゆ
く
傾
向
が
み
え
は
じ
め
た
。
そ
こ
で
ム
サ
シ
と
共
同
で
、﹁
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
﹂
と
﹁
Ｍ
ａ
ｃ
ｉ
ｎ
ｔ
ｏ
ｓ
ｈ
﹂
の
両

方
に
対
応
す
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
二
機
種
を
開
発
、
一
九
九
七
年
︵
平
成
九
︶
八
月
か
ら
発
売
し
た
。

﹁
Ｍ
Ｐ
︱
６
０
０
Ｅ
Ｘ
﹂
と
﹁
Ｍ
Ｐ
︱
１
２
０
０
Ｐ
ｒ
ｏ
﹂
は
高
精
度
、
高
機
能
印
刷
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。
高
解
像
度

で
名
刺
、
は
が
き
が
作
成
で
き
る
う
え
に
、
外
字
作
成
や
地
図
作
製
な
ど
の
機
能
を
搭
載
し
て
プ
ロ
仕
様
の
構
成
に
な
っ

て
い
た
。

　

パ
ソ
コ
ン
の
普
及
と
と
も
に
、
し
だ
い
に
一
般
企
業
で
は
名
刺
の
内
製
化
が
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
。
そ
こ

で
一
九
九
八
年
︵
平
成
一
〇
︶
に
は
企
業
向
け
の
名
刺
作
成
ソ
フ
ト
﹁
Ｍ
Ｐ
企
業
名
刺
作
成
ソ
フ
ト
﹂
を
開
発
、
七
月
か

ら
販
売
開
始
し
た
。

　

ミ
ス
タ
ー
・
メ
イ
シ
マ
ン
と
お
な
じ
よ
う
に
最
終
商
品
と
し
て
世
に
お
く
り
だ
し
た
も
の
に
、
環
境
準
備
室
が
発
売
し

た
﹁
緑
の
力
﹂
が
あ
る
。
こ
れ
は
オ
ゾ
ン
触
媒
方
式
の
空
気
清
浄
化
機
で
あ
っ
た
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
は
大
成
す
る
こ

と
が
な
か
っ
た
。

●
新
時
代
の
接
着
芯
地

　

接
着
芯
地
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
も
一
九
九
〇
年
代
︵
平
成
二
～
︶
に
な
る
と
、
新
し
い
製
品
シ
リ
ー
ズ
が
い
く
つ
か
登

MP-600 MP-400 
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場
し
て
き
た
。
芯
地
の
モ
ノ
づ
く
り
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
ト
レ
ン
ド
に
多
大
な
影
響
を
う
け
る
。
当
時
、
超
薄
手
素
材
、

新
合
繊
、
新
世
代
ウ
ー
ル
な
ど
と
い
う
、
要
す
る
に
接
着
の
む
ず
か
し
い
素
材
が
あ
い
つ
い
で
登
場
し
た
。
そ
う
い
う
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
潮
流
が
接
着
芯
地
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
の
新
製
品
開
発
を
う
な
が
し
た
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
一
九
八
九
年
︵
平
成
元
︶
に
は
難
接
着
素
材
向
け
の
デ
ィ
ス
パ
ー
ジ
ョ
ン
タ
イ
プ
︵
Ｄ
Ｆ
︶
シ
リ
ー
ズ
を
発
表
、

さ
ら
に
一
九
九
〇
年
︵
平
成
二
︶
に
は
、
お
な
じ
デ
ィ
ス
パ
ー
ジ
ョ
ン
タ
イ
プ
だ
が
、
細
か
い
ド
ッ
ト
︵
フ
ァ
イ
ン
ド
ッ

ト
︶
の
シ
リ
ー
ズ
を
開
発
、
レ
デ
ィ
ー
ス
用
薄
手
素
材
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　

一
九
九
一
年
︵
平
成
三
︶
に
は
、
伸
縮
性
の
あ
る
表
素
材
に
同
調
す
る
ベ
ー
ス
ク
ロ
ス
を
開
発
し
て
、
デ
ィ
ス
パ
ー
ジ

ョ
ン
加
工
し
た
製
品
を
Ｐ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
発
売
し
た
。
さ
ら
に
ド
レ
ス
や
ブ
ラ
ウ
ス
用
芯
地
と
し
て
特
殊
な
マ
イ
ク

ロ
フ
ァ
イ
バ
ー
を
使
用
し
た
Ｓ
Ｇ
シ
リ
ー
ズ
も
つ
く
り
あ
げ
た
。

　

表
素
材
の
傾
向
と
し
て
一
九
九
〇
年
︵
平
成
二
︶
ご
ろ
か
ら
は
、
と
く
に
新
合
繊
の
や
わ
ら
か
く
て
、
の
び
の
あ
る
表

素
材
が
に
わ
か
に
増
加
し
て
い
た
。
そ
こ
で
ド
ッ
ト
が
二
重
層
を
な
す
ダ
ブ
ル
ド
ッ
ト
の
開
発
に
と
り
く
み
、
ス
テ
ー
フ

レ
ッ
ク
ス
﹁
Ｐ
Ｄ
シ
リ
ー
ズ
﹂
を
一
九
九
二
年
︵
平
成
四
︶
に
開
発
し
た
。

　

ダ
ブ
ル
ド
ッ
ト
加
工
と
ベ
ー
ス
ク
ロ
ス
の
開
発
に
よ
っ
て
、
一
九
九
二
年
︵
平
成
四
︶
以
降
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を

も
つ
個
性
あ
る
製
品
づ
く
り
が
活
発
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

紡
毛
タ
イ
プ
の
冬
物
素
材
に
は
、
た
と
え
ば
ド
ッ
ト
の
幅
を
お
お
き
く
し
た
紡
毛
素
材
向
け
Ｓ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
を
一
九
九

三
年
︵
平
成
五
︶
に
開
発
、
翌
一
九
九
四
年
︵
平
成
六
︶
に
は
ダ
ブ
ル
ド
ッ
ト
の
紡
績
糸
タ
イ
プ
Ｐ
Ｄ
Ｃ
シ
リ
ー
ズ
を
完

成
さ
せ
て
い
る
。
ほ
か
に
は
、
ト
ン
ネ
ル
式
や
ガ
ー
メ
ン
ト
方
式
の
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
仕
上
法
に
適
合
す
る
Ｄ
Ｓ
シ

リ
ー
ズ
な
ど
も
つ
く
り
あ
げ
、
こ
の
期
に
は
製
品
の
多
様
化
が
一
気
に
す
す
ん
だ
。

●
床
材
に
新
タ
イ
プ
が
登
場

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
に
つ
い
て
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
シ
ェ
ア
を
も
つ
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
に

な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
期
は
﹁
Ｔ
Ｅ
Ｘ
︱
０
１
﹂
の
よ
う
に
環
境
調
和
型
の
製
品
開
発
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
フ
ロ
ー

リ
ン
グ
の
人
気
上
昇
と
い
う
時
代
背
景
に
も
着
目
し
て
、
塩
ビ
床
材
の
製
品
群
の
充
実
に
も
つ
と
め
て
い
る
。

　

一
九
九
三
年
︵
平
成
五
︶
か
ら
翌
一
九
九
四
年
︵
平
成
六
︶
に
か
け
て
、﹁
ビ
ル
バ
ー
ト
・
メ
ガ
リ
ス
﹂﹁
プ
ラ
テ
ィ

コ
﹂﹁
ス
ト
ー
ン
エ
イ
ジ
﹂﹁
ウ
ッ
ド
エ
イ
ジ
﹂
と
い
う
四
タ
イ
プ
の
塩
ビ
床
材
を
発
売
し
た
。

﹁
ビ
ル
バ
ー
ト
・
メ
ガ
リ
ス
﹂
は
石
の
イ
メ
ー
ジ
を
追
求
し
た
新
感
覚
の
デ
ザ
イ
ン
が
特
徴
、﹁
プ
ラ
テ
ィ
コ
﹂
は
自
然

Staflex PSシリーズ Staflex 4500シリーズ
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を
素
材
に
し
て
う
ま
れ
た
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
床
材
で
あ
る
。
安
心
感
の
あ
る
落
ち
着
い
た
石
の
風
合
い
、
温
か
い
天
然
の
木

質
感
を
表
現
し
た
タ
イ
プ
な
ど
、
塩
ビ
床
材
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
あ
る
。

﹁
ス
ト
ー
ン
エ
イ
ジ
﹂
は
石
の
イ
メ
ー
ジ
を
再
現
し
た
塩
ビ
タ
イ
ル
で
、
原
石
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
し
た
七
柄
・
二
六
色

が
あ
っ
た
。

﹁
ウ
ッ
ド
エ
イ
ジ
﹂
は
木
質
の
良
さ
を
表
現
し
た
も
の
。
施
工
上
の
観
点
か
ら
新
し
く
ス
ク
ウ
ェ
ア
︵
四
角
︶
タ
イ
プ
も

加
え
た
。

●
個
性
派
の
壁
紙
「
エ
ア
ー
ド
」「
ふ
り
ま
き
」

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
製
品
の
な
か
で
量
産
タ
イ
プ
と
い
え
ば
ビ
ニ
ル
壁
紙
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
︵
平
成
一
二
︶
前
後
に
な
る

と
三
〇
〇
万
メ
ー
ト
ル
を
突
破
、
さ
ら
に
住
宅
着
工
件
数
が
上
向
き
に
転
じ
る
二
〇
〇
五
年
︵
平
成
一
七
︶
以
降
は
三
八

〇
万
メ
ー
ト
ル
に
達
し
て
い
る
。
そ
の
後
も
三
三
〇
万
メ
ー
ト
ル
を
下
ら
ず
、
滋
賀
工
場
総
生
産
高
の
お
よ
そ
五
〇
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　

そ
う
い
う
壁
紙
の
量
的
伸
張
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
ひ
と
え
に
個
性
あ
る
製
品
の
投
入
で
あ
る
。
ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
ビ
ニ

ル
壁
紙
の
業
界
に
参
入
し
て
以
来
、
た
と
え
ば
高
発
泡
壁
紙
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ス
ク
リ
ー
ン
タ
イ
プ
な
ど
、
新
し
い
感
覚
の

製
品
を
提
供
し
つ
づ
け
て
き
た
。

　

こ
の
期
に
も
﹁
エ
ア
ー
ド
﹂︵
一
九
八
四
年
︶、﹁
ふ
り
ま
き
﹂︵
一
九
九
〇
年
︶
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
タ
イ
プ
を
開
発
し
、

市
場
に
投
入
し
て
い
る
。

﹁
エ
ア
ー
ド
﹂
は
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
に
よ
る
壁
紙
で
、
吸
音
機
能
に
す
ぐ
れ
た
効
果
を
発
揮
す
る
。﹁
ふ
り
ま
き
﹂
は
独

自
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
に
よ
っ
て
仕
上
げ
た
デ
ザ
イ
ン
性
ゆ
た
か
な
壁
紙
で
あ
る
。
と
も
に
他
社
に
類
を
み
な
い
壁
紙

で
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
な
ら
で
は
の
複
合
技
術
が
活
き
て
い
る
。

　

機
能
性
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
こ
の
こ
ろ
で
、
汚
れ
防
止
、
防
カ
ビ
、
防
臭
な
ど
の
機
能
性
壁
紙
も
あ

い
つ
い
で
開
発
し
た
。
同
じ
時
期
に
登
場
す
る
オ
レ
フ
ィ
ン
壁
紙
、
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
壁
紙
な
ど
も
、
ブ
ー
ム
の
火
つ
け

役
に
な
っ
て
い
っ
た
。

ビルバートの見本帳デザイン性豊かな壁紙
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第
六
節  
新
し
い
キ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

●
光
触
媒
と
防
曇
フ
ィ
ル
ム

　

滋
賀
と
埼
玉
の
技
術
開
発
部
は
、
こ
の
時
期
、
抗
菌
、
脱
臭
、
消
臭
な
ど
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
関
連
、
脱
塩
ビ
の
代
替
材
の

開
発
の
ほ
か
、
光
触
媒
、
活
性
炭
繊
維
の
研
究
・
用
途
開
発
に
と
り
く
ん
で
い
る
。

　

光
触
媒
と
は
光
を
吸
収
し
て
も
自
身
は
変
化
し
な
い
で
、
他
の
物
質
の
化
学
反
応
を
う
な
が
す
働
き
を
も
つ
物
質
の
こ

と
を
い
う
。
光
触
媒
に
太
陽
や
蛍
光
灯
の
光
が
あ
た
る
と
酸
化
還
元
反
応
が
起
こ
る
。
そ
の
と
き
光
触
媒
の
表
面
に
汚
れ

な
ど
の
有
機
化
合
物
が
付
着
し
て
い
る
と
、
酸
化
還
元
作
用
に
よ
っ
て
炭
素
と
水
素
が
う
ば
わ
れ
て
分
解
し
て
し
ま
う
。

そ
の
分
解
機
能
で
防
汚
、
抗
菌
、
脱
臭
な
ど
の
効
果
が
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
蓄
水
性
物
質
の
シ
リ
コ
ン
系
材
料
を
く
み
あ

わ
せ
る
と
、
水
を
は
じ
か
ず
に
付
着
し
た
よ
ご
れ
を
自
然
に
流
れ
落
と
す
親
水
性
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
。

　

光
触
媒
を
キ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
し
て
製
品
化
し
た
の
が
﹁
ハ
イ
ド
ロ
テ
ク
ト
フ
ィ
ル
ム
﹂
で
あ
る
。
一
九
九
八
年

︵
平
成
一
〇
︶、
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
と
の
共
同
開
発
に
よ
っ
て
う
ま
れ
た
。
自
動
車
の
サ
イ
ド
ミ
ラ
ー
に
貼
る
防
曇
フ
ィ
ル
ム
に
用

い
ら
れ
、
水
滴
が
つ
か
ず
曇
ら
な
い
、
ほ
こ
り
や
よ
ご
れ
を
水
で
か
ん
た
ん
に
洗
い
落
と
す
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
す
ぐ

れ
た
効
果
が
あ
る
。

　

光
触
媒
に
よ
る
超
親
水
性
技
術
に
は
、
光
触
媒
に
酸
化
チ
タ
ン
を
使
用
し
て
い
る
。
さ
ら
に
親
水
性
効
果
を
持
続
さ
せ

る
た
め
に
、
酸
化
チ
タ
ン
に
シ
リ
コ
ン
系
蓄
水
性
の
物
質
を
添
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
た
と
え
日
光
が
あ
た
ら
な
く
て

も
、
効
能
を
長
く
持
続
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

　

フ
ィ
ル
ム
に
日
光
が
あ
た
る
と
、
表
面
の
水
を
は
じ
く
分
子
は
分
解
さ
れ
、
い
わ
ば
被
膜
を
は
ぎ
と
っ
た
状
態
に
な
る
。

そ
し
て
空
気
中
の
水
蒸
気
を
と
り
こ
ん
で
、
水
に
な
じ
み
や
す
い
被
膜
を
つ
く
る
。
だ
か
ら
ほ
こ
り
や
よ
ご
れ
な
ど
も
自

然
に
落
ち
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
フ
ィ
ル
ム
を
貼
っ
て
お
く
だ
け
で
、
雨
が
汚
れ
を
落
と
し
て
く
れ
、
濡
れ
る
ほ
ど
に
視
界

が
く
っ
き
り
と
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

フ
ィ
ル
ム
は
四
層
か
ら
な
っ
て
い
る
。
ベ
ー
ス
フ
ィ
ル
ム
層
、
ベ
ー
ス
フ
ィ
ル
ム
層
と
の
密
着
性
を
た
か
め
る
た
め
の

プ
ラ
イ
マ
ー
層
、
劣
化
防
止
の
中
間
層
、
そ
し
て
超
親
水
性
を
も
た
ら
す
光
触
媒
層
で
あ
る
。﹁
ハ
イ
ド
ロ
テ
ク
ト
フ
ィ

ル
ム
﹂
は
光
触
媒
技
術
と
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
Ｆ
Ｆ
Ｃ
技
術
︵
高
機
能
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
︶
に
よ
っ
て
う
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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●
活
性
炭
を
繊
維
シ
ー
ト
に
し
て
用
途
開
発

　

ヤ
シ
ガ
ラ
活
性
炭
に
代
表
さ
れ
る
粒
状
の
活
性
炭
を
繊
維
シ
ー
ト
に
す
る
と
り
く
み
も
、
抗
菌
、
脱
臭
、
消
臭
な
ど
の

ア
メ
ニ
テ
ィ
関
連
の
開
発
の
前
途
を
ひ
ら
い
た
。

　

活
性
炭
は
粒
状
の
固
体
で
あ
る
た
め
用
途
も
限
定
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
な
ん
と
か
シ
ー
ト
状
に
な
ら
な
い
か
。
シ

ー
ト
状
に
す
れ
ば
つ
か
い
や
す
く
、
ガ
ス
成
分
の
吸
着
性
能
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
。
フ
ェ
ノ
ー
ル
繊
維
を
使
っ
た
活

性
炭
繊
維
︵A

ctivated Carbon Fiber

＝
Ａ
Ｃ
Ｆ
︶
の
開
発
は
そ
う
い
う
発
想
か
ら
出
発
し
た
。

　

炭
素
含
有
率
の
高
い
フ
ェ
ノ
ー
ル
樹
脂
を
繊
維
に
し
て
、
歴
史
あ
る
不
織
布
の
生
産
技
術
で
繊
維
シ
ー
ト
状
に
す
る
。

開
発
の
と
り
く
み
は
埼
玉
工
場
の
不
織
布
工
場
で
は
じ
ま
り
、
問
題
点
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
解
決
し
な
が
ら
、
最
終
的
に

﹁
Ｐ
Ｆ
︱
６
号
機
﹂
で
、
フ
ェ
ノ
ー
ル
繊
維
に
よ
る
安
定
し
た
不
織
布
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　

フ
ェ
ノ
ー
ル
繊
維
を
炭
化
、
賦
活
化
す
る
加
工
装
置
︵
Ｅ
Ａ
︱
１
号
機
︶
は
一
九
九
八
年
︵
平
成
一
〇
︶
一
月
、
滋
賀

工
場
の
環
境
関
連
製
造
課
に
設
置
し
た
。
同
機
で
均
一
な
繊
維
シ
ー
ト
状
に
し
た
フ
ェ
ノ
ー
ル
繊
維
を
炭
化
処
理
、
さ
ら

に
高
温
の
熱
処
理
を
ほ
ど
こ
し
て
吸
着
活
性
を
つ
け
る
仕
組
に
な
っ
て
い
る
。
同
機
に
よ
っ
て
ダ
イ
ニ
ッ
ク
独
自
の
製
法

で
開
発
し
た
Ａ
Ｃ
Ｆ
は
、
比
表
面
積
が
お
お
き
く
、
臭
気
の
吸
着
が
速
く
、
シ
ー
ト
状
の
た
め
加
工
が
容
易
、
通
気
性
が

あ
る
な
ど
、
従
来
の
活
性
炭
に
は
な
い
性
能
を
も
つ
も
の
と
な
っ
た
。

　

大
阪
の
商
品
企
画
部
で
は
、
最
初
に
空
気
清
浄
機
を
ね
ら
い
に
し
て
用
途
開
発
に
着
手
し
、
一
九
九
八
年
︵
平
成
一

〇
︶
の
秋
、
大
手
家
電
メ
ー
カ
ー
の
空
気
清
浄
機
の
フ
ィ
ル
タ
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
Ａ
Ｃ
Ｆ
は
粒
状
の
活
性

炭
に
く
ら
べ
て
初
期
吸
着
が
非
常
に
速
く
脱
臭
機
能
に
す
ぐ
れ
て
い
る
。
従
来
は
空
気
を
何
度
か
循
環
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
臭
気
の
分
子
を
吸
着
し
て
ゆ
く
仕
組
だ
っ
た
か
ら
時
間
が
か
か
っ
た
が
、
Ａ
Ｃ
Ｆ
の
場
合
は
一
度
通
過
す
る
だ
け
で

大
半
を
吸
着
し
て
し
ま
う
。
活
性
炭
繊
維
の
登
場
は
高
性
能
フ
ィ
ル
タ
の
製
品
化
を
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

　

Ａ
Ｃ
Ｆ
は
新
し
い
機
能
素
材
と
し
て
、
空
気
だ
け
で
な
く
水
、
溶
剤
な
ど
を
対
象
と
す
る
液
体
フ
ィ
ル
タ
と
し
て
用
途

の
拡
大
に
つ
な
が
っ
た
。

　

光
触
媒
に
し
て
も
活
性
炭
繊
維
に
し
て
も
、
現
在
で
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
キ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
し
て
、
お
お
き
な
役
割

を
は
た
し
て
い
る
。
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第
七
節  
坂
部
三
司
の
社
長
就
任

●
創
立
七
〇
周
年
を
む
か
え
る

　

一
九
八
九
年
︵
平
成
元
︶
八
月
一
八
日
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
七
〇
回
目
の
創
立
記
念
日
を
む
か
え
た
。
一
九
一
九
年
︵
大

正
八
︶、
京
都
西
陣
の
一
隅
に
日
本
ク
ロ
ス
工
業
と
し
て
創
立
し
て
か
ら
ま
る
七
〇
年
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
と
社
名
を
あ
ら
た

め
て
か
ら
も
、
す
で
に
一
五
年
が
経
過
し
て
い
た
。

　

記
念
の
年
を
迎
え
た
三
月
期
決
算
︵
第
一
二
六
期
︶
で
は
、
実
質
的
に
創
立
以
来
の
好
業
績
を
記
録
に
と
ど
め
た
。
そ

の
日
を
む
か
え
る
ま
で
の
お
よ
そ
四
年
間
を
か
え
り
み
る
と
、
す
べ
て
は
ポ
ス
ト
七
〇
周
年
の
企
業
基
盤
づ
く
り
に
費
や

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
グ
ル
ー
プ
報
﹃
お
れ
ん
じ
﹄
特
別
号
で
社
長
・
坂
部
三
次
郎
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い

る
。　

過
去
数
年
の
あ
ゆ
み
を
振
り
返
る
と
、
す
べ
て
の
企
業
活
動
は
、
こ
の
日
の
た
め
に
的
を
し
ぼ
っ
た
も
の
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
八
五
年
の
Ｇ
５
に
よ
る
プ
ラ
ザ
合
意
以
来
、
急
激
な
円
高
が
つ
づ
き
、
日
本
経
済
は

一
時
的
に
大
混
乱
に
陥
っ
た
が
、
幸
い
ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
う
ま
く
の
り
き
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
れ
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・

グ
ル
ー
プ
が
一
丸
と
な
っ
て
積
極
的
に
経
営
施
策
を
実
行
し
て
き
た
か
ら
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
Ｇ
５
直
後
に

は
、
デ
フ
レ
ト
レ
ン
ド
を
想
定
し
て
、
不
活
性
在
庫
お
よ
び
遊
休
設
備
を
一
掃
し
た
。
さ
ら
に
は
デ
フ
レ
の
長
期
化

に
対
応
す
る
た
め
組
織
の
簡
素
化
を
め
ざ
し
た
。
新
製
品
の
開
発
に
も
力
を
傾
注
し
て
き
た
。
ラ
イ
ン
化
の
徹
底
も
、

こ
の
数
年
間
の
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
長
年
の
課
題
で
あ
る
自
己
資
本
比
率
の
向
上
も
初
期
の
目
標
を
達
成
し

た
。
創
立
七
〇
周
年
、
と
り
あ
え
ず
は
企
業
体
質
の
強
化
に
、
か
な
り
の
実
効
を
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら

に
満
足
度
レ
ベ
ル
を
高
く
掲
げ
、
新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
た
い
。

　

創
立
七
〇
周
年
の
記
念
行
事
は
、
一
九
八
九
年
︵
平
成
元
︶
秋
か
ら
順
次
に
実
施
し
た
。
そ
の
内
容
は
関
係
先
へ
の
謝

意
を
表
す
る
意
味
か
ら
の
顧
客
、
株
主
、
地
域
社
会
へ
の
還
元
、
さ
ら
に
は
従
業
員
へ
の
還
元
で
あ
っ
た
。
記
念
配
当
は

翌
一
九
九
〇
年
︵
平
成
二
︶
三
月
期
決
算
の
と
き
に
お
こ
な
わ
れ
、
通
常
配
当
に
一
円
を
付
加
し
た
。
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記
念
行
事
の
メ
イ
ン
は
同
年
一
一
月
の
記
念
講
演
会
で
あ
っ
た
。﹁
二
一
世
紀
の
ト
レ
ン
ド
を
探
る
﹂
を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
と
す
る
記
念
講
演
会
の
講
師
は
矢
野
暢
氏
︵
京
都
大
学
教
授
︶、
渡
部
昇
一
氏
︵
上
智
大
学
教
授
︶、
田
原
総
一
朗
氏

︵
評
論
家
︶、
浜
野
安
宏
氏
︵
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
︶、
緒
方
彰
氏
︵
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
︶
と
、
そ
れ
ぞ
れ

各
界
の
有
識
者
に
依
頼
し
た
。

　

記
念
講
演
会
は
同
年
一
一
月
六
日
の
大
阪
か
ら
ス
タ
ー
ト
、
京
都
、
東
京
の
三
都
市
で
開
催
し
、
参
席
者
は
二
〇
〇
〇

人
に
の
ぼ
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
記
念
事
業
と
し
て
は
、
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
の
制
作
、﹃
ダ
イ
ニ
ッ
ク
70
年
史
﹄
の
刊
行
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
は
﹁
も
う
ひ
と
つ
の
ダ
イ
ニ
ッ
ク
へ
︱
二
一
世
紀
の
文
化
と
生
活
を
拓
く
﹂
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
一
九

八
九
年
︵
平
成
元
︶
八
月
に
完
成
し
て
い
る
。
創
立
記
念
日
に
は
全
社
の
事
業
所
で
放
映
し
た
。　
　

●
坂
部
三
次
郎
は
会
長 

坂
部
三
司
は
社
長
に

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
代
表
権
者
で
あ
る
社
長
は
一
九
六
二
年
︵
昭
和
三
七
︶
六
月
か
ら
坂
部
三
次
郎
が
そ
の
任
に
あ
た
っ
て

き
た
が
、
一
九
九
〇
年
︵
平
成
二
︶
六
月
一
日
付
で
、
社
長
の
坂
部
三
次
郎
は
会
長
に
、
副
社
長
の
坂
部
三
司
が
社
長
に

そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
た
。
社
長
の
交
代
は
二
八
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

新
社
長
の
坂
部
三
司
は
一
九
五
〇
年
︵
昭
和
二
五
︶
六
月
、
埼
玉
県
狭
山
市
で
出
生
。
一
九
七
四
年
︵
昭
和
四
九
︶
三

月
、
東
京
理
科
大
学
工
学
部
経
営
工
学
科
を
卒
業
。
同
年
四
月
に
日
本
ク
ロ
ス
工
業
に
入
社
す
る
と
同
時
に
伊
藤
忠
商
事

へ
出
向
。
二
年
後
の
一
九
七
六
年
︵
昭
和
五
一
︶
五
月
、
出
向
か
ら
復
帰
し
て
営
業
部
門
︵
ク
ロ
ス
販
売
部
︶
配
属
と
な

る
。
一
九
七
九
年
︵
昭
和
五
四
︶
に
、
関
連
会
社
の
ニ
ッ
ク
フ
レ
ー
ト
へ
出
向
し
た
が
、
四
年
後
の
一
九
八
三
年
︵
昭
和

五
八
︶
復
帰
し
て
、
営
業
本
部
︵
本
部
長
付
︶
配
属
と
な
る
。
一
九
八
四
年
︵
昭
和
五
九
︶
七
月
に
取
締
役
と
な
り
、
一

九
八
六
年
︵
昭
和
六
一
︶
七
月
常
務
、
一
九
八
七
年
︵
昭
和
六
二
︶
七
月
専
務
へ
と
累
進
、
一
九
八
八
年
︵
昭
和
六
三
︶

七
月
か
ら
副
社
長
に
つ
い
て
い
た
。
社
長
就
任
は
そ
れ
か
ら
二
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

社
長
交
代
の
ね
ら
い
は
グ
ル
ー
プ
を
視
野
に
お
い
て
の
経
営
強
化
と
若
返
り
に
あ
っ
た
。
新
社
長
の
坂
部
三
司
は
ダ
イ

ニ
ッ
ク
の
経
営
に
あ
た
り
、
会
長
に
つ
い
た
坂
部
三
次
郎
は
グ
ル
ー
プ
全
体
の
経
営
と
財
務
、
上
部
人
事
を
み
て
ゆ
く
こ

と
に
な
っ
た
。
一
九
九
〇
年
︵
平
成
二
︶
六
月
二
八
日
付
の
役
員
異
動
で
発
足
し
た
新
し
い
経
営
陣
は
次
の
と
お
り
で
あ

っ
た
。

坂部三司
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代
表
取
締
役
会
長
＝
坂
部
三
次
郎
、
代
表
取
役
社
長
＝
坂
部
三
司
、
専
務
取
締
役
＝
服
部
欣
二
・
瀬
尾
孝
・
佐
藤
暢
秀
、

常
務
取
締
役
＝
有
川
嘉
邦
・
細
田
敏
夫
・
粕
谷
宇
三
郎
、
取
締
役
＝
倉
元
俊
一
・
藤
井
敏
男
・
甚
野
捷
・
村
田
光
徳
・

馬
場
常
夫
・
南
川
義
治
・
中
田
圭
二
、
監
査
役
＝
上
田
泰
三
・
新
井
彦
一
・
渡
部
甫

●
新
社
長 

坂
部
三
司
の
経
営
理
念

　

坂
部
三
司
は
一
九
九
三
年
︵
平
成
五
︶
八
月
一
八
日
付
で
﹁
当
社
の
あ
る
べ
き
姿
﹂
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
社
内
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
発
し
て
い
る
。

﹁
当
社
の
あ
る
べ
き
姿
﹂
は
創
立
七
四
年
の
記
念
日
に
、
従
来
の
﹁
創
立
記
念
日
に
あ
た
っ
て
﹂
と
い
う
社
長
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
代
え
て
発
せ
ら
れ
て
い
る
。
あ
え
て
創
立
記
念
日
に
従
業
員
に
宛
て
た
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
就
任
三
年
目
を
む
か
え

る
坂
部
三
司
が
初
め
て
文
章
の
か
た
ち
に
し
た
み
ず
か
ら
の
﹁
経
営
理
念
﹂
と
い
う
べ
き
内
容
で
あ
っ
た
。

　

内
容
は
﹁
事
業
領
域
お
よ
び
企
業
の
性
格
﹂
と
﹁
企
業
風
土
・
人
に
対
す
る
考
え
方
﹂
の
二
項
目
で
構
成
さ
れ
お
り
、

ダ
イ
ニ
ッ
ク
が
育
ん
だ
七
四
年
の
社
歴
を
ベ
ー
ス
に
、
将
来
を
み
す
え
、
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
﹁
あ
る
べ
き
姿
﹂
を
次
の

よ
う
に
提
示
し
て
い
る
。

﹁
当
社
独
自
の
基
礎
的
な
素
材
︵
紙
・
布
・
フ
ィ
ル
ム
な
ど
︶
に
機
能
を
付
与
す
る
技
術
力
を
生
か
し
、
生
活
の
様
々
な

シ
ー
ン
を
彩
り
、
演
出
す
る
こ
と
に
よ
り
カ
ス
ト
マ
ー
に
新
し
い
価
値
を
企
画
提
案
す
る
、
そ
ん
な
人
と
人
の
ふ
れ
あ
い

を
大
切
に
す
る
会
社
を
目
指
し
て
い
く
﹂

﹁
当
社
の
技
術
力
を
生
か
し
多
く
の
商
品
を
市
場
に
投
入
し
規
模
の
拡
大
を
は
か
っ
た
が
、
そ
の
全
て
が
業
界
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
取
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
今
後
は
高
い
シ
ェ
ア
商
品
に
ね
ら
い
を
絞
り
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
、
カ
ス
ト

マ
ー
イ
ン
に
徹
し
た
業
界
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
企
業
を
目
指
し
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
当
社
が
業
界
の
中
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を

確
保
で
き
る
事
業
に
資
源
を
集
め
、
お
客
様
が
自
ら
求
め
て
当
社
を
指
定
し
、
当
社
の
商
品
︵
情
報
︶
を
買
っ
て
く
れ
る

商
品
力
︵
情
報
力
︶
を
持
つ
﹂

﹁
当
社
の
持
つ
海
外
を
含
め
た
グ
ル
ー
プ
や
外
部
企
業
の
持
つ
資
源
を
、
積
極
的
に
活
用
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り

あ
げ
、
企
業
市
民
と
し
て
役
立
つ
企
業
を
目
指
し
て
ゆ
く
﹂

　

要
約
す
れ
ば
﹁
技
術
力
を
活
か
し
た
新
し
い
価
値
の
創
造
﹂﹁
一
点
集
中
に
よ
る
商
品
力
の
強
化
﹂﹁
グ
ル
ー
プ
を
ふ
く

め
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
﹂
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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●
年
商
二
〇
〇
〇
億
円
の
企
業
グ
ル
ー
プ
を
め
ざ
す

　

新
社
長
・
坂
部
三
司
の
念
頭
に
あ
っ
た
の
は
﹁
ダ
イ
ニ
ッ
ク
一
〇
〇
〇
億
円
、
グ
ル
ー
プ
二
〇
〇
〇
億
円
﹂
構
想
で
あ

る
。

　

グ
ル
ー
プ
全
体
で
年
商
二
〇
〇
〇
億
円
を
視
野
に
お
い
た
う
え
で
、
本
体
の
ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
一
〇
〇
〇
億
円
企
業
を
め

ざ
し
て
企
業
変
革
を
す
す
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

一
九
九
一
年
︵
平
成
三
︶
五
月
に
つ
く
っ
た
中
期
計
画
に
よ
る
と
、
創
立
七
五
周
年
に
あ
た
る
一
九
九
四
年
︵
平
成

六
︶
三
月
期
に
﹁
一
〇
〇
〇
億
円
企
業
﹂
を
実
現
す
る
と
か
か
げ
て
い
る
。

　

一
九
九
二
年
︵
平
成
四
︶
三
月
ま
で
の
初
年
度
は
、
い
わ
ゆ
る
準
備
期
と
し
て
、
体
質
改
善
を
な
し
と
げ
、
将
来
の
柱

と
な
る
開
発
テ
ー
マ
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。
次
年
度
の
一
九
九
三
年
︵
平
成
五
︶
三
月
ま
で
は
展
開
期
で
、
開
発
テ
ー

マ
を
稔
ら
せ
て
、
柱
と
な
る
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
確
立
す
る
。
三
年
目
に
あ
た
る
一
九
九
四
年
︵
平
成
六
︶
三
月
ま

で
は
飛
躍
期
と
し
て
、
売
上
・
利
益
の
飛
躍
的
な
向
上
に
む
す
び
つ
け
る
。
そ
し
て
最
終
に
一
九
九
五
年
︵
平
成
七
︶
三

月
ま
で
の
一
年
間
で
は
達
成
期
と
し
て
、
最
終
目
標
を
ク
リ
ア
す
る
。

　

坂
部
三
司
が
も
く
ろ
ん
だ
の
は
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
原
点
と
い
う
べ
き
﹁
開
発
﹂
を
中
心
に
お
い
た
改
革
で
あ
る
。

﹁
開
発
﹂
と
い
う
の
は
、
シ
ー
ズ
型
の
﹁
製
品
開
発
﹂
で
は
な
く
て
、
あ
く
ま
で
市
場
の
ト
レ
ン
ド
に
も
と
づ
い
た
﹁
商

品
開
発
﹂
で
あ
っ
た
。
開
発
に
つ
い
て
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
で
は
伝
統
的
に
﹁
キ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
﹂
を
重
視
し
て
き
た
が
、

坂
部
三
司
は
﹁
市
場
の
求
め
る
商
品
を
迅
速
に
開
発
す
る
こ
と
﹂
の
重
要
性
を
一
貫
し
て
主
張
し
て
い
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
グ
ル
ー
プ
の
再
構
築
で
あ
る
。
海
外
を
ふ
く
め
た
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く

り
あ
げ
、
情
報
や
経
営
資
源
を
積
極
的
に
活
用
し
た
企
業
活
動
を
展
開
す
る
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

　

市
場
と
い
う
も
の
に
軸
足
を
お
い
た
﹁
ト
レ
ン
ド
型
開
発
﹂
と
、
グ
ル
ー
プ
全
体
を
視
野
に
お
い
た
経
営
変
革
が
新
社

長
の
頭
の
な
か
で
両
輪
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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第
八
節  
生
産
拠
点
を
東
西
二
工
場
に
集
約
す
る

●
生
産
拠
点
の
再
整
備
に
着
手

　

埼
玉
県
深
谷
市
に
あ
る
ダ
イ
ニ
ッ
ク
深
谷
工
場
を
大
幅
に
拡
充
し
て
、
狭
山
市
に
あ
る
東
京
工
場
を
全
面
移
転
す
る
。

東
京
工
場
の
深
谷
へ
の
集
約
移
転
計
画
を
社
内
外
に
発
表
し
た
の
は
一
九
九
五
年
︵
平
成
七
︶
一
月
一
七
日
で
あ
っ
た
。

　

当
時
ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
国
内
三
工
場
の
ほ
か
、
国
内
、
海
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
、
国
内
の
外
注
企
業
と
数
多
く
の
生
産
拠

点
を
も
っ
て
い
た
。
し
か
し
バ
ブ
ル
の
崩
壊
、
デ
フ
レ
不
況
の
到
来
と
と
も
に
価
値
観
に
変
化
が
兆
し
て
き
た
。
さ
ら
に

製
造
コ
ス
ト
の
大
幅
な
低
減
、
物
流
の
合
理
化
、
品
質
保
証
、
Ｐ
Ｌ
問
題
な
ど
、
個
別
の
製
品
ご
と
の
課
題
に
こ
た
え
る

か
た
ち
で
生
産
活
動
を
み
な
お
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
き
た
。

　

メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
将
来
的
な
見
地
か
ら
、
ひ
ろ
い
視
野
で
生
産
活
動
を
と
ら
ま
え
、
市
場
の
実
態
と
製
品
の
関
係
を

よ
く
見
き
わ
め
、
た
と
え
ば
個
々
の
製
品
ご
と
に
﹁
ど
こ
で
つ
く
れ
ば
、
最
も
効
率
的
か
﹂
と
い
う
問
題
を
つ
き
つ
め
る
。

そ
う
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
へ
て
中
期
的
な
展
望
か
ら
生
産
拠
点
の
再
整
備
を
計
画
的
に
す
す
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

中
期
計
画
の
な
か
で
﹁
生
産
拠
点
の
再
整
備
﹂
は
三
段
階
に
わ
け
て
規
定
し
て
い
る
。
第
一
次
は
国
内
二
工
場
制
の
実

施
。
第
二
次
は
国
内
生
産
品
の
海
外
シ
フ
ト
と
海
外
グ
ル
ー
プ
会
社
の
戦
略
的
展
開
。
第
三
次
は
国
内
工
場
の
再
整
備
と

空
洞
化
へ
の
対
応
、
さ
ら
に
は
国
内
グ
ル
ー
プ
全
体
の
生
産
体
制
の
み
な
お
し
、
で
あ
っ
た
。

　

東
京
工
場
の
集
約
・
移
転
は
第
一
ス
テ
ッ
プ
で
あ
っ
た
。
関
西
︵
滋
賀
︶・
関
東
︵
埼
玉
︶
の
二
工
場
制
に
決
定
し
た

の
は
、
海
外
を
ふ
く
め
た
グ
ル
ー
プ
の
中
・
長
期
的
な
構
想
か
ら
み
て
、
滋
賀
、
埼
玉
の
両
工
場
で
対
応
で
き
る
と
判
断

し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

滋
賀
と
埼
玉
の
両
工
場
な
ら
ば
、
将
来
の
拡
張
も
み
こ
め
る
う
え
、
経
営
資
源
︵
土
地
・
建
物
・
人
︶
も
最
大
限
に
活

用
で
き
る
。
生
産
の
合
理
化
は
も
と
よ
り
、
情
報
の
集
約
、
技
術
力
の
集
中
・
強
化
に
よ
っ
て
、
新
製
品
の
開
発
に
も
お

お
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
。
東
西
二
工
場
制
の
ね
ら
い
は
そ
こ
に
あ
っ
た
。

　

東
京
工
場
は
も
と
も
と
収
益
性
の
高
い
工
場
だ
っ
た
が
、
や
が
て
競
争
力
も
低
下
し
て
収
益
性
が
悪
化
す
る
の
が
眼
に

み
え
て
い
る
。
新
製
品
の
開
発
、
生
産
能
力
の
拡
大
、
生
産
性
の
向
上
を
め
ざ
す
に
は
設
備
の
新
設
、
増
設
、
ラ
イ
ン
の

合
理
化
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
工
場
敷
地
に
余
裕
の
あ
る
深
谷
工
場
に
移
転
し
て
﹁
近
代
化
・
新
鋭
化
﹂
を
め
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ざ
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

●
深
谷
工
場
を
拡
充
し
て
東
京
工
場
を
全
面
移
転
す
る

　

一
九
九
四
年
︵
平
成
六
︶
一
二
月
の
常
務
会
で
採
択
し
た
東
京
工
場
の
集
約
移
転
計
画
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

　

深
谷
工
場
に
新
し
く
延
べ
面
積
に
し
て
一
万
九
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
工
場
を
増
設
し
て
、
総
延
べ
面
積
五
万
五
〇

〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
工
場
施
設
と
す
る
。
総
工
費
四
〇
〇
億
円
を
か
け
て
生
産
設
備
も
一
新
、
生
産
能
力
三
〇
パ
ー
セ

ン
ト
、
生
産
性
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
向
上
を
め
ざ
す
。

　

た
だ
ち
に
常
務
会
の
も
と
に
移
転
推
進
会
議
を
設
置
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
責
任
者
で
あ
る
委
員
長
に
は
専
務
の

細
田
敏
夫
、
移
転
推
進
室
長
に
は
取
締
役
の
石
田
捨
雄
が
就
任
し
た
。
推
進
会
議
の
も
と
に
従
業
員
対
策
委
員
会
、
設
備

移
転
推
進
委
員
会
、
移
転
関
連
機
能
委
員
会
を
設
置
、
そ
れ
ぞ
れ
の
傘
下
に
い
く
つ
か
の
分
科
会
を
お
い
た
。

　

と
く
に
配
慮
を
要
し
た
の
は
狭
山
か
ら
深
谷
に
移
る
従
業
員
の
問
題
だ
っ
た
。
東
京
工
場
の
深
谷
へ
の
集
約
移
転
は
、

単
な
る
移
転
で
は
な
く
、
新
鋭
設
備
に
よ
っ
て
、
質
量
と
も
に
生
産
性
を
あ
げ
る
と
こ
ろ
に
ね
ら
い
が
あ
っ
た
。
移
転
に

と
も
な
う
人
員
増
加
は
念
頭
に
な
く
、
あ
く
ま
で
現
有
の
人
員
で
や
り
き
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
た
。

　

東
京
工
場
の
従
業
員
は
も
と
も
と
地
元
の
住
民
が
多
か
っ
た
。
お
よ
そ
三
分
の
二
は
狭
山
市
に
居
住
し
て
お
り
、
残
り

三
分
の
一
も
川
越
、
所
沢
、
飯
能
な
ど
か
ら
通
勤
し
て
い
た
。
狭
山
か
ら
深
谷
へ
の
通
勤
問
題
か
ら
ま
ず
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

会
社
の
方
針
と
し
て
か
か
げ
た
の
は
﹁
全
員
こ
ぞ
っ
て
の
移
転
﹂
だ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
対
外
発
表
と
同
時
に
、
社
長
の

坂
部
三
司
は
東
京
工
場
の
従
業
員
の
家
族
に
対
し
て
、﹁
こ
の
移
転
は
従
業
員
の
皆
さ
ん
方
の
生
活
基
盤
に
関
す
る
重
大

な
決
定
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
方
の
ご
意
見
を
十
分
に
採
り
入
れ
、
全
員
が
移
転
で
き
る
よ
う
な
方
法
を
採
り
た
い
と
思

い
ま
す
﹂
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
て
い
る
。

　

工
場
移
転
に
つ
い
て
の
労
使
間
の
基
本
協
定
は
一
九
九
五
年
︵
平
成
七
︶
二
月
一
七
日
に
締
結
、
た
だ
ち
に
移
転
条
件

の
協
議
を
か
さ
ね
た
。
住
宅
、
通
勤
問
題
、
福
利
厚
生
⋮
⋮
な
ど
、
移
転
対
策
労
使
委
員
会
の
な
か
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課

題
ご
と
に
時
間
を
か
け
て
対
策
を
検
討
、
東
京
工
場
か
ら
移
転
す
る
全
員
が
、
新
し
い
工
場
で
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
体

制
を
と
と
の
え
た
の
で
あ
る
。

移転直前の東京工場
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●
新
生
・
埼
玉
工
場
の
ス
タ
ー
ト

　

深
谷
工
場
の
敷
地
に
新
し
く
建
設
す
る
工
場
棟
は
二
棟
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
第
二
工
場
と
第
五
工
場
と
し
て
誕
生
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
建
設
面
積
は
第
二
工
場
が
六
七
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
、
第
五
工
場
が
七
九
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

で
あ
る
。

　

第
二
工
場
は
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
と
印
刷
フ
ィ
ル
ム
︵
Ｆ
Ｆ
Ｃ
︶
の
製
造
工
場
、
第
五
工
場
は
紙
ク
ロ
ス
の
製
造
工
場
で
、

最
新
鋭
の
工
場
に
ふ
さ
わ
し
い
作
業
環
境
と
な
る
よ
う
設
計
に
も
工
夫
が
な
さ
れ
た
。
基
本
設
計
が
完
了
し
た
一
九
九
五

年
︵
平
成
七
︶
三
月
、
工
場
棟
の
建
設
を
鹿
島
建
設
と
五
洋
建
設
に
依
頼
し
て
い
る
。

　

工
場
棟
の
建
設
は
一
九
九
五
年
︵
平
成
七
︶
五
月
一
九
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
同
日
、
深
谷
工
場
の
敷
地
内
で
起
工

式
を
と
り
お
こ
な
い
、
建
設
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
あ
る
。

　

六
月
か
ら
の
第
五
工
場
の
建
設
は
順
調
で
、
翌
一
九
九
六
年
︵
平
成
八
︶
一
月
下
旬
に
建
築
・
消
防
検
査
に
合
格
、
一

月
末
に
は
カ
ッ
タ
ー
、
含
浸
機
、
油
性
塗
装
機
、
二
月
に
は
水
性
塗
装
機
、
四
色
グ
ラ
ビ
ア
印
刷
機
な
ど
の
設
置
を
完
了

し
た
。

　

一
九
九
五
年
︵
平
成
七
︶
八
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
二
工
場
の
建
設
も
き
わ
め
て
順
調
だ
っ
た
。
翌
一
九
九
六
年

︵
平
成
八
︶
一
月
末
に
は
建
屋
が
ほ
ぼ
完
成
し
た
。
付
帯
設
備
の
工
事
も
計
画
ど
お
り
で
、
特
高
・
変
電
設
備
は
一
九
九

五
年
︵
平
成
七
︶
の
末
に
完
成
、
ボ
イ
ラ
ー
、
排
水
設
備
も
一
九
九
六
年
︵
平
成
八
︶
一
月
末
に
完
成
し
た
。

　

新
し
い
二
つ
の
工
場
棟
に
移
転
し
て
く
る
旧
東
京
工
場
を
ふ
く
め
、
工
場
の
総
体
を
﹁
埼
玉
工
場
﹂
と
よ
ぶ
こ
と
に
決

ま
り
、
三
月
六
日
に
は
火
入
れ
式
を
と
り
お
こ
な
っ
た
。

　

第
五
工
場
は
一
九
九
六
年
︵
平
成
八
︶
三
月
末
に
新
設
機
の
試
運
転
を
完
了
し
た
。
同
工
場
の
一
部
稼
動
と
あ
わ
せ
て

四
月
一
日
付
で
﹁
深
谷
工
場
﹂
の
名
称
を
﹁
埼
玉
工
場
﹂
に
変
更
し
、
組
織
の
う
え
で
一
歩
先
ん
じ
て
新
工
場
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　

埼
玉
工
場
長
に
は
移
転
推
進
室
長
の
石
田
捨
雄
が
就
任
、
当
時
の
従
業
員
は
約
四
五
〇
人
︵
契
約
社
員
約
一
五
〇
人
を

ふ
く
む
︶
で
あ
っ
た
。

　

一
九
九
六
年
︵
平
成
八
︶
四
月
に
な
る
と
東
京
工
場
か
ら
第
五
工
場
へ
の
設
備
の
移
設
が
は
じ
ま
り
、
六
月
に
は
据
え

つ
け
作
業
も
ほ
ぼ
終
わ
っ
た
。
第
二
工
場
で
も
四
月
か
ら
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
設
備
移
設
に
と
り
か
か
り
、
六
月
末
に
完
了

し
た
。
印
刷
フ
ィ
ル
ム
︵
Ｆ
Ｆ
Ｃ
︶
も
予
定
ど
お
り
八
月
末
か
ら
移
設
作
業
を
開
始
、
一
〇
月
二
三
日
に
東
京
工
場
の
設

備
移
転
が
す
べ
て
完
了
し
た
。

新生・埼玉工場（深谷）
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●
最
新
鋭
の
ク
リ
ー
ン
な
工
場

　

新
し
く
建
設
し
た
第
二
、
第
五
の
両
工
場
は
ク
リ
ー
ン
な
工
場
と
し
て
完
成
し
て
い
る
。
第
二
工
場
は
天
井
を
つ
け
て

空
調
を
完
備
し
、
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
化
を
実
現
し
た
。
第
五
工
場
で
も
仕
上
工
程
に
は
天
井
を
つ
け
た
。
埃
や
虫
の
侵
入

を
防
止
す
る
た
め
に
、
出
入
口
は
二
重
構
造
に
し
て
窓
も
完
全
密
閉
式
に
し
た
。
作
業
環
境
ご
と
に
﹁
ス
ポ
ッ
ト
・
ク
ー

ラ
ー
﹂
を
設
置
し
、
快
適
な
作
業
環
境
を
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

　

Ｆ
Ａ
︵
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
︶
化
、
ラ
イ
ン
化
も
売
り
物
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
工
場
の
床
の
下
に
磁

気
を
埋
め
、
こ
れ
に
よ
っ
て
無
人
車
が
工
場
内
を
走
り
、
原
料
や
資
材
を
自
動
的
に
搬
送
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
フ

ォ
ー
ク
リ
フ
ト
で
搬
入
、
搬
出
す
る
風
景
は
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
さ
ら
に
塗
料
工
程
と
メ
イ
ン
の
生
産
機
が
ワ
ン
セ
ッ

ト
に
な
っ
て
、
レ
イ
ア
ウ
ト
も
す
っ
き
り
し
た
。
生
産
工
程
に
は
端
末
機
や
計
測
器
が
設
置
さ
れ
、
自
動
化
、
計
測
化
が

い
ち
だ
ん
と
す
す
ん
だ
。

　

省
エ
ネ
対
策
に
も
工
夫
を
こ
ら
し
た
。
新
工
場
で
は
大
型
の
水
管
ボ
イ
ラ
ー
に
か
え
て
、
小
型
の
貫
流
ボ
イ
ラ
ー
六
台

を
設
置
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
合
理
的
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
排
水
処
理
に
も
工
夫
を
こ
ら

し
、
生
産
排
水
と
一
般
排
水
を
わ
け
て
処
理
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
従
来
三
〇
〇
ト
ン
あ
っ
た
排
水
が
二
〇
〇
ト
ン
に

減
少
し
て
、
資
源
の
節
約
・
経
費
の
削
減
を
実
現
し
た
。

　

工
場
の
外
観
も
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
く
﹁
あ
か
る
い
工
場
﹂
に
な
っ
た
。
従
来
の
深
谷
工
場
に
あ
わ
せ
て
工
場
内
の
カ
ラ

ー
を
統
一
し
、
屋
根
は
ブ
ル
ー
、
機
械
設
備
は
モ
ス
グ
リ
ー
ン
、
配
管
類
は
ブ
ル
ー
、
電
気
系
統
は
ブ
ラ
ウ
ン
、
壁
面
は

ベ
ー
ジ
ュ
、
床
は
グ
リ
ー
ン
と
し
た
。
工
場
内
の
照
明
も
ふ
や
し
、
さ
ら
に
屋
根
か
ら
自
然
光
を
と
り
い
れ
る
﹁
ト
ッ
プ

ラ
イ
ト
﹂
方
式
を
採
用
し
た
。
二
か
所
か
ら
太
陽
光
が
は
い
る
た
め
工
場
内
は
き
わ
め
て
あ
か
る
く
な
っ
た
。

　

移
転
が
す
べ
て
終
了
し
て
本
格
稼
動
に
は
い
っ
た
一
九
九
六
年
︵
平
成
八
︶
一
一
月
一
日
、
埼
玉
工
場
の
見
学
会
を
か

ね
て
竣
工
披
露
式
を
開
催
し
た
。
午
後
一
時
半
か
ら
の
工
場
見
学
会
に
は
、
全
国
の
代
理
店
や
ユ
ー
ザ
ー
を
は
じ
め
と
す

る
顧
客
、
仕
入
先
を
中
心
に
し
た
多
数
の
見
学
者
を
む
か
え
、
装
い
を
新
た
に
し
た
埼
玉
工
場
の
生
産
施
設
と
製
品
展
示

場
に
案
内
し
た
。

　

第
二
工
場
と
第
五
工
場
を
加
え
て
五
つ
の
生
産
セ
ン
タ
ー
を
も
つ
埼
玉
工
場
の
総
敷
地
面
積
は
一
〇
万
八
二
八
九
平
方

メ
ー
ト
ル
、
建
築
面
積
五
万
四
〇
五
八
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
第
一
工
場
は
ビ
ニ
ル
製
品
。
第
二
工
場
は
イ
ン
ク
リ
ボ

ン
、
精
密
フ
ィ
ル
ム
・
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
素
材
﹁
Ｆ
Ｆ
Ｃ
﹂。
第
三
工
場
が
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
。
第
四
工
場

埼玉工場竣工披露式
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が
不
織
布
製
品
。
第
五
工
場
は
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
の
生
産
工
場
と
い
う
構
成
と
な
っ
た
。

　

工
場
内
に
は
技
術
開
発
の
中
心
的
な
役
割
を
は
た
す
技
術
セ
ン
タ
ー
も
す
で
に
完
工
し
て
い
て
、
開
発
指
向
の
未
来
型

の
工
場
と
し
て
の
体
制
が
と
と
の
っ
て
い
た
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
不
織
布
、
染
色
な
ど
の
固
有
技
術
に
、
含
浸
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
、
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
、

エ
ン
ボ
ス
、
プ
リ
ン
ト
、
抗
菌
加
工
な
ど
多
彩
な
技
術
を
も
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
旧
深
谷
工
場
の
ラ
ミ
ネ
ー
ト
技
術
と

旧
東
京
工
場
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
の
ド
ッ
キ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
製
品
を
生
産
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

見
学
会
で
は
そ
う
い
う
未
来
志
向
の
工
場
の
姿
を
披
露
し
た
の
で
あ
る
。

●
設
備
の
増
強
で
自
動
化
を
促
進
…
…
滋
賀
工
場

　

滋
賀
工
場
で
は
こ
の
期
、
Ｆ
Ａ
化
、
合
理
化
を
目
的
に
し
て
設
備
増
強
を
す
す
め
た
。

　

一
九
八
九
年
︵
平
成
元
︶
一
〇
月
、
Ｓ
Ｃ
事
業
部
の
﹁
ニ
ッ
ク
セ
ブ
ン
﹂
の
新
設
機
﹁
Ｎ
Ｃ
︱
１
号
機
﹂
が
稼
動
し
て

い
る
。
Ｆ
Ａ
化
に
よ
る
無
人
化
を
も
く
ろ
む
新
設
機
の
導
入
で
あ
っ
た
。
同
事
業
部
は
さ
ら
に
一
九
九
〇
年
︵
平
成
二
︶

一
月
に
、
広
幅
ス
リ
ッ
タ
ー
﹁
Ｒ
︱
１
号
機
﹂
を
導
入
し
て
い
る
。

　

一
九
九
〇
年
︵
平
成
二
︶
に
な
る
と
ビ
ニ
ル
壁
紙
の
設
備
増
強
が
活
発
化
し
た
。
同
年
三
月
に
新
鋭
機
﹁
Ｖ
Ｃ
︱
７
号

機
﹂
と
造
粒
設
備
を
設
置
し
た
。
同
機
は
六
連
式
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ス
ク
リ
ー
ン
印
刷
機
と
発
泡
機
で
構
成
、
多
色
柄
の
製

造
で
も
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
即
時
に
段
取
り
替
え
が
で
き
る
と
い
う
高
性
能
・
高
速
生
産
設
備
で
あ
る
。
さ
ら
に
一
九
九
一

年
︵
平
成
三
︶
一
一
月
に
は
壁
紙
仕
上
工
程
の
自
動
包
装
ラ
イ
ン
を
導
入
し
た
。

　

一
九
九
六
年
︵
平
成
八
︶
二
月
に
は
﹁
Ｖ
Ｃ
︱
１
号
機
﹂
を
改
造
し
て
、
大
幅
に
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
実
現
す
る
と
と

も
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
包
装
機
を
併
設
し
た
。
改
造
に
よ
っ
て
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
柄
替
え
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
Ｖ
Ｃ
︱

１
は
壁
紙
製
造
機
の
な
か
で
も
屈
指
の
高
性
能
の
発
泡
エ
ン
ボ
ス
機
と
な
っ
た
。
翌
一
九
九
七
年
︵
平
成
九
︶
一
一
月
に

は
壁
紙
用
印
刷
機
﹁
Ｖ
Ｇ
︱
３
号
機
﹂
を
増
設
し
た
。
同
設
備
は
環
境
対
応
を
ね
ら
い
に
し
た
も
の
で
、
水
性
グ
ラ
ビ
ア

イ
ン
キ
に
よ
る
新
し
い
印
刷
機
で
あ
る
。

　

接
着
芯
地
の
設
備
増
強
も
一
九
八
九
年
︵
平
成
元
︶
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
同
年
に
水
溶
性
の
ペ
ー
ス
ト
を
ド
ッ
ト
状
に

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る
デ
ィ
ス
パ
ー
ジ
ョ
ン
加
工
の
技
術
を
確
立
、
翌
一
九
九
〇
年
︵
平
成
二
︶
に
は
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
染

色
加
工
機
を
導
入
し
た
。
三
月
に
は
ま
ず
精
練
装
置
﹁
Ｔ
Ｎ
︱
１
号
機
﹂、
染
色
機
﹁
Ｔ
Ｍ
︱
２
号
機
﹂、
高
速
テ
ン
タ
ー

﹁
Ｔ
Ｔ
︱
２
﹂
を
導
入
、
四
月
に
は
新
し
い
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
マ
シ
ン
﹁
ス
ト
ー
ク
﹂
が
稼
動
し
て
い
る
。
さ
ら
に
一
九
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九
二
年
︵
平
成
四
︶
に
は
﹁
Ｓ
Ｃ
︱
７
号
機
﹂
を
導
入
し
た
。
こ
れ
は
新
合
繊
、
新
世
代
ウ
ー
ル
に
対
応
す
る
接
着
芯
地

の
生
産
設
備
で
あ
っ
た
。

　

一
九
九
四
年
︵
平
成
六
︶
以
降
も
機
能
商
品
に
着
目
し
て
設
備
の
増
強
を
す
す
め
た
。
同
年
一
一
月
、
ダ
ブ
ル
ド
ッ
ト

の
接
着
芯
地
製
造
機
﹁
Ｓ
Ｃ
︱
８
号
機
﹂
と
風
合
い
柔
軟
機
﹁
Ｓ
Ｍ
︱
１
﹂
を
導
入
、
ダ
ブ
ル
ド
ッ
ト
の
紡
績
糸
タ
イ
プ

︵
Ｐ
Ｄ
Ｃ
シ
リ
ー
ズ
︶、
Ｄ
Ｃ
シ
リ
ー
ズ
を
開
発
し
た
。
さ
ら
に
一
九
九
六
年
︵
平
成
八
︶
に
は
風
合
い
を
セ
ー
ル
ス
ポ
イ

ン
ト
に
し
た
ダ
ブ
ル
ド
ッ
ト
複
合
糸
タ
イ
プ
芯
︵
Ｎ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
︶
を
開
発
し
た
。

　

ク
ロ
ス
製
造
課
で
は
一
九
九
六
年
︵
平
成
八
︶
八
月
、﹁
Ｃ
Ｋ
︱
１
号
機
﹂
を
設
置
し
た
。
同
機
は
加
湿
シ
ス
テ
ム
で
、

リ
バ
ー
ス
ロ
ー
ル
・
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
水
を
塗
工
す
る
も
の
で
、
水
管
理
の
レ
ベ
ル
を
大
幅
に
改
善
し
て
、
通
帳

用
ク
ロ
ス
、
教
科
書
ク
ロ
ス
の
品
質
向
上
に
寄
与
し
た
。

　

新
し
い
分
野
で
は
一
九
九
八
年
︵
平
成
一
〇
︶
一
月
、
環
境
関
連
製
造
課
に
﹁
Ｅ
Ａ
︱
１
号
機
﹂
を
新
設
し
た
。
こ
れ

は
活
性
炭
繊
維
の
製
造
機
で
、
フ
ェ
ノ
ー
ル
繊
維
を
炭
化
、
賦
活
化
さ
せ
る
装
置
で
あ
っ
た
。

　

滋
賀
工
場
で
検
査
・
包
装
工
程
の
一
元
化
の
検
討
を
す
す
め
て
い
た
が
、
一
九
九
〇
年
︵
平
成
二
︶
一
一
月
か
ら
、
桂

工
業
の
仕
上
部
門
を
吸
収
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
組
織
を
一
元
化
し
て
生
産
現
場
の
効
率
化
を
め
ざ
そ
う
と
い
う
の
で
あ

っ
た
。
か
く
し
て
桂
工
業
の
検
査
・
包
装
・
ス
リ
ッ
タ
ー
加
工
部
門
、
お
よ
び
管
理
部
門
を
ダ
イ
ニ
ッ
ク
に
編
入
し
た
。

●
高
機
能
化
め
ざ
し
て
新
し
い
設
備
を
導
入
…
…
埼
玉
工
場

　

埼
玉
工
場
へ
移
転
ま
え
の
東
京
工
場
で
は
、
Ｆ
Ｆ
Ｃ
、
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
両
部
門
で
設
備
増
強
に
向
か
っ
て
い
る
。
一

九
八
九
年
︵
平
成
元
︶
一
二
月
、
Ｆ
Ｆ
Ｃ
事
業
部
に
新
鋭
キ
ュ
ア
機
を
増
設
、
一
九
九
一
年
︵
平
成
三
︶
七
月
に
は
コ
ニ

カ
か
ら
導
入
の
熱
転
写
リ
ボ
ン
の
新
設
機
が
稼
動
を
開
始
し
た
。

　

深
谷
工
場
で
も
っ
と
も
大
規
模
の
設
備
投
資
は
﹁
Ｎ
︱
10
号
機
﹂
の
導
入
で
あ
っ
た
。
同
機
は
、
オ
ラ
ン
ダ
・
ス
ト
ー

ク
の
ペ
ー
ス
ト
タ
ー
ポ
リ
ン
製
造
設
備
で
、
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
基
布
、
ス
パ
ン
基
布
の
両
方
に
使
用
で
き
、
塗
膜
塗
布
、
エ

ン
ボ
ス
、
表
面
処
理
が
同
時
に
で
き
る
画
期
的
な
設
備
で
あ
っ
た
。
深
谷
工
場
で
生
産
し
て
き
た
タ
ー
ポ
リ
ン
は
ト
ッ
ピ

ン
グ
︵
貼
り
合
わ
せ
︶
方
式
だ
っ
た
が
、
Ｎ
︱
10
に
よ
る
方
式
は
、
ペ
ー
ス
ト
レ
ジ
ン
を
溶
か
し
て
ロ
ー
タ
リ
ー
ス
ク
リ

ー
ン
で
含
浸
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
タ
ー
ポ
リ
ン
の
製
造
方
式
と
し
て
は
最
新
の
も
の
で
、
ペ
ー
ス
ト
タ
ー
ポ

リ
ン
に
よ
っ
て
機
能
性
の
高
い
テ
ン
ト
、
タ
ー
ポ
リ
ン
、
コ
ン
テ
ナ
、
雨
衣
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
カ
ー
テ
ン
な
ど
の
新
し

い
市
場
展
開
が
可
能
に
な
っ
た
。
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新
し
く
埼
玉
工
場
が
発
足
し
て
か
ら
、
ク
ロ
ス
製
造
部
の
最
初
の
テ
ー
マ
は
オ
レ
フ
ィ
ン
フ
ィ
ル
ム
で
あ
っ
た
。
主
力

の
ひ
と
つ
に
塩
ビ
製
品
の
ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
が
あ
っ
た
が
、
環
境
問
題
か
ら
非
塩
ビ
製
品
の
需
要
が
増
大
し
た
の
で
あ
る
。

さ
っ
そ
く
オ
レ
フ
ィ
ン
系
製
品
の
開
発
に
と
り
く
み
、
同
工
場
の
試
作
ラ
イ
ン
で
、
一
九
九
八
年
︵
平
成
一
〇
︶
初
め
に

品
質
的
に
も
満
足
ゆ
く
製
品
が
完
成
し
た
。
そ
こ
で
一
九
九
八
年
︵
平
成
一
〇
︶
一
一
月
、
総
工
費
四
億
円
で
オ
レ
フ
ィ

ン
フ
ィ
ル
ム
の
専
用
設
備
﹁
Ｎ
Ｔ
︱
１
号
機
﹂
を
導
入
し
た
の
で
あ
る
。

　

月
産
八
〇
万
メ
ー
ト
ル
の
生
産
能
力
を
も
つ
同
機
は
最
新
の
三
層
フ
ィ
ル
ム
用
Ｔ
ダ
イ
押
し
出
し
設
備
で
あ
る
。
ポ
リ

プ
ロ
ピ
レ
ン
を
基
材
と
し
て
、
傷
つ
き
に
く
い
表
層
と
接
着
層
か
ら
な
る
三
層
構
造
の
ク
ロ
ス
製
品
、
さ
ら
に
は
エ
ン
ボ

ス
加
工
に
よ
る
高
機
能
製
品
に
も
対
応
で
き
る
最
新
設
備
で
あ
っ
た
。
一
九
九
九
年
︵
平
成
一
一
︶
三
月
ま
で
同
機
の
試

運
転
を
つ
づ
け
、
四
月
に
量
産
体
制
を
確
立
し
た
。
専
用
設
備
の
本
格
稼
動
に
よ
り
、
ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
、
バ
イ
ン
ダ
ー
ケ

ー
ス
や
フ
ァ
イ
ル
な
ど
の
ほ
か
、
シ
ー
ト
類
な
ど
工
業
用
途
の
製
品
の
量
産
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

不
織
布
は
車
輛
用
途
の
多
様
化
を
め
ざ
し
て
、
パ
ン
チ
ラ
イ
ン
の
設
備
増
強
に
向
か
っ
た
。
一
九
九
六
年
︵
平
成
八
︶

三
月
に
導
入
し
た
﹁
Ｐ
Ｆ
︱
７
号
機
﹂
は
、
細
デ
ニ
ー
ル
の
車
輛
天
井
材
の
専
用
機
で
あ
っ
た
が
、
新
鋭
樹
脂
加
工
機

﹁
Ｗ
Ｄ
︱
４
号
機
﹂
を
同
時
に
導
入
、
両
機
を
く
み
あ
わ
せ
る
こ
と
で
、
空
調
フ
ィ
ル
タ
用
の
製
造
技
術
を
確
立
し
た
。

一
九
九
八
年
︵
平
成
一
〇
︶
に
は
、
床
吸
音
材
の
加
工
機
﹁
Ｐ
Ａ
︱
３
号
機
﹂、
新
し
い
ラ
バ
ー
フ
ォ
ー
ム
加
工
機
﹁
Ｗ

Ｄ
︱
４
号
機
﹂
を
新
設
し
て
高
機
能
化
と
採
算
性
の
向
上
を
実
現
し
た
。
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第
九
節  
開
発
体
制
を
強
化
す
る

●
滋
賀 

埼
玉
に
技
術
セ
ン
タ
ー
を
設
置

　

埼
玉
工
場
が
ス
タ
ー
ト
し
た
一
九
九
六
年
︵
平
成
八
︶、
埼
玉
と
滋
賀
の
両
工
場
に
﹁
技
術
セ
ン
タ
ー
﹂
が
誕
生
し
て

い
る
。

　

こ
の
時
期
に
技
術
力
の
強
化
を
緊
急
課
題
と
し
て
と
り
あ
げ
た
の
は
、
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
将
来
展
望
か
ら
で
あ
る
。

時
代
の
流
れ
か
ら
み
て
生
産
拠
点
の
海
外
シ
フ
ト
は
避
け
ら
れ
な
い
テ
ー
マ
と
し
て
や
っ
て
く
る
。
世
界
分
業
化
、
最
適

生
産
と
い
う
発
想
か
ら
海
外
シ
フ
ト
が
す
す
ん
だ
と
き
、
国
内
の
工
場
で
は
い
っ
た
い
何
を
生
産
す
る
の
か
。
国
内
に
お

け
る
技
術
開
発
が
に
わ
か
に
重
き
を
な
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

滋
賀
工
場
に
技
術
セ
ン
タ
ー
棟
を
お
く
計
画
は
、
一
九
九
五
年
︵
平
成
七
︶
の
前
半
に
具
体
化
し
て
い
た
。
当
初
、
埼

玉
工
場
に
は
独
立
し
た
技
術
棟
を
つ
く
る
計
画
は
な
く
、
技
術
部
門
は
新
し
く
建
設
し
た
工
場
棟
の
一
部
に
配
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
。
だ
が
、
工
場
建
設
が
は
じ
ま
っ
て
ま
も
な
く
の
九
月
、
埼
玉
工
場
に
も
技
術
開
発
の
拠
点
で
あ
る
技
術

セ
ン
タ
ー
を
も
う
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
両
工
場
は
グ
ル
ー
プ
の
技
術
開
発
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
が
ゆ
え
に
、
滋
賀

だ
け
で
な
く
埼
玉
に
も
技
術
セ
ン
タ
ー
が
必
要
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

　

実
際
の
建
設
は
埼
玉
技
術
セ
ン
タ
ー
の
ほ
う
が
先
行
し
た
。
新
工
場
棟
と
同
時
進
行
で
建
設
が
は
じ
ま
り
、
一
九
九
五

年
︵
平
成
七
︶
一
〇
月
一
六
日
に
起
工
、
翌
一
九
九
六
年
︵
平
成
八
︶
六
月
九
日
に
竣
工
し
て
い
る
。
滋
賀
技
術
セ
ン
タ

ー
は
一
九
九
六
年
︵
平
成
八
︶
二
月
二
九
日
に
起
工
、
同
年
一
二
月
六
日
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
セ
レ
モ
ニ
ー
を
と
り
お
こ

な
っ
た
。

　

両
技
術
セ
ン
タ
ー
と
も
居
住
性
に
配
慮
、
あ
か
る
い
イ
メ
ー
ジ
の
施
設
と
し
て
誕
生
し
た
。﹁
環
境
・
ス
ペ
ー
ス
﹂
を

重
視
し
た
設
計
で
、
実
験
室
、
事
務
室
、
会
議
室
と
も
ゆ
っ
た
り
し
た
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
室
の
間
仕
切
り
も
ガ
ラ
ス

を
多
用
し
、
施
設
全
体
が
あ
か
る
い
イ
メ
ー
ジ
に
な
っ
た
。
周
囲
の
見
通
し
も
よ
く
な
っ
て
、
他
室
の
内
部
も
よ
く
み
え

る
。
お
の
ず
と
技
術
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
期
待
感
に
み
ち
て
い
た
。

　

と
く
に
埼
玉
工
場
は
旧
東
京
工
場
と
旧
深
谷
工
場
の
技
術
担
当
者
が
こ
ぞ
っ
て
顔
を
あ
わ
せ
る
場
に
な
っ
た
。
そ
れ
は

旧
東
京
工
場
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
含
浸
、
Ｆ
Ｆ
Ｃ
、
旧
深
谷
工
場
の
不
織
布
、
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
な
ど
、

埼玉技術センター 滋賀技術センター
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そ
れ
ぞ
れ
の
も
つ
得
意
な
技
術
が
一
堂
に
会
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
各
人
が
自
分
の
専
門
に
こ
も
る
こ
と
な
く
、

異
な
る
も
の
と
の
出
会
い
を
大
切
に
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
技
術
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
効
果
も
技
術
セ
ン
タ
ー
設
立
の
ね

ら
い
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

●
商
品
技
術
研
究
所
の
発
足

　

社
長
の
坂
部
三
司
は
シ
ー
ズ
型
開
発
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
市
場
の
も
と
め
る
商
品
の
開
発
と
い
う
意
味
で
﹁
ト
レ
ン

ド
型
の
開
発
﹂
を
提
唱
し
た
が
、
そ
の
中
心
的
な
役
割
を
は
た
し
た
の
が
、﹁
商
品
技
術
研
究
所
﹂
で
あ
っ
た
。

　

同
研
究
所
は
一
九
九
六
年
︵
平
成
八
︶
一
〇
月
一
六
日
に
発
足
し
て
い
る
。
開
発
部
門
だ
が
、
各
事
業
部
の
技
術
部
隊

で
構
成
す
る
滋
賀
・
埼
玉
の
両
技
術
セ
ン
タ
ー
と
は
別
に
編
成
し
た
全
社
的
組
織
で
あ
る
。
各
技
術
セ
ン
タ
ー
が
製
品
の

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
な
ど
、
製
品
開
発
を
あ
く
ま
で
既
存
技
術
の
延
長
線
上
で
お
こ
な
う
の
に
対
し
て
、
商
品
技
術
研
究

所
は
、
新
規
事
業
を
念
頭
に
お
い
て
商
品
開
発
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
実
行
す
る
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
即
断
、
即

決
で
開
発
業
務
を
推
進
す
る
必
要
か
ら
発
足
と
同
時
に
社
長
の
坂
部
三
司
が
み
ず
か
ら
所
長
を
兼
務
し
た
。

　

同
研
究
所
は
、
特
定
の
オ
フ
ィ
ス
も
研
究
室
も
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
ひ
と
え
に
戦
略
的
な
部
門
ゆ
え
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

　

埼
玉
技
術
開
発
部
︵
埼
玉
工
場
︶、
滋
賀
技
術
開
発
部
︵
滋
賀
工
場
︶、
東
京
商
品
企
画
部
︵
東
京
本
社
︶、
大
阪
商
品

企
画
部
︵
大
阪
支
社
営
業
所
︶、
技
術
情
報
管
理
部
︵
王
子
分
室
︶、
環
境
事
業
準
備
室
︵
滋
賀
工
場
︶
の
五
つ
の
部
と
一

室
か
ら
な
り
た
ち
、
全
国
の
事
業
所
に
分
散
し
た
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
が
必
要
に
応
じ
て
テ
ー
マ

ご
と
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
ん
で
活
動
す
る
。
い
わ
ば
パ
ル
チ
ザ
ン
的
と
い
う
か
、
遊
撃
隊
的
な
か
た
ち
に
な
っ

て
い
た
。

　

た
と
え
ば
、
あ
る
商
品
、
あ
る
技
術
に
経
営
資
源
を
集
中
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
タ
テ
ワ
リ
の
組
織
か
ら
は
な
れ
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
あ
つ
ま
っ
て
く
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
う
ご
く
の
が
最
大
の
特
徴
で
あ
っ
た
。

　

開
発
の
中
核
と
な
る
の
が
埼
玉
技
術
開
発
部
、
滋
賀
技
術
開
発
部
で
、
東
京
商
品
企
画
部
と
大
阪
商
品
企
画
部
は
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
部
門
で
あ
る
。
技
術
情
報
管
理
部
は
特
許
情
報
な
ど
を
検
索
・
収
集
す
る
ス
タ
ッ
フ
部
門
で
あ
る
。
環
境
事

業
準
備
室
は
、
既
存
の
事
業
部
の
製
品
系
列
に
は
な
か
っ
た
新
分
野
の
製
品
を
商
品
と
し
て
育
て
て
ゆ
く
受
け
皿
で
あ
っ

た
。﹁
事
業
準
備
室
﹂
と
し
た
の
は
、
や
が
て
新
し
い
事
業
部
へ
と
巣
立
っ
て
ゆ
く
部
門
と
み
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

商
品
技
術
研
究
所
の
実
際
業
務
は
、
新
技
術
の
開
発
、
新
規
事
業
の
企
画
・
立
案
か
ら
事
業
化
の
推
進
ま
で
全
プ
ロ
セ
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ス
に
お
よ
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
新
規
開
発
商
品
が
一
定
の
レ
ベ
ル
に
育
つ
ま
で
は
販
売
も
担
当
す
る
。
た
と
え
ば
環
境

事
業
準
備
室
の
よ
う
に
、
事
業
部
に
育
つ
過
渡
的
な
部
門
に
な
る
と
、
売
上
、
利
益
の
責
任
ま
で
も
つ
こ
と
に
な
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。

　

同
研
究
所
の
発
足
に
あ
た
っ
て
、
社
長
方
針
と
し
て
と
り
あ
げ
た
テ
ー
マ
は
﹁
環
境
と
メ
デ
ィ
ア
﹂
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

し
て
三
つ
あ
っ
た
。
第
一
は
メ
デ
ィ
ア
関
連
分
野
で
、
磁
気
、
電
池
材
料
、
情
報
機
器
、
写
真
、
印
刷
関
連
。
第
二
は
生

活
快
適
化
商
品
で
、
光
触
媒
、
抗
菌
加
工
、
防
臭
・
防
汚
加
工
。
第
三
は
リ
サ
イ
ク
ル
分
野
で
あ
っ
た
。

　

一
九
九
六
年
︵
平
成
八
︶
の
中
期
計
画
で
は
売
上
高
五
〇
〇
億
円
、
そ
の
内
訳
は
既
存
分
野
で
三
五
〇
億
円
、
新
規
分

野
で
一
五
〇
億
円
で
あ
っ
た
。
商
品
技
術
研
究
所
は
新
規
分
野
の
一
五
〇
億
円
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

同
研
究
所
は
二
〇
〇
二
年
︵
平
成
一
四
︶
四
月
ま
で
存
続
、
新
し
く
組
織
し
た
開
発
本
部
に
そ
の
機
能
を
ひ
き
つ
い
だ
。

　

後
に
な
っ
て
か
え
り
み
る
と
、
こ
の
時
期
に
光
触
媒
、
抗
菌
加
工
・
防
臭
・
防
汚
加
工
、
リ
サ
イ
ク
ル
分
野
な
ど
、

﹁
環
境
﹂
と
﹁
メ
デ
ィ
ア
﹂
を
み
す
え
た
開
発
に
お
い
て
、
同
研
究
所
は
先
駆
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。
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第
一
〇
節  

環
境
調
和
型
の
企
業
を
め
ざ
す

●
環
境
に
関
す
る
基
本
方
針
を
明
示
す
る

　

一
九
九
四
年
︵
平
成
六
︶
一
月
、
社
長
の
坂
部
三
司
は
﹁
環
境
に
関
す
る
基
本
方
針
﹂
を
ダ
イ
ニ
ッ
ク
と
グ
ル
ー
プ
各

社
の
社
内
に
明
示
し
た
。

　

前
文
に
は
﹁
す
べ
て
の
企
業
活
動
を
、
人
間
尊
重
並
び
に
環
境
と
調
和
さ
せ
る
。
省
資
源
、
再
生
資
源
利
用
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
徹
し
、
次
世
代
に
向
け
豊
か
な
社
会
と
地
球
環
境
保
全
の
実
現
に
貢
献
す
る
﹂
と
あ
る
。

　

地
球
環
境
問
題
が
国
際
政
治
の
表
舞
台
に
出
て
き
た
の
は
、
一
九
八
九
年
︵
平
成
元
︶
七
月
、
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ル
シ
ュ

で
ひ
ら
か
れ
た
サ
ミ
ッ
ト
だ
っ
た
。
経
済
宣
言
の
三
分
の
一
を
地
球
環
境
問
題
が
占
め
る
ほ
ど
、
世
紀
の
テ
ー
マ
と
し
て

関
心
が
た
か
ま
っ
て
き
た
。
そ
れ
か
ら
三
年
後
の
一
九
九
二
年
︵
平
成
四
︶
六
月
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で

ひ
ら
か
れ
た
国
連
環
境
開
発
会
議
︵
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｄ
＝
地
球
サ
ミ
ッ
ト
︶
で
、
一
七
二
か
国
の
代
表
が
、
国
の
利
害
を
超
え

て
地
球
の
環
境
を
ま
も
ろ
う
と
合
意
し
た
の
で
あ
る
。

　

地
球
環
境
問
題
が
人
類
に
問
い
か
け
て
い
る
の
は
、
大
量
生
産
、
大
量
廃
棄
型
の
モ
ノ
づ
く
り
の
み
な
お
し
で
あ
り
、

﹁
真
の
豊
か
さ
と
は
何
か
﹂
と
い
う
問
い
か
け
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
地
球
環
境
問
題
は
二
一
世
紀
に
向
か
う
国
際
社
会

の
共
通
課
題
と
な
り
、
経
済
政
策
さ
え
も
お
お
き
く
左
右
す
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
環
境
問
題
に
つ
い
て
早
く
か
ら
積
極
的
に
と
り
く
ん
で
い
る
。
一
九
八
九
年
︵
平
成
元
︶
七
月
に
関
連

会
社
ダ
イ
ニ
ッ
ク
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
設
立
、
工
場
内
の
廃
棄
物
処
理
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
の
り
だ
し
て
い
る
。

一
九
九
一
年
︵
平
成
三
︶
三
月
に
は
、
産
業
廃
棄
物
処
理
の
事
業
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足
さ
せ
、
塩
ビ
廃
棄
物
の
再
利

用
、
焼
却
処
理
技
術
の
確
立
に
着
手
す
る
な
ど
、
廃
棄
物
処
理
事
業
の
具
体
的
な
検
討
を
は
じ
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

一
九
九
二
年
︵
平
成
四
︶
六
月
に
は
定
款
を
一
部
変
更
し
て
、﹁
産
業
廃
棄
物
の
処
理
、
管
理
、
お
よ
び
そ
の
再
生
品

の
販
売
﹂
を
事
業
目
的
に
加
え
た
。
同
年
一
〇
月
に
は
環
境
対
策
推
進
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
傘
下
に
﹁
環
境
対
策
商

品
設
計
委
員
会
﹂
と
﹁
環
境
対
策
リ
サ
イ
ク
ル
委
員
会
﹂
を
設
置
し
た
。
一
九
九
三
年
︵
平
成
五
︶
三
月
に
は
関
連
会
社

ニ
ッ
ク
フ
レ
ー
ト
が
産
廃
収
集
運
搬
業
の
認
可
を
う
け
、
同
年
一
一
月
に
は
深
谷
工
場
が
産
業
廃
棄
物
処
分
業
︵
熱
還
元

に
よ
る
中
間
処
理
業
︶
の
認
可
を
う
け
て
い
る
。
自
社
の
環
境
保
全
を
促
進
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
や
他
企
業
の
環
境

環境に関する基本方針
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へ
の
対
応
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
た
。

　

グ
ル
ー
プ
を
あ
げ
て
環
境
対
策
へ
の
と
り
く
み
を
強
化
す
る
な
か
で
、﹁
環
境
に
関
す
る
基
本
方
針
﹂
を
か
か
げ
、﹁
環

境
と
ア
メ
ニ
テ
ィ
︵
生
活
快
適
性
︶﹂
を
、
あ
ら
た
め
て
二
一
世
紀
に
向
か
う
テ
ー
マ
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

環
境
調
和
型
の
企
業
活
動
を
め
ざ
す
こ
と
、
そ
こ
か
ら
省
資
源
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
リ
サ
イ
ク
ル
化
と
い
う
発
想
が
う

ま
れ
て
く
る
。
開
発
か
ら
生
産
、
商
品
の
流
通
、
再
生
利
用
に
い
た
る
ま
で
、
一
貫
し
て
快
適
な
環
境
の
実
現
を
念
頭
に

お
く
。
社
長
方
針
と
し
て
、
そ
う
い
う
企
業
活
動
の
方
向
性
を
は
っ
き
り
う
ち
だ
し
た
の
で
あ
る
。

●
地
球
と
地
域
に
や
さ
し
い
工
場

　

環
境
対
策
に
積
極
的
に
と
り
く
ん
で
い
る
こ
と
を
認
定
す
る
国
際
規
格
に
﹁
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
０
﹂
シ
リ
ー
ズ
が
あ
る
。

同
シ
リ
ー
ズ
に
あ
る
お
よ
そ
二
〇
の
規
格
の
う
ち
、
も
っ
と
も
重
要
な
規
格
が
﹁
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
﹂︵
環
境
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
＝
Ｅ
Ｍ
Ｓ
︶
で
あ
る
。
認
許
を
う
け
た
あ
と
も
、
毎
年
監
査
が
な
さ
れ
、
シ
ス
テ
ム
が
有
効
に
機
能
し

て
い
な
い
場
合
は
是
正
を
も
と
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

環
境
問
題
に
い
ち
早
く
う
ご
い
た
の
は
滋
賀
工
場
で
あ
っ
た
。
社
長
の
﹁
環
境
に
関
す
る
基
本
方
針
﹂
が
出
て
二
か
月

後
の
一
九
九
四
年
︵
平
成
六
︶
三
月
か
ら
﹁
環
境
対
策
五
Ｒ
作
戦
﹂︵﹁
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ｅ
﹂﹁
Ｒ
Ｅ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
﹂﹁
Ｒ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｉ

Ｅ
Ｖ
Ｅ　

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｇ
Ｙ
﹂﹁
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｙ
Ｃ
Ｌ
Ｅ
﹂﹁
Ｒ
Ｅ
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
﹂︶
を
か
か
げ
て
積
極
的
に
環
境
問
題
に
と
り
く
ん

で
い
る
。

　

最
初
に
﹁
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
﹂
の
認
証
取
得
に
名
の
り
を
あ
げ
た
の
も
滋
賀
工
場
で
あ
る
。﹁
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
﹂

が
国
際
規
格
と
し
て
制
定
さ
れ
た
の
は
一
九
九
六
年
︵
平
成
八
︶
九
月
だ
が
、
滋
賀
工
場
で
は
す
で
に
半
年
前
か
ら
、
認

証
取
得
に
う
ご
き
だ
し
、
一
九
九
六
年
︵
平
成
八
︶
四
月
に
、
早
く
も
工
場
長
が
み
ず
か
ら
認
証
取
得
を
宣
言
し
た
の
で

あ
る
。

　

滋
賀
工
場
は
一
九
九
七
年
︵
平
成
九
︶
八
月
に
﹁
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
﹂
認
証
を
取
得
す
る
計
画
で
の
ぞ
ん
だ
。
工
場

長
を
頂
点
に
し
て
一
二
ブ
ロ
ッ
ク
に
わ
け
て
活
動
を
展
開
、
そ
の
な
か
に
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、
桂
工
業
、
ニ
ッ

ク
フ
レ
ー
ト
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
も
ふ
く
ま
れ
て
い
た
。

　

活
動
の
ね
ら
い
は
﹁
地
球
保
護
と
地
域
社
会
に
や
さ
し
い
工
場
づ
く
り
﹂
で
あ
り
、﹁
環
境
保
護
と
省
資
源
・
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
よ
る
コ
ス
ト
低
減
﹂
で
あ
っ
た
。
活
動
の
目
標
は
﹁
環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
す
ぐ
れ
た
工
場
﹂
の
実
現
で
あ

っ
た
。

滋賀工場ISO9001 滋賀工場ISO14001
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当
初
は
あ
く
ま
で
Ｅ
Ｍ
Ｓ
︵
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
︶
だ
け
を
対
象
に
し
て
い
た
が
、
活
動
が
す
す
む
に
つ
れ
て
﹁
Ｉ
Ｓ

Ｍ
﹂︵Interior Safety M

aterial

︶、
さ
ら
に
は
﹁
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
﹂
の
認
証
取
得
も
め
ざ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｉ

Ｓ
Ｍ
と
は
壁
紙
製
品
の
品
質
・
安
全
規
格
︵
壁
装
材
料
協
会
が
統
括
︶
で
あ
り
、﹁
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
﹂
は
品
質
管
理
、

品
質
保
証
の
国
際
規
格
で
あ
る
。

　

ま
ず
一
九
九
七
年
︵
平
成
九
︶
二
月
に
﹁
Ⅰ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
﹂
の
予
備
審
査
を
う
け
、
問
題
点
を
ク
リ
ア
し
た
う
え

で
、
同
年
八
月
五
日
か
ら
七
日
ま
で
の
三
日
間
の
本
審
査
︵
初
回
監
査
︶
に
の
ぞ
み
、
各
部
門
と
も
に
審
査
に
合
格
し
た
。

滋
賀
工
場
内
に
あ
る
グ
ル
ー
プ
会
社
の
桂
工
業
、
ニ
ッ
ク
フ
レ
ー
ト
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
も
同
時
に

認
証
を
取
得
し
た
。

﹁
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
﹂﹁
Ｉ
Ｓ
Ｍ
﹂
の
審
査
も
並
行
し
て
す
す
み
、
い
ず
れ
も
認
証
審
査
に
合
格
し
た
。﹁
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０

０
１
﹂
は
業
界
で
は
初
め
て
、﹁
Ｉ
Ｓ
Ｍ
﹂
は
二
番
目
の
取
得
で
あ
っ
た
。

　

埼
玉
工
場
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
活
動
は
、
さ
き
に
認
証
を
取
得
し
た
滋
賀
工
場
の
ケ
ー
ス
に
な
ら
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
発

足
ま
も
な
い
工
場
ゆ
え
の
ね
ら
い
も
あ
っ
た
。
同
工
場
は
旧
東
京
工
場
と
旧
深
谷
工
場
が
合
体
し
て
一
九
九
六
年
︵
平
成

八
︶
秋
に
新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
両
工
場
は
生
産
品
目
だ
け
で
な
く
、
風
土
や
管
理
方
式
に
も
微
妙
な
ち
が
い
が

あ
っ
た
。
本
当
の
意
味
で
の
融
和
を
実
現
し
、
シ
ス
テ
ム
や
活
動
の
統
一
を
す
す
め
て
ゆ
く
に
は
、
と
も
に
共
有
で
き
る

新
し
い
基
準
を
必
要
と
し
た
。
そ
こ
で
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
に
も
と
づ
く
シ
ス
テ
ム
構
築
を
通
じ
て
、
工
場
の
一
体
化
を
め
ざ
し

た
の
で
あ
る
。

　

埼
玉
工
場
は
一
九
九
八
年
︵
平
成
一
〇
︶
二
月
、﹁
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
﹂﹁
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
﹂
の
認
証
取
得
の
計
画

も
あ
き
ら
か
に
し
て
、
同
じ
敷
地
内
に
あ
る
グ
ル
ー
プ
会
社
の
大
和
紙
工
、
ニ
ッ
ク
フ
レ
ー
ト
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
サ
ー
ビ
ス
も
ふ
く
め
て
活
動
に
と
り
く
ん
で
い
る
。

﹁
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
﹂
は
一
九
九
八
年
︵
平
成
一
〇
︶
一
〇
月
二
七
～
三
〇
日
、﹁
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
﹂
は
同
年
一
二

月
一
六
～
一
八
日
、
と
も
に
初
回
審
査
を
う
け
て
、
目
標
ど
お
り
に
認
証
取
得
に
成
功
し
た
。﹁
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
﹂

に
つ
い
て
は
、
大
和
紙
工
、
ニ
ッ
ク
フ
レ
ー
ト
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
も
審
査
に
合
格
、
認
証
を
取
得

し
た
。

●
カ
ー
ペ
ッ
ト 

壁
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
完
成

　

原
料
の
再
利
用
︵
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
︶
に
つ
い
て
は
、
深
谷
工
場
の
塩
ビ
断
裁
屑
、
原
綿
屑
の
リ
サ
イ
ク
ル
、

埼玉工場ISO9001 埼玉工場ISO14001滋賀工場ISM
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東
京
工
場
の
紙
屑
、
洗
浄
廃
液
な
ど
の
と
り
く
み
が
あ
っ
た
が
、
最
初
に
具
体
化
し
た
の
は
、
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
・
カ
ー

ペ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
展
示
会
な
ど
の
会
場
で
つ
か
わ
れ
た
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
ほ
と
ん
ど
が
投
棄
さ
れ
て
し
ま
う
。
資
源
の
有

効
利
用
と
い
う
観
点
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
研
究
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
埼
玉
工
場
で
は
一
九
九
一
年
︵
平

成
三
︶
に
大
型
乾
溜
焼
却
炉
を
設
置
、
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
に
よ
る
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
廃
棄
屑
を
焼
却
、
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収

を
は
じ
め
て
い
る
。

　

一
九
九
三
年
︵
平
成
五
︶
一
一
月
に
は
産
業
廃
棄
物
の
熱
還
元
︵
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
︶
に
よ
る
中
間
処
理
業
の
認

可
︵
埼
玉
県
知
事
︶
を
う
け
、
産
業
廃
棄
物
の
収
集
・
運
搬
業
務
の
認
可
を
う
け
て
い
る
ニ
ッ
ク
フ
レ
ー
ト
と
と
も
に
、

ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
と
り
く
み
、
一
九
九
四
年
︵
平
成
六
︶
一
月
か
ら
、
本
格
的
に
事
業

展
開
に
向
か
っ
て
い
る
。

　

グ
ル
ー
プ
の
ニ
ッ
ク
フ
レ
ー
ト
に
よ
っ
て
回
収
さ
れ
た
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
う
ち
、
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
や
ラ
テ
ッ
ク
ス
を
ふ
く

む
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
、
埼
玉
工
場
の
ガ
ス
加
熱
分
解
炉
で
焼
却
、
発
生
し
た
蒸
気
を
工
場
の
熱
源
に
再
利
用
す
る
。
ポ
リ
プ

ロ
ピ
レ
ン
製
の
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
、
反
毛
機
で
フ
ェ
ル
ト
製
品
に
転
換
し
た
り
、
溶
融
処
理
し
て
Ｐ
Ｐ

ペ
レ
ッ
ト
︵
粒
状
︶
化
し
、
原
綿
再
生
利
用
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
と
し
て
完
成
し
た
の
で
あ
る
。

　

埼
玉
工
場
は
約
二
億
円
で
焼
却
炉
︵
ガ
ス
加
熱
分
解
炉
︶
を
導
入
、
熱
源
と
し
て
再
利
用
す
る
と
と
も
に
、
リ
サ
イ
ク

ル
で
き
る
不
織
布
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
開
発
、
一
九
九
四
年
︵
平
成
六
︶
一
月
、
住
宅
関
連
グ
ル
ー
プ
か
ら
発
売
し
た
。

　

一
九
九
四
年
︵
平
成
六
︶
一
〇
月
、
滋
賀
工
場
で
は
塩
ビ
壁
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
が
完
成
し
て
い
る
。

　

ビ
ニ
ル
壁
紙
は
塩
化
ビ
ニ
ル
を
つ
か
う
た
め
に
焼
却
時
に
は
人
体
に
有
害
な
ガ
ス
が
発
生
す
る
。
ゆ
え
に
壁
紙
の
処
分

に
つ
い
て
は
専
用
の
焼
却
設
備
を
も
つ
処
理
場
に
ゆ
だ
ね
る
か
、
あ
る
い
は
埋
め
立
て
処
理
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
っ

た
。

　

ビ
ニ
ル
壁
紙
は
製
造
工
程
で
塩
化
ビ
ニ
ル
粉
末
、
残
塗
料
、
壁
紙
の
不
良
品
・
屑
、
可
塑
剤
ミ
ス
ト
な
ど
廃
棄
物
が
発

生
す
る
。
こ
れ
ら
は
産
業
廃
棄
物
と
し
て
処
分
さ
れ
て
い
た
が
、
処
理
費
用
が
か
か
り
、
環
境
問
題
の
発
生
も
さ
け
ら
れ

な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
再
資
源
化
あ
る
い
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
回
収
と
い
う
観
点
か
ら
、
再
利
用
の
研
究
に
と
り
く
み
、
原

料
と
し
て
再
生
し
て
、
他
の
用
途
に
活
用
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
完
成
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

壁
紙
は
紙
に
塩
化
ビ
ニ
ル
を
塗
る
の
だ
が
、
調
合
の
と
き
に
残
塗
料
が
発
生
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
と
き
も
ロ
ー
ラ
ー
内

に
塗
料
が
の
こ
る
。
こ
れ
ら
を
ゲ
ル
化
・
成
型
し
て
出
荷
、
遮
音
シ
ー
ト
や
一
般
シ
ー
ト
の
原
料
と
し
て
供
給
で
き
る
よ

う
に
し
た
。

　

壁
紙
に
模
様
を
つ
け
る
型
出
し
工
程
で
は
、
発
泡
剤
を
混
ぜ
て
熱
を
加
え
る
。
加
熱
の
と
き
に
発
生
す
る
可
塑
剤
の
ミ
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ス
ト
は
空
気
中
に
雲
散
さ
せ
て
い
た
が
、
集
煙
装
置
に
よ
っ
て
こ
れ
を
回
収
、
塩
ビ
シ
ー
ト
用
可
塑
剤
、
床
材
の
再
ペ
レ

ッ
ト
用
の
可
塑
剤
と
し
て
再
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　

特
殊
な
壁
紙
の
塗
料
を
調
合
す
る
と
き
に
発
生
す
る
超
微
粉
末
の
樹
脂
も
そ
れ
ま
で
は
空
中
に
放
出
し
て
い
た
が
、
大

気
汚
染
防
止
と
再
資
源
化
を
ね
ら
い
に
し
た
集
塵
機
で
回
収
し
て
、
自
動
車
用
フ
ロ
ア
シ
ー
ト
、
遮
音
シ
ー
ト
の
原
材
料

と
し
て
供
給
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　

ビ
ニ
ル
壁
紙
の
規
格
外
製
品
も
そ
れ
ま
で
は
廃
棄
し
て
い
た
が
、
粉
砕
機
に
よ
っ
て
紙
粉
と
塩
化
ビ
ニ
ル
樹
脂
粉
に
分

離
、
塩
化
ビ
ニ
ル
の
樹
脂
粉
末
は
壁
紙
や
床
材
の
原
料
と
し
て
ユ
ー
ザ
ー
に
提
供
し
て
い
る
。
粉
砕
し
た
塩
化
ビ
ニ
ル
の

粉
粒
は
、
溶
融
、
成
型
し
て
、
た
と
え
ば
植
木
鉢
な
ど
に
再
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
実
に
ダ
イ
ニ
ッ
ク
で
は
一
九

九
四
年
︵
平
成
六
︶
一
〇
月
に
塩
ビ
屑
を
再
生
利
用
し
た
植
木
鉢
の
発
売
を
開
始
し
て
い
る
。

エコ植木鉢



423 第八章 ──テーマは環境とアメニティ　地球環境にやさしいモノづくりを

第
一
一
節  

平
成
不
況
と
い
う
試
練
に
た
え
る

●
シ
ン
プ
ル
な
組
織
へ

　

坂
部
三
司
が
社
長
に
つ
い
て
か
ら
、
一
九
九
一
年
︵
平
成
三
︶
二
月
と
一
九
九
二
年
︵
平
成
四
︶
三
月
に
ス
リ
ム
化
を

ね
ら
い
に
社
内
組
織
を
改
編
し
て
い
る
。
し
か
し
一
九
九
三
年
︵
平
成
五
︶
三
月
一
五
日
付
、
翌
一
九
九
四
年
︵
平
成

六
︶
六
月
一
五
日
付
で
実
施
し
た
改
編
は
大
幅
な
も
の
と
な
っ
た
。

　

最
も
お
お
き
く
変
わ
っ
た
の
は
部
課
制
を
廃
止
し
、﹁
グ
ル
ー
プ
・
チ
ー
ム
制
﹂
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
新
組

織
の
導
入
に
よ
っ
て
一
一
事
業
部
、
五
七
部
、
一
一
四
課
あ
っ
た
組
織
単
位
を
、
三
一
グ
ル
ー
プ
、
七
一
チ
ー
ム
に
集
約

し
た
。
従
来
の
﹁
部
﹂
は
グ
ル
ー
プ
、﹁
課
﹂
は
チ
ー
ム
と
し
て
再
編
成
し
、
管
理
職
の
名
称
を
﹁
部
・
課
長
﹂
で
は
な

く
、
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
チ
ー
ム
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

生
産
・
販
売
・
開
発
部
門
を
あ
わ
せ
も
っ
て
い
た
事
業
部
も
解
体
し
、
開
発
・
企
画
、
営
業
、
生
産
、
財
務
、
管
理
の

機
能
別
の
五
本
部
制
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

営
業
︵
営
業
本
部
︶
は
東
日
本
、
西
日
本
の
両
ブ
ロ
ッ
ク
に
わ
け
、
地
域
意
識
の
強
化
を
は
か
っ
た
。
さ
ら
に
名
古
屋

営
業
所
を
名
古
屋
支
社
に
昇
格
さ
せ
、
京
都
本
社
事
務
所
は
営
業
機
能
を
も
つ
か
た
ち
に
し
て
、
京
都
本
社
営
業
所
と
改

編
し
た
。

　

開
発
・
企
画
本
部
も
お
お
き
く
変
わ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
技
術
部
門
は
各
事
業
部
に
所
属
し
て
い
た
た
め
に
、
三
工
場
の

技
術
が
分
散
す
る
か
た
ち
に
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
事
業
部
が
多
く
、
工
場
間
の
連
携
も
十
分
で
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
技

術
、
開
発
部
門
は
す
べ
て
、﹁
開
発
・
企
画
本
部
﹂
に
集
中
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

新
組
織
が
ス
タ
ー
ト
し
て
ま
も
な
く
の
五
月
六
日
、
東
京
本
社
は
池
袋
の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ビ
ル
か
ら
神
田
・
神
保
町
の

岩
波
書
店
一
ツ
橋
ビ
ル
︵
東
京
都
千
代
田
区
一
ツ
橋
二
丁
目
五
番
五
号
︶
に
移
転
し
た
。
池
袋
と
水
道
橋
に
わ
か
れ
て
い

た
東
京
の
営
業
部
門
も
一
体
化
し
て
営
業
活
動
の
効
率
化
を
め
ざ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
こ
の
と
き
資
金
、
秘
書
を
の

ぞ
く
本
社
機
能
は
東
京
工
場
に
あ
る
東
京
本
社
狭
山
分
室
に
移
転
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
こ
の
新
組
織
は
過
渡
的
な
も
の
で
、
一
年
後
の
一
九
九
四
年
︵
平
成
六
︶
六
月
一
五
日
付
の
改
編
で
は
、
ひ
と

た
び
東
西
に
わ
け
た
営
業
を
一
本
化
し
て
、
営
業
事
業
部
制
を
と
っ
た
。
三
つ
の
営
業
事
業
部
と
傘
下
の
グ
ル
ー
プ
は
次



424

の
と
お
り
で
あ
る
。

　

第
一
営
業
事
業
部
︵
出
版
文
具
関
連
、
情
報
関
連
、
シ
ス
テ
ム
販
売
準
備
グ
ル
ー
プ
︶

　

第
二
営
業
事
業
部
︵
不
織
布
、
車
輛
、
フ
ァ
ン
シ
ー
、
建
装
、
イ
ン
テ
リ
ア
グ
ル
ー
プ
︶

　

第
三
営
業
事
業
部
︵
産
業
用
途
、
衣
料
用
途
グ
ル
ー
プ
︶

　

営
業
企
画
担
当
︵
企
画
・
管
理
、
東
京
、
大
阪
グ
ル
ー
プ
︶

　

組
織
改
編
後
の
六
月
二
九
日
、
株
主
総
会
後
の
役
員
改
選
で
は
、
代
表
取
締
役
は
ひ
と
り
で
あ
る
べ
き
と
い
う
慣
例
に

の
っ
と
り
、
坂
部
三
次
郎
は
代
表
権
の
な
い
取
締
役
会
長
と
な
り
、
会
長
、
社
長
を
の
ぞ
く
他
の
役
員
は
す
べ
て
が
昇
任
、

新
任
と
な
っ
た
。
新
役
員
の
顔
ぶ
れ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

 

取
締
役
会
長
＝
坂
部
三
次
郎
、
代
表
取
締
役
社
長
＝
坂
部
三
司
、
専
務
取
締
役
＝
細
田
敏
夫
、
常
務
取
締
役
＝
倉
元
俊

一
・
甚
野
捷
・
馬
場
常
夫
・
南
川
義
治
・
中
田
圭
二
、
取
締
役
＝
土
井
保
史
・
石
田
捨
雄
・
北
川
文
康
・
藤
野
市
郎

次
・
安
倍
繁
・
小
川
冨
士
夫
・
上
木
邦
夫
・
野
沢
次
郎
、
監
査
役
︵
常
勤
︶
＝
有
川
嘉
邦
・
高
松
省
吾
、
監
査
役
︵
非

常
勤
︶
＝
三
田
康
久
・
石
角
完
爾

●
営
業
の
強
化
を
は
か
る

　

一
九
九
五
年
︵
平
成
七
︶
八
月
一
六
日
付
の
組
織
改
編
は
営
業
事
業
部
と
海
外
拠
点
の
強
化
が
ね
ら
い
で
あ
っ
た
。

　

販
売
力
強
化
の
た
め
に
営
業
事
業
部
の
構
成
を
く
み
か
え
、
さ
ら
に
第
四
事
業
部
を
新
設
し
た
。
第
三
事
業
部
の
衣
料

関
連
事
業
は
海
外
を
ふ
く
め
て
全
事
業
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ほ
か
に
は
官
需
・
特
需
市
場
へ
の
営
業
強
化
の
た

め
、
工
業
用
途
の
不
織
布
部
門
と
レ
ザ
ー
部
門
を
統
合
し
た
。

　

第
一
営
業
事
業
部
︵
出
版
文
具
関
連
、
情
報
関
連
︶

　

第
二
営
業
事
業
部
︵
不
織
布
、
車
輌
、
建
装
、
イ
ン
テ
リ
ア
︶

　

第
三
営
業
事
業
部
︵
産
業
用
途
、
衣
料
用
途
︶

　

第
四
営
業
事
業
部
︵
Ｄ
Ｈ
Ｃ
、
土
木
、
特
需
、
フ
ァ
ン
シ
ー
︶

　

新
事
業
を
視
野
に
お
い
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
組
織
も
発
足
し
た
。
抗
菌
事
業
の
拡
大
、
情
報
分
野
の
新
規
事
業
の
構
築

を
目
的
と
し
て
、
抗
菌
市
場
開
拓
グ
ル
ー
プ
、
情
報
市
場
開
拓
グ
ル
ー
プ
を
新
設
し
た
ほ
か
、
Ｆ
Ｆ
Ｃ
︵
フ
ァ
イ
ン
・
フ

ィ
ル
ム
︶、
Ｔ
Ｔ
Ｒ
︵
サ
ー
マ
ル
リ
ボ
ン
︶
の
米
国
生
産
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ア
メ
リ
カ
事
業
準
備
室
、
Ｐ
Ｌ
対
策
室
な
ど
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を
お
い
た
。

　

一
九
九
六
年
︵
平
成
八
︶
四
月
一
日
付
の
改
編
で
は
、
埼
玉
工
場
が
組
織
の
う
え
で
事
実
上
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
深

谷
工
場
を
増
築
拡
大
し
て
、
そ
こ
に
東
京
工
場
を
集
約
移
転
す
る
計
画
は
前
年
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
新
工
場
を

﹁
埼
玉
工
場
﹂
と
よ
ぶ
こ
と
に
し
て
、
組
織
の
う
え
で
東
京
工
場
と
深
谷
工
場
を
統
合
し
た
も
の
に
再
編
成
し
た
の
で
あ

る
。

　

こ
の
ほ
か
芯
地
事
業
に
つ
い
て
は
営
業
、
生
産
、
技
術
を
一
本
化
す
る
こ
と
に
な
り
、
担
当
常
務
を
海
外
に
駐
在
さ
せ

る
な
ど
、
海
外
芯
地
事
業
の
総
合
力
強
化
に
着
手
し
た
。

　

東
京
工
場
の
深
谷
へ
の
集
約
移
転
に
と
も
な
い
、
東
京
本
社
狭
山
分
室
は
一
九
九
五
年
︵
平
成
七
︶
に
グ
ル
ー
プ
傘
下

に
な
っ
た
東
京
都
北
区
の
大
平
製
紙
内
に
移
転
、
一
九
九
六
年
︵
平
成
八
︶
六
月
二
四
日
か
ら
東
京
本
社
王
子
分
室
と
し

て
新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
王
子
に
移
っ
た
の
は
、
人
事
、
関
連
、
技
術
情
報
、
シ
ス
テ
ム
、
シ
ス
テ
ム
開
発
の
五

部
門
で
あ
っ
た
。

　

事
業
所
の
移
転
と
い
え
ば
同
年
五
月
一
三
日
に
は
名
古
屋
支
社
営
業
所
が
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
ジ
ュ
ノ
名
古
屋
営
業
所
と
と

も
に
新
オ
フ
ィ
ス
︵
名
古
屋
市
西
区
牛
島
町
五
番
二
号
、
名
駅
Ｔ
Ｋ
ビ
ル
八
階
︶
で
営
業
を
開
始
し
た
。
京
都
本
社
は
営

業
所
機
能
を
も
つ
事
業
所
に
組
織
変
更
さ
れ
た
が
、
同
年
五
月
二
〇
日
に
京
都
市
中
京
区
︵
烏
丸
通
り
二
条
下
ル　

前
田

エ
ス
エ
ヌ
ビ
ル
︶
に
移
転
し
た
。

●
社
内
カ
ン
パ
ニ
ー
制
を
と
る

　

一
九
九
七
年
︵
平
成
九
︶
五
月
の
組
織
改
編
で
は
、
ヨ
コ
ワ
リ
か
ら
ふ
た
た
び
タ
テ
ワ
リ
の
市
場
別
事
業
部
制
の
導
入

に
ふ
み
き
っ
た
。
開
発
、
製
造
、
販
売
と
い
っ
た
全
社
ヨ
コ
ワ
リ
組
織
を
市
場
別
の
タ
テ
ワ
リ
組
織
に
再
編
し
た
の
で
あ

る
。

　

具
体
的
に
は
出
版
文
具
、
情
報
、
工
業
用
途
、
衣
料
用
途
、
住
宅
、
商
品
の
六
事
業
部
制
と
し
て
、
各
事
業
部
が
開
発

か
ら
製
造
、
販
売
ま
で
を
傘
下
に
お
さ
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
社
内
カ
ン
パ
ニ
ー
制
で
あ
る
。
タ
テ
ワ
リ
の
組
織

体
制
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
面
を
の
ぞ
く
た
め
に
事
業
部
長
と
は
別
に
、
常
務
が
そ
れ
ぞ
れ
六
事
業
部
の
う
ち
の
い
く
つ
か
を

担
当
し
て
、
各
事
業
部
同
士
の
ヨ
コ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
る
よ
う
に
し
た
。
商
品
技
術
研
究
所
が
各
事
業
部

を
横
断
す
る
組
織
と
い
う
位
置
づ
け
で
組
織
表
に
登
場
し
た
の
も
こ
の
と
き
で
あ
る
。

　

市
場
別
事
業
部
制
導
入
の
真
の
ね
ら
い
は
、
社
内
の
評
価
シ
ス
テ
ム
、
賃
金
体
系
を
ふ
く
む
全
面
的
な
シ
ス
テ
ム
改
革
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で
あ
っ
た
。
経
営
資
源
で
あ
る
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
の
投
入
は
、
す
べ
て
事
業
部
の
業
績
や
将
来
性
が
ベ
ー
ス
に
な
る
。

目
標
の
立
て
か
た
、
と
り
く
み
や
結
果
に
つ
い
て
も
事
業
部
ご
と
に
査
定
し
て
、
成
果
配
分
と
い
う
か
た
ち
で
各
事
業
部

の
従
業
員
の
給
与
や
賞
与
に
反
映
さ
せ
て
ゆ
く
。
賃
金
体
系
も
お
の
ず
と
年
功
序
列
型
賃
金
か
ら
能
力
給
へ
移
行
し
て
ゆ

く
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
事
業
部
を
社
内
カ
ン
パ
ニ
ー
と
見
立
て
て
、
各
部
に
貸
借
対
照
表
を
も
た
せ
る
体
制
に
し
て

初
め
て
で
き
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

な
お
事
業
部
の
編
成
は
一
九
九
九
年
︵
平
成
一
一
︶
一
月
と
五
月
に
一
部
手
直
し
さ
れ
て
い
る
。
不
織
布
関
連
の
事
業

を
強
化
す
る
た
め
に
工
業
用
途
関
連
事
業
部
か
ら
分
離
し
、
一
月
に
﹁
不
織
布
関
連
事
業
部
﹂
を
新
設
し
た
。
五
月
に
は

桂
工
業
を
吸
収
合
併
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
社
の
エ
ン
ボ
ス
加
工
部
門
が
﹁
特
殊
材
料
事
業
部
﹂
と
し
て
加
わ
っ
て
い

る
。

●
雌
伏
の
と
き
を
む
か
え
る

　

新
社
長
・
坂
部
三
司
が
﹁
改
革
元
年
﹂
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か
か
げ
て
幕
が
あ
け
た
一
九
九
〇
年
代
︵
平
成
二
～
︶

は
奇
し
く
も
ダ
イ
ニ
ッ
ク
に
と
っ
て
、
き
び
し
い
試
練
の
と
き
と
な
っ
た
。

　

バ
ブ
ル
景
気
が
は
じ
け
た
の
は
一
九
九
一
年
︵
平
成
三
︶
だ
っ
た
が
、
す
ぐ
に
は
影
響
を
こ
う
む
る
こ
と
も
な
く
、
素

材
メ
ー
カ
ー
ゆ
え
の
懐
の
深
さ
と
い
う
べ
き
か
、
少
し
ぐ
ら
い
の
綻
び
は
の
り
き
っ
て
し
ま
っ
た
。
社
内
に
お
け
る
期
間

計
画
と
実
績
と
の
あ
い
だ
に
は
、
大
幅
な
く
い
ち
が
い
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
な
ん
と
か
無
難
に
決
算
を
か
さ
ね
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
一
九
九
四
年
︵
平
成
六
︶
ご
ろ
か
ら
は
、
業
績
の
上
に
も
は
っ
き
り
と
か
げ
り
が
み
え
て
き
た
。

　

売
上
高
で
み
る
と
一
九
九
四
年
︵
平
成
六
︶
三
月
期
は
三
四
六
億
円
、
一
九
九
五
年
︵
平
成
七
︶
三
月
期
は
三
五
〇
億

円
、
一
九
九
六
年
︵
平
成
八
︶
三
月
期
は
三
三
五
億
円
と
低
迷
が
つ
づ
い
た
。
一
九
九
七
年
︵
平
成
九
︶
三
月
期
は
三
五

二
億
円
と
回
復
し
た
が
、
一
九
九
八
年
︵
平
成
一
〇
︶
三
月
期
に
は
三
三
七
億
円
と
ふ
た
た
び
下
落
し
た
の
で
あ
る
。

　

売
上
高
が
落
ち
込
ん
で
も
減
収
減
益
に
な
っ
て
も
、
欠
損
を
出
す
こ
と
は
な
く
配
当
も
継
続
し
て
き
た
。
結
果
的
に
み

て
赤
字
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
経
営
改
善
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
遅
ら
せ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
み
か
た
も
で
き
る
。
二
一
世

紀
を
み
す
え
た
体
質
改
善
は
一
九
九
五
年
︵
平
成
七
︶
の
中
期
計
画
の
も
り
こ
み
、
た
と
え
ば
東
京
工
場
の
深
谷
へ
の
集

約
移
転
な
ど
を
決
断
し
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
一
九
九
九
年
︵
平
成
一
一
︶
三
月
期
は
経
常
利
益
も
三
七
〇
〇
万
円
と
、
最
低
レ
ベ
ル
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。

財
務
体
質
の
強
化
の
必
要
性
か
ら
所
有
株
式
を
売
却
、
そ
の
売
却
損
や
子
会
社
の
投
資
評
価
引
当
金
を
計
上
し
た
た
め
に
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九
億
七
二
〇
〇
万
円
の
大
幅
欠
損
と
な
っ
て
、
一
五
年
ぶ
り
に
配
当
を
み
お
く
っ
た
。
ダ
イ
ニ
ッ
ク
八
〇
年
の
歴
史
を
か

え
り
み
て
も
、
ま
れ
に
み
る
苦
難
期
が
や
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

●
グ
ル
ー
プ
を
あ
げ
て
体
質
強
化
策
を
断
行
す
る

　

一
九
九
九
年
︵
平
成
一
一
︶
三
月
三
日
、
社
長
の
坂
部
三
司
は
、
一
八
年
ぶ
り
の
赤
字
見
通
し
を
前
に
し
て
、﹁
体
質

強
化
策
﹂
を
提
示
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
全
体
を
視
野
に
お
い
た
事
業
の
見
直
し
、
生
産
拠
点
の
集
約
、
工
場
・
事
業
所
の
再
編
、
グ
ル
ー
プ
の
統
廃

合
、
さ
ら
に
は
人
員
の
削
減
、
不
採
算
品
種
の
生
産
中
止
、
在
庫
圧
縮
な
ど
に
お
よ
び
、
六
項
目
に
と
り
ま
と
め
て
い
た
。

い
ず
れ
も
二
年
後
の
二
〇
〇
一
年
︵
平
成
一
三
︶
三
月
ま
で
の
実
現
を
め
ざ
し
、
一
八
億
円
の
改
善
効
果
を
み
こ
ん
で
い

た
。

﹁
こ
の
ま
ま
で
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
二
一
世
紀
は
な
い
﹂
と
い
う
危
機
意
識
に
立
ち
、
社
長
を
は
じ
め
経
営
陣
は
、
こ
れ
ら

一
連
の
﹁
経
営
合
理
化
﹂
に
強
い
決
意
を
も
っ
て
と
り
く
み
、
た
と
え
ば
不
採
算
部
門
か
ら
の
撤
退
、
売
掛
金
の
正
常
化
、

早
期
退
職
者
優
遇
制
度
な
ど
に
よ
る
人
員
削
減
な
ど
は
過
去
に
例
が
な
い
ほ
ど
の
ス
ピ
ー
ド
で
成
果
を
あ
げ
た
。

　

事
業
の
見
直
し
は
採
算
性
か
ら
み
た
モ
ノ
づ
く
り
の
合
理
化
で
、
た
と
え
ば
そ
の
ひ
と
つ
に
芯
地
事
業
が
あ
っ
た
。
接

着
芯
地
に
つ
い
て
は
国
内
の
滋
賀
工
場
で
の
生
産
を
中
止
し
て
、
海
外
拠
点
︵
昆
山
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
、
Ｎ
Ｃ
ス
テ
ー

フ
レ
ッ
ク
ス
、
タ
イ
・
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
︶
に
移
管
す
る
ほ
か
、
一
部
は
外
部
か
ら
供
給
も
う
け
る
。
グ
ル
ー
プ
内
の

お
な
じ
芯
地
の
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ハ
ロ
ニ
ッ
ク
は
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
芯
地
部
門
に
吸
収
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

　

滋
賀
工
場
の
芯
地
生
産
は
一
九
九
九
年
︵
平
成
一
一
︶
六
月
に
中
止
し
、
昆
山
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
へ
移
管
し
た
。
ハ

ロ
ニ
ッ
ク
の
販
売
業
務
も
同
年
五
月
に
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
衣
料
部
門
に
全
面
移
管
し
た
。
埼
玉
工
場
の
工
業
用
キ
ャ
ン
バ
ス

も
同
年
六
月
か
ら
外
注
に
き
り
か
え
た
。

　

さ
ら
に
製
品
在
庫
の
削
減
の
た
め
に
操
業
短
縮
し
て
生
産
調
整
、
一
九
九
三
年
︵
平
成
五
︶
三
月
末
に
、
お
よ
そ
四
〇

億
円
あ
っ
た
在
庫
を
二
〇
〇
〇
年
︵
平
成
一
二
︶
七
月
に
は
二
五
億
円
に
ま
で
減
少
さ
せ
た
。
関
連
会
社
も
二
〇
〇
〇
年

︵
平
成
一
二
︶
三
月
ま
で
に
五
社
を
吸
収
、
あ
る
い
は
譲
渡
す
る
な
ど
で
整
理
統
合
を
お
こ
な
い
、
順
調
に
成
果
を
あ
げ

た
。

　

早
期
退
職
者
優
遇
制
度
に
よ
っ
て
、
一
九
九
九
年
︵
平
成
一
一
︶
七
月
に
三
八
人
が
退
職
、
関
連
会
社
の
清
算
な
ど
で

国
内
関
連
会
社
の
人
員
も
二
〇
〇
〇
年
︵
平
成
一
二
︶
三
月
に
は
一
二
〇
人
減
少
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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ダ
イ
ニ
ッ
ク
本
体
の
従
業
員
数
は
一
九
九
八
年
︵
平
成
一
〇
︶
八
月
時
点
で
七
九
五
人
だ
っ
た
が
、
一
九
九
九
年
︵
平

成
一
一
︶
一
〇
月
に
は
六
九
六
人
に
な
っ
た
。

　

都
市
事
業
所
の
集
約
も
は
じ
ま
っ
た
。

　

大
阪
地
区
で
は
一
九
九
九
年
︵
平
成
一
一
︶
七
月
、
大
阪
支
社
営
業
所
ビ
ル
に
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
ジ
ュ
ノ
、
大
平
製
紙
、

オ
フ
ィ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
が
移
転
し
た
。

　

東
京
地
区
で
は
一
九
九
九
年
︵
平
成
一
一
︶
一
一
月
、
東
京
本
社
が
神
田
の
岩
波
書
店
一
ツ
橋
ビ
ル
か
ら
港
区
芝
大
門

の
ダ
イ
ニ
ッ
ク
ビ
ル
に
移
転
、
時
を
お
な
じ
く
し
て
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
ジ
ュ
ノ
と
オ
フ
ィ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
、
さ
ら
に
大
平
製

紙
も
翌
二
〇
〇
〇
年
︵
平
成
一
二
︶
一
月
に
同
ビ
ル
に
移
転
し
て
い
る
。

　

合
理
化
の
結
果
は
、
さ
っ
そ
く
二
〇
〇
〇
年
︵
平
成
一
二
︶
三
月
期
の
業
績
に
具
体
的
に
あ
ら
わ
れ
て
き
た
。
売
上
高

は
横
ば
い
だ
っ
た
が
、
経
常
利
益
は
四
億
一
八
〇
〇
万
円
と
大
幅
な
改
善
に
成
功
し
た
。
だ
が
、
新
会
計
基
準
の
導
入
に

と
も
な
う
退
職
給
付
引
当
金
の
積
立
て
不
足
額
を
一
括
処
理
し
た
た
め
、
当
期
利
益
は
一
三
億
円
︵
グ
ル
ー
プ
全
体
で
は

二
〇
億
円
︶
の
欠
損
と
な
っ
た
。
ダ
イ
ニ
ッ
ク
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
冬
の
時
代
が
到
来
、
試
練
の
時
が
つ
づ
い
た
。
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第
一
二
節  

グ
ル
ー
プ
展
開
は
分
散
か
ら
集
中
へ

●
拡
充 

再
編
そ
し
て
整
理
統
合
へ

　

一
九
八
〇
年
代
︵
昭
和
五
五
～
︶
後
半
か
ら
一
九
九
〇
年
代
︵
平
成
二
～
︶
に
か
け
て
は
、
グ
ル
ー
プ
全
体
を
視
野
に

お
い
て
、
経
営
変
革
に
の
り
だ
し
た
一
時
期
で
あ
っ
た
。
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力
を
き
わ
め
、
二
一
世
紀
に
向
か
っ
て
強
固

な
企
業
基
盤
を
つ
く
る
。
そ
う
し
た
一
連
の
流
れ
の
な
か
で
、
前
半
は
も
っ
ぱ
ら
グ
ル
ー
プ
の
拡
充
に
向
か
っ
て
い
る
。

　

と
く
に
こ
の
期
は
集
中
的
に
海
外
投
資
が
活
発
化
し
た
。
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
イ
ギ
リ
ス
に
お

い
て
、
大
規
模
な
投
資
が
は
じ
ま
り
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
Ｕ
Ｓ
Ａ
︵
一
九
八
八
年
二
月
︶、
タ
イ
・
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス

︵
一
九
八
八
年
六
月
︶、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
Ｕ
Ｋ
︵
一
九
八
九
年
九
月
︶、
パ
ラ
ナ
・
サ
プ
ラ
イ
ズ
︵
一
九
九
〇
年
四
月
︶、
大

連
ダ
イ
ニ
ッ
ク
︵
一
九
九
一
年
四
月
︶、
昆
山
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
︵
一
九
九
三
年
五
月
︶
を
あ
い
つ
い
で
設
立
し
た
。

さ
ら
に
一
九
九
〇
年
︵
平
成
二
︶
二
月
に
は
銘
州
興
業
を
傘
下
に
お
さ
め
て
い
る
。

　

当
時
、
高
度
情
報
化
社
会
の
進
展
、
あ
る
い
は
ボ
ー
ダ
レ
ス
時
代
の
到
来
に
よ
っ
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
そ
の
も
の
が
お

お
き
く
変
貌
し
つ
つ
あ
っ
た
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て
、
も
は
や
﹁
国
内
﹂﹁
海
外
﹂
と
い
う
枠
組
み
で
と

ら
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
日
本
企
業
の
海
外
進
出
が
活
発
に
な
り
、
ユ
ー
ザ
ー
も
海
外
に
出
て
ゆ
く
。
そ
れ
に
と
も
な
っ

て
素
材
供
給
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ダ
イ
ニ
ッ
ク
も
生
産
拠
点
を
海
外
に
つ
く
る
必
要
が
急
が
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

キ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
国
内
で
強
化
し
な
が
ら
、
国
際
分
業
化
に
も
柔
軟
に
対
応
す
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
か
ら
海
外
の

生
産
拠
点
づ
く
り
に
の
り
だ
し
た
の
で
あ
る
。

　

国
内
で
は
ソ
フ
ト
化
指
向
の
企
業
展
開
が
は
じ
ま
り
、
ス
テ
ラ
・
ニ
ッ
ク
︵
一
九
八
九
年
八
月
︶、
ニ
ッ
ク
・
ビ
ジ
ネ

ス
サ
プ
ラ
イ
︵
一
九
八
九
年
一
二
月
︶、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
フ
ラ
ワ
ー
ア
ン
ド
グ
リ
ー
ン
︵
一
九
九
〇
年
四
月
︶、
リ
ゲ
ル
ジ

ャ
パ
ン
︵
一
九
九
〇
年
六
月
︶
を
設
立
し
、
オ
フ
ィ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
︵
一
九
九
〇
年
四
月
︶
を
グ
ル
ー
プ
傘
下
に
加
え
て

い
る
。

　

そ
の
ほ
か
国
内
の
う
ご
き
を
あ
げ
れ
ば
、
三
豊
ク
ロ
ス
株
式
会
社
は
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
出
資
の
子
会
社
と
し
て
、
新

社
名
﹁
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
ジ
ュ
ノ
﹂
で
新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
︵
一
九
九
四
年
一
〇
月
︶。
さ
ら
に
東
証
第
二
部
上
場

の
大
平
製
紙
株
式
会
社
を
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
一
社
と
し
た
︵
一
九
九
五
年
三
月
︶。
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さ
ら
に
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
経
営
か
ら
ホ
ビ
ー
シ
ョ
ッ
プ
に
転
換
し
て
成
長
し
た
ニ
ッ
ク
産
業
が
大
阪
第
二
部
と
京
都
の
両

証
券
取
引
所
に
株
式
を
上
場
︵
一
九
九
四
年
六
月
︶、
グ
ル
ー
プ
の
な
か
で
初
め
て
の
上
場
企
業
と
な
っ
た
。

　

海
外
投
資
や
拡
充
が
つ
づ
く
一
方
に
お
い
て
、
一
九
九
〇
年
代
︵
平
成
二
～
︶
の
半
ば
以
降
は
、
お
り
か
ら
の
デ
フ
レ

不
況
に
よ
る
業
績
の
急
激
な
悪
化
で
、
経
営
の
再
構
築
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
っ
た
。
一
九
九
四
年
︵
平
成
六
︶

か
ら
は
グ
ル
ー
プ
会
社
の
整
理
・
統
合
の
着
手
、
結
果
的
に
一
九
九
九
年
︵
平
成
一
一
︶
ま
で
に
国
内
一
三
社
、
海
外
二

社
の
グ
ル
ー
プ
会
社
を
整
理
・
統
合
し
た
。
も
っ
と
も
そ
れ
は
二
〇
〇
〇
年
︵
平
成
一
二
︶
三
月
か
ら
、
財
務
会
計
が
連

結
中
心
に
変
わ
る
と
い
う
時
代
の
流
れ
と
無
縁
で
は
な
か
っ
た
。

●
タ
イ 

中
国
に
接
着
芯
地
の
生
産
拠
点

　

一
九
八
八
年
︵
昭
和
六
三
︶、
タ
イ
に
タ
イ
・
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
︵T

H
A

I ST
A

FLEX
 CO

., LT
D

.

︶、
一
九
九

三
年
︵
平
成
五
︶
五
月
に
は
中
国
・
昆
山
に
昆
山
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
︵
昆
山
司
達
福
紡
織
有
限
公
司
︶
を
設
立
し
た
。

い
ず
れ
も
接
着
芯
地
の
生
産
・
販
売
会
社
で
あ
る
。

　

タ
イ
・
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
︵T

H
A

I ST
A

FLEX
 CO

., LT
D

.
︶
の
設
立
は
一
九
八
八
年
︵
昭
和
六
三
︶
六
月
二

一
日
で
あ
る
。
同
社
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
、
三
井
物
産
、
タ
イ
の
大
手
財
閥
サ
ハ
・
パ
タ
ナ
・
グ
ル
ー
プ
︵
Ｓ
Ｐ
Ｉ
︶
三
社
の

合
弁
に
よ
る
芯
地
の
製
造
・
販
売
会
社
と
し
て
発
足
し
て
い
る
。

　

資
本
金
は
四
〇
〇
〇
万
バ
ー
ツ
︵
円
換
算
約
二
億
円
︶。
出
資
比
率
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
Ｓ
Ｐ
Ｉ
四
〇

パ
ー
セ
ン
ト
、
ミ
ッ
ト
サ
イ
ア
ム
︵
タ
イ
三
井
物
産
︶
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
三
井
物
産
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
新
会
社

の
社
長
に
は
Ｓ
Ｐ
Ｉ
の
ブ
ン
ヤ
シ
ッ
ト
・
チ
ョ
ク
ワ
タ
ナ
代
表
、
副
社
長
に
は
坂
部
三
次
郎
︵
ダ
イ
ニ
ッ
ク
社
長
︶、
マ

ネ
ー
ジ
ン
グ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
は
馬
場
常
夫
︵
ダ
イ
ニ
ッ
ク
︶
が
就
任
し
た
。

　

芯
地
の
製
造
工
場
を
タ
イ
に
設
立
し
た
の
は
、
東
南
ア
ジ
ア
が
世
界
の
縫
製
産
地
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
つ
つ
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
で
に
ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
Ｎ
Ｃ
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
を
設
立
、
欧
米
の
ア
パ
レ
ル

メ
ー
カ
ー
が
東
南
ア
ジ
ア
で
生
産
し
て
い
る
製
品
に
的
を
し
ぼ
っ
て
芯
地
事
業
を
展
開
し
て
き
た
が
、
さ
ら
に
ア
パ
レ
ル

生
産
地
と
し
て
成
長
が
い
ち
じ
る
し
い
タ
イ
に
着
目
、
新
し
い
工
場
進
出
を
決
め
た
の
で
あ
る
。

　

タ
イ
の
巨
大
企
業
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
サ
ハ
・
パ
タ
ナ
・
グ
ル
ー
プ
は
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
各
種
プ
ラ
ン
ト
・
製
品
群
に
強

い
関
心
を
よ
せ
て
い
た
。
た
が
い
に
連
携
を
模
索
す
る
な
か
で
、
ま
ず
芯
地
の
製
造
・
販
売
に
つ
い
て
合
弁
事
業
を
は
じ

め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
新
会
社
の
本
社
を
バ
ン
コ
ッ
ク
に
お
き
、
工
場
を
バ
ン
コ
ッ
ク
の
東
北
一
三
〇
キ
ロ
の

タイ・ステーフレックス
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シ
ラ
チ
ャ
︵Sriracha

︶ 

の
工
業
団
地
に
建
設
、
翌
一
九
八
九
年
︵
平
成
元
︶
六
月
七
日
か
ら
、
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
の

生
産
・
販
売
活
動
を
開
始
し
て
い
る
。

　

昆
山
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
︵
昆
山
司
達
福
紡
織
有
限
公
司　

K
U

N
SH

A
N

 ST
A

FLEX
 T

EX
T

ILE  CO
., LT

D
.

は
一
九
九
三
年
︵
平
成
五
︶
五
月
、
資
本
金
四
〇
〇
万
Ｕ
Ｓ
ド
ル
を
も
っ
て
江
蘇
省
昆
山
市
に
設
立
し
た
。
ダ
イ
ニ
ッ
ク

︵
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
︶、
伊
藤
忠
、
昆
山
経
済
技
術
連
合
発
展
公
司
の
三
社
に
よ
る
合
弁
で
あ
る
。
董
事
長
・
坂
部
三
次
郎
、

総
経
理
・
馬
場
常
夫
で
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
に
と
っ
て
は
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
つ
づ
く
接
着
芯
地
﹁
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
﹂
の
生
産
工
場
と
し
て

発
足
、
同
年
八
月
に
は
上
海
事
務
所
を
開
設
、
一
九
九
四
年
︵
平
成
六
︶
三
月
か
ら
昆
山
市
で
工
場
建
設
に
着
手
し
た
。

工
場
の
敷
地
面
積
は
三
万
三
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
、
建
物
は
四
九
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。

　

一
九
九
四
年
︵
平
成
六
︶
八
月
に
工
場
の
棟
上
式
を
お
こ
な
い
、
同
年
一
二
月
に
完
成
し
て
い
る
。
建
設
と
並
行
し
て

機
械
設
備
の
搬
入
を
す
す
め
、
一
九
九
五
年
︵
平
成
七
︶
三
月
に
完
了
、
六
月
か
ら
本
格
的
に
生
産
を
開
始
し
て
い
る
。

当
初
の
工
場
生
産
能
力
は
月
産
四
〇
万
メ
ー
ト
ル
、
最
終
的
な
目
標
は
月
産
一
〇
〇
万
メ
ー
ト
ル
に
お
い
て
い
た
。
当
初

の
従
業
員
は
六
五
人
で
あ
っ
た

　

営
業
活
動
は
上
海
事
務
所
を
中
心
に
、
現
地
の
副
素
材
問
屋
、
国
営
企
業
、
日
系
ア
パ
レ
ル
企
業
を
対
象
と
し
て
販
売

を
開
始
し
て
い
る
。
上
海
に
つ
づ
い
て
一
九
九
七
年
︵
平
成
九
︶
に
は
北
京
に
事
務
所
を
設
置
し
て
販
売
ル
ー
ト
の
確
立

を
め
ざ
し
、
さ
ら
に
翌
一
九
九
八
年
︵
平
成
一
〇
︶
に
は
、
天
津
、
温
州
、
寧
波
、
大
連
、
無
錫
に
事
務
所
を
お
い
て
営

業
活
動
の
機
能
強
化
を
は
か
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
ア
ジ
ア
地
区
に
関
し
て
い
え
ば
、
銘
州
興
業
︵
台
湾
︶
の
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
こ
ち
ら
は
接
着
芯
地
で
は
な
く

商
標
布
で
あ
る
。
同
社
は
も
と
も
と
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
商
標
布
ニ
ッ
ク
セ
ブ
ン
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
タ
ー
で
、
台
湾
を
中
心
に
し

て
、
ア
ジ
ア
地
域
は
も
ち
ろ
ん
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
南
ア
メ
リ
カ
に
も
輸
出
し
て
い
た
。

　

一
九
八
九
年
︵
平
成
元
︶
一
〇
月
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
が
資
本
参
加
す
る
こ
と
で
銘
州
興
業
側
と
合
意
が
成
立
、
グ
ル
ー
プ

の
一
社
と
し
て
発
足
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

新
体
制
の
銘
州
興
業
︵
銘
州
興
業
股
份
有
限
公
司
・
本
社
：
台
北
県
淡
水
鎮
下
圭
柔
山
︶
は
、
一
九
九
〇
年
︵
平
成

二
︶
二
月
に
発
足
、
資
本
金
七
六
〇
〇
万
元
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
会
長
は
坂
部
三
次
郎
、
社
長
は
羅
華
冠
、
従
業
員
は
四

〇
人
で
あ
っ
た
。
同
社
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
Ｓ
Ｃ
事
業
部
の
技
術
力
を
導
入
す
る
な
ど
合
弁
の
効
果
を
活
か
し
、
商
標
布
分
野

の
世
界
市
場
進
出
を
め
ざ
し
た
。
銘
州
興
業
の
海
外
展
開
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
目
的
で
香
港
に
設
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

が
、
グ
リ
ッ
タ
ー
・
ス
ト
ロ
ン
グ
︵GLIT

T
ER ST

RO
N

G LT
D

.  

金
碧
威
強
有
限
公
司
︶
で
あ
る
。
同
社
は
銘
州
製

昆山ステーフレックス
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品
の
輸
入
・
販
売
、
さ
ら
に
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
グ
ル
ー
プ
企
業
へ
の
投
資
・
出
資
を
目
的
に
し
て
一
九
九
〇
年
︵
平
成

二
︶
春
に
業
務
を
開
始
し
た
。
会
長
は
坂
部
三
次
郎
、
社
長
は
羅
華
冠
で
あ
っ
た
。

●
ソ
フ
ト
化
指
向
の
グ
ル
ー
プ
が
誕
生

　

国
内
で
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
製
品
を
ベ
ー
ス
に
し
て
独
自
の
事
業
を
め
ざ
す
試
み
で
、
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
会
社
が
ス
タ

ー
ト
し
て
い
る
。

　

ス
テ
ラ
・
ニ
ッ
ク
株
式
会
社
︵
資
本
金
三
〇
〇
〇
万
円
、
会
長
・
坂
部
三
次
郎
、
社
長
・
藤
井
稔
︶
は
一
九
八
九
年

︵
平
成
元
︶
八
月
設
立
で
あ
る
。
Ｆ
Ｆ
Ｃ
フ
ィ
ル
ム
﹁
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ａ
﹂
を
は
じ
め
各
種
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
の
販
売
促
進
、

末
端
商
品
の
開
発
な
ど
を
業
容
と
す
る
コ
ピ
ー
・
デ
ザ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
会
社
で
あ
っ
た
。
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
機
、
カ
ッ
タ
ー
、

ラ
ミ
ネ
ー
ト
機
、
製
本
機
な
ど
の
諸
設
備
を
設
置
、
同
年
一
〇
月
か
ら
営
業
活
動
を
開
始
し
て
い
る
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
フ
ラ
ワ
ー
ア
ン
ド
グ
リ
ー
ン
株
式
会
社
︵
資
本
金
は
一
〇
〇
〇
万
円
、
会
長
は
坂
部
三
次
郎
、
代
表
取

締
役
は
植
木
佳
雄
︶
は
、
花
卉
・
観
葉
植
物
の
生
産
、
販
売
、
リ
ー
ス
、
さ
ら
に
は
造
園
企
画
な
ど
を
主
業
務
と
し
て
、

一
九
九
〇
年
︵
平
成
二
︶
四
月
に
発
足
し
て
い
る
。
同
社
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
商
品
事
業
部
が
展
開
し
て
き
た
﹁
Ｓ
Ｔ
式
底
面

灌
水
シ
ス
テ
ム
﹂
を
中
心
に
し
た
花
卉
、
観
葉
植
物
の
生
産
・
販
売
業
務
を
発
展
的
に
分
離
独
立
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ニ
ッ
ク
・
ビ
ジ
ネ
ス
サ
プ
ラ
イ
株
式
会
社
︵
会
長
・
坂
部
三
次
郎
、
代
表
取
締
役
・
二
階
堂
康
弘
︶
は
一
九
八
九
年

︵
平
成
元
︶
一
二
月
に
設
立
し
た
。
同
社
の
営
業
内
容
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
用
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
を
中
心
に
し
た
各
種
事
務
用

品
、
Ｏ
Ａ
用
品
の
販
売
で
あ
っ
た
。

　

オ
フ
ィ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
株
式
会
社
は
一
九
九
〇
年
︵
平
成
二
︶
四
月
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
傘
下
に
な
っ
て
い

る
。
も
と
も
と
は
一
九
六
八
年
︵
昭
和
四
三
︶、
バ
ロ
ー
ス
︵
現
・
日
本
ユ
ニ
シ
ス
︶
の
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ム
事
業
部
と

し
て
発
足
し
て
い
る
。
一
九
八
六
年
︵
昭
和
六
一
︶、
バ
ロ
ー
ス
か
ら
分
離
し
て
ア
メ
リ
カ
の
ヌ
・
コ
ー
ト
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
︵N

u-K
ote International Inc.

︶
の
日
本
で
の
子
会
社
﹁
オ
フ
ィ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
﹂
と
し
て
独
立
、
そ

し
て
四
年
後
に
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
一
社
と
し
て
再
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
た
オ
フ
ィ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
新
資
本
金
は
一
億
円
、
会
長
は
坂
部
三
次
郎
、
社
長
は
奥
田
英
雄
、

従
業
員
は
六
〇
人
で
あ
っ
た
。
自
社
企
画
の
各
種
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ム
、
帳
票
類
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
サ
プ
ラ
イ
商
品
、

周
辺
機
器
、
文
書
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
用
機
器
、
各
種
用
紙
な
ど
の
販
売
が
同
社
の
営
業
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

リ
ゲ
ル
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
は
一
九
九
〇
年
︵
平
成
二
︶
六
月
設
立
で
あ
る
。
高
級
キ
ャ
デ
ィ
バ
ッ
グ
を
中
心
に
し
て
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カ
バ
ン
・
袋
物
の
製
造
・
販
売
会
社
で
、
本
社
は
池
袋
の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
の
ダ
イ
ニ
ッ
ク
東
京
本
社
内
に
お
き
、
工
場

は
埼
玉
県
越
谷
市
に
建
設
し
た
。
資
本
金
は
二
〇
〇
〇
万
円
、
会
長
に
坂
部
三
次
郎
、
社
長
に
桜
井
達
夫
が
就
任
し
て
い

る
。

●
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
ジ
ュ
ノ
の
発
足

　

一
九
九
四
年
︵
平
成
六
︶
一
〇
月
一
日
、
グ
ル
ー
プ
企
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
三
豊
ク
ロ
ス
が
﹁
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
ジ
ュ

ノ
﹂
と
し
て
、
新
し
く
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

三
豊
ク
ロ
ス
株
式
会
社
は
、
も
っ
と
も
歴
史
あ
る
グ
ル
ー
プ
企
業
で
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
製
品
の
販
売
会
社
と
し
て
出
発
し

て
い
る
。
と
く
に
近
年
は
住
宅
関
連
商
品
の
比
率
が
た
か
ま
り
、
壁
装
材
と
床
材
で
全
体
の
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る

ま
で
に
な
っ
た
。
あ
く
ま
で
代
理
店
と
し
て
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
営
業
部
門
と
と
も
に
販
売
に
あ
た
っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
に

販
売
活
動
の
う
え
で
も
重
複
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
営
業
部
門
を
組
織
的
に
も
ひ
と
つ
に
し
て
、
顧
客
サ
ー
ビ

ス
に
徹
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
ダ
イ
ニ
ッ
ク
と
三
豊
ク
ロ
ス
の
イ
ン
テ
リ
ア
床
材
の
商
流
を
統
一
す
る
こ
と

に
し
た
の
で
あ
る
。

　

三
豊
ク
ロ
ス
の
全
株
式
を
ダ
イ
ニ
ッ
ク
が
買
い
と
り
、
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
出
資
の
子
会
社
に
す
る
と
と
も
に
、
社
名

を
﹁
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
ジ
ュ
ノ
株
式
会
社
﹂
に
あ
ら
た
め
た
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
ジ
ュ
ノ
の
設
立
と
同
時
に
、
イ
ン
テ
リ
ア
床
材
の
販
売
部
門
を
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
ジ
ュ
ノ
に
集
約
・
統
合

し
た
。
な
お
三
豊
ク
ロ
ス
が
あ
つ
か
っ
て
き
た
衣
料
芯
地
の
販
売
に
つ
い
て
は
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
営
業
部
門
に
一
本
化
し

た
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
札
幌
、
仙
台
、
福
岡
の
各
営
業
所
と
広
島
連
絡
事
務
所
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
ジ
ュ
ノ
に
移
管
し
、
新
し
く

ダ
イ
ニ
ッ
ク
名
古
屋
支
社
営
業
所
内
に
ジ
ュ
ノ
の
名
古
屋
営
業
所
を
開
設
し
た
。
そ
の
結
果
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
ジ
ュ
ノ
は

東
京
、
大
阪
に
加
え
て
、
札
幌
、
仙
台
、
名
古
屋
、
広
島
、
福
岡
と
全
国
を
縦
断
す
る
営
業
体
制
が
で
き
あ
が
っ
た
の
で

あ
る
。

●
大
平
製
紙
が
グ
ル
ー
プ
傘
下
に

　

一
九
九
五
年
︵
平
成
七
︶
三
月
、
東
証
第
二
部
上
場
の
大
平
製
紙
株
式
会
社
が
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
傘
下
に
加
わ
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る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

同
社
の
株
式
二
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
取
得
、
筆
頭
株
主
と
な
り
、
技
術
、
製
品
、
販
売
面
で
業
務
提
携
を
お
こ
な
い
な
が

ら
経
営
の
再
建
に
の
り
だ
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

大
平
製
紙
は
食
品
向
け
の
ア
ル
ミ
箔
加
工
製
品
を
中
心
に
、
食
品
の
包
装
に
つ
か
わ
れ
る
複
合
フ
ィ
ル
ム
製
品
、
加
工

紙
、
食
品
用
紙
器
、
感
光
材
用
紙
管
、
紙
ク
ロ
ス
な
ど
の
製
造
・
販
売
に
あ
た
っ
て
き
た
。

　

創
業
は
一
九
三
七
年
︵
昭
和
一
二
︶
八
月
、
大
平
加
工
紙
株
式
会
社
と
し
て
現
・
王
子
工
場
︵
東
京
都
北
区
︶
の
地
で
、

製
紙
、
紙
ク
ロ
ス
、
加
工
紙
の
製
造
を
は
じ
め
、
一
九
四
三
年
︵
昭
和
一
八
︶
に
新
興
製
紙
を
合
併
し
て
富
士
工
場
と
し

て
、
社
名
を
現
在
の
大
平
製
紙
に
改
め
て
い
る
。

　

一
九
六
四
年
︵
昭
和
三
九
︶
に
東
証
二
部
に
上
場
。
一
九
六
八
年
︵
昭
和
四
三
︶
に
英
国
・
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
グ
ラ
ス
か

ら
技
術
導
入
し
て
、
ア
ル
ミ
箔
蓋
材
の
製
造
を
開
始
し
て
い
る
。

　

一
九
七
〇
年
︵
昭
和
四
五
︶
に
は
栃
木
県
真
岡
市
に
新
工
場
を
建
設
し
て
、
ア
ル
ミ
箔
加
工
の
増
産
に
の
り
だ
し
た
。

一
九
七
八
年
︵
昭
和
五
三
︶
に
は
資
本
金
を
五
億
円
に
増
資
し
て
設
備
の
拡
大
を
す
す
め
、
複
合
フ
ィ
ル
ム
の
分
野
に
進

出
す
る
な
ど
事
業
を
拡
大
し
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
製
紙
部
門
の
不
振
か
ら
収
益
が
悪
化
、
一
九
九
四
年
︵
平
成
六
︶
五
月
期
に
は
売
上
高
八
九
億
円
、
経
常
損

失
九
億
円
を
計
上
、
七
期
連
続
の
経
常
赤
字
と
な
っ
た
。
王
子
工
場
の
敷
地
の
一
部
を
売
却
す
る
な
ど
し
て
累
積
赤
字
を

四
億
円
に
減
ら
し
た
が
、
一
九
九
五
年
︵
平
成
七
︶
五
月
期
に
は
、
さ
ら
に
赤
字
の
拡
大
が
み
こ
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
が
経
営
支
援
に
の
り
だ
し
た
の
は
、
お
な
じ
フ
ィ
ル
ム
加
工
部
門
を
も
つ
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
う
え
に
、
両

社
の
保
有
す
る
経
営
資
源
を
最
大
限
に
活
か
せ
ば
、
新
し
い
事
業
展
開
が
で
き
る
と
判
断
し
た
か
ら
だ
っ
た
。
大
平
製
紙

は
乳
飲
料
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
の
食
品
容
器
の
蓋
に
も
ち
い
ら
れ
る
ア
ル
ミ
箔
の
特
殊
加
工
技
術
を
も
っ
て
い
る
。
ダ
イ

ニ
ッ
ク
に
は
織
・
編
物
、
紙
、
不
織
布
、
フ
ィ
ル
ム
な
ど
に
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る
技
術
が
あ
る
。
ア
ル
ミ
箔
に
関
す
る
技

術
導
入
、
ア
ル
ミ
箔
へ
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
の
応
用
、
食
品
分
野
へ
の
進
出
な
ど
も
期
待
で
き
る
。
業
務
提
携
に
は
新

し
い
事
業
展
開
が
み
こ
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　

大
平
製
紙
は
当
時
資
本
金
五
億
円
、
年
商
は
七
五
～
九
〇
億
円
、
従
業
員
二
七
〇
人
の
中
堅
企
業
で
あ
っ
た
。
規
模
か

ら
み
て
再
建
に
は
相
当
な
経
営
努
力
が
必
要
と
み
て
、
ま
ず
一
九
九
五
年
︵
平
成
七
︶
四
月
一
日
付
で
会
長
の
坂
部
三
次

郎
、
専
務
の
細
田
敏
夫
、
参
与
の
桂
幸
嗣
の
三
人
が
大
平
製
紙
の
顧
問
に
就
任
し
た
。
そ
し
て
同
年
八
月
の
株
主
総
会
で
、

坂
部
三
次
郎
が
同
社
の
取
締
役
会
長
に
、
細
田
敏
夫
が
代
表
取
締
役
社
長
に
、
桂
幸
嗣
が
取
締
役
に
就
任
し
て
、
本
格
的

に
同
社
の
経
営
改
革
に
着
手
し
た
の
で
あ
る
。
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●
グ
ル
ー
プ
の
再
構
築
に
向
か
う

　

海
外
の
生
産
拠
点
づ
く
り
を
活
発
に
す
す
め
る
一
方
で
、
こ
の
期
に
は
国
内
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
も
ふ
く
め
た
企
業
の

再
構
築
も
は
じ
ま
っ
た
。

　

手
芸
材
料
販
売
の
ニ
ッ
ク
は
一
時
三
〇
店
ま
で
店
舗
を
ひ
ろ
げ
た
が
、
そ
の
後
消
費
者
の
手
芸
ば
な
れ
が
深
刻
で
売
上

が
下
落
、
も
は
や
将
来
性
は
み
こ
め
な
い
と
し
て
、
一
九
九
四
年
︵
平
成
六
︶
一
二
月
、
事
業
撤
収
の
判
断
を
く
だ
し
た
。

　

リ
ゲ
ル
ジ
ャ
パ
ン
は
高
級
ゴ
ル
フ
バ
ッ
グ
の
製
造
・
販
売
会
社
と
し
て
発
足
し
た
が
、
バ
ブ
ル
景
気
の
終
焉
と
と
も
に

業
績
が
悪
化
、
一
九
九
四
年
︵
平
成
六
︶
一
一
月
に
解
散
し
た
。

　

ス
テ
ラ
・
ニ
ッ
ク
︵
一
九
九
四
年
一
一
月
解
散
︶、
ニ
ッ
ク
工
芸
︵
一
九
九
七
年
四
月
解
散
︶、
京
都
ビ
ジ
ネ
ス
サ
プ
ラ

イ
︵
一
九
九
八
年
五
月
解
散
︶
の
撤
退
も
市
場
動
向
と
の
乖
離
、
事
業
そ
の
も
の
の
将
来
性
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

多
賀
緑
化
開
発
は
滋
賀
工
場
の
緑
化
維
持
と
い
う
発
想
か
ら
う
ま
れ
た
事
業
だ
っ
た
が
、
ゴ
ル
フ
ブ
ー
ム
が
去
る
と
経

営
が
悪
化
、
一
定
の
役
割
は
終
え
た
と
み
て
一
九
九
六
年
︵
平
成
八
︶
一
一
月
に
解
散
し
た
。
同
社
の
ゴ
ル
フ
場
施
設
は

本
社
管
轄
と
な
り
、
現
在
は
﹁
多
賀
グ
リ
ー
ン
倶
楽
部
﹂
と
し
て
運
営
を
継
続
し
て
い
る
。

　

事
業
の
将
来
性
か
ら
み
て
、
整
理
・
統
合
に
ふ
み
き
っ
た
の
は
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
フ
ラ
ワ
ー
ア
ン
ド
グ
リ
ー
ン
、
ニ
ッ

ク
・
ビ
ジ
ネ
ス
サ
プ
ラ
イ
、
ニ
ッ
ク
環
境
サ
ー
ビ
ス
の
三
社
で
あ
る
。

　

花
卉
・
観
葉
植
物
の
生
産
・
販
売
に
あ
た
っ
て
い
た
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
フ
ラ
ワ
ー
ア
ン
ド
グ
リ
ー
ン
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、

そ
の
将
来
的
な
見
地
か
ら
、
一
九
九
九
年
︵
平
成
一
一
︶
九
月
に
解
散
、
同
社
の
業
務
を
ダ
イ
ニ
ッ
ク
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
サ

ー
ビ
ス
の
グ
リ
ー
ン
事
業
部
に
統
合
し
た
。

　

ニ
ッ
ク
環
境
サ
ー
ビ
ス
の
譲
渡
も
将
来
性
の
見
地
か
ら
の
判
断
で
あ
る
。
環
境
測
定
の
業
界
は
規
模
が
採
算
性
を
お
お

き
く
左
右
す
る
よ
う
に
な
り
撤
退
を
決
断
、
一
九
九
九
年
︵
平
成
一
一
︶
九
月
、
ジ
ー
エ
ス
環
境
科
学
研
究
所
に
株
式
を

譲
渡
し
た
。

　

ニ
ッ
ク
・
ビ
ジ
ネ
ス
サ
プ
ラ
イ
は
企
業
の
性
格
や
事
業
の
規
模
か
ら
存
続
が
困
難
と
な
り
、
業
務
の
一
部
を
大
和
紙
工

に
移
管
し
て
、
一
九
九
九
年
︵
平
成
一
一
︶
九
月
に
解
散
し
た
。

　

狭
山
成
型
と
狭
山
ニ
ッ
ク
は
一
九
九
九
年
︵
平
成
一
一
︶
三
月
と
一
一
月
に
解
散
し
た
が
、
い
ず
れ
も
一
定
の
役
割
を

終
え
た
こ
と
に
よ
る
事
業
の
撤
収
で
あ
る
。

　

桂
工
業
と
ハ
ロ
ニ
ッ
ク
は
と
も
に
一
九
九
九
年
︵
平
成
一
一
︶
七
月
に
解
散
、
業
務
の
す
べ
て
を
ダ
イ
ニ
ッ
ク
に
吸
収
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し
た
。

　

海
外
で
は
ア
メ
リ
カ
の
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
ア
メ
リ
カ
が
一
九
九
二
年
︵
平
成
四
︶
に
解
散
と
な
っ
た
。
リ
ボ
ン
事
業
の
構

築
に
つ
い
て
、
そ
の
使
命
を
終
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

ア
ジ
ア
で
は
一
九
八
九
年
︵
平
成
元
︶
一
〇
月
に
グ
ル
ー
プ
の
一
社
と
な
り
、
翌
一
九
九
〇
年
︵
平
成
二
︶
二
月
に
新

会
社
を
発
足
さ
せ
た
台
湾
の
銘
州
興
業
と
香
港
の
グ
リ
ッ
タ
ー
・
ス
ト
ロ
ン
グ
が
一
九
九
五
年
︵
平
成
七
︶
九
月
、
グ
ル

ー
プ
を
離
れ
た
。
商
標
布
の
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
銘
州
は
、
事
業
展
開
の
手
法
や
考
え
方
に
根
本
的
な
齟
齬
が
あ
り
、
同
社

と
同
社
の
販
売
会
社
で
あ
る
グ
リ
ッ
タ
ー
・
ス
ト
ロ
ン
グ
と
と
も
に
株
式
を
譲
渡
す
る
か
た
ち
で
合
弁
を
解
消
し
た
の
で

あ
る
。



伝
え
育
ん
だ
歴
史
が

類
な
き
新
分
野
を
う
ん
だ
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９
・
11
同
時
多
発
テ
ロ 

そ
し
て
イ
ラ
ク
戦
争
へ

　

〽
そ
う
さ　

僕
ら
は　

世
界
に
一
つ
だ
け
の
花  

一
人
一
人
違
う
種
を
持
つ

　

そ
の
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
だ
け
に　

一
生
懸
命
に
な
れ
ば
い
い

　

ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
・
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
の
﹁
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
﹂︵
作
詞
・
作

曲
：
槇
原
敬
之
︶
の
一
節
で
あ
る
。
は
る
か
海
の
向
こ
う
の
中
東
・
イ
ラ
ク
で
戦

争
が
は
じ
ま
っ
た
こ
ろ
、
日
本
で
は
こ
の
歌
が
流は

行や

り
、
二
〇
〇
万
枚
以
上
を
売

り
上
げ
た
。

　

二
一
世
紀
は
キ
ナ
臭
い
雰
囲
気
の
な
か
で
幕
あ
け
た
。
二
〇
〇
一
年
︵
平
成
一

三
︶
九
月
一
一
日
、
午
後
一
〇
時
す
ぎ
だ
っ
た
。
全
世
界
を
震
撼
さ
せ
る
よ
う
な

衝
撃
の
映
像
が
テ
レ
ビ
に
流
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
象
徴
と
も
い
う
べ
き
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
あ
る
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
︵
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
︶
北

9・11同時多発テロで炎上する世界貿易センタービル南棟（左）と北棟（ロイター＝
共同）

二
一
世
紀 

世
界
は
戦
争
で
幕
あ
け

国
内
は
不
況
と
政
治
の
混
乱
つ
づ
く

時
代
と
世
相
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棟
一
一
〇
階
に
旅
客
機
が
激
突
、
数
分
後
に
南
棟
に
も
う
一
機
が
突
っ
込
ん
で
と

も
に
炎
上
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
国
防
総
省
本
庁
舎
︵
ペ
ン
タ
ゴ

ン
︶
に
も
旅
客
機
が
激
突
し
て
爆
発
炎
上
し
た
の
で
あ
る
。
世
界
一
超
大
国
ア
メ

リ
カ
を
驚
愕
さ
せ
た
９
・
11
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
で
あ
る
。

　

軍
事
大
国
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
本
土
が
、
他
国
か
ら
攻
撃
を
う
け
よ
う
と
は
夢

に
も
思
わ
な
か
っ
た
。
い
っ
た
い
世
界
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
。
誰
し
も
が
は
ら

は
ら
し
な
が
ら
み
ま
も
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
は
早
く
も
四
日
後
に
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
ひ
き
い
る
イ
ス
ラ
ム

過
激
派
テ
ロ
組
織
ア
ル
カ
イ
ダ
が
主
犯
と
断
定
し
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
タ
リ

バ
ン
政
権
が
か
れ
ら
を
か
く
ま
っ
て
い
る
と
み
て
空
爆
を
開
始
、
一
二
月
に
は
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
暫
定
政
権
を
う
ち
た
て
た
。

　

世
界
の
警
察
を
自
負
す
る
ア
メ
リ
カ
は
、
さ
ら
に
二
年
後
の
二
〇
〇
三
年
︵
平

成
一
五
︶
三
月
二
〇
日
︵
イ
ラ
ク
現
地
時
間
︶、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

な
ど
有
志
連
合
で
、
イ
ラ
ク
へ
軍
を
す
す
め
た
。
大
統
領
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
が
、

大
量
破
壊
兵
器
を
か
く
し
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
ア
ル
カ
イ
ダ
の
手
に
渡
る
お
そ

れ
が
あ
る
と
し
て
、
米
大
統
領
・
ブ
ッ
シ
ュ
は
全
面
攻
撃
に
ふ
み
き
っ
た
の
で
あ

る
。
四
月
に
は
イ
ラ
ク
全
土
を
空
爆
、
一
二
月
に
は
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
を
拘
束

し
た
。
そ
し
て
暫
定
政
権
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
だ
が
、
国
内
は
混
乱
し
て
イ
ラ

ク
の
民
衆
は
現
在
も
苦
し
み
つ
づ
け
て
い
る
。

　

当
時
、
日
本
の
世
論
は
﹁
イ
ラ
ク
攻
撃
﹂
反
対
が
大
勢
を
占
め
た
が
、
時
の
首

相
・
小
泉
純
一
郎
は
国
連
決
議
が
な
く
て
も
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
行
動
を
支
持
す
る

と
表
明
、
七
月
に
イ
ラ
ク
復
興
支
援
特
別
措
置
法
を
強
行
採
決
、
一
二
月
に
航
空

自
衛
隊
を
ク
ウ
ェ
ー
ト
・
カ
タ
ー
ル
に
派
遣
し
た
。

﹁
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
﹂
は
そ
ん
な
お
り
に
大
流
行
し
た
の
で
あ
る
。
ひ
た
す

ら
に
、﹁
人
﹂
ひ
と
り
が
大
切
で
あ
る
、
と
く
り
か
え
し
て
い
る
。
人
は
ひ
と
り

ひ
と
り
み
ん
な
ち
が
っ
て
い
る
。
そ
の
ひ
と
り
の
人
間
を
﹁
大
切
﹂
に
し
よ
う
と

す
る
精
神
と
姿
勢
の
延
長
に
は
、
戦
争
な
ん
か
あ
り
え
な
い
。
あ
る
の
は
、
い
わ

ゆ
る
非
戦
の
こ
こ
ろ
で
あ
る
。﹁
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
﹂
が
、
バ
ク
ダ
ッ
ド
空

爆
の
映
像
に
見
い
る
多
く
の
人
た
ち
の
琴
線
に
ふ
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
誰
し

も
が
潜
在
的
に
も
っ
て
い
る
平
和
へ
の
願
い
と
響
き
合
う
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
だ

ろ
う
。

政
治
も
い
ろ
い
ろ
…
…
小
泉
劇
場
に
酔
い
し
れ
る

﹁
自
民
党
を
ぶ
っ
壊
す
﹂

　

変
人
と
い
わ
れ
た
小
泉
純
一
郎
は
、
そ
の
よ
う
に
豪
語
し
て
自
民
党
総
裁
に
選

出
さ
れ
た
。

　

当
時
、
国
内
は
二
〇
〇
〇
年
代
︵
平
成
一
二
～
︶
に
入
っ
て
も
、
い
ぜ
ん
景
気

低
迷
が
つ
づ
い
て
い
た
。
モ
ノ
づ
く
り
の
製
造
業
は
落
ち
込
み
、
不
良
債
権
処
理

は
遅
れ
に
遅
れ
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
不
安
が
ま
す
ま
す
ひ
ろ
が
っ
て
い
っ
た
。
政

治
も
混
迷
を
深
め
、
金
融
再
生
も
産
業
再
生
も
す
す
ま
な
い
。
ど
ん
づ
ま
り
の
な

か
で
二
〇
〇
一
年
︵
平
成
一
三
︶
四
月
、
小
泉
純
一
郎
が
第
八
七
代
内
閣
総
理
大

臣
に
就
任
し
た
の
で
あ
る
。

　

小
泉
内
閣
は
﹁
構
造
改
革
な
く
し
て
、
景
気
回
復
な
し
﹂
と
い
う
認
識
の
も
と

に
、﹁
聖
域
な
き
構
造
改
革
﹂
な
ど
を
か
か
げ
、
そ
の
わ
か
り
や
す
さ
が
国
民
に

ウ
ケ
、
内
閣
支
持
率
を
押
し
あ
げ
た
。
翌
二
〇
〇
二
年
︵
平
成
一
四
︶
九
月
に
は

現
役
の
首
相
と
し
て
初
め
て
北
朝
鮮
に
お
も
む
い
た
。
平
壌
で
金キ

ム

正ジ
ョ
ン

日イ
ル

総
書
記

と
会
談
、
一
三
人
の
拉
致
を
み
と
め
さ
せ
、
蓮
池
薫
氏
や
曽
我
ひ
と
み
さ
ん
ら
五

人
を
帰
国
さ
せ
た
。
な
み
は
ず
れ
た
行
動
力
で
そ
の
支
持
を
磐
石
な
も
の
と
し
た

の
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
四
年
︵
平
成
一
六
︶
は
年
金
改
革
が
政
争
の
火
種
と
な
り
、
国
会
は
年

金
の
未
納
問
題
で
ゆ
れ
た
。
落
選
中
に
幽
霊
社
員
と
し
て
厚
生
年
金
に
不
正
加
入

し
て
い
た
こ
と
を
追
及
さ
れ
た
小
泉
首
相
は
﹁
人
生
い
ろ
い
ろ
、
会
社
も
い
ろ
い

ろ
、
年
金
も
い
ろ
い
ろ
﹂
と
、
す
り
逃
げ
た
。
国
民
は
笑
っ
て
ゆ
る
し
て
し
ま
っ
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た
が
、
年
金
改
革
法
の
強
行
採
決
、

自
衛
隊
の
海
外
派
兵
な
ど
で
小
泉
自

民
党
の
凋
落
は
否
め
ず
、
七
月
の
参

院
選
で
自
民
党
は
大
苦
戦
、
民
主
党

が
参
院
第
一
党
と
な
っ
た
。

　

ひ
と
た
び
翳か

げ

り
が
み
え
は
じ
め
た

小
泉
ブ
ー
ム
、
そ
の
起
死
回
生
の
裏

技
と
し
て
登
場
し
て
き
た
の
が
あ
の

郵
政
解
散
で
あ
る
。
郵
政
民
営
化
は

小
泉
純
一
郎
の
悲
願
で
あ
っ
た
。
郵

政
民
営
化
法
案
は
与
党
内
で
も
賛
否

が
わ
か
れ
、
自
民
党
か
ら
大
量
の
造
反
議
員
が
出
た
も
の
の
、
二
〇
〇
五
年
︵
平

成
一
七
︶
七
月
、
衆
院
で
可
決
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
参
院
で
も
異
を
と
な
え
る
自

民
党
議
員
が
続
出
、
八
月
の
本
会
議
で
否
決
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。﹁
郵
政
民
営
化

こ
そ
改
革
の
本
丸
﹂
と
し
て
き
た
小
泉
純
一
郎
は
た
だ
ち
に
衆
院
を
解
散
、
い
わ

ば
総
選
挙
を
郵
政
民
営
化
の
国
民
投
票
に
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

小
泉
純
一
郎
は
こ
の
郵
政
選
挙
で
、
造
反
し
た
議
員
を
公
認
せ
ず
、
さ
ら
に
無

所
属
で
出
馬
す
る
者
に
は
﹁
小
泉
チ
ル
ド
レ
ン
﹂
と
よ
ば
れ
た
﹁
刺し

客か
く

﹂
を
お
く

り
こ
ん
だ
。
無
党
派
層
の
多
く
は
メ
デ
ィ
ア
が
も
ち
あ
げ
る
﹁
小
泉
劇
場
﹂
に
と

り
こ
ま
れ
、
自
民
党
は
圧
勝
、
与
党
は
わ
が
国
の
憲
政
史
上
初
の
三
分
の
二
を
超

え
る
議
席
数
と
な
っ
た
。

　

テ
レ
ビ
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
を
操
っ
て
国
民
を
わ
し
づ
か
み
に
し
た
劇
場
型
首

相
・
小
泉
純
一
郎
は
悲
願
で
あ
る
郵
政
民
営
化
へ
の
道
筋
を
見
と
ど
け
る
と
、
二

〇
〇
六
年
︵
平
成
一
八
︶
九
月
、
自
民
党
総
裁
の
任
期
満
了
に
と
も
な
い
、
あ
っ

さ
り
総
理
の
座
を
お
り
た
。
次
い
で
首
相
に
つ
い
た
の
は
﹁
美
し
い
国
、
日
本
﹂

を
か
か
げ
る
安
倍
晋
三
だ
っ
た
。

多
発
す
る
偽
装
や
不
祥
事

　

老
舗
企
業
の
偽
装
や
閣
僚
の
不
祥
事
が
頻
発
し
た
の
も
こ
の
時
代
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
二
〇
〇
二
年
︵
平
成
一
四
︶
の
年
明
け
に
は
雪
印
の
牛
肉
偽
装
問
題

が
発
覚
、
同
年
八
月
に
は
日
本
ハ
ム
で
も
お
な
じ
問
題
の
隠
蔽
が
あ
き
ら
か
に
な

っ
た
。
こ
の
ほ
か
東
京
電
力
の
原
発
損
傷
の
隠
蔽
な
ど
も
あ
っ
て
、
日
本
の
安
全

神
話
が
ゆ
ら
ぎ
は
じ
め
た
。

　

二
〇
〇
七
年
︵
平
成
一
九
︶
に
な
る
と
不
二
家
が
期
限
切
れ
の
原
材
料
で
洋
菓

子
を
製
造
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
、
全
国
の
ス
ー
パ
ー
や
食
品
店
の
店
頭
か
ら
不

二
家
の
商
品
が
消
え
た
。
ま
た
伊
勢
の
老
舗
・
赤
福
の
消
費
期
限
偽
装
が
発
覚
し

て
、
一
時
的
に
営
業
停
止
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
老
舗
の
料
亭
・
船
場
吉
兆
は
産
地

偽
装
、
賞
味
期
限
偽
装
に
加
え
、
客
の
食
べ
残
し
を
再
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
あ

か
る
み
に
出
る
な
ど
食
品
偽
装
が
全
国
的
に
続
発
し
た
。

﹁
偽
装
﹂﹁
不
祥
事
﹂
の
多
く
は
内
部
告
発
に
よ
る
も
の
だ
が
、
そ
れ
は
ス
ポ
ン

サ
ー
な
ど
の
し
が
ら
み
の
な
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
れ
ば
こ
そ
な
し
え
た
快
挙
で

あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
な
ん
と
か
隠
し
お
お
せ
た
と
し
て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

と
い
う
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
の
台
頭
で
、
も
は
や
隠
蔽
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
存
在
感
を

不
動
の
も
の
に
す
る
な
ど
、
Ｉ
Ｔ
の
進
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
加
速
は
と
ま
ら
な
か

っ
た
。
ワ
ン
セ
グ
の
普
及
も
こ
の
こ
ろ
に
は
じ
ま
り
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
に

ワ
ン
セ
グ
受
信
機
能
を
つ
け
た
製
品
が
注
目
を
あ
び
た
。
動
画
配
信
サ
イ
ト
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
が
人
気
を
あ
つ
め
る
な
ど
、
ひ
と
昔
前
の
世
代
に
す
れ
ば
、
あ
り
え

な
い
夢
の
時
代
が
到
来
し
て
い
た
。

時
代
と
世
相

リーマン・ブラザーズの破綻で東京株式市場も大幅な
下落（2008年9月）
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国
民
年
金
な
ど
保
険
料
の
納
付
記
録
も
れ
が
発
覚
、
い
わ
ゆ
る
﹁
消
え
た
年

金
﹂
問
題
で
政
治
不
信
が
ふ
く
れ
あ
が
っ
た
の
も
こ
の
年
で
あ
る
。

　

閣
僚
の
不
祥
事
も
あ
い
つ
い
だ
。
二
〇
〇
七
年
︵
平
成
一
九
︶
五
月
に
は
事
務

所
費
用
の
不
透
明
を
指
摘
さ
れ
た
農
水
相
・
松
岡
利
勝
が
自
殺
、
後
任
の
赤
城
徳

彦
も
政
治
資
金
報
告
書
の
不
正
記
載
で
更
迭
、
防
衛
庁
か
ら
防
衛
省
に
昇
格
し
、

最
初
の
大
臣
と
な
っ
た
久
間
章
生
も
﹁
原
爆
し
ょ
う
が
な
い
﹂
発
言
で
集
中
砲
火

を
あ
び
辞
任
し
た
。
さ
ら
に
八
月
末
の
内
閣
改
造
で
農
水
相
と
な
っ
た
遠
藤
武
彦

も
補
助
金
不
正
受
給
で
辞
任
し
て
し
ま
う
。﹁
美
し
い
国
、
日
本
﹂
と
い
う
キ
ャ

ッ
チ
と
は
裏
腹
に
、
こ
れ
ほ
ど
閣
僚
の
不
祥
事
が
か
さ
な
れ
ば
、
政
権
は
も
つ
わ

け
が
な
い
。
安
倍
晋
三
は
同
年
九
月
に
総
理
を
辞
任
し
た
。
次
に
首
相
の
座
に
つ

い
た
の
は
福
田
康
夫
だ
っ
た
が
、
政
官
へ
の
不
信
の
た
か
ま
り
に
抗
し
き
れ
ず
、

就
任
一
年
を
待
た
ず
に
辞
任
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
揺
れ
る
な
か 

一
六
年
ぶ
り
に
政
権
交
代

　

国
内
の
景
気
は
二
〇
〇
四
年
︵
平
成
一
六
︶
に
な
る
と
回
復
の
兆
し
が
み
え
は

じ
め
た
。
底
を
う
っ
た
の
は
事
実
だ
っ
た
が
、
そ
れ
は
ひ
と
え
に
好
調
な
輸
出
に

さ
さ
え
ら
れ
て
の
も
の
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
や
中
国
経
済
が
好
調
、
輸
出
が
ふ
え

て
製
造
業
の
業
績
を
一
時
的
に
お
お
き
く
の
ば
し
た
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年

︵
平
成
二
〇
︶
に
な
る
と
﹁
バ
ブ
ル
景
気
を
超
え
た
﹂﹁
い
ざ
な
ぎ
景
気
を
超
え

た
﹂
な
ど
と
い
わ
れ
た
が
、
所
得
が
ふ
え
て
懐
が
温
か
く
な
っ
た
わ
け
で
も
な
く
、

大
多
数
の
国
民
は
実
感
が
も
て
な
い
で
い
た
。

　

さ
ら
に
原
油
価
格
の
高
騰
が
国
民
を
苦
し
め
た
。
中
東
情
勢
が
悪
化
、
さ
ら
に

中
国
が
原
油
の
巨
大
な
消
費
国
と
な
り
、
投
機
マ
ネ
ー
も
集
中
し
て
原
油
価
格
が

う
な
ぎ
の
ぼ
り
に
上
昇
し
た
の
で
あ
る
。
日
ご
と
に
値
上
が
り
す
る
ガ
ソ
リ
ン
価

格
は
家
計
を
直
撃
、
燃
料
代
の
上
昇
は
製
造
業
や
輸
送
業
だ
け
で
な
く
農
業
や
漁

業
に
さ
え
も
ダ
メ
ー
ジ
を
あ
た
え
た
。

　

い
わ
ゆ
る
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
は
そ
ん
な
と
き
に
や
っ
て
き
た
。
二
〇
〇
八
年

︵
平
成
二
〇
︶
九
月
一
五
日
、
米
大
手
証
券
会
社
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
が
経

営
破
綻
し
た
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
米
国
が
誇
る
金
融
工
学
が
う
み
だ
し
た
﹁
サ

ブ
プ
ラ
イ
ム
・
ロ
ー
ン
﹂
と
い
う
金
融
商
品
が
も
た
ら
し
た
米
国
発
の
金
融
危
機

が
こ
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
る
。
九
月
末
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
証
券
取
引
所

で
は
史
上
最
大
の
下
げ
幅
と
な
り
、
金
融
危
機
は
世
界
経
済
を
は
げ
し
く
ゆ
す
ぶ

っ
た
。

　

原
油
高
騰
を
な
ん
と
か
き
り
ぬ
け
て
も
ち
な
お
し
つ
つ
あ
っ
た
国
内
の
製
造
業

に
と
っ
て
は
お
お
き
な
ダ
メ
ー
ジ
に
な
り
、
ま
た
し
て
も
景
気
は
後
退
し
て
し
ま

っ
た
。
と
く
に
派
遣
社
員
や
工
場
の
契
約
労
働
者
に
し
わ
よ
せ
が
集
中
し
て
、
年

末
に
は
東
京
・
日
比
谷
公
園
に
﹁
年
越
し
派
遣
村
﹂
な
る
も
の
が
う
ま
れ
た
。

　

政
治
状
況
は
い
ま
ひ
と
つ
ピ
リ
ッ
と
し
な
い
ま
ま
、
福
田
康
夫
に
か
わ
っ
て
二

〇
〇
八
年
︵
平
成
二
〇
︶
九
月
、
麻
生
太
郎
が
首
相
に
就
任
し
た
。
だ
が
長
び
く

不
況
に
加
え
政
治
不
信
が
追
い
う
ち
を
か
け
、
一
気
に
政
権
交
代
へ
の
流
れ
が
加

速
し
た
。
受
け
皿
と
な
る
民
主
党
の
顔
は
、
代
表
に
返
り
咲
い
た
鳩
山
由
紀
夫
、

比
較
的
ク
リ
ー
ン
な
イ
メ
ー
ジ
に
国
民
の
支
持
が
あ
つ
ま
っ
た
。

　

民
主
党
は
二
〇
〇
九
年
︵
平
成
二
一
︶
八
月
三
〇
日
の
衆
院
選
で
、
脱
官
僚
、

政
治
主
導
を
訴
え
、
こ
ど
も
手
当
や
高
校
の
授
業
料
無
料
化
な
ど
を
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
に
か
か
げ
て
主
婦
層
や
低
所
得
層
を
と
り
こ
み
、
定
数
三
分
の
二
に
迫
る
三
〇

八
議
席
を
獲
得
し
た
。
政
権
交
代
は
政
治
の
停
滞
に
あ
き
あ
き
し
て
い
た
国
民
に

圧
倒
的
な
支
持
を
う
け
、
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
は
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
高
い
支

持
率
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

国
民
の
期
待
が
お
お
き
か
っ
た
だ
け
に
、
後
に
き
び
し
い
し
っ
ぺ
返
し
が
や
っ

て
く
る
の
だ
が
、
民
主
党
が
予
算
編
成
の
た
め
に
導
入
し
た
手
法
﹁
事
業
仕
分

け
﹂
は
当
時
の
流
行
語
に
も
な
っ
た
。
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第
一
節  
電
子
特
材
「
水
分
除
去
シ
ー
ト
」
の
開
発

●
有
機
Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
と
水
分
除
去
材

　

創
立
八
〇
周
年
を
へ
た
ダ
イ
ニ
ッ
ク
に
と
っ
て
急
が
れ
た
の
は
二
一
世
紀
の
﹁
主
柱
﹂
づ
く
り
で
あ
っ
た
。
一
九
九
九

年
︵
平
成
一
一
︶
一
二
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
﹁
経
営
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
の
な
か
で
も
、
二
一
世
紀
を
み
す
え
た
新
製

品
の
開
発
、
新
規
事
業
の
探
索
を
中
期
的
な
目
標
に
と
り
あ
げ
て
い
る
。

　

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
適
合
し
た
新
製
品
を
、
そ
れ
も
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
得
意
な
分
野
に
お
い
て
、
他
社
の
追
従
を
ゆ
る
さ
な

い
製
品
を
開
発
す
る
。
そ
う
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
芽
吹
い
た
の
が
電
子
特
材
﹁
水
分
除
去
シ
ー
ト
﹂
で
あ
っ
た
。

　

二
〇
〇
二
年
︵
平
成
一
四
︶
一
月
、
第
二
事
業
部
︵
情
報
関
連
営
業
部
︶
が
同
製
品
を
開
発
し
、﹁
水
分
ゲ
ッ
タ
ー
﹂

と
命
名
し
て
発
売
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
も
そ
も
﹁
水
分
除
去
シ
ー
ト
﹂
と
は
何
な
の
か
。

　

結
論
か
ら
い
え
ば
、
有
機
Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
部
材
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
有
機
Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
は
、
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
か
わ
る
薄
型
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
と
し
て
、
に
わ
か
に
そ
の
こ
ろ
注
目
を
あ
つ
め
て
い
た
。

現
在
で
は
携
帯
電
話
機
を
は
じ
め
モ
バ
イ
ル
機
器
、
業
務
用
の
モ
ニ
タ
ー
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど
、
幅
ひ

ろ
く
つ
か
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

有
機
Ｅ
Ｌ
と
は
有
機
エ
レ
ク
ト
ロ
ル
ミ
ネ
ッ
セ
ン
ス
︵O

rganic Electro-Lum
inescence

︶
の
略
で
、
有
機
化
合

物
に
電
圧
を
か
け
る
と
光
が
発
生
す
る
と
い
う
物
理
現
象
を
い
う
。
有
機
Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
は
紙
の
よ
う
に
薄
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
テ
レ
ビ
の
よ
う
に
画
像
や
文
字
情
報
を
映
し
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
ポ
ス
ト
液
晶
と
い
わ
れ
注

目
が
あ
つ
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

有
機
Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
は
電
気
を
通
す
と
内
部
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
金
属
化
合
物
が
赤
、
青
、
緑
な
ど
に
み
ず
か
ら

発
色
す
る
。
だ
か
ら
水
銀
な
ど
有
害
物
質
を
ふ
く
ん
だ
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
を
も
つ
そ
れ
ま
で
の
液
晶
表
示
装
置
︵
Ｌ
Ｃ
Ｄ
︶

に
く
ら
べ
て
、
は
る
か
に
色
が
鮮
や
か
に
な
る
。
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
が
い
ら
な
い
の
で
、
お
の
ず
と
厚
み
も
薄
く
で
き
る
。

　

そ
れ
ま
で
は
硫
化
亜
鉛
な
ど
の
無
機
物
を
発
光
体
に
つ
か
う
﹁
無
機
Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
﹂
が
主
流
だ
っ
た
が
、
カ
ラ

ー
表
示
が
む
ず
か
し
い
な
ど
問
題
が
あ
り
、
用
途
は
か
ぎ
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
有
機
Ｅ
Ｌ
は
カ
ラ
ー
化
が
か
ん
た
ん

で
、
無
機
Ｅ
Ｌ
よ
り
は
る
か
に
低
電
力
で
動
作
す
る
な
ど
の
特
長
が
あ
る
。
次
代
の
薄
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
と
し
て
期
待
が

水分ゲッター プロトタイプ
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た
か
ま
り
、
二
〇
〇
二
年
︵
平
成
一
四
︶
ご
ろ
の
市
場
規
模
は
お
よ
そ
五
〇
〇
億
円
ぐ
ら
い
だ
っ
た
が
、
二
〇
〇
五
年

︵
平
成
一
七
︶
に
は
二
〇
〇
〇
～
三
〇
〇
〇
億
円
に
な
る
と
み
ら
れ
て
い
た
。
ま
ず
は
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
や
携
帯
電

話
な
ど
小
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
使
用
さ
れ
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

　

有
機
Ｅ
Ｌ
に
よ
る
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
は
、
あ
か
る
く
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
高
い
と
い
う
特
長
が
あ
る
が
、
最
大
の
ウ
ィ
ー
ク

ポ
イ
ン
ト
は
そ
の
寿
命
で
あ
っ
た
。
有
機
Ｅ
Ｌ
デ
バ
イ
ス
は
湿
気
、
つ
ま
り
水
分
に
き
わ
め
て
弱
い
の
で
あ
る
。
陽
極
層

の
う
え
に
有
機
発
光
層
と
陰
極
層
を
つ
み
か
さ
ね
た
構
造
に
な
っ
て
い
る
が
、
画
像
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
陰
極
層
に
湿

気
や
水
分
が
付
着
す
る
と
酸
化
腐
食
し
、
画
像
が
欠
落
す
る
だ
け
で
な
く
、
や
が
て
は
全
体
が
発
光
し
な
く
な
っ
て
し
ま

う
の
で
あ
る
。

　

わ
ず
か
な
水
分
で
も
こ
の
酸
化
現
象
は
避
け
ら
れ
な
い
。
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
そ
の
も
の
は
密
閉
さ
れ
て
お
り
、
樹
脂
で
封

止
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
封
止
材
を
か
い
く
ぐ
っ
て
水
分
が
も
ぐ
り
こ
ん
で
く
る
。
水
分
ゼ
ロ
の
状
態
が
要
求
さ
れ

る
の
だ
が
、
当
時
の
技
術
で
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
登
場
し
て
く
る
の
が
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
密
封
構

造
の
内
部
に
装
塡
す
る
水
分
除
去
材
で
あ
る
。
よ
り
薄
い
形
状
で
、
し
か
も
高
性
能
の
水
分
除
去
材
が
不
可
欠
に
な
っ
て

き
た
の
で
あ
る
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
﹁
水
分
ゲ
ッ
タ
ー
﹂
は
そ
う
い
う
要
求
品
質
を
完
璧
に
ク
リ
ア
し
て
い
る
。
な
が
ね
ん
培
っ
た
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
中
心
と
し
た
周
辺
技
術
を
も
っ
て
﹁
シ
ー
ト
﹂
状
に
す
る
と
い
う
、
ま
さ
に
固
有
の
得
意
技
を
駆
使
し
て
薄
型

の
除
去
材
を
完
成
さ
せ
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
歴
史
を
か
え
り
み
て
も
、
過
去
に
類
を
み
な
い
製
品
な
の

で
あ
る
。

●
水
分
除
去
シ
ー
ト
「
水
分
ゲ
ッ
タ
ー
」

　

同
製
品
の
開
発
は
、
も
と
も
と
は
滋
賀
技
術
本
部
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
商
品
技
術
研
究
所
で
は
じ
ま
り
、
そ
の
生
産
技

術
を
つ
く
り
あ
げ
、
後
に
開
発
本
部
と
滋
賀
技
術
部
が
ひ
き
つ
い
だ
。

　

有
機
Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
水
分
除
去
材
と
し
て
当
初
つ
か
わ
れ
て
い
た
の
は
酸
化
バ
リ
ウ
ム
の
粉
末
だ
っ
た
。
凹
み

の
よ
う
な
も
の
を
つ
く
っ
て
、
そ
こ
に
酸
化
バ
リ
ウ
ム
の
粉
末
を
入
れ
、
そ
れ
を
多
孔
質
の
フ
ィ
ル
ム
で
覆
う
か
た
ち
で

保
護
し
て
い
た
。
こ
れ
で
は
有
機
Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
厚
み
を
薄
く
す
る
と
い
う
流
れ
に
逆
行
し
て
し
ま
う
。
コ
ス
ト

的
に
も
問
題
が
あ
り
、
酸
化
バ
リ
ウ
ム
は
劇
毒
物
指
定
さ
れ
て
い
る
。
水
分
除
去
材
と
し
て
性
能
の
う
え
で
も
満
足
ゆ
く

も
の
で
は
な
か
っ
た
。

水分ゲッターシート（テープ状にしてリールで提供）
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薄
く
て
、
か
ん
た
ん
に
貼
れ
る
よ
う
な
も
の
が
つ
く
れ
な
い
か
。
そ
う
い
う
市
場
の
声
を
う
け
て
、
一
九
九
九
年
︵
平

成
一
一
︶
の
半
ば
ご
ろ
か
ら
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
で
は
薄
く
て
高
性
能
の
水
分
除
去
材
の
開
発
を
め
ざ
し
て
研
究
に
と
り
く
ん

だ
。
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
に
よ
っ
て
シ
ー
ト
状
に
し
て
し
ま
お
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
で
は
酸
化
バ
リ
ウ
ム
で
は
な
く
酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム
に
着
目
し
て
研
究
を
す
す
め
た
が
、
そ
の
ベ
ー
ス
と
な

っ
た
の
は
活
性
炭
づ
く
り
の
技
術
だ
っ
た
。
パ
ウ
ダ
ー
状
の
酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム
を
熱
処
理
し
て
高
活
性
に
す
る
。
そ
う
す

る
と
一
般
の
酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム
に
く
ら
べ
て
、
一
〇
〇
倍
以
上
の
水
分
除
去
能
力
を
も
つ
特
殊
な
酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム
に
な

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

吸
湿
材
と
し
て
こ
の
高
活
性
化
し
た
酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム
を
つ
か
い
、
多
孔
質
の
フ
ッ
素
系
樹
脂
︵
Ｐ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
︶
を
混
合

し
て
シ
ー
ト
状
に
し
た
。
そ
れ
が
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
有
機
Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
用
の
水
分
除
去
材
﹁
水
分
ゲ
ッ
タ
ー
﹂
な
の

で
あ
る
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
﹁
水
分
ゲ
ッ
タ
ー
﹂
は
有
機
Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
内
部
に
浸
入
す
る
水
分
の
ほ
と
ん
ど
を
除
去
す
る

能
力
を
も
っ
て
い
る
。
薄
い
シ
ー
ト
状
に
し
た
こ
と
に
よ
り
、
薄
型
を
売
り
物
に
す
る
有
機
Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
不
可

欠
の
部
材
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
有
機
Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
量
産
化
を
念
頭
に
お
く
と
、
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
内
の
製
造
ラ
イ
ン
で
の
と
り
あ
つ

か
い
の
よ
さ
が
も
と
め
ら
れ
る
。
設
備
内
へ
の
も
ち
こ
み
が
容
易
で
、
本
体
へ
の
自
動
装
着
が
か
ん
た
ん
に
で
き
る
よ
う

に
と
い
う
配
慮
か
ら
、
シ
ー
ト
の
片
面
に
粘
着
加
工
を
ほ
ど
こ
し
、
こ
れ
を
テ
ー
プ
状
に
し
て
リ
ー
ル
で
提
供
す
る
か
た

ち
に
し
た
。

　

活
性
度
の
あ
が
っ
た
パ
ウ
ダ
ー
状
の
粉
の
性
能
を
殺
さ
ず
に
シ
ー
ト
状
に
す
る
。
そ
れ
が
実
現
で
き
た
の
は
、
ひ
と
え

に
ダ
イ
ニ
ッ
ク
八
〇
年
の
歴
史
が
培
っ
た
﹁
シ
ー
ト
を
つ
く
る
﹂
と
い
う
伝
統
技
術
で
あ
っ
た
。

●
生
産
ラ
イ
ン
を
独
自
開
発
す
る

　

水
分
除
去
シ
ー
ト
の
生
産
技
術
は
二
〇
〇
〇
年
︵
平
成
一
二
︶
半
ば
に
完
成
し
て
い
る
。
た
だ
ち
に
生
産
設
備
の
検
討

に
着
手
、
翌
二
〇
〇
一
年
︵
平
成
一
三
︶
六
月
か
ら
本
格
的
な
量
産
設
備
の
開
発
に
向
か
っ
て
い
る
。

　

同
製
品
は
電
子
部
品
で
あ
り
、
滋
賀
工
場
が
そ
れ
ま
で
生
産
し
て
き
た
ク
ロ
ス
、
壁
紙
、
ニ
ッ
ク
セ
ブ
ン
な
ど
と
は
ま

る
で
異
質
で
あ
る
。
ほ
こ
り
が
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
も
付
着
し
て
い
て
は
い
け
な
い
。
滋
賀
工
場
に
は
そ
れ
ま
で
な
か
っ
た

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
を
つ
く
る
な
ど
、
環
境
の
整
備
か
ら
と
り
く
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
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生
産
ラ
イ
ン
は
九
つ
の
工
程
で
な
り
た
っ
て
い
る
が
、
加
工
プ
ロ
セ
ス
の
す
べ
て
を
独
自
に
設
計
し
、
そ
れ
ぞ
れ
社
内

の
ス
タ
ッ
フ
で
完
成
さ
せ
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム
を
高
活
性
に
す
る
焼
成
の
設
備
も
自
社
の
設
計
に
よ
る
。
圧
延
し
て
シ
ー
ト
状
に
す
る
装

置
も
カ
レ
ン
ダ
ー
の
よ
う
な
広
幅
の
も
の
は
い
ら
な
い
の
で
、
必
要
か
つ
十
分
な
幅
で
目
的
が
達
せ
ら
れ
る
よ
う
に
設
計

し
な
お
し
た
。
シ
ー
ト
状
に
す
る
と
き
に
は
、
ど
の
よ
う
な
ロ
ー
ル
に
す
べ
き
か
。
試
行
錯
誤
を
く
り
か
え
し
た
が
、
そ

う
い
う
と
き
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
歴
史
が
育
ん
だ
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
の
智
恵
が
活
き
る
か
た
ち
に
な
っ
た
。

　

外
観
検
査
、
接
着
強
度
な
ど
の
検
査
機
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
装
置
を
つ
く
っ
た
。
む
ろ
ん
既
存
の
装
置
を
導
入
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
最
終
の
シ
ー
ル
に
打
ち
ぬ
く
工
程
の
カ
ッ
タ
ー
な
ど
は
ラ
イ
ン
に
適
合
す
る
よ
う
な
既
存
の
装

置
を
み
つ
け
て
き
て
、
目
的
に
マ
ッ
チ
す
る
よ
う
に
う
ま
く
く
み
あ
わ
せ
た
。

　

電
子
部
品
で
あ
る
と
い
う
性
質
上
、
水
分
の
な
い
環
境
で
モ
ノ
を
あ
つ
か
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
べ
て
初
め
て
の
経
験

だ
っ
た
が
、
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
の
な
か
に
オ
フ
ラ
イ
ン
工
程
を
つ
く
っ
て
解
決
し
た
。

　

技
術
担
当
、
施
設
担
当
を
は
じ
め
と
し
て
、
い
わ
ば
総
動
員
で
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
、
自
社
設
計
で
生
産
設
備
を

つ
く
り
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

●
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
し
て
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

　

二
〇
〇
一
年
︵
平
成
一
三
︶
一
〇
月
、
第
一
次
の
生
産
ラ
イ
ン
が
で
き
あ
が
り
、
翌
二
〇
〇
二
年
︵
平
成
一
四
︶
初
め

に
は
安
定
し
た
製
品
が
つ
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
年
一
月
か
ら
﹁
水
分
ゲ
ッ
タ
ー
﹂
の
サ
ン
プ
ル
出
荷
を
開
始
し
、

同
月
の
三
一
日
に
プ
レ
ス
発
表
を
お
こ
な
っ
た
。

　

お
り
か
ら
有
機
Ｅ
Ｌ
が
次
世
代
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
と
し
て
注
目
さ
れ
は
じ
め
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
、
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

す
る
と
同
時
に
国
内
だ
け
で
な
く
海
外
か
ら
も
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
み
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ

リ
カ
の
液
晶
パ
ネ
ル
の
メ
ー
カ
ー
か
ら
も
メ
ー
ル
で
問
い
合
わ
せ
が
あ
い
つ
い
だ
の
で
あ
る
。

　

サ
ン
プ
ル
出
荷
は
順
調
に
す
す
み
、
メ
ー
カ
ー
の
反
応
も
よ
か
っ
た
。
二
〇
〇
二
年
︵
平
成
一
四
︶
五
月
か
ら
は
第
二

期
の
設
備
導
入
に
向
か
っ
て
い
る
。

　

有
機
Ｅ
Ｌ
そ
の
も
の
が
、
新
し
い
事
業
で
あ
り
、
電
子
特
材
と
い
う
の
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
に
と
っ
て
初
め
て
の
製
品
で
あ

っ
た
た
め
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
軌
道
に
の
る
ま
で
に
は
紆
余
曲
折
を
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
技
術
的
な
要
素
の

多
い
製
品
だ
け
に
、
技
術
担
当
者
に
か
か
る
負
担
は
か
な
り
の
も
の
で
あ
っ
た
。
サ
ン
プ
ル
出
荷
が
ふ
え
る
に
つ
れ
て
、

水分ゲッター設備増強すすむ
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技
術
担
当
者
は
そ
れ
ぞ
れ
分
担
を
決
め
て
メ
ー
カ
ー
を
訪
ね
て
ま
わ
っ
た
。
国
内
だ
け
で
な
く
韓
国
、
台
湾
ま
で
出
向
く

こ
と
も
あ
っ
た
。
実
際
に
ど
ん
な
ふ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
、
メ
ー
カ
ー
に
検
証
し
て
も
ら
う
た
め
の
理
解

に
つ
と
め
た
の
で
あ
る
。

　

水
分
ゲ
ッ
タ
ー
の
売
り
物
は
な
ん
と
い
っ
て
も
高
性
能
の
吸
湿
性
で
あ
る
。
幸
い
そ
れ
は
高
く
評
価
さ
れ
、
品
質
的
に

は
と
く
に
問
題
は
な
か
っ
た
が
、
初
め
て
の
分
野
だ
け
に
予
期
せ
ぬ
と
こ
ろ
で
ト
ラ
ブ
ル
に
み
ま
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
少
な

か
ら
ず
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
問
題
点
を
ダ
イ
ニ
ッ
ク
と
メ
ー
カ
ー
の
技
術
者
が
ひ
と
つ
ひ
と
つ
解
決
し
て
ゆ
く
な
か
で
、

製
品
は
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
か
さ
ね
て
い
っ
た
。

●
有
機
Ｅ
Ｌ
の
普
及
を
促
進
す
る

　

水
分
ゲ
ッ
タ
ー
の
発
売
は
二
〇
〇
二
年
︵
平
成
一
四
︶
だ
が
、
本
格
的
に
量
産
体
制
に
は
い
っ
た
の
は
二
〇
〇
三
年

︵
平
成
一
五
︶
後
半
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
メ
ー
カ
ー
各
社
の
商
品
開
発
が
本
格
的
に
な
っ
て
い

っ
た
。

　

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
方
式
に
は
﹁
パ
ッ
シ
ブ
型
﹂
と
﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ
型
﹂
と
が
あ
る
。
両
者
の
ち
が
い
は
、
か
ん
た
ん
に

い
え
ば
デ
ジ
タ
ル
信
号
の
変
換
を
お
こ
な
う
か
ど
う
か
で
あ
る
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
型
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
信
号
の
変
換
を
お
こ

な
う
が
、
パ
ッ
シ
ブ
型
で
は
お
こ
な
わ
な
い
。
だ
か
ら
パ
ッ
シ
ブ
型
は
画
像
の
再
現
、
製
造
も
シ
ン
プ
ル
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
韓
国
、
台
湾
を
中
心
に
し
て
、
パ
ッ
シ
ブ
型
の
携
帯
電
話
の
背
面
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や
Ｍ
Ｐ
３
プ
レ
イ
ヤ
ー
な
ど

の
各
種
パ
ネ
ル
類
に
つ
か
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
二
〇
〇
三
年
︵
平
成
一
五
︶
後
半
か
ら
需
要
が
お
お
き
く
の
び
た
。

　

当
時
、
水
分
除
去
材
と
し
て
は
パ
ウ
ダ
ー
型
、
ペ
ー
ス
ト
型
、
粘
着
シ
ー
ト
型
が
あ
っ
た
。
ダ
イ
ニ
ッ
ク
が
開
発
し
た

の
は
粘
着
シ
ー
ト
型
で
、
テ
ー
プ
状
に
し
て
リ
ー
ル
で
提
供
す
る
か
た
ち
を
と
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
生
産
工
程
の
設
備
内
へ

の
も
ち
こ
み
も
容
易
で
、
本
体
へ
の
自
動
装
着
も
か
ん
た
ん
に
で
き
る
。
と
り
あ
つ
か
い
の
よ
さ
が
も
と
め
ら
れ
る
製
造

ラ
イ
ン
で
の
優
位
性
は
あ
き
ら
か
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
韓
国
、
台
湾
の
市
場
で
は
、
幅
ひ
ろ
く
う
け
い
れ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

韓
国
、
台
湾
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
高
性
能
水
分
除
去
材
﹁
水
分
ゲ
ッ
タ
ー
﹂
の
出
現
が
有
機
Ｅ
Ｌ
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
の
量
産
、
普
及
に
お
お
き
な
役
割
を
は
た
し
た
と
い
え
る
。
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第
二
節  
家
電 

自
動
車
向
け
不
織
布
の
開
発

●
家
電
向
け
高
機
能
フ
ィ
ル
タ
材
の
充
実

　

不
織
布
に
よ
る
フ
ィ
ル
タ
材
の
製
品
開
発
に
本
格
的
に
と
り
く
ん
だ
の
は
一
九
八
五
年
︵
昭
和
六
〇
︶
だ
っ
た
が
、
こ

の
期
に
な
る
と
不
織
布
事
業
の
な
か
で
も
中
心
的
存
在
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
フ
ィ
ル
タ
製
品
群
に
つ
い
て
は
、
多
種
多
様
な
素
材
や
薬
剤
を
く
み
あ
わ
せ
て
、
設
計
か
ら
製
品
化
、

評
価
や
検
査
ま
で
を
し
っ
か
り
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
と
っ
て
い
る
。
自
社
生
産
の
不
織
布
素
材
に
こ

だ
わ
る
こ
と
は
な
い
。
加
工
技
術
の
豊
富
さ
や
多
様
性
が
製
品
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

技
術
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
る
。
フ
ィ
ル
タ
に
関
し
て
い
え
ば
不
織
布
技
術
と
粉
体
添
加
技
術
お
よ
び
評
価

技
術
と
を
く
み
あ
わ
せ
、
独
自
の
加
工
技
術
を
も
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
不
織
布
に
活
性
炭
を
は
じ
め
各
種
の
粉
体
を
は

さ
み
こ
ん
だ
り
、
添
着
さ
せ
た
り
し
て
シ
ー
ト
状
に
す
る
。
シ
ー
ト
状
な
の
で
二
次
加
工
で
も
あ
つ
か
い
や
す
く
、
用
途

に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
設
計
が
で
き
る
と
い
う
汎
用
性
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

ビ
ル
空
調
用
の
フ
ィ
ル
タ
か
ら
自
動
車
や
家
電
向
け
の
フ
ィ
ル
タ
へ
と
、
し
だ
い
に
ひ
ろ
が
り
を
み
せ
、
こ
の
期
に
な

る
と
家
電
分
野
で
お
お
き
な
進
展
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
空
気
清
浄
機
や
加
湿
器
用
の
フ
ィ
ル
タ
、
エ
ア
コ
ン
や
掃
除
機

向
け
フ
ィ
ル
タ
な
ど
を
次
つ
ぎ
に
市
場
に
投
入
し
た
。

　

二
〇
〇
四
年
︵
平
成
一
六
︶
ご
ろ
か
ら
、
大
手
家
電
の
空
気
清
浄
機
、
加
湿
器
、
掃
除
機
な
ど
の
機
能
性
フ
ィ
ル
タ
と

し
て
幅
ひ
ろ
く
つ
か
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
室
内
に
浮
遊
す
る
花
粉
や
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
、
カ
ビ
、
ダ
ニ
、
タ
バ
コ
の
煙

な
ど
を
捕
集
す
る
集
塵
、
脱
臭
フ
ィ
ル
タ
、
あ
る
い
は
濾
材
に
花
粉
や
細
菌
が
付
着
し
て
も
菌
が
増
殖
す
る
こ
と
の
な
い
、

い
わ
ゆ
る
制
菌
フ
ィ
ル
タ
な
ど
の
需
要
が
の
び
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
制
菌
フ
ィ
ル
タ
か
ら
一
歩
す
す
ん
で
﹁
抗
菌
・
抗
ウ
イ
ル
ス
﹂
フ
ィ
ル
タ
が
も
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
蔓
延
な
ど
も
あ
っ
て
、
空
気
清
浄
機
や
加
湿
器
な
ど
で
は
、
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
や
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
な
ど
新

種
の
感
染
症
や
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
効
果
の
あ
る
フ
ィ
ル
タ
と
し
て
、
強
い
除
菌
、
殺
菌
力
の
あ
る
フ
ィ
ル

タ
の
要
望
が
た
か
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

第
三
事
業
部
で
は
光
触
媒
を
利
用
し
た
抗
菌
フ
ィ
ル
タ
、
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
系
フ
ィ
ル
タ
な
ど
の
製
品
、
さ
ら
に
抗
ウ

家電向けフィルタ材
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イ
ル
ス
性
フ
ィ
ル
タ
な
ど
、
高
機
能
の
フ
ィ
ル
タ
を
開
発
し
て
い
る
。

　

抗
ウ
イ
ル
ス
性
フ
ィ
ル
タ
は
蛋
白
質
を
利
用
し
た
も
の
で
、
ウ
イ
ル
ス
が
接
触
す
る
と
細
胞
膜
が
や
ぶ
れ
て
溶
け
だ
し
、

そ
れ
が
殺
菌
作
用
を
も
た
ら
す
と
い
う
現
象
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
が
ね
ん
機
能
性
フ
ィ
ル
タ
開
発
に
と
り
く
ん

で
き
た
経
験
が
フ
ィ
ル
タ
材
そ
の
も
の
に
抗
菌
性
を
も
た
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

●
自
動
車
向
け
内
装
材 
フ
ィ
ル
タ
の
充
実

　

自
動
車
の
内
装
の
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
化
が
す
す
む
に
つ
れ
て
、
不
織
布
が
素
材
と
し
て
注
目
を
あ
び
る
よ
う
に
な
っ
た
。

不
織
布
は
他
の
繊
維
製
品
に
く
ら
べ
て
軽
い
う
え
、
弾
力
性
に
す
ぐ
れ
て
い
る
。
軽
量
化
を
す
す
め
る
自
動
車
メ
ー
カ
ー

に
み
な
お
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

天
井
材
、
フ
ロ
ア
、
ト
ラ
ン
ク
、
エ
ン
ジ
ン
フ
ィ
ル
タ
な
ど
の
部
材
に
不
織
布
が
つ
か
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

不
織
布
は
埼
玉
工
場
で
生
産
し
て
き
た
が
、
ト
ヨ
タ
や
三
菱
な
ど
関
西
、
中
部
地
方
の
自
動
車
工
場
の
需
要
が
増
大
す
る

に
つ
れ
、
一
時
は
滋
賀
工
場
へ
の
移
設
を
ふ
く
め
た
設
備
投
資
を
具
体
的
に
検
討
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
自
動
車
内
装
材
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
単
な
る
不
織
布
メ
ー
カ
ー
で
は
な
く
、﹁
ラ
ミ

ネ
ー
ト
﹂
や
﹁
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
﹂﹁
プ
リ
ン
ト
﹂
な
ど
、
多
種
多
様
な
周
辺
加
工
技
術
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
二
〇
〇
一
年
︵
平
成
一
三
︶
に
開
発
し
た
ス
テ
ッ
チ
入
り
不
織
布
﹁
ノ
ー
ブ
レ
ッ
ク
ス
﹂
は
そ
う
い
う
加
工

技
術
の
複
合
に
よ
っ
て
で
き
あ
が
っ
て
い
る
。

　

同
製
品
は
自
動
車
用
の
シ
ー
ト
材
と
し
て
開
発
し
た
も
の
だ
が
、
糸
と
不
織
布
を
く
み
あ
わ
せ
る
こ
と
で
、
不
織
布
の

み
で
は
不
可
能
な
耐
久
性
の
強
化
を
実
現
し
た
。
ス
テ
ッ
チ
を
入
れ
た
た
め
に
不
織
布
よ
り
摩
擦
に
強
く
、
織
物
よ
り
も

伸
縮
性
に
す
ぐ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
素
材
と
し
て
の
デ
ザ
イ
ン
表
現

力
が
大
幅
に
向
上
し
た
。
同
素
材
が
最
初
に
採
用
さ
れ
た
の
は
同
年
七
月
に
発
売
さ
れ
た
ス
ズ
キ
の
ジ
ム
ニ
ー
で
、
そ
の

ド
ア
材
に
使
用
さ
れ
た
。

　

自
動
車
用
の
フ
ィ
ル
タ
で
は
、
キ
ャ
ビ
ン
フ
ィ
ル
タ
に
新
し
い
進
展
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
花
粉
や
煤
煙
な
ど
の
微

粒
子
の
除
去
が
主
な
目
的
だ
っ
た
が
、
加
え
て
脱
臭
機
能
が
も
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
二
〇
〇
四
年
︵
平
成
一
六
︶
に
は
活
性
炭
を
利
用
し
て
酸
性
・
ア
ル
カ
リ
性
な
ど
臭
気
成
分
を
と
り
の
ぞ
く
フ

ィ
ル
タ
を
開
発
し
た
。
こ
の
新
し
い
自
動
車
室
内
の
脱
臭
フ
ィ
ル
タ
︵
キ
ャ
ビ
ン
フ
ィ
ル
タ
︶
は
ト
ヨ
タ
紡
織
、
デ
ン
ソ

ー
を
は
じ
め
、
三
菱
自
動
車
、
日
産
自
動
車
な
ど
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
も
採
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

各種フィルタ
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第
三
節  
多
様
化 

そ
し
て
個
性
化

●
紙
ベ
ー
ス
装
幀
材
の
充
実

　

ク
ロ
ス
製
品
に
関
し
て
い
え
ば
、
こ
の
期
は
紙
ク
ロ
ス
の
多
様
化
が
さ
ら
に
す
す
ん
だ
。
紙
ク
ロ
ス
で
あ
り
な
が
ら
高

級
感
の
あ
る
も
の
、
環
境
保
全
型
の
タ
イ
プ
、
そ
し
て
出
版
物
の
流
行
を
反
映
し
て
﹁
ホ
ワ
イ
ト
﹂
つ
ま
り
白
い
色
調
の

紙
ク
ロ
ス
を
次
つ
ぎ
に
開
発
し
て
い
る
。

　

二
〇
〇
四
年
︵
平
成
一
六
︶
に
誕
生
し
た
の
は
﹁
ヌ
バ
テ
ッ
ク
ス
﹂﹁
エ
コ
ス
カ
ー
フ
﹂
で
あ
る
。

﹁
ヌ
バ
テ
ッ
ク
ス
﹂
は
コ
ー
ト
剤
に
よ
っ
て
独
特
の
ぬ
め
り
感
を
も
つ
も
の
と
し
て
仕
上
が
っ
た
。
紙
ク
ロ
ス
で
あ
り
な

が
ら
、
高
級
感
に
あ
ふ
れ
る
タ
イ
プ
で
、
主
な
用
途
は
上
製
本
の
表
紙
や
、
各
種
函
貼
り
な
ど
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
あ
る
。

﹁
エ
コ
ス
カ
ー
フ
﹂
は
再
生
紙
を
ベ
ー
ス
に
し
た
環
境
調
和
型
素
材
で
あ
る
。
再
生
紙
特
有
の
外
観
、
さ
ら
に
は
、
い
か

に
も
紙
ら
し
い
独
特
の
風
合
い
を
も
っ
て
い
る
。
含
浸
効
果
に
よ
っ
て
紙
ク
ロ
ス
な
が
ら
も
強
度
に
す
ぐ
れ
、
ダ
イ
ア
リ

ー
、
フ
ァ
イ
ル
、
ノ
ー
ト
な
ど
の
表
紙
素
材
に
最
適
の
タ
イ
プ
に
な
っ
て
い
る
。

﹁
タ
ス
﹂
シ
リ
ー
ズ
は
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
﹁
量
販
型
紙
ク
ロ
ス
﹂
と
し
て
一
九
九
六
年
︵
平
成
八
︶
に
開
発
し
た

紙
ク
ロ
ス
で
﹁
タ
ス
Ⅰ
﹂﹁
タ
ス
Ⅱ
﹂
と
シ
リ
ー
ズ
展
開
中
で
、
こ
の
期
に
な
る
と
表
紙
素
材
と
し
て
、
市
場
で
信
頼
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

二
〇
〇
九
年
︵
平
成
二
一
︶
五
月
に
は
﹁
平
凡
社
新
書
﹂︵
平
凡
社
刊
︶
の
表
紙
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
同
新
書
シ
リ

ー
ズ
の
創
刊
は
一
九
九
九
年
︵
平
成
一
一
︶
五
月
で
あ
る
。﹁
自
分
を
広
げ
る
、
世
界
が
変
わ
る
﹂
を
テ
ー
マ
に
し
、﹁
ベ

ー
シ
ッ
ク
だ
け
れ
ど
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
﹂
な
新
書
シ
リ
ー
ズ
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
て
出
発
し
て
い
る
。
装
幀
は
菊
地
信
義
氏

で
表
紙
は
﹁
赤
﹂
だ
っ
た
が
、
二
〇
〇
九
年
︵
平
成
二
一
︶
五
月
、
創
刊
一
〇
周
年
を
機
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
表
紙

は
﹁
青
﹂
に
な
っ
た
。
新
装
の
表
紙
に
﹁
タ
ス
バ
ー
ク
﹂
が
つ
か
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
二
年
︵
平
成
一
四
︶
三
月
に
は
タ
ス
・
シ
リ
ー
ズ
の
新
色
、
新
柄
と
し
て
﹁
タ
ス
カ
ラ
ー
１
２
０
﹂
と
﹁
タ
ス

カ
ラ
ー
Ｖ
１
２
０
﹂
の
二
タ
イ
プ
を
投
入
し
た
。
両
タ
イ
プ
と
も
に
濃
色
系
の
配
色
を
そ
ろ
え
た
の
が
特
徴
に
な
っ
て
い

る
。

﹁
タ
ス
カ
ラ
ー
１
２
０
﹂
は
、
ソ
フ
ト
で
重
量
感
の
あ
る
タ
イ
プ
で
、
エ
ン
ボ
ス
柄
は
Ｍ
Ｌ
・
Ｐ
Ａ
・
Ｆ
Ｘ
の
三
タ
イ
プ
、

タス見本帳 エコスカーフ見本帳
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そ
れ
ぞ
れ
六
色
を
収
録
、﹁
タ
ス
カ
ラ
ー
Ｖ
１
２
０
﹂
は
、
ペ
ッ
カ
ー
・
Ｇ
Ｒ
の
二
柄
で
、
そ
れ
ぞ
れ
六
色
の
展
開
に
な

っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
二
〇
〇
六
年
︵
平
成
一
八
︶
に
は
、
市
場
の
要
望
の
た
か
ま
り
か
ら
﹁
タ
ス
高
白
度
シ
リ
ー
ズ
﹂
を
開
発
し
た
。

当
時
、
単
行
本
だ
け
で
な
く
、
文
庫
、
新
書
に
し
て
も
﹁
白
﹂
が
中
心
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
こ
で
製
紙
メ
ー
カ
ー
と

連
携
し
て
タ
ス
の
白
タ
イ
プ
を
充
実
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

タ
ス
高
白
度
シ
リ
ー
ズ
は
、﹁
白
さ
﹂
を
徹
底
的
に
追
求
し
た
紙
ク
ロ
ス
だ
が
、
イ
ン
ク
の
発
色
性
や
彩
度
、
あ
る
い

は
エ
ン
ボ
ス
な
ど
も
ち
ま
え
の
豊
富
な
加
工
技
術
に
よ
っ
て
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
製
品
ら
し
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
外
観
を
も
つ

タ
イ
プ
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。

﹁
タ
ス
フ
ァ
イ
ン
﹂
は
浅
め
の
エ
ン
ボ
ス
を
ほ
ど
こ
し
、
彩
度
の
高
い
鮮
明
な
発
色
が
え
ら
れ
る
タ
イ
プ
。﹁
タ
ス
ブ
ラ

ン
﹂
は
革
シ
ボ
と
ス
ト
ラ
イ
プ
の
エ
ン
ボ
ス
が
あ
る
。﹁
タ
ス
ス
ワ
ン
﹂
と
﹁
タ
ス
ル
ー
チ
ェ
﹂
は
も
っ
ぱ
ら
印
刷
効
果

を
意
識
し
て
浅
め
の
エ
ン
ボ
ス
に
し
て
あ
る
が
、
後
者
の
ほ
う
は
パ
ー
ル
調
仕
上
に
な
っ
て
い
る
。

﹁
タ
ス
ヴ
ェ
ラ
ス
﹂
も
浅
め
の
エ
ン
ボ
ス
に
よ
る
が
、
表
面
に
グ
ラ
ビ
ア
印
刷
で
柄
を
ほ
ど
こ
し
て
あ
る
。

　

同
シ
リ
ー
ズ
は
い
ず
れ
も
上
製
、
並
製
の
書
籍
の
表
紙
や
カ
バ
ー
、
見
返
し
、
さ
ら
に
は
ノ
ー
ト
を
は
じ
め
と
す
る
文

具
・
フ
ァ
ン
シ
ー
商
品
ま
で
、
幅
ひ
ろ
い
用
途
を
も
っ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
三
年
︵
平
成
一
五
︶
発
売
の
﹁
ハ
イ
プ
リ
パ
ー
﹂
も
紙
ベ
ー
ス
の
装
幀
材
で
あ
る
。
紙
の
も
つ
ふ
く
よ
か
な
外

観
と
自
然
な
素
材
感
を
活
か
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
ク
ロ
ス
で
あ
る
。
紙
ベ
ー
ス
だ
が
含
浸
加
工
に
よ
っ
て
適
度
の
強
度
が
保

た
れ
、
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
も
で
き
る
。
書
籍
装
幀
だ
け
で
な
く
、
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ま
で
、
幅
ひ
ろ
く
使
用

さ
れ
て
い
る
。

　

紙
ベ
ー
ス
に
着
目
し
て
開
発
し
た
も
の
で
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
﹁
ノ
ン
ス
リ
ッ
プ
シ
ー
ト
﹂
で
あ
る
。
同
製
品
は
王
子
工

場
の
開
発
製
品
で
、
い
わ
ゆ
る
ス
ベ
リ
止
め
シ
ー
ト
で
あ
る
。
燃
や
し
て
も
ガ
ス
は
発
生
し
な
い
。
環
境
に
も
配
慮
し
た

素
材
で
も
あ
る
。

　

紙
ベ
ー
ス
に
特
殊
樹
脂
加
工
し
た
も
の
で
、
ス
ベ
リ
を
防
止
し
た
い
モ
ノ
の
下
に
敷
く
。
た
と
え
ば
玄
関
マ
ッ
ト
、
カ

ー
ペ
ッ
ト
、
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
、
花
瓶
の
下
敷
き
、
食
器
棚
シ
ー
ト
、
自
動
車
の
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
な
ど
、
用
途
は
無
限
、

二
〇
〇
七
年
︵
平
成
一
九
︶
ご
ろ
か
ら
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
国
際
線
の
機
内
食
ト
レ
ー
に
採
用
さ
れ
た
。

　

こ
の
ほ
か
紙
ク
ロ
ス
で
は
な
い
が
、
環
境
調
和
型
の
文
具
・
書
籍
装
幀
材
と
し
て
、
二
〇
〇
一
年
︵
平
成
一
三
︶
に
発

売
し
た
﹁
エ
パ
ロ
ン
﹂
が
あ
る
。
オ
レ
フ
ィ
ン
樹
脂
を
原
料
と
す
る
素
材
で
、
フ
ァ
イ
ル
、
バ
イ
ン
ダ
ー
な
ど
を
主
な
用

途
に
し
て
い
る
。

タス高白度シリーズ見本帳
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●
高
透
明
印
刷
フ
ィ
ル
ム
「
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ａ
」
の
多
様
化

﹁
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ａ
﹂
は
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
が
で
き
る
フ
ィ
ル
ム
素
材
で
あ
る
。
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
Ｆ
Ｆ
Ｃ
︵Fine 

Film
 Coating

︶
技
術
︵
精
密
な
フ
ィ
ル
ム
・
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
で
き
る
新
技
術
︶
に
よ
る
も
の
で
一
九
八
六
年
︵
昭

和
六
一
︶
に
最
初
の
製
品
が
完
成
し
て
い
る
。

　

印
刷
素
材
と
し
て
幅
ひ
ろ
い
用
途
を
も
っ
て
お
り
、
こ
の
期
に
な
っ
て
、
音
楽
Ｃ
Ｄ
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
つ
か
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
、
い
ち
だ
ん
と
身
近
に
な
っ
た
。

　

一
九
九
九
年
︵
平
成
一
一
︶
ご
ろ
か
ら
、
た
と
え
ば
﹁L＇A

rc

～en

～Ciel

︵
ラ
ル
ク 

ア
ン 

シ
エ
ル
︶﹂
や
﹁
Ｇ
Ｌ

Ａ
Ｙ
︵
グ
レ
イ
︶﹂
な
ど
人
気
グ
ル
ー
プ
の
Ｃ
Ｄ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
つ
か
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
二
〇
〇
〇
年
︵
平
成

一
二
︶
に
は
小
室
哲
哉
や
浜
崎
あ
ゆ
み
、
鈴
木
あ
み
︵
現
・
鈴
木
亜
美
︶
な
ど
人
気
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
ア
ル
バ
ム
に
採

用
さ
れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｄ
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
使
用
面
積
の
お
お
き
い
ビ
デ
オ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

Ｃ
Ｄ
に
し
て
も
ビ
デ
オ
に
し
て
も
、
鮮
明
に
印
刷
で
き
る
透
明
な
フ
ィ
ル
ム
と
い
う
﹁
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ａ
﹂
の
特
徴
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
、
そ
の
音
楽
性
を
デ
ザ
イ
ン
表
現
す
る
う
え
で
最
適
の
素
材
と
み
と
め
ら
れ

た
と
い
え
る
。
Ｃ
Ｄ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
が
多
様
化
し
つ
つ
あ
っ
た
当
時
、
複
雑
で
立
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
で

き
る
う
え
に
、
特
製
カ
ー
ド
な
ど
を
セ
ッ
ト
に
し
た
Ｃ
Ｄ
ケ
ー
ス
の
構
成
に
ふ
さ
わ
し
い
素
材
と
し
て
え
ら
ば
れ
た
よ
う

で
あ
る
。

　

高
透
明
印
刷
フ
ィ
ル
ム
﹁
Ｏ
Ｚ
Ｋ
﹂
は
、
こ
の
﹁
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ａ
﹂
に
耐
水
性
を
付
加
し
た
タ
イ
プ
で
あ
る
。
オ
フ
セ

ッ
ト
用
耐
水
印
刷
フ
ィ
ル
ム
と
し
て
、
二
〇
〇
五
年
︵
平
成
一
七
︶
に
開
発
し
、
ト
ッ
プ
ボ
ー
ド
用
に
発
売
し
た
。

　

印
刷
が
雨
に
も
風
に
も
は
が
れ
な
い
。
耐
水
性
の
あ
る
印
刷
フ
ィ
ル
ム
ゆ
え
に
、
大
手
清
涼
飲
料
水
メ
ー
カ
ー
、
日
本

コ
カ
・
コ
ー
ラ
の
自
動
販
売
機
用
ト
ッ
プ
ボ
ー
ド
︵
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ボ
ー
ド
︶
に
採
用
さ
れ
た
。
現
在
で
は
ト
ッ
プ
ボ
ー

ド
の
ほ
か
に
イ
ン
ナ
ー
パ
ネ
ル
や
ダ
ミ
ー
缶
な
ど
自
動
販
売
機
の
周
辺
で
幅
ひ
ろ
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。

●
健
康
機
器
用
の
ウ
レ
タ
ン
素
材
を
開
発

　

ビ
ニ
ル
関
係
で
は
ウ
レ
タ
ン
素
材
が
あ
る
。
同
製
品
の
開
発
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
〇
年
代
︵
昭
和
五
五
～
︶
の
後
半

か
ら
、
埼
玉
工
場
が
と
り
く
み
、
レ
ザ
ー
製
造
グ
ル
ー
プ
は
一
九
九
三
年
︵
平
成
五
︶
に
ウ
レ
タ
ン
を
使
用
し
た
シ
ー
ト

「ALINDA」によるトップボード
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素
材
の
技
術
開
発
に
成
功
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
い
う
ウ
レ
タ
ン
素
材
と
は
、
カ
レ
ン
ダ
ー
加
工
し
た
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
︵Polyurethane

︶
樹
脂
層
を
、
ベ
ー

ス
と
な
る
布
地
の
両
面
あ
る
い
は
片
面
に
貼
り
合
わ
せ
た
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
ウ
レ
タ
ン
樹
脂
は
も
と
も
と
塩
化
ビ
ニ

ル
樹
脂
よ
り
強
度
に
す
ぐ
れ
る
と
い
う
特
性
が
あ
る
。
空
気
を
封
入
し
て
ふ
く
ら
ま
せ
る
エ
ア
セ
ル
用
途
で
は
、
片
面
に

樹
脂
加
工
し
た
塩
ビ
タ
イ
プ
の
場
合
、
溶
着
し
た
部
分
が
破
裂
し
て
し
ま
う
が
、
ウ
レ
タ
ン
素
材
は
、
こ
の
実
用
強
度
を

ク
リ
ア
し
た
の
で
あ
る
。

　

同
製
品
は
大
手
家
電
メ
ー
カ
ー
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
に
採
用
さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
二
〇
○
三
年
︵
平
成
一
五
︶
ご

ろ
か
ら
一
気
に
需
要
が
た
か
ま
っ
た
。
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
は
高
齢
化
と
健
康
ブ
ー
ム
を
反
映
し
て
、
当
時
、
ヒ
ッ
ト
商
品
の

ひ
と
つ
に
な
っ
た
。

　

時
を
お
な
じ
く
し
て
救
命
胴
衣
︵
自
動
膨
張
式
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
︶
に
も
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
救
命
胴
衣

に
つ
い
て
い
え
ば
、
お
り
し
も
二
〇
〇
三
年
︵
平
成
一
五
︶
六
月
か
ら
、
着
用
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
背
景
も
あ
っ

て
、
こ
ち
ら
の
用
途
で
も
飛
躍
的
に
需
要
が
の
び
た
。

●
名
刺
・
は
が
き
印
刷
シ
ス
テ
ム
に
新
機
種

　

イ
ン
ク
リ
ボ
ン
方
式
の
小
型
プ
リ
ン
タ
に
よ
る
名
刺
・
は
が
き
の
印
刷
シ
ス
テ
ム
は
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
﹁
ミ
ス
タ

ー
・
メ
イ
シ
マ
ン
﹂
と
し
て
、
一
九
九
一
年
︵
平
成
三
︶
に
発
売
、
一
九
九
四
年
︵
平
成
六
︶
か
ら
は
株
式
会
社
ム
サ
シ

と
提
携
し
て
販
売
展
開
を
は
か
っ
て
き
た
。

　

主
と
し
て
印
刷
業
者
や
文
具
店
、
印
章
店
、
プ
リ
ン
ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
店
頭
サ
ー
ビ
ス
業
者
に
導
入
さ
れ
、
バ
ー
ジ

ョ
ン
ア
ッ
プ
を
か
さ
ね
て
き
た
。

　

二
〇
〇
二
年
︵
平
成
一
四
︶
一
二
月
に
は
高
性
能
・
低
価
格
の
印
刷
シ
ス
テ
ム
と
し
て
﹁
Ｍ
Ｐ
︱
１
２
０
０
Ｒ
﹂
を
ム

サ
シ
と
共
同
開
発
し
、
市
場
に
投
入
し
た
。

　

同
シ
ス
テ
ム
は
業
者
向
け
の
高
性
能
モ
デ
ル
で
は
な
く
、
一
般
企
業
ユ
ー
ス
向
け
を
ね
ら
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
も
と

も
と
名
刺
は
外
注
に
よ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
が
、
一
般
企
業
で
は
名
刺
の
内
作
化
の
潜
在
需
要
も
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
ま
で

の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
名
刺
の
消
費
量
か
ら
み
て
、
三
〇
〇
人
以
上
の
社
員
数
の
企
業
で
な
い
と
導
入
効
果
が
期
待
で
き
な

か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
新
し
い
﹁
Ｍ
Ｐ
︱
１
２
０
０
Ｒ
﹂
で
は
、
従
業
員
一
〇
〇
人
ぐ
ら
い
の
規
模
の
企
業
で
も
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
え
ら
れ
る
よ
う
な
モ
デ
ル
に
し
た
の
で
あ
る
。

MP-5000 MP-2100 



453 第九章 ──伝え育んだ歴史が　類なき新分野をうんだ

﹁
Ｍ
Ｐ
︱
１
２
０
０
Ｒ
﹂
は
専
用
小
型
プ
リ
ン
タ
と
パ
ソ
コ
ン
用
ソ
フ
ト
で
構
成
、
付
属
の
名
刺
リ
ー
ダ
ー
を
使
え
ば
、

見
本
ど
お
り
の
名
刺
を
か
ん
た
ん
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。
コ
ン
パ
ク
ト
な
ボ
デ
ィ
に
設
計
し
、
名
刺
一
〇
〇
枚
で
約

三
分
、
は
が
き
一
〇
〇
枚
で
は
約
八
分
と
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
印
刷
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
経
費
削
減
を
め
ざ
す
企
業
向
け

の
製
品
ゆ
え
に
、
価
格
も
従
来
品
の
約
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
お
さ
え
て
い
る
。

　

二
〇
〇
四
年
︵
平
成
一
六
︶
以
降
、
高
機
能
化
を
め
ざ
し
、
同
年
に
は
﹁
Ｍ
Ｐ
︱
５
０
０
０
﹂
を
開
発
、
四
月
一
日
か

ら
発
売
し
て
い
る
。
同
シ
ス
テ
ム
は
、
操
作
も
か
ん
た
ん
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
紙
の
お
お
き
さ
や
厚
さ
に
も
対
応
で
き
る
。

鮮
明
な
印
刷
が
で
き
る
マ
ル
チ
カ
ー
ド
印
刷
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

通
常
の
名
刺
や
は
が
き
だ
け
で
な
く
、
二
つ
折
り
・
三
つ
折
り
な
ど
、
用
紙
幅
の
ひ
ろ
い
挨
拶
状
、
往
復
は
が
き
、
各

種
サ
イ
ズ
の
封
筒
な
ど
に
も
印
刷
で
き
る
。
は
が
き
や
封
筒
の
宛
名
書
き
、
社
員
証
や
会
員
証
、
整
理
券
な
ど
の
連
続
番

号
印
刷
も
高
速
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
印
字
ヘ
ッ
ド
の
圧
力
や
印
字
濃
度
を
調
節
で
き
る
た
め
、
紙
質
の
ち
が
い
が

あ
っ
て
も
高
精
度
の
印
刷
が
で
き
る
と
い
う
高
機
能
を
も
つ
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
五
年
︵
平
成
一
七
︶
に
は
﹁
Ｍ
Ｐ
︱
２
１
０
０
﹂
を
投
入
し
た
。
同
シ
ス
テ
ム
は
、﹁
Ｍ
Ｐ
︱
２
０
０
０
Ｐ
ｒ

ｏ
﹂
を
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
も
の
で
、
名
刺
一
〇
〇
枚
を
二
分
四
〇
秒
で
印
刷
す
る
と
い
う
高
速
対
応
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
。
デ
ザ
イ
ン
的
に
も
シ
ル
バ
ー
メ
タ
リ
ッ
ク
の
外
観
で
新
鮮
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
ら
し
た
。

　

つ
づ
い
て
二
〇
〇
六
年
︵
平
成
一
八
︶
一
一
月
に
は
﹁
Ｍ
Ｐ
︱
３
０
０
﹂
の
発
売
に
ふ
み
き
っ
た
。
同
シ
ス
テ
ム
は
小

型
化
、
低
価
格
化
を
実
現
し
た
も
の
で
、﹁
か
ん
た
ん
な
操
作
で
世
界
最
高
水
準
の
う
つ
く
し
い
名
刺
を
印
刷
で
き
る
﹂

と
い
う
の
が
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
、
い
わ
ば
高
機
能
コ
ン
パ
ク
ト
印
刷
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
小
型
化
と
低
価
格
の
実
現
に

よ
っ
て
、
オ
フ
ィ
ス
環
境
で
オ
ン
デ
マ
ン
ド
に
よ
る
名
刺
作
成
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。

MP-300 
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第
四
節  
固
有
技
術
を
活
か
し
て
新
市
場 

新
分
野
へ

●
加
工
箔
で
食
品
包
装
の
分
野
へ

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
な
が
い
歴
史
を
ふ
り
か
え
る
と
、
食
品
関
係
の
包
装
材
と
は
無
縁
で
あ
っ
た
。
ま
っ
た
く
未
知
の
分
野

へ
の
参
入
を
可
能
に
し
た
の
は
大
平
製
紙
の
存
在
で
あ
っ
た
。
同
社
は
二
〇
〇
一
年
︵
平
成
一
三
︶
に
完
全
子
会
社
と
な

り
、
二
〇
〇
三
年
︵
平
成
一
五
︶
七
月
一
日
付
で
吸
収
合
併
し
て
、
大
平
カ
ン
パ
ニ
ー
と
い
う
別
働
隊
の
か
た
ち
で
社
内

に
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

大
平
製
紙
は
当
時
、
生
産
高
の
お
よ
そ
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
食
品
容
器
用
の
ア
ル
ミ
箔
蓋ふ

た

材
︵
加
工
箔
製
品
︶
が
占
め

て
い
た
。
残
り
の
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は
加
工
紙
製
品
︵
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
用
紙
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
用
紙
な
ど
︶、
軟
包
材
製
品

︵
食
品
用
袋
︶、
紙
管
・
紙
器
︵
チ
ー
ズ
容
器
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
蓋
、
写
真
感
光
材
用
紙
管
︶
な
ど
で
あ
っ
た
。

　

加
工
箔
、
軟
包
材
だ
け
で
な
く
紙
管
・
紙
器
も
食
品
用
途
の
占
め
る
割
合
が
お
お
き
く
、
合
併
に
よ
っ
て
ダ
イ
ニ
ッ
ク

の
製
品
群
に
﹁
食
品
包
装
材
﹂
と
い
う
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
が
加
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

大
平
製
紙
の
社
歴
を
か
え
り
み
る
と
、
食
品
容
器
用
の
ア
ル
ミ
箔
蓋
材
に
と
り
く
ん
だ
の
は
一
九
六
七
年
︵
昭
和
四

二
︶
ご
ろ
か
ら
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
グ
ラ
ス
か
ら
高
周
波
の
誘
導
加
熱
で
容
器
を
シ
ー
ル
す
る
﹁
レ
ク

ト
ラ
シ
ー
ル
﹂
の
技
術
を
導
入
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。

　

乳
酸
菌
飲
料
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
・
ヤ
ク
ル
ト
本
社
は
、
現
在
も
ア
ル
ミ
箔
蓋
材
の
大
手
顧
客
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も

乳
酸
菌
飲
料
ヤ
ク
ル
ト
の
容
器
は
ガ
ラ
ス
瓶
で
あ
っ
た
。
ガ
ラ
ス
瓶
で
は
配
達
、
回
収
の
負
担
が
お
お
き
く
、
洗
浄
と
い

う
工
程
も
必
要
に
な
る
。
同
社
は
す
で
に
一
九
六
二
年
︵
昭
和
三
七
︶
ご
ろ
か
ら
、
容
器
の
ワ
ン
ウ
ェ
イ
化
を
め
ざ
し
て
、

新
し
い
容
器
の
検
討
を
は
じ
め
て
い
た
が
、
最
終
的
に
シ
ー
ル
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
た
。
通
常
の
熱
を
か
け
る
ヒ
ー
ト
シ
ー

ル
法
で
は
高
速
充
塡
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

大
平
製
紙
が
パ
テ
ン
ト
を
も
っ
て
い
た
﹁
レ
ク
ト
ラ
シ
ー
ル
﹂
を
提
案
し
た
の
は
、
そ
ん
な
お
り
で
あ
っ
た
。
装
置
を

ヤ
ク
ル
ト
工
場
に
も
ち
こ
ん
で
、
充
塡
機
メ
ー
カ
ー
と
と
も
に
テ
ス
ト
を
か
さ
ね
て
、
あ
の
独
特
の
く
び
れ
の
あ
る
ポ
リ

ス
チ
レ
ン
製
容
器
を
つ
か
っ
て
高
速
充
塡
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
、
大
平
製
紙
は
﹁
レ
ク
ト
ラ

シ
ー
ル
﹂
の
国
内
展
開
に
つ
い
て
、
独
占
的
パ
テ
ン
ト
を
も
っ
て
お
り
、
ヤ
ク
ル
ト
の
ケ
ー
ス
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
明

レクトラシールによる蓋材
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治
乳
業
、
森
永
乳
業
、
江
崎
グ
リ
コ
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
乳
業
メ
ー
カ
ー
、
食
品
メ
ー
カ
ー
を
対
象
に
ユ
ー
ザ
ー
を
ひ

ろ
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ア
ル
ミ
の
加
工
箔
と
い
う
新
事
業
の
起
ち
あ
げ
に
よ
っ
て
、
大
平
製
紙
は
業
容
も
お
お
き
く
変
わ
っ
た
。
加
工
紙
製
品

を
主
力
に
し
て
い
た
王
子
工
場
は
蓋
材
が
主
力
に
な
っ
て
い
っ
た
。
現
在
、
同
工
場
は
ア
ル
ミ
の
加
工
箔
製
品
の
な
か
で

も
、
ヤ
ク
ル
ト
の
ア
ル
ミ
キ
ャ
ッ
プ
に
代
表
さ
れ
る
単
色
印
刷
の
加
工
箔
製
品
を
生
産
し
て
い
る
。

　

真
岡
工
場
は
王
子
工
場
で
は
じ
ま
っ
た
蓋
材
の
増
産
、
さ
ら
に
は
多
色
化
に
対
応
す
る
た
め
に
建
設
し
た
工
場
で
あ
る
。

一
九
七
〇
年
︵
昭
和
四
五
︶
発
足
時
、
イ
タ
リ
ア
の
ロ
ト
メ
ッ
ク
ス
製
の
多
色
印
刷
機
を
導
入
し
て
い
る
。
同
機
は
八
色

印
刷
機
で
当
時
は
最
新
鋭
の
グ
ラ
ビ
ア
印
刷
機
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
フ
ィ
ル
ム
印
刷
機
、
ラ
ミ
ネ
ー
タ
ー
、
フ
ィ
ル
ム
の

押
出
し
機
な
ど
を
順
次
に
導
入
し
て
、
現
在
の
か
た
ち
が
で
き
あ
が
っ
た
。
蓋
材
の
な
か
で
も
ア
ル
ミ
の
多
色
製
品
、
ア

ル
ミ
と
フ
ィ
ル
ム
の
複
合
素
材
を
生
産
し
て
い
る
。
印
刷
か
ら
貼
り
合
わ
せ
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
押
し
出
し
、
接
着
剤
の

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
最
終
ス
リ
ッ
ト
ま
で
、
蓋
材
に
つ
い
て
自
社
工
場
で
一
貫
生
産
で
き
る
の
が
最
大
の
強
み
で
あ
る
。

　

大
平
カ
ン
パ
ニ
ー
は
二
〇
〇
八
年
︵
平
成
二
〇
︶
四
月
一
日
付
で
組
織
の
上
で
も
完
全
統
合
、
事
業
部
組
織
に
く
み
い

れ
た
。
加
工
箔
製
品
・
軟
包
材
製
品
は
新
設
の
第
七
事
業
部
に
く
み
い
れ
、
加
工
紙
と
紙
管
・
紙
器
製
品
に
つ
い
て
は
第

一
事
業
部
に
編
入
し
た
。

　

第
七
事
業
部
は
食
品
用
の
容
器
に
つ
か
わ
れ
る
蓋
材
、
さ
ら
に
は
食
品
の
袋
材
を
ふ
く
め
て
、
食
品
関
連
が
お
よ
そ
九

〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。

　

加
工
箔
の
蓋
材
に
は
二
種
類
が
あ
る
。
容
器
に
直
接
つ
け
る
ダ
イ
レ
ク
ト
シ
ー
ル
と
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー
の
蓋

の
よ
う
に
瓶
の
蓋
の
部
分
だ
け
が
ア
ル
ミ
で
シ
ー
ル
さ
れ
、
そ
の
う
え
か
ら
樹
脂
の
キ
ヤ
ッ
プ
が
か
ぶ
る
イ
ン
ナ
ー
シ
ー

ル
で
あ
る
。

　

ダ
イ
レ
ク
ト
シ
ー
ル
は
乳
酸
菌
飲
料
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
プ
リ
ン
、
ゼ
リ
ー
、
ス
ナ
ッ
ク
、
海
苔
缶
な
ど
で
、
代
表
的
な

も
の
を
あ
げ
れ
ば
、
ヤ
ク
ル
ト
の
ア
ル
ミ
キ
ャ
ッ
プ
、
森
永
や
明
治
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
用
ア
ル
ミ
キ
ャ
ッ
プ
な
ど
が
あ
る
。

　

イ
ン
ナ
ー
シ
ー
ル
は
イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー
、
ク
リ
ー
ミ
ン
グ
パ
ウ
ダ
ー
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
コ
コ
ア
な
ど
で
、
た
と

え
ば
Ｕ
Ｃ
Ｃ
の
コ
ー
ヒ
ー
、
キ
ユ
ー
ピ
ー
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
森
永
コ
コ
ア
、
味
の
素
ほ
ん
だ
し
な
ど
の
蓋
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

軟
包
材
製
品
に
は
コ
ー
ヒ
ー
の
ガ
ゼ
ッ
ト
袋
、
茶
袋
、
漢
方
薬
包
材
の
ほ
か
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
や
入
浴
剤
の
包
材
、
飼

料
袋
、
米
袋
、
種
袋
な
ど
が
あ
る
。

　

第
一
事
業
部
に
編
入
し
た
加
工
紙
製
品
に
は
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
用
蛍
光
紙
、
製
図
用
紙
、
サ
ー
マ
ル
ラ
ベ
ル
な
ど
の
ほ
か
、

包
装
材
と
し
て
鮮
度
保
持
用
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
用
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ッ
グ
用
紙
、
詮
止
め

複合蓋材（乳製品）
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紙
、
耐
水
抗
菌
紙
、
撥
水
加
工
紙
な
ど
が
あ
る
。

　

紙
管
・
紙
器
製
品
も
、
た
と
え
ば
６
Ｐ
チ
ー
ズ
の
容
器
、
粉
末
用
チ
ー
ズ
の
容
器
、
カ
ッ
プ
ア
イ
ス
の
紙
器
な
ど
食
品

用
途
が
主
力
だ
が
、
最
近
で
は
自
動
車
、
船
舶
用
の
発
煙
筒
が
ふ
え
て
い
る
。

●
エ
ン
ボ
ス
加
工
が
生
ん
だ
新
事
業

　

第
七
事
業
部
と
お
な
じ
よ
う
に
二
〇
〇
八
年
︵
平
成
二
〇
︶
四
月
一
日
付
で
、
第
六
事
業
部
が
発
足
し
て
い
る
。
同
事

業
部
は
二
〇
〇
三
年
︵
平
成
一
五
︶
七
月
に
発
足
し
た
特
殊
材
料
加
工
事
業
部
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

　

第
六
事
業
部
は
数
あ
る
事
業
部
の
な
か
で
異
質
の
存
在
で
あ
る
。
他
の
事
業
部
の
よ
う
に
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
の
で
は
な
く
て
、
フ
ィ
ル
ム
の
エ
ン
ボ
ス
加
工
を
主
な
業
務
と
し
て
い
る
。
請
負
の
加
工
部
門
で
あ
る
。
そ
の
前
身
は

桂
工
業
の
加
工
部
門
で
あ
っ
た
。
桂
工
業
は
一
九
九
九
年
︵
平
成
一
一
︶
七
月
に
解
散
し
、
そ
の
業
務
を
滋
賀
工
場
に
全

面
移
管
し
た
が
、
そ
の
と
き
加
工
部
門
に
つ
い
て
は
特
殊
材
料
加
工
部
と
し
て
発
足
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
紙
の
エ
ン
ボ
ス

か
ら
フ
ィ
ル
ム
へ
と
発
展
す
る
な
か
で
特
殊
材
料
加
工
事
業
部
と
な
り
、
さ
ら
に
事
業
拡
大
を
め
ざ
し
て
第
六
事
業
部
と

し
た
の
で
あ
る
。

　

エ
ン
ボ
ス
加
工
の
な
か
で
主
力
を
な
す
の
は
パ
ッ
プ
剤
ラ
イ
ナ
ー
の
エ
ン
ボ
ス
で
あ
っ
た
。

　

打
ち
身
や
捻
挫
な
ど
の
湿
布
剤
︵
貼
り
薬
︶
の
ひ
と
つ
に
パ
ッ
プ
剤
が
あ
る
。
フ
ェ
ル
ト
や
不
織
布
の
基
材
の
う
え
に

刺
激
剤
や
鎮
痛
剤
を
厚
く
塗
っ
た
も
の
だ
が
、
泥
状
の
薬
剤
の
う
え
に
は
薄
い
フ
ィ
ル
ム
が
あ
る
。
使
用
す
る
と
き
に
は

そ
の
フ
ィ
ル
ム
を
は
が
し
て
患
部
に
貼
る
。
そ
の
フ
ィ
ル
ム
を
よ
く
見
る
と
細
か
い
シ
ワ
の
よ
う
な
型
押
し
が
ほ
ど
こ
し

て
あ
る
。
そ
れ
が
パ
ッ
プ
剤
離
型
フ
ィ
ル
ム
で
﹁
ラ
イ
ナ
ー
﹂
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

　

こ
の
医
薬
向
け
パ
ッ
プ
剤
離
型
フ
ィ
ル
ム
の
エ
ン
ボ
ス
加
工
に
最
初
に
の
り
だ
し
た
の
が
ダ
イ
ニ
ッ
ク
で
あ
る
。
大
手

製
薬
会
社
の
湿
布
剤
製
品
に
つ
か
わ
れ
、
業
界
ト
ッ
プ
の
シ
ェ
ア
を
ほ
こ
っ
て
い
る
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
多
種
多
様
の
エ
ン
ボ
ス
機
を
も
っ
て
い
る
。
な
が
ね
ん
培
わ
れ
て
き
た
﹁
エ
ン
ボ
ス
﹂
技
術
が
ひ
と
つ

の
新
し
い
事
業
を
う
み
だ
し
た
。
そ
う
い
う
典
型
的
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
五
年
︵
平
成
一
七
︶
ご
ろ
か
ら
は
ラ
イ
ナ
ー
の
フ
ィ
ル
ム
だ
け
で
な
く
、
基
材
で
あ
る
不
織
布
に
エ
ン
ボ
ス
す

る
加
工
が
本
格
化
し
た
。
不
織
布
に
エ
ン
ボ
ス
で
ロ
ゴ
マ
ー
ク
や
薬
剤
名
を
入
れ
る
加
工
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ
性
の
高
い
素

材
で
あ
る
が
ゆ
え
に
高
度
の
技
術
を
要
す
る
。
伝
え
育
ま
れ
て
き
た
エ
ン
ボ
ス
技
術
と
不
織
布
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
の

歴
史
が
、
そ
の
難
題
を
ク
リ
ア
し
た
の
で
あ
る
。

パップ剤用ライナーのフィルム
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第
五
節  
不
織
布 

蓋
材
の
量
産
体
制
を
と
る

●
独
自
の
設
備
開
発
と
空
洞
化
対
策
…
…
滋
賀
工
場

　

滋
賀
工
場
で
は
こ
の
期
、
新
製
品
の
設
備
開
発
と
接
着
芯
地
﹁
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
﹂
の
昆
山
移
管
に
と
も
な
う
空
洞

化
の
解
決
が
急
が
れ
た
。

　

接
着
芯
地
の
生
産
は
ほ
と
ん
ど
一
貫
生
産
で
あ
っ
た
。
精
練
、
染
色
な
ど
、
本
来
な
ら
外
注
加
工
に
出
す
と
と
こ
ろ
だ

が
、
そ
う
い
う
下
加
工
も
す
べ
て
滋
賀
工
場
内
で
お
こ
な
っ
て
い
た
。
染
色
工
程
だ
け
で
も
か
な
り
の
ス
ペ
ー
ス
を
占
め
、

さ
ら
に
芯
地
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
検
査
工
程
も
あ
る
。
第
二
工
場
の
半
分
の
面
積
を
芯
地
部
門
が
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

 　

昆
山
移
管
は
一
九
九
九
年
︵
平
成
一
一
︶
六
月
だ
っ
た
が
、
昆
山
工
場
が
完
全
に
立
ち
あ
が
る
ま
で
は
滋
賀
工
場
で

も
生
産
を
つ
づ
け
て
い
た
。
だ
が
二
〇
〇
三
年
︵
平
成
一
五
︶
ご
ろ
に
な
る
と
周
辺
設
備
も
す
べ
て
昆
山
へ
移
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

　

奇
し
く
も
そ
ん
な
お
り
か
ら
は
じ
ま
っ
た
﹁
水
分
ゲ
ッ
タ
ー
﹂
の
設
備
増
強
は
、
接
着
芯
地
﹁
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
﹂

の
昆
山
移
管
で
空
洞
化
し
て
い
た
滋
賀
工
場
を
に
わ
か
に
活
気
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

有
機
Ｅ
Ｌ
水
分
除
去
シ
ー
ト
﹁
水
分
ゲ
ッ
タ
ー
﹂
は
電
子
部
材
で
あ
り
、
初
め
て
手
が
け
る
製
品
ゆ
え
に
そ
の
設
備
開

発
に
つ
い
て
は
未
知
の
部
分
が
多
く
、
さ
ま
ざ
ま
に
試
行
錯
誤
を
く
り
か
え
し
た
の
ち
に
完
成
し
た
。

　

設
備
構
築
は
二
〇
〇
一
年
︵
平
成
一
三
︶
六
月
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
当
初
の
計
画
で
は
、
ひ
と
ま
ず
商
品
技
術
研
究
所

の
一
角
に
ラ
イ
ン
を
立
ち
あ
げ
る
予
定
だ
っ
た
が
、
販
売
開
始
時
期
が
前
倒
し
に
な
り
、
そ
の
需
要
量
も
当
初
の
予
測
を

は
る
か
に
上
ま
わ
っ
た
。
将
来
の
量
産
化
に
そ
な
え
て
最
初
か
ら
工
場
内
に
加
工
装
置
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
て
、
滋
賀

工
場
の
第
二
工
場
内
に
お
よ
そ
一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
建
屋
を
つ
く
っ
た
。

　

加
工
プ
ロ
セ
ス
は
お
よ
そ
九
つ
の
工
程
に
わ
か
れ
て
い
た
。
前
処
理
、
焼
成
、
計
量
・
混
合
、
予
備
混
綿
、
押
し
出
し

成
形
、
カ
レ
ン
ダ
リ
ン
グ
、
打
ち
抜
き
カ
ッ
ト
、
仕
上
・
乾
燥
、
包
装
⋮
⋮
。
材
料
そ
の
も
の
の
吸
湿
速
度
が
き
わ
め
て

速
い
の
で
、
工
程
で
素
材
を
劣
化
さ
せ
な
い
環
境
を
保
つ
必
要
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
グ
ロ
ー
ブ
ボ
ッ
ク
ス
の
な
か
で
の
作

業
が
半
分
を
占
め
る
な
ど
、
い
ま
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
生
産
設
備
で
あ
っ
た
。
加
工
プ
ロ
セ
ス
は
す
べ
て
独
自

の
設
計
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
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二
〇
〇
一
年
︵
平
成
一
三
︶
一
〇
月
ご
ろ
に
は
月
産
五
〇
万
枚
の
生
産
体
制
が
で
き
あ
が
り
、
水
分
ゲ
ッ
タ
ー
は
二
〇

〇
二
年
︵
平
成
一
四
︶
一
月
に
発
売
と
な
っ
た
。

　

サ
ン
プ
ル
出
荷
を
つ
づ
け
る
な
か
で
メ
ー
カ
ー
の
要
求
レ
ベ
ル
が
あ
が
り
、
安
定
し
た
製
品
を
つ
く
る
に
は
第
二
段
階

の
設
備
投
資
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
二
〇
〇
二
年
︵
平
成
一
四
︶
五
月
か
ら
は
第
二
期
の
設
備
導
入
に
向
か
っ

た
。
工
程
の
高
密
度
化
装
置
の
導
入
、
低
湿
度
環
境
整
備
な
ど
を
す
す
め
る
な
ど
生
産
体
制
そ
の
も
の
を
強
化
し
た
の
で

あ
る
。

　

同
製
品
の
需
要
は
二
〇
〇
三
年
︵
平
成
一
五
︶
の
後
半
か
ら
飛
躍
的
に
増
加
し
、
二
〇
〇
四
年
︵
平
成
一
六
︶
に
な
る

と
、
月
間
一
億
円
を
突
破
し
た
。
三
交
替
の
二
四
時
間
操
業
で
も
対
応
で
き
な
く
な
り
、
埼
玉
工
場
や
営
業
部
門
か
ら
応

援
を
も
と
め
る
よ
う
に
な
り
、
二
〇
〇
四
年
︵
平
成
一
六
︶
三
月
か
ら
設
備
増
強
に
向
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
二
次
、
三

次
と
追
加
投
資
を
お
こ
な
い
、
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
も
エ
リ
ア
を
増
や
し
た
。
製
造
人
員
も
大
幅
に
増
員
し
て
い
る
。

　

水
分
ゲ
ッ
タ
ー
の
生
産
は
二
〇
〇
四
年
︵
平
成
一
六
︶
か
ら
、
さ
ら
に
本
格
化
す
る
の
だ
が
、
滋
賀
工
場
の
空
洞
化
現

象
を
埋
め
る
役
割
を
は
た
し
た
の
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
七
年
︵
平
成
一
九
︶
前
後
に
な
る
と
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
薄
型
化
が
は
じ
ま
っ
た
が
、
同
年
九
月
に
は
、
そ
う
い

う
高
性
能
タ
イ
プ
に
対
応
す
る
水
分
ゲ
ッ
タ
ー
の
拡
販
に
そ
な
え
、
設
備
増
強
を
す
す
め
、
原
料
の
自
社
焼
成
用
の
粉
砕

器
、
分
級
機
な
ど
を
導
入
し
て
い
る
。

　

不
織
布
吸
音
材
﹁
パ
ネ
ロ
ン
・
ス
キ
ッ
プ
﹂
の
埼
玉
工
場
か
ら
の
移
管
︵
二
〇
〇
六
年
六
月
︶
も
滋
賀
工
場
の
空
洞
化

を
埋
め
た
と
い
え
る
。
移
管
の
ね
ら
い
は
物
流
コ
ス
ト
の
削
減
に
あ
っ
た
が
、
滋
賀
工
場
で
は
生
産
改
善
に
も
積
極
的
に

と
り
く
み
、
合
理
的
な
生
産
設
備
の
内
作
に
成
功
し
た
。
最
適
生
産
ラ
イ
ン
を
つ
く
り
あ
げ
、
合
理
化
、
省
人
化
を
実
現
、

飛
躍
的
な
生
産
性
向
上
を
も
た
ら
し
た
。

﹁
パ
ネ
ロ
ン
・
ス
キ
ッ
プ
﹂
が
埼
玉
か
ら
滋
賀
に
移
っ
て
、
生
産
高
、
採
算
性
と
も
に
の
び
た
が
、
そ
れ
は
壁
紙
の
生
産

で
育
ま
れ
て
き
た
滋
賀
工
場
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
・
ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

●
自
動
車
用
不
織
布 

コ
ン
テ
ナ
の
設
備
を
拡
大
…
…
埼
玉
工
場

　

埼
玉
工
場
で
は
こ
の
ほ
か
二
〇
〇
一
年
︵
平
成
一
三
︶
五
月
に
は
Ｎ
︱
７
号
機
カ
レ
ン
ダ
ー
︵
ク
ロ
ス
製
造
課
︶
の
改

善
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

Ｎ
︱
７
号
機
は
当
時
ビ
ニ
ル
ペ
ー
パ
ー
︵
月
間
二
三
万
メ
ー
ト
ル
︶
を
中
心
に
し
て
、
ビ
ニ
ル
壁
紙
︵
月
間
四
万
メ
ー

パネロン ・ スキップ製造ライン



459 第九章 ──伝え育んだ歴史が　類なき新分野をうんだ

ト
ル
︶、
オ
レ
フ
ィ
ン
壁
紙
︵
月
間
九
万
メ
ー
ト
ル
︶
を
加
工
し
て
い
た
。
生
産
量
で
は
ビ
ニ
ル
ペ
ー
パ
ー
に
次
ぐ
存
在

の
オ
レ
フ
ィ
ン
壁
紙
は
、
ベ
ー
ス
を
埼
玉
工
場
で
生
産
、
滋
賀
工
場
で
、
印
刷
、
発
泡
、
エ
ン
ボ
ス
を
お
こ
な
っ
て
最
終

仕
上
を
し
て
い
た
が
、
ベ
ー
ス
の
厚
み
の
バ
ラ
ツ
キ
が
最
終
製
品
の
外
観
を
左
右
す
る
。
厚
み
の
バ
ラ
ツ
キ
改
善
の
た
め

に
設
備
を
改
良
し
た
の
で
あ
る
。

　

不
織
布
製
造
部
門
の
設
備
改
善
も
二
〇
〇
一
年
︵
平
成
一
三
︶
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
同
年
一
月
に
、
自
動
車
内
装

材
︵
ド
ア
材
、
シ
ー
ト
バ
ッ
ク
︶
の
需
要
が
拡
大
、
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
捺
染
用
ス
テ
ッ
チ
ボ
ン
ド
不
織
布
の
量
産
体
制
を

と
と
の
え
る
た
め
に
設
備
を
量
産
型
に
改
造
し
た
の
で
あ
る
。
自
動
車
関
係
の
不
織
布
製
品
の
需
要
増
加
は
そ
の
後
も
活

発
で
、
設
備
の
改
造
、
周
辺
設
備
の
導
入
が
つ
づ
い
た
。

　

二
〇
〇
三
年
︵
平
成
一
五
︶
八
月
、
車
輛
天
井
材
の
受
注
が
増
大
、
Ｐ
Ｆ
︱
７
号
機
の
改
造
に
向
か
っ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
五
年
︵
平
成
一
七
︶
一
〇
月
に
は
活
性
炭
散
布
ラ
ミ
ネ
ー
ト
装
置
を
新
設
し
た
。
不
織
布
製
品
の
な
か
で
も
機

能
性
フ
ィ
ル
タ
は
主
力
製
品
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
が
、
お
り
か
ら
活
性
炭
を
つ
か
っ
た
脱
臭
フ
ィ
ル
タ
用
途
が
ふ
え
つ
つ

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
自
動
車
室
内
の
脱
臭
フ
ィ
ル
タ
︵
キ
ャ
ビ
ン
フ
ィ
ル
タ
︶
が
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
採
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
時
、
活
性
炭
散
布
ラ
ミ
ネ
ー
ト
は
外
注
に
よ
っ
て
い
た
が
、
需
要
の
拡
大
と
採
算
性
の
改
善

に
そ
な
え
て
、
新
し
く
設
備
を
導
入
し
た
の
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
七
年
︵
平
成
一
九
︶
五
月
に
は
ラ
ミ
ネ
ー
ト
パ
ン
チ
ラ
イ
ン
の
改
造
を
お
こ
な
っ
た
。
自
動
車
用
の
新
し
い
エ

ン
ジ
ン
フ
ィ
ル
タ
の
需
要
が
増
大
し
、
生
産
能
力
の
増
強
を
め
ざ
し
て
改
造
に
ふ
み
き
っ
た
の
で
あ
る
。

　

レ
ザ
ー
製
造
グ
ル
ー
プ
で
は
、
こ
の
期
、
Ｅ
Ｖ
Ａ
広
幅
コ
ン
テ
ナ
製
造
機
の
塗
料
設
備
を
新
設
し
て
い
る
。
当
時
、
フ

レ
キ
シ
ブ
ル
コ
ン
テ
ナ
の
生
産
が
急
増
し
て
い
た
が
、
生
産
効
率
が
わ
る
く
て
採
算
性
の
足
を
ひ
っ
ぱ
っ
て
い
た
。

　

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
コ
ン
テ
ナ
の
製
造
機
と
し
て
は
Ｎ
︱
５
号
機
と
Ｎ
︱
８
号
機
が
あ
っ
た
。
メ
イ
ン
マ
シ
ン
は
Ｎ
︱
５
号

機
だ
っ
た
が
、
同
機
で
は
広
幅
の
製
品
を
つ
く
れ
な
い
。
広
幅
用
は
Ｎ
︱
８
号
機
だ
っ
た
が
、
同
機
に
は
塗
料
設
備
が
な

か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
Ｎ
︱
５
号
機
の
塗
料
設
備
で
塗
料
を
つ
く
っ
て
、
そ
れ
を
Ｎ
︱
８
号
機
に
充
当
し
て
い
た
。
そ
の

た
め
に
Ｎ
︱
８
号
機
が
稼
働
し
て
い
る
と
き
、
Ｎ
︱
５
号
機
は
停
止
し
て
し
ま
う
。

　

と
こ
ろ
が
そ
の
広
幅
コ
ン
テ
ナ
の
需
要
は
増
大
し
つ
づ
け
た
。
お
の
ず
と
Ｎ
︱
５
号
機
の
停
止
が
な
が
び
く
ケ
ー
ス
が

多
く
な
っ
て
、
一
般
コ
ン
テ
ナ
の
生
産
に
も
お
お
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
結
果
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
Ｎ
︱
８
号

機
用
の
塗
料
設
備
を
独
自
に
設
計
し
、
二
〇
〇
九
年
︵
平
成
二
一
︶
九
月
に
新
設
備
を
導
入
し
た
の
で
あ
る
。



460

●
蓋
材
の
設
備
を
増
強
す
る
…
…
王
子 

真
岡
工
場

　

メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
、
一
九
九
六
年
︵
平
成
八
︶
四
月
以
来
、
滋
賀
と
埼
玉
の
二
工
場
体
制
を
と
っ
て

き
た
が
、
二
〇
〇
三
年
︵
平
成
一
五
︶
七
月
、
大
平
製
紙
株
式
会
社
︵
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
子
会
社
︶
を
吸
収
合
併
し
た

こ
と
に
よ
り
、
同
社
の
王
子
、
真
岡
、
富
士
の
三
工
場
が
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

王
子
工
場
︵
東
京
都
北
区
︶
は
ア
ル
ミ
の
加
工
箔
を
中
心
と
す
る
食
品
蓋
材
の
製
造
工
場
、
真
岡
工
場
︵
栃
木
県
真
岡

市
︶
は
お
な
じ
蓋
材
で
も
ア
ル
ミ
と
フ
ィ
ル
ム
の
複
合
素
材
が
多
く
、
用
途
的
に
は
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
プ
リ
ン
な
ど
の
多
色

刷
り
の
蓋
材
の
製
造
工
場
で
あ
る
。
富
士
工
場
︵
静
岡
県
富
士
市
︶
は
お
も
に
食
品
用
紙
器
や
感
光
材
用
紙
管
な
ど
を
製

造
し
て
い
る
。

　

王
子
工
場
は
二
〇
〇
四
年
︵
平
成
一
六
︶
か
ら
二
〇
〇
五
年
︵
平
成
一
七
︶
三
月
に
か
け
て
、
環
境
改
善
を
目
的
に
工

場
の
再
構
築
を
お
こ
な
っ
た
。
総
工
費
四
億
円
を
も
っ
て
衛
生
環
境
の
改
善
、
さ
ら
に
は
品
質
の
向
上
、
安
定
化
を
す
す

め
た
の
で
あ
っ
た
。

　

真
岡
工
場
は
二
〇
〇
九
年
︵
平
成
二
一
︶
三
月
、
総
工
費
四
億
円
を
か
け
て
、
八
色
グ
ラ
ビ
ア
ア
ル
ミ
印
刷
機
を
導
入

し
て
い
る
。
同
印
刷
機
は
紙
や
ア
ル
ミ
の
ベ
ー
ス
に
静
電
気
を
あ
び
せ
、
イ
ン
ク
を
付
加
さ
せ
る
と
い
う
仕
組
に
な
っ
て

お
り
、
印
刷
が
細
部
ま
で
鮮
明
に
出
る
。
同
設
備
は
ア
ル
ミ
だ
け
で
な
く
紙
に
も
印
刷
で
き
る
。

　

同
設
備
の
導
入
に
よ
り
真
岡
工
場
は
、
従
来
か
ら
の
フ
ィ
ル
ム
用
の
七
色
グ
ラ
ビ
ア
印
刷
機
と
あ
わ
せ
て
、
乳
酸
製
品

の
ア
ル
ミ
箔
蓋
材
、
複
合
フ
ィ
ル
ム
蓋
材
、
食
品
用
軟
包
材
、
ス
ー
プ
・
ス
ナ
ッ
ク
類
の
紙
製
蓋
材
な
ど
と
幅
ひ
ろ
い
対

応
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
二
〇
〇
九
年
︵
平
成
二
一
︶
四
月
に
は
王
子
工
場
と
真
岡
工
場
が
組
織
の
う
え
で
も
統
合
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

王
子
に
あ
っ
た
五
色
グ
ラ
ビ
ア
印
刷
機
を
真
岡
に
移
管
し
て
、
王
子
は
ヤ
ク
ル
ト
製
品
な
ど
単
色
機
に
よ
る
ア
ル
ミ
印
刷
、

イ
ン
ナ
ー
シ
ー
ル
に
特
化
す
る
。
真
岡
の
ほ
う
は
多
色
機
を
あ
つ
め
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
製
品
な
ど
多
色
刷
り
の
複
合
素
材
や

ゼ
リ
ー
な
ど
の
紙
蓋
な
ど
を
中
心
に
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
蓋
材
の
最
適
生
産
を
念
頭
に
お
い
て
生
産
体
制
の
編
制
替
え

を
お
こ
な
っ
た
。
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第
六
節  
経
営
改
革
に
と
り
く
む

●
平
成
不
況
に
の
み
こ
ま
れ
る

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
一
九
九
九
年
︵
平
成
一
一
︶
に
赤
字
に
転
落
し
た
が
、
そ
の
後
も
容
易
に
浮
上
で
き
な
か
っ
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
︵
平
成
一
二
︶
三
月
期
は
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
経
常
利
益
は
四
億
一
八
〇
〇
万
円
と
大
幅
な
改
善
に
成

功
し
た
が
、
退
職
給
付
引
当
金
の
積
立
て
不
足
額
を
一
括
処
理
し
た
た
め
当
期
利
益
は
一
三
億
円
︵
グ
ル
ー
プ
全
体
で
は

二
〇
億
円
︶
の
欠
損
と
な
っ
た
。

　

二
〇
〇
一
年
︵
平
成
一
三
︶
三
月
期
も
売
上
高
は
売
価
の
低
落
の
影
響
で
二
九
一
億
円
ま
で
落
ち
こ
ん
だ
。
そ
の
う
え

時
価
会
計
制
度
へ
の
対
応
か
ら
、
過
去
勤
務
債
務
の
処
理
と
有
価
証
券
の
評
価
損
を
計
上
し
た
た
め
、
三
〇
億
一
〇
〇
〇

万
円
の
欠
損
と
な
っ
た
。

　

二
〇
〇
二
年
︵
平
成
一
四
︶
三
月
期
の
売
上
高
は
二
七
六
億
円
ま
で
落
ち
こ
み
、
さ
ら
に
営
業
利
益
も
五
億
四
〇
〇
〇

万
円
の
赤
字
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
有
価
証
券
評
価
損
や
生
産
拠
点
統
廃
合
に
と
も
な
う
撤
退
損
失
引
当
金
な
ど
を
計
上
し

た
た
め
、
最
終
的
に
一
三
億
六
〇
〇
〇
万
円
の
欠
損
と
な
り
、
四
期
連
続
の
赤
字
決
算
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

同
年
一
一
月
一
八
日
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
株
価
は
四
六
円
と
近
年
の
最
安
値
を
つ
け
た
。
そ
の
日
の
日
経
平
均
株
価
は
八

三
四
六
円
︵
終
値
︶
で
、
全
般
的
に
底
値
圏
に
あ
っ
た
と
は
い
え
、
額
面
割
れ
は
お
お
き
な
衝
撃
を
も
た
ら
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
全
体
を
視
野
に
お
い
て
﹁
経
営
合
理
化
策
﹂
を
か
か
げ
、
事
業
の
見
直
し
、
生
産
拠
点
の
集
約
、
工
場
・
事

業
所
の
再
編
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
統
合
、
さ
ら
に
は
人
員
削
減
、
不
採
算
品
種
の
生
産
中
止
、
在
庫
圧
縮
な
ど
を
断
行
し

て
、
成
果
が
あ
が
り
つ
つ
あ
っ
た
時
だ
け
に
、
社
内
に
も
た
ら
し
た
波
紋
は
お
お
き
か
っ
た
。
ダ
イ
ニ
ッ
ク
に
と
っ
て
は
、

こ
の
期
に
な
っ
て
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
に
や
っ
て
き
た
平
成
不
況
と
い
う
闇
の
深
さ
を
体
感
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

●
二
つ
の
外
圧
に
耐
え
る

　

四
期
連
続
で
欠
損
と
な
っ
た
が
、
経
営
判
断
に
致
命
的
な
失
敗
が
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
く
、
設
備
投
資
が
過
多
で
あ
っ

た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
事
業
の
中
身
を
み
て
も
、
お
お
き
な
落
ち
こ
み
は
み
あ
た
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
い
て
赤
字
体
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質
か
ら
容
易
に
脱
出
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

財
務
体
質
の
改
善
が
急
務
と
な
っ
た
の
は
事
実
だ
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
二
つ
の
外
圧
が
あ
っ
た
。
ひ
と
つ
は
い
わ
ゆ

る
会
計
ビ
ッ
グ
バ
ン
、
一
九
九
九
年
︵
平
成
一
一
︶
度
か
ら
は
じ
ま
っ
た
会
計
基
準
の
大
幅
な
改
定
で
あ
る
。

　

会
計
ビ
ッ
グ
バ
ン
と
は
日
本
企
業
の
決
算
の
基
準
や
ル
ー
ル
を
国
際
会
計
基
準
︵
Ｉ
Ａ
Ｓ
：
国
際
財
務
報
告
基
準
［
Ｉ

Ｆ
Ｒ
Ｓ
］︶
に
合
わ
せ
て
根
本
的
に
変
え
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
連
結
重
視
の
決
算
と
時
価
会
計
の
導
入
が
そ
の
柱
に

な
っ
て
お
り
、
時
価
主
義
の
一
環
と
し
て
退
職
引
当
金
会
計
の
改
定
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
重
視
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
に
と
っ
て
時
価
会
計
へ
の
シ
フ
ト
変
更
が
、
こ
の
時
代
の
業
績
に
お
お
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
も
た
ら
し
た
。

有
価
証
券
の
評
価
損
、
過
去
勤
務
債
務
の
処
理
な
ど
は
、
お
よ
そ
一
五
〇
億
円
に
の
ぼ
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
︵
平
成
一

二
︶
か
ら
二
〇
〇
三
年
︵
平
成
一
五
︶
ご
ろ
に
か
け
て
、
こ
れ
ら
を
特
別
損
失
と
し
て
す
べ
て
処
理
し
た
の
で
あ
る
。
当

然
の
こ
と
と
は
い
え
、
資
本
勘
定
は
お
お
き
く
落
ち
こ
ん
で
、
一
時
は
危
機
的
状
況
に
お
ち
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
金
融
シ
ス
テ
ム
の
変
化
で
あ
る
。

　

バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ
っ
て
日
本
の
銀
行
を
は
じ
め
金
融
機
関
は
抱
え
こ
ん
だ
不
良
債
権
で
経
営
危
機
に
お
ち
い
っ
た
。
不

良
債
権
だ
け
で
な
く
株
価
下
落
の
あ
お
り
を
う
け
て
、
た
と
え
ば
北
海
道
拓
殖
銀
行
、
日
本
長
期
信
用
銀
行
、
日
本
債
券

信
用
銀
行
、
山
一
證
券
な
ど
が
破
綻
、
金
融
機
関
の
不
倒
神
話
は
あ
え
な
く
潰
え
た
。
か
く
し
て
大
銀
行
と
い
え
ど
も
危

機
を
の
り
き
ろ
う
と
し
て
、
合
併
・
統
合
を
く
り
か
え
し
た
。
金
融
ビ
ッ
グ
バ
ン
に
不
良
債
権
の
リ
ス
ト
ラ
が
か
さ
な
っ

た
か
た
ち
の
再
編
劇
で
、
や
が
て
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
、
三
井
住
友
、
み
ず
ほ
と
い
っ
た
メ
ガ
バ
ン
ク
体
制
を
も
た
ら
し
た
。

　

金
融
機
関
が
経
営
危
機
に
お
ち
い
れ
ば
、
金
融
不
安
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
は
日
本
経
済
に
と
っ
て
も
、
お
お
き
な
打
撃

に
な
る
。
そ
こ
で
政
府
は
総
額
四
〇
兆
円
の
公
的
資
金
を
大
手
銀
行
に
投
入
す
る
一
方
で
、
二
〇
〇
〇
年
︵
平
成
一
二
︶

七
月
に
金
融
庁
を
つ
く
っ
て
、
金
融
機
関
に
不
良
債
権
の
処
理
を
急
が
せ
た
。

　

金
融
庁
は
も
っ
ぱ
ら
不
良
債
権
の
き
び
し
い
査
定
を
お
こ
な
い
、
自
己
資
本
比
率
の
過
酷
な
ま
で
の
充
足
を
も
と
め
た
。

金
融
機
関
が
多
額
の
融
資
を
し
て
い
た
企
業
の
業
績
が
わ
る
く
な
り
、
も
し
返
済
が
と
ど
こ
お
っ
た
り
す
れ
ば
、
不
良
債

権
と
区
分
し
な
お
し
て
引
当
金
を
積
ま
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

引
当
金
は
む
ろ
ん
収
益
の
な
か
か
ら
確
保
す
る
か
た
ち
に
な
る
。
だ
か
ら
引
当
金
が
ふ
え
れ
ば
お
の
ず
と
そ
の
金
融
機

関
の
経
営
を
圧
迫
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
な
れ
ば
融
資
先
の
企
業
へ
の
風
当
た
り
が
強
く
な
る
の
は
自
然
の
な
り
ゆ
き

で
あ
っ
た
。

　

赤
字
に
転
落
し
て
危
機
的
状
況
に
あ
っ
た
ダ
イ
ニ
ッ
ク
に
と
っ
て
も
、
そ
れ
は
他
人
事
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

自
己
資
本
が
つ
ね
に
不
足
ぎ
み
で
財
務
体
質
の
改
善
・
強
化
が
急
が
れ
て
い
た
。
そ
う
い
う
内
外
の
情
勢
か
ら
、
あ
ら
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た
め
て
企
業
と
し
て
の
将
来
を
み
す
え
、
い
わ
ゆ
る
選
択
と
集
中
路
線
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
関
連
会
社
・

ニ
ッ
ク
産
業
の
売
却
、
子
会
社
・
大
平
製
紙
の
合
併
と
い
う
選
択
肢
は
、
そ
う
い
う
経
営
判
断
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

●
「
緊
急
対
策
」
を
実
施
す
る

　

も
は
や
緊
急
事
態
と
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

社
長
の
坂
部
三
司
が
そ
ん
な
一
文
で
始
ま
る
﹃﹁
緊
急
対
策
﹂
実
施
に
つ
い
て
﹄
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
た
の
は

二
〇
〇
一
年
︵
平
成
一
三
︶
一
一
月
一
日
だ
っ
た
。

　

二
〇
〇
一
年
︵
平
成
一
三
︶
三
月
期
の
決
算
で
三
〇
億
一
〇
〇
〇
万
円
の
赤
字
と
な
り
、
一
三
九
期
︵
二
〇
〇
一
年
四

月
～
二
〇
〇
二
年
三
月
︶
前
半
期
も
計
画
を
大
幅
に
下
ま
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
緊
急
対
策
は
そ
う
い
う
事
態
を
う
け
て
の

対
応
で
あ
っ
た
。

　

待
っ
た
な
し
の
危
機
を
の
り
き
る
﹁
緊
急
対
策
﹂
と
し
て
列
挙
し
た
一
四
項
目
の
中
身
は
、
数
値
目
標
を
明
確
に
し
た

固
定
費
の
削
減
プ
ラ
ン
に
な
っ
て
い
る
。
売
上
高
の
伸
び
が
み
こ
め
な
い
な
か
で
固
定
費
削
減
が
急
が
れ
た
の
で
あ
る
。

　

役
員
報
酬
の
減
額
、
残
業
時
間
の
減
少
、
諸
手
当
の
改
定
、
諸
経
費
の
節
減
、
在
庫
・
物
流
費
の
圧
縮
、
派
遣
社
員
の

減
少
の
ほ
か
勤
務
時
間
の
延
長
、
原
料
費
の
引
き
下
げ
活
動
の
強
化
な
ど
、
い
ず
れ
も
項
目
ご
と
に
﹁
通
達
﹂
を
発
し
て

実
行
に
移
し
た
。

　

収
益
効
果
の
目
標
を
月
間
五
〇
〇
〇
万
円
に
お
い
て
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
半
年
を
す
ぎ
た
時
点
で
六
〇
〇
〇
万
円
を
上

ま
わ
っ
た
。
二
〇
〇
二
年
︵
平
成
一
四
︶
三
月
期
は
売
上
高
、
営
業
利
益
と
も
に
落
ち
込
ん
で
、
改
善
効
果
も
そ
れ
に
の

み
こ
ま
れ
て
消
え
た
が
、
固
定
費
の
削
減
に
つ
い
て
は
一
定
の
成
果
が
あ
が
っ
た
。

　

二
〇
〇
二
年
︵
平
成
一
四
︶
四
月
か
ら
は
緊
急
対
策
の
第
二
弾
と
し
て
﹁
Ｒ
︱
３
作
戦
﹂
と
名
づ
け
た
プ
ラ
ン
を
断
行

し
た
。﹁
Ｒ
︱
３
﹂
と
は
い
っ
た
い
何
な
の
か
。
Ｒ
ｅ
ｖ
ｅ
ｎ
ｇ
ｅ
︵
再
挑
戦
︶、
Ｒ
ｅ
ｖ
ｏ
ｌ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
︵
改
革
︶、

Ｒ
ｅ
ｖ
ｉ
ｖ
ａ
ｌ
︵
再
生
︶
を
意
味
し
て
い
る
。
再
生
と
生
き
の
こ
り
を
か
け
た
改
革
に
挑
戦
、
短
期
間
で
業
績
の
回
復

を
は
か
る
。
そ
れ
が
﹁
Ｒ
︱
３
作
戦
﹂
で
あ
っ
た
。

　

基
本
方
針
を
﹁
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
を
ド
メ
イ
ン
と
し
た
分
野
へ
の
経
営
資
源
の
集
中
﹂﹁
収
益
体
質
の
改
善
﹂
に
お

き
、﹁
当
面
の
ね
ら
い
﹂
と
し
て
、
売
上
高
二
二
億
円
︵
月
間
︶、
経
常
利
益
三
〇
〇
〇
万
円
︵
月
間
︶
を
着
実
に
実
現
す

る
体
質
づ
く
り
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
売
上
の
拡
大
で
は
な
く
、
収
益
体
質
の
改
善
に
重
き
を
お
い
て
い
た
。
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﹁
Ｒ
︱
３
作
戦
﹂
の
具
体
的
な
方
策
は
﹁
収
益
体
質
の
改
善
﹂
と
﹁
財
務
体
質
の
改
善
﹂
の
二
つ
で
あ
っ
た
。
前
者
の

﹁
収
益
体
質
の
改
善
﹂
策
の
中
身
は
、
設
備
投
資
の
厳
選
、
事
業
の
合
理
化
、
在
庫
の
減
少
、
営
業
所
の
統
合
、
生
産
拠

点
の
統
合
、
物
流
体
制
の
改
革
、
人
員
費
用
の
削
減
、
賃
金
の
み
な
お
し
、
年
金
負
担
の
削
減
な
ど
一
二
項
目
で
あ
っ
た
。

　

後
者
の
﹁
財
務
体
質
の
改
善
﹂
策
は
、
も
っ
ぱ
ら
借
入
金
の
削
減
で
あ
っ
た
。
当
時
、
有
利
子
負
債
が
三
三
〇
億
円
に

の
ぼ
っ
て
い
た
が
、
一
年
間
で
こ
れ
を
二
五
〇
億
円
以
下
に
す
る
と
い
う
目
標
を
か
か
げ
た
の
で
あ
る
。

﹁
Ｒ
︱
３
作
戦
﹂
に
も
と
づ
い
て
、
二
〇
〇
二
年
︵
平
成
一
四
︶
四
月
一
六
日
付
で
大
幅
に
社
内
組
織
を
改
編
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
は
埼
玉
事
業
所
と
滋
賀
事
業
所
を
頂
点
と
す
る
工
場
を
軸
に
し
た
組
織
に
な
っ
て
い
た
が
、
ふ
た
た
び
営
業

と
生
産
と
に
わ
け
て
本
部
制
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。
営
業
本
部
と
生
産
本
部
を
も
う
け
て
、
生
産
、
営
業
の
ラ
イ
ン
部

門
を
す
べ
て
そ
こ
に
集
約
し
た
。

　

生
産
本
部
に
は
埼
玉
、
滋
賀
の
両
工
場
に
加
え
て
、
製
造
、
技
術
部
門
の
ほ
か
に
企
画
の
機
能
強
化
の
た
め
に
生
産
企

画
部
門
を
新
設
し
た
。

　

営
業
本
部
に
は
四
つ
の
事
業
部
、
つ
ま
り
第
一
事
業
部
︵
出
版
・
文
具
営
業
部
︶、
第
二
事
業
部
︵
情
報
関
連
営
業
部
︶、

第
三
事
業
部
︵
不
織
布
関
連
営
業
部
、
衣
料
販
売
部
︶、
第
四
事
業
部
︵
住
宅
関
連
営
業
部
、
工
業
用
途
販
売
部
︶
の
ほ

か
、
新
し
く
販
売
企
画
部
門
、
さ
ら
に
は
グ
ル
ー
プ
営
業
推
進
部
を
お
い
た
。

　

商
品
技
術
研
究
所
は
組
織
の
う
え
で
解
消
し
、
開
発
本
部
を
新
設
し
て
、
そ
の
機
能
を
す
べ
て
吸
収
し
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
部
門
は
経
営
企
画
部
門
︵
経
営
企
画
部
、
国
際
部
︶、
経
営
管
理
部
門
︵
財
務
部
、
人
事
部
、
総
務
部
︶
に

集
約
し
、
二
〇
〇
一
年
︵
平
成
一
三
︶
八
月
に
発
足
し
た
グ
ル
ー
プ
業
務
セ
ン
タ
ー
を
経
営
管
理
部
門
の
傘
下
に
お
い
た
。

　

同
年
一
〇
月
に
実
施
し
た
ダ
イ
ニ
ッ
ク
と
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
ジ
ュ
ノ
の
営
業
組
織
の
一
部
く
み
か
え
も
﹁
Ｒ
︱
３
作
戦
﹂

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
と
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
ジ
ュ
ノ
両
社
の
販
売
機
能
の
重
複
を
な
く
し
て
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
合
理
化
を
は
か

ろ
う
と
い
う
の
が
そ
の
ね
ら
い
で
あ
っ
た
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
大
阪
支
社
営
業
所
の
﹁
出
版
・
文
具
関
連
商
品
﹂、
メ
イ
シ
マ
ン
を
の
ぞ
く
﹁
情
報
関
連
商
品
﹂
の
販
売

を
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
ジ
ュ
ノ
に
移
管
す
る
。
Ｄ
Ｈ
Ｃ
事
業
は
す
べ
て
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
ジ
ュ
ノ
に
移
管
す
る
。
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・

ジ
ュ
ノ
の
大
阪
建
装
販
売
部
の
壁
紙
事
業
を
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
住
宅
関
連
販
売
部
に
、
東
京
販
売
二
課
の
メ
イ
シ
マ
ン
を
の

ぞ
く
﹁
情
報
関
連
商
品
﹂
の
販
売
を
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
情
報
関
連
販
売
部
に
移
管
す
る
。

　

販
売
統
合
に
よ
っ
て
両
社
の
営
業
組
織
を
一
部
く
み
か
え
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
人
事
異
動
も
実
行
に
移
し
た
。
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●
ニ
ッ
ク
産
業
の
全
株
式
を
譲
渡
す
る

　

二
〇
〇
二
年
︵
平
成
一
四
︶
九
月
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
が
保
有
す
る
連
結
子
会
社
の
ニ
ッ
ク
産
業
の
全
株
式
を
大
手
の
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
・
株
式
会
社
ケ
ー
ヨ
ー
に
譲
渡
し
た
。

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
場
と
し
て
出
発
、
の
ち
に
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
と
し
て
規
模
拡
大
し
て
き
た
ニ
ッ
ク
産
業
は
京
都
、
大
阪
を

中
心
に
一
七
店
舗
を
も
っ
て
、
高
収
益
を
あ
げ
て
き
た
。
だ
が
、
そ
れ
は
ひ
と
え
に
大
店
法
︵
大
規
模
小
売
店
舗
法
︶
の

規
制
に
ま
も
ら
れ
た
京
都
と
い
う
立
地
ゆ
え
の
こ
と
で
、
規
制
緩
和
が
す
す
む
と
情
勢
は
一
変
し
た
。
全
国
規
模
の
大
手

が
参
入
し
て
く
る
よ
う
に
な
る
と
価
格
競
争
が
は
げ
し
く
な
り
、
業
界
再
編
の
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

優
良
会
社
だ
っ
た
ニ
ッ
ク
産
業
も
に
わ
か
に
業
績
が
悪
化
し
は
じ
め
た
。
一
七
店
舗
ぐ
ら
い
の
規
模
で
は
と
て
も
大
手

に
抗
す
る
こ
と
は
で
き
そ
う
に
な
い
。
経
営
を
建
て
な
お
す
に
は
積
極
的
に
資
産
を
投
入
し
て
さ
ら
に
規
模
拡
大
を
は
か

る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

ニ
ッ
ク
産
業
は
も
と
も
と
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
に
あ
っ
て
異
色
の
存
在
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
異
業
種
で
あ
り
、
本

業
以
外
に
の
び
る
可
能
性
を
ひ
め
た
枝
葉
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
分
野
を
の
ば
す
に
は
、
全
資
産
を
投

入
す
る
ぐ
ら
い
の
覚
悟
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
だ
が
﹁
体
質
改
革
﹂
の
途
な
か
ば
と
い
う
当
時
、
余
力
が
あ

る
わ
け
も
な
く
、
さ
ら
に
は
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
人
材
も
欠
い
て
い
た
。
そ
ん
な
当
時
の
状
況
か
ら
、
ニ
ッ
ク
産
業
の
将

来
も
み
す
え
、
同
社
を
大
手
の
ケ
ー
ヨ
ー
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
に
決
め
た
の
で
あ
る
。

　

ケ
ー
ヨ
ー
は
千
葉
県
に
本
社
を
も
つ
大
手
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
、
関
東
を
中
心
に
東
北
、
関
東
、
東
海
、
中
京
地
区
で

一
二
八
店
舗
を
も
っ
て
い
た
。
二
〇
〇
二
年
︵
平
成
一
四
︶
二
月
期
の
売
上
高
は
一
六
五
七
億
円
で
あ
っ
た
。

　

ニ
ッ
ク
産
業
は
ケ
ー
ヨ
ー
の
子
会
社
と
な
り
、
そ
の
傘
下
で
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
本
業
へ
の
経

営
資
源
の
集
中
活
用
、
さ
ら
に
は
財
務
体
質
の
強
化
に
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ダ
イ
ニ
ッ
ク
が
保
有
す
る
ニ

ッ
ク
産
業
の
株
式
は
、
ケ
ー
ヨ
ー
に
よ
る
公
開
買
付
け
に
応
募
す
る
か
た
ち
で
譲
渡
す
る
こ
と
に
な
り
、
二
〇
〇
二
年

︵
平
成
一
四
︶
八
月
五
日
の
臨
時
取
締
役
会
で
同
案
件
を
決
議
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
が
保
有
す
る
株
式
は
ニ
ッ
ク
産
業
の
発
行
株
式
の
五
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
四
〇
二
万
九
〇
〇
〇
株
で

あ
っ
た
。
同
年
八
月
六
日
か
ら
九
月
一
〇
日
ま
で
の
期
間
中
に
公
開
買
付
け
に
応
じ
、
九
月
一
八
日
に
全
株
式
を
ケ
ー
ヨ

ー
に
譲
渡
し
た
。
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●
大
平
製
紙
を
完
全
子
会
社
と
す
る

　

グ
ル
ー
プ
会
社
の
ひ
と
つ
、
大
平
製
紙
は
株
式
交
換
に
よ
り
二
〇
〇
一
年
︵
平
成
一
三
︶
一
〇
月
に
完
全
子
会
社
と
な

っ
た
。

　

大
平
製
紙
は
東
証
二
部
上
場
会
社
で
売
上
高
は
七
四
億
八
〇
〇
〇
万
円
︵
一
九
九
九
年
五
月
期
︶、
合
理
化
を
す
す
め
、

不
採
算
部
門
で
あ
っ
た
製
紙
部
門
を
撤
収
、
食
品
向
け
の
ア
ル
ミ
加
工
箔
や
フ
ィ
ル
ム
蓋
材
な
ど
の
生
産
に
シ
フ
ト
し
て
、

経
営
改
善
が
す
す
ん
で
い
た
。
ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
五
〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
株
式
を
保
有
し
て
い
た
が
、
一
九
九
九
年
︵
平

成
一
一
︶
三
月
か
ら
は
じ
ま
る
﹁
体
質
強
化
策
﹂
に
か
か
げ
た
﹁
グ
ル
ー
プ
を
ふ
く
め
た
合
理
化
﹂
を
す
す
め
る
う
え
で
、

将
来
の
吸
収
合
併
を
視
野
に
お
き
、
完
全
子
会
社
と
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

二
〇
〇
一
年
︵
平
成
一
三
︶
一
月
三
一
日
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
、
大
平
製
紙
は
そ
れ
ぞ
れ
臨
時
取
締
役
会
を
ひ
ら
き
、
一
九

九
九
年
︵
平
成
一
一
︶
の
商
法
改
正
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
株
式
交
換
制
度
に
よ
っ
て
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
を
完
全
親
会
社
、

大
平
製
紙
を
完
全
子
会
社
に
す
る
こ
と
で
合
意
が
成
立
し
た
。

　

交
換
比
率
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
株
式
一
株
に
対
し
て
大
平
製
紙
株
〇
・
六
一
株
、
交
換
期
日
は
一
〇
月
二
日
で
あ
っ
た
。

　

大
平
製
紙
の
完
全
子
会
社
化
に
よ
っ
て
同
社
は
同
年
九
月
二
六
日
に
上
場
︵
東
証
二
部
︶
廃
止
と
な
っ
た
。

●
ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
天
究
館
の
再
ス
タ
ー
ト

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
天
究
館
は
社
会
貢
献
の
た
め
の
施
設
と
し
て
一
九
八
七
年
︵
昭
和
六
二
︶
八
月
一
八
日

に
開
館
し
て
い
る
。
社
会
貢
献
事
業
を
は
じ
め
た
か
ら
に
は
、
お
の
ず
と
そ
の
企
業
は
赤
字
を
出
し
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
宿
命
を
背
負
う
こ
と
に
な
る
。
だ
が
は
か
ら
ず
も
一
九
九
九
年
︵
平
成
一
一
︶
三
月
期
か
ら
五
期
連
続
で
欠
損
を
出
し

て
し
ま
っ
た
。

　

年
間
一
〇
億
円
の
コ
ス
ト
改
善
を
断
行
し
、
従
業
員
の
給
与
を
削
減
す
る
な
か
、
現
状
の
規
模
の
ま
ま
で
社
会
貢
献
事

業
を
つ
づ
け
る
こ
と
は
い
か
が
な
も
の
か
。
顧
客
に
対
し
て
も
、
従
業
員
に
対
し
て
も
背
信
行
為
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
よ
う
な
背
景
を
う
け
て
、
二
〇
〇
三
年
︵
平
成
一
五
︶
四
月
か
ら
、
閉
館
も
視
野
に
お
い
て
活
動
を
縮
小
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

善
後
策
に
つ
い
て
は
多
賀
町
と
協
議
を
か
さ
ね
、
最
終
的
に
官
民
共
同
事
業
と
し
て
、
ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
天
究
館
の
活

動
を
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
た
ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
天
究
館
は
開
館
日
を
週
二
日
︵
土
・
日
︶
と
し
て
、
活
動
は
三
つ
の
組
織
で

す
す
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
観
望
会
な
ど
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
す
る
の
は
多
賀
町
教
育
委
員
会
、
施
設
を
提
供
す
る
の

は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
、
実
際
の
活
動
を
さ
さ
え
る
の
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
か
た
ち
で
あ
る
。

　

観
望
会
の
望
遠
鏡
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
﹁
天
究
館
友
の
会
﹂
が
、
観
望
会
の
受
付
は
﹁
天
究
館
星
の
会
﹂、
コ
ン
サ

ー
ト
の
受
付
や
進
行
役
は
婦
人
組
織
﹁
め
だ
か
の
学
校
﹂
が
担
当
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
数
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
天

究
館
の
運
営
は
さ
さ
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

同
館
は
開
館
以
来
、
工
場
の
な
か
に
あ
る
天
文
台
と
し
て
、
ひ
ろ
く
親
し
ま
れ
て
き
た
。
モ
ノ
を
つ
く
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
や
自
然
と
の
調
和
と
い
う
も
の
を
大
切
に
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
役
割
を
は
た
し
て
き

た
。
具
体
的
に
は
天
体
観
望
会
な
ど
を
通
じ
て
、
公
害
の
影
響
な
ど
の
解
説
に
つ
と
め
、
大
気
環
境
へ
の
関
心
を
た
か
め

る
活
動
を
か
さ
ね
て
き
た
。
新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
は
、
星
空
観
察
や
天
文
普
及
活
動
を
通
じ
て
地
球
環
境
の
大
切

さ
を
訴
え
る
﹁
環
境
天
文
台
﹂
と
し
て
の
役
割
を
、
さ
ら
に
強
く
意
識
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
民
間
レ
ベ
ル
の
活
動
が
み
と
め
ら
れ
、
環
境
省
の
平
成
一
七
年
︵
二
〇
〇
五
︶
度
﹁
大
気
環
境
保
全
活
動
功

労
者
︵
団
体
の
部
︶﹂
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。

　

天
体
観
測
に
つ
い
て
も
成
果
を
あ
げ
、
二
〇
〇
四
年
︵
平
成
一
六
︶
三
月
に
は
館
長
の
高
橋
進
と
、
同
館
ス
タ
ッ
フ
の

杉
江
淳
が
、
日
本
天
文
学
会
の
二
〇
〇
三
年
︵
平
成
一
五
︶
度
﹁
天
文
功
労
賞
﹂
を
受
賞
し
て
い
る
。

「大気汚染防止推進月間」表彰式と表彰状
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第
七
節  
経
営
変
革
の
集
大
成

●
経
営
改
善
の
最
終
ス
テ
ー
ジ

　

二
〇
〇
三
年
︵
平
成
一
五
︶
か
ら
二
〇
〇
四
年
︵
平
成
一
六
︶
に
か
け
て
は
、
一
九
九
九
年
︵
平
成
一
一
︶
か
ら
は
じ

ま
っ
た
経
営
改
善
の
い
わ
ば
最
終
ス
テ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
一
九
九
九
年
︵
平
成
一
一
︶
三
月
期
か
ら
、
単
体
、
連
結
と
も
に
五
期
も
連
続
で
赤
字
が
つ
づ
い
て
い

た
。
ひ
た
す
ら
経
営
改
善
策
を
断
行
し
、
た
と
え
ば
ニ
ッ
ク
産
業
の
売
却
な
ど
関
連
会
社
の
整
理
統
合
、
不
採
算
品
種
の

生
産
停
止
、
都
市
事
業
所
の
集
約
な
ど
の
経
営
合
理
化
を
実
行
し
て
き
た
。

　

そ
う
し
た
経
営
強
化
策
の
総
仕
上
の
ひ
と
つ
が
子
会
社
の
大
平
製
紙
の
吸
収
合
併
で
あ
っ
た
。
業
績
の
飛
躍
的
な
回
復

の
た
め
に
は
、
も
う
一
歩
ふ
み
こ
ん
で
経
営
の
一
元
化
を
す
す
め
、
経
営
資
源
を
集
中
し
て
経
営
効
率
を
徹
底
的
に
突
き

つ
め
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

か
く
し
て
二
〇
〇
三
年
︵
平
成
一
五
︶
三
月
一
三
日
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
と
大
平
製
紙
は
、
同
日
の
臨
時
取
締
役
会
に
お
い

て
同
年
七
月
一
日
付
で
合
併
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。
ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
子
会
社
の
大
平
製
紙
を
吸
収
、

大
平
製
紙
は
解
散
す
る
こ
と
に
決
し
た
の
で
あ
る
。

　

大
平
製
紙
の
吸
収
合
併
が
決
ま
る
と
同
時
に
、
三
月
一
三
日
に
は
、
細
田
敏
夫
︵
大
平
製
紙
社
長
︶
を
次
期
社
長
と
す

る
新
し
い
経
営
体
制
、
さ
ら
に
は
向
こ
う
三
年
間
の
経
営
計
画
と
経
営
改
善
策
も
社
内
外
に
明
示
し
た
。

　

二
〇
〇
六
年
︵
平
成
一
八
︶
三
月
期
の
売
上
高
︵
単
体
︶
目
標
を
三
三
〇
億
円
、
経
常
利
益
を
一
〇
億
円
、
有
利
子
負

債
一
七
五
億
円
以
下
、
自
己
資
本
一
一
〇
億
円
︵
自
己
資
本
比
率
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
︶
と
す
る
と
い
う
の
が
、
そ
の
あ
ら

ま
し
で
あ
っ
た
。

　

経
営
改
善
策
の
中
身
は
取
締
役
員
数
の
削
減
、
低
採
算
事
業
か
ら
の
撤
退
、
生
産
拠
点
の
集
約
、
遊
休
資
産
の
売
却
に

よ
る
有
利
子
負
債
の
圧
縮
、
自
己
資
本
の
増
強
、
経
費
の
抜
本
的
圧
縮
と
製
造
コ
ス
ト
の
低
減
な
ど
六
項
目
に
わ
た
っ
て

い
た
。

　

さ
ら
に
同
年
四
月
八
日
付
で
﹁
合
併
推
進
委
員
会
﹂
が
発
足
、
細
田
敏
夫
が
委
員
長
に
つ
き
、
委
員
と
し
て
は
甚
野
捷

︵
ダ
イ
ニ
ッ
ク
専
務
︶、
野
沢
次
郎
︵
ダ
イ
ニ
ッ
ク
常
務
︶、
桂
幸
嗣
︵
大
平
製
紙
専
務
︶、
上
田
昌
弘
︵
ダ
イ
ニ
ッ
ク
常

大平製紙との合併調印式
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務
︶
が
名
を
つ
ら
ね
た
。

　

合
併
に
伴
う
諸
問
題
、
さ
ら
な
る
業
績
の
改
善
策
、
合
理
化
策
の
策
定
が
委
員
会
に
は
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
が
、
現
実
に
は

全
社
的
な
収
益
体
質
づ
く
り
、
さ
ら
に
は
組
織
人
事
や
業
績
評
価
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
つ
い
て
も
同
推
進
委
員
会
が
強
い

発
言
力
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

中
心
課
題
は
﹁
聖
域
な
き
大
幅
な
コ
ス
ト
削
減
、
損
益
分
岐
点
の
引
き
下
げ
﹂
に
よ
る
収
益
体
質
の
改
善
で
あ
っ
た
。

年
間
一
〇
億
円
の
コ
ス
ト
改
善
を
目
標
と
し
て
、
製
造
コ
ス
ト
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
般
管
理
費
・
販
売
費
五
パ
ー
セ
ン
ト

を
引
き
下
げ
る
。
在
庫
削
減
︵
総
在
庫
を
二
〇
億
円
以
下
と
す
る
︶
の
ほ
か
大
型
の
設
備
投
資
も
見
合
わ
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
さ
ら
に
京
都
本
社
事
務
所
、
ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
天
究
館
の
活
動
規
模
縮
小
、
滋
賀
グ
リ
ー
ン
事
業
か
ら
の
撤
退
、

大
阪
証
券
取
引
所
の
上
場
廃
止
、
新
規
採
用
の
停
止
な
ど
も
た
だ
ち
に
実
行
に
移
し
た
。

　

同
年
九
月
に
は
厚
生
労
働
省
か
ら
の
認
可
を
う
け
て
、
厚
生
年
金
基
金
の
解
散
に
ふ
み
き
っ
た
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
厚
生
年
金
基
金
の
設
立
は
一
九
七
一
年
︵
昭
和
四
六
︶
で
、
グ
ル
ー
プ
も
ふ
く
め
て
一
時
は
一
六
二
五
人

の
加
入
者
が
あ
っ
た
が
、
一
九
九
二
年
︵
平
成
四
︶
三
月
を
境
に
し
て
加
入
員
が
減
少
一
途
と
な
っ
た
。
受
給
者
の
増
加

に
よ
っ
て
支
払
い
負
担
が
重
く
な
り
、
さ
ら
に
運
営
環
境
の
悪
化
も
か
さ
な
っ
て
財
政
そ
の
も
の
を
圧
迫
し
て
い
た
。
維

持
継
続
す
る
の
は
、
あ
ま
り
に
も
企
業
経
営
に
重
く
の
し
か
か
る
。
加
入
員
の
同
意
と
理
解
を
え
ら
れ
た
と
は
い
え
、
基

金
解
散
は
ま
さ
に
苦
渋
の
決
断
で
あ
っ
た
。

  

合
併
推
進
委
員
会
発
足
当
時
、
細
田
は
ま
だ
社
長
に
つ
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
現
実
に
は
グ
ル
ー
プ

を
ふ
く
め
た
経
営
改
善
や
収
益
体
質
づ
く
り
に
つ
い
て
、
細
田
を
中
心
に
し
て
実
行
に
移
し
て
い
っ
た
。
む
ろ
ん
課
題
は

山
積
し
、
複
雑
に
か
ら
み
あ
っ
て
い
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
を
ひ
と
つ
ず
つ
地
道
に
解
き
ほ
ぐ
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

●
細
田
敏
夫
の
社
長
就
任

　

二
〇
〇
三
年
︵
平
成
一
五
︶
六
月
二
七
日
付
で
、
社
長
の
坂
部
三
司
は
代
表
権
の
あ
る
会
長
に
就
任
、
新
し
い
社
長
に

は
大
平
製
紙
の
社
長
で
あ
っ
た
細
田
敏
夫
が
正
式
に
就
任
し
た
。

　

細
田
敏
夫
の
社
長
就
任
は
同
年
七
月
一
日
付
で
実
行
す
る
大
平
製
紙
の
吸
収
合
併
に
と
も
な
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

新
社
長
の
細
田
敏
夫
は
一
九
四
四
年
︵
昭
和
一
九
︶
九
月
、
東
京
都
う
ま
れ
。
一
九
六
七
年
︵
昭
和
四
二
︶
三
月
に
立

教
大
学
経
済
学
部
経
済
学
科
を
卒
業
。
同
年
四
月
に
日
本
ク
ロ
ス
工
業
に
入
社
し
て
い
る
。
お
も
に
国
際
部
、
外
国
部
な

ど
に
所
属
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
に
な
が
く
赴
任
す
る
な
ど
、
海
外
の
ビ
ジ
ネ
ス
畑
を
あ
ゆ
ん
で
き

細田敏夫
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た
。

　

一
九
八
八
年
︵
昭
和
六
三
︶
七
月
に
取
締
役
と
な
り
、
一
九
九
〇
年
︵
平
成
二
︶
に
は
常
務
取
締
役
に
就
任
、
一
九
九

四
年
︵
平
成
六
︶
に
専
務
取
締
役
に
つ
い
て
い
る
が
、
そ
の
間
、
深
谷
工
場
長
、
生
産
本
部
長
、
国
際
事
業
本
部
長
な
ど

を
歴
任
し
て
い
る
。

　

一
九
九
五
年
︵
平
成
七
︶
八
月
、
大
平
製
紙
の
社
長
に
就
任
、
業
績
不
振
が
つ
づ
い
て
い
た
同
社
の
経
営
再
建
に
の
り

だ
し
、
三
年
で
黒
字
化
を
は
た
し
た
。
お
よ
そ
八
年
に
わ
た
っ
て
大
平
製
紙
に
在
籍
し
て
経
営
改
革
に
と
り
く
み
、
二
〇

〇
三
年
︵
平
成
一
五
︶
の
吸
収
合
併
に
よ
っ
て
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
社
長
に
就
任
し
た
の
で
あ
る
。

　

細
田
敏
夫
の
社
長
就
任
時
の
役
員
の
顔
ぶ
れ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

 

代
表
取
締
役
会
長
＝
坂
部
三
司
、
代
表
取
役
社
長
＝
細
田
敏
夫
、
専
務
取
締
役
＝
甚
野
捷
、
常
務
取
締
役
＝
野
沢
次

郎
・
桂
幸
嗣
・
水
上
幸
司
・
藤
田
昇
・
上
田
昌
弘
、
取
締
役
＝
加
藤
仁
一
・
大
石
義
夫
・
天
野
高
明
・
湊
正
晴
、
常
勤

監
査
役
＝
北
川
文
康
・
上
南
武
司
、
監
査
役
＝
岡
崎
功
・
来
栖
良
樹

　

細
田
敏
夫
は
社
長
に
就
任
す
る
と
、
合
併
推
進
委
員
会
で
と
り
き
め
た
改
善
諸
策
の
断
行
と
並
行
し
て
、
不
採
算
事
業

の
み
な
お
し
に
と
り
く
み
、
在
庫
の
圧
縮
や
不
良
棚
卸
資
産
の
整
理
を
積
極
的
に
す
す
め
た
。﹁
負
の
資
産
﹂
を
思
い
き

っ
て
一
掃
す
る
う
ご
き
は
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
本
体
だ
け
で
な
か
っ
た
。
国
内
、
海
外
を
み
わ
た
し
て
、
ひ
ろ
く
グ
ル
ー
プ
の

経
営
全
般
に
お
よ
ん
だ
。
結
果
と
し
て
、
こ
こ
で
一
気
に
ウ
ミ
を
出
し
た
こ
と
が
、
業
績
回
復
の
は
ず
み
に
な
っ
た
。

●
赤
字
は
厳
禁 

一
流
会
社
に
す
る

　

社
長
に
就
任
し
た
細
田
は
最
初
の
朝
礼
で
﹁
こ
れ
か
ら
は
誰
で
も
み
ん
な
社
長
に
な
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
。
み
ん
な
で

よ
い
会
社
に
な
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
ゆ
こ
う
﹂
と
の
べ
て
い
る
。

　

細
田
が
明
示
し
た
企
業
活
動
の
指
針
は
き
わ
め
て
単
純
明
快
で
あ
っ
た
。﹁
赤
字
は
厳
禁
﹂﹁
一
流
会
社
に
す
る
﹂
と
い

う
二
つ
で
あ
っ
た
。

　

赤
字
は
厳
禁
⋮
⋮
と
い
う
の
は
説
明
を
要
し
な
い
だ
ろ
う
。
細
田
自
身
の
こ
と
ば
で
い
え
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

﹁
商
売
を
や
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
赤
字
の
部
分
と
い
う
の
は
む
ろ
ん
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
赤
字
と
い
う
の
は
ダ
メ
な
の

だ
と
強
く
意
識
し
て
も
ら
い
た
い
の
で
あ
る
﹂
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一
流
会
社
に
す
る
⋮
⋮
と
い
う
の
は
、
売
上
高
規
模
で
一
流
に
な
る
こ
と
で
は
な
い
。
利
益
率
、
収
益
率
で
一
流
と
評

さ
れ
る
企
業
を
指
し
て
い
る
。
組
合
と
の
話
し
合
い
の
場
で
は
つ
ね
に
﹁
一
流
会
社
と
し
て
の
賞
与
を
払
え
る
会
社
に
し

た
い
﹂
と
く
り
か
え
し
、
新
入
社
員
を
前
に
す
る
と
き
﹁
社
長
に
な
る
チ
ャ
ン
ス
は
、
み
な
さ
ん
の
誰
に
で
も
あ
る
。
ひ

と
し
く
チ
ャ
ン
ス
を
あ
た
え
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
お
お
い
に
活
か
し
て
ほ
し
い
﹂
と
期
待
を
こ
め
て
言
い
き
っ
て
い
る
。

　

経
営
の
基
本
方
針
と
し
て
細
田
は
﹁
Ｆ
ｏ
ｒ　

Ｔ
ｈ
ｅ　

Ｃ
ｕ
ｓ
ｔ
ｏ
ｍ
ｅ
ｒ
﹂
を
か
か
げ
、
そ
の
Ｋ
Ｅ
Ｙ
と
し
て
二

つ
の
﹁
Ｃ
・
Ｓ
﹂
を
と
り
あ
げ
た
。
そ
れ
は
﹁custom

er service

﹂
と
﹁custom

er satisfaction

﹂
で
あ
る
。

　

い
わ
ゆ
る
﹁
顧
客
満
足
︵
Ｃ
Ｓ
経
営
︶﹂﹁
お
客
様
第
一
主
義
﹂
と
ほ
と
ん
ど
同
義
だ
が
、
細
田
が
唱
え
る
﹁
Ｆ
ｏ
ｒ　

Ｔ
ｈ
ｅ　

Ｃ
ｕ
ｓ
ｔ
ｏ
ｍ
ｅ
ｒ
﹂
は
、
も
っ
と
幅
ひ
ろ
く
、
全
社
あ
げ
て
の
実
践
を
と
も
な
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

私
た
ち
が
お
金
を
儲
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
お
客
さ
ま
か
ら
で
あ
る
。
お
客
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
初

め
て
、
そ
の
代
価
と
し
て
お
金
が
支
払
っ
て
い
た
だ
け
る
。
け
れ
ど
も
お
金
は
富
の
源
泉
で
あ
っ
て
も
ほ
ん
と
う
の
富
で

は
な
い
。
商
品
を
買
っ
て
く
だ
さ
る
お
客
さ
ま
こ
そ
が
、
ほ
ん
と
う
の
富
を
生
み
だ
し
て
く
だ
さ
る
の
で
あ
る
。

　

だ
か
ら
お
客
さ
ま
に
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
ひ
た
す
ら
サ
ー
ビ
ス
に
つ
と
め
、
す
ぐ
れ
た
商
品
を
提
供
し
、
価
格

で
も
納
得
い
た
だ
け
る
よ
う
に
社
内
の
合
理
化
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
つ
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
に
し
て
初

め
て
、
お
客
さ
ま
と
の
あ
い
だ
に
心
が
通
じ
合
い
、
生
命
の
次
に
大
切
な
お
金
を
支
払
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
る
の

で
あ
る
。
⋮
⋮

　

細
田
の
﹁
Ｆ
ｏ
ｒ　

Ｔ
ｈ
ｅ　

Ｃ
ｕ
ｓ
ｔ
ｏ
ｍ
ｅ
ｒ
﹂
に
は
、
そ
う
い
う
理
念
的
背
景
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
経
営

の
﹁
よ
り
ど
こ
ろ
﹂
で
あ
り
、﹁
い
ま
し
め
﹂
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

細
田
は
現
場
主
義
者
で
あ
る
。
つ
ね
に
現
場
を
あ
る
き
、
担
当
部
門
の
責
任
者
か
ら
じ
か
に
話
を
聞
き
、
自
分
の
眼
で

み
て
た
し
か
め
る
。
他
人
か
ら
の
情
報
を
ア
テ
に
す
る
の
で
は
な
く
て
、
必
要
と
す
る
情
報
を
み
ず
か
ら
あ
つ
め
、
み
ず

か
ら
の
手
で
分
析
し
て
判
断
を
く
だ
す
。

　

メ
ー
カ
ー
と
し
て
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
品
質
、
コ
ス
ト
、
そ
し
て
利
益
に
対
す
る
視
線
に
は
妥
協
と
い
う
も
の
が

な
い
。
と
く
に
利
益
確
保
に
つ
い
て
の
厳
格
さ
は
き
わ
だ
っ
て
い
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
の
き
び
し
さ
は
、
い
ま
ま
で
に

な
い
も
の
だ
っ
た
。
利
益
確
保
に
つ
い
て
部
門
ご
と
の
チ
ェ
ッ
ク
は
徹
底
し
て
い
る
が
、
部
門
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
つ

ね
に
グ
ル
ー
プ
全
体
を
視
野
に
お
い
て
最
終
的
な
判
断
を
く
だ
す
。
奇
抜
な
発
想
や
斬
新
さ
を
追
い
も
と
め
る
と
い
う
の

で
は
な
く
、
基
本
を
忠
実
に
お
さ
え
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
着
実
に
実
行
に
移
し
て
ゆ
く
。
ひ
と
た
び
決
め
た
ら
、
よ
ほ
ど
の

こ
と
が
な
い
か
ぎ
り
ブ
レ
な
か
っ
た
。
細
田
は
社
長
就
任
中
、
一
貫
し
て
そ
う
い
う
姿
勢
を
つ
ら
ぬ
き
通
し
た
。
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第
八
節  
七
期
ぶ
り
に
復
配
を
実
現

●
連
結
中
心
の
経
営
体
制
へ

　

一
九
九
九
年
︵
平
成
一
一
︶
か
ら
は
じ
ま
っ
た
会
計
ビ
ッ
グ
バ
ン
は
連
結
重
視
の
決
算
と
時
価
会
計
の
導
入
を
も
た
ら

し
た
。
現
実
に
同
年
四
月
以
降
の
事
業
年
度
か
ら
連
結
決
算
中
心
の
開
示
制
度
に
な
っ
て
い
る
。

　

連
結
決
算
の
重
視
は
連
結
経
営
の
重
視
で
あ
る
。
時
代
の
そ
ん
な
一
連
の
流
れ
の
な
か
で
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
で
は
二
〇
〇

四
年
︵
平
成
一
六
︶
五
月
、
取
締
役
会
の
あ
り
か
た
を
あ
ら
た
め
た
。
業
績
の
報
告
や
審
議
に
つ
い
て
、
す
べ
て
連
結
中

心
に
お
こ
な
う
こ
と
に
決
め
た
の
で
あ
る
。

　

お
り
か
ら
取
締
役
の
改
選
年
度
を
む
か
え
、
経
営
体
制
も
そ
れ
に
そ
く
し
た
か
た
ち
に
く
み
か
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

二
〇
〇
三
年
︵
平
成
一
五
︶
七
月
か
ら
、
会
長
、
社
長
を
代
表
権
者
と
す
る
体
制
、
つ
ま
り
代
表
取
締
役
を
二
人
お
い

て
い
た
。
会
長
の
坂
部
三
司
は
グ
ル
ー
プ
全
般
、
社
長
の
細
田
敏
夫
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
経
営
に
あ
た
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ

が
連
結
中
心
の
経
営
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
時
と
し
て
両
者
の
利
害
が
対
立
す
る
と
い
う
局
面
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

さ
ら
に
ダ
イ
ニ
ッ
ク
に
は
も
と
も
と
﹁
代
表
権
者
は
一
人
で
あ
る
べ
き
﹂
と
い
う
不
文
律
が
あ
っ
た
。

　

そ
ん
な
背
景
か
ら
、
代
表
権
者
は
細
田
敏
夫
ひ
と
り
と
す
る
こ
と
に
決
し
た
。
一
九
九
〇
年
︵
平
成
二
︶
か
ら
、
一
四

年
に
わ
た
っ
て
社
長
・
会
長
の
任
に
あ
っ
た
坂
部
三
司
は
、
経
営
改
善
の
効
果
が
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
、
再
建
の
道
筋
が
く

っ
き
り
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
退
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

二
〇
〇
四
年
︵
平
成
一
六
︶
七
月
一
日
発
足
の
新
し
い
経
営
陣
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

 

代
表
取
締
役
社
長
＝
細
田
敏
夫
、
専
務
取
締
役
＝
甚
野
捷
︵
社
長
補
佐
︶、
常
務
取
締
役
＝
野
沢
次
郎
︵
事
業
部
統

括
︶・
桂
幸
嗣
︵
本
社
管
理
部
門
統
括
︶・
水
上
幸
司
︵
大
平
カ
ン
パ
ニ
ー
長
︶・
藤
田
昇
︵
技
術
部
門
統
括
︶・
上
田
昌

弘
︵
生
産
部
門
統
括
兼
第
五
事
業
部
長
︶、
取
締
役
＝
加
藤
仁
一
︵
本
社
総
務
部
門
長
兼
東
京
本
社
営
業
所
長
︶・
天
野

高
明
︵
本
社
財
務
部
長
︶・
湊
正
晴
︵
本
社
企
画
部
長
︶・
北
原
征
哉
︵
埼
玉
工
場
長
︶・
大
髙
典
夫
︵
大
平
カ
ン
パ
ニ

ー
生
産
部
門
統
括
︶、
常
勤
監
査
役
＝
北
川
文
康
・
上
南
武
司
、
監
査
役
＝
岡
崎
功
・
来
栖
良
樹
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●
順
調
な
足
ど
り
で
回
復
に
向
か
う

　

二
一
世
紀
を
む
か
え
た
日
本
経
済
は
二
〇
〇
二
年
︵
平
成
一
四
︶
春
に
な
っ
て
底
入
れ
し
、
二
〇
〇
三
年
︵
平
成
一

五
︶
に
な
っ
て
、
景
気
は
上
向
き
に
転
じ
た
。
だ
が
、
回
復
の
恩
恵
が
、
ひ
ろ
く
国
の
す
み
ず
み
ま
で
お
よ
ぶ
に
は
、
ま

だ
ま
だ
時
を
要
す
る
気
配
で
あ
っ
た
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
に
と
っ
て
業
績
の
低
迷
は
思
い
の
ほ
か
な
が
く
つ
づ
き
、
一
九
九
九
年
︵
平
成
一
一
︶
三
月
期
に
赤
字
に

転
落
し
て
か
ら
、
五
期
も
つ
づ
け
て
無
配
に
あ
ま
ん
じ
て
き
た
。
グ
ル
ー
プ
を
あ
げ
て
も
っ
ぱ
ら
経
営
改
善
に
つ
と
め
た

結
果
、
二
〇
〇
三
年
︵
平
成
一
五
︶
三
月
期
に
な
っ
て
よ
う
や
く
経
常
で
黒
字
と
な
っ
た
。
前
途
に
あ
か
る
さ
が
み
え
て

き
た
と
こ
ろ
で
、
二
〇
〇
四
年
︵
平
成
一
六
︶
の
復
配
を
め
ざ
し
、
資
本
準
備
金
一
二
億
九
三
〇
〇
万
円
を
と
り
く
ず
し

て
、
欠
損
の
補
塡
に
あ
て
た
。

　

お
り
か
ら
新
製
品
﹁
有
機
Ｅ
Ｌ
用
水
分
除
去
シ
ー
ト
﹂、
さ
ら
に
不
織
布
ベ
ー
ス
の
﹁
家
電
向
け
フ
ィ
ル
タ
材
﹂
な
ど

が
好
調
で
増
収
と
な
り
、
一
方
で
は
不
採
算
事
業
の
撤
退
や
経
費
圧
縮
に
よ
り
経
常
利
益
も
大
幅
な
改
善
を
実
現
し
た
。

連
結
で
は
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
の
連
結
子
会
社
の
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
が
好
調
で
、
そ
れ
ら
が
増
収
・
増
益
に
む
す
び
つ
い

た
の
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
四
年
︵
平
成
一
六
︶
三
月
期
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
六
期
ぶ
り
に
単
体
、
連
結
と
も
に
黒
字
転
換
を
果
た
し
た
。

連
結
ベ
ー
ス
の
売
上
高
は
四
五
一
億
円
︵
単
体
：
三
〇
九
億
円
︶、
経
常
利
益
一
〇
億
円
︵
単
体
：
九
億
六
七
〇
〇
万
円
︶、

当
期
純
利
益
一
二
億
九
〇
〇
〇
万
円
︵
単
体
：
八
億
一
七
〇
〇
万
円
︶
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
黒
字
転
換
し
て
か
ら
の
足

ど
り
は
順
調
で
あ
っ
た
。

　

二
〇
〇
四
年
︵
平
成
一
六
︶
八
月
に
な
る
と
、
累
計
で
営
業
利
益
が
赤
字
の
グ
ル
ー
プ
会
社
は
国
内
で
一
社
も
な
く
な

っ
た
。
翌
九
月
に
な
る
と
、
累
計
で
経
常
利
益
が
赤
字
の
グ
ル
ー
プ
会
社
は
国
内
で
な
く
な
り
、
海
外
の
二
社
の
み
と
な

っ
た
。
す
で
に
し
て
社
外
に
公
表
し
て
い
る
半
期
の
業
績
見
通
し
に
か
か
げ
た
営
業
利
益
と
経
常
利
益
を
五
か
月
で
達
成

す
る
と
い
う
順
調
な
回
復
ぶ
り
と
な
っ
た
。

　

二
〇
〇
五
年
︵
平
成
一
七
︶
三
月
期
は
連
結
ベ
ー
ス
で
の
営
業
利
益
が
二
三
億
五
一
〇
〇
万
円
、
経
常
利
益
は
過
去
最

高
の
二
〇
億
一
五
〇
〇
万
円
と
な
っ
た
。
純
利
益
は
一
二
億
七
四
〇
〇
万
円
と
わ
ず
か
に
前
期
を
下
ま
わ
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
前
期
の
退
職
給
付
引
当
金
と
り
く
ず
し
に
よ
る
利
益
一
六
億
円
が
な
く
な
っ
た
た
め
で
、
む
し
ろ
実
質
的
に
は
前

期
を
上
ま
わ
っ
た
。

　

単
体
ベ
ー
ス
で
み
る
売
上
高
は
三
二
八
億
円
、
営
業
利
益
は
一
七
億
円
、
経
常
利
益
は
一
五
億
八
〇
〇
〇
万
円
、
純
利
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益
は
一
〇
億
二
〇
〇
〇
万
円
と
な
り
、
増
収
増
益
と
な
っ
た
。
連
結
ベ
ー
ス
で
の
売
上
高
が
わ
ず
か
に
前
期
を
下
ま
わ
っ

て
い
る
が
、
そ
れ
は
不
採
算
商
品
の
生
産
停
止
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

か
く
し
て
連
結
ベ
ー
ス
で
の
累
損
を
一
掃
、
株
式
配
当
を
復
活
し
て
五
円
と
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
復
配
に
い
た
る
道

の
り
は
な
が
く
、
実
に
七
期
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

二
〇
〇
六
年
︵
平
成
一
八
︶
三
月
期
も
ひ
き
つ
づ
き
順
調
な
足
ど
り
で
業
績
は
の
び
て
、
増
収
増
益
と
な
っ
た
。
連
結

ベ
ー
ス
で
み
る
売
上
高
は
四
四
八
億
九
八
〇
〇
万
円
、
営
業
利
益
は
二
二
億
九
七
〇
〇
万
円
と
前
期
を
下
ま
わ
っ
た
が
、

経
常
利
益
は
二
〇
億
二
五
〇
〇
万
円
、
純
利
益
は
一
四
億
五
六
〇
〇
万
円
で
、
二
期
連
続
で
過
去
最
高
と
な
っ
た
。

　

単
体
ベ
ー
ス
で
も
売
上
高
は
三
三
一
億
円
、
営
業
利
益
こ
そ
一
六
億
五
〇
〇
〇
万
円
と
わ
ず
か
に
前
期
よ
り
減
少
し
た

も
の
の
、
経
常
利
益
は
一
五
億
八
〇
〇
〇
万
円
、
純
利
益
は
一
〇
億
四
〇
〇
〇
万
円
と
増
収
増
益
と
な
っ
た
。

　

連
結
、
単
体
と
も
に
増
収
増
益
で
、
配
当
を
一
円
増
配
し
て
六
円
と
し
た
。
と
く
に
こ
の
期
は
情
報
関
連
の
熱
転
写
リ

ボ
ン
、
生
活
・
工
業
用
途
の
壁
装
材
、
床
材
、
さ
ら
に
は
不
織
布
の
機
能
性
フ
ィ
ル
タ
な
ど
の
伸
び
が
増
収
に
お
お
き
く

貢
献
し
た
。

　

二
〇
〇
七
年
︵
平
成
一
九
︶
以
降
も
連
結
ベ
ー
ス
で
四
〇
〇
億
円
前
後
の
売
上
高
で
、
業
績
は
安
定
し
て
い
る
。
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第
九
節  
組
織
を
フ
ラ
ッ
ト
に
す
る

●
部
課
制
か
ら
グ
ル
ー
プ
制
へ

　

二
〇
〇
三
年
︵
平
成
一
五
︶
七
月
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
大
平
製
紙
を
吸
収
合
併
、
新
し
い
体
制
の
も
と
で
ス
タ
ー
ト
す
る

に
あ
た
り
、
大
幅
に
社
内
組
織
を
改
編
し
た
。

　

改
編
の
お
お
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
簡
素
化
で
あ
っ
た
。
意
思
決
定
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
は
か
る
必
要
性
か
ら
組
織
そ
の

も
の
を
フ
ラ
ッ
ト
な
も
の
に
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
部
課
制
を
廃
し
て
グ
ル
ー
プ
制
を
導
入
し
た
。
部
課
は
グ
ル
ー
プ
と
な

り
、
グ
ル
ー
プ
長
に
は
社
内
資
格
を
問
わ
ず
最
適
任
者
を
任
用
す
る
こ
と
に
あ
ら
た
め
た
。

　

本
部
制
を
あ
ら
た
め
、
商
品
マ
ー
ケ
ッ
ト
別
の
事
業
部
制
を
と
る
こ
と
に
し
た
の
も
、
フ
ラ
ッ
ト
化
と
い
う
ね
ら
い
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
事
業
部
は
市
場
別
に
六
つ
に
編
成
、
そ
れ
ぞ
れ
販
売
、
生
産
、
技
術
の
機
能
を
も
ち
、
商
品
マ
ー
ケ

ッ
ト
別
に
開
発
か
ら
生
産
、
販
売
ま
で
を
担
当
す
る
と
い
う
か
た
ち
を
と
っ
た
。

　

そ
れ
ま
で
の
四
つ
の
事
業
部
︵
第
一
～
第
四
︶
の
ほ
か
に
第
五
事
業
部
を
新
し
く
配
し
、
貿
易
業
務
と
芯
地
業
務
を
担

当
す
る
部
門
と
し
た
。
芯
地
事
業
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
事
業
展
開
が
の
ぞ
ま
れ
、
海
外
拠
点
と
の
連
携
を
密
に
す
る
必
要
が

出
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
特
殊
材
料
加
工
も
事
業
拡
大
を
め
ざ
し
て
独
立
さ
せ
、
特
殊
材
料
加
工
事
業
部
と
し
た
。

　

第
一
事
業
部
は
出
版
・
文
具
、
第
二
事
業
部
は
情
報
関
連
、
第
三
事
業
部
は
不
織
布
、
第
四
事
業
部
は
住
宅
・
工
業
用

途
で
、
新
設
の
第
五
事
業
部
は
芯
地
・
貿
易
、
さ
ら
に
特
殊
材
料
加
工
事
業
部
が
加
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

合
併
に
よ
っ
て
新
し
く
ダ
イ
ニ
ッ
ク
に
加
わ
っ
た
大
平
製
紙
に
つ
い
て
は
社
内
カ
ン
パ
ニ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
、
組
織

名
も
﹁
大
平
カ
ン
パ
ニ
ー
﹂
と
し
て
当
時
の
組
織
を
そ
の
ま
ま
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

事
業
部
門
統
括
︵
常
務
・
野
沢
次
郎
︶
の
も
と
に
第
一
か
ら
第
五
の
事
業
部
、
さ
ら
に
は
特
殊
材
料
加
工
事
業
部
を
お

き
、
生
産
部
門
統
括
︵
常
務
・
上
田
昌
弘
︶
の
も
と
に
埼
玉
工
場
と
滋
賀
工
場
︵
製
造
課
を
の
ぞ
い
た
ス
タ
ッ
フ
部
門
︶

を
配
し
、
技
術
部
門
統
括
︵
常
務
・
藤
田
昇
︶
の
も
と
に
開
発
技
術
セ
ン
タ
ー
、
本
社
管
理
部
門
統
括
︵
常
務
・
桂
幸

嗣
︶
の
も
と
に
本
社
企
画
部
、
本
社
総
務
部
、
本
社
財
務
部
を
集
約
、
さ
ら
に
別
働
隊
と
し
て
大
平
カ
ン
パ
ニ
ー
︵
カ
ン

パ
ニ
ー
長　

常
務
・
水
上
幸
司
︶
を
配
し
た
と
い
う
の
が
、
こ
の
と
き
の
組
織
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。
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●
市
場
別
の
統
括
を
お
く

　

二
〇
〇
六
年
︵
平
成
一
八
︶
六
月
二
九
日
、
株
主
総
会
後
の
取
締
役
会
で
、
新
し
い
経
営
陣
を
次
の
よ
う
に
と
り
き
め
、

そ
れ
に
と
も
な
っ
て
同
年
七
月
一
日
付
で
社
内
組
織
を
改
編
し
た
。
新
役
員
と
担
当
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

　

 

代
表
取
締
役
社
長
＝
細
田
敏
夫
、
取
締
役
副
社
長
＝
桂
幸
嗣
︵
社
長
補
佐
兼
管
理
部
門
担
当
︶、
専
務
取
締
役
＝
水
上

幸
司
︵
大
平
カ
ン
パ
ニ
ー
担
当
︶、
常
務
取
締
役
＝
大
石
義
夫
︵
事
業
部
門
統
括
︶・
天
野
高
明
︵
本
社
財
務
部
門
長
︶・

北
原
征
哉
︵
生
産
・
開
発
部
門
統
括
︶・
湊
正
晴
︵
本
社
企
画
部
門
長
︶・
加
藤
仁
一
︵
本
社
総
務
部
門
長
︶、
取
締
役

＝
大
髙
典
夫
︵
大
平
カ
ン
パ
ニ
ー
担
当
︶・
卯
野
明
︵
本
社
経
理
部
長
︶・
小
杉
滋
︵
住
宅
・
工
業
用
途
事
業
統
括
︶・

濱
野
正
敏
︵
出
版
・
文
具
事
業
統
括
︶、
常
勤
監
査
役
＝
北
川
文
康
・
長
町
洋
三
、
監
査
役
＝
岡
崎
功
・
来
栖
良
樹

　

新
組
織
で
は
そ
れ
ま
で
の
四
部
門
プ
ラ
ス
一
︵
大
平
カ
ン
パ
ニ
ー
︶
の
体
制
か
ら
、
財
務
部
門
を
総
務
部
門
か
ら
独
立

さ
せ
て
五
部
門
プ
ラ
ス
一
に
あ
ら
た
め
た
。
そ
れ
ら
は
事
業
部
門
︵
統
括　

常
務
・
大
石
義
夫
︶、
生
産
・
開
発
部
門

︵
統
括　

常
務
・
北
原
征
哉
︶、
本
社
企
画
部
門
︵
部
門
長　

常
務
・
湊
正
晴
︶、
本
社
総
務
部
門
︵
部
門
長　

常
務
・
加

藤
仁
一
︶、
本
社
財
務
部
門
︵
部
門
長　

常
務
・
天
野
高
明
︶
と
大
平
カ
ン
パ
ニ
ー
︵
専
務
・
水
上
幸
司
︶
で
あ
る
。

　

六
つ
あ
る
事
業
部
の
構
成
に
つ
い
て
は
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
が
、
第
一
事
業
部
か
ら
第
四
事
業
部
に
つ
い
て
は

重
点
事
業
と
し
て
、
幅
ひ
ろ
い
視
野
に
立
っ
た
戦
略
展
開
の
必
要
性
か
ら
、
事
業
部
長
の
上
位
に
そ
れ
ぞ
れ
担
当
市
場
別

の
統
括
を
お
い
た
。

　

つ
ま
り
出
版
・
文
具
事
業
統
括
の
も
と
に
第
一
事
業
部
、
情
報
関
連
事
業
統
括
の
も
と
に
第
二
事
業
部
、
不
織
布
事
業

統
括
の
も
と
に
第
三
事
業
部
、
住
宅
・
工
業
用
途
事
業
統
括
の
も
と
に
第
四
事
業
部
を
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
取
締
役
、
あ

る
い
は
執
行
役
参
与
を
配
し
た
の
で
あ
る
。

　

従
来
の
技
術
開
発
部
門
に
つ
い
て
は
、
生
産
部
門
と
統
合
し
、
新
し
く
発
足
す
る
生
産
・
開
発
部
門
の
も
と
に
、
開
発

技
術
セ
ン
タ
ー
と
し
て
こ
れ
を
位
置
づ
け
た
。

●
大
平
カ
ン
パ
ニ
ー
を
統
合
す
る

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
二
〇
〇
三
年
︵
平
成
一
五
︶
七
月
に
大
平
製
紙
を
吸
収
合
併
し
、
両
者
の
経
営
を
一
元
化
し
て
い
る
。
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社
内
カ
ン
パ
ニ
ー
制
を
と
り
、
組
織
的
に
は
旧
大
平
製
紙
の
体
制
を
そ
の
ま
ま
継
承
、
大
平
カ
ン
パ
ニ
ー
と
し
て
位
置
づ

け
て
き
た
。
結
果
的
に
み
て
経
営
統
合
に
い
た
る
オ
プ
シ
ョ
ン
を
も
う
け
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
お
よ
そ
五
年
を
へ
て
、

二
〇
〇
八
年
︵
平
成
二
〇
︶
四
月
一
日
付
で
完
全
統
合
に
ふ
み
き
っ
た
。

　

大
平
カ
ン
パ
ニ
ー
の
統
合
に
よ
っ
て
、
構
造
的
に
は
そ
れ
ま
で
の
五
部
門
プ
ラ
ス
一
の
組
織
形
態
か
ら
五
部
門
の
か
た

ち
に
な
っ
た
。
部
門
の
中
身
に
つ
い
て
は
若
干
の
く
み
か
え
が
あ
り
、
生
産
・
管
理
部
門
を
ふ
た
た
び
生
産
部
門
と
開
発

部
門
と
に
分
割
し
た
。
本
社
企
画
部
門
は
企
画
部
門
と
し
、
本
社
総
務
部
門
と
本
社
財
務
部
門
は
こ
れ
を
統
合
し
て
、
財

務
・
総
務
・
人
事
部
門
と
し
た
。

　

統
合
し
た
大
平
カ
ン
パ
ニ
ー
は
事
業
を
ふ
た
つ
に
わ
け
て
、
包
材
・
加
工
箔
関
連
事
業
は
事
業
部
門
の
傘
下
に
配
し
、

第
七
事
業
部
と
し
て
大
平
事
業
統
括
の
も
と
に
お
い
た
。
も
う
ひ
と
つ
の
加
工
紙
・
紙
管
紙
器
事
業
は
第
一
事
業
部
に
編

入
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

大
平
カ
ン
パ
ニ
ー
の
工
場
に
つ
い
て
は
、
製
造
部
署
と
ス
タ
ッ
フ
部
署
と
に
わ
け
、
製
造
部
署
は
そ
れ
ぞ
れ
第
七
、
第

一
の
担
当
事
業
部
の
も
と
に
く
み
い
れ
、
総
務
、
資
材
な
ど
ス
タ
ッ
フ
部
署
は
大
平
生
産
部
門
と
し
て
、
埼
玉
工
場
、
滋

賀
工
場
と
お
な
じ
よ
う
に
生
産
部
門
の
傘
下
に
配
し
た
。
な
お
、
特
殊
材
料
加
工
事
業
部
は
第
六
事
業
部
と
名
称
を
変
更

し
た
。

　

さ
ら
に
内
部
統
制
の
体
制
を
強
化
す
る
た
め
に
、
業
務
監
査
室
を
機
能
強
化
し
て
格
上
げ
す
る
と
と
も
に
、
財
務
・
総

務
・
人
事
部
門
の
な
か
に
シ
ス
テ
ム
統
括
部
を
新
設
し
て
い
る
。

　

組
織
の
う
え
で
も
経
営
の
一
元
化
を
な
し
と
げ
、
ま
さ
に
新
生
ダ
イ
ニ
ッ
ク
と
し
て
新
し
く
出
発
し
た
。
お
り
か
ら
六

月
二
七
日
、
新
し
い
経
営
陣
が
次
の
よ
う
に
決
ま
っ
た
。

　

 

代
表
取
締
役
社
長
＝
細
田
敏
夫
、
取
締
役
副
社
長
＝
桂
幸
嗣
︵
社
長
補
佐
︶、
専
務
取
締
役
＝
大
石
義
夫
︵
事
業
部
門

統
括
︶、
常
務
取
締
役
＝
天
野
高
明
︵
財
務
・
総
務
・
人
事
部
門
統
括
︶・
北
原
征
哉
︵
生
産
部
門
、
開
発
部
門
統
括
︶・

湊
正
晴
︵
企
画
部
門
統
括
︶・
大
髙
典
夫
︵
生
産
部
門
副
統
括
︶、
取
締
役
＝
卯
野
明
︵
経
理
部
長
︶・
小
杉
滋
︵
住
宅
・

工
業
用
途
事
業
統
括
︶・
濱
野
正
敏
︵
出
版
・
文
具
事
業
統
括
︶・
公
文
弘
︵
情
報
関
連
事
業
統
括
︶・
羽
田
章
︵
開
発

技
術
セ
ン
タ
ー
長
︶、
常
勤
監
査
役
＝
長
町
洋
三
・
折
坂
透
、
監
査
役
＝
岡
崎
功
・
小
川
俊
夫
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●
ア
ジ
ア 

中
国
を
み
す
え
て
販
売
拠
点
を
つ
く
る

　

グ
ル
ー
プ
の
再
編
が
す
す
む
な
か
で
、
こ
の
期
に
は
ア
メ
リ
カ
の
パ
ラ
ナ
・
サ
プ
ラ
イ
ズ
を
二
〇
〇
一
年
︵
平
成
一

三
︶
八
月
に
清
算
し
た
。

　

一
九
九
〇
年
︵
平
成
二
︶
四
月
に
発
足
し
た
同
社
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
と
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
に
よ
る
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ

ャ
ー
で
、
テ
キ
サ
ス
州
エ
ル
パ
ソ
の
工
場
で
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
を
生
産
、
エ
プ
ソ
ン
ア
メ
リ
カ
を
通
じ
て
、
エ
プ
ソ
ン
の
ブ

ラ
ン
ド
で
全
米
に
販
売
し
て
い
た
。

　

創
業
三
年
目
か
ら
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
配
当
を
つ
づ
け
る
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
の
な
か
で
も
収
益
性
に
す
ぐ
れ
た
優
良
会

社
で
あ
っ
た
。
だ
が
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
が
現
地
生
産
に
よ
ら
ず
最
適
生
産
の
路
線
を
選
択
し
た
こ
と
に
よ
り
、
両
社
協

議
の
う
え
、
最
終
的
に
同
社
を
清
算
す
る
こ
と
に
決
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
一
方
に
お
い
て
、
ア
ジ
ア
で
は
東
南
ア
ジ
ア
や
中
国
市
場
を
み
す
え
て
新
た
な
販
売
拠
点
を
つ
く
っ
た
。

　

二
〇
〇
二
年
︵
平
成
一
四
︶
八
月
、
中
国
・
上
海
市
の
保
税
地
区
に
現
地
法
人
ダ
イ
ニ
ッ
ク
国
際
貿
易
︵
上
海
︶︵
達

妮
克
国
際
貿
易
［
上
海
］
有
限
公
司
︶
を
設
立
し
た
の
で
あ
る
。

　

中
国
に
は
大
連
ダ
イ
ニ
ッ
ク
、
昆
山
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
が
あ
り
、
中
国
の
拠
点
に
な
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
販
売

面
で
は
自
社
製
品
だ
け
に
か
ぎ
ら
れ
て
し
ま
う
。
メ
ー
カ
ー
・
ラ
イ
セ
ン
ス
で
は
商
社
機
能
を
も
て
な
い
と
い
う
の
が
当

時
の
法
制
度
だ
っ
た
。
生
産
拠
点
で
あ
っ
て
も
、
販
売
拠
点
と
は
な
り
え
な
か
っ
た
。
グ
ル
ー
プ
を
あ
げ
て
、
中
国
市
場

に
本
格
参
入
す
る
た
め
に
は
、
守
備
範
囲
が
ひ
ろ
く
、
自
由
自
在
に
商
社
活
動
で
き
る
販
売
拠
点
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
。

ダ
イ
ニ
ッ
ク
国
際
貿
易
︵
上
海
︶
は
そ
う
い
う
必
然
性
か
ら
う
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　

同
社
は
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
出
資
の
現
地
法
人
で
、
昆
山
、
大
連
両
工
場
の
製
品
だ
け
で
な
く
、
日
本
で
生
産
し
た
製

品
も
中
国
や
ア
ジ
ア
地
区
に
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
わ
ば
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
商
社
活
動
の
拠
点
と
し
て

設
立
し
た
販
売
会
社
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
二
年
︵
平
成
一
四
︶
八
月
に
設
立
し
た
同
社
の
資
本
金
は
二
〇
万
Ｕ
Ｓ
ド
ル
、
総
経
理
は
山
下
隆
司
、
設
立
当

時
の
従
業
員
は
三
人
で
あ
っ
た
。

　

上
海
市
外
高
橋
保
税
区
︵
上
海
市
外
高
橋
保
税
区
華
京
路
八
号
︶
に
設
立
し
た
の
は
、
唯
一
そ
こ
だ
け
が
一
〇
〇
パ
ー

セ
ン
ト
外
資
に
よ
る
商
社
業
務
が
み
と
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
輸
出
入
や
他
社
製
品
の
と
り
あ
つ
か
い
も
自
由
に

で
き
た
。

　

イ
ン
ク
リ
ボ
ン
、
芯
地
な
ど
の
大
連
・
昆
山
工
場
の
製
品
に
加
え
て
、
と
く
に
車
輛
用
資
材
︵
天
井
材
、
床
材
、
フ
ィ

ダイニック国際貿易（上海）
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ル
タ
、
エ
ア
バ
ッ
グ
︶
と
家
電
用
資
材
な
ど
が
中
心
、
そ
の
う
ち
車
輛
用
資
材
が
全
体
の
お
よ
そ
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
て
い
る
。

●
坂
部
三
次
郎
が
永
眠
す
る

　

二
〇
〇
一
年
︵
平
成
一
三
︶
二
月
三
日
の
早
朝
、
か
つ
て
社
長
、
会
長
を
つ
と
め
た
相
談
役
の
坂
部
三
次
郎
が
他
界
し

た
。

　

故
人
は
数
年
ま
え
か
ら
肺
機
能
が
低
下
し
て
入
・
退
院
を
く
り
か
え
し
て
い
た
が
、
そ
の
前
夜
に
わ
か
に
容
態
が
悪
化

し
て
東
京
都
内
の
病
院
に
は
こ
ば
れ
た
。
そ
し
て
翌
朝
の
午
前
六
時
二
二
分
、
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
死
因
は

慢
性
肺
性
心
、
享
年
七
七
歳
で
あ
っ
た
。

　

坂
部
三
次
郎
は
三
六
年
間
に
わ
た
っ
て
社
長
、
会
長
を
つ
と
め
た
。
就
任
当
時
に
か
か
げ
た
﹁
積
極
拡
大
﹂
の
経
営
理

念
は
当
時
の
日
本
ク
ロ
ス
工
業
に
お
お
き
な
変
革
を
も
た
ら
し
た
。
経
営
の
多
角
化
も
、
そ
の
延
長
線
上
に
あ
り
、
グ
ル

ー
プ
を
中
心
と
し
た
経
営
ス
タ
イ
ル
を
築
い
た
人
で
も
あ
る
。

　

日
本
ク
ロ
ス
工
業
の
生
み
の
親
は
創
業
者
の
坂
部
三
次
だ
が
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
生
み
の
親
は
坂
部
三
次
郎

で
あ
る
。

　

天
文
学
・
物
理
学
の
造
詣
が
深
く
、
と
く
に
地
球
環
境
へ
の
想
い
に
は
、
な
み
な
み
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。
日
本
商

工
会
議
所
の
環
境
委
員
長
を
つ
と
め
、
京
都
環
境
保
全
公
社
の
創
立
・
経
営
に
も
深
く
か
か
わ
っ
た
。
豊
か
な
自
然
と
地

域
と
と
も
に
生
き
て
ゆ
く
企
業
を
め
ざ
し
、
そ
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
滋
賀
工
場
内
に
天
文
台
﹁
ダ
イ
ニ
ッ
ク
ア
ス
ト
ロ
パ

ー
ク
天
究
館
﹂
を
つ
く
っ
た
。

　

晩
年
は
京
都
工
業
会
の
会
長
と
し
て
郷
土
の
産
業
振
興
に
つ
と
め
、
東
京
理
科
大
学
の
理
事
長
と
し
て
母
校
の
発
展
に

も
一
役
買
っ
て
い
る
。

　

企
業
人
で
あ
る
と
と
も
に
、
ひ
ろ
く
芸
術
文
化
の
愛
好
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
。
と
く
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
造

詣
が
深
く
、
京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
の
建
設
に
力
を
つ
く
し
、
海
外
出
張
の
と
き
は
寸
暇
を
惜
し
ん
で
欧
米
の
著
名
な

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
を
訪
ね
て
ま
わ
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
の
理
事
、
さ
ら
に
は
京
都
市

交
響
楽
団
友
の
会
の
会
長
も
つ
と
め
た
。

　

二
月
五
日
に
近
親
者
に
よ
る
密
葬
が
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
故
人
の
遺
志
に
よ
り
葬
儀
は
お
こ
な
わ
ず
、
三
月
に
な
っ
て
、

京
都
と
東
京
で
﹁
お
別
れ
の
会
﹂
を
ひ
ら
い
た
。
故
人
は
当
時
、
東
京
理
科
大
学
の
理
事
長
の
任
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

坂部三次郎　遺影
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ダ
イ
ニ
ッ
ク
と
東
京
理
科
大
学
に
よ
る
共
催
と
な
っ
た
。

﹁
お
別
れ
の
会
﹂
も
故
人
の
遺
志
に
よ
り
式
典
は
お
こ
な
わ
ず
、
無
宗
教
の
か
た
ち
を
と
り
、
献
花
の
み
と
し
た
。

　

東
京
は
三
月
五
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
、
京
都
は
三
月
九
日
、
京
都
市
中
京
区
の
京
都

ホ
テ
ル
︵
現
・
京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
︶
で
と
り
お
こ
な
い
、
お
よ
そ
二
七
〇
〇
人
︵
東
京
一
五
〇
〇
人
、
京
都
一
二
〇

〇
人
︶
に
お
よ
ぶ
参
列
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
遺
影
に
献
花
し
て
、
最
後
の
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

お別れの会
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戦
後
最
大
の
国
難

　

あ
の
日
、
あ
の
時
、
あ
な
た
は
ど
こ
に
い
た
だ
ろ
う
か
⋮
⋮
。

　

東
日
本
が
ゆ
れ
た
。

　

ゆ
れ
は
全
国
各
地
に
ひ
ろ
が
り
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
鹿
児
島
、
小
笠
原
諸

島
ま
で
に
お
よ
ん
だ
。

　

二
〇
一
一
年
︵
平
成
二
三
︶
三
月
一
一
日
、
一
四
時
四
六
分
一
八
秒
、
後
に

﹁
東
日
本
大
震
災
﹂
と
よ
ば
れ
る
大
地
震
が
や
っ
て
き
た
。
震
源
地
は
三
陸
沖
の

太
平
洋
、
地
震
の
規
模
は
モ
ー
メ
ン
ト
・
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
︵M

w

︶
九
・
〇
で
、

日
本
の
観
測
史
上
最
大
規
模
だ
っ
た
。
最
も
は
げ
し
く
ゆ
れ
た
の
は
東
北
各
地
で
、

宮
城
、
福
島
、
茨
城
、
栃
木
で
震
度
六
強
～
七
の
ゆ
れ
が
観
測
さ
れ
た
。

　

地
震
か
ら
一
時
間
後
、
大
津
波
が
三
陸
沿
岸
を
お
そ
っ
た
。
船
舶
や
ク
ル
マ
が
、

石
油
タ
ン
ク
が
波
に
の
み
こ
ま
れ
、
ビ
ル
も
学
校
も
家
も
波
に
さ
ら
わ
れ
た
。
逃

げ
ま
ど
う
人
た
ち
、
年
寄
り
や
こ
ど
も
さ
え
も
、
波
は
容
赦
な
く
沖
合
に
連
れ
去

東京・新宿で令和の元号発表の映像に見入る人たち

激
変 

混
沌
の
世
界
情
勢

国
内
は
巨
大
災
害
か
ら
復
興
へ

時
代
と
世
相
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っ
て
し
ま
っ
た
。

　

む
ろ
ん
首
都
圏
も
無
事
で
は
な
か
っ
た
。
電
車
や
バ
ス
、
交
通
機
関
が
ス
ト
ッ

プ
し
て
帰
宅
難
民
が
大
量
に
出
現
し
た
。
幹
線
道
路
を
も
く
も
く
と
あ
る
い
て
深

夜
に
帰
り
つ
い
た
か
れ
ら
は
、
テ
レ
ビ
で
次
つ
ぎ
報
じ
ら
れ
る
映
像
を
み
て
息
を

の
ん
だ
。
お
台
場
に
火
の
手
が
あ
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
津
波
の
信
じ
が
た
い
あ

り
さ
ま
、
津
波
が
街
を
の
み
こ
む
な
ど
、
ま
っ
た
く
あ
り
え
な
い
光
景
だ
っ
た
の

で
あ
る
。

　

さ
ら
に
⋮
⋮

﹁
原
発
が
危
な
い
！
﹂
と
い
う
噂
が
追
い
う
ち
を
か
け
る
。
噂
は
不
幸
に
し
て
現

実
に
な
り
、
地
震
の
ゆ
れ
と
津
波
に
よ
り
福
島
第
一
原
発
は
予
備
電
源
も
ふ
く
め

て
全
電
源
を
う
し
な
っ
た
。
原
子
炉
を
冷
却
で
き
な
く
な
り
、
一
号
炉
、
二
号
炉
、

三
号
炉
で
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
︵
炉
心
溶
融
︶
が
発
生
し
た
。
翌
一
二
日
に
は
一
号
炉

の
建
屋
が
水
素
爆
発
で
ふ
っ
と
び
、
大
量
の
放
射
性
物
質
を
上
空
に
ふ
き
あ
げ
た
。

近
隣
だ
け
で
な
く
首
都
圏
ま
で
も
が
被
曝
し
た
の
で
あ
る
。

　

東
電
は
計
画
停
電
に
ふ
み
き
り
、
首
都
圏
の
交
通
機
関
は
麻
痺
し
て
し
ま
っ
た
。

人
び
と
は
不
安
に
駆
ら
れ
買
い
溜
め
に
走
り
、
ガ
ソ
リ
ン
、
米
、
カ
ッ
プ
麵
な
ど

が
一
時
、
品
不
足
に
な
っ
た
。

　

深
刻
な
被
害
状
況
が
次
つ
ぎ
に
あ
き
ら
か
に
な
り
、
さ
ら
に
原
発
事
故
の
影
響

も
か
さ
な
っ
て
、
世
に
は
一
気
に
自
粛
ム
ー
ド
が
ひ
ろ
が
っ
た
。
お
り
か
ら
東
北
、

九
州
新
幹
線
が
開
通
、
高
速
道
路
無
料
化
の
試
み
も
あ
っ
た
も
の
の
、
観
光
地
は

閑
古
鳥
で
、
も
ち
な
お
し
つ
つ
あ
っ
た
景
気
に
冷
や
水
を
あ
び
せ
て
し
ま
っ
た
。

　

大
地
震
と
原
発
事
故
の
影
響
は
い
ま
だ
収
束
し
て
お
ら
ず
、
三
陸
地
方
の
多
く

の
人
び
と
を
苦
し
め
て
い
る
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
三
本
の
矢

　

戦
後
最
大
の
国
難
に
直
面
し
た
日
本
、
被
災
者
支
援
と
復
興
の
舵
と
り
を
ま
か

さ
れ
た
の
は
民
主
党
の
菅
直
人
政
権
だ
っ
た
。
原
発
を
推
進
し
て
き
た
自
民
党
は

野
に
く
だ
っ
て
お
り
、
皮
肉
に
も
脱
原
発
の
民
主
党
が
政
権
の
座
に
あ
っ
た
。
そ

れ
ゆ
え
に
原
発
行
政
を
め
ぐ
る
政
争
は
お
こ
ら
ず
、
と
り
あ
え
ず
一
国
を
挙
げ
て

﹁
未
曽
有
の
国
難
﹂
に
と
り
く
む
体
制
が
と
れ
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ
た
。

　

だ
が
、
も
と
も
と
支
持
率
が
低
下
し
つ
つ
あ
っ
た
民
主
党
、
菅
直
人
は
二
〇
一

一
年
︵
平
成
二
三
︶
九
月
に
退
陣
、
か
わ
っ
て
首
相
に
つ
い
た
の
は
野
田
佳
彦
だ

っ
た
。
自
ら
を
﹁
ど
じ
ょ
う
﹂
に
な
ぞ
ら
え
る
新
首
相
は
就
任
直
後
の
復
興
を
名

目
に
消
費
増
税
を
ぶ
ち
あ
げ
る
。
不
景
気
の
な
か
で
増
税
な
ど
国
民
に
支
持
さ
れ

る
わ
け
も
な
く
、
さ
ら
に
日
中
関
係
の
悪
化
な
ど
外
交
面
で
の
失
政
が
か
さ
な
り
、

二
〇
一
二
年
︵
平
成
二
四
︶
一
二
月
の
衆
議
院
総
選
挙
で
民
主
党
は
惨
敗
し
た
。

か
つ
て
三
〇
八
あ
っ
た
議
席
を
な
ん
と
五
七
ま
で
落
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

か
く
し
て
二
大
政
党
制
と
い
う
の
は
幻
だ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
、
か
つ
て
政
権

を
投
げ
だ
し
た
自
民
党
・
安
倍
晋
三
が
ふ
た
た
び
首
相
に
返
り
咲
い
た
。
二
〇
一

三
年
︵
平
成
二
五
︶
七
月
の
参
院
選
で
も
自
民
党
は
圧
勝
し
て
、
野
党
が
弱
体
化

す
る
な
か
で
﹁
安
倍
一
強
﹂
と
い
わ
れ
る
政
権
の
基
盤
が
で
き
あ
が
っ
て
い
っ
た
。

安
倍
晋
三
は
デ
フ
レ
脱
却
の
た
め
に
異
次
元
の
金
融
緩
和
、
財
政
出
動
、
成
長
戦

略
を
内
容
と
す
る
﹁
三
本
の
矢
﹂
な
る
経
済
政
策
を
か
か
げ
た
。
新
語
・
流
行
語
大

賞
の
ト
ッ
プ
テ
ン
に
は
い
っ
た
﹁
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
﹂
と
称
す
る
経
済
政
策
で
あ
る
。

　

株
価
は
上
が
っ
た
。
土
木
・
建
設
関
連
の
景
気
は
よ
く
な
っ
た
。
だ
が
総
体
的

に
み
て
働
く
人
た
ち
の
給
料
に
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
株
式
投
資
を
し
て
い
る

人
た
ち
は
豊
か
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
無
関
係
の
人
に
は
生
活
が
よ
く
な

っ
た
と
い
う
実
感
が
あ
ま
り
な
い
。
確
か
に
数
字
の
う
え
で
は
失
業
率
も
減
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
景
気
回
復
の
実
感
が
も
て
て
い
な
い
。
そ
う
い
う
意

味
で
格
差
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
い
ま
だ
デ
フ
レ
か
ら
は
ぬ
け
だ
し

て
お
ら
ず
、
は
た
し
て
今
後
の
好
転
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
是
非
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
と
い
っ

て
決
め
手
に
な
る
代
案
が
な
い
の
も
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
現
代
日
本
の
か
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か
え
る
課
題
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
ひ
ず
み

　

世
界
は
ど
こ
へ
ゆ
く
の
か
。

　

類
を
み
な
い
混
沌
の
時
代
に
突
入
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

世
界
中
で
テ
ロ
が
起
き
て
い
る
う
え
に
、
日
本
で
は
原
発
事
故
が
発
生
し
た
。

北
朝
鮮
の
動
静
を
め
ぐ
る
あ
わ
た
だ
し
い
う
ご
き
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
と
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
混
乱
⋮
⋮
。﹁
関
税
を
低
く
し
て
経
済
交
流
を
活
発
に
し
よ
う
﹂
と

い
う
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
の
う
ご
き
が
あ
る
一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
・
中
国
の
経
済
摩
擦
が
は

げ
し
さ
を
増
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
お
お
き
な
ひ
ず
み

が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　

ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
が
国
境
を
こ
え
て
、
地
球
規
模
で
跳
梁
す
る
お
お
き
な
う

ね
り
が
、
い
わ
ゆ
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
だ
が
、
も
は
や
そ
の
ほ
こ
ろ
び
が
無
視
で

き
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
潮
目
が
変
わ
っ
た
の
は
二
〇
一
六
年
︵
平
成
二

八
︶
一
一
月
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
で
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
が
勝
利
し
た
あ
た

り
か
ら
だ
ろ
う
か
。

　

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
企
業
は
ア
ジ
ア
諸
国
や
メ
キ
シ
コ
な

ど
に
生
産
拠
点
を
移
し
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
に
デ
ト
ロ
イ
ト
な
ど
で
は
失
業
者

が
あ
ふ
れ
、
と
く
に
白
人
労
働
者
の
失
業
が
急
増
し
た
。
さ
ら
に
ウ
ォ
ー
ル
街
で

は
、
富
裕
層
が
増
え
て
貧
富
の
差
が
拡
大
し
た
。
か
く
し
て
国
内
の
労
働
者
の
あ

い
だ
で
は
不
満
が
た
か
ま
り
、﹁
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
﹂
を
と
な
え
る
ト
ラ

ン
プ
に
支
持
が
あ
つ
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

二
〇
一
七
年
︵
平
成
二
九
︶
六
月
、
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｕ
離
脱
︵
ブ
レ
グ
ジ
ッ

ト
︶
を
き
め
た
の
も
、
そ
う
い
う
自
国
第
一
主
義
の
文
脈
に
つ
ら
な
っ
て
い
る
。

Ｅ
Ｕ
︵
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
︶
は
、
も
と
も
と
領
土
や
資
源
を
め
ぐ
る
争
い
を
や
め

て
、
経
済
だ
け
で
な
く
、
政
治
、
社
会
面
も
ふ
く
め
て
ひ
と
つ
に
な
ろ
う
と
い
う

考
え
か
ら
出
発
し
て
い
る
。

　

国
家
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
存
在
す
る
が
、
Ｅ
Ｕ
圏
内
な
ら
ば
パ
ス
ポ
ー
ト
な

し
で
移
動
は
自
由
、
貿
易
も
関
税
な
し
で
、
輸
出
入
が
自
由
に
で
き
る
。
通
貨
も

統
一
︵
ユ
ー
ロ
︶
さ
れ
、
加
盟
国
は
協
力
し
合
っ
て
経
済
発
展
を
め
ざ
そ
う
と
い

う
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
ソ
連
の
解
体
を
き
っ
か
け
に
、
東
欧
諸
国
か
ら
多
く
の
人
々
が
職

を
も
と
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
豊
か
な
国
々
へ
と
流
入
し
は
じ
め
た
。
さ
ら
に
イ
ス

ラ
ム
国
︵
Ｉ
Ｓ
︶
の
騒
動
で
空
爆
さ
れ
た
シ
リ
ア
か
ら
数
百
万
の
難
民
が
や
っ
て

き
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
Ｅ
Ｕ
の
な
か
で
も
中
心
的
役
割
を
も
つ
国
だ
が
、
自
国
の
労

働
者
の
仕
事
が
う
ば
わ
れ
た
り
、
賃
金
が
引
き
下
げ
ら
れ
て
し
ま
う
懸
念
か
ら
、

国
民
の
反
発
が
強
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
出
現
で
世
界
的
に
独
裁
傾
向
が
強
ま
っ
た
。
ロ
シ
ア
の
プ

ー
チ
ン
も
中
国
の
習シ

ー

近チ
ン

平ピ
ン

も
独
裁
体
制
を
強
め
て
い
る
。
チ
ェ
コ
や
オ
ー
ス
ト
リ

ア
で
も
極
右
政
党
が
勢
力
を
の
ば
し
て
い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
も
二
〇
一
八
年
︵
平

成
三
〇
︶
一
〇
月
に
極
右
の
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
が
大
統
領
選
で
勝
利
を
お
さ
め
た
。
多

く
の
国
で
自
国
第
一
主
義
を
か
か
げ
る
指
導
者
が
え
ら
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
国
家
同
士
が
立
場
を
異
に
し
て
も
、
話
し
合
い
で
利
害
を
調
整
し
て
ゆ
く
と

い
う
ス
タ
イ
ル
が
く
ず
れ
、
歴
史
は
逆
さ
に
ま
わ
り
は
じ
め
た
。

変
わ
り
ゆ
く
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

﹁
お
・
も
・
て
・
な
・
し
﹂
⋮
⋮
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
を
め
ざ
す
日
本
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
タ
ー
・
滝
川
ク
リ

時
代
と
世
相



485

ス
テ
ル
が
発
し
た
こ
と
ば
で
あ
る
。

　

二
〇
一
三
年
︵
平
成
二
五
︶
九
月
七
日
、
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
し
て
壇
上
に
立
っ

た
彼
女
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
日
本
の
﹁
お
も
て
な
し
﹂
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
招
致
の
成
功
は
彼
女
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
決
め
手
と
な
っ
た
と
い
う

見
方
が
強
い
。
か
く
し
て
﹁
お
も
て
な
し
﹂
は
一
躍
世
界
で
も
よ
く
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
同
年
の
新
語
・
流
行
語
大
賞
に
も
え
ら
ば
れ
た
。

　

東
京
が
二
〇
二
〇
年
夏
期
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
地
と
し
て
決
ま
っ
た
こ
の
年

は
、
日
本
へ
の
注
目
度
が
た
か
ま
っ
た
一
年
だ
っ
た
。
六
月
に
は
日
本
の
シ
ン
ボ

ル
と
も
い
う
べ
き
富
士
山
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
一
二
月
に
は
﹁
和
食
﹂
が

ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
の
文
化
が
海
外
で
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
外
国
人

旅
行
者
が
に
わ
か
に
増
え
は
じ
め
た
。
現
在
で
は
片
田
舎
の
山
里
に
ま
で
海
外
旅

行
者
が
や
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
築
地
や
豊
洲
の
か
く
れ
た
名
店
と
い
わ
れ

る
鮨
店
の
店
先
に
は
、
海
外
か
ら
や
っ
て
き
た
旅
行
者
が
な
が
い
列
を
な
し
、
だ

れ
も
か
れ
も
が
黙
し
て
ス
マ
ホ
の
画
面
に
目
を
こ
ら
し
て
い
る
。
な
ん
と
も
奇
妙

な
光
景
が
そ
こ
に
あ
る
。
世
界
と
つ
ら
な
る
こ
の
ち
い
さ
な
情
報
端
末
こ
そ
が
、

外
国
か
ら
観
光
客
を
よ
び
こ
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

二
一
世
紀
に
な
っ
て
、
Ｉ
Ｔ 

︵
情
報
技
術
︶・
デ
ジ
タ
ル
時
代
と
な
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
が
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
お
お
き
く
変
え
て
い
っ
た
。
ス
マ

ホ
は
も
は
や
欠
か
せ
な
い
ラ
イ
フ
ツ
ー
ル
と
な
り
、
二
〇
一
五
年
︵
平
成
二
七
︶

以
降
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
︵tw

itter

︶、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
︵Facebook

︶、
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
︵Instagram

︶、
ラ
イ
ン
︵LIN

E

︶
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
︵
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ

ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
︶
が
、
日
常
生
活
の
細
部
に
ま
で
入
り
こ
ん
で
き
た
。

　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
ユ
ー
ザ
ー
は
全
世
界
で
約
二
四
億
人
、
写
真
一
枚
で
世
界

と
つ
な
が
れ
る
の
が
魅
力
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
も
約
一
〇
億
人
で
あ
る
。
日
本
人

ユ
ー
ザ
ー
も
、
と
も
に
約
三
〇
〇
〇
万
人
を
数
え
る
と
い
う
が
、
日
本
国
内
で
ユ

ー
ザ
ー
数
が
最
も
多
い
の
は
ラ
イ
ン
︵
お
も
に
ア
ジ
ア
地
区
︶
で
、
約
八
〇
〇
〇

万
人
に
お
よ
ん
で
い
る
と
い
う
。

平
成
か
ら
令れ

い

和わ

へ

﹁
令
和　

新
天
皇
即
位
﹂﹁
令
和
時
代　

幕
開
け
﹂﹁
令
和　

新
時
代
﹂

　

二
〇
一
九
年
︵
令
和
元
︶
五
月
一
日
、
そ
ん
な
大
見
出
し
が
新
聞
各
紙
の
ト
ッ

プ
で
躍
っ
た
。

　

前
日
の
四
月
三
〇
日
、
明あ

き

仁ひ
と

天
皇
の
退
位
に
と
も
な
い
、
皇
太
子
徳な

る

仁ひ
と

親
王
が

翌
五
月
一
日
午
前
零
時
に
即
位
さ
れ
た
︵
一
二
六
代
︶。
存
命
中
に
後
代
に
位
を

ゆ
ず
る
﹁
生
前
退
位
﹂
は
憲
政
史
上
初
め
て
の
こ
と
で
、
二
〇
二
年
ぶ
り
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

　

譲
位
に
よ
っ
て
上
皇
と
な
ら
れ
た
平
成
の
明
仁
天
皇
は
、
加
齢
に
よ
り
今
後
の

務
め
を
果
た
し
て
ゆ
く
こ
と
が
難
し
く
な
る
と
し
て
、
二
〇
一
六
年
︵
平
成
二

八
︶
に
退
位
の
意
向
を
ほ
の
め
か
す
﹁
お
気
持
ち
﹂
を
表
明
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ

が
伏
線
と
な
っ
て
、
生
前
退
位
を
可
能
と
す
る
特
例
法
が
翌
二
〇
一
七
年
︵
平
成

二
九
︶
に
国
会
で
成
立
し
て
い
る
。
退
位
の
日
は
二
〇
一
九
年
︵
平
成
三
一
︶
四

月
三
〇
日
、﹁
平
成
﹂
に
か
わ
る
新
し
い
元
号
は
四
月
一
日
の
閣
議
で
﹁
令
和
﹂

と
決
し
て
い
た
。

　

世
界
が
す
さ
ま
じ
い
勢
い
で
変
わ
り
つ
づ
け
る
な
か
、
平
成
が
終
わ
り
、
令
和

の
時
代
に
な
っ
て
、
わ
が
日
本
、
い
っ
た
い
何
が
は
じ
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

　

ち
な
み
に
ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
業
務
執
行
の
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
年
号
表
示
は
古

く
か
ら
原
則
と
し
て
西
暦
に
よ
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
改
元
は
そ
れ
ほ
ど
お
お
き
な

意
味
を
も
つ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
奇
し
く
も
令
和
と
あ
ら
た
ま
っ
た
そ
の

年
に
創
立
一
〇
〇
年
を
む
か
え
、
次
の
目
標
に
向
か
っ
て
新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
た
。

日
本
の
未
来
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
変
わ
ろ
う
と
す
る
強
い
意
思
を
も
っ
て
未

知
の
未
来
に
突
き
す
す
み
、
と
も
に
新
し
い
歴
史
を
標し

る

し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
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第
一
節  
熱
転
写
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
充
実

●
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
か
ら
サ
ー
マ
ル
へ

　

創
立
一
〇
〇
周
年
を
包
含
す
る
こ
の
期
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
製
品
群
を
み
わ
た
し
て
、
成
熟
期
を
む
か
え
た
の
は
熱
転
写

イ
ン
ク
リ
ボ
ン
︵
サ
ー
マ
ル
リ
ボ
ン
︶
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
代
︵
平
成
二
二
～
︶
に
な
っ
て
急
成
長
し
、
ク
ロ
ス
、
ビ

ニ
ル
、
不
織
布
と
な
ら
ん
で
主
力
を
形
成
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。
事
実
、
第
二
事
業
部
の
売
上
高
︵
月
平
均
五
億
三
〇
〇

〇
～
四
〇
〇
〇
万
円
︶
の
う
ち
、
お
よ
そ
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
わ
が
国
最
初
の
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。
第
二
章
で
の
べ
た
よ
う

に
、
一
九
三
二
年
︵
昭
和
七
︶
に
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
用
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
製
造
販
売
を
開
始
し
て
い
る
。
当
時
は
絹
あ
る

い
は
綿
を
ベ
ー
ス
に
し
た
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
リ
ボ
ン
で
あ
っ
た
。

　

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
用
か
ら
は
じ
ま
っ
た
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
タ
イ
プ
の
印
字
用
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
は
、
そ
の
後
、
各
種
計
器
、

テ
レ
ッ
ク
ス
、
通
信
回
線
の
送
受
信
記
録
用
が
登
場
。
電
算
機
の
時
代
に
な
る
と
、
ラ
イ
ン
プ
リ
ン
タ
や
端
末
機
の
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
、
銀
行
や
郵
便
局
の
金
融
端
末
用
、
伝
票
発
行
機
用
、
窓
口
自
動
発
券
機
用
な
ど
、
そ
の
用
途
は
き
わ
め
て
広

範
囲
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
っ
た
。

　

一
九
八
〇
年
代
︵
昭
和
五
五
～
︶
半
ば
か
ら
一
九
九
〇
年
代
︵
平
成
二
～
︶
に
な
る
と
プ
リ
ン
タ
の
変
遷
に
と
も
な
っ

て
、
フ
ィ
ル
ム
タ
イ
プ
の
熱
転
写
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
製
造
販
売
に
向
か
っ
て
い
る
。
当
初
、
熱
転
写
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
需

要
は
ワ
ー
プ
ロ
用
の
印
字
リ
ボ
ン
を
中
心
に
需
要
が
拡
大
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
で
は
ほ
か
に
勝
馬
投
票
券
、
航
空
会
社
の
航
空

券
、
謄
本
印
字
、
ラ
ベ
ル
︵
Ｐ
Ｏ
Ｓ
︶、
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
の
印
字
用
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
を
生
産
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
レ
ー
ザ
ー
プ
リ
ン
タ
、
さ
ら
に
は
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
が
台
頭
し
て
き
て
、
そ
れ
ま
で
フ
ァ
ブ
リ
ッ

ク
の
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
を
使
用
し
て
い
た
市
場
は
レ
ー
ザ
ー
プ
リ
ン
タ
に
、
個
人
ユ
ー
ス
の
市
場
は
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
に
移

行
し
は
じ
め
た
。
熱
転
写
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
も
そ
こ
に
吸
収
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
が
、
二
〇
一
〇
年
︵
平
成

二
二
︶
ご
ろ
か
ら
新
し
い
途
が
ひ
ら
け
て
、
サ
ー
マ
ル
リ
ボ
ン
は
よ
み
が
え
っ
た
。
そ
れ
は
食
品
の
包
装
材
向
け
ユ
ー
ス

で
あ
る
。
消
費
期
限
や
賞
味
期
限
、
さ
ら
に
は
食
品
の
ト
レ
イ
サ
ビ
リ
テ
ィ
︵
生
産
か
ら
消
費
者
に
わ
た
る
ま
で
の
流
通

経
路
の
追
跡
︶
確
保
の
た
め
に
付
さ
れ
る
バ
ー
コ
ー
ド
を
印
字
す
る
と
い
う
分
野
で
あ
る
。

インクリボン（ファブリック）
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現
在
ダ
イ
ニ
ッ
ク
が
出
荷
す
る
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
う
ち
五
〇
～
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
、
こ
の
食
品
包
装
材
に
印
字
す
る

熱
転
写
︵
サ
ー
マ
ル
︶
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
が
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
も
と
も
と
食
品
包
材
へ
は
、
消
費
期
限
な
ど
の

日
付
を
ホ
ッ
ト
ス
タ
ン
プ
方
式
で
印
字
し
て
い
た
が
、
食
品
に
も
ト
レ
イ
サ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
流
れ
が
き
た
と
き
に
汎
用
性

の
あ
る
サ
ー
マ
ル
プ
リ
ン
タ
が
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
食
品
は
種
々
雑
多
で
個
々
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
ち
い
さ
い
け

れ
ど
も
、
フ
ィ
ル
ム
の
熱
転
写
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
は
プ
リ
ン
タ
対
応
な
ど
汎
用
性
が
高
い
。
個
々
の
顧
客
に
密
着
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
を
つ
く
る
。
ま
さ
に
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
得
意
と
す
る
手
法
で
、
サ
ー
マ
ル
リ

ボ
ン
は
多
様
化
の
一
途
を
た
ど
り
、
ト
ー
タ
ル
で
市
場
そ
の
も
の
が
拡
大
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

●
熱
転
写
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
と
は 

ど
ん
な
も
の
な
の
か

　

熱
転
写
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
︵
サ
ー
マ
ル
リ
ボ
ン
︶
は
、
熱
に
よ
っ
て
イ
ン
ク
を
溶
か
し
、
印
字
す
る
サ
ー
マ
ル
プ
リ
ン
タ

で
使
う
印
字
リ
ボ
ン
で
、
そ
の
な
か
で
も
熱
に
よ
る
転
写
︵
サ
ー
マ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
＝T

herm
al T

ransfer

︶
方

式
の
プ
リ
ン
タ
で
使
用
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
よ
っ
て
サ
ー
マ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
・
リ
ボ
ン
︵T

herm
al T

ransfer 
Ribbon

︶
と
よ
ば
れ
、
そ
の
頭
文
字
を
と
っ
て
単
に
Ｔ
Ｔ
Ｒ
と
よ
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

熱
転
写
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
構
造
を
か
ん
た
ん
に
い
え
ば
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
フ
ィ
ル
ム
を
ま
ん
な
か
に
し
て
、
こ
れ
を
は
さ
む
か

た
ち
で
、
一
方
に
は
バ
ッ
ク
層
、
反
対
側
の
も
う
一
方
に
は
イ
ン
ク
層
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
あ
る
。

　

サ
ー
マ
ル
プ
リ
ン
タ
は
﹁
サ
ー
マ
ル
ヘ
ッ
ド
﹂
と
よ
ば
れ
る
印
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
エ
レ
メ
ン
ト
に
電
流
を
加
え
て
加
熱
し
、

こ
れ
を
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
バ
ッ
ク
層
に
押
し
あ
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
イ
ン
ク
を
溶
か
し
、
あ
る
い
は
昇
華
し
て
、
紙
や
フ

ィ
ル
ム
に
文
字
や
画
像
を
転
写
す
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
最
初
は
お
の
ず
と
熱
反
応
性
が
よ
い
ワ
ッ
ク
ス
が
イ
ン
ク
層
の
バ
イ
ン
ダ
ー
︵
結
合
剤
︶
と
し
て
つ
か

わ
れ
た
。
こ
れ
が
ワ
ッ
ク
ス
タ
イ
プ
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
、
ワ
ー
プ
ロ
や
汎
用
プ
リ
ン
タ
用
の
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
と
し
て
使

用
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
バ
ー
コ
ー
ド
ラ
ベ
ル
な
ど
の
よ
う
に
、
耐
熱
性
や
耐
擦
過
性
な
ど
の
機
能
が
も
と
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
と
、
そ
れ
ら
に
強
い
樹
脂
成
分
を
バ
イ
ン
ダ
ー
に
し
た
タ
イ
プ
が
登
場
し
て
く
る
。
こ
れ
が
レ
ジ
ン
タ
イ
プ

の
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
で
あ
る
。
ワ
ッ
ク
ス
タ
イ
プ
と
レ
ジ
ン
タ
イ
プ
、
さ
ら
に
は
そ
の
二
つ
を
く
み
あ
わ
せ
た
ワ
ッ
ク
ス
レ

ジ
ン
タ
イ
プ
︵
セ
ミ
レ
ジ
ン
タ
イ
プ
と
も
い
う
︶
が
開
発
さ
れ
、
現
在
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
特
性
を
も
つ
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
が

う
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
大
別
す
る
と
ワ
ッ
ク
ス
、
レ
ジ
ン
、
ワ
ッ
ク
ス
レ
ジ
ン
の
三
タ
イ
プ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
イ

ン
ク
層
の
バ
イ
ン
ダ
ー
成
分
︵
結
合
剤
︶
の
ち
が
い
に
よ
る
分
類
で
あ
る
。
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ワ
ッ
ク
ス
タ
イ
プ
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
イ
ン
ク
層
の
バ
イ
ン
ダ
ー
の
主
成
分
に
ワ
ッ
ク
ス
を
使
用
し
た
も
の
で

あ
る
。
構
造
は
﹁
バ
ッ
ク
層
﹂﹁
ベ
ー
ス
フ
ィ
ル
ム
︵
Ｐ
Ｅ
Ｔ
︶﹂﹁
イ
ン
ク
層
﹂
と
い
う
か
た
ち
で
あ
る
。

　

加
熱
す
る
こ
と
で
溶
け
や
す
い
と
い
う
ワ
ッ
ク
ス
の
特
性
か
ら
イ
ン
ク
の
転
写
も
良
好
で
、
表
面
が
粗
い
紙
ラ
ベ
ル
の

印
字
に
も
適
し
て
い
る
。
長
期
の
画
像
保
存
が
必
要
で
な
い
物
流
管
理
ラ
ベ
ル
や
出
荷
配
送
ラ
ベ
ル
︵
荷
札
ラ
ベ
ル
︶
な

ど
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

レ
ジ
ン
タ
イ
プ
は
イ
ン
ク
層
の
バ
イ
ン
ダ
ー
の
主
成
分
を
樹
脂
が
占
め
て
い
る
リ
ボ
ン
で
あ
る
。
ワ
ッ
ク
ス
レ
ジ
ン
と

同
じ
く
多
層
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
一
般
的
に
は
﹁
バ
ッ
ク
層
﹂﹁
ベ
ー
ス
フ
ィ
ル
ム
︵
Ｐ
Ｅ
Ｔ
︶﹂﹁
剝
離
層
﹂﹁
イ
ン
ク

層
﹂﹁
接
着
層
﹂
と
い
う
か
た
ち
だ
が
、
用
途
や
ユ
ー
ザ
ー
の
要
求
に
よ
っ
て
く
み
あ
わ
せ
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
プ
ラ
イ
マ

ー
層
や
防
汚
層
を
も
う
け
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

耐
熱
性
、
耐
擦
過
性
、
耐
溶
剤
性
、
耐
薬
品
性
に
す
ぐ
れ
て
お
り
、
高
機
能
を
も
つ
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
で
あ
る
。
幅
ひ
ろ

い
印
刷
適
性
を
も
ち
、
長
期
の
画
像
保
存
も
で
き
る
。
た
と
え
ば
屋
外
に
長
時
間
放
置
し
た
り
、
ラ
ベ
ル
を
貼
っ
た
状
態

で
薬
品
や
熱
が
か
か
る
ケ
ー
ス
が
多
い
も
の
、
具
体
的
に
は
医
療
用
︵
検
体
・
検
査
用
ラ
ベ
ル
︶
や
半
導
体
製
造
工
程
用

︵
ク
リ
ー
ン
ラ
ベ
ル
︶、
製
造
銘
板
、
耐
熱
ラ
ベ
ル
︵
電
子
部
品
の
注
意
・
警
告
表
示
ラ
ベ
ル
な
ど
︶、
洗
濯
表
示
ラ
ベ
ル

な
ど
が
中
心
、
と
く
に
フ
ィ
ル
ム
系
ラ
ベ
ル
の
印
字
転
写
に
最
適
の
タ
イ
プ
で
、
食
品
包
装
材
な
ど
に
幅
ひ
ろ
く
使
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

端
的
に
い
え
ば
、
ワ
ッ
ク
ス
タ
イ
プ
は
低
い
温
度
で
溶
け
て
液
化
す
る
の
で
印
字
性
に
す
ぐ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の

反
面
、
擦
る
と
印
字
が
は
げ
落
ち
る
と
い
う
欠
点
が
あ
る
。
レ
ジ
ン
タ
イ
プ
は
樹
脂
な
の
で
印
字
に
は
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

要
す
る
が
、
固
ま
れ
ば
擦
っ
て
も
容
易
に
は
げ
落
ち
る
こ
と
が
な
い
。
ワ
ッ
ク
ス
レ
ジ
ン
︵
セ
ミ
レ
ジ
ン
︶
は
、
そ
の
中

間
で
あ
る
。

　

ワ
ッ
ク
ス
レ
ジ
ン
タ
イ
プ
は
ワ
ッ
ク
ス
と
樹
脂
の
両
方
を
イ
ン
ク
層
の
主
成
分
に
し
て
い
る
。﹁
バ
ッ
ク
層
﹂﹁
ベ
ー
ス

フ
ィ
ル
ム
︵
Ｐ
Ｅ
Ｔ
︶﹂﹁
剝
離
層
﹂﹁
イ
ン
ク
層
﹂﹁
接
着
層
﹂
と
い
う
多
層
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

　

ワ
ッ
ク
ス
の
す
ぐ
れ
た
印
字
転
写
性
と
樹
脂
の
も
つ
す
ぐ
れ
た
耐
久
性
を
あ
わ
せ
も
ち
、
紙
だ
け
で
な
く
フ
ィ
ル
ム
な

ど
幅
ひ
ろ
い
素
材
へ
の
印
字
適
性
が
あ
る
。
物
流
・
製
造
分
野
の
工
程
管
理
ラ
ベ
ル
、
製
品
銘
板
ラ
ベ
ル
、
食
品
ラ
ベ
ル

︵
生
鮮
食
料
品
︶
な
ど
に
つ
か
わ
れ
て
い
る

　

サ
ー
マ
ル
リ
ボ
ン
の
ベ
ー
ス
フ
ィ
ル
ム
と
し
て
使
用
す
る
の
は
Ｐ
Ｅ
Ｔ
フ
ィ
ル
ム
で
、
そ
の
厚
み
は
四
・
五
～
六
・
〇

マ
イ
ク
ロ
メ
ー
タ
ー
︵
㎛
︶
の
も
の
が
多
い
。
熱
転
写
リ
ボ
ン
は
サ
ー
マ
ル
プ
リ
ン
タ
に
ロ
ー
ル
状
で
セ
ッ
ト
さ
れ
、
巻

き
と
り
な
が
ら
使
用
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
使
用
中
に
リ
ボ
ン
が
の
び
た
り
、
ゆ
る
ん
だ
り
、
切
れ
た
り
し
な
い
よ
う
に
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ベ
ー
ス
フ
ィ
ル
ム
に
も
一
定
の
強
度
が
必
要
に
な
る
。
と
く
に
レ
ジ
ン
タ
イ
プ
で
は
剝
離
層
、
イ
ン
ク
層
、
接
着
層
な
ど

ベ
ー
ス
フ
ィ
ル
ム
の
う
え
に
サ
ブ
ミ
ク
ロ
ン
レ
ベ
ル
の
き
わ
め
て
薄
い
層
が
構
成
さ
れ
る
。
よ
っ
て
ベ
ー
ス
フ
ィ
ル
ム
は

平
滑
で
あ
る
う
え
に
、
巻
き
と
り
の
走
行
性
の
よ
さ
も
も
と
め
ら
れ
る
。

　

バ
ッ
ク
層
は
サ
ー
マ
ル
ヘ
ッ
ド
が
接
す
る
層
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
熱
や
摩
擦
に
耐
え
、
ロ
ー
ル
に
巻
か
れ
た
熱
転
写
リ

ボ
ン
の
イ
ン
ク
層
が
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
し
な
い
よ
う
に
特
殊
な
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
ほ
ど
こ
し
て
あ
る
。

　

バ
ッ
ク
層
か
ら
ト
ッ
プ
層
ま
で
、
熱
転
写
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
総
厚
は
お
よ
そ
七
～
九
㎛
で
、
次
第
に
薄
く
な
っ
て
ゆ
く

傾
向
に
あ
る
。

●
食
品
包
装
材
用
の
「
お
た
す
け
リ
ボ
ン
」
を
開
発
す
る

　

な
が
い
歴
史
が
育
ん
だ
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
塗
工
技
術
は
、
布
や
紙
だ
け
で
な
く
フ
ィ
ル
ム
の
加
工
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
塗
料
の
配
合
法
や
塗
膜
の
設
計
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
法
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
進
化
さ
せ
て
き
た
。
そ
れ
は
サ

ー
マ
ル
リ
ボ
ン
に
耐
熱
性
や
耐
薬
品
性
、
耐
溶
剤
性
な
ど
高
度
の
機
能
を
付
与
す
る
た
め
の
樹
脂
や
ワ
ッ
ク
ス
、
顔
料
な

ど
の
配
合
、
ベ
ー
ス
フ
ィ
ル
ム
の
薄
膜
コ
ー
ト
、
多
層
コ
ー
ト
な
ど
の
製
造
プ
ロ
セ
ス
に
も
活
か
さ
れ
て
い
る
。

　

ワ
ッ
ク
ス
タ
イ
プ
に
は
じ
ま
り
、
レ
ジ
ン
タ
イ
プ
、
ワ
ッ
ク
ス
レ
ジ
ン
︵
セ
ミ
レ
ジ
ン
︶
タ
イ
プ
と
製
品
の
幅
を
ひ
ろ

げ
て
き
た
が
、
も
と
も
と
塗
工
メ
ー
カ
ー
ゆ
え
に
、
よ
り
高
度
な
ワ
ッ
ク
ス
レ
ジ
ン
、
レ
ジ
ン
タ
イ
プ
の
ほ
う
で
メ
ー
カ

ー
と
し
て
の
特
徴
を
誇
示
し
て
い
る
。

　

サ
ー
マ
ル
リ
ボ
ン
は
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
、
は
っ
き
り
と
用
途
の
棲
み
分
け
が
き
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
た
と
え

ば
食
品
包
装
に
お
い
て
、
生
鮮
食
料
品
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
シ
ー
ル
ラ
ベ
ル
な
ど
は
ワ
ッ
ク
ス
タ
イ
プ
、
セ
ミ
レ
ジ
ン
タ

イ
プ
が
つ
か
わ
れ
、
パ
ン
や
袋
菓
子
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
な
ど
の
よ
う
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
袋
に
直
接
印
字
す
る
も
の
は
レ
ジ
ン

タ
イ
プ
が
つ
か
わ
れ
る
。
さ
ら
に
同
じ
食
品
で
も
た
と
え
ば
パ
ン
と
ア
イ
ス
で
は
も
と
め
ら
れ
る
要
求
品
質
が
ま
っ
た
く

異
な
る
。

　

食
品
包
装
は
包
装
さ
れ
て
か
ら
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
さ
れ
た
り
、
殺
菌
工
程
が
あ
っ
た
り
す
る
。
冷
凍
食
品
は
熱
い
食
材

を
い
れ
た
包
材
を
急
速
冷
凍
す
る
の
で
、
一
〇
〇
度
か
ら
マ
イ
ナ
ス
一
四
〇
度
と
い
う
急
速
な
温
度
変
化
に
晒
さ
れ
る
こ

と
も
あ
る
。
よ
う
す
る
に
食
品
の
数
だ
け
要
求
品
質
が
あ
り
、
食
品
の
中
身
や
印
字
さ
れ
る
対
象
に
よ
っ
て
、
細
か
く
つ

か
い
わ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
性
能
は
、
ほ
と
ん
ど
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
対
応
で
ユ
ー
ザ
ー
の
要
求
に
応
じ
る
か
た
ち
で
個
々
に
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つ
く
り
こ
ん
で
い
る
。
樹
脂
と
ワ
ッ
ク
ス
の
比
率
や
、
樹
脂
の
種
類
な
ど
の
く
み
あ
わ
せ
で
、
リ
ボ
ン
の
各
層
に
も
り
こ

む
機
能
を
設
計
し
て
い
る
。
そ
ん
な
わ
け
で
レ
ジ
ン
、
ワ
ッ
ク
ス
レ
ジ
ン
の
両
タ
イ
プ
の
な
か
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
八
～
一

〇
種
類
ぐ
ら
い
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
サ
ー
マ
ル
リ
ボ
ン
急
伸
の
主
力
を
な
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
食
品
包
装
材
︵
主
に
フ
ィ
ル
ム
︶
に
印
字

す
る
リ
ボ
ン
で
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
品
種
を
あ
げ
れ
ば
、
レ
ジ
ン
タ
イ
プ
の
﹁
Ｈ
Ｔ
︱
１
３
Ｎ
﹂
で
あ
る
。

　

食
品
包
装
材
に
使
用
す
る
フ
ィ
ル
ム
は
、
だ
い
た
い
Ｏ
Ｐ
Ｐ
︵
二
軸
延
伸
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
︶、
Ｃ
Ｐ
Ｐ
︵
無
延
伸
ポ

リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
︶、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
︵
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
テ
レ
フ
タ
レ
ー
ト
︶、
Ｎ
ｙ
︵
ナ
イ
ロ
ン
︶
の
四
種
で
あ
る
。
印
字
す
る
ほ

う
と
印
字
さ
れ
る
ほ
う
が
お
な
じ
系
統
の
樹
脂
ま
た
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ら
問
題
は
な
い
が
、
た
と
え
ば
ナ
イ
ロ
ン
と
Ｐ

Ｅ
Ｔ
の
よ
う
に
相
性
が
わ
る
い
場
合
も
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
そ
の
つ
ど
リ
ボ
ン
を
変
え
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
。
だ

が
﹁
Ｈ
Ｔ
︱
１
３
Ｎ
﹂
な
ら
ば
、
四
種
の
フ
ィ
ル
ム
す
べ
て
に
印
字
が
可
能
で
、
物
性
の
う
え
で
も
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
満

た
し
て
い
る
。

　

困
っ
た
と
き
の
﹁
お
た
す
け
リ
ボ
ン
﹂
⋮
⋮
。
市
場
で
は
そ
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。
レ
ジ
ン
タ
イ
プ
な
の
で
、

す
こ
し
値
が
張
る
が
、
印
字
で
問
題
が
発
生
し
た
と
き
は
こ
の
﹁
Ｈ
Ｔ
︱
１
３
Ｎ
﹂
が
指
名
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
同
製

品
を
う
み
だ
し
た
の
は
埼
玉
工
場
で
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
誇
れ
る
技
術
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
同
製
品
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
版
、
さ
ら
に
は
コ
ス
ト
面
に
考
慮
し
た
普
及
版
に
加
え
、
海
外
の
要
求
品
質
に
着

目
し
た
製
品
開
発
に
も
と
り
く
ん
で
い
る
。

　

食
品
包
装
材
に
つ
か
わ
れ
る
サ
ー
マ
ル
リ
ボ
ン
と
し
て
、
ほ
か
に
﹁
Ｈ
Ｔ
︱
８
プ
ラ
ス
﹂
が
あ
る
。
こ
ち
ら
は
ワ
ッ
ク

ス
レ
ジ
ン
タ
イ
プ
で
、
物
性
は
﹁
Ｈ
Ｔ
︱
１
３
Ｎ
﹂
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
ひ
ろ
く
食
品
包
装
に
使
用
さ
れ
る
汎
用
性
の
高

い
リ
ボ
ン
で
あ
る
。
リ
ボ
ン
製
品
の
販
売
量
の
う
ち
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は
輸
出
が
占
め
る
が
、﹁
Ｈ
Ｔ
︱
８
プ
ラ
ス
﹂
は

月
当
た
り
お
よ
そ
一
〇
〇
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
イ
ギ
リ
ス
に
出
荷
し
て
い
る
。

　

レ
ジ
ン
タ
イ
プ
で
ユ
ニ
ー
ク
な
製
品
と
し
て
、
ほ
か
に
リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ
の
管
理
ラ
ベ
ル
の
印
字
リ
ボ
ン
が
あ
る
。
た

と
え
ば
病
院
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
リ
ー
ス
、
洗
濯
す
る
リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ
と
い
う
業
態
が
あ
る
。
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に

ラ
ベ
ル
を
付
し
て
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
後
に
依
頼
者
に
も
ど
る
よ
う
に
ラ
ベ
ル
で
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。
リ
ネ
ン
サ

プ
ラ
イ
は
普
通
の
洗
濯
よ
り
も
過
酷
で
あ
る
う
え
、
ほ
ぼ
毎
日
洗
濯
さ
れ
る
。
ダ
イ
ニ
ッ
ク
で
は
ラ
ベ
ル
の
素
材
に
加
え

て
、
き
び
し
い
使
用
条
件
に
耐
え
る
印
字
リ
ボ
ン
を
セ
ッ
ト
で
提
供
し
て
い
る
。
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●
汎
用
性
の
高
い
リ
ボ
ン
を
開
発

　

ワ
ッ
ク
ス
レ
ジ
ン
タ
イ
プ
で
は
、
た
と
え
ば
二
〇
一
二
年
︵
平
成
二
四
︶
に
開
発
し
た
﹁
Ｈ
Ｌ
︱
７
２
﹂
と
い
う
品
種

が
あ
る
。
一
般
バ
ー
コ
ー
ド
用
の
サ
ー
マ
ル
リ
ボ
ン
で
、
シ
ー
ル
ラ
ベ
ル
用
の
バ
ー
コ
ー
ド
の
転
写
に
つ
か
わ
れ
て
い
る
。

表
面
が
ザ
ラ
つ
い
た
粗
い
紙
か
ら
グ
ロ
ス
コ
ー
ト
し
た
表
面
が
な
め
ら
か
で
つ
る
つ
る
し
た
紙
、
さ
ら
に
は
白
Ｐ
Ｅ
Ｔ
シ

ー
ル
ま
で
、
幅
ひ
ろ
い
記
録
媒
体
に
対
応
し
て
い
る
。
さ
ら
に
一
般
的
な
熱
転
写
プ
リ
ン
タ
だ
け
で
な
く
、
熱
時
剝
離
方

式
の
プ
リ
ン
タ
︵
加
熱
に
よ
り
軟
化
あ
る
い
は
溶
け
出
し
た
イ
ン
ク
層
が
固
く
な
ら
な
い
う
ち
に
、
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
を
記

録
媒
体
か
ら
ひ
き
は
が
す
と
い
う
方
式
︶
で
も
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　

サ
ー
マ
ル
リ
ボ
ン
は
用
途
や
コ
ス
ト
面
を
考
慮
し
て
、
付
与
す
る
機
能
を
設
計
し
て
製
品
を
つ
く
り
こ
む
。
た
と
え
ば

高
擦
過
性
リ
ボ
ン
﹁
Ｄ
Ｆ
３
２
２
﹂
な
ど
は
そ
の
代
表
的
な
品
種
で
あ
る
。
ワ
ッ
ク
ス
タ
イ
プ
で
一
般
バ
ー
コ
ー
ド
用
の

リ
ボ
ン
だ
が
、
多
少
擦
っ
て
も
印
刷
が
は
げ
落
ち
な
い
よ
う
に
つ
く
り
こ
ま
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
段
ボ
ー
ル
に
ラ
ベ
ル

を
貼
る
目
的
は
、
ふ
つ
う
生
産
工
場
に
お
け
る
倉
庫
管
理
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
を
購
入
し
た
顧
客
が
入
出
庫
の
管
理
で
、

お
な
じ
ラ
ベ
ル
を
使
用
し
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
ラ
ベ
ル
の
耐
久
性
が
も
と
め
ら
れ
る
。
通
常
の
ワ
ッ
ク
ス
タ
イ

プ
よ
り
も
摩
擦
に
耐
え
る
よ
う
設
計
し
た
の
が
、﹁
Ｄ
Ｆ
３
２
２
﹂
で
あ
る
。
ワ
ッ
ク
ス
タ
イ
プ
で
あ
り
な
が
ら
、
か
ぎ

り
な
く
セ
ミ
レ
ジ
ン
に
接
近
さ
せ
た
リ
ボ
ン
で
、
プ
レ
ミ
ア
ム
ワ
ッ
ク
ス
、
あ
る
い
は
ハ
ー
ド
ワ
ッ
ク
ス
と
よ
ば
れ
て
い

る
。

　

食
品
包
装
用
の
サ
ー
マ
ル
リ
ボ
ン
は
黒
の
タ
イ
プ
だ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
透
明
な
袋
に
麵
つ
ゆ
や
醬
油
の
よ
う
な

も
の
を
い
れ
た
と
き
、
黒
で
は
な
く
白
の
印
字
が
必
要
に
な
る
。
内
容
が
白
色
系
で
も
、
食
品
の
イ
メ
ー
ジ
を
損
な
わ
な

い
た
め
に
、
あ
え
て
印
字
を
白
に
す
る
場
合
も
あ
る
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
で
は
二
〇
一
〇
年
︵
平
成
二
二
︶
に
﹁
白
色
印
字
リ
ボ
ン
﹂
を
発
売
、
二
〇
一
四
年
︵
平
成
二
六
︶
に
は
、

そ
の
改
良
版
を
開
発
し
て
市
場
に
投
入
し
た
。

　

白
タ
イ
プ
の
イ
ン
ク
は
カ
ー
ボ
ン
で
は
な
く
酸
化
チ
タ
ン
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
が
、
印
字
の
隠
蔽
性
に
す
ぐ
れ
、

さ
ら
に
加
熱
や
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
殺
菌
処
理
の
工
程
を
へ
て
も
、
印
字
が
消
え
た
り
、
は
げ
落
ち
た
り
す
る
こ
と
が
な

い
。
Ｎ
ｙ
︵
ナ
イ
ロ
ン
︶、
Ｏ
Ｐ
Ｐ
︵
二
軸
延
伸
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
︶、
Ｃ
Ｐ
Ｐ
︵
無
延
伸
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
︶
な
ど
、
印

字
の
対
象
と
な
る
フ
ィ
ル
ム
を
え
ら
ば
ず
に
、
高
品
質
な
印
字
が
実
現
で
き
る
タ
イ
プ
に
な
っ
て
い
る
。
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●
生
産 
販
売
と
も
に
グ
ロ
ー
バ
ル
に

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
現
在
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
チ
ェ
コ
で
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
生
産
・
加
工
工
場
を
も

っ
て
い
る
。
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
生
産
工
程
は
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
小
巻
加
工
︵
ス
リ
ッ
ト
︶
と
が
あ
る
。
フ
ィ
ル
ム
リ
ボ
ン

の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
日
本
の
埼
玉
工
場
と
ア
メ
リ
カ
の
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
Ｕ
Ｓ
Ａ
が
担
当
し
、
埼
玉
工
場
は
レ
ジ
ン
、
ワ
ッ

ク
ス
レ
ジ
ン
を
生
産
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
Ｕ
Ｓ
Ａ
は
ワ
ッ
ク
ス
タ
イ
プ
の
み
を
生
産
し
て
い
た
が
、
二
〇
一
四
年
︵
平
成
二

六
︶
か
ら
ワ
ッ
ク
ス
レ
ジ
ン
タ
イ
プ
の
生
産
も
開
始
し
た
。

　

小
巻
加
工
は
広
幅
の
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
を
ス
リ
ッ
ト
し
て
、
印
字
プ
リ
ン
タ
に
使
用
す
る
サ
イ
ズ
に
巻
き
と
り
、
最
終
製

品
の
か
た
ち
に
す
る
工
程
で
あ
る
。
ス
リ
ッ
ト
は
現
在
、
埼
玉
工
場
の
ほ
か
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
海
外
グ
ル
ー
プ
会
社
の
ダ
イ

ニ
ッ
ク
・
Ｕ
Ｓ
Ａ
︵
ア
メ
リ
カ
・D

Y
N

IC U
SA

 CO
RP.

︶、
大
連
ダ
イ
ニ
ッ
ク
︵
中
国
・
大
連
大
尼
克
辦
公
設
備
有
限

公
司
︶、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
Ｕ
Ｋ
︵
イ
ギ
リ
ス
・D

Y
N

IC 
［U

K

］ LT
D

.

︶、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
チ
ェ
コ
︵D

Y
N

IC 

［CZ

］ 
s.r.o.

︶
で
お
こ
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
日
本
や
ア
メ
リ
カ
か
ら
出
荷
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
け
の
サ
ー
マ
ル
リ
ボ
ン
は
イ

ギ
リ
ス
の
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
Ｕ
Ｋ
、
あ
る
い
は
チ
ェ
コ
の
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
チ
ェ
コ
で
小
巻
加
工
し
て
、
各
国
の
ユ
ー
ザ
ー
に

出
荷
し
て
い
る
。

　

フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
リ
ボ
ン
は
現
在
は
大
連
ダ
イ
ニ
ッ
ク
が
生
産
し
て
い
る
。
同
工
場
で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
、
カ
セ
ッ
ト
充

塡
し
て
い
る
。
市
場
は
中
国
と
日
本
で
、
一
部
は
イ
ギ
リ
ス
の
ユ
ー
ザ
ー
に
も
出
荷
し
て
い
る
。

　

生
産
・
販
売
と
も
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
展
開
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
中
核
を
な
す
の
は
埼
玉
工
場
で
あ
る
。
生
産
と
開
発

の
ヘ
ッ
ド
ク
ォ
ー
タ
ー
と
も
い
う
べ
き
埼
玉
工
場
は
二
〇
一
五
年
︵
平
成
二
七
︶
一
〇
月
に
五
ヘ
ッ
ド
の
塗
工
機
を
新
し

く
導
入
、
そ
れ
ま
で
の
四
ヘ
ッ
ド
、
一
ヘ
ッ
ド
の
塗
工
機
と
あ
わ
せ
て
三
台
の
体
制
を
と
り
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
勝
負

す
る
体
制
が
と
と
の
っ
た
。
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第
二
節  
素
材
で
は
な
く 

機
能
を
売
る
…
…
不
織
布

●
ポ
ス
ト 

パ
ネ
ロ
ン
の
時
代
へ

　

二
〇
一
四
年
︵
平
成
二
六
︶
二
月
一
四
日
は
、
後
に
な
っ
て
考
え
る
と
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
に
と
っ
て
、
い
や
ダ
イ
ニ
ッ
ク

の
不
織
布
に
と
っ
て
、
お
お
き
な
転
換
点
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

事
の
起
こ
り
は
二
月
一
四
日
に
関
東
地
方
を
襲
っ
た
雪
害
で
あ
る
。
未
曽
有
の
積
雪
に
よ
っ
て
、
深
谷
市
に
あ
る
埼
玉

工
場
の
一
部
が
倒
壊
、
不
織
布
設
備
が
壊
滅
的
な
被
害
を
こ
う
む
っ
た
。
一
時
で
あ
る
が
埼
玉
工
場
で
生
産
す
る
不
織
布

は
皆
無
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

イ
ン
テ
リ
ア
床
材
や
自
動
車
の
内
装
材
、
フ
ィ
ル
タ
な
ど
不
織
布
製
品
は
、
埼
玉
工
場
と
い
う
よ
り
も
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の

主
力
を
な
す
製
品
で
あ
る
。
た
だ
ち
に
復
興
に
向
か
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
そ
の
過
程
で
不
織
布
事
業
そ
の
も
の
の
見

直
し
が
は
じ
ま
っ
た
。
設
備
の
取
捨
選
択
も
な
さ
れ
、
結
果
的
に
製
造
設
備
は
お
よ
そ
半
分
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
イ
ン

テ
リ
ア
、
車
輛
内
装
材
・
天
井
材
、
フ
ィ
ル
タ
、
特
殊
繊
維
の
四
つ
の
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
の
ラ
イ
ン
を
の
こ
し
た
が
、
ケ

ミ
カ
ル
ボ
ン
ド
の
ラ
イ
ン
は
再
建
し
な
い
と
い
う
途
を
選
択
し
た
の
で
あ
る
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
日
本
ク
ロ
ス
工
業
時
代
の
一
九
五
七
年
︵
昭
和
三
二
︶、
わ
が
国
最
初
の
不
織
布
パ
ネ
ロ
ン
を
世
に
お

く
り
だ
し
た
。
ケ
ミ
カ
ル
ボ
ン
ド
の
不
織
布
製
品
を
﹁
パ
ネ
ロ
ン
﹂
と
い
う
商
標
で
販
売
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、

こ
の
と
き
の
設
備
再
構
築
に
よ
っ
て
、
ケ
ミ
カ
ル
ボ
ン
ド
の
自
社
生
産
の
途
は
と
ざ
さ
れ
た
。
そ
れ
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
不

織
布
事
業
そ
の
も
の
が
新
時
代
に
突
入
し
た
こ
と
を
象
徴
的
に
も
の
が
た
っ
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
不
織
布
事
業
は
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
一
九
九
〇
年
代
︵
平
成
二
～
︶
か
ら
路
線
の
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
が

兆
し
て
い
た
。
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
、
ケ
ミ
カ
ル
ボ
ン
ド
を
生
産
し
て
い
た
が
、
も
は
や
素
材
と
し
て
の
不
織
布
の
提
供
に

は
重
き
を
お
い
て
い
な
か
っ
た
。
他
社
製
の
ス
パ
ン
ボ
ン
ド
や
ス
パ
ン
レ
ー
ス
な
ど
も
ベ
ー
ス
と
し
て
用
い
、
持
ち
ま
え

の
特
殊
技
術
を
駆
使
し
て
二
次
加
工
し
、
機
能
性
を
付
与
し
た
新
し
い
不
織
布
製
品
を
創
り
だ
す
と
い
う
途
を
あ
ゆ
み
は

じ
め
て
い
た
。

　

雪
害
復
興
に
よ
る
不
織
布
設
備
の
再
構
築
は
、
奇
し
く
も
そ
う
い
う
新
路
線
へ
の
移
行
を
決
定
的
な
も
の
に
し
た
の
で

あ
る
。
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●
高
性
能
の
加
湿
フ
ィ
ル
タ
を
開
発
す
る

　

不
織
布
製
品
の
な
か
で
中
核
を
な
す
も
の
の
ひ
と
つ
に
フ
ィ
ル
タ
類
が
あ
る
。
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
不
織
布
フ
ィ
ル
タ
は
掃

除
機
の
集
塵
フ
ィ
ル
タ
に
は
じ
ま
り
、
ビ
ル
の
空
調
、
空
気
清
浄
機
、
加
湿
器
な
ど
の
家
電
製
品
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
っ
た
。

多
く
の
ユ
ー
ザ
ー
の
い
ろ
い
ろ
な
家
電
製
品
に
使
用
さ
れ
て
き
た
。
当
初
は
カ
ビ
が
発
生
す
る
な
ど
、
多
く
の
問
題
に
直

面
し
た
が
、
そ
れ
ら
を
ひ
と
つ
ず
つ
ク
リ
ア
す
る
た
び
に
技
術
を
蓄
積
し
て
い
っ
た
。
現
在
、
空
気
清
浄
機
や
加
湿
器
の

フ
ィ
ル
タ
に
つ
い
て
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
た
り
う
る
の
は
家
電
製
品
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

滋
賀
工
場
で
は
評
価
試
験
器
を
導
入
し
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
に
準
じ
た
抗
菌
防
カ
ビ
の
分
析
や
性
能
の
試
験
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
も
、
フ
ィ
ル
タ
の
製
品
開
発
を
後
押
し
し
て
い
る
。

　

抗
菌
防
カ
ビ
、
吸
水
、
放
散
の
加
工
が
業
界
で
高
く
評
価
さ
れ
、
加
湿
器
、
空
気
清
浄
機
で
は
圧
倒
的
に
ユ
ー
ザ
ー
か

ら
支
持
さ
れ
て
い
る
。
シ
ャ
ー
プ
、
ダ
イ
キ
ン
、
ダ
イ
ニ
チ
な
ど
の
国
内
の
主
力
メ
ー
カ
ー
だ
け
で
な
く
、
い
ま
で
は
海

外
メ
ー
カ
ー
に
も
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

空
気
清
浄
機
や
加
湿
器
に
使
用
す
る
フ
ィ
ル
タ
は
ケ
ミ
カ
ル
ボ
ン
ド
や
メ
ル
ト
ブ
ロ
ー
ン
、
ス
パ
ン
レ
ー
ス
な
ど
の
不

織
布
を
く
み
あ
わ
せ
て
、
さ
ら
に
特
殊
な
加
工
を
く
み
あ
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
つ
く
り
あ
げ
る
。

　

空
気
清
浄
機
用
の
フ
ィ
ル
タ
は
、
ケ
ミ
カ
ル
ボ
ン
ド
と
メ
ル
ト
ブ
ロ
ー
ン
が
主
力
に
な
っ
て
い
る
。
メ
ル
ト
ブ
ロ
ー
ン

は
薄
く
て
通
気
性
が
よ
く
、
静
電
気
で
ト
ラ
ッ
プ
す
る
。
そ
こ
に
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
と
し
て
抗
菌
防
カ
ビ
な
ど
の
機
能
を
、

独
自
加
工
で
ケ
ミ
カ
ル
ボ
ン
ド
側
に
付
加
、
さ
ら
に
消
臭
な
ど
の
後
加
工
で
仕
上
げ
て
い
る
。
た
と
え
ば
Ｈ
Ｅ
Ｐ
Ａ
フ
ィ

ル
タ
な
ど
は
〇
・
三
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
タ
ー
︵
㎛
︶
の
粒
子
を
九
九
・
九
七
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
捕
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

加
湿
器
用
の
フ
ィ
ル
タ
は
、
主
と
し
て
ス
パ
ン
レ
ー
ス
に
浸
水
加
工
、
抗
菌
加
工
、
防
カ
ビ
加
工
を
ほ
ど
こ
し
、
さ
ら

に
品
種
に
よ
っ
て
は
強
度
付
加
や
難
燃
加
工
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

●
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
用
蒸
散
板
ユ
ニ
ッ
ト
の
開
発

　

家
電
用
の
加
湿
フ
ィ
ル
タ
の
う
ち
不
織
布
タ
イ
プ
に
お
い
て
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
製
品
群
は
業
界
で
も
高
い
シ
ェ
ア
を
誇

る
が
、
そ
の
技
術
を
発
展
さ
せ
て
開
発
し
た
の
が
、﹁
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
用
蒸
散
板
ユ
ニ
ッ
ト
﹂
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
商
業
店
舗
な
ど
に
配
さ
れ
る
冷
凍
・
冷
蔵
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
使
用

空気清浄機用フィルタ
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す
る
フ
ィ
ル
タ
で
あ
る
。

　

冷
蔵
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
は
発
生
す
る
ド
レ
ン
を
通
常
ホ
ー
ス
で
排
水
し
て
い
る
。
店
舗
の
構
造
上
、
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
が
壁

に
面
し
て
い
る
と
き
は
ホ
ー
ス
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
は
壁
面
か
ら
は
な
し
て
設
置
す
る
ア
イ

ラ
ン
ド
型
の
も
の
も
あ
る
。
こ
の
場
合
は
ド
レ
ン
排
水
管
を
装
塡
で
き
な
い
の
で
、
ド
レ
ン
を
ひ
と
た
び
保
水
性
の
あ
る

吸
水
蒸
散
板
な
る
も
の
に
吸
収
し
、
風
を
当
て
て
蒸
発
さ
せ
る
し
か
け
に
な
っ
て
い
る
。

　

吸
水
蒸
散
板
に
は
主
と
し
て
紙
製
の
フ
ィ
ル
タ
が
つ
か
わ
れ
て
き
た
。
紙
で
あ
る
が
ゆ
え
に
ぬ
れ
る
と
ユ
ニ
ッ
ト
の
形

状
が
保
て
な
く
な
り
、
吸
水
性
も
低
下
す
る
。
カ
ビ
が
発
生
す
る
な
ど
衛
生
面
で
も
問
題
が
あ
る
う
え
に
、
何
よ
り
も
性

能
も
落
ち
て
ド
レ
ン
を
蒸
散
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
洗
濯
機
で
洗
浄
す
る
こ
と
な
ど
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
っ
た
。

洗
浄
し
て
性
能
を
保
つ
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
う
え
で
の
欠
点
が
あ
っ
た
。

　

二
〇
一
六
年
︵
平
成
二
八
︶
に
完
成
さ
せ
た
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
﹁
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
用
蒸
散
板
ユ
ニ
ッ
ト
﹂
は
、
従
来
の
フ

ィ
ル
タ
の
か
か
え
る
吸
水
性
、
耐
久
性
、
衛
生
面
で
の
問
題
点
を
す
べ
て
解
決
し
て
し
ま
っ
た
。

　

同
製
品
は
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
長
繊
維
の
ス
パ
ン
ボ
ン
ド
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。
蒸
散
材
ゆ
え
に
あ
え
て
水
と
親
和
性

の
低
い
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
を
つ
か
い
、
そ
の
う
え
で
不
織
布
の
表
面
に
吸
水
性
を
あ
げ
る
親
水
性
樹
脂
、
防
カ
ビ
剤
、
抗
菌

剤
な
ど
を
塗
工
し
て
い
る
。
さ
ら
に
水
に
ぬ
れ
た
と
き
の
型
く
ず
れ
防
止
の
た
め
に
強
度
を
保
つ
加
工
も
ほ
ど
こ
し
て
あ

る
。

　

蒸
散
性
に
す
ぐ
れ
、
不
織
布
ゆ
え
に
持
ち
ま
え
の
毛
細
管
現
象
に
よ
っ
て
吸
水
性
能
に
も
す
ぐ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
独

自
の
設
計
で
う
み
だ
し
た
ユ
ニ
ッ
ト
の
構
造
も
特
許
に
な
っ
て
お
り
、
頑
丈
で
耐
久
性
が
あ
る
。
洗
濯
機
は
も
ち
ろ
ん
バ

ケ
ツ
で
水
洗
い
す
る
こ
と
も
で
き
る
な
ど
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
に
も
す
ぐ
れ
る
と
い
う
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。

　

同
タ
イ
プ
の
加
湿
フ
ィ
ル
タ
は
蒸
散
板
の
ほ
か
、
最
近
で
は
ビ
ル
空
調
の
加
湿
装
置
に
採
用
さ
れ
る
な
ど
、
用
途
は
ひ

ろ
が
り
つ
つ
あ
る
。

●
進
化
す
る
自
動
車
エ
ン
ジ
ン
の
エ
ア
フ
ィ
ル
タ

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
不
織
布
フ
ィ
ル
タ
を
み
わ
た
し
て
、
家
電
用
途
と
な
ら
ぶ
も
う
一
方
の
旗
頭
は
自
動
車
エ
ン
ジ
ン
の
エ

ア
フ
ィ
ル
タ
で
あ
る
。

　

自
動
車
の
エ
ン
ジ
ン
は
外
か
ら
空
気
を
と
り
こ
み
、
空
気
と
ガ
ソ
リ
ン
と
混
ぜ
合
わ
せ
た
﹁
混
合
気
﹂
を
燃
焼
さ
せ
る

こ
と
で
稼
働
し
て
い
る
。
と
り
こ
ん
だ
空
気
に
ゴ
ミ
や
チ
リ
な
ど
が
混
じ
っ
て
い
た
り
、
不
純
物
で
空
気
が
よ
ご
れ
て
い

蒸散フィルタ
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た
ら
ど
う
な
る
か
。
燃
焼
効
率
の
低
下
に
よ
り
加
速
性
能
や
燃
費
レ
ベ
ル
が
低
下
し
て
し
ま
う
。
エ
ン
ジ
ン
が
故
障
す
る

原
因
に
な
る
。
そ
こ
で
登
場
す
る
の
が
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
で
あ
る
。
エ
ン
ジ
ン
が
吸
入
す
る
空
気
に
ふ
く
ま
れ
る
不
純
物
を

と
り
の
ぞ
き
、
空
気
を
き
れ
い
に
し
て
エ
ン
ジ
ン
に
お
く
り
こ
む
。
エ
ン
ジ
ン
フ
ィ
ル
タ
は
そ
う
い
う
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
は
、
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
を
何
層
も
か
さ
ね
、
ス
パ
ン
レ
ー
ス
を
は
さ
ん
だ
多
層
構
造
に

な
っ
て
い
る
。
ス
パ
ン
レ
ー
ス
層
で
初
期
性
能
を
あ
げ
、
ダ
ス
ト
を
と
ら
ま
え
る
。
い
わ
ゆ
る
内
部
濾
過
に
な
っ
て
い
る
。

﹁
Ａ
Ｃ
︱
３
３
０
﹂
と
い
う
品
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
は
、
こ
の
期
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
が
進
み
、
さ
ら

に
高
性
能
を
も
つ
﹁
Ａ
Ｃ
︱
３
７
０
﹂
の
時
代
に
な
っ
て
い
る
。
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
は
エ
ン
ジ
ン
を
ま
も
る
役
割
が
あ
る
。

だ
か
ら
ア
フ
リ
カ
、
イ
ン
ド
、
中
国
の
よ
う
に
砂
塵
地
区
が
あ
る
よ
う
な
地
域
と
、
日
本
の
よ
う
に
平
穏
な
環
境
条
件
の

地
域
と
で
は
、
お
の
ず
と
も
と
め
ら
れ
る
性
能
も
ち
が
っ
て
く
る
。
し
た
が
っ
て
地
域
や
車
種
、
さ
ら
に
メ
ー
カ
ー
ご
と

に
要
求
品
質
を
把
握
し
て
、
ま
さ
に
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
対
応
で
製
品
を
つ
く
り
こ
ん
で
い
る
。

﹁
Ａ
Ｃ
︱
３
７
０
﹂
の
後
継
タ
イ
プ
と
し
て
は
﹁
Ａ
Ｃ
︱
４
０
０
﹂
が
あ
る
。﹁
Ａ
Ｃ
︱
３
７
０
﹂
は
効
率
を
あ
げ
る
た

め
に
オ
イ
ル
を
付
着
さ
せ
て
使
用
し
て
き
た
が
、
新
し
い
﹁
Ａ
Ｃ
︱
４
０
０
﹂
は
オ
イ
ル
を
使
用
し
な
い
タ
イ
プ
で
あ
る
。

現
在
、
開
発
の
最
終
段
階
に
あ
り
、
技
術
的
に
は
完
成
の
見
通
し
が
つ
い
て
い
る
。

●
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
の
天
井
材
を
開
発
す
る

　

自
動
車
に
つ
か
わ
れ
る
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
や
キ
ャ
ビ
ン
フ
ィ
ル
タ
が
機
能
性
の
不
織
布
製
品
な
ら
、
天
井
材
ほ
か
の
内
装

材
は
外
観
を
い
ろ
ど
る
不
織
布
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
が
提
供
す
る
自
動
車
の
内
装
材
の
う
ち
、
お
よ
そ
四
割
が
天
井
材
、
の
こ
り
の
六
割
が
シ
ー
ト
バ
ッ
ク
や

ト
ラ
ン
ク
の
内
張
り
、
ト
ノ
カ
バ
ー
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
が
占
め
て
い
る
。

　

自
動
車
の
内
装
材
は
も
と
も
と
金
属
板
、
樹
脂
成
型
材
、
合
成
樹
脂
な
ど
が
つ
か
わ
れ
て
き
た
が
、
環
境
保
全
や
軽
量

化
と
い
う
時
代
の
風
潮
を
う
け
て
、
不
織
布
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
た
と
え
ば
タ
イ
ヤ
ホ
イ
ー
ル
の
内
側

は
鉄
板
や
樹
脂
板
が
多
か
っ
た
が
、
軽
量
化
と
遮
音
性
と
い
う
観
点
か
ら
成
型
し
た
不
織
布
も
つ
か
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ボ
デ
ィ
の
ア
ン
ダ
ー
も
一
部
の
車
種
で
は
圧
縮
成
型
し
た
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
不
織
布
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
自
動
車
内
装
材
と
し
て
は
、
フ
ロ
ア
シ
ー
ト
材
、
背
面
シ
ー
ト
材
な
ど
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
い
ず

れ
も
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
の
不
織
布
製
品
で
耐
摩
耗
性
、
難
燃
性
な
ど
の
樹
脂
加
工
を
ほ
ど
こ
し
た
プ
レ
ー
ン
な
ニ
ー
ド
ル

エンジンフィルタ
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パ
ン
チ
で
あ
る
。

　

自
動
車
用
の
内
装
材
の
四
割
を
占
め
る
天
井
表
皮
材
も
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
で
あ
る
。
ふ
つ
う
天
井
材
は
シ
ス
テ
ム
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
と
い
わ
れ
る
部
品
供
給
メ
ー
カ
ー
が
成
型
し
て
、
あ
と
は
装
塡
す
れ
ば
い
い
だ
け
と
い
う
よ
う
な
パ
ー
ツ
に
し

て
自
動
車
工
場
に
納
入
す
る
。
ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
素
材
と
し
て
納
入
し
て
い
る
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
製
の
天
井
表
皮
材
が
支
持
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
安
定
し
た
品
質
で
あ
る
。
ム
ラ
な
く
混
綿
す
る
技
術
、

さ
ら
に
厳
重
な
検
品
体
制
に
よ
っ
て
厚
い
信
頼
を
よ
せ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
も
う
ひ
と
つ
、
シ
ス
テ
ム
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

の
要
求
品
質
に
応
じ
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る
対
応
力
で
あ
る
。
き
め
細
か
い
モ
ノ
づ
く
り
を
し
て
い
る
た
め
に
コ
ス
ト
競

争
力
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
が
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
性
の
高
さ
で
独
自
の
存
在
感
を
放
っ
て
い
る
。

　
﹁
ラ
イ
フ
ト
ー
ン
︵Lifetone

︶﹂
は
、
二
〇
一
三
年
︵
平
成
二
五
︶、
市
場
に
投
入
し
た
天
井
表
皮
材
の
新
製
品
で
あ

る
。
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
不
織
布
ベ
ー
ス
に
、
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
で
織
物
の
外
観
を
は
じ
め
、
自
由
に
デ
ザ
イ
ン
表
現
で
き

る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。

　

市
場
に
は
ロ
ー
タ
リ
ー
ス
ク
リ
ー
ン
で
プ
リ
ン
ト
し
た
タ
イ
プ
が
出
回
っ
て
い
る
が
、
同
シ
ス
テ
ム
は
メ
ッ
シ
ュ
な
の

で
印
刷
が
鮮
明
に
な
ら
ず
、
美
し
く
て
細
い
ラ
イ
ン
が
表
現
で
き
な
い
。
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
な
ら
ば
フ
ル
カ
ラ
ー
は
も
ち

ろ
ん
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
も
表
現
で
き
る
な
ど
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
プ
リ
ン
ト
タ
イ
プ
が
ふ
え
つ
つ
あ
る
な
か
、
ダ

イ
ニ
ッ
ク
で
は
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
の
表
現
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
拡
販
を
め
ざ
し
て
い
る
。

インクジェットプリント不織布　ライフトーン
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第
三
節  
パ
ッ
ケ
ー
ジ
用
ク
ロ
ス
の
開
発

●
用
途
の
多
様
化
と
ク
ロ
ス

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
設
立
目
的
は
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
の
国
産
化
で
あ
り
、
創
立
以
来
一
〇
〇
年
に
わ
た
り
、
屋
台
骨
を
さ
さ
え

て
き
た
。
だ
が
近
年
に
な
っ
て
、
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
を
と
り
ま
く
環
境
は
お
お
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
る
。

　

ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
、
厳
密
に
い
え
ば
ブ
ッ
ク
バ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ク
ロ
ス
は
書
籍
の
装
幀
材
で
あ
り
、
そ
れ
は
壊
れ
な
い

本
造
り
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
っ
た
。
と
く
に
全
集
、
シ
リ
ー
ズ
も
の
、
百
科
事
典
、
各
種
辞
典
な
ど
ハ
ー
ド
カ

バ
ー
に
よ
る
装
幀
で
、
布
や
ビ
ニ
ル
な
ど
を
ベ
ー
ス
に
し
た
ハ
ー
ド
な
ク
ロ
ス
が
つ
か
わ
れ
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
時
移
り
最
近
で
は
、
そ
れ
ら
重
装
幀
と
い
わ
れ
る
書
籍
は
減
少
一
途
で
あ
り
、
布
タ
イ
プ
を
中
心
と
し
た
伝

統
的
な
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
の
需
要
が
下
降
線
を
描
い
て
い
る
。
い
ま
ま
で
ク
ロ
ス
製
品
の
主
力
を
な
し
て
い
た
布
ク
ロ
ス
が

つ
か
わ
れ
る
の
は
、
た
と
え
ば
記
念
出
版
物
や
辞
典
、
一
部
の
豪
華
本
を
の
こ
す
の
み
と
な
っ
た
。
紙
ク
ロ
ス
に
し
て
も

出
版
ば
な
れ
が
す
す
み
つ
つ
あ
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

ク
ロ
ス
製
品
の
出
版
ば
な
れ
が
す
す
む
な
か
で
、
新
し
い
傾
向
と
し
て
、
書
籍
の
装
幀
で
は
な
く
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
素
材

と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
期
に
な
っ
て
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
文
具
に
使
用
さ

れ
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
ア
ー
ト
ベ
ラ
ム
で
あ
る
。

　

ア
ー
ト
ベ
ラ
ム
は
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
代
︵
昭
和
二
五
～
︶
に
は
、
新
し
い
感
覚

の
装
幀
用
ク
ロ
ス
と
し
て
、
文
学
全
集
を
は
じ
め
、
出
版
各
社
の
大
型
企
画
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
書
籍
装
幀
用

布
ク
ロ
ス
の
基
本
と
な
る
製
品
だ
が
、
二
〇
一
七
年
︵
平
成
二
九
︶
に
な
っ
て
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
使
用
さ

れ
た
。

﹃
ド
ラ
ゴ
ン
ク
エ
ス
ト
﹄
シ
リ
ー
ズ
と
い
え
ば
国
民
的
な
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
用
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
ゲ
ー
ム

で
あ
る
。
二
〇
一
七
年
︵
平
成
二
九
︶
七
月
二
九
日
に
シ
リ
ー
ズ
一
一
番
目
に
な
る
﹃
ド
ラ
ゴ
ン
ク
エ
ス
ト
XI　

過
ぎ
去

り
し
時
を
求
め
て
﹄
が
発
売
さ
れ
た
が
、
同
時
に
﹃
ド
ラ
ゴ
ン
ク
エ
ス
ト
XI　

ダ
ブ
ル
パ
ッ
ク　

勇
者
の
つ
る
ぎ
ボ
ッ
ク

ス
﹄
な
る
バ
ー
ジ
ョ
ン
も
発
売
さ
れ
て
い
る
。



499 第一〇章 ──技術のハイブリッドで　暮らしと文化のすみずみまで

　

こ
れ
は
﹃
ド
ラ
ゴ
ン
ク
エ
ス
ト
XI　

過
ぎ
去
り
し
時
を
求
め
て
﹄
の
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
４
︵PlayStation4

︶
版
、

ニ
ン
テ
ン
ド
ー
３
Ｄ
Ｓ
︵N

intendo3D
S

︶
版
の
ゲ
ー
ム
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
そ
れ
ぞ
れ
特
製
ケ
ー
ス
に
お
さ
め
、
双
方
を

特
殊
印
刷
で
刻
印
さ
れ
た
豪
華
な
﹁
勇
者
の
つ
る
ぎ
﹂
ボ
ッ
ク
ス
に
収
納
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ソ
ニ
ー
・
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
任
天
堂
の
ソ
フ
ト
が
ひ
と
つ
に
同
梱
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意

味
で
、
過
去
に
類
の
な
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
な
っ
た
。

　

金
の
箔
押
し
の
あ
る
特
製
ケ
ー
ス
の
表
紙
材
に
ア
ー
ト
ベ
ラ
ム
Ｖ
Ｃ
︵
１
３
ハ
ン
／
３
７
︶
が
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

特
製
勇
者
の
つ
る
ぎ
ボ
ッ
ク
ス
と
特
製
ケ
ー
ス
は
、
単
な
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
は
な
く
、
ゲ
ー
マ
ー
た
ち
が
室
に
飾
っ
て

眼
で
愉
し
め
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
ふ
く
ら
む
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
特
製
ケ
ー
ス
に
ア
ー
ト
ベ
ラ
ム
が
使
用
さ

れ
た
こ
と
は
、
ク
ロ
ス
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
時
代
の
移
り
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
ひ
と
つ
の
事
件
で
あ
っ
た
。

●
パ
ッ
ケ
ー
ジ
用
「
メ
タ
ド
ゥ
ー
ル
」「
モ
イ
ス
ラ
イ
ク
」「
ス
プ
リ
ン
ク
ル
」
を
発
売

　

ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
の
生
産
販
売
に
あ
た
る
第
一
事
業
部
が
、
こ
の
期
に
な
っ
て
、
積
極
的
に
と
り
あ
げ
た
の
は
パ
ッ
ケ
ー

ジ
素
材
と
し
て
の
市
場
展
開
で
あ
る
。
二
〇
一
七
年
︵
平
成
二
九
︶
九
月
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
用
の
紙
ク
ロ
ス
と
し
て
﹁
メ
タ

ド
ゥ
ー
ル
﹂﹁
モ
イ
ス
ラ
イ
ク
﹂﹁
ス
プ
リ
ン
ク
ル
﹂
の
三
タ
イ
プ
を
発
表
し
、
市
場
に
投
入
し
た
。

﹁
メ
タ
ド
ゥ
ー
ル
﹂
は
薄
手
の
紙
ベ
ー
ス
に
塗
料
を
塗
り
、
エ
ン
ボ
ス
で
仕
上
げ
た
も
の
。
金
属
的
な
色
合
い
と
や
す
り

状
の
エ
ン
ボ
ス
が
、
重
厚
で
落
ち
着
き
の
あ
る
雰
囲
気
と
高
級
感
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
色
数
は
七
色
あ
り
、
そ
れ
ら
は

パ
ー
ル
ホ
ワ
イ
ト
、
サ
フ
ァ
イ
ア
、
パ
ー
ル
ブ
ラ
ッ
ク
、
ブ
ロ
ン
ズ
、
ゴ
ー
ル
ド
、
カ
ッ
パ
ー
、
シ
ル
バ
ー
で
あ
る
。

﹁
モ
イ
ス
ラ
イ
ク
﹂
も
薄
手
の
紙
ベ
ー
ス
に
塗
料
を
塗
り
、
さ
ら
に
樹
脂
加
工
を
ほ
ど
こ
し
た
タ
イ
プ
で
あ
る
。
し
っ
と

り
し
た
う
る
お
い
と
質
感
が
特
徴
で　

瀟
し
ょ
う

洒し
ゃ

な
気
品
に
み
ち
た
紙
ク
ロ
ス
で
あ
る
。
色
数
は
、
白
、
紺
、
黒
、
茶
、
レ
ン

ガ
、
抹
茶
の
六
色
で
あ
る
。

﹁
ス
プ
リ
ン
ク
ル
﹂
は
薄
い
紙
ベ
ー
ス
に
プ
リ
ン
ト
し
て
エ
ン
ボ
ス
、
さ
ら
に
パ
ー
ル
加
工
し
た
も
の
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
三
原
美
奈
子
さ
ん
と
共
同
開
発
し
た
製
品
で
、
た
と
え
ば
ケ
ー
キ
に
ト
ッ
ピ
ン
グ
す
る
ス
プ
リ
ン
ク
ル
シ

ュ
ガ
ー
を
ち
り
ば
め
た
よ
う
な
外
観
を
も
つ
。
鮮
や
か
な
柄
と
色
づ
か
い
に
加
え
て
、
パ
ー
ル
の
よ
う
な
き
ら
め
き
と
、

細
か
い
エ
ン
ボ
ス
に
よ
っ
て
、
ポ
ッ
プ
感
覚
に
あ
ふ
れ
た
ク
ロ
ス
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
色
数
は
シ
ト
ラ
ス
ホ
ワ
イ
ト
、

ア
ー
モ
ン
ド
、
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
、
チ
ェ
リ
ー
、
ピ
ー
チ
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
六
色
で
あ
る
。

　

三
タ
イ
プ
と
も
に
凾
貼
り
な
ど
各
種
パ
ッ
ケ
ー
ジ
だ
け
で
な
く
、
書
籍
の
カ
バ
ー
や
帯
な
ど
に
も
適
し
た
素
材
に
な
っ

メタドゥール、モイスライク、スプリンクルによるパッケージ
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て
い
る
。

●
新
感
覚
の
紙
ク
ロ
ス
「
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
ゴ
ー
ル
ド
」「
タ
ス
ク
レ
ス
」
を
発
売

　

二
〇
一
一
年
︵
平
成
二
三
︶
に
は
﹁
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
ゴ
ー
ル
ド
﹂、
二
〇
一
三
年
︵
平
成
二
五
︶
に
は
﹁
タ
ス
ク
レ
ス
﹂

と
い
う
個
性
派
の
紙
ク
ロ
ス
が
登
場
し
て
い
る
。

﹁
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
ゴ
ー
ル
ド
﹂
は
株
式
会
社
竹
尾
と
の
共
同
開
発
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
同
製
品
は
未
晒
ク
ラ
フ
ト
紙
を

つ
か
っ
た
と
こ
ろ
に
お
お
き
な
特
徴
が
あ
る
。
未
晒
ク
ラ
フ
ト
と
は
ク
ラ
フ
ト
パ
ル
プ
か
ら
つ
く
っ
た
ま
ま
、
何
も
加
工

し
て
い
な
い
茶
色
の
ま
ま
の
も
の
で
、
ど
こ
か
懐
か
し
く
素
朴
な
雰
囲
気
の
あ
る
紙
で
あ
る
。

　

こ
の
未
晒
ク
ラ
フ
ト
の
片
面
に
金
の
パ
ウ
ダ
ー
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
フ
ァ
イ
ン
ペ
ー
パ
ー
、
そ
れ
が
﹁
ヴ
ィ
ン
テ
ー

ジ
ゴ
ー
ル
ド
﹂
で
あ
る
。

　

独
特
の
魅
力
と
雰
囲
気
を
も
つ
ク
ラ
フ
ト
紙
、
ラ
フ
な
質
感
を
も
つ
が
ゆ
え
に
表
面
は
ざ
ら
り
と
し
て
い
る
が
、
あ
え

て
そ
ん
な
個
性
を
活
か
し
、
金
の
パ
ウ
ダ
ー
も
渋
み
の
あ
る
色
合
い
を
実
現
、
未
晒
ク
ラ
フ
ト
紙
の
も
つ
質
感
を
さ
ら
に

際
立
た
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
書
籍
装
幀
、
ダ
イ
ア
リ
ー
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
さ
ら
に
Ｄ
Ｍ
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
、
ラ
ベ
ル
な
ど
と

幅
ひ
ろ
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。

﹁
タ
ス
ク
レ
ス
﹂︵T

ass Cress

︶
は
書
籍
装
幀
用
の
紙
ク
ロ
ス
で
あ
る
。
布
目
の
素
朴
な
質
感
、
手
触
り
を
も
ち
、
温

か
み
の
あ
る
深
い
色
調
と
の
コ
ラ
ボ
で
紙
ク
ロ
ス
ら
し
か
ら
ぬ
雰
囲
気
を
も
つ
。
色
数
は
八
色
で
ホ
ワ
イ
ト
、
グ
レ
イ
、

ク
リ
ー
ム
、
ブ
ラ
ウ
ン
、
ダ
ー
ク
ブ
ラ
ウ
ン
、
ダ
ー
ク
レ
ッ
ド
、
ダ
ー
ク
ブ
ル
ー
、
ブ
ラ
ッ
ク
で
あ
る
。
ホ
ワ
イ
ト
の
み

坪
量
が
一
二
五
グ
ラ
ム
で
、
そ
れ
以
外
は
一
一
五
グ
ラ
ム
、
規
格
は
四
六
判
横
目
と
な
っ
て
い
る
。

　

用
途
は
上
製
本
の
装
幀
、
函
貼
、
ノ
ー
ト
の
表
紙
な
ど
の
文
具
紙
工
品
、
各
種
フ
ァ
ン
シ
ー
製
品
の
ほ
か
、
幅
ひ
ろ
く

使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

製
品
名
﹁
タ
ス
ク
レ
ス
﹂
は
合
成
語
で
あ
る
。
タ
ス
は
﹁
足
す
﹂、
つ
ま
り
プ
ラ
ス
の
意
味
、
ク
レ
ス
の
ク
レ
は
ス
ペ

イ
ン
語
で
﹁crear

﹂︵
ク
レ
ア
ー
ル
＝
創
造
す
る
︶
か
ら
と
り
、
ス
は
﹁
ス
ノ
ー
﹂
か
ら
と
っ
た
と
い
う
。

﹁
ダ
イ
ヤ
ス
カ
ー
フ
﹂
は
新
製
品
で
は
な
い
が
、
同
じ
二
〇
一
三
年
︵
平
成
二
五
︶
に
新
色
を
追
加
し
た
。
ダ
イ
ア
リ
ー
、

バ
イ
ン
ダ
ー
用
の
同
製
品
は
一
九
五
四
年
︵
昭
和
二
九
︶
に
開
発
し
た
含
浸
タ
イ
プ
の
紙
ク
ロ
ス
で
あ
る
。
一
見
し
た
と

こ
ろ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
素
材
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
紙
ベ
ー
ス
の
製
品
で
あ
る
。
特
別
に
設
計
し
た
紙
に
樹
脂
を
し
み
こ

ま
せ
て
い
る
。
し
な
や
か
で
あ
り
な
が
ら
二
つ
折
り
し
て
も
ひ
び
割
れ
し
な
い
。
使
用
す
る
ほ
ど
に
手
に
な
じ
む
。
お
よ

タスクレス見本帳
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そ
六
〇
年
に
わ
た
っ
て
、
ユ
ー
ザ
ー
に
支
持
さ
れ
て
生
き
の
び
て
き
た
。
そ
れ
に
新
し
く
一
二
色
を
加
え
、
鮮
や
か
な
色

か
ら
落
ち
着
い
た
色
ま
で
四
九
色
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
が
と
と
の
っ
た
の
で
あ
る
。

　

二
〇
一
三
年
︵
平
成
二
五
︶
に
は
、
こ
の
ほ
か
新
製
品
と
し
て
﹁
Ｖ
Ｐ
Ｇ
Ｊ
﹂
も
投
入
し
た
。
装
幀
用
ク
ロ
ス
だ
が
、

パ
ー
ル
加
工
を
ほ
ど
こ
し
た
ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
で
あ
る
。

●
出
版
向
け
ク
ロ
ス
は
布
・
紙
と
も
に
適
材
適
所

　

近
年
、
全
集
や
百
科
事
典
な
ど
の
大
型
出
版
は
衰
退
し
、
重
装
幀
用
の
布
タ
イ
プ
の
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
の
需
要
は
減
退
一

途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
な
か
で
も
記
念
出
版
を
は
じ
め
ト
ピ
ッ
ク
を
な
す
出
版
が
あ
り
、
い
く
つ
か
の
企
画
に
ダ

イ
ニ
ッ
ク
の
ク
ロ
ス
が
使
用
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
小
学
館
の
﹃
日
本
美
術
全
集
﹄、
東
京
書
籍
の
﹃
昭
和
天
皇
実
録
﹄︵
宮

内
庁
編
修
︶、
岩
波
書
店
の
﹃
定
本 

漱
石
全
集
﹄﹃
広
辞
苑　

第
七
版
﹄︵
＝
第
五
章
で
細
説
︶
な
ど
で
あ
る
。

﹃
日
本
美
術
全
集
﹄
は
小
学
館
創
業
九
〇
周
年
の
記
念
企
画
で
、
写
真
や
図
版
を
多
数
収
録
す
る
大
判
の
美
術
全
集
で
あ

る
。
本
格
的
な
日
本
美
術
全
集
は
一
九
九
〇
年
代
︵
平
成
二
～
︶
の
講
談
社
版
以
来
、
お
よ
そ
二
〇
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ

る
。
出
版
不
況
が
さ
さ
や
か
れ
る
な
か
で
の
大
型
企
画
は
業
界
の
注
目
を
あ
つ
め
た
。

　

本
全
集
は
、
美
術
史
界
の
泰た

い

斗と

、
辻
惟
雄
東
京
大
学
名
誉
教
授
の
ほ
か
、
山
下
裕
二
明
治
学
院
大
学
教
授
、
泉
武
夫
東

北
大
学
大
学
院
教
授
、
板
倉
聖
哲
東
京
大
学
教
授
が
編
集
委
員
を
つ
と
め
た
。
各
巻
ご
と
に
そ
の
分
野
に
長
け
た
研
究
者

が
配
置
さ
れ
、
最
新
の
美
術
史
の
研
究
成
果
を
も
り
こ
み
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
視
点
か
ら
作
品
の
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る

う
え
に
、
斬
新
な
図
版
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
二
一
世
紀
の
新
た
な
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
日
本
美
術
全
集
と
な
っ
た
。
た
と

え
ば
﹁
東
ア
ジ
ア
の
な
か
の
日
本
美
術
﹂︵
第
六
巻
︶、﹁
若
冲
・
応
挙
、
み
や
こ
の
奇
想
﹂︵
第
一
四
巻
︶、﹁
激
動
期
の
美

術
﹂︵
第
一
六
巻
︶、﹁
戦
争
と
美
術
﹂︵
第
一
八
巻
︶
な
ど
の
切
り
口
は
新
鮮
で
あ
る
。

　

刊
行
は
二
〇
一
二
年
︵
平
成
二
四
︶
一
二
月
の
﹁
法
隆
寺
と
奈
良
の
寺
院
﹂
か
ら
は
じ
ま
り
、
二
〇
一
六
年
︵
平
成
二

八
︶
二
月
の
﹁
日
本
美
術
の
現
在
・
未
来
︵
一
九
九
六
～
現
在
︶﹂
ま
で
、
隔
月
刊
で
全
二
〇
巻
、
実
に
三
年
三
か
月
が

か
り
で
完
結
し
て
い
る
。
各
巻
の
判
型
は
Ｂ
４
判
、
お
お
む
ね
三
〇
〇
ペ
ー
ジ
前
後
で
あ
る
。

　

新
時
代
の
﹃
日
本
美
術
全
集
﹄
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
が
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
染
布
タ
イ
プ
の
装
幀
用
ク
ロ
ス
で
あ
る
。

同
製
品
は
伝
統
色
に
よ
っ
て
構
成
、
温
か
み
の
あ
る
外
観
、
さ
ら
に
高
級
感
を
あ
わ
せ
も
っ
て
い
る
。
布
目
の
美
し
さ
や
、

落
ち
着
い
て
深
み
の
あ
る
質
感
が
美
術
全
集
の
内
容
に
ふ
さ
わ
し
い
と
評
価
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

納
入
に
あ
た
っ
て
は
埼
玉
・
滋
賀
の
両
工
場
で
、
あ
ら
た
め
て
耐
光
性
の
テ
ス
ト
を
お
こ
な
い
、
全
集
の
表
紙
と
し
て

小学館の『日本美術全集』
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最
適
な
物
性
を
つ
く
り
こ
ん
だ
。

　

東
京
書
籍
か
ら
は
﹃
昭
和
天
皇
実
録
﹄︵
全
一
九
冊
︶
が
刊
行
さ
れ
た
。︵
二
〇
一
五
年
三
月
～
二
〇
一
九
年
三
月
︶。

﹃
昭
和
天
皇
実
録
﹄
と
は
昭
和
天
皇
︵
一
九
〇
一
～
一
九
八
九
︶
の
八
七
年
余
の
生
涯
の
記
録
で
あ
る
。
ご
誕
生
か
ら
崩

御
ま
で
の
毎
日
の
ご
動
静
、
ご
事
跡
が
正
確
な
時
系
列
に
よ
っ
た
日
記
形
式
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
天
皇
の
ご
一
身

に
関
す
る
事
柄
と
と
も
に
、
皇
室
全
般
あ
る
い
は
政
治
、
社
会
、
外
交
な
ど
に
つ
い
て
も
詳
細
な
記
述
が
つ
ら
ね
ら
れ
、

激
動
の
昭
和
史
の
す
べ
て
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

昭
和
天
皇
崩
御
の
後
、
一
九
九
〇
年
︵
平
成
二
︶
四
月
よ
り
宮
内
庁
書
陵
部
編
修
課
に
て
﹃
昭
和
天
皇
実
録
﹄
の
編
修

事
業
が
開
始
さ
れ
、
実
に
二
四
年
間
の
歳
月
を
へ
て
、
二
〇
一
四
年
︵
平
成
二
六
︶
八
月
二
一
日
に
﹃
昭
和
天
皇
実
録
﹄

の
原
本
︵
全
六
一
巻
、
一
万
二
〇
〇
〇
ペ
ー
ジ
︶
が
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
﹁
奉
呈
本
﹂
と
よ
ば
れ

る
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
ひ
ろ
く
研
究
者
や
一
般
読
者
向
け
の
公
刊
に
着
手
す
る
た
め
に
、﹁
公
刊
本
﹂
の
出
版
業
者

を
入
札
で
選
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
一
か
月
後
、﹃
昭
和
天
皇
実
録
﹄
公
刊
本
は
東
京
書
籍
が
出
版
す
る
こ
と

に
決
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

同
書
の
全
巻
の
表
紙
に
つ
か
わ
れ
た
の
が
布
ク
ロ
ス
﹁
バ
ク
ラ
ム
Ｓ
Ｋ
﹂
で
あ
る
。
歴
史
的
な
出
版
事
業
に
ふ
さ
わ
し

い
装
幀
材
と
し
て
、
布
ク
ロ
ス
の
な
か
で
も
最
も
伝
統
的
で
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
バ
ク
ラ
ム
が
え
ら
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

　

岩
波
書
店
刊
行
の
﹃
定
本 

漱
石
全
集
﹄
は
夏
目
漱
石
全
集
の
決
定
版
と
さ
れ
て
い
る
。

　

書
籍
販
売
の
う
え
か
ら
み
た
日
本
文
学
の
ツ
ー
ト
ッ
プ
の
ひ
と
り
、
夏
目
漱
石
の
最
初
の
全
集
は
一
九
一
七
年
︵
大
正

六
︶
刊
行
で
あ
る
。
個
人
全
集
の
先
駆
を
な
す
も
の
で
、
岩
波
書
店
は
過
去
八
回
、
漱
石
全
集
を
出
版
し
て
お
り
、
同
社

の
経
営
の
柱
を
な
し
て
き
た
。
最
近
で
は
一
九
九
三
年
︵
平
成
五
︶
か
ら
刊
行
し
た
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
自
筆
原
稿
を
底
本
に

し
て
い
る
こ
と
で
話
題
に
な
っ
た
。

　

二
〇
一
六
年
︵
平
成
二
八
︶
一
二
月
九
日
は
夏
目
漱
石
︵
一
八
六
七
～
一
九
一
六
︶
の
没
後
一
〇
〇
年
、
そ
し
て
二
〇

一
七
年
︵
平
成
二
九
︶
二
月
九
日
は
生
誕
一
五
〇
年
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
岩
波
書
店
は
二
〇
一
六
年
︵
平
成
二
八
︶
一
二

月
九
日
か
ら
﹃
定
本 

漱
石
全
集
﹄︵
全
二
八
巻
＋
別
巻
一
冊
︶
の
刊
行
を
開
始
し
た
。
初
回
配
本
は
﹃
吾
輩
は
猫
で
あ

る
﹄
で
あ
っ
た
。
毎
月
一
冊
ず
つ
刊
行
し
、
第
三
巻
は
漱
石
一
五
〇
回
目
の
誕
生
日
に
店
頭
に
な
ら
ん
だ
の
で
あ
る
。

﹃
定
本 

漱
石
全
集
﹄
は
、
前
回
二
〇
〇
二
年
︵
平
成
一
四
︶
の
全
集
刊
行
後
に
み
つ
か
っ
た
新
資
料
を
加
え
る
な
ど
増

補
し
た
も
の
で
、﹁
定
本
﹂
と
銘
打
っ
た
の
で
あ
る
。

　

装
幀
は
オ
レ
ン
ジ
色
を
背
景
に
し
て
、
い
つ
も
な
が
ら
全
面
に
漢
字
を
模
様
の
よ
う
に
あ
し
ら
っ
た
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。

表
紙
の
装
幀
ク
ロ
ス
に
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
ク
ロ
ス
が
つ
か
わ
れ
た
が
、
意
外
に
も
布
ク
ロ
ス
で
は
な
く
、
新
製
品
の
﹁
タ

岩波書店の『定本 漱石全集』 東京書籍の『昭和天皇実録』
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ス
ク
レ
ス
﹂
と
い
う
白
い
地
色
の
紙
ク
ロ
ス
だ
っ
た
。
紙
ク
ロ
ス
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
文
豪
の
個
人
全
集
に
い
く
ぶ
ん

カ
ジ
ュ
ア
ル
感
が
出
た
よ
う
で
あ
る
。

　

全
集
で
は
な
く
、
単
行
本
の
ト
ピ
ッ
ク
を
あ
げ
れ
ば
、
二
〇
一
〇
年
︵
平
成
二
二
︶
一
〇
月
、
講
談
社
か
ら
刊
行
さ
れ

た
村
上
龍
著
﹃
歌
う
ク
ジ
ラ
﹄︵
上
・
下
︶
で
あ
る
。
同
書
の
表
紙
カ
バ
ー
に
フ
ィ
ル
ム
素
材
の
﹁
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ａ
﹂
が

つ
か
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

﹃
歌
う
ク
ジ
ラ
﹄
は
、
二
二
世
紀
初
頭
、
つ
ま
り
一
〇
〇
年
後
の
世
界
を
描
い
た
村
上
龍
の
未
来
小
説
で
あ
る
。
二
〇
〇

六
年
︵
平
成
一
八
︶
か
ら
二
〇
一
〇
年
︵
平
成
二
二
︶
に
か
け
て
文
芸
雑
誌
﹃
群
像
﹄
に
連
載
さ
れ
た
も
の
で
、
同
年
第

五
二
回
毎
日
芸
術
賞
を
う
け
て
い
る
。
単
行
本
と
並
行
し
て
電
子
書
籍
化
さ
れ
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
版
が
刊
行
さ
れ
て
話
題
に
な

っ
た
。

　

同
書
の
カ
バ
ー
に
使
用
さ
れ
た
の
が
﹁
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ａ 

Ｏ
Ｆ
Ｔ 

・
Ｎ
100
﹂
で
あ
る
。
透
明
な
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ａ
の
特
徴

が
フ
ル
に
活
か
さ
れ
、
表
紙
の
図
柄
と
カ
バ
ー
と
が
一
体
化
し
て
、
ひ
と
つ
の
世
界
を
な
す
と
い
う
デ
ザ
イ
ン
構
成
に
な

っ
て
い
る
。
装
幀
は
鈴
木
成
一
氏
の
手
に
な
る
。

　

Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ａ
は
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
の
で
き
る
フ
ィ
ル
ム
だ
が
、
も
と
も
と
は
装
幀
材
料
で
は
な
い
。
そ
れ
ま
で
は
帯

に
つ
か
わ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
カ
バ
ー
に
使
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
製
品
の
特
徴
を

デ
ザ
イ
ン
に
活
か
し
て
書
籍
の
カ
バ
ー
に
つ
か
わ
れ
た
。
そ
れ
は
装
幀
の
素
材
メ
ー
カ
ー
と
し
て
ち
ょ
っ
と
し
た
衝
撃
だ

っ
た
。

村上龍の『歌うクジラ』（講談社）
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第
四
節  
脱
量
産
品
で
活
路
を
ひ
ら
く
ビ
ニ
ル
製
品

●
除
染
コ
ン
テ
ナ
用
タ
ー
ポ
リ
ン
の
提
供

　

ビ
ニ
ル
製
品
に
お
け
る
こ
の
期
の
ト
ピ
ッ
ク
の
ひ
と
つ
に
除
染
コ
ン
テ
ナ
用
タ
ー
ポ
リ
ン
の
開
発
が
あ
る
。
フ
レ
キ
シ

ブ
ル
コ
ン
テ
ナ
に
つ
か
う
タ
ー
ポ
リ
ン
は
近
年
、
多
目
的
化
が
す
す
ん
で
い
た
が
、
そ
ん
な
な
か
で
に
わ
か
に
、
社
会
貢

献
と
い
う
背
景
も
あ
っ
て
同
製
品
の
開
発
に
と
り
く
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

二
〇
一
一
年
︵
平
成
二
三
︶
三
月
一
一
日
の
東
日
本
大
震
災
に
と
も
な
う
東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ

り
、
人
体
に
有
害
な
放
射
性
物
質
が
居
住
地
域
に
ま
で
飛
散
す
る
と
い
う
事
態
が
発
生
し
た
。
広
大
な
地
域
で
除
染
が
必

要
と
な
り
、
放
射
性
物
質
に
ま
み
れ
た
大
量
の
土
壌
や
廃
棄
物
の
処
遇
が
お
お
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
た
。
除
染
用
の
容

器
と
し
て
丈
夫
な
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
コ
ン
テ
ナ
が
つ
か
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
コ
ン
テ
ナ
は
も
と
も
と
粉
粒
体
の
輸
送
や
保
管
に
使
う
容
器
で
あ
る
が
、
除
染
を
目
的
に
し
た
フ
レ
コ

ン
が
生
産
で
き
な
い
も
の
か
。
日
本
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
コ
ン
テ
ナ
協
会
︵
Ｊ
Ｆ
Ｃ
︶
は
環
境
省
か
ら
、
そ
ん
な
依
頼
を
う
け

て
、
環
境
省
の
﹁
除
染
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂
に
そ
っ
て
、
除
染
を
目
的
と
し
た
﹁
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
コ
ン
テ
ナ
標
準
仕

様
﹂
を
作
成
し
た
の
で
あ
る
。

　

除
染
用
フ
レ
コ
ン
は
放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
土
壌
を
収
納
し
、
仮
保
管
場
所
へ
の
運
搬
と
お
よ
そ
三
年
の
仮
保
管

の
の
ち
に
中
間
貯
蔵
施
設
へ
運
搬
す
る
。
そ
の
た
め
の
容
器
と
し
て
使
用
に
耐
え
う
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

う
い
う
条
件
の
も
と
に
、
品
質
、
性
能
ほ
か
の
標
準
仕
様
を
ま
と
め
た
の
で
あ
る
。
工
業
会
の
会
員
企
業
が
こ
の
﹁
標
準

仕
様
﹂
に
も
と
づ
い
て
製
造
し
た
と
き
は
、
工
業
会
に
登
録
し
﹁
Ｊ
Ｆ
Ｃ
品
質
保
証
ラ
ベ
ル
﹂
が
付
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

除
染
用
フ
レ
コ
ン
は
と
く
に
高
耐
候
性
が
も
と
め
ら
れ
、
耐
水
性
、
安
全
性
へ
の
配
慮
も
必
要
で
あ
っ
た
。
形
状
の
う

え
で
の
ち
が
い
を
あ
げ
れ
ば
、
普
通
の
フ
レ
コ
ン
の
場
合
、
注
入
口
と
排
出
口
と
が
あ
る
が
、
除
染
用
は
用
途
目
的
か
ら

注
入
口
ひ
と
つ
し
か
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
で
は
耐
久
性
の
あ
る
フ
レ
コ
ン
用
タ
ー
ポ
リ
ン
と
し
て
Ｅ
Ｖ
Ａ
樹
脂
に
よ
る
新
製
品
を
開
発
し
た
。
従
来

の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
コ
ン
テ
ナ
の
要
求
品
質
に
加
え
、
除
染
作
業
に
よ
る
汚
染
土
壌
を
安
全
に
一
時
保
管
す
る
た
め
の
耐
候

性
能
、
防
水
性
能
な
ど
を
ク
リ
ア
し
た
新
規
開
発
製
品
で
あ
る
。
素
材
メ
ー
カ
ー
の
立
場
か
ら
東
北
の
震
災
復
興
に
貢
献

フレキシブルコンテナ
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し
よ
う
と
い
う
思
い
か
ら
、
と
く
に
品
質
に
は
自
信
を
も
っ
て
お
く
り
だ
し
た
の
で
あ
る
。

●
風
管
用
シ
ー
ト
の
新
タ
イ
プ
を
開
発
す
る

　

除
染
フ
レ
コ
ン
用
タ
ー
ポ
リ
ン
と
な
ら
ん
で
、
ビ
ニ
ル
製
品
の
も
う
ひ
と
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
は
、
北
海
道
新
幹
線
の
工
事

に
風
管
シ
ー
ト
用
タ
ー
ポ
リ
ン
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

風
管
と
は
空
気
を
大
量
に
、
あ
る
い
は
集
中
的
に
、
必
要
と
す
る
場
所
へ
お
く
る
た
め
の
専
用
送
気
管
で
あ
る
。
エ

ア
・
パ
イ
プ
と
も
い
わ
れ
、
鉱
山
で
は
マ
イ
ン
・
チ
ュ
ー
ブ
と
よ
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
ト
ン
ネ
ル
や
シ
ー
ル
ド
、
建
築
工
事

の
地
下
な
ど
の
工
事
で
は
、
送
風
機
を
つ
か
っ
た
換
気
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
な
る
。
ト
ン
ネ
ル
工
事
な
ど
で
は

換
気
フ
ァ
ン
に
蛇
腹
状
に
な
っ
た
ビ
ニ
ル
風
管
を
い
く
つ
も
接
続
し
て
換
気
す
る
の
で
あ
る
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
風
管
用
シ
ー
ト
の
直
径
は
、
こ
れ
ま
で
最
大
幅
一
六
一
五
ミ
リ
だ
っ
た
が
、
近
年
で
は
空
気
の
供
給
量

を
ふ
や
す
た
め
に
直
径
を
お
お
き
く
す
る
傾
向
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
二
〇
一
五
年
︵
平
成
二
七
︶、
直
径
を
三
〇
五

ミ
リ
ひ
ろ
げ
、
一
九
二
〇
ミ
リ
幅
の
風
管
用
シ
ー
ト
を
開
発
し
た
。

　

新
し
い
風
管
用
シ
ー
ト
は
北
海
道
新
幹
線
の
延
長
工
事
︵
函
館
～
札
幌
︶
に
使
用
さ
れ
、
さ
ら
に
リ
ニ
ア
、
外
環
な
ど

の
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。

●
機
能
性
フ
レ
コ
ン　

エ
ン
ボ
ス
タ
ー
ポ
リ
ン
の
開
発

　

除
染
用
フ
レ
コ
ン
の
タ
ー
ポ
リ
ン
の
ほ
か
に
は
、
機
能
性
に
富
ん
だ
タ
ー
ポ
リ
ン
を
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
ピ
ン
ポ
イ

ン
ト
対
応
で
製
品
を
つ
く
り
こ
ん
で
い
る
。

　

た
と
え
ば
粉
塵
爆
発
の
お
そ
れ
の
あ
る
静
電
気
の
帯
電
を
防
止
す
る
帯
電
防
止
フ
レ
コ
ン
用
、
内
容
物
が
高
温
で
も
耐

え
ら
れ
る
耐
熱
フ
レ
コ
ン
用
、
塩
を
収
納
し
た
と
き
に
泡
が
発
生
し
な
い
塩
用
フ
レ
コ
ン
、
豚
由
来
の
原
料
を
使
用
し
な

い
ハ
ラ
ル
対
応
フ
レ
コ
ン
用
な
ど
、
お
よ
そ
一
〇
種
類
を
超
え
る
製
品
が
あ
る
。
用
途
に
応
じ
て
多
種
多
様
の
機
能
的
な

タ
ー
ポ
リ
ン
を
開
発
し
て
、
フ
レ
コ
ン
の
素
材
と
し
て
提
供
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
か
に
は
通
気
性
を
な
く
す
た
め
に

フ
ィ
ル
ム
を
は
さ
ん
だ
製
品
も
あ
る
が
、
独
自
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
で
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応
し
て
い
る
。
一
部
に

お
い
て
塩
ビ
の
タ
イ
プ
も
あ
る
が
、
食
品
用
の
タ
イ
プ
が
ふ
え
て
い
る
の
で
、
最
近
で
は
ほ
と
ん
ど
が
Ｅ
Ｖ
Ａ
樹
脂
を
使

用
し
て
い
る
。

風管（風管シート用ターポリン）
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ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
タ
ー
ポ
リ
ン
の
生
産
は
カ
レ
ン
ダ
ー
方
式
な
の
で
小
ロ
ッ
ト
で
も
対
応
で
き
る
。
小
ロ
ッ
ト
、
多
品
種
、

豊
富
な
カ
ラ
ー
展
開
が
売
り
物
に
な
っ
て
い
る
。
カ
レ
ン
ダ
ー
加
工
は
ラ
ミ
ネ
ー
ト
よ
り
も
強
度
が
あ
る
と
い
う
の
も
利

点
に
な
っ
て
い
る
。

　

タ
ー
ポ
リ
ン
の
新
し
い
製
品
展
開
と
し
て
エ
ン
ボ
ス
タ
ー
ポ
リ
ン
が
あ
る
。

　

素
材
と
し
て
の
タ
ー
ポ
リ
ン
に
エ
ン
ボ
ス
加
工
し
た
も
の
で
、
特
殊
な
さ
ま
ざ
ま
な
加
工
技
術
を
も
っ
て
い
る
、
い
か

に
も
ダ
イ
ニ
ッ
ク
ら
し
い
製
品
で
あ
る
。
無
地
の
タ
ー
ポ
リ
ン
に
壁
紙
や
ク
ロ
ス
の
生
産
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
そ
う
と
い
う

試
み
で
あ
る
。
最
初
の
提
案
製
品
と
し
て
投
入
し
た
の
は
鞄
素
材
で
あ
る
。
迷
彩
柄
の
エ
ン
ボ
ス
タ
イ
プ
を
鞄
の
素
材
と

し
て
発
売
し
た
。

　

ほ
か
に
、
こ
の
期
の
新
製
品
と
し
て
は
﹁
厚
手
タ
ー
ポ
リ
ン
﹂
が
あ
る
。
主
な
用
途
は
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
な
ど
の
油
圧
ホ

ー
ス
の
油
落
ち
を
防
止
す
る
ホ
ー
ス
カ
バ
ー
で
、
さ
ら
に
ダ
ン
プ
の
荷
台
シ
ー
ト
、
荷
台
の
サ
イ
ド
用
シ
ー
ト
、
軽
ト
ラ

ッ
ク
の
幌
な
ど
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。

●
ロ
ー
タ
リ
ー
・
タ
イ
プ
で
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
…
…
壁
紙

　

壁
紙
は
プ
リ
ン
ト
エ
ン
ボ
ス
・
タ
イ
プ
の
量
産
品
が
主
流
だ
が
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
で
は
も
と
も
と
他
社
が
ま
ね
の
で
き
な

い
個
性
派
の
製
品
を
市
場
に
投
入
し
て
き
た
。
た
だ
ベ
ー
ス
に
ビ
ニ
ル
を
塗
っ
て
型
押
し
し
て
プ
リ
ン
ト
す
る
だ
け
で
は

な
い
。
型
を
押
し
た
う
え
で
ロ
ー
タ
リ
ー
加
工
す
る
と
い
う
製
品
も
あ
っ
た
。
ビ
ニ
ル
を
厚
く
塗
っ
て
、
ヤ
ス
リ
の
よ
う

に
削
っ
て
ピ
ー
チ
ス
キ
ン
状
に
し
て
、
さ
ら
に
プ
リ
ン
ト
す
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
も
あ
っ
た
。

　

な
か
で
も
、
ひ
と
こ
ろ
市
場
で
も
話
題
に
な
っ
た
﹁
ふ
り
ま
き
﹂
は
、
独
自
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
で
仕
上
げ
た
デ
ザ

イ
ン
性
豊
か
な
壁
紙
だ
っ
た
。
他
社
で
は
生
産
で
き
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
だ
っ
た
が
、
時
代
と
と
も
に
市
場
性
が
薄
れ

て
し
ま
い
、
か
わ
っ
て
こ
の
期
の
中
心
は
機
能
性
あ
る
壁
紙
製
品
群
に
な
っ
た
。

　

た
と
え
ば
﹁
表
面
強
化
壁
紙
﹂
で
あ
る
。
二
〇
一
五
年
︵
平
成
二
七
︶
に
開
発
し
た
同
製
品
は
表
面
の
汚
れ
を
ふ
き
と

る
こ
と
が
で
き
る
う
え
、
施
工
し
や
す
い
と
い
う
特
長
が
あ
る
。
汚
れ
防
止
の
壁
紙
そ
の
も
の
は
以
前
か
ら
あ
っ
た
。
た

と
え
よ
ご
れ
て
も
、
そ
れ
を
除
去
で
き
る
よ
う
に
表
面
に
エ
バ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
を
貼
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
フ
ィ
ル
ム
が

貼
っ
て
あ
る
が
ゆ
え
に
施
工
が
む
ず
か
し
い
と
い
う
欠
点
が
あ
っ
た
。
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
﹁
表
面
強
化
壁
紙
﹂
は
フ
ィ
ル
ム

を
貼
ら
ず
に
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
り
、
貼
っ
て
あ
る
の
と
同
じ
性
能
を
実
現
し
た
製
品
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
消
臭
剤
を
使
用
し
た
﹁
高
機
能
消
臭
壁
紙
﹂﹁
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
壁
紙
﹂﹁
抗
ウ
イ
ル
ス
壁
紙
﹂﹁
マ
イ
ナ
ス
イ

壁紙（ロータリー・タイプ）©サンゲツ エンボスターポリンを使用した鞄
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オ
ン
壁
紙
﹂
な
ど
を
二
〇
一
六
年
︵
平
成
二
八
︶
か
ら
二
〇
一
七
年
︵
平
成
二
九
︶
に
か
け
て
提
案
し
て
い
る
。

　

最
近
で
は
ロ
ー
タ
リ
ー
・
タ
イ
プ
が
復
活
の
気
配
を
み
せ
て
い
る
。
新
築
着
工
件
数
が
減
少
傾
向
に
な
る
な
か
で
リ
フ

ォ
ー
ム
ユ
ー
ス
が
ふ
え
つ
つ
あ
る
と
い
う
。
リ
フ
ォ
ー
ム
に
は
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
の
製
品
が
も
と
め
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

そ
こ
で
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
得
意
と
す
る
ロ
ー
タ
リ
ー
・
タ
イ
プ
が
市
場
で
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。



508

第
五
節  
機
能
重
視
の
製
品
で
勝
負
す
る

●
芯
地
は
さ
ら
に
海
外
シ
フ
ト
す
す
む

　

接
着
芯
地
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
は
現
在
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
が
海
外
生
産
で
あ
る
。
中
国
の
昆
山
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク

ス
︵
昆
山
司
達
福
紡
織
有
限
公
司
︶、
タ
イ
の
タ
イ
・
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
︵T

H
A

I ST
A

FLEX
 CO

., LT
D

.

︶、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
Ｎ
Ｃ
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
︵N

C ST
A

FLEX
 CO

., PT
E., LT

D
.

＝
二
〇
二
〇
年
一
月
解
散
と
決
ま

る
︶
で
、
国
内
の
滋
賀
工
場
は
、
付
加
価
値
の
あ
る
衿
芯
を
生
産
す
る
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

世
界
の
ア
パ
レ
ル
生
産
は
、
ひ
と
こ
ろ
中
国
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
に
ひ
ろ
が
り
、
現
在
で
は
ベ
ト
ナ
ム
が
急
激
に
台
頭
し
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
ら
ア
ジ
ア
の
ア
パ
レ
ル
生
産
地
を
、
前

述
の
グ
ル
ー
プ
三
社
が
フ
ォ
ロ
ー
す
る
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
。
タ
イ
・
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
が
シ
ャ
ツ
芯
、
Ｎ
Ｃ
ス
テ

ー
フ
レ
ッ
ク
ス
も
シ
ャ
ツ
芯
だ
が
高
級
コ
ッ
ト
ン
の
シ
ャ
ツ
芯
、
昆
山
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
は
重
衣
料
向
け
の
一
般
芯
地

と
、
生
産
ア
イ
テ
ム
の
棲
み
分
け
が
で
き
て
い
る
。

　

日
本
の
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
も
生
産
は
ほ
と
ん
ど
ア
ジ
ア
各
国
の
縫
製
地
に
ゆ
だ
ね
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
中
国
が
そ
の

大
半
を
占
め
て
い
た
が
、
近
年
で
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
が
台
頭
、
脱
中
国
が
す
す
ん
で
い

る
。
表
素
材
、
芯
地
、
ボ
タ
ン
な
ど
の
付
属
品
を
ワ
ン
パ
ッ
ク
に
し
て
コ
ン
テ
ナ
で
こ
れ
ら
海
外
の
縫
製
地
へ
持
ち
こ
み
、

衣
服
と
し
て
完
成
し
た
製
品
を
日
本
に
持
ち
か
え
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

　

第
五
事
業
部
の
衣
料
販
売
部
隊
は
、
海
外
三
工
場
で
生
産
し
た
製
品
を
、
国
内
に
持
ち
こ
ん
で
販
売
し
て
い
る
。
衣
料

の
生
産
は
海
外
だ
が
、
モ
ノ
づ
く
り
の
企
画
は
国
内
で
立
て
る
と
い
う
の
が
日
本
の
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
の
大
勢
に
な
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
中
国
の
昆
山
の
工
場
で
つ
く
っ
た
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
を
日
本
に
と
り
よ
せ
て
、
日
本
の
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ

ー
に
納
入
し
た
も
の
が
、
表
地
や
他
の
付
属
品
と
パ
ッ
ク
さ
れ
て
中
国
に
ま
い
も
ど
り
、
昆
山
の
工
場
に
近
い
縫
製
工
場

に
と
ど
け
ら
れ
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
う
る
。
だ
が
近
年
は
中
国
、
そ
し
て
ベ
ト
ナ
ム
の
縫
製
工
場
は
独
自
に
部
材
を

調
達
で
き
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
う
な
る
と
国
内
の
販
売
部
隊
が
介
在
す
る
余
地
は
な
く
な
る
の
だ
が
、
た
と
え

ば
ス
ー
ツ
な
ど
重
衣
料
は
特
殊
な
部
材
を
い
く
つ
も
使
用
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
日
本
で
パ
ッ
ク
さ
れ

衣料用接着芯地ステーフレックス



509 第一〇章 ──技術のハイブリッドで　暮らしと文化のすみずみまで

る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
だ
が
、
重
衣
料
も
縫
製
す
る
よ
う
に
な
っ
た
急
成
長
の
ベ
ト
ナ
ム
は
、
次
第
に
現
地
調

達
が
ふ
え
て
き
て
い
る
。
ホ
ー
チ
ミ
ン
、
ハ
イ
フ
ォ
ン
を
中
心
に
最
近
で
は
ダ
ナ
ン
に
も
縫
製
工
場
が
出
現
し
た
。
し
た

が
っ
て
ベ
ト
ナ
ム
の
場
合
は
タ
イ
・
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
か
ら
供
給
、
さ
ら
に
上
海
で
パ
ッ
ク
し
て
持
ち
こ
む
ケ
ー
ス
も

あ
る
。
国
内
の
芯
地
部
隊
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
も
っ
ぱ
ら
国
内
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
の
企
画
情
報
を
海
外
の
三
社
に

中
継
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
も
担
い
、
グ
ル
ー
プ
連
携
の
司
令
塔
と
し
て
重
き
を
な
し
つ
つ
あ
る
。

　

数
あ
る
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
芯
地
製
品
の
な
か
で
、
ひ
と
き
わ
存
在
感
を
放
っ
て
い
る
の
は
﹁
衿
芯
﹂
で
あ
る
。
最
近
で
は

中
国
現
地
の
芯
地
メ
ー
カ
ー
の
品
質
も
向
上
し
て
、
フ
ロ
ン
ト
な
ど
に
は
コ
ス
ト
面
か
ら
中
国
製
が
採
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス

が
多
い
。
し
か
し
特
殊
な
表
地
や
リ
ス
ク
の
あ
る
素
材
に
は
、
ま
だ
日
本
製
品
が
つ
か
わ
れ
る
。
そ
の
代
表
的
な
例
が
衿

芯
な
の
で
あ
る
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
接
着
衿
芯
は
衿
の
か
た
ち
が
美
し
く
し
仕
上
が
る
。
保
型
性
、
反
発
性
に
す
ぐ
れ
て
い
る
。
し
わ
の
回

復
が
速
い
な
ど
、
品
質
的
に
高
い
評
価
を
う
け
て
い
る
。
よ
っ
て
メ
ン
ズ
、
レ
デ
ィ
ー
ス
と
も
に
ス
ー
ツ
の
衿
に
は
ダ
イ

ニ
ッ
ク
の
接
着
衿
芯
が
使
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
あ
る
。

　

二
〇
一
〇
年
︵
平
成
二
二
︶
以
降
、
用
途
別
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
し
ぼ
り
こ
ん
だ
新
製
品
が
い
く
つ
か
誕
生
し
た
。

　

た
と
え
ば
ク
ー
ル
ビ
ズ
対
応
の
シ
ャ
ツ
芯
︵
起
毛
タ
イ
プ
︶、
ウ
ォ
ッ
シ
ャ
ブ
ル
タ
イ
プ
の
ベ
ル
ト
芯
が
そ
れ
で
あ
る
。

ク
ー
ル
ビ
ズ
の
導
入
に
よ
っ
て
重
衣
料
が
減
少
し
て
、
に
わ
か
に
シ
ャ
ツ
芯
や
ベ
ル
ト
芯
の
需
要
が
た
か
ま
っ
た
と
い
う

市
場
環
境
の
変
化
が
そ
の
背
景
に
あ
る
。

　

パ
ン
ツ
、
ス
ラ
ッ
ク
ス
は
ウ
ー
ル
素
材
が
主
流
だ
っ
た
が
、
昨
今
は
家
庭
で
も
か
ん
た
ん
に
洗
濯
で
き
る
綿
や
綿
混
の

も
の
が
台
頭
し
た
。
そ
こ
で
ウ
ォ
ッ
シ
ャ
ブ
ル
対
応
の
樹
脂
を
使
用
し
た
ベ
ル
ト
芯
を
開
発
し
た
の
で
あ
る
。
レ
デ
ィ
ー

ス
の
場
合
、
三
〇
～
五
〇
デ
ニ
ー
ル
が
中
心
だ
っ
た
が
、
さ
ら
に
薄
い
一
〇
～
一
五
デ
ニ
ー
ル
の
製
品
も
そ
ろ
え
、
樹
脂

も
ポ
リ
ア
マ
イ
ド
で
は
な
く
ウ
レ
タ
ン
樹
脂
を
く
み
あ
わ
せ
た
。
加
工
糸
は
風
合
い
に
張
り
が
の
こ
る
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
に

か
わ
っ
て
、
一
部
ナ
イ
ロ
ン
糸
を
つ
か
っ
て
い
る
芯
地
も
あ
る
。

　

ほ
か
に
新
製
品
で
は
学
生
用
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
︵
ブ
レ
ザ
ー
タ
イ
プ
︶
用
の
芯
地
が
あ
る
。
や
は
り
ウ
ォ
ッ
シ
ャ
ブ
ル
対

応
で
、
接
着
樹
脂
は
水
洗
い
に
耐
え
ら
れ
る
配
合
に
し
て
あ
る
。
ダ
ブ
ル
ド
ッ
ト
に
し
て
付
着
量
を
ふ
や
し
、
普
通
の
タ

イ
プ
よ
り
も
融
点
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

スーツ襟芯 シャツ襟芯
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●
多
様
化
す
る
食
品
包
装
材

　

食
品
包
装
材
と
い
う
新
し
い
分
野
を
も
た
ら
し
た
の
は
第
七
事
業
部
の
加
工
箔
製
品
で
あ
る
。
乳
酸
菌
飲
料
、
発
酵
乳

飲
料
の
蓋
材
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
二
〇
一
〇
年
︵
平
成
二
二
︶
以
降
も
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。

　

ヤ
ク
ル
ト
に
つ
か
わ
れ
て
い
る
ア
ル
ミ
キ
ャ
ッ
プ
を
中
心
と
す
る
加
工
箔
蓋
材
は
、
こ
の
期
に
な
っ
て
、
国
内
よ
り
も

海
外
向
け
の
需
要
が
ふ
え
つ
つ
あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
は
、
す
で
に
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ

ム
な
ど
で
事
業
所
が
も
う
け
ら
れ
て
い
た
が
、
さ
ら
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
が
加
わ
っ
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
蓋
材
は
日
本
製
を
輸

出
で
供
給
し
て
い
る
が
、
将
来
的
に
は
現
地
調
達
に
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
、
自
在

に
対
応
で
き
る
よ
う
態
勢
を
と
と
の
え
て
い
る
。

　

ア
ル
ミ
の
加
工
箔
製
品
は
、
二
〇
一
五
年
︵
平
成
二
七
︶
ご
ろ
か
ら
、
ド
リ
ン
ク
タ
イ
プ
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
カ
ッ
プ
ス

ー
プ
の
蓋
材
に
つ
か
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
い
ち
だ
ん
と
多
様
化
が
す
す
ん
だ
。
カ
ッ
プ
味
噌
の
蓋
材
も
年
間
を
通

し
て
安
定
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
順
調
に
の
び
て
い
る
。

　

同
時
期
か
ら
香
辛
料
容
器
の
蓋
材
も
新
し
い
分
野
と
し
て
生
産
を
開
始
し
た
。
香
辛
料
は
成
分
に
よ
っ
て
は
イ
ン
ナ
ー

シ
ー
ル
が
は
が
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
胡
椒
と
タ
ー
メ
リ
ッ
ク
と
で
は
物
性
値
が
異
な
る
。
物
性
に
応
じ

た
接
着
剤
を
開
発
し
て
、
香
辛
料
用
の
蓋
材
を
個
々
の
ユ
ー
ザ
ー
対
応
で
開
発
し
た
。

　

食
品
以
外
で
は
化
粧
品
︵
洗
顔
パ
ウ
ダ
ー
︶
容
器
の
蓋
材
、
さ
ら
に
自
動
車
・
バ
イ
ク
用
の
バ
ッ
テ
リ
ー
の
シ
ー
ル
材

な
ど
も
あ
る
。

　

乳
酸
菌
飲
料
、
乳
製
品
か
ら
は
じ
ま
っ
て
カ
ッ
プ
食
品
、
香
辛
料
、
化
粧
品
、
蓄
電
池
と
蓋
材
の
ジ
ャ
ン
ル
は
ひ
ろ
が

っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
中
身
に
よ
っ
て
接
着
時
の
物
性
が
異
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
お
な
じ
ヨ
ー
グ
ル
ト
製
品
で
も
タ
イ

プ
に
よ
っ
て
異
な
る
蓋
材
を
つ
く
っ
て
提
供
し
て
い
る
。
蓋
材
の
設
計
と
い
う
面
で
は
お
な
じ
だ
が
、
容
器
に
お
さ
め
る

モ
ノ
に
よ
っ
て
接
着
剤
の
グ
レ
ー
ド
や
配
合
を
変
え
る
な
ど
、
そ
の
つ
ど
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
、
製
品
を
つ
く
り
こ
ん

で
い
る
。

●
食
品
包
装
の
分
野
へ
…
…
エ
ン
ボ
ス
加
工
製
品

　

医
薬
関
係
の
エ
ン
ボ
ス
加
工
は
第
六
事
業
部
の
主
力
を
な
し
て
い
る
。

　

パ
ッ
プ
剤
︵
湿
布
に
も
ち
い
る
外
用
薬
︶
の
ラ
イ
ナ
ー
に
使
用
す
る
エ
ン
ボ
ス
さ
れ
た
フ
ィ
ル
ム
で
あ
る
。
プ
レ
ー
ン

化粧品容器の蓋材
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な
フ
ィ
ル
ム
単
体
だ
と
泥
状
の
外
用
薬
に
密
着
し
て
し
ま
う
。
エ
ン
ボ
ス
す
る
こ
と
に
よ
る
凹
凸
に
よ
り
、
対
象
物
と
の

接
点
が
減
少
し
て
離
型
性
が
よ
く
な
る
の
で
あ
る
。

　

フ
ィ
ル
ム
の
エ
ン
ボ
ス
加
工
に
は
意
匠
性
の
付
与
と
い
う
目
的
も
あ
る
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
離
型
性
の
向
上
と
い
う

機
能
面
に
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
が
も
と
め
ら
れ
る
。

　

全
国
の
パ
ッ
プ
剤
用
ラ
イ
ナ
ー
消
費
量
の
う
ち
、
お
よ
そ
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
加
工
製
品
が
占
め
て
い

る
。
エ
ン
ボ
ス
の
技
術
に
加
え
て
、
保
有
す
る
エ
ン
ボ
ス
機
械
が
多
く
、
エ
ン
ボ
ス
ロ
ー
ル
も
数
多
く
そ
な
え
て
い
て
生

産
能
力
も
あ
り
、
納
期
対
応
も
迅
速
で
あ
る
。

　

フ
ィ
ル
ム
エ
ン
ボ
ス
製
品
は
医
薬
関
係
の
ほ
か
に
食
品
の
包
装
材
と
し
て
も
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
販
売
さ
れ
る
カ
ッ
ト
し
た
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
、
お
に
ぎ
り
な
ど
に
離
型
フ
ィ
ル
ム
と
し
て
使
用
さ
れ
る
ケ

ー
ス
で
あ
る
。
パ
ッ
プ
剤
ラ
イ
ナ
ー
と
お
な
じ
よ
う
に
エ
ン
ボ
ス
フ
ィ
ル
ム
が
つ
か
わ
れ
る
の
は
、
や
は
り
離
型
性
の
よ

さ
が
買
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
二
〇
一
五
年
︵
平
成
二
七
︶、
新
規
設
備
を
導
入
し
て
、
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
を
設
置
し
た
。
本
格
的
に
食
品
包

装
材
に
の
り
だ
し
た
の
で
あ
る
。

　

食
品
包
装
材
と
し
て
の
エ
ン
ボ
ス
フ
ィ
ル
ム
、
近
年
の
新
製
品
は
保
存
用
パ
ッ
ク
材
で
あ
る
。
同
製
品
は
業
務
用
の
生

鮮
食
料
品
の
包
装
袋
︵
真
空
パ
ッ
ク
︶
に
つ
か
わ
れ
、﹁
ド
リ
ッ
プ
溜
ま
り
﹂
を
抑
制
す
る
と
い
う
機
能
を
は
た
し
て
い

る
。

　

冷
凍
の
肉
な
ど
を
パ
ッ
ク
で
保
管
し
て
い
る
と
き
に
、
赤
い
血
の
よ
う
な
も
の
が
浸
み
だ
し
て
く
る
。
こ
れ
が
ド
リ
ッ

プ
で
あ
る
。
ド
リ
ッ
プ
が
真
空
袋
の
す
き
ま
に
た
ま
る
現
象
を
﹁
ド
リ
ッ
プ
溜
ま
り
﹂
と
い
う
。
ド
リ
ッ
プ
溜
ま
り
は
菌

の
増
殖
や
腐
敗
を
速
め
て
し
ま
う
。
防
止
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。
袋
の
素
材
に
エ
ン
ボ
ス
フ
ィ
ル
ム
を
使
用
す

る
。
す
る
と
エ
ン
ボ
ス
効
果
に
よ
っ
て
う
ま
れ
る
間
隙
に
よ
っ
て
、
ド
リ
ッ
プ
を
全
体
に
分
散
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。

　

さ
ら
に
エ
ン
ボ
ス
効
果
に
よ
っ
て
、
素
材
と
の
密
着
性
が
高
く
な
る
。
き
っ
ち
り
と
真
空
パ
ッ
ク
さ
れ
る
た
め
に
、
味

の
浸
み
こ
み
具
合
も
均
質
に
な
り
、
保
存
だ
け
で
な
く
調
理
の
面
で
も
お
お
き
な
利
点
が
あ
る
と
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　

目
新
し
い
と
こ
ろ
で
は
住
宅
用
分
野
が
あ
る
。
屋
根
材
と
な
る
ア
ル
ミ
に
エ
ン
ボ
ス
加
工
す
る
。
建
材
関
係
へ
の
と
り

く
み
も
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

パップ剤用ライナー
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第
六
節  
ビ
ジ
ネ
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
す
す
む

●
海
外
一
一
拠
点
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

二
〇
〇
〇
年
︵
平
成
一
二
︶
以
降
、
日
本
の
経
済
成
長
率
は
低
迷
し
、
円
安
が
す
す
ん
で
貨
幣
価
値
も
激
減
し
て
い
る
。

さ
ら
に
人
口
の
減
少
に
よ
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
縮
小
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
未
来
が
み
え
て
く
る
。
も
は
や
国
内
だ
け
を
相

手
に
し
て
い
て
は
生
き
の
こ
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。

　

創
立
一
〇
〇
年
を
前
に
し
て
、
グ
ル
ー
プ
を
ふ
く
め
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
事
業
の
展
開
が
次
代
に
向
け
て
の
お
お
き
な
テ

ー
マ
と
し
て
浮
上
し
て
き
た
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
現
在
一
一
の
海
外
拠
点
を
も
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
そ
の
つ
ど
必
要
に
迫
ら
れ
て
設
立
し
た
も
の
だ
が
、

結
果
的
に
現
在
で
は
お
お
き
な
役
割
を
担
い
つ
つ
あ
る
。
な
が
く
海
外
事
業
の
キ
ー
マ
ン
を
つ
と
め
て
き
た
公
文
弘
︵
元

常
務
︶
は
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

﹁
も
し
海
外
グ
ル
ー
プ
が
な
け
れ
ば
、
業
績
は
落
ち
込
ん
で
い
た
と
思
う
。
た
と
え
ば
ひ
と
つ
の
モ
ノ
を
つ
く
る
の
に
技

術
者
は
必
要
だ
が
、
こ
れ
を
応
用
し
た
モ
ノ
を
つ
く
る
の
に
倍
は
要
ら
な
い
。
市
場
を
お
お
き
く
し
て
や
れ
ば
固
定
費
を

分
散
で
き
る
。
つ
く
っ
た
モ
ノ
は
国
内
だ
け
を
相
手
に
す
る
の
で
は
な
く
、
世
界
の
市
場
を
相
手
に
す
れ
ば
い
い
。
日
本

の
技
術
や
製
品
を
そ
の
ま
ま
世
界
に
流
せ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
自
然
に
で
き
て
い
る
。
こ
れ
は
非
常
に
お
お
き
な

財
産
に
な
っ
て
い
る
﹂

　

現
在
、
生
産
・
販
売
と
も
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
す
す
ん
で
い
る
の
は
情
報
︵
第
二
事
業
部
︶、
不
織
布
︵
第
三
事
業
部
︶、

芯
地
︵
第
五
事
業
部
︶
で
あ
る
。

　

サ
ー
マ
ル
リ
ボ
ン
を
中
心
と
す
る
情
報
部
門
は
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
埼
玉
工
場
の
ほ
か
ア
メ
リ
カ
の
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
Ｕ
Ｓ
Ａ

︵D
Y

N
IC U

SA
 CO

RP.

︶、
イ
ギ
リ
ス
の
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
Ｕ
Ｋ
︵D

Y
N

IC ［U
K

］ LT
D

.

︶、
中
国
の
大
連
ダ
イ
ニ
ッ
ク

︵
大
連
大
尼
克
辦
公
設
備
有
限
公
司
︶、
チ
ェ
コ
の
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
チ
ェ
コ
︵D

Y
N

IC 

［CZ

］ s.r.o.

︶︶、
不
織
布
は
ダ
イ

ニ
ッ
ク
滋
賀
工
場
、
埼
玉
工
場
の
ほ
か
、
タ
イ
の
Ｔ
Ｐ
Ｃ
ニ
ッ
ク
︵T

PCN
IC CO

., LT
D

.

︶、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ダ
イ

ニ
ッ
ク
・
テ
キ
ス
タ
イ
ル
・
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
︵PT

. D
Y

N
IC T

EX
T

ILE PREST
IGE

︶、
芯
地
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

Ｎ
Ｃ
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
︵N

C ST
A

FLEX
 CO

., PT
E., LT

D
.

＝
二
〇
二
〇
年
一
月
解
散
と
決
ま
る
︶、
タ
イ
の
タ
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イ
・
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
︵T

H
A

I ST
A

FLEX
 CO

., LT
D

.

︶、
中
国
の
昆
山
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
︵
昆
山
司
達
福
紡

織
有
限
公
司
︶
が
あ
り
、
海
外
に
九
社
の
生
産
・
販
売
拠
点
を
も
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
商
社
機
能
を
も
つ
香
港
の
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
ホ
ン
コ
ン
︵D

Y
N

IC 

［H
K

］ LT
D

.

︶、
中
国
・
上
海
の
ダ
イ
ニ
ッ

ク
国
際
貿
易
︵
上
海
︶︵
達
妮
克
国
際
貿
易
［
上
海
］
有
限
公
司
︶
は
同
地
域
の
販
売
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

　

生
産
の
面
で
も
商
流
の
面
で
も
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
国
内
・
海
外
と
い
う
垣
根
は
な
く
な
り
、
グ
ル
ー
プ
が
い
わ
ば

混
然
一
体
と
な
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
と
い
う
時
代
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

●
生
産 

販
売
と
も
に
グ
ロ
ー
バ
ル

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
製
品
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
す
す
ん
で
い
る
の
は
不
織
布
で
あ
る
。
不
織
布
は
す
で

に
の
べ
た
よ
う
に
ダ
イ
ニ
ッ
ク
滋
賀
工
場
、
埼
玉
工
場
の
ほ
か
、
タ
イ
の
Ｔ
Ｐ
Ｃ
ニ
ッ
ク
︵
加
工
会
社
︶、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
テ
キ
ス
タ
イ
ル
・
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
が
生
産
し
て
い
る
が
、
ほ
か
に
技
術
供
与
を
し
て
い
る
工
場
が
タ

イ
に
一
社
、
中
国
に
二
社
あ
り
、
こ
れ
ら
が
協
力
工
場
と
し
て
グ
ル
ー
プ
を
な
し
て
い
る
。

　

不
織
布
の
な
か
で
自
動
車
に
つ
か
わ
れ
る
エ
ン
ジ
ン
の
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
材
、
キ
ャ
ビ
ン
フ
ィ
ル
タ
材
や
天
井
表
皮
材
は

主
力
を
な
す
分
野
で
あ
る
。
と
く
に
不
織
布
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
に
つ
い
て
は
、
業
界
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
り
、
重
要
な

製
品
分
野
に
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
で
は
海
外
生
産
に
シ
フ
ト
し
て
お
り
、
中
国
と
タ
イ
の
二
拠
点
で
全
生
産
の
八
〇
パ

ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
不
織
布
の
キ
ャ
ビ
ン
フ
ィ
ル
タ
に
つ
い
て
も
中
国
、
タ
イ
、
日
本
の
三
拠
点

で
生
産
し
て
い
る
。

　

も
と
も
と
は
国
内
の
滋
賀
、
埼
玉
工
場
で
生
産
し
て
い
た
の
だ
が
、
国
内
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
海
外
生
産
が
拡
大
一
途

を
た
ど
り
、
そ
れ
に
と
も
な
い
部
品
を
供
給
す
る
シ
ス
テ
ム
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
各
社
が
海
外
に
出
て
い
っ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
生
産
の
海
外
シ
フ
ト
に
積
極
的
な
エ
ン
ジ
ン
の
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
材
で
は
、
日
本
で
の
生
産
は
ざ
っ
と
一
〇
パ

ー
セ
ン
ト
ぐ
ら
い
で
、
中
国
が
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
ベ
ト
ナ
ム
・
タ
イ
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
が
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
ア
メ
リ

カ
・
メ
キ
シ
コ
が
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
の
か
た
ち
と
し
て
は
、
タ
イ
や
中
国
の
生
産
拠
点
で
製
造
し
た
不
織
布
の
フ
ィ
ル
タ
材
を
中
国
、
ア
ジ
ア
、

ア
メ
リ
カ
に
出
て
い
っ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
納
入
、
そ
こ
で
ユ
ニ
ッ
ト
に
組
ま
れ
て
、
現
地
の
自
動
車
メ

ー
カ
ー
の
工
場
に
供
給
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
近
年
、
日
本
で
販
売
さ
れ
る
自
動
車
の
多
く
は
海
外
生
産
に
よ
る
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も
の
で
、
し
た
が
っ
て
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
は
、
お
の
ず
と
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
海
外
拠
点
の
製
品
が
つ
か
わ
れ
、
海
外
で
ユ
ニ
ッ

ト
が
組
ま
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　

自
動
車
の
天
井
表
皮
材
・
内
装
材
に
つ
い
て
も
、
日
本
国
内
の
埼
玉
工
場
の
ほ
か
に
タ
イ
、
中
国
に
技
術
供
与
し
て
い

る
協
力
工
場
が
あ
る
。
さ
ら
に
最
近
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
テ
キ
ス
タ
イ
ル
・
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
が
加
わ
り
、

中
国
、
ア
ジ
ア
地
域
の
シ
ス
テ
ム
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
供
給
し
て
い
る
。
各
工
場
は
た
が
い
に
情
報
交
換
を
密
に
し
な
が
ら
、

グ
ル
ー
プ
で
シ
ェ
ア
拡
大
に
の
り
だ
し
て
い
る
。

　

サ
ー
マ
ル
リ
ボ
ン
は
日
本
︵
埼
玉
工
場
︶、
ア
メ
リ
カ
︵
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
Ｕ
Ｓ
Ａ
︶
に
コ
ー
タ
ー
︵
塗
工
機
︶
を
も
つ

工
場
が
あ
る
。
埼
玉
工
場
は
主
に
サ
ー
マ
ル
リ
ボ
ン
の
レ
ジ
ン
タ
イ
プ
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
Ｕ
Ｓ
Ａ
は
ワ
ッ
ク
ス
と
一
部
ワ

ッ
ク
ス
レ
ジ
ン
タ
イ
プ
、
大
連
ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
リ
ボ
ン
を
生
産
す
る
と
い
う
ふ
う
に
、
生
産
品
の
棲
み
分

け
が
で
き
て
い
る
。
海
外
の
各
社
は
工
場
で
あ
る
と
と
も
に
販
売
拠
点
で
も
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
ス
リ
ッ
タ
ー
、
ま
た
は

ス
リ
ッ
ト
協
力
会
社
を
も
ち
、
ジ
ャ
ン
ボ
ロ
ー
ル
で
相
互
に
製
品
の
や
り
と
り
を
し
な
が
ら
、
世
界
の
ユ
ー
ザ
ー
に
リ
ボ

ン
製
品
を
提
供
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

国
内
の
第
二
事
業
部
の
あ
つ
か
う
リ
ボ
ン
の
お
よ
そ
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は
輸
出
が
占
め
て
い
る
が
、
仕
向
先
は
ほ
と
ん

ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ
る
。
洗
濯
表
示
用
の
ケ
ア
ラ
ベ
ル
用
、
最
近
で
は
食
品
包
装
用
の
サ
ー
マ
ル
リ
ボ
ン
の
販
売
量
が
ふ

え
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
的
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
の
が
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
Ｕ
Ｋ
と
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
チ

ェ
コ
で
あ
る
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
Ｕ
Ｋ
は
イ
ギ
リ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
加
工
工
場
︵
ス
リ
ッ
ト
加
工
︶
を
、
ロ
ン
ド
ン
に
オ
フ
ィ
ス
を
も

ち
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
役
割
を
は
た
し
て
き
た
。
さ
ら
に
二
〇
一
八
年
︵
平
成
三
〇
︶
に
は
プ
ラ
ハ
に

加
工
工
場
を
も
つ
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
チ
ェ
コ
が
加
わ
っ
た
。
両
社
は
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
、
ベ
ル

ギ
ー
な
ど
の
ほ
か
東
欧
に
も
し
っ
か
り
目
く
ば
り
し
て
い
る
。

　

接
着
芯
地
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
生
産
は
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
中
国
の
昆
山
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
︵
昆
山
司
達
福

紡
織
有
限
公
司
︶、
タ
イ
の
タ
イ
・
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
︵T

H
A

I ST
A

FLEX
 CO

., LT
D

.

︶、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
Ｎ

Ｃ
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
︵N

C ST
A

FLEX
 CO

., PT
E., LT

D
.

＝
二
〇
二
〇
年
一
月
解
散
と
決
ま
る
︶
の
三
社
に
シ
フ

ト
し
て
い
る
。

　

世
界
の
ア
パ
レ
ル
生
産
は
、
中
国
を
は
じ
め
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
さ
ら
に
ベ

ト
ナ
ム
と
ひ
ろ
が
り
つ
つ
あ
る
が
、
こ
れ
ら
ア
ジ
ア
の
ア
パ
レ
ル
生
産
地
を
、
前
述
の
グ
ル
ー
プ
三
社
が
フ
ォ
ロ
ー
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
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日
本
の
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
も
生
産
の
ほ
と
ん
ど
を
ア
ジ
ア
各
国
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
。
し
か
し
縫
製
は
海
外
だ
が
、

モ
ノ
づ
く
り
の
企
画
は
国
内
で
立
て
る
と
い
う
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
芯
地
は
表
素
材
や
ボ
タ
ン
な
ど
の
付
属
品
と
と
も

に
ワ
ン
パ
ッ
ク
に
し
て
コ
ン
テ
ナ
で
海
外
の
縫
製
地
へ
持
ち
こ
み
、
完
成
し
た
衣
服
を
日
本
に
持
ち
か
え
る
。

　

し
た
が
っ
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
、
中
国
で
生
産
し
た
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
を
国
内
に
持
ち
こ
ん
で
ア
パ
レ
ル
メ
ー

カ
ー
に
販
売
、
そ
れ
が
日
本
国
内
で
ア
ソ
ー
ト
さ
れ
て
、
ア
ジ
ア
地
区
に
出
て
ゆ
き
、
製
品
と
な
っ
て
、
ふ
た
た
び
日
本

に
も
ど
っ
て
く
る
と
い
う
奇
妙
な
モ
ノ
の
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
多
分
に
海
外
の
縫
製
工
場
が
ま
だ
未
成
熟
ゆ
え

の
こ
と
で
、
や
が
て
技
術
力
が
向
上
す
れ
ば
、
付
属
品
を
自
己
調
達
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
現
在
は
そ
の
過
渡
期
に
あ
る

よ
う
だ
。
し
か
し
モ
ノ
づ
く
り
の
企
画
は
日
本
国
内
で
お
こ
な
う
と
い
う
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
の
姿
勢
は
変
わ
ら
な
い
だ

ろ
う
。
そ
う
な
る
と
日
本
国
内
で
の
芯
地
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
国
際
間
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が
中
心
に
な
っ
て
く
る
。

　

生
産
の
海
外
シ
フ
ト
が
活
発
に
な
り
、
海
外
で
つ
く
っ
た
製
品
を
国
内
に
持
ち
か
え
る
だ
け
で
な
く
、
海
外
の
グ
ル
ー

プ
工
場
か
ら
直
接
、
第
三
国
の
ユ
ー
ザ
ー
に
納
入
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
あ
る
い
は
海
外
の
協
力
工
場
か
ら
製
品
を
輸
入

し
て
国
内
で
販
売
す
る
ケ
ー
ス
、
あ
る
い
は
日
本
の
工
場
で
生
産
し
た
製
品
を
海
外
で
加
工
し
て
、
ま
た
別
の
国
に
納
入

す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
そ
の
も
の
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
と
も
な
っ
て
、
重
要
な
役
割
を
は
た
す
よ
う
に
な
っ
た

の
が
事
業
部
門
内
に
お
い
た
貿
易
部
門
で
あ
る
。

　

貿
易
部
門
は
基
本
的
に
は
ス
タ
ッ
フ
部
門
で
あ
る
。
海
外
を
相
手
に
し
た
﹁
貿
易
﹂﹁
輸
出
・
輸
入
﹂
に
は
国
内
と
は

ち
が
う
ル
ー
ル
や
リ
ス
ク
が
あ
る
。
ま
ず
は
こ
と
ば
問
題
、
さ
ら
に
は
文
化
や
商
習
慣
の
ち
が
い
も
あ
る
。
そ
れ
ら
を
含

め
た
貿
易
に
関
す
る
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
つ
専
門
家
集
団
が
同
部
門
で
あ
る
。
と
く
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
各

事
業
部
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
役
割
は
お
お
き
い
。

　

た
と
え
ば
タ
イ
で
生
産
し
た
製
品
を
ア
メ
リ
カ
、
あ
る
い
は
メ
キ
シ
コ
の
ユ
ー
ザ
ー
へ
納
入
す
る
場
合
、
ア
メ
リ
カ
か

ら
受
注
す
る
と
同
時
に
、
タ
イ
の
工
場
に
生
産
手
配
し
て
、
納
期
管
理
か
ら
出
荷
ま
で
を
確
認
し
て
書
類
上
の
処
理
を
お

こ
な
い
、
代
金
回
収
ま
で
も
担
当
す
る
。
ク
レ
ー
ム
が
起
こ
れ
ば
担
当
事
業
部
と
と
も
に
解
決
に
あ
た
る
。

　

さ
ら
に
貿
易
部
門
独
自
に
、
そ
し
て
海
外
グ
ル
ー
プ
各
社
を
通
じ
て
世
界
各
国
の
ユ
ー
ザ
ー
に
販
促
活
動
も
し
て
い
る
。

現
実
に
同
部
門
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
き
っ
か
け
で
は
じ
ま
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
も
あ
る
。
な
が
く
貿
易
部
門
を
ひ
っ
ぱ
っ
て
き
た

髙
木
哲
雄
は
次
の
よ
う
に
の
べ
る
。

﹁
各
事
業
部
、
各
工
場
お
よ
び
国
内
外
グ
ル
ー
プ
各
社
と
の
情
報
の
共
有
を
は
か
り
、
と
に
か
く
グ
ル
ー
プ
全
体
で
ウ
ィ

ン
ウ
ィ
ン
に
な
る
よ
う
、
し
っ
か
り
窓
口
と
し
て
の
役
割
を
は
た
す
。
そ
れ
が
わ
れ
ら
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
。
さ

ら
に
海
外
各
社
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
、
今
後
も
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
に
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
で
き
る
よ
う
盛
り
あ
げ
て
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ゆ
か
ね
ば
と
考
え
て
い
る
﹂

●
タ
イ 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
不
織
布　

チ
ェ
コ
に
リ
ボ
ン
の
加
工
工
場
を

　

製
造
業
の
海
外
シ
フ
ト
が
つ
づ
く
な
か
、
こ
の
期
に
な
っ
て
、
タ
イ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
不
織
布
の
生
産
・
加
工
工
場

を
、
チ
ェ
コ
の
プ
ラ
ハ
に
リ
ボ
ン
の
加
工
工
場
を
設
立
し
た
。
そ
の
一
方
に
お
い
て
、
な
が
ね
ん
台
湾
に
あ
っ
て
、
ク
ロ

ス
の
製
造
販
売
に
あ
た
っ
て
き
た
台
湾
ク
ロ
ス
︵
台
湾
科
楽
史
有
限
公
司
︶
を
解
散
し
た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｃ
ニ
ッ
ク
︵T

PCN
IC CO

., LT
D

.

︶
は
二
〇
一
三
年
︵
平
成
二
五
︶
六
月
一
二
日
付
で
設
立
し
た
。
ダ
イ
ニ

ッ
ク
と
サ
ハ
・
パ
タ
ナ
・
グ
ル
ー
プ
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
・
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
と
の
合
弁
に
よ
る
不
織
布
製

造
・
加
工
工
場
で
あ
る
。
資
本
金
は
五
〇
〇
〇
万
バ
ー
ツ
︵
円
換
算
約
一
億
五
〇
〇
〇
万
円
︶、
出
資
比
率
は
ダ
イ
ニ
ッ

ク
四
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
テ
キ
ス
タ
イ
ル
・
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
が
五
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
業
務
執
行
役
員

の
マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
は
遠
藤
浩
が
就
任
、
従
業
員
四
八
人
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

同
社
は
シ
ラ
チ
ャ
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
・
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
の
工
場
内
に
設
立
、
自
動
車
や
各
種
工
業
製
品

向
け
の
不
織
布
フ
ィ
ル
タ
や
ラ
ミ
ネ
ー
ト
製
品
の
生
産
・
販
売
会
社
で
あ
る
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
テ
キ
ス
タ
イ
ル
・
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
︵PT

. D
Y

N
IC T

EX
T

ILE PREST
IGE

︶
の
設
立
は
二
〇
一

四
年
︵
平
成
二
六
︶
三
月
一
九
日
で
あ
る
。
同
社
も
不
織
布
の
製
造
販
売
会
社
で
、
や
は
り
サ
ハ
・
パ
タ
ナ
・
グ
ル
ー
プ

の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
・
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
と
の
合
弁
事
業
で
、
出
資
比
率
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
五
一
パ
ー
セ
ン
ト
、

テ
キ
ス
タ
イ
ル
・
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
四
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
︵
資
本
金
は
五
〇
〇
万
Ｕ
Ｓ
ド
ル
︶。
業
務

執
行
最
高
責
任
者
の
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
は
齊
藤
徹
司
が
就
任
し
た
。

　

同
社
は
不
織
布
の
自
動
車
関
連
資
材
、
な
か
で
も
自
動
車
の
天
井
表
皮
材
の
製
造
・
販
売
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
て

い
る
。
ア
ジ
ア
地
区
の
不
織
布
の
自
動
車
天
井
表
皮
材
に
つ
い
て
は
、
技
術
提
携
し
て
い
る
タ
イ
の
サ
ハ
・
パ
タ
ナ
・
グ

ル
ー
プ
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
・
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
が
中
核
を
な
し
て
い
る
が
、
自
動
車
の
市
場
と
し
て
近
年
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
急
成
長
し
て
い
る
。
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
展
し
て
お
り
、
日
本
車
の
シ
ェ
ア
も
高
い
。
今
後
の

需
要
拡
大
が
み
こ
め
る
こ
と
、
さ
ら
に
タ
イ
生
産
の
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
と
い
う
意
味
か
ら
も
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
生
産
拠
点

を
お
く
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

工
場
立
地
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州
に
隣
接
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｉ
Ｃ
工
業
団
地
︵Greenland International Industrial 

Center

︶
で
あ
る
。
一
六
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
広
大
な
工
業
用
地
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
イ
ン
フ
ラ
や
レ

ダイニック・テキスタイル・プレステージ TPCニック
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ン
タ
ル
工
場
な
ど
も
用
意
し
て
い
る
。
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
が
進
出
、
二
〇
一
七
年
︵
平
成
二

九
︶
三
月
現
在
、
入
居
企
業
は
九
〇
社
、
う
ち
七
〇
社
を
日
系
企
業
が
占
め
て
い
る
。
自
動
車
関
係
で
は
ス
ズ
キ
、
三
菱

自
動
車
な
ど
の
日
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
ほ
か
、
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
・
フ
タ
バ
産
業
、
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
と
い
っ
た
自
動
車

部
品
の
大
手
も
入
居
し
て
い
る
。
海
外
メ
ー
カ
ー
で
は
Ｇ
Ｍ
も
や
っ
て
き
た
。
ほ
か
に
は
Ｙ
Ｋ
Ｋ
や
Ｐ
Ｉ
Ｌ
Ｏ
Ｔ
︵
鉛
筆
、

ボ
ー
ル
ペ
ン
製
造
︶
や
吉
野
石
膏
︵
ボ
ー
ド
︶
な
ど
も
進
出
し
て
い
る
。

　

工
場
の
建
屋
は
二
〇
一
五
年
︵
平
成
二
七
︶
六
月
に
完
成
し
た
が
、
周
辺
施
設
の
搬
入
が
遅
れ
た
。
製
品
ラ
イ
ン
の
完

成
を
待
っ
て
、
設
備
の
試
運
転
を
開
始
、
品
質
、
性
能
の
入
念
な
チ
ェ
ッ
ク
を
お
こ
な
い
、
同
年
の
一
〇
月
二
八
日
に
竣

工
式
を
と
り
お
こ
な
っ
た
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
チ
ェ
コ
︵D

Y
N

IC 
［CZ
］ s.r.o.

︶
は
、
二
〇
一
八
年
︵
平
成
三
〇
︶、
プ
ラ
ハ
に
設
立
し
た
リ
ボ
ン

製
品
の
加
工
工
場
で
あ
る
。
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
Ｕ
Ｋ
と
と
も
に
サ
ー
マ
ル
リ
ボ
ン
を
Ｅ
Ｕ
各
国
に
供
給
し
て
い
る
。
同
年
七

月
に
発
足
、
資
本
金
は
一
三
〇
〇
万
Ｃ
Ｚ
Ｋ
︵
円
換
算
約
六
二
〇
〇
万
円
︶、
マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
は
髙

木
哲
雄
が
就
任
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
に
お
け
る
サ
ー
マ
ル
リ
ボ
ン
は
イ
ギ
リ
ス
で
ス
リ
ッ
ト
し
て
Ｅ
Ｕ
諸
国
に
提
供

し
て
き
た
が
、
そ
の
う
ち
お
よ
そ
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
大
陸
の
ユ
ー
ザ
ー
が
占
め
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
を
視

野
に
お
き
、
さ
ら
な
る
拡
販
を
め
ざ
し
て
、
大
陸
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
プ
ラ
ハ
に
加
工
工
場
を
も
う
け
た
の
で
あ
る
。

　

台
湾
ク
ロ
ス
︵
台
湾
科
楽
史
工
業
有
限
公
司
︶
の
清
算
は
時
の
流
れ
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

同
社
は
一
九
六
七
年
︵
昭
和
四
二
︶
設
立
で
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
に
と
っ
て
は
海
外
グ
ル
ー
プ
会
社
の
第
一
号
で
あ
る
。
ア

ジ
ア
地
域
の
市
場
を
視
野
に
お
さ
め
、
事
実
ク
ロ
ス
製
品
の
生
産
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
は
た
し
て
き
た
。
書
籍
装
幀
用

ク
ロ
ス
を
は
じ
め
、
各
種
ク
ロ
ス
製
品
、
表
示
ラ
ベ
ル
な
ど
の
製
造
販
売
に
あ
た
っ
て
き
た
が
、
近
年
、
中
国
企
業
が
台

頭
、
価
格
競
争
の
激
化
に
よ
り
業
績
が
悪
化
し
た
。

　

二
〇
一
四
年
︵
平
成
二
六
︶
八
月
か
ら
生
産
活
動
を
終
結
、
工
場
を
閉
鎖
し
て
、
も
っ
ぱ
ら
仕
入
れ
商
品
の
販
売
に
つ

と
め
、
事
業
継
続
を
模
索
し
た
が
、
収
益
確
保
が
む
ず
か
し
い
と
み
て
、
同
年
一
二
月
に
販
売
活
動
も
終
了
し
た
。

　

か
く
し
て
一
二
月
一
〇
日
付
で
、
台
湾
ク
ロ
ス
を
解
散
す
る
と
と
も
に
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
同
社
に
対
す
る
債
権
を
放
棄

す
る
こ
と
を
決
議
し
た
の
で
あ
る
。
債
権
放
棄
額
は
一
億
九
〇
〇
〇
万
円
で
あ
っ
た
。

　

二
〇
一
五
年
︵
平
成
二
七
︶
三
月
か
ら
現
地
の
法
令
に
も
と
づ
き
解
散
・
清
算
の
手
続
き
を
開
始
し
、
苗
栗
工
場
の
建

屋
、
土
地
資
産
を
売
却
な
ど
に
と
り
か
か
っ
た
。
解
散
を
決
定
す
る
ま
で
に
、
個
人
株
主
か
ら
は
す
べ
て
持
ち
株
を
買
い

と
る
な
ど
で
、
ほ
と
ん
ど
独
資
の
か
た
ち
に
し
て
手
続
に
入
っ
た
。
従
業
員
の
解
雇
も
円
満
に
推
移
し
、
土
地
、
工
場
建

屋
も
好
条
件
で
売
却
、
清
算
手
続
き
は
き
わ
め
て
順
調
に
運
ん
で
、
お
よ
そ
二
年
で
終
結
し
た
。

ダイニック・チェコ
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第
七
節  
サ
ー
マ
ル
リ
ボ
ン 

壁
紙
の
設
備
強
化

●
サ
ー
マ
ル
リ
ボ
ン
塗
工
機
を
新
設
す
る
…
…
埼
玉
工
場

　

埼
玉
工
場
は
、
こ
の
期
︵
二
〇
一
〇
～
一
九
年
︶、
雪
害
に
よ
っ
て
工
場
の
一
部
が
圧
壊
す
る
と
い
う
予
期
せ
ぬ
事
態

に
直
面
し
た
︵
詳
細
は
本
章
第
一
〇
節
を
参
照
︶。
完
全
復
旧
ま
で
に
お
よ
そ
二
年
を
要
し
た
が
、
同
時
に
そ
の
過
程
で

不
織
布
生
産
設
備
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

設
備
の
強
化
は
、
近
年
と
み
に
同
工
場
の
主
力
製
品
と
な
り
つ
つ
あ
る
熱
転
写
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
︵
サ
ー
マ
ル
リ
ボ
ン
︶

が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。

　

サ
ー
マ
ル
リ
ボ
ン
の
新
し
い
塗
工
機
︵
五
ヘ
ッ
ド
コ
ー
タ
ー
︶
の
導
入
は
需
要
動
向
の
変
遷
、
さ
ら
に
は
品
質
改
善
、

生
産
性
の
向
上
、
生
産
能
力
の
ア
ッ
プ
を
ね
ら
い
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

埼
玉
工
場
の
サ
ー
マ
ル
リ
ボ
ン
生
産
設
備
は
、
そ
れ
ま
で
一
ヘ
ッ
ド
コ
ー
タ
ー
の
マ
シ
ン
が
二
台
、
四
ヘ
ッ
ド
コ
ー
タ

ー
の
マ
シ
ン
︵
Ｗ
Ａ
Ｃ
︱
２
︶
の
三
台
で
あ
っ
た
。
も
と
も
と
ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
レ
ジ
ン
タ
イ
プ
を
得
意
と
し
て
い
る
が
、

多
層
構
造
の
レ
ジ
ン
タ
イ
プ
の
場
合
は
四
ヘ
ッ
ド
の
Ｗ
Ａ
Ｃ
︱
２
号
機
を
通
し
た
あ
と
、
ひ
と
た
び
巻
き
と
っ
て
か
ら
一

ヘ
ッ
ド
の
マ
シ
ン
︵
Ｗ
Ａ
Ｓ
︱
２
︶
を
通
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
﹁
お
た
す
け
リ
ボ
ン
﹂
と
よ
ば
れ
て
い
る
﹁
Ｈ
Ｔ
︱
１

３
Ｎ
﹂
や
﹁
Ｈ
Ｌ
︱
７
２
﹂
な
ど
は
そ
の
タ
イ
プ
に
相
当
す
る
が
、
そ
れ
ら
多
層
構
造
の
製
品
が
主
力
を
形
成
す
る
よ
う

に
な
る
と
、
品
質
と
生
産
性
の
向
上
の
た
め
に
は
五
ヘ
ッ
ド
の
コ
ー
タ
ー
を
も
つ
塗
工
機
の
増
設
が
避
け
ら
れ
な
く
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　

か
く
し
て
新
し
い
塗
工
機
を
二
〇
一
五
年
︵
平
成
二
七
︶
一
〇
月
に
埼
玉
工
場
の
第
二
工
場
に
導
入
、﹁
Ｒ
Ｃ
︱
１
﹂

と
命
名
し
た
。
新
設
備
の
稼
働
に
よ
っ
て
、
多
層
構
造
の
リ
ボ
ン
も
ワ
ン
パ
ス
で
生
産
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
生
産
ス

ピ
ー
ド
が
速
く
、
乾
燥
機
も
能
力
ア
ッ
プ
し
た
の
で
、
生
産
効
率
は
大
幅
に
向
上
し
た
。
さ
ら
に
製
品
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
も
多
彩
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
二
層
目
を
わ
ざ
と
半
乾
き
で
塗
っ
て
、
少
し
混
ざ
り
気
味
に
し
た
り
、
逆
に
完
全
に

乾
い
て
か
ら
二
層
目
を
塗
っ
た
り
と
か
、
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
対
応
す
る
製
品
の
生
産
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
い
ち
ば
ん
古
い
一
ヘ
ッ
ド
コ
ー
タ
ー
一
台
を
整
理
し
た
。

　

二
〇
一
六
年
︵
平
成
二
八
︶
三
月
に
は
、
四
ヘ
ッ
ド
の
Ｗ
Ａ
Ｃ
︱
２
号
機
の
制
御
装
置
を
更
新
し
た
。
同
機
は
サ
ー
マ

埼玉工場RC-1導入式
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ル
リ
ボ
ン
生
産
の
主
力
機
と
し
て
二
三
年
を
経
過
し
、
ラ
イ
ン
制
御
部
の
電
気
機
器
に
た
び
た
び
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
、
故

障
停
止
や
品
質
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
た
。
そ
こ
で
老
朽
化
し
た
制
御
装
置
を
刷
新
し
た
の
で
あ
る
。

　

二
〇
一
六
年
︵
平
成
二
八
︶
一
一
月
に
は
サ
ー
マ
ル
リ
ボ
ン
の
ス
リ
ッ
タ
ー
を
一
機
、
さ
ら
に
二
〇
一
九
年
︵
令
和

元
︶
に
は
三
機
増
設
し
て
い
る
。
サ
ー
マ
ル
リ
ボ
ン
の
生
産
量
は
着
実
に
年
間
一
〇
～
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
伸
び
を

し
め
し
て
い
る
。
そ
の
中
心
を
な
す
の
は
食
品
包
装
材
に
つ
か
わ
れ
る
リ
ボ
ン
で
あ
る
。
生
産
量
の
増
加
と
品
質
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
増
設
で
あ
る
。

　

ス
リ
ッ
タ
ー
は
合
計
一
〇
機
と
な
り
、
す
べ
て
の
ス
リ
ッ
タ
ー
に
検
査
カ
メ
ラ
を
搭
載
、
う
ち
二
機
に
は
反
射
透
過
の

二
種
類
を
同
時
に
検
査
で
き
る
カ
メ
ラ
を
搭
載
し
た
。
食
品
包
装
用
リ
ボ
ン
と
し
て
、
よ
り
高
い
品
質
を
維
持
す
る
た
め

の
も
の
で
、
加
え
て
防
虫
対
策
と
し
て
工
場
出
入
口
の
二
重
化
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
も
実
施
し
た
。

　

埼
玉
工
場
の
前
身
は
一
九
六
四
年
︵
昭
和
三
九
︶
発
足
の
深
谷
工
場
で
、
現
存
す
る
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
な
か
で
い
ち
ば
ん

の
歴
史
あ
る
工
場
で
あ
る
。
工
場
長
の
池
田
正
孝
は
そ
ん
な
背
景
も
ふ
く
め
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

﹁
こ
の
工
場
に
つ
い
て
い
え
ば
、
古
い
と
こ
ろ
は
本
当
に
古
い
。
第
三
・
第
四
工
場
を
の
ぞ
き
比
較
的
新
し
い
工
場
棟
で

も
、
東
京
工
場
か
ら
の
移
転
で
新
築
し
た
一
九
九
六
年
︵
平
成
八
︶
の
も
の
だ
か
ら
、
も
う
二
三
年
た
っ
て
い
る
。
生
産

設
備
以
外
に
も
、
た
と
え
ば
排
水
処
理
施
設
な
ど
の
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
関
連
の
更
新
と
、
さ
ら
に
昨
今
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

情
を
考
慮
し
た
工
場
に
必
要
な
環
境
整
備
を
、
計
画
的
に
す
す
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
﹂

●
壁
紙
と
食
品
用
包
材
エ
ン
ボ
ス
加
工
で
新
設
備
を
導
入
す
る
…
…
滋
賀
工
場

　

滋
賀
工
場
は
第
六
事
業
部
の
エ
ン
ボ
ス
加
工
、
第
四
事
業
部
の
壁
紙
製
造
ラ
イ
ン
で
新
し
い
設
備
を
導
入
し
て
い
る
。

ま
ず
は
二
〇
一
五
年
︵
平
成
二
七
︶
五
月
、
第
三
工
場
に
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
を
新
設
し
、
同
月
七
日
に
新
エ
ン
ボ
ス
機
の

ス
イ
ッ
チ
・
オ
ン
の
セ
レ
モ
ニ
ー
を
と
り
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

エ
ン
ボ
ス
加
工
部
門
︵
第
六
事
業
部
︶
の
主
力
は
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
医
薬
用
パ
ッ
プ
材
の
離
型
用
フ
ィ
ル
ム
、

膏
体
用
不
織
布
の
エ
ン
ボ
ス
加
工
だ
っ
た
が
、
こ
の
期
に
な
っ
て
デ
ザ
ー
ト
や
パ
ン
な
ど
食
品
用
包
装
材
へ
と
対
象
が
ひ

ろ
が
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
を
設
置
し
て
、
食
品
向
け
専
用
の
エ
ン
ボ
ス
機
を
導
入
し
た
。
最
新
鋭
の
欠

点
検
知
器
を
有
す
る
同
機
に
よ
っ
て
、
お
に
ぎ
り
包
材
、
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
用
な
ど
ひ
ろ
く
食
品
向
け
包
材
の
市
場
開
拓
を

め
ざ
し
て
い
る
。

　

壁
紙
製
造
ラ
イ
ン
の
改
造
と
改
編
は
二
〇
一
八
年
︵
平
成
三
〇
︶
八
月
に
完
成
し
て
い
る
。
設
備
強
化
の
ね
ら
い
は
製

滋賀工場クリーンルーム新エンボス機導入式



520

造
機
ご
と
の
生
産
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
な
く
し
て
、
生
産
能
力
を
大
幅
に
拡
大
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

　

壁
紙
の
生
産
機
は
四
機
で
あ
る
。
Ｖ
Ｃ
︱
１
号
機
は
量
産
品
、
Ｖ
Ｃ
︱
２
号
機
は
ふ
り
ま
き
、
Ｖ
Ｃ
︱
３
号
機
は
高
発

泡
の
機
能
性
壁
紙
、
Ｖ
Ｃ
︱
７
号
機
は
ロ
ー
タ
リ
ー
・
タ
イ
プ
を
生
産
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
消
臭
、
防
汚
、
表
面
強
化

な
ど
の
機
能
性
壁
紙
、
さ
ら
に
ロ
ー
タ
リ
ー
・
タ
イ
プ
の
需
要
が
に
わ
か
に
ふ
え
は
じ
め
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
生

産
が
Ｖ
Ｃ
︱
３
号
機
に
集
中
し
て
生
産
能
力
を
オ
ー
バ
ー
す
る
と
い
う
事
態
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
Ｖ
Ｃ
︱
２
号
機
に
よ
る

生
産
の
代
替
を
画
策
し
た
。
ふ
り
ま
き
の
生
産
を
停
止
し
て
か
ら
Ｖ
Ｃ
︱
２
号
機
は
余
力
が
あ
っ
た
。
し
か
し
同
機
に
は

エ
ン
ボ
ス
機
能
が
な
い
と
い
う
よ
う
に
設
備
機
能
に
制
約
が
あ
っ
て
代
替
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
Ｖ
Ｃ
︱
２
号
機
を

大
幅
に
改
造
し
て
、
Ｖ
Ｃ
︱
２
号
機
と
Ｖ
Ｃ
︱
３
号
機
の
生
産
品
目
を
互
換
性
の
あ
る
も
の
に
し
て
生
産
の
均
等
化
を
は

か
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

中
心
を
な
す
Ｖ
Ｃ
︱
２
号
機
の
改
造
は
、
結
果
的
に
改
造
と
い
う
よ
り
も
ほ
と
ん
ど
新
設
に
近
い
内
容
に
な
っ
た
。
お

お
ま
か
な
ポ
イ
ン
ト
を
あ
げ
れ
ば
次
の
三
点
で
あ
る
。

　

エ
ン
ボ
ス
部
を
新
設
し
て
発
泡
エ
ン
ボ
ス
製
品
を
生
産
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
発
泡
炉
を
新
設
し
て
高
速
化
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
し
た
。
さ
ら
に
自
動
巻
出
機
を
設
置
し
た
の
は
、
非
発
泡
エ
ン
ボ
ス
製
品
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
と
い
う

配
慮
か
ら
で
あ
る
。

　

同
時
に
既
存
の
Ｖ
Ｃ
︱
１
号
機
、
Ｖ
Ｃ
︱
２
号
機
に
は
自
動
包
装
機
を
新
設
す
る
一
方
、
Ｖ
Ｃ
︱
１
号
機
で
使
用
し
て

い
た
包
装
機
を
Ｖ
Ｃ
︱
７
号
機
に
移
設
し
て
、
同
機
を
自
動
包
装
が
で
き
る
体
制
に
し
た
。

　

工
場
長
の
福
田
明
治
は
今
後
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
ふ
れ
て
い
る
。

﹁
ビ
ニ
ル
壁
紙
は
一
貫
生
産
ラ
イ
ン
と
な
り
、
質
的
に
も
量
的
に
も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
の
ぞ
め
る
。
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
用
バ

ッ
カ
ー
材
ス
キ
ッ
プ
で
展
開
し
て
い
る
不
織
布
も
、
含
浸
加
工
や
活
性
炭
ラ
ミ
ネ
ー
ト
装
置
な
ど
も
あ
っ
て
、
不
織
布
事

業
の
一
翼
を
担
え
る
立
場
に
あ
る
。
生
産
技
術
の
継
承
、
コ
ア
技
術
を
み
が
き
な
が
ら
、
モ
ノ
づ
く
り
の
シ
ス
テ
ム
を
つ

く
り
あ
げ
て
ゆ
く
。
し
か
し
一
方
に
お
い
て
若
い
人
材
が
あ
つ
ま
ら
な
い
と
い
う
現
実
も
あ
り
、
最
先
端
の
設
備
を
導
入

し
て
生
産
性
を
あ
げ
る
こ
と
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
維
持
し
て
い
か
ね
ば
と
考
え
て
い
る
﹂

●
押
し
出
し
ラ
ミ
ネ
ー
タ
ー
を
新
設
す
る
…
…
王
子
工
場

　

二
〇
一
三
年
︵
平
成
二
五
︶
八
月
、
王
子
工
場
Ｂ
棟
で
新
し
い
押
し
出
し
ラ
ミ
ネ
ー
タ
ー
が
稼
働
し
た
。

　

押
し
出
し
ラ
ミ
ネ
ー
タ
ー
は
ア
ル
ミ
箔
の
加
工
蓋
材
生
産
の
主
力
機
で
あ
る
。
乳
酸
菌
飲
料
、
発
酵
乳
飲
料
、
ヨ
ー
グ

滋賀工場VC-2導入式
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ル
ト
、
デ
ザ
ー
ト
な
ど
の
密
封
性
と
開
封
性
を
か
ね
そ
な
え
た
ア
ル
ミ
箔
蓋
材
の
製
造
に
使
用
し
て
い
る
。

　

旧
機
は
一
九
六
八
年
︵
昭
和
四
三
︶
に
導
入
し
て
か
ら
、
す
で
に
四
五
年
も
た
っ
て
い
た
。
老
朽
化
が
す
す
み
生
産
ロ

ス
が
増
加
一
途
で
故
障
も
多
発
し
て
い
た
。
さ
ら
に
交
換
部
品
の
調
達
も
む
ず
か
し
い
と
い
う
状
況
か
ら
、
品
質
安
定
お

よ
び
生
産
効
率
の
向
上
を
ね
ら
い
に
新
機
を
導
入
し
て
設
備
更
新
し
た
の
で
あ
る
。

　

老
朽
化
に
よ
る
設
備
更
新
は
ラ
ミ
ネ
ー
タ
ー
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ス
リ
ッ
タ
ー
も
こ
の
期
に
実
行
に
移
し
た
。

　

大
平
製
紙
時
代
か
ら
あ
る
ア
ル
ミ
箔
加
工
蓋
材
製
品
の
ス
リ
ッ
タ
ー
機
は
導
入
後
す
で
に
三
〇
年
が
経
過
、
作
業
能
率

の
低
下
が
顕
著
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
二
〇
一
三
年
︵
平
成
二
五
︶
一
月
、
三
台
の
う
ち
二
台
を
新
機
に
更
新
し
た
。

新
設
機
は
従
来
の
三
倍
の
ス
ピ
ー
ド
で
作
業
で
き
る
な
ど
効
率
ア
ッ
プ
を
も
た
ら
し
た
。

　

二
〇
一
五
年
︵
平
成
二
七
︶
一
月
に
は
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
を
拡
張
し
て
マ
イ
ク
ロ
ス
リ
ッ
タ
ー
を
導
入
し
た
。
せ
ま
い

幅
の
ス
リ
ッ
ト
蓋
材
は
主
に
キ
ユ
ー
ピ
ー
製
品
に
つ
か
わ
れ
て
き
た
が
、
ス
リ
ッ
ト
は
外
注
工
場
に
た
よ
っ
て
い
た
。
だ

が
近
年
に
な
っ
て
せ
ま
い
幅
の
ス
リ
ッ
ト
製
品
の
需
要
が
た
か
ま
り
、
さ
ら
に
食
品
業
界
の
流
れ
と
し
て
、
包
装
も
ふ
く

め
た
品
質
に
対
す
る
眼
が
き
び
し
く
な
っ
て
き
た
。
普
通
の
ス
リ
ッ
タ
ー
で
は
巻
き
が
ゆ
る
い
と
巻
き
く
ず
れ
が
発
生
、

巻
き
が
強
い
と
巻
き
し
ま
り
が
起
こ
り
、
シ
ワ
が
出
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。

　

品
質
を
維
持
す
る
た
め
に
環
境
を
ふ
く
め
た
改
善
が
必
要
に
な
り
、
あ
わ
せ
て
リ
ス
ク
管
理
の
観
点
か
ら
、
王
子
工
場

の
三
階
の
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
を
拡
張
し
て
マ
イ
ク
ロ
ス
リ
ッ
タ
ー
︵
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
ス
リ
ッ
タ
ー
︶
機
と
仕
上
巻
替
機
を

新
設
し
た
の
で
あ
る
。

　

近
年
は
メ
イ
ン
の
乳
酸
菌
飲
料
の
蓋
材
に
つ
い
て
、
ユ
ー
ザ
ー
の
海
外
戦
略
の
ひ
ろ
が
り
と
と
も
に
需
要
が
の
び
て
い

る
。
工
場
長
の
橋
本
清
幸
は
今
後
を
み
す
え
て
、﹁
そ
れ
に
追
従
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
設
備
強
化
が
必
要
で
、
新
た
な

印
刷
機
、
ホ
ッ
ト
メ
ル
ト
機
の
導
入
、
仕
上
機
の
増
強
な
ど
を
視
野
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
検
討
し
て
い
る
﹂
と
い
う
。

●
蓋
材
用
の
設
備
増
強
に
向
か
う
…
…
真
岡
工
場 

富
士
工
場

　

食
品
用
包
装
材
は
食
品
で
あ
る
が
ゆ
え
に
異
物
混
入
は
タ
ブ
ー
で
あ
る
。

　

真
岡
工
場
で
は
二
〇
一
五
年
︵
平
成
二
七
︶
一
〇
月
六
日
、
新
し
い
蓋
材
用
検
査
機
の
運
転
開
始
の
セ
レ
モ
ニ
ー
を
と

り
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

同
工
場
に
は
片
面
検
査
機
が
二
台
あ
っ
た
が
、
三
台
目
と
し
て
ワ
ン
パ
ス
で
表
裏
の
両
面
検
査
が
で
き
る
新
鋭
機
を
導

入
し
た
の
で
あ
る
。
食
品
に
対
す
る
目
が
き
び
し
く
な
る
な
か
で
、
お
り
か
ら
異
物
ク
レ
ー
ム
が
発
生
、
そ
れ
以
来
両
面

王子工場押出ラミネーター機導入式
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を
検
査
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
に
と
も
な
い
一
時
的
に
生
産
が
遅
延
し
て
、
納
期
ク
レ
ー
ム
を
起
こ
す
と
い
う
事

態
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
異
物
混
入
の
防
止
、
生
産
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
の
た
め
に
両
面
検
査
機
を
導
入
し
た
の
で
あ
る
。

　

二
〇
一
六
年
︵
平
成
二
八
︶
九
月
に
は
、
両
面
検
査
機
を
さ
ら
に
一
機
導
入
し
た
。
更
新
時
期
に
来
て
い
る
自
動
検
査

機
を
両
面
検
査
機
に
き
り
か
え
た
の
で
あ
る
。
新
設
機
は
検
査
能
力
が
高
く
、
走
行
性
能
に
も
す
ぐ
れ
て
い
る
。
処
理
ス

ピ
ー
ド
が
あ
が
り
、
生
産
能
力
の
ア
ッ
プ
に
よ
り
納
期
対
応
に
余
裕
が
う
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

フ
ィ
ル
ム
ベ
ー
ス
の
蓋
材
を
メ
イ
ン
に
す
る
真
岡
工
場
の
製
品
需
要
も
順
調
に
の
び
て
い
る
。
だ
が
フ
ィ
ル
ム
の
印
刷

機
、
ホ
ッ
ト
メ
ル
ト
機
、
ド
ラ
イ
ラ
ミ
ネ
ー
タ
ー
も
老
朽
化
し
て
お
り
、
更
新
の
時
期
に
き
て
い
る
。
だ
が
現
在
の
建
屋

に
は
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
。
工
場
長
の
塚
田
一
範
は
そ
れ
に
ふ
れ
て
、﹁
建
屋
の
更
新
と
な
る
と
、
工
場
全
体
の
再
構
築
を

み
す
え
た
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
る
、
真
岡
工
場
の
問
題
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
王
子
工
場
も
ふ
く
め
て
、
議
論
が
必
要

に
な
る
﹂
と
展
望
し
て
い
る
。

　

食
品
用
包
装
材
に
つ
い
て
い
え
ば
、
富
士
工
場
で
は
食
品
包
装
に
つ
か
わ
れ
る
紙
器
を
生
産
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
６

Ｐ
チ
ー
ズ
︵
円
を
扇
形
に
六
等
分
し
た
形
に
個
別
包
装
さ
れ
た
プ
ロ
セ
ス
チ
ー
ズ
︶
で
知
ら
れ
て
い
る
あ
の
円
筒
形
の
紙

器
で
あ
る
。
近
年
に
な
っ
て
そ
の
需
要
量
は
増
大
一
途
で
、
さ
ら
に
新
規
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
受
注
も
あ
っ
て
設
備
増
設
に

向
か
っ
た
。
新
設
機
は
二
〇
一
八
年
︵
平
成
三
〇
︶
一
〇
月
三
日
か
ら
本
格
稼
働
し
て
い
る
。

﹁
新
設
機
の
稼
働
で
二
ラ
イ
ン
に
な
っ
た
が
、
両
機
械
と
も
三
交
代
で
あ
る
。
需
要
が
の
び
れ
ば
、
も
う
一
機
増
設
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
製
造
現
場
に
そ
の
ス
ペ
ー
ス
は
な
い
。
事
務
所
を
移
転
す
る
な
ど
工
場
の
再
編
が
必
要
に
な
る
﹂

　

工
場
長
の
渡
辺
浩
正
は
こ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

　

食
品
包
装
材
の
生
産
部
門
で
あ
る
王
子
、
真
岡
、
富
士
の
三
工
場
と
も
、
す
で
に
ポ
ス
ト
一
〇
〇
周
年
を
み
す
え
た
生

産
体
制
の
改
善
に
ふ
み
だ
し
て
い
る
。

富士工場紙器新設備導入式 真岡工場両面検査機導入式
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第
八
節  
大
石
義
夫
の
社
長
就
任

●
細
田
敏
夫
か
ら
大
石
義
夫
へ

　

二
〇
一
二
年
︵
平
成
二
四
︶
六
月
二
六
日
付
で
、
取
締
役
副
社
長
の
大お

お

石い
し

義よ
し

夫お

が
代
表
取
締
役
社
長
に
、
細
田
敏
夫
は

取
締
役
会
長
に
、
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
た
。

　

細
田
の
社
長
在
任
期
間
は
九
年
で
あ
っ
た
。
経
営
再
建
と
い
う
使
命
を
お
び
て
二
〇
〇
三
年
︵
平
成
一
五
︶
六
月
二
七

日
に
社
長
に
就
任
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
二
年
後
に
は
連
結
ベ
ー
ス
で
累
損
を
一
掃
、
七
期
ぶ
り
に
配
当
を
復
活
さ
せ

た
。
そ
の
後
も
経
営
改
善
、
収
益
体
質
の
構
築
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
し
た
。
在
任
九
年
を
へ
て
次
代
に
ゆ
だ
ね
た
の
は
、

細
田
自
身
の
経
営
観
か
ら
、
経
営
再
建
に
成
果
を
お
さ
め
、
グ
ル
ー
プ
を
含
め
て
業
績
が
安
定
軌
道
に
の
っ
た
と
み
た
か

ら
だ
ろ
う
。

﹁
こ
れ
か
ら
は
誰
で
も
社
長
に
な
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
﹂

　

細
田
は
社
長
就
任
時
に
そ
の
よ
う
に
社
内
に
広
言
し
た
が
、
大
石
義
夫
の
社
長
就
任
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
具
体
的
な
か

た
ち
に
し
た
。
オ
ー
ナ
ー
会
社
か
ら
の
脱
皮
へ
の
道
筋
を
、
こ
の
と
き
細
田
自
ら
が
率
先
し
て
き
り
ひ
ら
い
た
の
で
あ
る
。

大
石
義
夫
の
社
長
就
任
時
の
役
員
の
顔
ぶ
れ
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

取
締
役
会
長 

細
田
敏
夫

　

代
表
取
締
役
社
長 

大
石
義
夫

　

取
締
役
副
社
長 

天
野
高
明　
　

社
長
補
佐
兼
財
務
部
門
統
括

　

専
務
取
締
役 

湊　

正
晴　
　

総
務
兼
人
事
部
門
統
括

　

常
務
取
締
役 

卯
野　

明　
　

企
画
部
門
統
括

　

 

公
文　

弘　
　

事
業
部
門
統
括
兼
営
業
所
統
括

　

 

羽
田　

章　
　

開
発
部
門
統
括

　

取
締
役 

君
塚　

明　
　

出
版
・
文
具
事
業
統
括

　

 

齊
藤
徹
司　
　

不
織
布
事
業
統
括　

兼　

東
京
本
社
営
業
所
長

大石義夫
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眞
住
愼
也　
　

住
宅
・
工
業
用
途
事
業
部
統
括

　

 

河
野
秀
昭　
　

情
報
関
連
事
業
統
括

　

監
査
役
︵
常
勤
︶ 

長
町
洋
三

　

 

折
坂　

透

　

監
査
役
︵
非
常
勤
︶ 
大
場
將
弘

　

 
綱
島　

勉

●
ダ
イ
ニ
ッ
ク
新
時
代
の
担
い
手

　

新
社
長
の
大
石
義
夫
は
一
九
五
〇
年
︵
昭
和
二
五
︶
二
月
、
京
都
府
う
ま
れ
で
あ
る
。
一
九
七
四
年
︵
昭
和
四
九
︶
三

月
、
信
州
大
学
工
学
部
合
成
化
学
科
を
卒
業
、
同
年
四
月
に
日
本
ク
ロ
ス
工
業
に
入
社
し
て
い
る
。

　

大
石
は
工
学
部
出
身
だ
が
、
当
時
会
社
と
し
て
は
技
術
者
の
枠
で
採
用
し
て
い
な
い
。
入
社
後
は
経
営
企
画
部
門
の
シ

ス
テ
ム
部
に
配
さ
れ
、
主
に
経
理
、
財
務
関
係
を
担
当
、
利
益
計
画
の
管
理
シ
ス
テ
ム
構
築
に
つ
い
て
中
心
的
な
役
割
を

は
た
し
た
。
入
社
し
て
一
五
年
、
一
貫
し
て
ス
タ
ッ
フ
部
門
に
あ
っ
た
が
、
一
九
八
九
年
︵
平
成
元
︶、
海
外
の
関
連
会

社
で
あ
る
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
Ｕ
Ｓ
Ａ
︵D

Y
N

IC U
SA

 CO
RP.

︶
に
転
じ
て
い
る
。
現
業
と
い
う
も
の
を
ア
メ
リ
カ
で
初

め
て
体
験
し
た
と
い
う
変
わ
り
種
で
あ
る
。

﹁
最
初
は
こ
と
ば
も
あ
ま
り
で
き
な
か
っ
た
が
、
好
奇
心
旺
盛
だ
っ
た
の
で
、
す
ぐ
に
営
業
に
と
び
だ
し
た
。
オ
レ
ゴ
ン

の
工
場
の
な
か
に
ず
っ
と
い
る
の
は
嫌
だ
っ
た
の
で
、
レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
て
、
ひ
と
り
で
お
客
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
行
っ

た
﹂

　

大
石
は
そ
こ
で
も
っ
ぱ
ら
営
業
活
動
に
奔
走
し
た
。
当
時
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
Ｕ
Ｓ
Ａ
は
合
弁
を
解
消
し
て
再
出
発
し
た

ば
か
り
で
あ
っ
た
。
大
石
は
そ
こ
で
工
場
運
営
だ
け
で
な
く
、
営
業
活
動
に
も
か
か
わ
る
な
ど
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ
を

発
揮
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
印
字
リ
ボ
ン
事
業
の
進
展
に
お
お
き
な
役
割
を
は
た
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
風
土
、
さ
ら
に
は

印
字
リ
ボ
ン
を
と
り
ま
く
当
時
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
が
よ
ほ
ど
気
質
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
に
お
も
む
く
ま
え
は

ス
リ
ム
な
体
軀
だ
っ
た
が
、
五
年
後
に
帰
国
し
た
と
き
は
体
重
が
お
よ
そ
三
〇
キ
ロ
も
ふ
え
て
い
た
。
風
貌
こ
そ
一
変
し

た
が
、
持
ち
ま
え
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ
は
今
も
昔
も
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
に
帰
任
し
て
か
ら
は
国
際
部
、
経
営
企
画
部
に
所
属
し
、
二
〇
〇
〇
年
︵
平
成
一
二
︶
六
月
に
国
際
関
連

部
長
と
な
る
。
お
り
か
ら
ア
ジ
ア
地
区
の
自
動
車
工
場
で
使
用
さ
れ
る
不
織
布
天
井
材
の
開
発
に
参
画
、
タ
イ
の
サ
ハ
・
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パ
タ
ナ
・
グ
ル
ー
プ
の
関
連
会
社
テ
キ
ス
タ
イ
ル
・
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
に
技
術
供
与
し
て
協
力
工
場
と
し
、

同
社
が
タ
イ
の
自
動
車
関
連
の
不
織
布
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
と
な
る
道
筋
を
き
り
ひ
ら
い
た
。
二
〇
〇
二
年
︵
平
成
一
四
︶

六
月
に
取
締
役
に
就
任
、
二
〇
〇
四
年
︵
平
成
一
六
︶
一
月
に
は
中
国
江
蘇
省
昆
山
市
に
あ
る
昆
山
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス

︵
昆
山
司
達
福
紡
織
有
限
公
司
︶
に
転
じ
て
総
経
理
を
つ
と
め
、
当
時
低
迷
し
て
い
た
芯
地
事
業
の
建
て
直
し
に
尽
力
し

た
。

　

中
国
か
ら
帰
任
後
の
二
〇
〇
六
年
︵
平
成
一
八
︶
六
月
に
常
務
取
締
役
、
二
〇
〇
八
年
︵
平
成
二
〇
︶
六
月
に
専
務
取

締
役
に
就
任
、
二
〇
一
〇
年
︵
平
成
二
二
︶
に
は
取
締
役
副
社
長
と
な
り
、
そ
れ
か
ら
二
年
後
に
代
表
取
締
役
社
長
に
つ

い
た
の
で
あ
る
。

　

海
外
の
ビ
ジ
ネ
ス
畑
で
育
っ
た
大
石
は
、
主
に
海
外
事
業
の
担
い
手
と
し
て
腕
を
ふ
る
っ
て
き
た
。
そ
ん
な
大
石
が
経

営
ト
ッ
プ
に
つ
い
た
の
も
偶
然
で
は
な
い
。
必
然
で
あ
る
。

　

会
社
と
い
う
も
の
は
一
〇
年
た
て
ば
姿
か
た
ち
も
変
わ
る
。
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
も
昨
今
の
一
〇
年
で
す
っ

か
り
様
変
わ
り
し
た
。
も
は
や
国
内
・
海
外
と
い
う
固
定
し
た
枠
組
み
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
と
ら
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
不
織
布
、
印
字
リ
ボ
ン
、
芯
地
な
ど
は
生
産
拠
点
が
海
外
に
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
事
業
展
開
が
活
発
に
な

っ
て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
ク
ロ
ス
な
ど
の
よ
う
に
、
も
と
も
と
国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
対
象
に
し
て
い
る
製
品
だ
が
、
昨
今

は
と
み
に
顧
客
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
つ
つ
あ
る
も
の
も
あ
る
。
そ
う
い
う
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
経
営
者

と
し
て
、
大
石
は
現
れ
る
べ
く
し
て
現
れ
た
の
で
あ
る
。

●
質
的
成
長
で
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
め
ざ
す

　

細
田
の
時
代
は
、
も
っ
ぱ
ら
﹁
再
建
﹂
が
テ
ー
マ
だ
っ
た
。
新
社
長
の
大
石
義
夫
は
、
そ
こ
か
ら
一
歩
ふ
み
こ
ん
で
、

収
益
構
造
の
﹁
層
﹂
を
分
厚
く
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
自
ら
に
課
せ
ら
れ
た
役
割
だ
と
と
ら
ま
え
て
い
る
。

　

創
立
九
〇
周
年
を
へ
て
、
二
〇
一
〇
年
︵
平
成
二
二
︶
三
月
期
以
降
も
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
業
績
︵
連
結
︶
は
比
較
的
に
安

定
し
て
い
る
。
売
上
高
は
三
九
〇
～
四
一
〇
億
円
、
当
期
利
益
は
五
億
一
〇
〇
〇
万
～
八
億
六
〇
〇
〇
万
円
の
あ
い
だ
で

推
移
し
て
い
る
。

　

だ
が
大
石
は
楽
観
視
す
る
こ
と
な
く
、
ま
だ
ま
だ
途
な
か
ば
だ
と
考
え
て
い
る
。

﹁
す
ぐ
に
赤
字
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
で
は
い
け
な
い
。
少
し
ぐ
ら
い
落
ち
込
ん
で
も
、
持
ち
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
な
磐

石
な
体
質
に
し
て
、
従
業
員
も
ハ
ッ
ピ
ー
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
会
社
と
し
て
の
存
在
価
値
は
な
い
﹂

日本不織布協会の賀詞交歓会であいさつする大石義夫
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大
石
は
そ
の
た
め
に
﹁
層
﹂
を
分
厚
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
そ
の
裏
に
は
、
社
長
就
任
し
て
二
年
目
に
体

験
し
た
﹁
雪
害
﹂
が
念
頭
に
あ
る
。
二
〇
一
四
年
︵
平
成
二
六
︶
二
月
、
未
曽
有
の
積
雪
に
よ
っ
て
主
力
工
場
の
埼
玉
工

場
が
ほ
ぼ
半
壊
、
そ
の
た
め
二
期
つ
づ
け
て
営
業
利
益
が
半
減
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
赤
字
に
転
落
し
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た
が
、
中
期
的
な
展
望
に
く
る
い
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
不
慮
の
自
然
災
害
と
は
い
え
、
就
任

二
年
目
の
大
石
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
が
警
鐘
と
な
り
、﹁
分
厚
い
安
定
感
﹂
の
希
求
に
結
び
つ
い
た
。

　

大
石
は
﹁
Ｆ
ｏ
ｒ　

Ｔ
ｈ
ｅ　

Ｃ
ｕ
ｓ
ｔ
ｏ
ｍ
ｅ
ｒ
﹂
と
い
う
、
細
田
の
か
か
げ
た
経
営
の
基
本
方
針
を
ひ
き
つ
い
だ

う
え
で
、
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
将
来
を
視
野
に
お
さ
め
、﹁
独
自
の
技
術
で
独
自
の
製
品
﹂﹁
技わ

術ざ

の
コ
ラ
ボ
で
プ
ラ
ス
ア

ル
フ
ァ
﹂
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
で
自
ら
の
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
一
〇
〇
年
の
歴
史
を
ふ
り
か
え
っ
て
、﹁
当
社
は
も
と
も
と
量
で
勝
負
す
る
と
い
う
分
野
で
成
功
し
た
こ

と
が
な
い
。
し
か
も
今
や
大
規
模
な
設
備
投
資
を
し
て
量
産
で
勝
負
す
る
と
い
う
時
代
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
﹂
と

い
う
よ
う
に
時
勢
を
と
ら
ま
え
、﹁
今
後
は
俗
に
い
う
と
こ
ろ
の
ニ
ッ
チ
な
分
野
を
開
拓
し
て
ゆ
く
。
当
社
は
幸
い
に
し

て
一
〇
〇
年
の
歴
史
が
育
ん
だ
さ
ま
ざ
ま
な
特
殊
技
術
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
駆
使
し
て
、
ト
ー
タ
ル
の
技
術
力
で
、

世
の
中
が
も
と
め
る
製
品
、
他
社
が
ま
ね
で
き
な
い
製
品
を
生
み
出
し
て
ゆ
く
。
つ
ま
り
ニ
ッ
チ
な
分
野
で
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
︵
世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
製
品
︶
を
め
ざ
す
﹂
と
宣
し
た
の
で
あ
る
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
ク
ロ
ス
、
ビ
ニ
ル
、
不
織
布
な
ど
を
生
産
す
る
素
材
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
と
と
も
に
、
数
多
く
の
加
工
技

術
を
も
っ
て
い
る
。﹁
染
め
る
﹂﹁
塗
る
﹂﹁
印
刷
す
る
﹂
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、﹁
貼
り
合
わ
せ
る
﹂﹁
型
を
押
す
﹂
な
ど
、

い
ず
れ
も
な
が
い
歴
史
が
う
み
だ
し
て
、
み
が
き
あ
げ
て
き
た
基
本
技
術
で
あ
る
。
ベ
ー
ス
と
な
る
素
材
と
こ
れ
ら
技
術

の
く
み
あ
わ
せ
は
無
限
で
あ
る
。
世
界
の
最
先
端
を
ゆ
く
技
術
で
は
な
く
て
も
、
世
界
に
ま
た
と
な
い
製
品
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
当
然
の
ご
と
く
、
そ
れ
ら
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
あ
ま
り
お
お
き
く
は
な
ら

な
い
。
む
し
ろ
ち
い
さ
い
だ
ろ
う
が
、
決
し
て
他
社
の
追
随
を
ゆ
る
さ
な
い
独
創
的
な
分
野
と
な
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら

を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
し
て
ゆ
く
こ
と
で
活
路
が
み
え
て
く
る
。

　

量
的
に
お
お
き
く
の
び
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
が
、
質
的
に
は
ど
ん
ど
ん
の
び
て
ゆ
け
る
余
地
は
あ
る
。
量
的
成
長
で

は
な
く
、
質
的
成
長
を
め
ざ
す
と
い
う
姿
勢
が
そ
こ
に
あ
る
。

　

も
っ
と
も
量
で
勝
負
す
る
世
界
に
出
て
ゆ
く
こ
と
を
ま
っ
た
く
否
定
す
る
わ
け
で
も
な
い
。
組
織
間
で
量
的
成
長
を
競

い
合
う
こ
と
も
よ
し
と
す
る
。
売
上
高
を
競
う
の
も
か
ま
わ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
を
第
一
の
目
的
に
は
し
な
い
と

い
う
の
で
あ
る
。

　

よ
う
す
る
に
、
ま
ず
は
現
在
お
か
れ
て
い
る
企
業
と
し
て
の
立
つ
位
置
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
質
を
し
っ
か
り
見
き
わ
め
る
。
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自
ら
の
足
も
と
を
し
っ
か
り
見
定
め
た
う
え
で
、
本
当
に
世
に
必
要
と
さ
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
に
﹁
ス
キ
ル
﹂﹁
ノ
ウ
ハ
ウ
﹂

﹁
ナ
レ
ッ
ジ
﹂
の
す
べ
て
を
集
中
し
て
ゆ
く
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
天
台
宗
を
ひ
ら
い
た
最
澄
の
こ
と
ば
に
﹁
照
于
一
隅 

此
則
国
宝
﹂
と
い
う
一
節
が
あ
る
。
宗
門
僧
侶
の
修

行
規
定
と
し
て
著
し
た
﹃
山さ

ん

家げ

学が
く

生し
ょ
う

式し
き

﹄
の
冒
頭
部
分
に
そ
れ
は
あ
る
。

﹁
一い

ち

隅ぐ
う

を
照
ら
す
、
こ
れ
則す

な
わ

ち
国
宝
な
り
﹂

　

あ
な
た
が
、
い
ま
立
っ
て
い
る
そ
の
場
所
で
、
懸
命
に
努
力
し
て
、
ひ
か
り
輝
け
ば
、
そ
の
光
は
ひ
ろ
が
っ
て
周
囲
を

照
ら
し
出
し
、
ひ
い
て
は
世
の
中
す
べ
て
を
照
ら
す
こ
と
に
な
る
⋮
⋮
と
い
う
意
で
あ
る
。

　

一
隅
を
照
ら
す
⋮
⋮
。

　

大
石
の
経
営
ス
タ
ン
ス
に
一
脈
通
じ
る
も
の
が
あ
ろ
う
。

　

創
立
一
〇
〇
周
年
を
へ
て
、
新
し
く
船
出
す
る
ダ
イ
ニ
ッ
ク
、
そ
の
前
途
に
は
ど
の
よ
う
な
時
代
が
待
ち
う
け
て
い
る

の
か
。

　

か
つ
て
﹁
お
お
き
い
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
﹂
と
い
う
Ｃ
Ｍ
が
一
世
風ふ

う

靡び

し
た
こ
ろ
の
よ
う
な
、
大
量
生
産
、
大
量
消
費

の
時
代
は
、
も
は
や
到
来
す
る
こ
と
は
な
い
。
資
源
や
環
境
の
制
約
が
あ
る
か
ら
、
量
的
成
長
に
は
お
の
ず
と
限
界
が
あ

る
。

　

日
本
の
人
口
も
減
少
一
途
を
た
ど
る
。
一
億
二
〇
〇
〇
万
を
超
え
て
い
る
日
本
の
人
口
が
、
二
〇
五
〇
年
に
は
一
億
を

割
り
こ
み
、
二
〇
六
〇
年
に
は
九
〇
〇
〇
万
、
二
一
〇
〇
年
に
は
現
在
の
半
分
ぐ
ら
い
に
な
る
と
い
う
。
成
長
で
は
な
く

縮
小
、
い
わ
ゆ
る
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
社
会
が
や
っ
て
く
る
。

　

量
的
成
長
で
は
な
く
質
的
成
長
に
重
き
を
お
く
と
い
う
ス
タ
ン
ス
は
、
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
社
会
に
お
け
る
モ
ノ
づ
く

り
の
あ
り
か
た
を
照
ら
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

働
き
か
た
の
質
も
お
お
き
く
変
わ
る
こ
と
に
な
る
。
大
石
は
そ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
断
言
す
る

﹁
社
会
の
あ
り
か
た
に
敏
感
に
反
応
し
て
進
化
す
る
に
は
、
幅
ひ
ろ
く
目
く
ば
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
知
恵
と

情
報
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
い
ま
ま
で
以
上
に
お
客
さ
ん
の
声
に
耳
を
か
た
む
け
、
お
客
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
と
り
く

ん
で
ゆ
く
と
い
う
姿
勢
が
よ
り
必
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
﹂

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
次
代
を
ひ
ら
く
に
は
、
な
に
よ
り
も
ア
イ
デ
ィ
ア
や
創
意
工
夫
、
さ
ら
に
は
培
わ
れ
た
熟
練
度
な
ど
が

死
命
を
制
す
る
よ
う
に
な
る
と
み
て
い
る
。
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第
九
節  
創
立
一
〇
〇
周
年
を
む
か
え
る

●
創
立
一
〇
〇
年
は
奇
し
く
も
令
和
元
年

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
二
〇
一
九
年
︵
令
和
元
︶
八
月
一
八
日
、
創
立
一
〇
〇
年
の
記
念
日
を
む
か
え
た
。

　

も
と
も
と
社
内
に
お
け
る
業
務
遂
行
の
年
号
表
示
は
も
っ
ぱ
ら
西
暦
に
よ
っ
て
い
る
が
、
奇
し
く
も
元
号
が
あ
ら
た
ま

っ
た
そ
の
年
に
記
念
の
日
を
む
か
え
、
新
し
く
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

創
立
一
〇
〇
周
年
当
時
の
役
員
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

 

取
締
役
会
長
＝
細
田
敏
夫
、
代
表
取
締
役
社
長
＝
大
石
義
夫
、
常
務
取
締
役
＝
河
野
秀
昭
・
市
川
仁
司
・
遠
藤
浩
、
取

締
役
＝
木
村
博
・
北
村
圭
正
・
小
澤
一
雅
・
佐
々
木
範
明
・
山
田
英
伸
、
社
外
取
締
役
＝
辻
正
次
・
川
﨑
茂
、
常
勤
監

査
役
＝
竹
内
祥
兼
・
本
山
信
之
、
監
査
役
＝
角
倉
英
司
・
川
辺
雅
也

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
を
形
成
す
る
各
社
は
、
国
内
外
あ
わ
せ
て
一
八
社
で
あ
る
。

　

海
外
は
Ｎ
Ｃ
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
︵N

C ST
A

FLEX
 CO

., PT
E., LT

D
.

＝
二
〇
二
〇
年
一
月
解
散
と
決
ま
る
︶、

ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
ホ
ン
コ
ン
︵D

Y
N

IC 

［H
K

］ LT
D

.

︶、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
Ｕ
Ｓ
Ａ
︵D

Y
N

IC U
SA

 CO
RP.

︶、
タ
イ
・

ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
︵T

H
A

I ST
A

FLEX
 CO

., LT
D

.

︶、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
Ｕ
Ｋ
︵D

Y
N

IC 

［U
K

］ LT
D

.

︶、
大
連

ダ
イ
ニ
ッ
ク
︵
大
連
大
尼
克
辦
公
設
備
有
限
公
司
︶、
昆
山
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
︵
昆
山
司
達
福
紡
織
有
限
公
司
︶、
ダ
イ

ニ
ッ
ク
国
際
貿
易
︵
上
海
︶︵
達
妮
克
国
際
貿
易
［
上
海
］
有
限
公
司
︶
の
八
社
に
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
Ｔ
Ｐ
Ｃ
ニ

ッ
ク
︵T

PCN
IC CO

., LT
D

.

︶、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
テ
キ
ス
タ
イ
ル
・
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
︵PT

. D
Y

N
IC T

EX
T

ILE 
PREST

IGE

︶、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
チ
ェ
コ
︵D

Y
N

IC ［CZ

］ s.r.o.

︶
の
三
社
が
こ
の
期
に
加
わ
っ
た
。

　

国
内
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
ジ
ュ
ノ
、
大
和
紙
工
、
ニ
ッ
ク
フ
レ
ー
ト
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
、
オ
フ
ィ

ス
・
メ
デ
ィ
ア
、
大
平
産
業
に
、
新
し
く
大
野
ク
ロ
ス
が
傘
下
に
加
わ
っ
て
い
る
。

　

大
野
ク
ロ
ス
株
式
会
社
︵
大
阪
市
中
央
区
谷
町
七
丁
目
一
︱
三
〇
︶
は
一
九
二
三
年
︵
大
正
一
二
︶
に
大
野
常
太
郎
商

店
と
し
て
創
業
、
一
九
六
九
年
︵
昭
和
四
四
︶
一
二
月
に
会
社
形
態
を
株
式
会
社
と
し
て
現
在
の
か
た
ち
に
な
っ
た
︵
資

創立100周年記念パーティ
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本
金
一
五
〇
〇
万
円
︶。
同
社
は
古
く
か
ら
ク
ロ
ス
製
品
の
大
阪
地
区
の
有
力
な
代
理
店
と
し
て
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
近
年
に
な
っ
て
後
継
者
問
題
が
深
刻
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
こ
で
同
社
の
将
来
と
商
圏
維
持

と
い
う
観
点
か
ら
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
の
一
社
と
し
て
、
新
し
く
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

二
〇
一
八
年
︵
平
成
三
〇
︶
一
二
月
に
発
足
し
た
新
し
い
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
た
大
野
ク
ロ
ス
の
資
本
金
は
二
九
七
五

万
円
、
社
長
に
は
佐
々
木
克
己
が
就
任
。
従
業
員
は
八
人
で
あ
る
。

●
業
績
は
中
位
安
定
の
傾
向

　

二
〇
一
二
年
︵
平
成
二
四
︶
以
降
、
日
本
経
済
は
ゆ
る
や
か
な
回
復
に
向
か
っ
て
い
る
。

　

な
が
き
に
わ
た
る
回
復
は
米
国
を
は
じ
め
世
界
経
済
の
好
調
に
さ
さ
え
ら
れ
た
も
の
で
、
輸
出
産
業
を
中
心
に
企
業
の

業
績
が
拡
大
し
て
い
る
か
ら
だ
と
い
え
る
。
大
胆
な
低
金
利
政
策
や
成
長
戦
略
を
柱
と
す
る
政
府
の
経
済
政
策
の
効
果
な

ど
も
あ
っ
て
、
輸
出
や
生
産
は
拡
大
し
、
企
業
の
収
益
力
が
お
お
き
く
向
上
し
た
の
で
あ
る
。

　

だ
が
個
人
消
費
や
設
備
投
資
な
ど
内
需
に
つ
い
て
は
、
よ
く
も
な
け
れ
ば
、
悪
く
も
な
い
と
い
う
状
態
が
つ
づ
い
て
い

る
。
個
人
消
費
は
ゆ
る
や
か
に
回
復
し
つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ
る
わ
り
に
は
、
賃
金
が
上
が
ら
な
い
た
め
、
高
い
伸
び
に
は

な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
事
実
、
実
質
賃
金
は
い
ま
だ
一
進
一
退
を
く
り
か
え
す
の
み
で
伸
び
に
勢
い
が
つ
か
な
い
で

い
る
。
設
備
投
資
に
つ
い
て
も
、
企
業
収
益
が
史
上
最
高
を
更
新
し
つ
づ
け
て
い
る
と
喧
伝
さ
れ
る
わ
り
に
は
、
ゆ
る
や

か
な
伸
び
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
わ
け
で
国
内
景
気
は
、
い
ま
ひ
と
つ
迫
力
を
欠
き
、
い
わ
ば
低
位
安
定
で
固
ま

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
だ
ろ
う
。

　

九
〇
周
年
以
降
の
こ
の
一
〇
年
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
グ
ル
ー
プ
を
あ
げ
て
、
も
っ
ぱ
ら
企
業
体
質
の
強
化
に
つ
と
め
て
き

た
。
省
エ
ネ
対
策
を
も
ふ
く
め
た
コ
ス
ト
の
削
減
を
柱
に
し
て
原
価
低
減
を
は
か
り
、
ひ
た
す
ら
収
益
力
改
善
の
と
り
く

み
を
強
化
し
て
き
た
。

　

二
〇
一
一
年
︵
平
成
二
三
︶
三
月
期
以
降
、
売
上
高
は
連
結
ベ
ー
ス
で
四
〇
〇
億
円
か
ら
四
一
〇
億
円
で
推
移
し
て
い

る
。
当
期
利
益
は
二
〇
一
三
年
︵
平
成
二
五
︶
三
月
期
に
八
億
六
〇
〇
〇
万
円
と
な
り
、
八
億
円
レ
ベ
ル
に
乗
せ
た
が
、

二
〇
一
四
年
︵
平
成
二
六
︶
三
月
期
と
二
〇
一
六
年
︵
平
成
二
八
︶
三
月
期
は
五
億
円
台
に
落
ち
込
ん
で
い
る
。

　

二
〇
一
四
年
︵
平
成
二
六
︶
三
月
期
の
場
合
は
、
台
湾
ク
ロ
ス
の
停
滞
に
と
も
な
う
事
業
整
理
損
失
五
億
四
八
〇
〇
万

円
、
さ
ら
に
は
同
年
二
月
の
雪
害
に
よ
っ
て
埼
玉
工
場
の
一
部
建
屋
が
損
壊
す
る
と
い
う
災
害
に
よ
る
損
失
一
億
円
を
特

別
損
失
に
計
上
し
た
こ
と
に
よ
る
。

大野クロス
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二
〇
一
六
年
︵
平
成
二
八
︶
三
月
期
の
場
合
は
埼
玉
工
場
の
設
備
復
旧
の
遅
れ
に
よ
り
、
家
電
や
自
動
車
関
連
の
不
織

布
製
品
の
落
ち
込
み
で
営
業
利
益
が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。

　

二
〇
一
七
年
︵
平
成
二
九
︶
三
月
期
以
降
の
三
年
に
つ
い
て
は
、
売
上
高
四
〇
〇
億
円
、
当
期
利
益
八
億
五
〇
〇
〇
万

円
の
水
準
を
堅
持
し
て
お
り
、
業
績
は
こ
の
レ
ベ
ル
で
安
定
し
て
い
る
。

●
東
京 

名
古
屋 

大
阪
の
営
業
所
移
転

　

二
〇
一
一
年
︵
平
成
二
三
︶
か
ら
二
〇
一
二
年
︵
平
成
二
四
︶
に
か
け
て
、
東
京
本
社
、
名
古
屋
支
社
営
業
所
、
大
阪

支
社
営
業
所
は
こ
ぞ
っ
て
オ
フ
ィ
ス
の
移
転
を
お
こ
な
っ
た
。

　

東
京
本
社
は
二
〇
一
一
年
︵
平
成
二
三
︶
九
月
、
芝
大
門
の
ダ
イ
ニ
ッ
ク
ビ
ル
か
ら
都
営
三
田
線
の
御
成
門
駅
に
ほ
ど

近
い
新
御
成
門
ビ
ル
︵
東
京
都
港
区
新
橋
六
丁
目
一
七
︱
一
九
︶
に
移
転
し
た
。
本
社
機
能
の
充
実
お
よ
び
業
務
の
効
率

化
を
は
か
る
た
め
の
移
転
で
あ
る
。

　

新
御
成
門
ビ
ル
は
地
上
九
階
、
地
下
一
階
か
ら
な
り
、
日
比
谷
通
り
に
面
し
て
い
る
。
ダ
イ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
は
二
階
、

七
階
、
八
階
に
入
居
す
る
こ
と
に
な
り
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
東
京
本
社
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
ジ
ュ
ノ
本
社
、
オ
フ
ィ
ス
・
メ
デ
ィ

ア
本
社
が
移
転
し
た
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
東
京
本
社
は
九
月
一
七
日
か
ら
一
九
日
に
か
け
て
移
転
、
九
月
二
〇
日
か
ら
新
し
い
オ
フ
ィ
ス
で
業
務
を

開
始
し
た
。
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
ジ
ュ
ノ
、
オ
フ
ィ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
も
九
月
二
五
日
に
移
転
を
終
え
て
い
る
。

　

大
阪
支
社
営
業
所
が
入
居
し
て
い
る
新
高
麗
橋
ビ
ル
は
築
四
〇
年
、
老
朽
化
が
す
す
み
、
入
居
率
も
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト

を
割
り
こ
む
と
い
う
あ
り
さ
ま
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
ジ
ュ
ノ
大
阪
営
業
所
、
オ
フ
ィ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
大
阪
支
社
と
も
ど
も
移

転
に
ふ
み
き
っ
た
。
移
転
先
は
南
船
場
の
長
堀
通
り
に
面
し
た
全
面
ガ
ラ
ス
張
り
の
ク
リ
ス
タ
フ
ァ
イ
ブ
ビ
ル
︵
大
阪
市

中
央
区
南
船
場
二
︱
五
︱
一
二
︶
で
あ
る
。

　

オ
フ
ィ
ス
移
転
作
業
は
二
〇
一
二
年
︵
平
成
二
四
︶
四
月
二
一
日
の
土
曜
日
に
お
こ
な
い
、
二
三
日
の
月
曜
日
か
ら
業

務
を
開
始
し
た
。
ク
リ
ス
タ
フ
ァ
イ
ブ
ビ
ル
は
地
下
一
階
、
地
上
一
〇
階
で
ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
六
階
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
ジ
ュ

ノ
、
オ
フ
ィ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
は
五
階
を
新
オ
フ
ィ
ス
と
し
た
。

　

名
古
屋
支
社
営
業
所
も
オ
フ
ィ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
名
古
屋
支
社
と
と
も
に
二
〇
一
二
年
︵
平
成
二
四
︶
一
二
月
、
千
種
ニ

ュ
ー
タ
ワ
ー
ビ
ル
︵
名
古
屋
市
東
区
葵
三
︱
一
五
︱
三
一
︶
に
移
転
し
て
い
る
。
新
し
い
オ
フ
ィ
ス
を
お
い
た
同
ビ
ル
は

地
上
二
一
階
、
地
下
三
階
の
高
層
ビ
ル
で
、
地
下
フ
ロ
ア
は
地
下
鉄
東
山
線
千
種
駅
に
通
じ
て
い
る
。
オ
フ
ィ
ス
・
メ
デ

東京本社大阪支社営業所
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ィ
ア
は
一
一
月
二
六
日
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
名
古
屋
営
業
所
は
一
二
月
三
日
か
ら
新
オ
フ
ィ
ス
で
業
務
開
始
し
て
い
る
。

●
環
境
天
文
台
と
し
て
…
…
ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
天
究
館

　

ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
天
究
館
は
環
境
天
文
台
と
し
て
の
指
向
を
強
め
る
な
か
で
、
二
〇
一
〇
年
︵
平
成
二
二
︶
一
〇
月
、

山
梨
県
北
杜
市
で
開
催
さ
れ
た
第
二
二
回
﹁
星
空
の
街
、
あ
お
ぞ
ら
の
街
﹂
全
国
大
会
で
天
究
館
長
の
高
橋
進
が
環
境
大

臣
賞
を
受
賞
し
た
。

　

同
大
会
は
環
境
庁
主
催
に
よ
る
も
の
で
、
第
七
回
か
ら
高た

か

円ま
ど
の

宮み
や

妃
久
子
さ
ま
の
ご
臨
席
の
も
と
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

大
気
環
境
の
保
全
に
対
す
る
意
識
を
た
か
め
る
こ
と
、
郷
土
の
環
境
を
活
か
し
た
地
域
お
こ
し
の
推
進
に
役
立
て
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
発
表
会
で
、
毎
年
、
大
気
環
境
保
全
へ
の
啓
発
・
普
及
な
ど
に
す
ぐ
れ
た
活
動
を
お
こ
な
っ
た
団
体
お
よ

び
個
人
に
環
境
大
臣
賞
が
授
与
さ
れ
て
い
る
。

　

館
長
の
受
賞
は
、
二
〇
年
に
わ
た
り
継
続
し
て
地
域
の
環
境
教
育
で
指
導
的
な
役
割
を
は
た
し
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ

れ
て
の
も
の
だ
っ
た
。

　

翌
二
〇
一
一
年
︵
平
成
二
三
︶
の
第
二
三
回
﹁
星
空
の
街
、
あ
お
ぞ
ら
の
街
﹂
全
国
大
会
の
開
催
地
は
、
奇
し
く
も
滋

賀
県
多
賀
町
で
あ
っ
た
︵
一
〇
月
一
～
二
日
︶。
大
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ひ
と
つ
、
星
空
観
察
会
が
ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
天

究
館
で
お
こ
な
わ
れ
、
環
境
省
局
長
、
滋
賀
県
知
事
、
多
賀
町
長
な
ど
の
お
歴
々
と
と
も
に
来
館
さ
れ
た
高
円
宮
妃
久
子

さ
ま
に
、
館
長
が
ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
天
究
館
と
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
環
境
活
動
に
つ
い
て
ご
説
明
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
と
き
は
多
賀
町
ア
ス
ト
ロ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
、
被
災
地
の
こ
ど
も
た
ち
と
の
心
の
交
流

に
の
り
だ
し
た
。
被
災
地
で
は
多
く
の
天
文
台
や
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
が
被
害
を
う
け
て
い
る
。
そ
こ
で
被
災
し
た
天
文
台

や
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
に
壁
新
聞
﹁
ア
ス
ト
ロ
新
聞
﹂
を
お
く
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
福
島
県
富
岡
町
︵
全

員
避
難
地
区
︶
と
の
交
流
が
は
じ
ま
っ
た
。

　

二
〇
一
三
年
︵
平
成
二
五
︶、
夏
休
み
に
富
岡
町
の
親
子
を
彦
根
に
招
待
す
る
と
い
う
彦
根
市
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、

多
賀
町
ア
ス
ト
ロ
ク
ラ
ブ
と
と
も
に
参
画
し
、
同
年
八
月
、
総
勢
一
一
一
人
の
親
子
を
む
か
え
、
彦
根
市
子
ど
も
セ
ン
タ

ー
で
天
体
観
測
会
を
お
こ
な
っ
た
。
交
流
は
さ
ら
に
強
固
な
も
の
と
な
り
、
二
〇
一
四
年
︵
平
成
二
六
︶
八
月
に
は
、
天

究
館
で
発
見
し
た
小
惑
星
の
ひ
と
つ
を
﹁
Ｔ
ｏ
ｍ
ｉ
ｏ
ｋ
ａ
ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ
︵
富
岡
町
︶﹂
と
命
名
し
た
。
そ
れ
は
火
星
と

木
星
の
あ
い
だ
の
軌
道
を
お
よ
そ
四
年
二
か
月
か
け
て
ま
わ
る
直
径
お
よ
そ
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
小
惑
星
で
、
一
九
九

二
年
︵
平
成
四
︶
に
杉
江
淳
が
発
見
し
た
も
の
で
あ
る
。

名古屋支社営業所
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原
発
事
故
に
よ
る
汚
染
で
各
地
に
わ
か
れ
て
避
難
生
活
を
つ
づ
け
て
い
る
住
民
の
方
が
た
が
、
復
興
に
向
け
て
心
を
ひ

と
つ
に
す
る
シ
ン
ボ
ル
に
な
れ
ば
、
と
い
う
思
い
を
こ
め
て
の
命
名
で
あ
っ
た
。

　

天
究
館
で
は
二
〇
一
九
年
︵
令
和
元
︶
七
月
、
施
設
の
一
角
に
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
開
設
し
た
。
も
と
も
と
天
究
館
オ

ー
プ
ン
の
と
き
か
ら
、
ス
ク
リ
ー
ン
を
配
す
る
ま
る
い
ド
ー
ム
型
の
天
井
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
の
で
、
そ
こ
に
投
影
機
を

導
入
し
て
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
と
し
て
整
備
し
た
の
で
あ
る
。

　

設
置
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
は
デ
ジ
タ
ル
式
で
、
夜
空
や
星
を
Ｃ
Ｇ
に
よ
る
映
像
と
し
て
投
影
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。

土
曜
日
の
み
開
館
す
る
企
業
内
天
文
台
と
し
て
の
限
界
も
あ
る
が
、
館
長
の
杉
江
淳
は
、﹁
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
も
加
わ
っ

た
の
で
、
観
望
会
も
内
容
を
充
実
さ
せ
て
ゆ
き
た
い
。
と
く
に
プ
ラ
ネ
は
他
の
施
設
で
は
や
っ
て
い
な
い
天
究
館
な
ら
で

は
の
プ
レ
ゼ
ン
も
考
え
て
ゆ
き
た
い
。
た
と
え
ば
本
館
は
環
境
天
文
台
を
め
ざ
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
ア

プ
ロ
ー
チ
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う
﹂
と
今
後
に
つ
い
て
の
べ
て
い
る
。

天究館プラネタリウム
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第
一
〇
節  

埼
玉
工
場
と
雪
害

●
二
〇
一
四
年
（
平
成
二
六
）
の
豪
雪

  

甲
府
市
で
一
一
四
セ
ン
チ
、
河
口
湖
で
は
一
四
三
セ
ン
チ
、
秩
父
市
で
は
九
八
セ
ン
チ
、
前
橋
市
で
七
三
セ
ン
チ
、
熊

谷
市
で
六
二
セ
ン
チ
、
宇
都
宮
市
で
三
二
セ
ン
チ
⋮
⋮
。
東
京
都
心
で
も
千
代
田
区
大
手
町
で
二
七
セ
ン
チ
⋮
⋮
。
い
ず

れ
も
過
去
の
積
雪
記
録
を
お
お
き
く
更
新
し
た
。

　

大
雪
は
二
〇
一
四
年
︵
平
成
二
六
︶
二
月
一
四
日
か
ら
一
六
日
に
か
け
て
や
っ
て
き
た
。
低
気
圧
が
日
本
の
南
岸
を
発

達
し
な
が
ら
通
過
し
、
近
畿
か
ら
東
北
に
か
け
て
大
雪
と
な
り
、
と
く
に
関
東
内
陸
や
甲
信
は
記
録
的
な
降
雪
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
一
週
間
前
︵
二
月
七
日
か
ら
九
日
ま
で
︶
に
も
西
日
本
か
ら
関
東
に
か
け
て
記
録
的
な
積
雪
に
み
ま
わ

れ
て
い
た
。
こ
の
二
つ
の
豪
雪
を
総
称
し
て
﹁
平
成
二
六
年
の
豪
雪
﹂
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

　

七
日
か
ら
の
雪
は
水
分
が
少
な
い
乾
い
た
雪
だ
っ
た
が
、
一
四
日
か
ら
の
雪
は
水
分
を
多
く
含
ん
だ
雪
だ
っ
た
。
そ
れ

が
次
第
に
雨
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
た
め
、
湿
っ
た
重
い
雪
と
な
っ
て
各
地
で
積
雪
に
よ
る
被
害
が
続
出
し
た
。

　

た
と
え
ば
群
馬
県
富
岡
市
の
富
岡
製
糸
場
で
は
乾
燥
場
の
屋
根
が
崩
落
す
る
な
ど
四
棟
が
全
半
壊
、
富
士
見
市
で
は
体

育
施
設
の
屋
根
が
崩
落
、
熊
谷
市
で
も
、
く
ま
が
や
ド
ー
ム
の
屋
根
が
崩
落
、
と
な
り
の
深
谷
市
で
は
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ

が
半
壊
し
た
。
高
崎
市
や
八
王
子
で
は
ア
ー
ケ
ー
ド
街
の
屋
根
が
崩
落
し
た
の
を
は
じ
め
、
山
梨
・
群
馬
・
埼
玉
を
中
心

に
多
く
の
世
帯
の
カ
ー
ポ
ー
ト
も
崩
落
し
た
。

　

交
通
機
関
も
大
混
乱
で
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
高
崎
線
は
一
四
日
の
夜
、
始
発
の
上
野
駅
か
ら
下
り
線
の
運
転
を
見
合
わ
せ
、
三

時
間
後
に
再
開
し
た
が
、
同
日
深
夜
に
電
車
が
途
中
駅
で
足
止
め
状
態
に
な
り
、
東
京
か
ら
の
帰
宅
者
を
は
じ
め
と
す
る

六
〇
〇
〇
人
の
乗
客
が
、
暖
房
も
と
ま
っ
た
車
内
で
一
泊
す
る
は
め
に
な
っ
た
。
上
尾
市
や
さ
い
た
ま
市
の
各
駅
を
ふ
く

む
鴻
巣
駅
ま
で
の
区
間
は
一
五
日
の
夜
間
に
な
っ
て
や
っ
と
復
旧
し
た
が
、
熊
谷
市
な
ど
の
埼
玉
県
北
部
や
前
橋
市
な
ど

の
群
馬
県
の
各
駅
と
接
続
す
る
電
車
は
終
日
運
休
と
な
り
、
二
夜
に
わ
た
り
普
通
列
車
に
よ
る
交
通
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
。

籠
原
駅
ま
で
の
区
間
は
一
六
日
の
日
中
、
前
橋
駅
ま
で
の
区
間
は
一
六
日
の
夜
間
に
な
っ
て
う
ご
き
だ
し
た
が
、
大
幅
に

本
数
を
減
ら
し
た
う
え
で
の
運
行
で
あ
っ
た
。

　

農
産
物
の
被
害
も
お
お
き
か
っ
た
。
各
地
の
ビ
ニ
ル
ハ
ウ
ス
が
崩
壊
し
て
、
山
梨
県
で
は
ブ
ド
ウ
の
産
地
で
あ
る
笛
吹
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市
、
甲
州
市
な
ど
の
八
割
が
被
害
を
う
け
、
栃
木
県
で
は
収
穫
期
の
イ
チ
ゴ
、
群
馬
県
で
も
キ
ュ
ウ
リ
や
ト
マ
ト
の
被
害

が
発
生
し
た
。
ダ
イ
ニ
ッ
ク
埼
玉
工
場
の
あ
る
深
谷
市
で
も
ブ
ラ
ン
ド
葱
で
あ
る
﹁
深
谷
ネ
ギ
﹂
を
は
じ
め
農
産
物
の
収

穫
に
多
大
な
影
響
が
出
た
。

●
埼
玉
工
場
第
一
工
場
・
第
三
工
場
・
第
四
工
場
の
屋
根
が
崩
落

　

深
谷
市
の
積
雪
も
六
〇
セ
ン
チ
を
超
え
て
い
る
。

　

降
り
積
も
っ
た
重
い
雪
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
主
力
工
場
で
あ
る
埼
玉
工
場
に
思
い
が
け
な
い
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

　

二
月
一
五
日
の
早
朝
の
こ
と
で
あ
る
。

　

最
初
に
異
変
が
発
生
し
た
の
は
第
一
工
場
で
あ
っ
た
。
降
り
積
も
っ
た
雪
で
屋
根
が
湾
曲
し
て
、
北
側
の
三
分
の
一
が

崩
落
し
た
。
予
兆
は
そ
の
前
夜
お
そ
く
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
積
雪
の
圧
迫
で
屋
根
近
く
に
配
し
て
あ
る
計
器
類
に
異
常

が
発
生
、
さ
ら
に
蒸
気
の
配
管
が
壊
れ
て
、
蒸
気
が
工
場
内
に
蔓
延
し
操
業
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
ん
な
な
か

で
北
側
三
分
の
一
の
屋
根
が
落
ち
た
の
で
あ
る
。
お
お
き
な
マ
シ
ン
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
天
井
の
支
え
に
な
る
が
、
そ
こ

に
は
ち
い
さ
な
マ
シ
ン
し
か
な
か
っ
た
た
め
に
、
あ
っ
け
な
く
崩
落
し
た
の
で
あ
る
。
レ
ザ
ー
の
仕
上
室
が
損
壊
、
レ
ザ

ー
の
印
刷
機
、
大
和
紙
工
の
紙
加
工
ラ
イ
ン
が
稼
働
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

つ
づ
い
て
第
四
工
場
、
そ
し
て
第
三
工
場
の
屋
根
が
く
ず
れ
落
ち
た
。
第
四
工
場
は
最
初
に
機
械
の
な
い
休
憩
室
の
屋

根
が
落
ち
、
も
と
も
と
小
型
マ
シ
ン
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、
屋
根
が
す
べ
て
落
ち
て
し
ま
っ
た
。
第
三
工
場
は
カ
ー
ペ
ッ

ト
生
産
の
お
お
き
な
マ
シ
ン
の
あ
る
部
分
は
な
ん
と
か
持
ち
こ
た
え
た
が
、
そ
れ
以
外
は
落
ち
て
、
工
場
建
屋
の
内
部
は

ほ
と
ん
ど
全
壊
状
態
に
な
っ
た
。
雪
が
雨
に
な
っ
て
、
重
み
を
ま
し
た
積
雪
に
耐
え
き
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
当
初
、

建
屋
内
は
圧
壊
し
た
天
井
や
溶
け
だ
し
た
大
量
の
雪
で
足
を
ふ
み
い
れ
る
こ
と
も
で
き
な
い
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
と
い
う
。

　

ほ
か
に
も
第
七
工
場
の
屋
根
が
損
傷
、
テ
ン
ト
倉
庫
な
ど
は
壊
滅
的
被
害
を
う
け
た
が
、
と
く
に
深
刻
だ
っ
た
の
は
第

三
工
場
だ
っ
た
。
不
織
布
専
用
工
場
で
あ
り
、
自
動
車
用
内
装
材
や
フ
ィ
ル
タ
材
、
床
材
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
の
主
力
マ
シ

ン
が
そ
こ
に
集
中
し
て
い
た
。

　

カ
ー
ペ
ッ
ト
の
製
造
機
は
混
綿
装
置
か
ら
自
動
包
装
機
ま
で
圧
壊
、
損
傷
と
雨
水
の
流
入
で
稼
働
不
能
と
な
っ
た
。
設

備
か
ら
カ
ー
ド
フ
ィ
ー
ド
ま
で
破
損
、
樹
脂
加
工
ラ
イ
ン
も
巻
き
出
し
か
ら
本
体
、
巻
と
り
ま
で
が
圧
壊
し
て
ま
っ
た
く

稼
働
で
き
な
く
な
っ
た
。

　

フ
ィ
ル
タ
材
の
製
造
機
、
車
輛
天
井
材
の
製
造
機
、
車
輛
内
装
材
の
製
造
機
も
同
じ
よ
う
に
深
刻
な
損
傷
を
こ
う
む
っ

屋根が崩壊した第三工場
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た
。

　

埼
玉
工
場
の
不
織
布
設
備
が
稼
働
不
能
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
不
織
布
の
根
幹
を
な
す
製
品
群
の
壊
滅
を
意

味
し
て
い
た
。
含
浸
設
備
は
滋
賀
工
場
に
も
あ
っ
た
が
、
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
機
は
深
谷
に
し
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

雪
害
が
発
生
し
た
翌
一
六
日
︵
日
︶、
さ
っ
そ
く
大
石
社
長
の
陣
頭
指
揮
の
も
と
に
東
京
本
社
の
経
営
企
画
部
に
対
策

本
部
︵
事
務
局
長
：
北
村
圭
正
︶
を
お
い
た
。
ユ
ー
ザ
ー
を
ふ
く
め
た
外
部
へ
の
対
応
、
被
害
状
況
の
調
査
、
復
旧
計
画

の
立
案
が
お
も
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。

﹁
ま
ず
は
情
報
を
整
理
、
一
元
化
し
て
、
社
外
的
に
は
も
ち
ろ
ん
社
内
に
お
い
て
も
、
不
適
切
な
風
評
が
ひ
と
り
あ
る
き

し
な
い
よ
う
に
万
全
を
つ
く
し
た
﹂
と
事
務
局
長
の
北
村
が
回
顧
す
る
よ
う
に
、
事
故
発
生
二
日
後
の
一
七
日
︵
月
︶
に

は
雪
害
に
よ
る
被
災
状
況
を
あ
り
の
ま
ま
社
外
に
公
表
し
た
。

●
競
合
の
同
業
他
社
の
支
援
で
の
り
き
る

　

顧
客
へ
の
供
給
責
任
を
ど
の
よ
う
に
し
て
は
た
す
の
か
。
雪
害
で
機
能
不
全
に
お
ち
い
っ
た
工
場
の
復
旧
を
ど
う
す
る

の
か
。
問
題
は
山
積
し
て
い
た
。

　

と
く
に
自
動
車
用
途
の
供
給
問
題
は
深
刻
だ
っ
た
。
二
〇
一
四
年
︵
平
成
二
六
︶
二
月
と
い
う
時
期
だ
っ
た
こ
と
も
事

態
を
よ
け
い
に
深
刻
な
も
の
に
し
て
い
た
。
埼
玉
工
場
の
不
織
布
製
品
の
主
力
は
自
動
車
用
途
と
イ
ン
テ
リ
ア
用
途
で
あ

る
。
自
動
車
用
途
は
天
井
材
、
内
装
材
、
フ
ィ
ル
タ
材
で
あ
る
。
当
時
、
自
動
車
業
界
は
時
な
ら
ぬ
賑
わ
い
を
み
せ
て
い

た
。
二
〇
一
四
年
︵
平
成
二
六
︶
四
月
に
消
費
税
が
五
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
八
パ
ー
セ
ン
ト
へ
と
増
税
さ
れ
て
い
る
。
増
税

負
担
前
の
駆
け
込
み
で
自
動
車
の
生
産
、
需
要
と
も
ピ
ー
ク
を
む
か
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
顧
客
は
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
参
画
し
て
い
る
部
品
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
。
生
産
が
遅
延
し
た
り
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
え
ば
、

多
大
な
損
害
が
発
生
す
る
だ
け
で
な
く
、
業
界
の
信
用
す
ら
も
失
墜
し
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
業
界
一
位
の
シ
ェ
ア
を
も
ち
、

プ
ラ
イ
ス
リ
ー
ダ
ー
に
も
な
っ
て
い
る
展
示
会
装
飾
用
・
イ
ン
テ
リ
ア
カ
ー
ペ
ッ
ト
も
月
平
均
三
〇
万
メ
ー
ト
ル
あ
っ
た
。

　

顧
客
と
向
き
合
う
最
前
線
に
立
っ
た
名
古
屋
営
業
所
の
村む

ら

上か
み

大だ
い

資す
け

は
、﹁
報
せ
を
う
け
た
と
き
頭
が
真
っ
白
に
な
っ
た
﹂

と
、
当
時
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
か
え
り
み
る
。

﹁
納
品
の
こ
と
、
デ
リ
バ
リ
ー
の
こ
と
な
ど
が
頭
を
め
ぐ
っ
て
、
ま
さ
に
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
な
っ
た
。
埼
玉
工
場
の
状
況

が
つ
か
め
な
い
ま
ま
、
お
客
さ
ん
の
ほ
う
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
の
電
話
が
殺
到
し
た
。
む
し
ろ
お
客
さ
ん
の
ほ
う
が
埼
玉

の
雪
害
に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
い
る
。
明
確
な
答
え
が
で
き
な
い
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
は
お
客
さ
ん
へ
の
対
応

崩壊した工場内部
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だ
け
で
な
く
、
Ｏ
Ｅ
Ｍ
生
産
の
折
衝
か
ら
原
材
料
の
手
配
、
技
術
ス
タ
ッ
フ
と
の
連
携
に
も
目
く
ば
り
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
忙
殺
さ
れ
る
毎
日
だ
っ
た
。
幸
い
に
し
て
顧
客
で
あ
る
部
品
メ
ー
カ
ー
さ
ん
の
ほ
う
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
ア
イ
デ
ィ

ア
を
も
ら
っ
た
り
、
助
言
し
て
も
ら
っ
た
り
で
、
ユ
ー
ザ
ー
に
助
け
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
か
っ
た
﹂

　

落
ち
着
く
ま
で
に
は
半
年
ぐ
ら
い
か
か
り
、
眠
れ
な
い
日
々
が
つ
づ
い
た
と
い
う
。

　

目
先
は
在
庫
で
の
り
き
れ
て
も
、
工
場
が
う
ご
か
な
い
の
で
ご
ま
か
し
が
き
か
な
い
。
頼
み
と
す
る
は
他
社
の
援
助
に

よ
る
代
替
生
産
と
い
う
途
だ
っ
た
。
増
税
前
の
駆
け
込
み
需
要
で
、
自
動
車
部
品
の
素
材
メ
ー
カ
ー
も
生
産
能
力
は
タ
イ

ト
に
な
っ
て
い
て
懸
念
さ
れ
た
が
、
最
終
的
に
日
本
不
織
布
協
会
の
加
盟
七
社
か
ら
代
替
生
産
と
い
う
か
た
ち
で
支
援
を

う
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
、
日
本
不
織
布
協
会
の
副
会
長
に
あ
っ
た
社
長
の
大
石
義
夫
は
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

﹁
サ
プ
ラ
イ
で
き
る
か
ど
う
か
本
当
に
心
配
だ
っ
た
。
雪
害
事
故
が
起
き
た
ば
か
り
の
時
は
、
お
客
さ
ん
が
供
給
に
不
安

を
感
じ
、
工
場
に
か
け
つ
け
て
こ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
ん
な
と
き
に
日
本
不
織
布
協
会
の
同
業
他
社
の
み

な
さ
ま
に
救
わ
れ
た
。
お
困
り
で
し
ょ
う
か
ら
、
と
率
先
し
て
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
あ
り
が
た
か

っ
た
。
代
替
生
産
を
ひ
き
う
け
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
で
と
に
か
く
デ
リ
バ
リ
ー
に
問
題
を
起
こ
さ
ず
に
す
ん
だ
。
復
旧
に

向
け
て
は
営
業
担
当
、
そ
れ
に
技
術
グ
ル
ー
プ
も
よ
く
が
ん
ば
っ
て
く
れ
た
と
思
う
﹂

　

か
く
し
て
自
動
車
天
井
材
は
二
社
、
内
装
材
は
三
社
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
三
社
の
同
業
他
社
か
ら
代
替
品
生
産
の
支
援
を

う
け
た
。
自
動
車
関
係
に
つ
い
て
は
、
も
と
も
と
自
動
車
部
品
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
つ
ら
な
る
素
材
メ
ー
カ
ー
同
士
の
横

の
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
と
は
い
う
も
の
の
、
当
時
は
増
税
前
の
駆
け
込
み
受
注
で
、
競
合
各
社
と
も
に
繁
忙
だ
っ
た
は
ず

で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
救
い
の
手
を
さ
し
の
べ
て
も
ら
っ
た
。
も
し
代
替
製
品
の
生
産
が
実
現
し
な
け
れ
ば
、

ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
不
織
布
事
業
そ
の
も
の
が
窮
地
に
お
ち
い
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

な
お
自
動
車
エ
ン
ジ
ン
の
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
材
に
つ
い
て
は
海
外
シ
フ
ト
で
の
り
き
っ
た
。
技
術
供
与
と
い
う
か
た
ち
で

提
携
し
て
い
る
タ
イ
と
中
国
の
メ
ー
カ
ー
が
お
な
じ
レ
ベ
ル
の
製
品
を
生
産
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と

く
に
タ
イ
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
・
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
︵T

EX
T

ILE PREST
IGE PU

BLIC CO
., LT

D
.

︶

は
社
長
の
大
石
が
国
際
部
長
だ
っ
た
こ
ろ
に
起
ち
あ
げ
た
会
社
で
あ
る
。
も
と
も
と
は
不
織
布
の
天
井
材
の
生
産
で
ス
タ

ー
ト
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
自
動
車
エ
ン
ジ
ン
の
フ
ィ
ル
タ
材
の
生
産
に
も
の
り
だ
し
て
い
た
。
こ
れ
が
き

っ
か
け
で
自
動
車
エ
ン
ジ
ン
の
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
材
生
産
の
海
外
シ
フ
ト
が
加
速
度
的
に
す
す
む
こ
と
に
な
る
。
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●
事
業
の
再
建
は
技
術
力
あ
れ
ば
こ
そ

　

埼
玉
工
場
の
不
織
布
工
場
の
復
旧
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
不
織
布
事
業
そ
の
も
の
の
再
構
築
と
密
接
に
か
ら
み
合
っ
て
い
た
。

第
三
工
場
は
建
屋
全
体
の
再
建
が
必
要
、
第
四
工
場
は
北
側
の
三
分
の
一
は
屋
根
の
葺
き
替
え
を
し
て
再
建
、
の
こ
り
三

分
の
二
も
解
体
し
て
再
建
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

第
三
工
場
は
大
型
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
製
造
機
︵
Ｗ
Ｆ
︱
６
号
機
︶
と
車
輛
内
装
材
の
製
造
設
備
︵
Ｐ
Ｆ
︱
７
号
機
︶
を
の

こ
し
、
こ
れ
を
中
心
に
建
屋
を
再
建
す
る
道
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

当
時
、
埼
玉
工
場
長
だ
っ
た
富
田
雅
彦
は
、
そ
れ
に
ふ
れ
て
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

﹁
不
織
布
工
場
を
ど
の
よ
う
に
復
旧
す
る
か
。
も
と
の
工
場
を
建
て
た
ゼ
ネ
コ
ン
を
は
じ
め
大
手
数
社
に
声
を
か
け
た
が
、

機
械
設
備
を
の
こ
し
て
、
建
屋
を
解
体
・
再
建
す
る
の
は
ム
リ
だ
と
い
わ
れ
た
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
建
屋
が
で
き
る
ま
で
、

設
備
を
ど
こ
か
に
移
設
し
て
お
き
、
あ
と
で
も
ど
す
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
時
間
も
費
用
も
か
か
り
す
ぎ
る
。
引
き
受

け
手
を
探
す
の
も
一
苦
労
だ
っ
た
が
、
工
場
と
し
て
は
、
一
日
も
早
く
モ
ノ
が
つ
く
れ
る
よ
う
に
し
た
い
、
と
い
う
思
い

が
強
か
っ
た
。
結
果
、
わ
れ
わ
れ
の
思
い
と
再
建
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
見
合
っ
た
業
者
と
と
も
に
、
復
旧
作
業
は
の
こ
す
機

械
を
角
パ
イ
プ
と
鉄
板
で
梱
包
し
、
養
生
す
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
っ
た
﹂

　

第
三
工
場
は
ほ
と
ん
ど
天
井
が
崩
落
し
て
い
る
た
め
、
建
屋
の
解
体
後
は
土
間
の
上
に
梱
包
し
た
設
備
が
の
こ
る
と
い

う
異
様
な
光
景
だ
っ
た
。
設
備
は
鉄
板
で
梱
包
し
、
養
生
し
た
と
い
っ
て
も
、
雨
風
を
完
全
に
ふ
せ
げ
る
状
態
で
は
な
く
、

新
し
い
屋
根
が
で
き
る
ま
で
の
五
～
六
か
月
は
雨
ざ
ら
し
で
あ
っ
た
。

　

結
果
的
に
ほ
ぼ
一
年
半
に
わ
た
っ
て
稼
働
停
止
し
、
錆
だ
ら
け
だ
っ
た
設
備
が
本
当
に
う
ご
く
よ
う
に
な
る
の
か
が
心

配
だ
っ
た
、
と
大
野
雅
春
︵
第
三
事
業
部
長
︶
は
当
時
を
ふ
り
か
え
っ
て
い
る
。

　

当
初
の
事
業
再
建
計
画
は
二
拠
点
構
想
で
あ
っ
た
。
埼
玉
工
場
の
ほ
か
に
滋
賀
工
場
に
も
不
織
布
工
場
を
も
う
け
る
と

い
う
の
で
あ
っ
た
。

　

具
体
的
に
は
フ
ィ
ル
タ
関
連
︵
家
電
、
キ
ャ
ビ
ン
、
一
般
空
調
︶、
車
輛
天
井
材
を
滋
賀
工
場
に
移
管
す
る
。
埼
玉
は

イ
ン
テ
リ
ア
用
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
中
心
に
車
輛
内
装
材
、
特
殊
パ
ン
チ
の
生
産
工
場
に
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
の

二
拠
点
構
想
を
念
頭
に
し
て
、
再
建
計
画
の
第
二
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
埼
玉
か
ら
滋
賀
へ
Ｐ
Ｆ
︱
５
号
機
、
Ｐ
Ａ
︱
14
号
機
、

Ｐ
Ａ
︱
７
号
機
、
Ｒ
︱
３
号
機
を
移
転
、
さ
ら
に
樹
脂
加
工
な
ど
新
設
備
の
導
入
な
ど
を
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
化
し
て
い
た
。

　

だ
が
、
第
三
ス
テ
ッ
プ
の
埼
玉
第
三
工
場
の
再
建
に
着
手
︵
二
〇
一
四
年
五
月
︶
し
、
建
屋
の
解
体
が
ほ
ぼ
完
了
し
た

同
年
七
月
に
な
っ
て
、
二
拠
点
構
想
を
ひ
と
た
び
白
紙
に
も
ど
す
こ
と
に
な
っ
た
。
両
工
場
の
生
産
品
目
と
設
備
と
の
関
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係
か
ら
み
て
、
ど
う
し
て
も
設
備
の
重
複
が
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
当
初
の
も
く
ろ

み
を
は
る
か
に
上
ま
わ
る
費
用
が
必
要
と
な
り
、
事
業
の
合
理
化
と
い
う
ね
ら
い
を
逸
脱
し
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。

　

そ
こ
で
再
建
計
画
を
見
直
し
て
、
不
織
布
事
業
の
復
興
は
最
終
的
に
埼
玉
工
場
を
拠
点
工
場
と
し
て
進
め
る
こ
と
に
決

し
た
。
滋
賀
工
場
は
従
来
通
り
、
ス
キ
ッ
プ
な
ど
床
材
と
自
動
車
エ
ア
コ
ン
用
フ
ィ
ル
タ
の
生
産
の
み
と
し
て
、
設
備
移

設
は
お
こ
な
わ
な
い
こ
と
に
決
め
た
の
で
あ
る
。

　

再
建
の
道
を
模
索
す
る
な
か
で
、
合
理
化
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
肢
に
直
面
し
た
。
ダ
イ
ニ
ッ
ク
は
不
織
布
の
先

発
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。
六
二
年
に
お
よ
ぶ
不
織
布
生
産
の
歴
史
を
も
つ
だ
け
に
、
い
く
つ
も
の
古
い
設
備
を
保
有
し
て
い

た
。
事
業
の
復
興
計
画
を
す
す
め
る
な
か
で
、
合
理
化
と
採
算
性
を
モ
ノ
サ
シ
に
し
て
、
そ
れ
ら
を
思
い
き
っ
て
整
理
し

た
。
そ
の
な
か
に
は
わ
が
国
で
初
め
て
国
産
化
を
実
現
、﹁
パ
ネ
ロ
ン
﹂
ブ
ラ
ン
ド
を
も
た
ら
し
た
﹁
ケ
ミ
カ
ル
ボ
ン
ド
﹂

も
ふ
く
ま
れ
て
い
た
。

　

主
力
を
な
す
設
備
に
つ
い
て
は
す
べ
て
更
新
す
べ
き
と
い
う
議
論
も
あ
っ
た
。
工
場
の
生
産
現
場
、
技
術
ス
タ
ッ
フ
、

営
業
担
当
部
門
が
議
論
を
か
さ
ね
、
修
理
お
よ
び
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
す
る
マ
シ
ン
と
新
設
マ
シ
ン
と
を
決
め
て
、
最
終
的

に
埼
玉
工
場
の
不
織
布
設
備
は
四
つ
の
ラ
イ
ン
に
し
ぼ
っ
た
。

　

そ
れ
ら
は
イ
ン
テ
リ
ア
床
材
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
生
産
す
る
ラ
イ
ン
︵
Ｗ
Ｆ
︱
６
号
機
︶、
フ
ィ
ル
タ
を
生
産
す
る
ラ
イ

ン
︵
Ｐ
Ｆ
︱
５
号
機
︶、
自
動
車
内
装
材
を
生
産
す
る
ラ
イ
ン
︵
Ｐ
Ｆ
︱
７
号
機
︶、
特
殊
繊
維
の
ラ
イ
ン
︵
Ｐ
Ｆ
︱
６
号

機
︶
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
の
ラ
イ
ン
で
あ
る
。

　

設
備
の
復
旧
工
事
は
二
〇
一
六
年
︵
平
成
二
八
︶
三
月
に
完
了
、
埼
玉
工
場
・
第
三
工
場
は
新
し
い
装
い
で
ス
タ
ー
ト

し
た
が
、
完
全
復
活
ま
で
に
お
よ
そ
二
年
を
要
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ひ
と
え
に
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
不
織
布
の
特
性
に
起
因

し
て
い
た
。
ハ
ー
ド
と
し
て
の
設
備
そ
の
も
の
が
復
旧
し
て
も
お
な
じ
製
品
を
つ
く
れ
る
か
ど
う
か
。
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ

製
品
は
設
備
が
変
わ
る
と
外
観
が
異
な
る
も
の
と
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。
イ
ン
テ
リ
ア
用
途
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
お

な
じ
パ
ン
チ
ラ
イ
ン
で
問
題
は
な
か
っ
た
が
、
フ
ィ
ル
タ
や
自
動
車
内
装
材
な
ど
は
、
設
備
の
一
部
を
更
新
し
て
い
る
の

で
、
そ
の
あ
た
り
が
ま
さ
に
問
題
と
な
り
、
技
術
陣
の
苦
労
が
絶
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

埼
玉
工
場
の
雪
害
か
ら
の
復
旧
に
要
し
た
予
算
は
お
よ
そ
四
〇
億
円
、
そ
の
う
ち
保
険
か
ら
の
充
当
は
二
〇
億
円
で
あ

り
、
結
果
的
に
二
年
に
わ
た
っ
て
企
業
業
績
の
足
を
お
お
き
く
ひ
っ
ぱ
っ
た
。
さ
ら
に
不
織
布
事
業
に
つ
い
て
、
ま
る
二

年
間
と
い
う
も
の
、
拡
販
も
新
製
品
の
開
発
も
で
き
な
か
っ
た
。
ひ
た
す
ら
商
圏
を
ま
も
る
の
に
注
力
す
る
の
み
だ
っ
た
。

受
注
状
況
は
む
ろ
ん
下
降
一
途
で
あ
る
。
通
常
な
ら
ひ
と
た
び
う
し
な
わ
れ
た
分
野
の
回
復
は
の
ぞ
め
な
い
が
、
担
当
事

業
部
に
よ
る
と
、
思
っ
て
い
た
よ
り
は
る
か
に
速
く
受
注
状
況
は
回
復
し
た
と
い
う
。
雪
害
の
当
初
か
ら
顧
客
と
の
接
点

埼玉工場WF-6導入式
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で
奔
走
し
た
村
上
大
資
は
こ
れ
に
つ
い
て
も
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

﹁
雪
害
か
ら
三
年
、
現
在
は
完
全
に
も
と
に
も
ど
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
ひ
と
え
に
品
質
が
評
価
さ
れ
て
い
る
せ
い
だ
と
思

う
﹂

　

も
と
も
と
品
質
に
は
絶
対
的
な
自
信
を
も
っ
て
い
た
。
現
在
も
そ
れ
は
変
わ
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
供
給
責
任
を

背
負
っ
て
瀬
戸
際
で
ふ
ん
ば
れ
た
の
は
そ
の
せ
い
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

第
一
工
場
の
レ
ザ
ー
の
復
旧
も
単
純
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
雪
害
に
よ
っ
て
稼
働
で
き
な
く
な
っ
た
Ｎ
︱
６
号
機
は

レ
ザ
ー
製
品
の
下
処
理
を
お
こ
な
う
設
備
で
あ
る
。
カ
レ
ン
ダ
ー
に
か
け
る
ベ
ー
ス
の
下
処
理
、
あ
る
い
は
最
後
の
表
面

処
理
な
ど
で
あ
る
。
設
備
の
ス
ト
ッ
プ
に
よ
り
外
注
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
Ｏ
Ｅ
Ｍ
で
は
つ
く
れ
な
い
も
の
が

多
か
っ
た
。
強
度
が
出
な
い
と
か
物
性
面
で
基
本
的
な
ス
ペ
ッ
ク
を
ク
リ
ア
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の

レ
ザ
ー
生
産
は
な
が
い
歴
史
を
も
つ
が
ゆ
え
に
、
設
備
面
で
も
創
意
工
夫
で
ミ
ク
ロ
の
部
分
で
改
良
を
加
え
、
他
社
に
は

な
い
モ
ノ
づ
く
り
を
し
て
い
る
こ
と
を
思
い
知
っ
た
の
で
あ
る
。
以
前
と
お
な
じ
モ
ノ
を
つ
く
る
。
そ
れ
は
思
っ
た
以
上

に
至
難
の
道
だ
っ
た
が
、
技
術
ス
タ
ッ
フ
の
地
道
な
と
り
く
み
で
、
自
力
で
復
旧
を
は
た
し
た
。

　

後
に
な
っ
て
か
え
り
み
る
と
、
埼
玉
工
場
の
雪
害
か
ら
復
旧
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
奇
し
く
も
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
品
質
、
技
術

レ
ベ
ル
の
確
か
さ
を
再
認
識
す
る
機
会
に
も
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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第
一
一
節  

伝
え
育
ま
れ
た
技
術
力
で
未
来
を
紡
ぐ

●
新
し
い
成
長
戦
略
の
ス
タ
ー
ト

　

二
〇
一
八
年
︵
平
成
三
〇
︶
七
月
、
企
画
部
門
は
新
し
い
中
期
計
画
を
と
り
ま
と
め
た
。
対
象
と
す
る
期
間
は
二
〇
一

八
年
︵
平
成
三
〇
︶
四
月
か
ら
二
〇
二
一
年
︵
令
和
三
︶
三
月
ま
で
の
三
年
間
で
あ
る
。
創
立
一
〇
〇
年
に
あ
た
る
二
〇

一
九
年
︵
令
和
元
︶
を
貫
く
経
営
計
画
で
あ
り
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
創
立
一
〇
〇
周
年
を
へ
た
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
新
し

い
成
長
戦
略
の
一
端
が
そ
こ
に
あ
る
。
た
と
え
ば
﹁
全
社
中
期
計
画
方
針
﹂
と
し
て
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

﹁
一
五
六
期
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
三
か
年
は
、
二
年
目
の
二
〇
一
九
年
︵
令
和
元
︶
に
創
立
一
〇
〇
周
年
を
む
か
え
る
節

目
と
な
る
。
こ
の
一
〇
〇
年
で
築
き
あ
げ
て
き
た
技
術
・
伝
統
・
信
頼
を
礎
に
、
新
た
な
成
長
戦
略
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る

中
期
計
画
と
位
置
づ
け
る
﹂

　

具
体
的
に
は
﹁
顧
客
に
と
っ
て
の
価
値
・
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
し
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
を
核
と
し
た
要
素
技
術
の
水

平
展
開
で
、
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
差
別
化
に
よ
る
シ
ェ
ア
の
拡
大
、
新
規
市
場
の
開
拓
に
よ
る
事
業
の
拡
張
、
継
続
を
目

指
す
﹂
と
あ
る
。
そ
の
基
本
戦
略
と
し
て
﹁
利
益
体
質
の
強
化
﹂﹁
シ
ェ
ア
の
拡
大
﹂﹁
新
規
市
場
の
開
拓
﹂
の
三
点
を
か

か
げ
る
。

﹁
利
益
体
質
の
強
化
﹂﹁
シ
ェ
ア
の
拡
大
﹂
の
核
と
な
る
の
が
原
価
改
善
で
、
そ
れ
は
収
益
力
の
強
化
と
と
も
に
、
コ
ス

ト
競
争
力
を
た
か
め
る
役
割
を
は
た
す
。
原
価
改
善
の
徹
底
に
よ
っ
て
シ
ェ
ア
拡
大
を
も
く
ろ
ん
で
い
る
。

﹁
新
規
市
場
の
開
拓
﹂
の
真
意
は
、
高
機
能
・
高
付
加
価
値
製
品
に
よ
る
新
規
市
場
の
創
造
で
あ
る
。
こ
れ
は
あ
き
ら
か

に
﹁
ニ
ッ
チ
市
場
︵niche m

arket

︶﹂
を
視
野
に
お
さ
め
た
も
の
で
、
規
模
に
と
ら
わ
れ
ず
に
新
し
い
用
途
・
市
場
に

参
入
、
成
長
が
の
ぞ
め
る
分
野
と
判
断
し
た
と
き
に
は
、
積
極
的
・
戦
略
的
な
設
備
投
資
も
い
と
わ
な
い
と
し
て
い
る
。

　

経
営
目
標
と
し
て
か
か
げ
た
売
上
高
は
そ
れ
ほ
ど
ハ
イ
レ
ベ
ル
に
設
定
し
て
い
な
い
︵
連
結
・
四
二
〇
億
円
︶。
だ
が
、

経
常
利
益
率
は
連
結
で
も
単
体
で
も
、
ほ
ぼ
倍
増
を
み
こ
ん
で
い
る
。
そ
こ
に
一
〇
〇
周
年
を
へ
て
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向

か
う
ダ
イ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
の
道
標
が
あ
る
。

　

近
年
、
事
業
展
開
の
主
力
は
ニ
ッ
チ
市
場
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
。
新
製
品
も
個
々
の
特
定
の
ユ
ー
ザ
ー
に
よ
り
そ
っ
た

マ
ニ
ア
ッ
ク
な
も
の
に
な
る
。
お
の
ず
と
多
品
種
少
量
生
産
に
な
り
、
そ
れ
ら
は
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
も
短
く
、
ど
ん
ど
ん

中期計画発表会
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入
れ
替
わ
る
。
よ
っ
て
売
上
高
は
さ
ほ
ど
お
お
き
く
は
の
び
な
い
と
み
て
い
る
。

　

そ
こ
で
﹁
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
差
別
化
﹂
が
ポ
イ
ン
ト
と
み
る
。
な
が
い
歴
史
が
つ
た
え
、
育
ん
で
き
た
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
の
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
を
縦
横
に
駆
使
し
て
、
顧
客
と
と
も
に
暮
ら
し
や
社
会
に
密
着
し
た
製
品
を
つ
く
り
あ
げ
る
。
い

か
に
も
ダ
イ
ニ
ッ
ク
ら
し
い
高
機
能
、
高
付
加
価
値
製
品
に
シ
フ
ト
し
て
ゆ
け
ば
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
ミ
ッ
ク
ス
効
果
に
よ
り
、

お
の
ず
と
収
益
率
は
飛
躍
的
に
向
上
す
る
と
い
う
筋
書
き
で
あ
る
。

●
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
で
新
天
地
を
め
ざ
す

　

創
立
一
〇
〇
年
は
お
お
き
な
節
目
で
あ
る
。
だ
が
通
過
点
で
し
か
な
い
。
次
の
一
〇
〇
年
に
向
か
っ
て
す
で
に
新
た
な

挑
戦
の
幕
が
あ
が
っ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
で
の
ぞ
む
の
か
。
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
標
榜
す
る
社
長
の
大
石
義
夫

は
次
の
よ
う
に
の
べ
る
。

﹁
時
代
が
変
わ
っ
て
も
、
そ
の
時
代
に
合
っ
た
生
活
を
豊
か
に
す
る
、
あ
る
い
は
便
利
に
す
る
製
品
造
り
が
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
大
量
生
産
、
大
量
消
費
の
時
代
で
は
な
い
の
で
、
ニ
ッ
チ
な
分
野
の
な
か
で
も
、
特
徴
の
あ
る
、

当
社
し
か
つ
く
れ
な
い
よ
う
な
製
品
を
提
供
し
て
ゆ
き
た
い
。
多
品
種
少
量
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
他
社
と
競
合
す

る
よ
う
な
製
品
を
つ
く
っ
て
い
て
も
意
味
が
な
い
。
当
社
の
技
術
を
活
か
し
て
、
あ
る
い
は
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
技
術
を

つ
け
加
え
て
ゆ
く
。
た
と
え
ば
ク
ル
マ
の
内
装
材
に
し
て
も
、
他
社
が
ま
ね
で
き
な
い
よ
う
な
存
在
感
の
あ
る
製
品
を
開

発
、
提
案
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
と
思
う
。
そ
う
す
れ
ば
当
社
で
働
く
従
業
員
の
自
信
や
、
や
り
が
い
を
た
か
め

る
こ
と
に
な
り
、
次
の
一
〇
〇
年
に
つ
な
が
る
こ
と
に
も
な
る
﹂

　

実
際
に
事
業
部
門
を
あ
ず
か
る
市
川
仁
司
︵
常
務
・
事
業
部
門
統
括
︶
は
、
将
来
的
に
み
て
可
能
性
を
秘
め
た
分
野
と

し
て
不
織
布
を
あ
げ
、﹁
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
と
か
炭
素
繊
維
な
ど
を
あ
つ
か
え
る
の
は
不
織
布
事
業
が
一
番
で
は
な
い
か

と
思
う
﹂
と
し
た
う
え
で
、﹁
何
か
画
期
的
な
新
製
品
が
出
て
く
る
の
は
む
ず
か
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
当
社
の
強
み

は
七
事
業
部
あ
る
こ
と
な
の
で
、
そ
の
横
の
つ
な
が
り
か
ら
新
し
い
製
品
や
新
し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
つ
く
り
あ
げ
る
。
壁

紙
や
サ
ー
マ
ル
リ
ボ
ン
の
よ
う
に
、
あ
る
て
い
ど
量
を
こ
な
し
て
効
率
を
追
求
す
る
も
の
、
そ
し
て
他
社
に
は
ま
ね
の
で

き
な
い
ダ
イ
ニ
ッ
ク
な
ら
で
は
の
個
性
派
の
製
品
、
こ
れ
ら
を
両
極
に
し
て
事
業
展
開
し
て
ゆ
き
た
い
﹂
と
の
べ
る
。

　

開
発
と
生
産
部
門
を
と
り
し
き
る
遠
藤
浩
︵
常
務
・
開
発
部
門
兼
生
産
部
門
統
括
︶
も
﹁
前
世
紀
は
シ
リ
コ
ン
の
世
紀

で
半
導
体
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
今
世
紀
は
カ
ー
ボ
ン
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
当
社
で
も
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
を

ど
う
や
っ
て
加
工
し
て
、
い
か
に
使
用
す
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
﹂
と
思
い
を
馳
せ
、﹁
当
社
は
中
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間
素
材
メ
ー
カ
ー
な
の
で
世
の
中
が
変
わ
れ
ば
変
わ
る
ほ
ど
、
新
し
い
仕
事
が
ふ
え
て
く
る
。
そ
こ
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ

て
お
客
さ
ん
に
つ
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
社
の
立
つ
位
置
は
中
間
素
材
の
加
工
業
、
コ
ン
バ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
素
材
を
評
価
し
て
、
塗
っ
た
り
、
貼
っ
た
り
と
、
加
工
を
く
み
あ
わ
せ
る
。
そ
こ
が
強
み
で
あ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
特
殊
な
加
工
で
機
能
を
付
与
す
る
モ
ノ
づ
く
り
が
開
発
の
中
心
に
な
る
﹂
と
い
い
き
る
。

　

要
す
る
に
新
製
品
開
発
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
顧
客
も
市
場
も
し
ぼ
り
こ
ん
だ
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
製
品
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ

う
だ
が
、
社
外
取
締
役
の
辻
正
次
︵
神
戸
国
際
大
学
教
授
︶
は
そ
れ
に
関
連
し
て
、

﹁
当
社
の
場
合
、
こ
ち
ら
が
独
自
に
創
り
だ
し
た
製
品
よ
り
、
顧
客
と
の
日
々
の
付
き
合
い
の
な
か
か
ら
得
ら
れ
た
ニ
ー

ズ
を
も
と
に
、
顧
客
と
連
携
し
て
創
ら
れ
た
製
品
の
ほ
う
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
お
た
が
い
に
利
益
を
得

る
よ
う
な
製
品
開
発
が
い
ち
ば
ん
着
実
の
よ
う
だ
。
し
か
し
、
五
年
か
一
〇
年
に
ひ
と
つ
ぐ
ら
い
は
、
会
社
の
み
ん
な
の

夢
が
ひ
ろ
が
る
よ
う
な
新
製
品
も
必
要
だ
と
思
う
。
た
と
え
ば
Ｈ
Ｇ
Ｓ
︵
水
分
除
去
シ
ー
ト
︶
の
よ
う
な
⋮
⋮
﹂

　

と
の
べ
、
さ
ら
に
次
の
一
〇
〇
年
に
向
か
う
に
あ
た
っ
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

﹁
今
後
は
、
国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
だ
け
を
念
頭
に
い
れ
て
い
た
ら
、
企
業
と
し
て
成
長
は
む
ず
か
し
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
に
考

え
、
メ
イ
ン
と
す
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
ど
こ
に
す
る
の
か
、
こ
ま
か
く
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
。
ニ
ッ
チ
な
エ
リ
ア
を
え
ら

ん
で
ゆ
く
と
い
う
の
も
ひ
と
つ
の
や
り
か
た
で
あ
る
。
つ
ま
り
グ
ロ
ー
カ
ル
な
思
考
が
必
要
だ
﹂

　

ニ
ッ
チ
を
標
榜
し
て
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
め
ざ
す
と
な
る
と
、
お
の
ず
と
働
き
か
た
に
も
変
化
が
兆
し
て
く
る
。
常
務
・

河
野
秀
昭
は
そ
れ
に
ふ
れ
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

﹁
生
産
現
場
で
は
他
品
種
少
量
が
さ
け
ら
れ
な
い
。
そ
う
な
る
と
効
率
が
も
と
め
ら
れ
る
。
生
産
設
備
の
進
化
も
必
然
だ

が
、
そ
れ
以
上
に
製
造
グ
ル
ー
プ
の
垣
根
を
こ
え
て
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
で
活
動
で
き
る
多
能
な
人
材
が
、
ま
す
ま
す
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
み
て
い
る
。
さ
ら
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
場
展
開
が
す
す
む
と
、
営
業
面
で
も
海
外
、
国
内
を
視
野
に
お

さ
め
た
活
動
が
も
と
め
ら
れ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
育
成
が
課
題
に
な
っ
て
く
る
﹂

●
伝
統
を
承
継
し 

明
日
を
創
造
す
る

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
に
は
現
在
七
つ
の
事
業
部
が
あ
る
。
過
去
一
〇
年
、
事
業
展
開
に
お
い
て
、
こ
の
枠
組
み
は
変
わ
っ
て
い

な
い
。
継
続
性
に
重
き
を
お
き
、
あ
え
て
変
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
に
立
ち
、
技
術
の
優
位
性
で
他
社
の
ま
ね
の
で
き
な
い
製
品
で
ニ
ッ
チ
な
分
野
を
⋮
⋮
。
各
事
業

部
は
す
で
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
ド
メ
イ
ン
で
次
の
一
〇
〇
年
に
向
か
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
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第
一
事
業
部
は
創
立
の
礎
と
な
っ
た
ク
ロ
ス
製
品
の
担
当
部
門
で
、
い
わ
ば
ダ
イ
ニ
ッ
ク
一
〇
〇
年
の
歴
史
を
と
も
に

し
て
き
た
部
門
で
あ
る
。
現
在
は
出
版
︵
書
籍
、
教
科
書
、
通
帳
な
ど
︶
の
ほ
か
文
具
︵
フ
ァ
イ
ル
な
ど
の
装
幀
材
︶、

機
能
材
︵
医
薬
用
素
材
な
ど
︶、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
︵
包
装
材
︶
の
市
場
が
中
心
で
、
こ
れ
ら
が
四
本
柱
を
な
し
て
い
る
。

　

出
版
、
あ
る
い
は
紙
業
の
業
界
は
減
退
一
途
で
、
お
お
き
な
岐
路
に
直
面
し
て
い
る
も
の
の
、
い
ま
な
お
ダ
イ
ニ
ッ
ク

の
屋
台
骨
を
し
っ
か
り
支
え
て
い
る
。
事
業
部
長
の
齊
藤
剛
は
、

﹁
書
籍
装
幀
用
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
は
、
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
の
地
位
を
ま
も
っ
て
ゆ
き
た
い
。
市
場
は
せ
ま
く
な
っ
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
豪
華
本
、
美
術
本
、
個
人
全
集
、
年
史
な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
上
質
の
布
ク
ロ
ス
を
提
供
し
て
ゆ

き
た
い
。
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
で
新
製
品
を
ど
ん
ど
ん
出
し
て
ゆ
く
。
た
と
え
ば
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
や
オ
フ
セ

ッ
ト
で
印
刷
で
き
る
ク
ロ
ス
の
開
発
に
現
在
と
り
く
ん
で
い
る
﹂

　

と
の
べ
、
ク
ロ
ス
づ
く
り
一
〇
〇
年
の
伝
統
を
ひ
き
つ
ぎ
、﹁
装
幀
と
い
う
も
の
を
も
っ
と
ひ
ろ
い
眼
で
と
ら
え
、
た

と
え
ば
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
に
布
ク
ロ
ス
が
つ
か
わ
れ
る
と
い
う
現
象
か
ら
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
着
目
し
た
布
ク
ロ
ス
、
紙
ク

ロ
ス
を
つ
く
っ
て
、
こ
の
分
野
を
開
拓
し
た
い
﹂
と
、
明
日
の
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

　

第
四
事
業
部
は
ク
ロ
ス
製
品
に
次
い
で
歴
史
の
あ
る
ビ
ニ
ル
製
品
の
担
当
で
あ
る
。
現
在
は
埼
玉
工
場
の
ビ
ニ
ル
タ
ー

ポ
リ
ン
︵
コ
ン
テ
ナ
、
テ
ン
ト
、
雨
衣
な
ど
に
商
品
化
さ
れ
る
︶
と
滋
賀
工
場
の
ビ
ニ
ル
壁
紙
を
主
力
と
し
、
工
業
資
材
、

住
宅
関
連
の
市
場
を
視
野
に
お
い
て
い
る
。
売
上
高
だ
け
で
い
え
ば
第
二
事
業
部
に
次
ぐ
規
模
、
そ
れ
は
ひ
と
え
に
壁
紙

の
量
的
伸
び
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
事
実
、
壁
紙
が
総
売
上
高
の
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。

　

壁
紙
は
グ
レ
ー
ド
の
高
い
製
品
、
機
能
性
の
あ
る
製
品
、
タ
ー
ポ
リ
ン
は
デ
ザ
イ
ン
性
を
ポ
イ
ン
ト
に
し
て
他
社
に
は

な
い
製
品
造
り
が
テ
ー
マ
に
な
る
と
い
う
事
業
部
長
の
坂
本
啓
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
ふ
れ
て
い
る
。

﹁
近
年
、
リ
フ
ォ
ー
ム
に
向
け
た
高
グ
レ
ー
ド
の
商
品
が
も
と
め
ら
れ
、
よ
い
モ
ノ
な
ら
高
価
で
も
買
う
と
い
う
市
場
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
こ
で
ロ
ー
タ
リ
ー
・
タ
イ
プ
を
強
化
し
つ
つ
、
プ
リ
ン
ト
エ
ン
ボ
ス
に
つ
い
て
も
、
も
っ
と
特
色
の

あ
る
モ
ノ
を
つ
く
っ
て
ゆ
く
。
さ
ら
に
壁
紙
は
店
舗
や
病
院
な
ど
の
施
設
で
も
使
用
さ
れ
る
の
で
、
機
能
を
つ
け
た
壁
紙

も
開
発
し
て
提
案
し
て
い
き
た
い
。
テ
ン
ト
・
タ
ー
ポ
リ
ン
は
鞄
か
ら
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
パ
ラ
ソ
ル
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
用
途
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
工
業
用
途
の
製
品
は
単
色
ば
か
り
で
柄
物
が
な
い
。
エ
ン
ボ
ス
な
ど
で
意
匠
性
を

付
与
し
て
み
た
ら
、
お
も
し
ろ
い
の
で
は
な
い
か
。
壁
紙
で
培
っ
た
デ
ザ
イ
ン
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
せ
ば
差
別
化
で
き
る

と
思
う
﹂

　

ク
ロ
ス
、
ビ
ニ
ル
に
つ
づ
い
て
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
が
次
に
眼
を
向
け
た
の
は
不
織
布
で
あ
る
。

　

第
三
事
業
部
は
不
織
布
製
品
の
製
造
・
販
売
部
門
で
あ
る
。
か
つ
て
﹁
パ
ネ
ロ
ン
﹂
の
ブ
ラ
ン
ド
で
、
わ
が
国
最
初
の
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不
織
布
を
発
売
し
た
が
、
時
代
は
移
り
、
現
在
は
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
自
動
車
の
天
井
材
や
エ
ン
ジ
ン
や
エ

ア
コ
ン
に
使
用
す
る
フ
ィ
ル
タ
材
、
家
電
製
品
に
使
用
す
る
各
種
フ
ィ
ル
タ
材
、
住
宅
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
用
バ
ッ
カ
ー
材
な

ど
を
製
造
、
イ
ン
テ
リ
ア
、
自
動
車
、
家
電
、
住
宅
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
密
着
し
て
い
る
。

　

不
織
布
を
素
材
と
し
て
提
供
す
る
の
で
は
な
く
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
な
ど
の
技
術
で
新
し
い
機
能
を
も
つ

製
品
を
う
み
だ
し
て
ゆ
く
と
い
う
の
が
第
三
事
業
部
の
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
。
今
後
は
さ
ら
に
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
技
術
の
応

用
な
ど
も
活
発
に
な
っ
て
ゆ
く
よ
う
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

　

事
業
部
長
の
大
野
雅
春
は
﹁
ラ
ミ
ネ
ー
ト
な
ど
の
二
次
加
工
で
い
ろ
い
ろ
と
展
開
し
て
、
不
織
布
だ
け
で
な
く
、
フ
ィ

ル
ム
や
紙
な
ど
と
の
複
合
を
模
索
し
て
ゆ
き
た
い
﹂
と
の
べ
、
不
織
布
と
い
う
素
材
と
加
工
技
術
と
を
縦
横
に
ド
ッ
キ
ン

グ
さ
せ
た
新
製
品
の
開
発
に
力
を
そ
そ
い
で
い
る
と
い
う
。
た
と
え
ば
﹁
家
電
の
加
湿
器
の
フ
ィ
ル
タ
づ
く
り
の
技
術
を

ベ
ー
ス
に
し
て
、
冷
蔵
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の
蒸
散
板
や
空
調
用
の
加
湿
器
の
フ
ィ
ル
タ
を
、
と
い
う
よ
う
に
機
能
材
の
シ
ェ

ア
を
の
ば
し
て
ゆ
き
た
い
。
ほ
か
に
は
ス
キ
ッ
プ
か
ら
波
及
し
て
吸
音
断
熱
と
い
っ
た
視
点
か
ら
、
住
宅
建
材
や
車
輛
、

農
業
資
材
へ
の
展
開
も
み
え
て
く
る
﹂
と
近
未
来
の
道
筋
を
み
つ
め
て
い
る
。

　

パ
イ
オ
ニ
ア
物
語
ふ
う
に
み
て
ゆ
け
ば
、
つ
づ
く
の
は
衣
料
用
の
接
着
芯
地
︵
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
︶
で
あ
る
。
第
五

事
業
部
の
担
当
に
な
る
が
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
接
着
芯
地
は
国
内
工
場
で
は
生
産
を
お
こ
な
わ
ず
中
国
︵
昆
山
司
達

福
紡
織
有
限
公
司
︶、
タ
イ
︵T

H
A

I ST
A

FLEX
 CO

., LT
D

.
︶、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
︵N

C ST
A

FLEX
 CO

., PT
E., 

LT
D

.

＝
二
〇
二
〇
年
一
月
に
解
散
と
決
ま
る
︶
に
移
管
し
て
い
る
。
顧
客
で
あ
る
国
内
の
大
手
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
も

生
産
は
海
外
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
第
五
事
業
部
の
メ
ン
バ
ー
は
お
も
に
海
外
工
場
と
国
内
の
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
と
の
あ
い
だ
に
立
っ
て
、
情

報
の
や
り
と
り
を
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
事
業
部
長
の
杉
山
勇
介
は
﹁
す
で
に
基
礎
技
術
は
海
外
拠
点
に
移
管
ず
み

で
あ
り
、
日
本
国
内
だ
け
で
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
し
、
ひ
ろ
い
視
野
に
立
っ
て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
ゆ
く
よ

う
に
つ
と
め
て
い
る
﹂
と
し
た
う
え
で
、
新
し
い
製
品
展
開
に
つ
い
て
は
﹁
ス
ー
ツ
の
衿
芯
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
学
生
の

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
、
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア
、
そ
れ
か
ら
シ
ャ
ツ
、
ベ
ル
ト
芯
を
の
ば
し
た
い
﹂
と
の
べ
る
。

●
技
術
の
コ
ラ
ボ
で
新
境
地
を
ひ
ら
く

　

情
報
関
連
の
市
場
を
カ
バ
ー
す
る
第
二
事
業
部
、
エ
ン
ボ
ス
製
品
を
加
工
販
売
す
る
第
六
事
業
部
、
食
品
包
装
材
を
生

産
販
売
す
る
第
七
事
業
部
は
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
に
と
っ
て
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
新
興
の
事
業
部
で
あ
る
。
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む
ろ
ん
第
二
事
業
部
の
主
力
を
な
す
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
に
つ
い
て
は
昭
和
中
期
の
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
用
か
ら
は
じ
ま
っ
て

お
り
、
な
が
く
ク
ロ
ス
事
業
の
な
か
で
と
り
あ
つ
か
わ
れ
て
き
た
。
リ
ボ
ン
製
品
は
一
九
七
〇
年
代
︵
昭
和
四
五
～
︶
後

半
か
ら
急
成
長
を
と
げ
た
。
そ
こ
で
リ
ボ
ン
を
ふ
く
め
印
刷
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
情
報
関
連
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
向
け
素
材

を
集
約
し
て
事
業
部
と
し
て
独
立
し
た
と
い
う
経
歴
を
も
つ
。
こ
の
三
事
業
部
の
共
通
点
を
あ
げ
れ
ば
、
現
在
、
い
ず
れ

も
食
品
包
装
と
い
う
も
の
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

第
二
事
業
部
は
現
在
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
な
か
で
も
、
い
ち
ば
ん
勢
い
の
あ
る
部
門
で
あ
る
。

　

食
品
包
材
や
バ
ー
コ
ー
ド
印
刷
に
使
用
す
る
印
字
リ
ボ
ン
︵
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
︶
や
、
衣
料
品
や
リ
ネ
ン
製
品
に
使
わ
れ

る
表
示
ラ
ベ
ル
︵
ニ
ッ
ク
セ
ブ
ン
︶、
印
刷
で
き
る
フ
ィ
ル
ム
︵
ア
リ
ン
ダ
︶、
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
に
使
う
有
機
Ｅ
Ｌ
用

水
分
除
去
シ
ー
ト
、
名
刺
印
刷
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
製
造
販
売
、
こ
れ
ら
は
国
内
だ
け
で
な
く
海
外
市
場
に
も
供
給
し
て
い

る
。

　

中
心
を
な
す
の
は
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
︵
サ
ー
マ
ル
リ
ボ
ン
︶
で
、
同
製
品
の
販
売
高
は
同
事
業
部
の
お
よ
そ
三
分
の
一
を

占
め
、
そ
の
う
ち
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
輸
出
が
占
め
て
い
る
。
今
後
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
は
じ
め
海
外
を
ふ
く
め
て
リ
ボ
ン

製
品
の
伸
張
が
み
こ
ま
れ
、
事
業
部
長
の
中
里
岳
雄
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

﹁
基
本
的
に
は
レ
ジ
ン
リ
ボ
ン
の
汎
用
精
度
の
向
上
、
価
格
競
争
力
の
強
化
が
軸
に
な
る
。
そ
れ
を
み
こ
し
て
設
備
増
強

も
し
て
い
る
。
製
品
の
展
開
と
し
て
は
、
物
性
は
持
続
し
た
ま
ま
印
字
速
度
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
。
た
と
え
ば
現
状
の
﹁
Ｈ

Ｔ
１
３
Ｎ
﹂
は
分
速
二
〇
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
だ
が
、
食
品
包
装
の
最
速
で
あ
る
六
〇
メ
ー
ト
ル
を
め
ざ
し
て
ゆ
く
。
分
速

六
〇
メ
ー
ト
ル
に
対
応
し
た
レ
ジ
ン
リ
ボ
ン
は
ま
だ
世
に
は
存
在
し
な
い
の
で
、
そ
れ
を
ク
リ
ア
で
き
る
製
品
の
開
発
に

と
り
く
ん
で
ゆ
く
。
海
外
向
け
と
し
て
は
、
Ｅ
Ｕ
の
競
合
会
社
に
ぶ
つ
け
る
サ
ン
プ
ル
が
す
で
に
で
き
あ
が
っ
て
お
り
、

今
後
が
期
待
で
き
そ
う
で
あ
る
﹂

　

第
七
事
業
部
は
食
品
用
の
包
装
材
を
あ
つ
か
う
部
門
で
あ
る
。

﹁
乳
酸
菌
飲
料
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
食
品
容
器
用
の
蓋
材
を
中
心
と
し
た
事
業
展
開
は
今
後
も
基
本
的
に
変
わ
ら
な
い
。

国
内
は
少
子
高
齢
化
で
市
場
は
シ
ュ
リ
ン
ク
さ
れ
て
ゆ
き
そ
う
だ
が
、
ヤ
ク
ル
ト
を
中
心
に
海
外
の
需
要
は
の
び
て
ゆ
く

と
思
わ
れ
る
。
既
存
の
ユ
ー
ザ
ー
を
ま
も
り
つ
つ
、
食
品
以
外
の
化
粧
品
な
ど
の
新
し
い
分
野
の
商
品
開
発
で
拡
大
し
て

ゆ
き
た
い
﹂

　

食
品
包
材
事
業
統
括
の
小
澤
一
雅
は
そ
の
よ
う
に
の
べ
た
う
え
で
、
今
後
の
新
し
い
柱
づ
く
り
に
つ
い
て
、﹁
ダ
イ
ニ

ッ
ク
の
強
み
で
あ
る
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
接
着
剤
技
術
を
武
器
に
し
た
新
し
い
商
品
を
開
発
し
て
提
案

し
て
ゆ
け
れ
ば
と
思
う
。
第
七
事
業
部
だ
け
で
な
く
他
の
事
業
部
の
技
術
と
コ
ラ
ボ
し
な
が
ら
新
製
品
開
発
に
と
り
く
ん



546

で
ゆ
き
た
い
﹂
と
い
う
。

　

第
六
事
業
部
は
エ
ン
ボ
ス
の
委
託
加
工
を
中
心
と
し
た
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
医
薬
パ
ッ
プ
剤
ラ
イ
ナ
ー
用
の
フ
ィ

ル
ム
の
加
工
を
主
力
と
し
て
き
た
が
、
近
年
で
は
住
宅
用
屋
根
材
な
ど
建
材
関
係
、
さ
ら
に
は
食
品
向
け
包
装
材
が
急
速

に
ふ
え
て
い
る
。

﹁
た
と
え
ば
食
品
の
包
材
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
い
え
ば
、
第
七
事
業
部
、
第
二
事
業
部
と
も
共
通
点
が
あ
る
。
第
一
事

業
部
の
フ
ァ
ン
シ
ー
販
売
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
も
エ
ン
ボ
ス
と
ま
っ
た
く
無
縁
で
は
な
い
。
そ
う
い
う
関
係
を
活
か
し
て
、

新
し
い
展
開
を
模
索
し
て
い
る
﹂

　

事
業
部
長
の
岩
城
淳
も
こ
の
よ
う
に
語
る
よ
う
に
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
も
て
る
技
術
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、
事
業
部

を
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
し
た
新
製
品
を
う
み
だ
し
て
ゆ
く
。

　

創
立
一
〇
〇
年
を
へ
た
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
未
来
は
、
ま
さ
に
そ
こ
か
ら
拓ひ

ら

け
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。



第
四
次
産
業
革
命
と

　

モ
ノ
づ
く
り
の
未
来

対
談 
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大
田
弘
子 
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政
策
研
究
大
学
院
大
学 

特
別
教
授
）

╳
大
石
義
夫 

（
ダ
イ
ニ
ッ
ク 

社
長
）
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現
業
を
ア
メ
リ
カ
で
学
ん
だ

大
石　

今
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
お
時
間
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
お
会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
。

大
田　

私
の
ほ
う
も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
。

大
石　

最
初
に
私
自
身
の
こ
と
か
ら
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
私
は
京
都

う
ま
れ
で
、
高
校
ま
で
は
京
都
で
過
ご
し
ま
し
た
。
大
学
は
信
州
大
学
工
学
部
で
、

最
初
の
一
年
間
は
松
本
で
、
の
こ
り
の
三
年
が
長
野
で
し
た
。
卒
業
と
同
時
に
こ

の
ダ
イ
ニ
ッ
ク
で
す
ね
、
当
時
は
日
本
ク
ロ
ス
工
業
株
式
会
社
で
し
た
が
、
当
社

へ
入
社
し
ま
し
た
。
同
じ
卒
研
に
も
う
ひ
と
り
京
都
出
身
の
者
が
い
ま
し
て
ね
。

京
都
の
企
業
か
ら
の
求
人
は
二
社
あ
っ
て
、
ひ
と
つ
は
ダ
イ
ニ
ッ
ク
、
も
う
ひ
と

つ
は
京
セ
ラ
で
し
た
。
教
授
に
推
薦
状
を
書
い
て
も
ら
う
の
で
す
が
、
ど
っ
ち
を

第
四
次
産
業
革
命
と

　

モ
ノ
づ
く
り
の
未
来

大
田
弘
子
（
政
策
研
究
大
学
院
大
学 

特
別
教
授
）

╳
大
石
義
夫
（
ダ
イ
ニ
ッ
ク 

社
長
）

創
立
一
〇
〇
年
を
む
か
え
た
ダ
イ
ニ
ッ
ク
、
お
り
か
ら
や
っ
て
き
た

第
四
次
産
業
革
命
の
う
ね
り
の
な
か
で
新
し
い
第
一
歩
を
し
る
し
ま
し
た
。

破
壊
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
産
業
構
造
を
も
大
き
く
変
え
て
ゆ
く
と
い
わ
れ
る
な
か
で
、

企
業
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
。
モ
ノ
づ
く
り
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
。

経
済
政
策
と
規
制
改
革
の
現
場
に
密
着
し
て
お
ら
れ
る
大
田
弘
子
さ
ん
に
ご
登
場
い
た
だ
き
、

広
角
的
に
談
論
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

対
談
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と
る
か
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
決
め
よ
う
と
。
私
が
勝
っ
て
ダ
イ
ニ
ッ
ク
を
選
ん
だ
の
で

す
。

大
田　

ジ
ャ
ン
ケ
ン
、
で
す
か
。

大
石　

ち
ょ
う
ど
入
社
し
た
年
に
社
名
を
﹁
ダ
イ
ニ
ッ
ク
﹂
に
変
更
し
て
い
ま
す
。

一
九
七
四
年
は
創
立
五
五
周
年
に
あ
た
り
、
入
社
し
て
ほ
ど
な
く
記
念
パ
ー
テ
ィ

ー
が
あ
っ
た
り
で
、
非
常
に
い
い
会
社
に
は
い
っ
た
な
、
と
思
っ
て
ま
し
た
。
私

は
工
学
部
出
身
で
す
が
、
技
術
課
と
か
開
発
と
か
で
は
な
く
、
本
社
企
画
課
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
部
門
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
一
五
年
後
、
急
に
ア
メ
リ

カ
へ
行
っ
て
く
れ
︵
笑
︶、
と
い
う
こ
と
で
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
Ｕ
Ｓ
Ａ
へ
赴
任
し
ま

し
た
。
製
造
も
営
業
も
そ
こ
で
初
め
て
勉
強
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
私
の
ス
タ
ー
ト

な
ん
で
す
ね
。
四
年
半
ほ
ど
ア
メ
リ
カ
に
お
り
ま
し
て
、
そ
の
後
は
国
際
部
、
経

営
企
画
を
へ
て
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
ま
で
二
年
間
、
中
国
・
昆
山
の

グ
ル
ー
プ
会
社
へ
総
経
理
と
し
て
赴
任
し
て
い
ま
す
。
帰
っ
て
か
ら
は
部
門
統
括

の
常
務
、
専
務
、
副
社
長
を
歴
任
、
二
〇
一
二
年
に
社
長
に
つ
き
ま
し
た
。

大
田　

二
〇
一
二
年
と
い
う
と
、
い
ま
の
安
倍
内
閣
が
ス
タ
ー
ト
し
、
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
が
始
ま
っ
た
年
で
す
ね
。

大
石　

そ
う
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。
ア
メ
リ
カ
へ
ゆ
く
ま
え
は
、
財
務
関
係

に
明
る
い
が
現
業
は
わ
か
ら
な
い
。
英
語
も
で
き
な
い
。
そ
こ
で
上
司
に
相
談
し

た
と
こ
ろ
、
い
ち
ば
ん
大
事
な
の
は
常
識
の
レ
ベ
ル
を
あ
げ
る
こ
と
、
そ
れ
か
ら

理
屈
で
負
け
な
い
こ
と
だ
⋮
⋮
と
、
教
わ
り
ま
し
て
ね
。
こ
の
二
つ
を
ベ
ー
ス
に

ア
メ
リ
カ
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
学
ん
で
い
っ
た
。
す
べ
て
は
異
質
な
る
も
の
と
の
出
会

い
で
し
た
ね
。

大
田　

そ
れ
は
、
い
い
お
話
で
す
ね
。

大
石　

む
ろ
ん
失
敗
も
あ
り
ま
す
。
あ
る
と
き
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
与
す
る
ア

イ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
ボ
ー
ナ
ス
制
度
と
、
も
う
ひ
と
つ
、
一
日
の
生
産
目
標
を
決

め
て
、
そ
れ
を
達
成
し
た
ら
、
も
う
帰
っ
て
よ
ろ
し
い
と
い
う
制
度
を
つ
く
っ
た
。

最
初
は
う
ま
く
い
っ
た
の
で
す
が
、
労
災
が
続
出
し
た
ん
で
す
。
ウ
ェ
ル
ダ
ー
加

工
の
と
き
無
理
を
し
て
腱
鞘
炎
で
す
。

大
田　

そ
れ
は
ボ
ー
ナ
ス
を
あ
げ
る
た
め
に
？

大
石　

早
く
帰
る
た
め
に
で
す
︵
笑
︶。
そ
れ
と
ア
メ
リ
カ
で
感
じ
た
の
は
ネ
ゴ

シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
力
と
い
う
か
、
交
渉
の
し
か
た
の
重
要
性
で
す
ね
。
た
と
え
ば

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
以
上
の
給
与
交
渉
は
ひ
と
り
ず
つ
一
対
一
で
や
る
ん
で
す
。

相
手
は
当
然
あ
げ
て
ほ
し
い
。
こ
ち
ら
は
抑
え
た
い
。

大
田　

そ
れ
は
真
剣
勝
負
で
す
ね
。

大
石　

は
い
。
た
と
え
ば
間
接
部
門
の
人
間
で
も
、
あ
な
た
の
と
こ
ろ
の
コ
ス
ト

は
こ
れ
だ
け
で
す
。
だ
か
ら
そ
の
分
、
こ
れ
だ
け
実
績
を
あ
げ
れ
ば
給
料
を
あ
げ

ま
す
よ
⋮
⋮
と
、
相
手
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
ロ
ジ
ッ
ク
を
使
い
ま
し
た
。
き
っ

と
腹
の
立
つ
や
つ
だ
と
思
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

大
田　

そ
う
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
っ
て
、
ネ
ゴ
し
な
が
ら
浮
か
ん
で
く
る
も
の
で
し
ょ

う
ね
。
こ
い
つ
に
は
こ
の
案
を
出
し
て
み
よ
う
か
、
と
か
ね
。

大
石　

そ
う
な
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
け
っ
こ
う
あ
そ
こ
で
学
び
、
鍛
え
ら
れ
ま

し
た
ね
。

つ
ね
に
思
い
と
は
反
対
の
扉
が
ひ
ら
く

大
石　

大
田
先
生
は
、
自
ら
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
だ
と
仰
せ
で
す
が
、
社
会
学
部
ご
出

身
で
す
よ
ね
。

大
田　

も
と
も
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
な
り
た
か
っ
た
の
で
、
社
会
学
部
が
あ
る

一
橋
大
学
を
選
ん
で
鹿
児
島
か
ら
出
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
当
時
は
男
女
雇
用

機
会
均
等
法
が
施
行
さ
れ
る
ま
え
で
、
女
子
の
少
な
い
一
橋
は
指
定
校
に
な
っ
て

お
ら
ず
、
入
社
試
験
す
ら
う
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
も
自
宅
通
勤
で
な
い
と
、

就
職
は
も
う
絶
望
的
。
出
版
社
や
新
聞
社
な
ど
マ
ス
コ
ミ
の
採
用
は
一
切
な
し
。

そ
し
た
ら
あ
る
出
版
社
の
社
長
が
、
社
内
報
の
編
集
者
を
募
集
し
て
い
る
企
業
が

あ
る
と
い
う
情
報
を
く
れ
、
そ
こ
へ
入
社
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
人
間
関
係
に
苦
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し
ん
だ
ん
で
す
が
、
四
大
卒
女
性
は
初
の
採
用
で
し
た
か
ら
、
後
に
つ
づ
く
四
大

卒
の
た
め
に
二
年
は
辛
抱
し
よ
う
と
。
二
年
経
っ
た
ら
、
行
く
あ
て
も
な
い
ま
ま

さ
っ
さ
と
辞
め
ち
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
学
の
先
輩
の
高
原
須
美
子
さ
ん
が
、

生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
と
い
う
生
保
会
社
全
社
で
つ
く
っ
て
い
る
財
団
法
人
の

研
究
員
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
時
代
的
に
は
高
齢
化
が
社
会
問
題
に
な
り
、

金
融
の
自
由
化
が
始
ま
っ
た
こ
ろ
で
、
す
ご
く
お
も
し
ろ
い
時
代
で
し
た
。
大
学

時
代
は
陸
上
競
技
ば
か
り
や
っ
て
い
た
の
で
、
そ
こ
で
初
め
て
勉
学
に
目
覚
め
、

大
学
院
へ
行
き
た
い
と
⋮
⋮
。

大
石 

そ
れ
が
現
在
に
い
た
る
出
発
点
で
す
ね
。

大
田 

と
こ
ろ
が
、
当
時
は
仕
事
を
し
な
が
ら
大
学
院
へ
は
行
け
な
か
っ
た
ん
で

す
。
そ
の
う
ち
原
稿
を
書
い
た
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
よ
ば
れ
た
り
、
政
府
の
審

議
会
に
出
た
り
、
と
い
っ
た
機
会
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
に
テ
レ
ビ
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
ご
一
緒
し
た
大
阪
大
学
の
蠟
山
昌
一
先
生
、
本
間
正
明
先
生
か

ら
﹁
阪
大
経
済
学
部
で
寄
付
講
座
の
教
員
を
募
集
し
て
い
る
、
客
員
助
教
授
と
し

て
来
な
い
か
﹂
と
お
声
が
か
か
っ
た
。
大
学
院
で
学
ぶ
よ
り
、
教
え
た
ほ
う
が
身

に
つ
く
に
き
ま
っ
て
い
ま
す
か
ら
ね
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
機
会
だ
、
と
。

大
石　

逆
の
発
想
で
す
ね
。

大
田　

私
は
楽
天
的
で
す
か
ら
、
あ
ま
り
先
の
こ
と
は
考
え
ず
に
お
う
け
し
た
の

で
す
が
、
教
え
る
こ
と
が
あ
ん
な
に
た
い
へ
ん
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

も
、
大
学
教
師
は
、
発
言
の
自
由
と
生
活
の
安
定
が
両
立
す
る
ま
れ
な
仕
事
だ
と

わ
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
こ
で
、
大
学
教
師
を
つ
づ
け
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
運
が
い
い
こ
と
に
、
私
が
勤
め
て
い
る
大
学
︵
政
策
研
究
大
学
院
大
学
︶
が

ち
ょ
う
ど
ス
タ
ー
ト
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
そ
こ
で
私
は
四
〇
過
ぎ
で
初
め
て
定

職
を
得
る
わ
け
で
す
。

大
石　

う
ま
く
ミ
ー
ト
し
た
わ
け
で
す
ね
︵
笑
︶。

大
田　

は
い
。
そ
れ
で
大
学
に
勤
め
て
い
る
と
、
二
〇
〇
一
年
に
小
泉
内
閣
が
ス

タ
ー
ト
し
、
経
済
政
策
が
お
お
き
く
変
わ
り
は
じ
め
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
経
済

財
政
担
当
大
臣
だ
っ
た
竹
中
平
蔵
さ
ん
か
ら
、
政
府
の
中
に
は
い
っ
て
改
革
を
手

伝
っ
て
ほ
し
い
、
と
。
官
僚
は
向
い
て
い
な
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
好
奇
心
の
ほ

う
が
勝
っ
て
、
お
う
け
し
ま
し
た
。
自
分
か
ら
こ
れ
を
や
り
た
い
と
い
う
希
望
は

Yoshio
Oishi
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ほ
と
ん
ど
な
い
の
に
、
な
ぜ
か
思
い
も
し
な
い
方
向
に
襖
が
ひ
ら
く
ん
で
す
。
最

初
は
断
り
た
い
と
思
い
つ
つ
、
結
局
と
び
こ
み
、
い
っ
た
ん
と
び
こ
ん
だ
ら
、
迷

わ
ず
頑
張
る
。
入
閣
の
話
が
あ
っ
た
と
き
も
そ
う
で
し
た
。
竹
中
大
臣
を
近
く
で

み
て
い
た
の
で
、
私
に
は
と
う
て
い
で
き
な
い
、
と
。
し
か
し
、
断
っ
て
い
る
う

ち
に
、﹁
ど
う
せ
死
ぬ
の
だ
か
ら
﹂
と
い
う
気
が
起
こ
っ
て
き
て
。

大
石　

は
っ
は
っ
は
︵
笑
︶、
生
命
ま
で
は
と
ら
れ
な
い
と
。

大
田　

だ
か
ら
、
何
で
も
や
っ
て
み
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
、
と
。
官
僚
と
し
て
初
め

て
政
策
の
現
場
に
は
い
っ
た
と
き
、
元
大
蔵
事
務
次
官
だ
っ
た
尾
崎
護
さ
ん
か
ら
、

と
て
も
い
い
二
つ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
ま
し
た
。
ひ
と
つ
は
、
役
人
の
根
回

し
は
舌
先
三
寸
で
う
ま
く
や
っ
て
る
と
思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
決
し
て

そ
う
で
は
な
く
真
剣
勝
負
だ
、
と
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
決
し
て
腹
を
立
て
る
な
。

腹
を
立
て
た
ら
負
け
だ
、
と
。

大
石　

根
回
し
は
真
剣
勝
負
、
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

大
田　

さ
き
ほ
ど
、
い
き
な
り
ア
メ
リ
カ
と
、
そ
し
て
中
国
へ
行
か
れ
た
と
お
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
新
し
い
場
所
に
身
を
お
く
と
、
新
し
い
自
分
を
発
見
し
ま
す

よ
ね
。

大
石　

そ
う
で
す
ね
。
私
な
ん
か
英
語
も
ま
っ
た
く
で
き
な
か
っ
た
。
中
国
も
そ

う
で
す
。
中
国
語
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
私
は
よ
く
い
う
ん
で
す
よ
。

た
と
え
そ
う
い
う
状
態
に
あ
っ
て
も
、
ま
ず
は
一
回
行
っ
て
み
ろ
、
と
。
現
業
が

わ
か
っ
て
い
な
い
人
は
ダ
メ
で
す
が
、
現
業
さ
え
わ
か
っ
て
い
れ
ば
、
な
ん
と
か

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
ま
す
。

大
田　

そ
う
で
す
ね
。
私
も
留
学
の
経
験
も
な
い
し
、
大
学
院
に
も
行
っ
て
い
な

い
の
で
、
英
語
が
全
然
で
き
な
い
の
に
、
い
き
な
り
英
語
で
授
業
を
す
る
は
め
に

な
り
ま
し
た
。
で
も
、
伝
え
る
中
身
が
あ
れ
ば
、
向
こ
う
の
ほ
う
が
聞
く
努
力
を

し
て
く
れ
ま
す
ね
。

デ
バ
イ
ス
が
良
い
最
終
製
品
を
つ
く
る

大
田　
﹃
90
年
史
﹄
で
日
本
ク
ロ
ス
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
の
歴
史
を
拝
見

し
ま
す
と
、
ま
さ
に
日
本
の
現
在
と
い
う
も
の
を
創
っ
た
企
業
の
ひ
と
つ
で
す
ね
。

大田弘子（おおた ひろこ）
鹿児島県生まれ。1976年一橋大学社会学部卒業。エコノ
ミスト。政策研究大学院大学特別教授。専門は公共経済学、
経済政策。
2002年から内閣府に出向、 参事官、大臣官房審議官、政策
統括官（経済財政分析担当）を歴任。2006年から2008年
までは安倍・福田両内閣で内閣府特命担当大臣（経済財政
政策担当）。2016年9月から2019年7月まで内閣府の審議会
である規制改革推進会議の議長をつとめた。

Hiroko
Ota
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大
石　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
田　

こ
ん
な
に
い
ろ
い
ろ
と
、
私
の
身
近
に
も
、
御
社
の
製
品
が
あ
る
と
は
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
石　

地
味
で
目
立
た
な
い
製
品
で
、
そ
も
そ
も
ブ
ラ
ン
ド
商
品
と
い
う
も
の
は

な
く
て
、
い
わ
ゆ
る
中
間
素
材
を
つ
く
っ
て
い
る
メ
ー
カ
ー
で
す
。
創
立
者
で
あ

る
初
代
の
社
長
が
、
書
籍
の
装
幀
材
を
国
産
化
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
て
、
少
し
ず
つ
業
容
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
っ
た
。
と
く
に
三
代
目
の
社
長

の
と
き
に
、
積
極
拡
大
に
向
か
い
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
手
を
ひ
ろ
げ
た
。
不
織

布
と
か
衣
料
用
芯
地
な
ど
も
そ
の
代
表
的
な
例
で
、
す
べ
て
現
在
の
ベ
ー
ス
に
な

っ
て
い
ま
す
。

大
田　

一
〇
〇
年
つ
づ
く
企
業
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
や
っ
ぱ
り
並
大
抵
の
こ
と

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
な
ん
ど
か
き
び
し
い
環
境
を
く
ぐ
り
ぬ
け
て
、
一
貫
し

て
す
ぐ
れ
た
技
術
を
う
み
だ
す
努
力
、
し
か
も
時
代
の
先
を
読
む
努
力
を
し
て
お

ら
れ
ま
す
ね
。
こ
れ
か
ら
は
こ
う
い
う
時
代
に
な
る
だ
ろ
う
、
こ
う
い
う
モ
ノ
が

必
要
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
。
敬
服
い
た
し
ま
し
た
。

大
石　

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
先
ほ
ど
も
申
し
ま
し
た
が
、
い
わ
ゆ

る
﹁
縁
の
下
の
力
持
ち
﹂
と
い
い
ま
す
か
、
そ
う
い
う
製
品
ば
か
り
で
す
が
、
時

代
と
市
場
の
き
び
し
い
チ
ェ
ッ
ク
を
ク
リ
ア
し
て
現
在
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
が
一
〇
〇
年
の
重
み
と
い
う
も
の
を
感
じ
た
の
は
、
社
長
に
就
い
て
二
年
後
の

二
〇
一
四
年
冬
の
こ
と
で
し
た
。
深
谷
市
に
あ
る
埼
玉
工
場
が
豪
雪
で
屋
根
が
崩

落
、
一
部
が
操
業
不
能
に
な
り
ま
し
た
。
復
興
に
お
よ
そ
二
年
か
か
り
ま
し
た
が
、

そ
の
間
、
同
業
他
社
に
ご
協
力
を
あ
お
ぎ
、
な
ん
と
か
ユ
ー
ザ
ー
に
供
給
す
る
と

い
う
窮
余
の
策
で
の
り
き
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
他
社
で
は
微
妙
な
と
こ
ろ
で
同

じ
モ
ノ
は
つ
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
と
き
に
、
い
つ
も
﹁
技
術
が
ダ
メ
だ
か

ら
売
上
が
あ
が
ら
な
い
﹂
な
ん
て
い
っ
て
ま
す
が
、
そ
う
じ
ゃ
な
く
、
う
ち
の
品

質
レ
ベ
ル
は
け
っ
こ
う
高
い
じ
ゃ
な
い
か
⋮
⋮
と
。
一
〇
〇
年
の
歴
史
が
育
ん
だ

ノ
ウ
ハ
ウ
の
ス
ト
ッ
ク
と
い
う
も
の
を
思
い
知
り
ま
し
た
。

大
田　

さ
き
ほ
ど
目
立
た
な
い
製
品
と
い
わ
れ
ま
し
た
が
、
私
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

の
社
外
取
締
役
を
や
っ
て
い
ま
し
て
ね
。
そ
こ
で
発
見
し
た
こ
と
の
ひ
と
つ
は
、

デ
バ
イ
ス
、
部
品
の
魅
力
な
ん
で
す
。

大
石　

な
る
ほ
ど
、
そ
う
で
す
か
。

大
田　

デ
バ
イ
ス
は
、
そ
れ
自
体
は
何
の
個
性
も
な
く
、
表
情
も
な
い
も
の
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
い
ま
し
た
が
、
じ
つ
は
こ
の
デ
バ
イ
ス
が
最
終
製
品
を
お

お
き
く
左
右
す
る
ん
で
す
ね
。

大
石　

お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
ね
。

大
田　

画
期
的
な
部
品
や
高
品
質
の
デ
バ
イ
ス
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
に
合
っ
た
最

終
製
品
が
開
発
さ
れ
る
ん
で
す
ね
。
ダ
イ
ニ
ッ
ク
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
拝

見
し
て
も
、
す
ぐ
れ
た
素
材
が
で
き
て
、
そ
れ
が
衣
料
や
、
車
の
内
装
や
、
住
宅

と
い
う
最
終
製
品
を
変
え
て
い
っ
た
。
素
材
が
で
き
な
い
と
最
終
製
品
は
で
き
な

い
。
素
材
の
ほ
う
が
逆
に
最
終
製
品
を
決
め
て
い
く
。
そ
う
い
う
の
っ
て
お
も
し

ろ
い
な
、
と
思
い
ま
す
ね
。

大
石　

日
本
の
メ
ー
カ
ー
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
車
と
か
、
家
電
も
そ
う
で
す
。

日
本
を
代
表
す
る
よ
う
な
産
業
で
す
が
、
や
は
り
そ
れ
ら
を
さ
さ
え
る
の
が
中
間

素
材
の
メ
ー
カ
ー
で
し
ょ
う
。
重
要
な
役
割
を
果
た
す
中
間
素
材
メ
ー
カ
ー
が
粘

り
強
く
や
っ
て
い
る
。
そ
こ
が
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
の
強
み
じ
ゃ
な
い
か
な
、
と

思
っ
て
い
ま
す
。

ス
ピ
ー
ド
感
に
い
か
に
対
応
す
る
か

大
田　

こ
こ
二
、
三
年
、
第
四
次
産
業
革
命
と
い
わ
れ
る
う
ご
き
が
、
私
た
ち
の

生
活
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
浸
透
し
て
き
ま
し
た
ね
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
︵
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
︶、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
Ａ
Ｉ
︵
人
工
知
脳
︶
な
ど
が
日
常
語
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
か
つ
て
の
Ｉ
Ｔ
化
は
サ
イ
バ
ー
空
間
の
な
か
で
の
変
化
で
し
た
が
、
今

回
は
Ｉ
Ｔ
に
つ
な
が
る
モ
ノ
の
性
能
が
重
要
な
カ
ギ
で
す
か
ら
、
日
本
の
製
造
業
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も
強
み
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
、
あ
ま
り
に
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
速

い
。

大
石　

た
し
か
に
、
そ
う
で
す
ね
。

大
田　

画
期
的
な
技
術
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
、
ほ
ん
と
う
に
速
い
ス
ピ
ー
ド
で

出
現
し
、
そ
れ
が
普
及
す
る
ス
ピ
ー
ド
も
速
い
。
産
業
構
造
も
お
お
き
く
変
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
。
日
本
企
業
が
、
こ
の
ス
ピ
ー
ド
感
に
つ
い
て
い
け
る
の
か
な
、

と
心
配
で
す
。

大
石　

そ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
も
痛
切
に
感
じ
て
い
ま
す
。
私
ど
も
の
製
品
の
な
か

に
も
、
結
局
そ
の
ス
ピ
ー
ド
感
、
あ
る
い
は
コ
ス
ト
に
勝
て
な
く
な
っ
て
、
や
め

て
い
っ
た
製
品
、
事
業
も
あ
り
ま
す
。
生
き
の
こ
る
た
め
に
は
、
創
意
工
夫
に
よ

っ
て
ハ
ー
ド
ル
を
あ
げ
て
、
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
を
め
ざ
さ
な
い
と
、
も
う
生
産
性
の

向
上
だ
と
か
、
新
し
い
設
備
を
い
れ
た
ら
、
と
い
う
よ
う
な
や
り
か
た
で
は
、
ど

う
に
も
な
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

大
田　
﹁
モ
ノ
﹂
単
体
で
は
、
な
か
な
か
利
益
が
あ
げ
ら
れ
な
い
。
そ
う
い
う
時

代
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

大
石　

ご
指
摘
の
と
お
り
で
、
現
に
そ
う
な
っ
て
い
ま
す
。

大
田　

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
加
え
た
、﹁
モ
ノ
﹂
と
サ
ー
ビ
ス
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

や
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
い
う
目
に
み
え
な
い
も
の
で
稼
い
で
い
く
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
も
そ
う
で
す
が
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
さ
ん

も
そ
う
で
し
ょ
う
。

大
石　

そ
う
で
す
。
そ
う
で
す
。

大
田　

す
ぐ
れ
た
モ
ノ
を
つ
く
り
、
た
え
ざ
る
技
術
向
上
で
今
日
ま
で
や
っ
て
き

た
と
こ
ろ
ほ
ど
、
い
ま
新
た
な
挑
戦
と
い
い
ま
す
か
、
そ
う
い
う
お
お
き
な
転
機

に
直
面
し
て
い
ま
す
ね
。

大
石　

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
私
た
ち
は
幸
い
に
も
い
ろ
ん
な
事
業
を
も
っ
て
い

ま
す
。
七
つ
の
事
業
部
が
あ
り
ま
し
て
、
や
は
り
身
の
ま
わ
り
の
も
の
が
多
い
。

出
版
か
ら
は
じ
ま
っ
て
情
報
関
連
、
た
と
え
ば
サ
ー
マ
ル
リ
ボ
ン
で
す
と
か
、
あ

る
い
は
ケ
ア
ラ
ベ
ル
、
も
っ
と
小
さ
い
も
の
で
は
水
分
除
去
材
の
水
分
ゲ
ッ
タ
ー

と
か
⋮
⋮
。

大
田　

あ
れ
、
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。

大
石　

あ
れ
は
乾
燥
剤
で
す
。
有
機
Ｅ
Ｌ
は
非
常
に
水
分
を
嫌
う
。
そ
れ
に
採
用

さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
、
日
本
の
メ
ー
カ
ー
、
た
と
え
ば
お
話
に
あ
る
パ
ナ
ソ
ニ

ッ
ク
だ
と
か
、
パ
イ
オ
ニ
ア
だ
と
か
も
有
機
Ｅ
Ｌ
は
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
な
か

な
か
採
用
さ
れ
な
く
て
、
ま
ず
韓
国
の
サ
ム
ス
ン
、
Ｌ
Ｇ
で
採
用
が
決
ま
り
ま
し

た
。
あ
あ
い
う
ス
マ
ホ
も
ふ
く
め
て
で
す
け
れ
ど
も
、
日
本
の
メ
ー
カ
ー
は
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
多
く
て
、
非
常
に
完
璧
を
ね
ら
う
ん
で
す
ね
。
向
こ
う
は
適
当

と
い
っ
た
ら
語
弊
が
あ
り
ま
す
が
、
早
く
出
し
て
勝
負
し
よ
う
と
い
う
よ
う
な
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

大
田　

韓
国
の
メ
ー
カ
ー
が
ま
ず
採
用
し
た
と
い
う
の
は
象
徴
的
で
す
ね
。
中
国

も
﹁
と
に
か
く
や
っ
て
み
よ
う
﹂
で
す
ね
︵
笑
︶。

大
石　

そ
う
で
す
よ
。
私
は
、
中
国
に
も
お
り
ま
し
た
け
ど
、
そ
れ
は
す
ご
い
。

ち
ゃ
ん
と
し
た
ベ
ー
ス
が
あ
る
か
な
い
か
は
別
に
し
て
、﹁
ま
ず
や
っ
て
み
よ
う
﹂

で
す
。
ア
メ
リ
カ
も
そ
う
で
す
け
ど
ね
。

大
田　

そ
う
で
す
。
ア
メ
リ
カ
と
中
国
は
⋮
⋮
。

大
石　

よ
く
似
て
い
ま
す
、
ほ
ん
と
う
に
。

大
田　

さ
き
ほ
ど
﹁
日
本
企
業
が
こ
の
ス
ピ
ー
ド
感
を
獲
得
で
き
る
か
﹂
と
申
し

あ
げ
ま
し
た
が
、
日
本
で
は
、
企
業
に
限
ら
ず
、﹁
ま
ず
や
っ
て
み
よ
う
﹂
と
い

う
具
合
に
い
き
ま
せ
ん
ね
。

大
石　

ご
指
摘
の
と
お
り
で
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
ね
。

大
田　

ま
ず
や
っ
て
み
て
、
ダ
メ
な
ら
修
正
す
れ
ば
い
い
。
し
か
し
、
モ
ノ
づ
く

り
で
も
政
策
で
も
、﹁
ま
ず
、
や
っ
て
み
よ
う
﹂
と
い
う
こ
と
が
、
な
か
な
か
ゆ

る
さ
れ
な
い
。﹁
失
敗
し
た
ら
ど
う
す
る
ん
だ
﹂
と
否
定
か
ら
は
い
る
人
、
そ
れ

か
ら
、﹁
な
ぜ
、
で
き
な
い
か
﹂
と
い
う
で
き
な
い
理
屈
を
蕩
々
と
な
ら
べ
る
人

が
な
ん
と
多
い
こ
と
か
。
こ
う
い
う
人
の
こ
と
を
﹁
で
き
な
い
理
屈
の
大
天
才
﹂
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っ
て
よ
ん
で
い
ま
す
け
れ
ど
も
ね
︵
笑
︶。

大
石　

な
る
ほ
ど
︵
笑
︶。

失
敗
が
あ
た
り
ま
え
と
い
う
風
土

大
田　

第
四
次
産
業
革
命
を
け
ん
引
す
る
の
は
、
破
壊
的
技
術
、
つ
ま
り
、
そ
れ

ま
で
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
市
場
を
創
り
出
す
よ
う
な
技
術
で
す
か
ら
、
失
敗
は

あ
た
り
ま
え
で
す
。
と
い
う
か
、
失
敗
に
こ
そ
発
見
が
あ
る
。
失
敗
、
修
正
、
失

敗
、
修
正
を
ど
れ
ぐ
ら
い
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
お
こ
な
っ
て
製
品
化
す
る
か
が
重
要

な
の
に
、
日
本
の
、
と
く
に
大
企
業
は
試
行
錯
誤
を
許
容
す
る
雰
囲
気
に
な
か
な

か
な
り
ま
せ
ん
。

大
石　

私
は
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
た
と
き
に
、
初
め
て
営
業
も
製
造
も
経
験
し
ま
し

た
が
、
ア
メ
リ
カ
の
企
業
と
い
う
の
は
、
ゼ
ロ
デ
ィ
フ
ェ
ク
ト
じ
ゃ
な
い
。
い
く

つ
か
失
敗
す
る
の
は
あ
た
り
ま
え
。
一
〇
〇
の
う
ち
一
〇
個
ダ
メ
で
も
、
結
局
安

く
つ
く
れ
た
ら
そ
れ
で
い
い
。
ダ
メ
だ
っ
た
ら
交
換
す
れ
ば
い
い
、
と
い
う
発
想

の
企
業
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
日
本
の
会
社
は
、
た
と
え
ば
車
に
し
て

も
、
絶
対
に
故
障
が
あ
っ
た
ら
ま
ず
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
ゼ
ロ
デ
ィ
フ
ェ
ク

ト
な
ん
で
す
ね
。

大
田　

企
業
も
、
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
う
し
た
ら
で
き
る
か
、
考
え
て

は
い
る
。
ダ
イ
ニ
ッ
ク
さ
ん
も
そ
う
で
し
ょ
う
。

大
石　

は
い
。
そ
う
で
す
ね
。

大
田　

破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
た
め
に
、
最
近
、﹁
出
島
﹂
と
い
わ

れ
る
も
の
を
も
う
け
て
い
る
企
業
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

大
石　

ほ
う
。
出
島
で
す
か
。

大
田　

江
戸
時
代
に
唯
一
の
貿
易
地
だ
っ
た
あ
の
出
島
で
す
ね
。
社
内
で
は
、
な

か
な
か
試
行
錯
誤
が
許
容
さ
れ
な
い
し
、
何
を
す
る
に
も
時
間
が
か
か
る
の
で
、

通
常
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
独
立
し
た
か
た
ち
で
拠
点
を
も
う
け
る
、
こ
れ
が
出
島
で

す
。
実
際
に
出
島
を
も
う
け
て
い
る
企
業
に
き
く
と
、
メ
リ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
は
、

社
員
に
失
敗
の
経
験
を
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
な
ん
だ
そ
う
で
す
。

大
石　

あ
あ
、
な
る
ほ
ど
ね
。

大
田　

と
く
に
優
秀
な
社
員
ほ
ど
、
社
内
で
は
失
敗
が
で
き
な
い
。

大
石　

そ
う
で
し
ょ
う
ね
。

大
田　

社
長
は
﹁
挑
戦
し
ろ
﹂
と
か
、﹁
失
敗
こ
そ
大
事
な
ん
だ
﹂
と
か
い
っ
て

も
、
人
事
評
価
で
は
、
や
っ
ぱ
り
失
敗
す
る
と
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
。
だ
か
ら
出
島

で
思
い
き
っ
て
失
敗
さ
せ
る
。
出
島
は
﹁
失
敗
が
あ
た
り
ま
え
﹂
と
い
う
風
土
を

つ
く
る
場
だ
と
い
う
わ
け
で
す
。

大
石　

企
業
に
と
っ
て
そ
れ
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
私
も
知
っ
て
い
る
会
社
の

ひ
と
つ
に
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
失
敗
し
て
も
い
い
か
ら
、
一
年
ぐ
ら

い
か
か
っ
て
で
も
、
み
ん
な
で
や
れ
よ
、
と
い
う
よ
う
な
考
え
で
、
組
織
を
つ
く

っ
て
い
る
会
社
が
あ
り
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
会
社
に
う
ん
と
余
裕
が
あ
る
か
ら
で
し

ょ
う
ね
。
余
裕
が
な
い
と
、﹁
す
ぐ
に
成
果
出
せ
﹂
と
い
う
話
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

大
田　

出
島
を
設
置
し
て
い
る
の
は
、
大
企
業
で
も
二
割
程
度
で
す
。

大
石　

け
れ
ど
も
、
い
ま
の
お
話
に
あ
る
出
島
の
よ
う
な
も
の
が
な
い
と
、
ガ
ラ

ッ
と
変
わ
る
よ
う
な
す
ご
い
も
の
は
、
な
か
な
か
う
ま
れ
な
い
な
、
と
い
う
感
じ

が
し
ま
す
。

大
田　

早
稲
田
に
入い

り

山や
ま

章あ
き

栄え

さ
ん
と
い
う
、
新
進
気
鋭
の
経
営
学
者
が
お
ら
れ
ま

す
が
、
彼
が
﹁
知
の
探
索
﹂
と
い
う
こ
と
を
い
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
と
い
っ
て
も
ゼ
ロ
か
ら
う
み
出
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
す
で
に
あ
る
知
と

知
の
新
し
い
く
み
あ
わ
せ
か
ら
う
ま
れ
ま
す
か
ら
、
自
分
か
ら
遠
く
に
あ
る
知
を

も
っ
て
き
て
新
し
い
く
み
あ
わ
せ
を
つ
く
る
、
こ
れ
が
﹁
知
の
探
索
﹂
で
す
。
し

か
し
、
日
本
の
企
業
は
、
も
う
阿あ

吽う
ん

の
呼
吸
で
通
じ
た
り
︵
笑
︶、
な
か
に
い
る

人
が
固
定
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
い
る
の
で
、﹁
知
の
探
索
﹂
が
起
こ
ら
な
い
。
こ

の
ま
ま
で
は
、
日
本
企
業
か
ら
画
期
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
う
ま
れ
な
く
な
る
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だ
ろ
う
、
と
。
し
か
も
﹁
知
の
探
索
﹂
は
、
会
社
に
と
っ
て
は
失
敗
や
無
駄
に
み

え
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
に
は
、
時
間
が
か
か
る
こ

と
を
会
社
が
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
も
い
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

大
石　

そ
う
で
す
ね
、
短
期
間
に
成
果
が
出
て
き
た
り
と
い
う
の
は
、
ち
ょ
っ
と

⋮
⋮
。

大
田　

で
も
、
市
場
の
変
化
の
速
さ
を
考
え
る
と
、
出
島
ど
こ
ろ
か
、
会
社
本
体

が
試
行
錯
誤
を
許
容
す
る
場
に
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
次
の
扉
が
ひ
ら
か
な
く
な
っ

て
い
る
。
経
営
者
だ
け
で
な
く
、
企
業
全
体
に
こ
の
認
識
を
浸
透
さ
せ
て
、
内
向

き
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
で
き
る
だ
け
減
ら
し
、
本
気
で
変
わ
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
ね
。

大
石　

と
こ
ろ
が
内
向
き
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ば
か
り
で
す
︵
笑
︶。

大
田　

そ
う
で
し
ょ
う
ね
。 

会
議
の
資
料
づ
く
り
に
時
間
を
か
け
て
⋮
⋮
。
若

手
が
新
し
い
提
案
を
出
し
て
も
、
途
中
で
つ
ぶ
さ
れ
る
、
と
い
う
話
は
い
ろ
ん
な

と
こ
ろ
で
聞
き
ま
す
。
ト
ッ
プ
は
す
ぐ
に
理
解
す
る
よ
う
な
提
案
も
、
中
間
管
理

職
の
層
が
厚
く
て
つ
ぶ
さ
れ
て
い
く
。

大
石　

そ
れ
は
あ
る
と
思
い
ま
す
ね
。

大
田　

こ
れ
を
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
ね
︵
笑
︶。
第
四
次
産
業
革
命
は
、

日
本
に
と
っ
て
チ
ャ
ン
ス
な
ん
で
す
。
人
手
不
足
の
解
消
に
も
な
る
し
、
す
ぐ
れ

た
技
術
も
あ
る
。
す
ぐ
れ
た
人
材
も
い
る
は
ず
で
す
。
で
も
、
い
か
ん
せ
ん
、
ス

ピ
ー
ド
が
遅
す
ぎ
る
。

大
石　

と
く
に
私
が
強
く
感
じ
る
の
は
、
内
部
統
制
と
か
ね
、
す
ご
く
き
び
し
い

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
れ
ら
が
、
や
り
に
く
く
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
自

分
の
発
想
で
や
っ
て
、
問
題
が
あ
っ
た
ら
、
こ
れ
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
と
、

た
た
か
れ
る
。
だ
か
ら
勝
手
に
は
や
れ
な
い
。

大
田　

そ
う
で
す
ね
。
責
任
は
誰
が
と
る
ん
だ
、
と
い
う
話
で
す
よ
ね
︵
笑
︶。

「
変
わ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
を
い
か
に
醸
成
す
る
か

大
田　

私
は
、
規
制
改
革
と
い
う
、
い
ち
ば
ん
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
遠
い
と
こ
ろ

で
格
闘
し
て
ま
す
か
ら
︵
笑
︶、
痛
感
す
る
ん
で
す
け
ど
ね
。
日
本
で
は
、
何
か

を
変
え
る
の
に
、
も
の
す
ご
い
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
要
り
ま
す
。
既
得
権
の
保

護
は
ど
の
国
に
も
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
日
本
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
て
、
変

わ
る
こ
と
へ
の
抵
抗
が
強
い
。
変
わ
ら
な
い
ほ
う
が
い
い
ん
だ
、
っ
て
い
う
雰
囲

気
が
⋮
⋮
。

大
石　

た
し
か
に
、
そ
れ
は
、
あ
り
ま
す
ね
︵
笑
︶。

大
田　

戦
後
の
日
本
型
経
営
は
、
系
列
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
、
株
の
持
ち
合
い
、
終

身
雇
用
と
、
長
期
に
安
定
し
た
取
引
関
係
を
つ
く
っ
て
成
長
す
る
モ
デ
ル
で
し
た

よ
ね
。
安
定
し
た
関
係
を
ベ
ー
ス
に
、
長
期
的
視
野
で
投
資
す
る
、
と
。
こ
れ
を

前
提
に
し
て
い
ま
す
か
ら
、
日
本
の
経
済
政
策
も
、
現
状
を
固
定
し
よ
う
と
す
る

も
の
が
多
い
ん
で
す
。
た
と
え
ば
、
生
産
性
が
低
い
企
業
で
も
、
低
い
ま
ま
、
税

や
規
制
や
補
助
金
で
守
る
。

大
石　

そ
う
い
う
仕
組
で
す
ね
。

大
田　

そ
の
一
方
で
、
成
長
す
る
分
野
に
転
業
し
た
り
、
廃
業
し
た
り
す
る
と
き

の
サ
ポ
ー
ト
は
弱
い
。
雇
用
で
も
、
同
じ
企
業
に
勤
め
つ
づ
け
る
こ
と
が
前
提
に

な
っ
て
い
て
、
転
職
す
る
と
き
の
サ
ポ
ー
ト
は
弱
い
。
し
か
し
、
高
度
成
長
期
と

は
あ
ま
り
に
環
境
が
変
わ
り
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

進
ん
で
い
る
。
変
化
が
は
げ
し
い
時
代
は
、﹁
固
定
﹂
が
安
定
で
は
な
く
、
逆
に

不
安
定
を
う
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

大
石　

そ
う
で
す
ね
。
変
え
て
い
か
な
い
と
ダ
メ
な
部
分
は
ず
い
ぶ
ん
あ
る
と
思

い
ま
す
ね
。

大
田　

ど
う
し
た
ら
、
機
動
力
や
柔
軟
性
を
も
っ
て
、
変
化
を
つ
く
る
側
に
な
っ

て
み
よ
う
と
い
う
う
ご
き
が
う
ま
れ
る
か
︵
笑
︶。
変
化
が
好
き
な
人
は
そ
ん
な

に
い
な
い
し
、
実
際
に
ダ
メ
ー
ジ
を
う
け
ま
す
か
ら
、
政
策
は
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
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す
る
方
向
に
な
る
と
い
い
と
思
う
の
で
す
け
ど
ね
。

大
石　

そ
う
で
す
ね
。
雇
用
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
に
い
た
と
き
の
話
で

す
け
ど
、
最
初
は
Ｆ
社
の
金
融
端
末
に
使
う
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
を
製
造
し
て
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
エ
ク
ス
バ
ン
ド
す
る
た
め
営
業
マ
ン
を
ふ
や
そ
う
、
と
。
そ
こ
で
、

も
と
Ｆ
社
に
い
た
資
材
担
当
、
給
料
も
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
人
を

雇
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
が
、
ま
っ
た
く
ダ
メ
で
し
た
。

大
田　

え
っ
、
そ
う
で
す
か
。

大
石　

Ｆ
社
で
の
序
列
、
セ
ー
ル
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
資
材
担
当
と
で
は
、
上
司

と
部
下
の
関
係
で
あ
り
、
退
社
後
も
そ
の
関
係
が
生
き
て
い
て
、
営
業
と
し
て
は

使
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
感
じ
た
の
は
、
営
業
と
い
う
の
は
特
別
な
職

業
で
給
料
も
高
く
て
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
ん
で
す
ね
。
彼
ら
は
同
じ
業
界

を
渡
り
あ
る
き
、
ち
が
う
会
社
に
行
く
に
し
て
も
、
お
客
を
連
れ
て
い
く
。
そ
う

い
う
ス
タ
イ
ル
で
す
。

大
田　

だ
か
ら
、
そ
う
い
う
人
を
引
っ
張
ら
な
い
と
、
こ
っ
ち
も
成
長
で
き
な
い
。

大
石　

そ
う
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
田　

そ
う
い
う
意
味
で
も
、
雇
用
全
体
の
流
動
性
が
も
う
少
し
高
ま
る
と
い
い

で
す
ね
。
私
は
、
い
ま
三
社
の
社
外
取
締
役
を
や
っ
て
ま
す
け
ど
、
人
事
制
度
や

人
事
評
価
の
仕
組
を
変
え
る
の
は
、
と
て
も
む
ず
か
し
い
こ
と
で
す
ね
。
企
業
と

し
て
﹁
変
わ
る
力
﹂
を
も
つ
た
め
に
は
、
人
事
評
価
の
あ
り
か
た
を
お
お
き
く
変

え
た
り
、
思
い
切
っ
て
外
部
人
材
を
も
っ
て
く
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
の
で
す

が
、
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。

大
石　

や
っ
ぱ
り
ト
ッ
プ
が
そ
う
い
う
頭
で
な
い
と
無
理
で
す
ね
。

大
田　

そ
う
で
す
ね
。

大
石　

そ
れ
で
、
仕
組
自
体
も
、
さ
っ
き
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
よ
う
に
、
別
の
部

隊
を
つ
く
ら
な
い
と
、
既
存
の
も
の
の
一
部
で
は
、
な
か
な
か
そ
う
は
い
か
な
い
、

と
思
い
ま
す
ね
。

大
田　

日
本
は
雇
用
が
む
ず
か
し
い
け
れ
ど
、
そ
れ
で
も
多
様
性
を
も
っ
て
こ
な
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い
と
、
新
し
い
発
想
は
う
ま
れ
ま
せ
ん
。

大
石　

そ
う
で
す
ね
。
異
質
な
る
も
の
と
の
出
会
い
が
大
事
で
す
ね
。

大
田　

営
業
の
プ
ロ
の
方
に
は
、
プ
ロ
な
ら
で
は
の
発
想
っ
て
も
の
が
あ
る
は
ず

で
、
そ
れ
が
は
い
っ
て
く
る
こ
と
で
、
軋
轢
も
起
こ
る
け
れ
ど
︵
笑
︶、
新
し
い

発
見
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
の
大
学
は
、
行
政
官
や
中
央
銀
行
の
ス
タ
ッ
フ
が

政
策
の
勉
強
に
来
る
大
学
院
だ
け
の
大
学
で
、
三
分
の
二
が
留
学
生
。
世
界
五
〇

か
国
か
ら
き
て
い
ま
す
。

大
石　

授
業
は
英
語
で
や
る
わ
け
で
す
ね
。

大
田　

外
国
人
に
は
英
語
で
、
日
本
人
に
は
日
本
語
で
授
業
し
ま
す
。
い
ろ
ん
な

国
の
学
生
が
い
る
と
、
宗
教
が
ち
が
い
、
文
化
が
ち
が
い
、
生
活
様
式
が
ち
が
い

ま
す
か
ら
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
、
と
き
に
は
問
題
も
起
こ
り
ま
す
。
だ
か

ら
、
多
様
性
は
厄
介
な
こ
と
で
は
あ
る
ん
で
す
が
、
多
様
な
ほ
う
が
ま
ち
が
い
な

く
お
も
し
ろ
い
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
り
ま
す
ね
。

大
石　

な
る
ほ
ど
。

大
田　

日
本
企
業
も
、
社
外
取
締
役
を
い
れ
た
り
、
外
国
人
を
採
用
し
た
り
、
多

様
性
を
ず
い
ぶ
ん
意
識
し
は
じ
め
ま
し
た
よ
ね
。
日
本
企
業
に
は
、
ま
だ
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
、
す
ご
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
は
米

国
の
ス
ケ
ー
ル
の
お
お
き
い
発
想
が
あ
っ
て
こ
そ
の
も
の
で
す
が
、
日
本
は
、
そ

れ
に
創
意
工
夫
を
か
さ
ね
て
、
独
自
の
す
ば
ら
し
い
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
を

つ
く
り
あ
げ
ま
し
た
。
異
質
な
も
の
と
の
融
合
が
、
日
本
企
業
の
新
た
な
強
み
を

つ
く
る
と
思
っ
て
ま
す
。

大
石　

そ
う
で
す
ね
。
や
っ
ぱ
り
守
り
だ
け
で
は
、
な
か
な
か
や
っ
て
い
く
の
が
、

む
ず
か
し
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

大
田　

で
も
組
織
を
率
い
て
お
ら
れ
る
と
、
そ
こ
は
む
ず
か
し
い
で
し
ょ
う
。

大
石　

む
ず
か
し
い
で
す
ね
︵
笑
︶。
ま
ず
利
益
も
ち
ゃ
ん
と
出
さ
な
い
と
株
主

の
皆
さ
ま
の
手
前
も
あ
る
。
そ
れ
か
ら
従
業
員
の
給
料
を
ふ
く
め
た
報
酬
も
世
間

な
み
に
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
⋮
⋮
。
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
の
で
す
が
、

そ
れ
が
ベ
ー
ス
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
﹁
日
本
の
会
社
は
剰
余
金
を
貯
め
す
ぎ

だ
﹂
と
い
う
話
が
よ
く
出
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り
、
あ
る
て
い
ど
の
蓄
積
を
も
っ
て

い
て
、
た
と
え
ば
困
っ
た
と
き
に
使
う
、
あ
る
い
は
新
規
の
投
資
に
使
う
。
そ
れ

で
も
本
体
が
ゆ
る
が
な
い
と
い
う
ベ
ー
ス
で
バ
ラ
ン
ス
を
と
ら
な
い
と
い
け
な
い
。

き
ち
っ
と
そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
会
社
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
と
い
う
思
い

は
あ
り
ま
す
。

大
田　

経
営
は
ま
っ
た
く
の
素
人
で
す
が
、
経
営
者
っ
て
む
ず
か
し
い
だ
ろ
う
な

と
思
う
の
は
、
変
化
の
先
を
読
ん
で
、
ま
だ
稼
げ
る
事
業
で
も
縮
小
や
売
却
を
し

な
い
と
い
け
な
い
と
き
が
あ
る
⋮
⋮
。

大
石　

は
い
。
は
い
。

大
田　

そ
れ
と
、
先
行
き
に
不
確
実
性
が
あ
っ
て
も
、
ね
ら
い
を
定
め
て
重
点
投

資
し
な
い
と
い
け
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。﹁
集
中
と
選
択
﹂
っ
て
、
口
で

い
う
の
は
か
ん
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う
に
む
ず
か
し
い
で
す
ね
。
と
く

に
、
縮
小
の
ほ
う
で
す
が
⋮
⋮
。

大
石　

縮
小
す
る
と
き
は
、
で
き
る
だ
け
損
を
ミ
ニ
マ
イ
ズ
し
て
や
っ
て
い
く
し

か
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。
バ
サ
ッ
バ
サ
ッ
と
、﹁
は
い
、
も
う
や
め
た
﹂
と
い
う

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
縮
小
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
食
っ
て
い
く
の
は
、
け
っ
こ

う
パ
ワ
ー
も
必
要
で
、
辛
抱
強
く
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
こ
れ
は
、
む
ず

か
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

大
田　

そ
う
で
し
ょ
う
ね
。
国
の
構
造
改
革
も
そ
う
で
す
が
、
痛
み
を
と
も
な
う

改
革
を
や
る
に
は
、
な
ぜ
そ
れ
を
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
を
納
得
し
て
も
ら
わ

な
い
と
い
け
な
い
。
私
が
大
臣
を
や
っ
て
い
る
と
き
も
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
う
ま
く

出
せ
る
と
い
い
ん
だ
が
、
と
つ
ね
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
次
に
行
く
た
め
に
は
、

き
び
し
い
け
れ
ど
も
こ
れ
を
や
る
こ
と
が
必
要
な
ん
だ
、
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

と
て
も
大
事
で
す
。

大
石　

ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
⋮
⋮
。

大
田　

そ
う
で
す
。
そ
れ
も
、
わ
か
り
や
す
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
。
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大
石　

そ
れ
が
出
せ
れ
ば
、
ほ
ん
と
う
に
い
い
で
す
ね
。

大
田　

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
が
む
ず
か
し
い
。
政
治
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
思
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。﹁
こ
の
ま
ま
で
い
い
よ
、
こ
の
ま
ま
、
み
ん

な
で
や
っ
て
い
こ
う
ね
﹂
で
は
、
日
本
経
済
は
ダ
メ
に
な
り
、
将
来
の
雇
用
機
会

も
う
ま
れ
ま
せ
ん
。﹁
き
つ
い
け
れ
ど
、
こ
っ
ち
の
方
向
で
が
ん
ば
っ
て
み
よ
う
﹂

っ
て
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
先
の
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
み
せ
て
、
そ
の
た
め
に
一

緒
に
が
ん
ば
ろ
う
よ
⋮
⋮
と
。

大
石　

昔
は
あ
り
ま
し
た
ね
。
日
本
列
島
改
造
と
か
ね
。

大
田　

戦
後
の
日
本
経
済
の
な
か
で
、
い
ち
ば
ん
う
ま
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
﹁
所
得

倍
増
計
画
﹂
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
い
ま
は
、
そ
ん
な
ふ
う
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

に
は
い
か
な
い
で
す
ね
︵
笑
︶。

シ
ス
テ
ム
を 

プ
ロ
セ
ス
を 

ガ
ラ
ッ
と
変
え
る

大
田　

御
社
の
七
つ
の
事
業
分
野
、
い
ず
れ
も
競
争
が
き
び
し
い
分
野
で
す
よ
ね
。

ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
の
で
は
⋮
⋮
と
。

大
石　

で
す
か
ら
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
勝
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
お
客

さ
ま
の
ほ
う
は
幸
い
に
し
て
非
常
に
優
秀
な
会
社
ば
か
り
で
す
。
だ
か
ら
お
客
さ

ま
と
一
緒
に
な
っ
て
製
品
を
開
発
し
、
一
緒
に
な
っ
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
ひ
ろ
げ
、

拡
販
し
て
も
ら
う
と
い
う
か
た
ち
に
も
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
と
い
つ
も
思
っ
て

い
ま
す
。

大
田　

最
近
は
、
家
電
が
そ
の
代
表
で
す
が
、
発
売
と
同
時
に
価
格
下
落
に
さ
ら

さ
れ
ま
す
か
ら
、
モ
ノ
で
稼
い
で
い
く
の
は
ほ
ん
と
う
に
む
ず
か
し
い
で
す
ね
。

コ
ス
ト
上
昇
を
売
値
に
反
映
で
き
な
い
と
い
っ
た
レ
ベ
ル
を
超
え
た
価
格
競
争
で

す
。
非
常
に
付
加
価
値
が
高
い
も
の
を
つ
く
れ
ば
、
む
ろ
ん
そ
れ
で
勝
負
で
き
る

の
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
で
も
、
出
た
と
た
ん
に
た
え
ざ
る
価
格
競
争
に
さ
ら
さ
れ

ま
す
ね
。

大
石　

は
い
。
ま
さ
に
イ
タ
チ
ご
っ
こ
で
す
。

大
田　

御
社
の
歴
史
の
な
か
で
は
、
も
う
、
か
な
り
古
い
時
期
の
話
に
な
り
ま
す

が
、
衣
服
の
接
着
芯
地
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
イ
ギ
リ
ス
か
ら
技
術
導
入
し
た
⋮
⋮

大
石　

ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
で
す
ね
。

大
田　

あ
れ
を
日
本
に
い
れ
た
と
き
に
、
そ
れ
ま
で
の
衣
服
づ
く
り
の
シ
ス
テ
ム

を
、
ガ
ラ
ッ
と
変
え
て
し
ま
っ
た
。
ま
っ
た
く
新
し
い
発
想
の
洋
服
づ
く
り
を
提

唱
し
て
、
そ
れ
を
ひ
ろ
げ
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
た
、
と
。

大
石　

そ
う
で
す
。
い
わ
ば
縫
製
革
命
で
す
。

大
田　
﹃
90
年
史
﹄
を
拝
読
し
て
、
あ
そ
こ
が
私
に
は
す
ご
く
印
象
的
で
し
た
。

い
ま
、
も
と
め
ら
れ
て
い
る
モ
デ
ル
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
そ
う
い
う
こ
と
だ
と

思
う
ん
で
す
。
さ
き
ほ
ど
顧
客
と
一
緒
に
な
っ
て
と
、
い
わ
れ
ま
し
た
け
ど
、
モ

ノ
単
体
で
は
な
く
て
、﹁
モ
ノ
﹂
が
使
わ
れ
る
局
面
ま
で
ふ
く
め
て
顧
客
と
一
緒

に
つ
く
っ
て
売
っ
て
い
く
っ
て
い
う
カ
タ
チ
で
す
ね
。

大
石　

お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
あ
れ
は
手
作
業
だ
っ
た
衣
服
づ
く
り
に
工
業
生

産
に
よ
る
量
産
化
の
道
を
ひ
ら
き
ま
し
た
。
あ
あ
い
う
の
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

い
う
の
で
す
か
ね
？

大
田　

あ
れ
は
プ
ロ
セ
ス
を
が
ら
り
と
変
え
た
、
ま
さ
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
す

ね
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
中
間
素
材
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

大
石　

し
か
も
内
部
に
か
く
れ
て
み
え
な
い
。

大
田　

あ
あ
い
う
こ
と
が
、
い
ま
、
モ
ノ
づ
く
り
で
、
い
ち
ば
ん
も
と
め
ら
れ
て

い
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

顧
客
ニ
ー
ズ
は
無
限 

モ
ノ
づ
く
り
で
築
く
信
頼
の
証
！

大
田　

顧
客
ニ
ー
ズ
っ
て
、
無
限
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、
つ
ね
に
次
の
モ
デ
ル
は

何
な
の
か
っ
て
い
う
こ
と
が
課
題
に
な
り
ま
す
。

大
石　

い
ま
は
そ
う
い
う
意
味
で
、
世
の
中
、
衣
、
食
、
住
も
ふ
く
め
て
、
モ
ノ
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が
潤
沢
に
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
ん
な
な
か
で
、
お
客
さ
ま
目
線
で
考
え
て
、

魅
力
あ
る
モ
ノ
、
い
ま
ま
で
と
ち
ょ
っ
と
ち
が
う
モ
ノ
を
、
い
か
に
つ
く
り
こ
ん

で
い
く
か
。
こ
れ
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

大
田　

い
か
に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
重
要
な
時
代
と
は
い
っ
て
も
、
モ
ノ
は
か
な
ら

ず
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
ね
。

大
石　

そ
う
で
す
ね
。
モ
ノ
は
⋮
⋮
。

大
田　

新
し
い
モ
ノ
が
出
て
き
て
、
そ
れ
で
や
っ
と
自
分
の
潜
在
的
ニ
ー
ズ
が
わ

か
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
は
山
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
よ
ね
。
た
と
え
ば
、
食
品
包
装

用
の
ラ
ッ
プ
や
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
を
切
る
と
こ
ろ
が
、
い
ま
は
金
属
で
は
な
く
紙
に

な
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。﹃
90
年
史
﹄
の
写
真
を
拝
見
し
て
、
こ
れ
も
御
社
だ
っ
た

の
か
と
、
と
て
も
感
心
し
ま
し
た
。

大
石　

紙
刃
っ
て
い
う
や
つ
で
す
ね
。

大
田　

紙
だ
と
使
い
終
わ
っ
た
あ
と
が
ど
ん
な
に
便
利
か
。
新
製
品
が
出
て
き
て

初
め
て
、
自
分
の
ニ
ー
ズ
を
発
見
し
ま
し
た
。

大
石　

身
の
ま
わ
り
の
製
品
で
、
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、
ほ
か
に
も
あ
り
ま
す
。
た

と
え
ば
鮮
度
保
持
材
と
か
。

大
田　

シ
リ
カ
ゲ
ル
の
よ
う
な
？

大
石　

そ
う
で
は
な
く
て
、
う
ち
の
は
ア
ル
コ
ー
ル
を
含
浸
し
た
よ
う
な
も
の
で
、

そ
れ
を
少
し
ず
つ
発
散
し
て
い
く
も
の
で
す
。
日
本
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
中
国
へ

輸
出
も
し
て
い
ま
す
。

大
田　

創
業
者
・
坂
部
三
次
さ
ん
の
言
葉
で
、﹁
こ
れ
を
や
っ
た
ら
儲
か
る
だ
ろ

う
、
と
思
っ
た
も
の
は
何
ひ
と
つ
う
ま
く
い
か
な
く
て
、
世
間
に
よ
ろ
こ
ば
れ
る

だ
ろ
う
と
思
っ
て
つ
く
っ
た
の
は
不
思
議
に
成
功
し
た
﹂
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す

ね
。
と
て
も
い
い
言
葉
だ
と
思
い
ま
し
た
が
、
い
ま
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
か
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
︵
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
︶
が
重
要
に
な
っ
て
き
た
時
代
で
す
か
ら
、
ま

す
ま
す
意
味
を
も
ち
ま
す
よ
ね
。

大
石　

結
局
、
世
の
中
で
役
に
立
つ
、
よ
ろ
こ
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
製
品
を
含

め
て
、
や
っ
ぱ
り
そ
こ
ま
で
も
っ
て
い
か
な
い
と
、
顧
客
も
つ
い
て
き
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
意
味
で
創
業
者
が
い
っ
て
い
る
よ
う
な
、﹁
こ
れ
を
つ
く
っ
た
ら
よ
ろ

こ
ん
で
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
﹂﹁
こ
れ
を
つ
く
っ
た
ら
生
活
が
豊
か
に
な
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
﹂
と
い
う
よ
う
な
発
想
か
ら
モ
ノ
を
つ
く
り
出
さ
な
い
と
、
な
か

な
か
む
ず
か
し
い
と
思
い
ま
す
。

大
田　

そ
う
で
す
ね
。
日
本
の
製
造
業
は
技
術
力
に
自
信
が
あ
る
だ
け
に
、
技
術

オ
リ
エ
ン
テ
ッ
ド
と
い
い
ま
す
か
、
顧
客
ニ
ー
ズ
よ
り
技
術
か
ら
発
想
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
き
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
ね
。

大
石　

そ
う
で
す
ね
。

大
田　

こ
の
こ
と
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
で
の
負
け
を
つ
く
っ
て
き
た
面
が
あ
り

ま
す
。
ア
ジ
ア
新
興
国
に
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
と
い
わ
れ
る
膨
大
な
需
要
を
も

ち
、
格
段
に
安
価
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
で
き
た
と
き
に
出
遅
れ
て
し
ま
っ
た
。
よ
い

も
の
を
つ
く
れ
ば
売
れ
る
は
ず
だ
、
と
い
う
思
い
が
強
す
ぎ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

最
近
は
、
顧
客
か
ら
の
発
想
に
な
っ
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
に
変
わ
っ
て
き
ま
し

た
が
。

大
石　

私
ど
も
は
、
そ
ん
な
に
ハ
イ
テ
ク
の
技
術
が
あ
る
わ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
む

し
ろ
ロ
ー
テ
ク
で
す
よ
。
け
れ
ど
も
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
は
ロ
ー
テ
ク
で
も
そ
れ
ら

を
く
み
あ
わ
せ
れ
ば
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
は
つ
く
れ
る
ん
で
す
。
ど
こ
か
一
点
光
る

も
の
が
あ
っ
て
、﹁
ダ
イ
ニ
ッ
ク
さ
ん
の
も
の
で
な
い
と
⋮
⋮
﹂
っ
て
い
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
モ
ノ
を
、
中
間
素
材
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
か
ら
も
、
つ
く
り

出
し
て
い
き
た
い
な
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。
近
年
の
新
し
い
う
ご
き
と
し
て
は
食

品
関
係
で
す
ね
。
も
と
も
と
、
わ
が
社
は
﹁
食
﹂
は
向
い
て
い
な
い
、
と
い
う
こ

と
で
、
や
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
た
ま
た
ま
業
務
提
携
し
た
会
社
が
、
食
品

包
材
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
た
と
え
ば
ヤ
ク
ル
ト
の
蓋
材
だ
と
か
、
あ
と
乳
業
メ

ー
カ
ー
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
蓋
材
な
ど
で
す
が
、
い
ま
そ
こ
か
ら
横
に
ひ
ろ
が
り
を

み
せ
て
い
ま
す
。

大
田　

食
は
い
く
ら
で
も
の
び
ま
す
よ
ね
、
こ
れ
か
ら
⋮
⋮
。
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大
石　

私
も
成
長
産
業
の
ひ
と
つ
だ
な
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
田　

高
齢
化
社
会
の
な
か
で
す
ご
く
の
び
る
分
野
で
す
し
、
ア
ジ
ア
で
も
非
常

に
の
び
ま
す
ね
。

大
石　

は
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
は
、
い
ち
ば
ん
確
実
な

も
の
は
食
だ
な
、
と
み
て
い
ま
す
。

大
田　

多
く
の
ア
ジ
ア
の
国
が
高
齢
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
、
日
本
人
と
共
通
し

た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
あ
り
ま
す
。
体
型
も
近
い
。
し
か
も
、
日
本
の
食
に
は
強

み
が
あ
り
ま
す
し
ね
。

大
石　

先
に
お
話
し
ま
し
た
リ
ボ
ン
、
サ
ー
マ
ル
リ
ボ
ン
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
も
﹁
食
﹂
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
食
品
用
の
包
材
に

打
つ
リ
ボ
ン
と
し
て
使
わ
れ
、
お
お
き
く
の
び
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
工
場
の

オ
ン
ラ
イ
ン
で
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
す
る
際
、
製
造
年
月
日
だ
と
か
、
ど
こ
で
つ
く

っ
た
だ
と
か
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
を
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ

に
印
字
す
る
リ
ボ
ン
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
も
海
外
で
も
、
い
わ
ゆ
る
食
品
包
材

に
使
わ
れ
る
リ
ボ
ン
が
、
い
ま
の
び
て
い
る
製
品
の
ひ
と
つ
で
す
。

大
田　

食
品
は
、
熱
い
と
こ
ろ
か
ら
冷
凍
ま
で
、
お
お
き
な
温
度
幅
を
う
ご
き
ま

す
か
ら
ね
。

大
石　

そ
う
な
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
印
字
が
消
え
な
い
、
そ
の
う
え
で
、
あ
ら

ゆ
る
流
通
環
境
に
耐
え
る
よ
う
な
リ
ボ
ン
を
つ
く
っ
て
、
提
供
し
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

大
田　

イ
ン
ド
で
い
ま
低
温
物
流

が
導
入
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
が
イ
ン
ド
を
は
じ
め
た
く
さ

ん
の
暑
い
ア
ジ
ア
の
国
々
に
本
格

的
に
導
入
さ
れ
れ
ば
、
食
の
ス
タ

イ
ル
も
生
活
様
式
も
お
お
き
く
変

わ
り
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
が
ふ
え
て
、
流
通
業
で
の
雇
用

が
ふ
え
る
。
こ
れ
は
確
実
に
起
こ

る
う
ご
き
で
す
か
ら
、
サ
ー
マ
ル

リ
ボ
ン
は
も
っ
と
使
わ
れ
ま
す
ね
。

大
石　

使
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

お
肉
に
直
接
貼
る
ラ
ベ
ル
に
印
字

を
打
つ
リ
ボ
ン
の
よ
う
な
例
も
あ

り
ま
す
。

大
田　

漁
業
で
も
、
Ｉ
Ｔ
を
装
備
し
た
巨
大
な
漁
船
で
、
一
次
加
工
、
二
次
加
工

を
お
こ
な
い
、
そ
し
て
世
界
の
需
要
を
み
な
が
ら
三
次
加
工
ま
で
し
て
出
荷
し
て

い
る
と
聞
き
ま
す
。
そ
の
と
き
に
ま
た
印
字
が
要
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
は
無
限
に

ひ
ろ
が
り
ま
す
ね
。

大
石　

そ
う
で
す
、
だ
か
ら
、
う
ん
と
期
待
し
て
い
ま
す
︵
笑
︶。

大
田　

創
立
一
〇
〇
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
い
つ
の
時
代
も
企
業
と
し
て
の

魅
力
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
、
い
ち
ば
ん
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
魅
力
っ

て
ブ
ラ
ン
ド
な
ん
で
す
ね
。
ブ
ラ
ン
ド
は
、
単
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
の
イ
メ
ー

ジ
戦
略
で
は
な
く
て
、
社
会
か
ら
み
る
と
信
頼
の
証
で
あ
り
、
従
業
員
か
ら
み
る

と
誇
り
で
す
。
御
社
は
、
一
〇
〇
年
か
け
て
ブ
ラ
ン
ド
を
つ
く
っ
て
こ
ら
れ
、
ま

た
次
の
一
〇
〇
年
、
こ
れ
ま
で
と
は
ち
が
う
ブ
ラ
ン
ド
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
や
っ
ぱ
り
社
会
か
ら
信
頼
さ
れ
、
利
用
者
に
愛
さ
れ
、
従
業
員
に
と
っ
て

も
誇
り
で
あ
る
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
創
り
、
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
な
、
と
⋮
⋮
。

大
石　

は
い
、
一
生
懸
命
や
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
一
九
年
︵
令
和
元
︶
七
月
一
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

於　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社 

社
長
室



資
料
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定款

第
一
章　

総　

則

（
商　

号
）

第
一
条 　
　

当
会
社
は
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社
と
称
し
、
英
文
で

は
、D

Y
N

IC  CO
RPO

RA
T

IO
N

と
表
示
す
る
。

（
目　

的
）

第
二
条　
　

当
会
社
は
、
次
の
事
業
を
営
む
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一　
　

 

ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
お
よ
び
そ
の
他
各
種
塗
装
、
加
工
製
品
の
製

造
・
販
売

二　
　

 

不
織
布
お
よ
び
そ
の
他
各
種
繊
維
製
品
・
同
加
工
製
品
の
製

造
・
販
売

三　
　

諸
織
物
の
精
練
・
漂
白
・
浸
染
・
捺
染
お
よ
び
整
理
加
工

四　
　

 

前
各
号
に
関
連
す
る
色
材
・
樹
脂
・
塗
料
・
薬
品
お
よ
び
機

器
等
の
製
造
・
加
工
お
よ
び
販
売

五　
　

土
地
・
建
物
の
売
買
、
賃
貸
借
お
よ
び
造
成
、
建
築
一
切

六　
　

各
種
運
動
施
設
等
の
経
営

七　
　

運
送
業
の
経
営

八　
　

ク
ロ
ス
・
染
色
等
の
機
械
の
製
造
・
販
売

九　
　

環
境
制
御
等
に
関
す
る
技
術
・
情
報
等
の
販
売

一
〇　

浄
化
剤
等
化
学
薬
品
お
よ
び
関
連
機
器
等
の
製
造
・
販
売

一
一　

 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
お
よ
び
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
周
辺
機
器
の
製
造
・
販
売

一
二　

 

健
康
保
全
用
品
・
ス
ポ
ー
ツ
用
品
・
日
用
雑
貨
・
家
庭
用
雑

貨
等
の
製
造
・
加
工
お
よ
び
販
売

一
三　

 

産
業
廃
棄
物
の
処
理
・
管
理
の
業
務
お
よ
び
そ
の
再
生
製
品

の
販
売

一
四　

 

種
苗
、
花
き
、
蔬
菜
、
果
実
等
の
生
産
・
販
売
お
よ
び
造
園
、

園
芸
、
緑
化
等
の
た
め
の
工
事
の
設
計
・
施
工

一
五　

金
属
箔
の
加
工
・
販
売

一
六　

紙
管
、
紙
器
お
よ
び
そ
の
他
の
包
装
容
器
の
製
造
・
販
売

一
七　

各
種
金
属
彫
刻
、
機
械
の
修
理
お
よ
び
設
置
工
事

一
八　

発
電
お
よ
び
売
電
に
関
す
る
業
務

一
九　

前
各
号
に
付
随
ま
た
は
関
連
す
る
一
切
の
業
務

（
本
店
の
所
在
地
）

第
三
条　
　

当
会
社
は
、
本
店
を
京
都
市
に
置
く
。

（
機　

関
）

第
四
条 　
　

当
会
社
は
、
株
主
総
会
お
よ
び
取
締
役
の
ほ
か
、
次
の

機
関
を
置
く
。

一　
　

取
締
役
会

二　
　

監
査
役

三　
　

監
査
役
会

四　
　

会
計
監
査
人

（
公
告
方
法
）

第
五
条 　
　

当
会
社
の
公
告
方
法
は
、
電
子
公
告
と
す
る
。
た
だ
し
、

事
故
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
っ
て
電
子
公
告
に
よ

る
公
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
日
本
経
済
新
聞

に
掲
載
し
て
行
う
。

第
二
章　

株　

式

（
発
行
可
能
株
式
総
数
）

第
六
条 　
　

当
会
社
の
発
行
可
能
株
式
総
数
は
、
三
千
万
株
と
す
る
。

（
自
己
の
株
式
の
取
得
）

第
七
条 　
　

当
会
社
は
、
会
社
法
第
１
６
５
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
、
取
締
役
会
の
決
議
に
よ
っ
て
市
場
取
引
等
に
よ
り
自
己

の
株
式
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
単
元
株
式
数
）

第
八
条　
　

当
会
社
の
単
元
株
式
数
は
、
一
〇
〇
株
と
す
る
。

（
単
元
未
満
株
式
に
つ
い
て
の
権
利
）

第
九
条 　
　

当
会
社
の
株
主
は
、
そ
の
有
す
る
単
元
未
満
株
式
に
つ

い
て
、
次
に
掲
げ
る
権
利
以
外
の
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

一　
　

会
社
法
第
１
８
９
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
権
利

二　
　

 

会
社
法
第
１
６
６
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
す
る
権

利

三　
　

 
株
主
の
有
す
る
株
式
数
に
応
じ
て
募
集
株
式
の
割
当
て
お
よ

び
募
集
新
株
予
約
権
の
割
当
て
を
受
け
る
権
利

四　
　

次
条
に
定
め
る
請
求
を
す
る
権
利

（
単
元
未
満
株
式
の
買
増
し
）

第
一
〇 

条　

当
会
社
の
株
主
は
、
株
式
取
扱
規
程
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
そ
の
有
す
る
単
元
未
満
株
式
の
数
と
併
せ
て
単
元

株
式
数
と
な
る
数
の
株
式
を
売
り
渡
す
こ
と
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
株
主
名
簿
管
理
人
）

第
一
一
条　

当
会
社
は
、
株
主
名
簿
管
理
人
を
置
く
。

　

②　

 

株
主
名
簿
管
理
人
お
よ
び
そ
の
事
務
取
扱
場
所
は
、
取　
　

締
役
会
の
決
議
に
よ
っ
て
定
め
、
こ
れ
を
公
告
す
る
。

　

③　

 

当
会
社
の
株
主
名
簿
お
よ
び
新
株
予
約
権
原
簿
の
作
成　
　

な
ら
び
に
備
置
き
そ
の
他
の
株
主
名
簿
お
よ
び
新
株
予
約
権

原
簿
に
関
す
る
事
務
は
、
こ
れ
を
株
主
名
簿
管
理
人
に
委
託

し
、
当
会
社
に
お
い
て
は
取
扱
わ
な
い
。

（
株
式
取
扱
規
程
）

第
一
二 

条　

当
会
社
の
株
主
権
利
行
使
の
手
続
き
そ
の
他
株
式
に
関

す
る
取
扱
い
お
よ
び
手
数
料
は
、
法
令
ま
た
は
本
定
款
の
ほ

か
、
取
締
役
会
に
お
い
て
定
め
る
株
式
取
扱
規
程
に
よ
る
。

第
三
章　

株　

主　

総　

会

（
招　

集
）

第
一
三 

条　

当
会
社
の
定
時
株
主
総
会
は
、
毎
年
六
月
に
こ
れ
を
招

集
し
、
臨
時
株
主
総
会
は
、
必
要
あ
る
と
き
に
随
時
こ
れ
を

招
集
す
る
。

（
定
時
株
主
総
会
の
基
準
日
）

第
一
四 

条　

当
会
社
の
定
時
株
主
総
会
の
議
決
権
の
基
準
日
は
、
毎

年
三
月
三
一
日
と
す
る
。

（
招
集
権
者
お
よ
び
議
長
）

第
一
五 

条　

株
主
総
会
は
、
取
締
役
社
長
が
こ
れ
を
招
集
し
、
議
長

と
な
る
。

　

②　

 

取
締
役
社
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
取
締
役
会
に
お
い
て

あ
ら
か
じ
め
定
め
た
順
序
に
従
い
、
他
の
取
締
役
が
株
主
総

会
を
招
集
し
、
議
長
と
な
る
。

（
株
主
総
会
参
考
書
類
等
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
開
示
と
み
な
し
提
供
）

第
一
六 

条　

当
会
社
は
、
株
主
総
会
の
招
集
に
際
し
、
株
主
総
会
参

考
書
類
、
事
業
報
告
、
計
算
書
類
お
よ
び
連
結
計
算
書
類
に

記
載
ま
た
は
表
示
を
す
べ
き
事
項
に
係
る
情
報
を
、
法
務
省

令
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る

方
法
で
開
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
株
主
に
対
し
て
提
供
し
た

も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
決
議
の
方
法
）

第
一
七 

条　

株
主
総
会
の
決
議
は
、
法
令
ま
た
は
本
定
款
に
別
段
の

定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
出
席
し
た
議
決
権
を
行
使
す
る

こ
と
が
で
き
る
株
主
の
議
決
権
の
過
半
数
を
も
っ
て
行
う
。

　

②　

 

会
社
法
第
３
０
９
条
第
二
項
に
定
め
る
決
議
は
、
議
決
権
を

行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
株
主
の
議
決
権
の
三
分
の
一
以
上

を
有
す
る
株
主
が
出
席
し
、
そ
の
議
決
権
の
三
分
の
二
以
上

を
も
っ
て
行
う
。

（
議
決
権
の
代
理
行
使
）

第
一
八 

条　

株
主
は
、
当
会
社
の
議
決
権
を
有
す
る
他
の
株
主
一
名

を
代
理
人
と
し
て
、
そ
の
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

②　

 

株
主
ま
た
は
代
理
人
は
、
株
主
総
会
ご
と
に
代
理
権
を
証
明

す
る
書
面
を
当
会
社
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
四
章　

取
締
役
お
よ
び
取
締
役
会

（
員　

数
）

第
一
九
条　

当
会
社
の
取
締
役
は
、
一
五
名
以
内
と
す
る
。

（
選
任
方
法
）

第
二
〇
条　

取
締
役
は
、
株
主
総
会
に
お
い
て
選
任
す
る
。

　

②　

 

取
締
役
の
選
任
決
議
は
、
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き

る
株
主
の
議
決
権
の
三
分
の
一
以
上
を
有
す
る
株
主
が
出
席

し
、
そ
の
議
決
権
の
過
半
数
を
も
っ
て
行
う
。

　

③　

 

取
締
役
の
選
任
決
議
は
、
累
積
投
票
に
よ
ら
な
い
も
の
と
す

る
。

（
任　

期
）

第
二
一 

条　

取
締
役
の
任
期
は
、
選
任
後
一
年
以
内
に
終
了
す
る
事

業
年
度
の
う
ち
最
終
の
も
の
に
関
す
る
定
時
株
主
総
会
の
終

結
の
時
ま
で
と
す
る
。

（
代
表
取
締
役
お
よ
び
役
付
取
締
役
）

第
二
二 

条　

取
締
役
会
は
、
そ
の
決
議
に
よ
っ
て
代
表
取
締
役
を
選

定
す
る
。

　

②　

 

取
締
役
会
は
、
そ
の
決
議
に
よ
っ
て
取
締
役
会
長
、
取
締
役

社
長
各
一
名
、
取
締
役
副
社
長
、
専
務
取
締
役
お
よ
び
常
務

取
締
役
各
若
干
名
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
取
締
役
会
の
招
集
権
者
お
よ
び
議
長
）

第
二
三 

条　

取
締
役
会
は
、
法
令
に
別
段
の
定
め
あ
る
場
合
を
除
き
、

取
締
役
社
長
が
こ
れ
を
招
集
し
、
議
長
と
な
る
。

　

②　

 

取
締
役
社
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
取
締
役
会
に
お
い
て

あ
ら
か
じ
め
定
め
た
順
序
に
従
い
、
他
の
取
締
役
が
取
締
役

会
を
招
集
し
、
議
長
と
な
る
。

（
取
締
役
会
の
招
集
通
知
）

第
二
四 

条　

取
締
役
会
の
招
集
通
知
は
、
会
日
の
三
日
前
ま
で
に
各

取
締
役
お
よ
び
各
監
査
役
に
対
し
て
発
す
る
。
た
だ
し
、
緊

急
の
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
期
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

②　

 

取
締
役
お
よ
び
監
査
役
の
全
員
の
同
意
が
あ
る
と
き
は
招
集

の
手
続
き
を
経
な
い
で
取
締
役
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
取
締
役
会
の
決
議
の
省
略
）

第
二
五 

条　

当
会
社
は
、
会
社
法
第
３
７
０
条
の
要
件
を
充
た
し    

た
と
き
は
、
取
締
役
会
の
決
議
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

（
取
締
役
会
規
程
）

第
二
六 

条　

取
締
役
会
に
関
す
る
事
項
は
、
法
令
ま
た
は
本
定
款
の

ほ
か
、
取
締
役
会
に
お
い
て
定
め
る
取
締
役
会
規
程
に
よ
る
。

（
報
酬
等
）

第
二
七 

条　

取
締
役
の
報
酬
、
賞
与
そ
の
他
の
職
務
執
行
の
対
価
と

し
て
当
会
社
か
ら
受
け
る
財
産
上
の
利
益
︵
以
下
、﹁
報
酬

等
﹂
と
い
う
。︶
は
、
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
っ
て
定
め
る
。

（
取
締
役
の
責
任
免
除
）

第
二
八 

条　

当
会
社
は
、
会
社
法
第
４
２
６
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
任
務
を
怠
っ
た
こ
と
に
よ
る
取
締
役
︵
取
締
役
で
あ
っ

た
者
を
含
む
。︶
の
損
害
賠
償
責
任
を
、
法
令
の
限
度
に
お

い
て
、
取
締
役
会
の
決
議
に
よ
っ
て
免
除
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

②　

 

当
会
社
は
、
会
社
法
第
４
２
７
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

取
締
役
︵
業
務
執
行
取
締
役
等
で
あ
る
者
を
除
く
。︶
と
の

間
に
、
任
務
を
怠
っ
た
こ
と
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
を
限
定

す
る
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
契

約
に
基
づ
く
責
任
の
限
度
額
は
、
法
令
が
規
定
す
る
額
と
す

る
。

第
五
章　

監
査
役
お
よ
び
監
査
役
会

（
員　

数
）

第
二
九
条　

当
会
社
の
監
査
役
は
、
五
名
以
内
と
す
る
。

（
選
任
方
法
）

第
三
〇
条　

監
査
役
は
、
株
主
総
会
に
お
い
て
選
任
す
る
。

　

②　
 

監
査
役
の
選
任
決
議
は
、
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き

る
株
主
の
議
決
権
の
三
分
の
一
以
上
を
有
す
る
株
主
が
出
席

し
、
そ
の
議
決
権
の
過
半
数
を
も
っ
て
行
う
。

（
任　

期
）

第
三
一 

条　

監
査
役
の
任
期
は
、
選
任
後
四
年
以
内
に
終
了
す
る
事

業
年
度
の
う
ち
最
終
の
も
の
に
関
す
る
定
時
株
主
総
会
の
終

結
の
時
ま
で
と
す
る
。

（
常
勤
の
監
査
役
）

第
三
二 

条　

監
査
役
会
は
、
そ
の
決
議
に
よ
っ
て
常
勤
の
監
査
役
を

選
定
す
る
。

（
監
査
役
会
の
招
集
通
知
）

第
三
三 

条　

監
査
役
会
の
招
集
通
知
は
、
会
日
の
三
日
前
ま
で
に
各

監
査
役
に
対
し
て
発
す
る
。
た
だ
し
、
緊
急
の
必
要
が
あ
る

と
き
は
、
こ
の
期
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

②　

 

監
査
役
全
員
の
同
意
が
あ
る
と
き
は
、
招
集
の
手
続
き
を
経

な
い
で
監
査
役
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
監
査
役
会
規
程
）

第
三
四 

条　

監
査
役
会
に
関
す
る
事
項
は
、
法
令
ま
た
は
本
定
款
の

ほ
か
、
監
査
役
会
に
お
い
て
定
め
る
監
査
役
会
規
程
に
よ
る
。

（
報
酬
等
）

第
三
五 

条　

監
査
役
の
報
酬
等
は
、
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
っ
て
定

め
る
。

（
監
査
役
の
責
任
免
除
）

第
三
六 

条　

当
会
社
は
、
会
社
法
第
４
２
６
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
任
務
を
怠
っ
た
こ
と
に
よ
る
監
査
役
︵
監
査
役
で
あ
っ

た
者
を
含
む
。︶
の
損
害
賠
償
責
任
を
、
法
令
の
限
度
に
お

い
て
、
取
締
役
会
の
決
議
に
よ
っ
て
免
除
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

②　

 

当
会
社
は
、
会
社
法
第
４
２
７
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

監
査
役
と
の
間
に
、
任
務
を
怠
っ
た
こ
と
に
よ
る
損
害
賠
償

責
任
を
限
定
す
る
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ

し
、
当
該
契
約
に
基
づ
く
責
任
の
限
度
額
は
、
法
令
が
規
定

す
る
額
と
す
る
。

第
六
章　

計　

算

（
事
業
年
度
）

第
三
七 

条　

当
会
社
の
事
業
年
度
は
、
毎
年
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三

月
三
一
日
ま
で
の
一
年
と
す
る
。

（
剰
余
金
の
配
当
の
基
準
日
）

第
三
八 

条　

当
会
社
の
期
末
配
当
の
基
準
日
は
、
毎
年
三
月
三
一
日

と
す
る
。

（
中
間
配
当
）

第
三
九 

条　

当
会
社
は
、
取
締
役
会
の
決
議
に
よ
っ
て
、
毎
年
九
月

三
〇
日
を
基
準
日
と
し
て
中
間
配
当
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
配
当
金
の
除
斥
期
間
）

第
四
〇 

条　

配
当
財
産
が
金
銭
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
支
払
開
始
の

日
か
ら
満
五
年
を
経
過
し
て
も
な
お
受
領
さ
れ
な
い
と
き
は
、

当
会
社
は
そ
の
支
払
義
務
を
免
れ
る
。

附　

則

（
効
力
発
生
日
）

第
六
条
お
よ
び
第
八
条
の
変
更
は
、
平
成
二
九
年
一
〇
月
一
日
を
も

っ
て
効
力
が
発
生
す
る
も
の
と
す
る
。

な
お
、
本
附
則
は
、
当
該
変
更
の
効
力
発
生
日
の
経
過
後
こ
れ
を
削

除
す
る
。

以　

上

︵
二
〇
一
七
年
六
月
二
八
日
変
更
︶
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歴代役員一覧

渡 部 一 郎
1937年   6月 取 締 役
1940年   6月 常 務 取 締 役
1947年   2月 専 務 取 締 役
1952年   6月 取締役副社長
1958年   6月 取 締 役 社 長
1962年   6月 取 締 役 会 長
1964年 12月 退 任

坂 部 三 次
1919年   8月 取 締 役 常 務
1925年   6月 取 締 役 専 務
1940年   6月 取 締 役 社 長
1958年   6月 取 締 役 会 長
1959年   5月 退 任
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坂 部 三 司
1984年   7月 取 締 役
1986年   7月 常 務 取 締 役
1987年   7月 専 務 取 締 役
1988年   7月 取締役副社長
1990年   6月 取 締 役 社 長
2003年   6月 取 締 役 会 長
2004年   6月 退 任

坂 部 三 次 郎
1952年   2月 取 締 役
1962年   6月 取 締 役 社 長
1990年   6月 取 締 役 会 長
1998年   6月 取締役相談役
2001年   2月 退 任

大 石 義 夫 細 田 敏 夫
2002年  6月 取 締 役
2003年 10月 退 任
2006年   6月 常 務 取 締 役
2008年   6月 専 務 取 締 役
2010年   6月 取締役副社長
2012年   6月 取 締 役 社 長

1988年   7月 取 締 役
1990年   6月 常 務 取 締 役
1994年   6月 専 務 取 締 役
1995年   6月 取 締 役
1996年   6月 退 任
2003年   6月 取 締 役 社 長
2012年   6月 取 締 役 会 長
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1919年   8月 専 務 取 締 役
1921年   1月 取 締 役
1924年   5月 退 任

亀 井 德 次 郎井 村 健 次 郎
1919年   8月 取 締 役
1943年   6月 退 任

夫 馬 勘 次 郎
1919年   8月 取 締 役
1929年   6月 退 任

熊 澤 甚 太 郎
1919年   8月 取 締 役
1922年   7月 監 査 役
1929年   6月 退 任

谷　 節 太 郎
1919年   8月 取 締 役
1921年   7月 退 任

多 田 繁 三 郎
1919年   8月 監 査 役
1929年   6月 退 任

上 村 九 兵 衞
1919年   8月 監 査 役
1922年   7月 取 締 役
1934年   6月 退 任

山 田 留 治 郎
1927年 12月 監 査 役
1928年   6月 取 締 役
1943年   6月 退 任

城 　 親 政
1929年   1月 監 査 役
1937年   6月 退 任

籘 永 太 一
1929年   6月 常 務 取 締 役
1940年   6月 退 任

籘 井 彥 四 郎
1929年   6月 常 務 取 締 役
1929年 12月 取 締 役
1934年   6月 退 任

宮 村 通 三
1929年   6月 監 査 役
1935年 12月 退 任

山 本 留 次
1929年 12月 監 査 役
1943年 12月 退 任

須 佐 　 敢
1934年   6月 取 締 役
1943年   6月 監 査 役
1947年   6月 退 任

石 丸 憲 次 郎
1937年   6月 取 締 役
1940年   6月 常 務 取 締 役
1952年   6月 専 務 取 締 役
1956年   6月 監 査 役
1969年 12月 退 任

亀 井 亮 治 郎
1937年   6月 監 査 役
1943年 12月 取 締 役
1947年   6月 退 任

磯 村 增 雄
1937年   6月 監 査 役
1945年 12月 退 任

大 島 久 吉
1940年   6月 取 締 役
1946年   6月 退 任

山 本 　 博
1943年   6月 取 締 役
1947年   6月 退 任

篠 原 眞 喜 男
1943年   6月 取 締 役
1946年   6月 監 査 役
1953年   6月 退 任

歴代役員一覧
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村 中 　 晃
1943年   6月 取 締 役
1956年   7月 常 務 取 締 役
1962年   6月 取 締 役
1963年   1月 退 任

尾 崎 　 勇
1946年   6月 取 締 役
1956年   7月 常 務 取 締 役
1963年   4月 退 任

山 西 利 吉
1945年 12月 監 査 役
1948年 12月 退 任

前 川 英 三
1948年   6月 取 締 役
1956年   7月 常 務 取 締 役
1962年   6月 専 務 取 締 役
1969年   6月 取 締 役
1970年   7月 退 任

下 倉 義 一 郎
1950年   8月 取 締 役
1953年 10月 監 査 役
1955年   6月 取 締 役
1962年   6月 常 務 取 締 役
1968年 12月 取 締 役
1969年   6月 退 任

森 田 正 三 郎
1950年   6月 取 締 役
1952年   6月 退 任

伊 藤 東 一 郎
1952年   2月 取 締 役
1952年   6月 常 務 取 締 役
1957年 11月 退 任

澤 田 四 郎
1953年   6月 取 締 役
1955年   6月 監 査 役
1956年   6月 退 任

鈴 木 　 要
1954年   6月 取 締 役
1954年 12月 監 査 役
1959年   6月 取 締 役
1966年   6月 常 務 取 締 役
1969年   6月 取 締 役
1973年   6月 退 任

河 野 幸 夫
1959年   6月 取 締 役
1962年   6月 常 務 取 締 役
1968年   6月 専 務 取 締 役
1974年 11月 取 締 役
1976年   7月 退 任

小 安 　 悳
1959年   6月 監 査 役
1974年 12月 退 任

中 本 虎 造
1963年   6月 取 締 役
1969年 12月 退 任
1982年   7月 監 査 役
1986年   7月 退 任

前 川 文 造
1963年   6月 取 締 役
1973年   6月 退 任

竹 中 貞 夫
1963年   6月 取 締 役
1966年   6月 常 務 取 締 役
1976年   7月 退 任

篠 原 茂 都 男
1966年   6月 取 締 役
1969年 12月 監 査 役
1982年   7月 退 任

松 久 　 彪
1966年   6月 取 締 役
1972年   6月 退 任

河 村 　 泰
1966年   6月 取 締 役
1972年   6月 常 務 取 締 役
1976年   2月 専 務 取 締 役
1980年   7月 取 締 役
1981年   6月 退 任

伊 藤 博 介
1969年 12月 取 締 役
1972年   6月 常 務 取 締 役
1976年   2月 専 務 取 締 役
1982年   7月 取 締 役
1984年   7月 退 任

石 丸 　 昇
1969年 12月 取 締 役
1978年   7月 常 務 取 締 役
1981年   7月 退 任

坂 部 勝 三
1969年 12月 取 締 役
1976年   7月 退 任
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上 田 　 周
1969年 12月 取 締 役
1976年   7月 退 任

服 部 欣 二
1973年   6月 取 締 役
1978年   7月 常 務 取 締 役
1982年   7月 専 務 取 締 役
1993年   6月 取 締 役
1994年   6月 退 任

新 井 彦 一
1973年   6月 取 締 役
1980年   7月 常 務 取 締 役
1986年   7月 監 査 役
1992年   6月 退 任

石 井 正 博
1973年 12月 取 締 役
1976年   7月 退 任

上 田 泰 三
1973年 12月 取 締 役
1978年   7月 常 務 取 締 役
1983年   7月 取 締 役
1984年   7月 監 査 役
1992年   6月 退 任

石 関 素 介
1974年 12月 監 査 役
1986年   7月 退 任

中 西 信 夫
1978年   7月 取 締 役
1982年   7月 常 務 取 締 役
1988年   7月 退 任
1992年   6月 監 査 役
1994年   6月 退 任

佐 藤 暢 秀
1978年   7月 取 締 役
1982年   7月 常 務 取 締 役
1990年   6月 専 務 取 締 役
1992年   6月 退 任

余 田 平 三
1978年   7月 取 締 役
1988年   7月 退 任

松 村 恭 一
1980年   7月 取 締 役
1982年   7月 常 務 取 締 役
1990年   6月 退 任

岩 城 正 守
1980年   7月 取 締 役
1984年   7月 退 任

石 田 　 茂
1980年   7月 取 締 役
1986年   7月 退 任

森 　 　 矗
1980年   7月 取 締 役
1983年   7月 退 任

粕 谷 宇 三 郎
1980年   7月 取 締 役
1990年   6月 常 務 取 締 役
1993年   6月 取 締 役
1994年   6月 退 任

瀬 尾 　 孝
1981年   7月 常 務 取 締 役
1990年   6月 専 務 取 締 役
1993年   6月 取 締 役
1994年   6月 退 任

森 川 淳 治
1982年   7月 専 務 取 締 役
1990年   2月 退 任

久 我 睦 男有 川 嘉 邦藤 井 敏 男渡 部 　 甫
1984年   7月 取 締 役
1986年   7月 監 査 役
1994年   6月 退 任

1984年   7月 取 締 役
1994年   6月 退 任

1984年   7月 取 締 役
1990年   6月 常 務 取 締 役
1994年   6月 監 査 役
1997年   6月 退 任

1984年   7月 常 務 取 締 役
1988年   7月 専 務 取 締 役
1990年   6月 退 任

歴代役員一覧
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久 納 浩 三倉 元 俊 一甚 野 　 捷村 田 光 徳
1986年   7月 取 締 役
1990年   6月 退 任

1988年   7月 取 締 役
1994年   6月 常 務 取 締 役
1998年   6月 退 任

1990年   6月 取 締 役
1994年   6月 常 務 取 締 役
1996年   6月 専 務 取 締 役
2006年   6月 退 任

1990年   6月 取 締 役
1994年   6月 退 任

時 岡 宣 夫 中 村 　 健 中 田 圭 二 南 川 義 治

馬 場 常 夫
1990年   6月 取 締 役
1994年   6月 常 務 取 締 役
1996年   6月 取 締 役
1998年   6月 退 任

1990年   6月 取 締 役
1994年   6月 常 務 取 締 役
1996年   6月 退 任

1990年   6月 取 締 役
1994年   6月 常 務 取 締 役
1996年   6月 退 任
1997年   6月 監 査 役
2003年   6月 退 任

1992年   6月 取 締 役
1994年   6月 退 任

1992年   6月 監 査 役
1994年   6月 退 任

安 倍 　 繁 藤 野 市 郎 次 北 川 文 康 石 田 捨 雄

土 井 保 史
1994年   6月 取 締 役
1996年   6月 常 務 取 締 役
1998年   6月 退 任

1994年   6月 取 締 役
2002年   6月 退 任

1994年   6月 取 締 役
1996年   6月 常 務 取 締 役
1999年   4月 取 締 役
2000年   6月 常 務 取 締 役
2002年   6月 退 任
2003年   6月 監 査 役
2007年   6月 退 任

1994年   6月 取 締 役
1998年   6月 退 任

1994年   6月 取 締 役
1998年   6月 退 任

野 沢 次 郎 上 木 邦 夫

小 川 冨 士 夫
1994年   6月 取 締 役
1996年   6月 常 務 取 締 役
1998年   6月 退 任

1994年   6月 取 締 役
1996年   6月 常 務 取 締 役
1999年   6月 退 任

1994年   6月 取 締 役
1998年   6月 常 務 取 締 役
1999年   4月 取 締 役
2000年   6月 常 務 取 締 役
2005年   7月 退 任

高 松 省 吾三 田 康 久石 角 完 爾
1994年   6月 監 査 役
2003年  6月 退 任

1994年   6月 監 査 役
2003年  6月 退 任

1994年   6月 監 査 役
2000年   6月 退 任



572

山 本 進 吾
1998年   6月 取 締 役
2002年  6月 退 任

小 中 山 栄 一

藤 田 　 昇西 田 嘉 一上 田 昌 弘加 藤 仁 一
2000年   6月 取 締 役
2006年  6月 常 務 取 締 役
2008年  6月 退 任

2000年   6月 取 締 役
2002年  6月 常 務 取 締 役
2006年  6月 退 任

1998年   6月 取 締 役
2000年   6月 退 任

1998年   6月 取 締 役
2002年  6月 常 務 取 締 役
2006年  6月 退 任

1998年   6月 取 締 役
2001年  6月 退 任

上 南 武 司
2000年   6月 監 査 役
2006年  6月 退 任

天 野 高 明湊 　 正 晴桂 　 幸 嗣水 上 幸 司
2003年   6月 常 務 取 締 役
2006年   6月 専 務 取 締 役
2008年  6月 退 任

2003年   6月 常 務 取 締 役
2006年   6月 取締役副社長
2010年   6月 退 任

2002年  6月 取 締 役
2006年   6月 常 務 取 締 役
2012年   6月 専 務 取 締 役
2015年   6月 退 任

2002年   6月 取 締 役
2006年   6月 常 務 取 締 役
2010年   6月 専 務 取 締 役
2012年   6月 取締役副社長
2015年   6月 退 任

岡 崎 　 功

来 栖 良 樹北 原 征 哉大 髙 典 夫卯 野 　 明
2006年   6月 取 締 役
2010年   6月 常 務 取 締 役
2014年   6月 退 任

2004年   6月 取 締 役
2008年   6月 常 務 取 締 役
2010年   6月 退 任

2004年   6月 取 締 役
2006年   6月 常 務 取 締 役
2010年   6月 退 任

2003年   6月 監 査 役
2007年   6月 退 任

2003年   6月 監 査 役
2011年   6月 退 任

小 杉 　 滋
2006年   6月 取 締 役
2012年   6月 退 任

歴代役員一覧

石 黒 通 祐 笹 井 　 勲
1996年   6月 取 締 役
1998年   6月 常 務 取 締 役
1999年   4月 取 締 役
2000年   6月 常 務 取 締 役
2002年   6月 退 任

1996年   6月 取 締 役
1998年   6月 退 任

梅 田 義 行
1996年   6月 取 締 役
1998年   6月 常 務 取 締 役
1999年   4月 取 締 役
2000年   6月 退 任
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大 場 將 弘

木 村 　 博

福 岡 浩 三

綱 島 　 勉

矢 部 　 明

角 倉 英 司

2011年   6月 監 査 役
2019年   6月 退 任

2014年   6月 取 締 役
2020年   6月 退 任

2015年   6月 監 査 役
2019年   6月 退 任

2011年   6月 監 査 役
2015年   6月 退 任

2014年   6月 監 査 役
2018年   6月 退 任

2015年   6月 監 査 役
2020年   6月 退 任

濱 野 正 敏長 町 洋 三折 坂 　 透
2007年   6月 監 査 役
2015年   6月 退 任

小 川 俊 夫
2007年   6月 監 査 役
2011年   6月 退 任

2006年   6月 監 査 役
2014年   6月 退 任

2006年   6月 取 締 役
2010年   6月 常 務 取 締 役
2010年   8月 退 任

羽 田 　 章

眞 住 愼 也

北 村 圭 正

2008年   6月 取 締 役
2010年   6月 常 務 取 締 役
2018年   6月 退 任

公 文 　 弘

2008年   6月 取 締 役
2012年   6月 常 務 取 締 役
2016年   6月 退 任

2012年   6月 取 締 役
2016年   6月 常 務 取 締 役
2018年   6月 退 任

2015年   6月 取 締 役

君 塚 　 明

河 野 秀 昭

小 澤 一 雅

2010年   6月 取 締 役
2014年   6月 常 務 取 締 役
2016年   1月 退 任

2012年   6月 取 締 役
2015年   6月 常 務 取 締 役

2015年   6月 取 締 役

齊 藤 徹 司

市 川 仁 司

辻 　 正 次

2010年   6月 取 締 役
2014年   6月 退 任

2014年   6月 取 締 役
2016年   6月 常 務 取 締 役

2015年   6月 取 締 役
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竹 内 祥 兼
2018年   6月 監 査 役
2019年 10月 退 任

川 㟢 　 茂

本 山 信 之川 辺 雅 也新 家 　 隆雨 森 和 彦
2020年   6月 監 査 役 2020年   6月 取 締 役 2019年   6月 監 査 役 2019年   6月 監 査 役
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長 谷 川 啓 一
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佐 々 木 範 明 遠 藤 　 浩
2016年   6月 取 締 役
2019年   6月 常 務 取 締 役

2018年   6月 取 締 役
山 田 英 伸

2018年   6月 取 締 役
2020年   6月 常 務 取 締 役
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19７6年

19７7年

19７8年

19７9年

19８0年

19８1年

19８2年

1983年

1984年

1985年

1986年

1987年

1988年

1989年

1990年

1991年

1992年

1993年

1994年

1995年

1996年

1997年

1998年

1999年

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年

2005年

2006年

2007年

2008年

2009年

2010年

2011年

2012年

2013年

2014年

2015年

2016年

2017年

2018年

2019年

2020年

1974年

1975年

19７6年

19７7年

19７8年

19７9年

19８0年

19８1年

19８2年

1983年

1984年

1985年

1986年

1987年

1988年

1989年

1990年

1991年

1992年

1993年

1994年

1995年

1996年

1997年

1998年

1999年

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年

2005年

2006年

2007年

2008年

2009年

2010年

2011年

2012年

2013年

2014年

2015年

2016年

2017年

2018年

2019年

2020年

会長

社長

副社長

専務

常務

取締役

監査役

会長

社長

副社長

専務

常務

取締役

監査役

相談役

会長

社長

副社長

専務

常務

取締役

監査役

相談役
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ダイニック・グループ企業一覧（国内）

ダイニック株式会社

ダイニック・ジュノ株式会社

設　立

資本金

売上高

従業員

設　立

資本金

売上高

従業員

1919年8月18日

57億9,565万円

283億円

（2020年3月決算）

608名

1942年12月21日

9,000万円

53億円

（2020年1月決算）

49名

●
事
業
所

京
都
本
社　

〒
六
一
五
︲
〇
八
一
二

 

京
都
市
右
京
区
西
京
極
大
門
町
二
六

 

電
話
〇
七
五
︲
三
一
三
︲
二
一
一
一

東
京
本
社　

〒
一
〇
五
︲
〇
〇
〇
四

 

東
京
都
港
区
新
橋
六
︲
一
七
︲
一
九

 

新
御
成
門
ビ
ル

 

電
話
〇
三
︲
五
四
〇
二
︲
一
八
一
一

工
場 

滋
賀
・
埼
玉
・
王
子
・
真
岡
・
富
士

営
業
所 

東
京
・
大
阪
・
名
古
屋

関
連
会
社　

国
内
七
社
、
海
外
十
社

●
事
業
内
容

書
籍
装
幀
用
ク
ロ
ス
、
文
具
紙
工
品
用
ク
ロ
ス
、

各
種
フ
ァ
ン
シ
ー
商
品
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
リ
ボ
ン
、

フ
ァ
イ
ン
フ
ィ
ル
ム
、
銀
行
通
帳
用
ク
ロ
ス
、
各

種
印
刷
・
印
字
用
素
材
、
名
刺
・
は
が
き
プ
リ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
、
有
機
Ｅ
Ｌ
用
水
分
除
去
シ
ー
ト
、

自
動
車
内
装
材
、
各
種
フ
ィ
ル
タ
、
不
織
布
、
衣

料
用
接
着
芯
地
、
壁
紙
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
タ
ー
ポ

リ
ン
、
食
品
容
器
密
封
用
ア
ル
ミ
箔
・
フ
ィ
ル
ム

な
ど
の
製
造
・
加
工
お
よ
び
販
売

●
Ｕ
Ｒ
Ｌ 

https://w
w

w
.dynic.co.jp

●
役
員

取
締
役
会
長 
細　
　

田　
　

敏　
　

夫 

代
表
取
締
役
社
長 

大　
　

石　
　

義　
　

夫 

常
務
取
締
役 

河　
　

野　
　

秀　
　

昭

 

市　
　

川　
　

仁　
　

司

 

遠　
　

藤　
　
　
　
　

浩 
 

山　
　

田　
　

英　
　

伸 

取　
　

締　
　

役 

北　
　

村　
　

圭　
　

正

 

小　
　

澤　
　

一　
　

雅 
 

佐
々
木　

 

範　

 

明

 

新　
　

家　
　
　
　
　

隆

社
外
取
締
役 

辻　
　
　
　
　

正　
　

次

 

川　
　

﨑　
　
　
　
　

茂

常
勤
監
査
役 

本　
　

山　
　

信　
　

之

 

雨　
　

森　
　

和　
　

彦

社
外
監
査
役 

川　
　

辺　
　

雅　
　

也

 

長
谷
川　

 

啓　

 

一

●
事
業
所

本　

社 

〒
一
〇
五
︲
〇
〇
〇
四

 

東
京
都
港
区
新
橋
六
︲
一
七
︲
一
九

 

新
御
成
門
ビ
ル

 

電
話
〇
三
︲
五
四
〇
二
︲
一
八
〇
〇

営
業
所 

大
阪
・
札
幌
・
福
岡

●
事
業
内
容

ダ
イ
ニ
ッ
ク
全
製
品
の
販
売

●
Ｕ
Ｒ
Ｌ 

https://w
w

w
.dyjuno.co.jp

●
役
員

代
表
取
締
役
社
長 

堂　
　

守　
　
　
　
　

勉

取　
　

締　
　

役 

久
保
田 　

浩 　

史

 

平　
　

尾　
　
　
　
　

肇

 

有　
　

本　
　

正　
　

和

監　
　

査　
　

役 

平　
　

石　
　
　
　
　

昇

●
沿
革

一
九
四
二
年 

十
二
月  
京
都
市
木
屋
町
通
り
に
塗
布
製
品

の
卸
売
お
よ
び
製
造
業
者
の
代
理

販
売
を
目
的
と
し
て
資
本
金
一
九

万
円
で
ク
ロ
ス
共
販
株
式
会
社
を

設
立

一
九
四
三
年
四
月 

 

商
号
を
日
本
塗
布
製
品
株
式
会
社

に
変
更

　
　
　
　
　

十
一
月 

本
社
を
東
京
都
中
央
区
へ
移
転

一
九
五
〇
年
七
月 

 

協
福
株
式
会
社
を
吸
収
合
併
し
、

商
号
を
三
豊
ク
ロ
ス
株
式
会
社
に

変
更
。
資
本
金
を
一
二
五
万
円
と

す
る

一
九
六
六
年 

十
一
月  

本
社
を
東
京
都
千
代
田
区
へ
移
転

一
九
六
九
年
五
月 

大
阪
営
業
所
を
開
設

一
九
七
九
年
八
月 

 

資
本
金
を
九
、
〇
〇
〇
万
円
と
す

る

一
九
九
一
年
八
月 

本
社
を
東
京
都
中
央
区
へ
移
転

一
九
九
四
年
十
月 

 

商
号
を
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
ジ
ュ
ノ
株

式
会
社
に
変
更
。
札
幌
・
仙
台
・

名
古
屋
・
福
岡
営
業
所
を
開
設

一
九
九
九
年 

十
一
月 

本
社
を
東
京
都
港
区
へ
移
転

二
〇
〇
九
年
四
月 

株
式
会
社
タ
ケ
シ
ン
を
合
併
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大和紙工株式会社

ニックフレート株式会社

設　立

資本金

売上高

従業員

設　立

資本金

売上高

従業員

1961年9月27日

6,000万円

8.8億円

（2019年12月決算）

56名

1971年5月14日

2,000万円

26億円

（2019年12月決算）

72名

●
事
業
所

本
社
・
工
場　

〒
三
六
六
︲
〇
八
三
一

 

埼
玉
県
深
谷
市
内
ヶ
島
五
〇
〇

 

電
話
〇
四
八
︲
五
七
二
︲
三
七
二
五

●
事
業
内
容

紙
・
ク
ロ
ス
類･

ア
ル
ミ
箔
の
型
押
し
、
裁
断
、

ス
リ
ッ
タ
ー
、
打
抜
き
、
包
装
な
ら
び
に
こ
れ
ら

に
関
す
る
一
切
の
業
務
。
鮮
度
保
持
剤
︵
フ
レ
ッ

シ
ュ
ド
ッ
ト
︶
の
製
造
・
販
売
。
不
動
産
の
賃
貸

お
よ
び
管
理
に
関
す
る
業
務

●
Ｕ
Ｒ
Ｌ 

 https://w
w

w
.yam

atoshiko.
co.jp

●
役
員

代
表
取
締
役
社
長 

永　
　

野　
　

克　
　

治

取　
　

締　
　

役 

須　
　

賀　
　

一　
　

夫

 

山　
　

田　
　
　
　
　

真

 

井　
　

田　
　

智　
　

見

監　
　

査　
　

役 

池　
　

田　
　

直　
　

樹

●
沿
革

一
九
六
一
年
九
月 

 

資
本
金
三
〇
〇
万
円
で
埼
玉
県
所

沢
市
に
設
立

一
九
六
五
年 

十
二
月  

川
崎
紙
工
株
式
会
社
を
吸
収
合
併
、

資
本
金
一
、
五
〇
〇
万
円
に
増
資

一
九
六
六
年
十
月 

 
資
本
金
三
、
〇
〇
〇
万
円
に
増
資

一
九
六
七
年
四
月 
深
谷
工
場
を
開
設

一
九
八
一
年
七
月 
 
資
本
金
六
、
〇
〇
〇
万
円
に
増
資

一
九
八
七
年
九
月 

 

食
品
包
装
材
の
シ
ー
ト
カ
ッ
ト
、

打
抜
き
加
工
を
開
始
︵
深
谷
工

場
︶

一
九
九
六
年
四
月 

 

全
自
動
シ
ン
ク
ロ
フ
ラ
イ
テ
ー
ル

ス
ト
ッ
プ
シ
ー
タ
ー
を
増
設
︵
所

沢
工
場
︶

一
九
九
六
年 

十
二
月  

印
刷
加
工
部
門
を
新
設
︵
所
沢
工

場
︶

一
九
九
八
年
十
月 

 

鮮
度
保
持
剤
の
生
産
を
開
始
︵
所

沢
工
場
︶

二
〇
〇
一
年
四
月 

 

鮮
度
保
持
剤
、
深
谷
工
場
ク
リ
ー

ン
ル
ー
ム
で
生
産
開
始

二
〇
〇
二
年
三
月 

 

全
社
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
埼
玉
工
場
敷

地
内
に
移
転

二
〇
〇
四
年
五
月 

 

ラ
ベ
ル
事
業
を
ク
リ
ー
ン
化

 
 

鮮
度
保
持
剤
フ
ル
カ
バ
ー
用
機
械

を
導
入
、
生
産
増
強
へ

　
　
　
　
　

十
一
月 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

二
〇
〇
五
年
五
月 

簡
易
製
本
事
業
を
撤
収

二
〇
〇
六
年
三
月 

 

鮮
度
保
持
剤
フ
ル
カ
バ
ー
用
機
械

を
増
設

二
〇
一
六
年
七
月 

 

ラ
ベ
ル
事
業
環
境
整
備
︵
ク
リ
ー

ン
度
ア
ッ
プ
︶

二
〇
一
八
年
九
月 

 

鮮
度
保
持
剤
事
業
環
境
整
備
︵
ク

リ
ー
ン
度
ア
ッ
プ
︶

●
事
業
所

本　

社 

〒
三
五
九
︲
〇
〇
二
一

 

埼
玉
県
所
沢
市
東
所
沢
一
︲
三
︲
一
三

 

︵
東
所
沢
セ
ン
ト
ラ
ル
ハ
イ
ツ
一
階
︶

 

電
話
〇
四
︲
二
九
四
四
︲
二
二
九
一

営
業
所 

東
京
・
埼
玉
・
滋
賀

●
事
業
内
容

ダ
イ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
製
品
の
荷
役
・
輸
送
・
加

工
・
情
報
処
理
お
よ
び
一
般
貨
物
輸
送
、
産
業
廃

棄
物
の
収
集
・
運
搬

●
Ｕ
Ｒ
Ｌ 

https://w
w

w
.nicf.co.jp

●
役
員

代
表
取
締
役
社
長 

富　
　

田　
　

雅　
　

彦

取　
　

締　
　

役 

太　
　

田　
　

祥　
　

三

 

綿　
　

貫　
　
　
　
　

清

 

足　
　

立　
　

哲　
　

男

 

三　
　

木　
　
　
　
　

忠

監　
　

査　
　

役 
池　
　

田　
　

直　
　

樹

●
沿
革

一
九
七
一
年
五
月 

 

資
本
金
一
、
〇
〇
〇
万
円
で
埼
玉

県
所
沢
市
に
設
立

一
九
七
三
年
七
月 

 

資
本
金
二
、
〇
〇
〇
万
円
に
倍
額

増
資

一
九
七
五
年
四
月 

 

所
沢
本
社
、
深
谷
営
業
所
と
京
都

営
業
所
間
に
定
期
便
の
運
行
を
開

始

一
九
七
七
年 

十
二
月  

ダ
イ
ニ
ッ
ク
京
都
工
場
の
滋
賀
移

設
に
伴
い
京
都
支
社
を
移
転
、
滋

賀
営
業
所
を
開
設

一
九
七
八
年
五
月 

 

ダ
イ
ニ
ッ
ク
東
京
工
場
内
に
狭
山

出
張
所
を
開
設

一
九
九
一
年
五
月 

東
大
阪
市
に
大
阪
営
業
所
を
開
設

一
九
九
二
年
九
月 

 

所
沢
本
社
と
滋
賀
営
業
所
、
大
阪

営
業
所
間
に
定
期
便
ル
ー
ト
を
新

構
築
、
取
扱
高
倍
増
と
な
る

一
九
九
四
年
九
月 

 

所
沢
市
に
所
沢
第
２
デ
ポ
を
開
設

一
九
九
六
年
二
月 

東
京
営
業
所
を
開
設

二
〇
〇
七
年
十
二
月 

 

鉄
道
貨
物
取
扱
の
認
可
を
運
輸
局

よ
り
取
得
、
通
運
事
業
に
参
入

二
〇
〇
八
年
四
月 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

二
〇
一
〇
年
五
月 

 

所
沢
営
業
所
を
王
子
の
東
京
物
流

セ
ン
タ
ー
に
統
廃
合

二
〇
一
二
年
五
月 

所
沢
本
社
を
東
所
沢
に
移
転

二
〇
一
七
年
十
一
月 

 

埼
玉
営
業
所
で
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
新

自
家
倉
庫
の
運
用
を
開
始
す
る
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設　立

資本金

売上高

従業員

設　立

資本金

売上高

従業員

1989年7月7日

2,000万円

6.5億円

（2019年12月決算）

42名

1986年12月8日

1億円

25億円

（2019年12月決算）

45名

●
事
業
所

本　

社 

〒
三
六
六
︲
〇
八
三
一

 

埼
玉
県
深
谷
市
内
ヶ
島
五
〇
〇

 

電
話
〇
四
八
︲
五
七
四
︲
一
九
三
五

滋
賀
事
業
所　

〒
五
二
二
︲
〇
三
四
一

 
 

滋
賀
県
犬
上
郡
多
賀
町
大
字
多
賀
二
七

〇

●
事
業
内
容

木
製
パ
レ
ッ
ト
・
木
箱
・
各
種
合
板
製
品
の
製

造
・
補
修
・
販
売
。
産
業
廃
棄
物
の
処
理
、
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
再
生
資
源
化
。
各
種
園
芸
用
品
の

販
売
。
ダ
イ
ニ
ッ
ク
各
工
場
の
設
備
な
ら
び
に
工

場
周
辺
の
保
安
保
全
、
環
境
整
備

●
Ｕ
Ｒ
Ｌ 

https://w
w

w
.dynicfs.co.jp

●
役
員

代
表
取
締
役
社
長 

倉　
　
　
　

秀　

人

取　
　

締　
　

役 

橋　
　

本　
　

礼　
　

二

 

小　
　

林　
　

重　
　

夫

監　
　

査　
　

役 

池　
　

田　
　

直　
　

樹

●
沿
革

一
九
八
九
年
七
月 

 

資
本
金
一
、
〇
〇
〇
万
円
で
埼
玉

県
狭
山
市
の
ダ
イ
ニ
ッ
ク
東
京
工

場
内
に
設
立

一
九
九
三
年
一
月 

深
谷
事
業
所
を
設
立

　
　
　
　
　

四
月 

 

包
装
資
材
︵
パ
レ
ッ
ト
他
︶
関
連

製
品
の
製
造
・
販
売
を
開
始

一
九
九
五
年
七
月 

 

資
本
金
を
二
、
〇
〇
〇
万
円
に
増

資

一
九
九
六
年
九
月 

 

本
社
を
狭
山
市
か
ら
ダ
イ
ニ
ッ
ク

埼
玉
工
場
内
に
移
転

一
九
九
八
年
九
月 

 

ユ
ニ
ッ
ト
フ
ィ
ル
タ
の
生
産
を
開

始

一
九
九
九
年
七
月 

グ
リ
ー
ン
事
業
部
を
発
足

二
〇
〇
〇
年
五
月 

 

ロ
ー
ル
フ
ィ
ル
タ
の
生
産
を
開
始

二
〇
〇
一
年
十
一
月 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

●
事
業
所

本　

社 

〒
一
〇
五
︲
〇
〇
〇
四

 

東
京
都
港
区
新
橋
六
︲
一
七
︲
一
九

 

新
御
成
門
ビ
ル

 

電
話
〇
三
︲
三
四
三
八
︲
五
五
八
〇

支　

店 

大
阪
・
名
古
屋

配
送
セ
ン
タ
ー　

東
京

●
事
業
内
容

ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ム
・
ラ
ベ
ル
・
単
票
・
商
業
印

刷
の
製
造
お
よ
び
販
売
、
文
書
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

製
品
の
製
造
お
よ
び
販
売
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
用
品

︵
リ
ボ
ン
、
磁
気
製
品
、
ト
ナ
ー
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

etc.
︶
の
販
売
、
Ｏ
Ａ
関
連
機
器
お
よ
び
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
用
品
の
輸
出
入

●
Ｕ
Ｒ
Ｌ 

https://w
w

w
.offi

cem
edia.co.jp

●
役
員

代
表
取
締
役
社
長 
坂　
　

井　
　

忠　
　

之

取　
　

締　
　

役 
関　
　

根　
　

和　
　

則

 

浦　
　

野　
　

芳　
　

明

監　
　

査　
　

役 

平　
　

石　
　
　
　
　

昇

●
沿
革

一
九
六
八
年 

 

バ
ロ
ー
ス
ユ
ー
ザ
ー
に
対
す
る
ビ

ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ム
の
販
売
お
よ
び

サ
ー
ビ
ス
開
始

一
九
七
六
年 

 

バ
ロ
ー
ス
株
式
会
社
︵
現
日
本
ユ

ニ
シ
ス
株
式
会
社
︶
ビ
ジ
ネ
ス
フ

ォ
ー
ム
事
業
部
と
し
て
発
足
、
ビ

ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ム
製
品
の
営
業
部

門
強
化

一
九
八
六
年 

 

バ
ロ
ー
ス
株
式
会
社
︵
現
日
本
ユ

ニ
シ
ス
株
式
会
社
︶
よ
り
分
離·

独

立
。
米
国
ヌ
・
コ
ー
ト
・
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
社
︵
旧
バ
ロ
ー
ス

O
F

F
IC

E
 M

E
D

IA
 &

 
PRO

D
U

CT

グ
ル
ー
プ
︶
の
日
本

で
の
子
会
社
オ
フ
ィ
ス
・
メ
デ
ィ

ア
株
式
会
社
と
し
て
発
足

一
九
九
〇
年 

 

ヌ
・
コ
ー
ト
よ
り
分
離
し
、
ダ
イ

ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
傘
下
に

二
〇
〇
〇
年 

 

グ
リ
ー
ン
購
入
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

員
、
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
研

究
会
︵
現
日
本
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
協
会
︶
マ
ー
ク
会
員

二
〇
一
〇
年 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
取
得

ダイニックファクトリーサービス
株式会社

オフィス・メディア株式会社
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設　立

資本金

売上高

従業員

設　立

資本金

売上高

従業員

1948年2月20日

5,000万円

2.8億円

（2019年12月決算）

11名

1969年12月26日

2,975万円

5億円

（2020年1月決算）

8名

●
事
業
所

本
社･

工
場　

〒
一
一
五
︲
〇
〇
五
一

 

東
京
都
北
区
浮
間
五
︲
一
六
︲
一
三

 

電
話
〇
三
︲
三
九
六
九
︲
六
一
五
〇

●
事
業
内
容

金
属
ロ
ー
ル
の
製
作
・
彫
刻
加
工
、
紙
管
紙
器
の

販
売
、
加
工
紙
の
販
売

●
Ｕ
Ｒ
Ｌ 

https://w
w

w
.t-sangyo.co.jp

●
役
員

代
表
取
締
役
社
長 

長　

谷　

川　
　
　
　

孝

取　
　

締　
　

役 

金　
　

岡　
　
　
　
　

登

 

齊　
　

藤　
　
　
　
　

剛

監　
　

査　
　

役 

池　
　

田　
　

直　
　

樹

●
沿
革

一
九
四
八
年
二
月 

 

前
大
平
製
紙
株
式
会
社
︵
現
ダ
イ

ニ
ッ
ク
株
式
会
社
︶
の
修
理
部
門

を
母
体
と
し
て
、
同
王
子
工
場
内

に
資
本
金
一
八
万
五
、
〇
〇
〇
円

で
前
身
の
関
東
工
業
株
式
会
社
を

設
立

一
九
七
一
年
二
月 

資
本
金
一
、
〇
〇
〇
万
円
に
増
資

一
九
九
五
年
十
月 

 

関
東
工
業
を
子
会
社
化
し
、
経
営

体
質
を
強
化

二
〇
〇
一
年
一
月 

 
昭
和
化
工
株
式
会
社
︵
紙
管
事

業
︶、
大
平
産
業
株
式
会
社
︵
紙

販
売
事
業
︶
を
合
併
し
、
資
本
金

を
五
、
〇
〇
〇
万
円
に
増
資
、
大

平
産
業
株
式
会
社
を
設
立

二
〇
〇
八
年 

十
二
月 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

二
〇
〇
九
年
十
一
月 

川
越
工
場
を
閉
鎖

二
〇
〇
九
年
十
二
月 

 

筑
波
工
場
を
ダ
イ
ニ
ッ
ク
株
式
会

社
へ
譲
渡

●
事
業
所

本　

社 

〒
五
四
二
︲
〇
〇
一
二

 
 

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
谷
町
七
︲
一
︲

三
〇

 

電
話
〇
六
︲
六
七
六
一
︲
五
二
二
二

●
事
業
内
容

ブ
ッ
ク
バ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ク
ロ
ス
の
販
売
、
金

融
機
関
預
貯
金
通
帳
用
ク
ロ
ス
の
販
売
、
商
標
布

の
販
売
、
各
種
人
工
皮
革
の
販
売

●
役
員

代
表
取
締
役
社
長 

佐　

　々

木　

克　

己

取　
　

締　
　

役 

河　
　

野　
　

秀　
　

昭

 

大　
　

野　
　

常　
　

昭

監　
　

査　
　

役 

池　
　

田　
　

直　
　

樹

●
沿
革

一
九
二
三
年 
大
野
常
太
郎
商
店
と
し
て
創
業

一
九
六
九
年
十
二
月 

 
大
野
ク
ロ
ス
株
式
会
社
と
し
て
改

組
、
資
本
金
一
、
五
〇
〇
万
円
に

て
大
阪
府
大
阪
市
に
会
社
設
立

一
九
七
四
年
七
月 

資
本
金
二
、
九
七
五
万
円
に
増
資

二
〇
一
八
年
十
二
月 

ダ
イ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
傘
下

大平産業株式会社

大野クロス株式会社



582

ダイニック・グループ企業一覧（海外）

設　立

資本金

売上高

従業員

設　立

資本金

売上高

従業員

1979年2月13日

ＨＫ＄5,000,000

ＨＫ＄102,620,000

（2019年12月決算）

6名

1987年9月30日

ＵＳ＄9,715,885

ＵＳ＄28,889,000

（2020年1月決算）

73名

●
事
業
所

本　

社 
 Rm

. 1518, 15F., Phasel, A
ustin 

T
ow

er, N
o.22 - 26 A

ustin 
A

v
en

u
e, T

sim
 S

h
a T

su
i, 

K
ow

loon, H
ong K

ong
 

T
el. 852 - 2724 - 5178

●
事
業
内
容

ダ
イ
ニ
ッ
ク
お
よ
び
関
連
会
社
製
品
の
輸
出
入
販

売●
Ｕ
Ｒ
Ｌ 

https://w
w

w
.dynic.com

.hk

●
役
員

M
A

N
A

GIN
G D

IRECT
O

R
 

野　
　

間　
　

哲　
　

成

D
IRECT

O
R 

佐
々
木　

 

範　

 

明

●
沿
革

一
九
七
九
年
二
月 

 

資
本
金
Ｈ
Ｋ
＄
二
〇
万
で
香
港
に

設
立
︵
ダ
イ
ニ
ッ
ク
が
一
〇
〇
％

出
資
︶

一
九
八
四
年
三
月 

A
ustin A

ve. 

に
事
務
所
を
移
転

一
九
九
七
年 

十
二
月  Canton Road 

に
事
務
所
を
移

転

二
〇
〇
〇
年
七
月 

資
本
金
Ｈ
Ｋ
＄
五
〇
〇
万
に
増
資

二
〇
〇
五
年 

十
二
月 A

ustin A
ve. 

に
事
務
所
を
再
度

移
転

●
事
業
所

本
社
・
工 

場　

4750 N
.E

. D
aw

son C
reek 

D
rive, H

illsboro, O
regon, 97124 

U
.S.A

.
 

T
el. 1 - 503 - 693 - 1070

●
事
業
内
容

サ
ー
マ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
・
リ
ボ
ン
、
衣
料
用

ケ
ア
ラ
ベ
ル
の
製
造
・
販
売

●
Ｕ
Ｒ
Ｌ 

https://w
w

w
.dynic.com

●
役
員

D
IRECT

O
R

　
M

A
N

A
GIN

G D
IRECT

O
R

 

田　
　

村　
　
　
　
　

茂

　

D
IRECT

O
R 

市　
　

川　
　

仁　
　

司

O
FFICER

　

PRESID
EN

T
 

田　
　

村　
　
　
　
　

茂

　

SECRET
A

RY
 

J.Radon　
　
　
　
　
　

●
沿
革

一
九
八
七
年
九
月 

 

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
拠

点
と
し
て
、
資
本
金
二
〇
万
ド
ル

で

現

地

法

人D
Y

N
IC 

A
M

ERICA
 IN

C.
を
設
立
︵
本

社
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
、
事
務
所
オ
レ

ゴ
ン
州
ヒ
ル
ス
ボ
ロ
︶

一
九
八
八
年 

二
月 

 

ダ
イ
ニ
ッ
ク･

Ｕ
Ｓ
Ａ
の
前
身
ダ

イ
ニ
ッ
ク
・
コ
ー
ト
、
資
本
金
五

〇
万
ド
ル
で
オ
レ
ゴ
ン
州
ヒ
ル
ス

ボ

ロ

に

設
立
。N

u-K
ote 

International Inc.

と
の
合
弁
事

業
︵
ダ
イ
ニ
ッ
ク
と
の
出
資
比
率

は
一
対
一
︶
と
し
て
発
足

一
九
八
九
年
四
月 

 

ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
ア
メ
リ
カ
が
ダ
イ

ニ
ッ
ク
・
コ
ー
ト
の
全
株
式
を
取

得
、
社
名
をD

Y
N

IC U
SA

 
CO

RP.

︵
ダ
イ
ニ
ッ
ク･

Ｕ
Ｓ
Ａ
︶

に
変
更
。
資
本
金
を
二
〇
〇
万
ド

ル
に
増
資
、
新
会
社
と
し
て
出
発

一
九
九
〇
年
七
月 

サ
ン
ノ
ゼ
出
張
所
を
開
設

一
九
九
二
年
七
月 

 

サ
ー
マ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
・
リ

ボ
ン
︵
Ｔ
Ｔ
Ｒ
︶
用
ス
リ
ッ
タ
ー

を
導
入
、
本
格
的
に
Ｔ
Ｔ
Ｒ
ビ
ジ

ネ
ス
を
開
始
。
同
時
に
ケ
ア
ラ
ベ

ル
の
販
売
を
開
始

一
九
九
七
年
六
月 

 

新
工
場
竣
工
。
Ｔ
Ｔ
Ｒ
用
コ
ー
タ

ー
を
導
入
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
始

二
〇
〇
八
年
六
月 

 

全
自
動
Ｔ
Ｔ
Ｒ
用
ス
リ
ッ
タ
ー
機

﹁
Ｆ
Ａ
Ｅ
Ｓ
﹂
を
導
入

二
〇
一
七
年
九
月 

Ｖ
Ｏ
Ｃ
処
理
装
置
を
導
入

DYNIC（HK）LTD.

DYNIC USA CORP.
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設　立

資本金

売上高

従業員

設　立

資本金

売上高

従業員

1988年6月21日

THB60,000,000

THB185,820,000

（2019年12月決算）

96名

1989年9月5日

£400,000

£7,055,000

（2019年12月決算）

39名

●
事
業
所

本　

社 
 12/1 Soi C

han 16, Y
ak 2, 

T
hungw

atdon, Sathon, Bangkok 
10120, T

hailand
 

T
el. 66 - 2285 - 6492

～7

工　

場 
 626 M

u 11 Sukapiban 8 N
ong-

kham
 Sriracha, Chonburi 20230, 

T
hailand

 
T

el. 66 - 38 - 480773

●
事
業
内
容

接
着
芯
地
の
製
造
・
販
売

●
Ｕ
Ｒ
Ｌ 

https://w
w

w
.thaistaflex.co.th

●
役
員

PRESID
EN

T
 

M
anu Leelanuw

atana
V

ICE PRESID
EN

T
 

大　
　

石　
　

義　
　

夫

M
A

N
A

GIN
G D

IRECT
O

R
 

田　
　

中　
　

博　
　

之

D
EPU

T
Y

 M
A

N
A

GIN
G D

IRECT
O

R
 

Sahat T
hanaviroj

D
IRECT

O
R 

Sorasak Tokam
oltham

 

細　
　

田　
　

敏　
　

夫

 
佐
々
木　

 

範　

 

明

 
重　
　

松　
　

直　
　

樹

 
Suchai Narongkananukul

 
Pimsaeng Ruangchawalee

●
沿
革

一
九
八
八
年
六
月 

 

サ
ハ･

パ
タ
ナ･

グ
ル
ー
プ
︵
Ｓ
Ｐ

Ｉ
︶、
三
井
グ
ル
ー
プ
と
合
弁
、

資
本
金
四
、
〇
〇
〇
万
バ
ー
ツ
で

バ
ン
コ
ク
に
設
立

一
九
八
九
年
二
月 

シ
ラ
チ
ャ
に
工
場
を
建
設

　
　
　
　
　

六
月 

 

シ
ラ
チ
ャ
工
場
で
接
着
芯
地
ス
テ

ー
フ
レ
ッ
ク
ス
の
製
造
開
始

一
九
九
二
年
六
月 

第
二
工
場
を
建
設

一
九
九
三
年
一
月 

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
二
号
機
を
導
入

一
九
九
五
年
一
月 

 

カ
ッ
ト
機
を
導
入
、
二
次
加
工
品

を
本
格
的
に
生
産

二
〇
〇
〇
年 

十
一
月  ﹁
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
２
﹂
の
認
証
を

取
得

二
〇
〇
五
年
六
月 

本
社
をRam

a III Road

に
移
転

二
〇
〇
八
年
六
月 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

●
事
業
所

本
社
・
工 

場　

U
nit7 T

rident B
usiness 

Park, O
cean W

ay Cardiff, CF24 
5EP, W

ales, U
K

.
 

T
el. 44 - 29 - 2048 - 3973

●
事
業
内
容

イ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
販
売
、
サ
ー
マ
ル
・
ト
ラ
ン
ス

フ
ァ
・
リ
ボ
ン
の
製
造
・
販
売
、
ケ
ア
ラ
ベ
ル
の

製
造
・
販
売
、
製
本
機
の
販
売
、
車
輛
用
不
織
布

フ
ィ
ル
タ
の
販
売

●
Ｕ
Ｒ
Ｌ 

https://w
w

w
.dynic.co.uk

●
役
員

D
IRECT

O
R

　

M
A

N
A

GIN
G D

IRECT
O

R
 

髙　
　

木　
　

哲　
　

雄

　

D
IRECT

O
R 

市　
　

川　
　

仁　
　

司

O
FFICER

　

PRESID
EN

T
 

髙　
　

木　
　

哲　
　

雄

　

CO
M

PA
N

Y
 SECRET

A
RY

 
Ian W

illiam
s　

　
　

●
沿
革

一
九
八
九
年
九
月 

 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
リ
ボ
ン
の
製
造
・

販
売
の
た
め
、
資
本
金
二
〇
万
ポ

ン
ド
で
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
カ
ー
デ
ィ

フ
に
設
立

一
九
九
〇
年
五
月 

 

操
業
を
開
始
。
ロ
ン
ド
ン
営
業
所

を
開
設

一
九
九
八
年
一
月 

 ﹁
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
﹂
の
認
証
を

取
得

二
〇
一
七
年
三
月 

Ｆ
Ｓ
Ｃ 

Ｃ
ｏ
Ｃ
認
証
取
得

THAI STAFLEX CO.,LTD.

DYNIC（UK）LTD.
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ダイニック・グループ企業一覧（海外）

設　立

資本金

売上高

従業員

設　立

資本金

売上高

従業員

1991年4月18日

ＵＳ＄3,580,000

12.19億円

（2019年12月決算）

211名

1993年5月12日

ＵＳ＄14,355,000

ＲＭＢ32,000,000

（2019年12月決算）

70名

●
事
業
所

本
社
・
工 

場　

中
国
大
連
市
大
連
経
済
技
術
開
発

区
金
馬
路
Ａ
七
︲
三
廠
房

 
 

電
話
八
六
︲
四
一
一
︲
八
七
六
一
四
四

九
四

●
事
業
内
容

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
用
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
・
サ
ー
マ
ル
リ

ボ
ン
の
製
造
・
販
売
、
文
具
関
連
商
品
の
製
造
・

販
売

●
役
員

董
事
長
︵
総
経
理
︶ 

今　
　

井　
　
　
　
　

仁

董　
　
　
　
　

事 

市　
　

川　
　

仁　
　

司

 

佐
々
木　

 

範　

 

明

監　
　
　
　
　

事 

平　
　

石　
　
　
　
　

昇

●
沿
革

一
九
九
一
年
四
月 

 

大
連
市
経
済
技
術
開
発
区
に
資
本

金
一
三
〇
万
Ｕ
Ｓ
ド
ル
で
設
立

　
　
　
　
　

十
月 

 

フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
リ
ボ
ン
の
生
産
を

開
始

一
九
九
二
年
八
月 

リ
ボ
ン
の
塗
装
を
開
始

一
九
九
三
年
十
月 

 

資
本
金
を
二
三
〇
万
Ｕ
Ｓ
ド
ル
に

増
資

　
　
　
　
　

十
一
月 

六
色
機
が
稼
働

一
九
九
四
年
五
月 
テ
プ
ラ
の
製
造
を
開
始

一
九
九
五
年 

十
一
月  

第
二
工
場
稼
働
︵
塗
装
設
備
の
集

約
、
成
型
機
︶

一
九
九
六
年
二
月 

ワ
ー
プ
ロ
リ
ボ
ン
の
生
産
を
開
始

一
九
九
七
年 

十
二
月  

第
三
工
場
稼
働
、
文
具
関
連
商
品

の
生
産
を
開
始

一
九
九
八
年 

十
一
月  

資
本
金
を
三
三
五
万
Ｕ
Ｓ
ド
ル
に

増
資

一
九
九
九
年
三
月 

イ
ン
ク
の
製
造
を
開
始

　
　
　
　
　

四
月 

 ﹁
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
２
﹂
の
認
証
を

取
得

二
〇
〇
二
年
四
月 

 

合
弁
子
会
社
大
連
錦
宮
事
務
用
品

有
限
公
司
を
設
立

二
〇
〇
八
年
十
月 

 

大
連
錦
宮
事
務
用
品
有
限
公
司
を

吸
収
合
併

●
事
業
所

本
社
・
工 

場　

中
国
江
蘇
省
昆
山
市
開
發
區
金
沙

江
南
路
二
號

 
  

電
話
八
六
︲
 五
一
二
︲
 五
七
六
三
︲
 

二
〇
二
八

分
公
司 

上
海

●
事
業
内
容

接
着
芯
地
の
製
造
・
販
売

●
役
員

董　
　

事　
　

長 

河　
　

野　
　

秀　
　

昭

董
事
︵
総
経
理
︶ 

大　
　

和　
　

英　
　

紀

董　
　
　
　
　

事 

佐
々
木　

 

範　

 

明

 

綿　
　

木　
　

光　
　

信

監　
　
　
　
　

事 

平　
　

石　
　
　
　
　

昇

●
沿
革

一
九
九
三
年
五
月 

 
ダ
イ
ニ
ッ
ク
︵
七
五
％
︶、
伊
藤

忠
商
事
︵
二
〇
％
︶、
昆
山
経
済

技
術
連
合
発
展
公
司
︵
五
％
︶
の

三
社
に
よ
り
、
資
本
金
四
〇
〇
万

Ｕ
Ｓ
ド
ル
で
江
蘇
省
昆
山
市
に
設

立

　
　
　
　
　

八
月 

上
海
事
務
所
を
開
設

一
九
九
四
年
三
月 

工
場
建
設
に
着
手

一
九
九
五
年
三
月 

工
場
完
成

　
　
　
　
　

六
月 

生
産
を
開
始

一
九
九
六
年
五
月 

 

滋
賀
工
場
の
Ｓ
Ｃ
︲
七
号
機
を
導

入

一
九
九
七
年
一
月 

北
京
に
事
務
所
を
設
置

二
〇
〇
三
年
九
月 

 

上
海
分
公
司
事
務
所
を
上
海
市
虹

橋
路
に
移
転

二
〇
〇
五
年
九
月 

 

ダ
イ
ニ
ッ
ク
一
〇
〇
％
の
独
資
に

な
る

二
〇
〇
六
年
十
月 

天
然
ガ
ス
化
導
入

二
〇
〇
七
年
五
月 

排
水
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
導
入

二
〇
〇
八
年
四
月 

日
本
向
け
ベ
ル
ト
芯
地
生
産
開
始

二
〇
〇
八
年 

十
二
月 

日
本
向
け
シ
ャ
ツ
芯
地
生
産
開
始

二
〇
一
三
年
一
月 

 

エ
コ
ス
テ
ィ
ッ
ク
®
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
１
０
０
認
証
取
得

二
〇
一
四
年
八
月 

 

空
気
清
浄
機
フ
ィ
ル
タ
材
加
工
開

始

二
〇
一
八
年
一
月 

 ﹁
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
﹂
の
認
証

を
取
得

大連大尼克辦公設備有限公司

昆山司達福紡織有限公司
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設　立

資本金

売上高

従業員

設　立

資本金

売上高

従業員

2002年8月22日

ＵＳ＄200,000

ＲＭＢ56,551,000

（2019年12月決算）

6名

2013年6月12日

THB 50,000,000

THB 36,512,000

（2019年12月決算）

38名

●
事
業
所

 
 

中
国
上
海
市
新
華
路
七
二
八
號　

華
聯
発

展
大
厦
五
一
六
室

 
 

電
話
八
六
︲
二
一
︲
五
二
五
八
︲
一
一
七

七

●
事
業
内
容

ダ
イ
ニ
ッ
ク
お
よ
び
関
連
会
社
製
品
の
輸
出
入
販
売
、

中
国
製
品
の
中
国
国
内
販
売

●
役
員

董
事
長
︵
総
経
理
︶ 

山　
　

下　
　

隆　
　

司

董　
　
　
　
　

事 

佐
々
木　

 

範　

 

明

 

大　
　

野　
　

雅　
　

春

●
沿
革

二
〇
〇
二
年
八
月 

 

上
海
市
外
高
橋
保
税
区
に
資
本
金
二

〇
万
Ｕ
Ｓ
ド
ル
で
現
地
法
人
達
妮
克

国
際
貿
易
︵
上
海
︶
有
限
公
司
︵
ダ

イ
ニ
ッ
ク
国
際
貿
易
・
上
海
︶
を
設

立
。D

Y
N

IC

︵H
K

︶
が
一
〇
〇
％

出
資

二
〇
〇
三
年
九
月 

 

浦
西
事
務
所
を
上
海
市
延
安
西
路
に

設
立

二
〇
〇
五
年
五
月 

 

ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
一
〇
〇
％
出
資
と
な

る

二
〇
〇
五
年
九
月 
事
務
所
を
上
海
市
新
華
路
に
移
転

●
事
業
所

本　

社　

 704/1-5,Ram
a 3 Rd.,Y

annaw
a,B

angkok,10120,T
hailand.

 
T

el. 66-2294-0071

工　

場　

 624/5-8 M
u11,Sukapiban 8Rd.,N

ongkham
,Sriracha,Chonburi,202

30,T
hailand.

 
T

el.66-3848-0004,66-3848-1371

●
事
業
内
容

不
織
布
材
料
の
製
造·

販
売
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ナ
リ

ー
製
品
の
組
み
立
て

●
役
員

CH
A

IRM
A

N
 

Suchai Narongkananukul
V

ICE CH
A

IRM
A

N
 

大　
　

石　
　

義　
　

夫

M
A

N
A

GIN
G D

IRECT
O

R
 

横　
　

山　
　

和　
　

人

D
EPU

T
Y

 M
A

N
A

GIN
G D

IRECT
O

R    
 

Som
nuek Thungpukdee

D
IRECT

O
R 

Sukjai Rachadej　
　

 

遠　
　

藤　
　
　
　
　

浩

●
沿
革

二
〇
一
三
年
六
月　

 

資
本
金
Ｔ
Ｈ
Ｂ
五
〇
、
〇
〇
〇
、
〇

〇
〇
で
タ
イ
国
に
設
立

達妮克国際貿易（上海）有限公司

TPCNIC CO.,LTD.
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ダイニック・グループ企業一覧（海外）

設　立

資本金

売上高

従業員

設　立

資本金

売上高

従業員

2014年3月19日

US$ 12,890,000

IDR 33,196,376,000

（2019年12月決算）

 29名

2018年7月10日

CZK 13,000,000

CZK 126,469,000

（2019年12月決算）

13名

●
事
業
所

本
社
・
工 

場　

K
aw

asan
 G

reen
lan

d 
In

tern
ation

al In
d

u
strial 

C
enter(G

IIC
)B

lok C
D

 N
o.01 

K
ota D

eltam
as,D

esa P
asir 

R
a

n
ji,C

ik
a

ra
n

g
 P

u
sa

t, 
Bekasi-17530

 
 T

el. 62-21-3003-2912,62-21-3003-
2913

●
事
業
内
容

自
動
車
用
天
井
表
皮
材
、
内
装
材
、
お
よ
び
雑
貨

商
材
向
け
不
織
布
製
品
の
製
造
、
販
売

●
役
員

PRESID
EN

T
 

小
久
保　

 

智　

 

史

V
ICE PRESID

EN
T

 D
IRECT

O
R    

 
Som

nuek Thungpukdee
D

IRECT
O

R 

大　
　

石　
　

義　
　

夫

 
Suchai Narongkananukul

 

栗　
　

田　
　

敏　
　

久

 
C

hanin R
atanavijai

PRESID
EN

T
 CO

M
M

ISSIO
N

ER

 
佐
々
木　

 

範　

 

明

CO
M

M
ISSIO

N
ER

　
　
　
　
　
　

A
rnut Rattanapathim

akorn

●
沿
革

二
〇
一
四
年
三
月 

 

サ
ハ
・
パ
タ
ナ·
グ
ル
ー
プ

︵S
P

I

︶
、T

E
X

T
I

L
E 

PR
E

ST
IG

E
 PU

B
LIC

 C
O

., 
LT

D
. 

と
合
弁
、
資
本
金
五
〇
〇

万
ド
ル
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ブ
カ

シ
に
設
立

二
〇
一
五
年
十
月 

操
業
を
開
始

●
事
業
所

本
社
・
工 

場　

Segro L
ogistics P

ark 
P

rague H
ala H

,U
 D

alnice 
1384,253 01,H

ostivice,C
zech 

Republic
 

T
el. 420-212-246-397

●
事
業
内
容

サ
ー
マ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
・
リ
ボ
ン
の
製
造
販

売●
役
員

D
IRECT

O
R

　
M

A
N

A
GIN

G D
IRECT

O
R

 

髙　
　

木　
　

哲　
　

雄

　

D
IRECT

O
R 

市　
　

川　
　

仁　
　

司

O
FFICER

　

PRESID
EN

T
 

髙　
　

木　
　

哲　
　

雄

●
沿
革

二
〇
一
八
年
七
月 

 D
Y

N
IC

︵U
K

︶LT
D

. 

の
子
会

社
と
し
て
資
本
金
Ｃ
Ｚ
Ｋ
一
三
、

〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
で
チ
ェ
コ
共
和

国
に
設
立

PT.DYNIC TEXTILE PRESTIGE

DYNIC (CZ) s.r.o.



年
表
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年表

8 

日
本
ク
ロ
ス
工
業
㈱
を
設
立
す
る
︵
一
八
日
︶
公
称
資
本
金
一
〇
〇
万
円
︵
う
ち
払
い
込
み
資
本

金
三
五
万
円
︶　

本
社
・
京
都
市
上
京
区
一
条
通
油
小
路
西
入
西
川
端
町
一
番
戸　

取
締
役
専
務
＝

亀
井
德
次
郎
、
取
締
役
常
務
＝
坂
部
三
次
、
取
締
役
＝
井
村
健
次
郎
・
夫
馬
勘
次
郎
・
熊
澤
甚 

太

郎
・
谷
節
太
郎
、
監
査
役
＝
多
田
長
治
︵
の
ち
に
繁
三
郎
と
改
名
︶・
上
村
九
兵
衞　

ブ
ッ
ク
ク
ロ

ス
の
製
造
と
染
再
整
の
加
工
部
門
を
二
本
柱
に
し
て
出
発
す
る

 

国
産
第
一
号
ク
ロ
ス
﹁
梅
ク
ロ
ス
﹂
を
発
売
す
る

 

│
こ
の
年
、
東
京
地
区
よ
り
ク
ロ
ス
の
受
注
が
殺
到
す
る　

ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
の
生
産
量
が
の
び
る

9 

公
称
資
本
金
︵
授
権
資
本
︶
を
半
減
し
五
〇
万
円
と
す
る

11 

㈱
博
進
社
大
阪
支
店
と
ク
ロ
ス
製
品
の
関
西
地
区
一
手
販
売
契
約
を
結
ぶ

 

│
こ
の
年
、
国
定
教
科
書
向
け
ク
ロ
ス
の
生
産
・
販
売
を
開
始
す
る

 

│
こ
の
年
、
輸
入
品
の
乱
売
か
ら
ク
ロ
ス
は
不
振
、
か
わ
っ
て
絹
織
物
の
ア
メ
リ
カ
輸
出
が
の
び

る

 

│
こ
の
年
、
川
島
洋
紙
店
、
国
島
洋
紙
店
と
販
売
特
約
を
結
ぶ

 

│
こ
の
年
、
染
再
整
部
門
、
繁
忙
と
な
る

 

│
こ
の
年
、﹁
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
﹂
の
商
標
を
付
し
て
カ
ラ
ー
ク
ロ
ス
を
発
売
す
る

4 

ビ
ス
コ
ー
ス
ク
ロ
ス
製
造
法
の
特
許
が
登
録
さ
れ
る

 

人
絹
織
物
の
染
色
整
理
加
工
に
進
出
す
る

5 

土
佐
紙
業
㈱
京
城
支
店
と
特
約
契
約
を
結
び
、
朝
鮮
市
場
で
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
の
販
売
を
開
始
す
る

 

資
本
金
を
三
七
万
五
〇
〇
〇
円
と
す
る
︵
第
二
回
払
い
込
み
︶

 

│
こ
の
年
、
教
科
書
用
の
黒
ク
ロ
ス
の
大
量
受
注
で
、
二
四
時
間
フ
ル
操
業
が
翌
年
い
っ
ぱ
い
つ

づ
い
た

5 

元
専
務
取
締
役
・
亀
井
德
次
郎
死
去
す
る

3 

モ
ス
ク
ワ
で
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
︵
共
産
主
義
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
︶
結
成

5 

北
京
で
日
本
の
山
東
統
治
に
抗
議
、
五
・
四
運
動
が
起
こ
る

6 

第
一
次
世
界
大
戦
講
和
条
約
︵
ベ
ル
サ
イ
ユ
条
約
︶
に
調
印

8 

独
で
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
公
布

 

三
菱
銀
行
設
立

10 

ワ
シ
ン
ト
ン
で
第
一
回
国
際
労
働
機
関
︵
Ｉ
Ｌ
Ｏ
︶
総
会
開
く

1 

国
際
連
盟
発
足

3 

株
価
暴
落
、
戦
後
恐
慌
始
ま
る

5 

日
本
最
初
の
メ
ー
デ
ー
、
上
野
公
園
で
開
催

7 

上
海
で
中
国
共
産
党
結
成

11 

原
敬
首
相
、
東
京
駅
で
刺
殺

12 

ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
で
日
・
英
・
米
・
仏
四
か
国
条
約
締
結

2 

ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
で
海
軍
軍
備
制
限
条
約
・
九
か
国
条
約
な
ど
に
締
結

4 

京
都
織
物
会
社
会
頭
・
田
中
源
太
郎
、
列
車
事
故
で
死
亡

12 

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
︵
Ｕ
Ｓ
Ｓ
Ｒ
︶
が
成
立

9 

関
東
大
震
災
お
こ
る
︵
Ｍ
七
・
九 

死
者
九
万
一
三
四
四
人
︶

 

第
二
次
山
本
権
兵
衛
内
閣
が
成
立 

11 

ヒ
ト
ラ
ー
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
一
揆
を
起
こ
す

 

独
の
マ
ル
ク
下
落
、
最
低
点
に

4 

伊
で
総
選
挙
、
フ
ァ
シ
ス
ト
党
勝
利

ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
で
き
ご
と

国
内
・
海
外
の
で
き
ご
と

1919
大正8年

1920
大正9年

1921
大正10年

1922
大正11年

1923
大正12年

1924
大正13年
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│
こ
の
年
、
ク
ロ
ス
の
中
国
︵
上
海
、
天
津
︶
輸
出
が
始
ま
る

 

│
こ
の
年
、
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
見
本
帳
を
初
め
て
制
作
す
る

6 

坂
部
三
次
、
専
務
に
就
任
す
る

 

取
締
役
専
務
＝
坂
部
三
次
、
取
締
役
＝
夫
馬
勘
次
郎
・
上
村
九
兵
衞
・
井
村
健
次
郎
・
津
田
傳
之

助
、
監
査
役
＝
熊
澤
甚
太
郎
・
多
田
繁
三
郎

7 
ク
ロ
ス
製
造
法
の
特
許
が
登
録
さ
れ
る

 

│
こ
の
年
、
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
生
産
量
が
日
本
ク
ロ
ス
単
独
で
輸
入
実
績
を
上
回
る
︵
一
九
二
万
四

〇
〇
〇
平
方
ヤ
ー
ド
︶

4 

㈱
博
進
社
本
社
と
ク
ロ
ス
製
品
の
一
手
販
売
契
約
を
結
ぶ

 

東
京
駐
在
員
を
派
遣
す
る
︵
博
進
社
本
社
内
︶

8 

楽
器
用
皮
革
製
造
法
の
特
許
が
登
録
さ
れ
る

8 

ト
レ
ー
シ
ン
グ
ク
ロ
ス
の
製
造
を
始
め
る

 

│
こ
の
年
か
ら
改
造
社
﹃
現
代
日
本
文
学
全
集
﹄
用
ク
ロ
ス
の
大
量
受
注
で
昼
夜
兼
行
の
二
四
時

間
操
業
が
つ
づ
く　

円
本
ブ
ー
ム
に
よ
る
ク
ロ
ス
の
好
調
は
昭
和
四
年
半
ば
ま
で
つ
づ
く

3 

大
阪
に
駐
在
員
を
派
遣
す
る
︵
博
進
社
大
阪
支
店
内
︶

4 

京
都
府
葛
野
郡
西
京
極
村
字
川
勝
寺
小
字
宮
ノ
東
に
土
地
を
求
め
、
工
場
用
地
と
し
て
三
〇
〇
〇

坪
を
購
入
す
る

6 

資
本
金
を
四
二
万
五
〇
〇
〇
円
と
す
る
︵
第
三
回
払
い
込
み
︶

10 

日
本
書
籍
、
東
京
書
籍
、
大
阪
書
籍
な
ど
教
科
書
出
版
社
よ
り
ク
ロ
ス
の
推
薦
状
を
受
け
る

11 

西
京
極
宮
ノ
東
に
分
工
場
と
し
て
天
神
川
工
場
を
建
設
す
る　

染
再
整
部
を
全
面
移
転
す
る

12 

本
社
事
務
所
・
工
場
︵
一
条
︶
で
火
災
発
生
す
る

7 

西
京
極
の
天
神
川
工
場
に
ク
ロ
ス
工
場
を
新
設
す
る

11 

本
社
事
務
所
を
天
神
川
工
場
に
移
し
本
社
工
場
と
す
る

 

創
立
一
〇
周
年
記
念
祝
賀
式
典
を
行
な
う
︵
一
一
月
一
二
日
︶

 

﹃
日
本
ク
ロ
ス
工
業
株
式
會
社
十
周
年
史
﹄
を
刊
行
す
る

12 

海
軍
省
指
定
工
場
と
な
る
︵
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ク
ロ
ス
︶

5 

第
一
五
回
総
選
挙
、
護
憲
三
派
大
勝

11 

モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
成
立

1 

北
京
で
日
ソ
基
本
条
約
調
印
、
国
交
回
復

3 

東
京
放
送
局
︵
芝
浦
︶、
試
験
放
送
を
開
始

5 

普
通
選
挙
法
が
公
布

 

五
・
三
〇
事
件
、
上
海
共
同
租
界
で
英
警
官
隊
が
中
国
人
デ
モ
隊
に
発
砲

7 

広
東
に
国
民
政
府
成
立

12 

野
村
證
券
設
立

12 

大
正
天
皇
崩
御
、
昭
和
と
改
元

 

改
造
社
﹃
現
代
日
本
文
学
全
集
﹄
刊
行
︵
～
一
九
三
一 

全
六
三
巻 

頒
価
一

円
︶、
円
本
ブ
ー
ム
起
こ
る

3 

金
融
恐
慌
始
ま
る

7 

芥
川
龍
之
介
自
殺

12 

わ
が
国
最
初
の
地
下
鉄
開
通
︵
浅
草
～
上
野
間 

約
二
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
︶

2 

初
の
普
通
選
挙
が
行
な
わ
れ
る
︵
第
一
六
回
総
選
挙
︶

7 

第
九
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
︵
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
︶
開
催
。
織
田
幹
雄

︵
三
段
跳
び
︶・
鶴
田
義
行
︵
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
︶
が
日
本
選
手
初

の
金
メ
ダ
ル
獲
得

8 

パ
リ
で
不
戦
条
約
︵
ケ
ロ
ッ
グ
゠
ブ
リ
ア
ン
条
約
︶
調
印

10 

日
本
航
空
輸
送
設
立

11 

昭
和
天
皇
、
京
都
御
所
に
て
即
位
礼
挙
行

4 

四
・
一
六
事
件
、
日
本
共
産
党
員
大
量
検
挙

7 
浜
口
雄
幸
民
政
党
内
閣
成
立

10 
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
市
場
大
暴
落
︵
暗
黒
の
木
曜
日
︶、
世
界
恐
慌
始
ま
る

11 

大
蔵
省
、
金
輸
出
解
禁
に
関
す
る
省
令
を
公
布

1925
大正14年

1926
大正15年・昭和元年

1927
昭和2年

1928
昭和3年

1929
昭和4年
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ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
で
き
ご
と

国
内
・
海
外
の
で
き
ご
と

3 

ブ
ラ
イ
ン
ド
ク
ロ
ス
の
製
造
を
始
め
る
︵
実
用
新
案
登
録
さ
れ
る
︶

9 

商
工
省
よ
り
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ク
ロ
ス
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
ク
ロ
ス
が
優
良
国
産
品
の
指
定
を
受
け
る

 
│
こ
の
年
、
染
色
加
工
部
門
は
為
替
相
場
の
不
安
定
、
対
米
輸
出
の
不
振
か
ら
業
績
が
悪
化
、
業

績
低
迷
は
昭
和
七
年
ま
で
つ
づ
い
た

6 

資
本
金
を
五
〇
万
円
と
す
る

7 

両
面
塗
装
装
置
の
実
用
新
案
登
録
を
受
け
る

8 

ド
ク
タ
ー
塗
装
装
置
の
実
用
新
案
登
録
を
受
け
る

12 

日
本
産
業
協
会
よ
り
ク
ロ
ス
製
造
に
関
し
て
表
彰
状
を
受
け
る

1 

楽
器
用
張
皮
製
造
法
、
鹿
皮
式
表
紙
製
造
法
の
特
許
が
登
録
さ
れ
る

 

│
こ
の
年
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
リ
ボ
ン
、
ウ
ォ
ー
ル
ク
ロ
ス
の
製
造
を
始
め
る

4 

帝
国
発
明
協
会
よ
り
有
功
賞
を
受
け
る

 

発
明
功
労
者
と
し
て
坂
部
三
次
、
新
宿
御
苑
で
拝
謁
の
栄
を
賜
る

6 

ト
レ
ー
シ
ン
グ
ク
ロ
ス
製
造
法
の
特
許
が
登
録
さ
れ
る

 

坂
部
三
次
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
視
察
す
る

4 

帝
国
発
明
協
会
よ
り
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
製
造
法
に
対
し
特
等
賞
を
受
け
る

5 

ト
レ
ー
シ
ン
グ
ク
ロ
ス
、
楽
器
用
皮
製
品
を
生
糸
新
用
途
展
覧
会
に
出
品
、
天
覧
に
供
す
る

10 

創
立
一
五
周
年
記
念
式
典
を
行
な
う

7 

京
都
本
社
工
場
増
築
、
竣
工
す
る

1 

金
輸
出
解
禁
を
実
施
、
金
本
位
制
に
復
帰

2 

冥
王
星
を
発
見
︵
米
ア
リ
ゾ
ナ
州
︶

6 

全
国
労
働
組
合
同
盟
︵
全
労
︶
創
立

9 

米
価
・
生
糸
が
大
暴
落
︵
昭
和
恐
慌
、
農
村
恐
慌
︶

4 

重
要
産
業
統
制
法
を
公
布
︵
強
制
カ
ル
テ
ル
立
法
︶

5 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
エ
ン
パ
イ
ア
ス
テ
ー
ト
ビ
ル
完
成
︵
三
八
一
メ
ー
ト
ル
︶

9 

満
州
事
変
始
ま
る

12 

犬
養
毅
内
閣
が
成
立

1 

上
海
事
変
が
始
ま
る

3 

満
州
国
建
国
を
宣
言
︵
首
都
新
京
︶

5 

五
・
一
五
事
件
起
こ
り
、
犬
養
毅
首
相
を
射
殺

1 

ヒ
ト
ラ
ー
が
独
国
家
元
首
に
就
任

3 

国
際
連
盟
を
脱
退

 

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
米
大
統
領
に
就
任
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
実
施

12 

皇
太
子
継
宮
明
仁
親
王
が
誕
生

5 

米
で
強
盗
・
殺
人
犯
、
ボ
ニ
ー
と
ク
ラ
イ
ド
が
射
殺
さ
れ
る

7 

岡
田
啓
介
内
閣
が
成
立

9 

室
戸
台
風
、関
西
一
帯
に
大
被
害
も
た
ら
す︵
死
者
・
行
方
不
明
三
〇
三
六
人
︶

2 
美
濃
部
達
吉
の
天
皇
機
関
説
が
問
題
化

3 
忠
犬
ハ
チ
公
没
︵
銅
像
は
一
九
三
四
年
四
月
渋
谷
駅
前
に
設
置
︶

 

独
が
ベ
ル
サ
イ
ユ
条
約
の
軍
縮
条
項
を
破
棄
、
再
軍
備
を
宣
言

1931
昭和6年

1932
昭和7年

1933
昭和8年

1934
昭和9年

1935
昭和10年

1930
昭和5年
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2 

坂
部
三
次
、
産
業
功
労
者
と
し
て
京
都
府
よ
り
表
彰
を
受
け
る

8 

坂
部
三
次
、
油
布
類
の
技
術
導
入
に
と
も
な
う
現
地
調
査
の
た
め
欧
米
視
察
に
出
発
す
る

5 

倍
額
増
資
を
行
い
、
新
資
本
金
を
一
〇
〇
万
円
と
す
る

 

村
中
晃
、
ド
イ
ツ
・
ド
レ
ス
デ
ン
に
赴
き
、
油
布
の
製
造
技
術
の
研
修
を
受
け
る

12 
硝
化
綿
レ
ザ
ー
の
生
産
を
開
始
す
る

 
油
布
製
品
の
開
発
に
成
功
し
、
オ
イ
ル
シ
ル
ク
、
オ
イ
ル
ク
ロ
ス
の
製
造
・
販
売
を
開
始
す
る

4 

京
都
東
工
場
︵
西
京
極
三
反
田
町
︶
を
新
設
し
、
染
色
工
場
と
し
て
操
業
を
開
始
す
る
︵
四
月
七
日
︶

 

│
こ
の
年
、
ス
フ
代
用
品
時
代
に
突
入
し
、
人
絹
ベ
ー
ス
に
よ
る
ク
ロ
ス
の
生
産
が
始
ま
る

 

│
こ
の
年
、
本
社
工
場
内
に
油
布
工
場
を
新
設
す
る

8 

創
立
二
〇
周
年
記
念
式
典
を
行
な
う
︵
松
尾
神
社
、
八
月
一
八
日
︶

 

│
こ
の
年
か
ら
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
、
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ク
ロ
ス
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
ク
ロ
ス
の
輸
出
が
活
発

に
な
り
、
綿
布
の
特
別
配
布
を
受
け
て
連
日
深
夜
ま
で
生
産
が
つ
づ
く

6 

坂
部
三
次
、
社
長
に
就
任
す
る

 

取
締
役
社
長
＝
坂
部
三
次
、
常
務
取
締
役
＝
石
丸
憲
次
郎
・
渡
部
一
郎
、
取
締
役
＝
井
村
健
次

郎
・
山
田
留
治
郎
・
須
佐
敢
・
大
島
久
吉
、
監
査
役
＝
山
本
留
次
・
亀
井
亮
治
郎
・
磯
村
增
雄

 

│
こ
の
年
、
輸
出
向
け
染
色
加
工
の
受
注
が
急
増
す
る

3 

坂
部
三
次
、
京
都
商
工
会
議
所
議
員
に
当
選
す
る

 

﹃
日
本
ク
ロ
ス
工
業
株
式
會
社
二
十
周
年
史
﹄
を
刊
行
す
る

12 

九
州
ク
ロ
ス
工
業
㈱
を
設
立
す
る
︵
福
岡
市
比
恵
本
町
八
三
︶
資
本
金
一
九
万
五
〇
〇
〇
円
、
社

長
＝
坂
部
三
次
、
専
務
＝
村
中
晃　

オ
イ
ル
シ
ル
ク
の
生
産
を
開
始
す
る
︵
一
二
月
八
日
︶

 

│
こ
の
年
、
資
材
の
代
用
品
研
究
盛
ん
に
な
る
︵
ヒ
マ
シ
油
、
亜
麻
仁
油
、
桐
油
な
ど
︶

2 

大
和
ク
ロ
ス
工
業
㈱
を
設
立
す
る
︵
埼
玉
県
入
間
郡
入
間
川
町
︶
資
本
金
一
七
万
五
〇
〇
〇
円
、

常
務
＝
伊
藤
東
一
郎

3 

日
本
ク
ロ
ス
工
業
組
合
を
母
体
に
日
本
ク
ロ
ス
統
制
会
社
が
創
設
さ
れ
、
坂
部
三
次
が
社
長
に
、

1 

日
本
、
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
会
議
か
ら
脱
退

2 

陸
軍
皇
道
派
青
年
将
校
が
挙
兵
、
二
・
二
六
事
件
が
起
こ
る

7 

蘆
溝
橋
事
件
、
日
中
戦
争
始
ま
る

10 

綿
花
な
ど
の
輸
入
制
限
、
贅
沢
品
の
輸
入
禁
止
、
軍
需
資
材
の
輸
出
を
禁
止

11 

日
・
独
・
伊
防
共
協
定
が
成
立

12 

日
本
軍
、
南
京
占
領

4 

国
家
総
動
員
法
を
公
布

5 

綿
糸
販
売
価
格
取
締
規
則
を
公
布
・
施
行

6 

国
内
向
け
綿
製
品
製
造
禁
止
、
繊
維
製
品
販
売
価
格
値
上
げ
禁
止

7 

国
民
徴
用
令
を
施
行

8 

モ
ス
ク
ワ
で
独
ソ
不
可
侵
条
約
調
印

9 

独 

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
侵
攻
、
第
二
次
世
界
大
戦
始
ま
る

4 

石
炭
配
給
統
制
法
を
公
布

6 

有
田
外
相
、
ラ
ジ
オ
で
大
東
亜
共
栄
圏
確
立
を
表
明

9 

日
独
伊
三
国
軍
事
同
盟
が
成
立

11 

紀
元
二
六
〇
〇
年
記
念
式
典
開
催

3 

国
民
学
校
令
を
公
布

8 

対
日
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
包
囲
陣
が
し
か
れ
る

 

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
チ
ャ
ー
チ
ル
、
大
西
洋
憲
章
を
発
表

10 

東
条
英
機
内
閣
が
成
立

12 

日
本
軍
が
ハ
ワ
イ
真
珠
湾
を
攻
撃
、
太
平
洋
戦
争
始
ま
る

1 
日
本
軍
、
マ
ニ
ラ
を
占
領

2 

日
本
軍
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
占
領

 

衣
料
点
数
切
符
制
を
実
施

1936
昭和11年

1937
昭和12年

1938
昭和13年

1939
昭和14年

1940
昭和15年

1941
昭和16年

1942
昭和17年
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ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
で
き
ご
と

国
内
・
海
外
の
で
き
ご
と

石
丸
憲
次
郎
が
専
務
に
就
任
す
る

8 

﹁
織
物
加
工
業
者
に
関
す
る
整
理
統
合
令
﹂
に
よ
り
、
山
西
染
工
、
近
吉
精
練
、
晒
八
と
の
四
社
で

開
南
染
工
化
学
㈱
を
設
立
す
る　

社
長
＝
坂
部
三
次
、
副
社
長
＝
山
西
利
吉
︵
山
西
染
工
︶、
常
務

取
締
役
＝
渡
部
一
郎
、
取
締
役
＝
山
本
菊
一
︵
晒
八
︶・
森
田
正
三
郎
︵
近
吉
精
練
︶

4 

石
丸
憲
次
郎
、
中
央
塗
装
布
統
制
会
社
︵
日
本
ク
ロ
ス
統
制
会
社
と
日
本
擬
革
統
制
会
社
を
統

合
︶
専
務
理
事
に
就
任
す
る

 

│
こ
の
年
、
綿
布
入
手
で
き
な
く
な
り
、
人
絹
を
代
用
に
し
た
ク
ロ
ス
製
品
を
開
発
す
る

6 

本
社
工
場
、
海
軍
省
指
定
工
場
と
な
る

10 

気
球
爆
弾
用
基
布
の
本
格
生
産
を
開
始
す
る

 

│
こ
の
年
、
気
球
爆
弾
用
基
布
な
ど
の
生
産
を
も
っ
て
操
業
を
つ
づ
け
る

3 

自
主
的
統
制
機
関
の
位
置
づ
け
で
日
和
興
業
㈱
を
設
立
す
る　

資
本
金
九
〇
万
円
、
本
社
・
京
都

市
下
京
区
松
原
通
烏
丸
東
入
ル　

社
長
＝
石
丸
憲
次
郎
、
専
務
＝
福
山
芳
郎

5 

電
気
絶
縁
布
の
生
産
を
開
始
す
る
︵
九
州
ク
ロ
ス
工
業
︶

 

│
こ
の
年
、
教
科
書
用
ク
ロ
ス
の
生
産
を
再
開
す
る︵
人
絹
布
に
澱
粉
カ
ゼ
イ
ン
を
塗
布
し
た
も
の
︶

 

│
こ
の
年
、
和
紙
に
油
性
塗
料
を
塗
布
し
た
油
紙
を
、
学
童
用
合
羽
素
材
と
し
て
売
り
出
す
︵
ゴ

ム
引
き
布
の
代
用
品
︶

 

│
こ
の
年
、
大
和
ク
ロ
ス
で
仙
花
紙
、
桑
の
皮
抄
紙
に
よ
る
製
袋
ク
ロ
ス
を
開
発
す
る

10 

国
有
綿
を
使
用
し
た
輸
出
用
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ス
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
ク
ロ
ス
の
生
産
を
開
始
す
る

11 

教
育
楽
器
用
の
皮
革
不
足
を
補
う
べ
く
シ
ル
ク
ス
キ
ン
の
製
造
を
開
始
す
る

 

増
資
、
資
本
金
を
三
〇
〇
万
円
と
す
る

6 

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
で
、
日
本
敗
北

 

関
門
海
底
ト
ン
ネ
ル
が
開
通

8 

米
軍
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
に
上
陸

4 

山
本
五
十
六
連
合
艦
隊
司
令
長
官
、
ソ
ロ
モ
ン
群
島
上
空
で
戦
死

7 

ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
首
相
が
失
脚

10 

学
徒
出
陣

6 

連
合
軍
が
仏
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
に
上
陸
、
米
軍
サ
イ
パ
ン
島
に
上
陸

7 

中
央
公
論
社
と
改
造
社
が
解
散

11 

陸
軍
気
球
連
隊
が
気
球
爆
弾
を
米
に
向
け
て
飛
ば
す

3 

東
京
大
空
襲

4 

米
軍
が
沖
縄
本
島
に
上
陸

8 

Ｂ
29
が
広
島
・
長
崎
に
原
子
爆
弾
投
下
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
結

1 

昭
和
天
皇
、
人
間
宣
言

2 

新
円
︵
聖
徳
太
子
一
〇
〇
円
札
︶
発
行

3 

物
価
統
制
令
公
布

5 

第
一
次
吉
田
茂
内
閣
が
成
立

7 

米
、
ビ
キ
ニ
で
原
爆
実
験

11 

日
本
国
憲
法
公
布

3 

米
、
ト
ル
ー
マ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
を
宣
言

 

教
育
基
本
法
・
学
校
教
育
法
が
公
布

4 

労
働
基
準
法
公
布

1943
昭和18年

1944
昭和19年

1945
昭和20年

1946
昭和21年

1947
昭和22年

1942
昭和17年
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│
こ
の
年
、
イ
ン
ド
向
け
輸
出
活
発
に
な
る

 

│
こ
の
年
、
開
南
染
工
で
は
商
工
省
報
酬
物
資
の
染
色
加
工
︵
国
有
綿
使
用
︶
を
開
始
す
る

4 

東
京
出
張
所
を
開
設
す
る
︵
四
月
八
日
、
神
田
一
ツ
橋
宮
岡
ビ
ル
︶
河
村
泰
以
下
三
名
で
業
務
を

開
始
す
る

5 
増
資
、
資
本
金
を
一
〇
〇
〇
万
円
と
す
る

 
サ
カ
ブ
ラ
イ
ト
楽
器
㈱
を
設
立
す
る
︵
資
本
金
一
〇
〇
万
円
︶
常
務
＝
山
田
英
三

 

│
こ
の
年
、
国
産
Ｐ
Ｖ
Ｃ
樹
脂
が
開
発
さ
れ
、
塩
ビ
製
品
の
開
発
に
着
手
す
る

6 

増
資
、
資
本
金
を
三
五
〇
〇
万
円
と
す
る

7 

株
式
上
場
︵
京
都
証
券
取
引
所
︶

10 

創
立
三
〇
周
年
記
念
式
典
を
行
な
う
︵
一
〇
月
一
五
日
︶

 

│
こ
の
年
、
大
手
出
版
社
が
相
次
い
で
業
務
を
再
開
し
、
ア
ー
ト
ベ
ラ
ム
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
る

 

│
こ
の
年
、
布
帛
造
花
が
輸
出
雑
貨
の
花
形
と
な
り
、
こ
れ
に
着
目
、
造
花
用
ク
ロ
ス
の
開
発
に

成
功
す
る

 

│
こ
の
年
、
大
和
ク
ロ
ス
で
は
ノ
ー
ト
背
貼
り
用
ク
ロ
ス
の
生
産
を
開
始
す
る

3 

布
ク
ロ
ス
を
使
っ
た
最
初
の
出
版
物
﹃
科
学
の
事
典
﹄︵
岩
波
書
店
︶
に
ア
ー
ト
ベ
ラ
ム
新
タ
イ
プ

が
使
用
さ
れ
る

 

こ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
全
集
・
大
型
出
版
に
は
ア
ー
ト
ベ
ラ
ム
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る

7 

協
福
㈱
と
日
本
塗
布
製
品
㈱
を
合
併
し
て
三
豊
ク
ロ
ス
㈱
を
設
立
す
る　

資
本
金
一
二
五
万
円
、

本
店
・
京
都
市
下
京
区
松
原
通
り
烏
丸
東
入
ル　

社
長
＝
下
妻
清
二
郎
、
専
務
＝
福
山
芳
三

8 

開
南
染
工
化
学
㈱
を
吸
収
合
併
し
東
工
場
と
す
る　

資
本
金
六
〇
〇
〇
万
円
と
な
る　

新
役
員
構

成
は
次
の
通
り　

取
締
役
社
長
＝
坂
部
三
次
、
専
務
取
締
役
＝
渡
部
一
郎
、
常
務
取
締
役
＝
石
丸

憲
次
郎
、
取
締
役
＝
村
中
晃
・
尾
崎
勇
・
前
川
英
三
・
下
倉
義
一
郎
・
森
田
正
三
郎
、
監
査
役
＝

篠
原
眞
喜
男

 

京
都
輸
出
造
花
㈱
を
設
立
す
る
︵
烏
丸
通
り
上
立
売
︶ 

資
本
金
一
〇
〇
万
円
、
社
長
＝
坂
部
三
次
、

専
務
＝
渡
部
一
郎

 

│
こ
の
年
、
ス
ク
リ
ー
ン
ク
ロ
ス
、
グ
リ
ス
プ
ル
ー
フ
ク
ロ
ス
︵
ペ
ー
パ
ー
︶
な
ど
を
開
発
、
発

売
す
る

5 

日
本
国
憲
法
施
行

8 

最
高
裁
判
所
発
足

1 

ガ
ン
ジ
ー
、
暗
殺
さ
れ
る

5 

イ
ス
ラ
エ
ル
共
和
国
成
立
、
第
一
次
中
東
戦
争
が
勃
発

8 

大
韓
民
国
︵
韓
国
︶
成
立
︵
大
統
領
・
李
承
晩
︶

9 

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
︵
北
朝
鮮
︶
成
立
︵
首
相
・
金
日
成
︶

11 

極
東
国
際
軍
事
裁
判
で
、
東
条
英
機
ら
七
人
に
死
刑
判
決

3 

ド
ッ
ジ
・
ラ
イ
ン
を
発
表
︵
ド
ッ
ジ
米
公
使
に
よ
る
日
本
経
済
安
定
策
︶

4 

北
大
西
洋
条
約
機
構
︵
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
︶
発
足

 

Ｇ
Ｈ
Ｑ
、
一
ド
ル
三
六
〇
円
の
単
一
為
替
レ
ー
ト
を
発
表

5 

通
商
産
業
省
を
設
置

6 

Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
設
定

10 

中
華
人
民
共
和
国
が
成
立

11 

湯
川
秀
樹
、
日
本
人
初
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
︵
物
理
学
賞
︶
受
賞

3 

民
自
党
・
民
主
党
連
立
派
が
自
由
党
を
結
成
︵
総
裁
・
吉
田
茂
︶

4 

公
職
選
挙
法
公
布

6 

朝
鮮
戦
争
勃
発

7 

金
閣
寺
全
焼

 

総
評
︵
日
本
労
働
組
合
総
評
議
会
︶
結
成

 

特
需
ブ
ー
ム
お
こ
る
︵
株
式
市
場
、
熱
狂
的
相
場
に
︶

 

│
こ
の
年
、
岩
波
書
店
﹃
科
学
の
事
典
﹄、
中
央
公
論
社
﹃
解
説　

科
学
文

化
史
年
表
﹄、
新
潮
社
﹃
日
本
文
学
大
事
典
﹄
出
版
さ
れ
る

1948
昭和23年

1949
昭和24年

1950
昭和25年
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ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
で
き
ご
と

国
内
・
海
外
の
で
き
ご
と

4 

株
式
上
場
︵
大
阪
証
券
取
引
所
︶

 

│
こ
の
年
、
塩
化
ビ
ニ
ル
製
品
︵
商
標
名
ダ
イ
ヤ
ビ
ニ
ー
ル
︶
の
量
産
・
量
販
が
可
能
と
な
り
、

ス
ク
ー
タ
ー
シ
ー
ト
、
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
、
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
、
雨
衣
用
ビ
ニ
ル
︵
タ
ー
ポ
リ

ン
︶
な
ど
新
た
な
用
途
を
ひ
ら
く　

ま
た
紙
ベ
ー
ス
の
ミ
ラ
ク
ル
ペ
ー
パ
ー
も
文
具
紙
工
品
分
野

で
好
評
を
得
る

 

│
こ
の
年
、
紙
ク
ロ
ス
ブ
ー
ム
の
火
つ
け
役
と
な
る
﹁
カ
ン
バ
ス
ペ
ー
パ
ー
﹂
を
開
発
、
出
版
・

文
具
市
場
に
投
入
す
る

2 

大
和
ク
ロ
ス
工
業
㈱
を
吸
収
合
併
し
、
東
京
工
場
と
す
る　

こ
れ
に
よ
っ
て
資
本
金
六
三
〇
〇
万

円
と
な
る　

合
併
に
よ
っ
て
同
社
の
伊
藤
東
一
郎
、
坂
部
三
次
郎
が
取
締
役
に
就
任
す
る

6 

取
締
役
社
長
＝
坂
部
三
次
、
取
締
役
副
社
長
＝
渡
部
一
郎
、
専
務
取
締
役
＝
石
丸
憲
次
郎
、
常
務

取
締
役
＝
伊
藤
東
一
郎
、
取
締
役
＝
村
中
晃
・
尾
崎
勇
・
前
川
英
三
・
下
倉
義
一
郎
・
坂
部
三
次

郎
、
監
査
役
＝
篠
原
眞
喜
男

8 

デ
ミ
ン
グ
賞
別
途
表
彰
を
受
け
る
︵
九
州
ク
ロ
ス
工
業
︶

11 

角
川
書
店
﹃
昭
和
文
学
全
集
﹄
の
刊
行
が
始
ま
り
、
ア
ー
ト
ベ
ラ
ム
の
販
売
量
が
飛
躍
的
に
の
び
る

 

│
こ
の
年
、
ア
メ
リ
カ
の
化
学
メ
ー
カ
ー
、
セ
ラ
ニ
ー
ズ
の
技
師
が
大
日
本
セ
ル
ロ
イ
ド
︵
現
㈱

ダ
イ
セ
ル
︶、
三
菱
レ
イ
ヨ
ン
の
ト
ッ
プ
と
と
も
に
来
社
、
ア
セ
テ
ー
ト
織
物
の
染
色
を
開
始
す
る

 

│
こ
の
年
、
東
京
工
場
ワ
ニ
ス
ク
ロ
ス
類
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
審
査
に
合
格
す
る

4 

増
資
、
資
本
金
を
一
億
三
〇
〇
〇
万
円
と
す
る

 

売
上
高
一
〇
億
円
を
突
破
す
る

 

│
こ
の
年
、
シ
ル
バ
ー
ボ
ー
ド
、
ダ
イ
ヤ
ボ
ー
ド
、
医
薬
函
貼
用
ク
ロ
ス
を
開
発
す
る
︵
東
京
工
場
︶

 

│
こ
の
年
、
筑
摩
書
房
﹃
現
代
日
本
文
学
全
集
﹄、
創
元
社
﹃
世
界
少
年
少
女
文
学
全
集
﹄、
平
凡

社
創
立
四
〇
周
年
記
念
企
画
﹃
世
界
大
百
科
事
典
﹄
に
ア
ー
ト
ベ
ラ
ム
が
採
用
さ
れ
る　

文
学
全

集
ブ
ー
ム
が
到
来
す
る

5 

九
州
ク
ロ
ス
工
業
㈱
を
吸
収
合
併
し
福
岡
工
場
と
す
る　

こ
れ
に
よ
っ
て
資
本
金
一
億
四
〇
〇
〇

万
円
と
な
る

10 

創
立
三
五
周
年
記
念
式
典
を
行
な
う
︵
一
〇
月
二
三
日
︶

 

│
こ
の
年
、
学
校
図
書
㈱
が
三
〇
年
版
教
科
書
に
厚
表
紙
採
用
が
決
ま
り
、
シ
ル
バ
ー
ボ
ー
ド
が

4 

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
、
解
任
さ
れ
る

6 

財
閥
解
体
措
置
が
終
結

9 

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
対
日
講
和
条
約
調
印

 

日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

 

黒
澤
明
、﹁
羅
生
門
﹂
で
べ
ネ
チ
ア
映
画
祭
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

1 

韓
国
、
李
承
晩
ラ
イ
ン
︵
海
洋
軍
事
境
界
線
︶
を
設
定

2 

日
米
行
政
協
定
調
印

4 

琉
球
中
央
政
府
が
発
足

5 

メ
ー
デ
ー
事
件
、
皇
居
前
広
場
で
デ
モ
隊
と
警
官
隊
が
衝
突

 

プ
ロ
ボ
ク
シ
ン
グ
白
井
義
男
、
日
本
人
初
の
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
︵
フ
ラ

イ
級
︶

 

Ｉ
Ｍ
Ｆ
︵
国
際
通
貨
基
金
︶、
世
界
銀
行
︵
国
際
復
興
開
発
銀
行
︶
に
加
盟

7 

第
一
五
回
ヘ
ル
シ
ン
キ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
戦
後
初
の
参
加

10 

保
安
隊
︵
旧
警
察
予
備
隊
︶
が
発
足

11 

米
が
水
爆
実
験

2 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
テ
レ
ビ
放
送
開
始

3 

吉
田
首
相
、
衆
議
院
解
散
︵
バ
カ
ヤ
ロ
ー
解
散
︶

7 

朝
鮮
休
戦
協
定
調
印

9 

独
占
禁
止
法
改
正
公
布

12 

奄
美
群
島
、
日
本
に
返
還

3 
米
、
ビ
キ
ニ
環
礁
で
水
爆
実
験
、
第
五
福
竜
丸
が
死
の
灰
浴
び
る

 

米
と
Ｍ
Ｓ
Ａ
協
定
︵
相
互
防
衛
援
助
協
定
︶
結
ぶ

4 

造
船
疑
獄
事
件
で
犬
養
健
法
相
が
指
揮
権
発
動

6 

防
衛
庁
設
置
法
・
自
衛
隊
法
公
布

1952
昭和27年

1953
昭和28年

1954
昭和29年

1951
昭和26年
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採
用
さ
れ
る

 

│
こ
の
年
、
含
浸
タ
イ
プ
紙
ク
ロ
ス
﹁
ダ
イ
ヤ
ス
カ
ー
フ
﹂
を
開
発
す
る

 

│
こ
の
年
、
ク
ロ
ス
製
品
の
総
代
理
店
制
を
廃
し
、
小
島
洋
紙
店
、
田
村
洋
紙
店
、
東
邦
紙
業
、

中
井
商
店
、
大
同
洋
紙
店
、
竹
尾
洋
紙
店
の
六
代
理
店
制
と
す
る

4 
坂
部
三
次
、
紫
綬
褒
章
を
受
け
る

8 
増
資
、
資
本
金
を
二
億
八
〇
〇
〇
万
円
と
す
る

6 

東
京
出
張
所
を
東
京
事
務
所
に
改
め
、
日
本
橋
倶
楽
部
会
館
︵
中
央
区
日
本
橋
室
町
︶
へ
移
転
す
る

 

ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
﹁
エ
レ
ガ
ン
ト
﹂
を
開
発
、
生
産
を
開
始
す
る

 

不
織
布
事
業
に
進
出
す
る　

米
国
カ
ー
レ
ー
タ
ー
の
ラ
ン
ド
ウ
ェ
バ
ー
を
導
入
し
、
不
織
布
の
国

産
化
に
成
功　
﹁
パ
ネ
ロ
ン
﹂
の
商
標
で
販
売
を
開
始
す
る

10 

第
一
回
ク
ロ
ス
製
品
展
示
会
を
行
な
う
︵
東
京
・
日
本
橋
倶
楽
部
会
館
︶

 

│
こ
の
年
、
ラ
ジ
オ
京
都
﹁
ク
ロ
ス
パ
レ
ー
ド
﹂
の
番
組
提
供
を
開
始
す
る
︵
昭
和
四
二
年
ま
で
︶

6 

坂
部
三
次
、
会
長
に
就
き
、
渡
部
一
郎
が
社
長
に
就
任
す
る

 

取
締
役
会
長
＝
坂
部
三
次
、
取
締
役
社
長
＝
渡
部
一
郎
、
常
務
取
締
役
＝
尾
崎
勇
・
前
川
英
三
・

村
中
晃
、
取
締
役
＝
下
倉
義
一
郎
・
坂
部
三
次
郎
、
監
査
役
＝
鈴
木
要
・
石
丸
憲
次
郎

10 

ク
ロ
ス
製
品
展
示
会
を
開
催
す
る
︵
東
京
・
日
本
橋
倶
楽
部
会
館
︶

 

│
こ
の
年
か
ら
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
︵
関
西
テ
レ
ビ
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
︶﹁
ク
ロ
ス
ス
ク
リ
ー
ン
ア
ワ
ー
﹂

の
番
組
提
供
を
始
め
る
︵
昭
和
三
五
年
ま
で
︶

2 

東
京
工
場
の
建
設
計
画
を
役
員
会
で
採
択
し
、
建
設
委
員
会
が
発
足
す
る
︵
建
設
委
員
長
＝
村
中

晃
︶

 

ク
ロ
ス
製
品
展
示
会
を
開
催
す
る
︵
東
京
・
日
本
橋
倶
楽
部
会
館
、
日
本
繊
維
倶
楽
部
︶
新
製
品

ミ
ュ
ー
ロ
ン
エ
レ
ガ
ン
ト
、
パ
ネ
ロ
ン
が
注
目
を
あ
つ
め
る

4 

﹃
ク
ロ
ス
社
内
報
﹄
を
創
刊
す
る

5 

会
長
・
坂
部
三
次
死
去
︵
五
月
一
七
日 

享
年
八
一
歳
、
五
月
二
六
日 

京
都
市
東
山
区
大
和
大
路
四

7 

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
イ
ン
ド
シ
ナ
休
戦
協
定
調
印

9 

青
函
連
絡
船
洞
爺
丸
、
台
風
で
沈
没

12 

吉
田
内
閣
総
辞
職
、
第
一
次
鳩
山
一
郎
内
閣
が
成
立

8 

森
永
ヒ
素
ミ
ル
ク
事
件
、
患
者
一
万
一
七
七
八
人
、
死
者
一
一
三
人

9 

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
︵
関
税
貿
易
一
般
協
定
︶
へ
の
加
入
が
決
定

11 

自
由
民
主
党
︵
自
民
党
︶
結
成
、
第
三
次
鳩
山
内
閣
成
立

1 

冬
季
五
輪
で
日
本
人
初
の
メ
ダ
ル
獲
得
︵
猪
谷
千
春
、
ス
キ
ー
回
転
で
銀
︶

10 

第
二
次
中
東
戦
争
︵
ス
エ
ズ
戦
争
︶
始
ま
る

12 

国
連
総
会
で
、
日
本
の
加
盟
可
決

 

│
こ
の
年
、
神
武
景
気
︵
五
五
年
下
期
～
五
七
年
上
期
︶

2 

第
一
次
岸
信
介
内
閣
成
立

8 

東
海
村
原
子
力
研
究
所
の
原
子
炉
に
原
子
の
火
と
も
る

10 

日
本
、
国
連
安
保
理
非
常
任
理
事
国
に
当
選

2 

日
劇
で
ウ
エ
ス
タ
ン
カ
ー
ニ
バ
ル
開
催
、
ロ
カ
ビ
リ
ー
旋
風
お
こ
る

3 

文
部
省
、
小
中
学
校
道
徳
教
育
の
実
施
要
綱
を
通
達

6 

仏
、
ド
・
ゴ
ー
ル
内
閣
成
立

7 

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
︵
日
本
貿
易
振
興
会
︶
発
足

12 

東
京
タ
ワ
ー
完
工
︵
三
三
三
メ
ー
ト
ル
︶

 

│
こ
の
年
、
な
べ
底
不
況
︵
五
七
年
下
期
～
五
八
年
上
期
︶

1 

カ
ス
ト
ロ
、
バ
テ
ィ
ス
タ
政
権
を
打
倒
︵
キ
ュ
ー
バ
革
命
︶

 

メ
ー
ト
ル
法
施
行
、
尺
貫
法
廃
止

3 
日
米
安
保
条
約
改
定
阻
止
国
民
会
議
結
成
︵
社
会
党
・
総
評
な
ど
︶

4 
皇
太
子
御
成
婚
パ
レ
ー
ド

 

最
低
賃
金
法
公
布

 

国
民
年
金
法
公
布

1955
昭和30年

1956
昭和31年

1957
昭和32年

1958
昭和33年

1959
昭和34年
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ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
で
き
ご
と

国
内
・
海
外
の
で
き
ご
と

条
下
る 

建
仁
寺
で
社
葬
を
行
な
う
︶

7 

ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
﹁
ミ
ュ
ー
ロ
ン
エ
レ
ガ
ン
ト
﹂
を
販
売
す
る

10 
ク
ロ
ス
製
品
展
示
会
を
開
催
す
る
︵
一
〇
月
二
・
三
日 

京
都
市
勧
業
会
館
︶

11 
創
立
四
〇
周
年
記
念
式
典
を
行
な
う
︵
関
西
一
一
月
二
日
、
関
東
一
一
月
七
日
︶

 
│
こ
の
年
、
三
六
年
版
教
科
書
の
厚
表
紙
の
採
用
が
決
ま
り
、
東
京
工
場
は
繁
忙
と
な
る

 

│
こ
の
年
、
朝
日
放
送
、
ラ
ジ
オ
東
京
テ
レ
ビ
、
Ｃ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
の
﹁
映
画
の
窓
﹂
番
組
提
供
を

始
め
る
︵
昭
和
三
七
年
ま
で
︶

2 

東
京
工
場
の
新
工
場
竣
工
式
を
行
な
う
︵
四
月
に
第
一
期
工
事
完
成
し
操
業
を
開
始
す
る
︶

3 

ク
ロ
ス
製
品
展
示
会
を
開
催
す
る
︵
東
京
大
手
町
・
産
経
会
館
︶

4 

国
際
見
本
市
に
ク
ロ
ス
製
品
を
初
め
て
出
品
す
る
︵
大
阪
・
港
会
場
︶

 

増
資
、
資
本
金
を
四
億
四
八
〇
〇
万
円
と
す
る

5 

合
成
皮
革
﹁
ハ
イ
ピ
ー
ル
﹂
を
発
売
す
る

3 

ク
ロ
ス
製
品
展
示
会
を
行
な
う
︵
東
京
・
産
経
会
館
︶
新
製
品
合
成
皮
革
ハ
イ
ピ
ー
ル
が
注
目
を

あ
び
る

 

東
京
工
場
に
電
気
絶
縁
工
場
が
完
成
す
る
︵
福
岡
工
場
か
ら
移
管
︶

9 

大
和
紙
工
㈱
を
埼
玉
県
所
沢
市
大
字
城
五
七
七
に
設
立
す
る
︵
資
本
金
三
〇
〇
万
円
︶

 

社
長
＝
坂
部
三
次
郎
、
副
社
長
＝
川
田
嘉
一
郎
、
専
務
＝
市
川
満
哉

 

│
こ
の
年
、
昭
和
三
〇
年
よ
り
着
手
し
た
ビ
ニ
ル
シ
ー
ト
の
品
質
が
確
立
し
、
国
鉄
貨
車
シ
ー
ト

と
し
て
三
七
年
よ
り
採
用
決
ま
る

 

│
こ
の
年
、
染
工
部
で
は
合
繊
に
対
す
る
取
り
組
み
が
本
格
化
し
、
ア
ム
ロ
ン
加
工
、
エ
ム
ゾ
ー

ル
加
工
、
Ｓ
Ｒ
加
工
な
ど
が
完
成
す
る

 

│
こ
の
年
か
ら
百
科
事
典
ブ
ー
ム
が
始
ま
り
、
布
ク
ロ
ス
の
販
売
量
が
飛
躍
的
に
の
び
る　

平
凡

社
﹃
国
民
百
科
事
典
﹄
が
刊
行
さ
れ
る

5 

増
資
、
資
本
金
を
七
億
二
〇
〇
〇
万
円
と
す
る

6 

渡
部
一
郎
、
会
長
に
就
き
、
坂
部
三
次
郎
が
社
長
に
就
任
す
る

 

取
締
役
会
長
＝
渡
部
一
郎
、
取
締
役
社
長
＝
坂
部
三
次
郎
、
専
務
取
締
役
＝
前
川
英
三
、
常
務
取

締
役
＝
尾
崎
勇
・
下
倉
義
一
郎
・
河
野
幸
夫
、
取
締
役
＝
村
中
晃
・
鈴
木
要
、
監
査
役
＝
石
丸

6 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
英
連
邦
内
で
独
立

8 

三
井
三
池
争
議
始
ま
る

9 

米
ソ
首
脳
、
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー
ビ
ッ
ド
で
会
談

 

台
風
一
五
号
中
部
地
方
を
襲
う
。
死
者
五
〇
四
一
人
、
被
害
家
屋
五
七
万

︵
伊
勢
湾
台
風
︶

11 

安
保
闘
争
、
デ
モ
隊
国
会
構
内
突
入

 

│
こ
の
年
、
岩
戸
景
気
︵
五
八
年
下
期
～
六
一
年
下
期
︶

1 

日
米
新
安
保
条
約
調
印

9 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
民
放
が
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
放
送
を
開
始

11 

米
、
ケ
ネ
デ
ィ
︵
民
主
党
︶
が
大
統
領
に
当
選
︵
六
一
年
一
月
就
任
︶

12 

西
側
二
〇
か
国
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
︵
経
済
協
力
開
発
機
構
︶
設
立
条
約
に
調
印

 

高
度
経
済
成
長
政
策
を
本
格
導
入
︵
国
民
所
得
倍
増
計
画
︶

1 

米
が
キ
ュ
ー
バ
と
国
交
断
絶

4 

ソ
連
、
世
界
初
の
有
人
飛
行
に
成
功
︵
ガ
ガ
ー
リ
ン
少
佐
︶

 

ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
米
駐
日
大
使
着
任

5 

キ
ュ
ー
バ
・
カ
ス
ト
ロ
首
相
、
社
会
主
義
共
和
国
を
宣
言
︵
ハ
バ
ナ
宣
言
︶

6 

農
業
基
本
法
公
布

7 

韓
国
、
国
家
再
建
最
高
会
議
で
朴
正
熙
少
将
が
実
権
掌
握

10 

東
京
・
大
阪
・
名
古
屋
の
証
券
取
引
所
に
、
株
式
市
場
第
二
部
を
新
設

11 

第
一
回
日
米
貿
易
経
済
合
同
委
員
会
が
開
催

1 
ガ
リ
オ
ア
︵
占
領
地
域
統
治
救
済
資
金
︶・
エ
ロ
ア
︵
占
領
地
域
経
済
復
興

資
金
︶
返
済
日
米
協
定
調
印

2 

東
京
都
が
世
界
初
の
一
〇
〇
〇
万
都
市
に

 

臨
時
行
政
調
査
会
発
足

1960
昭和35年

1961
昭和36年

1962
昭和37年

1959
昭和34年
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1963
昭和38年

1964
昭和39年

憲 

次
郎
・
小
安
悳

7 

組
織
改
編　

①
常
務
会
を
設
置
し
、
こ
れ
を
業
務
執
行
の
最
高
機
関
と
す
る
②
社
長
室
を
設
置
す

る
③
東
京
事
務
所
は
東
京
支
社
と
な
る
④
営
業
部
門
が
独
立
し
た
組
織
体
と
な
り
、
本
社
営
業
部
、

支
社
営
業
部
を
設
置
す
る

 

東
京
事
務
所
を
支
社
と
し
て
、
日
本
橋
倶
楽
部
会
館
か
ら
神
田
小
川
町
の
檜
ビ
ル
に
移
転
す
る

 

│
こ
の
年
、﹁
技
術
の
優
位
性
﹂﹁
人
の
和
﹂
を
社
是
と
し
て
掲
げ
る

 
│
こ
の
年
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
﹁
歌
の
饗
宴
﹂
の
番
組
提
供
を
開
始
す
る
︵
昭
和
四
二
年
ま
で
︶

 
│
こ
の
年
か
ら
Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
﹁
パ
ネ
ロ
ン
の
唄
﹂
が
流
れ
る
︵
昭
和
四
二
年
ま
で
︶

3 

品
質
管
理
導
入
の
社
長
方
針
を
発
表
す
る
﹁
全
社
に
品
質
管
理
︵
Ｑ
Ｃ
︶
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
﹂

8 

西
独
ホ
フ
マ
ン
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
シ
ン
セ
テ
ィ
ッ
ク
・
レ
ザ
ー
プ
ラ
ン
ト
を
導
入
す
る

 

深
谷
工
場
の
建
設
が
決
ま
る
︵
一
二
月
に
建
設
委
員
会
が
発
足
す
る　

委
員
長
＝
河
野
幸
夫
、

委 

員
＝
前
川
文
造
・
伊
藤
博
介
・
上
田
周
・
新
井
彦
一
・
宮
西
郁
︶

 

福
岡
工
場
を
閉
鎖
し
、
福
岡
ク
ロ
ス
工
業
㈱
︵
福
岡
市
博
多
区
比
恵
町
九
番
二
四
号
︶
を
設
立
す

る
︵
代
表
取
締
役
＝
天
岡
惇　

資
本
金
一
〇
〇
〇
万
円
︶

10 

坂
部
三
次
郎
、﹃
私
の
経
営
理
念
﹄
を
全
社
員
に
配
布
す
る　

同
時
に
﹁
わ
が
社
の
発
展
計
画
﹂
を

発
表
、
積
極
拡
大
に
向
か
う

 

京
都
東
工
場
を
拡
充
す
る

 

│
こ
の
年
、
英
国
ラ
ン
タ
ー
と
技
術
提
携
し
同
社
の
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
に
よ
る
不
織
布
生
産
技
術

を
導
入
す
る

 

│
こ
の
年
、
合
成
皮
革
﹁
ハ
イ
ピ
ー
ル
ス
エ
ー
ド
﹂
の
開
発
に
成
功
す
る

 

│
こ
の
年
か
ら
全
集
ブ
ー
ム
が
始
ま
る　

中
央
公
論
社
﹃
世
界
の
文
学
﹄
が
刊
行
さ
れ
る

1 

ク
ロ
ス
会
館
が
竣
工
す
る

3 

中
央
開
発
研
究
所
が
竣
工
す
る

4 

増
資
、
資
本
金
を
一
〇
億
八
〇
〇
〇
万
円
と
す
る

6 

組
織
改
編　

事
業
本
部
制
と
し
、
ク
ロ
ス
事
業
本
部
、
染
工
事
業
本
部
、
業
務
本
部
、
開
発
事
業

本
部
の
四
本
部
を
設
け
る

7 

東
京
工
場
に
第
三
工
場
が
完
成
す
る　

硝
化
綿
レ
ザ
ー
を
京
都
西
工
場
よ
り
移
管
す
る

8 

桂
工
業
㈱
を
設
立
す
る
︵
京
都
市
南
区
久
世
高
田
町
三
五
︶
社
長
＝
坂
部
三
次
郎
、
専
務
＝
浅
野

泰
三
︵
資
本
金
一
〇
〇
〇
万
円
︶

9 

創
立
四
五
周
年
を
記
念
し
て
ク
ロ
ス
展
示
会
を
東
西
で
開
催
す
る
︵
東
京　

九
月
一
八
・
一
九
日

産
経
会
館
、
京
都　

九
月
一
八
・
一
九
日
勧
業
会
館
︶

 

社
歌
﹁
く
ま
な
く
晴
れ
し
﹂﹁
顔
に
微
笑
み
﹂
を
制
定
す
る

5 

大
日
本
製
薬
、
サ
リ
ド
マ
イ
ド
系
睡
眠
薬
の
出
荷
停
止
︵
サ
リ
ド
マ
イ
ド

事
件
︶

8 

堀
江
謙
一
が
ヨ
ッ
ト
で
太
平
洋
単
独
横
断
に
成
功

10 

全
国
総
合
開
発
計
画
を
決
定

 

米
、
キ
ュ
ー
バ
の
海
上
を
封
鎖
︵
キ
ュ
ー
バ
危
機
︶

11 

日
中
総
合
貿
易
に
関
す
る
覚
書
に
調
印
︵
Ｌ
Ｔ
貿
易
開
始
︶

2 

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
理
事
会
で
日
本
代
表
、
一
一
条
国
︵
国
際
収
支
を
理
由
と
す
る

貿
易
制
限
禁
止
︶
移
行
を
表
明

7 

政
府
、
新
産
業
都
市
一
三
か
所
、
工
業
整
備
特
別
地
域
六
か
所
の
指
定
を

決
定

 

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
理
事
会
、
日
本
加
盟
を
決
定

8 

部
分
的
核
実
験
停
止
条
約
に
調
印

 

第
一
回
全
国
戦
没
者
追
悼
式
を
東
京
・
日
比
谷
で
開
催

11 

三
井
三
池
炭
鉱
三
川
坑
で
炭
塵
爆
発
事
故
、
死
者
四
五
八
人
、
重
傷
六
七

五
人

 

米
、
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
が
ダ
ラ
ス
で
暗
殺

12 

教
科
書
無
償
措
置
法
公
布

4 

海
外
旅
行
が
自
由
化

 

日
本
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
︵
国
際
通
貨
基
金
︶
八
条
国
へ
移
行
、
為
替
制
限
を
撤
廃

 

東
京
・
晴
海
で
中
国
経
済
貿
易
展
覧
会
開
催

6 

新
潟
地
震
、
死
者
二
六
人

9 

羽
田
空
港
と
浜
松
町
間
に
モ
ノ
レ
ー
ル
開
通

10 

東
海
道
新
幹
線
が
東
京
～
新
大
阪
間
で
開
業

 

第
一
八
回
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催
︵
一
〇
月
一
〇
～
二
四
日
︶

 
ソ
連
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
首
相
解
任

 
中
国
、
初
の
原
爆
実
験
に
成
功

11 

米
大
統
領
戦
で
ジ
ョ
ン
ソ
ン
︵
民
主
党
︶
当
選

 

第
一
次
佐
藤
栄
作
内
閣
が
成
立
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ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
で
き
ご
と

国
内
・
海
外
の
で
き
ご
と

11 

深
谷
工
場
第
一
期
工
事
完
了
す
る　

三
〇
名
の
従
業
員
で
ス
タ
ー
ト
す
る
︵
深
谷
工
場
竣
工
︶

6 
人
工
皮
革
﹁
ア
イ
カ
ス
﹂
の
製
造
を
開
始
す
る

7 

ア
イ
カ
ス
推
進
本
部
を
設
け
る
︵
本
部
長
＝
中
本
虎
造
︶

12 

織
物
接
着
芯
地
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
の
生
産
設
備
﹁
Ｓ－

１
号
機
﹂
が
完
成
す
る
︵
京
都
西
工
場

製
造
三
課
︶

 

│
こ
の
年
、
英
国
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
技
術
援
助
契
約
を
締
結
す
る

 

│
こ
の
年
、
テ
キ
ソ
ン
の
ボ
ト
ム
フ
ィ
ー
ド
・
リ
バ
ー
ス
ロ
ー
ル
コ
ー
タ
ー
を
導
入
し
、
合
成
皮

革
﹁
テ
キ
ソ
ン
﹂
の
生
産
を
開
始
す
る

3 

織
物
接
着
芯
地
﹁
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
﹂
を
発
売
す
る

 

組
織
改
編　

担
当
常
務
制
へ
移
行
す
る　

染
工
＝
下
倉
義
一
郎
、
営
業
＝
河
野
幸
夫
、
技
術
＝

鈴 

木
要
、
製
造
＝
竹
中
貞
夫

6 

輸
出
貢
献
企
業
と
し
て
通
産
大
臣
よ
り
表
彰
を
受
け
る

7 

ア
イ
カ
ス
ス
エ
ー
ド
、
第
二
回
ビ
ニ
ー
ル
展
で
東
京
都
知
事
賞
を
受
け
る

10 

東
京
支
社
、
神
田
錦
町
の
神
田
橋
第
一
ビ
ル
に
移
転
す
る

2 

東
京
工
場
事
務
棟
が
竣
工
す
る

5 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
出
張
所
を
開
設
す
る
︵
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
フ
ィ
フ
ス
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
四
二
丁
目　

所
長
＝
近
藤
守
夫
︶

 

深
谷
工
場
に
ア
イ
カ
ス
専
用
工
場
が
完
成
す
る

6 

染
工
部
が
加
工
糸
の
染
色
分
野
に
進
出
す
る　

リ
ク
ラ
イ
サ
ー
、
ウ
イ
ン
ス
、
セ
ッ
タ
ー
、
乾
燥

機
、
ベ
ー
キ
ン
グ
な
ど
相
次
い
で
新
設
す
る

9 

組
織
改
編　

利
益
責
任
制
を
導
入
す
る
①
管
理
本
部
、
営
業
本
部
、
開
発
本
部
、
生
産
技
術
本
部
、

染
工
事
業
本
部
を
設
置
す
る
②
常
務
会
の
下
に
綜
合
企
画
部
を
新
設
す
る
③
営
業
部
を
東
京
・
大

阪
に
分
け
、
新
た
に
ア
イ
カ
ス
営
業
部
を
設
置
す
る
④
開
発
本
部
に
研
究
開
発
部
を
新
設
す
る

11 

台
湾
ク
ロ
ス
︵
台
湾
科
楽
史
工
業
股
份
有
限
公
司
︶
を
設
立
す
る
︵
中
国
台
湾
省
台
北
県
土
城
郡

 

全
日
本
労
働
総
同
盟
︵
同
盟
︶
発
足

 

公
明
党
結
成

2 

米
、
北
ベ
ト
ナ
ム
爆
撃
を
開
始

5 

山
一
證
券
事
件
︵
山
一
證
券
に
無
制
限
・
無
期
限
の
日
銀
特
別
融
資
︶

6 

家
永
三
郎
、
教
科
書
検
定
違
憲
の
民
事
訴
訟
︵
損
害
賠
償
請
求
︶

 

新
潟
県
阿
賀
野
川
流
域
で
有
機
水
銀
中
毒
患
者
が
発
生
︵
新
潟
水
俣
病
︶

 

日
韓
基
本
条
約
・
関
係
四
協
定
調
印

10 

朝
永
振
一
郎
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞

11 

戦
後
初
の
赤
字
国
債
発
行

 

│
こ
の
年
、
戦
後
最
大
の
証
券
不
況

2 

全
日
空
ボ
ー
イ
ン
グ
七
二
七
、
羽
田
沖
に
墜
落
、
一
三
三
人
全
員
死
亡

3 

英
国
海
外
航
空
︵
Ｂ
Ｏ
Ａ
Ｃ
︶
ボ
ー
イ
ン
グ
七
〇
七
、
富
士
山
上
空
で
空

中
分
解
、
一
二
四
人
全
員
死
亡

 

総
人
口
が
一
億
人
を
突
破

6 

ビ
ー
ト
ル
ズ
来
日

11 

全
日
空
Ｙ
Ｓ
11
、
松
山
沖
に
墜
落
、
五
〇
人
全
員
死
亡

 

│
こ
の
年
、
い
ざ
な
ぎ
景
気
︵
六
五
年
下
期
～
七
〇
年
上
期
︶

2 

第
二
次
佐
藤
栄
作
内
閣
が
成
立

4 

東
京
都
知
事
選
で
、
美
濃
部
亮
吉
当
選

6 

第
一
次
資
本
自
由
化
実
施

 

第
三
次
中
東
戦
争
勃
発

7 

欧
州
共
同
体
︵
Ｅ
Ｃ
︶
成
立

 
米
デ
ト
ロ
イ
ト
市
で
史
上
最
大
の
黒
人
暴
動

8 
公
害
対
策
基
本
法
公
布

 

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
︵
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
︶
結
成

11 

日
米
共
同
声
明
発
表

 

英
、
ポ
ン
ド
を
対
ド
ル
平
価
一
四
・
三
％
切
り
下
げ
る
な
ど
デ
フ
レ
政
策

1964
昭和39年

1966
昭和41年

1967
昭和42年

1965
昭和40年
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永
寧
村
︶

5 

大
阪
営
業
所
を
開
設
す
る
︵
大
阪
市
東
区
［
現
・
中
央
区
］
安
土
町
四
丁
目
東
光
ビ
ル　

所
長
＝

上
田
泰
三
︶
五
月
二
〇
日
、
京
都
営
業
部
お
よ
び
染
工
業
務
部
の
一
部
総
勢
五
〇
人
を
配
属
す
る

6 

京
都
工
場
、
第
一
工
場
を
拡
張
す
る
︵
製
造
第
一
課
︶

8 
組
織
改
編　

営
業
部
門
と
生
産
部
門
を
明
確
に
区
分
し
、
利
益
責
任
制
を
確
立
す
る

 
染
工
部
、
新
鋭
染
色
機
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
一
号
機
・
二
号
機
を
設
置
し
、
本
格
的
に
加
工
糸
織
物
の

染
色
に
進
出
す
る

10 

ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
製
造
設
備
﹁
Ｓ－

２
号
機
﹂
を
深
谷
工
場
に
新
設
す
る　

ド
ッ
ト
タ
イ
プ
の

国
産
を
開
始
す
る

 

同
時
に
、
Ｓ-
１
号
機
を
京
都
工
場
か
ら
深
谷
工
場
に
移
設
す
る

11 

日
本
電
気
㈱
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
二
二
〇
〇
を
導
入
、
総
合
的
情
報
管
理
体
制
を
確
立
す
る

 

東
京
神
田
・
長
谷
川
第
五
ビ
ル
に
東
京
支
社
分
室
を
設
け
る

3 

㈱
ニ
ッ
ク
を
設
立
す
る
︵
東
京
都
千
代
田
区
内
神
田
一－

一
三－

六
長
谷
川
第
三
ビ
ル
︶
資
本
金

五
〇
〇
万
円
、
会
長
＝
坂
部
三
次
郎
、
社
長
＝
長
崎
一
男

5 

ハ
ロ
ニ
ッ
ク
㈱
を
設
立
す
る
︵
本
社
・
東
京
都
千
代
田
区　

日
本
ク
ロ
ス
東
京
支
社
内
︶
資
本
金

三
〇
〇
万
円
、
代
表
取
締
役
＝
亀
井
徳
治

8 

東
芝
ニ
ッ
ク
工
業
㈱
を
設
立
す
る
︵
深
谷
市
内
ヶ
島
五
〇
〇　

日
本
ク
ロ
ス
深
谷
工
場
内
︶
東
京

芝
浦
電
気
㈱
と
共
同
で
電
子
複
写
機
用
感
光
紙
分
野
に
進
出
す
る　

資
本
金
二
億
円
、
社
長
＝
琢

磨
清
、
専
務
＝
中
本
虎
造

 

京
都
工
場
の
染
工
事
業
本
部
を
分
離
し
て
染
工
場
︵
染
工
営
業
部
︶
と
変
更
す
る

９ 

印
字
用
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
︵
馬
券
発
券
機
用
︶
の
生
産
・
販
売
を
開
始
す
る

11 

組
織
改
編　

需
要
家
指
向
の
組
織
と
す
る　

営
業
部
門
を
五
販
売
部
に
分
け
、
市
場
別
組
織
と
し

て
一
本
化
す
る

 

本
社
機
構
を
京
都
か
ら
東
京
に
移
管
す
る

12 

ニ
ッ
ク
産
業
㈱
を
設
立
す
る
︵
京
都
市
右
京
区
西
京
極
大
門
町
︶
資
本
金
一
〇
〇
〇
万
円
、
社
長

＝
河
野
幸
夫
、
支
配
人
＝
大
西
史
郎　

レ
ジ
ャ
ー
産
業
に
進
出
す
る

2 

深
谷
工
場
第
三
工
場
︵
カ
ー
ペ
ッ
ト
生
産
工
場
︶
完
成
す
る　

広
幅
カ
ー
ペ
ッ
ト
生
産
体
制
が
完

成
す
る

3 

＇70
日
本
ク
ロ
ス
展
を
開
催
す
る　

東
京
・
科
学
技
術
会
館
︵
三
月
九
・
一
〇
日
︶、
大
阪
・
イ
ト
ー

を
発
表

1 

ア
ラ
ブ
石
油
輸
出
国
機
構
︵
Ｏ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
︶
結
成

 

佐
藤
首
相
、
非
核
三
原
則
を
発
表

4 

米
・
キ
ン
グ
牧
師
、
暗
殺
さ
れ
る

6 

小
笠
原
返
還

 

仏
総
選
挙
で
ド
・
ゴ
ー
ル
派
が
圧
勝

8 

ソ
連
軍
、
チ
ェ
コ
に
侵
入
︵
チ
ェ
コ
事
件
︶

10 

日
商
岩
井
が
発
足

 

川
端
康
成
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞

 

明
治
百
年
記
念
式
典
が
行
な
わ
れ
る

11 

米
大
統
領
選
で
ニ
ク
ソ
ン
︵
共
和
党
︶
が
当
選

12 

三
億
円
事
件

 

│
こ
の
年
、
国
民
総
生
産
︵
Ｇ
Ｎ
Ｐ
︶
が
米
国
に
次
ぎ
第
二
位
と
な
る

1 

東
大
安
田
講
堂
事
件

3 

八
幡
・
富
士
両
製
鉄
、
合
併
契
約
書
に
調
印

4 

チ
ェ
コ
の
ド
プ
チ
ェ
ク
共
産
党
第
一
書
記
解
任

5 

東
名
高
速
道
路
が
全
線
開
通

6 

仏
・
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー
、
大
統
領
に
当
選

7 

米
宇
宙
船
ア
ポ
ロ
一
一
号
が
月
面
着
陸
に
成
功

11 

佐
藤
・
ニ
ク
ソ
ン
共
同
声
明
、
沖
縄
施
政
権
返
還
を
合
意

 

全
米
各
地
で
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動

2 
核
拡
散
防
止
条
約
に
調
印

 

国
産
初
の
人
工
衛
星
打
ち
上
げ
に
成
功

3 

日
本
万
国
博
覧
会
、
大
阪
で
開
催

1968
昭和43年

1970
昭和45年

1969
昭和44年
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ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
で
き
ご
と

国
内
・
海
外
の
で
き
ご
と

ビ
ル
︵
三
月
一
六
・
一
七
日
︶

9 

Ｎ
Ｃ
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
発
売
を
開
始
す
る

 
│
こ
の
年
、
ラ
イ
ン
プ
リ
ン
タ
用
、
端
末
機
用
の
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
生
産
・
販
売
を
開
始
す
る

５ 

ニ
ッ
ク
フ
レ
ー
ト
㈱
を
設
立
す
る
︵
所
沢
市
大
字
城
五
九
九
︶
資
本
金
一
〇
〇
〇
万
円
、
会
長
＝

坂
部
三
次
郎
、
社
長
＝
市
川
満
哉

9 

東
京
ア
セ
テ
ー
ト
㈱
の
株
式
を
一
〇
〇
％
取
得
、
日
本
ク
ロ
ス
グ
ル
ー
プ
の
一
社
と
す
る

5　

組
織
改
編　

営
業
本
部
の
機
能
強
化
の
た
め
、
住
宅
資
材
販
売 

部
、
外
国
部
、
市
場
開
発
部
、
営
業

管
理
部
を
新
設
す
る

8 

組
織
改
編　

①
総
合
本
部
、
営
業
本
部
、
生
産
本
部
、
開
発
本
部
の
四
本
部
制
と
す
る
②
従
来
の

染
工
営
業
部
は
、
生
産
本
部
に
合
体
さ
せ
る

10 

ニ
ッ
ク
環
境
サ
ー
ビ
ス
㈱
を
設
立
す
る
︵
向
日
市
物
集
女　

中
央
開
発
研
究
所
内
︶
資
本
金
一
〇

〇
〇
万
円
、
会
長
＝
坂
部
三
次
郎
、
社
長
＝
前
田
東
作　

公
害
関
係
の
分
析
・
測
定
お
よ
び
公
害

防
止
に
関
す
る
技
術
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
分
野
に
進
出
す
る

 

東
京
工
場
、
グ
ラ
ビ
ア
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
機
﹁
Ｌ－

９
号
機
﹂
を
導
入
す
る

11 

福
岡
出
張
所
を
開
設
す
る
︵
福
岡
市
博
多
区
比
恵
町
九－

二
四
︶
所
長
代
理
＝
藤
井
政
夫
ほ
か
二

名
で
出
発
す
る
︵
一
九
七
四
年
七
月
に
営
業
所
に
昇
格
す
る
︶

2 

ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
新
鋭
機
﹁
Ｓ－

３
号
機
﹂
を
深
谷
工
場
に
設
置
す
る　

リ
ア
ク
テ
ィ
ブ
、
パ

ウ
ダ
ー
ド
ッ
ト
、
ソ
リ
ド
ッ
ト
Ｓ
タ
イ
プ
の
生
産
を
開
始
す
る

3 

深
谷
工
場
、
排
水
処
理
装
置
を
設
置
す
る

 

東
京
支
社
、
長
谷
川
第
一
二
ビ
ル
へ
移
転
す
る
︵
東
京
都
千
代
田
区
神
田
岩
本
町
二
︶

5 

フ
ラ
ン
ス
の
フ
ェ
ラ
リ
ー
と
軒
出
し
テ
ン
ト
、
エ
ス
ト
ロ
イ
ル
の
販
売
提
携
に
関
し
て
基
本
的
合

意
に
達
す
る

 

プ
リ
ン
ト
ネ
ー
ム
素
材
﹁
ニ
ッ
ク
セ
ブ
ン
﹂
の
開
発
に
成
功
、
発
売
開
始
す
る

8 

組
織
改
編　

①
京
都
、
東
京
の
二
本
社
制
と
す
る
②
大
阪
営
業
所
を
支
社
に
昇
格
さ
せ
る

 

新
製
品
開
発
委
員
会
が
発
足
す
る　

自
社
開
発
技
術
、
自
社
企
画
に
よ
る
開
発
商
品
の
育
成
を
め

ざ
す

 

赤
軍
派
学
生
に
よ
り
、
日
航
機
よ
ど
号
が
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク

11 

沖
縄
の
国
政
参
加
選
挙

 

三
島
由
紀
夫
、
割
腹
自
殺

6 

沖
縄
返
還
協
定
に
調
印

7 

自
衛
隊
機
が
全
日
空
機
と
衝
突
、全
日
空
一
六
二
人
全
員
死
亡
︵
雫
石
事
故
︶

8 

ニ
ク
ソ
ン
米
大
統
領
、
新
経
済
政
策
を
発
表
︵
ド
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
︶

 

日
本
円
、
変
動
相
場
制
に
移
行

1 

グ
ア
ム
島
で
元
日
本
兵
横
井
庄
一
発
見

2 

第
一
一
回
札
幌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
が
開
催

 

浅
間
山
荘
事
件

3 

山
陽
新
幹
線
、
新
大
阪
～
岡
山
間
が
開
通

5 

沖
縄
が
日
本
に
返
還

 

政
府
対
外
経
済
緊
急
対
策
を
決
定
︵
第
二
次
円
対
策
︶

 

米
ソ
首
脳
、
戦
略
兵
器
制
限
条
約
︵
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
︶
に
調
印

7 

第
一
次
田
中
角
栄
内
閣
が
発
足
、
列
島
改
造
ブ
ー
ム
起
こ
る

9 

日
中
共
同
声
明
を
発
表　

国
交
正
常
化
を
実
現

1 

パ
リ
で
べ
ト
ナ
ム
和
平
協
定
調
印

3 

米
軍
、
南
ベ
ト
ナ
ム
撤
退

5 

第
五
次
資
本
自
由
化
実
施
︵
外
国
人
の
株
式
取
得
自
由
化
︶

8 

金
大
中
事
件
お
こ
る

10 

第
四
次
中
東
戦
争
始
ま
る

 
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
始
ま
る

10 
江
崎
玲
於
奈
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞

11 

政
府
、
石
油
緊
急
対
策
要
網
を
決
定

 

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
洗
剤
な
ど
の
買
い
だ
め
騒
動

12 

石
油
需
給
適
正
化
法
、
国
民
生
活
安
定
緊
急
措
置
法
を
公
布

1971
昭和46年

1972
昭和47年

1973
昭和48年

1970
昭和45年
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9 

Ｎ
Ｃ
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
︵N

C ST
A

FLEX
 CO

., PT
E., LT

D
.

︶
を
設
立
す
る
︵
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
・
ジ
ュ
ロ
ン
地
区　

資
本
金
五
万
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ド
ル
︶

10 

ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
・
テ
キ
シ
フ
ュ
ー
ズ
︵ST

A
FLEX

 T
EX

IFU
SED

, LT
D

.

︶
を
設
立
す
る

︵
香
港　

資
本
金
二
万
香
港
ド
ル
︶

11 

深
谷
工
場
第
四
工
場
︵
不
織
布
︶
完
成
す
る　

新
鋭
機
Ｐ
Ｆ-

１
、
Ｐ
Ｆ-

２
を
設
置
す
る

3 
京
都
工
場
﹁
排
水
処
理
装
置
﹂、
東
京
工
場
﹁
汚
泥
処
理
装
置
﹂
を
設
置
す
る

 

フ
ェ
ル
ト
ロ
ッ
ク
︵FELT

LO
C IN

C.

︶
を
設
立
す
る
︵
ア
メ
リ
カ
・
本
社
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
、
工
場

ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
州
︶
資
本
金
一
〇
万
Ｕ
Ｓ
ド
ル
、
会
長
＝
坂
部
三
次
郎
、
社
長
＝
高
橋
睦
雄

4 

大
阪
支
社
、東
光
ビ
ル
か
ら
新
高
麗
橋
ビ
ル
へ
移
転
す
る︵
大
阪
市
中
央
区
高
麗
橋
二－

六－

一
〇
︶

 

深
谷
工
場
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
製
造
設
備
を
増
強
す
る

5 

東
京
工
場
第
五
工
場
が
完
成
す
る

7 

社
名
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
変
更
、
日
本
ク
ロ
ス
工
業
㈱
か
ら
ダ
イ
ニ
ッ
ク
㈱
と
な
る　

ダ
イ
ニ

ッ
ク
グ
ル
ー
プ
が
誕
生
す
る

 

増
資
、
資
本
金
を
一
六
億
二
〇
〇
〇
万
円
と
す
る

 

㈱
ナ
カ
ヤ
が
ダ
イ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
の
傘
下
に
入
る　

資
本
金
三
〇
〇
〇
万
円
、
会
長
＝
長
崎
一

男
、
社
長
＝
中
津
淳
一

 

札
幌
営
業
所
を
開
設
す
る
︵
札
幌
市
中
央
区
北
五
条
西
九
丁
目
︶
所
長
＝
奥
富
武
美

8 

組
織
改
編　

四
事
業
本
部
制
を
六
事
業
本
部
制
に
あ
ら
た
め
る
①
財
務
本
部
を
設
け
、
財
務
部
と

経
理
部
を
集
約
す
る
②
開
発
本
部
の
も
と
に
技
術
部
、
施
設
部
と
中
央
開
発
研
究
所
、
開
発
部
を

一
本
化
す
る
③
Ｔ
Ｑ
Ｃ
推
進
本
部
を
設
け
る
④
染
工
販
売
部
を
営
業
本
部
内
に
編
成
替
え
す
る

 

創
立
五
五
周
年
記
念
式
典
を
行
な
う
︵
一
八
日
︶

 

新
社
歌
を
制
定
す
る

 

﹃
創
立
55
周
年
記
念
誌
﹄
を
刊
行
す
る
︵
吉
田
光
邦
﹁
い
ろ
﹂、﹁
新
し
い
流
れ
の
中
で
﹂︶

11 

深
谷
工
場
の
厚
生
棟
・
ダ
イ
ニ
ッ
ク
ホ
ー
ル
竣
工
す
る

12 

デ
ィ
ン
フ
ェ
ル
︵D

Y
N

FER LT
D

.

︶、
フ
ラ
ン
ス
の
フ
ェ
ラ
リ
ー
と
の
合
弁
で
発
足
︵
香
港　

資

本
金
三
〇
万
香
港
ド
ル
︶
社
長
＝
ミ
ゲ
ー
ル
・
フ
ェ
ラ
リ
ー
、
専
務
＝
水
谷
博

 

㈱
ニ
カ
ブ
を
設
立
す
る
︵
千
代
田
区
神
田
岩
本
町 

長
谷
川
第
12
︶
資
本
金
五
〇
〇
万
円
、
会
長
＝

坂
部
三
次
郎
、
社
長
＝
市
木
孫
資　

ホ
ビ
ー
シ
ョ
ッ
プ
、
喫
茶
等
を
ジ
ョ
イ
ン
ト
し
た
店
舗

1 

無
償
増
資
、
資
本
金
一
六
億
四
四
三
〇
万
円
と
す
る

3 

ダ
イ
ニ
ッ
ク
フ
ェ
ア
＇75
︵
ク
ロ
ス
製
品
展
示
会
︶
を
開
催
す
る
︵
東
京
・
出
版
倶
楽
部　

三
月

四
・
五
日
、
大
阪
・
大
阪
支
社　

三
月
一
七
・
一
八
日
︶

4 

ニ
ッ
ク
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
㈱
を
設
立
す
る
︵
大
阪
市
東
区
高
麗
橋
三－

二
八
新
高
麗
橋
ビ
ル
︶
資
本

1 

第
二
次
石
油
・
電
力
節
減
対
策
を
決
定

2 

消
費
者
物
価
が
暴
騰

3 

政
府
、
石
油
製
品
の
値
上
げ
と
生
活
関
連
物
資
の
価
格
凍
結
を
決
定

 

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ル
バ
ン
グ
島
で
元
陸
軍
少
尉
小
野
田
寛
郎
を
救
出

4 

春
闘
共
闘
委
、
ゼ
ネ
ス
ト
突
入

7 

第
一
〇
回
参
議
院
選
挙
で
膨
大
な
選
挙
資
金
、
タ
レ
ン
ト
候
補
、
企
業
ぐ

る
み
戦
術
が
話
題
と
な
る

8 

ニ
ク
ソ
ン
米
大
統
領
が
辞
任
、
フ
ォ
ー
ド
が
大
統
領
に
就
任

 

東
京
・
丸
ノ
内
の
三
菱
重
工
本
社
で
爆
破
事
件

9 

青
森
県
・
原
子
力
船
む
つ
が
放
射
能
漏
れ
事
故

10 

佐
藤
栄
作
前
首
相
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞

11 

フ
ォ
ー
ド
米
大
統
領
来
日
︵
現
職
大
統
領
初
の
訪
日
︶

12 

田
中
首
相
金
脈
問
題
で
辞
任
、
三
木
武
夫
内
閣
が
発
足

 

戦
後
初
の
マ
イ
ナ
ス
成
長

2 
政
府
、
経
済
対
策
閣
僚
会
議
が
第
一
次
不
況
対
策
を
決
定

4 
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
解
放
勢
力
が
プ
ノ
ン
ペ
ン
を
解
放

 

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結

5 

田
部
井
淳
子
、
女
性
で
世
界
初
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂

1974
昭和49年

1975
昭和50年
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ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
で
き
ご
と

国
内
・
海
外
の
で
き
ご
と

金
三
〇
〇
万
円
、
会
長
＝
坂
部
三
次
郎
、
社
長
＝
植
村
秀
春

5 

名
古
屋
営
業
所
を
開
設
す
る
︵
名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
三－

五－

三
三
山
富
第
一
ビ
ル
︶
所
長
＝

森
矗
︵
兼
任
︶、
北
川
文
康
ほ
か
七
人
で
出
発

7 
フ
レ
ス
タ
イ
ン
テ
リ
ア
㈱
を
設
立
す
る
︵
大
阪
市
中
央
区
高
麗
橋
三－

二
八
新
高
麗
橋
ビ
ル
︶
資

本
金
五
〇
〇
万
円
、
会
長
＝
坂
部
三
次
郎
、
社
長
＝
奥
村
晴
雄

 

ニ
ッ
ク
パ
ワ
ー
ズ
㈱
を
設
立
す
る
︵
京
都
市
右
京
区
宮
ノ
東
町
一
︶
資
本
金
一
〇
〇
〇
万
円
、
会

長
＝
坂
部
三
次
郎
、
社
長
＝
尾
崎
貴
一

8 

ニ
ッ
ク
保
険
サ
ー
ビ
ス
㈱
を
設
立
す
る
︵
京
都
市
右
京
区
西
京
極
大
門
町
二
六
︶
資
本
金
五
〇
万

円
、
会
長
＝
坂
部
三
次
郎
、
社
長
＝
石
丸
昇

9 

組
織
改
編　

営
業
本
部
に
生
活
用
品
販
売
部
、
車
輛
資
材
販
売
部
を
設
け
、
機
能
強
化
を
は
か
る

︵
七
販
売
部
と
な
る
︶

 

仙
台
営
業
所
を
開
設
す
る
︵
仙
台
市
本
町
一－

一－

八
第
一
日
本
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
︶
所
長
＝
粕
谷

健
蔵
ほ
か
五
名
で
出
発
す
る
︵
九
月
一
九
日
︶

2 

組
織
改
編　

ラ
イ
ン
と
ス
タ
ッ
フ
の
機
能
を
明
確
に
す
る　

生
販
担
当
専
務
︵
河
村
泰
︶
の
も
と

に
営
業
本
部
、
生
産
部
門
の
ラ
イ
ン
を
、
企
画
管
理
部
門
担
当
︵
伊
藤
博
介
︶
の
も
と
に
各
部
門

ス
タ
ッ
フ
を
集
約
す
る

 

﹁
緊
急
対
策
﹂
実
施
の
社
長
通
達
を
発
令
す
る
︵
二
月
二
七
日
︶

4 

京
都
工
場
の
滋
賀
移
転
を
決
定
し
、
社
内
・
社
外
に
公
表
す
る　

建
設
準
備
委
員
会
が
発
足
す
る

 

︵
委
員
長
＝
伊
藤
博
介
、
副
委
員
長
＝
河
村
泰
、
委
員
＝
服
部
欣
二
・
石
丸
昇
・
坂
部
勝
三
・
市
川

満
哉
・
尾
崎
貴
一
・
鎌
北
明
︶

６ 

磁
気
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
︵
発
券
機
用
︶
の
生
産
を
開
始
す
る

7 

深
谷
工
場
に
フ
ァ
ン
シ
ー
・
パ
ン
チ
製
造
機
を
新
設
す
る　

車
輛
用
カ
ー
ペ
ッ
ト
に
進
出
す
る

 

ダ
イ
ニ
ッ
ク
イ
ン
テ
リ
ア
グ
ル
ー
プ
が
発
足
す
る
︵
七
月
一
七
日
関
東
地
区
発
会
式
を
行
な
う　

関
西
地
区
は
一
一
月
二
日
、
九
州
地
区
は
九
月
二
日
に
発
会
式
を
行
な
う
︶

10 

ニ
ッ
ク
工
芸
㈱
を
設
立
す
る
︵
京
都
市
右
京
区
西
京
極
大
門
町
二
六
︶
資
本
金
六
〇
〇
万
円
、

会 

長
＝
坂
部
三
次
郎
、
社
長
＝
笹
山
和
夫

11 

組
織
改
編　

そ
れ
ま
で
の
生
産
本
部
、
営
業
本
部
と
い
う
形
の
機
能
別
ヨ
コ
割
り
組
織
を
廃
し
、

タ
テ
割
り
の
事
業
本
部
制
組
織
と
す
る　

第
一
事
業
部
、
第
二
事
業
部
、
第
三
事
業
部
の
三
部
門

に
ラ
イ
ン
を
集
約
す
る

 

滋
賀
工
場
、
地
鎮
祭
を
行
な
う
︵
一
一
月
三
日
︶

 

│
こ
の
年
、
磁
気
通
帳
用
ク
ロ
ス
﹁
マ
グ
ナ
プ
レ
ン
﹂
を
開
発
す
る

7 

沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催

8 

三
木
首
相
訪
米
、
共
同
声
明
を
発
表

 

興
人
、
倒
産
︵
負
債
総
額
一
五
〇
〇
億
円
、
戦
後
最
大
︶

9 

天
皇
・
皇
后
、
初
の
訪
米

11 

パ
リ
・
ラ
ン
ブ
イ
エ
で
第
一
回
先
進
国
首
脳
会
議
︵
サ
ミ
ッ
ト
︶
が
開
催

 

公
労
協
、
ス
ト
権
ス
ト
に
突
入

1 

中
国
、
周
恩
来
首
相
死
去

2 

米
多
国
籍
企
業
小
委
員
会
で
黒
い
ピ
ー
ナ
ツ
事
件
発
覚
︵
ロ
ッ
キ
ー
ド
事

件
︶

4 

中
国
で
天
安
門
事
件
が
起
こ
る

7 

南
北
ベ
ト
ナ
ム
が
統
一
、
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
成
立

 

第
二
一
回
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
が
開
催

 

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
で
、
田
中
前
首
相
を
逮
捕

9 

毛
沢
東
中
国
国
家
主
席
死
去

10 

中
国
で
四
人
組
が
逮
捕

11 

カ
ー
タ
ー
︵
民
主
党
︶、
米
大
統
領
に
当
選

12 

福
田
赴
夫
内
閣
が
成
立

1976
昭和51年

1975
昭和50年
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1 

東
芝
ニ
ッ
ク
工
業
㈱
を
ニ
ッ
ク
工
業
㈱
に
社
名
変
更
す
る　

社
長
＝
中
本
虎
造

3 

ク
ロ
ス
販
売
部
﹁
ミ
ニ
サ
ン
プ
ル
﹂
シ
リ
ー
ズ
を
制
作
・
配
布
す
る

9 

東
京
ア
セ
テ
ー
ト
㈱
を
吸
収
し
、
不
織
布
事
業
本
部
と
す
る

 

滋
賀
工
場
、
工
場
建
物
工
事
完
了
、
ボ
イ
ラ
ー
火
入
れ
式
を
行
な
い
、
試
運
転
を
開
始
す
る
︵
九

月
二
五
日
︶

11 

組
織
改
編　

①
東
京
本
社
を
東
京
営
業
所
と
し
、
本
社
機
能
を
狭
山
︵
東
京
工
場
︶
に
移
転
す
る

 
②
中
央
開
発
研
究
所
︵
京
都
府
向
日
市
︶
を
閉
鎖
、
そ
の
機
能
を
滋
賀
工
場
技
術
セ
ン
タ
ー
に
集

約
す
る
③
ビ
ジ
ネ
ス
用
途
販
売
部
を
新
設
す
る
④
市
場
別
事
業
部
制
の
徹
底
を
図
る
︵
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
本
部
を
事
業
部
と
名
称
を
あ
ら
た
め
る
︶

5 

滋
賀
工
場
竣
工
披
露
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
な
う
︵
五
月
一
一
日
︶

9 

Ｎ
Ｃ
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
、
当
社
一
〇
〇
％
出
資
会
社
と
な
る

 

ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
・
テ
キ
シ
フ
ュ
ー
ズ
の
株
式
を
一
〇
〇
％
取
得
し
、
資
本
金
二
五
万
香
港
ド

ル
を
も
っ
て
新
た
に
出
発
す
る　

チ
ェ
ア
マ
ン
＝
坂
部
三
次
郎
、
マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
・
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
＝
松
村
恭
一

10 

滋
賀
工
場
第
一
期
工
事
完
了
、
全
面
操
業
に
入
る

11 

組
織
改
編　

①
生
販
部
門
を
三
事
業
部
か
ら
六
事
業
部
と
し
、
ま
た
購
買
部
を
新
た
に
設
け
る

 

②
加
工
商
品
販
売
部
を
新
設
す
る

 

京
都
工
場
の
解
体
作
業
始
ま
る
︵
一
九
七
九
年
二
月
完
了
︶

2 

広
島
営
業
所
を
開
設
す
る
︵
広
島
市
基
町
一
二
︶
所
長
＝
塩
貝
満
州
雄
ほ
か
三
名
で
出
発
す
る

 

ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
ホ
ン
コ
ン
︵D

Y
N

IC 

［H
K

］LT
D

.

︶
を
設
立
す
る　

資
本
金
二
〇
万
香
港
ド
ル
、

会
長
＝
坂
部
三
次
郎
、
マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
＝
近
藤
哲
夫

4 

深
谷
工
場
壁
紙
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
︵
日
本
工
業
規
格
︶
受
審
、
合
格
す
る

6 

ニ
ッ
ク
セ
ブ
ン
︵
被
服
用
耐
久
性
タ
ッ
グ
︶
が
第
五
回
繊
維
学
会
﹁
技
術
賞
﹂
を
受
け
る

7 

第
一
一
六
期
決
算
に
お
い
て
四
年
ぶ
り
復
配
︵
八
％
︶
を
実
現
す
る

 

滋
賀
工
場
、
第
二
期
工
事
完
工
す
る

 

滋
賀
工
場
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
︵
日
本
工
業
規
格
︶
受
審
、
合
格
す
る

8 

創
立
六
〇
周
年
記
念
式
典
を
行
な
う

10 

第
一
回
﹁
京
都
近
代
工
業
フ
ェ
ア
﹂
に
出
展
す
る

11 

﹁
品
質
に
関
す
る
社
長
方
針
﹂
を
明
示
す
る

 

組
織
改
編　

①
Ｔ
Ｑ
Ｃ
推
進
本
部
を
新
設
②
開
発
機
能
の
強
化
、
体
制
整
備
③
人
材
活
用

 

滋
賀
工
場
、
厚
生
棟
建
設
起
工
式
を
行
な
う

2 

繊
維
製
品
の
対
米
輸
出
規
制
枠
全
廃

5 

領
海
法
・
漁
業
水
域
暫
定
措
置
法
が
成
立

8 

北
海
道
・
有
珠
山
噴
火　

9 

プ
ロ
野
球
・
王
貞
治
、
第
一
回
国
民
栄
誉
賞
受
賞

 

日
本
赤
軍
が
日
航
機
乗
っ
取
り

10 

政
府
税
制
調
査
会
、
一
般
消
費
税
導
入
を
提
言

11 

円
相
場
急
騰

 

エ
ジ
プ
ト
・
サ
ダ
ト
大
統
領
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
訪
問

12 

日
米
通
商
交
渉
開
始

 

│
こ
の
年
、
円
高
が
続
き
、
中
小
企
業
の
倒
産
相
次
ぐ

3 

成
田
空
港
管
制
室
に
過
激
派
が
乱
入

 

日
本
銀
行
、
公
定
歩
合
を
三
・
五
％
に
引
き
下
げ
︵
戦
後
最
低
水
準
︶

5 

成
田
新
東
京
国
際
空
港
開
港

8 

日
中
平
和
友
好
条
約
が
調
印

9 

米
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
エ
ジ
プ
ト
の
首
脳
が
中
東
和
平
会
議
︵
キ
ャ
ン
プ
・

デ
ー
ビ
ッ
ド
合
意
︶

10 

東
京
外
国
為
替
市
場
で
一
ド
ル
＝
一
七
五
円
五
〇
銭
の
新
高
値

12 

福
田
内
閣
総
辞
職
、
大
平
正
芳
内
閣
が
発
足

 

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
、
原
油
の
値
上
げ
を
決
定

1 

米
中
、
国
交
樹
立

 

イ
ラ
ン
革
命
成
立

 

第
二
次
石
油
危
機

3 

エ
ジ
プ
ト
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
平
和
条
約
に
調
印

 

米
・
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
子
力
発
電
所
で
放
射
能
漏
れ
事
故
発
生

5 

英
総
選
挙
で
保
守
党
勝
利
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
が
先
進
国
で
初
の
女
性
首
相
に

6 

元
号
法
が
公
布

 

米
ソ
首
脳
会
談
、
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ⅱ
に
調
印

 

東
京
サ
ミ
ッ
ト
開
催

10 
朴
正
煕
韓
国
大
統
領
、
金
Ｋ
Ｃ
Ｉ
Ａ
︵
中
央
情
報
部
︶
部
長
に
射
殺
さ
れ

る

11 

イ
ラ
ン
米
大
使
館
占
拠
事
件
が
発
生

12 

ソ
連
軍
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
侵
攻

1977
昭和52年

1978
昭和53年

1979
昭和54年
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ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
で
き
ご
と

国
内
・
海
外
の
で
き
ご
と

 

│
こ
の
年
、
磁
気
通
帳
用
ク
ロ
ス
﹁
ニ
ュ
ー
マ
グ
ナ
プ
レ
ン
﹂
を
投
入
す
る

2 
第
一
三
回
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
︵
米
国
・
レ
ー
ク
プ
ラ
シ
ッ
ド
︶
日
本
選
手
団
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

に 
﹁
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
﹂
採
用
さ
れ
る

4 

深
谷
工
場
、
事
務
棟
建
設
地
鎮
祭
を
行
な
う

5 

滋
賀
工
場
、
壁
紙
一
五
〇
万
メ
ー
ト
ル
体
制
に
着
手　

発
泡
機
、
四
色
印
刷
機
が
稼
働
す
る

7 

桂
工
業
㈱
倍
額
増
資
し
、
新
資
本
金
三
〇
〇
〇
万
円
と
す
る

8 

東
京
本
社
営
業
所
、
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
ビ
ル　
︵
三
一
階
南
側
、
三
〇
〇
坪
︶
に
移
転
す
る

 

組
織
改
編　

①
生
産
事
業
本
部
、
営
業
事
業
本
部
の
設
置
②
技
術
セ
ン
タ
ー
を
各
工
場
所
属
と
し
、

事
業
部
内
に
開
発
部
を
新
設
す
る

 

﹃
ダ
イ
ニ
ッ
ク
60
年
史
﹄
を
刊
行
す
る

10 

深
谷
工
場
、
新
事
務
棟
・
技
術
棟
が
完
成
す
る

 

│
こ
の
年
、
フ
ェ
ル
ト
ロ
ッ
ク
を
清
算
す
る

4 

耐
久
折
り
目
加
工
﹁
リ
ン
ト
ラ
ク
事
業
﹂
ス
タ
ー
ト
、﹁
リ
ン
ト
ラ
ク
研
究
会
﹂
発
足
す
る

 

リ
ン
ト
ラ
ク
事
業
、
第
一
回
認
可
式
を
行
な
う
︵
東
京
本
社
︶

 

新
製
品
﹁
日
本
の
色
﹂
を
発
売
す
る

5 

ニ
ッ
ク
不
動
産
㈱
を
設
立
す
る
︵
京
都
市
右
京
区
西
京
極
大
門
町
二
六
︶
資
本
金
二
〇
〇
万
円
、

会
長
＝
坂
部
三
次
郎
、 

社
長
＝
岡
崎
俊
夫　

グ
ル
ー
プ
各
社
が
所
有
す
る
不
動
産
を
管
理

7 

東
京
工
場
、
排
水
二
次
処
理
装
置
が
完
成
す
る

8 

組
織
改
編　

①
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
の
新
設
②
営
業
事
業
本
部
を
六
事
業
部
、
二
部
︵
二
営
業
所
、

五
地
方
営
業
所
︶
に
改
組
す
る

9 

滋
賀
工
場
、
接
着
芯
地
の
新
生
産
方
式
﹁
ア
キ
ュ
ー
プ
リ
ン
ト
・
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
﹂

を
発
表
す
る

1 

第
一
回
イ
ン
テ
リ
ア
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
ス
展
﹁JA

PA
N

T
EX

82

﹂
に
参
加
す
る

 

﹁
Ｎ
Ｃ
カ
ー
ペ
ッ
ト
Ｘ
Ｌ
﹂
を
発
売
す
る

 

﹁
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ョ
ウ
﹂
に
初
参
加
す
る
︵
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
、
磁
気
通
帳
ほ
か
出
展
︶

8 

組
織
改
編　

①
企
画
開
発
、
管
理
、
国
際
事
業
の
三
本
部
を
新
設　

Ｔ
Ｑ
Ｃ
、
営
業
、
生
産
の
三

本
部
を
あ
わ
せ
六
事
業
本
部
制
と
す
る
②
社
長
室
、
未
来
開
発
部
、
技
術
開
発
部
、
技
術
管
理
部
、

3 

日
銀
、
公
定
歩
合
を
史
上
最
高
水
準
の
九
％
に
引
き
上
げ

4 

イ
ラ
ン
、
日
本
へ
の
原
油
船
積
み
を
停
止

5 

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
チ
ト
ー
大
統
領
死
去

6 

初
の
衆
参
同
日
選
挙
で
自
民
党
が
圧
勝

 

ベ
ネ
チ
ア
・
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催

7 

鈴
木
善
幸
内
閣
が
発
足

 

第
二
二
回
モ
ス
ク
ワ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
、
日
・
米
・
中
・
西
独
な
ど

が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
事
件
抗
議
で
ボ
イ
コ
ッ
ト

8 

韓
国
・
全
斗
煥
大
統
領
が
選
出

9 

イ
ラ
ン
、
イ
ラ
ク
、
全
面
戦
争
に
突
入

11 

米
大
統
領
選
で
レ
ー
ガ
ン
︵
共
和
党
︶
当
選

1 

二
月
七
日
を
北
方
領
土
の
日
に
決
定

2 

ロ
ー
マ
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
が
初
来
日

3 

中
国
残
留
孤
児
四
七
人
が
初
来
日

 

神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
博
覧
会
﹁
ポ
ー
ト
ピ
ア
＇81
﹂
開
催

5 

仏
大
統
領
選
で
社
会
党
の
ミ
ッ
テ
ラ
ン
が
当
選

6 

改
正
商
法
成
立
、
総
会
屋
締
出
し
へ

10 

エ
ジ
プ
ト
・
サ
ダ
ト
大
統
領
が
暗
殺

 

福
井
謙
一
京
大
教
授
が
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞

12 

ポ
ー
ラ
ン
ド
、
全
土
に
戒
厳
令

1 
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
で
有
罪
判
決

2 
ホ
テ
ル
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
パ
ン
︵
東
京
︶
で
火
災

 

日
航
機
、
羽
田
沖
で
逆
噴
射
墜
落

3 

東
京
金
取
引
所
開
設

4 

イ
ス
ラ
エ
ル
、
エ
ジ
プ
ト
に
シ
ナ
イ
半
島
を
返
還

1980
昭和55年

1981
昭和56年

1979
昭和54年

1982
昭和57年



605

営
業
企
画
部
、
生
産
計
画
部
を
新
設
③
財
務
部
門
を
京
都
か
ら
東
京
に
移
転
④
東
京
本
社
営
業
所

を
東
京
本
社
と
す
る

 

神
田
出
張
所
を
開
設
す
る
︵
東
京
都
千
代
田
区
神
田
小
川
町
三－

二
二 

第
三
大
丸
ビ
ル
︶

 

滋
賀
工
場
、
新
方
式
に
よ
る
コ
ー
テ
イ
ン
グ
・
マ
シ
ン
が
稼
働
す
る

10 

東
京
工
場
、
メ
イ
ン
機
械
に
よ
る
集
中
生
産
体
制
に
移
行
す
る

 

ニ
ッ
ク
工
業
㈱
を
解
散
す
る

 
深
谷
工
場
、
不
織
布
﹁
Ｐ
Ｆ－

１
号
機
﹂
の
改
造
が
完
了
す
る
︵
Ｐ
Ｐ
Ｅ
不
織
布
の
製
造
開
始
︶

1 

タ
イ
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
発
売
す
る

5 

組
織
改
編　

営
業
事
業
本
部
、
国
際
事
業
本
部
を
そ
れ
ぞ
れ
第
一
、
第
二
営
業
事
業
本
部
と
改
称

す
る　

神
田
出
張
所
を
神
田
営
業
所
に
改
称
す
る

 

ニ
ッ
ク
パ
ワ
ー
ズ
㈱
を
解
散
す
る

6 

滋
賀
工
場
、
ビ
ニ
ル
壁
紙
新
設
機
が
稼
働
す
る

8 

フ
レ
ス
タ
イ
ン
テ
リ
ア
㈱
を
解
散
す
る

9 

深
谷
工
場
、
不
織
布
製
造
﹁
Ｐ
Ｆ－
22
号
機
﹂
が
稼
働
す
る
︵
中
デ
ニ
ー
ル
・
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ

カ
ー
ペ
ッ
ト
の
製
造
開
始
︶

10 

滋
賀
工
場
、
ア
キ
ュ
ー
プ
リ
ン
ト
製
造
技
術
が
静
電
気
学
会
﹁
進
歩
賞
﹂
を
受
賞
す
る

 

多
賀
緑
化
開
発
㈱
を
設
立
す
る
︵
滋
賀
県
犬
上
郡
多
賀
町
大
字
多
賀
二
七
〇
︶ 

資
本
金
三
五
〇
万
円
、

会
長
＝
坂
部
三
次
郎
、
社
長
＝
坂
部
勝
三

11 

組
織
改
編　

イ
ン
ク
リ
ボ
ン
事
業
の
強
化
の
た
め
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
製
造
部
、
ビ
ジ
ネ
ス
用
途
販
売

部
を
設
置
す
る

 

│
こ
の
年
、
金
融
端
末
用
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
を
開
発
、
市
場
に
投
入
す
る

1 

東
京
工
場
、
Ｃ
Ｃ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
、
滋
賀
・
深
谷
と
あ
わ
せ
三
工
場
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
カ

ラ
ー
マ
ッ
チ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
完
成
す
る

3 

東
京
工
場
、
シ
ー
ト
カ
ッ
タ
ー
﹁
Ｆ
Ｃ－

１
号
機
﹂
稼
働
す
る
︵
仕
上
げ
の
内
作
化
︶

10 

狭
山
ニ
ッ
ク
㈱
を
設
立
す
る
︵
埼
玉
県
狭
山
市
上
奥
富
一
一
四
〇
︶　

資
本
金
五
〇
〇
万
円
、  

会
長

＝
坂
部
三
次
郎
、
社
長
＝
佐
藤
暢
秀

10 

深
谷
工
場
、
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
新
製
造
設
備
を
新
設
す
る
︵
中
デ
ニ
ー
ル
・
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
機
︶

 

│
こ
の
年
、
米
国
の
ロ
イ
タ
イ
プ
か
ら
、
熱
転
写
フ
ィ
ル
ム
塗
装
機
を
導
入
し
、
サ
ー
マ
ル
リ
ボ

ン
の
生
産
を
開
始
す
る

 

│
こ
の
年
、
Ｓ
Ｔ
式
底
面
灌
水
シ
ス
テ
ム
を
販
売
す
る

 

│
こ
の
年
、
壁
紙
﹁
エ
ア
ー
ド
﹂
を
発
売
す
る

6 

米
で
Ｉ
Ｂ
Ｍ
産
業
ス
パ
イ
事
件

 

東
北
新
幹
線
︵
大
宮
～
盛
岡
間
︶
が
開
業

9 

ア
ラ
ブ
首
脳
会
議
で
フ
ェ
ズ
憲
章
︵
イ
ス
ラ
エ
ル
の
生
存
権
を
認
め
る
︶

採
択

11 

上
越
新
幹
線
︵
大
宮
～
新
潟
間
︶
が
開
業

 

中
曽
根
康
弘
内
閣
が
発
足

1 

中
曽
根
首
相
が
訪
韓
、
初
の
首
相
公
式
訪
問

2 

日
本
初
の
実
用
通
信
衛
星
﹁
さ
く
ら
2
号
ａ
﹂
打
ち
上
げ

3 

第
二
臨
調
が
行
革
に
関
す
る
最
終
答
申
を
提
出

 

中
国
自
動
車
道
、
全
線
開
通

4 

レ
バ
ノ
ン
・
ベ
イ
ル
ー
ト
米
大
使
館
で
爆
弾
テ
ロ

 

サ
ラ
金
規
制
法
が
成
立

5 

臨
時
行
政
改
革
推
進
審
議
会
を
設
置
︵
会
長
・
土
光
敏
夫
︶

 

秋
田
県
沖
で
Ｍ
七
・
七
の
地
震
︵
日
本
海
中
部
地
震
︶

 

米
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
で
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催

6 

国
債
発
行
残
高
が
一
〇
〇
兆
円
を
突
破

8 

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
野
党
指
導
者
ベ
ニ
グ
ノ
・
ア
キ
ノ
暗
殺

9 

ソ
連
空
軍
機
、
大
韓
航
空
機
を
撃
墜

10 

ビ
ル
マ
・
ラ
ン
グ
ー
ン
で
爆
弾
テ
ロ

 

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
で
田
中
元
首
相
に
有
罪
判
決

 

日
本
初
の
体
外
受
精
児
︵
試
験
管
ベ
ビ
ー
︶
誕
生

1 

日
経
ダ
ウ
平
均
株
価
、
初
の
一
万
円
台
を
記
録

3 

江
崎
グ
リ
コ
社
長
誘
拐
、
グ
リ
コ
・
森
永
事
件

5 

国
籍
法
・
戸
籍
法
が
改
正

7 

第
二
三
回
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
、
ソ
連
圏
が
不
参
加

8 

国
鉄
再
建
監
理
委
員
会
、
国
鉄
の
分
割
・
民
営
化
を
提
言

10 

イ
ン
ド
の
イ
ン
デ
ィ
ラ
・
ガ
ン
ジ
ー
首
相
が
暗
殺

11 
一
五
年
ぶ
り
に
一
万
・
五
〇
〇
〇
・
一
〇
〇
〇
円
の
新
札
発
行

1983
昭和58年

1984
昭和59年
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ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
で
き
ご
と

国
内
・
海
外
の
で
き
ご
と

2 

深
谷
工
場
、
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
機
が
稼
働
す
る

4 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
リ
ボ
ン
、
壁
紙
の
設
備
増
強
に
着
手
す
る

5 
第
一
二
二
期
決
算
発
表
、
四
年
ぶ
り
に
復
配
︵
普
通
三
円
、
記
念
一
円
︶
を
果
た
す

8 
組
織
改
編　

①
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
事
業
の
拡
充
・
強
化
②
新
規
事
業
育
成
③
不
織
布
部
門
の
強
化
④

人
材
登
用

11 

京
都
ビ
ジ
ネ
ス
サ
プ
ラ
イ
㈱
を
設
立
す
る
︵
京
都
市
右
京
区
西
京
極
大
門
町
二
六
︶　

資
本
金
一
〇

〇
〇
万
円
、
会
長
＝
坂
部
三
次
郎
、
社
長
＝
久
納
浩
三

1 

建
装
事
業
部
を
新
設
す
る

3 

㈱
ニ
ッ
ク
増
資
、
新
資
本
金
三
〇
〇
〇
万
円
と
す
る

 

パ
ッ
ケ
ー
ジ
素
材
展
を
開
催
す
る

8 

組
織
改
編　

①
商
品
別
事
業
部
制
を
導
入
す
る
②
Ｆ
Ｆ
Ｃ
︵Fine Film

 Coating

︶
事
業
部
が
発

足
す
る
③
不
織
布
事
業
部
が
発
足
す
る

 

技
術
開
発
本
部
﹁
総
合
技
術
実
験
棟
﹂
が
完
成
す
る
︵
滋
賀
工
場
内
︶

9 

深
谷
工
場
、
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
ラ
イ
ン
﹁
Ｐ
Ｆ－

４
号
機
﹂
を
導
入
す
る

 

滋
賀
工
場
、
ビ
ニ
ル
製
造
グ
ラ
ビ
ア
印
刷
機
が
稼
働
す
る

 

ハ
ロ
ニ
ッ
ク
㈱
増
資
、
新
資
本
金
四
八
〇
〇
万
円
と
な
る

11 

東
京
工
場
、
Ｆ
Ｆ
Ｃ
製
造
設
備
が
完
成
す
る

 

深
谷
工
場
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
用
バ
ッ
ク
サ
イ
ジ
ン
グ
機
﹁
Ｗ
Ｄ－

３
号
機
﹂
が
稼
働
す
る

12 

狭
山
成
型
㈱
を
設
立
す
る
︵
埼
玉
県
狭
山
市
上
奥
富
一
一
四
〇
︶
資
本
金
一
〇
〇
〇
万
円
、
社
長

＝
佐
藤
暢
秀

2 

﹁
芯
地
総
合
展
﹂
を
開
催
す
る
︵
東
京
・
大
阪
・
岐
阜
︶

3 

フ
ィ
ル
ム
素
材
﹁
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ａ
﹂
発
表
展
示
会
を
開
催
、
発
売
を
開
始
す
る

5 

滋
賀
工
場
、
芯
地
事
業
部
、﹁
Ｓ
Ｃ－

２
号
機
﹂
の
改
造
が
完
成
す
る

 

滋
賀
工
場
、﹁
生
産
端
末
シ
ス
テ
ム
﹂
が
完
成
す
る

7 

滋
賀
工
場　

ロ
ー
タ
リ
ー
五
色
﹁
Ｖ
Ｒ－

２
号
機
﹂
が
稼
働
す
る

 

滋
賀
工
場
、
Ｄ
Ｃ
事
業
部
﹁
Ｔ
Ｃ－

１
号
機
﹂
が
稼
働
す
る

 

深
谷
工
場
、
不
織
布
新
設
熱
処
理
機
﹁
Ｐ
Ａ－

５
号
機
﹂
が
稼
働
す
る

8 

組
織
改
編　

①
イ
ン
テ
リ
ア
事
業
と
Ｆ
Ｆ
Ｃ
事
業
を
強
化
す
る
②
滋
賀
事
業
本
部
に
文
化
事
業
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
新
設
す
る

3 

ソ
連
共
産
党
書
記
長
チ
ェ
ル
ネ
ン
コ
死
去
、
後
任
に
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ

4 

電
電
公
社
、
日
本
専
売
公
社
が
民
営
化
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
︵
日
本
電
信
電
話
株
式

会
社
︶、
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
が
発
足

5 

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
成
立

6 

大
鳴
門
橋
完
成
︵
淡
路
島
～
鳴
門
間
︶

8 

日
航
ジ
ャ
ン
ボ
機
、
群
馬
県
御
巣
鷹
山
に
墜
落
、
死
者
五
二
〇
人

9 

メ
キ
シ
コ
で
Ｍ
八
・
一
の
大
地
震

1 

米
の
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
爆
発
︵
乗
組
員
七
人
全

員
死
亡
︶

2 

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
マ
ル
コ
ス
政
権
が
崩
壊

4 

ソ
連
・
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
原
発
事
故
が
発
生

5 

東
京
サ
ミ
ッ
ト
開
催

6 

南
ア
、
全
土
に
非
常
事
態
宣
言
発
令

9 

土
井
た
か
子
、
社
会
党
委
員
長
に
当
選
︵
国
政
史
初
の
女
性
党
首
︶

 

韓
国
・
ソ
ウ
ル
金
浦
空
港
で
爆
弾
テ
ロ

10 

レ
イ
キ
ャ
ビ
ー
ク
で
レ
ー
ガ
ン
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
米
ソ
首
脳
会
談

11 

伊
豆
大
島
・
三
原
山
、
二
〇
九
年
ぶ
り
の
大
噴
火

12 

防
衛
費
が
対
Ｇ
Ｎ
Ｐ
比
初
の
一
％
枠
突
破

1 

中
国
、
学
生
の
民
主
化
要
求
デ
モ
の
責
任
を
取
り
、
胡
耀
邦
総
書
記
が
辞
任

2 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
株
が
上
場

 

レ
ー
ガ
ン
米
大
統
領
、
イ
ラ
ン
工
作
の
責
任
を
認
め
る

4 

国
鉄
分
割
・
民
営
化
、
Ｊ
Ｒ
が
発
足

5 
西
宮
市
・
朝
日
新
聞
阪
神
支
局
で
侵
入
者
が
発
砲
、
記
者
一
人
死
亡

6 
大
阪
証
券
取
引
所
、
日
本
初
の
株
式
先
物
取
引
開
始

9 

東
独
・
ホ
ー
ネ
ッ
カ
ー
議
長
、
西
独
を
初
訪
問

 

米
ロ
ッ
ク
歌
手
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
来
日

 

中
国
・
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
で
独
立
デ
モ

1985
昭和60年

1986
昭和61年

1987
昭和62年
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ダ
イ
ニ
ッ
ク
ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
天
究
館
を
開
館
す
る
︵
館
長
＝
米
田
康
男
︶　

9 

ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
ア
メ
リ
カ
︵D

Y
N

IC A
M

ERICA
 IN

C.

︶
を
設
立
す
る　

資
本
金
二
〇
万
ド
ル
、

社
長
＝
坂
部
三
次
郎

11 

千
葉
営
業
所
を
開
設
す
る
︵
千
葉
市
新
町
四
六　

第
八
東
ビ
ル
︶
中
曽
根
所
長
以
下
三
名
で
出
発
す
る

 

滋
賀
工
場
、
ク
ロ
ス
新
塗
料
製
造
設
備
が
完
成
す
る

 

滋
賀
工
場
、
第
一
工
場
・
新
事
務
棟
増
築
完
成
す
る

2 

ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
コ
ー
ト
を
設
立
す
る
︵
米
国
オ
レ
ゴ
ン
州
ヒ
ル
ズ
ボ
ロ
市
︶
資
本
金
五
〇
万
ド
ル
、

米
国
に
お
い
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
リ
ボ
ン
の
製
造
を
行
な
う

4 

滋
賀
工
場
、
壁
紙
製
造
工
程
の
ラ
イ
ン
化
が
完
成
す
る

 

滋
賀
工
場
、
ク
ロ
ス
・
グ
ラ
ビ
ア
コ
ー
タ
ー
が
稼
働
す
る

 

ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
コ
ー
ト
、
オ
レ
ゴ
ン
工
場
が
竣
工
す
る

 

滋
賀
工
場
、
壁
紙
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
マ
シ
ン
﹁
Ｖ
Ｃ－

６
号
機
﹂
が
稼
働
す
る

 

深
谷
工
場
、
カ
レ
ン
ダ
ー
﹁
Ｎ－
８
号
機
﹂
が
稼
働
す
る

6 

狭
山
成
型
㈱
の
株
式
を
一
〇
〇
％
取
得
す
る

 

タ
イ
・
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
︵T

H
A

I ST
A

FLEX
 CO

., LT
D

.

︶
を
設
立
す
る  

資
本
金
四
〇

〇
〇
万
バ
ー
ツ
、
社
長
＝
ブ
ン
ヤ
シ
ッ
ト
・
チ
ョ
ク
ワ
タ
ナ
代
表
︵
Ｓ
Ｐ
Ｉ
︶ 

、 

副
社
長
＝
坂
部
三

次
郎
、
マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
＝
馬
場
常
夫

9 

時
価
発
行
増
資
を
実
施
す
る　

二
五
〇
万
株
︵
一
株
＝
一
三
五
一
円
︶
新
資
本
金
三
三
億
三
四
三

〇
万
円
と
な
る

 

滋
賀
工
場
、
第
三
仕
上
げ
室
が
完
成
す
る

 

深
谷
工
場
、
不
織
布
﹁
Ｐ
Ｆ－

５
号
機
﹂
が
稼
働
す
る

10 

第
一
回
ワ
ラ
ン
ト
債
を
発
行
す
る
︵
六
〇
〇
〇
万
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
︶

11 

第
一
回
﹁
開
発
大
賞
﹂　
﹁
改
善
大
賞
﹂
が
決
定
す
る

1 

滋
賀
工
場
、
ク
ロ
ス
﹁
Ｃ
Ｃ－

１
号
機
﹂
の
改
造
完
了
す
る

4 

ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
コ
ー
卜
︵D

Y
N

IC K
O

T
E IN

C.

︶
の
全
株
式
を
取
得
、
一
〇
〇
％
子
会
社
と
し
、

ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
Ｕ
Ｓ
Ａ
︵D

Y
N

IC U
SA

 CO
RP.

︶
と
社
名
変
更
す
る　

新
資
本
金
二
〇
〇
万
ド

ル
、
社
長
︵
オ
フ
ィ
サ
ー
︶
＝
荻
原
滋
夫

5 

ワ
ラ
ン
ト
債
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
証
券
市
場
に
上
場
す
る

6 

深
谷
工
場
、
ビ
ニ
ル
印
刷
﹁
Ｐ－

４
号
機
﹂
稼
働
す
る

 

タ
イ
・
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
工
場
竣
工
す
る

7 

ダ
イ
ニ
ッ
ク
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
㈱
を
設
立
す
る
︵
埼
玉
県
狭
山
市
上
奥
富
一
一
四
〇
︶ 

資
本

金
一
〇
〇
〇
万
円
、
会
長
＝
坂
部
三
次
郎
、
社
長
＝
西
田
嘉
一

10 

米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
市
場
で
株
価
大
暴
落
︵
ブ
ラ
ッ
ク
・
マ
ン
デ
ー
︶

 

利
根
川
進
、
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞

11 

竹
下
登
内
閣
が
発
足

 

大
韓
航
空
機
爆
破
さ
れ
る

12 

米
ソ
が
Ｉ
Ｎ
Ｆ
︵
中
距
離
核
戦
力
︶
全
廃
条
約
に
調
印

 

韓
国
大
統
領
選
挙
、
盧
泰
愚
当
選

2 

第
一
五
回
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
カ
ル
ガ
リ
ー
大
会
開
催

3 

青
函
ト
ン
ネ
ル
が
開
通

4 

マ
ル
優
制
度
撤
廃

 

瀬
戸
大
橋
が
開
通

5 

仏
・
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
再
選

 

ソ
連
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
撤
退
を
開
始

7 

リ
ク
ル
ー
ト
事
件

 

イ
ラ
ン
、
国
連
の
停
戦
決
議
を
受
諾

 

横
須
賀
港
沖
で
海
上
自
衛
隊
潜
水
艦
﹁
な
だ
し
お
﹂
が
漁
船
と
衝
突

9 

第
二
四
回
ソ
ウ
ル
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
が
開
催

 

昭
和
天
皇
、
吐
血
に
よ
り
緊
急
治
療

11 

ブ
ッ
シ
ュ
︵
共
和
党
︶、
米
大
統
領
に
当
選

12 

イ
ン
ド
首
相
、
三
四
年
ぶ
り
に
中
国
を
訪
問

 

税
制
改
革
関
連
六
法
案
が
可
決

1 

昭
和
天
皇
崩
御
、
皇
太
子
明
仁
が
即
位
、
新
元
号
を
平
成
と
定
め
る
︵
一

月
七
日
︶

2 

江
副
浩
正
リ
ク
ル
ー
ト
前
会
長
ら
逮
捕

 

昭
和
天
皇
、
大
喪
の
礼
︵
新
宿
御
苑
︶

4 

税
制
改
革
︵
消
費
税
三
％
課
税
な
ど
︶
実
施

 
竹
下
首
相
、
リ
ク
ル
ー
ト
疑
惑
で
退
陣
表
明

5 
ソ
連
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
訪
中
、
中
ソ
関
係
正
常
化
へ

 

北
京
・
天
安
門
広
場
に
一
〇
〇
万
人
集
結

6 

第
二
次
天
安
門
事
件

1988
昭和63年

1989
昭和64年・平成元年
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ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
で
き
ご
と

国
内
・
海
外
の
で
き
ご
と

8 

資
本
金
四
五
億
七
六
〇
〇
万
円
と
な
る

 

組
織
改
編　

①
ラ
イ
ン
総
括
本
部
と
経
営
企
画
部
の
統
合
②
開
発
の
強
化
ほ
か

 
ス
テ
ラ
・
ニ
ッ
ク
㈱
を
設
立
す
る
︵
東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
二－

二－

三
四 

千
代
田
三
信

ビ
ル
︶  

資
本
金
三
〇
〇
〇
万
円
、
会
長
＝
坂
部
三
次
郎
、
社
長
＝
藤
井
稔

 
資
本
金
五
〇
億
円
を
突
破
す
る
︵
五
〇
億
一
一
一
七
万
円
︶

9 

ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
Ｕ
Ｋ
︵D

Y
N

IC

［U
K

］LT
D

.

︶
を
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
カ
ー
デ
ィ
フ
に
設
立
す
る  

資

本
金
二
〇
万
ポ
ン
ド
、
会
長
＝
坂
部
三
次
郎
、
社
長
＝
服
部
直
道

10 

滋
賀
工
場
、
Ｓ
Ｃ
事
業
部
﹁
ニ
ッ
ク
セ
ブ
ン
﹂
の
新
設
機
﹁
Ｎ
Ｃ－

１
号
機
﹂
を
導
入
す
る

11 

創
立
七
〇
周
年
記
念
講
演
会
を
行
な
う
︵
東
京
・
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
、
大
阪
・
ホ
テ
ル

プ 

ラ
ザ
、
京
都
・
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
︶

12 

第
二
回
ワ
ラ
ン
ト
債
を
発
行
す
る
︵
一
億
マ
ル
ク
︶

 

Ｆ
Ｆ
Ｃ
事
業
部
に
新
鋭
キ
ュ
ア
機
を
増
設
す
る

 

ニ
ッ
ク
・
ビ
ジ
ネ
ス
サ
プ
ラ
イ
㈱
を
設
立
す
る
︵
東
京
都
千
代
田
区
神
田
淡
路
町
一－

二
一　

中

山
ビ
ル
︶　

資
本
金
一
〇
〇
〇
万
円
、
会
長
＝
坂
部
三
次
郎
、
社
長
＝
二
階
堂
康
弘

1 

滋
賀
工
場
、
Ｓ
Ｃ
事
業
部
に
広
幅
ス
リ
ッ
タ
ー
﹁
Ｒ－
１
号
機
﹂
を
導
入
す
る

2 

銘
州
興
業
㈱
が
発
足
、
資
本
金
七
六
〇
〇
万
元
で
ス
タ
ー
ト
す
る

3 

滋
賀
工
場
、
壁
紙
の
新
鋭
機
﹁
Ｖ
Ｃ－

７
号
機
﹂
と
造
粒
設
備
を
設
置
す
る

 

接
着
芯
地
の
設
備
増
強
を
行
な
う　

精
練
装
置
﹁
Ｔ
Ｎ－

１
号
機
﹂、
染
色
機
﹁
Ｔ
Ｍ－

２
号
機
﹂、

高
速
テ
ン
タ
ー
﹁
Ｔ
Ｔ－

２
号
機
﹂
を
導
入
す
る

4 

接
着
芯
地
の
あ
た
ら
し
い
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
マ
シ
ー
ン
﹁
ス
ト
ー
ク
﹂
が
稼
働
す
る

 

パ
ラ
ナ
・
サ
プ
ラ
イ
ズ
︵PA

RA
N

A
 SU

PPLIES CO
RP.

︶
が
発
足
す
る　

資
本
金
は
七
〇
〇

万
ド
ル
、
会
長
＝
坂
部
三
次
郎
、
社
長
︵
オ
フ
ィ
サ
ー
︶
＝
村
澤
治
康

 

ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
フ
ラ
ワ
ー
ア
ン
ド
グ
リ
ー
ン
㈱
が
発
足
︵
東
京
都
千
代
田
区
神
田
小
川
町
三－
二

二　

第
三
大
丸
ビ
ル
︶
資
本
金
一
〇
〇
〇
万
円
、
会
長
＝
坂
部
三
次
郎
、
代
表
取
締
役
常
務
＝
植

木
佳
雄

 

オ
フ
ィ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
㈱
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
の
一
社
に
す
る
︵
東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
四

－

一－

三　
日
本
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
九
段
別
館
︶
新
資
本
金
一
億
円
、
会
長
＝
坂
部
三
次
郎
、
社
長
＝

奥
田
英
雄

6 

坂
部
三
次
郎
が
会
長
に
就
任
し
、
坂
部
三
司
が
社
長
に
就
任
す
る

 

取
締
役
会
長
＝
坂
部
三
次
郎
、
取
締
役
社
長
＝
坂
部
三
司
、
専
務
取
締
役
＝
服
部
欣
二
・
瀬
尾

孝
・
佐
藤
暢
秀
、
常
務
取
締
役
＝
有
川
嘉
邦
・
細
田
敏
夫
・
粕
谷
宇
三
郎
、
取 

締
役
＝
倉
元
俊

7 

参
院
選
で
社
会
党
が
大
躍
進
︵
国
政
選
挙
初
の
与
野
党
逆
転
︶

 

東
京
・
八
王
子
、
宮
崎
勤
を
強
制
わ
い
せ
つ
罪
で
逮
捕
︵
幼
女
連
続
誘
拐

殺
人
事
件
︶

8 

自
民
党
総
裁
に
海
部
俊
樹
が
就
任
、
海
部
内
閣
成
立

9 

日
米
構
造
協
議
開
始

10 

亡
命
中
の
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
一
四
世
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
授
与

11 

ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊

 

総
評
解
散
、
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
︵
新
﹁
連
合
﹂︶
発
足

12 

ブ
ッ
シ
ュ
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
米
ソ
首
脳
会
談
︵
マ
ル
タ
島
︶
で
冷
戦
終
結

を
宣
言

 

ル
ー
マ
ニ
ア
で
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
政
権
が
崩
壊

1 

初
の
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

2 

ソ
連
・
共
産
党
、
一
党
独
裁
放
棄
、
大
統
領
制
新
設
、
市
場
経
済
導
入
な

ど
の
新
方
針
を
採
択

 

南
ア
の
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
、
二
八
年
ぶ
り
に
釈
放

3 

大
相
撲
・
横
綱
千
代
の
富
士
貢
、
史
上
初
の
通
算
一
〇
〇
〇
勝

 

大
蔵
省
、
不
動
産
融
資
の
総
量
規
制
を
金
融
機
関
に
通
達

4 

大
阪
で
、﹁
国
際
花
と
緑
の
博
覧
会
﹂
開
催

6 

日
米
構
造
協
議
、
最
終
報
告
で
公
共
投
資
四
三
〇
兆
円
を
米
に
約
束

8 

イ
ラ
ク
軍
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
侵
攻
︵
湾
岸
危
機
︶

10 

東
西
ド
イ
ツ
の
統
一
︵
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
誕
生
、
首
都
は
ベ
ル
リ
ン
︶

11 

天
皇
明
仁
、
即
位
の
礼

 

全
欧
安
全
保
障
協
力
会
議
︵
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
︶、
冷
戦
終
結
を
公
式
に
宣
言

12 
Ｔ
Ｂ
Ｓ
記
者
秋
山
豊
寛
、
日
本
人
初
の
宇
宙
飛
行
に
成
功

1990
平成2年

1989
昭和64年・平成元年
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一
・
藤
井
敏
男
・
甚
野
捷
・
村
田
光
徳
・
馬
場
常
夫
・
南
川
義
治
・
中
田
圭
二
、 

監
査
役
＝
上
田

泰
三
・
新
井
彦
一
・
渡
部
甫

 

リ
ゲ
ル
ジ
ャ
パ
ン
㈱
を
設
立
す
る
︵
本
社
・
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
ダ
イ
ニ
ッ
ク
東
京
本
社
内
︶

資
本
金
は
二
〇
〇
〇
万
円
、
会
長
＝
坂
部
三
次
郎
、
社
長
＝
桜
井
達
夫

11 

検
査
・
包
装
工
程
の
一
元
化
を
は
か
る
た
め
桂
工
業
の
仕
上
げ
部
門
を
吸
収
す
る

12 

深
谷
工
場
、﹁
Ｎ－

10
号
機
﹂
の
導
入
を
決
定
、﹁
Ｎ－

10
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
を
結
成
す
る

 
│
こ
の
年
、
新
し
い
印
刷
素
材
﹁
シ
ー
タ
ス
・
シ
リ
ー
ズ
﹂
を
発
売
す
る

 
│
こ
の
年
、
自
動
車
エ
ン
ジ
ン
フ
ィ
ル
タ
に
使
用
す
る
不
織
布
が
完
成
、
フ
ィ
ル
タ
業
界
に
参
入

す
る

 

│
こ
の
年
、
壁
紙
﹁
ふ
り
ま
き
﹂
を
発
売
す
る

1 

新
定
年
制
度
発
足
す
る　

定
年
を
五
五
歳
か
ら
六
〇
歳
に
引
き
あ
げ
る

2 

組
織
改
編　

本
部
制
が
廃
止
さ
れ
、
営
業
・
製
造
・
技
術
の
三
機
能
を
も
つ
市
場
別
事
業
部
制
に

移
行
す
る

3 

産
業
廃
棄
物
処
理
と
事
業
化
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
を
発
足
さ
せ
る

4 

中
国
・
大
連
に
大
連
ダ
イ
ニ
ッ
ク
︵
大
連
大
尼
克
辦
公
設
備
有
限
公
司
︶
を
設
立
す
る
︵
大
連
市

経
済
技
術
開
発
区
︶
資
本
金
は
一
三
〇
万
Ｕ
Ｓ
ド
ル
、
董
事
長
＝
坂
部
三
司
、
副
董
事
長
＝
土
肥

信
夫

7 

熱
転
写
リ
ボ
ン
製
造
機
を
東
京
工
場
に
新
設
す
る

 

名
刺
・
ハ
ガ
キ
プ
リ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
﹁
ミ
ス
タ
ー
・
メ
イ
シ
マ
ン
﹂
を
発
売
す
る

10 

滋
賀
工
場
が
、﹁
工
業
標
準
化
実
施
優
良
工
場
近
畿
局
長
賞
﹂︵
Ｊ
Ｉ
Ｓ
局
長
賞
︶
を
受
賞
す
る

 

滋
賀
工
場
で
Ｔ
Ｐ
Ｍ
︵
ト
ー
タ
ル
・
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
＝
全
員
参
加
の
生
産

保 

全
︶
活
動
が
ス
タ
ー
ト
す
る

11 

﹁
地
球
進
化
と
銀
河
に
関
連
す
る
微
小
天
体
の
力
学
の
進
化
﹂
国
際
会
議
が
天
究
館
で
開
催
さ
れ
る

 

滋
賀
工
場
、
壁
紙
仕
上
げ
工
程
の
自
動
包
装
ラ
イ
ン
を
導
入
す
る

 

│
こ
の
年
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
緩
衝
材
﹁
パ
ネ
ロ
ン
・
ス
キ
ッ
プ
﹂
を
発
売
す
る

5 

深
谷
工
場
、
Ｔ
Ｐ
Ｍ
活
動
を
キ
ッ
ク
オ
フ

 

ダ
イ
ニ
ッ
ク
技
術
大
学
校
を
開
設
す
る

9 

深
谷
工
場
で
教
科
書
用
ク
ロ
ス
の
生
産
設
備
が
完
成
す
る

 

﹁
芯
地
総
合
展
﹂
を
東
京
・
神
戸
︵
一
〇
月
︶・
大
阪
︵
一
〇
月
︶
に
て
開
催
す
る

10 

環
境
対
策
推
進
委
員
会
を
設
置
す
る

1 

政
府
、
多
国
籍
軍
に
九
〇
億
ド
ル
の
追
加
支
援
決
定

 

湾
岸
戦
争
勃
発

3 

新
東
京
都
庁
舎
完
成
︵
丹
下
健
三
設
計
︶

4 

牛
肉
・
オ
レ
ン
ジ
の
輸
入
自
由
化
ス
タ
ー
ト

6 

長
崎
県
雲
仙
普
賢
岳
で
大
火
砕
流
発
生

 

ユ
ー
ゴ
、
ク
ロ
ア
チ
ア
と
ス
ロ
ベ
ニ
ア
、
独
立
を
宣
言
、
内
戦
状
態
に
突

入

 

日
の
丸
・
君
が
代
が
国
旗
・
国
歌
と
明
記
︵
新
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く

教
科
書
検
定
︶

7 

ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
が
解
体

11 

宮
沢
喜
一
内
閣
成
立

12 

ソ
連
邦
解
体
、
独
立
国
家
共
同
体
︵
Ｃ
Ｉ
Ｓ
︶
誕
生

 

│
こ
の
年
、
バ
ブ
ル
経
済
が
破
綻

3 

国
連
カ
ン
ボ
ジ
ア
暫
定
統
治
機
構
︵
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｃ
︶
発
足

6 

国
連
環
境
開
発
会
議
︵
地
球
サ
ミ
ッ
ト
︶
開
催

 

国
連
平
和
維
持
活
動
︵
Ｐ
Ｋ
Ｏ
︶
協
力
法
成
立

8 
東
京
佐
川
急
便
事
件

11 
那
覇
の
首
里
城
正
殿
が
復
元
さ
れ
公
開

 

第
四
二
代
米
大
統
領
に
ク
リ
ン
ト
ン
︵
民
主
党
︶
が
当
選

1992
平成4年

1991
平成3年
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ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
で
き
ご
と

国
内
・
海
外
の
で
き
ご
と

3 

組
織
改
編　

部
課
制
を
廃
止
し
、﹁
グ
ル
ー
プ
・
チ
ー
ム
制
﹂
を
導
入
す
る

4 

﹁
専
門
職
群
チ
ャ
レ
ン
ジ
制
﹂
を
導
入
し
、
役
職
定
年
を
定
め
る

5 
昆
山
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
︵
昆
山
司
達
福
紡
織
有
限
公
司
［K

U
N

SH
A

N
 ST

A
FLEX

 
T

EX
T

ILE CO
., LT

D
.

］︶
を
資
本
金
四
〇
〇
万
Ｕ
Ｓ
ド
ル
で
江
蘇
省
昆
山
市
に
設
立
す
る
︵
ダ

イ
ニ
ッ
ク
七
五
％
、
伊
藤
忠
商
事
二
〇
％
、
昆
山
経
済
技
術
連
合
発
展
公
司
五
％
の
ジ
ョ
イ
ン

ト
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
︶
董
事
長
＝
坂
部
三
司
、
董
事
＝
馬
場
常
夫

 

東
京
本
社
、
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
ビ
ル
か
ら
岩
波
書
店
一
ツ
橋
ビ
ル
︵
東
京
都
千
代
田
区
一
ツ

橋
二－

五－
五
︶
に
移
転
す
る

8 

坂
部
三
司
社
長
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
﹁
当
社
の
あ
る
べ
き
姿
﹂
を
発
表
す
る

 

松
下
電
産
と
抗
菌
材
﹁
ア
メ
ニ
ト
ッ
プ
﹂
の
技
術
提
携
契
約
を
締
結
す
る

11 

深
谷
工
場
で
産
業
廃
棄
物
の
熱
還
元
︵
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
︶
に
よ
る
中
間
処
理
業
の
認
可
を

受
け
る

 

│
こ
の
年
、
自
動
車
天
井
材
﹁
フ
ェ
ネ
ル
﹂
シ
リ
ー
ズ
を
発
売
す
る

 

不
織
布
に
よ
る
フ
ィ
ル
タ
材
を
開
発
す
る

1 

坂
部
三
司
社
長
﹁
環
境
に
関
す
る
基
本
方
針
﹂
を
明
示
す
る

 

リ
サ
イ
ク
ル
対
応
の
不
織
布
カ
ー
ペ
ッ
ト
﹁
Ｔ
Ｅ
Ｘ－

０
１
﹂
を
発
売
す
る

9 

偽
造
防
止
用
の
印
刷
素
材
﹁
ホ
ロ
シ
ー
ラ
ー
﹂
を
発
売
す
る

10 

ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
ジ
ュ
ノ
㈱
が
発
足
す
る
︵
旧
三
豊
ク
ロ
ス
︶

 

滋
賀
工
場
で
塩
ビ
壁
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
が
完
成
す
る

11 

ス
テ
ラ
・
ニ
ッ
ク
㈱
を
解
散
す
る
︵
Ｆ
Ｆ
Ｃ
加
工
品
販
売
か
ら
撤
退
︶

 

ダ
ブ
ル
ド
ッ
ト
の
接
着
芯
地
製
造
機
﹁
Ｓ
Ｃ－

８
号
機
﹂
と
風
合
い
柔
軟
機
﹁
Ｓ
Ｍ－
１
号
機
﹂

を
導
入
す
る

 

リ
ゲ
ル
ジ
ャ
パ
ン
㈱
を
解
散
す
る

12 

㈱
ニ
ッ
ク
を
解
散
す
る

 

深
谷
工
場
を
増
設
し
、
東
京
工
場
の
集
約
移
転
が
決
ま
る

 

│
こ
の
年
、
オ
レ
フ
ィ
ン
ペ
ー
パ
ー
・
ク
ロ
ス
を
開
発
す
る

1 

東
京
工
場
の
深
谷
へ
の
集
約
移
転
計
画
を
社
内
外
に
発
表
す
る
︵
一
月
一
七
日
︶

2 

滋
賀
工
場
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
優
良
工
場
︵
平
成
六
年
度
︶
と
し
て
通
産
局
長
賞
を
受
賞
す
る

 

坂
部
会
長
、
ブ
ル
ー
レ
ー
ク
賞
︵
滋
賀
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
貢
献
︶
を
受
賞
す
る

1 

大
相
撲
・
曙
太
郎
が
外
国
人
力
士
初
の
横
綱
に
昇
進

2 

日
銀
、
公
定
歩
合
を
史
上
最
低
水
準
に
並
ぶ
年
二
・
五
％
に
引
下
げ

5 

日
本
初
の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
、
Ｊ
リ
ー
グ
が
開
幕

6 

皇
太
子
徳
仁
、
御
成
婚

7 

Ｍ
七
・
八
の
北
海
道
南
西
沖
地
震
で
奥
尻
島
が
壊
滅
的
被
害

8 

細
川
護
煕
連
立
内
閣
発
足
、
五
五
年
体
制
の
崩
壊

9 

日
本
、
米
の
緊
急
輸
入
を
決
定

11 

欧
州
連
合
︵
Ｅ
Ｕ
︶
発
足

 

環
境
基
本
法
成
立

12 

屋
久
島
、
白
神
山
地
、
法
隆
寺
、
姫
路
城
を
世
界
遺
産
に
登
録
決
定

 

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
︵
関
税
貿
易
一
般
協
定
︶、
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
︵
多
角
的

貿
易
交
渉
︶
を
採
択

2 

過
去
最
大
の
総
合
経
済
対
策
を
決
定
︵
総
額
一
五
兆
二
五
〇
〇
億
円
︶

3 

小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
導
入
を
決
定

4 

最
後
の
基
礎
粒
子
ト
ッ
プ
・
ク
ォ
ー
ク
発
見

 

少
数
与
党
・
羽
田
孜
内
閣
発
足

5 

子
ど
も
の
権
利
条
約
、
批
准

6 

製
造
物
責
任
︵
Ｐ
Ｌ
︶
法
成
立
︵
一
九
九
五
年
施
行
︶

 

松
本
サ
リ
ン
事
件

 

村
山
富
市
連
立
内
閣
が
発
足

7 

向
井
千
秋
、
日
本
人
初
の
女
性
宇
宙
飛
行
士
に

 

北
朝
鮮
・
金
日
成
主
席
死
去

10 

大
江
健
三
郎
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞

12 

将
棋
の
羽
生
善
治
、
史
上
初
の
六
冠
王
を
達
成

1 

世
界
貿
易
機
関
︵
Ｗ
Ｔ
Ｏ
︶
発
足

 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
︵
兵
庫
県
南
部
地
震
︶
発
生

 

ロ
シ
ア
軍
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
共
和
国
の
首
都
を
制
圧

1993
平成5年

1994
平成6年

1995
平成7年
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3 

大
平
製
紙
㈱
を
グ
ル
ー
プ
の
一
社
と
し
た

4 

㈱
ム
サ
シ
と
共
同
で
簡
易
名
刺
印
刷
シ
ス
テ
ム
﹁
Ｍ
Ｐ－

６
０
０
﹂
を
発
売
す
る

5 

深
谷
工
場
で
新
し
い
工
場
棟
の
建
設
が
始
ま
る

8 

組
織
改
編　

営
業
部
門
と
海
外
拠
点
の
強
化
を
は
か
る

9 

銘
州
興
業
、
グ
リ
ッ
タ
ー
・
ス
ト
ロ
ン
グ
︵GLIT

T
ER ST

RO
N

G LT
D

.

︶
と
株
式
譲
渡
の
形

で
合
弁
を
解
消
す
る

 
滋
賀
工
場
﹁
Ｔ
Ｐ
Ｍ
優
秀
賞
﹂
を
受
賞
す
る
︵
Ｔ
Ｐ
Ｍ=T

otal Productive M
aintenance

／

全
員
参
加
の
生
産
保
全
︶

3 

深
谷
工
場
、
不
織
布
製
造
機
﹁
Ｐ
Ｆ－

７
号
機
﹂
が
稼
働
す
る
︵
空
調
フ
ィ
ル
タ
の
設
備
拡
充
︶

4 

深
谷
工
場
を
埼
玉
工
場
と
名
称
変
更
す
る　

東
京
工
場
か
ら
の
設
備
移
設
が
始
ま
る

5 

京
都
本
社
、
京
都
市
中
京
区
︵
鳥
丸
通
二
条
下
ル
前
田
エ
ス
エ
ヌ
ビ
ル
︶
に
移
転
す
る

6 

東
京
本
社
王
子
分
室
が
ス
タ
ー
ト
す
る

 

埼
玉
技
術
セ
ン
タ
ー
が
完
成
す
る

8 

ク
ロ
ス
製
造
課
に
﹁
Ｃ
Ｋ－

１
号
機
﹂
を
設
置
す
る

 

滋
賀
工
場
、
ク
ロ
ス
製
造
﹁
Ｃ
Ｋ－

１
号
機
﹂
新
加
湿
シ
ス
テ
ム
が
完
成
す
る

9 

ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
Ｕ
Ｓ
Ａ
、
新
工
場
建
設
に
着
手
し
、
熱
転
写
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
生
産
を
開
始
す
る

10 

商
品
技
術
研
究
所
が
発
足
す
る

11 

装
い
新
た
に
な
っ
た
埼
玉
工
場
の
竣
工
披
露
式
を
行
な
う

 

多
賀
緑
化
開
発
㈱
を
解
散
す
る

12 

滋
賀
技
術
セ
ン
タ
ー
が
完
成
す
る

4 

ニ
ッ
ク
工
芸
㈱
を
解
散
す
る

5 

﹁
Ｅ
Ｎ
Ａ
97
／
国
際
不
織
布
展
﹂︵
五
月
二
一
～
二
三
日
、
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
︶
に
出
展

6 

滋
賀
工
場
﹁
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
﹂
の
認
証
を
取
得
す
る
︵ISO

=International O
rganization 

for Standardization

／
国
際
標
準
化
機
構
︶

8 

滋
賀
工
場
﹁
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
﹂
の
認
証
を
取
得
す
る

 

ダ
イ
ニ
ッ
ク
ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
天
究
館
が
開
館
一
〇
周
年
を
迎
え
る

9 

滋
賀
工
場
﹁
Ｉ
Ｓ
Ｍ
︵Interior Safety M

aterial

／
壁
紙
製
品
の
品
質
・
安
全
規
格
︶﹂
の
認

証
を
取
得
す
る

11 

滋
賀
工
場
、
壁
紙
用
印
刷
機
﹁
Ｖ
Ｇ－

３
号
機
﹂
を
増
設
す
る

12 

﹁
京
都
環
境
技
術
フ
ェ
ア
﹂︵
エ
コ
・
ジ
ャ
パ
ン
97
︶
に
出
展
︵
京
都
府
総
合
見
本
市
会
館
パ
ル
ス

プ
ラ
ザ
︶、
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
、
環
境
対
応
商
品
を
紹
介
す
る

 

│
こ
の
年
、
タ
イ
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
に
自
動
車
内
装
材
の
技
術
供
与
を

2 

プ
ロ
野
球
・
野
茂
英
雄
、
米
大
リ
ー
グ
に
入
団

3 

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
︵
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
︶

5 

米
、
ス
ー
パ
ー
三
〇
一
条
に
基
づ
く
対
日
制
裁
発
動
を
発
表

9 

仏
、
ム
ル
ロ
ア
環
礁
で
核
実
験
を
強
行

11 

新
食
糧
法
施
行
︵
食
管
法
体
制
崩
壊
︶

 

イ
ス
ラ
エ
ル
、
ラ
ビ
ン
首
相
暗
殺

12 

動
力
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
団
の
高
速
増
殖
炉
﹁
も
ん
じ
ゅ
﹂
が
事
故

1 

第
一
次
橋
本
龍
太
郎
内
閣
が
発
足

 

若
田
光
一
、
米
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
に
搭
乗
、
宇
宙
へ

2 

菅
直
人
厚
相
、
薬
害
エ
イ
ズ
事
件
︵
Ｈ
Ｉ
Ｖ
訴
訟
︶
で
国
の
責
任
を
認
め
、

原
告
に
謝
罪

6 

住
専
処
理
法
成
立
︵
住
専
問
題
︶

7 

住
宅
金
融
債
権
管
理
機
構
︵
中
坊
公
平
社
長
︶
が
発
足

8 

岩
手
県
花
巻
市
で
、
宮
沢
賢
治
生
誕
一
〇
〇
年
﹁
あ
り
が
と
う
賢
治
さ

ん
﹂
を
開
催

10 

携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
加
入
台
数
二
〇
〇
〇
万
台
突
破

 

島
根
県
の
加
茂
岩
倉
遺
跡
で
、
弥
生
時
代
中
期
の
銅
鐸
を
多
数
発
見

11 

橋
本
首
相
、
日
本
版
金
融
ビ
ッ
グ
バ
ン
構
想
発
表

12 

ペ
ル
ー
、
日
本
大
使
公
邸
人
質
事
件

4 

消
費
税
率
五
％
に

 

福
井
県
敦
賀
市
、
動
力
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
団
の
原
子
炉
﹁
ふ
げ
ん
﹂

で
事
故

 

化
学
兵
器
禁
止
条
約
発
効
︵
加
盟
八
七
ヶ
国
︶

6 

臓
器
移
植
法
成
立

 

神
戸
連
続
児
童
殺
傷
事
件
で
、
中
学
三
年
生
を
逮
捕

7 

英
、
中
国
に
香
港
返
還

8 

英
国
の
ダ
イ
ア
ナ
元
皇
太
子
妃
、
交
通
事
故
死

9 
山
一
證
券
が
経
営
破
綻

10 
長
野
新
幹
線
が
高
崎
～
長
野
間
で
開
業

 

対
人
地
雷
廃
絶
運
動
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

12 

地
球
温
暖
化
防
止
京
都
会
議
開
催

1996
平成8年

1997
平成9年
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ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
で
き
ご
と

国
内
・
海
外
の
で
き
ご
と

行
な
う

 

│
こ
の
年
、
偽
造
防
止
磁
気
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
﹁
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
﹂
を
開
発
す
る

 
│
こ
の
年
、
不
織
布
に
よ
る
﹁
空
調
フ
ィ
ル
タ
﹂
を
発
売
す
る

1 

ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
Ｕ
Ｋ
﹁
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
﹂
の
認
証
を
取
得
す
る

 

環
境
関
連
製
造
課
に
活
性
炭
繊
維
製
造
機
﹁
Ｅ
Ａ－

１
号
機
﹂
を
新
設
す
る

 

新
機
能
素
材
活
性
炭
繊
維
︵
Ａ
Ｃ
Ｆ
︶
を
開
発
す
る

5 

京
都
ビ
ジ
ネ
ス
サ
プ
ラ
イ
㈱
を
解
散
す
る

9 

埼
玉
工
場
﹁
Ｔ
Ｐ
Ｍ
優
秀
賞
﹂
を
、
滋
賀
工
場
﹁
Ｔ
Ｐ
Ｍ
優
秀
継
続
賞
﹂
を
受
賞
す
る

10 

滋
賀
工
場
、
緑
化
優
良
工
場
と
し
て
通
商
産
業
大
臣
よ
り
表
彰
を
受
け
る

 

大
和
紙
工
、
鮮
度
保
持
剤
の
生
産
を
開
始
す
る

 

﹁
滋
賀
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
＇98
﹂︵
長
浜
ド
ー
ム
︶
に
出
展
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
商
品
、
エ
コ
ロ
ジ

ー
商
品
を
発
表
す
る

 

埼
玉
工
場
﹁
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
﹂
の
認
証
を
取
得
す
る

11 

オ
レ
フ
ィ
ン
フ
ィ
ル
ム
の
専
用
設
備
﹁
Ｎ
Ｔ－

１
号
機
﹂
を
導
入
す
る
︵
総
工
費
四
億
円
︶

 

オ
レ
フ
イ
ン
樹
脂
を
つ
か
っ
た
発
泡
レ
ザ
ー
シ
ー
ト
﹁
フ
ァ
ー
レ
ン
﹂
を
発
売
す
る

12 

埼
玉
工
場
﹁
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
﹂
の
認
証
を
取
得
す
る

 

│
こ
の
年
、
不
織
布
に
よ
る
﹁
ビ
ル
空
調
用
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ
ッ
ト
﹂
を
発
売
す
る

1 

不
織
布
関
連
事
業
部
を
新
設
す
る

3 

グ
ル
ー
プ
を
含
め
た
経
営
合
理
化
策
を
社
内
外
に
発
表
す
る 

①
国
内
生
産
拠
点
の
集
約
②
人
員
の

削
減
③
不
採
算
品
の
生
産
中
止
④
在
庫
の
圧
縮
な
ど
を
中
心
に
六
項
目
に
ま
と
め
る

 

狭
山
成
型
㈱
を
解
散
す
る

4 

オ
レ
フ
ィ
ン
フ
ィ
ル
ム
の
製
造
を
開
始
す
る
︵
埼
玉
工
場
︶

5 

桂
工
業
の
エ
ン
ボ
ス
加
工
部
門
は
特
殊
材
料
事
業
部
と
な
る

6 

滋
賀
工
場
の
芯
地
生
産
を
昆
山
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
へ
移
管
す
る

7 

桂
工
業
㈱
と
ハ
ロ
ニ
ッ
ク
㈱
を
解
散
、
業
務
の
す
べ
て
を
ダ
イ
ニ
ッ
ク
に
吸
収
・
統
合
す
る

 

大
阪
地
区
四
社
︵
ダ
イ
ニ
ッ
ク
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
ジ
ュ
ノ
、
オ
フ
ィ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
、
大
平
製

紙
︶
が
、
大
阪
支
社
営
業
所
ビ
ル
に
営
業
所
を
集
約
す
る

9 

ニ
ッ
ク
環
境
サ
ー
ビ
ス
㈱
、
ジ
ー
エ
ス
環
境
科
学
研
究
所
に
株
式
を
譲
渡
す
る

 

ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
フ
ラ
ワ
ー
ア
ン
ド
グ
リ
ー
ン
㈱
を
解
散
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
サ
ー
ビ
ス

 

介
護
保
険
法
成
立

2 

第
一
八
回
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

3 

金
融
持
株
会
社
解
禁

4 

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
︵
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
︶
成
立
︵
一
二
月
一
日
施
行
︶

 

日
本
版
ビ
ッ
グ
バ
ン
、
ス
タ
ー
ト

 

明
石
海
峡
大
橋
開
通

6 

サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
フ
ラ
ン
ス
大
会
開
催

7 

和
歌
山
毒
物
カ
レ
ー
事
件

 

小
渕
恵
三
内
閣
発
足

11 

日
本
長
期
信
用
銀
行
が
特
別
公
的
管
理
下
に

12 

性
同
一
性
障
害
の
女
性
に
国
内
初
の
性
転
換
手
術
︵
埼
玉
医
科
大
学
︶

 

金
融
シ
ス
テ
ム
改
革
法
施
行

 

奈
良
の
文
化
財
、
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

 

米
・
英
、
国
連
の
査
察
拒
否
で
イ
ラ
ク
を
制
裁
爆
撃

1 

単
一
通
貨
ユ
ー
ロ
誕
生
︵
欧
州
通
貨
統
合
︶

 

奈
良
県
・
飛
鳥
池
遺
跡
か
ら
最
古
の
貨
幣
﹁
富
本
銭
﹂
出
土

2 

初
の
脳
死
臓
器
移
植
手
術

 

所
沢
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
騒
動

3 

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
が
ユ
ー
ゴ
を
空
爆
︵
コ
ソ
ボ
紛
争
︶

 

対
人
地
雷
全
面
禁
止
条
約
、
締
結
国
で
発
効

5 

国
内
初
、
ト
キ
の
人
工
孵
化
に
成
功

 
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
︵
日
米
防
衛
協
力
の
た
め
の
指
針
︶
関
連
法
成
立

8 
国
旗
・
国
歌
法
成
立

 

日
本
興
業
、
第
一
勧
業
、
富
士
銀
行
が
全
面
統
合
、
世
界
最
大
の
金
融
グ

ル
ー
プ
へ

 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
東
チ
モ
ー
ル
住
民
投
票
で
独
立
派
が
圧
勝

1998
平成10年

1999
平成11年

1997
平成9年
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㈱
の
グ
リ
ー
ン
事
業
部
に
統
合
す
る

 

ニ
ッ
ク
・
ビ
ジ
ネ
ス
サ
プ
ラ
イ
㈱
を
解
散
す
る

11 

東
京
本
社
、
岩
波
書
店
一
ツ
橋
ビ
ル
か
ら
港
区
芝
大
門
︵
一－

三－

四  

ダ
イ
ニ
ッ
ク
ビ
ル
︶
に
移

転
す
る
︵
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
ジ
ュ
ノ
、
オ
フ
ィ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
も
同
時
移
転
︶

 

狭
山
ニ
ッ
ク
㈱
を
解
散
す
る

12 

﹁
経
営
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
が
発
足
す
る

 
│
こ
の
年
、﹁
ト
ナ
ー
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
・
リ
サ
イ
ク
ル
﹂
シ
ス
テ
ム
事
業
に
着
手
す
る
︵
情
報
関
連

事
業
部
︶

5 

創
立
八
〇
周
年
を
記
念
し
て
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
総
合
展
示
会
を
開
催
す
る
︵
東
京
五
月
一

〇
～
一
二
日
、
京
都
五
月
二
五
～
二
六
日
、
大
阪
六
月
八
～
九
日
︶

6 

役
員
改
選　

取
締
役
相
談
役
＝
坂
部
三
次
郎
、
取
締
役
社
長
＝
坂
部
三
司
、
専
務
取
締
役
＝
甚
野

捷
、
常
務
取
締
役
＝
北
川
文
康
・
野
沢
次
郎
・
笹
井
勲
、
取
締
役
＝
石
田
捨
雄
・
山
本
進
吾
・
小

中
山
栄
一
・
藤
田
昇
・
上
田
昌
弘
・
加
藤
仁
一
、
常
勤
監
査
役
＝
中
田
圭
二
・
上
南
武
司
、
監 

査

役
＝
三
田
康
久
・
石
角
完
爾

8 

﹃
ダ
イ
ニ
ッ
ク
80
年
史
﹄
を
刊
行
す
る

9 

埼
玉
工
場
、
ト
ナ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
の
設
備
を
拡
大
す
る

1 

京
都
本
社
が
京
都
市
中
京
区
か
ら
西
京
極
へ
移
転
す
る
︵
二
二
日　

京
都
市
右
京
区
西
京
極
東
町

四
六
︶

 

埼
玉
工
場
、
不
織
布
製
造
課
の
設
備
改
善
と
作
業
場
の
整
備
を
行
な
う

2 

元
会
長
・
社
長
で
相
談
役
の
坂
部
三
次
郎
が
死
去
す
る
︵
お
別
れ
の
会　

東
京
三
月
五
日
、
京
都

三
月
九
日
︶

4 

組
織
改
編　

開
発
、
生
産
、
販
売
を
統
括
す
る
市
場
別
事
業
部
制
を
廃
止
す
る　

埼
玉
事
業
所
、

滋
賀
事
業
所
を
設
置
、
営
業
機
能
は
四
事
業
部
に
集
約
す
る

5 

折
り
目
加
工
﹁
シ
ロ
セ
ッ
ト
﹂
の
販
売
を
開
始
す
る

 

埼
玉
工
場
、﹁
Ｎ－

７
号
機
カ
レ
ン
ダ
ー
﹂︵
ク
ロ
ス
製
造
課
︶
の
改
善
を
行
な
う

6 

ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
、
故
坂
部
三
次
郎
の
追
悼
演
奏
会
が
行

な
わ
れ
る
︵
ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
天
究
館
︶

8 

パ
ラ
ナ
・
サ
プ
ラ
イ
ズ
を
清
算
す
る

10 

株
式
交
換
に
よ
り
、
大
平
製
紙
を
完
全
子
会
社
化
す
る

 

メ
イ
シ
マ
ン
新
機
種
﹁
Ｍ
Ｐ－

２
０
０
０
Ｐ
ｒ
ｏ
Ｖ
﹂
を
﹁
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｓ
︵
ジ
ャ
パ
ン
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
ア
ー
ツ
シ
ョ
ー
︶﹂
に
出
展
す
る

11 

坂
部
社
長
、﹁
緊
急
対
策
﹂
の
実
施
を
宣
言
す
る

9 

台
湾
南
投
県
で
大
地
震
発
生

 

茨
城
県
東
海
村
で
、
国
内
初
の
臨
界
事
故
発
生

11 

東
京
証
券
取
引
所
に
マ
ザ
ー
ズ
開
設

12 

日
米
英
の
科
学
者
が
ヒ
ト
・
ゲ
ノ
ム
二
二
番
の
解
読
完
了
を
発
表

 

ポ
ル
ト
ガ
ル
、
マ
カ
オ
を
中
国
に
返
還

 

│
こ
の
年
、﹁
だ
ん
ご
三
兄
弟
﹂、
宇
多
田
ヒ
カ
ル
が
大
ヒ
ッ
ト

3 

東
京
・
地
下
鉄
日
比
谷
線
で
脱
線
、
衝
突
、
五
人
死
亡

 

ロ
シ
ア
大
統
領
に
プ
ー
チ
ン
当
選

7 

そ
ご
う
が
破
綻
、
負
債
一
兆
八
七
〇
〇
億
円

9 

三
宅
島
・
雄
山
が
噴
火
、
全
島
避
難
へ

10 

導
電
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
開
発
の
白
川
英
樹
が
、
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
に

11 

イ
チ
ロ
ー
が
シ
ア
ト
ル
・
マ
リ
ナ
ー
ズ
と
契
約
、
日
本
人
初
の
野
手
の
大

リ
ー
ガ
ー
誕
生

12 

米
大
統
領
選
で
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
ッ
シ
ュ
︵
共
和
党
︶
が
当
選

2 

ハ
ワ
イ
沖
で
愛
媛
県
立
宇
和
島
水
産
高
校
の
実
習
船
﹁
え
ひ
め
丸
﹂
が
米

原
子
力
潜
水
艦
に
衝
突
さ
れ
沈
没

3 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
が
大
阪
で
開
業

4 

小
泉
純
一
郎
内
閣
が
誕
生

5 

浦
和
、
大
宮
、
与
野
の
三
市
が
合
併
し
、
さ
い
た
ま
市
が
誕
生

 

ハ
ン
セ
ン
病
訴
訟
、
政
府
が
控
訴
断
念

6 

大
阪
教
育
大
付
属
池
田
小
に
包
丁
男
が
乱
入
、
児
童
八
人
が
死
亡

8 

国
産
主
力
ロ
ケ
ッ
ト
﹁
Ｈ
２
Ａ
﹂
の
打
ち
上
げ
成
功

9 

国
内
初
、
千
葉
で
狂
牛
病
の
牛

 

米
国
で
同
時
多
発
テ
ロ
発
生

10 

野
依
良
治
が
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞

11 
Ｊ
Ａ
Ｌ
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
経
営
統
合
発
表

 
医
療
制
度
改
革
大
綱
決
定
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
負
担
三
割
に

12 
皇
太
子
妃
雅
子
さ
ま
が
女
児
を
出
産
。
敬
宮
愛
子
さ
ま
と
命
名

2001
平成13年

2000
平成12年
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ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
で
き
ご
と

国
内
・
海
外
の
で
き
ご
と

1 

有
機
Ｅ
Ｌ
用
水
分
ゲ
ッ
タ
ー
シ
ー
ト
を
開
発
、
発
売
す
る

 

坂
部
三
次
郎
遺
稿
集
﹃
星
明
か
り
燦
々
﹄
を
刊
行
す
る

 
名
刺
や
ハ
ガ
キ
印
刷
を
行
な
う
高
性
能
コ
ン
パ
ク
ト
印
刷
シ
ス
テ
ム
の
新
機
種
﹁
Ｍ
Ｐ－

２
０
０

０
Ｐ
ｒ
ｏ
Ｖ
﹂
を
発
売
す
る
︵=

ム
サ
シ
︶

3 
特
殊
紙
﹁
タ
ス
シ
リ
ー
ズ
﹂
の
新
製
品
と
し
て
、﹁
タ
ス
カ
ラ
ー
１
２
０
﹂
と
﹁
タ
ス
カ
ラ
ー
Ｖ
１

２
０
﹂
を
発
売
す
る

4 

組
織
・
人
事
改
編
を
行
な
う　

滋
賀
・
埼
玉
両
事
業
所
機
構
を
廃
止
、
新
設
す
る
営
業
本
部
、
生

産
本
部
に
再
編
す
る

 

﹁
Ｒ－

３
作
戦
﹂
を
発
表
す
る
︵
Ｒ－

３
＝Revenge

再
挑
戦
／Revolution

改
革
／Revival

再

生
︶

 

世
界
三
大
印
刷
展
の
一
つ
で
あ
る
﹁
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
２
０
０
２
﹂︵
英
国
・
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
市
︶
に
オ
ン

デ
マ
ン
ド
無
線
綴
じ
製
本
機
﹁
Ｂ
Ｐ
300
﹂
を
出
展
す
る

5 

水
分
ゲ
ッ
タ
ー
、
第
二
期
の
設
備
導
入
を
行
な
う

6 

役
員
改
選　

取
締
役
社
長
＝
坂
部
三
司
、
専
務
取
締
役
＝
甚
野
捷
、
常
務
取
締
役
＝
野
沢
次
郎
・

藤
田
昇
・
上
田
昌
弘
、
取
締
役
＝
加
藤
仁
一
・
大
石
義
夫
・
天
野
高
明
・
湊
正
晴
、
常
勤
監
査
役

＝
中
田
圭
二
・
上
南
武
司
、
監
査
役
＝
三
田
康
久
・
石
角
完
爾

 

使
用
済
み
ト
ナ
ー
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
リ
ユ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
を
新
事
業
と
し
て
開
始
す
る

8 

中
国
・
上
海
市
の
保
税
区
に
ダ
イ
ニ
ッ
ク
国
際
貿
易
︵
上
海
︶︵
達
妮
克
国
際
貿
易
［
上
海
］
有
限

公
司
︶
を
設
立
す
る
︵
上
海
市
長
寧
区
遵
義
南
路
八
号
錦
名
大
廈
一
五
Ａ
室
︶　

資
本
金
二
〇
万
Ｕ

Ｓ
ド
ル
、
総
経
理
＝
山
下
隆
司

9 

子
会
社
ニ
ッ
ク
産
業
の
全
株
式
を
大
手
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
株
式
会
社
ケ
ー
ヨ
ー
に
譲
渡
す
る

10 

オ
ン
デ
マ
ン
ド
印
刷
市
場
向
け
に
無
線
綴
じ
製
本
機
﹁
Ｂ
Ｐ
300
﹂
を
世
界
同
時
発
売
す
る

12 

高
精
度
コ
ン
パ
ク
ト
印
刷
シ
ス
テ
ム
﹁
Ｍ
Ｐ－

１
２
０
０
Ｒ
﹂
を
開
発
、
発
売
を
開
始
す
る
︵
＝

ム
サ
シ
︶

3 

大
平
製
紙
と
の
合
併
を
決
議
す
る　

次
期
社
長
︵
細
田
敏
夫
︶
に
よ
る
新
し
い
経
営
体
制
お
よ
び

経
営
計
画
と
経
営
改
善
策
を
社
内
外
に
公
表
す
る

4 

﹁
合
併
推
進
委
員
会
﹂
が
発
足
す
る

 

王
子
工
場
、﹁
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
﹂
の
認
証
取
得

6 

坂
部
三
司
が
会
長
に
就
き
、
細
田
敏
夫
が
社
長
に
就
任
す
る

 

取
締
役
会
長
＝
坂
部
三
司
、
取
締
役
社
長
＝
細
田
敏
夫
、
専
務
取
締
役
＝
甚
野
捷
、
常
務
取
締
役

＝
野
沢
次
郎
・
桂
幸
嗣
・
水
上
幸
司
・
藤
田
昇
・
上
田
昌
弘
、
取
締
役
＝
加
藤
仁
一
・
大
石
義

１ 

欧
州
一
二
ヶ
国
で
単
一
通
貨
ユ
ー
ロ
の
流
通
が
始
ま
る

 

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復
興
支
援
国
際
会
議
が
東
京
で
開
催

2 

ソ
ル
ト
レ
ー
ク
シ
テ
ィ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
幕

5 

薬
害
ヤ
コ
ブ
病
訴
訟
、
大
津
・
東
京
両
地
裁
で
和
解
が
成
立

 

朝
日
新
聞
阪
神
支
局
襲
撃
事
件
の
時
効
成
立

 

中
国
・
瀋
陽
市
の
日
本
総
領
事
館
で
、
亡
命
を
求
め
た
北
朝
鮮
の
五
人
が

中
国
の
警
察
官
に
拘
束
さ
れ
る

 

ア
ジ
ア
で
初
と
な
る
日
韓
共
催
の
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
が
開
幕

6 

日
本
食
品
︵
福
岡
市
︶、
牛
肉
偽
装
が
発
覚

7 

米
長
距
離
通
信
大
手
の
ワ
ー
ル
ド
コ
ム
が
経
営
破
綻

8 

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
が
稼
働

 

環
境
・
開
発
サ
ミ
ッ
ト
が
南
ア
で
開
幕

9 

小
泉
首
相
が
北
朝
鮮
の
金
正
日
総
書
記
と
初
の
首
脳
会
談

10 

東
大
名
誉
教
授
小
柴
昌
俊
に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
、
島
津
製
作
所
の
田
中

耕
一
に
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞

 

北
朝
鮮
か
ら
拉
致
被
害
者
五
人
が
二
四
年
ぶ
り
に
帰
国

11 

中
国
共
産
党
総
書
記
に
胡
錦
濤
国
家
副
主
席
、
第
四
世
代
指
導
部
が
誕
生

12 

韓
国
大
統
領
選
で
与
党
・
新
千
年
民
主
党
の
盧
武
鉉
が
当
選

 

松
井
秀
喜
、
米
大
リ
ー
グ
・
ヤ
ン
キ
ー
ス
へ

3 

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
︵
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
︶
が
ア
ジ
ア
、
北
米
、
欧
州
に
広

が
る

 
イ
ラ
ク
戦
争
始
ま
る

4 
イ
ラ
ク
の
首
都
バ
グ
ダ
ッ
ド
陥
落
、
フ
セ
イ
ン
体
制
崩
壊

5 

個
人
情
報
保
護
法
が
成
立

6 

り
そ
な
に
公
的
資
金
注
入
︵
一
兆
九
六
〇
〇
億
円
︶

7 

イ
ラ
ク
特
措
法
︵
イ
ラ
ク
復
興
支
援
特
別
措
置
法
︶
成
立

2002
平成14年

2003
平成15年
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夫
・
天
野
高
明
・
湊
正
晴
、
常
勤
監
査
役
＝
北
川
文
康
・
上
南
武
司
、
監
査
役
＝
岡
崎
功
・
来
栖

良
樹

 

社
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
﹁
就
任
に
あ
た
っ
て
﹂
で
、
経
営
の
基
本
方
針
と
し
て
﹁For T

he 
Custom

er

﹂
を
掲
げ
る

7 

大
平
製
紙
㈱
︵
一
〇
〇
％
子
会
社
︶
を
吸
収
合
併
す
る
︵
七
月
一
日
︶

 

組
織
・
人
事
を
改
編
す
る　

三
本
部
制
を
廃
止
し
、
六
事
業
部
と
大
平
カ
ン
パ
ニ
ー
を
置
く  

部
課

制
を
改
め
、
グ
ル
ー
プ
制
と
す
る

8 
埼
玉
工
場
、
車
輛
天
井
材
の
需
要
増
加
に
と
も
な
い
、﹁
Ｐ
Ｆ－

７
号
機
﹂
の
設
備
改
造
を
行
な
う

9 

ダ
イ
ニ
ッ
ク
厚
生
年
金
基
金
を
解
散
す
る
︵
一
九
七
一
年
設
立
︶

11 

真
岡
工
場
、﹁
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
﹂
の
認
証
取
得

2 

大
阪
証
券
取
引
所
上
場
を
廃
止
す
る

3 

ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
天
究
館
の
高
橋
進
と
杉
江
淳
が
二
〇
〇
三
年
度
﹁
天
文
功
労
賞
﹂︵
日
本
天
文
学

会
︶
を
受
け
る

 

水
分
ゲ
ッ
タ
ー
、
韓
国
製
携
帯
電
話
の
背
面
有
機
Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
採
用
さ
れ
る

4 

ム
サ
シ
と
共
同
開
発
に
成
功
し
た
マ
ル
チ
カ
ー
ド
印
刷
シ
ス
テ
ム
﹁
Ｍ
Ｐ－

５
０
０
０
﹂
を
発
売

す
る

5 

連
結
中
心
の
経
営
に
取
締
役
会
の
あ
り
か
た
を
改
め
る

7 

役
員
改
選　

取
締
役
社
長
＝
細
田
敏
夫
、
専
務
取
締
役
＝
甚
野
捷
、
常
務
取
締
役
＝
野
沢
次 

郎
・

桂
幸
嗣
・
水
上
幸
司
・
藤
田
昇
・
上
田
昌
弘
、
取
締
役
＝
加
藤
仁
一
・
天
野
高
明
・
湊
正
晴
・
北

原
征
哉
・
大
髙
典
夫
、
常
勤
監
査
役
＝
北
川
文
康
・
上
南
武
司
、
監
査
役
＝
岡
崎
功
・
来
栖
良
樹

8 

ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
天
究
館
、
世
界
初
の
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
衝
突
に
よ
る
月
面
発
光
現
象
の
観

測
・
撮
影
に
成
功
す
る

11 

﹁
中
国
国
際
フ
ィ
ル
タ
材
料
展
示
会
﹂
に
不
織
布
フ
ィ
ル
タ
を
ダ
イ
ニ
ッ
ク
国
際
貿
易
︵
上
海
︶
有

限
公
司
と
共
同
で
出
展
す
る
︵
二
〇
〇
四
年
一
一
月
一
七
日
～
一
九
日　

イ
ン
テ
ッ
ク
ス
上
海
︶

1 

開
発
技
術
セ
ン
タ
ー
主
催
の
﹁
テ
ク
ニ
カ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹂
が
発
足
す
る

4 

ポ
リ
乳
酸
︵
Ｐ
Ｌ
Ａ
︶
ベ
ー
ス
の
繊
維
強
化
シ
ー
ト
を
市
場
投
入
す
る

 

﹁
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
宣
言
・
基
本
方
針
・
基
本
姿
勢
﹂﹁
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
行
動
指
針
﹂
を
発

表
し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
︵
社
長
直
轄
︶
を
新
設
す
る　

同
時
に
、
本
社
企
画
部
内
に

﹁
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
グ
ル
ー
プ
﹂
を
新
設
す
る

 

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
準
規
程
を
制
定
す
る

5 

第
一
四
二
期
決
算
で
七
年
ぶ
り
に
復
配
︵
五
円
︶
を
果
た
す

9 

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
、
一
八
年
ぶ
り
に
セ
・
リ
ー
グ
優
勝

 

自
民
党
総
裁
選
で
小
泉
首
相
が
再
選
、
第
二
次
改
造
内
閣
発
足

 

十
勝
沖
地
震
で
八
〇
〇
人
以
上
が
負
傷

11 

総
選
挙
、
民
主
党
が
躍
進

 

イ
ラ
ク
で
日
本
人
外
交
官
二
人
殺
害

12 

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
開
始

 

フ
セ
イ
ン
元
イ
ラ
ク
大
統
領
拘
束

 

米
で
牛
海
綿
状
脳
症
︵
Ｂ
Ｓ
Ｅ
︶
感
染
、
米
国
産
牛
肉
の
輸
入
を
停
止

 

イ
ラ
ン
で
大
地
震
、
死
者
は
四
万
人
に

3 

ス
ペ
イ
ン
・
マ
ド
リ
ー
ド
で
列
車
同
時
爆
破
テ
ロ
、
死
者
一
九
〇
人
に

 

九
州
新
幹
線
が
新
八
代
～
鹿
児
島
中
央
間
で
開
業

4 

営
団
地
下
鉄
の
名
称
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
変
更
、﹁
東
京
メ
ト
ロ
﹂
に

5 

タ
イ
ヤ
脱
落
事
故
で
三
菱
ふ
そ
う
の
前
会
長
ら
七
人
が
逮
捕

 

フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
橋
田
信
介
と
小
川
功
太
郎
が
イ
ラ
ク
で
殺
害

7 

第
二
〇
回
参
院
選
で
、
民
主
党
が
五
〇
議
席
を
獲
得
し
大
躍
進
す
る

8 

第
二
八
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
ア
テ
ネ
で
開
催
︵
八
月
一
三
～
二
九
日
︶

9 

ロ
シ
ア
・
北
オ
セ
チ
ア
共
和
国
で
学
校
テ
ロ
事
件
、
三
三
〇
人
以
上
が
犠
牲

10 

イ
チ
ロ
ー
が
大
リ
ー
グ
の
シ
ー
ズ
ン
最
多
安
打
記
録
を
八
四
年
ぶ
り
に
更

新
︵
二
六
二
本
︶

 

新
潟
県
中
越
地
方
で
震
度
七
の
地
震
が
発
生

11 

新
札
の
流
通
が
始
ま
る
、
二
〇
年
ぶ
り
に
一
新

 

米
大
統
領
選
で
ブ
ッ
シ
ュ
︵
共
和
党
︶
が
再
選
さ
れ
る

12 

﹁
振
り
込
め
詐
欺
﹂
が
多
発

 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
マ
ト
ラ
島
沖
で
Ｍ
九
・
〇
の
地
震
が
発
生

3 

島
根
﹁
竹
島
の
日
﹂︵
二
月
二
二
日
︶
条
例
が
成
立

 

﹁
愛
・
地
球
博
︵
愛
知
万
博
︶﹂
が
二
五
日
開
幕
︵
九
月
二
五
日
ま
で
開
催
︶

4 

ロ
ー
マ
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
が
死
去
、
次
期
第
二
六
五
代
教
皇
に

ヨ
ー
ゼ
フ
・
ラ
ッ
ツ
ィ
ン
ガ
ー
枢
機
卿
が
選
出

 
兵
庫
県
尼
崎
市
の
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
で
快
速
電
車
が
脱
線
事
故

 

プ
ロ
野
球
ヤ
ク
ル
ト
古
田
敦
也
が
二
〇
〇
〇
本
安
打
達
成
、
巨
人
軍
清
原

和
博
が
五
〇
〇
号
本
塁
打
を
達
成
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ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
で
き
ご
と

国
内
・
海
外
の
で
き
ご
と

7 

﹁
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｔ
２
０
０
５
︵
第
一
六
回
国
際
文
具
・
紙
製
品
展
︶﹂
に
ク
ロ
ス
製
品
を
出
展
す
る
︵
第

一
事
業
部　

七
月
七
～
九
日　

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
︶

 
ダ
イ
ニ
ッ
ク
技
術
展
示
会
を
開
催
す
る
︵
七
月
二
一
・
二
二
日
東
京
本
社
二
階
︶

9 
子
会
社
・
滋
賀
ア
ー
ト
ス
ク
リ
ー
ン
を
解
散
す
る

10 
不
織
布
キ
ャ
ビ
ン
フ
ィ
ル
タ
の
貼
合
機
を
導
入
す
る
︵
埼
玉
工
場
︶

 

不
織
布
活
性
炭
散
布
ラ
ミ
ネ
ー
ト
装
置
を
新
設
す
る

 

メ
イ
シ
マ
ン
、﹁
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｓ
２
０
０
５
﹂
に
出
展
し
、
新
製
品
﹁
Ｍ
Ｐ－

２
１
０
０
﹂
を
発
表
す
る

 

﹁
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
２
０
０
５
︵
一
〇
月
一
一
～
一
三
日
、
ド
イ
ツ
・
ヴ
ィ
ー
ス
バ
ー
デ
ン
︶﹂
に

不
織
布
フ
ィ
ル
タ
を
出
展
す
る

12 

ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
天
究
館
が
環
境
省
の
﹁
大
気
環
境
保
全
活
動
功
労
者
﹂
と
し
て
表
彰
さ
れ
る

4 

大
型
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス
ト
ア
Ｈ
Ｍ
Ｖ
会
員
カ
ー
ド
用
に
当
社
製
品
磁
気
シ
ー
ト
が
採
用
さ
れ
る

 

会
社
法
に
基
づ
く
﹁
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
構
築
の
基
本
方
針
﹂
を
制
定
す
る

5 

世
界
三
大
不
織
布
展
の
一
つ
﹁
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
２
０
０
６
︵
ア
ジ
ア
国
際
不
織
布
産
業
総
合
展
示
会
・

会
議　

五
月
二
四
～
二
六
日　

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
︶﹂
に
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
、
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
品
を
中
心
に
出
展
す
る

 

﹁
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｓ
ｕ
ｐ
ｐ
ｌ
ｙ 

Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
︵
文
具
・
ギ
フ
ト
商
品
の
素
材
展　

五
月
二
三
・
二
四
日　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
︶﹂
に
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
Ｕ
Ｓ
Ａ
と
共
同
で
ク
ロ
ス
製
品

を
出
展
す
る

6 

連
結
・
単
体
と
も
に
増
収
増
益
、
配
当
を
六
円
と
す
る

 

役
員
改
選　

取
締
役
社
長
＝
細
田
敏
夫
、
取
締
役
副
社
長
＝
桂
幸
嗣
、
専
務
取
締
役
＝
水
上
幸
司
、

常
務
取
締
役
＝
大
石
義
夫
・
天
野
高
明
・
北
原
征
哉
・
湊
正
晴
・
加
藤
仁
一
、
取
締
役
＝
大
髙
典

夫
・
卯
野
明
・
小
杉
滋
・
濱
野
正
敏
、
常
勤
監
査
役
＝
北
川
文
康
・
長
町
洋
三
、
監
査
役
＝
岡
崎

功
・
来
栖
良
樹

 

不
織
布
床
裏
吸
音
材
﹁
パ
ネ
ロ
ン
・
ス
キ
ッ
プ
﹂
の
製
造
拠
点
を
埼
玉
工
場
か
ら
滋
賀
工
場
に
移

管
す
る

11 

ム
サ
シ
と
共
同
で
低
価
格
の
コ
ン
パ
ク
ト
印
刷
シ
ス
テ
ム
﹁
Ｍ
Ｐ－

３
０
０
﹂
を
開
発
、
発
売
す

る

 

﹁
㈱
ム
サ
シ
創
立
六
〇
周
年
記
念
総
合
展
示
会
︵
一
一
月
一
六
・
一
七
日
、
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
・
鳳
凰
の
間
︶﹂
で
、
Ｉ
Ｐ
Ｓ
︵Ink-ribbon Printing System

︶
コ
ー
ナ
ー
に
新
製
品
の

﹁
Ｍ
Ｐ－

３
０
０
﹂
を
は
じ
め
、
主
力
の
﹁
Ｍ
Ｐ－

２
１
０
０
﹂﹁
Ｍ
Ｐ－

５
０
０
﹂
を
出
展
す
る

6 

﹁
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ 

Ｂ
Ｉ
Ｚ︵
ク
ー
ル 

ビ
ズ
︶﹂︵
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
、ノ
ー
上
着
︶始
ま
る

 

ア
ス
ベ
ス
ト
︵
石
綿
︶
に
よ
る
健
康
被
害
が
公
表
さ
れ
、
問
題
化

7 

ロ
ン
ド
ン
で
同
時
爆
破
テ
ロ
が
起
こ
る

 

北
海
道
・
知
床
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
が
決
ま
る

8 

﹁
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
﹂
が
開
業

 

超
大
型
ハ
リ
ケ
ー
ン
﹁
カ
ト
リ
ー
ナ
﹂
が
、
米
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
を
襲
う

9 

第
四
四
回
衆
院
選
で
自
民
党
が
圧
勝

 

民
主
党
新
代
表
に
前
原
誠
司
が
就
任

10 

パ
キ
ス
タ
ン
北
部
で
Ｍ
七
・
六
の
地
震
が
発
生
、
二
万
人
以
上
が
死
亡

11 

紀
宮
清
子
さ
ま
、
東
京
都
職
員
の
黒
田
慶
樹
さ
ん
と
結
婚

 

マ
ン
シ
ョ
ン
の
耐
震
強
度
偽
装
が
発
覚

1 

ラ
イ
ブ
ド
ア
社
長
の
堀
江
貴
文
ら
四
人
を
証
券
取
引
法
違
反
容
疑
で
逮
捕

2 

第
二
〇
回
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ト
リ
ノ
大
会
が
開
幕

 

ト
リ
ノ
五
輪
・
女
子
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
で
荒
川
静
香
が
金
メ
ダ
ル

3 

﹁
ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
﹂
で
日
本
が
初
代
王
者
に

4 

﹁
ワ
ン
セ
グ
﹂︵
１
セ
グ
メ
ン
ト
放
送
︶
が
ス
タ
ー
ト

5 

交
通
博
物
館
︵
東
京
・
神
田
︶
が
閉
館

7 

サ
ッ
カ
ー
・
中
田
英
寿
が
引
退
を
表
明

 

安
保
理
、
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
対
し
北
朝
鮮
制
裁
決
議
案
を
全
会
一
致
で
採

択

9 

秋
篠
宮
妃
紀
子
さ
ま
が
男
子
、
悠
仁
さ
ま
を
出
産

 

安
倍
晋
三
内
閣
が
発
足

10 

国
連
安
保
理
、
北
朝
鮮
の
核
実
験
に
対
し
て
全
会
一
致
で
制
裁
決
議
を
採

択

11 

米
中
間
選
挙
で
民
主
党
が
勝
利
、
上
・
下
院
で
過
半
数
の
議
席
を
獲
得

12 

イ
ラ
ク
元
大
統
領
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
の
死
刑
執
行
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12 

台
湾
新
幹
線
︵
二
〇
〇
七
年
一
月
五
日
開
業
︶
に
﹁
可
変
パ
ッ
ド
﹂
が
採
用
さ
れ
る

3 

老
舗
カ
バ
ン
メ
ー
カ
ー
２
０
０
７
春
夏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
新
製
品
に
タ
ー
ポ
リ
ン
素
材
﹁
マ
ー
ス
﹂

が
採
用
さ
れ
る

4 

株
券
の
電
子
化
︵
二
〇
〇
九
年
実
施
︶
に
伴
い
、
従
業
員
持
株
会
の
株
式
売
却
の
手
続
き
が
変
更
、

個
人
口
座
の
開
設
が
必
要
と
な
る

 
神
田
祭
で
一
七
六
年
ぶ
り
に
復
元
さ
れ
た
鬼
首
の
山
車
に
ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
﹁
ロ
ー
ラ
ン
ド
１
０

０
﹂
が
採
用
さ
れ
る

5 

﹁
Ｊ
Ｐ
２
０
０
７
情
報
印
刷
産
業
展
︵
五
月
二
四
～
二
六
日
、
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
︶﹂
に
メ
イ
シ

マ
ン
と
新
製
本
機
を
出
展
す
る

 

不
織
布
ラ
ミ
ネ
ー
ト
パ
ン
チ
ラ
イ
ン
の
改
造
を
行
な
う
︵
埼
玉
工
場
︶

6 

任
期
満
了
に
よ
り
監
査
役
三
名
を
選
任　

常
勤
監
査
役
＝
折
坂
透
、
監
査
役
＝
岡
崎
功
・
小
川
俊

夫

9 

リ
ス
ク
管
理
委
員
会
︵
社
長
直
轄
︶
を
新
設
す
る

11 

大
連
錦
宮
事
務
用
品
有
限
公
司
の
株
式
を
取
得
、
完
全
子
会
社
と
す
る

1 

大
平
カ
ン
パ
ニ
ー
を
完
全
統
合
︵
四
月
一
日
付
実
施
︶
カ
ン
パ
ニ
ー
制
を
廃
止
し
て
、
包
材
・
加

工
箔
関
連
事
業
を
新
設
の
大
平
事
業
統
括
第
七
事
業
部
と
し
、
加
工
紙
・
紙
管
紙
器
事
業
は
出

版
・
文
具
事
業
統
括
第
一
事
業
部
に
編
入
す
る

4 

第
六
事
業
部
が
発
足
す
る
︵
旧
特
殊
材
料
加
工
事
業
部　

二
〇
〇
三
年
七
月
発
足
︶

6 

﹁
第
一
四
五
期
定
時
株
主
総
会
︵
六
月
二
七
日
、
京
都
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
︶﹂
を
開
催
す
る　

取
締

役
一
二
名
︵
昇
任
二
名
、
新
任
二
名
︶
を
選
任
。
本
年
よ
り
、
決
算
公
告
に
﹁
有
価
証
券
報
告

書
﹂
を
掲
載
す
る

 

役
員
改
選　

取
締
役
社
長
＝
細
田
敏
夫
、
取
締
役
副
社
長
＝
桂
幸
嗣
、
専
務
取
締
役
＝
大
石
義
夫
、

常
務
取
締
役
＝
天
野
高
明
・
北
原
征
哉
・
湊
正
晴
・
大
髙
典
夫
、
取
締
役
＝
卯
野
明
・
小
杉
滋
・

濱
野
正
敏
・
公
文
弘
・
羽
田
章
、
常
勤
監
査
役
＝
長
町
洋
三
・
折
坂
透
、
監
査
役
＝
岡
崎
功
・
小

川
俊
夫

7 

組
織
改
編　

化
学
物
質
管
理
グ
ル
ー
プ
を
開
発
技
術
セ
ン
タ
ー
に
新
設
、
知
的
財
産
管
理
部
を
開

発
技
術
セ
ン
タ
ー
に
統
合
、
総
務
部
門
広
報
担
当
を
企
画
グ
ル
ー
プ
に
統
合
し
、
企
画
・
広
報
グ

ル
ー
プ
に
名
称
変
更
す
る

9 

﹁
Ｎ－

８
号
機
﹂
の
塗
料
設
備
を
改
造
し
、
広
幅
コ
ン
テ
ナ
ー
の
生
産
が
可
能
と
な
る

11 

第
三
事
業
部
の
組
織
改
編
を
行
な
い
、
グ
ル
ー
プ
一
・
二
を
廃
止
し
て
不
織
布
東
日
本
販
売
グ
ル

ー
プ
と
西
日
本
販
売
グ
ル
ー
プ
に
再
編
す
る

1 

台
湾
高
速
鉄
道
︵
台
湾
新
幹
線
＝
台
北
～
高
雄
間
︶
開
業

 

消
費
期
限
切
れ
原
材
料
使
用
で
、
不
二
家
の
藤
井
林
太
郎
社
長
が
辞
任

 

宮
崎
県
知
事
選
で
、
元
タ
レ
ン
ト
の
そ
の
ま
ん
ま
東
︵
東
国
原
英
夫
︶
が

初
当
選

4 

第
一
六
回
統
一
地
方
選
東
京
知
事
選
で
、
石
原
慎
太
郎
が
三
選

 

長
崎
市
・
伊
藤
一
長
市
長
が
拳
銃
で
撃
た
れ
死
亡

6 

食
肉
加
工
会
社
﹁
ミ
ー
ト
ホ
ー
プ
﹂︵
北
海
道
苫
小
牧
市
︶
が
豚
肉
等
混
入

を
牛
ミ
ン
チ
と
偽
装

9 

福
田
康
夫
内
閣
が
発
足

10 

民
営
郵
政
が
ス
タ
ー
ト

 

赤
福
︵
三
重
県
伊
勢
市
︶
が
﹁
赤
福
餅
﹂
の
製
造
日
を
偽
装
、
販
売
中
止

 

船
場
吉
兆 

福
岡
天
神
店
で
偽
装
表
示
、
消
費
期
限
切
れ
食
品
を
販
売

 

社
会
保
険
庁
、
未
統
合
の
五
〇
〇
〇
万
件
年
金
記
録
の
名
寄
せ
開
始

1 

薬
害
肝
炎
被
害
者
救
済
法
が
成
立

 

橋
下
徹
︵
弁
護
士
・
タ
レ
ン
ト
︶、
大
阪
府
知
事
選
で
初
当
選

2 

韓
国
の
国
宝
南
大
門
が
放
火
に
よ
り
、
炎
上
、
崩
壊

 

海
上
自
衛
隊
の
イ
ー
ジ
ス
艦
﹁
あ
た
ご
﹂
が
、
漁
船
と
衝
突

3 

中
国
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
で
大
規
模
な
暴
動
が
発
生

 

円
急
騰
、
一
二
年
四
ヶ
月
ぶ
り
に
一
〇
〇
円
を
突
破

 

第
三
〇
代
日
本
銀
行
総
裁
に
白
川
方
明
が
就
任

5 

サ
イ
ク
ロ
ン
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
直
撃
、
死
者
一
〇
万
人
に

 

中
国
四
川
省
で
大
地
震
、
死
者
六
万
九
〇
〇
〇
人
、
負
傷
者
三
七
万
人
を

超
え
る

6 

東
京
・
秋
葉
原
で
無
差
別
殺
傷
事
件
が
発
生

7 

北
海
道
洞
爺
湖
で
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
︵
主
要
国
首
脳
会
議
︶
開
催

9 

米
証
券
四
位
の
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
が
経
営
破
綻

11 

バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
上
院
議
員
︵
民
主
党
︶、
米
国
史
上
初
の
黒
人
大
統
領

︵
第
四
四
代
︶
に

 
イ
ン
ド
・
ム
ン
バ
イ
の
同
時
テ
ロ
で
、
タ
ー
ジ
マ
ハ
ー
ル
ホ
テ
ル
占
拠
さ

れ
る
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ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
で
き
ご
と

国
内
・
海
外
の
で
き
ご
と

1 

ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
ジ
ュ
ノ
、
㈱
タ
ケ
シ
ン
と
の
合
併
︵
四
月
一
日
付
実
施
︶
を
発
表
す
る

 

㈱
良
品
計
画
と
共
同
で
、
塩
化
ビ
ニ
ル
製
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ノ
ー
ト
・
カ
バ
ー
の
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
を
開
始
す
る

3 
八
色
グ
ラ
ビ
ア
ア
ル
ミ
印
刷
機
を
真
岡
工
場
に
導
入
す
る

4 
組
織
改
編　

王
子
工
場
と
真
岡
工
場
を
組
織
統
合
し
、
王
子
・
真
岡
工
場
と
す
る　

滋
賀
第
一
製

造
グ
ル
ー
プ
︵
電
子
特
材
製
造
グ
ル
ー
プ
・
布
ク
ロ
ス
製
造
グ
ル
ー
プ
統
合
︶、
滋
賀
第
一
製
造
技

術
グ
ル
ー
プ
︵
電
子
特
材
技
術
グ
ル
ー
プ
・
布
ク
ロ
ス
技
術
グ
ル
ー
プ
統
合
︶、
滋
賀
第
二
製
造
グ

ル
ー
プ
︵
壁
装
材
製
造
グ
ル
ー
プ
名
称
変
更
︶、
滋
賀
第
二
製
造
技
術
グ
ル
ー
プ
︵
壁
装
材
技
術
グ

ル
ー
プ
名
称
変
更
︶、
滋
賀
第
三
製
造
グ
ル
ー
プ
︵
特
殊
材
料
加
工
グ
ル
ー
プ
名
称
変
更
︶、
東
京

営
業
管
理
グ
ル
ー
プ
︵
東
京
営
業
管
理
第
一
・
第
二
グ
ル
ー
プ
統
合
︶、
印
刷
用
途
販
売
グ
ル
ー
プ

を
文
具
・
開
発
販
売
グ
ル
ー
プ
に
併
合
す
る

5 

紙
ク
ロ
ス
﹁
タ
ス
バ
ー
ク
﹂、
平
凡
社
新
書
一
〇
周
年
新
装
表
紙
に
採
用
さ
れ
る

 

化
学
物
質
管
理
グ
ル
ー
プ
を
、
化
学
物
質
管
理
室
に
格
上
げ
す
る

8 

創
立
九
〇
年
を
迎
え
る

 

創
立
九
〇
周
年
を
記
念
し
て
、
グ
ル
ー
プ
社
員
ア
ル
バ
ム
﹁
Ｄ
ｙ
＊
Ｈ
ｅ
ａ
ｒ
ｔ
﹂
を
刊
行
す
る

10 

組
織
改
編　

第
一
事
業
部
文
具
・
開
発
販
売
グ
ル
ー
プ
と
紙
管
紙
器
・
加
工
紙
販
売
グ
ル
ー
プ
を

統
合
し
、
文
具
・
機
能
材
販
売
グ
ル
ー
プ
と
す
る　

紙
ク
ロ
ス
製
造
グ
ル
ー
プ
と
王
子
加
工
紙
製

造
グ
ル
ー
プ
を
統
合
し
、
紙
ク
ロ
ス
・
加
工
紙
製
造
グ
ル
ー
プ
と
す
る　

紙
ク
ロ
ス
技
術
グ
ル
ー

プ
と
王
子
加
工
紙
技
術
グ
ル
ー
プ
を
統
合
し
、
紙
ク
ロ
ス
・
加
工
紙
技
術
グ
ル
ー
プ
と
す
る　

第

七
事
業
部
加
工
箔
包
材
販
売
グ
ル
ー
プ
に
、
大
平
大
阪
販
売
グ
ル
ー
プ
と
市
場
開
拓
販
売
グ
ル
ー

プ
を
統
合
す
る

4 

組
織
改
編　

環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み
強
化
の
た
め
、
環
境
保
全
委
員
会
︵
社
長
直
轄
︶
を
新
設

す
る　

同
時
に
環
境
推
進
室
を
新
設
し
、
環
境
保
全
グ
ル
ー
プ
と
化
学
物
質
管
理
グ
ル
ー
プ
︵
前

化
学
物
質
管
理
室
︶
を
設
け
る　

同
室
は
業
務
監
査
室
と
同
格
の
あ
つ
か
い

6 

役
員
改
選　

取
締
役
社
長
＝
細
田
敏
夫
、
取
締
役
副
社
長
＝
大
石
義
夫
、
専
務
取
締
役
＝
天
野
高

明
、
常
務
取
締
役
＝
湊
正
晴
・
卯
野
明
・
公
文
弘
・
濱
野
正
敏
、
取
締
役
＝
小
杉
滋
・
羽
田

章
・ 

君
塚
明
・
齊
藤
徹
司
、
常
勤
監
査
役
＝
長
町
洋
三
・
折
坂
透
、
監
査
役
＝
岡
崎
功
・
小
川
俊

夫

8 

﹃
ダ
イ
ニ
ッ
ク
90
年
史
﹄
を
刊
行
す
る

10 

組
織
改
編　

財
務
部
門
の
下
に
資
金
統
括
部
を
新
設
す
る　

壁
装
材
の
機
能
開
発
を
強
化
す
る
た

め
に
、
開
発
技
術
セ
ン
タ
ー
に
新
規
開
発
第
３
グ
ル
ー
プ
を
新
設
す
る

1 

中
川
昭
一
財
務
・
金
融
相
が
酩
酊
事
件
で
引
責
辞
任

3 

若
田
光
一
を
乗
せ
た
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
﹁
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
﹂
打
ち
上

げ
成
功

 

Ｗ
Ｂ
Ｃ 

日
本
、
延
長
戦
で
韓
国
を
破
り
連
覇

4 

北
朝
鮮
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射

 

豚
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
メ
キ
シ
コ
で
発
生

6 

足
利
事
件
︵
一
九
九
〇
年
︶
の
菅
家
利
和
、
釈
放

 
〝

Ｋ
ｉ
ｎ
ｇ 

ｏ
ｆ 

Ｐ
ｏ
ｐ
ｓ〟

マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
死
去
︵
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
︶

7 

日
本
の
陸
地
で
は
四
六
年
ぶ
り
に
皆
既
日
食
観
測
︵
七
月
二
二
日
︶

8 

第
四
五
回
衆
院
選
で
、
民
主
党
が
圧
勝
、
三
〇
八
議
席
を
獲
得

9 

鳩
山
由
紀
夫
内
閣
が
発
足

 

米
大
リ
ー
グ
、
シ
ア
ト
ル
・
マ
リ
ナ
ー
ズ
の
イ
チ
ロ
ー
が
大
リ
ー
グ
史
上

初
の
九
年
連
続
二
〇
〇
安
打
を
達
成

 

南
太
平
洋
の
サ
モ
ア
諸
島
沖
で
Ｍ
八
・
〇
の
地
震
、
死
者
一
四
〇
人
超

 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ス
マ
ト
ラ
島
沖
で
Ｍ
七
・
六
の
地
震
、
死
者
一
一
〇
〇

人
超

10 

オ
バ
マ
米
大
統
領
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
決
定

11 

民
主
党
、
行
政
刷
新
会
議
で
事
業
仕
分
け
を
行
な
う

12 

日
本
画
家
平
山
郁
夫
死
去

 

Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
が
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
開
催

1 

ハ
イ
チ
で
Ｍ
七
・
〇
の
地
震
発
生
、
死
者
二
〇
万
人
以
上
に

2 

チ
リ
で
Ｍ
八
・
八
の
大
地
震
、
死
者
七
〇
〇
人
以
上

4 

中
国
・
チ
ベ
ッ
ト
自
治
州
で
Ｍ
七
・
一
の
大
地
震　

死
者
二
〇
〇
〇
人
に

5 

ギ
リ
シ
ャ
の
財
政
危
機
勃
発

 

英
総
選
挙
で
一
三
年
ぶ
り
政
権
交
代
、
保
守
党
キ
ャ
メ
ロ
ン
党
首
が
首
相

に
就
任

6 
鳩
山
首
相
辞
任
、
菅
直
人
内
閣
が
発
足

2009
平成21年

2010
平成22年
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│
こ
の
年
、
食
品
包
装
材
向
け
の
熱
転
写
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
需
要
が
活
発
化
す
る

 

│
こ
の
年
、
白
色
印
字
用
の
熱
転
写
リ
ボ
ン
を
発
売
す
る

7 

東
京
本
社
と
埼
玉
工
場
、
国
際
的
な
森
林
認
証
制
度
﹁
Ｆ
Ｓ
Ｃ
Ⓡ

／
Ｃ
ｏ
Ｃ
﹂
の
認
証
を
取
得
す
る

9 

東
京
本
社
、
港
区
芝
大
門
︵
一－

三－

四 

ダ
イ
ニ
ッ
ク
ビ
ル
︶
か
ら
港
区
新
橋
︵
六－

一
七－

一
九 

新
御
成
門
ビ
ル
︶
に
移
転
す
る
︵
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
ジ
ュ
ノ
、
オ
フ
ィ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
も
同
時
移
転
︶

10 
組
織
改
編　

東
京
営
業
管
理
グ
ル
ー
プ
の
上
に
、
東
京
営
業
管
理
統
括
部
を
新
設
す
る　

人
事
部

門
の
下
に
、
人
事
統
括
部
を
新
設
す
る

 

滋
賀
県
多
賀
町
で
開
催
さ
れ
た
第
二
三
回
﹁
星
空
の
街
、
あ
お
ぞ
ら
の
街
﹂
全
国
大
会
の
星
空
観

察
会
が
ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
天
究
館
で
行
な
わ
れ
、
高
円
宮
妃
殿
下
が
天
究
館
に
来
館
さ
れ
る

 

│
こ
の
年
、
紙
ク
ロ
ス
﹁
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
ゴ
ー
ル
ド
﹂
を
発
売
す
る

 

│
こ
の
年
、
放
射
性
物
質
除
染
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
コ
ン
テ
ナ
用
の
タ
ー
ポ
リ
ン
を
発
売
す
る

4 

組
織
改
編　

第
七
事
業
部
の
加
工
箔
販
売
グ
ル
ー
プ
を
加
工
箔
包
材
東
日
本
販
売
グ
ル
ー
プ
と
加

工
箔
包
材
西
日
本
販
売
グ
ル
ー
プ
に
組
織
を
分
割
す
る　

王
子
・
真
岡
工
場
を
王
子
工
場
と
真
岡

工
場
に
組
織
を
分
割
す
る　

企
画
部
門
の
下
に
本
社
企
画
部
を
新
設
す
る　

大
阪
支
社
営
業
所
、

大
阪
市
中
央
区
高
麗
橋
︵
二－

六－

一
〇 

新
高
麗
橋
ビ
ル
︶
か
ら
大
阪
市
中
央
区
南
船
場
︵
二－

五－

一
二 

ク
リ
ス
タ
フ
ァ
イ
ブ
ビ
ル
︶
に
移
転
す
る
︵
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
ジ
ュ
ノ
、
オ
フ
ィ
ス
・
メ

デ
ィ
ア
も
同
時
移
転
︶

6 

細
田
敏
夫
が
会
長
に
就
き
、
大
石
義
夫
が
社
長
に
就
任
す
る

 

役
員
改
選　

取
締
役
会
長
＝
細
田
敏
夫
、
取
締
役
社
長
＝
大
石
義
夫
、
取
締
役
副
社
長
＝
天
野
高

明
、
専
務
取
締
役
＝
湊
正
晴
、
常
務
取
締
役
＝
卯
野
明
・
公
文
弘
・ 
羽
田
章
、
取
締
役
＝
君
塚

明
・
齊
藤
徹
司
・
眞
住
愼
也
・
河
野
秀
昭
、
常
勤
監
査
役
＝
長
町
洋
三
・
折
坂
透
、
監
査
役
＝
大

場
將
弘
・
綱
島
勉

12 

名
古
屋
支
社
営
業
所
、
名
古
屋
市
西
区
牛
島
町
︵
五－

二 

名
駅 

Ｔ
Ｋ
ビ
ル
︶
か
ら
名
古
屋
市
東
区

葵
︵
三－

一
五－

三
一 

千
種
ニ
ュ
ー
タ
ワ
ー
ビ
ル
︶
に
移
転
す
る
︵
オ
フ
ィ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
名
古

屋
支
社
も
同
時
移
転
︶

 

﹃
日
本
美
術
全
集
﹄︵
小
学
館
︶
の
表
紙
に
染
布
ク
ロ
ス
が
採
用
さ
れ
る

 

│
こ
の
年
、
一
般
バ
ー
コ
ー
ド
用
の
熱
転
写
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
﹁
Ｈ
Ｌ－

７
２
﹂
を
発
売
す
る　

1 

王
子
工
場
、
ア
ル
ミ
箔
加
工
蓋
材
用
ス
リ
ッ
タ
ー
機
三
台
の
う
ち
二
台
を
新
設
す
る

4 

組
織
改
編　

住
宅
関
連
企
画
グ
ル
ー
プ
を
大
阪
支
社
営
業
所
か
ら
滋
賀
工
場
に
移
す

 

ビ
ニ
ル
ペ
ー
パ
ー
﹁
Ｖ
Ｐ
Ｇ
Ｊ
﹂
を
発
売
す
る

3 

東
日
本
大
震
災
、
原
発
事
故
で
甚
大
被
害

5 

国
際
テ
ロ
組
織
ア
ル
カ
イ
ダ
の
首
領
ウ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
容
疑
者
を

殺
害

7 

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
、
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
優
勝

 

タ
イ
で
大
洪
水
、
日
本
企
業
日
系
企
業
約
四
五
〇
社
に
も
深
刻
な
被
害

 

中
国
高
速
鉄
道
で
事
故
、
四
〇
人
死
亡

9 

菅
首
相
辞
任
、
野
田
佳
彦
内
閣
が
発
足

10 

歴
史
的
円
高
、
一
時
一
ド
ル
＝
七
五
円
三
二
銭

12 

北
朝
鮮
の
金
正
日
総
書
記
が
死
去

4 

北
朝
鮮
、
金
正
恩
氏
が
党
最
高
ポ
ス
ト
の
第
一
書
記
に
就
任

5 

北
海
道
電
力
泊
原
発
三
号
機
︵
北
海
道
泊
村
︶
の
検
査
入
り
で
全
五
〇
基

が
運
転
を
停
止

8 

尖
閣
、
竹
島
で
中
国
、
韓
国
と
の
関
係
悪
化

 

消
費
増
税
法
が
成
立
、
一
四
年
四
月
に
八
％
、
一
五
年
一
〇
月
に
一
〇
％

10 

山
中
伸
弥
京
都
大
教
授
が
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
を
受
賞

11 

習
近
平
国
家
副
主
席
が
総
書
記
に
選
出

 

米
大
統
領
に
オ
バ
マ
再
選

 

オ
バ
マ
大
統
領
が
、
現
職
米
大
統
領
と
し
て
初
め
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
訪
問

12 

衆
院
選
で
自
公
圧
勝
、
政
権
奪
還

 

韓
国
大
統
領
選
で
、
保
守
系
与
党
セ
ヌ
リ
党
の
朴
槿
恵
が
女
性
と
し
て
初

の
当
選

 

│
こ
の
年
、
北
朝
鮮
が
四
月
と
一
二
月
に
長
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射

 

│
こ
の
年
、
ユ
ー
ロ
圏
の
崩
壊
は
回
避
し
た
も
の
の
、
欧
州
債
務
危
機
が

依
然
続
く

 

│
こ
の
年
、
シ
リ
ア
内
戦
激
化

1 
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
人
質
事
件
、
邦
人
一
〇
人
犠
牲
に

4 

日
銀
の
黒
田
東
彦
総
裁
、﹁
異
次
元
の
金
融
緩
和
﹂
を
発
表

6 

元
米
中
央
情
報
局
職
員
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ス
ノ
ー
デ
ン
、
米
情
報
収
集
活
動

2011
平成23年

2012
平成24年

2013
平成25年
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ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
で
き
ご
と

国
内
・
海
外
の
で
き
ご
と

6 

真
空
成
型
用
素
材
﹁
ジ
ュ
エ
ラ
﹂
を
発
売
す
る

 

Ｔ
Ｐ
Ｃ
ニ
ッ
ク
︵T

PCN
IC CO

., LT
D

.

︶
を
設
立
す
る　

資
本
金
五
〇
〇
〇
万
バ
ー
ツ
、 

マ
ネ
ー

ジ
ン
グ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
＝
遠
藤
浩

8 
王
子
工
場
、
ア
ル
ミ
箔
加
工
蓋
材
用
の
押
出
ラ
ミ
ネ
ー
タ
ー
機
を
導
入
す
る

10 
紙
ク
ロ
ス
﹁
タ
ス
ク
レ
ス
﹂
を
発
売
す
る　
　

 

│
こ
の
年
、
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
で
外
観
を
付
与
し
た
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
不
織
布
﹁
ラ
イ

フ
ト
ー
ン
﹂
を
開
発
す
る

2 

組
織
改
編　

第
三
事
業
部
の
営
業
グ
ル
ー
プ
を
東
西
か
ら
市
場
別
体
制
と
し
、
不
織
布
販
売
グ
ル

ー
プ
１
、
不
織
布
販
売
グ
ル
ー
プ
２
と
す
る

 

記
録
的
な
大
雪
に
よ
り
埼
玉
工
場
の
一
部
建
屋
が
崩
落
す
る

3 

ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
テ
キ
ス
タ
イ
ル
・
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
︵PT

. D
Y

N
IC T

EX
T

ILE PREST
IGE

︶

を
設
立
す
る　

資
本
金
五
〇
〇
万
ド
ル
、
マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
＝
齊
藤
徹
司

6 

役
員
改
選　

取
締
役
会
長
＝
細
田
敏
夫
、
取
締
役
社
長
＝
大
石
義
夫
、
取
締
役
副
社
長
＝
天
野
高

明
、
専
務
取
締
役
＝
湊
正
晴
、
常
務
取
締
役
＝
公
文
弘
・
羽
田
章
・
君
塚
明
、
取
締
役
＝
眞
住
愼

也
・
河
野
秀
昭
・
市
川
仁
司
・
木
村
博
、
常
勤
監
査
役
＝
折
坂
透
・
矢
部
明
、
監
査
役
＝
大
場
將

弘
・
綱
島
勉

12 

台
湾
ク
ロ
ス
を
解
散
す
る

1 

王
子
工
場
、
ア
ル
ミ
箔
加
工
蓋
材
用
マ
イ
ク
ロ
ス
リ
ッ
タ
ー
機
を
導
入
す
る

3 

﹃
昭
和
天
皇
実
録
﹄︵
東
京
書
籍
︶
の
表
紙
に
布
ク
ロ
ス
﹁
バ
ク
ラ
ム
Ｓ
Ｋ
﹂
が
採
用
さ
れ
る

5 

滋
賀
工
場
、
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
を
新
設
し
、
食
品
包
装
材
用
の
フ
ィ
ル
ム
エ
ン
ボ
ス
加
工
を
本
格

的
に
開
始
す
る

6 

役
員
改
選　

取
締
役
会
長
＝
細
田
敏
夫
、
取
締
役
社
長
＝
大
石
義
夫
、
常
務
取
締
役
＝
公
文
弘
・

羽
田
章
・
君
塚
明
・
河
野
秀
昭
、
取
締
役
＝
眞
住
愼
也
・
市
川
仁
司
・
木
村
博
・
北
村
圭
正
・
小

澤
一
雅
、
社
外
取
締
役
＝
辻
正
次
、
常
勤
監
査
役
＝
矢
部
明
・
福
岡
浩
三
、
監
査
役
＝
大
場
將

弘
・
角
倉
英
司

10 

埼
玉
工
場
、
熱
転
写
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
用
五
ヘ
ッ
ド
コ
ー
タ
ー
塗
装
機
を
導
入
す
る

 

真
岡
工
場
、
ア
ル
ミ
箔
加
工
蓋
材
用
の
両
面
検
査
機
を
導
入
す
る

 

│
こ
の
年
、﹁
表
面
強
化
壁
紙
﹂
を
発
売
す
る

を
暴
露

7 

参
院
選
で
自
民
圧
勝
、﹁
ね
じ
れ
﹂
解
消

 

日
本
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
参
加

9 

二
〇
二
〇
年
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
東
京
開
催
決
定

11 

中
国
が
尖
閣
上
空
に
﹁
防
空
識
別
圏
﹂
を
設
定

12 

特
定
秘
密
保
護
法
が
成
立

 

﹁
徳
洲
会
五
〇
〇
〇
万
円
﹂
で
猪
瀬
直
樹
都
知
事
が
辞
職

3 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
南
部
ク
リ
ミ
ア
半
島
に
ロ
シ
ア
が
軍
事
介
入

4 

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
論
文
の
捏
造
や
改
ざ
ん
が
認
定
さ
れ
る

 

韓
国
旅
客
船
事
故
で
三
〇
四
人
死
亡
・
不
明

6 

イ
ス
ラ
ム
過
激
組
織
﹁
イ
ラ
ク
・
シ
リ
ア
の
イ
ス
ラ
ム
国
﹂
が
イ
ラ
ク
第

二
の
都
市
モ
ス
ル
を
制
圧

7 

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
容
認
す
る
憲
法
解
釈
の
変
更
を
閣
議
決
定

8 

広
島
で
土
砂
災
害
、
住
宅
流
さ
れ
七
四
人
死
亡

9 

長
野
・
御
嶽
山
が
噴
火
、
五
七
人
死
亡
六
人
不
明

12 

衆
院
選
で
与
党
圧
勝

 

エ
ボ
ラ
出
血
熱
感
染
拡
大
、
死
者
六
〇
〇
〇
人

1 

過
激
派
組
織
﹁
イ
ス
ラ
ム
国
﹂︵
Ｉ
Ｓ
︶
が
邦
人
人
質
殺
害

 

ギ
リ
シ
ャ
、
急
進
左
派
連
合
︵
Ｓ
Ｙ
Ｒ
Ｉ
Ｚ
Ａ
︶
中
心
の
連
立
政
権
が
誕
生

8 

川
内
原
発
一
号
機
︵
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市
︶
の
原
子
炉
が
再
稼
働

9 

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
可
能
に
す
る
こ
と
な
ど
を
柱
と
す
る
安
全
保
障

関
連
法
が
成
立

 

独
、
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
が
排
ガ
ス
不
正
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
一
部
デ
ィ

ー
ゼ
ル
車
に
搭
載
し
て
い
た
こ
と
が
発
覚

10 
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
が
大
筋
合
意

 
│
こ
の
年
、
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
会

場
と
な
る
新
国
立
競
技
場
の
建
設
計
画
や
大
会
エ
ン
ブ
レ
ム
が
相
次
い
で

見
直
し

2014
平成26年

2015
平成27年

2013
平成25年
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2016
平成28年

2017
平成29年

3 

埼
玉
工
場
、
熱
転
写
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
塗
装
機
の
制
御
装
置
を
更
新
す
る

 

埼
玉
工
場
、
雪
害
に
よ
る
復
旧
工
事
が
完
了
す
る

6 

役
員
改
選　

取
締
役
会
長
＝
細
田
敏
夫
、
取
締
役
社
長
＝
大
石
義
夫
、
常
務
取
締
役
＝
公
文
弘
・

河
野
秀
昭
・
市
川
仁
司
・
眞
住
愼
也
、
取
締
役
＝
木
村
博
・
北
村
圭
正
・
小
澤
一
雅
・
遠
藤
浩
、

社
外
取
締
役
＝
辻
正
次
、
常
勤
監
査
役
＝
矢
部
明
・
福
岡
浩
三
、
監
査
役
＝
大
場
將
弘
・
角
倉
英

司

7 
王
子
工
場
、
食
品
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
﹁
Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
２
２
０
０
０
﹂
の
認
証
を
取
得
す

る

 

大
石
社
長
が
日
本
不
織
布
協
会
の
会
長
に
就
任
す
る

9 

真
岡
工
場
、
両
面
検
査
機
を
一
機
増
設
す
る　

11 

埼
玉
工
場
、
熱
転
写
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
用
ス
リ
ッ
タ
ー
機
を
一
機
増
設
す
る

12 

﹃
定
本 

漱
石
全
集
﹄︵
岩
波
書
店
︶
の
表
紙
に
紙
ク
ロ
ス
﹁
タ
ス
ク
レ
ス
﹂
が
採
用
さ
れ
る

 

│
こ
の
年
、﹁
高
機
能
消
臭
壁
紙
﹂﹁
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
壁
紙
﹂﹁
抗
ウ
イ
ル
ス
壁
紙
﹂
を
発
売
す
る

 

│
こ
の
年
、
不
織
布
に
よ
る
﹁
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
用
蒸
散
板
ユ
ニ
ッ
ト
﹂
を
発
売
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
な
ど
の
商
業
店
舗
に
配
さ
れ
る
冷
凍
・
冷
蔵
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
採
用
さ
れ
る

8 

真
岡
工
場
、
ア
ル
ミ
箔
加
工
蓋
材
用
ス
リ
ッ
タ
ー
機
を
導
入
す
る

9 

パ
ッ
ケ
ー
ジ
向
け
紙
ク
ロ
ス
﹁
メ
タ
ド
ゥ
ー
ル
﹂﹁
モ
イ
ス
ラ
イ
ク
﹂﹁
ス
プ
リ
ン
ク
ル
﹂
を
発
売

す
る

10 

組
織
改
編　

滋
賀
工
場
に
第
三
事
業
部
／
滋
賀
第
４
製
造
グ
ル
ー
プ
を
新
設
す
る

1 

﹃
広
辞
苑
﹄︵
岩
波
書
店
︶
の
改
訂
新
版
︵
第
七
版
︶
が
刊
行
さ
れ
、
表
紙
に
当
社
ク
ロ
ス
﹁
バ
ク

ラ
ム
﹂
が
採
用
さ
れ
る　

 

組
織
改
編　

全
社
の
品
質
保
証
体
制
の
レ
ベ
ル
向
上
を
目
的
と
し
、
生
産
部
門
に
品
質
保
証
統
括

を
設
け
る

3 

真
岡
工
場
、﹁
Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
２
２
０
０
０
﹂
の
認
証
を
取
得
す
る

6 

ア
ジ
ア
不
織
布
産
業
総
合
展
示
会
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
２
０
１
８
に
出
展
す
る

 

役
員
改
選　

取
締
役
会
長
＝
細
田
敏
夫
、
取
締
役
社
長
＝
大
石
義
夫
、
常
務
取
締
役
＝
河
野
秀

昭
・
市
川
仁
司
、
取
締
役
＝
木
村
博
・
北
村
圭
正
・
小
澤
一
雅
・
遠
藤
浩
・
佐
々
木
範
明
・
山
田

英
伸
、 社
外
取
締
役
＝
辻
正
次
、
常
勤
監
査
役
＝
福
岡
浩
三
・
竹
内
祥
兼
、
監
査
役
＝
大
場
將
弘
・

角
倉
英
司

7 

ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
チ
ェ
コ
︵D

Y
N

IC 

［CZ

］ s.r.o.

︶
を
設
立
す
る　

資
本
金
一
三
〇
〇
万
Ｃ
Ｚ
Ｋ
、 

2 

日
米
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
一
二
ヵ
国
が
環
太
平
洋
連
携
協
定
︵
Ｔ
Ｐ

Ｐ
︶
に
署
名

3 

オ
バ
マ
米
大
統
領
、
現
職
の
大
統
領
と
し
て
八
八
年
ぶ
り
に
キ
ュ
ー
バ
を

訪
問

4 

熊
本
地
震
、
死
者
二
七
〇
人
超

5 

オ
バ
マ
米
大
統
領
、
現
職
の
米
大
統
領
と
し
て
初
め
て
被
爆
地
・
広
島
を

訪
問
し
献
花

6 

消
費
税
率
一
〇
％
へ
の
引
き
上
げ
の
再
延
期
を
表
明

 

英
国
が
Ｅ
Ｕ
離
脱
決
定

7 

神
奈
川
県
下
知
的
障
害
者
施
設
に
男
が
侵
入
し
、
入
場
者
一
九
人
を
殺
害

8 

天
皇
陛
下
、
退
位
の
意
向
示
唆

11 

ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
︵
共
和
党
︶
が
米
大
統
領
に
就
任

12 

韓
国
、
朴
槿
恵
大
統
領
の
弾
劾
案
可
決

 

安
倍
首
相
、真
珠
湾
を
オ
バ
マ
米
大
統
領
と
と
も
に
訪
問
し
、
犠
牲
者
を
慰

霊

2 

マ
レ
ー
シ
ア
空
港
で
金
正
男
氏
暗
殺

5 

韓
国
、
文
在
寅
政
権
発
足

6 

﹁
共
謀
罪
﹂
を
改
め
改
正
組
織
犯
罪
処
罰
法
が
成
立

7 

過
激
派
組
織
﹁
イ
ス
ラ
ム
国
﹂︵
Ｉ
Ｓ
︶、
拠
点
陥
落
で
事
実
上
崩
壊

 

│
こ
の
年
、﹁
森
友
学
園
﹂﹁
加
計
学
園
﹂
を
め
ぐ
る
疑
惑
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
日
報

問
題
が
政
権
を
揺
る
が
す

4 

防
衛
省
が
存
在
し
な
い
と
し
て
い
た
陸
上
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
遣
部
隊
の

日
報
が
見
つ
か
っ
た
と
発
表

 

朝
鮮
半
島
非
核
化
、
南
北
首
脳
が
合
意

5 

米
が
イ
ラ
ン
核
合
意
離
脱
、
経
済
制
裁
を
再
発
動

6 

米
朝
が
史
上
初
の
首
脳
会
談

 

財
務
省
が
森
友
文
書
改
ざ
ん
問
題
で
職
員
二
〇
人
を
処
分

7 

オ
ウ
ム
松
本
元
死
刑
囚
ら
の
刑
執
行

10 
韓
国
最
高
裁
、
徴
用
工
へ
の
賠
償
命
じ
る

 
メ
ル
ケ
ル
独
首
相
が
辞
任
を
表
明

11 

日
産
ゴ
ー
ン
会
長
を
金
融
商
品
取
引
法
違
反
︵
有
価
証
券
報
告
書
の
虚
偽

記
載
︶
容
疑
で
逮
捕

2018
平成30年
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ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
で
き
ご
と

国
内
・
海
外
の
で
き
ご
と

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
＝
髙
木
哲
雄

8 

滋
賀
工
場
、
壁
紙
製
造
ラ
イ
ン
を
改
造
・
改
編
す
る

10 
富
士
工
場
、
６
Ｐ
チ
ー
ズ
生
産
機
を
増
設
す
る

 
印
刷
用
布
ク
ロ
ス
﹁
Ｍ
ｕ
ｌ
ｔ
ｉ　
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ　
Ｃ
ｌ
ｏ
ｔ
ｈ
﹂
を
発
売
す
る

12 
大
野
ク
ロ
ス
㈱
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
傘
下
に
入
る
︵
大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
谷
町
七－

一－
三
〇
︶　

資
本
金
二
九
七
五
万
円
、
社
長
＝
佐
々
木
克
己

1 

組
織
改
編　

本
社
総
務
部
を
新
設
し
、
本
社
総
務
グ
ル
ー
プ
と
東
京
総
務
グ
ル
ー
プ
を
統
括
す
る

6 

役
員
改
選　

取
締
役
会
長
＝
細
田
敏
夫
、
取
締
役
社
長
＝
大
石
義
夫
、
常
務
取
締
役
＝
河
野
秀

昭
・
市
川
仁
司
・
遠
藤
浩
、
取
締
役
＝
木
村
博
・
北
村
圭
正
・
小
澤
一
雅
・
佐
々
木
範
明
・
山
田

英
伸
、
社
外
取
締
役
＝
辻
正
次
・
川
﨑
茂
、
常
勤
監
査
役
＝
竹
内
祥
兼
・
本
山
信
之
、
監
査
役
＝

角
倉
英
司
・
川
辺
雅
也

7 

国
際
文
具
・
紙
製
品
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｔ
に
出
展
す
る

 

ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
天
究
館
内
に
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
開
設
す
る

８ 

創
立
一
〇
〇
年
を
迎
え
る

 

創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
な
う

 

ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
天
究
館
内
に
ダ
イ
ニ
ッ
ク
歴
史
資
料
館
を
開
設
す
る

9 

創
立
一
〇
〇
周
年
を
記
念
し
て
、
グ
ル
ー
プ
社
員
ア
ル
バ
ム
﹁
Ｄ
×
100
﹂
を
刊
行
す
る

 

│
こ
の
年
、
埼
玉
工
場
、
熱
転
写
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
用
ス
リ
ッ
タ
ー
機
を
三
機
増
設
す
る

 

│
こ
の
年
、
大
阪
北
部
地
震
、
西
日
本
豪
雨
、
北
海
道
地
震
、
災
害
相
次

ぐ

 

│
こ
の
年
、
米
中
貿
易
摩
擦
が
激
化    

 

3 

マ
リ
ナ
ー
ズ
の
イ
チ
ロ
ー
、
現
役
引
退
を
表
明

 

香
港
で
反
政
府
抗
議
活
動

4 

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
で
火
災

5 

皇
太
子
徳
仁
親
王
殿
下
が
第
一
二
六
代
天
皇
に
即
位
さ
れ
、﹁
令
和
﹂
に
改

元

7 

京
都
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
放
火
、
三
六
名
死
亡

8 

ゴ
ル
フ
・
渋
野
日
向
子
が
全
英
女
子
優
勝

9 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
環
境
活
動
家
の
一
六
歳
グ
レ
タ
さ
ん
が
国
連
で
演
説

10 

ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
日
本
大
会
で
日
本
が
ベ
ス
ト
８
入
り

 

消
費
税
率
一
〇
％
ス
タ
ー
ト

 

沖
縄
・
首
里
城
が
消
失

11 

米
、﹁
パ
リ
協
定
﹂
離
脱
を
国
連
に
通
告

2019
平成31年・令和元年

2018
平成30年
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製品年表

一
九
一
九
大
正
8

【
染
色
加
工
】　

天
然
繊
維
、
お
も
に
絹
織
物
の
染
色
・
再
整
加
工
で
創
業
す
る
。
絹
織
物
の
染
色
と
交
織
繻
子
（
絹
と
綿
と
の
交
織
）
の
裏
糊
加
工
が
中
心
で
あ
っ
た
。

【
装
幀
材
】　

最
初
の
装
幀
用
ク
ロ
ス
『
梅
ク
ロ
ス
』
を
開
発
。
澱
粉
塗
料
を
塗
っ
た
だ
け
の
エ
ン
ボ
ス
な
し
布
ク
ロ
ス
。

一
九
二
〇
大
正
9

【
装
幀
材
】　
『
黒
一
色
の
雲
型
エ
ン
ボ
ス
の
布
ク
ロ
ス
』
を
開
発
。
本
格
的
に
国
定
教
科
書
向
け
の
生
産
が
可
能
と
な
る
。

【
装
幀
材
】　

製
本
補
強
用
ク
ロ
ス
『
裏
貼
り
ク
ロ
ス
（
寒
冷
紗
）』
を
開
発
。
当
時
は
ほ
と
ん
ど
が
輸
入
品
だ
っ
た
が
、
三
分
の
一
の
価
格
で
生
産
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
教
科
書
用
に
使
用
さ
れ
る
。

一
九
二
二
大
正
11

【
装
幀
材
】　

生
地
の
硬
化
や
色
の
剝
脱
・
ヒ
ビ
割
れ
が
起
き
な
い
、
光
沢
の
あ
る
布
ク
ロ
ス
『
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド 

シ
リ
ー
ズ
』
を
開
発
。
黒
以
外
の
色
物
の
生
産
も
可
能
と
な
る
。

一
九
二
三
大
正
12

【
染
色
加
工
】　

人
絹
の
将
来
性
に
着
目
し
て
、
絹
織
物
・
綿
織
物
中
心
の
染
色
か
ら
人
絹
染
色
へ
進
出
。
日
本
初
の
人
絹
織
物
加
工
メ
ー
カ
ー
と
な
る
。

一
九
二
七
昭
和
2

【
そ
の
他
】　

透
写
用
ク
ロ
ス
『
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ク
ロ
ス
』
を
開
発
。
戦
艦
、
車
輌
、
兵
器
な
ど
の
製
図
に
使
用
さ
れ
る
。

一
九
三
〇
昭
和
5

【
イ
ン
テ
リ
ア
】　

木
目
模
様
の
『
ブ
ラ
イ
ン
ド
ク
ロ
ス
』
を
開
発
。

一
九
三
二
昭
和
7

【
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
】　
『
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
用
リ
ボ
ン
』
を
開
発
。
日
本
で
唯
一
の
印
字
布
メ
ー
カ
ー
と
な
る
。
欧
文
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
計
器
類
用
に
使
用
さ
れ
る
。

【
壁
紙
】　

湿
度
が
高
い
日
本
の
住
宅
環
境
に
適
し
た
壁
紙
『
ウ
ォ
ー
ル
ク
ロ
ス
』
を
開
発
。

一
九
三
七
昭
和
12

【
そ
の
他
】　

布
地
に
乾
性
油
を
塗
っ
た
『
オ
イ
ル
ク
ロ
ス
（
油
布
）』
を
開
発
。
レ
イ
ン
コ
ー
ト
、
水
泳
帽
に
使
用
さ
れ
る
。

【
そ
の
他
】　

羽
二
重
に
乾
性
油
の
被
膜
を
つ
く
っ
た
『
オ
イ
ル
シ
ル
ク
（
油
絹
）』
を
開
発
。
レ
イ
ン
コ
ー
ト
、
水
泳
帽
に
使
用
さ
れ
る
。

【
そ
の
他
】　
『
硝
化
綿
レ
ザ
ー
』
を
開
発
。
当
初
は
木
綿
ベ
ー
ス
だ
っ
た
が
、
一
九
四
〇
年
に
綿
布
の
使
用
禁
止
に
よ
っ
て
人
絹
ベ
ー
ス
と
な
る
。
椅
子
貼
り
、
爪
革
、
下
駄
の
鼻
緒
に
使
用
さ
れ
る
。

一
九
三
八
昭
和
13

【
装
幀
材
】　

ス
フ
の
代
用
と
し
て
人
絹
を
ベ
ー
ス
に
し
た
ク
ロ
ス
を
開
発
。

一
九
四
〇
昭
和
15

【
そ
の
他
】　

絹
地
に
繊
維
素
塗
料
を
塗
っ
た
、
楽
器
用
の
絹
皮
『
シ
ル
ク
ス
キ
ン
』
を
開
発
。
戦
後
、
リ
ズ
ム
教
育
を
導
入
し
た
際
に
ド
ラ
ム
や
タ
ン
バ
リ
ン
に
使
用
さ
れ
る
。

一
九
四
四
昭
和
19

【
そ
の
他
】　

三
〜
四
枚
の
和
紙
を
こ
ん
に
ゃ
く
糊
で
貼
り
合
わ
せ
た
『
気
球
爆
弾
用
基
布
』
を
開
発
。
陸
軍
の
気
球
爆
弾
に
使
用
さ
れ
る
。

一
九
四
九
昭
和
24

【
そ
の
他
】　
『
造
花
用
ク
ロ
ス
』
を
開
発
。
硬
い
風
合
い
の
も
の
は
綿
ベ
ー
ス
、
ソ
フ
ト
な
風
合
い
の
も
の
は
人
絹
を
ベ
ー
ス
に
使
用
。

【
タ
ー
ポ
リ
ン
・
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
】　

ビ
ニ
ロ
ン
基
布
に
塩
ビ
樹
脂
を
ゴ
ム
用
カ
レ
ン
ダ
ー
機
で
加
工
し
た
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
を
開
発
。
自
動
車
、
家
具
用
レ
ザ
ー
、
プ
ー
ル
内
貼
り
、
両
面
加
工
合
羽
に
使
用
さ
れ
る
。

【
装
幀
材
】　

戦
後
、
大
手
出
版
社
が
業
務
再
開
し
布
ク
ロ
ス
『
ア
ー
ト
ベ
ラ
ム
』
が
新
企
画
に
使
用
さ
れ
る
。

【
装
幀
材
】　

日
本
ク
ロ
ス
工
業
の
東
京
工
場
の
前
身
で
あ
る
大
和
ク
ロ
ス
工
業
㈱
が
『
ノ
ー
ト
背
貼
り
用
紙
ク
ロ
ス
』
を
開
発
。

一
九
五
〇
昭
和
25

【
そ
の
他
】　

エ
ン
ボ
ス
に
よ
っ
て
ワ
イ
ド
に
し
て
銀
粉
を
塗
っ
た
、
映
画
の
映
写
用
『
ス
ク
リ
ー
ン
ク
ロ
ス
』
を
開
発
。

【
そ
の
他
】　

錆
や
湿
気
、
油
も
れ
な
ど
を
防
止
す
る
『
グ
リ
ス
プ
ル
ー
フ
』
を
開
発
。
米
軍
指
定
品
に
も
な
り
、
耐
水
用
包
装
資
材
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。

一
九
五
一
昭
和
26

【
装
幀
材
】　

日
本
ク
ロ
ス
工
業
の
東
京
工
場
の
前
身
で
あ
る
大
和
ク
ロ
ス
工
業
㈱
が
、
ベ
ー
ス
紙
に
エ
ン
ボ
ス
を
押
し
て
か
ら
塗
工
す
る
「
谷
汚
し
製
法
」
に
よ
る
『
カ
ン
バ
ス
ペ
ー
パ
ー
』
を
開
発
。
布
ク
ロ
ス
の
外

観
を
再
現
し
た
紙
ク
ロ
ス
。

【
装
幀
材
】　

塩
ビ
を
ベ
ー
ス
紙
に
塗
着
さ
せ
た
『
ミ
ラ
ク
ル
ペ
ー
パ
ー
』
を
開
発
。
書
籍
装
幀
の
他
、
製
袋
や
貼
り
箱
、
ア
ル
バ
ム
な
ど
に
も
使
用
さ
れ
る
。

【
タ
ー
ポ
リ
ン
・
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
】　

塩
ビ
用
マ
シ
ン
が
導
入
さ
れ
、
一
九
五
五
年
に
か
け
て
次
々
に
塩
ビ
製
品
群
『
ダ
イ
ヤ
ビ
ニ
ー
ル
』
が
開
発
さ
れ
る
。
農
・
漁
業
用
合
羽
、
教
科
書
用
、
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
用
、

国
鉄
カ
ー
テ
ン
に
使
用
さ
れ
る
。

【
タ
ー
ポ
リ
ン
・
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
】　

ビ
ニ
ロ
ン
基
布
の
両
面
か
ら
塩
ビ
を
付
け
て
加
熱
し
、
布
目
の
間
を
通
し
て
融
着
さ
せ
る
ブ
リ
ッ
ジ
加
工
に
よ
る
『
タ
ー
ポ
リ
ン
』
を
開
発
。
合
羽
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
。

一
九
五
二
昭
和
27

【
染
色
加
工
】　

ア
セ
テ
ー
ト
織
物
の
染
色
を
開
始
。
樹
脂
加
工
や
特
殊
エ
ン
ボ
ス
加
工
な
ど
を
施
し
、
コ
ー
ト
用
素
材
に
使
用
さ
れ
る
。

一
九
五
三
昭
和
28

【
装
幀
材
】　

大
和
ク
ロ
ス
工
業
が
日
本
ク
ロ
ス
工
業
の
東
京
工
場
と
な
り
『
医
薬
函
貼
用
紙
ク
ロ
ス
』
を
開
発
。
武
田
薬
品
「
メ
タ
ポ
リ
ン
」「
ア
リ
ナ
ミ
ン
」
の
函
に
使
用
さ
れ
る
。

【
装
幀
材
】　

厚
表
紙
に
よ
る
断
ち
切
り
方
式
が
主
流
と
な
る
教
科
書
表
紙
を
念
頭
に
並
製
本
用
紙
ク
ロ
ス
『
シ
ル
バ
ー
ボ
ー
ド
』『
ダ
イ
ヤ
ボ
ー
ド
』
を
開
発
。

一
九
五
四
昭
和
29

【
装
幀
材
】　

特
殊
原
紙
に
合
成
樹
脂
を
含
浸
さ
せ
た
皮
革
調
の
厚
手
紙
ク
ロ
ス
『
ダ
イ
ヤ
ス
カ
ー
フ
』
を
開
発
。
ダ
イ
ア
リ
ー
、
バ
イ
ン
ダ
ー
に
使
用
さ
れ
る
。

一
九
五
六
昭
和
31

【
不
織
布
】　

接
着
剤
に
ゴ
ム
系
の
合
成
樹
脂
を
使
用
し
た
ク
ロ
ス
ウ
ェ
ブ
浸
漬
法
の
『
パ
ネ
ロ
ン
』
を
開
発
。
発
売
当
初
は
衣
服
の
芯
地
、
帯
芯
な
ど
紳
士
服
ス
ー
ツ
以
外
の
芯
地
に
使
用
さ
れ
る
。

【
タ
ー
ポ
リ
ン
・
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
】　

伸
縮
性
の
あ
る
防
寒
防
水
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
『
エ
レ
ガ
ン
ト
』
を
開
発
。
カ
ー
コ
ー
ト
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
に
使
用
さ
れ
る
。
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一
九
五
七
昭
和
32

【
建
材
】　

特
殊
塗
料
を
塗
っ
た
紙
ク
ロ
ス
『
プ
ラ
ス
タ
ー
ク
ロ
ス
』
を
開
発
。
壁
や
天
井
に
使
わ
れ
る
建
築
材
料
で
あ
る
プ
ラ
ス
タ
ー
ボ
ー
ド
に
使
用
さ
れ
る
。

一
九
五
九
昭
和
34

【
タ
ー
ポ
リ
ン
・
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
】　

ビ
ニ
ロ
ン
の
ニ
ッ
ト
ベ
ー
ス
に
塩
ビ
を
塗
着
さ
せ
た
『
ミ
ュ
ー
ロ
ン
エ
レ
ガ
ン
ト
』
を
開
発
。
カ
ー
コ
ー
ト
、
子
供
用
ス
ー
ツ
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
、
レ
イ
ン
コ
ー
ト
に
使
用
さ
れ
る
。

一
九
六
〇
昭
和
35

【
合
成
皮
革
】　

ナ
イ
ロ
ン
繊
維
を
使
用
し
た
不
織
布
や
ビ
ニ
ロ
ン
メ
リ
ヤ
ス
に
ナ
イ
ロ
ン
樹
脂
を
塗
っ
た
『
ハ
イ
ピ
ー
ル
』
を
開
発
。
カ
ジ
ュ
ア
ル
衣
料
、
鞄
、
椅
子
貼
り
、
車
輛
シ
ー
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
用
具
、
書
籍
装

幀
等
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
。

【
染
色
加
工
】　

ア
セ
テ
ー
ト
織
物
に
熱
で
溶
け
る
樹
脂
と
熱
で
硬
く
な
る
樹
脂
を
塗
布
し
、
さ
ら
に
シ
リ
コ
ン
加
工
す
る
『
Ｓ
Ｇ
加
工
』
を
開
発
。
コ
ー
ト
生
地
に
使
用
さ
れ
る
。

一
九
六
一
昭
和
36

【
不
織
布
】　

接
着
剤
を
合
成
ゴ
ム
か
ら
ア
ク
リ
ル
や
エ
ス
テ
ル
系
合
成
樹
脂
に
変
更
し
、
変
褪
色
し
な
い
『
パ
ネ
ロ
ン
』
の
改
良
タ
イ
プ
を
開
発
。
芯
地
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
展
開
が
ひ
ろ
が
る
。

【
染
色
加
工
】　

繊
維
素
繊
維
の
部
分
に
濃
淡
あ
る
い
は
異
色
の
柄
捺
染
を
し
た
あ
と
、
合
成
、
半
合
成
繊
維
を
染
色
す
る
『
ア
ム
ロ
ン
加
工
』
を
開
発
。
コ
ー
ト
や
ド
レ
ス
生
地
に
使
用
さ
れ
る
。

【
染
色
加
工
】　

テ
ト
ロ
ン
や
ト
リ
ア
セ
テ
ー
ト
に
染
料
を
部
分
的
に
繊
維
内
部
に
攪
散
さ
せ
、
濃
淡
ま
た
は
部
分
的
に
染
色
し
、
エ
ン
ボ
ス
で
立
体
的
な
艶
出
し
加
工
を
施
し
た
『
エ
ム
ゾ
ー
ル
加
工
』
を
開
発
。

【
染
色
加
工
】　

テ
ト
ロ
ン
、
ナ
イ
ロ
ン
、
ア
セ
テ
ー
ト
、
レ
ー
ヨ
ン
、
綿
の
表
面
に
特
殊
樹
脂
加
工
を
し
て
独
特
の
光
沢
と
優
雅
な
風
合
い
を
も
た
ら
し
た
『
ダ
イ
ヤ
パ
ー
ル
加
工
』
を
開
発
。
レ
イ
ン
コ
ー
ト
や
婦
人

服
生
地
に
使
用
さ
れ
る
。

【
染
色
加
工
】　

テ
ト
ロ
ン
、
ナ
イ
ロ
ン
、
ア
セ
テ
ー
ト
な
ど
を
特
殊
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
完
全
防
水
加
工
『
Ｓ
Ｒ
加
工
』
を
開
発
。
ア
ノ
ラ
ッ
ク
、
ゴ
ル
フ
ウ
ェ
ア
、
レ
イ
ン
コ
ー
ト
、
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
に
使
用
さ
れ
る
。

一
九
六
二
昭
和
37

【
タ
ー
ポ
リ
ン
・
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
】　

ビ
ニ
ロ
ン
を
ベ
ー
ス
と
し
た
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
『
貨
車
シ
ー
ト
』
を
開
発
。
耐
熱
、
耐
寒
性
の
あ
る
幌
と
し
て
国
鉄
の
貨
車
に
使
用
さ
れ
る
。

【
装
幀
材
】　

塩
ビ
ペ
ー
ス
ト
加
工
が
可
能
に
な
り
、
装
幀
用
薄
手
ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
を
開
発
。

一
九
六
三
昭
和
38

【
合
成
皮
革
】　

柔
軟
な
発
泡
ビ
ニ
ル
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
特
殊
接
着
剤
に
よ
っ
て
植
毛
し
た
バ
ッ
ク
ス
キ
ン
調
の
『
ハ
イ
ピ
ー
ル
ス
エ
ー
ド
』
を
開
発
。

一
九
六
五
昭
和
40

【
人
工
皮
革
】　

不
織
布
に
ウ
レ
タ
ン
系
合
成
樹
脂
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
銀
層
と
い
う
平
滑
な
層
を
つ
く
り
あ
げ
た
『
ア
イ
カ
ス
』
を
開
発
。｢

ス
エ
ー
ド｣

｢

ス
ム
ー
ズ｣

の
2
タ
イ
プ
が
あ
り
、
婦
人
用
靴
素
材
に
使
用
さ
れ
る
。

【
合
成
皮
革
】　

特
殊
な
含
浸
技
術
に
よ
っ
て
、
繊
維
と
樹
脂
・
ゴ
ム
な
ど
を
結
合
さ
せ
た
ベ
ー
ス
に
塩
ビ
ペ
ー
ス
ト
レ
ジ
ン
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
『
テ
キ
ソ
ン
』
を
開
発
。
各
種
装
幀
材
、
ケ
ー
ス
類
素
材
と
し
て
使

用
さ
れ
る
。

【
装
幀
材
】　

水
性
塗
料
で
は
な
く
、
ア
ク
リ
ル
エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
と
カ
ゼ
イ
ン
を
合
成
し
た
塗
料
で
構
成
さ
れ
た
布
ク
ロ
ス
『
マ
イ
テ
ィ
カ
ー
フ
』
を
開
発
。
各
種
事
典
に
使
用
さ
れ
る
。

一
九
六
六
昭
和
41

【
芯
地
】　

英
国
の
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
技
術
援
助
契
約
を
締
結
し
『
ス
テ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
』
を
開
発
。
ま
ず
は
シ
ン
タ
ー
タ
イ
プ
の
商
品
群
を
と
と
の
え
、
既
製
服
化
率
が
す
す
ん
で
い
る

婦
人
服
を
ね
ら
う
。

【
合
成
皮
革
】　

メ
リ
ヤ
ス
の
基
布
に
ビ
ニ
ル
塗
布
し
た
エ
ナ
メ
ル
調
の
『
ポ
リ
ー
ヌ
』
を
開
発
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
素
材
と
し
て
コ
ー
ト
類
に
使
用
さ
れ
る
。

一
九
六
七
昭
和
42

【
合
成
皮
革
】　

基
布
に
ウ
レ
タ
ン
加
工
を
施
し
、
艶
消
し
の
手
も
み
シ
ボ
と
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
が
特
徴
の
『
ハ
イ
ニ
ッ
ク
Ｌ
』
を
開
発
。
鞄
、
袋
物
、
ス
ポ
ー
ツ
用
具
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
。

【
合
成
皮
革
】　

防
寒
靴
、
オ
シ
ャ
レ
ブ
ー
ツ
、
ポ
ケ
ッ
タ
ブ
ル
シ
ュ
ー
ズ
用
素
材
を
ね
ら
っ
た
『
ハ
イ
ニ
ッ
ク
Ｓ
』『
ハ
イ
ニ
ッ
ク
・
エ
ナ
メ
ル
』
を
開
発
。

【
タ
ー
ポ
リ
ン
・
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
】　

旭
化
成
製
ナ
イ
ロ
ン
の
両
面
に
模
様
を
あ
ら
か
じ
め
印
刷
し
た
フ
ィ
ル
ム
を
貼
り
合
わ
せ
た
『
ナ
イ
ロ
ン
合
羽
』
を
開
発
。
薄
手
で
あ
り
な
が
ら
も
強
度
が
あ
り
、
陸
上
用
の
合
羽

に
使
用
さ
れ
る
。

【
タ
ー
ポ
リ
ン
・
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
】　

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
と
酢
酸
ビ
ニ
ル
と
を
強
重
合
し
た
樹
脂
の
『
変
性
ポ
リ
エ
チ
・
タ
ー
ポ
リ
ン
』
を
開
発
。
無
毒
性
で
耐
油
性
、
耐
寒
性
に
す
ぐ
れ
、
養
魚
水
槽
や
活
魚
の
輸
送
袋
に

使
用
さ
れ
る
。

一
九
六
八
昭
和
43

【
タ
ー
ポ
リ
ン
・
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
】　

田
辺
製
薬
の
鼠
忌
避
剤
「
ナ
ラ
マ
イ
シ
ン
」
を
配
合
し
た
樹
脂
塗
料
に
よ
る
防
鼠
加
工
樹
脂
フ
ィ
ル
ム
を
被
覆
し
た
タ
ー
ポ
リ
ン
『
テ
イ
ジ
ン
タ
イ
コ
ン
』
を
開
発
。

【
タ
ー
ポ
リ
ン
・
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
】　

ビ
ニ
ロ
ン
の
両
面
に
塩
ビ
加
工
を
施
し
た
『
ペ
ナ
ン
ク
ロ
ス
』
を
開
発
。
ト
ラ
ッ
ク
幌
や
工
事
現
場
の
旗
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
材
に
使
用
さ
れ
る
。

【
合
成
皮
革
】　

ウ
レ
タ
ン
合
皮
に
エ
ナ
メ
ル
調
の
光
沢
を
プ
ラ
ス
し
た
『
ロ
ン
デ
ッ
ク
ス
』
を
開
発
。
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
性
、
ア
イ
ロ
ン
適
性
も
そ
な
え
、
機
能
的
に
も
『
ポ
リ
ー
ヌ
』
よ
り
す
ぐ
れ
た
適
性
を
も

っ
て
い
た
。
大
阪
万
博
の
制
服
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
。

【
カ
ー
ペ
ッ
ト
】　
『
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
カ
ー
ペ
ッ
ト
』
の
市
場
に
進
出
。
当
初
は
興
人
ブ
ラ
ン
ド
の
コ
ー
デ
ラ
ン
繊
維
「
コ
ザ
ッ
ク
」
の
加
工
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

【
装
幀
材
】　

表
面
が
毛
羽
立
ち
、
ソ
フ
ト
な
風
合
い
が
特
徴
の
布
ク
ロ
ス
『
ニ
ュ
ー
マ
ッ
ト
Ｃ
』
を
開
発
。
各
種
事
典
に
使
用
さ
れ
る
。

【
芯
地
】　

接
着
樹
脂
を
点
（
ド
ッ
ト
）
状
に
し
て
、
規
則
的
に
配
列
さ
れ
た
の
が
特
徴
の
、
ソ
フ
ト
な
風
合
い
と
安
定
し
た
接
着
強
度
を
実
現
し
た
『
ソ
リ
ド
ッ
ト
』
を
開
発
。
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【
蓋
材
】　

英
国
・
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
グ
ラ
ス
社
か
ら
技
術
導
入
し
て
『
ア
ル
ミ
箔
蓋
材
』
の
生
産
を
開
始
。

【
染
色
加
工
】　

加
工
糸
の
専
用
染
色
機
（
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
）
を
導
入
。

【
壁
紙
】　

ビ
ニ
ル
壁
紙
『
Ｎ
Ｃ
ウ
ォ
ー
ル
ペ
ー
パ
ー
』
を
開
発
。

一
九
六
九
昭
和
44

【
壁
紙
】　

ビ
ニ
ル
壁
紙
『
ウ
ォ
ー
ル
ラ
イ
ト
』『
タ
ペ
タ
ン
Ｖ
』
を
開
発
。

【
タ
ー
ポ
リ
ン
・
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
】　

強
力
な
ナ
イ
ロ
ン
糸
を
織
り
込
ん
だ
ベ
ー
ス
に
塩
ビ
を
塗
布
し
た
木
材
燻
蒸
用
シ
ー
ト
『
ユ
ニ
タ
ー
ポ
』
を
開
発
。
半
透
明
で
あ
る
た
め
足
場
の
安
全
性
を
確
保
で
き
る
利
点
も
あ
っ
た
。

【
人
工
皮
革
】　

樹
脂
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
後
、
バ
ッ
フ
ィ
ン
グ
、
染
色
、
撥
水
処
理
を
し
た
、
玉
虫
調
の
素
材
『
シ
ル
ベ
ス
ト
』
を
開
発
。
コ
ー
ト
素
材
に
使
用
さ
れ
る
。

【
装
幀
材
】　

パ
ー
ル
調
の
紙
ク
ロ
ス
『
カ
バ
ー
ラ
イ
ト
』
を
開
発
。
上
製
本
の
他
、
文
具
紙
工
品
や
ア
ル
バ
ム
に
使
用
さ
れ
る
。

【
装
幀
材
】　
『
通
帳
用
ク
ロ
ス
』
を
開
発
。

【
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
】　

馬
券
発
券
機
用
『
印
字
用
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
』
を
開
発
。

一
九
七
〇
昭
和
45

【
染
色
加
工
】　

染
工
技
術
「
ダ
イ
ヤ
エ
コ
ー
」
を
開
発
。
ガ
ラ
ス
ビ
ー
ズ
に
よ
る
再
帰
反
射
効
果
を
付
与
し
た
交
通
安
全
に
役
立
つ
素
材
。

【
染
色
加
工
】　

染
工
技
術
「
ミ
ラ
ク
ル
リ
ボ
ン
」
を
開
発
。
シ
ル
キ
ー
タ
ッ
チ
の
リ
ボ
ン
。

【
染
色
加
工
】　

染
工
技
術
「
ル
ッ
キ
ー
」
を
開
発
。
コ
ー
ト
、
ス
ー
ツ
、
ブ
ラ
ウ
ス
な
ど
の
衣
料
表
素
材
に
使
用
さ
れ
る
。

【
染
色
加
工
】　

染
工
技
術
『
ニ
ッ
ク
リ
ー
』
を
開
発
。
帆
布
ベ
ー
ス
の
袋
物
素
材
。

【
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
】　
『
ラ
イ
ン
プ
リ
ン
タ
用
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
リ
ボ
ン
』
を
開
発
。
日
本
電
信
電
話
公
社
で
使
用
さ
れ
る
。

【
カ
ー
ペ
ッ
ト
】　

自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
『
Ｎ
Ｃ
カ
ー
ペ
ッ
ト
』
を
開
発
し
、
本
格
的
に
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
市
場
に
参
入
。

【
装
幀
材
】　

グ
ラ
ビ
ア
・
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
に
よ
る
新
し
い
感
覚
の
紙
ク
ロ
ス
『
パ
ス
テ
ル
ボ
ー
ド
』『
リ
ン
テ
ッ
ク
ス
』『
エ
ル
ク
Ｇ
』
を
開
発
。

【
合
成
皮
革
】　

綿
起
毛
地
の
ベ
ー
ス
に
ウ
レ
タ
ン
樹
脂
を
二
層
に
わ
た
り
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
表
面
を
ポ
ー
ラ
ス
な
ス
エ
ー
ド
調
に
仕
上
げ
て
撥
水
加
工
し
た
『
Ｋ
Ｃ
ス
エ
ー
ド
』
を
開
発
。
手
帳
表
紙
に
使
用
さ
れ
る
。

【
合
成
皮
革
】　
『
ロ
ン
デ
ッ
ク
ス
』
の
マ
ッ
ト
調
タ
イ
プ
『
マ
ジ
ョ
ー
リ
』
を
開
発
。

【
イ
ン
テ
リ
ア
】　
『
バ
ー
チ
カ
ル
ブ
ラ
イ
ン
ド
用
素
材
』
を
開
発
。

一
九
七
二
昭
和
47

【
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
】　

通
帳
用
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
リ
ボ
ン
『
Ｓ
Ｐ
シ
リ
ー
ズ
』
を
開
発
。

一
九
七
三
昭
和
48

【
印
刷
素
材
】　

衣
料
用
品
質
表
示
の
ケ
ア
ラ
ベ
ル
素
材
『
ニ
ッ
ク
セ
ブ
ン
』
を
開
発
。
活
版
や
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
に
対
応
。　

【
芯
地
】　

接
着
樹
脂
を
熱
可
塑
性
か
ら
熱
反
応
性
に
変
え
た
『
リ
ア
ク
テ
ィ
ブ
』
を
開
発
。
一
定
基
準
を
み
た
し
て
い
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
温
度
で
も
十
分
に
接
着
力
が
確
保
で
き
安
全
性
に
す
ぐ
れ
た
製
品
。

【
装
幀
材
】　

グ
ラ
ビ
ア
プ
リ
ン
ト
に
よ
る
皮
革
調
の
外
観
が
特
徴
の
ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
『
ロ
イ
ヤ
ル
・
ビ
ニ
ー
ル
ペ
ー
パ
ー
』
を
開
発
。
文
具
紙
工
品
に
使
用
さ
れ
る
。

一
九
七
四
昭
和
49

【
装
幀
材
】　

皮
革
調
の
紙
ク
ロ
ス
『
ブ
リ
ッ
ク
Ｇ
』『
ダ
イ
ヤ
レ
ッ
ク
ス
』『
ニ
ュ
ー
ハ
イ
ス
カ
ー
フ
』
を
開
発
。

【
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
】　

磁
気
イ
ン
ク
を
使
用
し
た
『
馬
券
印
字
用
の
偽
造
防
止
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
』
を
開
発
。

一
九
七
五
昭
和
50

【
カ
ー
ペ
ッ
ト
】　

ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
『
ラ
リ
ア
ン
』
を
開
発
。
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ホ
テ
ル
、
オ
フ
ィ
ス
な
ど
で
使
用
さ
れ
る
。

【
合
成
皮
革
】　

織
物
・
不
織
布
ベ
ー
ス
に
特
殊
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
『
ナ
チ
ュ
ー
ル
』
を
開
発
。
ソ
フ
ト
タ
ッ
チ
な
合
成
皮
革
と
し
て
、
靴
、
鞄
、
衣
料
、
雑
貨
、
ノ
ベ
ル
テ
ィ
に
使
用
さ
れ
る
。

【
合
成
皮
革
】　

ヌ
バ
ッ
ク
調
の
『
ラ
ス
コ
ス
』
を
開
発
。
婦
人
コ
ー
ト
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
使
用
さ
れ
る
。

【
合
成
皮
革
】　

ポ
リ
エ
ス
テ
ル
の
基
布
に
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
ソ
フ
ト
な
風
合
い
の
『
デ
ィ
デ
ィ
』
を
開
発
。
カ
ジ
ュ
ア
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
素
材
と
し
て
コ
ー
ト
、
ブ
ル
ゾ
ン
、
パ
ン
ツ
、
ス
カ
ー
ト

な
ど
に
使
用
さ
れ
る
。

一
九
七
六
昭
和
51

【
装
幀
材
】　

磁
気
通
帳
用
ク
ロ
ス
『
マ
グ
ナ
プ
レ
ン
』
を
開
発
。

【
合
成
皮
革
】　

ナ
イ
ロ
ン
の
ト
リ
コ
ッ
ト
ベ
ー
ス
に
ウ
レ
タ
ン
を
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
た
『
ロ
ー
ラ
ン
ド
』
を
開
発
。
婦
人
コ
ー
ト
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
使
用
さ
れ
る
。

【
不
織
布
（
車
輛
内
装
材
）】　

フ
ァ
ン
シ
ー
・
パ
ン
チ
機
導
入
に
よ
り
、
柄
物
デ
ザ
イ
ン
織
物
に
近
い
製
品
が
生
産
可
能
と
な
り
『
車
輛
内
装
材
』
を
開
発
。
当
初
は
生
産
台
数
の
少
な
い
車
種
に
の
み
使
用
さ
れ
、
一
九

七
八
年
に
は
量
産
車
種
に
も
採
用
さ
れ
る
。
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一
九
七
六
昭
和
51

【
カ
ー
ペ
ッ
ト
】　

ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
カ
ー
ペ
ッ
ト
に
ペ
ル
シ
ャ
風
の
柄
や
レ
ン
ガ
模
様
な
ど
を
プ
リ
ン
ト
し
た
『
プ
リ
ン
カ
』
を
開
発
。

【
カ
ー
ペ
ッ
ト
】　

タ
フ
テ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
『
ビ
ル
バ
ー
ト
』
を
開
発
。
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
や
応
接
間
で
使
用
さ
れ
る
。

【
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
】　

馬
券
発
券
機
用
偽
造
防
止
『
磁
気
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
』
を
開
発
。

一
九
七
七
昭
和
52

【
カ
ー
ペ
ッ
ト
】　

ソ
フ
ト
な
肌
触
り
と
パ
ス
テ
ル
調
カ
ラ
ー
が
特
徴
の
新
感
覚
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
カ
ー
ペ
ッ
ト
『
フ
ァ
ー
ニ
ス
』
を
開
発
。

一
九
八
〇
昭
和
55

【
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
】　

金
融
端
末
機
用
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
『
Ｄ
Ｐ
シ
リ
ー
ズ
』
を
開
発
。
郵
政
省
、
各
銀
行
で
使
用
さ
れ
る
。

一
九
八
一
昭
和
56

【
装
幀
材
】　

染
め
布
ク
ロ
ス
『
日
本
の
色
』
を
開
発
。
後
に
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
し
、
製
品
名
を
『
新
日
本
の
色
』
に
改
称
。
上
製
本
用
の
く
る
み
表
紙
、
製
函
、
ア
ル
バ
ム
、
バ
イ
ン
ダ
ー
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
。

【
装
幀
材
】　

エ
ン
ボ
ス
柄
と
グ
ラ
ビ
ア
印
刷
柄
を
同
調
さ
せ
た
紙
ク
ロ
ス
『
シ
ル
ビ
ー
ヌ
』
を
開
発
。

一
九
八
二
昭
和
57

【
カ
ー
ペ
ッ
ト
】　

オ
フ
ィ
ス
を
は
じ
め
ホ
テ
ル
、
劇
場
、
公
共
建
築
物
に
適
し
た
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
カ
ー
ペ
ッ
ト
『
Ｎ
Ｃ
カ
ー
ペ
ッ
ト
Ｘ
Ｌ
』
を
開
発
。
施
工
が
か
ん
た
ん
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
ふ
く
め
た
ト
ー
タ
ル
コ

ス
ト
が
塩
ビ
タ
イ
ル
や
タ
フ
テ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
よ
り
す
ぐ
れ
た
製
品
。

一
九
八
三
昭
和
58

【
カ
ー
ペ
ッ
ト
】　

搬
入
や
敷
き
替
え
作
業
が
か
ん
た
ん
に
で
き
る
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
カ
ー
ペ
ッ
ト
『
タ
イ
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
』
を
開
発
。

【
カ
ー
ペ
ッ
ト
】　

オ
フ
ィ
ス
の
Ｏ
Ａ
化
時
代
に
対
応
し
た
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
カ
ー
ペ
ッ
ト
『
導
電
性
カ
ー
ペ
ッ
ト
』
を
開
発
。

【
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
】　

富
士
通
の
主
力
端
末
プ
リ
ン
タ
用
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
『
Ｄ
Ｐ
Ｋ
︱
２
４
Ｅ
』
を
開
発
。

一
九
八
四
昭
和
59

【
カ
ー
ペ
ッ
ト
】　

プ
リ
ン
ト
柄
の
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
開
発
。
ス
ナ
ッ
ク
や
喫
茶
店
で
使
用
さ
れ
る
。

【
壁
紙
】　

ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
不
織
布
に
よ
る
吸
音
性
に
優
れ
た
『
エ
ア
ー
ド
』
を
開
発
。

【
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
】　
『
熱
転
写
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
』
を
開
発
。
馬
券
や
ワ
ー
プ
ロ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
使
用
さ
れ
た
が
量
産
ま
で
に
は
い
た
ら
ず
。

一
九
八
五
昭
和
60

【
不
織
布
（
フ
ィ
ル
タ
）】　

フ
ィ
ル
タ
材
の
開
発
が
本
格
的
に
始
ま
る
。

一
九
八
六
昭
和
61

【
装
幀
材
】　

ラ
ッ
ピ
ン
グ
用
ク
ロ
ス
『
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド 
シ
リ
ー
ズ
』
を
開
発
。
第
一
弾
は
、
ア
ル
ミ
箔
を
ク
ロ
ス
で
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
し
た
『
ハ
イ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
』、
紙
に
塩
ビ
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
た
『
Ｒ
Ｂ
』、
紙
に
漆

を
塗
工
し
た
『
う
る
し
び
』。

【
印
刷
素
材
】　

印
刷
用
フ
ィ
ル
ム
『
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ａ
』
を
開
発
。
第
一
弾
は
「
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
用
、
カ
ー
ド
用
、
ラ
ベ
ル
用
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
用
、
Ｏ
Ｈ
Ｐ
用
、
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
」
の
六
品
種
。

一
九
八
七
昭
和
62

【
印
刷
素
材
】　

一
九
八
七
〜
八
八
年
に
か
け
て
開
発
し
た
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ａ
第
二
弾
は
「
防
曇
フ
ィ
ル
ム
、
ハ
ー
ド
コ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム
、
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
用
Ｏ
Ｆ
Ｐ
︱
Ｐ
６
０
、
カ
ー
ド
用
フ
ィ
ル
ム
Ｃ
Ｄ
Ｗ
、
電
飾
用

Ｏ
Ｆ
Ｈ
」
の
五
品
種
。

【
不
織
布
】　

ス
パ
ン
ボ
ン
ド
不
織
布
に
ド
ッ
ト
加
工
し
た
『
フ
ァ
イ
ン
シ
ー
ト
』
を
開
発
。
玄
関
マ
ッ
ト
な
ど
の
滑
り
止
め
素
材
に
使
用
さ
れ
る
。

【
不
織
布
】　

ス
パ
ン
ボ
ン
ド
不
織
布
に
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
表
面
改
質
を
施
し
、
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
に
対
応
し
た
『
印
刷
用
不
織
布
』
を
開
発
。　

一
九
八
九
平
成
元

【
芯
地
】　

難
接
着
素
材
向
け
の
デ
ィ
ス
パ
ー
ジ
ョ
ン
タ
イ
プ
『
Ｄ
Ｆ
シ
リ
ー
ズ
』
を
開
発
。

一
九
九
〇
平
成
2

【
印
刷
素
材
】　

熱
転
写
、
レ
ー
ザ
ー
、
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
な
ど
新
し
い
印
刷
に
対
応
し
た
、
織
物
お
よ
び
不
織
布
を
ベ
ー
ス
と
し
た
『
シ
ー
タ
ス
』
を
開
発
。
ラ
ベ
ル
の
他
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
や
ゼ
ッ
ケ
ン
な
ど
に
も
使
用
さ

れ
る
。

【
不
織
布
（
フ
ィ
ル
タ
）】　

高
級
大
型
乗
用
車
用
の
エ
ン
ジ
ン
フ
ィ
ル
タ
材
『
Ａ
Ｃ
︱
３
３
０
』
を
開
発
。

【
壁
紙
】　
『
ふ
り
ま
き
』
を
開
発
。

一
九
九
一
平
成
3

【
芯
地
】　

伸
縮
性
の
あ
る
表
素
材
に
同
調
す
る
デ
ィ
ス
パ
ー
ジ
ョ
ン
タ
イ
プ
『
Ｐ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
』
を
開
発
。

【
芯
地
】　

特
殊
な
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
バ
ー
を
使
用
し
た
『
Ｓ
Ｇ
シ
リ
ー
ズ
』
を
開
発
。
ド
レ
ス
や
ブ
ラ
ウ
ス
用
芯
地
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。

【
名
刺
印
刷
シ
ス
テ
ム
】　

イ
ン
ク
リ
ボ
ン
方
式
の
小
型
プ
リ
ン
タ
に
よ
る
名
刺
・
は
が
き
の
印
刷
シ
ス
テ
ム
『
ミ
ス
タ
ー
・
メ
イ
シ
マ
ン
』
を
開
発
。

【
不
織
布
】　

木
質
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
床
材
の
緩
衝
材
『
パ
ネ
ロ
ン
・
ス
キ
ッ
プ
』
を
開
発
。

【
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
】　
『
サ
ー
マ
ル
リ
ボ
ン
』
の
新
設
備
を
導
入
し
本
格
参
入
。

一
九
九
二
平
成
4

【
芯
地
】　

ダ
ブ
ル
ド
ッ
ト
タ
イ
プ
の
『
Ｐ
Ｄ
シ
リ
ー
ズ
』
を
開
発
。
伸
び
の
あ
る
表
素
材
用
に
使
用
さ
れ
る
。



627

【
不
織
布
】　
『
カ
ラ
ー
シ
ー
ト
１
２
０
０
』
を
開
発
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
素
材
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。

一
九
九
三
平
成
5

【
床
材
】　

一
九
八
三
〜
八
四
年
に
か
け
て
塩
ビ
床
材
『
ビ
ル
バ
ー
ト
・
メ
ガ
リ
ス
』『
プ
ラ
テ
ィ
コ
』『
ス
ト
ー
ン
エ
イ
ジ
』『
ウ
ッ
ド
エ
イ
ジ
』
を
開
発
。

【
芯
地
】　

紡
毛
素
材
向
け
の
『
Ｓ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
』
を
開
発
。

【
装
幀
材
】　

硬
質
の
ベ
ー
ス
紙
を
使
用
し
た
『
ニ
ッ
ク
カ
バ
ー
』
を
開
発
。
書
籍
の
カ
バ
ー
に
使
用
さ
れ
る
。

【
不
織
布
】　

ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
技
術
に
含
浸
、
プ
リ
ン
ト
、
粘
着
加
工
、
ス
リ
ッ
タ
ー
な
ど
の
後
加
工
技
術
を
活
か
し
た
『
結
露
吸
水
テ
ー
プ
』
を
開
発
。

【
不
織
布
（
フ
ィ
ル
タ
）】　

ビ
ル
の
空
調
や
自
動
車
エ
ア
ク
リ
ー
ナ
ー
用
の
フ
ィ
ル
タ
材
『
Ｍ
Ｌ
フ
ィ
ル
タ
』
を
開
発
。

【
そ
の
他
】　
『
紙
刃
ク
ロ
ス
』
を
開
発
。
フ
ィ
ル
ム
ラ
ッ
プ
や
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
の
刃
材
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。

一
九
九
四
平
成
6

【
そ
の
他
】　

文
具
製
品
、
壁
紙
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
建
材
シ
ー
ト
、
ス
リ
ッ
パ
、
シ
ー
ツ
、
フ
ィ
ル
タ
な
ど
の
『
抗
菌
加
工
製
品
』
を
開
発
。

【
カ
ー
ペ
ッ
ト
】　

ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
本
格
的
に
開
始
。

【
カ
ー
ペ
ッ
ト
】　

裏
面
に
ラ
テ
ッ
ク
ス
を
塗
布
し
な
い
一
〇
〇
％
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
繊
維
で
構
成
さ
れ
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
を
大
幅
に
簡
素
化
で
き
る
カ
ー
ペ
ッ
ト
『
Ｔ
Ｅ
Ｘ
︱
０
１
』
を
開
発
。

【
装
幀
材
】　

原
紙
の
上
に
オ
レ
フ
ィ
ン
樹
脂
を
押
し
出
し
て
ラ
ミ
ネ
ー
ト
、
エ
ン
ボ
ス
加
工
を
し
た
『
オ
レ
フ
ィ
ン
ペ
ー
パ
ー
・
ク
ロ
ス
』
を
開
発
。
お
も
に
フ
ァ
イ
ル
表
紙
に
使
用
さ
れ
る
。

一
九
九
五
平
成
7

【
名
刺
印
刷
シ
ス
テ
ム
】　

名
刺
・
は
が
き
の
印
刷
シ
ス
テ
ム
『
Ｍ
Ｐ
︱
６
０
０
』
を
開
発
。

【
不
織
布
】　
『
耐
熱
フ
ェ
ル
ト
』
を
開
発
。
航
空
機
用
の
座
席
シ
ー
ト
に
使
用
さ
れ
る
。

【
不
織
布
（
車
輛
内
装
材
）】　

織
物
調
の
外
観
が
特
徴
の
『
フ
ェ
ネ
ル
Ｓ
Ｘ
Ｏ
』
を
開
発
。

一
九
九
六
平
成
8

【
不
織
布
（
車
輛
内
装
材
）】　

ス
テ
ッ
チ
ボ
ン
ド
不
織
布
の
『
自
動
車
座
席
用
不
織
布
』
を
開
発
。

【
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
】　
『
メ
タ
リ
ッ
ク
カ
ラ
ー
の
樹
脂
型
熱
転
写
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
』
を
開
発
。

【
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
】　
『
ド
ラ
ム
缶
ラ
ベ
ル
用
の
熱
転
写
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
』
を
開
発
。

【
装
幀
材
】　

量
販
タ
イ
プ
の
紙
ク
ロ
ス
『
タ
ス
』
を
開
発
す
る
。

一
九
九
七
平
成
9

【
壁
紙
】　

シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
病
を
防
止
す
る
『
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ト
吸
着
壁
紙
』
を
開
発
。

【
そ
の
他
】　

テ
レ
フ
ォ
ン
カ
ー
ド
な
ど
の
各
種
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
偽
造
・
変
造
を
防
止
す
る
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
『
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
』
を
開
発
。

一
九
九
八
平
成
10

【
不
織
布
（
フ
ィ
ル
タ
）】　
『
ビ
ル
空
調
用
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ
ッ
ト
』
を
開
発
。

【
壁
紙
】　

塩
素
を
ふ
く
ま
な
い
こ
と
か
ら
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
発
生
す
る
心
配
の
な
い
『
ポ
リ
オ
レ
フ
ィ
ン
壁
紙
』
を
開
発
。
可
塑
剤
な
ど
の
揮
発
性
物
質
を
使
わ
ず
、
柄
付
け
の
イ
ン
ク
も
水
系
イ
ン
ク
を
使
用
。

【
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
】　
『
銘
板
用
の
熱
転
写
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
』
を
開
発
。

【
装
幀
材
】　

発
泡
タ
イ
プ
オ
レ
フ
ィ
ン
樹
脂
を
つ
か
っ
た
脱
塩
ビ
素
材
『
フ
ァ
ー
レ
ン
』
を
開
発
。
辞
書
や
手
帳
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
。

一
九
九
九
平
成
11

【
装
幀
材
】　

専
用
設
備
を
導
入
し
『
オ
レ
フ
ィ
ン
フ
ィ
ル
ム
』
を
開
発
。
お
も
に
フ
ァ
イ
ル
表
紙
に
使
用
さ
れ
る
。

二
〇
〇
一
平
成
13

【
装
幀
材
】　

量
販
タ
イ
プ
の
オ
レ
フ
ィ
ン
ペ
ー
パ
ー
『
エ
パ
ロ
ン
』
を
開
発
す
る
。
フ
ァ
イ
ル
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
。

【
不
織
布
（
車
輛
内
装
材
）】　

糸
と
不
織
布
く
み
あ
わ
せ
た
ス
テ
ッ
チ
入
り
不
織
布
『
ノ
ー
ブ
レ
ッ
ク
ス
』
を
開
発
。
車
輌
の
ド
ア
材
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
。

二
〇
〇
二
平
成
14

【
そ
の
他
】　

有
機
Ｅ
Ｌ
用
水
分
除
去
シ
ー
ト
『
水
分
ゲ
ッ
タ
ー
』
を
開
発
。

【
名
刺
印
刷
シ
ス
テ
ム
】　

一
般
企
業
ユ
ー
ス
向
け
を
ね
ら
っ
た
メ
イ
シ
マ
ン
シ
リ
ー
ズ
『
Ｍ
Ｐ
︱
１
２
０
０
Ｒ
』
を
開
発
。

【
装
幀
材
】　

紙
ク
ロ
ス
『
タ
ス
シ
リ
ー
ズ
』
の
濃
色
タ
イ
プ
『
タ
ス
カ
ラ
ー
１
２
０
』『
タ
ス
カ
ラ
ー
Ｖ
１
２
０
』
を
開
発
す
る
。

二
〇
〇
三
平
成
15

【
装
幀
材
】　

含
浸
紙
ク
ロ
ス
『
ハ
イ
プ
リ
パ
ー
』
を
開
発
す
る
。
書
籍
の
他
に
も
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
な
ど
に
も
使
用
さ
れ
る
。

二
〇
〇
四
平
成
16

【
不
織
布
（
フ
ィ
ル
タ
）】　

活
性
炭
を
利
用
し
た
『
脱
臭
フ
ィ
ル
タ
』
を
開
発
。
車
輌
用
キ
ャ
ビ
ン
フ
ィ
ル
タ
に
使
用
さ
れ
る
。

【
装
幀
材
】　

ぬ
め
り
感
の
あ
る
高
級
紙
ク
ロ
ス
『
ヌ
バ
テ
ッ
ク
ス
』
を
開
発
。

【
装
幀
材
】　

再
生
紙
を
ベ
ー
ス
に
し
た
厚
型
紙
ク
ロ
ス
『
エ
コ
ス
カ
ー
フ
』
を
開
発
。
ノ
ー
ト
表
紙
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
。
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二
〇
〇
四
平
成
16

【
名
刺
印
刷
シ
ス
テ
ム
】　

通
常
の
名
刺
や
は
が
き
だ
け
で
な
く
、
用
紙
幅
の
ひ
ろ
い
挨
拶
状
な
ど
に
も
対
応
し
た
メ
イ
シ
マ
ン
シ
リ
ー
ズ
『
Ｍ
Ｐ
︱
５
０
０
０
』
を
開
発
。

二
〇
〇
五
平
成
17

【
名
刺
印
刷
シ
ス
テ
ム
】　

メ
イ
シ
マ
ン
シ
リ
ー
ズ
『
Ｍ
Ｐ
︱
２
１
０
０
』
を
開
発
。

【
印
刷
素
材
】　

Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ａ
の
改
良
タ
イ
プ
『
Ｏ
Ｚ
Ｋ
』
を
開
発
。
自
販
機
ト
ッ
プ
ボ
ー
ド
に
使
用
さ
れ
る
。

二
〇
〇
六
平
成
18

【
装
幀
材
】　

紙
ク
ロ
ス
『
タ
ス
シ
リ
ー
ズ
』
の
『
タ
ス
高
白
度
シ
リ
ー
ズ
』
を
開
発
す
る
。

【
名
刺
印
刷
シ
ス
テ
ム
】　

小
型
化
、
低
価
格
化
を
実
現
し
た
メ
イ
シ
マ
ン
シ
リ
ー
ズ
『
Ｍ
Ｐ
︱
３
０
０
』
を
開
発
。

二
〇
一
〇
平
成
22

【
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
】　

印
字
の
隠
蔽
性
に
優
れ
た
サ
ー
マ
ル
リ
ボ
ン
『
白
色
印
字
リ
ボ
ン
』
を
開
発
。

【
芯
地
】　

二
〇
一
〇
年
以
降
、
用
途
別
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
込
ん
だ
接
着
芯
地
『
ク
ー
ル
ビ
ズ
対
応
の
シ
ャ
ツ
芯
』『
ウ
ォ
ッ
シ
ャ
ブ
ル
タ
イ
プ
の
ベ
ル
ト
芯
』『
ブ
レ
ザ
ー
タ
イ
プ
の
学
生
服
用
芯
地
』
を
開
発
。

二
〇
一
一
平
成
23

【
タ
ー
ポ
リ
ン
・
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
】　

放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
土
壌
を
保
管
す
る
『
除
染
コ
ン
テ
ナ
用
タ
ー
ポ
リ
ン
』
を
開
発
。

二
〇
一
二
平
成
24

【
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
】　

一
般
バ
ー
コ
ー
ド
用
の
ワ
ッ
ク
ス
レ
ジ
ン
タ
イ
プ
の
サ
ー
マ
ル
リ
ボ
ン
『
Ｈ
Ｌ
︱
７
２
』
を
開
発
。

二
〇
一
三
平
成
25

【
不
織
布
（
車
輛
内
装
材
）】　

ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
不
織
布
に
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
で
外
観
を
付
与
し
た
『
ラ
イ
フ
ト
ー
ン
』
を
開
発
。

【
装
幀
材
】　

布
目
の
エ
ン
ボ
ス
と
温
か
み
の
あ
る
深
い
色
調
が
特
徴
の
紙
ク
ロ
ス
『
タ
ス
ク
レ
ス
』
を
開
発
。

【
装
幀
材
】　

パ
ー
ル
加
工
を
施
し
た
ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
『
Ｖ
Ｐ
Ｇ
Ｊ
』
を
開
発
。

二
〇
一
五
平
成
27

【
タ
ー
ポ
リ
ン
・
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
】　

広
幅
対
応
の
『
風
管
シ
ー
ト
用
タ
ー
ポ
リ
ン
』
を
開
発
。
北
海
道
新
幹
線
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
。

【
壁
紙
】　

ト
ッ
プ
フ
ィ
ル
ム
を
使
用
せ
ず
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
汚
れ
防
止
を
付
与
し
た
『
表
面
強
化
壁
紙
』
を
開
発
。

二
〇
一
六
平
成
28

【
不
織
布
（
フ
ィ
ル
タ
）】　
『
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
用
蒸
散
板
ユ
ニ
ッ
ト
』
を
開
発
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
の
冷
凍
・
冷
蔵
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
使
用
さ
れ
る
。

【
壁
紙
】　

二
〇
一
六
年
か
ら
一
七
年
に
か
け
て
『
高
機
能
消
臭
壁
紙
』『
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
壁
紙
』『
抗
ウ
イ
ル
ス
壁
紙
』『
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
壁
紙
』
を
開
発
。

二
〇
一
七
平
成
29

【
装
幀
材
】　

金
属
的
な
色
合
い
と
や
す
り
状
の
エ
ン
ボ
ス
が
特
徴
の
紙
ク
ロ
ス
『
メ
タ
ド
ゥ
ー
ル
』
を
開
発
。
お
も
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
使
用
さ
れ
る
。

【
装
幀
材
】　

し
っ
と
り
と
し
た
質
感
が
特
徴
の
紙
ク
ロ
ス
『
モ
イ
ス
ラ
イ
ク
』
を
開
発
。
お
も
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
使
用
さ
れ
る
。

【
装
幀
材
】　

ス
プ
リ
ン
ク
ル
シ
ュ
ガ
ー
を
ち
り
ば
め
た
よ
う
な
外
観
が
特
徴
の
紙
ク
ロ
ス
『
ス
プ
リ
ン
ク
ル
』
を
開
発
。
お
も
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
使
用
さ
れ
る
。

二
〇
一
八
平
成
30

【
装
幀
材
】　

印
刷
用
布
ク
ロ
ス
『
Ｍ
ｕ
ｌ
ｔ
ｉ　

Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ　

Ｃ
ｌ
ｏ
ｔ
ｈ
』
を
開
発
。
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
と
オ
フ
セ
ッ
ト
・
レ
ザ
ー
プ
リ
ン
ト
対
応
の
二
タ
イ
プ
。

二
〇
一
九
令
和
元

【
装
幀
材
】　

市
松
模
様
に
パ
ー
ル
加
工
を
施
し
た
ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
『
ロ
ン
ニ
ッ
ク
Ｇ
Ｐ
イ
チ
マ
ツ
』
を
開
発
。

【
タ
ー
ポ
リ
ン
・
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
】　

エ
ン
ボ
ス
加
工
を
施
し
た
タ
ー
ポ
リ
ン
を
開
発
。
鞄
素
材
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
。

【
壁
紙
】　

ス
ト
レ
ッ
チ
性
の
あ
る
樹
脂
に
よ
っ
て
、
ひ
び
割
れ
を
軽
減
さ
せ
る
『
耐
ク
ラ
ッ
ク
壁
紙
』
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リファインクロス　　209, 215
リボン事業　　262
量販型紙クロス　　391, 449
両面検査機　　522
両面塗装装置　　76
リンテックス　　256
リントラク　　336
　――研究会　　336

る
ルッキー　　274

れ
レーヌカバー　　319
レーヌボードAR　　382
レオ，ウィリアム　　307
レオナ　　325
歴史書ブーム　　208, 254, 293
レクトラシール　　454
レザークロス　　125, 168, 206　→硝化
綿レザー
レザー工業会　　173
レザーペーパー（擬革紙）　　172, 215
レジンタイプ　　386, 487-490, 492, 518   

→熱転写インクリボン
レジンリボン　　545
連結　　76
　――機　　253, 289
　――塗装機　　160, 163, 291

「連結」システム　　78
連続塗装装置　　76
連続糊抜精練機　　275
レンボー　　267, 286, 288

ろ
ロイタイプ　　262, 325
ロイヤル・ビニールペーパー　　257
労働組合　　234, 235
　――結成　　233
　――の一〇周年記念の祝賀会　　233
ロータリースクリーンタイプ　　401
ロータリー・タイプ　　329, 507, 520, 543
　→壁紙
ローランド　　337
ロールドクター　　328
六事業本部制　　361, 364
6ナイロン（プロミラン）　　262
ロトメックス　　455
ロンデックス　　252　→合成皮革
ロンドン営業所　　389

わ
『私の経営理念』　　279, 280

渡邊綱五郎　　93
渡辺定次郎　　59
渡辺浩正　　522
渡部一郎　　149, 185, 228, 229, 277, 278
　――会長就任　　277
　――社長就任　　228
渡部甫　　406
ワックスタイプ　　325, 386, 388, 487-

489, 491　→熱転写インクリボン
ワックスレジン（セミレジン）タイプ
　386, 487-492　→熱転写インクリボン
ワニスガラスクロス　　217
ワニスクロス　　184, 216, 217
ワニスシルク　　216
ワニスナイロンクロス　　216
ワニスペーパー　　216
ワラント債（西ドイツ）の発行　　360
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装用クロス
水貼布テープF1、F2　　216　→包装
用クロス
三田康久　　424
水上幸司　　470, 472, 475, 476
南川義治　　259, 323, 385, 406, 424
湊正晴　　470, 472, 476, 477
宮西郁　　286
ミューロン　　206
　――エレガント　　206
明珍義臣　　90
ミラクルペーパー　　174, 215, 284
　――200　　215
　――400　　215
ミラクルリボン　　274
ミリオンカーフ　　319
ミリオンボード　　256

む
無機ELディスプレイ　　442　→ディス
プレイ

ムサシ　　399, 452
村上大資　　535, 539
村上龍　　503
村澤治康　　389
村田光徳　　406
村中晃　　123, 128, 142, 149, 224, 228, 

230, 233, 277
村山定男　　367

め
『明治大正文学全集』（春陽堂）　　81, 84, 

85
名刺・はがき印刷システム　　398, 452
名刺・プリントシステム　　398
銘州興業　　429, 431, 436
銘板用高耐性熱転写リボン　　386
メゾニック　　272
メタG　　391
メタS　　391
めだかの学校　　467
メタドゥール　　499
メッシュターポリン　　178
メニール，ヴィクトル　　38, 39, 49
メルトコーター　　267, 286, 287, 289
メルトブローン　　494
綿寒冷紗　　272, 328　→寒冷紗

も
モイスライク　　499
毛葛　　108
真岡工場　　455, 460, 521, 522
杢出し加工　　220

モス　　391
本山信之　　528
戻橋　　88
森矗　　363

や
八木千之介　　59
ヤクルト本社　　454
ヤコビ　　46
八州製作所　　141, 142
山川啓介　　343, 344
山川幸三郎　　59
山下隆司　　478
山田留治郎　　59, 149
山田英伸　　528
山寺秀吉　　90
ヤマト・カンバスペーパー　　167
大和クロース　　142
大和クロス　　168, 186　→大和クロス
工業

大和クロス工業　　136, 162, 167, 183, 184, 
188

　――吸収合併　　182-184
　――設立　　142
大和紙工　　338, 435, 528
　――ISO14001認証取得　　420
　――設立　　303
山西染工　　143, 183
山本実彦　　80
山本進吾　　340
山本留次　　87, 149
山本博　　87

ゆ
有機ELディスプレイ　　442-446　→デ
ィスプレイ

有機EL用水分除去シート　　473
郵便貯金通帳用のインクリボン　　263
床材カーペット　　202, 270, 271, 332
　――の多様化　　332
輸出用クロス　　159, 160, 182
油性レザー　　122
ユナイテッドグラス　　434, 454
ユニカーフ　　256
ユニターポ　　268
ユニバーサル・シンセティック・レザー
プラント　　265

油布　　122, 123, 125, 176
　――工場　　123, 124, 140, 141
　――事業　　124, 140
　――製品　　147

よ
洋式製本　　45
洋式装幀　　41, 42, 45
横山清蔵　　87, 90, 187
吉田明史　　351
四工場体制　　298

ら
ライナー　　456, 510, 511, 546
ライナークロス　　216　→包装用クロス
ライフジャケット　　452
ライフトーン　　497
ライン化　　330, 404, 411
　――（壁紙）　　330
ライン総括本部　　366
ラインプリンタ用リボン　　261, 322
羅華冠　　431, 432
ラクダ印　　72, 105　→黒色クロス
ラスコス　　337
ラストロング印　　106　→タイプライ
ターリボン

ラップランド　　320
ラバーフォーム加工機　　414
ラビット　　175, 205
ラベル用フィルム　　316　→ALINDA
ラミネーター　　267, 275, 286, 288, 521
　――（押し出し）　　520
ラミネートパンチライン　　459
ラリアン　　332
ランター　　201
ランダムパウダー・タイプ　　244
ランドウェバー　　198
ランドー・アソーシエイツ　　339, 340
ランドー，ウォルター　　339
ランピー　　253

り
リアクティブ　　247
利益責任制の導入　　295
陸軍科学研究所（登戸研究所）　　130, 

131
リゲルジャパン　　429, 432
　――解散　　435
リサイクル型の素材　　382
リサイクルシステム　　421
リネットクロス　　215
リネンクロス六一号　　84
リネンクロス二〇七号　　85
リネンバクラム　　210
リネンペーパー　　319
リバースコーター　　253, 289
リバースロールコーター　　267, 286, 288
リビングクロス　　175



14

　――素材の製品開発　　394
　――天井材　　334, 355
　――という素材と加工技術　　544
　――フィルタ　　494, 495
　――プロジェクト　　331

「不織布白書」　　331
二葉　　214
ブッククロス　　41, 43-46, 70, 105, 127, 

137-139, 156, 160, 182, 254, 498, 543
　――の国産化　　41, 70
　――の大量注文　　138
　――のベース　　198
ブックバインディング　　45
　――・クロス　　43, 44, 498　→ブッ
ククロス

舟阪八郎　　40, 55, 56
布帛造花　　162
夫馬勘次郎　　59, 60
ブラ　　391
ブラインドクロス　　100, 102, 103, 106, 

127, 137-139, 142, 160
　――（A印）　　106
　――（C印）　　106
　――の大量注文　　138
　――（輸出用）　　159
プラザ合意　　387
プラスタークロス　　217, 218
プラスターボード　　217, 218
プラティコ　　400
プラネタリウムを開設　　532
フリクションカレンダー　　220
ブリックG　　257
ブリッジ加工　　177, 178
ふりまき　　401, 506, 520
プリンカ　　332
プリンティングクロス　　215
　――N（PCN）　　257
プリンティングスカーフ　　256
プリント・エンボス　　543
　――壁紙　　329
　――関連技術　　251
プリント・カーペット　　332
プリントネーム素材　　274, 351
プレアデス　　393
フレキシブルコンテナ（フレコン）　　

267, 459, 504
　――標準仕様　　504
フレコン　→　フレキシブルコンテナ
フレコン用ターポリン　　267, 268, 504
プレススタイン　　272
フレスタインテリア　　371
　――解散　　374
プレタポルテ　　205

フレノン　　272
プレミアムワックス　　491　→熱転写
インクリボン

プレン　　70, 106
フロイデンベルグ　　197, 198
プロテクトペーパー　　216
　――（Kタイプ）　　216
　――（Sタイプ）　　216
文化事業プロジェクト　　367

「文藝春秋」　　80, 159
文藝春秋社　　80
文進洋行　　87
粉体添加技術　　447
ブンヤシット・チョクワタナ　　430

へ
平成二六年の豪雪　　533
平成不況　　461
平凡社　　81, 166, 208, 254, 255
平凡社新書　　449
ペースト加工　　226, 265, 328
ペーストターポリン製造設備　　413
ペースト法　　173
ペーパーバックスブーム　　293
壁装材　　271, 272
ペナンクロス　　269
ベラム　　43, 44, 70, 106, 164
ベラン防水　　220
ベルアート　　319, 320
ベルト芯　　509
変性ポリエチ・ターポリン　　266, 267, 

269

ほ
防空用暗幕　　125, 142, 147, 175, 184
報酬物資　　179
防蝕用クロス　　217
縫製研究室　　247, 248
包装用クロス　　166, 215, 216
防鼠加工の合成樹脂フィルム　　268
防電用クロス　　217
防曇フィルム　　317, 402　→ALINDA
北越商会　　102

『星明かり燦々』　　167, 171, 348
細田信一　　87, 90, 187
細田敏夫　　406, 409, 424, 434, 468, 469, 

470-472, 476, 477, 523, 525, 526, 528
　――会長就任　　523
　――社長就任　　469
保存用パック材　　511
ボトムフィードのリバースコーター　　

253, 289
ボトムフィード・リバースロール

　251, 267
ホットメルトクロス　　319, 320
ボビンカッター　　72
ホフマンC-1　　300
ホフマン機　　253, 289
ホフマン・シュワーベ　　265
ホフマン製コーター　　291
ホフマンプレス機　　242
ポリーヌ　　252, 273
ポリ塩化ビニル（PVC）　　173
ポリオレフィン壁紙　　381
ホルムアルデヒド吸着壁紙　　381
ホワイトボード用フィルム　　316
　→ALINDA

ま
マージョリー　　252　→合成皮革
マイクロスリッター　　521
マイティカーフ　　255
　――AE19　　255
マイナスイオン壁紙　　401, 506
前川英三　　228, 230, 277
前川文造　　230, 286
前田東作　　292
マグデス　→MAGDES
マグナプレン　　326, 327
マジョリカ　　337
マスターカーフ　　319, 320
益田孝　　40
眞住愼也　　524
松岡謹一　　90
マツダ・キャロル　　205
マツダ・ファミリア　　205
松村明　　211
松村恭一　　369, 370
マノンカーフ　　319, 320
丸善　　104
マルチカード印刷システム　　453
マルチベラム　　209
まるふ作戦　　130, 131, 134, 135
　→ふ号兵器　→気球爆弾

み
ミキシングロール　　177, 267
ミスター・メイシマン　　398, 399, 452

「ミスター・メイシマン」プロジェクト
チーム　　398

水谷博　　369
ミスティ　　391
水貼寒冷紗　　215　→寒冷紗
水貼布テープ1号、51号　　216　→包
装用クロス

水貼布テープ10号、14号　　216　→包
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　――・カラーシート1200　　383
　――（芯地用）　　200
　――・スキップ　　395, 458
　――ダイヤビニール　　204
　――・パッド　　385
　――フラワー　　305

「パネロンの唄」　　203
馬場常夫　　406, 424, 430, 431
羽二重　　122, 124
　――トレーシングクロス　　101
バブル崩壊後　　461, 462
濱野正敏　　476, 477
原田康子　　212
パラナ・サプライズ　　388, 389, 429
　――清算　　478
原弘　　165, 343
バレープリント機　　257
バロース　　385, 387, 388, 432
ハロダイト　　305
ハロニック　　305, 338
　――解散　　435

『挽歌』（東都書房）　　212
バンクロフト　　220　→ジョセフ・バ
ンクロフト・アンド・サンズ
バンバリーミキサー　　267

ひ
ヒートセッター高圧染色機　　275
東工場　　143
東日本大震災　　504, 531
光触媒　　402
非含浸タイプ　　71　→紙クロス
樋口春一　　187
ビスコース　　75
　――クロス　　75
　――クロス製造法　　72, 75
人の和　　280, 281, 343, 344
ビニル　　265-267
　――（PVC）塗装機　　287
ビニル壁紙　　272, 328-330, 352, 401, 412, 

421, 458, 543
　――のリサイクル　　421, 422
ビニル・カレンダー　　177
ビニルクロス　　71, 501
ビニルシート　　266
ビニルターポリン　　204, 543
ビニル塗工機　　352
ビニル引きクロス　　217
ビニルペーパー　　71, 174, 214, 216, 226, 

265, 380, 458
ビニルレザー　　173-177, 204-206, 225, 

249, 265, 273
　――製品　　265

　――の製法　　176
ビニロン　　168, 174, 206, 265
　――合羽　　178
　――ターポリン　　269
百科事典ブーム　　254, 293

『標準学習百科大事典』（学習研究社）　
　255
表面強化壁紙　　506
平岡織染　　261, 262
平岡登　　351
ビル空調用フィルタユニット　　395
ビルバート　　332
　――・メガリス　　400
広島営業所　　363
広幅ターポリン　　267　→ターポリン

ふ
ファーニス　　332
ファーレン　　380
ファインカンバス　　209
ファインシート　　334
ファブリックリボン　　390, 486, 492
ファンシー・パンチ　　333
ファンシーペーパー　　391
フィルタ　　62, 331, 334, 355, 382, 394, 

395, 403, 447, 448, 459, 494, 495, 537, 
538

　――製品　　334, 447
フィルタ材　　395, 447, 448, 513, 534-

536, 544
　――（家電向け）　　473
　――の開発　　395
　――の製品開発　　447
フィルムエンボス製品　　511
風管シート用ターポリン　　505
風船爆弾　　130　→気球爆弾
フェネル　　394
　――SXO　　394
フェノール繊維　　403
フェラリー　　369
フェラリー，ミゲール　　369
フェルトロック　　338, 369
　――清算　　374

『附音挿図英和字彙』　　45
深谷工場　　251-253, 267-271, 273, 280, 

287, 289, 298, 299, 306, 328, 336, 351, 
410, 418

　――（現・埼玉工場）の新設　　285
　――建設委員会　　286
　――竣工　　287
　――第一工場　　287
　――第二工場　　287, 290
　――第三工場　　271, 290, 298

　― ―第四工場（不織布専用工場）　　
290

　― ―日本工業規格（JIS）表示許可工
場となる　　351

　――の建設　　279
　――の設備増強　　280, 354
深谷事業本部　　366
福岡営業所　　363
福岡クロス工業　　291, 304, 338, 363
　――グループ離脱　　374
　――設立　　304
福岡工場　　183, 184, 186, 187, 225, 230, 

231, 278, 291, 294, 304
　――誕生　　184
　― ―の電気絶縁布部門を移転　　225, 

304
複合企業化構想　　339
複色リボン　　259, 324
福田明治　　520
福山芳郎　　158
ふ号兵器　　130, 131, 134　→まるふ作
戦　→気球爆弾

藤井旭　　367
藤井敏男　　406
藤井政夫　　363
藤井稔　　432
藤倉ゴム工業　　207
富士工場　　460, 522
藤田昇　　470, 472, 475
富士通　　260-263, 323, 324, 387
藤野市郎次　　424
藤森雅之　　351
不織布　　196-202, 207, 244, 250, 251, 

270, 290, 314, 331, 334, 335, 354, 355, 
393-396, 403, 448, 456, 493-497, 513, 
516, 535, 538, 543, 544

　――関連事業部　　426
　――技術　　447
　――吸音材　　458
　――工業会　　278
　――工場　　198
　――工場の復旧　　537
　――事業　　493
　――事業の復興　　538
　――事業本部　　361
　――芯地　　199-201
　――生産の高度化　　355
　――製品の需要増加　　459
　――接着芯地　　243　
　――設備の再構築　　493
　――設備の多様化　　354
　――専用工場（第四工場）　　290
　　→深谷工場
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ニック・ビジネスサプライ　　429, 432
　――解散　　435
ニックファブリック　　370
　――解散　　374
ニック不動産　　373, 374
ニックフレート　　303, 338, 392, 418, 

421, 528
　――ISO14001認証取得　　420
ニックプレン　　318
ニック保険サービス　　373
　――ニック不動産に吸収　　374
ニックリー　　274
日東石膏　　218
ニッポンリネン　　105
荷札クロス　　106, 216
日本紙パルプ商事　　190
日本クロス工業　　59, 60, 88, 338
　――社名変更　　338-341
　――創業　　59
　――創立目的　　70

『日本クロス工業株式會社二十周年史』　
　47, 51, 70
日本クロス統制会社　　144
日本クロス労働組合　　233
日本工業規格（JIS）表示許可工場　　

351, 352
日本遮光　　145
日本書籍　　86, 214
日本人絹染色連合　　107
日本中央競馬会（JRA）　　259, 260, 322
日本透写布　　145
日本トータリゼータ　　260
日本塗布製品　　145, 189
日本の色　　318

『日本の文学』（中央公論社）　　254, 255
『日本の歴史』（中央公論社）　　254, 255
『日本の歴史』（読売新聞社）　　208
日本橋倶楽部　　　232

『日本美術全集』（小学館）　　501
『日本百科大事典』（小学館）　　254, 255
日本不織布協会　　536
日本メモレックス　　324
日本レイヨン　　250
ニューカスタムN　　264
ニューハイスカーフ　　257, 319, 343
ニューベラムSK　　318
ニューマイティカーフC-6 131　　211
ニューマイティカーフH（DN1025, 1026）      

212
ニューマイティカーフP（W749）　　211
ニューマグナ　　327
ニューマグナプレン　　327
ニューマットC　　255

ニューヨーク出張所　　283, 284

ぬ
ヌ・コート　→ヌ・コート・インターナ
ショナル

ヌ・コート・インターナショナル　　
387, 388, 432

布クロス　　70, 83-85, 106, 161, 164, 209-
211, 255, 264, 326, 392, 498, 502, 543

　――製品　　105, 106, 318
ヌバテックス　　449

ね
熱時剝離方式のプリンタ　　491
熱転写インクリボン（サーマルリボン）      

385, 386, 486, 487, 518　→インクリ
ボン

熱転写フィルムリボン　　354, 385
熱転写プリンタ　　385, 398
熱転写リボン　　258, 325, 385, 386, 393, 

398　→熱転写インクリボン
　――製造機　　386
　――製品　　386
　――塗装機　　385
熱点接着不織布（ピンポイント不織布）
製造技術　　354

の
ノート用背貼りクロス　　162　→背貼
りクロス

ノーブレックス　　448
野沢次郎　　424, 468, 470, 472, 475
野中乕雄　　187
糊仕上・柔軟加工　　220
ノンスリップシート　　450

は
バーコード用のサーマルリボン　　491
　→サーマルリボン
ハードコートフィルム　　317
　→ALINDA
ハードワックス　　491　→熱転写イン
クリボン

ハーボルト（L. HARBOLT）弾圧ロー
ラー　　72

ハーモニー　　337
パールカンバス　　209
パールスカーフ　　256
ハイドロテクトフィルム　　402
ハイニック　　253　→合成皮革
　――L　　253
　――S　　253
　――・エナメル　　253

ハイピール　　207, 249　→合成皮革
　――BB　　343
　――B・SP銀　　255
　――B、特上P　　255
　――（Bタイプ）　　207
　――（Pタイプ）　　207
　――（Qタイプ）　　207
　――（Rタイプ）　　207
　――（Sタイプ）　　207
　――（エレガント・タイプ）　　207
　――スエード　　207, 252
ハイプリパー　　450
ハイフレクション　　321
ハウスラップ　　334, 395
パウダードット　　247
白色印字リボン　　491
博進社　　77, 86, 87, 187, 189, 190
　――大阪支店　　72, 86
　――倒産　　189
博文館　　80
バクラム　　44, 70, 105, 106, 168, 209, 

211, 255
　――S5　　255
　――S231　　255
　――SK　　502
馬券印字用リボン　　260
凾貼用クロス　　172, 215
橋本清幸　　521
パステルボード　　256
パスブック　　362
羽田章　　477
パッキング用のビニルペーパー　　216
　→包装用クロス

バッグサイジング機　　355
パッケージ素材　　382, 383, 498, 499
　――展　　321
パッケージ用クロス　　320, 382, 498
パッシブ型　　446　→ディスプレイ
撥水加工　　220
服部欣二　　169, 170, 259, 288, 349, 406
服部直道　　389
パップ剤　　456, 510, 511
パップ剤離型フィルム　　456
発泡エンボス機　　412
発泡エンボス製品　　520
発泡タイプの壁紙　　329
発泡タイプのビニルレザー　　265
発泡レザーシート　　380
はと紙クロス　　167
　――二号　　162, 215　→背貼りクロス
花柄加工　　221
パナマクロス　　209
パネロン　　200-204, 272, 290, 331, 493
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天神川工場　　100, 110-112, 345
　――新築　　111
　――第一工場（染再整工場）　　111
　――第二工場（クロス工場）　　111
　――油布工場　　140
テンター　　132, 290
天然皮革　　206, 249, 250, 253
天文功労賞　　467

と
ドアトリム　　394
土居勲　　343
土肥信夫　　390
土井保史　　424
東京アセテート　　302, 338, 361
　――の吸収合併　　368
東京工場　　167, 172, 183, 184, 186, 187, 

214, 217, 223-225, 230-234, 255-257, 
267, 278, 280, 286, 287, 291, 294, 298, 
299, 301, 315, 353
　――竣工　　224
　――新築・移転　　223
　――設備強化　　280, 291
　――第一工場　　224
　――第二工場　　225
　――第三工場　　225, 291
　――第五工場　　324
　――誕生　　184
　――の集約・移転　　408-410, 425
東京事業所　　364
東京支社　　282, 283, 288, 296
　――移転　　283
　――設立　　282
　――分室　　297
東京事務所　　149, 187, 231-233
　――支社昇格　　282, 294
　――設立　　232
東京出張所　　87, 149, 186, 188, 232
　――改称　　232　→東京事務所
　――開設　　188, 232
東京書籍　　86, 214, 233, 502
東京知事賞　　216
東京本社　　283, 296, 365, 530
　――移転　　358, 423, 428, 530
　――営業所　　364, 365
　――王子分室　　425
　――狭山分室　　365, 423, 425
　――発足　　296
統計的品質管理（TQC）　　184
東西二工場制　　408
透湿性シート　　334
東芝ニック工業　　306, 338

「当社のあるべき姿」　　406

導電性カーペット　　332　→カーペッ
ト

導電性ターポリン　　178　→ターポリ
ン

東邦紙業　　190
東洋加工綿業　　86
東洋クロス　　144, 207
東洋ゴム工業　　249
東洋レーヨン　　249
東レ　　205, 207
トーシキインテリア　　371
特種製紙　　252
特殊材料事業部　　426
特上クロス　　160
ドクター・コーティング　　265
ドクター塗装装置　　75, 76
ドクターヘッド単式乾燥機　　176
特絖　　215
塗工機　　315, 492, 518
土佐紙業株式会社京城支店　　87
都市事業所の集約　　428, 468
ドット・コーティング　　352
ドット・タイプ　　243, 244, 246
トッピング法　　177
トップフィード・リバースロールコータ
ー　　226

　――（RC-1号機）　　265
トナーカートリッジ・リサイクル　　383
富田雅彦　　537

『ドラゴンクエストXI　ダブルパック　
勇者のつるぎボックス』　　498

ドラム缶ラベル用のインクリボン　　386
トランクマット　　333, 394
トランザム・EX40　　393
ドリップ溜まり　　511
トレーシングクロス　　100-102, 106, 137, 

138
　――（建艦用）　　102
　――（サカブライト）　　101, 106
　― ―（スペシャルダイヤモンド）　　

101, 106
　――（ダイヤモンド）　　101, 106
　――（羽二重）　　101
　――（綿布ベース）　　101
トレンド型開発　　407, 416

な
ナイフコーター　　253, 289
ナイロン　　173, 174, 180, 205, 265, 274, 

275
　――合羽　　265, 268
　――コンテナ（旭化成）　　267
　――コンテナ（ユニチカ）　　267

　――樹脂　　207
　――ターポリン　　268, 269
中井商店　　189, 190
長崎一男　　188, 304, 305
中里岳雄　　545
中田圭二　　406, 424
中津淳一　　305
長町洋三　　476, 477, 524
中村健　　351
中村新次　　351
中本虎造　　306
ナカヤ　　305, 338, 368, 374
名古屋営業所　　248, 363, 423
名古屋支社営業所　　425, 530
ナチュール　　336
ナノファイバー　　541, 544
軟包材製品　　454, 455

に
ニードルパンチ　　196, 197, 202, 270, 

271, 332, 334, 395, 496, 497, 538   
　→不織布
　――機　　354, 355, 535
　――製造機　　201
　――製品　　332, 334
　――ライン　　355, 493, 538
ニードルパンチ・カーペット　　270, 

271, 290, 332, 333, 400
　――のリサイクル　　421
二階堂康弘　　432
ニカブ　　338
西田嘉一　　373

『日米英会話手帳』（誠文堂新光社）　　
159

日和興業　　158, 188, 189
　――解散　　189
ニック　　305, 338, 374
　――撤収　　435
　――設立　　304
ニックカバー　　382
ニック環境サービス　　338
　――株式譲渡　　435
ニック工業　　306
　――解散　　373
ニック工芸　　371
　――解散　　435
ニック産業　　338, 430
　――株式譲渡　　465
ニック産業（嵯峨ニック）　　373
ニックセブン　　274, 351, 392, 431
　――140S　　257
ニックパワーズ　　372
　――解散　　373
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ダイヤスカーフ　　171, 215, 223, 255, 
500
　――P　　214
　――別口仕上　　214
ダイヤテーブルクロス　　175
ダイヤパール加工　　221
ダイヤビニール　　174, 204, 205
　――ペーパー180　　214
ダイヤボード　　167-169, 170, 190, 214, 

223, 233
ダイヤモンド　　72, 75, 101
　――W17グリーン　　138
ダイヤモンドクロス　　160
ダイヤモンド印　　105, 106　→ブック
クロス　→トレーシングクロス
ダイヤレックス　　257, 319
タイルカーペット　　332
ダイレクトシール　　455
大連ダイニック　　388, 390, 429, 478, 

492, 512, 514, 528
　――発足　　389
台湾クロス（台湾科楽史工業股份有限公
司）　　306, 307, 338, 516, 517
　――設立　　306
　――解散　　517　
髙木哲雄　　515, 517
多賀グリーン倶楽部　　435
高橋進　　467, 531
高橋睦雄　　369
高松省吾　　424
高円宮妃久子さま　　531
多賀緑化開発　　372
　――解散　　435
琢磨清　　306
竹内祥兼　　528
竹尾　　500
竹尾洋紙店　　190
武田薬品　　172
竹中貞夫　　230
タスⅠ　　449
タスⅡ　　449

「タスⅡ」シリーズ　　392
タスヴェラス　　450
タスカラー120　　449
　――FX　　449
　――ML　　449
　――PA　　449
タスカラーV120　　449
　――GR　　450
　――ベッカー　　450
タスクレス　　500
タス高白度シリーズ　　450

「タス」シリーズ　　391, 449

タススワン　　450
タスバーク　　449
タスファイン　　450
タスブラン　　450
タスルーチェ　　450
多田長治　　59, 60
裁ち切り　　71, 169, 214
脱塩化ビニル　　380
脱塩ビ壁紙　　381
ダックスカーフ　　256
ダックボード　　256
脱臭フィルタ　　447, 448, 459
田中源太郎　　39
田中佑一　　90
田中利七　　59
谷節太郎　　59, 60
谷村彰彦　　211
谷汚し　　168
　――法　　126
ダブルドット　　400
　――の開発　　400
　――複合系タイプ芯　　413
　――紡績糸タイプ　　400, 413
タペタンV　　272, 328
玉屋大阪支店　　102
タムノス　　391
田村洋紙店　　190
単色リボン　　259
端末機用インクリボン　　262

ち
近吉精練　　143, 183
中央開発研究所　　 250, 279, 280, 291, 

292, 295, 299, 349
　――開設　　291
　――閉鎖　　355, 362
中央公論社　　81, 209, 254, 255
中央塗装布統制会社　　144, 189
駐留軍用クロス　　159, 160
朝鮮特需　　165
チロットクロス　　216　→包装用クロ
ス

チンマー　　267, 286-289
チンマー機　　251

つ
通産省軽工業局局長賞　　215
通帳用クロス　　263, 264, 326, 327
　――（磁気）　　326, 327
　――のプロジェクト　　326
塚田一範　　522
辻正次　　528, 542
綱島勉　　524

ツバメクロス　　160　→駐留軍用クロ
ス

ツバメ印　　72, 105　→黒色クロス　
→ブッククロス

ツルシ　　199
ツル印　　72, 105　→黒色クロス

て
帝国人造絹絲　　73
帝人　　181, 205
　――テトロンコンテナ　　267
テイジンタイコン　　268
ディスパージョンタイプ（DF）　　400
ディスパージョン加工　　400, 412
ディスプレイ　　442-446
　――（アクティブ型）　　446
　――（パッシブ型）　　446
　――（無機EL）　　442
　――（有機EL）　　442-446
ディディ　　337

『ティファニーで朝食を』　　105
『定本 漱石全集』（岩波書店）　　501, 

502
ディンフェル　　338, 369, 370
テキスタイル・プレステージ・パブリッ
ク　　395, 516, 525, 536

テキソン　　251, 252　→合成皮革
　――の塗装機　　253, 288, 289
テキソン（Texon Inc.）　　251

『デピエ』　　35, 36, 37-39, 41, 42, 44, 
49-51

デピエ，ジョゼフ　　37
デミング賞　　184
デュポン　　197, 249
デラクール　　207
デルタクロス　　216
テレタイプリボン　　258
テレックスリボン　　261, 262
転換社債の発行　　360
電気絶縁用クロス　　216
電気通信研究所　　261
天究館　　367, 532　→アストロパーク
天究館

　――友の会　　467
　――星の会　　467
電算機用インクリボン　　262
電子計算室の設置　　280
電子情報処理システム　　297
電子特材　　445
天井表皮材　　497, 513, 514, 516
天井表皮材・内装材　　514
　――（車輛用）　　205, 459
電飾用OFH　　317　→ALINDA
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『世界美術大全集』（小学館）　　392
『世界文学全集』（新潮社）　　81, 84
石油ショック　　341
絶縁クロス　　184, 304
雪害　　493, 518, 526, 533, 535, 536
積極拡大　　279, 302, 338, 479
　――策　　285
接着芯地　　243, 244-247, 457
接着縫製　　243, 244
設備増強　　201, 225, 275, 280, 328, 352, 

354, 355, 412-414, 457, 458, 521
背貼りクロス　　160, 215
　――（LPG）　　162, 215
　――（教科書用）　　160
　――（ノート用）　　161, 162, 215
背貼り特上クロス　　215
背貼り方式　　169, 214, 226
セビクロス　　392
セラニーズコーポレーション　　180
ゼラン防水　　220
繊維学会「技術賞」　　351
繊維製品に対する取扱表示法　　274
仙花紙　　159, 162
染工部東工場　　179, 186, 187, 231
全国カタログ・ポスター展　　343
全社中期計画方針　　　540
全集用クロス　　165
全集用の布クロス　　209
染色加工　　73, 108, 137, 141, 179
　――からの撤退　　300
　――場　　140, 141
　――の工程　　220
仙台営業所　　363

そ
造花用クロス　　162, 163, 185
早期退職者優遇制度　　427
創元社　　170
総合企画部　　295, 297
総合技術実験棟　　355, 356
総合本部　　296
雙紙洗水　　88
装幀用薄手ビニルレザー　　226
装幀用ビニルペーパー　　226
創立一〇周年記念式典　　112
創立二〇周年　　148, 149
創立四〇周年記念式典　　228, 229
創立五五周年　　338
　――記念行事　　342

『創立55周年記念誌』　　343
創立五五周年記念事業　　339
創立六〇年の記念日　　358
創立七〇周年の記念行事　　404

創立八〇周年　　442
創立九〇周年　　525
創立一〇〇周年　　540
創立一〇〇年　　541
　――の記念日　　528
素材産業からの脱皮　　368
染工場　　296, 300
染布タイプの装幀用クロス　　318, 501
ソリドット　　246, 290, 299
　――S・X　　247
　――Sタイプ　　246, 247
　――Xタイプ　　246

た
ターポリン　　174, 178, 204, 266, 268, 

413, 504-506, 543
　――（薄手）　　267
　――（塩ビ）　　266
　――（塩用フレコン用）　　505
　――（遮光）　　178
　――（除染コンテナ用）　　504
　――（帯電防止フレコン用）　　505
　――（耐熱フレコン用）　　505
　――（導電性）　　178
　――（ハラル対応フレコン用）　　505
　――（広幅）　　267　
第一次世界大戦　　53, 57, 59, 91
第二次オイルショック　　358
第二次世界大戦　　137, 138, 148
　――後　　197, 244
第六事業部　　456
第七事業部　　455

「大気環境保全活動功労者（団体の部）」
として表彰　　467

『大辞泉』（小学館）　　212
『大辞林』（三省堂）　　211
タイ・ステーフレックス　　430, 508, 514, 

528
　――設立　　429
ダイセル　　　181, 368
大同洋紙店　　190

『ダイニック70年史』　　405
ダイニック・UK　　388, 429, 492, 512, 

514, 528
　――設立　　389
ダイニック・USA　　429, 492, 512, 514, 

524, 528
　――設立　　388, 429
ダイニック・アメリカ　　 388
　――解散　　436
　――設立　　388
ダイニック・コート　　387
　――設立　　388

ダイニック国際貿易（上海）　　478, 513, 
528

　――設立　　　478
ダイニック・ジュノ　　188, 429, 433, 464, 

528, 530
　――移転　　428, 530
　――設立　　433
　――名古屋営業所　　　425
ダイニック・チェコ　　492, 512, 514, 528
　――設立　　517
ダイニック・テキスタイル・プレステー
ジ　　512-514, 528

　――設立　　516
ダイニックファクトリーサービス　　

418, 419, 435, 528
　――ISO14001認証取得　　420
　――設立　　373
ダイニック・フラワーアンドグリーン　
　429, 432

　――解散　　435
ダイニックホール　　290
ダイニック・ホンコン　　370, 374, 513, 

528
　――設立　　370
大日本セルロイド　　180
大日本図書　　214
大日本紡績　　206
耐熱特殊ガラスクロス　　184
耐熱フェルト　　395
タイプライター用インクリボン　　104
タイプライターリボン　　100, 104, 106, 

175, 258
　――（サカブライト印）　　106
　――（ラストロング印）　　106
　――（オールインワン印）　　106
大平加工紙　　434
大平カンパニー　　454, 455, 475
　――の統合　　455, 477
大平産業　　528
大平製紙　　167, 428, 434, 454, 455, 470, 

475, 476
　――完全子会社化　　466
　――グループ傘下に　　429, 433
　――の吸収合併　　460, 468
ダイヤウォールペーパーT　　272
ダイヤエコー　　274
ダイヤガムクロステープ100、200、300
　216　→包装用クロス
ダイヤガムテープ　　215　→包装用ク
ロス

ダイヤガムテープ501号、502号、504号
　216　→包装用クロス
ダイヤクロス　　215
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装材
車輛内装材　　205　→天井表皮材・内
装材
車輛用カーペット　　333　→カーペッ
ト

車輛用内装用レザー　　226
車輛用のビニルレザー　　205
収益体質の改善　　463, 464, 469
集塵、脱臭フィルタ　　447
樹脂加工　　220
シュライナーカレンダー　　220
春秋社　　81
春陽堂　　80, 81
小学館　　81, 212, 255, 501
硝化綿レザー（擬革）　　122, 125, 126, 

128, 147, 173, 175, 176, 249
硝化綿レザー製造工場　　291　→東京
工場

『少年少女世界文学全集』（講談社）　　
208, 209
商品技術研究所　　416, 417, 425
　――解消　　464
商品別事業部制　　365, 366
　――の導入　　366
昭和恐慌　　107, 113, 114

『昭和天皇実録』（東京書籍）　　501, 502
『昭和文学全集』（角川書店）　　165
ショーケース用蒸散板ユニット　　494, 

495
食品衛生法厚生省告示第370号　　383
食品包装材　　454, 490, 510, 511, 545
食品包装用のサーマルリボン　　491, 514   

→サーマルリボン
食品用包装材　　519, 521, 522
ジョセフ・バンクロフト・アンド・サン
ズ　　46, 220
除染コンテナ用ターポリン　　504
　→ターポリン
除染用フレコン　　504
シリコンガラスクロス　　217
シリコン防水　　220
シリコンラバーガラスクロス　　217
資料棟　　355, 356
シルクスキン　　126, 161, 185
シルバーピジョン　　175, 205
シルバーボード　　167-169, 190, 214, 215, 

223, 233
　――V・U　　215
シルビーヌ　　319, 320
シルベスト　　252
新学習指導要領　　214, 224
人絹　　73, 125, 179, 220, 221
　― ―織物　　73, 86, 94, 107-109, 113, 

115, 128
　――寒冷紗第1号、第2号　　128
　――染色　　73, 179
　――ベース　　84, 160
　――ベースのクロス　　101, 102
　――レザー　　126
人工皮革　　249-253　→アイカス
　――の開発　　249
　――の生産技術　　253
震災需要　　86, 93
震災手形　　81, 94
芯地　　199-201, 243, 244, 305, 331, 508, 

509
　――事業　　425, 427
　――パネロン　　200
浸漬法　　　198

『尋常小學國語讀本』　　78
新書判ブーム　　170
芯すえ作業　　243, 244
浸漬式不織布　　197
人造皮革　　206
シンター　　247, 290
　――・タイプ　　243-246

『新潮現代文学』（新潮社）　　318
新日本の色　　318, 392
甚野捷　　406, 424, 468, 470, 472
神武景気　　170, 208, 227
新村出　　210

す
水性紙クロス　　353
水分ゲッター　　442-444-446, 457, 458
水分除去シート　　442, 444
スーパースカーフ　　256
スエードタイプ　　250　→アイカス
スカーフマチェール　　319, 320
杉浦康平　　211
杉浦非水　　83
杉江淳　　467, 531, 532
杉山勇介　　544
スクーター用ビニル　　175
スクラッチモアレ加工　　220
スクリーンクロス　　166
須佐敢　　87, 149
鈴木要　　228, 230, 277
鈴木権六　　90
ステーフレックス　　243, 245-247, 289, 

290, 307, 399, 400, 431, 457, 508, 514, 
544

　――（DSシリーズ）　　400
　――（PDシリーズ）　　400
　――（PDCシリーズ）　　400
　――（PSシリーズ）　　400

　――（SGシリーズ）　　400
　――（SSシリーズ）　　400
　――の製品シリーズ　　247
ステーフレックス・インターナショナル
　245, 307, 369
ステーフレックス（会社）　　246, 336, 352, 

369　→ステーフレックス・インター
ナショナル

ステーフレックス・テキシフューズ　　
369, 370, 374

ステッチボンド　　196, 197, 395　→不
織布

　――不織布　　459
ステラ・ニック　　429, 432
　――解散　　435
ストーク　　412, 413
ストーンエイジ　　400, 401
ストレッチ織物　　276

『素晴らしい時代を生きる』　　342
スパンボンド　　196, 197, 495　→不織
布

　――不織布　　334
スパンレース　　196, 197, 494, 496
　→不織布
スフ　　127, 146
　――ベース　　138
スプリンクル　　499
スペシャルダイヤモンド　　101　→ト
レーシングクロス

　― ―印　　106　→トレーシングクロ
ス

スペシャルプレン　　106, 209
スペシャルリネン　　106
すべり止めテープ　　395
角倉英司　　528
炭村吉雄　　187
スリッター　　519, 521
スリットコーター　　253, 289
スルーメッシュ　　273

せ
制菌フィルタ　　447
成型カセットリボン　　324
セイコーエプソン　　389, 478
静電気学会「進歩賞」　　351, 352
瀬尾孝　　406

『世界原色百科事典』（小学館）　　255
『世界少年少女文学全集』（創元社）　　

166
『世界大百科事典』（平凡社）　　166, 208
『世界の文学』（中央公論社）　　254, 255
『世界の歴史』（中央公論社）　　208, 209, 

254
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近藤守夫　　284
こんにゃく糊　　130-133
コンパクトサイズの全集　　208, 209
コンピュータリボン　　260, 261

さ
サーキュラー一号機　　276
サーフェイス　　321
サーマル・トランスファ・リボン（Ther-

mal Transfer Ribbon）　　487
　→サーマルリボン
サーマルプリンタ　　487, 488
サーマルヘッド　　487
サーマルボンド　　196, 197　→不織布
サーマルリサイクル　　421
サーマルリボン　　486-492, 512, 514, 517-

519　→熱転写インクリボン
　――（食品包装用）　　490, 491
　――生産設備　　518
　――（バーコード用）　　491

『西國立志編』　　45
埼玉工場　　287, 410, 411, 415, 420, 421, 

425, 458, 492, 493, 512-514, 518, 537, 
538
　――ISO9001認証取得　　420
　――ISO14001認証取得　　420
　――竣工披露式　　411
　――スタート　　410
　― ―第一工場・第三工場・第四工場の
屋根が崩落　　534

　――第二工場　　410, 411
　――第三工場の復旧　　537, 538
　――第五工場　　410 411
　――の雪害　　538, 539
　――の不織布設備が稼働不能　　535
斎藤泉一　　344
齊藤剛　　543
齊藤徹司　　516, 523
財務体質の改善　　358, 359, 464
サカブライト　　101
　― ―印　　106　→トレーシングクロ
ス　→タイプライターリボン

サカブライト楽器　　161, 185
　――解散　　185
坂部三司　　367, 380, 390, 405-407, 409, 

416, 418, 423, 424, 426, 427, 463, 470, 
472
　――会長就任　　469
　――社長就任　　405
坂部三次　　35, 36, 39-42, 47-51, 55-62, 

70, 74, 76, 89, 90, 92, 101, 103, 112, 
116, 122, 123, 142-144, 148-150, 156, 
185, 227-229, 233, 234, 277, 479

　――会長就任　　228
　――社葬　　229
　――社長就任　　149
　――日本クロス工業を創立　　59, 60
　――の退社　　56
坂部三次郎　　130, 132, 134, 167, 168, 

171, 224, 228, 230, 259, 277-282, 285, 
286, 293, 294, 296, 302-304, 306, 307, 
338-340, 343, 347, 348, 351, 369-373, 
388, 389, 404-406, 424, 430-434, 479
　――お別れの会　　479, 480
　――会長就任　　405
　――社長就任　　277
阪部商会　　138
坂部勝三　　349, 372
坂本啓　　543
サクソン・ペーパー　　284
桜井達夫　　433
さくら紙クロス　　167, 172, 215
桜リネン　　106
佐々木克己　　529
佐々木範明　　528
笹山和夫　　371
札幌営業所　　363
佐藤暢秀　　371, 372, 406
サハ・パタナ・グループ　　430, 516
狭山事業本部　　354, 366
狭山市工場誘致条例　　223
狭山成型　　372
　――解散　　435
狭山ニック　　371
　――解散　　435
狭山分室　　365, 423
　――移転　　425
晒八　　143, 183
澤田次郎　　188
3A雲型による紙クロス　　162

『山家学生式』　　527
三幸股份有限公司　　306
三工場三部制　　230
三工場体制が確立　　302
三〇年版（教科書）　　214
三六年版（教科書）　　214, 224, 232
三層フィルム用Tダイ押し出し設備　　

414
サンバイザー　　394
サンブリッジ　　190
三豊クロス　　189, 324, 338, 429
　――設立　　188
　――ダイニック・ジュノに改称　　

433
三和工業　　372

し
シータス（CETUS）　　392, 393
　――・シリーズ　　392, 393
シェアの拡大　　540
塩貝満州雄　　363
滋賀工場　　328, 349, 350-352, 355, 367, 

412, 419, 444, 512, 519
　――ISO9001認証取得　　420
　――ISO14001認証取得　　420
　――桂工業の仕上部門を吸収　　413
　――技術センター　　362, 415
　――建設　　347, 348
　――建設準備委員会　　349
　――竣工披露　　350
　――芯地生産の移管　　427
　― ―設備構築（水分ゲッター）　　457, 

458
　――第一期工事　　349, 350
　――第二期工事　　349, 350
　― ―日本工業規格（JIS）表示許可工
場となる　　351

　――パネロン・スキップの移管　　
458

滋賀事業本部　　366
時価発行増資の実施　　360
磁気インクリボン　　263, 323
　――（エンドレス）　　323
磁気通帳用クロス　　326　→通帳用ク
ロス

事業本部制を導入　　295
湿式（不織布製法）　　196, 197
辞典用ビニル　　226
自動車座席用不織布　　395
自動車内装材　　394, 395, 448, 459, 496, 

497, 538
自動車用途の供給問題　　535
篠原眞喜男　　149
ジフ　　391
渋沢栄一　　40, 62
下倉義一郎　　228, 230, 277
下倉源之助　　90
下妻清二郎　　189
シャインカバー　　319
シャインボード　　　319
遮音床材　　334
社歌　　343, 344
遮光ターポリン　　178　→ターポリン
社是　　280, 351
シャツグレード　　247
シャツ芯　　508, 509
社内カンパニー制　　425, 477
社名変更　　339-341
車輛天井材　　459　→天井表皮材・内
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日下部英夫　　326, 327
草場季喜　　131
楠トシエ　　203
靴・鞄・袋物用の合成皮革　　253　
　→合成皮革
国島洋紙店　　86
久納浩三　　371
熊澤甚太郎　　59, 60

「くまなく晴れし大空に」　　343
公文弘　　389, 477, 512
クラウド　　391
グラスロン防蝕テープ10　　217
グラスロン防蝕テープ20　　217
グラビア・コーティング機　　291
　――L-9号機　　257
グラビア・コーティング技術　　　256, 

319
倉元俊一　　406, 424

『グランド現代百科事典』（学習研究社）
255
クリーンカバー　　319
グリスプルーフクロス（ペーパー）　　

166
グリッター・ストロング　　431, 436
グループ・チーム制　　423
来栖良樹　　470, 472, 476
グレーシィ　　272
グローリーペーパー　　256
黒クロス　　78
黒沢通信工業　　262
クロス　　36, 44-52, 70, 72
　――（出版市場向け）　　232
　――製造法　　75
　――統制協議会　　144
　――の国産化　　48, 57
　――の製造販売　　92

『クロス王　坂部三次』（叢文社）　　35, 
103
クロス会館の建設　　279
クロス共販　　189
クロス・コーティング設備　　352

『クロス社内報』　　230
　――№8　　229
　――№67　　231
　――№76　　287
　――№85　　339
クロススクリーンアワー　　202
クロスパレード　　202
クロスミュージックサロン　　202
グロリアミラー　　321

け
ケーヨー　　465

経営改善プロジェクト　　442
『経営学入門』（光文社）　　208
経営合理化　　427
　――策　　461
経営書ブーム　　208
経営の多角化　　302, 338
計器用リボン　　258
結露防止シート　　334　→ハウスラッ
プ

ケービッヒ　　123
ケミカルシューズ　　175
　――用ビニルレザー　　174
ケミカルボンド　　196, 197, 493, 494, 538
　→不織布
ケミカルレザー　　175
研究社　　81
懸垂式乾燥機　　123

『現代人の日本史』（河出書房新社）　　
208

『現代世界文学全集』（新潮社）　　165
『現代大衆文学全集』（平凡社）　　81
『現代日本文学全集』（改造社）　　79-85
『現代日本文学全集』（筑摩書房）　　165, 

166

こ
コーパル　　75
　――ワニス　　75
高圧ビーム染色機　　276
抗アレルギー壁紙　　506　→壁紙
抗ウイルス壁紙　　506　→壁紙
抗ウイルス性フィルタ　　　447, 448
公害防止　　300, 301, 346
　――協定　　348
　――問題　　299, 300, 345, 346
高機能消臭壁紙　　506
抗菌アコーディオンカーテン　　382
抗菌加工製品　　381, 382
抗菌フィルタ　　382, 447

『広辞苑』（岩波書店）　　210, 211
　――初版　　210
　――第七版　　211, 501
工場再配置法　　346
工場制限法　　346
工場立地法　　346
交織繻子　　73, 108
厚生会館を新設　　280
合成樹脂　　71, 178, 243
　――フィルム　　268
合成繊維　　180, 197, 205, 219, 221
　→合繊
　――の多様化　　221
　――の登場　　180

厚生年金基金　　469
合成皮革　　125, 206, 207, 249, 251-253, 

289, 336, 337, 354
　――（衣料用）　　252
　――（靴・鞄・袋物用）　　253
　――の充実　　249
　――の新製品　　251, 336
　――の生産技術　　253
合繊　　178, 200, 219, 261, 265　 →合
成繊維

　――加工糸　　276
　――染色　　275, 291
構造化磁気記録技術　　397
講談社　　81, 208, 503
高度成長　　254, 267, 279
河野信造　　187
河野秀昭　　524, 528, 542
河野幸夫　　138, 230, 277, 286
高発泡壁紙　　329, 401
光文社　　170
コーティング機　　275, 352
コーティング技術　　267, 306
ゴールドキッド　　207
国際紙パルプ商事　　190
国際羊毛事務局［IWS］　　336
黒色クロス　　72
　――（キング印）　　72, 105
　――（ツバメ印）　　72, 105
　――（ツル印）　　72, 105
　――（ラクダ印）　　72, 105
国定教科書　　42, 47
　――制度　　41
国鉄貨車シート　　265, 266

『国民百科事典』（平凡社）　　209, 254, 
255

国有綿金巾二〇〇四番　　160
国有綿クロス　　160
コザック　　270
越部信義　　203
小島洋紙店　　190
小杉滋　　476, 477
コスモス　　102
国家総動員法　　146
コニカ　　385
ゴム製品メーカー方式　　176　→ビニ
ルレザー

小安悳　　277
コルファーム　　249
昆山経済技術連合発展公司　　431
昆山ステーフレックス　　427, 429, 431, 

478, 508, 513, 514, 525, 528, 544
　――設立　　430
近藤哲夫　　370
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合併推進委員会　　468-470
桂工業　　338, 426, 456
　――ISO14001認証取得　　420
　――解散　　435
　――仕上部門吸収　　413
　――設立　　303
　――・大和紙工の増設　　280
桂幸嗣　　434, 468, 470, 472, 475-477
家電向けフィルタ材　　473　→フィル
タ材
加藤仁一　　470, 472, 476
角川源義　　165
金久俊五　　351
カバーライト　　256
壁紙　　103, 328-330, 381, 421, 422, 506, 

543
　――（抗アレルギー）　　506
　――（抗ウイルス）　　506
　――（高機能消臭）　　506
　――製造機　　412
　――製造ライン　　519
　――製品　　506
　――の開発　　272
　――の種類　　329
　――の生産機　　520
　――のライン化　　330
　――（表面強化）　　506
　――（マイナスイオン）　　506
　――用印刷機　　412
　― ―（ロータリー・タイプ）　　329, 

507, 520, 543
鎌北明　　349
紙クロス　　55, 71, 74, 161, 167-169, 171, 

172, 175, 214, 217, 223, 391, 498, 500
　――製品　　256, 257, 319
　――の開発　　162
　――の多様化　　319, 320, 449
カミナリジャンパー　　206
紙の超硬化仕上　　383
紙刃クロス　　383
亀井商店　　86
亀井徳治　　305
亀井德次郎　　48, 57-60
亀井亮治郎　　149
カラーパネロン　　305
カラーフィルム　　316　→ALINDA
カレンダー設備の導入　　177
カレンダー法　　173
カレンダー方式　　176
川﨑茂　　528
川島洋紙店　　86
川田嘉一郎　　303
川辺雅也　　528

河村泰　　165, 188, 232, 349
環境対策五R作戦　　419
環境対策商品設計委員会　　418
環境対策リサイクル委員会　　418
環境大臣賞　　531
環境とメディア　　417
環境に関する基本方針　　418, 419

「環境にやさしい」製品開発　　380
環境マネジメントシステム　　419
乾式（不織布の製法）　　196, 197
緩衝材　　395
含浸タイプ　　71, 171　→紙クロス
乾燥ドラム　　76
神田出張所　　365
カンバス　　44, 105, 106, 168, 209
　― ―ペーパー　　167, 168, 212, 213, 

223
　――ペーパー（LD）　　168
　――ペーパーSN四六判　　212
カンブリック　　44, 70, 106
寒冷紗　　72, 106, 215
　――（裏貼）　　215
　――（水貼）　　215
　――（綿）　　272, 328

き
擬革　　125, 173　→硝化綿レザー
　――メーカー方式　　176　→ビニル
レザー

気球爆弾　　130, 131, 133, 134-136, 161, 
277　→ふ号兵器　→まるふ作戦
　――の原紙　　136
　――用ベース　　142, 147
気球用原紙　　130-132, 135
企業整備令　　143, 147
企業の複合化　　338
菊地信義　　320, 449
岸川国太郎　　90
技術センター　　412, 415, 416
技術の優位性　　280, 351
北川文康　　331, 424, 470, 472, 476
北原征哉　　472, 476, 477
北村圭正　　528, 535
北村留吉　　59
君塚明　　523
木村博　　528
逆Lカレンダー　　267, 289
キャビンフィルタ　　62, 448, 459, 496, 

513
　――材　　513
九州クロス工業　　124, 142, 188, 304
　――を吸収合併　　183, 184, 186
吸水蒸散板　　495

吸水テープ　　395
教育出版　　214
教科書　　41, 42, 46, 47, 71, 72, 77, 100, 

127, 169
　――クロス　　93, 159, 182, 303
　――出版社　　86
　――の復興出版　　78
　― ―用クロス　　87, 106, 116, 157, 159, 

160, 214, 224
　――用のビニルペーパー　　226
京都織物会社　　38, 39, 40, 48, 49, 51, 

56
『京都織物株式会社全史』　　40, 55
京都環境保全公社　　479
京都工場　　135, 136, 207, 209, 234, 253, 

255, 267, 273, 290, 299, 300, 346
　――跡地　　350
　――移転　　345, 347-349
　――の改革　　279
　――の解体　　350
京都事務所　　186, 365
京都・東京の二本社制　　280, 296
京都、東京、深谷の三工場体制　　280
京都西工場　　245, 252, 291, 294, 298
　― ―第一工場（クロス製造課）　  198
　――第三工場　　198
　――第四工場　　201
　― ―と京都東工場の統合　　295, 298, 

299
　― ―から深谷工場への設備移転　　

299
京都東工場　　219, 294, 298, 300
　――設備強化　　291
　――誕生　　141
　――撤収　　299, 300
京都ビジネスサプライ　　371, 435
京都本社　　186, 296, 297, 425
　――京都事務所に　　365
　――工場　　123, 131, 132, 186, 187, 198,
　　201, 223, 225, 278
　――・工場　　148
京都輸出造花　　185
協福　　189
共和レザー　　125, 144
緊急対策　　357

『「緊急対策」実施について』　　463
キング印　　72, 105　→黒色クロス
金融端末機用リボン　　324

く
クインセラー　　337
空気清浄機用のフィルタ　　494
空調用フィルタ　　395
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裏貼金巾　　106
裏貼寒冷紗　　215　→寒冷紗
裏貼ポプリン　　106
うるしび　　321
ウレタン素材　　451, 452

え
エアード　　401
エアフィルタ　　495, 496, 513, 514
　――材　　513, 536
エキストラプレン　　106
エクセーヌ　　250
エクルダ　　105
エコスカーフ　　449
エスケー興産　　373
エスターボード　　319
エドメストン　　265
　――製の型出機　　265, 291
エナメルコート　　273
エバーグレース加工　　220
エパロン　　450
エマルジョン（酢酸ビニル系）塗料　　

254
エムゾール加工　　221
衿芯　　509, 544
エルクG　　256
エルサイサーサティーニ　　382
エルパソ工場　　389
エレガント　　205, 206, 225
エレガント・タイプ　　207　→ハイピ
ール

塩化ビニル　　173, 174, 178, 380
　――製品　　177
エンジンフィルタ　　334, 394, 459, 496
遠藤浩　　516, 541
エンパイアチューブ　　161
塩ビターポリン　　266
塩ビ床材　　400, 401
塩ビレザー　　125, 173　→ビニルレザ
ー

エンボス　　71, 170, 257, 328, 391, 450, 
499, 520
　― ―加工　　160, 220, 221, 329, 456, 

510, 511, 519
　――カレンダー　　220
　――ターポリン　　506
　――の委託加工　　546
　――フィルム　　511
円本　　79, 80, 82, 84
　― ―ブーム　　79, 81, 82, 85, 94, 112, 

113

お
オイルクロス　　122, 124, 125, 129, 142, 

175, 206　→油布
オイルショック　　357
オイルシルク　　122, 124, 175　→油布
オイルスキン　　122　→油布
王子工場　　455, 460, 520, 521
王子製紙　　86
大石義夫　　470, 476, 477, 523, 524, 525-

528, 535, 536, 541
　――社長就任　　523
大倉喜八郎　　40
大阪営業所　　248
　――の開設　　283
　――を設置　　295
大阪支社　　283, 342
　――営業所　　530
大阪書籍　　86
大島久吉　　87, 149
大角卯之助　　48, 51, 54, 57, 58
大髙典夫　　472, 476, 477
大野クロス　　528, 529
大野雅春　　537, 544
大場將弘　　524
オールインワン　　104, 106
岡崎愛之助　　59
岡崎功　　470, 472, 476, 477
岡崎俊夫　　373
小川俊夫　　477
小川冨士夫　　424
荻原滋夫　　388
奥富武美　　363
奥村晴雄　　371
尾崎勇　　130, 131, 133, 135, 142, 149, 

228, 230, 277
尾崎貴一　　349, 373
小澤一雅　　528, 545
押し出しラミネーター　　520　→ラミ
ネーター

おたすけリボン　　490, 518
小原富太郎　　59
帯芯　　200, 201
オフィス・メディア　　387
　――移転　　428, 530
　――グループ傘下に　　429, 528
　――再スタート　　432
オフセット印刷用OFP-P60　　317　

→ALINDA
オフセット印刷用フィルム　　316　

→ALINDA
親と子の天文教室　　367
折坂透　　477
織物加工業者に関する整理統合令　　

141, 143, 183
織物接着芯地　　243　→接着芯地
オレフィン壁紙　　381, 401, 459
オレフィンクロス　　70, 71
オレフィン系樹脂　　71, 380, 381
オレフィンフィルム　　414
オレフィンペーパー　　71
　――・クロス　　380

『おれんじ』　　404
オンライン化　　262, 322, 323

か
カード用フィルム　　316　→ALINDA
　――CDW　　317　→ALINDA
カーペット　　270, 271, 332, 333, 421
　――（車輛用）　　333
　――（タフテッド）　　332
　――（導電性）　　332
　――（広幅）　　271, 290, 298
　――（床材）　　202, 270, 271, 332
カーボンナノチューブ　　541
カーレーター　　198
会計ビッグバン　　462, 472
改造社　　79-82, 170
開南染工化学　　143, 147, 179, 183, 188, 

231
　――設立　　143
　――を吸収合併　　182

「顔に微笑み」　　343
『科学の事典』（岩波書店）　　164
学生用ユニフォーム（ブレザータイプ）
用の芯地　　509

学童用合羽　　161
加工糸　　276
　――織物ブーム　　276
　――の専用染色機　　276
加工箔蓋材　　510
加湿器用のフィルタ　　494
春日井庄次郎　　59
粕谷宇三郎　　406
粕谷健蔵　　363
型出しエンボス機　　181
型出機　　265, 330
勝馬投票券（馬券）　　322, 386
　――発券機用のインクリボン　　259
楽器用シルクスキン　　160
学校図書　　169, 214
活字プリンタ用のインクリボン　　　259
活性炭　　403
　――散布ラミネート装置　　　459
　― ―繊維（Activated Carbon Fiber= 

ACF）　　403
カッパブックス　　170
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TM-2号機　　412
TN-1号機　　412
Tomiokamachi（富岡町）　　531
TPCニック　　512, 513, 528
　――設立　　516
TQC推進本部　　361
TT-2　　412
TTR（Thermal Transfer Ribbon）　　

424, 487　→熱転写インクリボン

U
UV加工　　383

V
VC-PM　　264　→アートベラム
VC-1号機　　412, 520
VC-2号機　　330, 520
VC-3号機　　352, 520
VC-7号機　　412
VC黄色　　166　→アートベラム
VG-3号機　　412
VPGJ　　501　→ビニルクロス
VR-1号機　　330

W
WAC-2号機　　518
WD-3　　355
WD-4号機　　414
WF-6号機　　537, 538

五十音順

あ
アートカンブリック　　105, 209
　――92　　255
アートベラム　　105, 126, 164, 165, 209, 

255, 498
　――NW42　　164
　――NW356　　166
　――VC　　166
　――VC（13ハン/37）　　499
　――VC-PM　　264
　――VC黄色　　166
アイカス　　250, 251, 289, 290
　――（スエードタイプ）　　250, 253
　――（スムーズタイプ）　　250
　――専用工場　　250
　――の発表会　　250
アイソマイザー　　290
秋田弘　　210

アキュープリント・コーティング・シス
テム　　351, 352

アクティブ型　　446　→ディスプレイ
浅野泰三　　303

「アストロ新聞」　　531
アストロパーク天究館　　367, 479, 531
　――再スタート　　466, 467
アセテート　　180, 181, 219-222
　――織物　　219
厚手ターポリン　　506
厚表紙クロス　　215, 233
　――K　　214
　――N　　214
アパレル産業　　199, 242, 246
安倍繁　　424
アポロ興産　　373
天岡淳　　304
雨衣用ビニル　　174
天野高明　　470, 472, 476, 477, 523
編物接着芯地　　243　→接着芯地
アムロン加工　　221
アメニクリーンシート　　382
アメニティ関連　　381
アメニトップ　　381
綾　　391
新井彦一　　285, 286, 288, 406
有川嘉邦　　230, 340, 406, 424
アリンダ　→ALINDA
アルミ箔蓋材　　434, 454, 521
暗幕染色　　141, 143

い
池田正孝　　519
井沢平六　　90
石角完爾　　424
石田捨雄　　409, 410, 424
石丸憲次郎　　88, 90, 144, 149, 150, 158, 

228, 233, 277
石丸昇　　349, 373
磯村增雄　　149
市川仁司　　528, 541
市川満哉　　303, 349
一条工場　　88-90, 109
　――で原因不明の火災　　　110
伊藤東一郎　　142, 167
伊藤博介　　224, 286, 349
稲畑勝太郎　　38, 39
イミテーションレザー　　125　→硝化
綿レザー

井村健次郎　　57, 58-60, 149
医薬凾貼用クロス　　170, 172, 215, 223
衣料用の合成皮革　　252　→合成皮革
衣料用発泡レザー　　265

衣料用メリヤスレザー　　226
岩城淳　　546
岩波茂雄　　44
岩波書店　　44, 81, 164, 502
インクジェット用フィルム　　317
インクリボン　　104, 105, 258-263, 322- 

325, 365, 371, 385-390　→印字リボン
　――（活字プリンタ用）　　259
　――事業　　260, 389
　――製品　　322
　――（端末機用）　　262, 324
　――（電算機用）　　262
　――の生産工程　　492
　― ―（ラインプリンタ用）　　261, 262, 

322, 324
インクリボン（サーマルリボン）　　545
印刷用クロス2号　　215
印刷用クロスL60K　　215
印刷用不織布　　334
印字布　　258
印字リボン　　258, 323, 324, 487, 490, 

524, 545　→インクリボン
　――（ワープロ用）　　386, 486
インナーシール　　455
インペリアル　　106

う
ヴァル　　391
ウィンターボトム・ブック・クロス　　

46, 54
ヴィンテージゴールド　　500
上木邦夫　　424
植木佳雄　　432
上田周　　286-288
上田俊一　　74
上田泰三　　283, 406
上田昌弘　　468, 470, 472, 475
上南武司　　470, 472
ウェブロック　　268
上村九兵�　　59, 60
植村秀春　　187, 370
植村正彦　　142
ウエルダン　　272
ウォールクロス　　100, 103
ウォールライト　　272, 328
薄織五号　　160
薄手ターポリン　　267　→ターポリン
薄手ビニルペーパー　　265

『歌うクジラ』（講談社）　　503
ウッドエイジ　　400, 401
卯野明　　476, 477
梅クロス　　72, 106
裏糊加工　　73, 179, 220
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I
ISM（Interior Safety Material）　　420
　――認証取得（滋賀工場）　　420
ISO9001　　420
　――認証取得（埼玉工場）　　420
　――認証取得（滋賀工場）　　420

「ISO14000」シリーズ　　419
ISO14001　　　419, 420
　――認証取得（桂工業）　　420
　――認証取得（埼玉工場）　　420
　――認証取得（滋賀工場）　　420
　― ―認証取得（ダイニックファクトリ
ーサービス）　　420

　――認証取得（ニックフレート）　　
　420
　――認証取得（大和紙工）　　420

「ISO14001」（環境マネジメントシステ
ム=EMS）　　419

J
JFC品質保証ラベル　　504
JIS表示許可工場　　351, 352
JIS表示を認可　　184
JPDA（日本パッケージデザイン協会）
の「デザイン賞」　　321

K
KCスエード　　253
KP-1　　290
KP-2　　290
Kタイプ　　216　→プロテクトペーパ
ー

L
LD　　168　→カンバスペーパー
LPG　　162, 215　→背貼りクロス

M
MAGDES（マグデス=Magnetic Data 

Encryption System）　　397
MDR-W01　　397
ML　　449　→タスカラー120
MLフィルタ　　395
MP-300　　453
MP-400　　399
MP-600　　399
MP-600EX　　399
MP-1200Pro　　399
MP-1200R　　452, 453
MP-2000Pro　　453
MP-2100　　453
MP-5000　　453
MP企業名刺作成ソフト　　399

N
N-1号機　　267, 287
N-2号機　　267, 288
N-3号機　　253, 267, 288, 289
N-4号機　　267, 289
N-5号機　　267, 459
N-6号機　　539
N-7号機　　458
N-8号機　　459
N-10号機　　413
NC-1号機　　412
NCウォールペーパー　　272, 328
NCカーペット　　271
NCステーフレックス　　307, 338, 430, 

508, 512, 514, 528
　――グループ会社化　　369
　――設立　　307
NSシリーズ　　413　→ステーフレック
ス

NT-1号機　　414
NVP　　257
NW42　　164　→アートベラム
NW356　　166　→アートベラム
Ny（ナイロン）　　490, 491

O
OHP用フィルム　　316　→ALINDA
OPP（二軸延伸ポリプロピレン）　　490, 

491
OZK　　451

P
PA　　449　→タスカラー120
PA-3号機　　414
PA-7号機　　537
PA-14号機　　537
PCP　　264
PCX　　264
PDCシリーズ　　400, 413　→ステーフ
レックス

PDシリーズ　　400　→ステーフレッ
クス

PET（ポリエチレン・テレフタート）　
314, 490

　――フィルム　　315, 316, 487, 488
PF-1　　290
PF-2　　290
PF-4号機　　355
PF-5号機　　355, 537, 538
PF-6号機　　403, 538
PF-7号機　　414, 537, 538
　――改造　　459
PIクロス　　225, 284

PPE不織布　　354
PSシリーズ　　400　→ステーフレック
ス

PVC　　173, 174, 267, 272　→ポリ塩
化ビニル

　――加工　　177, 267, 328
　――樹脂　　320
　――フィルム　　267
Pタイプ　　207　→ハイピール

Q
Qタイプ　　207　→ハイピール

R
R-1号機　　412
R-3号機　　537
R-3作戦　　463, 464
RB　　321
RC-1　　518
Rタイプ　　　207　→ハイピール

S
S-1号機　　245
S-2号機　　246
S-3号機　　247
SC-7号機　　413
SC-8号機　　413
SC事業部　　431
SG加工　　221
SGシリーズ　　400　→ステーフレック
ス

SGニューマイティカーフP（W64）　　
211

SGニューマイティカーフP（W621）　　
211

SN四六判　　212　→カンバス
SM-1　　413
SP　　160　→駐留軍用クロス
SPHM1003　　255
SPI　→サハ・パタナ・グループ
SPP　　264
SPシリーズ　　263, 323　→インクリボ
ン

SR加工　　221, 222
SSシリーズ　　400　→ステーフレック
ス

ST式底面灌水システム　　335, 432
Sタイプ　　207, 216, 246　→ソリドッ
ト　→ハイピール　→プロテクトペ
ーパー

T
TEX-01　　400
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索　引
［凡例］
＊項目の表記に従って、「アルファベット順」と「五十音順」に分けて配列した。
＊「五十音順」のうち、カタカナの長音（音引）は、母音に直した位置に配列した。
　［例］　カーレーター
　　　　会計ビッグバン
＊「五十音順」のうち、数詞の入る項目がつづく場合は、五十音順ではなく、数の若い順に配列した。
　［例］　東京工場
　　　　　――第一工場
　　　　　――第二工場
　　　　　――第三工場
＊ 共通部分をもつ項目（＝親項目）が並んだ場合、2番目以降の項目は、共通部分を「――」として省略し、子項目とした。
　［例］　EVAコンテナ　　　　　  EVAコンテナ
　　　　　――用ターポリン　＝　EVAコンテナ用ターポリン
＊子項目が（　　）でくくられている場合は、それが親項目を説明するものであることを示す。
　［例］　ISO14001　　　　　　　　　　　ISO14001
　　　　　――認証取得（埼玉工場）　＝　埼玉工場のISO14001認証取得
＊別表記のある項目は、「送り項目」として、「→」をつけて当該項目を示した。
　［例］　アリンダ　→ALINDA
＊関連する別項目がある場合は、「参照項目」として、記載ページの後に「→」をつけて、関連項目を示した。
　［例］　擬革　　125　→硝化綿レザー
＊別項目の一種である項目は、記載ページの後に「→」をつけて、当該項目を示した。
　［例］　A印　　106　→ブラインドクロス
＊項目の記載ページのうち、太字（ゴシック）のものは、その項目について主要な説明のあるページを示す。

アルファベット順

A
AC-330　　394, 496
AC-370　　496
AC-400　　496
ACF　　403　→活性炭
ALINDA　　314, 315-317, 398, 432, 

451, 503
　――の製法　　315
　――の製品構成　　316,  317
A印　　106　→ブラインドクロス

B
Bタイプ　　207　→ハイピール

C
C-3号機　　250
CCM（コンピュータ・カラーマッチン
グ）システム　　353

CETUS　→シータス
CI（コーポレート・アイデンティティ）
　　338, 339

CK-1号機　　413

CPP（無延伸ポリプロピレン）　　490, 
491

C印　　106　→ブラインドクロス

D
DCシリーズ　　413　→ステーフレッ
クス

DF322　　491　→熱転写インクリボン
DPK-24E　　324　→インクリボン
DPL　　318
DPシリーズ　　323  →インクリボン
DSシリーズ　　400　→ステーフレック
ス

E
EA-1号機　　403, 413
EDP室の設置　　280
EMS　→ISO14001
EVAコンテナ用ターポリン　　267
EVA樹脂　　267, 504, 505
EVA広幅コンテナ製造機　　459

F
FA（ファクトリー・オートメーショ
ン）化　　411

FFC（ファイン・フィルム・コーティン
グ）　　314, 315, 451

　――技術　　315, 402, 451
　――技術開発　　315
　――事業部　　315, 354, 413
　――生産設備　　315
　――製造設備　　353
　――プロジェクト　　315
FFF（Free Fused Front）　　246
For The Customer　　471
FX　　449　→タスカラー120

G
GHQ　　157, 159, 160, 188, 233
GR　　450　→タスカラーV120

H
HEPAフィルタ　　494
HGS　　542
HL-72　　491, 518　→熱転写インクリ
ボン

HT-8プラス　　490　→熱転写インクリ
ボン

HT-13N　　490, 518, 545　→熱転写イ
ンクリボン
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う
な
製
品
を
生
み
出
し
た
の
か
。
そ
の
あ
た
り
を
細
大
漏
ら
さ

ず
標し

る

し
て
お
き
た
い
。
編
纂
の
ね
ら
い
を
そ
こ
に
お
き
ま
し
た
。

　

あ
ら
た
め
て
一
〇
〇
年
の
歩
み
を
顧
み
ま
す
と
、
戦
禍
や
大

災
害
に
も
み
ま
わ
れ
、
い
く
た
び
も
苦
難
に
遭
遇
し
て
お
り
ま

す
が
、
経
営
者
・
従
業
員
の
智
恵
を
結
集
し
て
、
き
わ
ど
く
乗

り
切
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

最
近
一
〇
年
を
み
て
も
、
国
内
で
は
東
日
本
大
震
災
と
い
う

戦
後
最
大
の
国
難
が
あ
り
、
海
外
に
目
を
転
じ
る
と
、
類
を
見

な
い
混
沌
の
時
代
に
突
入
し
て
い
ま
す
。
当
社
に
お
い
て
忘
れ

が
た
い
の
は
雪
害
に
よ
る
埼
玉
工
場
の
建
屋
崩
落
事
件
で
あ
り
、

未
曽
有
の
自
然
災
害
と
し
て
社
史
の
な
か
で
も
触
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
と
き
の
工
場
復
興
・
復
旧
・
事
業
再
建
に
大
き
く
寄

与
し
た
底
力
は
、
や
は
り
当
社
が
長
年
培
っ
て
き
た
モ
ノ
づ
く

り
に
お
け
る
技
術
力
・
品
質
の
優
位
性
の
な
せ
る
業
だ
と
、
再

認
識
し
た
し
だ
い
で
す
。

　

当
社
の
原
点
は
﹃
デ
ピ
エ
﹄
と
い
う
一
冊
の
仏
国
技
術
書
で

す
。
創
業
者
は
そ
こ
か
ら
成
膜
、
膜
を
造
る
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
・

樹
脂
加
工
技
術
を
生
み
出
し
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
な
が
ら
進

化
し
、
現
在
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
編
纂
作
業
を
通
じ
て
、
基

幹
と
な
る
固
有
技
術
を
し
っ
か
り
護
り
つ
た
え
る
こ
と
、
創
業

の
精
神
や
蓄
積
し
た
企
業
文
化
・
風
土
を
次
世
代
に
つ
た
え
根

付
か
せ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
思
い
知
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
本
書
の
編
纂
に
お
い
て
、
今
回
で
五
冊
目
と
な
る
社

史
す
べ
て
を
執
筆
い
た
だ
い
た
福
本
武
久
先
生
、
装
幀
デ
ザ
イ

ン
を
お
願
い
し
た
菊
地
信
義
先
生
、
制
作
業
務
を
担
当
い
た
だ

い
た
株
式
会
社
平
凡
社
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
当
社
へ
の
想
い
を

語
っ
て
い
た
だ
い
た
社
内
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

︵
北
村 

圭
正
︶



　

奇
し
く
も
本
一
〇
〇
年
史
の
編
纂
に
着
手
し
た
こ
ろ
で
し
た
。

　

自
家
の
ち
か
く
に
着
物
や
帯
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
雛
人
形
に
リ

メ
イ
ク
し
て
く
れ
る
人
形
工
房
が
あ
る
と
い
う
。
地
域
の
広
報

誌
で
そ
ん
な
記
事
を
み
つ
け
た
わ
が
家
人
、
さ
っ
そ
く
簞
笥
の

奥
で
な
が
い
あ
い
だ
眠
っ
て
い
た
帯
の
ひ
と
つ
を
も
ち
こ
み
ま

し
た
。

　

そ
の
帯
は
お
よ
そ
一
か
月
あ
と
に
男
雛
・
女
雛
か
ら
な
る
内

裏
雛
に
な
っ
て
も
ど
っ
て
き
ま
し
た
。
思
っ
た
よ
り
は
る
か
に

立
派
な
お
雛
さ
ま
で
、
と
く
に
女
雛
の
ほ
う
は
十

じ
ゅ
う

二に

単ひ
と
えの

正
装

と
い
う
本
格
派
で
し
た
。

　

そ
の
と
き
雛
人
形
と
と
も
に
、
解
体
し
た
帯
の
使
わ
な
か
っ

た
布
地
も
も
ど
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
帯
の
芯
地
に
は
何
を
使
っ

て
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
こ
と
が
気
に
な
る
の
は
遠
い
昔
に

し
み
つ
い
た
職
業
意
識
の
余
焔
と
い
う
も
の
で
し
ょ
う
。
苦
笑

し
な
が
ら
布
地
の
き
れ
は
し
を
ひ
っ
く
り
か
え
す
う
ち
に
、
思

わ
ず
声
を
あ
げ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
使
わ
れ
て
い
た
芯
地
は

不
織
布
で
、
そ
の
反た

ん

末ま
つ

に
見
憶
え
の
あ
る
金
の
ロ
ゴ
タ
イ
プ
の

転
写
が
あ
っ
た
の
で
す
。﹁
軽
く
て
皺
の
よ
ら
な
い
パ
ネ
ロ
ン

帯
芯
﹂、
そ
れ
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
ダ
イ
ニ
ッ
ク
︵
当
時
は
日
本

ク
ロ
ス
工
業
︶
製
品
で
あ
る
こ
と
の
証
と
い
う
も
の
で
す
。

　

家
人
が
そ
の
帯
を
あ
つ
ら
え
た
時
期
か
ら
す
る
と
、
私
は
そ

の
と
き
パ
ネ
ロ
ン
の
販
売
課
に
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま

り
私
た
ち
が
お
く
り
だ
し
た
製
品
が
呉
服
商
ル
ー
ト
を
く
ぐ
っ

て
帯
と
い
う
最
終
製
品
に
な
り
、
そ
れ
を
買
い
も
と
め
た
家
人

が
、
自
家
に
も
ち
こ
ん
で
き
て
い
た
。
外
か
ら
は
み
え
な
い
芯

地
ゆ
え
に
、
誰
に
も
気
づ
か
れ
な
い
ま
ま
、
何
十
年
も
の
時
を

か
さ
ね
て
い
た
の
で
す
。

　

ひ
る
が
え
っ
て
考
え
る
と
、
こ
の
パ
ネ
ロ
ン
帯
芯
の
あ
り
か

た
こ
そ
、
い
か
に
も
ダ
イ
ニ
ッ
ク
製
品
ら
し
く
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク

の
現
在
を
も
よ
く
も
の
が
た
っ
て
い
ま
す
。

　

創
立
一
〇
〇
年
の
今
日
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
製
品
は
誰
し
も
の
身

の
ま
わ
り
の
ど
こ
か
に
か
な
ら
ず
あ
り
ま
す
。
け
れ
ど
誰
も
そ

れ
ほ
ど
気
に
か
け
な
い
で
い
る
。
目
立
た
な
い
と
こ
ろ
で
部
材

と
し
て
使
わ
れ
る
モ
ノ
が
多
い
か
ら
で
す
。
け
れ
ど
も
、
社
会

や
暮
ら
し
の
場
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
ば
か
り
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
持
ち
場
で
大
切
な
機
能
を
き
っ
ち
り
果
た
し
て
い
る
の

で
す
。

　

ダ
イ
ニ
ッ
ク
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
ま
さ
に
そ
こ
に
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
こ
の
た
び
の
編
纂
作
業
を
通
じ
て
、
そ
の
こ

と
を
あ
ら
た
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
編
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
元
役
員
を
は
じ
め
と
す
る
Ｏ

Ｂ
の
方
々
、
そ
し
て
現
役
の
ダ
イ
ニ
ッ
ク
マ
ン
諸
氏
か
ら
も
貴

重
な
挿
話
を
拝
聴
し
、
資
料
も
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
世
話
に
な
っ
た
み
な
さ
ま
に
心
か
ら
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
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本社・事務所・工場 - 年表

日本クロス工業（株）設立  1919年 ダイニック㈱に社名変更  1974 年

京都市に本社･工場を構え日本クロス工業
を設立
京都市上京区一条通油小路西入
西川端町一番戸

1919年

京都市に本社･工場を構え日本クロス工業
を設立
京都市上京区一条通油小路西入 西川端町一番戸

1919年
京都工場（旧名：天神川工場）を新設し移転
京都市右京区西京極宮ノ東町 1

1929年
滋賀工場を新設し移転
滋賀県犬上郡多賀町大字多賀 270

1978 年

大平製紙㈱王子工場がダイニックの王子工場としてスタートする
東京都北区浮間 5-4-44

2003 年

大平製紙㈱真岡工場がダイニックの真岡工場としてスタートする
栃木県真岡市松山町 16

2003 年

大平製紙㈱富士工場がダイニックの富士工場としてスタートする
静岡県富士市字東川西町 1-2

2003 年

大和クロス工業が日本クロス工業
の東京工場としてスタートする
埼玉県入間川郡入間川町 3622

1952 年

九州クロス工業が日本クロス工業の
福岡工場としてスタートする
福岡市比恵本町 83番地

1954 年

深谷工場操業開始
埼玉県深谷市内ヶ島 500

1964 年
東京工場を集約し、新生･埼玉工場として
スタートする

1996 年

1996 年 深谷工場に集約し新生･埼玉工場としてスタートする
移転
埼玉県狭山市上奥富 1140

1960 年

本社･工場を京都工場（天神川工場）に移転

京都市右京区西京極宮ノ東町 1

1929年

移転（工場部門は滋賀工場に移転）
1978 年

京都本社営業所を開設
京都市中京区
烏丸通二条下ル 518
前田エスエヌビル

1996 年

移転
京都市右京区西京極
東町 46

2001 年

京都連絡所となり
大阪支社に移転・統合
大阪市中央区高麗橋 2-6-10
新高麗橋ビル

2003 年
京都本社に統合
2005 年

東京出張所を開設
千代田区神田一ツ橋 1-12　宮岡ビル

1948 年
東京事務所に昇格し移転
中央区日本橋室町 1-8
日本橋倶楽部会館

1956 年
東京支社に昇格し
移転 
千代田区神田
小川町 2-1 檜ビル

千代田区神田　長谷川第 5ビル

1962 年
移転
千代田区神田錦町
神田橋第一ビル

1966 年
移転後、東京本社に昇格
千代田区神田岩本町 2
長谷川第 12ビル
1973 年　
長谷川第 5ビルに移転

1973 年
本社機能、営業部門ともに移転
豊島区東池袋 3-1-1 
サンシャイン60（31 階）

1980 年

神田出張所を開設
（1983 年に神田営業所に昇格）
千代田区神田小川町 3-22 第 3 大丸ビル

1982 年
移転
千代田区三崎町 3-8-5　
千代田CBビル

1990 年 1993 年：閉鎖

1993 年：閉鎖

1993 年：閉鎖

東京本社狭山分室を開設
埼玉県狭山市上奥富 1140

1982 年

大阪営業所を開設
大阪市東区安土町 4-5  東光ビル

1968 年
移転
大阪市中央区南船場 2-5-12 クリスタファイブビル

2012 年

福岡出張所を開設（1974 年に営業所に昇格）
福岡市博多区比恵町 9-24　福岡クロス工業内

1972 年
移転
福岡市博多区博多駅東 1-12-8 加月ビル

1975 年

札幌営業所を開設
札幌市中央区北五条西 9

1974 年

名古屋営業所を開設（1983 年に名古屋支社営業所に昇格）
名古屋市中区丸の内 3-5-33　山富第一ビル

1975 年

仙台営業所を開設
仙台市本町 1-1-8 第一日本オフィスビル　

1975 年

広島営業所を開設
広島市基町 12-3 朝日生命広島ビル

1979 年

移転
広島市西区
上天満町 4-2 中村ビル

1981 年

移転
広島市中区本川町 2-6-11

1985 年

横浜営業所を開設
横浜市中区尾上町 3-46  木村ビル　

1985 年

千葉営業所を開設
千葉市新町 46　第 8東ビル

1987 年

移転
仙台市日の出町 3-10-13

1980 年
移転
仙台市日の出町 3-7-27

1983 年

移転
名古屋市西区牛島町 5-2　名駅 TKビル

1996 年
移転
名古屋市東区葵 3-15-31 千種ニュータワービル

2012 年

移転
札幌市中央区大通西 21ハイツ大通

1987 年

移転
福岡市博多区比恵町 9-24 福岡クロスビル

1982 年 1994 年　ダイニック・ジュノ㈱に移管

1994 年　ダイニック・ジュノ㈱に移管

1994 年　ダイニック・ジュノ㈱に移管

1963 年 閉鎖し、福岡クロス工業としてスタートする

1994 年　ダイニック・ジュノ㈱に移管

移転（1973 年に大阪支社営業所に昇格）
大阪市中央区高麗橋 2-6-10　新高麗橋ビル

1974 年

東京本社王子分室を開設
北区浮間 5-4-44

1996 年

移転
（資金、秘書をのぞく本社機能は
狭山分室に移転）
千代田区一ツ橋 2-5-5 
岩波書店一ツ橋ビル

港区芝大門 1-3-4　ダイニックビル

1993 年
移転
1999 年

港区新橋 6-17-19　新御成門ビル
移転
2011 年

本社機能のみを東京工場に移転、
営業部門は長谷川第 12ビルに残る

1977 年

東京支社分室を開設
（京都の中央開発研究所から総合企画部が移転）

1968 年
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本社・事務所・工場 - 年表

日本クロス工業（株）設立  1919年 ダイニック㈱に社名変更  1974 年

京都市に本社･工場を構え日本クロス工業
を設立
京都市上京区一条通油小路西入
西川端町一番戸

1919年

京都市に本社･工場を構え日本クロス工業
を設立
京都市上京区一条通油小路西入 西川端町一番戸

1919年
京都工場（旧名：天神川工場）を新設し移転
京都市右京区西京極宮ノ東町 1

1929年
滋賀工場を新設し移転
滋賀県犬上郡多賀町大字多賀 270

1978 年

大平製紙㈱王子工場がダイニックの王子工場としてスタートする
東京都北区浮間 5-4-44

2003 年

大平製紙㈱真岡工場がダイニックの真岡工場としてスタートする
栃木県真岡市松山町 16

2003 年

大平製紙㈱富士工場がダイニックの富士工場としてスタートする
静岡県富士市字東川西町 1-2

2003 年

大和クロス工業が日本クロス工業
の東京工場としてスタートする
埼玉県入間川郡入間川町 3622

1952 年

九州クロス工業が日本クロス工業の
福岡工場としてスタートする
福岡市比恵本町 83番地

1954 年

深谷工場操業開始
埼玉県深谷市内ヶ島 500

1964 年
東京工場を集約し、新生･埼玉工場として
スタートする

1996 年

1996 年 深谷工場に集約し新生･埼玉工場としてスタートする
移転
埼玉県狭山市上奥富 1140

1960 年

本社･工場を京都工場（天神川工場）に移転

京都市右京区西京極宮ノ東町 1

1929年

移転（工場部門は滋賀工場に移転）
1978 年

京都本社営業所を開設
京都市中京区
烏丸通二条下ル 518
前田エスエヌビル

1996 年

移転
京都市右京区西京極
東町 46

2001 年

京都連絡所となり
大阪支社に移転・統合
大阪市中央区高麗橋 2-6-10
新高麗橋ビル

2003 年
京都本社に統合
2005 年

東京出張所を開設
千代田区神田一ツ橋 1-12　宮岡ビル

1948 年
東京事務所に昇格し移転
中央区日本橋室町 1-8
日本橋倶楽部会館

1956 年
東京支社に昇格し
移転 
千代田区神田
小川町 2-1 檜ビル

千代田区神田　長谷川第 5ビル

1962 年
移転
千代田区神田錦町
神田橋第一ビル

1966 年
移転後、東京本社に昇格
千代田区神田岩本町 2
長谷川第 12ビル
1973 年　
長谷川第 5ビルに移転

1973 年
本社機能、営業部門ともに移転
豊島区東池袋 3-1-1 
サンシャイン60（31 階）

1980 年

神田出張所を開設
（1983 年に神田営業所に昇格）
千代田区神田小川町 3-22 第 3 大丸ビル

1982 年
移転
千代田区三崎町 3-8-5　
千代田CBビル

1990 年 1993 年：閉鎖

1993 年：閉鎖

1993 年：閉鎖

東京本社狭山分室を開設
埼玉県狭山市上奥富 1140

1982 年

大阪営業所を開設
大阪市東区安土町 4-5  東光ビル

1968 年
移転
大阪市中央区南船場 2-5-12 クリスタファイブビル

2012 年

福岡出張所を開設（1974 年に営業所に昇格）
福岡市博多区比恵町 9-24　福岡クロス工業内

1972 年
移転
福岡市博多区博多駅東 1-12-8 加月ビル

1975 年

札幌営業所を開設
札幌市中央区北五条西 9

1974 年

名古屋営業所を開設（1983 年に名古屋支社営業所に昇格）
名古屋市中区丸の内 3-5-33　山富第一ビル

1975 年

仙台営業所を開設
仙台市本町 1-1-8 第一日本オフィスビル　

1975 年

広島営業所を開設
広島市基町 12-3 朝日生命広島ビル

1979 年

移転
広島市西区
上天満町 4-2 中村ビル

1981 年

移転
広島市中区本川町 2-6-11

1985 年

横浜営業所を開設
横浜市中区尾上町 3-46  木村ビル　

1985 年

千葉営業所を開設
千葉市新町 46　第 8東ビル

1987 年

移転
仙台市日の出町 3-10-13

1980 年
移転
仙台市日の出町 3-7-27

1983 年

移転
名古屋市西区牛島町 5-2　名駅 TKビル

1996 年
移転
名古屋市東区葵 3-15-31 千種ニュータワービル

2012 年

移転
札幌市中央区大通西 21ハイツ大通

1987 年

移転
福岡市博多区比恵町 9-24 福岡クロスビル

1982 年 1994 年　ダイニック・ジュノ㈱に移管

1994 年　ダイニック・ジュノ㈱に移管

1994 年　ダイニック・ジュノ㈱に移管

1963 年 閉鎖し、福岡クロス工業としてスタートする

1994 年　ダイニック・ジュノ㈱に移管

移転（1973 年に大阪支社営業所に昇格）
大阪市中央区高麗橋 2-6-10　新高麗橋ビル

1974 年

東京本社王子分室を開設
北区浮間 5-4-44

1996 年

移転
（資金、秘書をのぞく本社機能は
狭山分室に移転）
千代田区一ツ橋 2-5-5 
岩波書店一ツ橋ビル

港区芝大門 1-3-4　ダイニックビル

1993 年
移転
1999 年

港区新橋 6-17-19　新御成門ビル
移転
2011 年

本社機能のみを東京工場に移転、
営業部門は長谷川第 12ビルに残る

1977 年

東京支社分室を開設
（京都の中央開発研究所から総合企画部が移転）

1968 年

20202010200019901980197019601950194019301920

京  都

東  京

大  阪

福  岡

札  幌

名古屋

仙  台

広  島

神奈川

千  葉

京都工場
滋賀工場

東京工場

福岡工場

王子工場

真岡工場

富士工場

埼玉工場
（旧･深谷工場）

工　

場

本
社･

営
業
所
等

京都市右京区西京極大門町 26



本社・事務所・工場 - 年表

日本クロス工業（株）設立  1919年 ダイニック㈱に社名変更  1974 年

京都市に本社･工場を構え日本クロス工業
を設立
京都市上京区一条通油小路西入
西川端町一番戸

1919年

京都市に本社･工場を構え日本クロス工業
を設立
京都市上京区一条通油小路西入 西川端町一番戸

1919年
京都工場（旧名：天神川工場）を新設し移転
京都市右京区西京極宮ノ東町 1

1929年
滋賀工場を新設し移転
滋賀県犬上郡多賀町大字多賀 270

1978 年

大平製紙㈱王子工場がダイニックの王子工場としてスタートする
東京都北区浮間 5-4-44

2003 年

大平製紙㈱真岡工場がダイニックの真岡工場としてスタートする
栃木県真岡市松山町 16

2003 年

大平製紙㈱富士工場がダイニックの富士工場としてスタートする
静岡県富士市字東川西町 1-2

2003 年

大和クロス工業が日本クロス工業
の東京工場としてスタートする
埼玉県入間川郡入間川町 3622

1952 年

九州クロス工業が日本クロス工業の
福岡工場としてスタートする
福岡市比恵本町 83番地

1954 年

深谷工場操業開始
埼玉県深谷市内ヶ島 500

1964 年
東京工場を集約し、新生･埼玉工場として
スタートする

1996 年

1996 年 深谷工場に集約し新生･埼玉工場としてスタートする
移転
埼玉県狭山市上奥富 1140

1960 年

本社･工場を京都工場（天神川工場）に移転

京都市右京区西京極宮ノ東町 1

1929年

移転（工場部門は滋賀工場に移転）
1978 年

京都本社営業所を開設
京都市中京区
烏丸通二条下ル 518
前田エスエヌビル

1996 年

移転
京都市右京区西京極
東町 46

2001 年

京都連絡所となり
大阪支社に移転・統合
大阪市中央区高麗橋 2-6-10
新高麗橋ビル

2003 年
京都本社に統合
2005 年

東京出張所を開設
千代田区神田一ツ橋 1-12　宮岡ビル

1948 年
東京事務所に昇格し移転
中央区日本橋室町 1-8
日本橋倶楽部会館

1956 年
東京支社に昇格し
移転 
千代田区神田
小川町 2-1 檜ビル

千代田区神田　長谷川第 5ビル

1962 年
移転
千代田区神田錦町
神田橋第一ビル

1966 年
移転後、東京本社に昇格
千代田区神田岩本町 2
長谷川第 12ビル
1973 年　
長谷川第 5ビルに移転

1973 年
本社機能、営業部門ともに移転
豊島区東池袋 3-1-1 
サンシャイン60（31 階）

1980 年

神田出張所を開設
（1983 年に神田営業所に昇格）
千代田区神田小川町 3-22 第 3 大丸ビル

1982 年
移転
千代田区三崎町 3-8-5　
千代田CBビル

1990 年 1993 年：閉鎖

1993 年：閉鎖

1993 年：閉鎖

東京本社狭山分室を開設
埼玉県狭山市上奥富 1140

1982 年

大阪営業所を開設
大阪市東区安土町 4-5  東光ビル

1968 年
移転
大阪市中央区南船場 2-5-12 クリスタファイブビル

2012 年

福岡出張所を開設（1974 年に営業所に昇格）
福岡市博多区比恵町 9-24　福岡クロス工業内

1972 年
移転
福岡市博多区博多駅東 1-12-8 加月ビル

1975 年

札幌営業所を開設
札幌市中央区北五条西 9

1974 年

名古屋営業所を開設（1983 年に名古屋支社営業所に昇格）
名古屋市中区丸の内 3-5-33　山富第一ビル

1975 年

仙台営業所を開設
仙台市本町 1-1-8 第一日本オフィスビル　

1975 年

広島営業所を開設
広島市基町 12-3 朝日生命広島ビル

1979 年

移転
広島市西区
上天満町 4-2 中村ビル

1981 年

移転
広島市中区本川町 2-6-11

1985 年

横浜営業所を開設
横浜市中区尾上町 3-46  木村ビル　

1985 年

千葉営業所を開設
千葉市新町 46　第 8東ビル

1987 年

移転
仙台市日の出町 3-10-13

1980 年
移転
仙台市日の出町 3-7-27

1983 年

移転
名古屋市西区牛島町 5-2　名駅 TKビル

1996 年
移転
名古屋市東区葵 3-15-31 千種ニュータワービル

2012 年

移転
札幌市中央区大通西 21ハイツ大通

1987 年

移転
福岡市博多区比恵町 9-24 福岡クロスビル

1982 年 1994 年　ダイニック・ジュノ㈱に移管

1994 年　ダイニック・ジュノ㈱に移管

1994 年　ダイニック・ジュノ㈱に移管

1963 年 閉鎖し、福岡クロス工業としてスタートする

1994 年　ダイニック・ジュノ㈱に移管

移転（1973 年に大阪支社営業所に昇格）
大阪市中央区高麗橋 2-6-10　新高麗橋ビル

1974 年

東京本社王子分室を開設
北区浮間 5-4-44

1996 年

移転
（資金、秘書をのぞく本社機能は
狭山分室に移転）
千代田区一ツ橋 2-5-5 
岩波書店一ツ橋ビル

港区芝大門 1-3-4　ダイニックビル

1993 年
移転
1999 年

港区新橋 6-17-19　新御成門ビル
移転
2011 年

本社機能のみを東京工場に移転、
営業部門は長谷川第 12ビルに残る

1977 年

東京支社分室を開設
（京都の中央開発研究所から総合企画部が移転）

1968 年
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グループ会社　年表

グループ会社別年表

日本クロス工業（株）設立  1919年 ダイニック㈱に社名変更  1974 年

九州クロス工業㈱設立  1941年 日本クロス工業の福岡工場となる1954年 福岡工場を閉鎖し、福岡クロス工業㈱設立1963 年
大和クロス工業㈱設立  1942年

サカブライト楽器㈱設立  1948年
日本塗布製品㈱が協福㈱を吸収合併し三豊クロス㈱に社名変更  1950年 ダイニック･ジュノ㈱に社名変更  1994 年
京都輸出造花㈱設立  1950年

大和紙工㈱設立  1961年
桂工業㈱設立  1964 年

㈱ニック設立  1969 年
ハロニック㈱設立  1969 年
東芝ニック工業㈱設立  1969 年 ニック工業㈱に社名変更 1977 年
ニック産業㈱設立  1969 年

ニックフレート㈱設立  1971 年
東京アセテート㈱が日本クロスグループとなる 1971 年

ニック環境サービス㈱設立 1972 年

NCステーフレックス設立 1973 年
㈱ナカヤがダイニックグループとなる 1974 年
㈱ニカブ設立 1974 年

台湾科楽史工業股份有限公司設立 1967 年

日本クロス工業の東京工場となる  1952年
1950 年：解散

1960年：解散

1982 年資本的な関係を解消

1982 年：解散

1979 年：解散

ディンフェル設立 1974 年 1979 年：解散

フェルトロック設立 1974 年 1980 年：解散

ニックファブリック㈱設立 1975 年 1986 年：解散

フレスタインテリア㈱設立 1975 年 1983 年：解散

ニックパワーズ㈱設立 1975 年

ダイニック･ホンコン設立 1979 年

ダイニック･アメリカ設立 1987年

ダイニック･UK設立 1989 年

銘州興業股份有限公司設立 1990 年

ダイニック･コート設立 1988 年

ダイニックファクトリーサービス㈱設立 1989 年

ニック･ビジネスサプライ㈱設立 1989 年
ステラ･ニック㈱設立 1989 年

タイ･ステーフレックス設立 1988 年
ダイニック･USAに社名変更 1989 年

ニック保険サービス㈱設立 1975 年 ニック不動産㈱に吸収 1981 年
ニック工芸㈱設立1976 年

多賀緑化開発㈱設立1983 年
狭山ニック㈱設立1984 年

狭山成型㈱1986 年
京都ビジネスサプライ㈱設立1985 年

ステーフレックス･テキシフューズがダイニックグループとなる1978 年

エスケー興産㈱に社名変更 1987 年 アポロ興産㈱に社名変更 1995 年
1983 年：解散

1984 年：解散

2005 年：解散

1997 年：解散

1996 年：解散

1999 年：解散

1999 年：解散

1992年：解散

1998 年：解散

1994 年：解散

1995 年：全株式を銘州興業に譲渡

グリッター･ストロング設立 1990 年

パラナ･サプライズ設立 1990 年
オフィス･メディア㈱がダイニックグループとなる 1990 年

1995 年：全株式を銘州興業に譲渡

1999 年：解散

2001 年：解散

2003 年：ダイニック㈱に吸収合併

ダイニック･フラワーアンドグリーン㈱設立 1990 年 1999 年：解散

リゲルジャパン㈱設立 1990 年

TPCニック設立 2013 年
ダイニック･テキスタイル･プレステージ設立 2014 年

ダイニック･チェコ設立 2018 年
大野クロス㈱がダイニックグループとなる 2018 年

1994 年：解散

大連大尼克辦公設備有限公司設立  1991 年
昆山司達福紡織有限公司設立  1993 年

大平製紙㈱がダイニックグループとなる 1995 年
大平産業㈱がダイニックグループとなる 2001 年

1982 年：解散

1999 年：解散

1999 年：解散

1977 年：解散

2002 年：全株式を㈱ケーヨーに譲渡

1999 年：㈱ジーエス環境科学研究所に譲渡

2014 年：解散
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1994 年：解散

達　克国際貿易（上海）有限公司設立 2002 年



グループ会社別年表

日本クロス工業（株）設立  1919年 ダイニック㈱に社名変更  1974 年

九州クロス工業㈱設立  1941年 日本クロス工業の福岡工場となる1954年 福岡工場を閉鎖し、福岡クロス工業㈱設立1963 年
大和クロス工業㈱設立  1942年

サカブライト楽器㈱設立  1948年
日本塗布製品㈱が協福㈱を吸収合併し三豊クロス㈱に社名変更  1950年 ダイニック･ジュノ㈱に社名変更  1994 年
京都輸出造花㈱設立  1950年

大和紙工㈱設立  1961年
桂工業㈱設立  1964 年

㈱ニック設立  1969 年
ハロニック㈱設立  1969 年
東芝ニック工業㈱設立  1969 年 ニック工業㈱に社名変更 1977 年
ニック産業㈱設立  1969 年

ニックフレート㈱設立  1971 年
東京アセテート㈱が日本クロスグループとなる 1971 年

ニック環境サービス㈱設立 1972 年

NCステーフレックス設立 1973 年
㈱ナカヤがダイニックグループとなる 1974 年
㈱ニカブ設立 1974 年

台湾科楽史工業股份有限公司設立 1967 年

日本クロス工業の東京工場となる  1952年
1950 年：解散

1960年：解散

1982 年資本的な関係を解消

1982 年：解散

1979 年：解散

ディンフェル設立 1974 年 1979 年：解散

フェルトロック設立 1974 年 1980 年：解散

ニックファブリック㈱設立 1975 年 1986 年：解散

フレスタインテリア㈱設立 1975 年 1983 年：解散

ニックパワーズ㈱設立 1975 年

ダイニック･ホンコン設立 1979 年

ダイニック･アメリカ設立 1987年

ダイニック･UK設立 1989 年

銘州興業股份有限公司設立 1990 年

ダイニック･コート設立 1988 年

ダイニックファクトリーサービス㈱設立 1989 年

ニック･ビジネスサプライ㈱設立 1989 年
ステラ･ニック㈱設立 1989 年

タイ･ステーフレックス設立 1988 年
ダイニック･USAに社名変更 1989 年

ニック保険サービス㈱設立 1975 年 ニック不動産㈱に吸収 1981 年
ニック工芸㈱設立1976 年

多賀緑化開発㈱設立1983 年
狭山ニック㈱設立1984 年

狭山成型㈱1986 年
京都ビジネスサプライ㈱設立1985 年

ステーフレックス･テキシフューズがダイニックグループとなる1978 年

エスケー興産㈱に社名変更 1987 年 アポロ興産㈱に社名変更 1995 年
1983 年：解散

1984 年：解散

2005 年：解散

1997 年：解散

1996 年：解散

1999 年：解散

1999 年：解散

1992年：解散

1998 年：解散

1994 年：解散

1995 年：全株式を銘州興業に譲渡

グリッター･ストロング設立 1990 年

パラナ･サプライズ設立 1990 年
オフィス･メディア㈱がダイニックグループとなる 1990 年

1995 年：全株式を銘州興業に譲渡

1999 年：解散

2001 年：解散

2003 年：ダイニック㈱に吸収合併

ダイニック･フラワーアンドグリーン㈱設立 1990 年 1999 年：解散

リゲルジャパン㈱設立 1990 年

TPCニック設立 2013 年
ダイニック･テキスタイル･プレステージ設立 2014 年

ダイニック･チェコ設立 2018 年
大野クロス㈱がダイニックグループとなる 2018 年

1994 年：解散

大連大尼克辦公設備有限公司設立  1991 年
昆山司達福紡織有限公司設立  1993 年

大平製紙㈱がダイニックグループとなる 1995 年
大平産業㈱がダイニックグループとなる 2001 年

1982 年：解散

1999 年：解散

1999 年：解散

1977 年：解散

2002 年：全株式を㈱ケーヨーに譲渡

1999 年：㈱ジーエス環境科学研究所に譲渡

2014 年：解散

20202010200019901980197019601950194019301920

1994 年：解散

達　克国際貿易（上海）有限公司設立 2002 年



グループ会社別年表

日本クロス工業（株）設立  1919年 ダイニック㈱に社名変更  1974 年

九州クロス工業㈱設立  1941年 日本クロス工業の福岡工場となる1954年 福岡工場を閉鎖し、福岡クロス工業㈱設立1963 年
大和クロス工業㈱設立  1942年

サカブライト楽器㈱設立  1948年
日本塗布製品㈱が協福㈱を吸収合併し三豊クロス㈱に社名変更  1950年 ダイニック･ジュノ㈱に社名変更  1994 年
京都輸出造花㈱設立  1950年

大和紙工㈱設立  1961年
桂工業㈱設立  1964 年

㈱ニック設立  1969 年
ハロニック㈱設立  1969 年
東芝ニック工業㈱設立  1969 年 ニック工業㈱に社名変更 1977 年
ニック産業㈱設立  1969 年

ニックフレート㈱設立  1971 年
東京アセテート㈱が日本クロスグループとなる 1971 年

ニック環境サービス㈱設立 1972 年

NCステーフレックス設立 1973 年
㈱ナカヤがダイニックグループとなる 1974 年
㈱ニカブ設立 1974 年

台湾科楽史工業股份有限公司設立 1967 年

日本クロス工業の東京工場となる  1952年
1950 年：解散

1960年：解散

1982 年資本的な関係を解消

1982 年：解散

1979 年：解散

ディンフェル設立 1974 年 1979 年：解散

フェルトロック設立 1974 年 1980 年：解散

ニックファブリック㈱設立 1975 年 1986 年：解散

フレスタインテリア㈱設立 1975 年 1983 年：解散

ニックパワーズ㈱設立 1975 年

ダイニック･ホンコン設立 1979 年

ダイニック･アメリカ設立 1987年

ダイニック･UK設立 1989 年

銘州興業股份有限公司設立 1990 年

ダイニック･コート設立 1988 年

ダイニックファクトリーサービス㈱設立 1989 年

ニック･ビジネスサプライ㈱設立 1989 年
ステラ･ニック㈱設立 1989 年

タイ･ステーフレックス設立 1988 年
ダイニック･USAに社名変更 1989 年

ニック保険サービス㈱設立 1975 年 ニック不動産㈱に吸収 1981 年
ニック工芸㈱設立1976 年

多賀緑化開発㈱設立1983 年
狭山ニック㈱設立1984 年

狭山成型㈱1986 年
京都ビジネスサプライ㈱設立1985 年

ステーフレックス･テキシフューズがダイニックグループとなる1978 年

エスケー興産㈱に社名変更 1987 年 アポロ興産㈱に社名変更 1995 年
1983 年：解散

1984 年：解散

2005 年：解散

1997 年：解散

1996 年：解散

1999 年：解散

1999 年：解散

1992年：解散

1998 年：解散

1994 年：解散

1995 年：全株式を銘州興業に譲渡

グリッター･ストロング設立 1990 年

パラナ･サプライズ設立 1990 年
オフィス･メディア㈱がダイニックグループとなる 1990 年

1995 年：全株式を銘州興業に譲渡

1999 年：解散

2001 年：解散

2003 年：ダイニック㈱に吸収合併

ダイニック･フラワーアンドグリーン㈱設立 1990 年 1999 年：解散

リゲルジャパン㈱設立 1990 年

TPCニック設立 2013 年
ダイニック･テキスタイル･プレステージ設立 2014 年

ダイニック･チェコ設立 2018 年
大野クロス㈱がダイニックグループとなる 2018 年

1994 年：解散

大連大尼克辦公設備有限公司設立  1991 年
昆山司達福紡織有限公司設立  1993 年

大平製紙㈱がダイニックグループとなる 1995 年
大平産業㈱がダイニックグループとなる 2001 年

1982 年：解散

1999 年：解散

1999 年：解散

1977 年：解散

2002 年：全株式を㈱ケーヨーに譲渡

1999 年：㈱ジーエス環境科学研究所に譲渡

2014 年：解散

20202010200019901980197019601950194019301920

1994 年：解散

達　克国際貿易（上海）有限公司設立 2002 年
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